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1. 既刊の 第一 部 上 〜下巻が 南傳 大藏經 70 冊に 対する 全体 的 索引で あり， それ は 日本 訳 を 項目 と して 
出した ものであるの に対して， この 第二 部 は， 第一 部の 項目に 掲げられ ている パーリ 原語 を 項目と 
して 掲 出した もので あり， 第一 部 を 裏返しの 形で， パーリ 語の アルファベット 順に 示した 索引で あ 

る C 

1. 従って これ は 南傳大 藏經の パーリ 語 索引と も 云うべく， 第一 部と は 密接に 連絡 関係して いる。 第 
一部に 掲げられ ている 南 傳大藏 經の巻 数 頁数 等 は， 第二 部で は 煩 をお それて すべて これ を 省略した 
から， 第一 部に 就いて 見られたい。 

1. 第二 部 は 一種の パーリ 語 字典の 体裁 をな している が， その 訳語 はすべ て 第一 部に ある 南傳の 訳語 
による ものである。 従って その 訳語 は その パーリ 語の 訳 を 網羅した もので はなく， また 南傳の 訳語 
が 必ずしも 適訳， 正 訳と は 限らない。 第二 部で は 第一 部の 出て いる そのす ベての 訳語 を 掲げて いる 
力;， 特に 不適当な 訳語と 思われる ものに は， その 語の 右 肩に * を 付して おいた。 なお 第二 部に は 第 
一部の 出て いない パ— リ語は 全く 掲げて ないから， この 点で も， パー リ 字書と して は 不十分で ある。 

1. 第一 部と 第二 部で は， 経典， 章節 等の パーリ 原語の 語尾 は 必ずしも 一致して いないし， また それ 
は パー リ 原典の ものと も 一致して いると は 限らない。 原典 自身に も 誤り や 問題の ある こと も あり， 
また 版 （ローマ字 版， シャム 版 等） によっても 違う ことがあ るからで ある。 

1. 書名， 経 名， 章節 （篇 品） 名 等に おいて は， 第一 部 を 単に 裏返した だけでなく， その 所属 や 位置 
を， パーリ 聖典 自身の 組織の 上から 簡単に 示し， 使用者の 検索の 便 を 計った。 しかし 経典 や 章節 等 
は， 南傳の 掲げられて いるものに 限り， 南傳に 出されて いない もの は 掲げなかった ので， これ も完 
全と は 云えない。 原典 自身が 章節 や 経 名 を 明示し ない 場合が あり， 南傳 では これ を うけてい るから 
である。 従って 南傳で 掲げられ ている 章節で も， その 所属 位置 を 組織の 上から 示し 難い もの， 又は 
細分に すぎた もの は， その 所属の 説明 を 略した。 

1- 第一 部下 巻の 巻末に 付録と して， 南傳 大藏經 65 巻 70 冊の 総 目次 を 掲げて おいた が， 第二 部で も 
これと 対応して， 裏返した 体裁の パーリ 聖典 自身の 総 目次 を 掲げた。 ここに は パーリ 原語の み を 出 
し， その 訳語 は 一切 出さなかった。 また 頁数 もす ベて パーリ 原典の みに より， 南傳の 頁数 は 示さな 
かった。 第一 部， 第二 部の 両目 次 は 相互に 参照 さるべき である。 

1. ？ K 一部の 総 目次に あって， 第二 部の 総 目次で これ を 除いた もの は， 界論 （Dhatukatha) と 發趣論 
(Patthana) との 註釋書 （DhkA,  PA) と， 阿育 王 刻 文と である。 

1. 第二 部の 総 目次 は 必ずしも 第一 部の ものの 順序に 従わなかった し， 目次の 内容 も 両者 は 全 同で な 
い。 順序と して は， 第一 部の もの は 南 傳の巻 数の 順序に 従って 掲げて いるが， 第二 部で は パーリ 蔵 
経 自身の 列挙 順序に 従った。 従って 小部經 15 篇 ゃ論藏 7 書で は， 第一 部の ものと、 その 順序が 違つ 
ている。 しかし 第二 部の もので も， 聖典 毎に 南 傳の巻 数 を 示し， また 各 頁の 上欄 見出しに は， 南傳 
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の 巻 数 を 〔1〕，  〔6〕， 〔11 上〕， 〔59 下〕 等と して， パーリ 内容 指示の 後に これ を 示して いるから， 
これによ つて 南傳 との 連絡が 知られう るであろう。 

1. 総 目次に おける 第一 部と 第二 部との 章節 や 経 名の 掲出 にも， 多少の 相違が ある。 特に 第一 部で は 
增 支部 經 （Aiiguttara) の 第一集 乃至 第 七 集 は， 単に 品名の み を 掲げて， その 中の 経 名 を 一々 出さ 
なかった。 これ は パー リ 原典 自身に 明示され ていないから である。 従って それらの 経 名 は 第一 部， 
第二 部の 本文に も 出て いない。 しかし 3t 二部の 総 目次で は， その 一々 の 経 名 も， 各 集の 後に ある 攝 
頌 （ud お na) によって， これ を 掲げた。 これ は 同じく 原典に 章節 や 経 名の 明示が なされて いない fit 
藏 （Vinaya) や 如是 語經 （Itivuttaka) 等の 場合 も 同様で ある。 また 逆に 發趣論 （PaUhSna) の 草 節 
は， 第二 部の 目次で は， 形式的な もの はこれ を 簡略した 場合 も 多い。 

1. 総 目次に おける 原典の 頁数 は， 第一 部， 第二 部 共に 大体 同じ ものに 従った。 唯 だ 第二 部で は 
Yamaka  (雙 論）， Milindapanha  (彌蘭 王 問經） は ローマ字 木と シャム 木 （タイ 本） の 両者の 頁数 を 
示した。 これ は ローマ字 本に よる 参照の 使の ためで ある。 

1. 総 n 次で 頁数 を 掲げた 依 用の 原典に ついては， 第一 部の 総 R 次の 凡例に も 示した 如く， 一般に は 

PTS 出版の ローマ字 本， 及び PTS 以外で 定本と なって， PTS で 出なかった ローマ字 本 （Vinaya, 
Jataka,  Dipavamsa) に 従い， その他の もの， すなわち Culla-niddesa  (小 義釋 ）， Yamaka  (雙論 ， 
これ は 前述の 如く，  PTS 本の 頁数 も 出した）， Pat 出 ana  (發趣 論）， Milindapafiha は， シャム 卞水 
の 頁数 を 示した。 南傳 がそれ に 従って 訳されて いるから である。 
1. この 中， Patthana は PTS 本 も ある 力;， これ は 極めて 简略 化した もので， シャム 木の ように 具 説 
されて おらず， 両 おの 頁数 も 比較で きない 程に 広 略が 甚だしい から， PTS 木の 頁数 は 出さな かつ 
た。 Cullaniddesa も PTS 本が ある 力;， これ は 本文 を 順序通り 出した もので はない から， その 頁数 
も 出せない。 

1. Milindapanha は ローマ字 本と シャム 本との 問に は， 文章 字句に も かなりの 出入が あり， その 順序 
や 内容に も 幾分 違った も のが ある。 ま た Rhys  Davids が SBE 35，  36 に 英訳して し 、 る Milindapafiha 
の 原典 はセィ ロン 本に よった もので あり， これ は ローマ字 本に 近いが， 全 同で はない。 これら 諸 本 
及び この 一部に 相当す る 漢訳 那先 比丘 經 （これに も 二 巻 本と 三 巻 本の 2 種が ある） との， 内容の 出 
入 前後 等の 比 絞に 関する 詳細 は 水野弘 元： ミ リンダ 問 経 類に ついて （駒 沢 大学 研究 紀要 17) 参照。 
1. パーリ 原典 名の 略字 は 第一 部の 場合と 同じで ある。 これ を 再録 すれば 次の 如し。 
. 括弧 内の ゴヂ ゾク 数字 は 南 傳の巻 数 を 示す。 
A=Anguttara-nikaya  f 增 支部 經典 17〜22 下） 
Abhsang=Abhidhammattha-sangaha  (^攝 阿]: る 達磨 義論 65^  I  )； 
Ap=Apaclana  (小 部 13,  ^喻經 26〜27) 
Bv=Buddha-vamsa  (小 部 14， 佛 種姓經 41) 
CNd=Culla-Niddesa  ( 小 部 11 2, 小義釋 44) 
Cp=Cariya-pitaka  (小 部 15, 所行!;^  41; 
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Cv=Cula-variisa  (小 王統 史 61) 
D=Dlgha-nikaya  (長 部經典 6〜8) 
Dhk=Dhatu-katha  (界論 47) 
DhkA=Dhatukatha-atthakatha  (界論 註） 
Dhp=Dhamma-pacla  (小 部 2， 法句經 23) 
Dhs=Dhamma-sangani (法果 論 45) 
Duka=Duka-patthana  (順 二 法發趣 53~54) 
Duka-duka=Dukaduka-patthana  (順 二 法 二 法發趣 56) 
Duka-tika=Dukatika-patthana  (順 二 法 三 法發趣 55) 
Dv=Dipa-vamsa  (島 王統 史 60) 
It=Itivuttaka  (小 部 4， 如是 語經 23) 
J=Jataka ひ j 、部 10， 本生經 28〜39) 
Khp=Khuddaka-patha  (小 部 1， 小誦經 23) 
KV=Katha-vatthu  (論 事 57〜58) 
M=Majjhima-nikaya  (中部 經典 9~11 下） 
Mil=A/Iilinda-panha  (彌蘭 王問經 59 上〜 59 下） 
MNd=Maha-Nicldesa  (小 部 11 1， 大義 釋 42~43) 
Mv=Maha-vamsa  (大王 統史 60、 
Nd=Niddesa  (小 部 11， 義釋 42~44) 
P=Patthana=Mahapakarana  〔發趣 gsU  50~56) 
PA=Patthana-atthakatha  (發趣 論 註） 
Pp=Puggala-pannatti  (人 施設 論 47) 
Pts=Patisambhida-magga  (小 部 12， 無 礙解道 40〜41) 
Pv=Peta-vatthu  C 小 部 7， 餓鬼 事經 25) 
S=Samyutta-nikaya  (相 應部經 典 12 〜； 16 下） 
Sn=Sutta-nipata  (小 部 5, 經集 24) 
Thag=Thera-gatha  (小 部 8, 長老 f 曷經 25) 
Thlg=Theri-gatha  (小 部 9， 長老 尼偈經 25) 
Tika=Tika-patthana  (順 三 法發趣 50〜52っ 
Tika-duka=Tikaduka-patthana  (順 三 法 二 法發趣 55) 
Tika-tika^Tikatika-patthana  (順 三 法 三 法發趣 56) 
Ud=Udana  〔小 部 3， 自說經 23) 
V=Vinaya-pitaka  (律藏 1〜5) 
VA=Samanta-pasadika  (一切 善 見 律 註 序 65(  I  )) 
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Vibh=Vibhanga  (； 分別 論 46~47) 
VM=Visuddhi-magga  (淸淨 道 論 62〜64) 
Vv=Vimana-vatthu  (小 部 6， 天 宮事經 24) 
Y=Yamaka  (_雙 論 48 上〜 49 ) 

なお 原典の 出版 翻訳 等に ついては， 水野弘 元： パーリ 語 文法、 附録 （I) 等 参照。 
1. また 本書に 使用され ている その他の 略字 や 符号 等 も， 第一 部の 場合と 同じい から， 第一 部 上巻の 
凡例 及び 第一 部下 巻 後方の 総 S 次の 凡例 を 参照され たい。 唯 だ 本書での *  Gil 出） のみ はお 一部の も 
のと 違って いる。 

1. 本書の 巻末に は， 第一 部 上〜 下巻に 対する 正誤表 及び 追加 表 を 掲げた。 これ は 第一 部下 巻の 末に 
付した 正誤表 及び 追加 表に ある 以外の ものであるから， 両者 を 併せ用い られた L 、。 こ の 正誤 _ 炎に 出 
ていない 些細な 誤植 等 も 別に ある けれども， 誤りで ある ことが 容易に 知られう る もの， 又は 余り 重 
要で ない もの は， すべて これ を 省略した。 期限に 迫られ， 印刷屋に 急がされて， 3 回 程の 校正で 終 
るので あるから， 注意 はして いても， 誤植、 脱漏 等 は なかなか 避け 難い。 深く 読者に お詫びす ると 
共に， 誤り を 指摘して 頂けば 幸いで ある。 
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第二 部 目次 
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Akuppa 


amta(A)=anta 邊疆人 

Amtiyaka(A),   Ariitiyoka(:A、，    Arhtiyoga( A; 

〔王〕 アン ティ ヨーガ 
Amtekina(A;,  Arhtikini(A ジ 〔王〕 アン テ一キ 
ナ 

Amdhra(A) 〔國〕 アンドラ， 案 達， 案達羅 
amba-vadikya(A,) 葡維 樹林 
arhsa-kasava 肩装兹 

amsa-baddha,  amsa-bandhaka,  amsa-vaddhaka 

義 fei 

amsa-vaddhaka 肩' あ 脣紐 
amsa ① 麻痺 ② 痔疾 
akattha-paka-sali 耕さ ざ る に 熟す る 米 
akanha-asukka ま1^":も#白 

akanha  asuKka  akanha-asukka-vipaka 非- 非 
白に して 非黑非 白の 報 

akanha-asukka-akanhasukkavipaka-kammam 
kammakkhayava  samvattati 非黑非 白に して 
非 黑非白 果なり その 業 は 業盡に 導く， 非黑非 
白に して 黒白の 異熟無 く 能 く 諸 業 を 盡す業 

akanha  asukka  nibbana 非黑非 白の- 2 早樂 

akanha-netta=pirigala-netta 黃 目 

akata 無 爲=)1 槃 

akatannuta 不知 恩 

akatannu 忘恩 者， 忘恩 〔漢 〕， 恩 を 知らざる き 
Akatannu-jataka ァカ タン ニュ一 《チ* ヤー タカ， 

忘恩 本 生物 語 J  90 
akatavedita 不感思 

Akatti  〔苦行者， 佛の 前生〕 ァ カツ ティ 
Akatti-cariya  〔經〕 ァ カツ ティ の 所行 Cp 1 1 
Akanittha    〔天〕 ァカ ユッタ， 阿 迦]^ 吒， 阿^ 

膩陀， 有 頂， 色 究竟 
Akanittha-gamin 色 究竟に 趣く^, 色 究竟に 行 

く 若， 色 究竟に 至る， 色 究竟 天に 至る 
Akanittha-deva  〔五淨 居 天の 一〕 阿迎 iCrit 天， 

阿^|0'『1^陀天， 有頂天， 色 究竟 天 
akanta-rupa き [^可 樂相 
akappa 無分別 

akappiya 不;: あ 不ほ: 事， 不淨 物， 不淨 食， 非 
淨行 

akammanna 堪ゅ る こと 無し， 堪 任な らず 


akammanlya 無堪任 
Akammamya-vagga 無 堪任品 A 1 3 
akammasa 不雜 色， 無據， 無 汚， 無 瑕 
akaranlya 非 事， 不應作 
Akarabhandu  〔村〕 ァ カラ パン ドウ 
Akalanka  〔ダ ミラ 人〕 ァ カラン 力 
akaraka 不作 lv 
akarana 無 因 
akala 非 時 

akalaka 非 時， 不時， 無 時 的， 卽 時に 〔果〕 あ 

akala-carin 非 時 行苕 
akala-civara 非 時 衣 
akalannu 時 を 知らず 
akaia-maccu 非 時の 死 
akala-marana  #8#(；0 夕ヒ 

akala-megha 非 時 雲 

Akalaravi-jataka ァ カー ララ一 ヸ *チ 'ヤー タカ， 

非 時 叫喚 者 本 生物 語 J 119 
akala-vadin 非時說 者， 非 時 語 者 
akalika 卽 時に 〔果〕 ある， 非 時， 不時， 無 時 

的 

akincana 無 所有者， 無 所有， 無一物 
akitti 惡名 

Akitti ① 〔婆， 佛の 前生〕 アキ ッ ティ ② 〔仙〕 
Akitti-jataka アキ ッ ティ 》ヂャ 一タカ， アキ ッ 

テ ィ 婆羅門 本 生物 語 J  480 
Akitti-tittha アキ ッ ティ 渡 
Akitti-dvara アキ ッ ティ 門 
akiriya 作者な し， 非業， 非 作業， 無 作， 無 作 

用， 無 所作 
akiriyato  samutthita  apatti 不作 業 所 起 罪 
akiriya-ditthi 無 作 見 

akiriya-vada 無 所作 論者， 無 作用 論者， 無 作 論 

#, 無 作說， 非 作業 論者 
akujana 無蝶聲 
akuppa 不動， 無 過 
akuppa-nana 不動の 智 
akuppa-dhamma 不動 法 
akuppa  vimokkha 不動 解脫 
akuppa  ceto-vimutti 不動' し 角? 脫 


( 


) 


Akutala 


akusala 个#， 始 
akusala-kamma 不善 業 
akusala-kammapatha 不善 業 iQ  〔十 種〕 
akusala-kayakamma 不善 身桌 
akusala-citta 不# 'し、 Dhs 1 2 
akusalacitta-samangin 刁ヽ 香' し、 戶 /i 有 あ 
akusalacittena  samutthita  kayakamma 个-；^^;'し、 
等 起の 身 業 

akusalacittena  samutthita  vacikamma 个- さんし、 

等 起の 口 業 
akusala-cinta 不#思 
akusala-cetana 不 善 思 〜不善の 思惟 
akusala-ahamma 个善法 
Akusala-dhamma  〔經〕 不善 法 S  45  22 
akusala-dhatu 不善 界 〔三種〕 
akusalabhagiya  dhamma 不- き- fe 
akusala-mula 不善 tU， 不善 の }ぉ 本 = 不善 因 

〔三種〕 

akusalamula-sahajatci  dhamma  >|、#根^^生の 
法 

akusala-rasi 小 # 聚 
akusala-rupa 小 # 色 
akusala-vacikamma 刁、 杏ロ桌 
akusala-vitakka 不善 尋思， 不善 尋= 不善 思， 

不善 想 〔三種〕 
akusala-vipaka 不楼 3^!- 熟 

akusalavipaka-ahetuka-manovinnana-dhatu 小 

善 異熟無 因 意識 界 
akusala-vipaka  citta  >1、#異 熟' ll、 
akusalavipaka-pancavinnana 不 ま- 異熟 識 
akusalavipaka-manodhatu 不-? #異 熟, き、 界 
akusala-vippayutta  citta 不善 小 相 Jfe の 心 
akusala-vedana 惡受 

akusala-sankappa  >1ヽ-"^,©， 刁ヽ# 念 し 二種 J 
Akusala-sangaha 攝 不善 Abhsang  7 丄 
akusala-sancetana 小善の Jiilff お ~个# 思 
akusala-sanna  >i ヽ鲁' お し: Ei 悝 J 
akusala-samutthana  rupa  ^、害 等-起の 色 
akusala-slla 不 * 戒 
akusala-hetu 不善 闲= 不善 根 〔三種〕 
akusalanam  dhammanaih  pahanaih  ^ヽ香 法の 

( 


拾 離 

Akodha  or  Avihimsa  〔經〕 無忿 （無害） S 11 
25 

akodhana=akkodhana 無 瞬 〔お〕， 無忿， 忿な 

き， 不忿 
Akodhano  〔經〕 無忿 S  37 15 
akka  〔草， 樹〕 アツ 力， 阿拘 
akkanaki 阿拘草 衣 

Akkantasannaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ァ ツカン タ 

サン ニヤ 力 Ap  3  218 
akkamana 敷物 

Akkamanadayaka  〔比丘の， 喩經〕 ァ ッ カマナ 

タ"一 ャカ Ap  3  452 
akkavata 阿羅 迦門 

akkulo  pakkulo  〔嚇し 文 イリ〕 ァ ッ クロ一 パッ ク 
口  ― 

akkodhana=akodhana 不忿 〔1^〕， 無 忿 〔打〕， 

無隨， 忿 なき 
akkodhcna  jinati  k リ dhaiii , な f# によ りて 忿怒 を 

克服す 

cikkodho  ca  anupanaho  ca ン 1、 忿 と  >1 ヽ tbi 

akkosa  mm,  m, 鼠 讒謗， 嚷, 怒 m 

Akkosa  〔經〕 讒誘 S  7  2 
Akkosaka-Bharadvaja  〔婆， 比〕 讒 誘婆羅 Pft 婆 
闍 

Akkosaka-vagga 罵詈 品 A  5  211-220 
akkosati 毁訾 す， F るる， 属詈す 
akkosana 怒お 

Akkosa-vagga 厲詈品 A 10  41-50 
akkosa-vatthu 呵罵 事， 怒 罵 事， m 事 〔个 fCl 
akkha ① 赛， 殺 子， 賠博， 博^^^ 博戲， 球戯， 

球 抛げ ② 軸， 車軸 
akkhaka 頸骨， 頸， 鎖骨 * 
akkhakatthi 鎖骨 
akkhatthi 眼 骨， 眼窩 
akkhana=asamaya 非 時 g|〕, 不 に】:， 難 
akkhana  asamaya 不時 不節〜 非 時節， 難 〔九 

種〕 

Akkhana  〔經〕 難 A  8  29 

akkha-dassa 哉 判官， 司法官， 判' ぼ， 法 tT 

akkha-dhutta 博戲 者， 博徒， 賭博 赌博 ii, 


Agga 


赌' 博に 惑溺 
akkhanti 不堪 忍， 嫌惡， 不忍 
akkhabbhanjanaC-upamaD 車軸 の 注油 〔の 譬 

ゆ〕 

akkhama  patipada 不堪 忍 行 〔四 行の 一〕 
akkhara 字， 文字 
akkhara-cintaka 文典 豕 

akkharappabheda 語源 論， 語 分別， 音韻 語源， 

音韻 語源 論， 文字 分別 書 
akkharika 文字 判じ 

Akkharukkha-petavatthu 木 軸 鬼 事 Pv  4 13 
akkhana 語 り 物， 古譚， 謠ひ 
akkhavin 論お 
akkhi 眼 
akkhi-kupa 眼窠 

akkhena  dibbati 博 突を爲 す， 博戲 をな す 
akkhohini 〔數 §;〕 アッコ— ヒ 二—， 阿閎婆 
akhanda 不 毁壞， 無 f:， 無缺 
aKhariKa 不可 

akhila 固陋なら ず， 剛股 なく 

Akhila  〔尸 棄佛の 上足 尼〕 アキラ—， 無障礙 

agata  disa 未到の 域， 未到の 境 

agati 不應 行， 不趣， 不 行處， 非道 

agati-gamana 不 fe 、行而 仃， 不'' 仃蹈行 

agada   〔果， 藥， 解毒 劑〕 阿伽陀 

agadangara 炭火の 藥 

agadassa  tayo  guna 阿 伽陀藥 の三德 

agadapana 阿 伽 陀藥店 （佛 の） 

aganthaniya  dhamma 不順 繋 法 

Agayha  〔經〕 不 執著 S  35 136 

agaru 非 可 尊重 

agaru,  agalu  〔植〕 ァ ガル， 沈香 

agara ① 家， 家屋， 屋舍， 小屋 ② 在家， 俗 家 

Agaram  〔經〕 客舍 S  36 14 

agaraka 弊き 

agara-muni 在家 牟尼 

agarava 不尊 重， 不敬， 不恭 敬， 無 敬 〔六 種〕 

agarika 在豕 者 

agarm 

Agariya-vimana 在家 天 '呂' Vv  65 
agilana 無病， 無病^ 

( 


agilana  bhikkhu 無. 比丘 

agutta-dvara 不 守護 〔諸 ifi〕 門 

agocara 非行 處， 不行境 

agocaraggahika-rupa  ^ヽ収 境 色 

agga 第一， 第一人者， 最高， 首 者"" 

agga-karika 第一 味 

aggaja し 花〕 ァ ッ ガヂ ャ 

agganna 起源， 起原 說， 世界の 起 EI 

Agganna-suttanta ァ ッ ガ ン ニヤ • ス ッ タンタ， 

起 世 因本經 D  27 
agga  dhamma 第一 法 
agga-pannatti 最上の 施設 〔四 種〕 
agga-pada 鼓 勝 句 
agga-pinda 第一の 供養 

Aggapupphiya   〔比丘の 譬喩 經〕 アツ ガフ ツビ 

ャ Ap  3  260 
aggappasada 第一 {」• 〔四 種〕 
Aggappasada-sutta 最上 信 樂經， 第一 俗 A  4〜 

34 

agga-phala 最上 果= 阿羅漢 果 
Aggaphalapanvena 頂果寮 
aggabahatthi 前腕の 骨， 橈骨と 尺骨 
agga-bija 枝 種， 枝 種子， 枝より 生ずる 種子， 

枝の 種子 

Aggabodhi ① 〔一 ti: 王〕 ァ ッ ガボ— ディ ② 〔二 
世 王〕, ③ 〔三世 王〕 ④ 〔四 世 王 =シ リ サン ガ 
ボ —ディ 三世 王〕 ⑤ 〔五世 王〕 ⑥ 〔六 世 王〕 
⑦ 〔七 lit 王〕 ⑧ 〔八 世 王 〕®  〔九 世 王〕 @〔ァ 
ッ ガボ— ディ 六 世 王の 親戚〕 ®  〔マラ ャ王〕 

Aggabodhika  〔ダッ ブラ 王の 兄〕 アツ ガボ— デ 
ィ 力 

Aggabodhisa  〔王族〕 アツ ガボ 一 ディ サ 
agga-magga 最上 道 = 阿羅漢 道 
aggamagga-samangin 最上 ig; 具足 者 
aggala ① 閂， 横木 ② 補綴 布 
aggalarh  akoteti 閂を敲 < 
Aggakpura  〔城〕 アツ ガ ラフラ， 阿 伽 樓羅 
aggala-phalaka  H 
ageala-vatti に づ 

aggavati  parisa お 上の 衆' ま， "A^-^^k 
agga-savaka  S~^9p'T 


Agga 


agga-sunfiii 最上 空 
aggabha 火の 光 

Aggalava  〔廟〕 アツ ガ— ラヴ， 阿 伽羅 婆 

aggi 火， 火祌， 火 天， 祭 火， 壇 火 

Aggi  Q 阿耆， 火祌 ② 〔經〕 火 S  46  53 

aggim  juhati 火 YliC る 

aggika 事 火 外 iii， 火 教徒， 拜火 

Aggika  〔經〕 拜火 S  7  8 

Aggika-jataka アツ ギカ • ヂ ャ 一タカ， 火種 本 

生物 語 J 129 
aggi-kapalia 火 sif 

Aggika-bharadvaja    〔婆， 比〕 アツ ギカ • パー 
ラドヴ —チ' ャ， 拜火婆 羅'; ft 婆閣， せ 火婆羅  >1 ま 

m 

aggikkhandha 火蘊， 火聚 
Aggikkhandha-pariyaya  〔經〕 火 聚の敎 
Aggikkhandhupama-dhammapariyaya し經〕 火 

聚喩の 法 門 = 前項， 次次 項〜 V  2  a 1,21 
aggikkhandhupama 火聚の ff: 喩 
Aggikkhandhopama  〔經〕 火 趨喩， 火聚 リ お 
aggittha 浴場 
aggitthana 竈， 火爐 
aggi-daddha 燒殘 〔布〕 

Aggidatta    〔拘 ft? 孫佛の 父〕 アツ ギダ ッタ， 火 

施， 火授， 祀得 
Aggideva  〔傅 。 轉輪 王， 力士〕 ァ ッ ギデー ヴ， 

火 天 

Agginibbapana  〔傳。 轉輪 王〕 ァ ツギ ニッパー 
パナ 

aggi-parkariya 火, |;1]， 事 火の 境 
aggipancanyaya  suddhi 火 'ヌ已 を 以て 淸 741- あり 
Aggibrahma  〔僧伽 蜜 多の 夫， 王 了-， 比〕 アツ 

ギブ ラフ マ一， 阿耆梵 
aggi-bhaya 火の 怖畏， 火の 畏， 火畏， 火 怖 
Aggimala  〔海〕 ァ ツギ マー ラ， 火 M 
Aggimitta  〔尼〕 ァ ッ ギ ミッタ 一 
aggiyayana 火 

Aggi-vacchagotta-suttanta アツ キ • ヮ ツチ ャゴ 

ッタ • スッ タンタ， 婆: f メ i 衢多火 〔喩〕 經 M  72 
agg ト vata 火務 
aggi-vatika 火 儲- 


Aggivessa し 人」 ァ ッ ギヹ' ッ サ 

Aggivessana ① 〔比〕 ァ ッ ギヹ— ッ サナ 爪 

(D= 薩遮逝 （1)== 阿 夷 羅和提 

aggi-santapa  fft 、化 索、 ^ 

Aggisama  〔傳 。 轉輪 王〕 ァ ッ ギサマ 

aggi-sala 火' 至， 火 堂， 溫室 

Aggisikha  〔龍王〕 アツ ギシ 力， 火焰 

aggisikha 火焰， 火 焰の項 

Aggisikha  〔傳 。 轉輪 王〕 ァ ッ ギシ カー 

aggi-hutta ①火 祀， 火祌の 祭， 火への 供養， 火 

への 獻供， 拜火 供犧， 事 火 法 ②祭 火, 供養 火 
aggihutta-missa 事 火 具 
aggi-homa 火の , 瘦ま， 火の 獻供 
aggha 供物 
aggha-karaka 評债官 
agghapada-lakkhanii  OV'^Cj  Mi^^U'll 
agghapaniya 評 fC( 鑑定 
agyantaraya 火の 障礙 〔十 障礙 の-一〕 
agyagara=-aggagara 火舍， 火' お， 火爐， 聖火 

堂， 護: き 堂 
agha ① 罪， 力 'ri, 禍 ② 無蓋 = 空 
a^ha-hhula ジ ifj 種 
agha-mCila 痛 根， 罪 お 愛 
Aghamula  〔經〕 痛 根 S  22  31 
Ankura  〔 ト:， 力士〕 アン クラ 
Ankura-petavallhu アン クラ 鬼 事 Pv  2  9 
ankusa  |'nj 

ankusagayha-sippa  |nj を 使 ふ#1 
ankusaggaha 象師 
ankula-yanna 祖先 供 勤 
ankola  〔樹〕 アン コーラ 
ankolaka  〔樹〕 アン コーラ 力 
Ankolapupphiya    〔比丘の "J^t 經〕 アン コーラ 

プッ ピャ Ap  3  362 
Aiikokika  〔比 JT: の 譬喩 經〕 アン コーラ 力 Ap  3 

195 

anga ① 支 分， 肢體， 分 ② 手の |1は11， 下 
足判斷 

Anga ① 〔网〕 アン ガ， 1^ バ/ 火 他② 〔に〕 ァ 
ンガ， 働 1 ③ 〔辟〕 アン ガ @  〔經〕 部分 S 
37  29  ©  〔經〕 支 分 S  46  49,  50 ⑥ 〔經〕 支 


( 4  ) 


Ace  la 


S  55  50 

Angaka   〔婆， 種德の 甥〕 アン ガカ， 鴦翻 
Angagama  〔池〕 アン ガ ガー マ 
anga-jata 男根， 生 支 
angaria 穢， 煩惱 

Anganasalaka  〔村〕 アン ガ ナサ 一 ラカ 
Anganiktibharaclvaja    〔比〕 アン ガニカ • ハ一 

ラ ドヴ一 ヂャ 
Angati  〔王〕 アン ガ ティ 
Anganeka  〔國〕 アン ガネ 一力， 儒 伽尼迦 
anga-paccanga 肢卽 
anga-panitata 支の 勝 妙 性 

anganicifiganusan-vata 肢肢隨 流 風， Ij 々體 f ほ 環 

風， 各 肢體を 流通す る 風 
Angamu  〔地名〕 アン ガム 
anea-vavatthapana  —支の 確乂 
anga-vata 肢痛 

anga-vijja 手 ひ， 手足 判 斷學， 支 節 明， 人 

相 術， 卜占 明 
anga-safikantika 支の 超越 
anga-santata 支の 寂靜 1 生 
anga-samatikkama 支の 超越 
angahetuka  L_ 鳥」 アン ガへー ト ゥ 力 
angatikkama 支 の 超越 
Ahgani  〔經〕 分 A 10 12 
afigSra 炭火， 炭， 石炭， 炭 灰， 灰， 炎 炭， 黑炭 
angarakasu 炭火の 坑， 火坑， 火 炭， 炭窩， 炭火 
Angarakasupama  〔經〕 火坑の 譬喩 
afigarak お npama 火坑の 如く， 火坑 の喩， 炭窩 

の喩 

angara-thupa 炭 灰 i%~， 灰 塔 

angara-pabbata お 火の 山 

angarammanasankantika 支 と 所緣 と の 超越 

angaranam  thupo 灰 塔， ^/jk?^ 

Angarama  〔ス マナ 怫 入滅の 地〕 アン ガ園 

angirasa 放光 lt， 鴦 耆羅， 央祁羅 f ま 

Angirasa ① アン ギ— ラサ, 慕- 耆羅， ^耆 羅娑， 

央祁 羅娑， 放光お •== 怫 ② 〔古 仙〕 アン ギ— 

ラサ， 煮 捋羅， 應 疑羅沙 ③ アン ギ— ラサ = 
バーギー ラサ 王 ④ 〔醫 jk;-〕 アン ギ— ラサ 

angirasi 天父 


anguttha 姆指 

Anguttaratthakatha 增支 〔部〕 義疏 
Anguttara-nikaya アン グ、 ッ タラ •  二 力 — V, 

增 支部， 增 支部 經典 A 1 〜： 11 
Anguttara-bhanaka 增 支部 矜 
Anguttarapa  〔國〕 ァ ン グ ッ タラー パ， 阿牟多 

羅， 煮崛 多羅 波， 耆伽 北方 水 
angula  〔量〕 指 尺， 指 
angula-pabba 指き '【j 
anguli 指 

linguhcchinna ネ 旨- 截 ら ； し 者 
anguli-patodaka 指に て櫟る 
Ahgulimara  〔外， 比〕 アングリ マ— ラ， 指鬉， 

央崛 攀羅， 蕩霞利 摩羅， 鴦 掘き， 鴛掘 魔， m 

崛 摩羅 

Angulimala-sutta アンク、' リマ一 ラ • スッ タ， 

鴦 掘摩經 M  86 
anguli-muddika 指: Eg， 指輪 
acakkhu 無 目〜 無 眼 
acakkhuka 無 眼， 無 眼 子〜 無 g 
Acarim  〔經〕 〔我〕 行ぜ リ S 14  32 
acaia 不動 
Acala  〔比〕 ァチ ヤヲ 
acaiatthana 不動 處 
acala  saddha=aveccappasada 小 動 ia 
acavaiia-dhamma 不 きの 法 
acittaka 無心 〔者〕 
acintiya 不可思議 

acinteyya 不可思議， 不思議 〔四 種〕 
Aciravata    〔比〕 ァ チラ ヴタ， 阿 夷 羅和提 =ァ 

ッ ギゴ— ッ サナ 
Aciravati  〔河， 五 河の 一〕 ァチ ラヴ ティ一， 阿 

致羅筏 底， 阿耆羅 婆提， 阿夷羅 跋提， 阿夷羅 

跋底， 阿夷羅 婆提， 阿夷羅 和提， 伊 羅跋提 
acetana 無 思 
acetasika 非 心 所 
acetasika  dhamma 非' し、 所 法 
acela 裸 形， 裸 行者， 裸 形 外道， 裸 形 道士， 裸 

形梵 志， 脫衣 派， 無 衣 外 追 
Acela ① 〔經〕 阿支羅 S 12 17 ② 〔經〕 裸 形 

S  41 9 


( 5  ) 


Acelaka 


ザ 、 


acelaka 裸 形， 裸 形 外道， 行者〜 裸 行 外道， 

裸 形 行者， 裸 行 沙門 
Acelaka-vagga ① 棵行品 V 1 a  5，  41-50 

(D 裸 形 品 A  3 151-163 
acelaka-vada 裸 形 論^ 

Acela-Kassapa  〔婆， 比〕 ァチ ユーラ カツ サパ， 

裸形迦 葉， 阿 支 羅逝葉 
accanta 究兒， あ 兄 

accanta-nittha  Q 畢竟 究竟^ ② 究竟 趣 
accanta-niyama  ^^^IfiJE 
Accantaniyama-katha 畢竟 決定論 KV 19  7 
accanta-panj'osana 畢兒 b ま 
accanta-brahmacann 攀兒梵 行お 
accanta-yogakkhemm 畢兄女 
accanta-viraga 究 ^ 離 貧 
accanta-sami 究;^ & 
accanta-suddhi 究竟 ？サ 
accaya 罪， 過失， 罪過 

Accaya  or  Akodhana  〔經〕 罪過 （無 忿リ S 11 
24 

acci 焰， 火焰， 规 光線 
acci-khandha 火焰聚 

Accimant  〔王〕 アツ チマ 一， 阿哩 li: 婆滿多 
Accimukhl  〔寵^^0 ァ ツチ ムキー 
accuta 不 タビ， 無死 

Accuta ① 〔天〕 ァ ツチ ユタ， 阿周陀 ② 〔辟〕 
ァ ツチ ユタ ③ 〔仙〕 阿周陀 ④ 〔俱留 孫佛の 
信士〕 ァ ツチ ユタ， 未 死 ⑤ 〔傳。 長者〕 ァ ッ 
チ ユタ ©  〔象〕 ァ ツチ ユタ， 阿周陀 

Accutagamabyaraaka  〔辟〕 ァ ツチ ユタ ガー マ 
ブ ヤー マ 力 

Accutagamin  〔大 1;':〕 ァ ツチ ユタ ガー ミ 

accuta  thana 不 化の 境 

accuta  pada 無死の 句， 不滅の 道 = 浮- 槃 

acceka-civara 特施衣 

Accenti  〔經〕 時 は 過ぎ行く  S 1 4 

accela=acela 

accelaka=acelaka 

accogalha 奢侈 

accha 

Acchagalla〔ka〕 〔精 舍〕 アツ チヤ ガッラ 〔力〕 


accha-camma 熊 皮 

acchara ① 天女， 仙な-， 玉 女 ② 彈指 
Acchara  〔經〕 天女 S 1 46 
acchara-samghata 彈指， 彈 指の 問， 彈 指の 頃， 
ー彈指 

acchara-sanghata-matta ー彈 の 頃 
Accharasanghata-vagga  5 早 指 品 Alb 
acchariya 不思議， 不可思議， 希有， 稀 有 
Acchariya  〔經〕 不思議 S  43  30 
acchariya-abbhuta-dhamma 希奇 未曾有? 去, 布- 

有 未曾有の 法， 希有 未曾有 法 
acchariyam 甚奇 なり， 希有な り， 偉なる,'! k, 

妙なる 哉， 奇なる 战， 勝な り， 殊勝なる i'lt 

感歎に 堪 へた り 
acchariyagami-magga 不, ii'、il もこ 達す な の 退 
acchariya-dhamma 希 も li: 
Acchanyabbhutadhamma-sutta アツ チヤ リマ 

ッ ブタ ダン マ *ス ッ タ， 希有 未曾有 法經 M123 
eicchiinya-manussa   ffi" 有 八 
acchidda 不 切斷， 無斷， 無 瑕， 無 穿-, 無 隙 
acchindati 奪 ふ 
acchinna-civara 奪 衣 
AcchiniutI  〔1：* も 沙門 天女〕 ァ ツチ ムテイ— 
acchiva  〔樹〕 ァ ツチ ヴ 
aja 牡羊， 羊， 山羊 
ajaka 山羊 

Ajakarani    CV'D ァチ， ャカ ラニー 
Ajakalapaka   〔夜 父〕 ァヂャ カラ— パカ， 羊 群 
Ajakalapaka-cetiya 羊 群顿: 
Ajakalapaka-yakkha 羊 群 夜叉 
ajagara ァチ' ャ ガラ， 大蛇， 蟒 
aja-camma 山 4 え 皮， 牛皮 
Ajacca  〔人」 ァ ナヤ ッ チヤ 
ajajjara 不老 

Ajajjaram  〔經〕 不老 S  43 19 

aiajjaragami-magga ィ； 老に逹 -j— るの id 

ajatakasa 空無虛 S 

ajaddhuka 絕; jg^ 

ajaddhumarika 餓死 〔#〕 

aja-pali 山羊 主 

ajapada-danda 羊！?」！: 形の 杖 
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Ajjhattam 


Ajapala ① 〔司祭の 子〕 ァヂャ パーラ， 羊護② 
〔榕樹〕 ァヂャ パーラ， 阿闍 波羅， 阿闍 恕羅， 
羊牧  ― - 

Ajapala-katha 阿 闍波羅 〔榕樹 下〕 緣 V  2  a 1, 2 
AjaDala-nigrodhci ァ チヤ パーラ ニグ ロータ， 
ァヂャ パーラ 榕樹， 阿 闍波羅 榕樹， 阿 闍波羅 

尼俱律 陀樹， 阿 閣想羅 榕樹， 阿 波 羅尼拘 律 
樹， 阿豫波 羅尼拘 律樹， 羊 牧尼拘 律 林 

aja-palika 牧 手-: iC 
aja-yuddha 牡 山羊 鬪 
Ajarasa  〔經〕 不老に 依 りて S 1 52 
ajar  a 不老 
ajaramara 1ヽ^ォ ヽ歹匕 
ajaramarana-pada 巧ヽ 夕 じ Oi^— 
ajala 不癡呆 
ajakta 無癡 
aja-vata 山羊の 誓 
aja-visana 山 年の 角 
aja 牝羊 

Ajatasattu   〔王子， 王〕 ァ ヂャ— タサッ ト ゥ， 

阿闍世 = 韋提 希の 子 
Ajatasattu- Vedehiputta ァチ、 ャ一 タサッ ト ゥ • 

ヹ— デ— ヒープ ッタ， 阿闍世 韋提希 子 = 阿闍 
世 王 

ajata  pathavl    f  ：^1也 
ajati 不 誕生 

ajanant 無知?^ •， 不識ぉ •， 不知-?? " 

Ajanantassa  papakarana-apunna-panho  ^ヽス 11 
惡行非 福の 問 Mil 4  〔2〕  9 

ajika 牝羝羊 

ajika-khira 山羊 乳 

ajika-sappi 山羊 乳酥， 山羊 酥 

Ajita ① 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ァ ヂタ， 阿 
耆多， 阿 逸 多， 無 勝 〔譬 • 經〕 Ap3  397 ② 
〔第二 結集 比丘〕 ァ ヂタ， 阿 夷 頭 ③ 〔婆， 佛 
の 前生〕 ァ ヂタ， 未 降 @  〔傳。 婆〕 阿 侍 多 
©  〔外〕 ァ ヂタ， 阿夷那 ⑥ 〔軍 帥〕 ァヂタ 
⑦ 〔經〕 阿夷那 A 10 116 

Ajita-Kesakambala,  Ajita-Kesakambaiin し 六 
帥 -外1£1 の 一〕 ァヂ タケ一 サ カンパラ， ァヂタ 
ケ―サ カン パリ—， 阿耆多 翅舍欽 婆羅， 阿 夷 
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多 翅舍欽 婆 離， 阿耆陀 翅舍欽 婆羅， 阿 浮陀翅 

舍 金披羅 
Ajitajana  〔王〕 ァヂタ ヂャナ 
Ajitanjaya~Jitanjaya   〔傳 。 王〕 ァ チタン チ、 ャ 

ャ 

Ajita-paiiha  〔經〕 阿 逸 多の 所 問， 阿 耆多所 問 = 

阿 耆多學 童 所 問 
Ajitamanavakapanha-niddesa 阿 耆多學 童 所 問 

の義釋 CNd  2 
Ajitamanava-puccha  〔經〕 阿 耆多學 童 所 問 = 阿 

逸 多の 所 問， 阿 耆多所 問 Sn  5  2 
ajina 玲羊 皮， 玲 羊の 皮， 黑玲羊 皮， 黑玲 羊の 

皮， 羊 皮， 羊 皮衣， 鹿皮， 鹿皮 衣， 鹿の 皮衣， 

皮衣 

Ajina  〔比〕 ァヂナ 
ajinakkhipa 鹿皮 衣 
ajina-camma 玲羊 皮， 玲 羊の 皮 
Ajinadayaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ァヂ' ナダ— ャカ 

Ap  3  222 
ajinappaveni 玲羊 皮の 覆 
ajela  〔果， 植〕 ァヂ ユーラ 
Ajelaphaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ァヂ ユーラ 

パ ラダー ャカ Ap  3  504 
ajelaka 羊， 山ギ羊 
Ajelaka  〔經〕 山羊 羊 S  56  88 
ajjava 正直， 質 直， 直行 
ajjavafi  ca  maddavan  ca 質 直と 柔和 
ajjavan  ca  lajjavan  ca 質 直と 柔禾ロ 
ajjuka  〔植〕 アツ ヂ ユカ 
Ajjuka  〔比〕 アツ ヂ ユカ， 阿酬 
ajjukanna  〔樹〕 アツ ヂ' ュ カンナ 
ajjunha 月夜 

ajjuna  〔樹〕 アツ ヂュ ナ， 阿順那 
Ajjuna ① 〔佛〕 アツ ヂュナ ② 〔比〕 ③ 〔王， 
力士〕 

Ajjunapupphiyci 〔比丘の 譬喩 經〕 アツ ヂュ ナブ 

ッ ピャ Ap  3  513 
ajjnatta  R 

Ajjhatta  〔經〕 內 S  35 185 
ajjhattam    arOpasanni    bahiddha  ruoarn 
passaliti  vimokkho 內 無色 想 觀外諸 色解脫 


Ajjhcitta 


ajjhatta  ceto-samatha 內' し の 止, 內' ll、 の 寂 止 
Ajjhattattika 內三法 Tika  20 
ajjhattattika-kusalattika 內三法 # 三 法 rika- 
tika  40 

ajjhattattika-saranaduka 內三法 有 評 二 法- 1 ika- 
tluka  92 

ajjhattattika-hetuduka 內三法 因 二 法 Tika- 

duka  20 
ajjhatta-dhamma 內! i;- 
ajjhattii-bahiddha  dhamma 內 外法 
ajjhattabahiddhabhinivesa  panna 内外 tli 〔慧〕 
ajjhattabahiddharammana 內 タト 所 緣 
ujjhatteibahicldharamniana  dhamma 內 外所緣 

法 

ajjhatta-rupa 内 fe> 

ajjhatta-vavatthane  panna 內の 決' /i£ の；^、 
ajjhattii-vutthana  vimokkha 內出 離解脫 
ujjhatta-sannojana 內結 〔イリ 
ajjhatta-santi 內の寂 
ajihatta-surina 內 g 
ajjhattabhinivesa  panna  V^i'EM 
ajjhattarammana 内所 緣 
Ajjhat ほ rammaijattika 內所緣 三 法 Tika  21 
ajjhat ほ rammaijattika-kusalattika 內 所 l^s 三! 

善 三 法 Tika-tika  41 
ajihattarammanattika-saranaduka 內所緣 三 法 

有 諍 二 法 Tika-duka  93 
ajihattarammanattika-hetuaukci 內所緣 三 法 M 

二 法 1 ika-duka  21 
ajihattarammana  dhamma  P3 所緣法 
ajjhattika  anga 內 の緣， 自己 中の W 
ajjhattika  indriya 
Ajjhattikam  〔經〕 內 S  22 149 
ajjhattika  khandha 內蘊 
Ajjhattika-duka 內ニ法 Duka  66 
ajjhattikaduka-kusalattika 內ニ法 啓 三 fii;-  Uuka- 

tika  75 
ajjhattika  dhamma 內法 
ajjhattika  rupa 內色 

ajjhattika  akasa-dhatu 內 空界， 內の g 界 
ajjhattika  apo-dhatu 內, K 界， 內 の水界 

( 


ajjluiuika  tejo-dhatu 內 火界， 內 の火界 
ajjhattika  pathavi-dhatu 內 地界， 內の地 界 
ajjhattika  vayo-dhatu 內 風界， 內の 風界 
ajjhattikahara 內 食 

ajjhacara アツ ナヤ一 チヤ一 ラ, 增上 ィ 】•'， 不 ね】'' 

行， 小 罪 
ajjhajiva 增上活 命 

ajjhayaka 讀誦 お， 諷誦 V^",  ^習お'， 聖典 を讀 

,W す 

ajjhupagamana  jlM 了 

ajjhena 讀誦 〔婆羅門 五 法の 一〕 

ajjhesana   W] 請 

ajjhokasa   &地, 'u'nfM 

ajjhosana  ？ま趣 

ajjhosana 取: あ 耽せ:， 嫉 * 

ajjhosita 固執 

ajjhohara  〔大, t^、〕 ァ ツチ * ョ一 ハーラ 
Ancanavana  Migadaya 安閣 那鹿苑 
Ancukotta ① 〔ナ一 ダール ヴ 一 ラ 'ぼ〕 ァ ン チ ュ 

コ ッタ② 〔ラー ヤヲ to  (S) 〔地名〕 

afljana ① アン ヂ ャナ， 塗藥， 安 閣那， 安 繕那， 
iE 眼藥， 塗 眼藥， 塗 眼膏， 眼藥， 眼の 塗料 ② 
〔色〕 アン ヂャ ナ， 漆黑， 眞黑， 青黑， 安! J^】 
那， 安繕那 ③ アン ヂャ ナ， 漆黑樹 二 アン ヂ 
ャ 二 

Anjana ① 〔林〕 アンチ' ャナ， 安 闍那， 安禪 ② 
〔山〕 アン ヂャ ナ， 安闍那 ③ 〔瞿 曇彌の 父〕 
アン ヂャナ ④ 〔王 臣〕 アン ヂャナ ©  〔象〕 
アン ヂャナ 

Anjanadevi 〔王女〕 アン ヂャ ナデ一 ヰ-一 

Anjana-vana 安禪 林， 安 闍那林 

Anjanavaniya  〔比〕 安 閣那林 住 

Anjanavasabha  〔象〕 アン ヂャ ナブ サバ， 黑牡 
牛 

Anjanasa  〔王子〕 アン ヂャ ナサ 
iinjani=anjana アン ナヤ 二, 漆黑樹 
anjanimala-harani 塗藥篮 
anjani-salaka 膏 藥篦， 塗藥篦 
anjani 塗 藥筐， 膏藥壸 
anjali  fr'yl 

anjali-kamma 合掌， 合掌 業 


Att; 


anjali-karaniya 合掌 せらるべき， 應 合掌 

Anjali   〔尼〕 アン ヂャ リ ― 

Afijasa  〔傳。 王〕 アン ギヤ サ 

annam  jivam  annarh  sarlram 命と 身と i よ 異な 

り， 命と 身と は 別別な り， 命 身異， 靈と 身と 

各 別な り 

Annarh  iivam  an  nam  sariram しォ 经〕 命 身異 ^ 
24 14 

annam  sattharam  udclisati 他の 師に 就く， 他 

の師を 仰ぐ 〔六 逆 罪の 一〕 
annam  sattharam  uddesati 餘師 を說く 
anna-khanti 異信 
Annataraih  〔經〕 異 S 12  46 
Annataro  bhikkhu  〔經〕 一 比丘 S  45  6,  7 
anna-titthiya 外學， 外 近， 外道 派， 異學， 異學 

徒， 異道， 他宗 
anna-titthiya-paribbajaka 外道 卷 行 外 ilL 出 

家， 異學 外道， 異學 出家， 異學 の: t 行? t 
annatitthiyapubba-katha 舊 外道 緣 V  2  a 1, 38 
Annatitthiva-peyyala 異 學廣說 
Annatitthiya-bhana-vara 外道 ifl 品 V  2  a  2, 

1 〜！ 6 

Annatitthiya  〔經〕 異學 S 12  24 
Annatra  〔經〕 餘處 S  56  61 
annatra-yoga 異] 1^ 仂 n 
annathatta 異心， 變異 
annatha  IP 化 
annatha-canya 異修行 
annatha-bhava 變 異性， 異變 
annadatthu-dasa 全 見者， 一切 見者-， 透 見者， 

何物 にても あれ 見る 者， 普觀察 者， 普 見者 
annadatthu-hara 何物 にても 取 り 行 く 人 
aniia-ditthi 異 M 
anna  pada 異文 
anna  pariyaya 異方使 
anna-byakarana 異答 〔五 種 i 
annabhagiva-adhikarana 異事 
annamanna-paccaya 相互 緣， 互緣 〔二十 四;; t 

の 一〕 

Annamannapaccaya-kalha 相互 緣論 KV 15  2 
annamannapaccaya-niddesa 相互 緣廣說 


annamanna-patipakkhata 相互 个目對 性 
annamanna-parivara 相 眷 jfe 
annamanna-mula  Ate 
annamannamula-mula  i 根 根 
anna-vajja 他人の 過失 
anna-vacla 他者の 說 

annasamana  cetasika 同 他、 他に 同つ る) 心 所 
anna 究竟 智， 完 全智， 完全 知， 正智， PFH/ ト， 

了 悟， 了解， 了知， 已知， 解慧 
Anna ① 〔經〕 開悟 S  47  36 ② 〔經〕 'ほ 了  A 

10  86 

Anna-Kondanna,  Annata-Kondanna  〔比 J ァ 
ン ニヤ— コン ダン ニヤ， 阿 若' I 喬陳如 =1 喬陳如 
〔譬喩 經〕 Ap  3  7 

anna-citta 知 解 心， t? 心， 解慧 心， 菩提心 

aiinana 無智， 無知 

Afinana-katha 無知 論 KV  2  2 

annana-cariya 無智 行 

annana-mula 無智の 根本 

Annana  〔經〕 無知 S  33 1〜5 

annataka 非 親里 

Annata-Kondanna=Anna-Kondanna  〔比 J 阿 

若橋陳 如 

annatavindriya 具 知 根， 知 根 〔三 無 漏 根の 一〕 
annatika 非 親里 
aiina  ruci 異樂 

anna-vimutta 解:,' せ智， 了知 解 ％ 
anna-vimokkha  了知 解] せ， 了解 解脫 
anna-vyakarana 已 知の 記說 〔五 種〕 
anna-sadhana 智慧の 完成 
annindriya 巳 知 根， 知 根 〔三 無 漏 根の 一〕 
annena  annam  paticarati 異語 をな す 
Anno  anusayo  ti  katha 異隨; j 民論 KV 14  5 
anno  karoti  anno   patisarhvedeti 作者 異受荐 
Ata お 〔地獄〕 ァ タタ， 阿 utfi£- 
atavi-arakkhika 森の 護 術 人 
atavi-sankopa 曠野 〔に 住する〕 蠻賊 
Atavi    〔國， 族〕 ァタ ヸ—， 林 f£ 種族， 森林 住 

1^ -〜 Alavl 阿 臘毘， 曠野 
atta ① 见 張臺， 見張 塔， 塔， 樓 ぼ） ② 訴訟， 

裁判 
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Attak; 


attaka 見張 臺 
attana 穿 浴 所 
attlyati 辛苦す 
attha 營務 

attha  akaraniyani 八 非 事, 八 不應作 
attha  akkhana 八 難， 八 不時 
atth'  akkhana  asamava 八つて 時不卽 =八 難 
attna  acchariya-abbhuta-dhamma 八 ffi—fl 未 曾 

有 法， 八 種の 希有 未曾有 法- 
attha  acchariya  abbhuta  dhamma 八 の 希有 

未曾有 法， 八 希有 未曾有 法 
attha  anariva-vohara 八 非聖 g 
attha  abhiohayatanani 八勝處 
attha  ariya-puggala 八 輩の 聖人 
attha  asannl-vada 八 無想 論 
attha  asaddhamma 八 非 法 〔利， 衰, 稱， 識， 

敬， 不敬， 惡欲， 惡友〕 
attha  arabbha-vatthuni 八 精進 事 
atthaka 八 法， 八 部 法 V  3  6  (8) 
Atthaka ① 〔も-仙〕 アツ タカ， 阿咤 お， 夜 n^, 

阿吒 '祭 ② 〔王〕 アツ タカ， 領 瑟操迦 ③ 〔辟〕 

アツ タカ @  〔經〕 八 支 S  36 17， 18 
atthakatha アツ タカ ター， 註釋， 註釋 書， 註 

解， 註疏， 義疏， 義解， 釋義 齊 
Atthakatha-kanda 義釋 品 Dhs  4 
atthakathacariya  3fe 疏師 

Atthakanagara  〔R  士〕 アツ タ 力 城 人， アツ タ 

カナー ガラ， 八 城 
Atthakanagara-suttanta アツ タ 力 城 人, 經， ァ 

ッタ カナ一 ガラ 'スッ タン タ== 第十經 M  52 
Atthaka-nipata 第 八 集 〔增 支部〕 A  8 1-95 
Atthaka-vagga 義品 〔經 集〕 Sn  4 1 〜： L6 
Atthaka-vaggika 義,; ,',， 義 品經， 八 八 品， 八 部 

品 = 前項 
attha  kasinani ノ\遍 
atthaka 八 曰 祭 

attha  kilesa-vatthuni 八 煩 1 'お 事 〔貪， 腿， 癡， 

慢， 党， 疑， 惜沈， 掉擧〕 
attha  kusita-vatthuni 八 解 怠 、車 
attha  garu-ahamma  A*M& 
attha  guna 八德 

( 


atthagopanasi アツ タゴ、 ーノ く  — ナシ ―， ノ\桷 
atthanga 八 支の 音 = 八 支 成就の 音 整 
atthanga  uposatha 八戒， ノ\ 支布薩 = 八齋戒 
atthanga-uposathakiriya 八 支布薩 行， 八 《戒 
atthanga-vacana 八 支 分の 語， 八き ,捋 說 
atthanga-vara 八 支 道 
atthanga-samannagata  (I)=atthanga- 

samannagata  ghosa   /{  Jcr^icht,    ノ VII 〔の驟 J 

〔玲瓏， 淸徹， X： 妙， 和' 充滿， 不 a,  n 
m, 廣博〕 ② 〔食〕 八 支 成就 

atthanga-samannagata  ghosa  ノ\ ^支 を具你 i せる 

音聲 

atthanga-sila 八 支 戒= 八? f 戒， 八戒 

atthangika 八 支= 八 支聖迫 

atthangika  magga 八 支 道， 八 支の 迫， 八 支の 

聖近 

atthangika-micchamagga 八 邪道 = 八 牙 B 

Atthangiko  〔經〕 八 支 S 14  28 

attha  cariya 八 行， 八 所行 〔咸 儀， I^S, 念， 疋， 

fS-,  in. 行 iii， 世間 利益〕 

attha  nanani 八 智= 八觀智 

atthatimsa  kammatthanani 三十 八ィ丁 fel, ニー i 

八 業 處= 三 十八 所緣〜 四十 業處 
atthatimsa  raja-parisa 三十 八 王 部？ |l' 
atthatimsa  sumangalani 三十 ノ、 —I'f 兆 
atthatirhsarammanani 十八 所緣 = 二 十八 1 r 

處 

attha  dana-vatthuni ノリ 旭,' 

attha  danuppattiyo   ノ乂 |i 生 

attha  ditthitthanani  ノ\ 見處 

attha  dona 八^  〔舍 利〕 

atthadhamma-kalapa 八 法聚 

attha  dhamma  ノ 

attha  dhutangani 八 頭陀支 

atthanavuti  roga 九十 八 種の 俩 

Attha-nipata ① 八; 5{ え ■  A  8 ② 八偈集 Thag 

494-517  ；  Thig  196-203 ③ 第 八篇 J 

417〜426 
attha  niraya 八 地獄 = 八 大 地獄 
attha  neva-  sanni-nasannl-vada 八 非お 想 非 無 

/じ、 nrffl 


Atthahetu 


Attha  paccaya-vara 八铼早 
attha  paccaya 八 因 〔地震の〕 
atthapada 八 目 碁， 八 條盤碁 
attha  parikkhara 
attha-parivatta 八轉 

attha  parisa 八 衆， 八會 〔刹 帝 利， 婆羅門， 居 

士， 沙門， 四 王 天， 仞利 天， 魔， 梵天〕 
attha  patidesaniya  dhamma 八 提舍尼 法 
attha  panani 八種飮 物， 八 種の 飮物， 八 種の 
飲料 

attha  parajika 八 波羅夷 〔尼」 
attha  puggala 八 輩， 八 種の 人= 八 輩 者 
Attha  puggala  〔經〕 八 輩 A  8  59，  60 
attha  puggala  cat ほ ri  yugani 八 輩 四雙， 四雙 
八 輩 

attha  puggala  dakkhineyya 八應 供人， 四 向 四 

果= 四 雙八輩 
attha  purisa-dosa 八 人 過 

attha  purisa-puggalfi 八 輩 八士 夫人 =八1|1， 
八 種の 人 

attha  purisa-bhumiyci 八 種の 人 地， 八 人 地 〔外 

道說〕 
attha  balani 八 力 
Atthama  〔辟〕 アツ タマ 
atthamaka 第 八 人 = 第 八補特 伽羅 
Atthamaka-katha お八 人 論 KV  3  5 
atthamaka  puggala 第 八補特 伽羅， ず, J\K 
atthamaka  so ほ patti-magga 第 八 チ貝流 iiS 
Atthamakassa  indriya-katha 第 八 人 根; k  KV 

3  6 

attha  maggangani 八道 支= 八 j£iEi 
atthama-parajika 第 八 波羅夷 
atthama  bhava 第 八 有， 第 八の 有， 第 八の 生 
atthama-vatthu 第 八 事 

atthama-samghadisesa 第 八 撥^ = 第一! _ ゆ Jli 

戒 

attha  maha-niraya 八 大地 獄= 八 地獄 
attha   mahapurisa-vitakka 八 大人 覺， 大人の 
八 念 

attha  mahavipaka-cittani 八 大異熟 〔心」 = 欲 

界有因 異熟心 

( 


attha  maha-vilokanani 八 大觀察 〔菩薩の J 
attha  micchattani 八 邪， 八 邪 性 = 八邪迅 〔邪 

見， 邪 思， 邪 語， 邪 業， 邪 命， 邪 精進, 邪念， 

邪定〕 

attha  mut ほ 八 種 眞珠， 八 種の 眞珠 

attha  yathabhucca-vanna 八 無 ■；# 法 

Attharajaka 八 王 章 Cv  41 

attha  l(ika- dhamma 八 世間 法， 八 世 法 〔利， 

衰， 稱， 譏， 毀， 譽， 樂， 苦〕 
attha  vatthuka 八 事 罪 
attha  vara   /\ つの 望〜 次 項 
attha  varani 八 願〜 ほリ 項 
attha  vijja 八叨 
atthavidha  kankha 八 種の 疑惑 
atthavidhena  rupakkhandho 八 種 色糸: i 
atthavidhena  rupa-sangaho  ノ  V 種色聚 
attha  vipassana-nanani 八觀智 =八ぜ 
attha  vimokkha 八 解 ijf と 
atthavlsati  nakkhattani 二十 八？ |j 
attha  samvega-vatthuni 八 悚懼事 
attha-satthi  balani 六十 八ブフ 
attha-satthi  vimokkha 六十 八解晚 
Atthasata  〔經〕 百 八 S  36  22 
atthasata-tanha 百 八 愛， T1 八の 渴愛， TT 八 耽 

染 =百/ャ 愛行 
atthasata  tanha-vicarita 百 八 愛行 =1^ 八 愛 
Atthasatapariyaya-vagga    "i^ 八;! 品 S  36  21 
~29 

atthasata-vedana 百 八' え 百 八種受 
attha-sadda 八の 51= 八 支 成就の 音， 八 支 音， 
八 種の 聲 

Atthasadda-jataka アツ タサッ ダ、 ，チ ャ 一タカ， 

八 S 本 生物 語 J  418 
attha-samapatti-nana 八 等至智 
attha  samapattiyo    ノ人等 至， 八 成就 法 
attha  sammat ほ ni 八 Ih= 八 正道 
AtthasahassaCkaD    〔地方〕 アツ タサ ハツ サ 

〔力〕， 八 千 

Atthahetu-atthapaccaya  mahabhumicalapatu- 
])hava-panho 八 地震の 現 はるる 八 因 八緣の 
問 Mil 4  〔1〕 4 


Atthadasa 


atthadasa  vedana 十 ノ\ 受， 十八 種受 

atthana 非處， 無處 

atthana-kusalata 非 處# 巧 

Atthana-jataka アツ ターナ *チ* ヤー タカ， 非處 

本 生物 語 J  425 
Atthana-vagga 無處品 A 1 15 
atthanaraha 不應理 
attharasa  upakkilesa 十八 隨') ： 扇 
attharasa  tanha-vicaritani 十八 愛行 
attharasa  ditthi-pariyutthanani 十八 見 |s 
attharasa  deva-kulani 十八 部の 天神 
attharasa  dosa 十八 過失 〔ある 精舍〕 
attharasa  dnatuyo 十八 界 
attharasa  buddha-dhamma 十八 佛法 
attharasa  bhedakara-vatthuni -卜 八 破 事 
attharasa  manopavicara 十八 意 行, う' ノ飞意 近 行 
attharasa  maha-vipassana 十ノ \ 大觀 
attharasa  vijjatthanani 十八 種 學藝， 十八 科 [3 

の^ 問 = 十八 g-i. 藝 
attharasa  vyakaranani 十八 del 別 
attharasa  sippani 十八 學藝， 十八 種の 學藝 = 

十八 種學藝 
attharasa  seniyo 十八の 組 
atthi 骨， 骸骨 〔三十 二 身分の 一〕 
atthika 骸骨 相， 骨 
Atthika  〔經〕 骨 S  46  57 
atthi-kankala 骨聚， 骨 鎖， 骨の 堆積 
atthikaiikalupama 骨 鎖の 如く， 骸 'R 'の喩 
atthika-sankhalika 骸骨の 述鎖， 骨 鎖， 骸骨， 

骨 鎖 想 

atthika-sanna 骸骨 想， 骨 想〜 骨 相 觀 
atthita-dhamma 不 tt 法 
atthi-punja 骨の 積累 
atthi-maya 骨 製 

atthiminja 髓， 骨; J®  〔三十 二 身分の 一〕 
atthi-rasi 骨の 積聚， 骨聚 
atthilla 牛 腔 骨 
atthi-sankhala 骨 鎖 

atthi-sarhkhalika 骸骨， 骨 鎖， 骸骨の 連鎖 
atthi-sanghata 骨の 集聚， 骨 鎖 
atthi-saficaya 積める 竹 

( 


atthi-sanna 骨相 觀 〜骨 想， 骸骨, 11! 
Atthisena  〔婆， 怫の 前生〕 アツ ティ セ―ナ 
Atthisena-jataka アツ ティ セ一ナ • チヤ 一 タカ， 

アツ ティ セーナ 婆羅門 本 生物 語 J  403 
Atthissara  〔辟〕 アツ ティ ッサラ 
Atthipesi  〔經〕 骨 鎖 S 19 1 
atha-karhma  政務 

atha-vasa-abhisita に A ソ， atha-vasabhisita  (A; 

灌頂八 年 
addha 富裕， 富 ft 

Addhakasika  〔娃 女， 尼〕 半:;^ 尸 〔譬喩 經〕 Ap 
4  37 

AddhakasI  〔姓 女， 尼〕 アツ ダ カーシー， 半迦 
尸 

addha-kumbha  4^ 水の 整 
addha-kusi 小 壇 

addhacanda  〔化〕 ァ ッ ダチ ャ ンダ、 
Addhacandiya    〔比丘の 臂 喩經〕 ァ ッ ダチ ャ ン 

ディ ャ Ap  3  263 
Addhacelaka  〔比丘の 臂 喩經〕 ァ ッ ダチ エー ラ 

力 Ap  3  93 
addha-telasa  bhikkhu-sata つ-二？ f;z£ 十 比- f に 
addhapallanka 半?' ffl 趺坐 〔比 斤-尼の〕 
addha-masaka 半 

addhayoga 片 f せ 根 家， 佥翅鳥 家， 平^ 屋 
Addhayoga  〔殿〕 ァ ッ ダ' ヨーガ 
Addha-vafTga 半 二  J  :)>71 〜ヌ 75 
anu 微 

anu-dhamma 微法 
anu-matta 極微 量， 微量 

anumatta  vajja 細 罪， 微罪， 微量の 罪， 微小の 
罪， 微細の 罪， 小 罪， 少罪， 少少 罪， 少量の 罪 
anusahagata  kamaraga 微俱行 欲 貪， 微供行 貪 

欲 

anusahagata  byapada 微む 弋ィ了 BR も 

anda  '-ぉ 丸， 陰褒 

anda-kosa 

andaja 卵生， 卵生 科 
andaja-naga 卵生 龍 
andaja-yoni 卵生 ^  〔四 牛. の 一〕 
andaja-supanna 卵 牛. 金翅鳥 


Atltanagata 


Andabhari-gamakutako  〔經〕 腐敗せ る 判官 S 
19 10 

Andabhuta-jataka アン ダブ一 タ • ヂャ一 タカ， 

生卵 本 生物 語 J  62 
annava 海， 海洋 
atapaniya  ^pfe'fe' 
atapaniya  dhamma 非 苦 ィ了 法 
Atappa  deva 無熱 天 
atammaya 彼 類 を 有せず 

atammayata 無 彼 作 性， 不彼作 性， 不彼所 成 性 

= 無渴愛 
ataramana  fe; 徐ぁ 
a ほ pa 無 救護所， 無 護 
atikkanta-sannm 過お 
aticarin 姦通 者， 犯し 行 ふ 
aticarim  gcfe 
Aticari  〔經〕 犯行 S  37  9 
aticchata 過 欲 
atijata-putta 優生 兒 
atithi 賓客 

atiditthi 增上 見， 勝 見 

Atideva    〔婆， 佛の 前生〕 ァテ イデ— ヴ， 越 天 
atidhavati 超越す 
atinijjhayitatta 極 觀察性 
atinipata 卑卑慢 
atinivasa 久住 〔2l 失〕 
atipaggahita  citta 太咼' ll、 
Atipandita  〔人〕 大賢 
atiparittaCalambanaJ 極小 〔所 緣 J 
atiparisuddhuppada     遍 HP-tS 
atibala  〔鳥〕 ァテ イバラ 
atimahantaCalambana^ 極大 C 所緣〕 
atimana 高慢， 過慢， 撟慢 
Atimana  〔章〕 過慢 A  8 ひ 0〕 15 
atimanin 過慢 者， 過慢 〔者〕， 高慢 
atimllhaja 大冀聚 生 

atimutla,  atimuttaka  〔花， 街」 ァ ティム ッタ, 
ァ ティム ッ タカ， 阿 希 物 多， 阿提目 多迦， 善 
思， 苣藤龍 ® 

atimuttaka-mala 阿 希 物 多 華髮， 善 思華鬉 

atiyakkha 巫女 

( 


atiyacaka 過 求 

atiritta-bhojana  M'Jfl'h, 殘 '艮 
atireka-civara 長 衣 

atireka-tisata-atthika-samussaya 三 ほ 佘 の骨聚 
atireka-patta 長 鉢 
atireka-labha 餘得， 餘 分の 得 
atirekavlsativagga-bhikkhusamgha 過 二十 比 m 

僧伽 〔五 種 僧伽の 一〕 
atireka-sannin 過 想 
atiiina-vinya 懈怠 
atilobha 過 欲 
ativakya    き 誘 

ativisa  〔植〕 ァ ティ ギザ—， 麥冬 
atisara 連 越, 過 4^ 
atisara-ditthi 過誤の 見〜 違 越 
atlta 過去， 過去 時 
atlta-addhan 過去 時， 過去 世 
Atitam  khandha  ti  adi-katha 過去 等 ま 冊 
KV 1 7 

atltarii  khandha  ti  katha 過去 蕴論 
atltamsa-nana 過去 分智 
atlta-citta 過去 心 
atita-cittakkhana 過去' 已、 木 IJ 那 
Atitattika 過去 三 法 Tika 18 
atitattika-kusalaltika 過去 三 法 善 三 法 Tika-tika 
38 

atltattika-saranaduka 過去 三 法 有 諍 二 法 Tika- 
duka  90 

atltattika-hetuduka 過去 三 法 因 二 法 Tika-duka 
18 

atlta  dhamma 過去 法 
atlta-buddha 過去 佛 
atlta-bhava 過去 性 
amadi  khandha 過去 等 は蕴な り 
Atltanagatapaccuppanna  〔經 _] 過去 未來 現在 o 
22  9〜11 

Atltanagatapaccuppanna-katha 過去 未來 現? t 
論 KV  9 12 

atltanagatapaccuppannanam  kamma- 

samadananam  thanaso  hetuso  vipakam 
yathabhutam  nanabalaih 過去 未來 現在 業 所 


Atitarammana 


得異熟 從處從 因如實 智力， 業異熟 智力 
atitarammana 過去 所 嫁 
Atitarammana-katha 過去 所緣論 KV  9  6 
atitarammana  citta 過去 所緣 'し 
Atitarammanattika 過去 所 緣三法 Tika 19 
atitarammanattika-kusalattika 過去 所緣三 法！? 

三 法 Tika-tika  39 
atitarammanattika-saranaduka 過去 所緣 三? 去 

有 まや 二 法 Tika-duka  91 
ati ほ rammapauika-hetuduka 過去 所 緣三法 W 

Hit;  i'ika-duka 19 
atitarammana  dhamma 過去 所緣法 
Atltena  〔經〕 過去に て S  35 173〜178 
atlraka-nanadassana 無 涯のも 口 
atula 無 等， 不平等 

Atula ① 〔尸 棄佛の 子〕 アト ゥラ， 無比 ② 

〔醫〕 アト ゥラ③ 〔塞〕 アト ゥラ （D  〔龍王， 
佛の 前生〕 アト ゥラ， アツ ラ， 無比 

Atulya  〔傳 。 轉輪 王〕 アト ウル ャ 
atekiccha 救 ふべ 力、 ら丁 
atta 自己， 我， 我體 

At は 〔經〕 我 S  45  52,  59,  66,  73，  80,  87 
atta-kama 自愛 
attakama-paricariya  1^ 欲 供 ま 
attakama-rupa  {^ 愛 形， ['1 我 を 愛する^ 
atta-kilamatha 苦行， 自己 苦! ほ， にミ 己の 難 苦， 
自の煩 苦 

attakilamathan uy oga 苦行への ％• 溺〜 I'l 己 苦 

惱， 自の煩 苦 
atta-garahin  ['1 ら呵 すべき こ と 
attannO 自己 を 知る 
attattha 己 利， 自禾 リ， 白義 
attattha-parattha 自他の 利 
Attadanda-sutta アツ タ タ' ン タ" • ス ッタ， 執 杖 

經 Sn  4 15 

Attadandasutta-niddesa 執杖經 の義釋 MNd 15 
atta-ditthi 我见 

atta-dipa 自を洲 とす， D 洲， 0 己の 依 所， 1'1 

らを とす 
Attadipa  〔經〕 m 洲 S  22  43 
Attadlpa-vagga  I'l  iHitm  S  22  43-52 


attan=atta 

Attanipatana-panho 投身の 問 Mil 4  〔5〕  3 

attaniya 我 所 

Attano  〔經〕 我 S  35 16G 

attano  gati 自己の 依 所 

attan-tapa 向 を 苦しむ， |'ド を や？ しめ， H  ,''"i^〔 お-〕 
alta-patilal)ha 我 得 〔三種〕 
atta-paritta  |'1 ,M 呪 
atta-hhava  |'1 體， |'1 性 

attabhava-patilabha  |'1 性 獲得， |'| 體得 ，得に I 體 
Atta-vagga  Q 己 品 l)hp 12  vv は 7〜166 
attavada 我 論 

attavada-patisannutta  ditthi 我 論 所應兄 
attavadupadana 我 論 取， 我 語 取 有 身 11 〔四 

取の 一〕 
atta-sancetana  |'| 忍 
atta-sanna 我 想 
atta-sampada 我 具, '£ 
atta-sambhava 我お 

atta-sarana    H を 依と す， 门 を依處 とす， 1'1 ら 

を歸處 とす 
atta-sara 我堅資 
atta-hita  利 
attahita  parahita 自利 利他 
atta-hitaya  patipanno  01 ネ Ij や r 
at ほ ca loko  ca 我と 世界， 我と 世 問 
attana 無 護, 無 救, 禮所 
Attadana-vagga 广| 取 品 V  3 15,  5 
attadhipateyya 我增 上， 「！ 增上 〔三增 上の 一〕 
attanarii  rakkhanto  param  rakkhati に^! を 護ら 

ば 他 を, 巡る 
Attanu  〔經〕 我 S  22 155 
at ほ nudinhi 我 隨见， 我の 隨见， 1:1 我の 兄， 隨 

我 見 = 有 身 見 
At ほ nurakkhita  〔經〕 ま 護 S  3  5 
attanuvada-bhaya    |1 责の 怖畏， に3 責畏， に I 毁 

の怖畏 

At ほ! hidhatusena  〔M 舍〕 アツ タール ヒ ダート 
ウセ ーナ 

atta  hoti  arogo 我 は 病む こ となし 
attukkaitisaka-parcivambhaka     iff f- 没 他 


( 14  ) 


Atharanda 


attukkaihsana-paravambhana 自讚毀 他 
attupanayika  dhamma-pariyaya 自禾 Ij の 法 門 
attha 勝義， 義， 利， 善 利， 利益' 饒益' 理' 

義利， 義趣， 義務， 義理 
Attha  〔經〕 義 A 10 137， 181 
attham  upaparikkhati 義を觀 察 3— 
attha-karana 裁斷， 裁判の 座 
Attha-karana  〔經〕 裁斷 S  3  7 
attha-kavi 我 gf 人 

Atthakama-vagga 利 愛 品 J  41—50 
atthakkhayi-mitta 善 利 を吿く る 友 
atthagama 滅， 滅沒， 滅壞， 滅盡， 絕滅 
attha-gambhirata  甚深 
atthamgata 日沒 
atthariigata-sunya 日 沒 
atthangama=atthagaina 
attha-cara 利 行人 
attha-cariya  fe= ^家 
attha-cariya 利 行 〔四攝 事の 一〕 
atthajapika  panna 性 生の 慧 
Attha-jala 義網 〔經〕 = 梵網經 
atthannu 義を 知る 
atthattha 存在 

Atthadassin ① 〔佛〕 アツ タダ、 ッ シ—， 義見② 
〔王〕 アツ タ ダ ッシ一 ③ 〔比〕 アツ タ ダ、 ッ シ 
―， 利 見 

attha  dhamma 義と 法， 利と 法， 事相 理相 
attha-nanatte  panna まの やき の 達 
attha-patibhana 義辯 
attha-patisamvedin 義を 領解す しる ネ i〕 
attha-patisambhida 義無礙 解， 義無礙 辯 
attha-patisambhide  nanam 義無 礙解智 
attha-pada  '口」 義， と 句 
attharana 敷 具 
attharana-pavurana  fejfe 
attha-rasa ま 味 

attha-vasa 道？ P.， 義， 利益， 義利， 義理， 義趣， 

報， 因由， 因 力 
Atthavasa-vagga 義利品 V  3 19,  2 
atthavase  pakaranam 義不 'km' 
atthavadin 義 語荐， 義說ぉ 


attha-veda 義の 信受， 義受， 利義 
attha  vyanjana 我と 文 

attha-sarhhita 義 と相應 せる， 利 を 引く， 利益 
atthasamhita  anatthasarhhita 禾リ とつ、 利 
atthasamhita  bhasita 禾リを 弓 I  く  ij§ 
Atthasandassaka    〔比丘の 譬喩 經〕 アツ タ サン 

ダ' ッサカ Ap  3 137 
attha-sandassane  nanam 義 を顯不 する ザ i 
attha-sarikkhata      相似 性 
Atthasalim    〔法 集 論の 義疏〕 アツ タサ— リニ 

-， 勝義說 DhsA 
Atthassadvara-jataka アツ タツ サトヮ —ラ • ナ 

ヤー タカ， 利益 門 本 生物 語 J  84 
atthassa  dvaro 利益の 『] 

atthassa  ninneta 利益 を 齎らす 〔者-〕， 利益の 

將來 者， 義を 齎らす 者 
atthara 受持 
attharaka 作衣ぞ f 

atthi  arahato  annanam 阿羅漢に 無知 あ り 

atthi  arahato  kankha 阿羅漢に 猶豫ぁ り 

atthi  arahato  paravitarana 阿羅き こ 他 令 入 あ 

り 

Atthi  arahato  punnupacayo  ti katha 阿 is 漢 

有 福 業 積 集 論 KV 17 1 
atthika-vada 說有 論者， 〔死後の〕 存在 を說く 
atthi ほ natthita 有と 無 
atthi  devo 天 あり 
atthidhamma 存在 法 

Atthi  nu  kho  pariyayo  〔經〕 因由 あり や S  35 
152 

atthi-paccaya 有緣 〔二十 四緣の 一〕 
atthipaccaya-niadesa 有緣廣 
atthi-bhava 莨:^ 
Atthi-rago  〔經〕 有 貪 S  12  64 
atthi-sukha 所有の 樂 
atthupaparikkha 觀義， 義の硏 求 
atthupaparikkhin 義を觀 察す 〔る 者〕 
atha-karhma  CA)=attha-kamma 政務 
Athabbana-veda  〔婆羅門 書〕 阿隱 婆吠陀 
Atharandamahabodhikkhandha     〔村」 ァ タフ 
ン ダーマ ハ ― ボ 一ディ ツカン ダ、 
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Athalayunnadu 

Athalayunnadu  〔地名〕 ァ タラ ユン ナー ドウ 
Athalayuru  〔タ' 、ミラ 人〕 ァ タラ ユール 
Athassumegha  〔辟〕 ァ タツ スメ一 ガ 
athra-krama  (A)  =attha-kamma 政務 
adanta-marana 不調 御の 歹匕 
Adanta-vagga 無 調 品 A 1 4 
adalidda 不良 

Adalidda  〔經〕 不貧 S  46  47 

adasaka  nisidana 無緣座 具， 無 總邊坐 具 

adassana 無 見 

Adassana  〔經〕 無 見 S  33  6~10 

adana-siia 吝裔 

adasa  〔鳥〕 ァダ、 ーサ 

adinna 不與物 

Adinna  〔經〕 不與 S  56  72 

adinna-adiyana 不;^ 取 ~ 次 項 

adinnadana 與 へられざる を 取る， 與 へられず 

して 取る こと， 不與 取， 偸盜， 窃盗 
adinnadana  pativirato 離 偸 ゃケ 
adinnadana  veramani 不與取 を!!' まるる こと， 

不與 取の 離， 不 偸盜， 離 不與取 
adinnadana  veramani  sikkhapada 不與 取よ り 

遠 離の ゅ處， 不倫 盜戒 
adinnadayin  ，へられざる を 取る 者-， 不與 取^， 

偸盗 押 

adukkhamasukha 不苦 不樂， 非 苦 非 樂=捨 
adukkhamasukha-cetovimutti-samapatti ン いお 

不樂なる心解！^との入 
adukkhamasukha  cetovimutti 不苦不 樂心解 f! 化 
adukkhamasukhaya    vedanaya  sampayutta- 

cetana 不苦 不樂受 相應思 
adukkhamasukhaya     vedanaya  sampayutto 

dhammo 不苦 不樂受 ffl 應法 
adukkhamasukha  vedana 不苦不 樂受， 非 苦 非 

樂受 = ^受 
adukkhamasukhin 不 苦不樂 〔お〕 
Adukkhamasukhl  〔經〕 非 苦 非 楽 S  24  44 
adukkhamasukhi  at ほ ca loko  ca 我と 世界と 

は不苦 不樂を 有する ものな り 
adukkhamasukhi  at ほ hoti  arogo 苦に も 非ず 

樂 にも 非ざる 無病の 我 有り 


adukkhe  dukkhan  ti 非 苦 を 苦と 謂 ふ 
aduttha 無隨 

adutthulla 非 鱺惡， 非翳惡 語， 非鑭語 
adutthulla  apatti 非鑷 罪， 非鑤 IE 犯， 不^罪 
adesa 非 

adesanagaminl  apatti ^ド自 t 每 IP,  W^m^ 
adosa 無! lift 

adosa-avyakatamula  te^^MuCi  tR 

adosa-kusalamula 無! li^PHl  〔三 善 恨の 一〕 

adosajjhasaya 無! ijfi き樂 

adosa-hetu 無 B 眞因 

addha-kahapana 半 3?^ 

addha-gata 晚年 

addhagu 遍歷行 

addha-danda 棒， 半 杖 

addha-dandaka 半 杖， 棍棒 

addha-masa 月の 黑分白 分， 半；] 

Addhariya  〔婆〕 ァ ツ ダ リ ャ 

Addha-vagga 勝 品 S 1 fil〜70 

addha 確かに， 必ず 

Addha-katha 世論 KV 15  3 

arldhana ① 時間， lit ② 旅行 〔障碍〕， 行路 

AcHhana  〔經〕 行路 S  45  44  ；  54 19 

addhanagamana-samaya 行路 時， 旅 行 時 

addhanantarata 事 無 間 1 生 

Addhana-panha 時 問の 問 Mil 2  〔3〕 1 

addhana-paricchecia 時限 

addhana-parinna 行路の 遍知， 行路 を遍 知す 

addhana-magga 12 路 

addhana-samutthana 近/ k 等 起 

addha-paccuppanna 一期 現在 

addhamalaka 半葡ゅ 羅果 

addhuva=adhuva 不堅 问， 小' | 且 

Addhuvasila  〔人〕 アツ ドウ ヴ シーラ 

Adha  (A) 〔國〕 アンドラ， 'お 達， 達羅 

adhana 窮も 貧闲 1^- 

adhamma 非 法， 不法， 邪法 

Adhamma ① 〔天子〕 ァ ダン マ， 非 法 ② 〔夜 

叉〕 ァ ダン マ ③ 〔經〕 非 法 A 10 11.3〜115， 

173 

adhammaka 非 法 # 
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Adhipanna 


adhamma-kamma 非法獨 磨， 非 法の 翔 麿， 非 
法 業 

adhammakamma-dvadasaka 非 法 報 磨 十二 事 

V  2  b 1 (2) 
adhamma-cariya 非お 行 
adhammacarin き Fjfe ィ" rCf^j 
adhamma-cuditaka 非 法被 呵責， 非 法被 呵責 者， 

非 法被 難詰 

adhammacuditaka  bhikkhu 非 法被 難お 七 Ir, 

非 法被 呵責お- 
adhamma-codaka 非 法 呵責， 非 法 呵責 苕， 非 

法難 詰 比丘 
adhammattha  • ，法 住 教 
adhamma-raga 非 法 貪， 非 法 欲 
adhammavadin 非 法說， 非法說 者， 非 法語^ 
adhammavadino  parisa  j!^ 非 法 衆き 
Adhammadi-vagga 非 法 等 品 A 1 10， 11 
adhamma  parisa 非 法 衆智' 
adhammika 非 如法， 非 法， 不 如法 
adhammika-patimokkiia-thapana ま | 二 法 遮說戒 
adhammika  vada 

adhammeaa  vaggakammam 非 |£- 別 衆! "ま ま 〔四 

種踢 磨の 一〕 
adhammena  samaggakammam 非 法 和合 翔 磨 

〔四 種 錫 磨の 一〕 
Adharatteri  〔地名〕 ァ ダラ ッ テーリ 
Adhikakka  〔河〕 アディ カツ 力 
adhikarana ① 諍， 諍 事， 諍 論， 論 事， 事柄 ② 

事， 作務， 依 所 
Adhikarana  〔經〕 鬪諍 A 10  87 
adhikareinam  vupasameti  fr 事を滅 1 る し -)齒 否 

のお〕 

adhikarana-karaka 諍 事 を 作す， 諍 論 #, 諍 論 

す， 口論^， 爭 論す 
adhikaranannabhagiya 事異 
Adhikaranapaccaya-vara 諍 事緣章 V  3  4  (6) 
Adhikarana-bheda  〔章〕 諍 事 分解 V  3  9 
Adhikarana-vagga 評論 品 A  2  2 
Adhikarana-vara 諍 事 章 V  3 1 (6， 14) 
Adhikaranavtipasama-vagga 滅 if 品 ヅ 3 15 


adhikarana-samgaha  事聚 
adhikarana-samatha 滅諍 法， 止 諍， 止 諍 法， 

滅諍， 滅法 〔七 種〕 Vla8;lb7;2b4 
adhikaranika  WfiwC^-iJ 
adhikari  〔官職〕 アディ カーリ 
adhikuttana 斷頭臺 
adhigama 得 達， 證得 
adhigamantaradhana 證 得;': な沒 
adhigamesu  patibhanava 證 得に 對 する 應辯具 

# 

Adhigayhamanasikara-katha 超越 作, ほ、 論 K  V 

16  4 
adhicitta 增上' 匚、 

adhicitta-sikkha 增 上心學 〔三學 の 一〕 
adhicca 無 因， 自然 
adnicca-samuppanna 無 因 生， 自然 生 
adhicca-samuppannika 無 因 生 論， 無 因 生起 說 

#. 無 因 論 
adhiccapattika 偶然の 犯罪 
Adhicchattiya ひヒ 丘の 譬喩 經〕 アディ ッ チヤ 

ッ ティ ャ Ap  3 141 
adhijeguccha 增上迤 世 

aclhitthana 取 著， 持， 受持， 攝受， 攝持， 決 

意， 加持， 處， 住 著， fFA 見， 依處， 所托 

adhitthana-citta      意 心 

adhitthana-paraml 決定 波羅蜜， 受持 波羅蜜， 

加持 波羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
adhitthana-bala 攝持 力， 決意 力 
aclhitthana- vasin 攝持 g 在， 在定 自在 
adhitthana-sunna 攝持空 
adhitthana  iddhi 攝受祌 通， 決意 祌變 
adhitthanuposatha 受 持布薩 
adhitthane  panna  の慧 
adhitthaya  〔g ま eti〕 敎殺 
adhitthita 受持 〜攝 持， 加持， 依處， 住 著 
adhideva-nana-dassana 依 大智見 
adhipacca-samvattaniya  kamma 支配 Y 引く 染 
adhipannatti 增 上智， 增上 施設 
adhipanna  %_hS 

adhipannadhamma-vipassana 增上慧 法觀， ^ 
上慧 による 法の 觀， 增上慧 法正觀 
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Adhipanna 


adhipanna-vipassana 增上 慧觀， 增上 慧正觀 
adhipanna-sikkha 增 上慧學 〔三學 の 一〕 
adhipatatta  panna 增上 性の 慧 
adhipati-paccaya 增上緣 〔二十 四掾の 一〕 
adhipatipaccaya-niddesa 增 上緣廣 
adhipateyya 增上， 卓越 性， 威力 〔三種〕 
adhipataka 蛾 

adhipatimokkha アディ パ一 ティモ ッカ， 增上 

波 羅提木 叉 
adhippaya 欲求， 意趣， 思钆 興趣 
adhippaya-iddhi 意趣 祌通 
adhippayosa 特 怕 
adhimatta 增上 
adhimana 增上 
adhimanika 增上 慢!: -〕 
adhimucca 信 解， 勝 解 
adhimutta 信 解， 勝 解お • 〔六 種〕 
Adhimutta  〔比〕 ァ ディム ッタ， 阿捉 II 多 〔リま 

リ お經〕 Ap  3  36 
adhimutta-citta 心 勝 解， 勝 解 心 
adhimutti 增上 解脫， 勝 解， 解， 意志 
Adhimutti  〔經〕 勝 解 A 10  22 
adhimutti-pada 勝解處 
adhimokkha 勝 解， 信 解 

adhivacana    |wj 義語， 增語， 增上 語， 名 IJ， 名 

辭， It 鼎 
adhivacana  dhamma 增ョ& 法 
adhivacana-patha 增 語の ill 增 路， 增語 道， 

名 S 道 

adhivacanapatha  dhamma 增 il^i£i 法 
adhivacana-samphassa  觸， 名 の "i;) 

adhivasana 忍， 忍受， 承認 
adhivaseti 忍受す 
adhivutti-pada  i  f-^ 
adhislla 增上戒 

adhisila-sikkha 增 上农學 〔三 <■ ！スの 一〕 
aclhuva=adclhuva 不恒， 不堅 [i] 
Adhokurarii 〔村〕 アド一 クラン 
adhogama-vata 下向 風， 下行 風， 下向の 風 
Adhopupphiya   〔比丘の 臂 喩經〕 アド 一 フッピ 
ャ Ap  3  84 


adhobhagiva-Scimyojana  —卜 分 結 
adhomukho  hhunjati  n を 下にして 食す 
anakkhata 不可 說法 = ^藥 
anagara-muni #豕 平 尼 
anagariya  '-)\^'4^ 

anagariyam  pabbajati 出家 修行; となる〜 出 
家 行者 

anagariyam  pabbajito 出 ^^'行^^-ー出家修行ぉ- 
となる 

anaggavati  parisa 無有」カ衆^^ 
anangana 無滅 

Anangana-sutta アナン ガナ • ス ッタ， 無穢經 

M  5 
anajjava 小 質き 
cinajjhosana 無 執著 
ancinnathata 不他 性， 不異如 性 
anannalha-vadin  ？ if /Eiiiifl-fV 
anannatha 眞赏， 不異， 不)' 'i. 如 
anannatannassamltindriya 未知 常 匁 ifK 匸三無 
根の 一〕 

anana 無债化 tfi なき 人， 負 f 貞無き 
anana-sukha 無 の樂 
anaticann 《[i し fr【J> さる 
Anaticari  〔經〕 無 犯行 S  37 19 
裏し マ 無過慢 

anatiritta-;  hojana 非殘 食， 殘 食に あ "つ ざ る 〔'嫂 

anativaUana  :，,、 お 越 

anattan リ |： 我， 無我 

Anattana  〔比〕 ァ ナッタ ナ 

anattani  at ほ ti  # 我 を 我と 謂 ふ 

anattani  at ほ ti  vipallaso 無我 を 我な り とする 

顯倒 

anattaniya  |'| の 所應に 非ず， 非 我 所 
Anallaniya  〔經〕 非 |'1 所應 S  22  (J9 
analtamana  > (ヽ个 く •'!!、 
anatta-lakkhanci 無我お！ 

Aiuittcilakkhana-sutta ァ ナッタ ラッカ ナ • ス 

ッ タ， 無我れ I 經〜 S  22  59 
anatta-sanna 無我 想 

Anat ほ 〔經〕 無我 S  22 14,  68  ；  23 17, 18,  29, 
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Anavajja 


30,  41， 42;  35  3,  6,  9, 1 ん 45;  46  73 
anattakara 無我 相 
anattanupassana 無我 觀，- 無我 隨觀 
anattukkarhsakata  aparavambhita 自 せず 毁 

他せ ざる 性 
Anattena  〔經〕 無我 S  22 143-145 
anattha 不饒 益， 不利， 無義， 無益， 無 利， 非 

義， 非理 

anattha-vadin 無益 語^， 無義說 お' 
ananunnata-samutthana 刁、 聽# 起 
ananubodha 不 J 悟 

Ananubodha  〔經〕 不了悟 S  33 16-20 
ananuvoga 小 勤行 

Ananusociya-jataka アナ ヌ ソ一 チヤ • ナヤ一 

タカ， 不可 悲本 生物 語 J  328 
Ananussuta  〔經〕 未聞 S  47  31 
ananussuta  dhamma 未聞の 法， 未： T こ 聞 力、 ォ乙さ 

り し 法 

Ananussuta-vagga 未 (^品 S  47  ol~40 

ananta 無量， 無邊 

Ananta ① 〔龍〕 アナン タ ② 〔浴 池〕 

Anantajalin  〔傳 。 轉輪 王〕 アナン タヂャ —リ 

ananta-jina 無限! f お-， 無邊 勝者 

ananta-nana 無邊 知お' 

anantara 無 間 

anantara-paccaya 無間緣 〔二十 四緣の 一〕 
Anantarapaccaya-katha 無 間緣論 KV 14  3 
anantarapaccaya-niddesa 無 間緣廣 sit 
Anantara-peyyala 無 間 省略 V  3  4, 1〜16 
Anantara-payutta-katha 無 間 〔業〕 計 畫# 論 

KV 13  3 
anantaravika  apatti  >i 、障 罪 
anantarupanissaya 無 間 親 依 止， 無 間 親 依 
anantavant 無邊 
Anantava  〔經〕 無邊 S  24 12 
anantava  at ほ ca loko  ca 我と Hi; 界とは 無限な 
り 

anantava-ditthi 無邊見 

anantava  loko 世 は 無邊な り ， 世界 は 無限な り ， 

世界 は 無邊な り ， 世間 は 無邊な り 
anantevasika 無內 tli 


anapaviddha-dana 不' ほ 惜施 

anabhijjha 無 貪， 無 貪欲, 離 貪 〔十 善業 道の 一〕 

anabhijjha  dhammapada 無 貪 法 足， 無 貪 法迹 

〔四 法 足の 一〕 
anabhijjhalu 無 貪欲 荐， 不 貪欲 者 - 
anabhijjhaluta 無 貪欲 性 
anabninandana 無愛樂 
anabhinibbatti 不轉生 
anabhinibbatti-samaggi 小生 和合 
anabhibhuta 無能 勝者， 不可 征者 
anabhirati 不欣 晉， 不 bJ" 樂 
Anabhirati  〔經〕 不可 樂 S  46  70 
Anabhirati-jataka ① アナ ビラ ティ • ヂャ一 タ 

力， 懊 ミ本 生物 語 J  65 ②ァ ナビラ ティ 'ヂ' 

ヤー タカ， 不喜本 生物 語 J 185 
anabhiraddhi 忿怒 
anabhisamava 不現觀 
Anabhisamaya  〔經〕 不現觀 S  33 1 丄〜 15 
anabhisametavin 未現觀 者- 
anaohissara 無： ±1 
anamatagga 無始 

Anamatagga=Anamataggiya  〔經〕 無始 〔終〕 
Anamatagga-pariyaya 無始 流 轉の敎 〜次 項 
Anamatagga-sariiyutta アナ マ タツ 力、、 • サム ュ 

ッ タ， 無始 相應 S 15 1〜20 
anamatagga  samsara 無始の 輪廻 
anamataggiya 無窮の 輪廻 
Anamataggiya=Anamatagga 
anava 禍 

anariva 不聖， 非聖 
anariya-dhamma 并聖法 
cinariya-parivesana 非聖 求， 非 聖尊求 
anariya-magga 非聖 道 

anariya-vohara 非聖 語， 非聖 言， 非 聖者 言說， 

非 聖者の 言說 
anariya-sukha 不 聖樂， き!^ 聖樂， 非 聖の樂 
anariya  parisa 非 聖衆會 
anavajja 無罪， 無 過， 無 瑕， 訶責 なきもの 
Anavajja  〔經〕 無 過 A 10 140, 184 
anavajja-ahara 無 瑕の 食 
anavajja-kamma 無罪 業， 無 呵責 業 
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Anavajjata 


anavajjata 無罪 
anavajja-pannatti 無罪 制 
anavajja-bala 無罪 力， 無 呵責 力 
anavajja-bhogin 無罪 受用者 
anavajja-sukha 無罪の 樂 
anavannatti 名 S 

anavannatti-patisamyutta  vitakka 不輕 賤相應 
のォ ！^, 不輕 賤に關 係せ る 零， 不陵 蔑尋， 不被 
輕相 應尋， 無 蔑 相 應の尋 思 

anavannatti-mada 不呵毀 情 

anavatti-clhamma 不轉生 法 

anavattin 不還， 不. 退 還， 不退 轉， 還らざる 

anavasesa-dohin 淺り 無く 乳 を 搾る， 遣 も おな く 
る 

anavasesa  apatti 無淺 罪， 無 殘犯， 無 罪， 無 
餘犯 

anavassuta 不 jfe^ 泄， 無 流 M 
anavassuta-pariyaya 不; W 泄の敎 法， 無 流; W の 

敎說 
anasana 斷;^ 

anassasika 不安， 安息 を與 へざる 

anassasika  brahma-cariya 安息 を; 晏 へさる 梵 

行 〔四 種〕 
anagata 未來， ぶ來時 
anagata  addhan 未來 世， 未來時 
anagatamsa-nana 未 來分智 
anagata-citta 未來心 
anagata-cittakkhana 未來' に、 刹那 
Anagatanana-katha 未來 t;' 論 KV  5  8 
anagata  dhamma 木 來法 
Anagata-panho 未来の 問 Mil 2  〔7〕  3 
anagata-bhaya 未來の 怖畏， 常 來怖畏 〔五 種：！ 
Anagata-bhayani  〔經〕 當來 怖畏， 未來 の怖畏 
anagata-bhava 未來性 
anagatarammana 未來 所緣 
Anagatarammana-katha 未 來所緣 論 KV  9  7 
anagatarammana  citta 未 來戶/ r#'ll、 
anaeatarammana  dhamma 未 來所緣 fi^ 
anagamaniya  vattnu 不應 近-' お 
anagami ほ 不還 性， 不還， 不還 位， 不 還]^ ミ 
anagamin 阿那 含， 不還， 不還 者， 不還來 

( 


anagami-niyama  T'^iltM^ 
anagamin  bhikkhu  > [ヽ 返の 比丘 
anagami-phala 阿那含 架， 不還 3^ 
anagami-phala  citta  P"J 那含果 'll、 
anaganiiphala-sacchikiriya    'A^MI^M0., つ、 ik 
3^1- 應證 

anagamiphalasacchikiriyaya  patipanno  li^M ヽ 

31 ミ現證 不還 Jli 應證位 成就 人， 小 還 火 • 能 作 

證向 人， 不還 果作證 向， 不還31^ぉ證すべく1^ 

行す る^， 阿 那含向 
anagamiphala-samapatti ^く 得, ^、； - 

至， 阿那 含果定 
anagami-magga 阿那含 近， 不 isiii 
anagami-magga  citta 阿那含 iii' し、 
anagamimagga-samangin  ^iMili^fei^ 
anagamimagge  nanarii 阿那含 Jii 智 
anagara'~anagara 出豕 ぶ- 
anagarika  mitta き4^の友 
anagarika-vibhusa 出豕 i^ 'の敏 
anacariyaka 無師 |Ji 

anacara 非 法， 非行， 非 法 行， 不正 行， 不淨行 

anacinna 非' お 法 

iinajaniya 凡 尉な なィ i 

anatapin 小ズ! '： 心 

anatura 無^1^ 

Anatha  〔佛〕 アナ一 タ 

Anathapindika ① 〔K 士， 天〕 アナ一 タ ピン デ 
ィ 力， 給 孤 獨=須 達 ② 〔經〕 給孤獨 S  2  'J0 
Anathapindika-vagga 給 孤 獨ん' i  S  2 11〜2() 
Anathapindikassa-arama 給孤獨 Ijg ニ祇 HI 精 Jt, 

祇樹給 孤獨園 
Anathapindikovada-sutta アナ一 タヒ' ン アイ コ 

一 ヮ— ダ- • ス ッタ， 敎給 孤獨經 M 143 
anadariya 輕侮， 輕 侮す， 不 恭敬， 不 尊敬 
Anapattadi-vagga 無 犯 等 品 A 1 12 
anapatti 無罪， 無 犯， 不犯， リ [^罪， リ卜 罪過 
anapattika 無き p 

anapattikara-dhamma 玍 無罪 法 
Anapatti-pannarasaka 無罪 十五 事， 無罪 十五 

品 V  2  a  ：^,  28 
anapanna 


Animitla 


anabhoga 無 功 川， 無觀 念， 不 思惟 

anavatana  IpH 

anavussa 涛を おすな 〔:el 法」 

anavuhana  /f^'ff-T^ 

anarambha 無難 處 

anaramniana  dhamma 非所緣 法， 無 所緣法 

anarocana 不吿， 不吿示 〔夜 

analaya 不 執藏， 無 執著， 非 所 執處， 非 住 

analayagami-magga 非 Hi に; s| す o の i£l 

Analayo  〔經〕 非 住 S  43  39 

analhiya 困窮 

anavatti-dhamma 不退 還 法， 不 還の 法， 不退 轉 

なる 法， 還らざる 者， 還り 來ら ざるお， 不 iS 

anavarana-nana 無 障智， 無礙智 

anavila  jWJm 

anavila  citta  '淘 ら ざる 'll、 

anasaka 斷食 者〜 斷食 

anasakatta 斷;^ 

anasaka 斷食〜 斷艮者 

anasava 無' to 

Anasava  〔經〕 無; W  S  43 14  ；  A 10 139, 183 
Anasava-katha 無 漏 論 KV  4  3 
anasavagami-magga 無 ま 5 な こ 達す るの ILL 
anasava  dhamma 無 翻 法 
cinasava-sukna 無 漏 樂 
anasava  panna 無 teik 
anasa 非望 

anasa-doksaka 非望 十二 事 V  2  a  7,  8 
anasitaka 不 滅人 
anaharo  bojjhanganam 覺 支の 不' 艮. 
Anikaratta  〔王〕 アニカラ ッタ 
aniketa-sarin 居 家な き 者， 住處に 在らず 
Aniketanalaya-panho 無 家 無 屋の問 Mil 4  〔4〕 
5 

anigha 無 S:， 悶 なく 
Anigha  〔辟〕 ァ 二 ガ 
anicca 無' 「% 

Anicca    〔經〕 無常 S  23 13, 14,  25,  26,  37, 
38  ；  46  71 

Aniccam  〔經〕 無常 S  22 12,  66；  35 1， 4，  7, 

10,  43  ；  36  9 
anicca ほ 無常 性 


Anicca ほ 〔經〕 無常 S  22  45,  46 

Anicca ほ or  Sanna  〔經〕 無常 性 (想） S  22 102 

Anicca ほ- katha 無常 性 論 KV 11 8 

anicca-  lakkhana 無常 相 

Anicca-vagga 無常 品 S  22 12 〜： 31 ； 35 1〜12, 
43-52 

anicca-sanna 無常 想， 無常 觀 

aniccakara 無' 吊 相 

aniccanupassana 無常 隨觀， 無常 觀 

aiiiccanupassin 無常の 觀 〔者〕， 無常 觀 〔者〕 

anicca  samkhara 諸行 は 無常な り 

anicce  dukkha-sanna 無常に 於て 苦 想， 無常 苦 

想， 無常 者 • 苦 想， 無常 卽苦想 
Aniccena  〔經〕 無常 S  22 137 〜 139 
anicce  niccan  ti 非' お を? 笛と Ik ふ 
anicce  niccan  ti  vipallaso 無常 を 常な り とする 

顚倒 
anmjana 不動 
anittha  alambana 不好 所緣 
anittha-rupa 非 可愛 相 
Anitthigandha  〔王子〕 ァ ニッティ ガン ダ' 
anidassana 不可 見， 無 見， 無譬 
anidassana  appatigha 無 見無對 
anidassana-appatigha  dhamma 無兒 無お 法 
anidassana-appatigha  rupa 無 見 無對色 〔二色 

聚の 一〕 

Anidassanaiii 〔經〕 無譬 S  43  22 
anidassanagami-magga 無譬に 達する の 道 
anidassana  dhamma 無 見 法 
anidassana  rupa 無 見 色， 不ロ J_5li 色 
anidassana-sappatigha 無 見 有 §3 
anidassana-sappatigha  dhamma 無 兒有對 法 
anidassana-sappatigha  rupa 無 見ぜ對 &  〔三色 

聚の 一〕 
anindriya-baddha 非 根 縛 
aniphanna 小 5e 〔色〕 
anibbatti 不 生成 

animitta 無 相， 無 因 相， 不因 相， 無形 
animitta-cetovimutti-thiti 無 相 心 解脫の 住 
animitta-cetovimutti-vutthana 無 相 心 解脫ょ り 
の 起 
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Animitta 


animitta-cetovimutti-samapatti  -無 相' し、 角ギ St との 入 
animitta  cetosamadhi 無 相 心 三 や 地， 無 相 心 三 

昧， 無 相の 心 三昧， 無 相 心定， 無 相なる 心定 
animitta  jhana 無 相 lf-= 無 相疋 
animitta- dhatu 無相界 
animittaphala-samapatti 無 相 災等全 
animitta-phassa 無 相 觸 
animitta-vipassana 無相觀 
animitta-vimokkha 無 相 解脫. 無 相の 解脫， 無 

因 相解脫 〔三 解 ijTf の 一〕 
animitta-vihara 無 因 相 住， 無 相 住 
animittavihara-samapatti 無 相！ £疋 
animitta  viharin  puggala 無 相 住補特 你1 羅 
animitta  samadhi 無 相定， 無 相 三昧， 無 相 三 

摩 地 = 無相禪 〔三定 の 一〕 
animitta-samapatti 無 因 相 等 至， 無 相正受 
animitta 無 相 女 

animitta  ceto-vimutti 無 相 心 解脫 
animittanupassana 無 相觀， 無れ; 隨觀， 無 W 相觀 
animitta  samapatti 無扪 正受， 無 W 相 等 至 
Animitto  〔經〕 無扣 S  40  9 
aniyata 非 決定， 不定， 不決定， 不定 i^, 不決 
定人 

aniyata-dhamma ① 非 決定 法， 不定法 ② 不 

定法， 二 不定 V 1 a  3 
aniyata-rasi 不定 聚 〔三聚 の 一〕 
aniyata  apatti 不決定 罪， 不定 罪 
aniyvanika  clhamma=uniyanikci  clhammu 小 

出 法， 不出離 法 
anila ァ ユラ， 風 

AnivalakkiCkottaD  〔地名〕 ァニ ゾラ ッ キ 〔コ ッ 
タ〕 

Anivalakkotta  〔地名〕 ァニ ヴラッ コック 
anivatti 不退 轉 
anivattin 小 退 車 事お 

anissa  ca  amacchariyan し' a 不嫉 と 小 IS 
anissayana 無嫉 

anissita 無 依， 無 依お, 無 執著， 不依止 
Anissita-vagga  〔不〕 依 ih 品 V  3 15， 1 
anissukin 不嫉 お'， 不嫉， 嫉 なき 
Anissuki  〔經〕 無嫉 S  37 17 

( 


anika  :«|C 隊， 軍勢， 扈從， 兵隊 

Amkariga  〔王子〕 ァ ニー  カン ガ 

anikattha 衞兵， 近衞 

amka-dassana 閱; 

anltika 無災， 無枉 

Anitika  〔經〕 無災 S  43  32 

anitikagami-magga 無災に 達す る の 近 

luiltika-dhamma 無災 

Anitika-dhamma  〔經〕 無災法 S  43  33 

anitikadhammagami-magga 無災法 こ 達す る の 

m 

aniyanika  dhamma 不出 法， 小 出 離 法 
anivaranlyci  dhamma 不) lift 蓋 法 
anukampaka 憐愍 #， 慈感 行， 慈愛 深 く 
anukampaka-mitta 同' [If ある 友 
anukampa 悲悠， 悲愍 心， 同情， 愍， 哀憨 心， 

哀憐， 慈悲， 憐愍 
anukOla-yanna l§t し なダ d 
Anukevatta  〔婆〕 ァヌケ 一 ヴッタ 
anukkama  , 箭歩， 馬勒 
anukkhittaka 順 被擧人 
anukhuddaka-sikkhapada 隨小 學蹈 
Anugjlra  〔2? 行お-〕 ァヌ ガーラ 
anugiddha 隨頁 
anugganhati 敎,; j| 
anuggaha 攝; 〔二 極」 
anuggahaka  j^^r? 
anucarhkamana 巡 歩 
anucariva 追 I お 
anucchaviya  ) き ム-， /|:|K や 
anujata  putta 隨生兒 

Anujiviscimidclha   〔タ ミ ラ 人」 マスう — ギサミ 
ッ ダ' 

anujuka 小 H ま 

Anujja  〔比 aZ タが) J€l ァ ヌッチ' ャ— 
anunnata  ,]'|-'# 
anutthanci 不禾き 進 

Anutlracarin  〔獺〕 アスティ一 ラ チヤ一 リン 
anuttara 無上， 最上お'， 無上 士  〔如 

來十號 の 一：） 
anuttara-citta 無に ヒ 'に、 


Anupaclisesa 


anultara  dhamnia 無上 法 
anuttara  dhamma  cakka 無上 法 輪 
anuttara  punnakkhetta 無上 福 田 
anuttara  purisadammasarathi 無上士 調 御 丈夫 
anuttara  brahmacariya 無上 梵行 
Anuttara-bhisakka-panho 無上 醫師の 問 Mil 4 
〔4〕  9 

anuttara  yogakkhema 無上 安穩， 無上の 安穩 
Anuttara-sarhgama-vijayci ① 〔經〕 無上 ■it. お' = 

梵網經 ② 〔經〕 無上 戰ず = 多界經 
anuttara  santivara-pada 無上 靜 最上 ii_ 
anuttara  sammasambodhi 無上 等 正覺, 無上 

の 等覺， 無上の 等 正覺， 無上 正 等覺， 無上 正 

等正覺 
anuttariya 無上 

Anuttariya-vagga 無上 品 A  6  21〜30 
Anuttinna  〔比〕 ァヌッ ティン ナ 
anudaya,  anuddaya 憐, 哀愁, 愛憐 
anuditthi 邪見， 隨見， 見 
anuduta 隨伴， 隨伴 者， 同伴^ 
anuduta  bhikkhu 隨伴 比丘 
anuddayata ぁ愁 
anuddhamsati 辨 す 
anudhamma 隨順 法， 隨法 
Anudhamma  〔經〕 隨法 S  22  39〜42 
anudhamma-carin 隨法 行者， 隨法 行， 隨法を 
行 じ 

anudnammata 隨法行 
anudhamma ほ- sati 隨法 念， 隨 の 念 
anudhamma-patipatti 隨法行 
anunaya 隨從 

anunaya-samyojana,    anunaya-sannojana 愛 

結， 隨貪結 
anupannatti 隨制， 二 制， 隨結戒 
anupada 隨句， 隨 』 バ. 

anupada-tlhamma-vipiibsana 不斷の 法觀, 各 別 
法觀 

Anupada-vagga ァヌパ タ、、 • ヴッ ガ， ^<^^{,  M 
111〜120 

Anupada-sutta ァ ヌノく タ'、 • ス ッタ， ィ; 斷經 M 
111 

( 


tmupadhi 無 依 
anupadhika 無 依 
anupanaha 不恨 

anupanahin 恨な き， 無 恨 〔#〕， 不恨 〔#〕 
Anupanahi  〔經〕 無 恨 S  37 16 
anupapatn 小生 起 

Anupama ① 〔ス マナ 佛の 子〕 ァヌパ マ ② 〔シ 

ッダ、 ッタ佛 の 子〕 ァヌパ マ， 無 譬喩 
anupanyava-patha 交通路 
anupalakkhana 小隨觀 
Anupalakkhana  〔經〕 不隨觀 S  33  31-35 
anupa-vajja 無罪 
anupasama 非お 静 

anupasampanna 未 受具戒 者， 未 受具戒 人， 未 
具足 者 

anupasampanna-sila 未 具足 敢 

anupassana 隨觀 CUfej 

anupassana-nana 觀智 

anupada 不取 著， 無 取， 無 取 著， 執 取な く 

anupadana 無 執著， 無 取， 無 取 著 

anupadaniva  dhamma 不順 取 法 

anupada  parinibbana 無 依 涅藥， 無 取 涅槃， 

無取般 涅槃， 無 取 著般涅 紫， 無 餘般涅 紫 
Anupadaya  〔經〕 無 取 S  45  48 
anupada-vimutta 無 取 著解晚 
anupadinna 非 執受， 無 執受， 非已取 
anupadinna-anupadaniva   dhamma 非已取 非 

所 取 法， 非 巳 取 非 順 取 法， 無 執 受無取 法， 不 

巳 取 不順 取 法 
anupadinna  dhamma 無執受 法， 非已取 法， 非 

執受 法， 不已取 法 
anupadinna-rupa 非 執受色 
anupadinnanupadaniya   dhamma 無 執' ま， 無 取 

法， 非 已取非 所 取 法， 非 已取非 順 取 法 

anupadinnupadaniva  dhamma 無 執 受有取 法, 
非 巳 取 所 取 法， 非 巳 取 順 取 法， 不巳取 順 取 法 

anupadinna=anupadinna 無 執受, 非 [3 取， 非 
執受， 無生物 

anupadisesa 無餘 依， 無餘 

anupadisesa-nibbanadhatu 無餘 /- 早- 無餘; 
紫界， 無餘依 涅槃 界， 無餘般 涅藥, 無 取 涅藥， 


Anupayasa 


餘取 無き^ ^界 

anupayasa 不 个ぁ i&M 

Anupiya ① 〔國， 城〕 ァヌ ヒャ， 阿 奴 夷， 阿 
^夷 土， 阿^比 耶， 阿 道 夷 ② 〔林〕 阿 奴 夷 
anupubba-kiriva 漸漸行 
anupubbato  manasikaro 次第 作意 
anupubba-nirodha 次第 滅， 次第 滅 〔九 種〕 
Anupubbanirodha    〔經〕 次第 滅， 次第 滅-; ま； A 

9  31, 61 
anupubba-panpaua 潮漸 貧踐 
anupubba-passaddni 次第 輕ぉ 
Anupubba-passaddhi  〔經〕 次第 輕安 A  9  59 
anupubba-vihara 次第 住， 次第 定 〔九 種〕 
Anupubba-vihara  〔經〕 次第 (お A  9  32，  33 
anupubbavihara-samapatti 次第 住 等 至 C 九 種〕 
anupubl)a-sikkha  i|l [漸學 
anupubbabhisamaya 漸現觀 
Anupubbabhisamaya-katha 漸現觀 論 KV  2 リ 
anupubbi-katha=anupubbi-katha 隨 I 瞬說, 次 
ぉ說法 

anuppatta-sadattha 己 利を述 得し， 理想に 速達- 
し 

anuppanna 未 生， 小 ti 生 
Anuppanna  〔經〕 未 生 A 10 124, 1：：!8 
anuppanna  dhamma 未 生 法， -不 已 生 法， 贞三 Li 

生 法 

anuppanna-pannatti 不隨犯 制 

Anuppannassa  maggassa  uppada-panho 未'! •： 

の iii を 生ぜし むる ものの 問 Mil 4  〔5〕 10 
anuppada 不生, 無 生 
anuppade  nanaih 無 生 も" 
anuppiyabhanita 追從 
anuppiya-bhanin  it  ei^' 
anubandhati 隨 ゆす - 
anubandhana 隨 
anubodha-nana 隨登亨 J" 

anubyanjana=anuvyanjana 細お 1, 隨 fli ，隨 好， 

好， 隨形， 隨味， 別 相， 文， 相， 抑揚， 隨 相好 
anubhavana 

anubhava=anubhava 勢力， 威力， 威祌カ 
anubhavata  M 力 


Anuma  〔ソ一 ビタ佛 の 侍れ〕 ァヌマ 
anumajjana 繼衡 iL' 、惟 
anumali-kappa 承諾 認容， 後聽 nf^T^ 
anumana  Itmi 

Anumana-panho 比 il: の 問 Mil 4  〔9〕  8 
Anumana-sutta ァヌ マーナ • ス ッタ， ，1^1'、]^ ：經 

M 15 
anumodaka 隨 -y-iS. 
anumodati 隨 を: 53!； ぷ 
anumodana  旨 

anuyoga 修習， 修定， 專 念， 隨勤， 檢 難詰 

Anura  〔園〕 ァヌラ 

anurakkhana-padhana 隨護勤 

anurakkhanabhabba 護 不能 〔お-〕 

Anuradha ① 〔比〕 ァヌラ —ダ， 阿悉羅 度， 阿 
^羅陀 ② 〔釋 種〕 阿 悉羅陀 ァヌラ —ダナ 
ッ カツ タ ③ 〔城〕 ァ ヌラ一 ダ， 阿^羅 陀= 
ァヌラ 一ダフ ラ ④ 〔精 舍〕 ァヌラ 一ダ © 

〔虽〕 ァヌラ 一ダ， 阿^羅 陀 
Anuradha-nakkhatta    〔大 [5〕 ァヌラ 一ダナ ッ 

力 ッ タ= 阿 悉羅陀 
Anuradha-pura  〔都〕 ァヌラ 一ダフ ラ= ァヌラ 

—ダ城 

Anuradhapuraljhigamana し— 飞〕 ァヌ ラー タフ 

ラ に 進軍 Cv  58 
Anuradho ① 〔經〕 阿^羅 11: S  22  86 ② 〔經〕 

阿^羅 陀 S  44  2 
Anurarama  CM  ^'tj ァヌラ |8i 
anuruddha 樂觀 お' 

Anuruddha ① 〔比， 天眼 第一〕 ァ ヌル ッダ， 
阿那 律， 阿那 律陀， 阿^ 樓陀， 阿 逢' 樓駄 ② 
〔佛〕 阿^ 樓陀 ③ 〔1 喬陳 如佛の 侍者-〕 ァ ヌル 
ッ ダ， 阿 省機陀 ④ 〔ピャ ダッ シ―佛 の 侍お-〕 
阿 那律陀 ⑤ 〔王〕 阿 案樓陀 ®  〔ビルマ 阔王〕 
ァ ヌル ッダ， ァ ノー  ラタ ⑦ 〔經〕 阿那律 S 
9  6  ；  A  8  30,  46 

Anuruddha-samyutta ァヌノ レツ ダサ ンュッ タ, 
阿那律 W 應， 阿菟樓 陀相應 S  52 

Anuruddha-sutta ァヌノ レッダ • ス ッタ， 阿那 
律經 M 127 

Anulatissa-pabbata  〔精 舍〕 ァヌラ • ティ クサ 山 
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Anussavaka 


Anula ① 〔吉祥 佛の 信女〕 ァヌ ラー ② 〔迎葉 
佛の 上足 尼〕 ァヌ ラ—， 阿蜜羅 ③ 〔王妃〕 
ァヌ ラ—， 阿^羅 ④ 〔賊ナ 一ガ 王妃〕 ァヌ 
ラ—， 阿 t 、羅 ⑤ 〔王子 妃〕 阿^羅 

anulepa 塗き 

Anulepadayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ァヌ レー パダ、 

—ャカ Ap  3  308 
anuloma 隨頓， 隨法， 隨觀， 順觀 
anuloma-gotrabhu 順 種 姓 有， 隨順種 姓 
anuloma-nana 隨順智 

Anulomadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ァヌ 一  マ 

ダーャ 力 Ap  3 146 
Anulomapaccanlya-tikattika-patthana 順逆 ョ 

法 三 法發趣 

Anulomapaccanlva-tikaduka-patthana    I 頃逆ヒ 

法 二 法發趣 
Anulomapaccaniya-tika-patthana    ll[H 逆 

趣 

Anulomapaccanlya-dukattika-patthana  I 頃 逆 二 
法 三 法發趣 

Anulomapaccamva-dukaduka-patthana  )組 逆 二 

法 二 法發趣 

AnulomaDaccaniya-duka-patthana 順: ニ法發 
趣 

Anulomapaccanlva-patthana-vannana 順逆 矮 
趣之釋 

anuloma-paticcasamuppaaa 岷 の緣起 

Anulomapatthana-vannana 順矮 趣之懌 

anulomika 隨順， 隨 順行， 隨 順法 

anulomika  khanti 隨順 忍， 隨觀の 忍 

anuvattin 從順 

anuvata ① 順風 ② 竪緣布 

anuvata-pativata 順 風 

anuvada 隨說 者， 隨說， 敎誡， 非難 

anuvada-mula 非難の iU  〔六 種〕 

anuvadadhikarana 非難 事， 非難 諍 事， 敎誡諍 

事， 敎誡事 〔四 諍 事の 一〕 
anuvadadhikaranassa  mulam 敎 き 事の 根本 
anuvado  anuvadadhikaranam 敎 'DJii と教威 S 爭事 
anuvicanta  manasa お、 の 所 伺 
anuvicca-kara 熟慮、 

( 


anuvijjaka 檢 「ti] も 
anuvidita 隨知 # 

anuv vanj ana=anuby anj ana 文， 隨相, 隨味， 

別 相， 隨好， 好， 相， 隨形 好， 細 相， 抑揚 
Anusamsavaka  〔比丘の 譬瑜 經〕 ァス サン サ— 

ヴカ Ap  3  300 
anusathi(A)=anusatthi 敎勒 
anusaya ① 意 ② 隨: ;民= 斑  >"尚 
Anusaya ① 〔經〕 使 S 18  21 ② 〔經〕 隨 1^  S 

35  58,  59  ；  45  43， 175  ；  48  62  ；  54 18 
anusaya-patipakkha 隨;! 民の 對治 
Anusaya-yamaka 隨 j 民雙論 Y  7 
Anusaya-vagga 隨] 民 品 A  7 11〜18 
anusaya-samugghata 隨; j 民の 水斷 
anusaya-samugghatana 隨 J 民 を 水! lit す 
Anusaya  anarammana  ti  katha 隨] 民 無 所緣論 

KV  9  4 
anusayika-abadha 慢性的 疾病 
anusasaka 敎 誡荇， 輔師， 顧問 官 
anusasati 敎誡 ァ ど與ふ 
anusasana-vidha 敎ま法 〔四 種」 
anusasani-patihariya 教: /ix 示 %，  ^XM^J^^^  4x 

誡神變 〔三 神變の 一〕 
anusasani 敎示， 敎， 敎誡， 敎義 
Anusasika-jataka ァヌサ 一シカ • ナヤ一 タカ， 

警吿菩 本 生物 語 J 115 
Anusissa  〔仙， 行者〕 ァ ヌシッ サ 
anuseti 隨 IBH ヽ 隨增 す， 慮る 
anusota-gamm 順 流行 
anusotagamin  puggala 願 流 行人 
anussatanuttariya 念 無上， 憶念 無上 〔六 無上 

の 一〕 

anussati 隨念， 念, 憶念 

Anussatikammatthana-niddesa 隨念業 處の解 

釋 VM  8 
anussatitthana 隨念處 〔六 種〕 
Anussati-vagga 憶念 品 A 11 12〜22 
Anussaritabba  〔經〕 應 憶念 A 10 153， 197 
anussava 傳聞， 隨聞， 傳說， 風說 〜傳承 
anussavika 傳承〜 傳 風說 
anussavaka 表白 師 


Anussavana 


anussavana 唱說 
anussukka 嫉みな き-お 
Anunanama ァヌナ 一 マ = 不那奇 龍 
Anupama 匸比 j ァヌ一 パマ 
Anupiya  〔林〕 ァヌー ピャ， 阿 奴 夷 
anekamsika 不決定 記 
aneka-dhatu 多界， 種種 界， 非ー界 
anekadhaturh  nanadhatum  lokam  yathabhota 

fiana-bala 無數界 種種 界 世間 如 K 智力， 種種 

界 智力 〔佛十 力の 一〕 
Anekavanna-vimana 種種 色天宮 Vv  82 
anekavihita-iddhividha 多端 神 變， 多種の 祌通， 

種種 神通力， 種種の 祌通， 種種の 祌變， 種種 

なる 神 通， 無量 種の 神 通〜 諸種の 神 通 
aneja 不動の 性， 不動， 無 動 著， 不動 者- 
Anejaka  〔天〕 ァネ— ヂャ 力， 阿尼輸 
anela-mQga 不啞， 不 羊^〜 無啞羊 
anelaraugata 無 ^羊〜 不^， 不羊 © 
anesana 不法 に 二十一 種 J 
anokasarin 豕' に 在らず 
anoghaniva  dhamma 不順 暴 流 法 
anojaka    〔花〕 ァ ノー ヂャ カー = ァノ一 ヂ ヤー 
anoja    〔花， 樹〕 ァノ一 ヂャ一 =ァ ノー  ヂャカ 

Anoja  〔劫 賓那 王妃〕 ァノ— チ' ャ— 

Anotatta ① 〔雪山の 池， 七大 湖の一〕 ァ ノー 

タッタ， 阿 p!^ 達， 無熱 f お， 無熱 ② 〔セ イロ 
ンの 池〕 ァ ノー タッタ 

anottappa 無愧 
anottappa-bala 無愧カ 

Anottappamulaka-tini  〔經〕 無愧の 根本 三 S 
14  20 

anottappin=anottapin 無愧も 無愧 〔矜ュ 愧 

Anottapi  〔經〕 無愧 S 16  2 
anottapin=anottappin 無愧 i>t， 無愧 〔行〕， 愧 
無く 

anodhiso  pharanaih 無 別 遍滿， 制限な き遍滿 
Anopama    〔都， 城〕 ァノ— パマ， 無喩， 無臂 
Anopama  〔尼〕 ァ ノー パ マー， 阿 奴 波:^ 
Anoma ① 〔佛〕 ァ ノーマ ② 〔ソー ビタ佛 の 
侍者つ ァ ノーマ， ：^|:-卑 ③ 〔ァノ  一マダ ッ シ 一 


佛の 第二 弟子〕 ァ ノーマ， 非卑 ®  〔苦行者〕 

阿 奴' 祭 ©  〔傳。 轉輪 王〕 ァ ノーマ ⑥ 〔山〕 

阿 奴， ⑦ 〔都〕 ァ ノーマ， 非卑 ⑧ 〔園〕 ァ 
ノーマ， 非卑 

Anomadassin  〔佛 」 ァ ノーマ ダ、 ッ シ一， 高 見 

anoma-panna 高慧乾 -^P^ 智秆 

Anoma ① 〔ナーラ ダ佛の 母〕 ァ ノーマ一， 非 

卑 ② 〔河〕 阿 奴' せ 
Anomiya  〔經〕 完き人 S 1 る 
anta ① 極端， 邊, 終極， 終邊， 極邊， 有邊 ② 

腸， 〔三十 二 身分の 一〕 
Antam  〔經〕 終極 S  43 13 
antaka アン タカ， 死祌， 死 It, 惡^, 破壞若 
antakassa  vasam 惡 魔の 領 
Antakaya  〔人〕 アン タカ一 ャ 
Antakaya-panho アン タカ一 ャの問 Mil 2  〔1〕 

4 

antagami  magga 終極に 達する の 道 
antaguna 腸 間膜， 肛 *  〔三十 二 身分の-一〕 
antagu 極に 達し 

antaggahika-ditthi 邊見， i£i 取 見， 邊執見 〔十 
事〕 

antacchinna      破 〔ィ卩 J 

Anta-jataka アン タ • ヂャ一 タカ， 下賤 i>t 本 生 

物語 J  295 
anta-manta  i{n]Sl 
antara  ifji^ 
antara-kappa 中 去 力 
antara-ghara 市井， 俗 家の 問 
antara-cakka 中間 占 
antara-cara 閱入 名' 

antara-dhana ① 『ま沒 〔三種〕 ② 忍術 
Antarapeyyala アン タラ ぺツ ヤー ラ， 中略 品 S 
12  82〜93 

Antarabhandaka  〔渡〕 アン タラ パン ダカ 
antara-bhogika 村 主 
Antaramegiri  〔情お〕 アン タ ラメ— ギリ 
antaravasaka アン タラ プーサ 力， 安陀 衣， 內 
衣， 安陀會 

AntaravitthiCka^  〔村〕 アン タラ ギッティ 〔力〕 
antara  sammasa 內觸 
antara-kaja  二人 棒 
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Annapasana 


Antaraganga  〔精 舍〕 アン タラ— ガン ガ 
antarapatti 中 『日つ 非 

antara-parinibbayin 中般 M 藥， 中 般淫紫 者， 

中間 般^ 樂 〔者-〕 
antara-bhava 中 有 
Antarabnava-katha  txV  8  2 
antaraya 障 道， 障礙， 障 難， W 難， 妨難 
antaraya-kara 障 舌 者 
antarayika 障， 障礙 

antarayika-dhamma 障 法， 障礙 法， 障 道 法 
antarayika  apatti 障 罪， 無 間 罪 
antarayikm 障 難め る 

Antarasobbha  〔地方， 村〕 アン タラ一 ソ ッ パ 
antalikkha 虚空， 空， 空 問， 空中 
Antalikkhacara  〔傳 。 轉輪 王〕 アン タリ ッカ チ 
ャ ラ 

antalikkha-bhavana 

Anta-vagga 邊品 S  22 103-112 

antavant も邊 

Antava  〔經〕 有邊 S  24 11 

antava  at ほ ca loko  ca 我と 世界と は 有限な り 

antava  ca  anantava  ca  at ほ ca  loko  ca 我と 

世界と は 有限に して 又 無限な り 
antava-ditthi 有邊 見， 邊見 
antava  loko 世 は 有邊な り ， 世界 は 有限な り ， 

世界 は邊 有り， 世間 は有邊 なり 
antanantika 邊無邊 論， 有 邊無邊 論， 有 邊無邊 

說者 〔四 種〕 
antima-deha 最後の 身， 最後 身 
antima-bhava 敢 有 
antima-vatthu 極 罪 

antima-samussaya 最後 身， 最後の 身， 最後の 

合成， 最後の 積 集 
antima-sarira 最後の 身體， 最後 身 
antima-jati 最後の 生 
Antureli  〔村〕 アン トウ レー リ 
Ante  〔經〕 邊 S  22 103 
antepura 內宮， 後宮， 內城， 宮廷 
Antevasi  〔經〕 內住 S  35 150 
antevasika ① 侍き， 門人， 阿闍梨 弟子， 內 ほ 

お, 內は ② 煩お 


antevasika-vatta 侍者に 對 する 承 事 V  2  a 1， 33 

antevasi  bhikkhuni 隨從 比丘尼 

antevasuppadava 弟子と しての 苦 

anto  jata 内 

andu 鎖， 拘鎖， 綱 

Andu  〔村〕 アンドゥ 

andu-ghara ギ jgJ^ 

andu-bandhana 威 縛 

andha ① 盲， 盲者〜 盲人， 盲 0, 闇黑， 黑閬 

② 〔將 軍の 職〕 アン ダ 
andharh  karoti  maram 魔 を 目と 作 T 
Andhaka ① 〔人〕 アン ダカ， 安達， 案陀羅 ② 

〔部 派〕 安達：!^ 
Andhakavincla ① 〔地名〕 アン ダカ ギン ダ、， 阿 

那伽賓 頭， 闇陀 迦頻陀 ② 〔經〕 閬陀 迦頻陀 

S  6 13 

Andhakavinda-vagga ァ ン タ、、 力 ギン タ 品 A  5 
111-120 

Andhakavinda-suttanta ァ ン ダ 力 ギ ン ダ經， 閤 

陀迦 頻陀經 
Andhakavenha  〔國〕 アン ダ、 カヹ一 ンハ 
Aiidhakavenhu  〔奴 僕〕 アン ダカ ゴ— ンフ 
andhakara 暗黑， 闇黑 

Andhakara ① 〔村〕 アン ダカ— ラ ② 〔經〕 閣 

黑 S  56  46 
andhakaraka 
Andhakara-vagga 闇夜 ロカ 
Andhanaraka  〔村〕 アン タ、、 ナーラ 力 
Andhapura  〔都〕 アン ダプラ 
andha-badhira 目- #る 
Andhabhutam  〔經〕 盲 闇 S  35  29 
andha-muga 盲 者 
andha-muga-badhira 盲ま^111者 
Andhavana アン ダ林， 安陀 林， 暗 林 
andhavenupama 盲荐の 比喩 
anna 食物， 艮 
Anna  〔經〕 食 S 1 43 

anna-katha 食 論， 食事 論， 食物 論， 食物の 話 

〔無用 論の 一〕 
anna-pana 飮艮 

annapasana  〔儀式〕 アン ナパ— サナ， 食 初め 
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Annabhara 


Annabhara アンナ パーラ， 食物 運搬 行 
Annabhara-Varadhara  〔外〕 アンナ パーラ *ヴ 
ラ ダラ 

Annasamsavaka    〔比丘の,"^ 經〕 アンナ サン 

サーヴ 力 Ap  3  25，  326 
anvakkhara 隨? - 
anvaya 額 句， 推 比， 隨行， 總 相 
anvaye  nanarii tf 智， 類に 於け る 〔四 ャ? の 

一〕 

Apagatam  〔經〕 遠 離 S 18  22 
apagata-gabbha 流 
apagabbha 離胎 iK' 

apacaya ① 損 減， 還滅， 減滅， 減， 滅 無 
群集， 非 稜德， 衆 中に 交らず ② 〜apaccayana 
敬 

apacayagami  dhamma   '{I^WMtii, 還 滅法， 無 

積 集 行 法， 非 積 集 行 法， 損 減 行 法 
apacaya-gamin 損 行， 損 減， 還滅， 減滅 趣， 

無 積 集 行， 非 積 集 行， 能 趣 分散 
Apacara ァノ； チヤ ラ= ウノ； チヤ ラ王 
apacina-navaka  〔衣 分 を〕 茶 ふる 九 事 V  2  a  7 
apacinati  no  acinati じて % さ 
apaccakkha-kamma 不現見 
Apaccakkha-kammam  〔經〕 不現見 S  33  51- 

55 

apaccupalakkhana 不近觀 
Apaccupalakkhana   〔經〕 不近觀 S  33  36—40 
apaccupekkhana 不近祭 
Apaccupekkhana  C 經〕 不近察 S  33  46-50 
apannatta=appannatta 非 所 制 
apatikkula=appatikula 無 厭， 無 厭 逆， 非違 逆 
apatikkula-sannm=appatikula-sannin 無 厭 想， 

無 厭 逆 想， 非違 逆 想， 不違逆 想， 快の 想 
apaticchanna-kamma 不 業 
apaticchanna し- kilomaka〕  ^、—ぎ- {fe 〔膜 J 
apaticchanna-parivasa 不 M 藏別 tt;, 非^ 蔽別は 
apaticchanna-manatta 不 贫藏' '弁 那', 
apatirupa=appatirupa 非 威 fe, 不適 常， 不 
apanata  citta   |^ 向' し、 
apanidhaya  bhavana 無 繁念修 習 
apannaka 無戯 論， 純眞 

( 


Apannaka-jataka ァ パンナ 力 • チ * ヤー タカ， 無 
.戟 論 本 生物 語， 無 戲論本 生 〔經〕 J 1 

apannakata-patipada 無戯 論の M 〜無 戯論道 

apannaka-dhamma 無戯 論法 

apannaka-patipada 無数 論 12[ 〜無戯 論の 迫 

apannaka-magga 無戟論 iji 

Apannaka-vagga 無戲 論ん', A  4  71〜80：  J 
1 〜： 10 

Apannaka-sLittanta ァ パンナ 力 • スッ タンタ， 

ァ パンナ カ經， 無戟論 經， 純眞經 M  60 
apatta 非 器 
apatta-parihani 未 f' ォ-退 
apada 無 足 
apadana      喩， 訓諭 

Apadana ァパダ ーナ， 臂喩經 〔小 部經の 一〕 

Khudclaka  7 
Apadaniya  〔比丘の？？ 喩經〕 ァパダ 、—ニヤ Ap 

3  287 
apadesa 敎法 〔四 極〕 
apanidahati ！ T きす 
apabhangu 不璃法 =五0 【の滅 
apamara 顯狂， 癲癎， 鎖 狂， 暈 
apamarika 癲癎 行， 顯狂1*^ 
apamariya 痴癎1*^， 顯狂 i^l- 
apara 

Aparam    gathasamganikarii し！" 千 リ 別の f 力 II 陀 
V  3 10 

Aparagoyana  〔洲〕 I ル f 俱耶 尼， I 卟 倶耶 尼， 
？ 耶尼 

aparanna 七茱， 後 食， 穀物 
Aparanna  〔兀 廳〕 ァ パラン ナ 
aparaddha 咎 
aparanta 未來 〜後 際 

Aparanta,  Aparantaka   〔网〕 ァパ ランタ， ァ 
パラン タカ， 阿波び/ f 多， 阿波 蘭 多 i!?0，  ffi 部 地方 
Aparanta-janapada 两部 地方， 阿波 III 多 
aparantanuditthi 隨後邊 見， 後際隨 見， 後邊に 
隨ふ見 

Apara-Rajagirika  〔部 派〕 後: E 山 
Aparaselika,  Aparaseliya  〔部 派〕 ド 4 山 化 部， 
I ゾ q 山 部 


Apaya 


Aparajita ① 〔辟〕 ァ パラ— ヂタ ② 〔傳。 轉輪 
王〕 

Apara  ditthi  〔經〕 他の 見 S  6  5 
aparapatti 後 罪 

aparapariya-vedanlya  kamma        受桌, I 噴 後 

業， 後後 受業， 後世 受の業 
aparapariya-  vepakka  kamma 順 後生 異 熟の 業 
Apara  pi  samannagata-katha き;? J ず 3 具足 rim 

4  9 

aparamattha 無 執 取， 無傷 觸， 不' tf 昧 
aparamattha  dhamma 不 ti 取 著 法 
aparamattha-parisuddhi-sila 不惽 昧淸 淨戒， 無 

執 取 遍淨戒 
aparikkhamana 無行處 
aparinata-bhojin 食の 不消化 〔者〕 
aparitassana 刁ヽ恐 '瞜 
aparideva 不悲 
aparmipphanna 非圓成 
Aparinipphanna-katha 非圓 j?5c 論 K\  23  5 
aparipakka  ^ヽ； ィ匕 

aparipakka-vedaniya  kamma 未熟' 又' の桌 
aparipakka-vedaniya 未熟 所受， 未熟 受 
aparimana 無量， 無限 
aparimana  metta-manasa 無量の 怒, 11、 
aparimana-metta 無限の 慈悲心 
apanmevva  kappa 刁 、口] "測 i 力 
apariyanta-parisuddhi-sila 無邊淸 淨戒， 無制限 
遍淨戒 

apariyanta-sila 無 邊戒， 無制限 戒 
apariyapanna 無 繫屬， 不繋， 非 所攝， 無 所屬， 

非繫， 非 攝= 出世間 
Apariyapanna-katha 無 繫屬論 KV 14  9 
apariyapanna-kusala 非 所攝善 = 出世間 善 
apanyapanna-kusaiahetu 非 所 攝# 因 
apariyapanna  dhamma 非所攝 法， 不繁法 
apariyapanna-bhumi 非 所攝 地， 不繁地 
apariyapanna-vipaka 非 所 攝異熟 = 出世間 異熟 
apariyapanna-vipakahetu 非 所 掄異熟 因 
apanyapanna-samadhi 不繋 定= 出世間お 
apariyapanna  panna 無 所 屬慧= 出世間 慧 
aparisa 

( 


aparisuddha 不？ 5^ 

aparisuddha-brahmacariya 不淨 梵-仃 
aparisuddha-vohara 不淸: 說 
aparisuddha  dhammadesana 不 法 
aparisesa-nandassana 無餘 知見 
aparihana 不 返轉〜 不爱， 个 
aparihana-dhamma 不退 法 
aparihanadhamma  puggala 不 衰退 法の 人 
Aparihani  〔經〕 不損 S  46  25 
aparihani-dhamma~apannana-dhamma  -l^ia 

法 

aparihaniya  dhamma 不損 法， 順 不退 法， 不退 

法， 不衰法 
Apalala  〔龍王〕 ァ パラ— ラ， 阿鉢羅 
apalibodha 非 執受， 無障礙 
apalokana-kamma 求 聽錫磨 〔如法 親 磨の 一」 
apalokita  見 

Apalokitam  〔經〕 照 見 S  43  21 

apalokitagami  magga  , 照 見 i こ 達する の 道 

aoalasa  >| ヽ r ほ 

apalasin 不惱 〔者〕 

apaviddha-dana  ！吝惜 施 

apasanna  citta 不欣樂 'し、 

apasadana 譏 ま 

apasadetar おき"^ - 

apasadeti 非難す〜 貶稱す 

apassena 倚 # 

Apassena  〔傳 。 轉輪 王〕 ァパッ セ一ナ 
apassenaka 倚 凭 物 
apassena-phalaka  felSj, 凭 W 
apatali  〔花〕 アバ一 タリ 
apadaka 無 足 者 
apanaka~apanaka 斷飮 # 
apapurana  M,  ft, 尸 J" 

apaya 苦界， 苦處， 無 幸處， 惡處， 惡生， 惡道, 

惡趣， 離 去處， 喷 地獄 
apaya-kusala 去に 巧， 離 去 善 巧， 損 減 善 巧 
apaya-gamaniya 順惡 fe 行 
apayagamanlya  dosa 惡 趣の [)典 
apayagamaniya  moha 惡 fe の瘦 
apayagamaniya  raga 惡 fe の 良 

) 


Apaya 

Apaya-duggati  〔經〕 惡生 '惡趣 A 10  215 
apaya-mukha 失敗の 原由 〔四 種〕 
Apayimha-vagga 飮酒品 J  8l〜90 
apara 此序 

Apara  〔經〕 此岸 S  51 1 
aparapararhgaraana チ Ij 彼- 
apasadika 不^^業， 非;？^ 行， 不 端正お- 〔五 種 過 

患〕 
apidhana  & 
apilapana 枚擧 

Apilapiya  〔傳 。 轉输 王〕 アビラ一 ピャ 

apisuna-vaca 刁ヽ離 『曰31^， 刁ヽ r<W"S: 

apunna 非 福， 非 福 行， 非 福 業， 惡， 不德 

apunna-bhagiya 順 非 福 分 

apunna  sankhara 非 眾虽 行 

apunnabhisankhara 非 福 現行， 非 福 行 〔三 行 

の 一〕 
aputtaka 無子拧 

Aputtaka  〔經〕 子 を 持たず S  3 19,  20 
apekkham  karoti 期待す 
apekha 希望， 期待， 執著 
apesiya 棘 「コ 
appa 頊細 

appam  jivitam 命 は 短 少な り 

Appaka  〔經〕 少數 S  3  6 

appagabbha 無 傲慢^, 謙 'き 

Appacinti  〔魚〕 アツ パ チン ティ—， 過少 思 

appaccaya 不 i' 兩， 不機嫌， 不興， 不欣， 不忍， 

無緣， 憂ば 
appaccaya  dhamma 無緣法 
aopaccavekkhana 刁、 觀察 
appannatta=apannatta 未 制 乂 
appatikamma  apatti 無饿 罪， 無饿除 罪， 無 梅 

除 罪， 無 侮 除 犯 = 次 項 
appatikammapatti 無悔除 犯， 無悔除 罪， 無懺 

罪， 無 饿除罪 = 前項 
appatikula-sanna 不厭忌 想， 不違逆 想， 非違 逆 

想， 無 厭 想， 無 厭 逆 想， 快の 想 
appatikkula-sannin=apatikula-sannm 非 jM.  i^lL 

想 〔名-〕， 無 厭 想， 無 厭 逆 想， 快の 想 〔み〕 
appaiikkosana 許'# 


appatigha 無 f 寸 

appatigha  dhamma 無對法 

appatigha  rupa 無對色 

appaticchanna=apaticchanna 裸 體 

appatima 無比せ 

appatimamsa 無 過 

appatirupa=apatirupa  ^ヽ, '化, -^-^jlM'i^ , リド威 
Appativani  〔經〕 不 01 轉 S 12  87 
appativanita  padhanasmim 精勤に 於て 遮 止せ 

ざる， 精勤に 於て 不被遮 止， 精勤 を 退 轉せざ 

る こと 
appativani 不.; W 轉， 刁ヽ) 
Appatividi ほ 〔經〕 不 了知 S 1 7 
appativedha 不通 逢 
Appativedha  〔經〕 不通 達 S  33  21〜25 
anpatisankha  nirodha  Wf^vk 
appatisanthara 不 
appatisandhi 不結生 
appatihata-nana 無礙 
appanihita 無 願 

appanihita  jhana 無 願 禪= 無 願定， 無 願 等 至 
appanihitaphala-samapatti 無 願 ili 等 至 
appanihita-phassa 無願觸 
appanihita-vipassana 弁、 tli"! 觀 
appanihita-vimokkha 無 願 解; It ト 〔三 解 1^ の 一〕 
appanihita-vihara 無 願 化 
appanihita  samadhi 無 願 三昧， 無 願 三 地， 

無願定 〔三 三昧の 一〕 
appanihita  dhatu 無 願 界 
appanihitanupassana 無 願觀， 無 願隨觀 
appapihi ほ samSpatti 無 願 等 至， 無 願 正 受= 無 

願定 

appatissa 不從 li, 無崇 
appatita 小滿 

appana 安 止， 根本 定， #: 注 
appana-kosalla 安 ih 善 巧 
appanakosalla-katha お k き 巧 il'iiii 
appana-javana  '^\\'J'Mt 
appanajavana-vara 安. ihii^t— 丁 時分 
appana-bhavana 女- 1 ト. 修習 
appana-vithi '久 -ll: 路 
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Appiy; 


appana-samadhi  t 艮ホ/ L 
appana-  samadhi-bhavana 安 止 定修習 
appapanca 無戲論 
appa-punna 少顺 
appabhakkha-kan ほ ra  fllj 皇難處 
appabhassa 所 言 の 制 限 
appabhoga 

appamanna 無量 〔心 所〕 
Appamanna-vibhanga 無量 分別 Vibh 13 
appamatta 不 放逸 者， 不 放逸， 精勤 
Appamattaka-vagga 不放 逸品 A 1 19 
appamattaka-vissajjaka ① 分 雜細物 人， 雜細 

物の 分配者 ② 捨 些細 人， 捨雜細 物 人， 捨少 

量 人 

appamattika  apatti 輕犯 
appamana 無量 

appamana  appamanarammana 無量に して 無 

量 所緣， 無量 無量 所緣 
appamana-ceto 無量 心 
appamana-cetovimutti 無量' L 、解脫 
appamana  dhamma 無量 法 
appamana  parittarammana 無量に して, h 所緣， 

無量 小所緣 
appamana-sannm 無量 想 

appamanasanm  atta  ca loko  ca 我と- l.t 界と （よ 

無量 想 を 有する ものな り 
appamana  samadhi 無量 定， 無量 三窜提 
Appamanasubha  deva 無量き 天 
Appamanabha  deva 無量 光 天 
appamanarammana 無量 所緣 
appamanarammana  dhamma 無量 所緣法 
appamada 不 放逸， 精勤 
Appamada  〔經〕 不 放逸 S  3 17, 18  ； 12  93  ； 

45  54,  61, 68,  75,  82,  89  ；  A 10  5 
appamada-garavata 刁、 放逸の 尊敬 
Appamada-vagga 不放 逸品 S  45 139-148  ： 

46  89〜98， 133〜142；  48  83〜92, 141〜150； 
49 13-22  ：  50 13-22,  69-78  ；  51 45-54  ； 
53 13〜22；  Dhp  2  vv  21〜32 

appamacla-vihara 不放逸 住 
appamada-viharin 不 放逸 住せ 
appamada-sampada 小 放逸 具足 


appamadena  karamyaih 不 放逸 を以 一し 作 さる 
べし 

apoamadena  sampadeti 不 放逸に 行， 
appamadena  sampadetha 不 放逸に よ り て 精進 

せよ， 不 放逸に 勤めよ 
appamado  kusalesu  dhammesu  7 レ》 ミ への 不放 

逸 

appameyya 無限 ft， 無 計量 
appa-vajja 少き jl 
appavatta 不き 

appavedaniya-kamma 少受の 業 
appa-sadda 低 K 
appasanna=apasanna 未 
appasada 不信， 不 fe, 赫誘 
appa-savajja 少罪 しも _3 

appassuta 少聞， 少聞 者， 寡聞， 寡聞 者， 寡聞 
なる 

Appassutena  dve  〔經〕 少聞 によるの 二  S 14 
21 

Appassuto  〔經〕 寡聞 S  37 11 
appa-harita 無 草， 無 草地 
appanaka 

appanaka-udaka 無蟲水 

appanaka-jhana 止 息禪， 無息輕 し; £ 種」 

appatanka 少' ぼ， 少疾， 健康， 息災， 無疾 

appataiikata 健康〜 少! fi^, 少疾， 息災， 無疾 

appabadha 少病， 無病 

appabadnata 無辆 

appayu 短- 

appahara 斷： s^' 

appaharata 少 -艮' 

appiccha 少欲， 少欲 者 

appiccha-katha 少欲 論， 少欲の 話， 少欲の 稱說 

〔十 論 事の 一〕 
appiccha ほ 少欲， 小欲 性 
appita  Ccivara j 厚 衣 

appiya 非 可愛， 不愛， 不愛 者， 愛せざる， 怨 
敵， 怨悄 

appiya  dayada 愛せざる 後繼 お， 愛せざる 相續 
appiya-sampavoga 怨 it) との 會合， 怨 ff) 會 


( 31 ) 


Appiyehi 


appiyehi  sampayogo  dukkho 怨! お # 苦， 怨 11^ 

する ものに 會ふは 苦な り 
appitika  dhamma 無 法 
appitika  panna 無晉; #、 
appesakkha 微 力 
appotheti 拍手す 
appossukkata 無爲 
apphota  〔植〕 アツ ホー タ一 
aphasu ォ、 女， おお 
aphasurii  karoti 惑 ii^ をな す〜 不安 
aphasu-vihara 不' 女 住 
abaddha-pitta 流動 膽汁 
Ababa  〔地獄〕 ァ パパ， 阿 婆 婆 
abala 無力 
abalassa  馬 
abija 不成 種子 

abbuda ① ァ ッ ブダ， 阿部 曇， 阿^陀， 頻部 
^, 胞， 垢 濁 〔胎內 五位の 一〕 ② 〔數〕 ァ ッ 
ブ ダ'， 阿ん? 陀， 頻 部陀， 垓 ③ 〔地獄〕 ァ ッ 

ブダ， 阿^"7リ:它， 頻部陀 
Abbuda  〔傳 。 轉輪 王〕 ァ ッ ブ ダ、 
abbulhesika 箭を拔 けり 
abbha 雲 

Abbham  〔經〕 阁 S  32  55 
abhhakkhana 誹 誘 
ahbha-ghana むら 
abbhanjana 塗藥， 塗 油， 塗膏 
Abbhanjanadayaka  〔比丘のお 喻經〕 ァ ッ パ ン 

ヂャナ ダーャ 力 Ap  3  274,  521 
abbhantara  〔長さの §:〕 アツ パン タラ， 十四 肘 
Abbhantara-jataka アツ パン タラ 'ナヤ一 タカ， 

眞中本 生物 語 J  281 
abbhantara-matika 內的論 母 
Al)bhanlara-vagga 眞中 lin  J  281 〜二 90 
ablihavalahaka  deva 入 
abbhaghata   (^-殺 場 
abbhana 出 罪， 許容 
abbha  mutto  candima 雲 を 離れた る/] 
Abbhahata  〔經〕 窘迫 S 1 66 
ahbhuta ① 希有， 未曾有， 稀お ② 賭 
③ abbhuta-dhamma の 略 

( 


abbhutaiti 未曾有な り 
Abbhutam  〔經〕 希有 （未曾有） S  43  31 
abbhutagiimi  magga 希有に 達する の i£ 
abbhuta-dhamma ① 未曾有 法， 未曾有の 法 ② 

アツ ブタ ダン マ， 未曾有 法， 未曾有 經， 希 法 

〔九分 敎の 一〕 
alibhulhesika 柴籬 を' j| 拔 きしお 
abbheti 出 罪を與 ふ， 出 罪 をな す， 復歸を 許す， 

復權 せし む 

abbhokasa 自由， 露地， 露天， 露天 處， 適處， 

屋外， 空處， 空 閑， 曠野， 野外 
abbhokasika 露地 住^， 露天坐行^^^， 露天住^， 

適處坐 者， 適處 坐行教 
abbhokasikanga 露地 任 支 
abyatta 無能， 不 聰明， 未熟 i*t 
al)yakata~avyakata 無 gd 
Abyakata-katha 無 記 論 KV 14  8  ；  22  6 
abyakata-citta 無 記 心 Dhs 1 3 
abyapajjha-abyabajjha 無瞋， 無 隨恚， 無賦 

害， 無害， 無惱 害， 無 損， 無 損害， 無恚， 無 

恚界， 不 隨恚， 害心な く 
abyapanna-cuta 非 flui, ぎ; # 
abyapada-vitakka 無 隨の考 想， 無 恚尋， 不隨覺 
ahyapada-samkappa 無恚 念， 無恚 思， 無 患の 

MVItf^ 無喷思惟^^無^;：!^ 

a])yabajjha~al)yapajjha 無害， 無瞋恚 
aljvabajjha-vedana 無' 杳の受 
abrahmacariya 非梵 行， 个梵む 
abrahmacariya-vasa 非梵む 化 〔[^種」 
abrahmacarin 非 梵行バ •， 不梵行— 1*^， 非 ぼ f 行 行 
Abhabba  〔經〕 不能 A 10  76, 100 
al)habbatthana 不能 處 C 五 種〕 
abhabba-gamana 不能 1 rCf^ J 
aljhaljbapattika 不適 能: JP- 人 
abhaya 無 無怖畏 

Abhaya ① 〔アツ タ ダッ シ— 佛の侍 1^—〕 ァ バヤ， 
無畏 ② 〔比〕 無提， 阿婆耶 〔瞽 喩經〕 Ap  3 
544 ③ 〔天 愛帝須 ]:. の 弟， 比〕 ァ バヤ， 阿 婆 
耶 ④ 〔J^ 部師比 f5:〕 ァ バヤ， 無畏 ©  〔比〕 
ァ バヤ， 無 畏= 三藏 小無畏 ⑥ 〔相承 比丘〕 ァ 

バヤ， 阿 婆耶 ⑦ 〔ドウ ッ タ ガー マユ 1.: 時代の 


Abliinna 


比丘〕 ァ バヤ ⑧ 〔パンチ ャバ リ ヱ一 ナ ムーラ 
化 比丘〕 ァ バヤ ⑨ 〔鳩 留孫佛 時代の 王〕 阿 婆 
耶 ⑩ 〔ヮ' ッタガ —マ 二王〕 ァ バヤ， 阿婆耶 
@  〔王〕 ァ バヤ， 阿婆耶 @  〔ゴ一 タ一 バヤ 
王〕 ァ バヤ ⑬ 〔ァ バヤ ナーガ 王〕 ァ バヤ， 
阿婆耶 @  〔ドウ ッタガ —マ 二王〕 ァ バヤ， 
阿婆耶 ⑩ 〔パーティ 力 'アバ ャ王〕 阿婆耶 
⑩ 〔カン ヂャデ 一ヴの 父〕 ァパャ ®  〔メ一 ガ 
ヴンナ • ァパャ 王〕 阿婆耶 ®  〔王， ク ティカ 
ンナの f  〕 阿 婆耶 ⑩ 〔ビン ピサ— ラ 王の 子， 
王子， 塞〕 無畏， 阿婆耶 @) 〔離 4( 人〕 アバ 
ャ， 阿婆耶 〔城市〕 ァ バヤ， 阿婆耶 @ 

舍〕 阿 婆耶， アバ ユッタ ラ， 無畏 山寺 驗 
〔池〕 ァ バヤ， 阿婆耶 @  〔經〕 無畏 S  46  56; 
A  9  56 

Abhaya   abhayada    〔王〕 施 無 畏^ 阿 婆 耶= ^阿 
婆耶 

Abhayagallaka  〔精 舍〕 アバ ャガ ッラカ 
Abhaya-giri    〔精 舍〕 ァ バヤ ギリ， ァ バヤ 〔ギ 

リ〕， 無畏山 =ァ パャ， ァパ ユッタ ラ 
Abhayagirika ァ バヤ ギリ 家， 無畏 山寺 派 
Abhayamkara  〔象〕 ァパ ヤン カラ 
abhayatthana 無畏處 
abhayada 施無畏 
abhaya-dakkhma 無畏施 
abhaya-dana 無畏施 

Abhaya-Dutthagamani  〔王〕 阿 婆 耶木杈 伽， 尼 
Dv 19 

Abhayanaga   〔王〕 アバ ャナ ーガ 
abhayappatta 無 畏逮得 者- 
Abhayappatta  〔經〕 無 畏逮得 者 A  9  57 
Abhayamatar  〔尼〕 ァパャ マータ—， 無畏母 
Abhayaraja  〔房 舍〕 ァパャ ラー チ' ャ 
Abhayarajakumara-suttanta ァハ ヤヲ ーチ ャ 

クマ一 ラ • スッ タンタ， 無畏 王子 經 M  58 
Abhaya  Vattagamani ァノ； ャヴッ タガー マ 二 

= ヴッタ ガー マ 二王， ァパャ 
Abhaya    〔尼〕 ァ バヤ—， 無畏 
Abhayuttara  〔精 舍〕 ァパ ユッタ ラ= 無畏山 
Abhayuttcira-mahathupa ァノ、 ュッ タ ラ大 % 
abhayuparata 不怖畏 抑制 〔お-〕 


Abhayavara-l)hanavara 無畏 品 V  2  a 】， 

39〜53 
abhavaniya 非 可宗敬 
abhavita-kaya 身 不修習 
abhavita-citta 心 不修習 〔者〕 
abhasita 非 所 言 

abhikkantam 偉なる 哉， 偉 哉， 奇なる 哉， 妙 
なる 哉， 秀 妙なる 哉， 希有な り， 希奇 なり， 
最勝 なり， 殊勝なる かな， 殊妙 なり， 甚奇な 
り， 秀逸な り， 微妙なる 哉， 善き 哉， 超 勝な 
り， いと も 優れたる 哉， 感歎に 堪 へたり， 勝 
れ たる 

ahhikkama  Mli^ 

abhicetasika 增上心 

abhiiacca-liala 豕 柄の 力 

abhijappa 欲望 

abhi せ ti〜abhijati 階級〜 生類 

； ibhijana 

abhijanati 證知す 
abhijivanika 沾命 

Abhijjamana-petavatthu 不斷鬼 事 Pv  3 1 
abhijjha 貪欲， 貪， 貪 愛， 貪 求， 貪 著 
abhijjha-kayagantha 貪欲 身 戴， 貪身繫 〔四繁 

の 一〕 
abhijjhayati 嫉妬 丁 

abhijjhalu 貪欲 者， 貪慾 者-, 貪欲， 貪欲 多き， 

貪， 多 貪 者 
abhnjha-visamalobha 頁 欲 邪 莨 
Abhinj ika  〔比， 阿那 律の 弟子〕 アビ ン ヂ 力 
abhinna 祌通， 神 智力， 通， 通智， 通知， 超凡 

智， 體 得智， 知 解， 證知， 證智， 證!^ 

Abhinna  〔經〕 證知 A  8  〔附〕 
abhinna-katha 神 通論 
abhinna-kusala 祌通 善し' し」 
abhinna-citta 祌通心 
abhinna-cetana 神 通 思 
abhinna  nana 神 通 も 口 
Ahhinna-niddesa 祌 通の 解 釋 VM 13 
abhinnanuyoga 神通徵 fkl 
abhinna-panna 通 智の慧 

abhinna-parinnevya 失 口 解して 嘵了 せらるべき 
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Abhinna 

Abhinnaparinneyyarii 〔經〕 知 解而可 所曉了  S 
35  50 

abhinnapadaka-jhana 祌 通の 基礎 礴， 祌 通の 

基礎 をな す禪定 
abhinna-bala 神通力 
Abhinna-vagga 通慧品 A  4  251-260 
abhinnavosana-paraml 通智圓 滿究兒 
abhinneyya 勝 知 せらるべき， 了解 せらるべき 
Abhinneyyam  〔經〕 可 所 了解 S  35  46 
abhinata  citta 上向' 匚、 

Abhinha-jataka アビ ンハ • ヂ ヤー タカ， 常習 

本 生物 語 J  27 
abhinhapattika 常習的 犯罪 人 
abhidhamma アビ ダン マ， 論， 論藏， 阿^ 達 

磨， 阿昆 曇， 阿 1： も 暴 磨， 阿 ii; 法， 增上 法， 最 

上 法， 勝 法 法， 對法， 勝 論 
abhidhamma-katha 阿 I： さ 達磨 說， 阿 11 曇の 論， 

最上 法の 論， 勝 法の 談 
Abhidhammatthakatha 阿 I： も 達磨 の 義疏 = 阿 1：?； 

暴の 註釋 

Abhidhammattha-sangaha  〔書〕 アビ ダン マツ 
タ サン ガハ， 攝阿毘 達磨 義論 AbhsaAg 1~9 

Abhidhamma-pariyaya 阿 虔 達磨の 敎說， 論の 
敎說 

Abhidhamma-pitaka 論藏， 阿毘 達磨 藏= 阿毘 
曇 論 

Abhidhammapitakassa  Atthakatha 阿^ 曇の 

註 釋= 阿 11 達磨の 義疏 
Abhidhammappakarana 阿]; お 涯 論 = 阿 IS 曇觀, 

abhidhamma-bhajaniya 對法 分別， 論 分別 
abhidhamma-matika 論の 論 母， 阿 論 ほ 
Abhinandam  〔經〕 隨 S 14  35 
abhinandati 隨 す 
abhinandana 愛樂 
Abhinandanaih  〔經〕 歡:^  S  22  65 
Abhinandamano  〔經〕 歡喜 S  22  29 
Abhinandena  〔經〕 歡 1 兌に よりて S  35 19,  20 
ai)hinikkhamana 踪城 
abhinigganhana 抱 
abhinippilana 抱捉 

( 


abhinibbatti 

abhinibbattikkhandha 生起 蕴 
abhinibbuta 寂滅せ る 

abhinibbhida 破 殻， 卵殻よ り 出づ， 卵殼を 破る 
abhinimmita 變化 〔身〕 
abhinivesa 執 持， 現 貪， 傾， 思慕 
Ahhinivesa  〔經〕 現 貪 S  22 156, 157 
abhinivesa-paramasa 現 貧 取 JrA 
abhinlla-netta 眼の 紺碧 〔三十 二相の -〕 
abhinihara  'jfe 

Abhinihara—  〔Sakkaccak お i〕 〔經〕 リ|發ー〔* 

敬〕 S  34  50 
abhinihara-kusala  'j| 發善 〔巧〕， '爿發 する に 巧 
Abhimharo  〔經〕 引發 S  34  7,  51 
Abhibhatta 阿 毘浮性 
abhibhavatana 勝處 
Aljhibhayatana  〔經〕 勝處 A  8  65 
abhibha 勝 f ？， 征服 1^- 

Abhibhu ① 〔尸 棄佛の 第一 弟 r -〕 アビ ブー， 

勝^， 優勝お， 阿 IS 浮 ② 〔： 人〕 アビ ブー， M 

mrh 勝^ 

Abhibhuta  〔比〕 アビ ブータ 
Abhibhuyya  〔經〕 克服 S  37  27 
Alihiya-Kaccana    〔比〕 ァ ビヤ カツ チヤ ーナ， 

Abhirama   〔7?^ 殿〕 アビラ— マ— 
abhirupa 勝 形， 麗し， 端正， 形 色 端嚴， 形扣 
殊妙 

Abhirupananda  〔比丘尼の 喻經〕 アビ ル―パ 

ナンダ— Ap  4  36 
abhirupa  dassaniya  pasadika  に I ヒゾ! 魔， Mtlii 

端麗 
abhilapa 呼稱 
abhilepana 染著 

Ahhivaddhamanaka  〔池〕 ァ ビ ヴ ッタ' 、マ一 ナカ 
abhivada 禮敬， 敬禮〜 問 訊 
abhivadana 敬禮， 禮敬， 讚 仰， IHJ.iK 
abhivadeti 問 訊す 

abhivinaya アビ ヰ' ナヤ， 阿^ 昆尼， 阿 毘毘奈 

耶， 阿 i^lif に 勝 f4l 增上 f4t 

abhisanknata 有爲 


A.niata 


abliisankharana       作， 爲作 
abhisankharoti 現 す 
abhisafikhara-bhara  ^tmIS  ― 
abhisankhara-vinnaiia 行 fFSiJI 
abhisamkharika-pindapata 祈願 食 
abhisangin 執念 〔i:'i〕 
abhisaficetayita 所思 惟 
abhisanna 增上想 

abhisanna-nirodha-sampajana-samapatti 丄曾上 

想 滅智定 
abhisattha 呪詛 
abhisanda 等 流， 潤澤 

Abhisanda ① 〔經〕 潤澤 S55  31-33,  41〜43 

② 〔經〕 等 流 A  8  39 
abhisapati 呪詛す 

abhisamaya 現觀， 領會， 解， 說敎， 聖 諦現觀 
Abhisamaya-katha 現觀論 Pfs  3  3 
Abhisamaya-vagga 現觀品 S  56  51—60 
Abhisamaya-samyutta アビ サマャ • サム ュッ 

タ， 現 觀相應 S 13 1〜11 
abhisamacaraC-sila^ 等 iEttC 戒」 
abhisamacarika 增上 行儀， 增上 行， 最上 行儀， 

上進〜 等 正 行 
abhisamacarika  dhamma 取 上 1了 儀 法， 上進の 

法〜 增上 行儀 
abhisamacarika-sikkha 增上 行儀の 學， 增上行 

の學 

abhisametavin 已 現觀苕 
abhisamparaya 未來の M 命 
abhisambuddha 正覺， 現等覺 
abhisambodhi 等 正 菩提， 正覺 
Abhisammata ① 〔傳 。 轉輪 王〕 アビ サン マタ 

② 〔夜叉〕 
abhisallikhata 削減 
Abhisama  〔傳 。 轉輪 王〕 アビ サー マ、 
abhisincati 灌 頂の 式 をな す， 潘 頂を受 く， 灌 

頂す， 灌頂卽 位す 
abhisitta 灌頂 

abhiseka 灌頂， 卽位灌 頂， 卽位式 
Abhiseka  〔佛〕 アビ セ— 力， 灌頂 
abhiseka-udaka 灌 頂の 水 


Abhisekamangaladi-dipaka  〔早 J 卽 lAZ/fS 事 等 
Cv  99  - 

Abhisekamahgaladidipana  〔章〕 灌頂 祝典 說明 
Cv  89 

abhisecana 灌浪 

abhuta 非實， 不實， 無實， 不眞， 僞， 虚誕， 

miE 曰 

abhuta-vadin 不實說 者， 不 實語教 
abhedana-mukha 自然 口 
abhoga 非： g; 

amakkhin 不覆 〔者〕， 無 覆 〔者〕 
amakkho  ca  apalaso  ca 不 f きと つ ヽ 
amagga 邪道 
amankubhuta 無 愧赤皮 
amangala  ^ヽ 吉， 凶兆 

amacca ① 廷臣， 朝臣， 大 Ui, 顧問 官 ② 同 

僚， 知己 
amacca-bala 大臣の 力 
amacca-ratana 大臣 

amaccharin 不慳， 無 樫， 不慳 者， 樫な き 
amacchariya 个' 歷 
Amaccharl  〔經〕 無' 堅 S  37 18 
amata 不死， 甘露， 不死の 甘露， 無滅， 不滅 二 
涅槃 

Amata  〔經〕 不死 S  47  41 ； A  9  54 
Amatam  〔經〕 甘露 S  43  25 
Amatagadha  〔章〕 不死 を 究竟と 爲す， 不死 究 
兒 

amatagami-magga 不歹 匕な こ く 道， 甘 |& な こ 達す 

るの 追 
amata-tala 甘露の 池 
amata-disa 不歹 じの 國土 

amata-dudrabhi,  amcita-dundubhi 甘 g| の g:^ 
Amatadundubhi 不死 鼓 〔經〕 = 多界經 
amata-dvara 不死の 門， 不 5t への 門， 不死の 戶， 

不死の 扉， 甘露の 門 
amata-dhatu 不死 界， 不 化の 界， 甘露 界 
amatantak 不滅の 池， 甘露の 池 
amata-pada 不死の 道， 不死の 域， 不死の 處， 

不死 句， 不死なる 道， 不死なる 法， 無滅の 道， 

淫槃 道， 甘露の 道， 甘露の 道 足 
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Aniata 


ヤ 


amata-pana 不歹 匕の 液， 甘露 
amatappatta 不化逮 得お 
Amatappatta  〔經〕 不タ ビ逮得 者' A  9  55 
amatapphala サ 露 （S 槃） の iR- 
amata-brahmaloka 不死の 梵界 
amata-bheri 不死の 鼓， 不死の 法 鼓， 甘 の 鼓 
amata-mahanibbana 不死の 大 ifjil 紫 
Amata-vagga  A^9tan  S  47  41~50 
amata-vaca つ ヽ滅の g§ 
amata-vutthi 片 露 〔法〕 雨 

amatassa  data 不クビ の施與 者， 小タ ビを與 ふる 者つ 

ins 味 を 施し 

amatassa  dvaro 甘 ii:^ の 門 

amatapana 甘)?:^ 店 〔佛 の〕 

Amatarammana-katha 不死 所緣論 KV  9  '2 

amata  vaca 甘露の 語 

Amatogadha  〔章〕 不タビ 究竟 

amatosadha ィく 死の 藥， 不死の 靈藥 

amattannuta 不知 1： 〜量 を 知らず， 不節制 

amattannu 量 を 知らず， 不© 制 〜不知 量 

amathita-kappa 不 凝乳 認容， 不 If 乳 ぼ f 

amaddava 不 柔和 

amanasikara 不作 意， 無 作 息 

amanapa 不 " 了 意， 不愛 語， 非" 〜不快なる 

amanapa-rupa 非 n] "意 相 

amanapika 不快なる ~ ィ； nj" 意 

amanussa 非人， 超人， 怪鬼， 獄卒 

amanussa-kantara   ^[-AMl'M,  4\^Ai^L^^ 

amanussantaraya      人の 障礙 〔十 障礙の 一〕 

amanussa-punsa  # 人!^ J 

amanussikabadha  # 人!^ 

amanussitthi 非人 女 

amara  f 歹 匕， ^^^^ 

Amara アマラ, ィ ぐ!^ = アマラ ヴ ティ一 城 

eimara-gana 小 タ匕衆 

Ainaragiri   〔宮殿〕 アマラ ギリ， 無 トき 山 

Amaravati  〔都〕 アマラ ヮ ティー， 不 クヒ， 帝釋 

天の 都 
amara-vitakka 不死ぐ き 

Amara  〔王妃〕 アマラ一 = アマラ一 デ一 ヰ 一 
Amaradevi アマラ 一 デーギ 一， イ； タビ女 己 = アマ 

( 


フ 一 

Amaradevi-panha アマラ 一ァ一 キ'一 ノヽ ン'、 しチ 
ャ一 タカ〕， 小クビ 皇后 問 〔本 生物 語〕， アマラ 
一女の 問 J 112 

Amaradevi-panho アマラ  一 の 問 =J 11-!  ；  Mil 
4  〔5〕  6 

amara-vikkhepa 詭辯， 謾の 捕へ 難き が 如く， 

ィ; ク C'ICt, 不クビ 不故亂 

amaravikkhepa-dhamma  ^ja^U< 
amaravikkhepika 不 クビ不 散亂說 i>1'， 詭辯 論 
Amarika  〔河〕 ァ マリ カー 
amahaggata 狹小 
amahaggata  citta 补ニ廣 人' し、 
amataputtaka  hhaya 母 チ 無き 怖畏 〔三種〕 
amaya し' a  asatheyyan  ca 不 gfi と 小 
amayavin 無 ft, 不 ff, 不 説せ， 説 な く  ， 小 

お， 小詭 〔i*t〕， 無 諂 * 
Amita  〔傳 。 轉輪 王〕 阿彌陀 
Amitanjara  〔傳 。 轉輪 上〕 ァ ミ タン チ' ャ ラ 
cimita  buddhi 無量' 楚 

Ami ほ ① 〔パ ヅ ゥムッ タラ 佛の お 一 比」 に 尼〕 

アミ ター， 無 藍 ② 〔王女-〕 アミ タ一 
Amitahha=Amita     〔傳。 轉輪王 〕 阿彌陀 〜ァ 

Amitodana  〔  |-:〕 ァ ミ ト —タ" ナ， Il  lfi^'iW 
amitta 敵， 敵 仇敵 

Amitta ほ pana  〔婆羅門 アミ ッ タタ一 パナー 
Amittabha  〔傳。 轉輪 王〕 アミ ッタバ —〜アミ 
ターパ 

Amittavasana  G 車 。 轉輪 上〕 ァ ミ ッ タ ヴ 一 サ ナ 
amissi-kata 小 雜 
amula 無根 
amulaka 無很 

amulaka-parajiKa  dhamma 無 lU 波羅ぉ 
amulaka-sariighadisesa 無 ft[f (今;^  〔第 八 M 凌〕 
amulha-vinaya 小癡 く ミ耶， 小癡 i\i 尼 〔七 

の 一〕 
amogha 不；^^ 
amora  〔！ {ij ァ モーラ 

Amoraphaliya  〔比 止 の 經〕 ァ モーラ パリ 
ャ Ap  3  505 


Ambila 


amosa-dhamma 不虛妄 法 
amoha 無 癡=慧 

amoha-avyakatamula 無癡無 ；| 己 U 

amoha-kusalamula 無癡 善根 〔三 善根の 一〕 

amohajjhasaya 無癡, g  、- ふき 

amoha-hetu 無癡 無癡根 

amba  〔お， 樹〕 アン パ， 巷羅， 巷 婆， 巷 摩羅， 

様 ili， マンゴー 
Amba ① 〔村〕 アン パ， —巷羅 ② 〔渡〕 アン パ， 

巷 婆 ③ 〔池〕 アン バ 
aml)a-kattha 菴維薪 
ambaka-maddan 雌 錫 
ambagandhi Oii  J アン ノ、 ガ-ン アイ 一 
Amba-gama 巷 維 村 
Ambangana 葡婆園 〔錫 蘭に あり〕 
Ambacora-jataka アン ハチ ヨーラ • チヤ一 タ 

力， € 羅果盜 本 生物 語 J  344 
Amba-jataka アン バ • ヂ ヤー タカ， 羅果本 生 

物語 J 124  ,474 
Ambattha ① 〔學 童〕 アン パッ タ， 阿 摩晝， 巷 

跋吒 ② 〔種族〕 アン パッ タ， 阿摩晝 
AmbatthakolaCka^    〔村〕 アン パッタ コーラ 

〔力：] 

Ambatthaja  〔傳 。 轉輪 王〕 ァ ンパ ッ タヂャ 
Ambattha-sutta アン バッタ • ス ッタ， 阿摩晝 
經 D  3 

Ambatittha  〔地名〕 アン パティ ッタ 
Ambatthala ① 〔塔〕 アン バッ タラ ② 〔地名〕 

アン パッ タラ， 闇 婆陀羅 
Ambadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 アン バダ— ャカ 

Ap  3  68 
amba-palla 巷羅の 新芽 

amba-pana 港 婆 果^， —巷 き 羅汁 〔八 種飮 料の 

一〕 

Ambapali  〔經〕 巷羅 S  47 1 
Ambapali-vagga 菴維品 S  47 1〜1() 
Ambapali-vana 荒羅 園， 葡婆波 梨 林 
Ambapali ① 〔i® ケ， 尼〕 アン パパ— リ—， 难 

婆 波 利， 葡婆婆 利 〔譬喩 經〕 Ap  4  39 ② 〔林， 

園〕 アン パパー リー， —菊 婆 波 梨 

( 


Amhapindiya  〔比丘の 譬喻 經〕 ァ ンバ ヒ ンデ ィ 

ャ Ap  3  299，  436 
Amba-petavatthu 蒂羅鬼 事 Pv  4 12 
Ambamala  〔精 舍〕 アン パマ一 ラ 
Ambayagudayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 アン バヤ 一 

グダ' ーャカ Ap  3  238,  353 
Ambara  〔都〕 アン バラ 

Ambaraiii«isama  〔傳 つ 轉輪 土」 アン バラン サ 
サマ 

Ambaravatiya  〔者 [Q アン バラ ヴ ティ ャ 
Ambala  〔樓 門〕 アン パラ 

Ambalatthika   〔園， 殿〕 アン バラ ッ ティカ一， 

if 羅綺， 荒婆羅 樹林 
Ambaktthika-Rahulovaaa-suttanta アン ノ、 フ 

ッ ティ 力一 • ラ 一フロー  ヴ一 ダ、 • スッ タンタ， 

敎誠羅 猴羅德 婆 蘗林經 M  61 
Ambalala  〔地名〕 アン パラ ラ 
amba-vana アン バ園， 菴羅 園， 菴羅 樹林， 菴 

羅の 森， 港羅 林， 巷 婆 林， 巷 婆 園， 巷 摩羅 林 
Ambavana ① 〔精 舍〕 アン パブナ， アン パ園， 

葡婆林 ② 〔地名〕 アン パブナ 
Ambavasa  〔池〕 アン パヴ一 サ一 
Ambavitthi 〔卡 も: 舍〕 アン バヸッ ティ一 
Amba-vimana 菴 婆天宮 Vv  46,  79 
Ambasakkhara  〔王〕 アン パサッ カラ 
Ambasakkhara-petavatthu アン ハサ ッ カラ 鬼 

事 Pv  4 1 
Ambasanda  〔村〕 アン バ サンダー 
Amb-samanera 荒： ま 羅沙彌 =シ ラー カー ラ王 
Ambasamaneradisilakaia アン ノ、 サ— マ 不―フ 

—ディ シラー 力一 ラ= シラー カー ラ王 
ambataka  〔樹， 果〕 アンバー タカ 
Ambataka  〔比丘の 譬喩 經〕 アンバー タカ Ap  3 

434 

Ambataka-arama アンバー タカ 遊 園 
Ambataka-vcina アン パ一タ 力 〔|lj〕 林 
Arabatakiya    〔比丘の 譬瑜 經〕 アンバー タ キヤ 

Ap  3  443 
ambarama  % 婆 園 
Ambala  〔池〕 アン パーラ 
ambila 酸 


Ambila 


や 


Ambilapassava  〔精 舍〕 アン ビラ ハツ サ ヮ 
Ambilayagu  〔村〕 アン ヒラ ヤー グ， 酸 粥 
Ambilapika  〔村〕 アン ビラ ーピカ 
Ambillapadara  〔村〕 アン ビッ ラパ タ" ラ 
ambu アン ブ， 水 
ambucann 魚 

ambuja ① アン ブチ' ャ， 蓮， 水に 生ぜる もの 

② 魚 

Ambutthi  〔池〕 ァ ン ブ ッ ティ 
ambuda=abbuda 類 部 曇 
Ambuyyana  〔精 舍〕 アン ブ ツヤ— ナ， 菴婆羅 園 
ambupama  puggala 菴羅 果喻 人， 蒂羅 に喻ふ 

べき 補特 伽羅 〔四 種〕 
Ambedugga  〔池〕 アンべ 一 ドウ ッガ 
ambopama 菴羅 の譬瑜 
amma 母 

ammana  〔Vi〕 アン マナ 
ay  aril  loko 此世 

Ayakuta-jataka アヤ クー タ • ヂ ヤー タカ， 錢 

鍵 本 生物 語 J  347 
ayasa 惡漀， 譏， 恥辱 〔八 世 法の 一〕 
ava-sula 槍 

Ayujjha=Ayojjha  〔城〕 無 闘， 阿]? も陀處 

ayo  f:^ 

ayo-kataha 鐵器， 鐵盤， 鐵瓶 
avo-kapala 鐵鉢 
ayo-kuta 餒 M 

ayo-khila 錢キ t, 鐵柱， 鐵の 柱， 鐵杖 
ayoganiya  dhamma 不順 挑 法 
ayo-gula 錢丸 

Ayogula  〔經〕 鐵丸 S  51 22 
Ayogula-vagga 餒丸品 o  o 丄 21~32 
ayo-ghana 餒斧 
ayo-ghara 鐵の 家， 鐵 g 

Ayoghara   〔賢 #， 王子， 佛の 前生〕 ァ ヨーガ 
ラ， 錢 E 

Ayoghara-cariya    〔絵〕 ァ ヨーガ ラの 所行 Cp 
3  3 

Avoghara-jataka ァョ一 ガラ • チヤ 一 タカ， 

屋本 生物 語 J  510 
ayojjha 無能 勝 

( 


Ayojjha ① 〔都〕 ァ ョッヂ ヤー， 阿！^ も 陀處， 無 
15: き ② 〔ァュ チヤ ャ， タイ の 都〕 ァョッ ヂャ一 

ayo-thala 鐵板 

ayo- don 1 鐵顿 

ayo-nagara 鐵の都 

Ayoniso  〔經〕 非如理 S  46  24 

Ayoniso  or  Vitakka  〔經〕 不正 思惟 （忍 惟） S 
9 11 

avoniso-brahmacariva 刁、 ill の 梵ィ了 

ayoniso  manasikara 非理 作意， 非如理 作, な， 

不如理 作意， 不如理 思惟， 不正 思惟， 不正の 

思惟 
ayo-patta 鐵板 
ayo-patta  お 
avo-pakara 鐵壁 
ayo-pitha 鐵床 
Cayo-Jpnala 鐵 |r 
avo-manca 鐵林 

ayo-saiiku 鐵 tt， 鐵杭， 鐵釘， 鐵針 
avo-salaka 鐵の^ 
ayya=ariya 貴族， 支配お 
Ayyauttiya  〔王 弟〕 アイ ャゥッ ティ ャ 
avyaka il 母 

Ayyaka  〔經〕 祖母 S  3  22 

Ayyakakalaka    〔え 卜〕 アツ ャカ一 力一 ラカ， jfiR 

母の 黑子 
ayya 聖尼， 大姉 

ayya  bhariya 贵顯 夫人， 支配お • なる 妻 
ara 幅 

Araka ① 〔仙， 賢れ， 佛の前 也〕 ァ ラカ② 〔外 
iil 主〕 

Araka-jataka ァラカ *チ 'ヤー タカ， ァラカ 仙 

本 生物 語 J 169 
Araja   〔宮殿〕 ァラ ヂャ， 無 塵 
Aranjara   〔山〕 ァ ラン ヂャラ 
arafifia 阿 練え',:， 阿 蘭 若， 林野， 森林， ^15: 林， 

園 林， 森 中， 森， 林 中， 林， 閑 林， 1^ 靜虚， 

空 閑， 空 閑處， 曠野， 僻遠の 地 
arafifiaka〜arafifiaka 森林 住 i^'， 阿 練 若 住お'， 

Himo'.ri, 蘭 若に 住む， 林 f】:^, 林に 住し， 
住 林教， 閑 林 住 者 


Arahantanarh 


arannaka  bhikkhu=arannaka  bhikkhu 住 +木比 
丘， 阿 練 若 比丘， 阿 蘭 若 比丘， 林 住 比丘 

aranna-kutika 森の 小屋 

Arannakutika ァ ラン ニヤ クチ 力一， 森 小屋 

Aranna-jataka ァ ラン ニヤ • ヂャ一 タカ， 森林 
本 生物 語 J  348 

arannattha 阿 蘭 若 物 

aranna  pavana  iHi^ お 林 

Aranna-vagga 森林 品 J  271—280 

aranna  vanapattha 閑 林の 靜ほ 

aranna-vasin 阿 蘭- 住 者 

aranna-sanna 杯 ^fe 

arannayatana 森林 處， 阿 練 若處， 空閑處 
Aranne  〔經〕 森に 住みて S 1 10 
arafifie  nago 林 中に 於け る 象 
arana 無 諍 

Arana  〔經〕 無 諍 S 1 81 
arana-citta 無靜' し、 

Aranadipiya   〔比丘の 譬喩 經〕 ァラ ナディ— ピ 

ャ Ap  3  264 
arana  dhamma 無靜法 
arana-patipada 無 諍 ill 
arana-vibhaiiga 無 評 分別 

Aranavibhanga-sutta ァ ラナ ヰ ノヽン 力" 《ス ッ タ, 

無 諍 分別 經 M 139 
arana-vinara 無 5^ 圧 
arana-viharin 無 諍 住 〔者〕 
arana-vihare  nanam 無靜住 の智 
arani 鑌， 鑽木 
Arani  〔經〕 鑽木 S  48  39 
aranika ァラニ 木製の |e 
arani-sahita 鑌火具 
arati 不樂， 不快， 不 欣喜 
Arati  〔經〕 不快 S  8  2 

Arati  〔魔女〕 ァラ ティ—， 嫌惡， 不樂， 不快 
Aranemi  〔外〕 ァラ ネーミ， 阿, 羅那 
arasa-rupa 無味の 色， 色 無味 
Aravala ① 〔寵 王〕 阿羅 婆 魔 ② 〔池〕 
Araham  〔經〕 阿羅漢 S 1 25  ；  22 110  ；  23  8  ； 

48  4,  5，  27，  28，  33  ；  56  24 
Arahato  kayikacetasikavedana-panho 阿維漢 


の身受 • 心 受の問 Mil 4  〔7〕  2 
Arahato  satisammosa-panho 阿 維 喪の 念お、 失 

の 問 Mil 4  〔7〕  7 
arahatta 阿羅漢 位， 阿羅漢 果， 阿羅漢 性 
Arahattam  〔經〕 阿羅漢 果 S  38  2 
arahatta-niyama 阿 維 '虞 決 5e 
arahatta-phala 阿羅 il 果 
tirahatta-phala  citta 阿 糸 馐漢果 'L ヽ 
arahattaphala-sacchikiriya 阿羅漢 31 も 現證， 阿 

羅漢 果作證 

arahattaphala-sacchikirivaya  patipanno 阿 維 

漢 果作證 向， 阿羅漢 果を證 すべ く 修行す る 者， 
阿羅漢 向 

arahattaphala-samapatti 阿羅 漢 果定， 阿羅漢 

果等 至， 阿羅漢 果得 
arahatta-magga 阿羅漢 道 
arahatta-magga  citta 阿滅溪 iii'll、 
arahattamagga-samapanna 阿 feilriE に 入れ る 

もの 

arahattamagge  nanam 阿 糸" f 漢道智 
Arahatta-vagga 阿羅漢 果品 A  6  75〜84 
arahattasacchikinyaya  oatipanno 阿 維漢果 を 

證 すべく 修行す る 〔者〕， 阿羅漢 果作證 向， 阿 

羅漢 向 

arahattaya  patipanno 阿羅漢 果能 作證向 人， 阿 

羅漢 〔果 應證位 成就 人〕， 向 阿羅漢 性 者 = 阿羅 

漢 果作證 向， 阿羅漢 向 
arahant 應供， 阿羅漢， 羅漢， 應供 者， 應 供の 

者， 聖者， 眞人 〔如 來十號 の 一〕 
Arahanta  〔經〕 阿羅漢 S  22  76,  77 
arahantarh  jivita  voropeti 阿 維;^ を 殺す, 阿 維 

漢を 殺害す， 阿羅漢の 命 を 奪 ふ 
arahanta-ghS ね ka 殺 阿羅漢 者 
arahantaghata-kamma 殺 阿羅漢 業 
arahanta-bhtimi 阿！^！漢地 
arahantama リ he  sotthanam 阿 糸 li 漠 中の 吉き 
Arahanta-vagga 阿羅漢 品 S    22   63-72  ； 

Dhp  7  VV  90〜99 
Arahantavanna-katha 阿羅漢 外形 論 KV  23  2 
arahanta 阿羅漢 尼 

arahantanarh  abbhacikkhati 阿 福;^ を 誘 誘す 
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Araha 


araha  khinasavo 阿羅漢 漏 患 

araha  jivi ほ voropho  hoti 阿羅漢 を 殺す， 阿顯 

漢を弑 す 
ara  nibbanam  i『fll!^ にお さ 力' る 
Arikari  OMf 舍〕 アリカ一 リ 
arittha 酒精 含有 物 

Arittha ① 〔辟〕 ァ リツ タ， 阿利 ② 〔廳 匠， 

比〕 ァ リツ タ， 阿梨 nti,    梨瑟 tn: ③ 〔大 に':， 

持 律 比丘〕 ァ リツ タ， 阿 栗 nC, 阿; せ =大 阿 
栗 nt ，^訶 阿 栗 @  〔^沙門の 大 iiCl ァ リ ッ 
タ ⑤ 〔塞〕 ァ リツ タ， 阿利 I せ ®  〔龍〕 ァ リ 
ッ タ， 阿梨 iiC ⑦ 〔都〕 ァ リ ッ タ， 阿利 Bn=7 
リツ タフ ラ ⑧ 〔山〕 ァ リック ⑨ 〔精 舍〕 ァ 
リツ タ ®  〔經〕 阿梨 瑟 iiC  S54  6 
aritthaka 木 棟 子 

Aritthaka  〔大〕 ァ リ ッ タカ， 阿 栗 nC 
Aritthajanaka  〔上〕 ァリ ッタチ 'ャ ナカ 
Ariiihapura  〔城〕 ァリ ッ クフラ =ァ リ ッタ 
aritta  ff 匕 

Arindama ① 〔J;, 佛の 前生〕 ァ リ ン ダマ， 伏 

敵 ② 〔傅。 轉輪 王〕 ァ リ ンダ' マ， 阿 隣陀' せ 
Arimaddana  〔ビルマの 都〕 ァ リ マ ッ ダナ 
Arimaddavijaya  〔村〕 アリマ ッ タ" ヰ' チ' ャャ 
ariya ァ リ ャ， 聖^ 聖， 聖人， 聖 尊貴 1^' 
Ariya ① 〔辟〕 ァ リャ② 〔地方 族〕 ァ リ ャ 二 
アーリ ャ ③ 〔經〕 聖 S  46 19  ；  47 17  ；  51 3 
ariya  atthangika  magga  ノ人聖 ifi,  / 乂聖 in 支， 

八聖 M 分， 八支聖 iii, 八 正 i£L 八 支賢聖 iH, 
聖八支 iiL 八 支の M， 聖八正 il, 聖八正 il 支 

ariya  ayatana=ariyayatana  MW'OttEfe,  ^ik, 
贵き 場所 

ariya  uccasavana  mahasayana 聖 の！^ 床大床 
ariyaka 中國 〔語〕 人 

ariya-kanta 聖ぉ所 愛， 聖# 所樂， 聖1*^に愛せ 
ら るる， 聖 おに #ほま せらる る， 聖所 愛， 聖樂， 
聖成 〔成〕 

ariya-cakkhu 聖眼 

ariya-cankama 聖の經 行 

ariva-nana 聖も' 

ariya  tunhi-bhava  ：聖 なる 默然， 聖默， 聖默 然， 
尊き 沈默 


Ariyaii li  katha 聖論 KV  3 13 
ariya-dhamma 聖 おの 法， 聖人の 法， 聖法 
Ariya-dhamma  〔經〕 聖法 A 10 135, 179 
Ariyadhamma-vipaka-katha    Mfi^M^m  KV 
7  9 

ariyadhamma-savana 聖法 の 
ariya-dhovana 聖 なる 洗游 
ariya  paccorohani 聖 なる 捨な ;• 
ariya-panna 聖,|^^， 聖 なる, ま 
ariya  panna-cakkhu 聖, き 眼 
Arivapariyesana-sutta ァ リ う， ノ； リ ェ ―" ナ • 

ス ッタ， 聖求經 M  26 
ariya-panvesana 聖求 
anya-puggala 聖者 
anyapuggala-samsandana 聖人 結合 讀 
arivanhala-rasan  ubhavana 聖果の 味の 嘗味 
ariya-magga 聖 ia 

Ariya-magga  〔經〕 聖 jii  A 10 145, 189 
anvamagga-cetana 聖 i!l',t'、 
Ariyamagga-vagga 聖 Mim   A 10 145〜154, 

189—198 
Ariyamuni  〔比〕 ァリャ ムニ 
ariya-rupa 聖色 

Ariyarupa-katha 聖色論 KV 14  4 

ariya-variisa 聖種， 賢聖族 CjllJ 種〕 

Ariyavamsa ァ リャヴ ンサ， 聖 系譜 

ariyavarhsa-katha 聖種 

ariya  vaddhi 聖增 

ariya  vamana 聖 なる 吐 劑 

ariya-v お a 聖居， 聖^の 居 f 返 〔十 種〕 

Ariya-vasa  〔經〕 聖居 A 10 19,  20 

ariya-vimutti 聖解脫 

ariya-vimokkha 聖解脫 

ariya  virecana  M なる 卜劑 

ariya-vihara 聖住 〔三 住の 一〕 

ariya-vohara 聖語， 聖 fl', 聖^ U 說 〔四 稀〕 

ariya-samgha  ：^: ざ 僧き 

ariva-sacca 

ariya-samadhi 聖定， 聖三摩 地 
anya-sammasamadhi 聖正疋 = 七定具 
ariya-savaka 聖弟 了.， 聖聲 |iH 
Ariyasavaka  〔經〕 聖 弟子 S 12  49,  50 
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Alam 


ariya-sila 聖戒 
ariya-sukha 聖樂 

ariyassa  vinaye  soceyyam 聖者の 律の 行 
ariyassa  vinayo 聖者 • の 律， 聖人の 毘 奈耶， 聖 

戒， 聖律 
ariya  iddhi 聖神 通， 聖祌變 
Ariyakari  〔精 舍〕 ァリ ヤー カリ 
ariya  ditthi 聖見 
ariyana  mantana 聖人の gf^ 
ariya  parisa  M'^W 

ariyayatana=ariya-ayatana 聖處， 聖 民の 住處 

ariyupavada 聖# の 誹謗 

ariyupavadm 聖者ね 旁る 者 

anyuposatha 聖者-布 齒 

aru-kaya 形骸 

arukupama-citta  ？ IMfe 喻 'し、 

arukupama-citta  puggala      瘡 P^' し、 人 

aru-gatta 瘡癢身 〔f ；-〕 

aruna  fJ 刀 相 

Aruna ① 〔—人〕 ァ ルナ， 阿羅 那 ② 〔干:〕 アル 
ナ ③ 〔尸 棄佛の 父， 王〕 ァ ルナ， 明 相 @ 

〔城〕 ァ ルナ， 明 相 ⑤ 〔園〕 ァ ルナ， n  ® 
〔蓮華〕 ァ ルナ 

Arunaka  〔傳 。 轉輪 王〕 ァ ノレナ 力 
Arunanjaha  〔傅 。 轉輪 王〕 アル ナン ヂャ ハ 
Arunapala  〔傳。 轉輪— 士:〕 アル ナ パーラ 
Arunavati ① 〔城〕 アル ナヴ ティー， 有 11 ， 

明 相 =ァ ルナ ② 〔經〕 アル ナワ" ティ  一 S6 

14 

Arunavant  〔王〕 ァ ルナ ヴ ント， ァ ルナ ヴ 一 = 

ァ ルナ， 明 相 
arunugga 曰 出 

Arudhammarakkhita  〔丄 tj ソく ダン マラ ッ キタ 
Aruppala  〔村〕 ァ ルツ パラ 
Aru-buddharakkhita  〔比〕 大ブッ ダラ ツキ タ 
artipa 無色， 無色 天， 無色 有， 無形〜 無色 界天 
arupa-kammatthana 非 色の 業)^ 
arupakayika  deva 無色 身 天 
arupa-jlvitindriya 非 色 命根， 無色の i 命 IU 
arupa-tanha 無色 愛 〔三 愛の 一」 
arupa-dhatu 無色 界 〔三界の 一〕 


Arupadhatu-hatha 無色 界論 KV  8  6 
arupa-bhava 無色 有， 無色 界， 無色の 存在 
arupa-raga 無色 負. 

Arupavavatthabhava-panho 非 色 法 分析の 問 

Mil 2  〔7〕 18 
arupa-sannin 無色 想 
arupa-santati  #feffiFK 
arupa-samapatti 無色 定〜 無色 界定 
aruparammana-sukha 無色 緣# 
arupavacara 無色 界， 無色 瞎， 無色 界繁 
arupavacara-kiriya 無色 界繋唯 作 
arupavacara-  kiriya-citta 無色 界唯作 心 
arupavacara-kusala 無色 界善， 無色 界繁 善， 

無色 瞎善 

arOpavacara-kusala-citta 無色 界き 'L、 
arOpavacara-kusala  dhamma 無色 f あ 等 法， 無 

色 界善法 

arupavacara-kusalahetu 無色 界麵き 因 
Arupavacara-duka 無色 界繁ニ 法 Duka  95 
arupavacaraduka-kusalattika 無色 界繁ニ 法 善 

三 法 Duka-tika 104 
arupavacara  dhamma 無色 界繁 法， 無色 界法， 

無色 魔法 

arupavacara-patisandhi 無色 界結生 
arupavacara-bhumi 無色 界地， 無色 f 翁 地 
arupavacara-vipaka 無色 界 驚異 熟， 無色 界! ^熟 
arupavacara-vipaka-citta 無色 界異熟 心 
arupavacara-vipakahetu 無色 界鶴異 熟 W 
arupavacara-samadhi 無色 界 5e 
arupavacara-samapatti 無色 界の等 至， 無色?/ A 

定 〜無色 定 
arupavacara  panna 無色 塵慧， 無色 界; S 
arupin 無色， 無色;^〜 非 有色， 無形 
arapino  deva 無色 界天〜 無色 天 
arupin  khandha 非 有色 蕴 
arupin  dhamma 無色 法， 非 有色 法 
Arupi  at ほ 〔經〕 無色 我 S  24  38 
arupi  at ほ hoti  arogo 無色 無病の 我 あり 
arupupapattiya  maggo 無色 生の 11^ 
aroga 無ォ , 人 j 
alam イ -3 能 
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Alam 


Alain  〔經〕 有能 A  8  62,  78 

alaihvacanlya 離婚せられ たる 

Alakadeva  〔比〕 阿羅 迦提婆 

Alakandara  〔精 舍〕 アラカン ダ' ラ = カン ダ ラ 

alakka  I： 樹〕 ァ ラッカ 

alakkhika 無祥 〜不運 

alakkhi 不運 〜無祥 

Alagakkonara  〔大臣， 王〕 ァラ ガツコ— ナーラ 
alagadda 蛇， 毒蛇 
Alagadda-suttanta 蛇喩經 
Alagaddupama-sutta ァ ラガッ ドウ ゥパマ • ス 

ッ タ， 蛇 Pf? 、經 M  22 
alagaddupama 毒蛇の 喻、 二-毒蛇 經 
alam-kammaniya  njfe 
alamkara 装身具， 莊嚴， 瓔路 
alankara-palibodha 莊 嚴障礙 
alajjin 無恥お-， 無慚化 無恥 漢 
alajji-puggala 無恥 人 

alamariya-nanadassana 最勝智 見， ]K 上智 見 
Alampana=Alampana  〔蛇 使〕 ァ ラン パーナ 
Alambusa  〔天女-〕 ァ ラン ブサー 
Alombusa-jataka ァ ラン ブサー • チ 'ヤー タカ， 

ァ ラン ブサ— 天女 本 生物 語 J  523 
alasa 懒 ft 
alasaka 腹脹 

Alasanda  rA)=Allasancla  (  A) 〔市〕 ァラ サン 
ダ， アクラ サン ダ， 亞歷 山， 亞歷 山陀， 阿 器 
散 

Alasandaka  (A) ァラ サン ダ人 
alassa=alassa,  alasiya,  alasya き 隋， 解' な 
alata 火燼 

Alata,  Alataka  〔大 ほ， 將' Cl アラー タ， ァラ 

一 タカ 
alata-cakka 旋火輪 
alapu=alabu,  labu 莉蘆， 南瓜 
alabuka=alapu 葫蘆， 南瓜 
alabu=labu アラー ブー， 葫蘆， 南瓜 
alabha 不得， 不利， 不利 得， 衰 〔八 世 問 法の 

一〕 

alika 虚妄， 虛假， 虚偽 

Alikasudara (A),  Alikyasudala  (A;  OO ァ リ 


キヤ シュ ダラ， ァラ サン ダ， アツ ラサ ン ダ 
Aliya-vasani  (A) 〔經〕 聖種 
Allnacitta  〔王子〕 無私 心 
Alinacitta-jataka アリーナ チッタ • チヤ 一 タカ， 

無私 心 本 生物 語 J 156 
Alinasattu  〔王子， 佛の 前' 1:.〕 アリーナ サツ ト 

ゥ， 不:；  き: 敵 =ァ リーナ スッタ 
aluddha 無 食欲 
aluna ァ ルナ, 熱 
alena 無 安處， 無 避難所 
alonika 不驗 
alobha 無 貪 

alobha-avyakatamula 無 貪 無 記 根 
alobha-kusalamula 無 貪 善根 〔三 善根の 一〕 
alobhajjhasaya 無 貪意樂 
alobha-hetu 無 貪 因 
Aloma  〔夷， 死後 生 天〕 アロー  マー 
Aloma-vimana アロー マー 女天宮 Vv  42 
alohita 無血^?, 無月 水 女 
alla-kattha 生木， 濡れた る 薪 
Allakappa  〔城〕 アツ ラ カッパ， 遮羅頗 
alla-mattika 濕土 

Allasanda(A)=Alasanda(A) 〔市〕 ァ ッ ラ サン 

ダ， 亞歷 山， 亜 歷山陀 = ァラ サン ダ'， 阿 7 お 散 

Alaka   〔國〕 ァラ 力， 阿羅 迦， 阿邏迦 
Ajaka  a お少門 天の 都〕 ァ ラカー 
Alakhiya  〔ダ、 ミラ 人〕 ァラ キヤ 
Alagvanagiri  〔地名〕 ァ ラグ ヴ一ナ ギリ 
alacchinna 大 m 截らォ しお 
Alatturu  〔タ、 、ミ ラ人〕 ァラッ トウール 
Avakannaka  〔卑 名〕 ァヴ カンナ 力 
avakaraka 撒布す 
avakujjapanna  puggala  —fej^ 人 
avakkara 殘食， /n' 物 
avakkara-pati    /i'} 物 器， 盛 js^ 食器 
avaganda-kara 頰 を脹ら "t" 
avariga  :fV[ 
avacaniya 小 nj" 共；！;々 
avacchedaka 缀 る 
avajata  putta 劣 生 兄 
avajanali 輕 蔑す 


Avinnu 


avajjha 不可侵 
avanjha 不 唐 捐 
avata  〔植〕 ァヴタ 

Avataphaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 ァ ヴ タパ リ ャ 

Ap  3  463,  501 
avanta  〔果〕 ァ ヴンタ 

Avantaphaladayaka  〔比丘の や!": 喩經〕 ァヮ" ンタ 

パ ラダ、一 ャカ Ap  3  378 
Avantaphaladayaka-vagga ァヴン タノ 《ラ ijft 

Ap  3  378-387 
avanna 不 名譽， 不 稱讀， 誹謗， 不德 
avannam  bhasati き 旁る, 毁 *T 
avanna-harita 惡! k 傅 

avannaraha 讃 むべ からざる 人， 毁ら るべき も 
の 

avatthu 無事 

avadannuta 不寬仁 性， 不 親愛 
avadaniya 吝嗇 

Avanti ① 〔國， 族〕 ァヴン ティ， 阿 般提， 阿 

槃提， 晚帝那 ② 〔王〕 阿^ 提 
Avantiputta  〔王〕 ァ ヴ ン テ ィ フ ッ タ 
avandiya 禮を受 く ベ か ら ざる 人 
Avandiya  〔ダミ ラ人〕 ァヴン ディ ャ 
avaruddhaka  〔魔 鬼の 類〕 ァ ブル ッ ダ、 力， l|f^f?: 

# 

avalekhana-kattha  /7|tia 
avalekhana-pidhara 屎 窟濫褪 
Avavadaka  〔尼 乾 子， 比〕 ァヴヴ —ダカ， 敎令 
者 

avasata 外道に 入れる 
avasavattana 無 自 
avasaya 極 事， 不可 說法 = 涅槃 
avassiyapavatta-sallakkhana ォ、 自 在の i£ 祭 
avassuta  ^泄， 流 漏， 染心 
Avassuta  〔經〕 漏泄 S  35  202 
avassLita-pariyaya 涵 泄の敎 法， 流^の 敎說 
avapurana  Mi, 鍵， 戶: 

Avariya-jataka ァヴ一 リャ • ギヤ一 タカ， アブ 

一 リ ャ渡守 木 生物 語 J  376 
Avariva-vagga ァヴー リャん 'i   .1 ； 576 ~； 585 
Avariyapitar  〔渡 守〕 アブ一 リャ ヒタ一 

( 


aviKkhambhituppanna 未顯伏 生起 
avikkhepa 無 散亂， 不 散亂， 專念 =定 
avikkhepa-pansuddha 無 散 淸? サ 
avikkhepa-parisuddhi 無 散 si ぃ靑 f3 や 
avigata-paccaya 不離 去緣， 不離 緣， 个去緣 〔二 

十四 緣の 一〕 
avigatapaccaya-nicldesa 刁ヽ 去緣廣 if^t 
avicara 無 伺 
avicara  dhamma 無 ipj 法 
avicara  panna 無伺慧 
avija ほ 未 産の 女， 未だ 子 を 生まざる 女 
avijjamana  pannatti 多 「#• 在/ 設 
avijjamanena  avijjamana  pannatti 非 存在 非存 

在 施設 
avijja 無明 

Avijja    〔經〕 無明 S  35  53,  79,  80；  38  9；  45 

1 ； 56 17  ；  A 10  61 
Avijja  or  Bhikkhu  〔經〕 無明 （比丘） S  22 113 
avijja-ogha 無明 瀑流， 無明 流 〔四瀑 流の 一〕 
avijja-khandha 無明 蕴 
avijja-gata 無明 人， 無明に 囚 はれ， 癡 者- 
avijja  ca  bhava-tanha  ca 無明と 有 愛 
avijja-dhatu 無明 界 
avijja-nivarana 無明 Cife の 一〕 
avijjanusaya 無明 隨眠 〔七隨 眠の 一〕 
Avijja-paccaya  〔經〕 無明 緣 S 12  35,  36 
avijja-pabheda 無明の 破壞 
avijjaDnagi-dhamma 無明 分 法 
avijja-yoga 無明 軛 〔四 軛の 一〕 
Avijja-vagga 無明 品 S  22 126 〜： 135;  35  53~ 

62  ；  45 1-10 
avijjavinava  dhamma 無明 調伏の 法 
avijja-visadosa 無明の 毒 会 
avijja-samyojana 無 IJg 結 
av リ jS-samphassa 無明 
avijjasava 無明 瀨， 無明の 漏， 無智の ffi 
avijjogha 無明 流， 無明 瀑流 
avinnatti 無 表 

Avinnatti  dussilyan  ti  katha 無 表 惡戒論 KV 

10 11 
avinnu 無 1 ャ人 


Aviiineyya 


aviiineyya  dhamma 非 所 知 法 
avitakka 無き 

avitakka-avicara 無尋無 伺， 無覺 無觀， 尊 伺 
なきもの 

avitakka-avicara  samadhi 無. 尊 無 伺定， 無尋無 
伺の 定， 無 尋無伺 三昧， 無 尋無伺 三 摩 地 = 無 
尋 無伺禪 

avitakka-avicara  jhclna 無 4 無 伺き = 無 4 無 伺 
定 

avitakka-avicara  dhamma 無 尋無伺 法 
avitakka-avicara  piti 無尋無 伺の 喜 
Avitakkam  〔經〕 無尋 S  28  2  ；  40  2 
avitakka  dhamma 無 尊 法 
avitakka-vicaramatta 無 ま 唯 i^J 
avitakka-vicaramatta  jnana 無 寻唯伺 1^= 無尋 
唯伺定 

avittakka-vicaramatta  dhamma 無 4 唯 i 口 j 法 
avitakka-vicaramatta    samadhi 無 尊 唯 i。j ヒ 

地， 無尋 唯伺定 〔三定 の 一〕 
avitakka  samadhi 無 ま ze 
avitakka  panna 

avitakkavicara  citta 無尋無 f 司の, し 
avitakkavicara  pacchima-citta 無尋無 inj の 最後 
心 

avitakkavicara-l)humi 無 等 無 伺 地 
avitathata 不違如 性， 不虛ぉ 性， 不離 如ケ 1:. 
avitatha-vadin 

avitatha 不違 如， 不虛， 不離 如 
Avidure-nidana 遠から ざる f> ^緣 物語 JN  3 
aviddasu 愚行 
avidvant 無智 # 
avinaya 非 律 

avinaya-kamma 非！^ 尼^^， 非 律 竭^, 非 律 

:t 

avinaya-vadin 非 律 說^, 非 調伏 語 fj' 
avinipata 不退 轉， 不!^^ 不， 惡趣， 不惡趣 
avinipata  dhamma 不: お. 法， 不;^ f? 惡趣， 不ゅ惡 

趣 あ-, 不退 轉法， 不惡趣 法 
avinibbhoga-rupa 不簡別 色 
avipakka-vipaka 不圓 熟異熟 


avipannama-dhamma 不變易 fe, 非 變異法 
aviparita-dassana 顛倒せ さる 見 
avipallattha 不 顛倒 
avipaka 無異熟 

avippatisara 無 悔恨， 不悔， 無 追 侮 
avippavasa-sammuii ^、失 衣 §-さ "T 
avibhOta  alambana 不明瞭 所緣 
avimutta-citta 未 解 f} お 心， 小 解 "jfe 心 
avirati-sila 刁、 離戒 
Aviruddhaka  〔外〕 ァヰ' ルツ ダカ 
avivadamana 無 g 爭 

avivara-danta 齒に隙 問な し 〔三十 二相の 一〕 

avivada 無靜 

avivadeti 無 諍な り 

Avivitta-katha 不遠離 論 KV  21 2 

avisarhvadanata 不欺 gff 〜に 

avisariivadana  '1^義~不欺3#. 

avisara 無 散逸 

avisarada 畏懼 

avisarin 分 了， 不亂， 短音 〔八 音の -〕 
avisuddha し 成」 不淸? せ 
avissajjiya 不可 括 物 〔±- 種」 
avihimsa 不害， 不 殺生， 無害， 安全 =悲 
avihirhsa  ca  soceyyan  ca 無害と 清/あ 不 舌と 
淸淨 

avihirhsa -t]hatu=;ivinesri-(lhatu 無' ま- 界 〔-二き 
界の 一〕 

avihimsa-vitakka 無害 尋， 無害の 考想， 不害覺 

無害 思 〔三 辨尋の 一〕 
avihirhsa-samkappa 無害 思， 無害 思惟， 無害 
の 思， 不 害の 思惟， 無害 念 = 無害尋 〔三 善 思 
の 一〕 

avihimsa  sanna 無害 想 = 無 害尋， 無害 思 〔三 

^想の 一〕 
Aviha  deva 無 煩 天， 無 造 天 
avihesa-dhatu=avihimsa-dhatu 無 ％"界 し 二 # 

界の 一〕 
avihesavant 無害 种 
Avici  〔地獄〕 無 間， 阿 鼻 
avTci-jara 無 問 斷の老 

Avki-niraya 無間地獄， 無 間 〔地獄〕， 阿 鼻 地獄 
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Asankhatam 


avitaraga 未 離 欲 
avitikkama 不犯 
avutthi 旱魅 

aveccappasanna 不動 f"g し # 丄 
Aveccappasanna  〔經〕 證淨 A 10  64 
aveccappasanda 不壞の 信， 證淨， 正 信， 絕對 信， 

絕對淨 信， 確乎たる fil" 心， 動きな き 信心 
avedagu 不明 智^ 
avedaniya  kamma 不受の 業 
avebhangiya 不可分 物 
avera 無怨， 無恚， 無惱 害， 恚 心なく， 德 
Avela  〔宮殿〕 ァヹ一 ラ 
avyagga-nimitta  ？ I^Stffl 
avyatta 不 聰明， 無能， 未熟者- 
avyakata = a  byakata 無 g5 
avyakata-dhamma 無 g— ヒ法 
avyakata-mula 無 記 根 = 無 記 因 
avyakatamula-sahajata  dhamma 無 r1il 个 H 俱生の 

法 

avyakata-rupa 無 目ヒ 色 
Avyakata-vagga 無 記 品 A  7  51〜60 
avyakata-vatthu 無き 己 事 
avvaKata-vissajjana 無 gel 答 
avyakata-vedana 無 gd 受 

Avyakata-saihyutta ァヴ ヤー カタ • サ ンュッ 

タ， 無 記 說相應 S44 1〜11 
avyakata-sila 無 5ヒ 戒 
avyakata-hetu 無 記 闲= 無 記 根 
avyakatahetu-samutthana-rupa 無 gel 因 等 起 色 
avvadhi 不病 

Avyadhika  〔比丘の 譬喩 經〕 ァヴャ —ディ 力 
Ap  3  225 

avyapajjna,  abyapajjha~abvabajjha 無隨， 無 
瞋恚， 無瞋 害， 無害， 無 iii 害， 無 損, 無 損害， 
無恚， 無 恚界， 不 隨恚， 害心な く 

avyapajjha-attabhava-patilabha 無害の 自體得 

avyapajjhagami-magga 無 損に 達す る の 道 

avyapajjhadhimutta 無 ！ fi| 害 信 解 

Avyapajjho  〔經〕 無 損 S  43  35 

avvapanna-citta 不き患?^ 

avyapada 離 HI, 無 帳 患， 無随， 無恚， 不隨恚 

C 


〔十 善業 道の 一〕 
avyapada-ahammapada 無恙 法 足， 無 3 眞 法迹 

〔四 法 足の 一〕 
avyapada- dhatu 無恚界 〔三 善界の 一〕 
avvapaaavant 無 瞬 者 

avyapada-vitakka 無 恚尋， 無 瞋の考 想， 不瞋 

覺 〔三 善尋の 一〕 
avyapada-samkappa 無恚 思， 無恚の 思， 無恚 

の 思惟， 無恚 念， 無瞋 思惟 〔三 善 思の 一〕 
avyapada-sanna 無恚想 〔三 善 想の 一〕 
avyapara-naya 不作 爲の 理， 營務 なき 理 
avhana 招待 

Asarhdhimitta    〔阿育 下 も 己〕 ァ サン ディ ミ ッ タ 

asamvama 不抑 
asamyoga 無 縛 

asariivara 不 律儀， 非 律儀， 不攝護 ==不 護 根 門 

asamvasa 不共住 者 

asamvuta 不 律儀^， 不 律儀， 無 底 

asamsagga-katha 不會合 論， 不衆食 論， 不雜 
處論， 不雜 論， 無雜 論， 他と 雜處 せざる 話， 
世間に 染まざる の稱說 〔十 論 事の 一〕 

asariisattha 他と 雜處 せざる 非 交. t: 者- 

asakKacca-kata 不 恭敬 作 

asakKara 不敬 

asakvaputtiya  - 

Asamkiya-jataka ァ サン キヤ • ヂ 、ャ一 タ 力， 

無 憂 本 生物 語 J  76 
asamkilittha-asamkilesika   dhamma まド已 染ま ド 

能染法 

asankilittha-asankilesika  dhamma 不已 雜染不 

順雜染 法， 不染不 汚 法 
asankilittha  dhamma 不已雜 染法， 非 已染法 
asamkuittha-samkuesika  dhamma 非已 染能染 

法， 非已染 順染法 
asafikilittha-sankilesika  dhamma 不染污 法, 

不已 雜染順 雜染法 

asankilesika  dhamma 不順 雜染法 
asamkha 不可 測， 阿' ft 祇， 無數 
asamkhata 無爲， 作爲 されざる もの 
Asankhatam  〔經〕 無爲 S  43 12 


Asamkhata 


asarhkhatagami-magga 無爲に 達す る の IS 
asankhata  dhamma 無爲 法， 無 爲の法 
asafikhata-pura 無 爲の城 
asankhata-lakkhana 無爲相 
Asamkhata-saitiyutta ァ サン カタ • サン ュッ タ， 

無 爲相應 S  43 1〜44 
asamkhata  dhatu 無爲界 
asankhata  nibbanadhatu 無爲 ほ:^ 界 
asankhara 無む 

asamkhara-parinibbayin 無行般 S 紫， 無行般 

涅 1? 者 • 〔五不 還の 一〕 
asankharika 無 行 
asankheyya 阿 佾祇， 不可 測， 無數 
Asangahitena  sangahita 非攝 〔なる ものの〕 所 

攝 Dhk  3 

Asangahitena  asafigahita  ^き攝 〔なる ものの〕 非 
攝 Dhk  5 

asancicca 無識， 無 識^， 不知 者-, 無意^ 
Asancicca-katha 不故思 論 KV  20 1 
asanna 無想 

Asaniia-katha 無想 論 KV  3 11 
asanna-bhava 無想 有 
asanna-satta 無想 有情 
asanna-satta  deva 無想 有情 大 
Asannasattupika-katha 令爲 無想 有情 論 KV 15 
10 

asanna  samapatti 無; ffl)E 

asannin 非 想 者， 無想， 無想お' 

asanni-vada 非 想 說者， 無想 論 

asannojaniya  dhamma 不順 結 法 

asatha 不奸 〔お〕， 不諂 行， 諂な く， 無 fg, 不 

幻僞 *， 無 不誑 * 
asat=asant 不寶， 不眞， 不正， 虛ぉ 非淨 行， 

愚惡， 無 所有 
asatasampajanna 不正 念 不正 知 
asati 無念， 無念お- 
asati  amanasikara 無念 無 作意 
Asattha  〔園〕 アサ ッタ 
asadisa 無雙 

Asadisa  〔王子〕 アサ ディ サ， 無雙 
Asadisa-jataka アサ ディ サ*チ 'ヤー タカ， アサ 

( 


ディ サ木 生物 語， 無雙 王子 本 生物 語 J 181 
Asadisa-vagga 無雙品 J 181 〜 190 
asaddahanata 不 i 吕 

asaddha,  assaddha 不 行， 不 {【"^に# 丄 不 ia， 

Sftia, lia 照ヽ 
Asaddha  〔經〕 不 S 14 17 
Asaddhamulaka-panca    〔經〕 不信の 根本 五 S 

14 18 

asaddhamma 非 正 法， 非 法， 邪法， 惡法， 不 

正 法， 不 道德， 染法， 罪業， 罪 行 
asaddhamma-savana 惡 法の 聽聞 
asana  〔樹〕 アサ ナ 

Asanabodhiya    〔比 「「• の 喩經〕 アサ ナ ボ 一 デ 

ィャ Ap  3  60 
Asani  〔經〕 雷電 S 17  6 
asani-vicakka 雷鳴 〔風雨〕， 落雷 
asani 帝釋 天の 雷電， 雷電 
asanta=asat 不實， 不眞， 不正， 虚妄， 非淨 行， 

愚惡， 無 所有， 非お， 愚惡 人， 不普 人， 非 ほ 

行 n 

asanta-sannivasa 不 人との |ロ] 住 
asantuttha 不喜足 行， 無 厭 #, 不知 足 
asantutthi 不知 足， 不喜 足， 不滿 足， 足る を 知 
らず 

asantutthita 不知 足， 不知 足 件.， 不 喜お， 足る 

を 知らず 

asantutthita  kusalesu  cihammesu 善 法に 厭 足 
せざる こと， 善 法に 於て 喜 足せざる， 善 法に 
於て 不喜足 

asantutthita  ca  kusalesu  cihammesu 

appativanita  ca  padhanasmim 善 法に 於て 
喜 足せざる と 精勤に 於て 遮 ik せざる と， 善 法 
に 於て 不喜 足と 卡き 勤に 於て 不遮 Ih と 

asanthata 無隔 

asappaya-kinya 小 j?§ 生 

asappurisa 不善 士， 非 善士， 惡 知識， 不正の 士 
Asappurisa  〔經〕 不善 士  S  45  25，  26 
asappurisa-dana 非 # 士; し iL#:j 
asappurisa-dhamma 不き士 法， 非- 脾士法 
asappunsa-bhumi 可、 备士地 
asappurisa-samseva 惡知識 に 親近す る こ と 


Asitanjana 


asabala 不 斑點， 無雜 

asabbaji 一切 不 勝者 

asabhaga-vutti 無禮 

asabhaga-vuttika 不同 類活命 〔者〕 

Asama ① 〔天〕 アサ マ ② 〔外， 天子〕 アサ マ， 
阿舍摩 ③ 〔傳。 轉輪 王〕 アサ マ @  〔ソー ビ 
タ佛の 第一 弟子〕 アサ マ， 無 等 ⑤ 〔パ ドウ マ 
佛の 父〕 アサ マ， 無 等 ⑥ 〔パ ドウ マ 佛の信 
士〕 アサ マ 

Asamatta  〔經〕 無 等 S  55  66 

asamatta-panna 無等慧 

asamannahara 無 存念， 不 念 

asamapekKhana 刁ヽ等 察 

Asamapekkhana  〔經〕 不等 察 S  33  41—45 

asainaya=akkhana 非 時 〔八 植 J 

asamaya-vimutta 非 時 解! jfL 不時 解脫  時 的 

ならざる 解脫 

asamaya-vimutta  arahant 不時 解脫 H" 維 III 

asamaya-vimokkha 不時 解脫， 一時的 ならざる 

解脫〜 非 時解脫 
asamayo  padhanaya 精堇カ {■ こ堪 へざる 時し 五 ま」 
Asama ① 〔パ ヅ ゥ ムッタ ラ佛の 第二 比丘尼〕 

了 サマー， 無等② 〔パ ドウ マ佛の 母〕 
asama  dhi 非 
asama dhi-suKha 非疋樂 
asamana-samvasaka 不共 住人 
asamahita 無定， 不定， 不 疋爿、 亂き fV, 个寂 

靜者， 安靜 ならず， 未得定 
Asamahita  〔經〕 不寂靜 S 14  23 
asamahita-citta 木 得 5e'11、， ^ヽ定 'し 
asamahita-vibhanta  citta 不疋 散' 肉し 匚、 
asamuhatuppanna 未根絕 生起 
asampajanna 不正 知， 不正 智= 無明 
asampajana 不正 知， 不知， 喬し意 
Asampadana-jataka アサ ンノミ ターナ • ナヤ 一 タ 

力， 不與本 生物 語 J 131 
AsampaJana-vagga 小與品 J 1?'1〜140 
asambhoga 不共住 
asammulha 非 者- 
asammoha 無瘦 
asammoha  dhamma 無癡法 


asammohadhimutta 無 癡信解 
Asayha ① 〔辟〕 アサ ヰハ ② 〔長 荇〕 
asarana 無歸依 所， 無 歸依處 
asaranl-bhuta 無 蹄 fe-— ft 
asallakkhana 不等 觀 
Asallakkhana  〔經〕 不等 觀 S  33  26-30 
asalllnatta 不总 

asallina  viriya 不退の 精進， 不動の 精進 
asallekhata 不衡咸 
asassata 無' 吊- 

asassato  at ほ ca loko  ca 我と 世界と は 無常な 
り 

asassato  loko 世界 は 無常な り， li は 無常な り， 

世間 は 無常な り 
Asassato  loko  〔經〕 世間 無常 S  24 10 
asahita 不稱順 
asakhalya 不和 順 
asatheyya 不 §g 
asata 不可 意， 不快， 嫌惡 
asata-manta アサ一 タ マンタ， 嫌惡の 聖典 
Asatamanta-jataka アサ ータ マンタ • ギヤ一 タ 

力， 嫌惡 聖典 本 生物 語 J  61 
Asataraga-katha 不快 貪 論 KV 13  8 
Asatarupa-jataka アサ一 タ ノレ— ノミ • チヤ 一 タ 

力， 嫌 惡色本 生物 語 J 100 
asadiyanta 不覺樂 者-， 不受樂 # 
asadharana-paniiatti 不 共通 制 
asadhu 不良 

asamanta  pannata 無隣慧 
asamavika  #B^，  ^^^Sfl 
asamayiKa し- cetovimutti 」 非 時 不動 し' L 、解! fej, 
非 時 

asara 不 堅實， 不實， 無 堅實， 非精髓 
asarambha 無 憤激 
asaraga 無欲 

asi 劍， m， 刀， 大刀 

asi-kotta=camma-kara 皮師, 革 職人 
asita ① 無 依^ ② 鎌 

Asita ① 〔辟〕 ァシタ ② 〔仙〕 阿私陀 ③ 〔華 

鬉 作お〕 阿私陀 
Asitanjana  〔城〕 ァシ タン ヂャナ 


( 47  ) 


Asitadeva 


Asita-deva ァシタ • デー ヴ= ァシ タデ一 ヴラ， 

カー ラデー ワラ 仙 
Asita-Devala  〔仙〕 ァシ タデ一 ヴラ， 阿 私羅提 

^^ゃ-邏=ァシタデ一 ヴ 
Asitabhu  〔王妃〕 ァシタ 一ブ一 
Asitabhu-jataka ァシ ター ブー • ギヤ一 タカ， 

ァシ ター ブー 妃木 生物 rfft  J  234 
asipatta  H^^^tat 

Asipatta-niraya 劍葉 地獄 =翩 葉 休 
Asipatta-vana 劍葉 林， 劍の 葉の 林 =劍 葉 地獄 
Asibandhakaputta  〔村長， 尼 乾の 弟子， 塞〕 ァ 

シ バン ダカ プク タ 
asi-mala 錯 刀の 戯 

Asilakkhana-jataka ァシラ ッ カナ ，チ 'ヤー タカ， 

劍相師 本 生物 語 J 126 
asiloka-bhaya 不名聲 怖畏， 汚名の 怖畏， 弗 難 

怖畏 
asi-loma  M^ti' 

asiloma  purisa 刀 葉 〔の 如き〕 毛の 人 
Asi-sukariko  〔經〕 刀の!? ^猪お- S 19  5 
asisuna  I, 《殺 場， （^殺 所， 屠 舍 
asisunupama  li ^殺 場の n あ 屠舍の 如く 
asi-sula 刀の 匁 （3? 喩〕 
as! 〔樹： ） ァシー 

asiti-anubyanjana 八十 種隨化 I， 八十 稀の 隨好 
相， 八十 種の 特徴， 八十 隨形 好， 八 1-隨 好， 
八十 隨 相好 

asiti  kimi-kulani  /'い 1. 〔種〕 の 聚 

Asiti-nipata お 二十 ー篇 J  533-537 

asiti  mah5-vat ほ m  大 

asiti  maha-savaka  ノ\ 十 大聲聞 

asitisata-sandhi  "Ef 八十の 關節 

asisaka  kavandha 無 頭の 胴〜 無 頭の 肢 

asisa-kavandha 無 頭の 肢 〜無 頭の 胴 

asuci 不 H ト， 不? 物， 个？ リ トれ， 

asucim  mocentassa  samghaaiseso  JK 出- M'f^ テ安 
〔第一 佾殘〕 

asucita 不？^ 承 性 

asuci-patipita 飮刁、 ず麥 しあ-」 

asuci-sukka-visatthi 不 h^'feTi ^つ： 

asunnata 不さ 

( 


asuddha  —つ ヽ淸ミ せ， 不？^ 
asuddha-ditthi 不淸 ぼ-の 見 
asuddha-dhamma 个か法 
asuddhi 小？ * 
asubha 小？: j ト 

Asubha  〔經〕 不ぼ S  46  67 
asul)ha-katha 不か ijfe, 不? 論 
asubha-kamniatthana 

Asul)hakammatthana-nicldesa 不 淨業處 の解釋 

VM  6 
asubha-dhatu 小？ '4 ト界 
asubha-niddesa 不^の 解 
asuDha-nimitta  'T^/^i-ffl 
asu1)ha-bhavana 可" さ f 觀 
asubha-sanna 不淨; 
Asubhasanna  〔經〕 不；？^せ！  A 10  217 
asubha-samapatti ^ソ 疋， り、 ft トニ- -昧 
asubhanupassin  —小 ほ觀 〔i^〕， イリ?^ の觀 〔#〕 
asLibhe  subhan  li  vipallaso  ^、/や を？ せな り と づー 

る顯 倒， 小;15^を;^^と謂ふ顯倒 
asura  〔！ 4 种〕 ァ スラ， 阿 (1' 多羅， 修羅 
asura-kaya 阿修羅 衆， W 修羅の 衆團， 阿修羅， 

阿修羅 界， 阿修羅 群 
asura-gana 阿修羅 群 
asuratta 阿修羅!/ 

asura-pura 阿修羅 宵， 阿修羅の 宮殿 

asura-bhavana 阿修羅 界 

Asura-vaK^a 阿修, 羅品 A  4  91 ~ 100 

asura-vata 阿修羅 務 

asura-vatika 阿修羅 j みお- 

asurinda 阿修羅 ■£ 

Asurinda  〔經〕 阿修羅 千： S  7  3 

Asurinda-Bharadvaja   〔'<^, 比〕 阿修羅 ド婆羅 

婆闍 
asekha 無 ゆ 

Asekha  〔經〕 無學 A 10 111, 112 
asekha-fiana 無 や: の 口 
Asekhanana-katha 無 41  ノ f? 論 KV  5  2 
asekha  dhamma  .!! ば- 【• 法 
asekha  pannakkhandha 無き もの 慧蕴 
asekha  puggala 無 人 〔三人の 一」 


Assa-cUimaki 


asekha-phala 無き':!^ 丄 

asekha-bhumi 無學地 

asekha-muni 無 學牟尼 

asekha  vimuttikkhandha 無 舉の解 Ife 蕴 

asekha  vimuttinanakkhandha 無 學の解 Ij お 知 JoL 

asekha-samadhi 無 學の定 
asekha  samadhikkhandha 無學 の定蕴 
asekha  sammaajiva 無 や: の 正 命 〔十 無^法の 
一〕 

asekha  sammakammantei 無學の 正業 し 十 無學 

法の 一〕 

asekha  sammanana 無舉 の正智 〔十 無學 法の 
一〕 

asekha  sammavayanui 無學の 正' ト斋進 〔十 無學 
法の 一〕 

asekha  sammasamkappa 無 の] liAi', し 一 卜 無 學 
法の 一〕 

asekha  sammasamadhi 無 學の 正) ii  〔十 無 學法 

の 一〕 
asekha-sila 無 學の戒 
asekha  silakkhandha 無學 の成ギ 4 
asekhadhipati 無 學增上 
asekha  panna 無 舉の慧 〔三慧 の 一〕 
asekha  sammaditthi 無 學の正 見 〔十 無學 法の 

一〕 

asekha  sammavaca 無 學の正 語 〔十 無學 法の 一」 
asekha  sammavimutti   無學の正解f)t^： 〔十 無學 
法の 一〕 

asekha  sammasati 無 學の正 念 〔十 無學 法の 一〕 
asekhiya  dhamma 無學法 し 十 種」 
Asela  〔王子， 王〕 ァセ— ラ 
asevitabba 親 しむ 可から ざる， 親近す ベ か ら ざ 
る 

asoka ① 無 憂， 小愁 ② 〔樹， 花〕 ァソ 一力， 
阿 ff, 阿 輸迦， 無 憂 

Asoka ① 〔王〕 ァソ 一力， 阿育， 無 憂= 法 阿 
育， 正 法 阿育 ② 〔王〕 翻羅 阿育 ③ 〔往昔 
の 王〕 ァソ一 力， 阿育 ④ 〔塞， 比〕 ァソ一 
力， 阿育 ©  〔毘婆 尸 佛の侍 あ-〕 ァソ— 力， 無 

. 憂 ⑥ 〔比， ァ ノーマ ダッ シー佛 の 第二 弟子〕 


ァソ一 力， 無' お ⑦ 〔婆〕 ァソ一 力 ⑧ 〔山〕 
無 憂 ®  〔迫 場〕 ァソ一 力 
asoka ほ 無 憂 性 

Asokapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ァソ— カフ— ヂ 

ャ 力 Ap  3 194 
Asokamaladevi  〔旃陀 羅ケ〕 ァソ 一力 マ一 ラ一 

ァ一 ヰ 一 

Asoka ① 〔マ ン ガ ラ 佛の 第二 比丘尼〕 ァソ一 力 

一， 無 憂 ② 〔夷〕 ァソ 一力一， 阿育 
Asokarama 無 憂 園， 阿育 園 
asoracca 个：? jcJ 享 
iismimana 我慢 
asmlti  anusaya 我隨眠 
asmiti  chanda 我欲 
asmiti  man  a 我慢 
assa 馬， 馬 兵， 神馬 
Assa  or  Haya  〔經〕 馬 S  42  5 
assaka 所 ^3— な し 

Assaka ① 〔十六 火國の 一〕 アツ サカ， 阿濕祭 

fijii, 阿 濕ゅ迦 ， 阿說迦 ， 阿 biii 迦， 阿濕婆 ② 
〔10  了  、フサ 力, 阿 濕き迦 

Assaka-jataka アツ サカ • ヂャ一 タカ， アツ サ 

力 王 本 生物 語 J  207 
assakapija  〔樹〕 アツ サ カンナ， 阿沙 干那 
Assakanna  〔山〕 アツ サ カンナ， 阿沙 干那， 馬 

耳 

assa-kaya 馬 軍， 馬 軍勢， 馬 衆 
assa-khalunka 未 馬 
Assagutta  〔比〕 アツ サグ ッタ， 馬 護 
assa-gopaka 為 j 

Assaji ① 〔五 比丘の 一〕 アツ サヂ， 阿說 示， 阿 
濕波誓 ② 〔六 群 比丘の 一〕 アツ サヂ， 阿說 
示， 阿濕 貝， 阿濕婆 ③ 〔經〕 阿 濕波誓 S  22 
88 

assalarii 驟, お， 骡 

Assatara  〔龍〕 アツ サ タラ， M' 濕 婆多滅 

assatan 驟， 牝驢， 牝 驢馬， 嘘 

assattha ① 〔樹〕 アツ サッ タ， 鉢 多樹， 阿濕波 

他， 阿說 他， 阿 輸陀， 菩提樹 ② 巳 蘇 息^ 
assattha 馬の-浸 
assa-damaka 調馬師 


Assa-damma 


assa-damma 應 調馬 

assadamma-sarathi 馬術 師， 調馬師， 調 御 ifi^ 

assa-  dosa 馬の 過 〔八 種」 

assaddha 無 信， 不信， 不信？;'， 信 無 く 

assaddhi 不 ig 

assaddhiya 不信 

Assapala  〔司祭の 子〕 アツ サパー ラ， 馬 護 
assa-pitthi 馬肯 
assaputa=bhassaputa 灰ボ 
Assapura アッサブ ラ， 馬 馬の 城 
assa-banaha 馬 f 
assa-bhanda 放 馬 人 

assama  (D 庵， 蒂屋， 追お， 草菴， 仙齒， 仙人 

im.  {ヒ 院 ② 四 ft 期 

assa-marhsa 馬 

assamana 非 沙門 

Assamandala  〔渡〕 アツ サ マン ダラ 

assa-mandalika 馬 ffi 

assa-medha 馬祠， 馬の 供 It,  ^馬， お し 與祭 
assavuja 

〔月〕 アツ サュチ 'ャ， 阿 《お 縛 i|j m 

assa-yuddha 馬 15^ 

assa-ratana 馬齊， 紺馬寳 〔七 齊の 一〕 
assa-ratha 馬車 
assa-rajan 馬 3i 

Assalayana ① 〔靑 年〕 アツ サラ一 ャナ， 阿 

m ② 〔拘 稀羅の 父〕 アツ サ ラー ャナ 
Assalayana-sutta アツ サ ラー ャナ 'スッ タ， 阿 

M  93 
assa-vata 馬 
assa-vatika  ^jj^^i 
assa-vanija 馬 商人， 伯樂 
assa-vanijaka 伯樂 
assa-sadassa 良 〔ョ 
assa-sadda  fefe 
assa-sala 馬 M 
assa-sippa 馬 を 御す るの 術 
assa-sena 馬' ボ 

assajamya 駿馬， 良種の 馬， 良馬 

assada 味， 味 著， 樂味， 嘗味， 味: 著 物， 愛 味， 

快味， 甘味， 美味， 福 
assada-cHtthi ① 味;;!: 見， 味見， 樂 味見 ②常見 

( 


assada-samyojana  結 

assadanupassana 味觀 

Assadena  〔經〕 甘味に よりて S  35 15, 16 

Assado  〔經〕 味 S  22  26-28,  73, 129, 130 

assamka 馬 兵 |& 

assamanta-panna 

assamika 無-主 

assaruha,  assaroha 乘馬 #， 調お 師， 騎馬 

騎兵 

assaroha-gamani 乘馬 聚落 主 
assava 濕瘡， 膿 

ass お a ① アツ サー サ， 入 息， 出 息， 出 息風② 
蘇 息， 安息， 慰安， 安穏 巳 蘇 息 V^-, 安穏 
處 ③ -assada 美味， 快味〜 味， 愛 味， 樂 
味， 甘味 

assasaka 所願 

assasaniya-dhamma 蘇 息 法 〔四 種 =[1  し  1設 ほ-〕 
assasa-passasa 出入 息， 出 息 人 息， A 出恳， 人 
息 出 息 

Assasapassasa-panho 出 息 入 息 を ll'. 滅す るの 問 

Mil 2  〔7〕 13 
Assaso  〔經〕 安息 S  38  5 
assu 淚 〔三十 二 身分の 一〕 
Assu  〔經〕 淚 S 15  3 
Assutavato  〔經〕 無 聞 S 12  61， 62 
assutava  puthujjano 未聞の 凡夫， 無 聞の 異生， 

無 m の 凡 火 

ahamkara 我慢， 我 我 觀， 我心， 我の 狀態 
Ahankarapittha  〔地名〕 ァ ハン 力一 ラ ヒック 
ahamkara-mamarhkara-mana 我我 所 1 髮 
Ahaha  〔地獄〕 ァ ハハ， 阿訶訶 
ahi ァヒ， 蛇， 蛇 胜， 毒蛇 
Ahi  〔/： む〕 ァヒ， 蛇 
aliimsaka 个 -お， 小:,; -1*^ 
Ahiiiisaka  〔經〕 不害 S  7  5 
Ahimsaka-Bharadvaja  〔婆， 比〕 小 t 『婆羅 f き 婆 

ahimsa 不臺, 無 

Ahimsa-niggaha-panho 不 害と 折伏の 問 Mil 

4  〔4〕  2 
ahi-kunapa  ！ iTtki,  ^/t^ii 


tihi-^untika,  ahi-gunthika,   ahi-gundika,  ahi- 

tundika 蛇 使， 蛇 使 ひ 
Ahigundika-jataka ァヒ ダンディ 力 • ヂ ヤー タ 

力， 蛇 使 本 生物 語 J  365 
ahita 不利 

ahina  dattho  kalakato  hoti 蛇に 噬 まれて 死す 
Ahiparaka  〔將 軍の 子〕 ァヒ パーラ 力 
ahi-mamsa 蛇 肉 
ahiraja-kula 蛇 王族 〔四 種〕 
ahi-rajan  tlZE,  foslE 
ahirika,  ahirlka 無慚 i^-， 無慚， 慚 無く 
ahirikan  ca  anottappafi  ca 無慚 と無愧 
ahirika-bala 無' 漸カ 

Ahirikamalaka-cattaro    〔經〕 無慚の 木 四 S 

14 19 
ahivataka-roga   ilT 匕 風 
ahi-vijja 蛇 明 
ahetu-apaccaya 無 因無緣 
ahetuka 無 因， 無 因 
ahetuka  avyakata 無 因の 無 記 
ahetukti-kiriya-cetana 無 因 唯 作 思 


Ahosi 

ahetuka-kiriya 無 因 唯 作 
ahetuka-kiriya-citta 無 因 唯 作 心、 
ahetuka  citta 無 因'!!、 
ahetuka-ditthi 無 因 見 
ahetuka  dhamma 無 因 法 
ahetuka  nama 無 因の 名 
ahetuka  patisandhi 無 因 結 生 
ahetuka-manovmnana-dhatu 無 [51 意 界 
ahetuka-moha 無 因 癡 
ahetuka-vada 無 因說， 無 因 論者 
ahetuka-vadin 無 因 論者 
ahetuka  vipaka 無 因異熟 

ahetuka-viDaka-manovmnana-dhatu 無內 》*• ^ミ熟 

ahetu-vada 無 因 論お， 無因說 
ahetu-vadin 無 因 論者- 

Ahoganga  〔山〕 ァ ホーガン ガ， 阿吁恒 河， 阿 

/お 可 
aho-ratta  「1 夜 
ahosi-kamma 旣有業 


( 51 ) 


Akaiikha 


akankha 意欲 = 速 行' し 
Akankha  〔經〕 願 A 10  71 
akankhamana-catupancaka       し 欲せ ('ズ の ニー 卜 

事 V  2  b 1， 4 
Akankha-vagga 願 品 A 10  71〜80 
Akankeyya-sutta ァー カン ケーャ • ス ッタ， If i 

經 M  6 
akaddhana 牵 
akappa 威儀， 行儀 
akappa-sampanna  f 了 儀の IM|/'lL せる 
akara 鑌山 

akara 行 招， 相， 相貌， 形相， 形容， 凶相 
akara-parivitakka 行 ffi'j" え， 相 省 I お， W 由の 審 
慮, 

akasa ① 虚空， 空， ず 4 ② 空處 碁， 無 盤 碁 
③ 鈎 引お- 

Akasa ① 〔廟〕 了 一 カーサ ② 〔經〕 虚空 S  28 

5  ；  40  5  ；  45 155 
Akasarii 〔經〕 虚空 S  36 に， 丄: J 
Akasa-katha 虛 空論 KV  6  6 
akasa-kasina 虚空 遍， 空 遍= 限界 虛 空遍 
Akasa-ganga ① 〔河〕 空 河 ② 〔水路〕 ァ— 力 

—サ ガン ガー， 天河 
Akasagotta  〔^〕 ァ一 カーサ ゴッ タ 
akasattha      空 物 
akasatthaka-vimana 空お 〔大 J' 呂 
akasattha  devata 虛 さ', 
akasa-dhatu 空界， 虛空界 〔六界 の 一〕 
akasa-mandala 虛 空曼陀 維 
akasasama-bhavana 空の 如 ざ 修". 
akasassa  dasa  guna 虛 さの 丁 德 
akasanancayatana 空 無 邊處， 虛き 無邊處 
akasanancayatana-kammatthana も 無 逢 處業隨 
akasanancavatana-kinya 空 無 j^Jife"^ 作 
akasanancavatana-kusala も 無邊 M 
akasanancayatana-dhatu  '^.Mi^^^^t- 
akasanancayatana-sanna さ無邊 Ki, 想 
akasanancayatana-sannin  S 無 邊處想 〔者〕 
akasanancayatanasahagata  sanna  manasikara 

空無邊 處と俱 行す る 想 作意 
akasanancayatanupaga  deva 虛空 無邊處 天, 

( 


虚空 無邊處 趣生大 
Akasukkhipiya  〔比丘の 臂 喩經〕 ァ— カース ッ 

キヒャ Ap  3  261 
akase  padarii n  atthi 虚空 iCifi なし 
akase  pado  S 中の 足跡 

Akaso  sanidassano  ti  katha 虛空 も' 見 論 KV 
6  7 

akincanna 無/ i/f 有 

Akiiicanna ① 〔經〕 無 所有 jjii  S  28  7 ② 〔經〕 

無 所有 S  40  7 
akincanna  cetovimutti 久培 所有' ll、 解- 脫 
akincannadhimutla 無 所 ■  有處 に' し を ft^i  く 
akincanna  paiipada 無 所 セ' の や r  • 
akincannayatana 無 所有 

akincHnnayatana-kammatlhana 無 所 喿 
VM 10  3 

akincannayiitaiici-kinya 無 戶/ T^f 蹈唯 fP 
akincannayatana-kusala 無 戶/ r 有處 jS- 
akincannayatana-dhatu 無 所有 處界 
akincannayatana-sanna 無 所有 fei ^想 
akincannayatana-sannin 無 所有； fekrili/^ 」 
akincannayatana-saopaya  patipada 無 所有 6^ 
利 签行逍 

akincannayatcina-samapatti 無戶/ T 有賜疋 
akincananayatanasahagata  sanna-manasikara 

無 所お 處 と 俱 行す る 想 作意 
akincannayatanupaga  deva 無 所有 處大 
akufca 

Akotaka  〔外， 天 f  〕 アーコ 一 タカ， 阿 与- nC 迦 
akolaka  CWO アーコ ーラカ 
agata 歸來1*^ 

agatagama 聖典に 通曉 し， 阿 含に 通じ， 阿 含 

を 傅へ， 聖敎 を傳ふ 
agati-gati  i;- 來， 來往 
agantuka 客， 來る人 
Agantuka  〔經〕 客 S  45 159 
agantuka  upakkilesa 客の 隨お惱 
agantuka-bhatta 來 客の 食物， 到來1*^食 
agantuka-bhavaiiga 各 來有分 
agantuka  bhikkhu 客 比丘， 客來 比丘 
agantuka-vatta 客 比丘の 作法 


Ajivi 


agantukagara 客舍 

agantukanain  bhikkhanaih  vattarii 客 比. Ill の 儀 
法 

agama 阿 含， 傳承， 聖敎， 聖典 
agania-pitaka  H 含藏 
agamin  來者 
agarika-mitta 在' 豕の友 
agariyassa  vibhusa 在 '豕 iS. の!^ 
agalha-patipada 深 固 近 
agu き鼻惡 

agucarin 犯罪 惡漢 

aghata 隨害， H 眞怒， 嫌 i お， 障礙， 害心 

Aghata  〔經〕 嫌 恨 A  9  29，  30 

aghatana ① 刑場， 斬首 臺， 死刑場 ② 殺戮 

aghata-pativinaya 嫌 i 頻伏， 隨怒 折伏 

Aghatativinaya-sutta 瞋怒 折伏 經， 嫌 恨 調伏 經 

Aghata-vagga 嫌 恨 品 A  5 161-170 

aghata-vatthu 害し ,:， 嫌恨1^， 瞋怒 •〔 九き:〕 

acama 吸引 

ficamana 灑水 〔所〕 

acamana-saravaka 洗ぽ 應鉢 

acamana-  kumbhi 漉 瓶 

acaya 積 集， 增 

Acayagami  〔經〕 積 集 A 10 142, 186 
Acayagamittika 積 集 趣 三 法 Tika 10 
acayagamittika-kusalattika 積 集 趣 二 法-き- ョ法 

Tika-tika  30 
acavagamittika-saranacluka 積 集 趣 三 i^-^  # 二 

法 Tika-duka  82 
acayagamittika-hetuduka 積 集 趣 三 法 因 二 法 

Tika-duka 10 
acayagami  dhamma 積 集 趣 法， 流轉法 
acaya-gamin 積 集， 積 集 行， 積累， 流轉， 能 

趣 積 集 

acariya ① W ほド I 軌; I'tl 師， 師， 師匠， 敎授師 

② mm, 現行/ 阿閱^^ 

acariyaka 師範， 行 持， iV 傅 
acariya-dhana 師の 報酬 
acariya-dhanu 師範に; 
acariya-parampara 阿 闍梨相 ； 
acariya-bhariya 阿闍 梨の 

( 


acariya-matta 阿 園 梨に 等しき 人， 阿闍梨 程) 炎- 
の 人 

acariya-mutthi 師拳， 阿闍 梨の 拳， 教師の 握 拳 
acariya-lesa 阿 闍梨似 
acariva-vaihsata 師き 

acariya-vatta 阿闍 梨に 對 する 承 事 V  2  a 1, 32 
acariya-vada 阿 闍梨說 
acariya-sama 阿 闍 梨に 等しき 
acariyupaddava 師と しての- r?. 
acama 鈑汁， 飯 泡， 飯の 泡， 飯の 泡 汁， お: ほ !?： 
Acamadayika-vimana 鎮泡施 者-天 宮 Vv  20 
acara 正 行， 行， 正しき 行， 淨行， 行處， 軌則 
acara-gocara 正 行と 行處， 威儀， 正 行 
Acaravitthi  〔村〕 アーチ ャ— ラヸッ ティ 
acara-vipatti 行壞， 瓌行， 破 行 〔四 失瓌の 一〕 
acara-vipanna 行の 失壞， 行壞， 行瓌 者， 破 行， 
±1 行 

acara-sila す 貝 f- r 成 
acikkhana 說 不, 敎說， Hf] 不 
acinna 常 法， 常 所行 法， 宿 習 
acinna-kappa 常 法淨， 慣習 認容 〔十 事の 一〕 
acinnaC-kamma^ 宿 習し 桌 J 
ajanna=ajamya  ,錢 馬, ほ駭， 良馬 
Ajannam  〔經〕 良馬 A  8 13 
Ajanna-jataka ァ一ヂ 、ヤン ニヤ • ヂャ一 タカ， 

良馬 本 生物 語 J  24 
ajanlya ① 高貴 者， 駿^, 殊勝なる 者' 

(D=ajanna 駿馬， 良駿， 良馬 
ajaniyajjhayita 良, 禹の靜 慮 

aianiyassupama-dhammapanyaya   i^l 種馬の 喩 
の 法 門 

ajlva 活命， 命， 生活， 生計 

aiivaka=ajivika アーチ一 ヴカ, アーチ 一 ギカ, 

邪 命 外道， 邪 命士， 活命外 iiL 活命 外學， 活 
命 1^'， 活命 派， 活命苦 行？; •， 阿, き毘 伽， 阿' M 
婆 

Ajivaka  〔塞〕 ァ— ヂ'— ヮ" 力， 阿 時婆迦 
ajlvaka-bhaya=ajivika-bhaya 生活の 怖 畏， 生 

計の 怖畏， 活 命怖畏 
ajlvakini 活 命き 父 
ajivatthama 活命第 八 

) 


Ajiva 


ajiva-parisuddhi    apfhi^, 活 命遍淨 
ajivaparisuddhi-sila 活命遍 fjJ" 戒 
ajiva-vipatti 命壞， 壞命 〔四 失 ！^ミ の 一〕 
ajlva-sarhvara 活命 律儀 
ajiva-sampada 活命圓 足 
auvaka-savaka 邪 命 5^ 子 
aiiviKa=ajivaka 
ajivika-bhaya=ajivaka-bhaya 
ata  〔鳥〕 ァータ 

Atanata   〔都〕 ァー ターナ 一ター 
Atanatiya    〔護 ァ一 ターナー ティ ャ， 阿 ひ匸 
喿胝〜 次 頃 

Atanativa-suttanta ァー ターナ一 ティう， • スッ 

タンタ， 阿 n£ 紫 114 經 U  32 
Atanatiya-paritta 稻竿護 呪〜 前ュ： H 
ananja=ananja,  anenja 小 動 
ananja-sanna  —不動； tii 

Ananjasappava-sutta ァー ナ ン チヤ サッノ 、一 

ャ • ス ッタ， 不動 利益 經 M 106 
ananjasappaya  patipada 不動 禾 IjS 行 in 
ananiadhimutta  ^く 動 f こ, ll、 を 傾 く 
anatti ら に 【？ 
anakkhetta 威令ぶ- リ土 
ana-cakka 命令 
anadesana 威力 說示 =律藏 
ani  m, 轄 

Ani  〔經〕 鼓輻 S  20  7 
ani-colakci 小帶 

Animanandavya  —/一二 マン タ" ヴャ = マ ン タ" ゥ" 

ャ iiH: 

atapa  P お 光， 熱， 溫虚 

atappa 熟 勤， 熱心， 狐， 徴然 

Atappam  〔経〕 熱心 S 12  8« 

atapin 熱心， 熱意， 正 勤 

Atuma  〔比〕 ァ— トウ マ 

Atuma  〔村〕 アート ゥ マ—， 頒 

atura 苦！" ま教 

aturakayo  ceva  aturacitto  ca  身に して! 》f'll、 
aturakayo  pi  no  ca  aturacitto 病身 iC して 無 

病 心 
atura-citta 病 心 


athabbana 魔 fe， 魔術〜 Athabbm.ia-veda 
athabbanika 魔術師 
adana 取 

adananikkhepa-rupa 取捨 (ii, 生よ' クタ ビ に 至る 

までの 色 
adaya 執 

Adaya-bhanavara 所持品 V  2  a  7, 1—7 
adari  〔蔓草〕 ァ— ダ— リ 
adasa 鏡， 鏡面 

Adasa-mandapa ァ―タ ーサ マン タノ；， 鏡' 
Adasa-mukha  〔王子， 王〕 鏡面 
Adasamukha-kumara ァ一タ 一 サム 力 • クマ一 

ラ， 鏡面 王子 = 前項 
adi-kattar 最初の 犯行 i>t 

adikammika ① 初學^»^ ② 最初の 犯行 者， 最 

初の 犯戒 お， 初犯 ft 
aclikara 初 作 

adi-kalyana 初 善， 初めよ く 

adi-kalyana  majjhe-kalyana  i)ariyosana- 
kalyana 初 善 中 善後 善， 初 善なる 中 善なる 後 
善なる， 初 善く 中 善く 後 善く， 初 善く 中 善く 
終 亦 善く， 初 中 後 善， 初 も 善く 中 も 善く 後 も 
善き， 初めに 善く 中に 善く 終りに 善き， 初 も 
美しく 中 も 美しく 終 も 美しく 

adi kusalanam  dhammanam    -逸 法の 初=戒 兵 

)li 

adicca  M^j,    II, II 輪 

Adicca ① 〔-上: 統〕 ァーデ イツ チヤ， I」 氏， ァ 
ディ ティの j -〜 H 種， U の 族 ② 〔王 1=；':〕 ァ 一 
ディ ツチ ャ ③ 〔經〕 II 輪 S  46  48 

adicca-kula-ketu   [  I 種幢 

Adicca-bandhu  〔£ 統〕 ァ— ディ ッ チヤ バンド 

ゥ， II 稱， [】 種 姓， II 種族， im.  II の 族， 

II の！; ii,  11 の 親族 

Adiccupatthana-jalaka アーティ ツチ ュ ハッタ 
ーナ. ギヤ— タカ， II 輪 供養 木 生物 語 J 175 
aditta 鐵然， 燃燒 

Adit は ① 〔經〕 熾然 S  22  61 ② 〔經〕 燃えつ 

つ S 1 41 
Adittarh  〔經〕 燃燒 S  35  28 
Aditta-jataka ァー ディ ッタ 'ヂ？ 一タカ， 燃 
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Anapana 


燒本 生物 語 J  424 
aditta-pariyaya ァ―デ イツ タノ 《リャ —ャ， 燃 

火の 敎， 燃 火の 敎說， 燃燒 方便， 燃燒の 法， 

熾然品 V  2  a  21 
Adittapariyaya-desana 燃燒 方便の 說法， 燃 火 

の 敎の說 示〜 前項 
Aditta-vagga 燃燒品 S 1 41-50 
aditta-sisa 頭 燃， 頭燒， 頭髮燃 ゆ 
Adittena  〔經〕 燃燒 にて S  35 194 
adipada  〔官職〕 ァ— ディ パ— ダ、 
Aaipadakajambu   〔地力」 アーティ ノ くータ カナ 

ャ ンブ 

AdipaclapunnagaKhanda  i  itli 4-0 アーティ ノ^ ^一 

ダブ ンナ一 ガカ ンタ" 
adibriihrnacanyaka  |H 本梵 fT， 根本の i^J "行, f お 

本 順梵行 的， 初梵 行， 梵 行の 初， 梵 行の 基礎 

adibrahmacariyaka   panna 根本 川貞梵 ィ了 的な る 

慧， 根本 梵 行の 慧， 初 梵行慧 
adibrahmacanyika  sikkha 孑 刀 fet 丁の 辱ら 
adi-majjhci-panyosan^i-kalvanutta 初 【や 後ぎ 7= 

初 善 中 善後 善 

Adimalaya  〔將 軍〕 ァ 一ディマ ラャ 

adinava 過 患， 患， 患難， 過失， 禍， 災患， 厄 

難， 惡罪， 危險 
adlnava-nana~acllnava-nana 過患智 
adinava-saniia 過 患 想， 患 想， 苦 想 
adinavanupassana 過 患 隨觀， 過 患觀， 患觀 
adinavanupassana-nana 過 患 隨觀 f;' 
adinave  nan  am 過 患亨 V 
adesa 宣示， 讀心， 記 心 
adesana 記 心 〔四 種〕 

adesana-patihariya 記 心 示 記 心神 胃， 言 己 說- 
# 變， 知 他心 祌變， 吿 他心 神變， 觀察 他心 祌變 
adhana-gahin 堅固 執 〔お〕， 堅固 執 を 起し 
adharaka    '义 机 

Adharadaycika   〔比 IT: の やや 喩經〕 ァ —ダ、 —ラ ダ' 

ーャカ Ap  3  209 
adhinatha    〔官職〕 ァ —ディナ— タ= ァ— ディ 

ナーャ 力 

adhinayaka  〔官職〕 ァ— ディナ— ャカ =ァ ーデ 
イナ一 タ 


adheyya-mukha  fe;: 信-の もの 
anaka  〔太鼓〕 了一 ナカ, 阿能訶 
ananjam  manasikaroti 不動 を 作意す 
ananja-karana 不動 術 

ananja-samadhi 安闍 三昧， 不動 三昧 = 第 四禪 
ananya 無 

anantarika 無 間 罪， 無 間 業， 障 罪， 墮無 間者'， 

五 無 間 

anantarika-kamma 無 間:^ 
anantarika  ceto-samadhi 無！！) つ, 、疋 
anantarika-samadhi 無 間定， 無 間 三 ：拿 地， 不 

斷の 三昧 

anantarika-samaclhismirii  nanam 無 fU] 三 t 擎 i' 也 

の tS' 

anantariya=anantarika 無 間 〔業〕， 無 間 罪， 

障 罪 

anantariva-kamma 無 間 業 =i^,— 
anantanvaL,-magga-samadhiJ 無 間 〔1|_疋」 
Ananda ① 〔佛〕 阿難 陀 ② 〔比， 佛の從 弟， 
侍;^ -〕 ァ— ナンダ， 阿難， 阿難 陀， 慶喜③ 
〔辟〕 ァ— ナンダ ④ 〔プ ッサ f 弗の 子〕 阿難 陀 
⑤ 〔蓮華 上佛の 父〕 慶喜， 阿難 陀 ⑥ 〔マン ガ 
ラ怫の 異母 弟〕 ァ— ナンダ， 慶喜 ⑦ 〔王〕 ァ 
—ナンダ、， 阿難 陀 ⑧ 〔靑 年〕 ァー ナンダ ⑨ 
〔兀鷹 王〕 ァ— ナンダ ®= 毘提訶 道士， 阿難 
®  〔魚〕 ァ— ナンダ， 歡喜 @  〔廟〕 ァ―ナ 
ンダ， 阿難， 阿難 陀 ⑬ 〔菩提樹〕 阿難 陀 @ 
〔經〕 阿難 S  8  4  ；  9  5  ；  22  21, 37,  38,  83, 
158  ；  51 27, 1^8  ；  54 13, 14  ；  55 13  ；  A  9  37  ； 
10  5,  39,  40,  82 
Ananda-cetiya 阿難 廟， 阿難 陀支提 
Anandabhaddekaratta-sutta ァー ナン タ、、 ノ、 ッ テ 
—カラ ッタ • ス ッタ， 阿難 一夜 賢者- 經 M 132 
Ananda-vagga 阿難 品 A  3  71〜(S(— ) 
ananaa-somanassa 吾樂 

Ammdo  or  Atthatto  〔經〕 阿難 (我 は 有り） S 
44 10 

anapana 安般， 出 息 入 息， 出入 息， 安那 波那 
Anapana  〔經〕 入 出 息 S  46  66 
Anapana-katha 入 出 息 論 
anapanci-kammatthana 安般念 業處 
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Anapaiia 


anapana-kammatthanika 安 般業處 せ 
anapana-pabba 安般節 
Anapana-vagga 入 出 息 品 S  46  57〜66 
Anapana-saihj'utta ァ一 ナーハ一 ナ • サン ュ ッ 

タ， 入 出 息相應 S  54 1〜20 
anapana-sati 安般 念， 阿 那波那 念， 入 出 息 念， 

出入 息 念， 念 出 人 息， 數息觀 
anapanasati-samadhi 入 出 息 念 三 i^iOtk, 入 出 息 

念定， 阿 那波那 二 味， 安般 念'/ k 
anapanasati-samapatti 安 般念定 〜阿 那 波 那念 

三昧 

Anapanasati-sutta ァ —ナークく 一 ナサ ティ • ス 

ッ タ， 入 出 息念經 M 118 
Anasava  〔辟〕 ァ一 ナ一 サヴ 
anisamsa 功德， 勝利， 利簽， 福利 
Anisaihsa-katha 功德論 KV  9 1 
Anisamsa-pannasaka  f 〃功 德: ZjI 十 經 A 10 1— 
50 

Anisarhsa-vagga ① 勝利 品 A  6  9( ：;〜 1()(J ② 

功 德ん' 1 A 10 1〜1U 
anisada  ^i^i 
anisadalthi  }4M'n' 

anupubbi-katha=anupubbi-kalha 次第 說 法-, 

隨 順說， 古傳說 
anubhava=anubhava 威 /liifi ノ J 
aneija,  anenja=ananja,  ananja 个 ？カ 
Anenja-katha 小 ま 力 KV  22  3 
anenjaphala-samapatti 小 動乂 I； ぶ: 
anenja  sankhara 小 謝 r 
anefija  samadhi  A-SJ]iiU;, 安 ほ 1」昧 
anenjabhisariikhara 不動 打, 不動 現ィ了  〔ョィ j' の 

一〕 

apana 店， 市肆 

Apana  〔地名， 町〕 了— ハナ, 阿 那， 阿恕 那， 

W 波那 

a  pan  a -sa la  isi 
apanikassa  gharam  K'fi 家 
apattannabhagiya 罪異時 

apattadhikarana 罪過 諍 事， 罪 諍 事， 罪 事， 犯 

罪 事， 犯罪 諍 事 〔四 諍 事の 一〕 
apattadhikaranassa  mularii 犯罪 靜桌の 根本 


apalli ァ ーパッ ティ， 罪過， 犯， Jli 罪， 犯 
成， 有罪 

apatti  apattadhikaranaiii 犯罪と 犯罪 諍 事 
apattikara-dhamma 生 罪 法 
apatti-kusalata 入 罪 善 巧， 犯 善 巧 
apcitii-kusalata  ca  apatti-vutthana-kusalata  ca 

入 罪 善 巧と 出 罪 善 巧， 犯 善 巧と 出 犯 i き 巧 
apattikkhandha 罪聚， 罪蕴 
apatti-bhaya 毀 犯の 怖畏 〔四 種〕 
apattiya  aaassane  ukKhepaniva-kammam  ^1 ミを 

見ざる による 擧罪報 磨 V  2  b 1, ：^5〜30 
aoatiiya  appatikamme  ukkhenaniya-kammam 

罪 を 懺悔せ ざるに よる 舉罪獨 磨 V  2  b 1 
apatti-lesa 罪 似 

Apalti-vagga 犯 i1< ！; 品 A  4  241 〜： ^5(> 

apatti-vutthana-kusalata 出 罪 も'; 巧， 出 《12  ；' や 巧 

apatti-samgaha  ^p-^ 

apatti-samulthana 犯罪 等-起 

apattiscimuUhana-katha ざ G 罪-等 起 論 

apada 災禍， 災害， 事故， 艱難 

apanna 犯， 犯戒 

apanna  bhikkhu 罪 を 犯せる 比 斤- 

apana-kotika 終身 〔戒〕 

apatha 視野， 視路， 識域， M 域 

apathaka 四 衝街 

apadika 養母， 觸 

apadetar 養 <fr 

apana 飮水所 

Apana  〔ワン 二一 人〕 アーパー ナ 
Spanaka^apanaka  ^く飮 る-， >| ；飮 水ィ ）• 小 ビ 
apaniva-kamsa 水飮: 靑 銅の 杯 
apayika 惡生 有情， 惡 生の， 惡 趣お， 惡 趣の 
apayika  dukkha 惡 趣の 苦 
Apayika-vagga 惡趣品 A3 111 〜： 120 
apo ァー ボー， 水 
Apo  〔天〕 水 

apo-kaya 水 身， 水界 〔七 身の 一〕 
apo-kasina 水 ®  〔十 遍處の 一〕 
apokasina-samapatii 水)!!! i 等 全 
apokasinarammana  jhana  7KMM/E 
apo-gata 水性， 水 態 
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apo-dhatu 水界 

apo-sarhvatta  tK— 嚷 

apo-sanna 水 想 

apo-sannin  ZK 想 〔者-〕 

aposama-bhavana  tK の 如き 修行 

abandhana-bhava 結 著 性 

abandhana-lakkhana 結 著 ffl=7K 界 

abadha 病， 病氣， 疾， 惱 

abadha  kamma-vipakaja 業 異熟所 生の 諸 病， 

業報 所 生 病 
abadhika   'ft 人 

abharana 瓔路， 莊身 具， 莊 品 
Abhassara 極光 天， 極光 淨天， 光 音 天 〔第二 
き 天〕 

Abhassaratta 極光 天性 

Abhassara  deva 極光 ぼ 天， 極光 太， 光 音 天 
abha 光， 光明 
Abha-deva 光 天 

abha-dhalu 光界， 光明 界 〔七 界の 一〕 
Abha-vagga 光品 A  4 141 〜； L5() 
;lbhijati〜abhijati 生類 〜階級 〔六 稀〕 
abhidosika-kummasa 续粥 
abhidhammika 阿毘 達磨 師， 論師， 論學^^ 
al)hidhammika-gana 論學の *， 論師. 衆 
abhisekika 灌頂 〔衣」 
abhuji  〔植〕 ァ— ブヂ— 
abhoga 觀念， 思惟， 功 用 
amaka-dhanna 生の 穀類， 生穀 
amakadhafina-patiggahana 生穀の 收受 
Amakadhanna-peyyala 生 穀廣說 品 S  56  61〜 
131 

Amakadhaiina-peyvaia し akka-peyySla 生威廣 

說 輪廣說 S  56  61-70 
amaka-mamsa 生肉 

amaka-maihsa-patiggahana 生 肉 の -fe'x: 
amaka-lohita 生血 
ama-ganclha  -F も穢， 腥 
Amagandha-sutta 臭穢經 Sn  2  2 
amanda  〔植〕 ァ一 マンタ、、， 
Amanda  〔王〕 ァ一 マンタ、、 =ァ 一マンタ'、 ガー マ 
二王 

( 


Amisa 

Amandagamani  〔王」 ァ一 マンタ ガ一 マ 二 =ァ 

― マ ン ダ、， ァ一 マンディ ャ 
Amandaphaladayaka    〔比丘の 譬瑜 經〕 ァ— マ 

ン ダパ ラダー ャカ Ap  3  526 
Amandiya ァ一 マンディヤ = ァ一 マン ダ、 ガ一 マ 

二王 

amattikapana 陶器1"(^^ 

amalaka=amalaki     〔樹， 藥果〕 ァ— マラカ， 
阿' ま勒， 阿 磨勒， 阿 * 羅， 阿寧洛 ，阿 末羅， 
菴寧 羅果， 餘 甘子， 山查 

amalaka-palibodha 阿 • 勒障礙 

amalaka-phanita 菴祭羅 果汁 

amalakavantika-pitha 阿 寧 勒宽の 如き 小 床 

amalakl=amalaka  〔ヌ丄、 樹〕 ァー マラキ一 

Amalakl-vana マ一 マラキ一 laj 園 

Amala-cetiya  〔精 舍〕 ァ 一マラ チュー ティ ャ 

ilmasana 捉 ^ 

amavasesa 消化 

amasaya 生 竊= 胃 

amisa 財， 食， 飲食， 餌， 食樂， 味， 利 養 

amisa-iddhi 3 す 成 i 兩 

amisa  kincikkha 些細な 禾リ签 

amisa-khara ヵミ 7T 

fimisa-caga 财捨 

amisa-dana 財 Jte 

amisa-dayada 財の 相 演者-, 肘の 後繼 /^， 肉嗣 
amisa-patisanthara  HT>MMiii 
amisa-panccaga 貝ォ ifai 捨 
amisa-panyetthi 貝 T)iui 尋 j 生 
amisa-pariyesana  M3fes^ 
amisa-puja 財 供 * 
amisa-bhoga  M 党 用 
amisa-yaga 財 供養， 財の 供養 
amisa-ratana 財寶 
Amisa-vagga 願望 品 J  51〜60 
amisa-vuddhi 財增 長， 財 產の得 
amisa-vepulla 財 大 
amisa-saiiwibhaga 財 均 布， 肘の 均分 
amisa-sangaha  M-tfe'^' 
amisa-santhara 財漫護 
amisa-sannicaya 財き 集 


Amisa 


amisa-sambhoga 財等受 用， 貪 共 事 
amisatitheyya 財 欲 待 
amisadhimutta 欲に' L、 を 傾く 
amisanukampa 財 哀愁 
amisanuggaha 財攝 財の 攝签 
amisesana 
aya 收 

aya-kosalla 增签, 寿 巧， 入來善 巧， 來に巧 〔三 

善 巧の 一〕 
ayataka-gitassara お 調の 歌 音 
Syata 〔- civaraj 長 衣 
ayatana ① 處， 入處， 丙 ② 精進 
Ayatana  〔經〕 處 S  4 17  ；  56 14 
avatana-kusala 隨楼巧 
ayatana-kusalata 蹈き巧 
ayatana-kusalata  ca  paticcasamuppada- 

kusalata  ca  [JC に關 する〕 善 巧と 緣起 〔に關 

する〕 善 巧 
avatana-cariya 處 行 

Ayatana-dhatu-niddesa 處 • 界の解 釋 VM 15 
ayatana-pannatti  fcsfe^x 
Ayatana-yamaka 處雙品 Y  3 
Ayatana-vibhanga 處 分別 Vibh  2 
ayata-panhin 足跟廣 長， 跟廣 長な り 〔三十 二 

相の 一〕 
ayatta-vutti 勤勞 
ayasmant 尊 行， 具專 
Ayasmanta  〔將 軍〕 ァ 一ヤス マンタ 
ayasma 具； # およ 
Ayacana  〔經〕 勸請 S  6 1 
Ayacana-vagga ① 所 問ん' , S  23  23—34 

② 希求 品 A  2 12 
Ayacitabhatta-jataka ァー ヤー チタ パッタ • チ * 

ヤー タカ， 祈願 供養 本 生物 語 J 19 
ayaga 供物の 容器， 受歉矜 
Ayagadayaka  〔比丘の 譬 喷經〕 ァー ヤー ガダー 

ャカ Ap  3  38 
ayu き 碎命 
Ayu  〔經〕 命 S  4  9, 10 
avu  usma  vinnana  と援と 
avukkhava-marana 


ayukkhayena  maranarii 碍' iMf こよる 死 

ayutta-sakata 牛-中： 

Ayupala  〔比〕 ァ一ュ パーラ 

Ayupah   〔尼， 佾伽蜜 多の 阿闍 梨〕 ァ―ュ パー 

リ 一， 阿 由波羅 
avuppamana 碍量, 年碍 
riyulibeda  〔衞 牛- • 醫療の 平〕 ァ— ュク ベー ダ 
Ayura  〔大は〕 ァー ユラ 
fiyu-samkhaya  flfjF 命の 滅- 虚， 裔盡 
ayu-sankhara 壽行， 壽 命の 素因， リ:. 命の 素 I 人 1 
ayu-sampatti 

ayussa 霄を; する し:/ Tj ノ、 リ 

ayuhana 增 

ayuhana 存惯 

ayoga ① 硏究 ② 紐， 繁紐 

ara 錐 

arakkha 護， 守護， 保護 

arakkhakammanatha し' |3 職:〕 ァ一ラ ッ 力 カン 

マナ一 タ 
firakkha-gocara 守,; Str 處 

Arakkhadayaka  〔比丘の や 卞 喩經〕 ァ— ラッ カダ 

—ャカ Ap  3  224,  311 
Arakkhadaya-vagga ァ一ラ ッ カタ、、 一 ャ ん', Ap  3 

311-320 
arakkha-devata 守護 祌， 守護 天 
arakkha-sampada 守 , 瘦具 fii 
drakkhika  衞人 
arakkheyva 个 i ，经 
aragga 錐 尖 

Aranjara  〔山〕 ァ一 ランチ-ヤヲ 
arannaka=arannika,  arannaka  H" 練 若 ft 乾 

阿 練 若 行， 阿 蘭 若 住^, 阿 蘭 若に 住する も 

の， 蘭 若に 住む， 林 住 者， 閑 林 住 者， 森林 住 

1^-, 住 林 i^-, 林に 住し， 林 住^ 
arannakanga=arannikanga 阿 蘭 若者-分, 阿 練 

若 住 支， 林 住 法 
araiinakatta 林 '化， 林 中に 化 ふこと 
arannaka-naga  ll!f 象 

arannaka-bhikkhu=arannaka-bhikkhu 阿 練-お 

比 丘， 阿 蘭 若 比丘， 林 住 比丘， 住 林 比丘 
arannaka-miga 野 鹿， 林野の 鹿， 林 棲の 鹿 
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Alapana 


arannaka-sila 野 1 生 

araniiaka  sen お ana 阿 蘭 若 住處， 阿 蘭 若の 床 座 
arannakanam  bhikkhunam  vattam 阿. 若 比 
丘の 儀 法 

Aranna-vagga 阿 蘭 若 品 A  5 181-190 

arannika=arannaka,  arannaka 

arannikanga=arannakanga 

araddha-viriya 勤 精進， 勤 精 進化 精勤^^, 精 

進 を 起せる， 發勤， 發 勤お， 發勤情 進， 努力 

精進, 

お addha-viriya ほ 發勤 精進 性 
arabona 行 

arabbha-vatthu 精進 事 C 八 種〕 
arambha 齷齪， 發勤， 勤 

arambha-dhatu 發 勤界， 發勤， 舊, 發起界 
arambhanam  nirodho  K 搬の滅 
Aramma  〔人〕 ァー ラン マ 
arammana 所緣， 緣境， 冥想の 對象， 觀 念の 
對象 

Arammana  〔經〕 所緣 S  34  5，  42〜45 
Arammana— Gocara  〔經〕 所緣一 行 境 S  34  41 
arammana-kusala 所緣 
arammanato  manasikaro 戶斤緣 こ 依る 作, g、 
arammana-paccaya 所緣緣 〔二十 四緣の 一」 
arammanapaccava-ni  ddesa 所緣 椽廣說 
arammana-patipaaaka-manasiKara 戶斤緣 な こ 赴 力、 

しむる 作意 
arammana-patthana 戶/ 趣 
arammana-panitata 所 緣の勝 妙 性 
arammana-purejata 所緣 リ生 
arammana-matika 所 緣論母 
arammana-vaddhana 所 の增大 
arammana-vavatthapana 所緣の feiz_ 
arammana-vibhatti 所緣 分別 
arammana-sankantika 所緣の 超越 
arammana-safigaha 所 緣の攝 Abhsang  3  5 
arammana-santata 所緣 のお 靜性 
arammana-samatiKkama 所 緣の超 き 
arammanatikkama 所 緣の超 fe 
arammanadhiggahituppanna 所' 嫁 堅 執 生起 
arammanadhipati 所 緣增上 

( 


arammanupanissaya 所緣親 依， 所 ifel^l 依 ih 
Aravala,  Aravala  〔龍王〕 ァー ラヴ一 ラ， 阿羅 
婆樓 

Aravala  〔池〕 ァ一 ラヴ一 ラ， 阿羅 婆樓 
ara 返 離 
aracann  3stTfl 
aradhaka 佾 意に 適 ふ 

arama 園， 園 林， 林 園， 避 園， 公園. 苑園， 

滑 園， 僧伽 藍， 伽藍， 阿 蘭 若 * 
aramattha 園 物 

Aramadanda  〔婆〕 ァ一 ラーマ ダン ダ 
Aramadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ァ— ラーマ ダ 

—ャカ Ap  3  307 
Aramadflsaka-jataka ァ一 ラーマ 卜 ウーサ 力， 

ヂ、 ヤー タカ， 毁園本 生物 語 ① J  46 ② J  268 
arama-devata  isg 押 

Arama-vagga 佾園品 V 1 b  4，  51〜60 
arama-vatthu 園 地， 園 林 地 
Aramassa  〔村〕 ァー ラー マッサ 
aramika 園 林 を 司る 人， 守 園 人， 寺男， ぼ 入， 
下僕 

aramika-gama  '力 ：i ぉ人卞 T 
aramika-gamaka  h ト人 ^7 

aramika-pesaka 管? f 人， 管 園 林 人， 使淨 人キ. 
Ariya  〔地方 族〕 ァ— リ ャ=ァ リ ャ 
Ariyakkhatta  〔族〕 アーリ ャッ カツ タ 
aruppa 

,"、 l__t  ノ "I  f ハ、、 • 
Aruppa-katha 無色 論 KV  6  4 
Aruppa-niddesa 無色の 解釋 VM 10 
Aruppe  rupa-katha 無色 界 有色 論 KV  8  8 
arogya 無病， 健康 

arogya-mada 無病 僑， 無病の 僑， 無病の 懦逸 
〔三 橋の 一〕 

arogya-sampada 無病 成就， 無病の 圓足 〔五成 

就の 一〕 

arogya  parama  labha 無病 は 最上の 利 

arodana 慟哭 C 處〕 

Arohanta  〔大臣〕 ァ一 口一 ハン タ 

aroha-parinaha  ！^！！さと中虽， ； K 廣 

aroha-mada  ;R 高 1^ 

alapana 無 問虛談 


Alama 


alama(A)=arama 精舍 

Alampana=Alampana  〔蛇 使〕 ァー ラン ノミ ーナ 
alamba 〜さ! ambara    〔樂 器〕 ァー ランパ， 繞鼓 
Alambagama  〔池〕 ァ 一ランパ ガー マ 
Alambanadayaka  〔比丘の 臂 喻經〕 ァー ランパ 

ナダ、 ーャカ Ap  3  221 
Alambanadavaka-va^ga ァ 一ランク、 ナタ  一" T 

力 品 Ap  3  221-230 
alamhana-baha  fi^ 千 
alambara—alamba 大き" isifi'i, 鼓 
Alambana=Alamhayana    〔婆〕 ァ一 ラン ノ、 一 

ナ， ァ ランパ ーャナ 
Alambayana-manta ァー ラン ノ、 ーャナ の "！^— 义 
alaya ァー ラャ， 阿頼耶， 愛， 愛; f-, 愛 著 心， 

m:, 執著， 所 執處， 避難の 處 

alayalihinivesa 執: 現 貪， 執 り: ；"^: 

Alavatta  〔士 ：〕 ァー ラヴ 'クタ 

alasiya,  alasva,  alassa=alassa 懶惰， 解, は 

ali   〔魚〕 ァ 一 リ 

alinda 玄關， 外緣 

alu〜alula  Ol^li む WO アール 

alula~alu  〔樹〕 ァ一 ルラ 

aluva  〔草〕 アール ヴ 

Aluvadayaka  〔比丘の^1^|$經〕 アール ブ ダ' ーャ 
力 Ap  3  278 

aloka アーロ一 力， 充-， ytm,  m 

Aloka  〔竊〕 アーロ 一力 
aloka-kara 放光お 〔三種〕 
aloka-kasina 光明お 

aloka-pharanata 光明,；^滿， 光明 {ifi 滿 外:， 明ヌ ii 

m  〔艽 正定 支の 一〕 

aloka-sanna 光明； ® 

alopa ① 握り飯， 食團 ② 窃 j^£， 奪取， 掠奪 
alaka,  ajaka   〔茨， 植〕 ァーラ 力， ァー ラカー 
AJakamanda  〔天の 都〕 ァーラ 力 マンタ" 一 
S!ambara  〔樂 器〕 ァー ラン パラ， 鼓， 大鼓， 太 

鼓， 鐃鼓 
Alava  〔經〕 阿 —  牖' 琵 S 10 12 
ajavaka は 林 i^', 阿羅 婆 

Akvaka ① 〔夜叉， 鬼〕 ァー ラヴ 力， 阿羅 婆 
迦， 阿藤 婆迦， 曠野 (D  〔塞〕 ァーラ 「/力 

( 


Alavaka  bhikkhu 阿羅 H 〔邑〕 の 比丘 
Alavaka-sutta 曠野 〔夜叉〕 經 Sn 1 10 
Alavanda  〔ダ、 ミラ 人〕 ァ一 ラヴ ン ダ、. 
Alavandapperumala  i タ ミラ 人」 ァーラ ヮ' ンタ 

ッぺ一 ノレ一 マ一 ラ 
Alavika ① 〔尼〕 ァ―ラ ギカ 一， 阿 腺 11 迦 ② 

〔經〕 阿藤 H 迦 S  5 1 
Ahivi-Gotama  〔比〕 ァーラ ギゴー タマ， 阿邏 j' さ 

県 曇 

Ajavi    〔邑〕 ァ ーラヸ 一， 阿羅! •IL 阿羅!^， 阿 

mm. 阿 職 i ま, 曠野 

Alara  〔長: ^ -， 人〕 ァー ラー ラ 

Alara-Kalama  〔仙〕 ァーラ 一ラ • 力一 ラーマ， 

阿羅 邏迦羅 ！-^ り 阿羅 邏迦 [f， 阿羅 羅迦羅 'ゆ， 

阿羅 羅迦 蘭' 
aUrika 料理人， 厨 人 
Ajahana  〔&) 舍〕 ァーラ 一ハナ 
ajahana 火葬場， 荼 の 場所， 墓地 
ali 堤， 堤塘 
Aji  〔湖〕 アーリ 

Alisaraka  〔地 リゾ〕 アーリ サ一ラ 力 
alha  〔S:〕 阿羅;:'; U 

iilhaka  CiO アール ハカ， ァーラ 力， ブ |-,  H'ti 

迦， 阿羅 迦， 瓶 
jivajjana 轉向， 轉， 向轉， 運 心， 倾心， 倾 H:. 
fivajjanakiriyavyakala 傾 心行 無 riil, 轉 l。J 唯 作 

無 記 

avajjana-nianodhatu 向轉ぉ 、^， 轉 ドリ, ほ界 
avajjana-manovinnana-dhatu    |(''J 轉, fei"fliiW"， 轉 
向 意識 界 

avajjana-vasin 倾心门 在， 轉ド' 』|—リ 在 
avajjanupekkha 轉向 （顧 念） の捨 
avatta   M 卷, 旋流， '； M 狀 

avattana^avajjana 運 心， 轉， 轉 |''リ， 向轉， M 

心， 傾注 
avattanin 化 術 〔行〕 
avattani  may  a  a§ 引の #T 
avatta-bhaya 禍の怖 〔畏〕 ， 旋 流の 怖畏， 洞 

の 怖畏， 

Avattaganga  〔河〕 ァ 一 ヴ ッ タ ガン ガー 
avarana 障， 禁斷， 防禦 


Asava 


avarana  nivarana 障 蓋 〔五 種〕 
Avarana-nivarana  〔經〕 障 蓋 S  4d  08 
avaraniya-dhamma 障 法， 障礙 法， 障礙の 法， 

覆 障 法 

avasatha 住所， 住處， 居 宅， 房舍， 內室， 施 

食處 

avasatha-clvara  fe 內衣， 月 華 
avasatha-pinda 施. 艮處 の' 艮 
avasathagara 休息所， 休息 堂， 休息の 家， 福 
德舍 

avasa 住處， 住所 

avasa-kappa 住處 認容， 住處淨 

avasa-palibodha 住 處執持 

avasa- macchanva 住處 し A' 堅の 一」 

avasika 居 任 者"" 

avasika  bhikkhu 舊住 比丘， 舊 比丘 
Avasika-vagga ① 舊住 比丘 品 V  3 15， 13 ② 

舊住品 A  5  231〜240 
avasikanam  bhikkhunam  vattam 會比 丘の 儀 

法 

avasena  suddhi 住に 依 り て 淸淨ぁ り 
avaha 嫁取り， 嫁 を娶る こと， 嫁娶〜 娶る こと 
avahana 娶る こと〜 嫁取り， 嫁 を娶る こと， 嫁 
娶 

avaha-mangala 成婚 祭禮 

avaha-vivaha 嫁の 遣り取り， 嫁娶 婚姻， 嫁娶， 

結婚， 婚姻 
avaha-vivahaka 婚姻 
avinchanacchidda 紐孔 
avinchana-rajju 紐 
avibhava-patihariya 顯現不 導 
avila  citta  蜀才 1 る' し、 
avudha 武器， 武具， 兇器 
avuso 尊者， 友よ， 卿 
aveni 不共 

aveni-uposatha 不 共の 布薩 
aveni-kamma 不 共の 翔き 
Avenika  〔經〕 特殊 S  37  3 
aveni-pavarana 刁ヽ 共の 自恣 
aveni-sarhgha-kamma 小 共の 併 仂 n 獨磨 
fivedhiya 隱閉論 

( 


Avela~  Aveyya  〔傳 。 轉輪 王」 ァ一ヹ ーラ 
avela 頭 飾 

avesana-vitthaka  j^fSL 

Avopupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ァ ― ブー プ ッ ピ 

ャ Ap  3  62 
asamsa 正 希望 〔者〕 
Asamka-kumarika 疑姬 

Asamka-jataka ァ一 サン 力 • ギヤ一 タカ， 疑姬 

本 生物 語 J  380 
asanka  iiL^n 

Asafika  〔女〕 ァ一 サン カー， 疑 
asajja 馬殳論 

asancicca 不知 #， 無意 者， 無 識者〜 不故思 
asatti 執:^ 

asana 坐 具， 坐 所， 坐 床， 座， 座 具， 座所， 座 

床， 座 楊， 床 座， 牀座 
Asanatthavika    〔比丘の 譬喩 經〕 アーサ ナッタ 

ヰ' 力 Ap  3  316 
asana-pannaoaka 知 臥 坐 具 A 
asana-pariyantika 座に よる 制限 者 
asana-sala 坐 堂 

Asanupatthayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ァ— サヌ— 

パッ ター ャカ Ap  3 108 
asane  nisidati 座牀に 著く 
asandi 高 床, 父椅 
asanaiKa 父椅 
asannal^-kammaj 近 I 桑 J 
asabha 牛 王， 牛， 牡牛 
asabha-thana 牛 王の 地位 

asaya ① 所 依， 依 所， 住窟， 棲處 ② 分泌物 
asayanusava-nana 他' し、 知 通 
asava 漏 

Asava  〔天〕 アーサ ヴ， 伊灘 

Asava-katha 漏 論 KV 15  5 

asavakkhaya 漏盡， 漏の 盡 

asavakkhaya-nana 漏盡智 

asava-khaya 漏の 盡， 漏盡. 

Asavakhaya    〔經〕 漏盡 S  45  45  ；  48  64  ；  54 

20  ；  56  25 
asava-gocchaka 《極 #, 漏 群 
asavagocchakaduka-hetuduka 漏 群 二 法 因 二 法 


Asava 


Duka-duka  43 
Asava  ceva  asava-sampayutta-duka  ifi^S^fi^M 

二 法 Duka 18 
asava  ceva  asava-sampayutta  dhamma 漏 漏 

相應 法， 漏 法に して 漏相應 なる 
asava  c'eva  dhamma  asava-sampayutta  ca  ^i^m 

法に して S-ffi 應な る， 漏 M 相應法 
asava  c'eva  dhamma  sasava  ca 渐 4 法 【こして 有 

漏なる， 漏 有? i 法 

Asava   ceva  sasava-duka     有 漏 二 法 Duka 17 
asava  ceva  sasava  dhamma  M^Mi^j 

にして 有 漏なる 
asavatthaniya  dhamma  ,鴻 法 
Asava-duka  ife, 二 法 Duka 14 
asavaduka-kusalatiika 漏 二 法 善 三 法 Duka-tika 

35 

asava  dhamma お j 法 
asava-nirodha  m の 滅 

asavanirodhagamini  patipada  ；楊の 滅ケこ 導 く 道 
asavavippavutta-anasava  dhamma  不ネ 目應無 

漏 法， 漏 不相應 法に して 無涵 なる 
asava-vippayutta  dhamma  ； fej 不相應 法 
asava-vippayutta  ahamma  anasava  不相應 

法に して 無 漏なる， 涵不相 應無漏 法 
asava-vippayutta  dhamma  sasava 漏 不相應 法 

にして 有 漏なる， ^不相 應有漏 法 
Asavavippayutta-sasava-duKa  jfe 不相應 有 jfej 二 

法 Duka 19 
asavavippayutta-sasavaduka-kusalattiKa    jfej ィ、 

相 應有漏 二 法 善 三 法 Duka-tika  40 
asavavippayutta-sasava  dhamma    '/あ l3 不相應 お 

漏 法， ミ tfj 不相應 法に して 有》 おげ ぶる 
asava-samucchede  panna  #3 を斷 ずる ことの," bi 
asava-samudava 一の 集 
asava-sampayutta 涵相應 
asava-sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca  asava 

湘應 法に して 非 派ぬ る， ii+mi 應非湘 法 

asavasampavutta  ceva  no  ca  asava  ahamma 

漏 相 應非漏 法， 漏相應 法に して 非 漏なる 
Asavasampayutta-duka ぉ湘 fe ニ&  Duka 16 
asavasampayuttaduka-kusalattika       相應ニ 法 

( 


善 三 法 Duka-tika  37 
asava-sampavutta  dhamma      ネ [i 應法 
asavasasavaduka-kusalattika 涵有 漏 二 法善モ 

法 Duka-tika  38 
Asava ① 〔經〕 諸 漏 S  35  56,  57 ② 〔經〕 '漏 

S  38  8  ；  45 163  ；  47  50  ；  A 10 122 
asavanarh  khave  nanam 蔬盡智 
asavanam  khaye  nana  vijja  'fe's?. 智明 
asavanarh  khaye  yathabhuta  nana-balam 漏 

盡如實 智力 〔佛十 力の 一〕 
asavanam  khayo 漏盡， 漏の 盡， 漏の 滅盡， 諸 

漏の 滅盡， 諸 漏 を 滅盡す 
Asavanam  khayo  〔經〕 漏盡 S  48  20 
asavasava-sampayuttaduka-kusalattika  fe'/ftjffl 

應ニ法 善 三 法 Duka-tika  39 
asa 希望， 願望， 91, 意欲 
Asa  〔天女〕 アーサ— 
asatikam  sateta    iil; 卵 を 除く 
asatika 蟲卵 

asa-doksaka 望 十二 事 V  2  a  7,  9 

asalha ① 〔月〕 アーサ— ルハ， 阿沙 陀， W 沙 

荼， 額沙荼 ② 〔星宿〕 阿沙: お， 阿沙 陀 
asalhichana-ussava 阿沙 荼月 祭 
asalhi-nakkhatta  〔秋 祭〕 阿沙 陀祭 
Ssa!hi 〜お a!ha  〔）]〕 阿沙 陀， 領沙荼 
Asa-vagga 希望 品 A  2 11 
jisavati,  asavati ァ 一-' ナ一ヴ アイし 一」， 曼草 
asimsati 希望す 
asitika  〔草〕 アーシ一 ティカ 
asivisa 毒蛇， 毒す-， 蛇， 毒 ある 蛇 
jislvisa-ghoravisa 猛烈なる 毒 ある 蛇， 泰蛇 
asivisa  naga  %73l 

Asivisa-vagga 棄 蛇ん', S  35 197〜207 
Aslvisupama 毒蛇 喩 〔經〕 蛇經 
asivisupama  puggala 蛇喩 人， 蛇に 喩 ふべき 補 

牛 M 加羅 〔ffl 稀〕 
Aslvisupama-suttanta 蛇瑜經 〜次 ュ]1 
Aslviso  〔經〕 71  ヌ蛇 S  35 197 
asevana-paccaya 習 行緣， 修 緣， ff 熟緣 〔二 

十 m 緣の 一〕 

Asevanapaccaya-katha  f^'^^KMm  KV  22  7 


Ahuneyya 


asevana-paccayata 習熟 緣性 
asevanapaccaya-niddesa 修習 緣廣說 
asevana 習 行 
asevana-bhaVana 習修 f 
Asevitabba  〔經〕 應習 A 10 150， 194 
ahacca-oada ラ | 用 句 

ahacca-padaka し 臥 i/K  J アーノ、 ツチ ヤノ ミ— タカ， 
阿 遏遮脚 

ahaccapadaka-pltha 脫脚 椅子， 阿 遏遮脚 小 床 

ahaccapadaka-manca 脫脚 床， 阿 遮 脚 床 

ahavaniya 苹歉せ ら るべき 

ahara 食， 食物， 糧料 

ahara-atthipaccaya 贫 も/ 緣 

ahara-ja 食 生 = 食 等 起 

aharatthitika 食に よりて 住 立す 

ahara-nirodha 食の 滅 

ahara-paccaya 食緣 〔二十 四緣の 一〕 

aharapaccaya-aharasamutthana 食 綠食等 起 

aharapaccaya-utusamutthana 食緣時 iti 等 起 

aharapaccaya-niddesa  'm^^MM 

ahara-maya  ft' 所 成 

ahara-rupa 食 色 

Ahara-vagga 食品 S 12 11 〜： 20 

ahara-samutthana 


aharasamutthana-kalapa  等起聚 
ahara-samutthana-rupa  | 等 起 色 
ahara-sambhava 食 所 成， 食 生 
aharasambhuto  ayam  kayo 食よ り 止ヒ の 身な ま 生 

ず 

Ahara  〔經〕 食 S 12 11 ； 46  51 
aharuparodha 斷食 
a  ha  r  en  a  suddhi 食に 依り iff# あり 
ahare    patikulasanna-bhavana 食 厭 想の 修習 
VM 11 1 

ahare  pati〔k〕  kola-safifia 食 厭 想， 食 厭 忌 想， 

食違 逆 想， 食に 於て 違 逆 想， 食 不淨想 
ahare  patikkulasanni 食に 於て 違 逆の 想 〔者-〕， 

食 厭 想 者 
aharo  nivarananam      の 食 
aharo  bojjhanganam 覺 支の 食 
ahuti 供懷， 供祭， 生贄， 祭祀， 護; t 供 
ahuneyya 應請， 供養 せらるべき， 可 供靜- 
Ahuneyya    〔經〕 應請 A  8  57，  58  ；  9 10  ； 10 
16,  97 

ahuneyyaka 崇拜 さるべき 人， 應請 者- 
fihuneyyaggi 供養 火， 應請火 〔三 火の 一〕 
ahuneyyabhavadi-siddhi 應 供養^た る こと 等 
の 成就 
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ケ 


Ikkasa 

ikkasa 粘 泥 

ikkhanika 易-お 

ikkhanika 卜占 ケ 

iiiga jakhu ~ angarakasu 炭火の 

Ingirlsi イン ギリー シ人， イギリス 人 

iccha 欲， 欲求， 欲望 

Iccha ① 〔輕〕 欲望 S 1 69 ② 〔經〕 欲 A  8 
61, 77 

Icchanankala=Icchanangala  〔村〕 伊 車 能 f 加羅， 

伊 奢 能 翻羅， 一 奢 能 伽羅 
Icchanankala-vanasanda 伊 車 能 fl/P 維 林， 一 奢 
能 伽羅 林 

Icchanangala ① 〔村〕 一 奢 能 伽羅， 伊 奢 能 伽 
羅， 伊 車 能 伽羅 ② 〔經〕 一 奢 能 伽羅 S  54 11 
Icchanangala-vana 一 奢 能 伽羅 林， 伊审能 伽羅 

お 

iccha -pakata 惡性， 欲爲性 
icchavacara 欲の 領域 
iccha-vinaya 欲 sii 伏 

ijjhanatthe  panna 神 通の 義の: 成就の 義の 
慧 

injita 動轉 

injita-nirodha 動 轉の滅 
ittha 可愛 

itthaC-alambana^ 好 〔听 緣〕 
itthaka 煉瓦， 瓦， 瓶 

itthaka-kudda~itthaka-pakara  難 

itthaka-caya  JL%*i 

itthaka-chadana 

itthaka-pakara 瓦 離, 

itthaka-santhara 瓦 床 

itthaka-sopana 瓦 段 

ittha-rupa     愛 相 

Ittha  〔經〕 可愛 A 10  73 

itthika=itthaka 谏瓦， 瓦， 戰 

Itthiya  〔比〕 壹 帝臾， 一地 臾 

ina  fit.  fit 務， flfft, 借財 

ina-paribhoga 借用 受用 

inayaka  fi.m^', 負债人 

inayika 借金取り， 債權ぉ 

itara 此方 = 生 死界 


itara=para-vaain 他論師 

itaram  pi  masam  parivaso 第二；^ 別 任 

itikira 傳說， 瞭說 

itibhavabhava-katha 力、 く ありな しの 話， 斯 く 
有り 無しの 論， 有無 論， 有 非 有 所說， 如是 有 

無論， 如是 存在 非 存在論 〔無用 論の 一〕 
itivadappamokkha 饒 

itivuttaka ィ ティ ヴッ タカ， 如是 語， 如是 說， 
本 事， 伊 帝 曰 多 伽， 因緣經 *  〔九分 敎の 一〕 

Itivuttaka ィ ティ ヴッ タカ， 如是 語經 〔小 部經 
の  一〕 Khuddaka  4 

itihasa ィ ティ ハー サ， 伊 帝 訶寫， 傳說， 古傳 
說， 史傳， 如是 語 

itihasa-pancama 第五 說話 集〜 伊 帝 訶寫， 傳說， 

古 傅說， 史傳， 史話 
itihitiha 傳聞， 相傳， 受け 賣 り の說 
itihitiha-parampara 相 傅， 受け 賣 りの 說， 傳聞 
Ito  dinna-katha 此處施 論 KV  7  6 
ittara 無常， 暫時 
ittara-dhamma 暫時 〔的 世〕 法 
itthatta 婦女 性 

itthagara 後宮， 宮女， 女官， 妃妾 

itthi,  itthi 女， 女人， 婦， 婦人， 婦女， 女性 

itthi-katha 女人 論， 女 論， 婦女 論， 婦女の 話， 

婦人 論 〔無用 論の 一〕 
itlhi-dhutta ケ 女に 惑溺 
itlhindriya ケ根 〔二十 二 根の 一〕 
itthi-pandika 黄 門 女， な • 黄 門 
itthi-bhava 女性 
itthibhava-dasaka ケ flrl* 法 
itthiya  malam 據 k の免樣 
itthi-ratana 玉 女 f ？， 女齊 〔七 寳の 一〕 
itthi-rupa 婦ケの 《5， 婦人の 色， 女色 
itthi-linga 女 相， 女子の fli 
Itthi-vagga 婦ケ品 J  61-70 
Itthi-vimana-vagga な-人 乂宮品 
itthi-sota 婦女の 子し 穴 

itthi—itthi 女， 婦， 女人， 婦人， 婦女， ケ性 
ithidhiyakha-mahamata  (A),  illiijhakha- 

mahamata  (A) 監 婦大官 
Iflarh  dukkhan  ti  katha 是苦論 KV 11 4 
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Inda-vatika 


idarii-saccabliinivesa-kayagantha  jl 七 實執身 麵」， 

此實執 取 身繁， 此實住 著 身緊， 眞實住 著 身瞻， 
諦著身 驚， 此諦住 著 身讓， 是眞實 執 取 身 瞎= 
十 事の 邊見 〔四 繋の 一〕 

idappaccaya ほ 此緣 性， 相 依 性， 緣性， 依緣 性， 

此が緣 に 依る とい ふこ と 
idappaccavata  Daticcasamuppanna-dhamma  fl  i 

依 性 緣起法 
iddhanubhava 祌通 威力， 祌 通力， 如意 力 
iddhabisarhkhara  fi^f* 變行， ）ii 中 通行, /| 冲通勝 行， 

祌通變 化 

iddhi 神變， 神 通， 神通力， 祌足， 祌， 祌變 力， 

神 力， 威力， 仙術 
Iddhi ① 〔經〕 祌變 S  52 12 ② 〔經〕 天耳界 

S  52 13 
iddhikata 祌變 

Iddhi-katha 神 通論， 祌變論 Pts  3  2  ；  KV  21 4 
iddhi-citta  j— 變' ll、 

iddhi-patihariya 祌通祌 變， 祌通變 化， 祌變示 

導， 神 通 不可思議， 神通力 〔三 神變， 三 示 導 

の 一〕 

iddhi-pada 祌足， 如意 足 〔四 種〕 
Iddhipada-panho 四祌 足の 問 Mil 4  〔1〕 10 
iddhipada-bhavana 祌 足の 修習 
Iddhipada-vagga 神 足 品 A  9  83 へ 92 
Iddhipada-vibhanga 神 足 分別 Vibh  9 
Iddhipada-samyutta 神 足相應 S  51 1〜86 
Iddhipada  〔經〕 如意 足 S  43  7 
iddhipadanarh  ijjhanattho 神 足の 神 通の 義 
iddhi-bala 祌カ， jji 申 通力 
Iddhibala-katha 神 力 論 KV 11 5 
laahibalena  samannagato 祌カ 具足お 
iddhi-mada 祌通 僑， 神變僑 
iddhimant 神 通 具足 者， 神通力 者， 祌變 If, 祌 

變を 有し， 通 を 具へ 
iddhi -may aC-civaraJ 祌變 所作 〔衣〕 
iddhi-mahatta 祌變の 偉大 

icldhiya  attha  padani 神 通の 八 句， 神 變の八 句 
ladhiva  kammavipaka-balavatara-panho 祌迎 

よ り 業報 强き やの 問 Mil 4  〔5〕 1 
iddhiya  koti 神 通の 至極 


iddhiya  cattaro  pa  da 神 通の 四 足， Si 中 變の四 足 
iddhiya  solasa  mCilani 祌 通の 十六 根 
idcihividha-nana,  iddhiviahe  naricim  '下 中: jjfi 類智, 

祌通 類の 智， 神變智 
iddhi-vidha 祌變， 祌通 類， 神 通の 種類 
Iddhividha-niddesa 神變 の解釋 VM 12 
iddhividhe  nanarii 祌通 類智， 神 通 類の 智， 祌 

變智 
idha 此界 

idha  parinibbayi  puggalo 此 處般捏 槃補特 伽羅 

idha-loka 此世 

idhaloka-vijaya 此 世の 勝 伏 

idhaloka-sannin 此世想 〔者〕 

Idhalokika  〔經〕 此 は- A  8  49,  50 

idha  vihayanittho  puggalo 此處 究竟 補特仂 fl 羅 

Inandapada  〔タ" ミ ラ 人〕 ィ ナ ン ダパ タ" 

Inda ① 〔天〕 イン ダ'， 因陀， 因 陀羅， 帝 釋= 

天帝 釋， 釋提桓 因 ② 〔傳。 王〕 因陀羅 
Indaka ① 〔夜叉〕 イン ダカ， 因陀迦 ② 〔經〕 

因陀迹 S 10 1 
Indakuta  〔山〕 因陀峯 
inda-ketu 因 陀羅の 旗 

inda-khila 因陀羅 柱， 帝 柱， 市門の 標柱， 門柱， 
門閾， 閾， 栅門 

Inda-khila  〔經〕 因 陀羅柱 S  56  39 

Indagutta ① 〔阿育 王 時代の 比丘〕 イン ダグ ッ 
タ， 因 陀掘多 ② 〔ドウ ッタガ —マ 二王 時代 
の 比丘〕 イン ダグ ッタ， 因 陀羅掘 多 

indagu 根 行 #, 自在 行者 

indagopaka イン ダ、 ゴ―バ 力， 赤色 「ド 蟲， 臉脂 
indajalika 手品師 
indatta 帝釋界 
inda-nlla  〔寳 珠〕 帝釋靑 
Inda-patima 帝釋像 

Indapatta    〔クル 國の 都〕 ィ ン ダパ ッ タ， 因陀 

羅波 羅薩多 
Inda-pura インタ、 城， 帝 釋の都 
inda-latthi 因 陀羅の 杖， 帝 釋の杖 
inda-vajira 帝 金剛， 因陀羅 金剛 電光 
inda-vata 帝釋務 
inda-vatika 帝釋務 者 
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Indavaruniki 


indavarunika  〔樹〕 古 魯聖篤 
Indasagotta ィ ン ダサ 姓= 力 一 ティ ヤー ナ 
Indasama  〔傳 。 轉輪 王〕 ィ ン ダサ マ 
Indasamana-gotta  〔苦行 #〕 因陀羅 同姓 
Indasamanagotta-jataka ィ ン ダサ マ一 ナゴ ッ 

タ • ヂャ— タカ， 因陀羅 同姓 本 生物 語 J 161 
Indasala  〔窟〕 イン ダサ ーラ， 因陀 娑羅， 因陀 

薩羅 

indivara  〔花〕 イン ディー ワラ， 靑 睡蓮， 蓮 
indriya 根 

Indriya ① 〔經〕 諸拫 S  35 153 ② 〔經〕 根 S 

43  8  ；  52  20 
Indriya-katha  tU 論 Pts 1 4  ；  KV 19  8 
Indriya-jataka イン ドリ ャ • ヂ ヤー タカ， おえ 本 

生物 語 J  423 
indriya-paccaya 根緣 C 二十 四緣の 一〕 
mdnyapaccaya-niddesa 相 緣廣說 
indriya-pannatti   tU 施設 
indriya-paropariyatta 根 上下， 根の 上下 
indriya-paropeirivattam  yathabhuta-nana- 

balam 根 上下 如實 智力 〔佛十 力の 一〕 
indnva-paropanyatte  nanam  te 上 广. 智 
indriya-baddha 根 縛， 苦 
Indriyabaddha-katha 根 縛 論 KV 17  4 
indriya-bhavana 根修 習， 根の 修習 
Indnyabhavana-sutta ィ ン ト リャ ハーヴ ナー • 

ス ッタ， 极 修習經 M 152 
Indnva-yamaka 根雙論 f 1 
inariya  rupa 根 色 
Indriya-vagga 根 品 A  4 151 〜； 160 
Indriya-vibhanga 根 分別 Vibh  5 
indriya-vemattata 根の 種種 性， 根の 7予る 別 性 
Indriya-samyutta     相應 S  48 1 〜： 185 
Indriya-sarhyutta  catuttha 第 四 根相應 
indriya-samvara 根 律儀， 根 防護， 根の 防護， 

《を 護る こと， 諸 の徐 儀， 諸 根の 制御 
indnyasamvara-pariyanta 根 律儀 周邊 
indriyasarhvara-slla  'tR 律 威 
Indriya-sacca-niddesa 根 • 諦 の解釋 VM 16 
indriya-samata お まの 平等 
indriyasamatta-patipada 根 平等の 行 道 


indnya-sampanna  HiM/ll. 諸 根 具足 
indriyanam  adhipateyyattho 根の 增上 の義 
indnyanam  avakkanti 諸 根の 入 
indnyanaiii  avekallata 恨の 無缺 
indnyanam  pasado 根 明 ほ： 
indnyanam  vipannamo 諸 |R の攀壊 
indriyasamvara 根 を 護らざる 事， 非 根萍儀 
indnyupasama       《の 寂靜 
indriyesu  aguttadvarata 不護根 門， 門 を, 1 

らぬ こと， 根に 於け る不護 門， 不 守護 根 門， 

諸 根に 於け る 不護門 
indriyesu  aguttadvarata  ca  bhojane 

amattannuta  ca 不護根 門と 食 不知 jji, 根 門 

を 護らざる と 食の 量 を 計らざる と 
indriyesu  aguttadvaro 不護根 門 〔者-〕， 根 門 を 

護らざる 教 

indriyesu  guttadvarata 根 門 守護， 根 門の 守 護， 
根 門 を 護る， 根 門 を 護る こと， 守護 根 門， 根 
の 守護， 護 根 門， 諸 根に 於け る 護 門， 諸 根の 
守護， 諸 根の 門 を 護る， 能 護 根 門 

indriyesu  guttadvarata  ca  bhojane  mattannuta 
ca 能 護 根 門と 於 食 知 量， 根 門 を 能く 護る と 
食の 量 を 知る と 

indriyesu  guttadvaro 根 門 を 護る #, 五官の 門 
のよ き 監視者， 諸 根の 門 を 護る， 諸 tin こ 於て 
その 門 をよ く 守護す， 護 根 門^ 

ibbha=ibha 賤奴， 卑俗， 醜 奴， 毘舍 

ibbha  kinha 邪 黑の醜 奴 

ibharA)=ibbha  P ふ舍， 賤奴， 醜 奴， 卑俗 

Imamha  kava  annam  kavam  samkamana- 
panho 此の 身よ り 他の 身に 轉移 する や の 問 
Mil 2  〔5〕  7 

imasmiih  asati  idarh  na  hoti こォ 1 無き 時 }■ こ 力、 

れ なし， 彼 無き が 故に 此 無し 
imasmim  sati  idaih  hoti これ ある B 寺 力、; あ 

り， 彼 有る が 故に 此 有り 
imassa  nirodha  idarh  nirujjhati や 皮滅 "t" る カリ & 

に此滅 す， これ 滅 する 時に かれ 滅す 
imassuppada  idarh  uppajjati 彼さョ 丁る 力； お に 止匕 

生ず， これ 生ずる 時に かれ 生ず 
imbara 厂樹〕 イン パラ 
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Isana 


Irandati  〔龍 女〕 ィ ランタ" ティ 一 
iriya 威篏 

iriyapatha 威儀 路， 威儀 
iriyapatha-cariya 威儀 路行， 威儀 行 
iriyapatha-pabba 威儀な [j 
iriyapatha-mada 政 儀 ま 

iriyapathasankhata-kuhanavaUhu 威儀 【こ 依る 

詭詐事 

Irubbeda,  Iruveda 梨 俱吠陀 
llankiya  〔タ" ミラ 人〕 イラン キヤ 
Ilanaga  〔王 j イラナ ーガ 

Isayo  arannaka  or  Gandha  〔經〕 森の 聖# (香） 
S 11 9 

Isayo  samucldaka  or  Sambara  〔經〕 ifeS の聖 
^(參 婆羅） S 11 10 

isi 仙， 仙人， 仙士， 大仙， 仙 者， 聖# 

Isigiri-passa 仙人 山 

Isigili  〔山〕 伊師 耆利， 仙人 山， 仙吞 

Isigili-passa=Isigiri-passa 仙人 山 

Isigilipassa-kalasila 仙人 黑 S 屈 

Isigili-sutta イシ ギリ • ス ッタ， 仙 呑, 經 M 116 

Isidatta ① 〔鹿 住の 叔父， 長者， 塞〕 梨 師達多 
② 〔大工〕 梨師達 多， 仙餘 ③ 〔阿 槃提國 人， 
比〕 隸犀達 多 ④ 〔經〕 隸犀達 多 S  41 2,  3 

isi-nisabha 仙人 牛 王 

Isipatana 仙人 處， 仙人 住處， 仙人 降處 
Isipatana  Migadaya 仙人 墮處 鹿野苑， 仙人 墮 

處鹿野 園， 仙人 住處 鹿野苑， 仙人 降處 鹿野苑 
isi-pabbajja 仙人 道 出家 
isi-bhasita 仙人 所說 
Isibhumangana 聖人の 庭 
isi  sattama 第 七 仙， 第 七の 仙， ^^；七の仙人， 

第 七の 聖者 =釋 迦佛， 第 七牟尼 
isika 葦 

islnam  dhajo 聖教の 幢， 仙人 tS 
istnjaksa-mahamatra に A),  istndhiyaksa- 

mahamatra  (A) 監！^大'^^ 
issattha 弓術， 射 技， 武術， 射手 


Issattha  〔經〕 弓術 S  3  24 

issara 自在 者， 自在 天， [；1 在 主， 天主， 主宰者- 

Issara  〔經〕 主 S 1 77 

issara-karana-vada 祌爲說 = 神 明 化作說 

issarakarana-vadin 祌爲 論 名- 

Issara-kutta 自在 天 所 造 

issara-nimmana 自在 苕の化 作， 自在 天 所變， 

神の 化 作 

Issaranimmana  Ctn    J ィ匕自 ?t 天 王 
issara-nimmana-vada 神 明 化 作 說= 祌爲說 
issaranimmana-hetu 目せ 〔天」 所 變因 
issaraparadhika 國 事犯 
issaravatana 自在 天蹈 
issanya 自 & 

IssariyakamakariKa-katha 自在 欲 行 論 KV  23 
3 

issariva-kamaKanva  E! 在 欲' fj 
issanva-bala 自在 力 
issariya-mada 主 權の憶 

issariva-samvattaniya  kamma  I'.l せ-を 引く 業 

issa ① 嫉み 妬み， 嫉， 嫉妬， 怨恨 ② 主權 

Issa  〔章〕 嫉 A  8  〔10〕  8 

issa  ca  macchariyan  ca 嫉と' 堅 

issamanaka,  issamanika 嫉妬' し、， 嫉妬' ll、 あ り 

issayana 嫉妬 

issasa 弓手， 射師， 弓士， 弓術 者 
issa-sannojana 嫉結 = 嫉 
issukin 嫉 〔#〕， 嫉 n， 嫉妬^ 
Issuki  〔經〕 有嫉 S  37  7 


iti  m, 患， 疾， 疫 

irina 沙漠 

Isadhara  〔山〕 イーサ ダラ， 伊 沙陀羅 ， 持 軸 
Isa 轅， 轅桿 
Isa-danta 轅の 如き 

Isana  〔太 王〕 イーサ— ナ， f ヌ 舍那， 伊沙那 


( 67  ) 


Ukkacela 


ケ 一 


Ukkacela=Ukkacela  〔村〕 ゥッ カチューラ一， 
郁 伽 支羅 

Ukkattha    〔城， a〕 ゥッ カツ タ， 郁 伽羅， 有 

迦帝 

ukkattha-akkosa 貴 

ukkattha-kamma 貴 業 

ukkattha-gotta 責姓 

ukkattha-nama 貴 名 

ukKattha-patta 大 l^r^ 

ukkattha-linga 貴 相 

ukkattha-sippa 貴 技 

ukkattha-jati 貴種 

ukkantha 戀情 

ukkanthana 失望 

ukkannaka  瘡 

Ukkanaga   〔精 舍〕 ゥッカ ナガ 

ukka-pindaka  % "蟲! §"Sl^ 

Ukkama  〔ビルマの 都〕 ゥッカ マ 

Ukkala  〔村〕 ゥッ カラ， 鑾迦羅 

Ukkala-vassa ゥ 'ク カラ fi: 人 

ukka ① 锻冶 場， 爐， 鞴， 釜② 炬， 炬火， 松 

明 ③ 流星 
Ukka  〔經〕 釜 S  20  4 
ukkacana 擧說 
ukkacita 偽の 美 

Ukkacela=Ukkacela    〔村〕 ゥッ カー チ ユーラ 

ukkadhara 炬火を揭ぐる^*^ 
ukka-pata 流星 

ukka-mukha 溶爐， お 鑌爐， 坩堝 

ukkara-bhumi 不ぼ處 

ukkasati 謦咳す， 謦咳 をな す 

Ukkasatika  〔比丘の 譬喩 經〕 ゥッ カーサ ティカ 

Ap  3  470 
ukkasita 咳嗽， 咳拂 

ukkutika ① ^踞， 糊 跪， 跪 坐， 膝行す ② m 

踞行 名-, 縛蹈 者， 常) ^i^-， 常 踞 行お， 'fm 
坐 者 

ukkutikam  nisiditva  anjalirh  pagganhati 糊 JSe 

合掌す， 撙 坐し 合掌す 
ukkutikappadhana 跪 坐の 精勤 教， 縛蹈 行， 撙 

( 


行， m 踞の行 

ukKusa  >yM 
ukkota 發起 

ukkotana   Rfj 賂， t!mif|,   ^5直， 詐欺 
Ukkotana  〔經〕 虚偽 S  56  95 
ukkhali-kapala 揚げ鍋 
ukkhalika 鍋 遊び 

ukkhitta 擧 罪せられ たる， すち せらる 
ukkhittaka ① 擧す， 衣 を 引き 上ぐ ② 被お お， 

被擧 者-， 被擧人 
ukkhitta-citta     心 者 

Ukkhittapadumiya    〔比丘の 醬リ 翁經〕 ゥ ッ キ ッ 

タパ ドウ ミヤ Ap  3  337 
ukkhitta-paligha 障礙を 去りし 者， 關を拔 けり 
ukkhitta  bhikkhu 被擧 比丘 
ukkhittanuvattika  bhikkhuni 隨 -F き 比丘尼 
ukkhipati 擧す 
ukkhepaka 投げ 人れ る 

Ukkhepakatavaccha  〔比〕 ゥ ッ ケーパ カタ ヴッ 
チヤ 

ukkhepana 冷关 
ukkhepaniya 擧罪 

ukkhepaniya-kamma 擧罪翔 I^^S 應 除却 所作 
ugga 高級 武官 

Ugga ① 〔比〕 ゥ ッガ② 〔昆舍 離 出身の 居士〕 
ゥ ッ ガ， 郁 瞿婁， 郁 伽 ③ 〔傳 。長お'〕 ゥ ッ ガ 
④ 〔拘那 含 牟尼佛 の 信士〕 ゥ ッ ガ， 上 

Uggata ① 〔傳。 轉輪 王〕 ゥッ ガタ， 嗵翔 nC, 
上行② 〔スヂ ャ―タ 佛の 父， 王〕 ゥ ッ ガ タ ， 
上 行 ③ 〔居士〕 ゥッ ガタ， 啦ミ 

Uggata-sarira  〔婆， 塞〕 ゥ ッ ガタサ リーラ， fe; 
竭提舍 利 

uggatthana  〔寶 珠〕 ゥ ッ ガ ッタナ 

Uggarinda  〔ナーラ ダ佛の 信士〕 ゥ ッ ガ リ ソ ダ' 

Uggasena  〔王〕 ゥッガ セ―ナ 

Uggaha  〔メ ンタ" 力の 孫〕 ゥ ッ ガハ 

uggaha-kosalla 把持 善 巧 

uggaha-nimitta 取 相 

Uggahamana=Samana-mandikaputta し 普 打 

^0 ゥ ッ ガー ハ マーナ 
ugghatitannu 略 開 知 # 


Uttand; 


ugghatana-kilika 揭帳 
u し-じ a- さ Sana  rej  ^ffi 

Uccankuttha  〔地名〕 ウッチ ヤンク ッタ 
Uccangamaya  〔辟〕 ウッチ ヤン ガマ— ャ 
ucca-manca   ig| き 床， iWj 床 
Uccavalika  〔精 舍〕 ウッチ ャヴ— リカ 
uccakaneruka 大: "〔象〕 
uccakalarika 大突牙 〔象〕 
uccakulin 貴疾 
uccakulinata    tWi 貴 
ucca-manca   i- 床， twi  5"  f¥ - 
uccara 大便, 糞, 屎 
uccaratthana 不淨處 
uccara-passava 大小便 

uccalinga  〔蟲〕 ウッチ ヤー リン ガ， 慰 周 (り II， 毛 

si 

uccalinga-panaka 毛蟲， 慰周仂 n 蟲， ウッチ ャ 

一 リ ン ガ 
ucca-sadda 高聲， 
ucca-sayana  i^j]^,  i^jJU^ 
uccasayana-mahasavana  i ま 床大床 
uccasonda 高慢 
ucchanga 擔 

Ucchanga-jataka ウッチ ヤンカ、' • ヂ 、ヤー タカ， 

膝 本 生物 語 J  67 
ucchanga-panna  puggala 膝; #； 人 
Ucchangapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ウッチ ャ 

ンガプ ッ ピャ Ap  3  414 
ucchadana ① 削減， 破壞 ② 塗 身 
ucchitthaka 殘食 

Ucchitthabhatta-jataka ウッチ ッタ ハッタ • ナ 

ャ —タカ， ^ 本 生物 語 J  212 
ucchinnamiila ほ la 根を截 りたる 多羅 樹， 根の 

截られ たる 多羅 樹 
ucchu 甘庶， 甘蔗， 糖 HH, 氷砂糖 
ucchu-kandika 甘庶棒 

Ucchukandika    〔比丘の 譬喩 經〕 ウッチ ュ カン 

ディ 力 Ap  3  432 
ucchukkhetta 甘 PI  EE! , 甘庶畑 
ucchu-puta  Ig^i 

Ucchu-petavatthu 甘 庶鬼事 Pv  4  5 

( 


ucdiu-yanta 製糖 機， 甘 庶の締 機 
ucchu-rasa 甘庶獎 
ucchu-vana 甘 庶の林 
Ucchu-vimana 甘 庶天宮 Vv  30,  48 
uccheda 斷滅， 斷 
uccheda-aitthi 斷見 
ucchedaditthi-nissita 斷見依 者 
uccheda-vada ① 斷滅 論， 斷論 ② 斷見 論教， 

斷滅 論^， 斷 論者， 死後 斷滅說 若 
uccheda-vadin 斷滅 論者， 斷見 論者， 斷 論者， 

死後 斷滅說 者  ' 
ucchepaka 
uju 質 直， 直 心 
ujuka 質 直， 端 直， 眞直 
uju-gata 正直， 直行の 人 
ujugata-citta  'し 正直 

Ujunfia    〔國， ゥヂ' ユン ニヤ 一， 委若， 鬱 

頭隨若 

Ujeni(A)=Ujjeni  〔國〕 ゥヂ ユー 二 

Ujjaya ① 〔辟〕 ゥッ ヂャャ ② 〔比〕 ゥ ッヂ、 ャ 

ャ， 優闍逝 ③ 〔婆〕 ゥ ッヂ ャャ， 鬱闍迦 ④ 

〔經〕 鬱闍迦 A  8  55 
ujjuka  〔花〕 ゥッヂ ユカ 
ujjugata 直行の 人， 正直 = 阿羅漢 
ujju-jatika 質 直し 者」 
Ujjuhana  〔鳥〕 ゥッヂ ュハ— ナ 
Ujjenaka 鬱禪尼 人 

Ujjenl  〔國， 都〕 ゥッヂ '-  — 二—， 尉禪， 優禪 

尼， II 闍尼， 懲禪 尼， 鬱支， ゥヂ- 一二 
Ujjhaggika-vagga 哄笑 品 V 1 a  7， 11 〜： 20 
ujjhaggika 戲笑， 哄笑す 
ujjhatti 毁呰 

Ujjhanasannika  devata 嫌 * 天神 
ujjhana-sannin 不滿の 思, 嫌責 
Ujjhanasannino  〔經〕 嫌責天 S 1 35 
ujjhapeti 嫌 恨す 

Lijjhayati  khiyati  vipaceti 識嫌 非難す 
uncha 遣穢， 落穗 
uncha-patta  ^^の 鉢 
unna=avanna 輕侮 
uttanda=udaanda,  uddhanha 寳庫 


Utthana 


utthana ① 起， u 禮 ②勤 ¥〕， 起 策 
utthana-phala 起 策の 
utthana-sanna 起 想 
utthana-sampada 起 策 具足〜 勤 '力 
Utthana-sutta 起立 經 Sn  2 10 
Uddita  〔經〕 繼 がる S 1 67 
unna,  unna  H 毫, 毫, 二き 毛 
unnata  〔資 珠〕 ウンナ タ 
unnali 商 H,  ?« ぅ慢 
Unnanabhi  〔豳 妹〕 ウンナ ナ―ビ 
unna-bhisi 书臥搏 
unnama 局 貝 

unnala 高慢， 高慢なる， 僑 1 お， 愤傲， 傲' I も 

虚誇， 尊大， 不遜， 心 騒がしく 
unna-loma 白晕 

Unnaloma   〔堂〕 ウンナ 口— マ， 厨 間毫 
unna=unna 

Unnabha  〔婆〕 ウンナ一 バ 
Unnabha-brahmana  〔經〕 ウンナ 一 バ婆羅 l''J 
S  48  42 

unna  bhamukantare  /由' 問の 毫， 白毫相 〔三十 

二相の 一〕 
unni 毛 衣 

unha 熟， - ^-,  urn, 緩， 熱氣， 熱惱 = 消化 力 

usma 
unha し udaka〕 
Unham  〔經〕 >A  S  32  54 
unha-kala  ；斜 

Unhanagara   〔地方〕 ゥン ハナー ガラ 

unha-bhava  ； ぉ煖性 

unha-lohita 熟 血 

unhavalahaka  deva 熱雲 大 

unha-samaya 暑 

unhisa 肉髮， 冠 子， 王冠， 笠 木 

unhisa-sisa 頭上の 肉 f る 〔三十 二 fli の 一〕 

unhodaka=unha- udaka 溢水 

utu ① 季節， 時， 時節 ② リ 3 經， ノ K 

utu-kala 月經時 

utu-ja=utu-samutthana 時 生 

utu-nibbatta 時節 生 

utuni 經 水お， 經水 〔#〕，  mu,  nmm, 月 忌 


k, 受胎期にぁる^^ 

utupacctiva-aharasamutthana 時 If 麻' _Sl4 起 
utupaccava-utusamutthana 卩 芋き 卩緣 B^ll 口 等 起 
utu-pamana 時 李 

utu-parinama 季節の 轉變， 季節の 變易， 季節 

の變 化， 時節 變化， 時候の 變化 
Litu-parinama-ja  abadha 氣候變 化 所 生-) 丙， 李 

の 變易所 生の 諸 病 
utu-parissaya 時お の危險 
ulu-pubba 季 i'il 祭 
utu-maya 時 Si 戶 /1 成 
utulhi   〔植〕 ゥ トウル ヒ 

Utulhipupphiya  〔比 IT: のお J 喩經〕 ゥ トウ ノレ ヒ フ 

ッ ビ ャ Ap  3  442 
utu-siiiiivacchara      と き |j 
utusariivacchara  panvattanti 年 李の teik す 
utu-samutthana 時節 等 起， 時 等 起 
utusamutthana-kalapa  各-? S 聚 
utusamutthana-rupa       節 等 起 色 
utupasevana 李お の； re 行 
Utta  CitD ゥ ジ タ 
uttanta=uttasta 
uttama 最上， 最# 

Uttama ① 〔S 舍婆佛 の 第二 弟子〕 懲多ま ② 

m  。 比〕 ゥ ッ タ マ， 鬱多摩 ③ 〔將 軍〕 ゥ ッ 
タマ ④ 〔塔 廟〕 ゥツ タマ， 最上 

ultamattha 最上 義， 最上 利 

utttima-patipatta 最上に 達せる 

uttama-purisa  ]| ま 上の 人， 上の 人士， 最上 人， 
殺 勝 人， 上人 

uttama-sarana 最上の 依 所， 最上の 歸依 

Uttama  〔尼〕 ゥッ タマ 一 

Uttara ① 〔比〕 ゥッ タラ， 懲 多羅 ② 〔第二 結 
集 比丘 離 婆 多の 弟 f〕 ゥッ タラ， 懇 多羅 ③ 
〔阿育 王 時代の 傳逍師 〕 ゥッ タラ， 鬱 多羅 @ 
〔ドウ ッタ ガー マユ 王 時代の 比丘〕 ゥ' ヌ タラ 

©  〔11 沙浮怫 の 第二 弟子〕 ゥッ タラ， _|-. 勝 © 
〔拘那 含 牟尼佛 の 第二 弟子〕 ゥッ タラ， 上 勝， 

鬱 多樓， 懲 多羅 ⑦ 〔沙 彌〕 ゥ' ヌ タラ ⑧ ん 

童〕 ゥ ッ タ ラ， 鬱 多羅 ®  〔人 ro ゥッ タラ， 優 
多羅 ⑩ 〔マン ガラ佛 の 父〕 ゥッ タラ ®  〔蓮 


Udakagahana 


華 上佛の 子〕 ゥッ タラ @  〔倶 孫 沸の 子〕 ゥ 
ッ タラ @  〔佛の 前生〕 ゥッ タラ， 上 勝 @ 
〔塞〕 鬱 多羅 ©  〔靑 年〕 優 多羅 @  〔夜叉 童 
子〕 鬱 多羅 ®  〔大臣〕 ゥッ タラ ⑬ 〔戰 士〕 
ゥッ タラ @  〔長 #〕 ゥッ タラ @  〔都〕 ゥ ッ 
タ ラ， 上 勝 @  〔村〕 ゥッ タラ @  〔精 舍〕 ゥ 
ッ タ ラ= ァパュ ッ タラ， アバ ャギ リ ， 無畏山 
@  〔經〕 優 多羅 S  2 19  @  〔經〕 薩 多羅 A 
8  8 

Uttaraka  〔都〕 ゥッ タラ 力一 

Uttarakuru ① 〔國， 洲〕 ゥッ タラ クル， 誓 m 

越， 北 倶盧， 北拘盧 ② 〔園〕 ゥッ タラ クル 
Uttarakuru-panho 鬱單越 洲の問 Mil 2  〔7〕 11 
uttaracchada,  uttaracchadana 天蓋 
Uttara-tissa  〔精 舍〕 ゥッ タラ • ティ ッ サ=テ ィ 

ッ サ 

uttarattharana ① 臥 布， 上？ * き， 上 敷布 ② 外套 
Uttara-pancala=Pancala  〔國， 者 [5， 王〕 ゥ ッ タ 

ラバン チヤ— ラ， 優 多羅 般闍 羅， 北 般闇羅 
Uttarapassa  〔地名〕 ゥツ タラ パッサ 
Uttarapala  〔比〕 ゥッ タラ パーラ 
uttara-pasaka ネ 13 

Uttaramadhura  〔城， 地名〕 ゥッ タラ マ ドウ ラ 

Uttaramatar    〔夜叉 女〕 ゥッ タラ マータ一， 鬱 

多羅 母 

Uttaramatu-petivatthu 鬱 多羅 母 鬼 事 Pv  2 10 
Uttara-yavamaijhaka  ;j 匕麥中 村' 
Uttara-vimana 鬱 多羅 天宮 Vv  74 
Uttarasena  〔住 院〕 ゥッタ ラセ一 ナ 
Uttara ① 〔ナーラ ダ怫の 第一 比丘尼〕 ゥッタ 
ラ—， 上勝② 〔拘那 含 牟尼佛 の 第二 比丘尼〕 
ゥッ タラー ③ 〔尼〕 ゥッ タラー， 優 多羅， 鬱 
多羅 ®  〔拘那 含 牟尼怫 の 母〕 ゥッ タラー， 善 
勝⑤ 〔マン ガラ佛 の 母〕 ゥッ タラ一 ⑥ 〔パ 
ド ゥ マ佛 の妃〕 ゥ' ヌ タラ— ⑦ 〔^ 婆 尸佛の 
{^5 女〕 ゥッ タラー ⑧ 〔夷〕 ゥッ タラ一， 懲多 

羅， 沒怛螺 =KhujjuUara  ®  〔宮殿〕 ゥ ッ タ 

uttara  cusa  mittamacca  ；| 匕 万 は 月; 3 友 

Uttara  Nandamatar  〔夷， 禪定' ダ; 一〕 懲 多羅 難 


陀母 

Utlarapatha  〔地方〕 ゥッ タラー パタ， 北路 
Uttarapathaka  〔部 派〕 北 道 派 
Uttarabhaya   〔地名〕 ゥッ タラー バヤ 
uttararani 鑽木， 木' 燧 
Uttarala  〔池〕 ゥッ タラー ラ 
Uttaralhii  〔精 舍〕 ゥッ タラ ールハ 
Uttara-vimana 懲 多羅 女 天宮 Vv 15 
uttarasanga ゥッ タラー サン ガ， 鬱 多羅 僧， 懲 

多羅 僧伽， 上衣， 上；^^衣， 外衣 
uttarasalha  〔星〕 ゥッ タラ一 サール ハ一 
vittari-dhamma 上 法 
uttari-bhanga 添 味， 副食物， 珍味 
uttanmanussa-dhamma 上人 法, 上人の 法, 過 

人 法， 超人 法， 人間以上の 法， 人 法 を 越えた 

る 

Uttareyyadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ゥッ タレ 、フ 

ャダ、 ーャカ Ap  3  335 
Uttaromula   〔g' 舍〕 ゥッ タロー  ムーラ 
uttana 淺 し 
uttanaka 顯 露處 
uttana  parisa 廳 顯衆會 
uttani-kamma 顯矮, 顯 f 
Ut ほ rarama  〔精 舍〕 懲 多羅 園 
ut ほ sa=utrasta，  uttasta 怖懼， 驚愕， 恐怖， 怖 
Utti ① 〔王子〕 ゥッ ティ ② 〔王〕 :=Uttiya 鬱 

帝， 鬱帝臾 

Uttiya ① 〔比〕 =Uttika ゥッ ティ ャ， 戀帝 K， 
懲 帝迦， 聽低迦 〔譬 Pi 經〕 Ap  3  28 ② 〔外〕 
ゥッ ティ ャ， 鬱低迦 ③ 〔王〕 鬱帝耶 @  OS- 
士〕 鬱低迦 ©  〔戰 士〕 ゥッ ティ ャ 

Uttiya  or  Uttika  〔經〕 鬱低迦 S  45  30  ；  47 
16  ；  A 10  95 

Litrasta,  utrassa=uttasa 驚愕， 恐怖， 怖 懼， 怖 

udaka ウダ 力， 水 

Udaka  〔山〕 ウダ' 力， 水 

udaka-kataka 水盤 

udaka-kaka 水 烏， 鵜 

udaka-kotthaka 浴 至 

Udaka-gama  〔村〕 ウダ、 力 ガー マ 

udakagahana-kamma 潜 水 の 行 
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Udakattha 


udakattha 水中 物 
udakatthana 給水 處 
udakannava 水流， 水の 流れ 
udaka-tittha 水浴 場 
udaka-telaka  7K 油 

Udakadayaka  〔比丘の 臂.喻 經〕 ゥ ダカ ダ'— ャカ 

Ap  3  206，  494 
Udakadayika  〔比丘尼の 喩經〕 ウダ' カダ' —ィ 

力— Ap  4 10 
udaka-doni 水 M 
udaka-dhara 水流 
udaka-niddhamana  W^\!^ih 
udaka-nimitta 水 和 
udakantaraya 水の 障礙 
udaka-patiggaha 受水器 
udaka-patiggahaka 受水 V^' 
udaka-paticchadi 水中 被お 物 
udaka-patta 水 鉢， 水盤 
udaka-pariyantika 水に よる 制限 
udaka-puncham 拭 具 

Udakapujaka  〔比丘のお 喩經〕 ゥ ダ カフ ーヂャ 

力 Ap  3 106 
U  dakappasa  daka  -  man i=c i n  t  a  -  man i 水-化 jq' ィ匕 

する"》 尼珠 
udaka-phusita 水滴 
udaka  bubbula 水泡， 水の 泡 
udaka-bhaya 水の 怖畏， 水の 畏， 水; I 迻 
udaka-bhara 水 荷 
udaka-manika 水瓶， 水 まつ 水^ 

udaka-rahada 湖， 池， 湖 7K， 湖來， 水 沼， 水 池 
udakarahadupama  puggala 湖水に ％ ふ へき llli 

特 伽羅， 池喩人 〔四 種〕 
udaka-rasi 水の 積 集 
udakalekhupama  puggala 水 《Ui'h 《人 
udakalekhupama 水に く喩， 水 刻 i> お 
udaka-vara 貯水池 
udaka-vahaka 洪水 
udaka-saravaka 水盤 
udaka-satika 水浴 衣， 浴衣， 浴 水 衣 
udaka-sala  7KM 
udaka-suddhika 水;' 5i'fT あ 


udakassa  dvc  .^una 水の ニ德 

udakassa  dhara 水 を 持てる 女 

Udakassa  sattajiva-panho 水の 命 • 靈の II り Mil 

4  〔7〕  5 
udaka dhana 水盤 
udcikavasesa 殘ば' -， 水 

Udakasanadayaka  〔比「7:の1^喻經〕 ウダ 'カーサ 

ナダ一 ャカ Ap  3  231 
IJdakasanadayaka-vaggci ウタ 力— サナ タ、' 一 ャ 

力,', ム Ap  3  231 〜： MO 
Udakasecana  〔傅。 轉輪 王〕 ウダ 力— セ— チヤ 

ナ 

udakukkhepa  〔お': 界〕 ウダ' ク ッケ— パ 
uda-kumbha 水瓶 

udakupc\ma  puggala 水 I'lJ^ 人 し 七!！ lU 
udako  padfinam 洗足の 水 
udakorohaka 沐浴 ィ 了お 
udakorohana-kamma 浴 行 
udagga-citta 歡喜 心， 欣悅心 
Udancani-jataka ウタ" ン チヤ 二  • チヤ一 タカ， 

釣瓶 女 本 生物 (1/^  J 106 
udancani 釣瓶の 如きな- 
uda-patta 水 鉢， 水盤 
udapana 力: 戶， 并， )iU|- 

Udapanadayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ゥ ダ、 パ ― ナ ダ 

—ャカ Ap  3 174 
Udapanadusaka-jataka ウダ、 パーナ ドゥーサ 

力 • ヂャ— タカ， 》iUI: 汚獨本 生物 i^ft  J  271 
udapana-panali 井樋 
udapana-sala 井堂 
uda-bindu 水滴 

Udaya ① 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ウダ、 ャ， 
優陀耶 ② 〔ティ ッサ佛 の 第二 比丘-〕 ウダ' ャ， 
上昇 ③ 〔王子， 王〕 ウダ ャ， 俊 陀耶， 11 陀耶 

④  〔傅。 王〕 優 陀耶， 鶴陀耶 =Uclayabhaclda 

⑤  〔阿！ #|11： 王の 子， 王〕 俊 陀耶, 俊陀耶 践陀， 
優陀— 夷践陀 ⑥ 〔一 lit 王〕 ウダ' ャ ⑦ 〔二世 王〕 
ウダ ャ ⑧ 〔三世 王〕 ウダ ャ ⑨ 〔セ— ナ 五世 
の 弟〕 ウダ ャ ®  〔人 1;':〕 ウダ、 ャ ®  〔經〕 優 
陀耶 S  7 12 

udavagamini  patipada 【5J 上 iii 
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Udena 


Udayaggadibodhi  〔, 舍〕 ウタ、、 ャ ッ ガ —ディ ボ 
一、、 

—アイ 

Udaya-jataka ウタ" ャ • ヂ ヤー タカ， 優 陀耶王 

子 本 生物 語 J  458 
udavatthagammi  panna 生滅 慧， 生滅の te， 

生滅に 通達す る慧， 起滅を 知る 智慧 
Udaya-panha=Udayamanava-puccha し經 J 優 

陀耶所 問 
udayabbaya 生滅， 興廢 

udayabbaya-nana=uclayabbayanupassana 生 

滅智 

udayabbava-dassana 生滅 Hi 
udayabbayanupassana 生滅 隨觀 
udayabbayanupassana-nana 生滅 隨 觀智， 觀生 
滅智 

Udayabhadda ① 〔傳 。 王子， 王〕 優陀 耶跋陀 
② 〔阿闍世 王の 子， 王〕 =UdSyibhadck ウダ、 
ャパ ッダ， 優陀夷 践陀， 懲陀 耶跋陀 ③ 〔王〕 
鬱陀 耶跋陀 〔羅 〕， 優陀夷 跋陀， 優 陀耶跋 陀== 
優 陀耶， 霧陀耶 

Udayabhadda   〔王女〕 ウダ ャパ ッダ、 一 

Laavamanavakapanha-niddesa 優 陀耶學 童 所 
問の 義釋 CNd 14 

Udava-manava-puccha=Udaya-panha  〔經 _j 優 
陀耶學 童 所 問 Sn  5 14 

Udaya=Udayabhacldri  〔王女〕 優 陀耶女 

udara  PJ, 腹 

udaracchavi 3S 皮 

udara-patala 胃 膜 

udara-vata 腹痛 

udaravatabadha 月 g 痛 

Udarasamyama-panho 胃 自 制の 問 Mil 4  〔4〕  6 
udariya 胃 物， 胃 *， 腹 *  〔三十 二 身分の 一〕 
udana ウダ'— ナ， 優 陀那， 憂 陀那， 烏 陀那， 

鄢 陀那， 無 問 自說， ゆ I 說， 自偶， 肉慶， 自頌， 

感興 語， 感慨 深い 偈， 歡喜 語， 頌文， 句經 

〔九分 敎の 一〕 
Udana ウダ、— ナ， 自說經 〔小 部經の 一〕 

Khuadaka  3 
Udanarii 〔經〕 優陀那 S  22  55 
udana-cratha 優陀那 の f{?j 


Udayin ① 〔比 J  ■  =Kaiudayin，  Laludayin ゥ 
ダー ヰ， 優陀 夷， 郞陀夷 ② 〔比〕 優陀 夷, 邬 
陀夷 ③ 〔婆， 塞〕 優陀夷 ④ 〔普 行矜〕 = 善 

生 優陀夷 

Udavi-bhadda=Udaya-bhadda,  Udaya  〔阿闍 

世の 子， 王〕 ウダ' ーヰパ ツダ， 優陀 夷跋陀 
Udayi-vagga 優 陀夷品 S  46  21-30 
Udayl  〔經〕 優陀夷 S  35 193  ：  46  30 
udasina 無關心 
udaharana 譬リ 
udukkhala ョ 
udukkhala-bhandika  frj 
udukkhalika  fa] 
udupana=udapana 井泉 

udumbara ① 〔樹〕 ウド ゥン パラ， 優 曇， 優 曇 
婆羅， 優 曇 跋羅， 優 曇 鉢， 優 曇 鉢羅, 優 曇、 華， 
憂 曇 鉢羅， 烏暫 婆羅， 烏 曇 婆羅， 烏 曇 跋羅， 
鬱曇 鉢羅， 無花果 ② 〔俱那 含佛の 菩提樹〕 ゥ 
ト 'ゥ ン パラ 

Udumbara  〔國〕 ウド ゥン パラ， 優 曇婆邏 
udumbara-kattha 優 曇 婆羅薪 
udumbarr.-khadika 優 曇 鉢 果食 〔#〕 
Udumbara-gamaka   〔池〕 ゥ ドウ ンパ ラガー マ 
力 

Ucluml)ara-jataka ゥ ト ゥン ハラ • チヤ 一 タカ， 

優 曇 婆羅本 生物 語 J  298 
Udumbaraphaladayaka    〔比丘の 譬瑜 經〕 ゥ ド 

ゥン パラ パ ラダ一 ャカ Ap  3  380 
Udumbara  〔王妃〕 優 曇婆羅 
Udumbarika-paribbaj akarama  fg§ 婆 邏梵志 女 

林 

Udumbarika-sihanada-suttanta ゥ ドウ ンノ、 リ 
力 • シ —ハナー ダ、 • ス ッ タンタ， 優 暴 婆趣師 

子吼經 D  25 
Udumbarika   〔梵志 女 林〕 ゥ ドウ ンパ リカ— 
Udena ① 〔比〕 ゥデ— ナ， 優 陀那， 優 陀延那 
〔譬喩 經〕 Ap  3  407 ② 〔ス マナ 佛の 侍者〕 ゥ 
デ— ナ， 上昇 ③ 〔王〕 ゥデ— ナ， 優 陀延， 憂 
陀 延那， 優塡， 優 塡那④ 〔塞〕 ゥデ— ナ， 
'お 陀延 ©  〔シ ッ ダッ タ佛の 父〕 ゥ デーナ ® 
〔傅。 下〕 優陀延 ⑦ 〔廟〕 ゥデ— ナ， 優 陀延， 
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Udena 


憂 園 

Udena-cetiya 憂 園廟， 優陀延 塔， 優 陀延祠 堂 
udda 獺~ 水 賴 

Uddaka-Ramaputta  〔仙〕 ゥ ク ダカ ラーマ プ ッ 

タ， 戀陀 迦羅? 2 子， 馨頭藍 弗， 優陀羅 羅^ 子, 
ラーマの 子なる ゥ ツ ダカ 

Uddako  〔經〕 優陀羅 S  35 103 

udda-camma ぼ 皮 

uddanda— uttanda,  uddhanha  5§庫 

udda-pota 水 照 ~照 

uddana 咂陀 南， 攝頌 

udda  pa 拔壁 

uddaraka  〔獸〕 ゥッダ 、一 ラカー 
uddala  〔樹〕 懲陀羅 

ud お laka  〔花， 樹〕 ゥッダ 、一 ラカ， 懲|; 它羅 
Uddalaka  〔苦行者〕 鬱 陀羅迦 
Uddalaka-jataka=Uddala-jataka ゥ ッ ダ一 ラ 

力 • チ 'ヤー タカ， 鬱 陀羅迦 苦行者-本 生物 語 J 

487 

Uddala-iataka=Uddalaka-jataka ゥッタ 一ラ • 
チ' ヤー タカ 

Uddaladayaka    〔比丘の 臂瑜 經〕 ゥ ッ ダ、— ラ ダ 

ーャカ Ap  3  250 
Uddalapupphiya    〔比 丘 のぞ T: 喻經〕 ゥッダ 、ーラ 

フ V ピャ Ap  3  364 
uddisati 誦す， 誦經す 
udfHsiipeti 經を 誦せし む， 說法を 請 ふ 
uddisika 指 > ^して 
uddekanika 釣瓶 

uddesa 說示， 敎示， 敎說， 說， 總說， 說明， 
說戒， 誦經， 說敎， 讀誦， 讀誦 法， 諷誦， 制 
規， 表標 

uddesa-bhatta 指定 食， 別 請 食 

Uddesa-vara 總說分 

Uddesavara-vannana 略 分 之釋 

uddesa-vibhanga 總說の 分別 

Uddesavibhanga-sutta ゥ ッデー サ ヰ' ハン ガ • 
ス クタ， 總說 分別 經 M 138 

uddesacariya 敎授 せる 阿閣梨 

Uddesika  〔塔 廟〕 ゥ ツデ ーシカ 

uddosita 小ん： 


uddhamgama-vata 上向 風， 上 行 風， 上 行の 風 
uddhamsota  akanitthagamin 上流し 般' JS": 紫」， 
上流^, 上流 般， 上流 色 究竟 天 行， 上流 阿迦 
滅吒 行， 上流 趣 阿 ^5!] 膩吒， 上流 至 色 究竟 あ-， 
上流 到 色 究竟， 上流 と な り て 色究竞 天に 到る， 
上流の 色 究竟に 往く もの 
Uddhakandaraka  〔情丫 ヶ〕 ゥッタ 、、カン ダラ 力 
Uddhakurari-i  〔村〕 ゥ ッ ダ、 ク ラ ソ 
UddhagamaCkrO  〔地名〕 ゥ ッ ダガー マ 〔力〕 
uddhagga-loma 身 毛 も 逆、 'ぐら， 〔身〕 毛の 上 靡 

〔三十 二相の 一〕 
Uddhaculabhaya    〔王子〕 ゥッダ 、チュー ラ一パ 
ャ 

uddhacca 掉擧 

uddhacca-kukkucca 掉侮， 掉擧惡 作， 掉 擧と惡 

作， 調 侮 〔五 蓋の 一〕 
uddhacca-kukkucca-nivarana おえ 擧感作 蓋 〔五 

蓋の 一〕 
uddhacca-cetana ォ早擧 思 
uddhacca-nivarana  ^^擧蓋 
uddhacca-sahagata 掉擧俱 行， 掉擧俱 
ucldhacca-sahagata-citta 掉擧|^1；行,し、 
uddhanha=uttancla,  uddanda 資庳 
uddhata 掉擧， 掉動， 掉悔 1^-， 掉 舉^， 掉擧せ 

る， 高慢 者 
ucklhata-avupasanta-citta 掉擧非 寂靜心 
uddhata-citta 掉擧' ll、 
uddhana 竈 

UddhanadvaraCkcO  〔村〕 ゥ 、ヌ ダ、 ナ ド ゥ ヴーラ 

Uddha-Panca  ゥッダ パン チヤ， 上部 五州 

uddham  aghatana 死後 
Uddhambhagiya  〔經〕 上 分 〔結〕 S  45 180 
uddhambhagiya-samyoiana 上 分 結 
Uddhambhagiya  〔經〕 順 上 分 結 A  9  70 
Uddhambhagiyani  〔經〕 上 分 〔結〕 S  47 102  ； 

48 128,  185；  49  54  ；  50  56, 110 
uddhara 負债 
uddharana 出時 

Uddhavapl  〔村〕 ゥ ッ ダワー ピー 
uddhara ① 〔動〕 ゥ ッダ、 —ラ ② 齊限時 
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Upatthita-sati 


uddhumataka 膨脹 相  ' 
Uddhumataka  〔徑〕 隨脹 S  46  61 
uddhumataka-sanna 脹膨 想， 膨脹 想， 隨脹想 
udraya 效果 
undura 鼠 

undura-khayita 鼠嚼 Dl'〕 

unnaka  〔植〕 ウンナ 力 

unnati  [ffj 慢， 咼貝 

Unnamaka  〔ダ、 ミラ 人〕 ウンナ マ 力 

unnala,  unnala 高慢， 僑慢， 高慢なる， 虚誇， 

傲慢， 尊大， '睛 傲， 不遞， 心 騒がしく 
Unnala  〔尼〕 ウンナ ラー 
Unnavalli  〔精 舍〕 ウンナ ヴ ッ リ 
unnahana  ll 絡 

Upaka ① 〔外， 比〕 ゥパ 力， 優 波 逆 ② 〔外〕 

=Mandikaputta ゥパ 力， 優波迦 
Upakarhsa  〔王子〕 ゥパ カンサ 
upakacchaka 大便 所 

Upakancana-kumara    〔苦行お-〕 ウノ 《 カン チヤ 

ナ クマ— ラ， 金 次 童子 
upakara 補佐役， 援助 者， 利益， 助成， 助 味 
upakara  punna  fS の 助成 
upakara-mitta 援助の 友 
upakann 堡 S 
Upakari 〔都〕 ゥパ カーリ— 
upakare  nanarii 禾 智 し'' 、稀」 
upakkama 修' /台 
upakkama-dhatu 逼切界 
upakkama-marana 災橫タ E 
upakkitaka 小 ォき 

upakkilesa 隨煩慘 ， 隨染， 汚獨， 垢穢， 塵始， 

Upakkilesa-sutta ゥパ ツキ レ一 サ • ス ッタ， 隨 

煩 >f4 經 M 128 
upakkosati 非難す 
upagamana 著 手 
Upagutta  〔比〕 優 波瑰多 
upagganha 執 持 
upaghata 惱害 
upaghataka 破損 
upaghatika 連き 


Upacara  〔王〕 ゥパチ ヤヲ， 鄢 波遮羅 
upacara 擲石所 及 所， 近郊， 近 分， 近 行 
upacaraka-mahamatta 侍從大 
upacara-bhavana 近 行修習 
upacara-bhumi 近 行 地 
upacara-samadhi 近 fife 
upacarasamadhi-bhavana 近 tlfe 修 1*^ 
Upacala  〔比〕 ゥパ チヤ ーラ， 優':' 遮羅 
Upacala ① 〔尼〕 ゥパチ ヤーラー， 優 波遮羅 ② 

〔プ ッ サ佛 の 第二 比丘尼〕 ゥパチ ヤーラー， 

近 動 ③ 〔ス マナ 佛の 信女〕 ゥパ チヤ —ラー， 

近 動 ④ 〔經〕 優 波遮羅 S'  5  7 
upacika 蟻， 白蟻， 白 蛾 * 
upacika-khayita 白蟻 嚙 〔布 j 
Upacela   〔ィ專 。王〕 ゥパチ ユーラ 
Upajotiya し 人」 ゥパ ナョー ティ ャ 
upajjha=upajjhaya 和 上， 和尙， 親 敎師， 戒師 
upajjhaya=upajjha 和 上， 和尙， 親 敎師， 戒師 
Upajjnaya   〔入〕 ゥパ クチャ一 ャ 
upajjhaya-matta 和尙に 等しき 人， 和尙 程度の 

人 

upajjhayf-lesa 和 尙似 

upajjhaya-vatta 和尙に §寸す る 承 事 V  2  a 1, 25 
Upajjhayavatta-bhanavara 和尙 承事誦 品 V  2 

a 1, 25〜30 
upajjhaya-sama 和 尙に 等しき 者- 
upajjhayanam  saddhiviharikesu  vattam 和 jV'] 

の 弟子に 於け る 儀 法 
upatthaka 侍 #， 侍 僕， 常 侍， 'ぉ隨 弟子， 奉 事 

看護 者， 看護人 
upatthaka-kula 情 越 家， 檀 越の 家， 特信家 
upatthana 現 起， 顯現， 近 住， 近事 
Upatthana  〔經〕 看護 S  9  2 
Lipatthana-sara  fa 

upatthana-sala 侍者 堂， 勤行 堂， 集會 所， 集會 

堂， 講堂， 供養 堂 
Lipattnapana 
upatthapeti 給仕す 

Upatthayaka  〔比 の 譬喩 經〕 ゥパッ ター ャカ 
Ap  3  286 

upatthita-sati 念 現前， 念 現前 者-， 念 現在 前せ 
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Upatthit; 


る， 存念， 專念， 持 念， 住 念， 具 念， 正 念 者， 
正 念 あり， 正 念 樹立 f;-, 不忘 念， 確立せ る 念 

upatthita-satita 專念 性， 念 現前 

upatthitasati  sampajana 住 念！ £ 知 

upatthita  sati  asammuttha 確乂 不銪 L の 念 

Upaddha  〔經〕 半 S  45  2 

Upaddhadussadayaka  〔比丘の 臂喻 經〕 ゥパッ 
タ'、 ド ゥ クサ ダーャ 力 Ap  3  492 

upaddha-patha 半路 

upaddharanga 牛身の舞^|1] 

upaddhasana 半 座 

Upanlta   〔辟〕 ゥパ 二一 タ 

upatitthati 給仕す 

Upatisa-pasina  (A) 〔經〕 優 波 帝沙問 

Upatissa  (D  〔佛〕 ゥ パティ ッサ， 郞 波底沙 ② 
〔辟〕 ゥ パティ ッサ ③ 〔外， 比〕 ゥ パティ ッ 
サ， 優 波 帝須， 優 波 帝沙， 優 波 提舍， 優 波 室 
沙， 優 婆 帝 ^=Sariputta ④ 〔比〕 ゥ パティ v 
サ ©  〔相承 比丘〕 ゥ パティ クサ， 優 波帝須 
⑥ 〔一世 王〕 ゥ パティ ッサ⑦ 〔二世 王〕 ゥパ 
ティ ッサ⑧ 〔シラー カー ラ 王の 末子〕 ゥ パテ 
イツ サ⑨ 〔大臣〕 ゥ パティ クサ， 優 波帝須 
®  〔村， 都〕 ゥ パティ ッサ， 優 波帝須 

Upatissa  〔撟陳 如佛の 上足 尼〕 ゥ パティ ッ サ—， 
優 波帝沙 

Upatisso  〔經〕 優 波低沙 S  21 2 

upatthambha 支持 

upatthambhaka 支持 

upatthambhakaC-kammaJ  ：5； 持 〔業〕 

upaddava 禍， 害， 災横， 厄 事， 困 厄 

upadduta 累 せられ 

Upaddutarh  〔經〕 所累 S  35  51 

upadhana 枕 

upadharana ① 確 持 ② 搾乳 涌， 乳 桶， 乳 器 
upadhi ゥ パディ， 依， 依 著， 億 波提， 有 依， 依 

身， 本質， 有 質， 所 依， 生の 素質，' ほ 偶 依， 餘依 
upadhikkhaya 依の 滅， 依の 滅盡， 所依滅 盡， 

諸 依盡き 
upadhi-patinissagga 依の f も— 離 
upadhi-viveka 依 遠 離 
upadhi-vepakka 依! |i 

( 


upadhi-sankhaya 諸 依盡 き， 所 依 滅盡， 依の 滅， 
依の 滅盡， 依 滅盡, 依 身の 滅, 煩' If^ の 依 を盡し 
upadhi-sukha 依樂 

Upananda ① 〔辟〕 ゥパ ナンダ、 ② 〔釋 子， 比〕 
ゥパ ナンダ， 優 波 難陀， 跋難陀 ③ 〔將 軍〕 ゥ 
パ ナンダ， 跋難陀 ④ 〔傳。 轉輪 王〕 優 波難陀 
©  〔龍王〕 優 波 難陀， 跋難陀 

Upananda-Sakyaputta  〔比〕 優 波 難陀釋 子， ^ 

難 陀釋子 
upanayana 八 法式 
upanayhati 怨念 あり， 恨む 
upanaha  '|ぉ 

Upanaha  〔章〕 恨 A  8  〔10〕  5 

upanahin 恨 ある， 恨 〔^；-〕， 恨 を 懐く お-, 有 

恨， 怨恨 荐， 怨教 
Upanahi  〔經〕 有 恨 S  37  6 
upanikkhipana 安 殺 具 
upanikkhepa 抵當物 
upanijjhayati 嫉妬に 燃える 
upanidhi  '^'sy 

upanibandha-gocara  jirf^fTiM 
Upanisa  〔經〕 所 依 A 11 3-5 
upanisa 所 依， 因， 基， 緣， 臂類， 方便， 近習 
Upanisa ① 〔經〕 緣 S 12  23 ② 〔經〕 所 依 A 
10  4 

Upanisinna-vagga 侍 坐 品 S  23  35〜46 
upanissaya ① 近 依， 親 依， 强き原 W ② 機根 
upanissaya-gocara 近 依 ィ了蹈 
upanissaya-paccaya 親 依 ||: 緣， 親 依緣， 近依緣 

〔二十 四緣の 一〕 
upanissayapaccaya-niddesa 親 依 ||"'?^ ま 
upanissita  ik  Wti 
upanissaya 依 止して 
upanita 誰 旁 
Upanemi  〔辟〕 ゥパ ネー ミ 
upaneyya 導 引;^' 

Upaneyya  〔經〕 導かる る もの S 1 3 
upapajjati 往生す 

upapajjavedaniya  kamma 順せ 受業， 次 生 受^ 
upapatti 牛. 起， 再生， 轉生 
upapatti-deva 生起 天， 出生 天 


Upasampada 


upapatti-bhava-^  uppatti-bhava 再 有， 起 有, 
生 有 

upapattiya  suddhi 生に 依り て 淸淨ぁ り 
upapanna 生起 も 

upa-parami 近 波羅蜜， 近 小 波羅蜜 

upapisana  料 

upapilaka  Qcamma〕 妨害 〔業〕 

upama 譬喩， 比! 譬， 喩 

Upama-panho 譬瑜問 Mil 5 1~8 

upaya 近著， 近著 者， 牽引 

Upayanti  〔經〕 膨脹 S 12  69 

upayana 獻 上品 

upayoga 對格 

uparajja 副 王位 

uparata 板静 

Uparama  〔パ ヅ ゥ マ佛の 第二 比丘尼〕 優 波羅摩 
Uparicara  〔王〕 ゥ パリ チヤ ラ 
Uparittha ① 〔辟〕 ゥ パリ ッ タ， 婆利吒 ② 〔比〕 
ゥ パ リ ッ タ 

Uparipannasaka 後 五十 經 〔相應 部經〕 S  22 
103-158 

Upari-pannasa ゥ パリ • パンナ ーサ， 後 分 五十 
經篇 〔中部 經〕 M 101〜152 

upan-pannasaka=  Jpari-pannasa 後 分 五十 
〔經〕 

UDan-paboata 山頂 
uparibhaddaka  ウノ ミリン ミツ ず 

uparibhava-panyava 上 丹の 
Upanmandakamala-vasin ウノ ミ リ マンタ、、 力 マ一 

ラ住 〔者-〕 

Uparimandalaka-malaya  〔地名 I ゥパ リマン タ、、 

ラカ • マラ ャ 
uparima  disa  samana-brahmana 上方 は 沙門 

婆羅門 
upanvehasa-Kuti 階上 
Uparuci  〔傳 。轉輪 王〕 ゥ パル チ 
upalapeti 慰撫す 

Upavattana ① 〔林〕 ゥパ ヴ ッ タナ， 想跋單 ② 
〔地名〕 

Upavattana-salavana 恝跋 きー 沙羅林 
upavadati 罵 * す 


Upavana ① 〔比， 佛の 侍者〕 ゥパヴ ーナ， 優 
波 摩 〔那〕 ， 優 波 婆那， 優 和逗， 優 婆摩那 〔譬 
瑜經〕 Ap  3  22 ② 〔ァノ  —マ ダ ッ シ —佛の 
子〕 ゥパヴ —ナ ③ 〔經〕 優 波窜那 S 12  26 
®  〔經〕 優 波婆那 S  35  70  @  〔經〕 優 波 摩 
S  46  8 

Upavala  〔比〕 ゥパヴ 一ラ 
upavasa 斷食 
upavicara 近 打 
upavijanna 

upasagga ① 禍， 災患， 災， 過 患 ② 〔病〕 ゥ 

パ サ ッ ガ 
upasankamati 來 詣 す， 往 詣 す 
upasaihkamana 往 § 旨す る こと， 來 詣 
upasanta 寂靜， 寂靜 者， 靜淑者 
Upasanta ① 〔ァ ッ タダッ シ―佛 の 第二 弟子〕 

ゥパ サン タ， 安息 （D=Upasannaka  〔毘沙 浮 

佛の 侍者〕 ゥパ サン タ， 近 寂， 寂滅 
Upasannaka=Upasanta  〔毘舍 浮佛の 侍者〕 寂 

滅， 近 寂 

upasama 寂靜， 寂 止， 止 息， 安息， 休息， 寂 
寂 

Upasama  〔經〕 寂靜 S  48 19 
upasama-rati 寂 靜の樂 

upasama-sukha 寂靜 の樂， 寂 靜樂， 寂 止の 樂， 

iL'Ci  、： 

Upasama  〔尼〕 ゥパ サマー， 寂靜 

upasama dhitthana 寂靜 住處， 止息處 〔四 住處 

の 一〕 

upasamanussati 止息隨 念， 寂止隨 念， 念 休息， 

寂靜念 〔十隨 念の 一〕 
upasampada-mamgala 受戒 道場， 受戒 會 
upasampada 具足 戒， 具足， 進 具， 進入， 受戒， 

受具， 授戒 
Upasampada  〔經〕 具足 戒 A 10  33 
upasampada-kamma 具足 戒簿 fe, お 具离磨 

V  2  a 1, 76 
upasampadacariya      具足せ る 阿闍梨 
Upasampadadetabba-chakka  solasa-vara 具足 

戒を授 く る 六 分 十六 事 品 
Upasampadadetabba-pancaka  solasa-vara 具 
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Upasampada 


足 戒を授 く る 五分 十六 事 品 
Upasampada -vagga     圓品 A  o  251〜271 
upasampanna 已 具足 者， 受具 者， 受戒 者- 
Upasampanna-panho 佛は 具足 戒を 受けた り や 

の 問 Mil 2  〔6〕  5 
upasampadeti 具足 戒を投 く 
Upasagara  〔王子〕 ゥパサ —ガラ 
Upasala  〔パヅ ゥマ佛 の 第二 弟子〕 ゥパサ ーラ， 

優 波沙羅 

Upasalaka,  Upasajhaka  〔傳 c 婆〕 ゥパサ 一ラ 

力， ゥパ サール ハカ 
Upasalha-jataka ウノく サー ノレ ノヽ 《チ ヤー タカ, 

ゥパ サール ハ 婆羅門 本 生物 語 J 

Upasiri  〔宮殿〕 ゥパ シリ， 近榮 

Upasidarin  〔辟〕 ゥ" シ —ダリ— 

Upaslva  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ゥ パシー ヴ， 

優 波 私 婆 〔譬 經〕 Ap  3  402 
Ijpasiva-pafiha= し pasIvamSpava-puccha  〔經 1 

優 波 私 婆 所 問 = 優 波 私 婆 學童所 問 
Ijpasivamanavakapanha-niddesa 優 波 私 婆學童 

所 問の 義蘀 CNd  7 
し pasivamapava-puccha=LJpasiva-pafiha  〔經〕 

優 波 私 婆 學童所 問 Sn  5  7 
Upasumbha  〔佛〕 ゥ パス ンパ， 近 倒 
Upaseni  〔王女〕 ゥパセ 一二  — 
Upasena ① 〔比〕 ゥバセ ーナ， 優 波 斯那， 優 

波 先那， 烏 波斯那 ② 〔スヂ ヤー タ佛の 子〕 ゥ 

バセ— ナ， 近軍③ 〔經〕 優 波先那 S  35  69 
Upasena- v'angantaputta  〔比」 ウノ ミセ一 ナ • ヴ 

ン ガン タブ ッタ， 優 婆斯那 朋健陀 子， 優波斯 

那^ 撻多 子， 優波斯 婆擅提 子， 優 波 斯那婆 擅 

提子， 優 波 先那婆 擅提子 〔譬 經〕 Ap  3 17 
Upasena  〔ティ ッサ怫 の 信女〕 ゥパセ —ナ— 
Upasona  〔橋 陳如佛 の 信士〕 ゥバソ —ナ 
Upasona  〔ス マナ 佛の 第二 比丘尼〕 ゥバソ —ナ 

一， 優 波輸那 
upassattha  [fg せ ら る 
Upassattham  〔經〕 所權 S  35  52 
upassaya 圧;^ 

Upassayam  〔經〕 止住處 S 16 10 
Upassaya-dayaka-vimana 住家; 者-天 宮 Vv  68 

( 


upassuti 屛聽 

Upassuti  〔經〕 侍 聞 S  35 113 
upahacca-parinibbayin 生般 涅槃， 損害 般 涅槃， 

除般 涅槃 〔五不 還の 一〕 
upahatindriya 敗 根 

Upagatabhasaniya    〔比丘の 譬 Pit く經〕 ゥパ一 ガ 

タ バーサ ニヤ Ap  3  269 
upada 取 著 

Upada-duka 所 造 二 法 Duka  67 
upadaduka-kusalattika 所 造 二 法 善 三 法 

Duka-tika  76 
upada-dhamma 所 造 法， 所 造 性 法 
upadana ① 取， 取 著， 執著， 執 取 ② 薪 素. 

燃 素， 燃料 

Upadana  〔經〕 取 S 12  52  ；  22 121 ； 38 12  ； 
45 173 

Upadanam ① 〔經〕 執 取 S  35 110 ② 〔經〕 

取 執 S  35 123 
Lpadanam  parivattam  〔經〕 取き S  22  56 
Upadanakkhandha  〔經〕 取 繭 A  9  66 
upadanakkhaya 取 〔蕴〕 の盡， 取 〔蕴〕 の滅， 取 

〔蕴〕 の 滅盡， 取盡， 執著の 盡 
uoadanakknayadhimutta 取盡 1 ぎ 解 
upadana-gocchaka 取聚 

upadanagocchakaduka-hetuduka 取 群 二 法 因 

二 法 Duka-duka  46 
Ijpadana-ceva-upadana-sampayutta-duka 取 取 

相 應ニ法 Duka  73 
upadana  ceva  upadana-sampavutta  dhamma 

取 取相應 法， 取 法に して 取相應 なる 
Upadana-ceva-upadaniya-duka 取顺取 二 法 

Duka  72 

upadana  ceva  upadaniya  dhamma 取 順 取 法， 
取 法に して 順 取なる 

upadana  c'eva  dhamma  upadana-sampavutta 
ca 取 法に して 取相應 なる， 取 取 相應法 

upadana  c'eva  dhamma  upadaniva  ca 取 法に 
して 順 取なる， 取 順 取 法 

Upadana-duka 取 二 法 Duka  69 

upadanaduka-kusalattika 取 二 三 法 Duka- 
tika  78 


Upayasa 


upadana  dhamma 取 法 

upadanavippayutta  anupadaniya  dhamma 取 

不相應 非 順 取 法， 取 不相應 法に して 不順 取な 
る 

upadanavippavutta-upadaniya-duka 取可ヽ f 曰 fe 

順 取 二 法 Duka  74 
upadanaviDDayutta-upadanivaduka-kusalattiKa 

取 不相應 順 取 二 法 善 三 法 Duka-tika  83 
upadanavippavutta-upadaniya  dhamma    jft^ ヽ 

相 應順取 法， 取 不相應 法に して 順 取なる 
upadana-vippayutta  dhamma  ^可 ヽ个' 目 J!fe& 
upadana- vippayutta  dhamma  anupadaniva 取 

不相應 法に して 不順 取なる， 取 不相應 非 順 取 
法 

upadana-vippavutta  dhamma  upadaniya  •tSi 不 

相應 法に して 順 取なる， 取 不相應 順 取 法 
UDadana-sampavutta    c-eva   dhamma  no  ca 
upadana 取相應 法に して 非 取なる， 取相應 
非 取 法 

upadana-sampavutta  c'eva  no  ca  upadana 
dhamma 取 相 應非取 法， 取相應 法に して 非 
取なる 

Upadanasampavutta-duka 取 相 應ニ法 Duka 
71 

upadanasampavuttaduka-kusalattika 取ネ 目. fell 

法 善 三 法 Duka-tika  80 
upadana-sampayutta  dhamma 取 相隱法 
upadaniva  c  eva  dhamma  no  ca  upadana   |i ほ 

取 法; こして 非 取なる， 順 取 非 取 法 
upadaniya  ceva  no  ca  upadana  dhamma 順 

取 非 取 法， 順 取 法に して 非 取なる 
Upadaniya-duka 順 取 二 法 Duka  70 
upadann-aduka-kusalattika 順 取 二 法 善 三 

Duka-tika  79 
upadaniya  dhamma 取 法， 順 取 法， 執 取す ベ 

き 法， 所 取の 法 
UDadanupadana-sampavuttaduka-kusalattika 

取 取 相 應ニ法 善 三 法 Duka-tika  82 
upadanupadaniyaduka-kusalattika 取 順 取 二 法 

善 三 法 Duka-tika  81 
upadapannattanuyoga 所 依 施設 問 

( 


Upadaparitassana  〔經〕 取 著 恐懼 S  22  7,  8 
Upadaya  〔經〕 執 取 S  35 105 
upada-rupa 所 造 色 

upadinna=upadinna 已取， 有 執受， 執受 
upadinna-upadaniya 已取順 取， 已取所 取， 執 

受有取 

Upadinnattika 巳 取 三 法 Tika  4 
Upadinnattika-vannana 已取三 法之釋 
Upadinna-duka 已取ニ 法 Duka  68 
upadinna  dhamma 已取 法， 有 執受法 
upadinna-rupa 執受 色， 已取色 
upadinnupadaniya 執受有 取， 已取所 取， 已取 
順 取 

upadinnupadaniya  dhamma 已取順 取 法， 已 
取 所 取 法 

upadinna=upadinna お 執受， 已取， 執受， 有 

生物 

upadmnattika-kusalattika 已取三 法 善 三 法 

Tika-tika  24 
upadmnattika-saranaduka 已取三 法 有 雾ザ 二 法 

fika-duka  76 
upadinnattika-hetuduka 已取三 法 因 二 法 Tika- 

duka  4 

upadmnaduka-kusalattika 已取ニ 法 善 三 法 

Duka-tika  77 
upadinna  dhamma 有執受 法， 已取法 
upadmna  mano 高 貢 心， 執受意 
upadinnupadaniyattika 已取順 取 三 法， 已取所 

取 三 法 

Upadiyamano  〔經〕 取 S  22  63 
upadisesa 餘依， 有餘， 有 依， 餘取， 殘餘 
upaya 方便， 近， 近 倚， 封; 'f， 封滯 者， 善 巧 * 
Upaya  〔經〕 封 滞 S  22  53 
upaya-kusala 方 に 巧 
upaya-kusalata 方便 善 巧 
upaya-kosalla 方便 善 巧 〔三 善 巧の 一〕 
upaya-kosalla-nana 方便 善 巧 智 
upaya-paflflS 方使智 
upaya-panggaha-nana 方便 攝 取の 智慧 
Upaya-vagga 封 滞 品 S  22  53-62 
upayasa 滔， 愁， 煩勞， 失望， 絕望， 悶 


Upayasa 


upayasa-dhamma 條法 

uparambha 攻擊， 論詰， 難詰 

uparambha-citta 怨 める 心， 難詰 心 

uparambha-cittata 難き 吉' し、 

Upali ① 〔比， 持 律 第一〕 ゥ パーリ， 優 波 離， 
優 波 利 〔譬 瑜經〕 Ap  3  6，  41 ② 〔セィ ン 
の 相承 比丘〕 ゥ パーリ， 優 波 離 ③ 〔セィ ロン 
に敎 圑を傳 へたる シャム 園 比丘〕 ゥパ— リ④ 
〔十七 群 童子の 一人〕 ウバー リ， 優 波離⑤ 
〔尼 乾の 徒， 塞〕 ゥ パーリ， 優 波 離 ⑥ 〔經〕 
優 波 離 A 10  99 

Upalitthapana  〔經〕 優 波 離 遮說戒 A 10  31 

Upali-pancaka  〔章〕 優 波 離 （問） 五 法 V3 15 

Upalipuccha-bhanavara 優 波 離 所 問誦 V  2  a 
9. ト 4 

Upali-vagga 優 波 離 品 A 10  31〜40  ；  Ap  3 
4 丄〜 50 

Upali-suttanta ゥ ハー リ • スッ タンタ， 優 波 離 

經 M  56 
Upali  〔尼〕 ゥ パーリー 
upasaka ゥ パー サカ， 優 婆 塞， 信士， 信 男 
Upasaka-vagga 優 婆 塞 品 S  7 11-22  ；  A  5 

171 〜 180; 10  91 〜： 100 
upasana  <^ 射 

Upasabha  〔辟〕 ゥパ— サパ 

upasika  g 婆 夷， 信女 

Upasika  〔經〕 優 婆 夷 A 10  203，  204 

Upasika -vihara 優 婆 夷精舍 

upahana-jataka ウノ、  — ノヽナ ，チヤ 一 タカ, 半 

履 本 生物 語 J  231 
upahamatthaviKa 履 袋 

Upahanadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ウバー ハナ 

ダーャ 力 Ap  3  256 
Upahana-vagga 革 履 品 J  231〜240 
upahana 履， 履物， 草鞋， 上靴， 革 履， 賊 
Upekkhako  〔經〕 捨 S  40  4 
upekkhako  viharati      こ して 任し 
upekkha=upekha   fj^,  ^^心 
Upekkha         拾 S  28  4  ；  46  65 
upekkha-nimitta  ^^相, 括 因 
upekkhanubruhana 括の 隨增 

( 


upekkha-parami 捨 波羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
upekkhaphala-samapatti 捨 架き 至 
upekkha-brahmavihara 捨梵庄 =捨 無量 
upekkha-bhavana 捨の修 習 VM  9  4 
ucekkharammana-sukha 捨緣染 
Upekkhasamannagata-katha 捨 具足 論 KV  4  5 
upekkha-sambojjhanga=upekha-sambojjnanga 

捨覺 支， 捨等覺 支， 捨の覺 意， 行 捨覺支 
upekkha-sanna 捨想 
upekkha -sahagata 拾俱 行， 捨俱 
upekkhasahagata-ahetuka-manovinnana-dhatu 

捨俱無 因 意識 界 
upekkhasahagata-uddhacca-sampayutta 捨仏 

行掉擧 相應， 捨倶掉 擧相應 = "掉擧 俱心 
upeKkhasahagata  citta=upekhasahagata-ceto 

捨俱 心， 捨俱行 心， 捨と俱 なる 心 
upekkhasahagata-jnana 捨俱 1 し， 
uoekkhasahagata-nana-vippayutta         智刁 ヽネ目 

應， 捨 俱行智 不相應 
upekkhasahagata-nana-sampayutta 捨俱 17 も。 

相應， 捨倶 智相應 
uoekkha-sahagata-aitthigata-vippayutta 捨|^\ 

行成 見不 相應， 捨俱惡 見 不相應 
upekkhasahagata-ditthigata-sampayutta 捨倶 

惡見 相應， 捨俱 行成 見相應 
upeKkha-sahagata-dhamma  f£ 俱 打法 
upekkhasahagata  paritta-kiriya 抬 fetl 小 唯 作 
upekkhasanagata-vicikiccha-sampayutta 捨 f 艮 

行 疑 相應， 捨倶疑 相應， 捨 俱行猶 豫相應 
upekkhasahagata-santirana      俱推 lil: し' ll、 J 
upekKhasahagata-samadhi 捨俱ぁ 捨^^^行定 
upekkhasahagata  panna 捨俱ィ 丁 慧， 倶 〔慧〕 
upekkhasahagata-hetuka-kiriya 捨俱無 因 唯 作 
upekkha-sukha 捨樂 
upekharh  bhavayati  化修' きす 
upekha=upekkha 抬， 捨心 
upekha  kusalanissita 善ネ目 應の捨 . 
upekha  ceto-vimutti 捨' ll、 解, 脫 
upekha-thanlya 順捨處 
upekha-dhatu 惜界 
upekha -nimitta 捨因， 捨相 


Uppalavanna 


upekha-sambojjhanga=upekkha-sambojjhanga 

捨等覺 支， 捨覺 支， 行捨覺 支， 捨の覺 意 〔七 

覺 支の 一〕 
upekha-sahagata 捨俱， 捨俱行 
upekhasahagata-ceto 捨俱行 心， 捨倶 行の 心， 

捨倶 心， 捨と俱 なる 心 
Upekhasahagata-duka 捨倶行 二 法 Duka  92 
upeKhasahagataduka-kusalattika 捨俱 二 法 善 

三 法 Duka-tika 101 
upekhasahagata  sanna-manasikara        と {^行 

する 想 作意 

upekhasahagata-samadhi 捨俱 TT 疋， 俱疋 

upekhmariya 捨根 

upeKnupavicara 括 近 1 ョ J し 六 ffij 

uposatha 布薩， 布 薩會， 布薩 日， 齋戒， 八齋 
戒， 齋日， 說戒 

Uposatha ① 〔辟〕 ゥポ— サタ ② 〔王〕 ゥボ 
一 サタ， 烏 逋沙多 ③ 〔王子〕 ゥボ— サタ， 布 
薩 ④ 〔象 王〕 ゥボ— サタ， 布薩， 布薩陀 ® 
〔園〕 ゥボ— サタ ⑥ 〔經〕 布薩 S  29  3-6; 
A  8  20 

uposatha-kamma 布薩親 磨， 布薩 儀式， 布 

行， 布薩 業， 布 薩の業 
Uposatha-kula    〔家〕 ゥポ— サ タクラ， 布薩種 
Uposathakkhandhaka 布 薩徤度 V  2  a  2 
Uposathakkhandha-bhanavara 布 薩徤度 g 甬品 
uposathagga 布 K 堂 
uposatha-ghara 布！^ 堂 
uposathanga 八 齋戒， 布薩 支， 布 薩支分 
uDosatha-divasa 布薩曰 
uposatha-pamukha 布薩! 虔 
Uposatha-vagga 布薩品 A  8  41~50 
uposatha-samyutta 布 薩相應 
Uposatha-sutta 布薩經 
Uposatha  〔夷， 死後 生 天〕 ゥ ボー サ ター 
uposathagara 布薩 堂， 布薩室 
Uposatha-vimana ゥボ— サタ— 女天宮 Vv  24 
uposathika ① 布薩苕 ② 布薩食 
uppakka  okilini  okirim  itthi 炒られ 炎ら れ煤 

けし 女 

Uppajjana-janana-panha 再生す る 者-は 再生す 


べしと 知る やの 問 Mil 2  〔5〕  9 
ijppajj  ana- vara 生 分 
uppajjamana  khan  a 現生の 刹那 
uppanduppandukajata 黄 巴と なる 
Uppatika  〔經〕 生 S  48  40 
uppatti ① 生起， 生處 ② =upapatti 轉生， 再生 
Uppatti-katha 生 阿羅漢 論 KV  4  2 
uppattikkama 生起の 順序 
uppatti-citta 生'!!、， 生起 'il、 
uppatti-deva 出生 天， 生起 天 
uDpatti-patiiabhika  samyojana 生得 結 
uppatti-bhava=upapatii-Dhava 生 有， 起ち， 

再 有， 再起 有 
uppattesiya  citta 生' し、 
uppatha 非道， 邪道， 悪道 
Uppatha  〔經〕 非道 S 1 58 
uppanna 再 玍， 匕 生 
Uppannattika 已生三 法 Tika 17 
uDpannattika-kusalattika  ti 生 三 fis; きョお 

fika-tika  37 
uppannattika-saranaduka ビ生三 法 有 g 爭ニ法 

Tika-duka  89 
uppannattika-hetuduka ヒ生三 法 因 二;'; t; lika- 

duka 17 
uopanna  dhamma 巳 生 法 
Uppanna  〔經〕 生 S  46  9, 10 
uppala  〔花〕 ゥッ パラ， 優 鉢羅， 優 鉢 花， 鬱波 

羅， 靑蓮， 靑 蓮華， 黄 蓮華， 睡蓮， 水 蓮， 蓮華 
Uppala ① 〔辟〕 ゥツ パラ ② 〔プ ッ サデ— ヴ戰 

士の 父〕 ③ 〔宮殿〕 
Uppalaka  〔地獄〕 ゥッ パラ 力， 靑蓮， 靑 蓮華， 

蓮華 

Uppalaka-niraya— Uppala-niraya 靑 jif 地獄 
uppala-gandha  *連 牵杳， 優鉢^#% 
uppalaganaha-paccatthika 乾 陀賊怨 家 
Uppaladayika  〔比丘尼の 譬 瑜經〕 ゥ ツバ ラダー 

イカ  一 Ap  4  33 
Uppala-nirava=lJppaiaka-niraya 靑 地 jgi^ 
uppala-mala 優鉢羅 華鬉， 靑蓮 華鬉， 蓮華の 華 

鬉 

Uppalavanna  〔祌〕 ゥッパ ラヴ ンナ， 蓮華 色 = 
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Uppalavanna 


毘紐拏 

Uppalavanna ① 〔尼〕 ゥッ ハラ ワン ナ一， 優 
鉢羅 色， 蓮華 色， 蓮 花色 〔譬" ^經〕 Ap  4 19 
② 〔王女〕 ゥッ パラ ヴ ン ナ—， 蓮華 色 ③ 
〔經〕 蓮華 色 S  5  5 

Uppala-vithi 蓮華 街 

uppala  satapatta  "S 集 j4 牵 

Uppalahatthiya  〔比丘の 譬 喻經〕 ゥ ッ バラ ハ ッ 
ティ ャ Ap  3 103 

Uppala  〔ァ ノーマ タ'、 ッ シ 一佛の 信女〕 ゥッ パラ 

uppalini 靑蓮 池， 靑 蓮華 池， 靑 蓮華の 池 林 
uppataka 

uppata— uppada 天變 地異 判 ^ 

uppada ①生， 生起 ② 吉凶の 兆， 變事， 兆 相 

の 占 ひ， 前兆 占， 豫占， 天變 地異 判斷 
Uppada  〔經〕 生 S  48  59，  60 
Uppadam  〔經〕 生 S  22  30 
uppadakkhana 生 刹那 
Uppada-nirodha-vara 生滅 分 
uppada-lakkhana 生 相 
Uppada-vara 生 分 

Uppada-samyutta ゥ ク ノ、一 タ、、 • サン ュ ッ グ， 

生相應 S  26 1-10 
uppadagamana 變事發 生 
uppadi  dhamma 當生 法， 生起 法 
uppadin 可 生， 當生 
Uppade  〔經〕 生起 S  45 14， 15 
uppadetabba 生ぜ しめらる へ ざ 
Uppadetabba  〔經〕 應起 A 10 149， 193 
Uppadena  〔經〕 生起に よりて S  35  21, 22 
Uppado  〔經〕 生起 S 14  36 
Ubbari  〔王妃〕 ゥッ パリ—， 懇婆利 
Ubbarl-petavatthu  ^婆 利 鬼 事 Pv  2 13 
Ubbari-vagga 鬱婆利 品 〔餓鬼 事經〕 Pv  2 
ubbahika 斷事人 
Ubbahika  〔經〕 斷事人 A 10  32 
Ubbahika-vagga 斷事 人品 V  3 15,  9 
ubbigga 倦厭， 驚愕 
Ubbiddha  〔傳 C 轉輪 王〕 ゥ ッ ビ ッ タ、 
Ubbiri  〔尼〕 ゥッ ビリー 

( 


ubbilla 歡喜 

ubbega  piti 踊躍 喜 

Ubbhataka  〔公會 堂〕 ゥッパ タカ 

ubbhatthaka 常 立 行者， 常 立お •， 常 直立 者， 

住 立 行^, 直立 排座行 
ubbhamukho  bhunjati    口 を 仰け て 食す 
ubbhida-lona 厨房 驟， 厨顯 
ubbhidodaka 深 泉， 泉 
ubhato-kaja 大萍 

ubhatokotika-panha 兩刀 論法， 兩^ 性の 窮問， 

r'.R 端 を 有する 問 

ubhato-pannatti 兩部衆 制 
Ubhatobhattha-jataka ゥバ トー ハッタ • チヤ 

一 タカ， 二重 失敗 本 生物 語 J 139 
ubhatobhaga-vimutta 俱解 脫， 俱 分解 脫， 俱解 

脫者， 俱 分解 脫者' 
Ubhatobhaga-vimutta  〔經〕 俱 分解お' £者 A  9  45 
ubhatobhaga-vimutti 俱 解脫， 俱 分解 脫 
ubhato-vinaya 兩 部の 律 

Ubhato-vibhanga 兩 分別， 雨 分別 篇， 兩毘崩 

伽， 兩 部の 毘崩伽 V 1 a,  b 
ubhato-vyanjanaka  二 根, 二 根お， 兩 1 生 も, 半 

陰陽 

ubhato  - vy anj  ana  二 根 女 

ubhato-saihgha 兩 fi "伽 

ubhayattha 俱利， 兩の 利， 俱義， 自他の 義 

ubhaya-patimokkha 兩波 羅提木 叉， 兩 部の 波 

羅提木 叉 
ubhaya-hita 兩教 の禾リ 

ubhayani  patimokkhani 兩 部の 波 羅提木 叉， 兩 

波 羅提木 叉 
ubho  an ほ 兩 極端， 兩端， 兩邊 
ummagga ① 誘導 ② 隨道 
Ummagga-jataka— Maha-ummagga-jataka ゥ 

ン マツ ガ • ヂャ— タカ， 隨道本 生物 語 
ummagga-patha 邪路 
ummatta 狂^^, 狂人， 癍 狂お， 發 狂せ り 
ummattaka 狂者， 狂人， 顚狂ぁ 顚 狂人， 擬 

狂者， 發 狂者-, 狂氣の 所作 
ummattaka-sammuti 狂掲磨 
ummattiKa 擬狂 # 


Ulufika 


UmmadantI  〔長者 女〕 ゥン マダン ティ— 
Ummadantl-jataka ゥン マダン ティ 一 • ギヤ— 

タカ， ゥン マダン ティ 一女 本 生物 語 J  527 
ummaddapeti 揉まし む 
ummasana 逆 摩 

umma  〔花〕 ゥン マ—， 烏 麻， 烏 摩 〔迦 〕， 烏莫 

亞麻 

ummada 狂氣， 僑醉， 僑慢 * 
じ mmadacit ほ =Mattakala    〔王女〕 ゥン マ一 タ、、 
質 多 

UmmadantI 〔女， 蓮華 色 比丘尼の 前生〕 ゥン 

マ 一ダン ティ 一 
Ummadaphussadeva し載士  J ゥン マ一 タフツ 

サデ— ヴ 

umma-puppha  ® 亚 麻の 花 ② 〔寳 珠〕 ゥンマ 
一 ブ ッ パ 

Ummapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ゥン マ— プッ 

ピャ Ap  3 145,  321 
Ummapupphiya-vagga ゥン マ一 フ_ ッ ヒャ 口!] 

Ap  3  321〜330 
ummara ① 〔花〕 ゥン マー ラ， 烏 摩羅 ②境 

界標 
ummi=umi & 

ummi-bhaya=umi-bhaya 波の 1 布， 波の' 怖畏， 

浪の 怖畏， 波浪の 怖畏， 浪畏 
ummuka 松 5^3 

uyyana 園 地， 遊園地， 園 林， 庭園 
uvvana-pala     園 人， lal J  , タ ザ 
Uyyanadikarapana    〔章〕 園 林 その他 をつ くら 

しむる こと Cv  79 
uvvutta  sena 出征 卓 
uyyodhika 演習， 模擬 戰， 合戰 
ura 胸 

uraga ゥ ラガ， 胸 行者， 蛇 

Uraga-jataka ① ゥラガ • ヂャ— タカ， 寵本生 

物語 J 154 ② ゥラガ • ヂャ— タカ， 蛇 本 生 

物語 J  354 
Uraga-petavatthu 蛇 鬼 事 Pv 1 12 
Uraga-vagga 蛇 品 ① 〔經 集〕 Sn 1 1~12 ② 

〔餓鬼 事經〕 Pv 1 
Uraga-sutta 蛇經 Sn 1 1 


ura-cakka 鐵輪  - 
uracchada 胸 飾 

Uracchada  〔王女〕 ゥ ラッチ ャ ダ―， 胸 飾 り 
uratthi 胸骨， 肋 軟骨 

urattalim  kandati 胸を椎 つて 哭す， 胸 を椎っ 

て號 泣す， 胸を敲 いて 哭す 
urabbha 牡 山羊， 牡羊， 羊， 猪 * 
Uruvela ① 〔ス メ一 ダ佛の 信士〕 ウル ヹ一 ラ② 

〔王子〕 ③ 〔池〕 ®  〔精 舍〕 
Uruvela-kappa   〔村〕 ウル ヹーラ カッパ， 鬱鞾 

羅劫波 

Uruvela-kassapa    〔外， 比〕 ウノ レヹ一 ラ カツ サ 

パ， 優樓 頻螺迦 葉， 優樓 頻羅迦 葉， 鬱 鞞羅迹 
葉 〔譬喩 經〕 Ap  3  535 

Uruvela-patihariya 優樓頻 螺神變 

Uruvelamandala    〔地名， セィ ロンに あり〕 ゥ 
ルヹ一 ラマン タ、、 ラ 

Uruvela-vagga 優 樓比螺 品 A  4  21〜30 

Uruvela ① 〔迎 葉佛の 上足 尼〕 ウル ヹ— ラー， 
優 樓頻羅 ② 〔村〕 ゥ ルゴ— ラ—， 優樓 頻螺， 
優樓 頻羅， 優樓 比羅， 優留 昆羅， 戀 鞞羅， 鬱 
毘羅， 鬱 婁頻螺 ③ 〔セィ ロンの 村〕 ゥ ルゴ— 

Ulada   〔地名〕 ゥ ラダ 
uluka 梟， fi 留鳥 
uluka-camma 臭の 皮 

Uluka-jataka ウル一 力 • ヂ ヤー タカ， 梟 本 生 
物語 J  270 

uluka-pakkha 梟 羽衣， 梟 羽の 衣， 梟 羽 編 衣， 

桌翅 衣， 鵂 g,l 翼 〔衣〕， 角 鵄翅衣 
uluka-pakkhika 梟 羽の 衣， 梟翅衣 
ullanghana 擧 
Ullapana  〔村〕 ゥ ッ ラバ ナ 
ullapana 讃虚談 
ullumpati 濟 度す 
ulloka 下敷 
ularabhoga-kula 大貝 T 家 
ulara-bhogata 為 象 
ulara-vannata 妙 色 
Ulara-vimana 優天宮 Vv  29 
ulunka 匙 
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Ulumpa 


ulumpa 夜 

Ulumpa  〔町〕 ウル ンパ 

uluraja  〔樹〕 ウルラ— ヂャ， 竹 王 

usabha ① 〔長さの 量〕 ゥ サパ， 勒沙婆 ② = 

asabha,  nisabha 牡牛, 牛， 牛 王 
Usabha ① 〔辟〕 ゥサバ ② 〔比〕 ③ 〔比〕 =^ 

Isisabha 

Usabhakkhandha  〔燃 燈佛の 子〕 ゥサパ ツカン 

ダ， 牛 王 肩 
usabha-camma 牛皮 
usabha  chinna-visana 角 を 截れる 牛 
usabha-yuddha 牡牛 51 
usabha-raja 牛 土 

Usinnara,  Usinara  〔王〕 ゥ シン ナラ， ゥシ一 
ナラ 

usira  〔草〕 ゥシ— ラ， ゥシ— ラ香， 囉尸羅 ，優 

尸羅， 憂 尸羅， ビー ラナ 草の根 
Usiraddhaja  〔山〕 ゥ シーラ 'クタ ヂャ 
USU 矢， 箭 

usu-kara 箭ェ， 箭匠， 箭作 り 
Usu-kasaniyo  〔經〕 矢の 裁き S 19  7 
usuyya 嫉妬， 嫉み 
usuloma  tI^ 宅苕 

usuloma  purisa 矢の し 如き〕 毛の 人 
usma-=unha 熟， 援， 消化 力 
usma-gata 暖性 
usmi 援 

ussankin 恐懼， 疑惧 

ussankha-pada 踝 高し， 足 踝 〔三十 二相の 一〕 
ussada ① 增盛， 隆滿 ② 〔地獄〕 ゥ ッ サダ， 

增， 小 地獄， 突起 
Ussadakittana  〔書名〕 ゥッ サダキ ッタナ 
ussada-carika 地獄 界 


ussada-niraya 增 地獄， 突起 地獄， 小 地獄 
ussaj-a-vadika^usuyya-vadika  W^Si^ 
ussayavadika  bhikkhuni  nlfai^itnuc. 
ussava 祭禮， 祭會， 祭日， 休日 
ussava-divasa 祝 曰 
ussadana 稱譽， 喊聲 
ussadetar 稱揚者 

Ussanavitthi  〔村〕 ゥ ッ サーナ ギッティ 
Ussavana  〔苑 林〕 ゥッサ —ブナ， 興起 
ussava-bindu 露の 玉， 露滴 
ussaha 勇， 勇健， 勇猛， 勉勵， 敢行 
ussuka 莨 欲る 

ussukka=ussuyya 嫉み， 嫉妬 
usseneti 擧る， 近つ く 
ussolhi 努力， 勤 勇， 勢猛， 增上 精進 
Ussolhl  〔經〕 努力 S 12  86 


uka-palibodha 虱障礙 
uka-sira   SI の 頭 
tJcena  〔軍〕 ウー チューナ 
unaka-sannm 減 想 
unavlsati-vassa  二十 威 未'/ 滴 
umi=ummi 波浪 

umi-bhaya=ummi-bhaya 波の 怖， 波の 怖畏, 

浪の 怖畏， 波浪の 怖畏， 浪畏 
uratthi 腿 骨 

tJriyeri  〔地名〕 ウーリ エー リ 
uru  #f 

urukkhambha 棘の 痳痺 
uru-balin 股 力 〔者〕 
Ova  〔國〕 ウー ヴ' 
usara 騒 分 
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Ekanala 


eka 一， 獨ー 

Eka ① 〔王〕 エー 力 ② 〔經〕 單ー S  37  28 
ekamsa 一 肩 

ekaihsarh  uttarasangam  karitva 上衣 y 一 肩な こ 
し， 上衣 を 偏に 袒ぎ， 上衣 を偏袒 にし， 上衣 
を偏袒 になし， 一 肩に 上衣 を 被て， 偏 袒右肩 
す 

ekamsam  uttarasangam  karoti 偏袒右 肩す， 
衣 を 一 肩に す， 上衣 を 一 肩に し， 上衣 を偏袒 
にし， 一 肩に 上衣 を 被て 

ekariisarh  civaram  karitva 衣 S 艮 Y — 肩に し 

ekamsa-vada  一  | 口 j 論者 

ekamsa-vyakaranlya-panha ——|  口 J—gtifki, —— 向 {■ こ 
解答 せらるべき 問, 應 一向 記 問 〔四 記 問の 一〕 
ekamsika 決定 g 己 
ekaka 一法 V  3  6  (1) 
eka-kamma 同一 翔 磨 
eka-kammakamma 同一 親 磨き F 揭害 
Eka-kapilla   〔精 舍〕 エー 力 力一 ヒッラ 
ekagga 一 境 

ekagga-citta 心 一 境， 一 境 心， 心 統一 者 
ekagga ほ 一 境 性 

eka-cakkhu 一眼， 一眼 〔者〕， 一眼 人 
Eka-cakkhu  〔城:] 一目 

Ekacampakapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ェ— 力 

チ ャ ン パ 力 ブ ッ ピャ Ap  3  365 
ekacara-naga 獨 行の！! 
eka-cariya 獨ィ了 
ekacarika-bhikknu 雲水 比丘 
ekacarika-hatthin 獨' 饤 象 

Ekacariya  〔比丘の 譬 噏 經〕 ェ— 力 チヤ— リャ 
Ap  3 189 

Ekacintita ① 〔傳 。 轉輪 王〕 二  — 力 チン ティ タ 

② 〔比〕 〔譬 (>i 經〕 Ap  3 187 
■tkaccarii  atthiti  katha 一分 有 KV 1 8 
ekaccarh  me  khamati  ekaccam  me  na  khamati 

予は或 物 を 認容す 或 物 を 認容せ ず 
ekacca-sassatika 一分 常 論， 一分 常住 論， 一部 

常住 說者 

eKacca-sassatika-ekacca-asassatika  ~ "分 免 住 一 

分 無常 論 〔四 種〕 


Ekachattiya    〔比丘の 譬喩 經〕 エー 力 チヤ ッテ 

ィャ Ap  3  409,  454 
ekaja  ~ "生 

Ekajjha  〔傳 。 轉輪 王〕 ェ— 力 ツチ' ャ 
Ekanjalika  〔比丘の 譬喩 經〕 エー カン ヂ' ャ リカ 
Ap  3  29 

Ekanjaliya ① 〔傳 つ 轉輪 王〕 ェ— カン ヂャ リャ 

② 〔比〕 〔譬喩 經〕 Ap  3  275,  347 
eka-timsa-kappa 三十 一 ま: Zl 
ekato-kaja 一方 擔 1^ 
ekato-pannatti 一部 衆 制 

ekatta 一， 一 性， 一種， 獨ー， 離， 禪定， 獨住 
ekatta-kaya 一類の 身， 一種の 身， 身 一 
ekatta-naya 同一の 理 

ekatta-sanfia 一類の 想， 一 想， 一種の 想， 想 一 
ekatta-sannin 想 一， 一 想， 一種の 想， 一類の 
相 

あ、 

ekattasanni  at ほ ca loko  ca 我と 世界と は 一 想 

を 有する ものな り 
ekatta-sunna 一  1 生 も 

Ekatthamba-pasada  〔殿 樓〕 エー カツ タンパ （一 
柱） パーサー ダ 

ekatthambhaka  pasada 一本 柱の' 呂 
Ekatthambhika  〔比丘の 譬 Pi 經〕 ェ —カッタン 

ビカ Ap  3 12 
Ekadlpiya    〔比丘の 譬 喻經〕 エー 力 ディ —ビヤ 

Ap  3 177，  413 
Ekadussadayaka    〔比丘の 譬 瑜經〕 ェ —カドゥ 

ッサダ 、—ャ 力 Ap  3  419 
Ekadvara  〔精 舍〕 ェ一 カドゥ ヴーラ 
Ekadhamma  〔經〕 一法 S  46  29  ；  54 1 
Ekadhamma-peyyala  〔早 J 一 法 fetfe 
Ekadhamma-vagga 一お 品 S  o4 1〜10  ； 八 

1 16 

Ekadhammasavaniya    〔比」 ェ一 力 ダン マサ ヴ 

ニー  ャ， 能聽 一法 〔譬喩 經〕 Ap  3  424 
Ekadhitu  〔經〕 一女 S 17  24 
eka-navuta-kappa 九十 一 劫 
eka-nama 同名 

Ekanala  〔婆羅門 村〕 ェ— 力 ナーラ， 一葦， 一 
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Eka-nipat, 


Eka-nipata ① 一 集 〔增 支部 經〕 A 1 1-21 
② 一 集 〔如是 語經〕 It 1 ③ ー渴集 〔長老 
偈經〕 Thag 1〜1：20 ④ ー渴集 〔長老 尼 渴經〕 
Thig 1 〜： 18 ⑤ 第一 篇 〔本 生經〕 J 1-150 

ekanta-duidchin  一 i 口 j 苦 

Ekantadukkhi  〔經〕 一向 苦 S  24  42 

ekantadukkhi  at ほ ca loko  ca 我と 世 介と は 一 

向 苦 を 有する ものな り 
ekantadukkhi  at ほ hoti  arogo ー问 苦な な？ i 炳 

の 我 有 り 

Ekanta-nibbida  〔經〕 一向 厭 患 A 10 127， 131 
ekanta-vitaraga 一向 離 貪， 一向 離 ま？^ 
ekanta-sukha,  ekanta-suknin 一向 樂 
Ekantasukhl  〔經〕 一向 樂 S  24  41 
ekantasukhi  at ほ ca  loko  ca 我と 世界と （よ 一 

向樂を 有する ものな り 
ekantasukhi  at ほ hoti  arogo 一向 樂 なる 無病 

の 我 有り 

Ekapanna-jataka  二一 力 パンナ *ヂ ヤー タカ， 

一葉 本 生物 語 J 149 
Ekapati  〔王妃〕 ェ —力 パティ一 
Ekapattadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ェ— 力 パッタ 

ダ―ャ 力 Ap  3  499 
Ekapada-jataka ェ一 カノ； タ • チヤ一 タカ， 一 

句 本 生物 語 J  238 
Ekapadumiya  〔比丘の 替 瑜經〕 エー カパ ドウ ミ 

ャ Ap  3  338 
Ekapadumiya-vagga ェ— カノ、 卜 ゥ ミ ャ 品 Ap 3 

338 〜 347 
eka-pavarana  i 口 j ー自 & 
eka-passayika 一 脇 地 臥 あ 
ekapHaka —藏 〔 師〕， ー藏持者- 
Ekapindapatadayika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 エー 力 

ヒ ン タ" パー タダ一 イカ  一 Ap  4  6 
Ekapuggala-vagga 一 人品 A 1 13 
Ekapundarika ① 〔比〕 エーカフ ン ダリー 力 

〔お 喻 -控〕 Ap  3  279 ② 〔園〕 
Ekapupphiya  〔比丘の 替 喻經〕 エーカフ ッ ピャ 

Ap  3  284 
eka-pokkhara 片 gs( 
Ekaphusita  〔傳 ： 轉輪 王〕 エーカフ シタ 

( 


Ekabala  〔國〕 ェ一 カバラ， 一力 王 
ekabijin 一種， 一種 者， 一種 子， 一間 
Ekabyohara=Ekavyoharika  〔部 派〕 ー說 
eka-bhatta  ~" -'^ 

ekabhattika —食 者， 一日 一食 者， 午前 食お • 
Ekabhavagata-panho 諸 法の 合一せ ら れた る を 

〔分解し 得る や〕 の 問 Mil 2  〔4〕  2 
Ekamagga-katha 一 近 論 KV 18  5 
Ekamandariya    〔比丘の 譬 瑜經〕 ェ— 力 マン ダ 

ーリャ Ap  3  358 
ekamasa-parivasa 一月 別 住 
eka-mula 一の 根， 同根 
Eka-mula  〔經〕 一 根 S 1 44 
Ekamulaka  〔早 j 一 根 早 
ekamula-mula 同根 根 

Ekararhsaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 エー カランサ 

ニヤ Ap  3 138 
eka-rasa  一 5^ 

ekarasatthe  nanam   一 5^ の の智 
ekarasa-bhavana 一味 修習 
ekarasa-lonarasa 一味 鹼味 
ekarasa-vimuttirasa ー味解§^さ味 
Eka-raja  〔王， 佛の 前生〕 エー カラー ヂャ 
Ekarajaka 一王 章 Cv  50,  81 
Ekaraja-cariya  〔經〕 ェ —カラー ヂャ の 所行 
Cp  3 14 

Ekaraja-jataka ェ 一カラ一 チ' ャ • ヂ 'ャ一 タカ， 

一王 本 生物 語 J  303 
Ekavandiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ェ— 力 ヴン ディ ャ 

Ap  3  230 
eka-vacika  一 gfe 
ekaviharin  ^獨 住种， 獨住者 
Ekavihariya  〔比〕 エー 力 ヸハ— リャ 〔譬喩、 經〕 

Ap  3  428 

Ekavihari-vagga エー 力 ヰ' ハ一リ ん', Ap  3  428 
-437 

ekavisati  anesana  jivika    二- 卜 一の 刁、 や ほ應 によ 

る 生活 

ekavisati  antabhoga   二十 一の 腸の 屈折 處 
ekavlsatividha-anesana  二十 一種の 不法, 二十 

一の 不相應 


Ekodi 


ekavokara-bhava=asanna-bhava ——蕴有 
Ekavyoharika— Ekabyohara  〔部 派〕 ー說 
Ekasafikhiya  〔比丘の 譬 喻經〕 ェ— 力 サン キヤ 
Ap  3  429 

ekasangata-nanattekatta-Dativedhe  panna  ^ 

一 異性 一 性 を 通達す る慧 

eka-saihghakamma 同一 僧 仂[] 箱 磨 
Ekasannaka    〔比丘の 譬喩 經〕 エー 力 サン ニヤ 

力 Ap  3  75,  214 
ekasata,  ekasataka  ~ "衣 外 iil， ~ "衣 者， 一布 者- 
Ekasataka   〔婆〕 エー カサ一 タカ 
eka-sikha ー髻 者， ー髻 ある 者- 
eka-sevva  ~ "臥 

ekassa  cantam 獨 一の 行， 獨れ 

Ekassara  〔傳 。 轉輪 王〕 エー カツ サラ 

ekahetuka  ~ "因 

ekagarika 一家 受食 者- 

ekadasaka 十一 法 V  3  6  fll) 

Ekadasaka-nipata 十一 集 A 11 1~25 

ekadasa  Kama-bhava 十一 欲 有 

Ekadasa-nipata ① 十一 渴集 〔長老 偈經〕 Thag 
597〜607 ② 十一 偈集 〔長老 尼 倡經〕 Thig 
213-223 ③ 第 十一 篇 〔本 生經〕 J  455-463 

ekadasa  bhedanuvattaka-sarhghadisesa 第 十一 
助 破 僧僧殘 

ekadasama-samghadisesa 第 十一' 1^统= 第二 破 
儈戒 

ekadasavidhena  rupakkhandho 十一 種色蕴 
ekadasavidhena  rupa-sangaho 十一 種&聚 
ekadasa  vyasanani 十 —— 難 し き i 旁の 報〕 
ekadasahi  ahammehi  samannagato  bhikkhu 

十一 法 を 具足す る 比丘， 十一 法 を 成就せ る 比 

丘 

ekadasanisariisa 十一 種功德 〔慈心 解晚 の〕 
eka  datha  — <p 
ekadhippaya 同意 趣 
Ekadhippaya-katha 同意 論 K\  23 1 
Ekapassita  〔傳 つ 轉輪 王」 ェ一 カー ノく ッシタ 
Ekabhinna  or  Ekabljl  〔經〕 一種 S  48  24 
ekayana ー乘 道， 一行 道， 唯一 趣向の 道 

( 


ekayana-magga 一行 道， ー乘 道，. 唯一 趣向の 

道 

ekaramata 
ekalopika 一 搏食者 
ekasana 獨坐， 一座 

Ekasanadayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 エーカー サナ 

ダーャ 力 Ap  3  252,  420 
Ekasanadayika  〔比丘尼の 譬 l#、 經〕 ェ— カーサ 

ナダ、 一イカ  一 Ap  4 14 
ekasana-bhojana  ~ • 坐 貧 

ekasanika 一 坐 食 者， 一座 食 者， 一食 行者， 一 
食 者 

ekasanikanga 一 坐 食 支 
ekasanin 但ー 座食 苕 

Ekasanlya   〔比丘の 譬瑜 經〕 エー カーサ ニー ャ 

Ap  3 114 
ekasane  rato 一 坐 食 欣樂者 一 
Ekaha  〔池〕 エー 力一 ハ 
ekaha-parivasa 一日 別 住 〔因緣 と 作法〕 
ekindriya 一 根= 根 物 
ekibhava 一 趣， 一致 
Kkuttaraka,  JC-kuttarika 增 一法 \  3  d 
Lkuttarika-nikaya=Anguttara-nikava 增 一部 
Ekuddaniya    〔比〕 エー クッダ —ニヤ， ー優陀 

那 

ekuddesa 同一 說戒 

ekunavisati-vasabhisita  (A) 灌頂 十九 年 
ekupatthanavasena  cittassa  thiti   一"! 生近汪 力 

に 依る 心の 住 
ekuposatha 同一 布薩 

ekunavisatibheda-paccavekkhana-nana 十九 種 

の 觀察智 

ekunavisati  vipaka-vinnanani 十九 異熟識 
Ekuposathika-vagga ェ一 クホ一 サ ティ 力 品 

Ap  4 11〜20 
Ektiposathika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 エー クボ— サ 

ティカ  一 Ap  4 11 
ekeka-loma 毛 は 一つ一つ 〔三十 二相の 一〕 
eko  carati 獨り 行く， 獨り 遊行す， 獨 り 行ず 
eko  caritvana 獨り 打せ る 
ekodi 專ー， 一 趣， 一心 を 成ず 


Ekodi 


ekodi-bhava 專ー 性， 一 趣 性 
ekodi-bhuta 心 一 境 相， 專ー性 
ekodi  hoti 一心 を 成ず， 專 一となる 
Eja  〔經〕 動 著 S  35  90,  91 
eja 動， 動 著， 愛欲 

eni=eneyya    〔鹿〕 ェ —二， 伊 泥延， 伊 尼， 靠 
鹿， 羚羊 

eni-jangha 鹿の 如き 脛， 腽は 伊泥延 鹿の 如し， 

靡 鹿の 蹲 〔三十 二相の 一〕 
Enijangha  〔經〕 靡 鹿の 縳 S 1 30 
Enl   〔河〕 -ー  ニー 

eneyya=eni  〔鹿〕 エー ネッ ャ， 伊 泥延， 羚羊， 

エー ナ鹿 
epeyyaka 玲羊刑 
Etadagga-vagga 是第一 品 A 1 14 
Etam  mama  〔經〕 我 所 S  22 150  ；  24  2 
unioassa し 女」 エー ニノ ミツ サー 
eraka  〔草， 街〕 ユーラ 力 
Eraka  〔比〕 ニー  ラカ 

Erakakaccha ① 〔城〕 エー ラカ カツ チヤ ② 
〔町〕 

eraka- vattika 驅行刑 
eragu       具〕 エー ラグ 

eranda=elanda  〔草〕 ェ —ラン ダ、， 伊 蘭， 伊 蘭 

擅， 蓖^ 
erandaka-tela 蔑 麻 子 油 
Erandagalla  〔池〕 ェ一 ランダ ガッラ 
eranda-tela エー ランタ ^ 由， 鹿1^)|^子油 
Erapatha  〔四 種 蛇 王族の 一〕 ユーラ— バタ， 伊 

羅漫， 伊羅鉢 〔多〕 
travana,  Eravana し 龍王」 ェ 一ラ一 ブナ, 伊 

羅 婆陀， 伊羅 婆那， 藹 羅伐拏 
Erahulu  〔地名〕 エー ラー フル 
Lrukkatta し 村〕 ェ一ノ レツ 力一 ッタ 
Lrukkavura  〔堡 #] エー ノレ- ス カーヴ ーラ 
elanga=eranda  C 草〕 
elambara  〔iif[〕 エー ラン ノ、 ラ 
elambuia ェ 一ラン フ' チ' ャ， 水 蓮 
elaluka 胡瓜， 南瓜 


ela 聾 

elaka ① 羊， 山羊， 牡羊， 白 羊 ② 閱 

elaka-camma 羊 皮 

elakapadaka-pltha  〔椅子〕 山羊 脚 

Elakamara  i  -EJ エー ラ カマー ラ 

elaKa-ioma 牛 % 

elakalomaka 丰毛戒 

elakaloma-samutthana 羊毛 等 起 

elagala-vaca  ^ 

elagala  〔草〕 ェ一ラ ガラ一 

ek-muga 羊啞， ^， 啞羊， 聾瘂， ロ誕を 流す 

Jtlavadda,   Elavaddana    〔國〕 エー ラヴ ッ ダ， 

伊羅 跋陀， 伊羅 跋陀那 
Elara  〔王〕 エー ラー ラ 
elaruka  〔樹〕 ェ 一ラール 力 
elaluka 南瓜 
elika 牝 山羊 
tleyya  〔王〕 エー レ ツヤ 
evam-dhammata-nava 如是 法 性の 理 
Esana-vagga 尋覓品 
esana 求， 尋求， 尋覚 〔三種〕 
Esana  〔經〕 尋觉 S  45 161 
£.sana-pali 尋覚品 

Esana-vagga 尋覓品 S  45 161〜17 り； 46 101 
-110,  155-165  ；  47  83〜93；  48 163〜175； 
49  35〜44；  50  35-46,  91-100；  51 67〜76  ； 
53  35-44 

esana -bhavana 寻对 く修習 

esana-sunna  ^ 求 空 

esani 探 針 

esika,  esiKa 柱， 石お 
Esika  〔國〕 エー シカ 

Esukarin ① 〔婆〕 ニース 力— リー， 整 瘦歌連 
② 〔王〕 

Esukari-sutta    ニース カーリ • ス ッタ， 窓瘦歌 

邏經 M  96 
Eso  at ほ 〔經〕 我 S  22 151 
ehi 善來， 來れ 
ehipassika 來り 見よ 的， 來觀 
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Odakantika 


oka 窟宅, 家 
oka-cara 牡獸 
oka-carika キ 匕!^ 

okapimda  (A) オーカ ピ ン ダ 蜥蜴 
okasa 空地， 場所 
okasakatuppanna 作機會 生起 
okasa-kamma 聽 g 午 叛# 
okasa-loka さ 間 世間 =器 世間 
okasadhigama 徑路 〔三種〕 
Okilini-Sapattangarakokiri  〔經 j 炎ら るる ST, 

仲間の 一人に 炭火 を投ぐ S19 15 
okotimaka 矮少， 駝背 
okkanti 入 月 お 

Okkantika-sariivutta ォ ツカン ティ 力 • サン ュ 

ッ タ， 入相 應 S  25 1〜10 
okkantika  piti ？麗起 喜 
okkantikkhana 入胎 刹那 
okkamana 墮ぁ 

okkamaniva  dhamma 退 法 し 2l 種〕 
Okkala ォッ カラ， ゥッ カラ の 住人 
Okkaka  〔王， 族〕 オッカー 力， 甘蔗， 懿攀 
Okkamukha    〔王子， 王〕 オッカー ムカ， ！ E 面 
okkhitta-cakkhu 眼 を 下に 投げ， 目 を 下方に 注 
ぐ 

Ogadha  〔經〕 預流 S  55  2 
ogaha  〔動〕 オーガ ハ 
ogahana 水浴 場 
ogaha 行水 處 

ogunthita 頭を裹 む， 被覆 を 著く 

ogunthita-sisa 覆面せ る 

ogha 暴 流， 瀑流， 流 

Ogha  〔經〕 暴 流 S 1 1 ； 38 11 ； 45 171 

Ogha 〔- duka〕 暴 流 〔二 法〕 

ogha-gocchaka 暴 流聚， 瀑流群 

ogha  c'eva  dhamma  oghaniya  ca 暴 流 法に し 

て 順 暴 流なる 
ogha  c'eva  dhamma  ogha-sampavutta  ca 暴 

流 法に して 暴 流相應 なる 
Oghatarana-sutta 漏度經 
ogha  dhamma 暴 流 法 

oghaniya  c  eva  dhamma  no  ca  ogha 順 暴 流 


法に して 非 暴 流なる 
oghaniya  dhamma 順 暴 流 法 
Ogha-vogagocchaka-duka  Duka  32~43 
Ogha-vagga 暴 流 品 S  45 171〜180；  46 111〜 

120, 166〜175  ；  47  94~102  ；  48 118〜128, 

176〜185；  49  45-54  ；  50  47〜56， 101〜110  ； 

51 77〜86  ；  53  45〜54 
ogha-vippayutta  dhamma 恭流不 相 Jfe 法 
ogha-vippavutta  dhamma  anoghaniya 暴 i^fc 小 

相應 法に して 不順 暴 流なる 
ogha-vippayutta  dhamma  oghaniya 泰流个 相 

應法 にして 順 暴 流なる 
ogha-sampayutta 恭 流相應 
ogha-sampavutta     c'eva     dhamma     no  ca 

oghaniya 暴 流相應 法に して 非 順 暴 流なる 
ogha-sampayutta  dhamma 暴 流 相 fe 法 
oghassa  nittharana 暴 流の 度 5)1： 
ocaraka ① 看 索， 偵察 者 ② 賤 業者 
Oja   〔傳。 セィ ロン 島の 古名〕 ォ —ギヤ， ±!1 闍 
ojatthamaka     素 第 八 
ojatthamaka-rupa 食 素 を 第 八と する 色 
ojavant 甘露 
Ojasi  〔大臣〕 ォーヂ ヤシ 
oja 食 素， 滋養 素， 養分， 榮養 = 段 食 
ottha  |§ 駝 

Otthaddha=Maha]i  〔離 車 人〕 ォッ タツ ダ， 兎 

唇 

ottha-pada 酪駝の 足 
oni-rakkha 看' 寸' 
onojana 布 施物 
otapeti 曬す 

otinna ① 已渡者 ② 欲情 を 起し， 貪 愛 
onnna  citta 威お 匚、 
ottappa 愧 

ottappa-garavata 愧の 尊敬 
ottappa-dhana 愧財 〔七 財の 一〕 
ottappa-bala  力 

ottappin,  ot ほ pin 有愧， 有愧 者， 愧 者-， 愧， 愧 

あり， 愧 有る 者 
Otturamallaka    〔戰 士〕 オット ウラー マ' ヌラカ 
odakantika 末 水 法 
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Odaka 


odaka  satta 水生の 有情 

Odaka  〔經〕 水 S  56  65 

odana 釵， 米販， 飯 球， 粥， 乳糜 

Odana  〔傳 。 轉輪 王〕 ォ 一 ダナ 

odana-kummasa 乳糜， '15 粥， 飯 乳 

odana-sura 米? @ 

odaniKa  * 商 

odaniya-ghara 厨屋 

odapattakmi 水 婦 

odarikatta le 食 

odata 白， 白色， 白衣 

odata-kasina 白遍 〔十 遍處の 一〕 

odatakasinajjnana 白遍定 

Odata-gayha  〔天〕 オーダー タガ ヰハ， 嗚婆提 

奇呵 
odata-dusa 臼 衣 
odata  balivadda 白色の 牛 
odata-vanna 白& 

odata-vattha 白 布， 白衣， 白淨 衣， 白き 衣 

odata-vasana 白衣, 白衣 在豕る 

odata  〔sukkaj 白 精 

Odumbaraka 優曇華 〔の 譬喻〕 

Odumbarangana    〔村〕 ォ一 ドウ ン ハラン ガナ 

Odhiso-katha 分斷論 KV 1 4 

odhisodhiso  kilese  jahati 分 分に 煩 惱を斷 ず 

odhiso  pharana 有; fIJ 遍 ii^ 

onaha 妨 

onita-patta-pani 鉢よ り 手 を 放つ 

opakkamika ① 侵害， 侵入， 傷害 ② 瘗攣性 

opakkamika  abadha 傷害 所 生 病， 侵害 所 生の 病 

opakkamika-aukkha 劇痛"^ 

opadhika  punna 未來の 生の 功德 

opanayika  |& 順 

opanavika 導 引 的 

opapatika ① 化生， 化生 者 ② 不還 

opapatika-naga ィ匕生 fi 

opapatika-yoni ィ匕生 〔四 生の 一〕 

opapatika-satta 化生 有情， 化生の 有情 

opapatika-supanna ィ匕生 金翅烏 

Opamanna  〔夜叉 祌〕 ォ-パ マン ニヤ， 嗚呼 权 


Opamadhamma-vagga ォ— ノ、 マタ ンマ • ヮ、、 ッ 

ガ， 譬喩 法 品 M  21〜30 
opamma  Pit,  S 喻， 比喻 

Opammakatha -panho=u  pama-panho    %  P 翁說 

問 

opamma-kusaia 譬喩に 巧み 
Opamma-vagga 譬喩 品 = 法 句 經雙耍 品 
Opamma-samyutta ォーノ 、マ • サム ユッタ， 譬 

喩相應 S  20 1〜12 
ODamma-samsandana 譬 (^i^ 結合 
Oparakkhi  〔々己〕 ォーノ ミラ ツキ— 
Opavuyha    〔比丘の 譬喻 經〕 ォ―ハ ヴヰハ Ap 

3  55 

opasamika  dhamma 肯旨寂 靜の法 
Opasada  〔村〕 ォ— パサ— タ" 
opata 坑陷 

opadhika-punnakiriyavatthu 有 依 幅 業 事 
opana 給水-お 〔とその 報果〕 
opana-bhuta ① 所望 を 滿す泉 ② 如意 堂 
obhata-cumbata ま g 得婦 

obhasa ①ォ— バーサ， 光， 光輝， 光明， 光耀， 

照 ② 暗示 
obhasa-kamma 暗示 桌 
obhasa-gatha 光明 偈 
obhasati 惡 口す 
obhasana 光耀 
obhasa-nimitta 光明 ネ目 

Obhasa-mata  〔傳 。轉輪 王〕 ォ ーハ一 サマタ 

omaka-patta 小鉢 

omasana 順 寒 

omasa-vada 馬 言語, 馬 言き 

omana 卑慢 

ora ① 此岸 ② 卑近 

orabbhika  g 羊 #, 殺 羊 者 

Orambhagiya  〔經〕 下 分 〔結〕 S  45 179 

orambhagiya  samyojana 順 F" 分 結， 》' 刀-結 

Orambhagiya  〔經〕 順 下 分 結 A  9  67 

orasa  IfJ 子 

Orittiyurutombama  〔地名〕 オリ ッ ティ ユール 

ト ンノ、 マ 
Orima  〔經〕 此岸 A 10 118 
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Ohiyyaka 


oriman  ca  tirarii  parimaii ca  tirarii  lit 岸と 彼 

uu 

orima-tira 此岸 
orodha 侍女 
olanghana 下 

Olanda  〔人〕 ォ— ランダ、， 和 蘭 

olambaka 提何 

olambanaka 攔格 

oligalla=oligalla 

oliyan 執 者す 

olokana 檢 IS 

oiariKa 鹿 

olarika  obhasa 廣大の 現 

olarika  kamaraga 巔欲 頁、 齒欲貪 

olarika  nimitta 廣大の 相 

olarika  byapada 騷 瞋恚， 鹿!! ft;^ 

olarika  rupa 鹿 色 

olarika  vihara 囊住 

olarika  sankhara 鹿 行 

olarika  vedana 麁受 

olarika  sanna  j^^i 

oligalla=oligalla 水 溜， 下 水路， 沼澤， 汚物 溝 
ovattika 手 環 
ovadati 敎誡す 

ovaraka 後室， 內室， 內房， 幽室 

ovada 訓誡， 敎訓， 敎誡， 敎導 
Ovada  〔經〕 敎誡 A  8  52 


ovadam  thapeti 敎 sa^ を 遮す 

ovadaka 勸誡 者， 敎誡香 

Ovada-vagga 敎誡品 V 1 a  5.  21—30 

Ovado  〔經〕 敎誡 S 16  6〜8 

osadha ォ- サダ， 藥， 薬草， 藥草 水， 醫藥， 

良薬， 魔藥， 魔 薬の 草 
osadha-kumara 藥 童子 
Osadha-daraka ォ— サダ ダーラ 力， 藥 王子 
osadhapana 藥店 （佛 の） 
osadhi  〔星〕 ォ―サ ディ， 烏 沙斯， 烏沙 那斯， 

太白 星， 明星， 嘵の 明星 
osadhi,  osadhiKa 藥草 

osadhi- ほ raka 烏沙斯 星， 烏 沙那斯 星， 太白 星， 

明星， 曉の 明星， 藥王星 
osadhi 明星， 曉の 明星 
osadhitina-vanaspati 藥草个 木 is'I 
osaraKa 擔 
osana 終末 
osarana 解 罪， 解 
osarita 復權 せる 

osareti 解 報 磨を與 ふ， 解 親 磨 をな す， 解 罪す 
osudha  (A)=osadha 藥草 
Oha  〔河〕 ォ— ハ— 

ohita-bhara 重 擔を棄 て， 重擔を 捨て， 重擔を 
捨てた る 者， 重擔 をお ろし， 巳に 重 擔を棄 て 
ohiyyaka 留守 者 
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Kamboja 


Kariiboja(A:、，  Kamboya(A)  =Kamboja  〔國〕 
力 ン ボ ーチ' 

kaihsa ① 貨幣， 靑銅， 銅鑼， 赤銅 * ② 〔量〕 
カン サ 

Kaihsa ① 〔國〕 カン サ② 〔王〕 
kamsa-kuta 貨幣 を僞 り， 貨幣 を詐 り， 僞貨， 

僞 函'， 升 を 欺き 
kaihsa- ほ la 銅羅， 鐃 
kamsa-pati 銅 鉢， 餘鉢， 銅盤， 靑 銅の 鉢 
kamsa-bhanda 鍮物 
kaihsa-bhajana 靑 銅の器 具 
karhsa-maya 餘所成 
kariisupadharana 乳 入 
kakaca  ig- 

kakacupama-ovada 銀の 喩の敎 
Kakacupama-sutta 力 力 チュー ノ； マ • ス ッタ, 

鋸喩經 M  21 
kakacupama 銀の 譬喩 
kakantaka カメレオン 

Kakantaka-jataka 力 カン タカ • ギヤ 一 タカ, 

カメ レオン 本 生物 語 J 170 
Kakantaka-vagga カメ レオン 品 J 141~150 
KakutapadinI  〔天〕 鳩 足 

Kakuttha=Kakuttha  〔河〕 力 タッタ一， 脚倶多 

Kakuddha  〔锦〕 カク ッ ダ、 

kakudha ① 〔果， 樹〕 カク ダ， 迴休， 迦屈 婆， 

^鳩陀 ② 〔鳥〕 力 ク ダ， 迎鳩陀 
Kakudha  a)=Koliyaputta  〔拘利 人， 塞， 天子〕 

力 ク ダ， i53 休， 覺陀 ② 〔池〕 カク ダ、 ③ 〔經〕 

覺陀 S  2 18 
kakudhaphala-mutta 迦鳩 陀果珠 
Kakudha-vagga カク ダ品 A  5  91-100 
Kakusanda  〔婆〕 カク サン ダ 
Kakusandha  〔佛， 過去 七佛の 一〕 カク サン ダ， 

拘留 孫， 拘摟 孫， 鳩留 孫， 倶留 孫, 迦鳩 孫陀， 

羯 句付那 

Kakusandha  bodhisatta 俱留孫 菩薩 
kakka 探 粉 

Kakkata ① 〔比〕 カツ カタ， 伽 伽羅 ② 〔塞〕 

カツ カタ， 蘭 迦舍 （D  〔鹿〕 カツ カタ 

kakkataka 蟹 


Kakkata-jataka カツ カタ • ヂャ一 タカ， 蟹 本 

生物 語 J  267 
Kakkata-rasa-dayaka-vimana 蟹-味 施 者-天 宮 

Vv  54 
kakkara 鷓鴣 

Kakkara-jataka カツ カラ • ギヤ タカ， 鷓 if 本 

生物 語 J  209 
Kakkaraoatta  i  t-jj カツ カラ ノ ミッタ 
kakkaru=kakkaru  〔果〕 カツ 力 ノレ 
kakkassa 暴 g 

kaKKaru=kakkaru  [^天 華, 樹〕 カジ カール 
Kakkaru-jataka カツ カー ノレ 》チ* ヤー タカ， 力 

ッ カール 華 本 生物 語 J  326 
Kakkarupujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 力 ッ カール プ 

ーヂャ 力 Ap  3 154 
Kakkhalavitthi 〔村」 カツ カラ ヰッ ティ 
kakkhala 薩惡, 堅固 
kakkhala-bhava 堅固 性， 翁惡性 
kanka 蒼鷺 
kankana 腕 fg 

kankha 疑， 疑 意， 疑惑， 猶豫 
Kankha-katha  fsj 豫論 KV  2  3 
Kankha-revata=Revata  〔比， 住定 第一〕 カン 

カーレ— ヴタ， 頡離伐 多， 狐疑 離 曰， 疑 離 越， 

疑惑 離日 〔譬喩 經〕 Ap  3  539 
kaiikhavitarana-visuddhi 度 疑淸? 斷疑 淸淨 
Kankhavitaranavisuddhi-niddesa 度 疑 T^i^i' の 

解釋 VM 19 
kankha vitarana-visuddhi  parisudahi- 

padhaniyanga 度 疑淸淨 清淨' 勤 支 〔九 清 哉 勤 

支の 一〕 
kankhin  vecikicchin 惑 疑 
Kankheyya  〔經〕 盧 夷强耆 S  54 12 
Kangakondakalappa  〔タ ミ ラ 人」 カン ガ コンタ 

カラ ッノヽ 

Kangakondapperayara しタ ミ ラ 人」 カン ガコン 

タ ッぺー ラ十ラ 
Kangakondana  〔堡 壘〕 カン ガコ ン タ、、 - ナ 
Kangayara し タミ ラ J ゝ J カン ガヤ ラ 
kangu  〔植， 穀〕 カン グ， 稗， 稗 子， 粟粒， 稷 
kacavara 塵 
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Katahaka 


Kaccana  (I)=Kaccayana  〔姓〕 カツ チヤ ーナ 
(i)=Mahakaccayana  〔比〕 カツ チヤ ーナ， 
旃延 ®=Vekhanassa  〔外， 塞〕 迦旃延 @= 
Belattha-kaccana  〔商人〕 迦旃 ⑤ 〔經〕 迦旃 
延 A 10 172 

Kaccanagotta ① 〔比〕 迦旃延 氏 ② 〔經〕 S 12 
15 

Kaccana-vagga 迦施延 品 Ap  3  528—537 
Kaccana  (I)=Bhaddakaccana  〔王女」 カツ チヤ 

—ナ 一， 迦旃延 ② 〔王女〕 カツ チヤ ーナー 
Kaccani-jataka カツ チヤ一 二  《ヂ 、ャ一 タカ， 迎 

旃延本 生物 語 J  417 
Kaccani-vagga 迦旃延 品 J  417〜426 
Kaccani  〔女〕 迎旃延 

Kaccayana  (I)=Kaccana し 姓〕 力 ツチ ヤー ャナ 
(D=Mahakaccayana     〔經〕 逝旃延 
Sabhiya  kaccana  〔比」 施延 @=Punnaka 
〔龍〕 カツ チヤ— ャナ， 迦 多衍那 

kaccikara し tlj〕 力 ツチ カー ラ 

kaccha ① 沼地 ②蘆 

kaccha〔ka〕 〔樹〕 カツ チヤ 〔力〕， 犍 遮耶， 無 花 

果 

Kaccha〔ka〕 〔渡〕 カツ チヤ 〔力〕 
kacchapa 龜 

Kacchapa-jataka 力 ツチ ヤノ、  • ナヤ一 タカ， 龜 

本 生物 語 ① J 178 ② J  215 ③ J  273 
kacchapa-loma 龜毛 
Kacchavala   〔精 舍〕 カツ チヤ ヴーラ 
kacchu 疥， f/f 疹， 济磨， 風癬 
kaccnu-roga  * 癬 

Kojangala    〔町〕 カヂ ヤン ガ ラー， 迦旦 遮羅， 

迦徵 伽羅， 迦 戰羅， 霜 朱 嗵祇羅 
Kajangala  Veluvana 迦戰羅 竹 園 
kajjopakkamaka  〔寳 珠〕 力 ツチ、 ョーノ ミツカ マ 力 
kancaka  〔植〕 カン チヤ 力 
kancana カン チヤ ナ, 金， 黄金 
Kancana ① 〔山〕 カン チヤ ナ， 黄金 ② 〔窟〕 

カン チヤ ナ ③ 〔宮殿〕 
kancanakkhandha 金塊 

KancanakKnandha-jataka 力 ン チヤ ナツ カン 
ダ《ヂ ヤー タカ， 金塊 本 生物 語 J  56 


Kancana-guha 黄金 屈 

Kancanadevi カン チヤ ナデ ーギ 一， 金子 姬 
Kancanapatti  〔僧院〕 カン チヤ ナパ ッ ティ， 金 

得 

kancana-pabbata 金山 

kancana-miga 黄金の 鹿 

kancana-rupaka 黄金の 像 

Kancanavela  〔ピャ タ、、 ッ シ ー佛の 子〕 力 ンチ ャ 

ナヹ ーラ， 金濱 
Kancamba  〔ダ、 ミラ 人〕 カン チャンバ 
Kanci   〔都〕 建 志 

kancuka ① ジャ ケッ， 襯衣 ② 鎧 
kancuki=kancukinatha  〔官職〕 カン チ ユキ 
kancukinatha,  kancukinayaka   〔官職〕 カン チ 

ュ キナー タ， カン チ ユキ ナ一ャ 力 
kanjika-kanajaka 酸 粥， 粥， 糠 飯 
Kanjika-dayika-vimana 酸 粥 施 者天宮 Vv  43 
kanna 娘 
Kata  〔村〕 カタ 

Katakandhakara ① 〔地名〕 カタ カン ダカ— ラ 
② 〔精 舍〕 

Katakandhakara-vasin カタ カン タ カー ラ住 

〔者〕 
katacchu 匙 

katacchu-panssavana ョ角' 鹿 水裔 
Katacchubhikkhadayika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 力 

タツ チュ ピツカ ダ一 イカ一 Ap  4  7 
kst&t ほ- ksmrrm ビ 作業 

katatta  ruparh==kammasamutthana-rupa 桌 1 乍 
色， 業果 色， 已作色 

Katadoravadambagallaka    〔村 j 力 タト 一ラ一 
ヴ  一  ダンバ  ガッ  ラ 力 

Katandhakara  〔住 院〕 力 タンダ カー ラ 

Katamoraka-tissaKa=Katamodaka-  fissaka 
〔提 婆の 徒， 比〕 カタ モーラ カティ ッサ 力， 迦 

吒無迦 利， to 留 羅提舍 

katasi 墓所， 墓場 
kataha 瓶， 瓮， 盤， 使 器 
Katahaka  〔奴 隸〕 カタ 一 ハカ 
Katahaka-jataka カタ一 ハカ • ギヤ一 タカ， 力 
ター ハカ 奴隸本 生物 語 J 125 
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Kati  〔池〕 カティ 
kati-atthi 臀骨 
kati-bhara 腰 荷 

Katiyagama  〔村〕 カティ ヤー ガー マ 
Katisaha  〔ダン マダ ッ シ 一佛の 信士〕 カティ サ 

ハ 

kati-suttaka 腰紐， 腰 |^ 
Katissabha=Katissaha に 塞」 カティ ッサ ハ， 

迦多 梨沙婆 

Katissaha ① 〔比〕 カティ ッサハ ，迦 多黎沙 ② 

=Katissabha  〔塞〕 
katuka ① 辛， 苦 溢 ② 〔果， 樹〕 力 トゥカ 
katuka-rohini 黑黎 蘆， 辛 胡 蓮 
KatunnarQ  〔池〕 カト ウンナ ルー 
Katuvandu  〔地名〕 力 トウ ヴン ドウ 
katuviya 吐出 食 
katupaga 腰 飾 

katerukkha  〔花〕 カテ一 ルッカ 〜次 項 

kateruha  Quj カテ— ノレ ノヽ〜 73リ 項 

kattha ① 薪， 薪 木， 木， 木片 ② 屎概 

katthaka  〔草〕 カツ タカ 

Katthaka  〔天〕 カツ タカ， 伽沙 

katthaggi 薪 火 

kattha-tala 木 鍵 

kattha-tumba 木壶 

Katthanta  〔者 i5〕 カク タンタ 

kattha-paduka 木お 

kattha-punja 薪堆， 薪の 堆積 

kattha-Dhalaka 樵 夫 

kattha-maya 木製 

kattha-rupaka 木像 

kattha-vaha 載 薪 

Katthavahana    〔王， 佛の 前生〕 カツ タ ヴ 一 ハ 

ナ， 蓮 薪 
Katthahara  〔經〕 採 薪 S  7 18 
katfha-haraka 採 薪お， 柴採人 
kattha-harika 取 薪 女 

Katthahari-jataka カツ タハ一 リ • チ* ヤー タカ， 

採 薪 女 本 生物 語 J  7 
Katthahala  〔儈 房-〕 カツ タ ハーラ 
Katthi  〔經〕 誇 A 10  85 


kathala 櫟, 砂， 瓦 

kathina  〔衣〕 カティナ， 迎 豨那， 功德衣 
kathinaC-attharana^      希 那衣式 
kathinaka  iSl! 稀 那衣戒 

Kathinakkhandhaka 迦稀那 衣犍度 V  2  a  7 
Kathinatthara-vagga  ^稀 那衣受 持 品 V  3 15, 
14 

kathina-dussa 迎稀那 衣 物 

Kathinabheda  〔章〕 迦綺那 衣 分解 V  3 14 

kathina-mandapa 迎 締那廊 

kathina-rajju 迎締那 綱 

Kathina-vagga 迦統那 品 V 1 a  4, 1〜10 

kathina-samutthana 迦铺那 衣 等 起 

kathina-sala 迎絲那 堂 

kathinassa  palibadho 迎締那 衣の 執 持 

Kadakkuda  〔戰 士〕 力 ダ' ッ ク ダ 

Kadiliya  〔ダ ミラ 人〕 力 ディ リャ 

kana 糠， 雜鐘 

kanavera=kanavira,  karavira  i 花, nil i 力 ナ 

ヹ' ーラ， 夾竹桃 
Kanavera-jataka カナ ユーラ • チヤ一 タカ， 力 

ナゴ— ラ華本 生物 語 J  318 
Kanaverapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 カナ ヹ— 

ラ プ ッ ピャ Ap  3 162 
kana-homa 粉の 護摩 

kanajaka    ；|^、米飯， 糠 飯， 糠 食， 糠 粥， 粥 
kanajaka  bhojana 糠赏 
kanika し樹〕 力 二 力 

kanikara  〔花， 植〕 力 二 力— ラ， 迦 尼迦， 迹尼 

迦羅， 迦尼 割羅， 箱 尼 逝， 牙皇， 黄 花樹 = 

kannikara,  kanikara 
Kanikaracchadaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 力 二 カー 

ラ ツチ ャダ ニヤ Ap  3 165 
Kanikarapupphiya    〔比丘の そ 率 喷 經〕 力 二 力— 

ラプッ ヒャ Ap  3  201 
KaniKarapupphiva-vagga 力 二 力一 ラフ ッヒャ 

品 Ap  3  201〜210 
Kanikara-vagga 力 二 カー ラ品 Ap  3  498〜507 
Kanikari  〔天 宮〕 力 二 力— リー 
Kap リ anutissa=KapirajSnu し 王」 力 二 チヤ 一 

ヌ ティ ッサ 
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Kanirajanu=Kanijanutissa    〔王〕 力 二 ラヂ、 ャ 
一 ヌ 

kantaka 荆棘， 棘， 剌 

Kantaka ① 〔佛 殿〕 カン タカ ② 〔經〕 刺 A 10 
72 

kantakatthana 弃 Ij 地  . 
Kantakadvaravata    〔村〕 カン タカ ド ヴ 一 ラ ヴ 
― タ 

kantaka-passayika=kantaka-passayika 开 IJ 棘 

者， 臥荆棘 者， 臥荆刺 行者， 臥 刺 行者， 茨の 床 
Kantakapetaka  〔地方〕 カン タカべ一 タカ 
Kantakavana  〔地名〕 カン タカ ヴナ 
kantaka- varij a         の 連 
kantaka-seyva 刺 坐 

kantaka-passayika 臥荆棘 者， 臥 棘 刺 行者， 臥 

刺 行者， 荆剌床 者 
Kantaki  〔經〕 カン タキ 一 S  52  4—6 
Kantaki-vana カン タキ一 林 
kantaKi-vata 棘樹 

kantakuranda  〔草〕 カン タク ランタ、、 
Kanthapitthi  〔村〕 カン タピッ ティ 
kantha-suttaka 首 ま 
kanda 箭， 箭释 

Kandaka  〔沙 彌〕 カン ダカ， 赛荼 
kandaka-vuttika 黑信解 
Kandaka  〔尼〕 カン ダカ 一 
Kandadevamalava し タミ ラ人〕 カン タテ一 ヮ" マ 
一 ラヴ 

kandapakka  〔1但」 カン ダ、 ノ ミツカ 
Kandamba  〔ダミ ラ人〕 カン ダンバ 
Kandaraggisama  〔醫 J カンタラ ッ ギサ一 マ 
Kandaracchmna  i^g!^ ら; し 者 
Kandarayana  〔婆〕 カン ダ、 ラ一 ャナ 
Kandari  〔王〕 力 ン ダ リ 

Kandari-jataka カン タ、、 リ ，チ 'ヤー タカ， カン 

ダ リ 王 本 生物 語 J  341 
Kandina-jataka カン ディナ • チヤ 一 タカ， 結 

節 本 生物 語 J 13 
Kandiyuru  〔ダ、 ミラ 人〕 カン ディ ユール 
kandu 痒， 痒济， 鶴 
kandu-Daticchadi 覆瘡衣 


Kandura  〔象〕 カン ドウ ラ 
Kandula  〔漁夫〕 カン ドウ ラ 
Kanduvetti  〔ダ ミラ 人〕 力 ン ドウ ヹッ ティ 
Kanduvethi=Narasiha  〔王」 カン 卜 ゥヹ— ティ 
Kannakatthala-migadaya カンナ カツ タラ 鹿 野 

林， 普 棘 刺 林 鹿苑， 金 槃鹿野 林 
Kannakatthala-sutta カンナ カツ タラ • ス ッタ， 

普 棘 刺林經 M  90 
Kannakujja  〔國， 都〕 カンナ クッ ヂャ， 伽那慰 

闍， 曲 女 

Kannagoccha  〔域〕 カンナ ゴ ッ チヤ 
kannacchidda 耳 孑し 
kannacchmna 耳截 りれ し 
kannatthi 耳 骨， 聽腔 
kanna-nasacchinna 耳と 鼻と 威り し # 
Kannapenna   〔河〕 カンナべ一 ンナ一 
kannamala-harani 挑" 4^ ふ老 
kanna-munda 無 耳の 犬 

Kannamundaka=Kannamunda     〔4 山の 七大 

湖の 一〕 カンナ ムン ダカ， 鈍角 
Kannamunda-petavatthu 無 耳 犬 鬼 事 Pv  2 12 
Kannamunda=Kannamundaka し ■ ^山の 七大 

湖の 一〕 カンナ ムンダ 一， 鈍角 
kanna-roga 外耳お， ^ 
Kannavedha   〔儀式〕 カンナ ヹ— ダ、， 耳 貫 
Kannata  〔族〕 カンナ一 タ 
kannika    〔鹿〕 カン 二 力 
kanniKa 耳 ig 

kannikara=K;anikara,  Kanikara しィち， ：ョ' D  7j 
ンニ カー ラ， 錫尼迦 

Kannikaragalla  〔池〕 カン 二 カー ラガッ ラ 

kanha 黑， 黑- 魔） 

kanha=kinha 黑， 黑法， 黑者， 黑奴 

Kanha ① 〔辟〕 カン ハ ② 〔仙〕 カン ハ ®= 
Kesava  〔餓鬼〕 カン ハ @=Vasudeva  〔王子〕 
カン ハ ⑤ 〔牛〕 カン ハ ⑥ 〔族〕 カン ハ ⑦ 
〔惡 鬼〕 カン ハ， 黑 ⑧ 黑犬 

Kanha-uraga 黑蛇 

kanha  kanhavipaka 黑： こして 黑果， 黑. こして 

黑報， 黑黑異 熟 
kanha  kanhavipaka  kamma 黑な こして の異 
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熟 ある 業， 黑 にして 黑報 ある 業， 黑黑異 熟 業 
kanha-kamma 黑業 

Kanha-jataka ① カン ハ • ヂャ— タカ， 黑牛本 
生物 語 J  29 ② カン ハ • ヂャ一 タカ， カン ハ 
賢者-本 生物 語， カン ハ本 生物 語 J  440 

Kanhadinna  〔比〕 カン ハディ ンナ 

Kanhadipayana=Dipayana  〔道士， 佛の 前生〕 
力 ン ハディ 一パ 一ャナ 

Kanhadipayana-cariya  〔經 J カン ハ ティ ーハ一 
ャナの 所行 Cp  3 11 

Kanhadlpavana-jataka カン ハ アイ 一ハー ャナ • 
チ' ヤー タカ， カン ハディ— バ —ャナ 道士 本 生 
物語 J  444 

kanha-dhamma 黑法 

kanhapakkha-navaka 黑分九 事 V  2  b  4，  2 
Kanha-petavatthu カン ハ鬼事 Pv  2  6 
kanha-magga 黑道 

Kanha-magga  〔經〕 黑道 A 10 146， 190 

kanhavattani カン ハヴ 'クタ ュ, 火 

Kanhavata  〔地名〕 カン ハヴ一 タ 

kanha-sappa 黑蛇， 毒蛇 

Kanhasiri=Asita  〔仙〕 カン ハシ リ—， 黑妙 

kai?ha-sukka 黑白， 黑 法と 白 法 

kanha-sukka  kanha-sukka-vipaka 黑 ti にして 

黑白 報， 黑白 にして 黑白 果， 黑白黑 白異熟 
kanhasukka  kanhasukka-vipaka  kamma 黑 l=i 

にして 黑 白の 異熟 ある 業， 黒白 黑白異 熟 業 
kanha-sukka-sappatibhaga 黑 H 等分， 黑曰詾 

和， 黑白俱 分， 黑 白俱備 
kanhasukka-sappatibhaga-dhamma 黑白 {||： 備 

の 法， 黑白俱 分 法 
kanha-sota 黑 〔魔〕 の 流 
kanhassa  pakkho 黑 〔魔〕 の 分 
kanhassabhippaharani 黑 〔魔〕 の 軍勢 
kapha 黑妩 

Kanha ① 〔王女〕 カン ハ— ② =Kaijhsjina 
〔王女〕 カン ハー， 戲拏 ③ 〔河〕 カン ハー， 
クリシュナ， キス トナ 

Kanhagotamaka    〔四 種 蛇 王族の 一〕 カン ハ— 
ゴ— タマ 力， 種 暴 冥， 黑崔暴 

Kanhajina=Kanha  〔王女〕 カン ハ一ヂ ナ一， 

( 


戯拏延 

kanha bhijati,  kannabhijatika 黑 生類， 黑族， 
賤族 

Kanhayana  〔姓， 族〕 カン ハー ャナ 

^atarii  karaniyaih 所作 已に 作し， 所作 已に辨 
じ， 所作 巳に 作され たり， 作すべき 事 は 巳に 
作され， 作すべき は 巳に 作され， 成辨 すべき 
こと は 巳に 成辨 せられたり， 爲 すべき こと は 
爲 され， 爲 すべき は爲 されたり 

katamnat  (A)  -=katannuta 報恩， 知 恩 

kataka  〔樹， 果〕 カタ 力， 摩擦 具 

Kataka  〔村:] カタ 力 

katanfiu 知 恩 

katannu-katavedin 恩 を 知り 恩に 感ずる 人， 知 

恩感恩 
katannuta 知 恩 
katamaya  〔鹿〕 カタ マー ャ 
Katamodaka-tissaka=Katamoraka-iissaka し 焚 

婆の 徒， 比〕 カタ モー ダカ 低沙迦 
katavedi ほ 知 報， 感恩 

katavedin 感謝， 感恩， 知恩感 恩， 恩に 感ずる 
人 

Katapatti-vara 罪數章 V  3 1 (2， 10) 
katika-santhana 約定 所， 會議所 
katika 規約 

Rati  chinde  〔經〕 幾何 を斷 ぜん S 1 5 
Katipuccha-vara 問數章 
katta 治癒 # 

kattar ① 造 #， 作者-， 創造主 ② 吏 司， 輔枏 
kattara-danda お, 步杖 
Kattala  〔村〕 カツ タラ 

kattika=kattika  〔月〕 カッテ イカ， 迦底 逆， 迦 

剌底 迦， 迦提 
Kattikacoraka カッテ イカ チヨ一 ラカ， 迦提賊 
kattika-chana カッテ イカ 祭， 迦 剌底迦 祭， 迦 

提月祭 

kattika  chana-puja  ^提月 祭 供 
Kattikapabbata  〔村〕 カッテ イカ パッハ タ 
kattika=kattika  〔月〕 迦提， 逆 底 ii, 迦 剌底迦 
kattukamata 作 欲 性 
Katthaka  〔塔 廟〕 カツ タカ 


Kandara 


katthanga  〔値〕 カッタン ガ 

Katthapannatti-vara 制處章 V  3 1 (1， 9) 

kathaihkatha 惑， 疑惑， 猶豫， 疑 論 

kathariikatha  -  salla  ^l?Sm 

katha 言， 說， 論， 正論， 談話， 物語 

Katha  〔經〕 論 S  56 10 

katha  dukkatha 說き 難き 言説 〔五 種〕 

katha -vatthu 論 事， 言 依 〔三種〕 

Kathavatthu ① カタ 一 ヴ-ク トウ， 論 事， 論 事 

論， 迦陀拔 is  〔七 論の 一〕 Abhidhamma  5 ② 

〔經〕 論 事 A 10  69,  70 
Kathavatthuppakarana 論 事 論， ffi 事 し 七 の 

一〕 

kathavatthu-visuddhi 論 爭の淸 ？爭 
katha  sukatha 說き 易き 言說 〔五 種〕 
kathika 說者， 論師， 演說 者， 說法者 
Kathika   〔經〕 說法者 S  22 115, 116  ；  35 154 
kathin 論師， 說者， 演說 者， 說法者 
kathojja  mm 
kadamba  〔鳥〕 曇 婆 

kadambaCka〕  〜kalamba,  kalamba  〔樹〕 力 タ 

ンバ 〔力〕， 迦曇 婆， 迦淡聞 
Kadaniba〔ka〕 〔河〕 力 ダンバ 〔力〕 
Kadambagona  〔精 舍〕 力 ダン パゴー ナ 
Kadambapupphiya  〔比丘の 譬 瑜經〕 力 ダ ンパ プ 

V ピャ Ap  3 156,  363 
kadariya 吝， 恪， 貪婪 者， 吝嗇 者 
kadariyata 頁樊 

kadalikkhandha 芭蕉 樹幹， 芭蕉 樹， 芭蕉の 幹 
kadali-miga=kadall 力 ダ リ . 鹿， Ff) 、羊 
kadalimigapavara-paccattharana 殊勝？^ 羊 皮の 

覆 

kadali ① 〔値〕 力 ダリ 一， 芭蕉， 羊 角 樵 ®= 

kadaii-miga  〔鹿」 
Kadali  〔村〕 力 タ、、 リ ― 
Kadalipatta   〔村〕 力 タ、、 リ 一パ ッタ 
Kadallphaladayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 カダリー 

パラ ダ一ャ 力 Ap  3  384 
Kadaiivata  〔 ヴ ンニ 一人〕 力 ダ リ 一ヴ一 タ 
Kadalisena  〔村〕 力 ダリ一 セ―ナ 
kadalupama 芭蕉の 如し 

( 


Kadalladinivataka  〔地名〕 力 ダ ッ ラ一 デニ ヴ一 
タカ〜 次 項 

Kadalyadinivata    〔地名〕 力 ダル ャ— ディ ニヴ 

—タ〜 言 IJ 項 
kaddama 泥 S 
kaddamodaka 汚水 
Kaddura  〔村〕 カツ ドウ一 ラ 
Kadduravaddhamana し rtk_J 刀ッ トウ一 フヴッ 

ダマ ― ナ 

Kadduravaddhavana し 池 J カツ ドウ— ラヮ ッ 
ダ ヴ 一 ナ 

Kanakadatta  〔尼〕 カナ カタ、、 ッ ター 
kanaka-vimana 黄金 宮， 黄金 宮殿， 黄金の 宮殿 
kanavlra=kanavera,  karavira し 花， 植〕 カナ 

ヰ'— ラ， 夾竹桃 
Kanasiya  〔地名〕 カナシ ャ 
KaniKara=kanikara,  kanniKara ひ；；， 樹 j 牙 

皀， 箱尼^50， 迎尼 割羅， 黄 花樹 

Kanitthatissa  〔王〕 力 ユッタ ティ ッサ 
kanta 可樂 

Kantakacetiya カン タカ 支提 
kantati 訪 く 
kanta-rupa 可樂相 
kanta-vacana  5^ 語 

kantara 險道， 難所， 難處， 難路， 沙漠， 荒 地， 

荒野， 曠野 

kantaraddhana-magga 荒野の 旅路， 曠野の 道 
Kanthaka ① 〔馬 王， 死後 生 天〕 犍陟， 乾陟② 

〔天〕 犍渉 
Kanthaka-vimana 犍 陟天宮 Vv  81 
Kandagalaka  〔鳥〕 カン ダ、 ガラカ 
Kandagalaka-jataka カン タ、、 ガラカ • ナ ヤー タ 

力， カン ダガラ 力 啄木鳥 本 生物 語 J  210 
kandara 麋窟， 洞窟， 洞穴， 窟， 石窟， 石室， 

溪谷， 豁， 瀧， 峡谷 
Kandara=Alakandara  〔精 舍〕 カン ダラ 
Kandaraka  〔遊行 者〕 カン ダラ 力 
Kandaraka-suttanta カン ダラ 力 • ス '：' タンタ， 

力 ン ダラ カ經 M  51 
Kandaramasuka  〔裸 行 沙門〕 力 ンタ、 、ラマ フ、 力 
Kandarahinaka  〔精 舍〕 カン ダラ ヒー ナカ 


Kandali 


kandali  〔花〕 カン ダリ 

Kandalipupphiya  〔比丘の 譬 if?: 經〕 カン ダリー 

フ ッ ヒャ Ap  3  319 
kapana 貧困 者- 
kapaniddhika 貧窮 者-， 貧民 
kapalla ① 藥〕 煤烟 ② 大釜 
Kapallakkhanda  〔地名〕 カパッ ラッカ ンダ 
kaoalla-puva 鐘 

Kapallapuva  〔地名〕 カパッ ラブ ーヴ， 鍋燒饅 

頭 

Kapalanaga  〔情 舍〕 カバ— ラナ ーガ 
Kapalin カバ一 リ =シ ■//Jii き 
kapi 猿， 攝猴 

kapicchu  〔毒 果樹〕 力 ヒッチ ュ 

Kapi-jataka 力 ヒ《チ 'ヤー タカ， 猿 本 生物 S^， 

猿猴本 生物 語， 攝猴本 生 話 ① J  250 ② J  404 
kapinjara  〔鳥〕 力 ヒンヂ ヤヲ 
kapittha=kapittha,  kapitthaka~kapitthana, 

kavittha  〔果， 樹〕 カヒ ツタ， ま 力 比 他， 林擒， 

山 林檎， 迦搀 多羅 
Kapittha  〔村〕 力 ヒッタ 

kapitthaka=kapittha,  kapittha  〔果， 樹〕 力 ピ 
ツ タカ 

Kapitthaphaladayaka   〔比丘の 臂 瑜 經〕 力 ヒ ッ 

タハ ラダー ャカ Ap  3  509 
kapithana=kapitthana  〔樹〕 力 ピ タナ 
kapittha=kapittha,  kapitthaka,  kavittha し rlQ 

劫 比 te， 山林 擒， 林擒 

kapitthaka=kapittha,  kapittha  〔銜 j 迹稗 多羅， 
山 林檎 

kapitthana=Kapithana~kapittha,  kapitthaKa 

〔樹〕 カピ クタ ナ 
Kapinaccana カヒ' ナツ チヤ ナー， 猿&虔 
Kapiraja-cariya  〔經〕 猿 王の 所行 Cp  3  7 
Kapila ① 〔族〕 ； 毘羅 ② 〔比〕 力 ピラ③ 〔婆〕 

カヒラ， ； 迦毘羅 （D  〔醫〕 力 ビラ ®  〔大臣〕 

カヒラ， iS; 毘羅 ⑥ 〔都〕 迦毘羅 
Kapilavatthava  bhumma  vakkha    ii3 毘; i# 城 地 

の 夜叉 

Kapilavatthu=Kapila  〔城」 カヒラ ワク トウ, 

迹維 羅衛， i55 昆羅拔 免， 迦毘 羅衞， 迦 昆羅， 


逸 比羅衞 

kapisisa  「- 1 木径 
Kapisisa  〔タ、 、ミラ 人〕 力 ヒシ一 サ 
kaoIsisaKa 木す 全， F3 
Kaplvanta  〔都〕 カピ一 ヴ ン タ 
kapota,  kapotaka 鳩 

Kapotakandara  〔精 舍〕 力 ホ―タ カン ダラ—， 
迦布德 

Kapotakandara  〔地名〕 迦 布德迦 
Kapota-jataka カボー タ* ヂャ一 タカ， 鳩 本 生 

物語 ① J  42 ② J  375 
kappa ① 〔樹〕 力 ッ パ， 劫 波， 如意 ② 劫， 一 

劫， 劫 波， 時間 ③ 計 度， 分別 @ 點淨， 免 

罪 者 

Kappa  ®=Nigrodha-kappa  〔比〕 劫 波 ② 〔婆 
和 利の 弟子， 婆， 比〕 力 ッ バ， 劫 波 ③ 〔學 
童， 佛の 前生〕 力 ッ バ， 劫 波 

kappam  titthati 一 去 力 住す 

kappaka 剃 髮師， 理 髮師， 理髮人 

Kappakandara  〔村〕 力 ッノ 人力 ンタ ラ 

Kappakandara  〔河〕 力 クパ カン タ、' ラ一 

kappaka-palibodha 調 髮障礙 

kappa-karana 作 伊 

Kappagallaka  〔村」 カツ ノ、 カツ ラカ 

Kappagama  〔殿 樓〕 力 ツバ ガー マ 

kappata 濫 ft 衣 

Kappata,  Kappatakura  〔Jij カツ ノ、 タ, カク 
パ タクラ 

kappattha 一 劫 住， 一 劫 住す， 劫 住， 劫 住 者 
Kappattha-katha 劫 住 論 KV 13 1 
kappatthitika 去カ庄 
kappatthiya  kibbisa 一 去 力 住する 罪過 
kaooati ほトな り 

kappati  adasakarh  nisidanaih 無 德邊坐 兵^ 
〔十 事の 一〕 

kappati  jalogi  paturh 飮闍摟 伽 酒淨， 飮 未酸酵 

f 承 〔十 事の 一〕 
kappati  jatarupa-rajatarii 金銀 金銀 は? な 

り， 金銀 は 認めら る 〔十 事の 一〕 
Kappa-panha  〔經〕 劫 波 所 問 = 次次 項 
Kappamanavakapanha-niddesa 劫 波 學童所 問 
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Kamma-kara 


の義蘀 CNd 11 
Kappa-manavaka-puccha 劫 波 學童所 問， 劫 波 

所 問 〔經〕 Sn  5 11 
kappara  fl  寸 

kappa-rukkha=paricchattaka 劫樹， 劫 波樹， 
如意 樹 

Kapparukkhiya  〔比丘の 譬 喻經〕 力 ッ パル '？ キ 

ャ Ap  3  40 
kappa-vutthana 劫の 滅盡 
kappa-sahassa 一 干 劫 
kappassa  asankheya 無數劫 〔四 種〕 
kaoDanarii  satasahassam  caturo  asariKheyya 

四阿 儈祇劫 百 千 劫 == 四 阿僧祇 十 萬 劫 
Kappa vana=Nigrodha-kappa,  Kappiya し 比〕 

劫 波， 劫波師 
kappasa  〔綿〕 カッパ— サ， 劫 貝， 劫 波娑， 綿， 

木棉， 木綿， 綿花 
Kappasa  〔村」 カッパ— サ 
kappasa-picu 輕綿， 綿花 
kappasika ① カッパ— シカ， 古 貝， 劫 貝， 綿， 

木綿 衣， 綿 衣， 綿布， 綿絲， 木綿， 綿樹 ② 

〔薬用植物〕 カッパ— シカ 
Kappasika  〔林〕 カッパ ーシ 力， 迦 嘱波沙 林， 

綿樹 

kaooasika-dussa 綿布 
kappasika-sukhumaC-cIvara^ 古 貝 細 衣 
kappasika-sutta  f 吊絲 
kappasiya=kappasika 綿布 
Kappitaka  〔比〕 カツ ピ タカ 
kappin 計 度 # 

Kappina    (I)=Mahakappina  〔比」 力 ッ ピナ， 
幼 賓那， 迹 匹那， 厠賓那 ② 〔經〕 嚴賓那 S 
54  7 

Kappino  〔經〕 劫賓那 S  21 11 

kappiya 淨， 淨行， 淨事， 淨物， 淸淨， 相應， 

淸淨食 

ls.appiva=Nigroahakappa,  Kappa  van  a  〔比」 
劫比耶 

kappiya-ahara 淨食， 淸淨食 
kappiya-karaka 給與者 
kappiya-kuti  K 厨, 用 房 


kaoDiva-civara 伊 衣 

Kappila  〔都〕 カツ ピラ一 

kappura カップ— ラ， 樟腦， 寵腦香 

Kappura  〔房 舍〕 カップ— ラ， 樟腦 

Kappuramulayatana  〔精舍 J カツ フ' 一 ラム一 ラ 

—ャ タナ 
Kappo  〔經〕 劫 波 S  22 124, 125 
kabala 飯 塊， 飯 球 

Kabala-vagga 飯 球 品 V 1 a  7，  41〜50 
kabalika 壓定布 
kabalinkarahara 段 食， 搏食 
kabalinkarahara-paccaya 段： ^；' 緣 
kabalifikarahara-bhakkha 段' 艮長会 
kabalikara-bhakkha  deva 搏 食の 諸 天 
kama 順序 
kamandalu 水瓶， 罐 
kamala  〔草〕 迎 摩羅 

Kampiila=Kampillaka,  Kampuliva し 市〕 力 ン 
ピ ッ ラ 

Kampiilaka,  Kampilliya=Kampilla し 市〕 力 ン 

ピッラ 力， カンピ ッ リ ャ 
kambala  〔衣〕 カンパラ， 欽 婆羅， 毛絲， 毛布， 

毛 衣， 毛織物， 褐， 褐衣 
Kambala  〔寵〕 カンパラ， 欽婆羅 
Kambalavasabha し 王」 カン ノ、 ラヴ サノ、 
kambala  sukhuma 欽き笛 細 衣 
kambalai  -sutta j 

Kambalassatara  〔青 |〕 カンパ ラッサ タラ， 迦毘 
羅攝 

kambali 毛織， 毛織 衣， 褐織 
Kambu  〔村〕 カン ブ 

Kamboca (.A)  =Kamboj a  〔國〕 カンボー チヤ 
K ambo j  a=K arhbo j  a ,  Kamooya,  Kamboca 

〔國， 十六 大國の 一〕 カンボー ヂャ， 劍 蒲闍， 

劍 汫沙， 劎浮 
Kambojaka カン ホー チヤ 產 
kamma 業， 行 業， 行事， 行爲， 作業， 作務， 

事業， 錫 磨， 世俗 事， 家事， 家業， 宿業 
Kammam  〔經〕 業 S 14 15  ；  35 145  ；  52 16 
Kamma-katha 業 論 P^s 1 7  ；  KV 12  2  ；  21 8 
kamma-kara まま 仕， 被傭者 
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Kammakara 


kammakara-porisa 使用人 
kamma-kara 被傭者， 被耩 者， 雜仕 
kamma-karana 刑罰 
Kammakarana-vagga  ^+开]言リ品 A  2 1 
kamma-kari 執作婦 
kamma-kann 作 務# 
kamma-kilesa 桑 死 
Kammakkhandhaka 謁窘徤 度 V  2  b 1 
kammaja=kamma-samutthana ま 生 
kammaja-rupa 業 生色 

Kammajakammaja-panho 業 生き， 業 生の 問 Mil 
4  〔7〕  9 

kainnianna=kammaniya 堪任, 適 あ 事 に 

堪ふ， 調 適 

kammafifia ほ 使用に 堪 ゆる， 堪任 性， 適業 性 
kammatthana ① 業處， 行處， 公案， 修行の 具， 

禪 定法， 觀法， 觀念 修行 ② 事業， 業 事 
Kammatthanagahana-niddesa 業 處把 取の 解釋 

VM  3 

Kammatthana-sangaha-vibhaga 攝業 fe^r 別 
Abhsang  9 

kamma-dayada 業 を受嗣 ぐ， 業 を相债 す， 業 

の相镇 者， 業 を領受 す， 業 を 領有す 
kamma-dosa 簿 磨の 不成 

kammanatha,  kammanayaka じ 吕 職〕 カン マナ 

ータ， カン マナー ャカ 
Kammananakarana-panho 業 別 異の問 2 

〔4〕  4 
kamma-nibbatta 業 生 
kamma-nimitta 業 相 

kammaniva=kammanna  3ig 業, %&， 事 まに 
kamma-nirodha 業の 滅盡 

kammanirodhagamini  patipada まの 喊盡 i こ 達 

する の 道 

karmnanta 家業， 業， 作業， 職業， 事業， 業務， 

生業， 產業， 商業 
kammanta-vipatti 業 損 
kammanta-sampada 桑圓 
kamma-paccaya 業緣 〔二十 四緣 の一〕 
kammapaccaya-aharasamutthana  Mi^^W^ 
kammapaccaya-utusamutthana 業 ま 時 ^ロ# 起 


kammapaccava-cittasamutthana 菜緣' L 、等 
kammapaccava-niddesa 業 緣廣就 
kamma-patiDaddha 業繫屬 
kamma-patisarana=kammappatisarana 集 を 

所 依と す， 業を歸 趣と す， 業に 依存す 

Kammapatha-vagga 業 ii! 品 o 14  23 〜二 9  ； 

A  4  261-270 
kaminappatisarana=kamma-pausarana 業： こ 

存す， 業を歸 趣と す， 業 を 所 依と す 
kamma-phala 業果 

Kammaphala-atthibhava-panho 業界の 存在 狀 

態の 問 Mil 2  〔5〕  8 
kammapnala-dassana 桌果見 
kamma-bandhu 業 を 親戚と す， 業 を 親族と す， 

業を緣 者と す， 業 を親緣 とす 
kamma-bhava 業 有 
kamma-bhumi 業 地 

kamma-yoni 業 を 因と す， 業 を 起源と す， 業 を 

胎 とす， 業 を 母胎と す 
kamma-lakkhana 竭磨標 相， 業 相 
Kamma-vagga ① 掲磨品 V  3 19， 1 ② 業 品 A 

4  231—240 
kamma-vatta 業輪轉 
kamma-vatthu 獨磨事 
kamma-vaca 趨 磨戒， 獨 磨儀軌 
kamma-vada 業 論者， 業因 論者' 
kamma-vadm 業 論者， 業 を說く 
kamma-vipaka 業異 熟， 業の 異熟， 業報， 業と 

異熟 

kamma-vipakaja 業異熟 生 
kammavipaka-ja  abadha 業報 所 生 病， 業異熟 
所 生の U? 病 

kamma-vipakaja  iddhi 業 異熟生 神 通， 業報 生 
神變 

kamma-santati 業 fflM 
kamma-samaya  il 營時 

kammasamadanam  vipako ま 報の 異熟, 受桌 

の異熟 

kamma-samutthana 業 等 起 
kammasamutthana-kalapa 業 等起聚 
kamma-samutthana  rupa 業 
kamma-sampatti 11 磨の 成就 
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Karuna 


kammassaka 業 は 己が もの， 業 を 己が ものと 

す， 業 を 所有す 
kammassaka は nana 自 業智， 業 作智， 業 所作 智 
kammassa  katatta 業の 已作 1 生 
kammassaka ほ業自 性， 自業， 業 作， 業 所作 
Kammassadhamma=is.ammasadamma し ej 

力 ンマ ッ サタ' 、ンマ 
Kammahetu-katha 業 困 論 Kv  8 11 
kammanarh  samgaho 報 磨の 攝聚 
kammanarh  samudavaya  nidanam 業の 集の 

緣， 業の 集まる ための 緣 〔三種〕 
kammayatana 事業， 桌處 
kammara 穀ェ， 鍛 冶工， 鍛冶屋， 鍛冶 職， ェ 

師， 冶工， 彫工 
Kammara  〔村」 カンマ一 ラ 
kammara-kula 銀 （Q^fe 

kammara-putta 锻 冶師， 鍛冶の 子， 锻冶 星の 

息子， 锻ェ 子， 金工， 金工 師， 金師 
kammaramata 欲 愛樂， 事業 を樂 しむ こと 
kammavarana 業 障 
kammavaranata 業 障 
kammasa 雜色 

Kammasadamma=Kammasadhamma,  i\amm- 
assadhamma,  Kammassadhamma  CqJ 力 
ン マーサ ダン マ， fIJ 磨瑟 曇， 劍摩沙 

Kammassadhamma=Kammasadamma し邑 J 
カンマ一 ッサタ 、、ン マ 

kammika   'g 人 

kammupacaya 業 ま 集 

Kammupacava-katha 業 積 集 論 K\ 15 11 

Kammoj  a  (a;  — Kamboj  a し國〕 カン モー チ、 ャ， 

i5 蒲闍 

kaya-vikkaya 賣買， 交易 

Kayavikkaya 匸 經 i 貿 '貝 S  56  92 

karaka し nfiij カラ 力 

karakataka 滑車 

karaja-kaya 業 生身， 業 所 生身 

Karaja-kaya  〔經〕 業 所 生身 A 10  208 

Karajakaya-vagga 業 所 生身 品 A 10  200〜209 

karanja  〔棒|〕 カラン チヤ 

karana ① 遂行 ② 作 格 


karanh-ata 所辨 

karaniya-doksaka 所用 十二 事 V  2  a  7  (10) 
Karaniya-vimana 所 應 作大宮 Vv  56 
karanda 蛇 皮 

Karandaka  〔地名〕 カラン ダカ 
Karandu  〔王子， 王〕 カラン ドウ 
karati  〔樹〕 カラ ティ 
Karatiya し 夜叉 J カラ ティ ャ 
karamanda  〔te  J カラ マンタ'、 
karamara 捕 *， 虜 
Karamba しタ ミ ラ人」 カラン ノ、 
Karambiya に 巷〕 カラン ビヤ 
Karambiya-ace]a=KaramDiya カラン ビヤ 裸 开_^ 
行者 

Karavalagiri  〔地名〕 カラ ヴ 一ラ ギリ 
Karavitthavilatta  〔池〕 カラ ギ ッタヸ ラッタ 
karavika  〔鳥〕 カラ ヸ— 力， 迦陵頻 伽， 迹陵頻 

迹， 迦羅毘 伽， 迪羅 頻迦， 伽陵賓 伽， 伽陵頻 

伽， 郭公 

Karavika  〔山〕 カラ ヸ 一力， 迦羅 毘拘， 郭公 
Karavika-bhanin 迦陵頻 伽の 音色 
karavira=kanavira,  kanavira  IJliJ カナ 千一 

ラ， 夾竹桃 
karavira-patta 夾竹桃 葉箭 
Karinda ① 〔河〕 力 リ ン ダ ② 〔窟〕 
Karindaka  〔山〕 力 リ ン ダカ 
karlsa ① 糞， 屎， 大便， 排泄物 〔三十 二 身分 

の 一〕 ② 〔面積〕 力 リーサ 
karisa-magga 大便 退 
Karumha  〔天〕 カルン ハ， 伽泄摩 
karuna 悲， 悲' し、 
Karuna  〔經〕 悲 S  46  63 
Karuna-katha 悲論 KV 18  3 
karuna  ceto-vimutti 悲' し、 解脫 
karuna-jhana 悲の蜱 

karuna -brahmavihara 悲免住 〔四梵 住の 一」 
karuna-bhavana 悲の修 習 VM  9  2 
karuna-sanna 悲想 
karuna-sahagata 悲" {^行 

karuna-sahagata  ceto 悲俱 行の 心， 悲俱行 心， 
悲と俱 なる 心 
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Karumbulatta 


Karumbulatta    〔ダ、 ミ ラ 人〕 力 ル ン ブ 一 ラッタ 
karumbhaka  〔稻〕 カルン パカ 
Karummalatta  〔タ' 、ミ ラ人〕 カルン マラ ッ タ 
Karumha  〔天」 加羅擎 
kareri  〔樹〕 カレー リ， 迎里梨 
Kareri  〔窟〕 カレー リ， 花 林 
Kareri-kutika 花 林 
Kareri-mandalamala す匕 ャ木圓 
kareri -ma  la カレー リ の 卓 
karoti=supanna 金翅鳥 
Karoto  〔經〕 作 S  24  6 
karonta 作す 者 

Kalanduka  〔奴 隸〕 カラン ドウ 力 
Kalanduka-jataka カラン ドウ 力 • ヂャ一 タカ， 

カラン ドウ 力 奴隸本 生物 語 J 127 
Kalanda  〔情 舍〕 力 ランダ 
kalandaka 栗鼠 

Kalandaka  〔村〕 カラン ダカ， 迦蘭陀 
Kalandaka-nivapa=Veluvana    〔精 含〕 力 フン 
ダカ ニヴ ーパ， 迦蘭陀 迦尼婆 波， 逝蘭陀 〔逝〕 

園， 栗鼠 詞養 處， 栗鼠 養飼處 
kalamba ~ka| amba ,  kalambaka  〔樹， 草根〕 力 
ラ ンパ 

kalambaka -kalamba   〔水草〕 力 ランパ 力 
Kalambadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 カラン パダ' ― 

ャカ Ap  3  433 
kalala 力 ララ， ijg 賺邏， 歌 羅邏， 羯羅 藍， 謁剌 

藍， 卵黄， 凝 滑 〔胎內 五位の 一〕 
Kalalahallika  〔:'ii〕 力 ララ ハツ リカ 
kalasa  ^ 

kalaha 靜， 靜爭， 靜訟， 靜論， 異論， 爭鬪， 
諠譁， 鬪， 鬪爭， 闘 諍， 不和， 紛爭， 紛亂 
kalaha-karaka,  kalaha-karika 鬪爭" 3  ， 鬪靜 す, 

靜亂 者， 紛亂荐 
Kalahanagara カラ ハナ ガラ， 大 城 
Kalahayinadu  〔地名〕 カラ ハイナー ドウ 
Kalahavivada-sutta 闘詳經 Sn  4 11 
Kalahavivadasutta-niddesa 鬪諍經 の義蘀 MNd 

11 

kalapa  n% 

kalapa-vojana 色の 聚 Abhsang  6  4 


kalapa-sammasana 聚 思惟 
kalapin 筋 を 持てる 
Kalabu  〔王〕 力 ラーブ， 迦藍浮 
kalaya 大豆， 豌豆， 小 

Kalavamutthi-jataka カラ一 ャムッ ティ • チヤ 

一 タカ， 一握^ 豆本 生物 語 J 176 
kala  solasi 十六 分の 一 

kali   〔最惡 の 骰子 カリ， 惡運， 不利 玉, 散 子 

Kalikara  〔ダ ミラ 人〕 カリ 力一 ラ 

Kalikaladisahiccasabbannu-pandita カリ 力一 
ラサ一 ヒ ツチ ャサ ンノミ ン ニュー •  ノミ ン ティ 
タ， カリ 期に 關 する 全知の 賢者 =パ ラッカ マ 
パ一 フニ 世 

Kaliga(A),  Kaligya(A)=Kalinga  〔國 〕 

kaUngara 丸木， 丸太， 木片， 藁 * 

KaUhgaro  〔經〕 藁 S  20  8 

kalingu  〔樹〕 力 リ ング， 桂 

kalyana 善， き 案， 善人 

Kalyana^Kalyani  〔王〕 カル ヤー ナ， 迦 梨耶那 
kalyana-kamma 楼業 

kalyana-kittisadda 善き 名聲， 名稱， 名聲， 好 

名聞 

Kalyana-gama 美人 村 

kalyana-dhamma 善 法， 善 法 者， 善 法 行者， 善 

行者， 持 善 法 者， 具 善 法 者， 法に 善き 者 
Kalyanadhamma-jataka カノ レャ一 ナタ' 、ンマ • チ 

ヤー タカ， 善 法 本 生物 語 J 171 
kalyana-dhammata 正眞法 性， 善 法 性， 妙法 性 
Kalyanadhamma-vagga 善 法 品 J 171—180 
kalvana-panna      に 善き 者 
kalyana-patibhana 善良の 卽慧者 
kalyana-papa  kamma き惡業 
kalyana-papakanam  kammanam  vipako  %^ 

業の 果報 

kalyanabhattika-gahapati 善 飯 居士 
kalyana-mitta 善 友， 善き 朋友， 善知識， 良友 
kalyana-mittata 善 友， 善 友 ある こと， ^友た 

る こと， 善 友 性， 善 友 相應， 善知識 
Kalyanamittata  〔經〕 善 友 S  45  49,  56,  63, 

70,  77,  84 
Kalyapamit ほ cli-vagga 香 友 等 品 A 1 8 


Kasibhara 


Kalyanavati    〔キッ ティ ニッサン 力 王妃〕 力 リ 

ャ 一ナヴ ティ 一 
kalyana-vakkarana 語音 善良， 語 善 く  ， 善 語 者， 

美聲 

kalyana-vaca 言 善く， 言詞調 善， 善き 語 
kalyana-sampavanka 善 伴黨， 善き 仲間 
kalyana-sahaya 善 伴侶， 善朋 
kalyanadhimuttaka  sat は 勝れた る 煩 向の 衆生 
kalvanaahimuttika 善意 志 
Kalyani ① 〔地方〕 カリヤ  一二， カル ヤー 二， 
カルリ ヤー ニー  ② 〔精 舍， 廟〕 

Kalyanika   〔精 舍〕 カツ リャ  一二 力， カルリ ャ 

一二 力 
kalyani 美女， 美人 

Kalyani  ®=Kaly5i3a  〔王〕 カルリ ャ— 二  — ② 

〔河〕 カルリ ャ— ニー， カリヤ— ニー  ③ 〔經〕 

美人 S 17  22 
Kalj-ani-agamana カツ リャ— 二  —來降 Mv 1， 3 
Kallakallena,  Kallakalena  〔精 舍 J カツ ラカッ 

レーナ， カツ ラカー レーナ 
KaC 1 〕lakka  〔ダ ミラ 人〕 力 〔ツ〕 ラッカ 
kalla-citta 從順 心， 堪任心 
Kallara し 卓 J カツ ララ 
Kallavalamutta  〔村〕 カツ ラヴ 一 ラム ッタ 
Kallita  〔經〕 安樂 S  34  4,  36〜40 
Kallita— Arammana  〔經〕 安樂一 所緣 S  34  35 
kalUta-kusala 安樂 善， 喜悦 善 巧， 身 安善 巧， 

安らかに する に 巧 
kalainba=kalamba,  kadamba  〔樹， 草根〕 刀 

ラ ンパ 

KalavandiCya;] 〔ダ ミラ 人〕 カラ ヴ ンデ ィ 〔ャ〕 
ka お ya=kal5ya 魏豆， 小 M 豆， 大豆 
kalaya-yusa  'J ヽ魏豆 汁 
Kalara  〔經〕 カラーラ S 12  32 
Kalara-khattiya  〔比〕 カラ一 ラ 刹 利 
Kalarakhattiya-vagga カラ一 ラ刹利 品 S 12  31 
—40 

Kalarajanaka  〔尼彌 王の 子， 王〕 カラ— ラヂャ 
ナカ 

Kalimbha  〔比〕 力 リ ンバ 
kavaca  it 


kavata 戶， 門屋  . 
kavi 詩人 

Kavi  〔經〕 詩人 S 1 60 
kaviRata 頌文 

kavittna^kapittha,  kapittha  〔樹， 林」 力 キク 
タ 

Kavitthaka  〔僧院〕 カギッ タカ 
kavva-patha 狩 法 
Kasa  〔村〕 カサ 

kasaka=kassaka 農家， 農業 者， 農夫， 百姓， 

田夫， 耕作者， 耕耘者 
kasata 過失， 過 患 
kasambu 塵ヅ {^ 

kasambu-jata 塵芥に 等しき 者 

kasa 杖， 鞭， 鞭 影 

Kasalla  〔池〕 カサ一 ッラ 

Kasallaka  〔堡 壘〕 カサ一 ッラカ 

kasava  m, 惡濁 

kasava-bhesajja 跑藥 

kasavodaka  zSzK 

kasa-hata 笞刑を 受けた る 者 

kasi 耕作， 耕耘， 農業， 農事， 耕す こと 

Kasi  〔經〕 耕 田 S  7 11 

kasina 遍， 遍處， 遍 處定， 遍處觀 法， 一切， 
迦師那 

kasina-kammatthanika 遍桌處 
kasina-niddesa 遍 の解釋 
kasma-nimitta 遍の相 
kasina-patiloma 遍の逆 

kasina-parikamma 徧處 の豫備 修行， 遍處觀 法 
の豫備 修行， 遍の 準備 定， 觀 念の 豫備 修行， 
觀法， 一切 入豫 修法， 遍處定 

kasina-mandala 遍 曼陀羅， 遍處 壇， 遍の輪 

kasinanuloma 遍の順 

kasinanuloma-patiloma  3 扇の' 頃 逆 

kasmavatana 遍] 53 し 十き〕 

Kasinayatana  〔經〕 遍處 A 10  25 

kasinukkantika 遍の 過 

kasinugghatimakasa 遍除虚 も 

Kasibharadvaja  〔婆， 比〕 カシ パーラ ド ヴ 一 ヂ 
ャ， 耕 田 婆 羅墮闍 
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Kasibhara 


Kasibharadvaja-sutta 耕 田婆羅 墮闍經 Sn 1 4 
Kasmira  〔國〕 カス ミー ラ， 迦濕 彌羅， 屬賓 
kassaka=kasaka 農夫， 農家， 農業 者， Wfe, 

耕 耘荐， 耕作者， 耕 夫 
Kassaka  〔經〕 農夫 S  4 19 
kassaka-gahapati 耕 田家 主， 耕 田 居士 
Kassapa ① 〔姓〕 力 ッ サパ， 逝 葉， 逆 葉 波 ② 
〔佛， 過去 七佛の 一〕 カツ サパ， ； 55 葉 （E)= 
Mahakassapa  〔比〕 カツ サパ， 迦葉， 迎葉波 
(i)=Uruvela-kassapa  〔比〕 迦葉 ©=Acela- 
kassapa  〔比〕 迦葉 ®=Kassapagotta  〔比〕 
迦葉 ®=Nagi は 〔比〕 迹葉 ®=Lomasa- 
kassapa  〔司祭の 子， 比〕 迎葉 ®  〔傅。 婆， 
佛の 前生 ~1 迪葉 ®=Mahanarada-kassapa 
〔外〕 迦葉 @  〔天子〕 i55 葉 ®  〔古 仙〕 力 ッ 
サパ， 迦葉， 加 葉， 迦葉波 @  〔一世 王〕 力 ッ 
サパ ®  〔三世 王〕 力 ッサパ ⑩ 〔四 世 王〕 力 
ッサパ ⑯ 〔五世 王〕 カツ サパ ®=SUadatha 
〔二世 王， ァ ッ ガボ —ディ 三世 王の 弟〕 力 ッ 
サパ @i=Vikkamabahu  〔王〕 カツ サパ ⑲ 
〔髮舍 利 長， 王〕 カツ サパ @==Girikassapa 
〔王子〕 力 ッサパ @  〔セ— ナ 五世 王の 子〕 力 
ッサパ @  〔口— ハナの 領主〕 カツ サパ @  〔將 
軍〕 カツ サパ @=Kassapagiri  〔精 舍〕 力 ッ 
サパ @  〔經〕 ^^5葉 S  2 1， 2; 12  9 
Kassapaka  〔園〕 カツ サパ 力， 迦葉 
Kassapakarama 迹葉園 
Kassapa-giri=Kassapa  Ctra-#J 力 ッサノ 、干 リ 
I\assapagotta=Kassapa  〔比」 力-クサ ノ、 コ ッタ, 

迦葉 氏， 迎葉姓 
Kassapagotta  or  Che は 〔經〕 迦葉氏 （獵 夫） 
S  9  3 

Kassapagotta-Majjhima  〔比〕 迎葉姓 末 示 摩 
Kassapa  bodhisatta  MM'B^ 
Kassapamanaiya-jataka 力 クサ ノヽ マン ティ ャ • 

ヂ ヤー タカ， ^葉 愚鈍 本 生物 語 J  312 
Kassaparajaka  〔精 含〕 力 ッサノ ■ ^ラー ナヤ 力 
Kassapa-samyutta カツ サノミ • サム ユッタ， 

葉相應 S 16 1-13 
Kassaoa-sihanada-sutta 力 ッサノ 、シ  ーノ、 ナ 一 

ダ《 ス ッタ， 迹葉師 子吼經 D  8 


Kassapasena し 精舍〕 力 ッサパ セーナ 
Kassapadi-giri  〔精 舍〕 カツ サパー ディ ギリ 
Kassapika,  Kassapiya  〔部 派〕 飮光， 迦葉遣 
Kassipitthikapubbaka  〔精 舍〕 力 ッ シ ビッティ 
力 プ ッ パ 力 

kahapana=20 masaka  〔貨幣〕 力 ハー パナ， 迦 
利沙 波拏， 迦利沙 鉢拏， 迹利沙 紫， ー錢， 金 
貨， 銅貨， 貨 f?ff， 錢 

kahapanaka 錢刑 

kahapana-danda 罰金 

kahapana-vassa 金貨の 雨 

kahapana-sata  "&錢 

kaka 烏， 鴉， 雄 烏 

Kaka ① 〔奴 隸〕 力一 力， 烏② 〔魚〕 カー 力 

③ 〔經〕 m  A 10  77 
kaka-kulavaka 鸦の i 
Kakacchati 軒 を 力 、 \ 

Kaka-jataka 力— 力 • チ 'ヤー タカ， 烏 本 生物 語 

① J 140 ② J 146 ③ J  395 
kakanika  〔重量〕 カー 力 二 力 
Kakaij(^aka  〔婆〕 力— カン ダカ， 迦乾陀 
Kakandakaputta  Yasa  〔比〕 迦乾陀 子耶舍 
Kakadlpa 力一 カティ ーパ， 烏 島 
Kakaneru  〔山〕 力一 カネ一 ル 
Kakannadu  〔地名〕 カー カンナ一 ドウ 
Kakavanna=Kakavannatissa し 王」 カー カワン 

ナ 

Kakavannatissa=Kakavanna し 王 J 刀一 カヴン 

ナティ ッサ 
kaka-vata 照 務 
kaka-vatika  El^-^' 

Kakavalliya  〔贫? t, 長者〕 力— 力 ヴ ッ リ ャ 
Kakati-jataka カー カーティ • ナヤ一 タカ， 力 

一 カーティ 妃本 生物 語 J  327 
Kakati  〔王妃〕 力一 カーティ 一 
Kakalaya  〔村〕 カー カー ラャ 
kaki 牝烏 

kakuttepaka 驅烏人 
kakorava-sadda 烏 
kakola 大鴉， 黑媳 
Kakola-niraya 大 鶴の 地獄 
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kaca 玻璃， 鍮石 

kaca-maya 嫩石所 成 

kaja 擔棒， 擔杆 

Kajara  〔村〕 力一 ヂャラ 

Kajaragamaka  〔精 舍〕 力— ヂ、 ャラガ —マ 力 

Katara  〔村〕 力一 タラ 

kana 片目， 眇， 眇目， 瞎目， 瞎子， 隻眼 者， 

偏 目， 偏 盲 
Kana ① 〔村〕 力一 ナ (D=Kanagama  〔池〕 
kana-kacchapa 瞎龜， 、目龜 
kanakacchapopama 盲龜 〔浮 木〕 の譬喻 
l\anagama=rvana し 池〕 カー ナガ一 マ 
ivanatalavana 匸渡 J 力一 ナタ一 ラヴ ナ 
Kanapaddauda  〔地名〕 力一 ナパ ッタ' 、一ゥ タ、、 
ivanamatar=Kanaya  mata し;^〕 カー ナ マー 

タ—， カーナーの 母， 伽 若の 母 
Kanamula   〔地名〕 カー ナ ムーラ 
Kanavapi ① 〔村〕 力 —ナブ 一 ピー ② 〔池〕 
Kana  〔夷〕 力— ナ—， 伽 若， 迦若那 
l\anaya  mata=Kanamatar  Cs^J 迹若那 の 母, 

伽 若の 母 

Kanarittha=Ariuha  CtlJ カーナー リ ッタ， 眇 

目の 阿梨 吒 
ivatiyana し]: 匕〕 力一 ティ ャ一ナ 
Katiyani 〔夷， 證^ 第一〕 力— ティヤー ユー， 

迦帝耶 尼 
kadamba  If 隹 

Kapathika=Bharadvaja し # 年」 力一 ノス ティカ 
Kapilani 〔女〕 力一 ピラーニ 一 
kapurisa さゝ入 
kapotaka 鵠色 

kapotaka  atthi 白骨， 鵠の 如き 骨 

kapotika し 酒〕 カー ホー ティ 力一 

kama 欲， 欲 愛， 欲念， 欲樂， 愛欲， 愛樂， 樂欲 

Kama  〔經〕 欲 愛 S 1 78 

kama-ogha 欲瀑 流， 欲 流 〔四 暴 流の 一〕 

kama-kantaka 欲の 荆 

Kama-katha 欲 論 KV  8  4 

Kama-guna  〔經〕 妙 欲 S  45 176  ；  A  9  65 

Kamaguna-katha  〔五〕 種 欲 論 KV  8  3 

kamacchanda 欲 貪， 欲 欲， 愛欲， 貪欲 〔五 下 


Kama-samkappa 

分 結の 一〕 

kamacchanda-nivarana 欲 頁 蓋， 欲 欲 蓋 〔五 蓋 

の 一：] 

Kama-jataka カーマ • ヂャ— タカ， 欲 愛本 生物 

語 J  467 
kamajjhosana 欲; # 
Kamanda  〔城〕 拘盤荼 
kama-tanha 欲 愛， 愛欲の 渴愛 〔三 愛の 一〕 
Kamada ① 〔天子〕 カーマ ダ、， 迦摩陀 ② 〔經〕 

^摩陀 S  2  6 
kama-dhatu 欲界 〔三界の 一〕 
kama-nandi 欲き 
Kamanlta  〔婆〕 カーマ 二一 タ 
Kamanita-jataka 力一 マニー タ 》チ ヤー タカ， 

カーマ 二  — タ 婆羅門 本 生物 語 J  228 

kama-pari-ika 欲 泥 
kama-pariyesana 欲の 追求 
kama-parilaha 欲 熱， 欲 熱惱， 欲惱， 欲焰熱 
kama-pipasa 欲渴， 欲渴 望， 欲 欲 
kama-bhava 欲 有， 欲の 存在， 欲樂の 生起 〔三 
有の 一〕 

Kamabhu ① 〔比〕 迦摩浮 ② 〔經〕 S  35 192; 
41 5，  6 

kama-bhogin 行 欲 人， 受欲 生活， 受欲 者， 諸 

欲 享受者， 欲を縱 にす る 者 
KamabhogI  〔 經〕 行 欲 人 A 10  91 
kamabhogi-seyya 受欲 者の 臥 法 
kama-muccha 欲 迷， 欲悶， 欲 昏睡 
kama-yoga 欲轭， 欲の 繫縛 〔四軛 の 一〕 
kama-raja 渴 愛の 塵 
kama-rati 欲樂 

kama-raga 欲 貪， 欲の 貪， 欲念 
kamaraga-sannojana 欲;^ 結 
kamaraganusaya 欲 貪隨眠 〔七隨 眠の 一〕 
kama-vitakka=kama-sankappa 欲 尋， 欲覺， 

欲念， 欲の 考想， 愛欲 觀， 愛欲の 心， 貪欲の 

念 〔三 不善 尋の 一〕 
Kamavilapa-jataka カーマ 干ィ フー ノ、  • チヤ 一 

タカ， 愛欲 悲歎 本 生物 語 J  297 
kama-samkappa=kama-vitakka 欲, 欲, ©1 隹， 

欲念 〔三 不善 思の 一〕 
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Kama-sarhyojana 


kama-samyojana 愛の 繫縛， 欲 結 
kama-samyojananam  adhitthanam 欲 結の 偏見 
kama-sanna 欲 想， 欲 愛の 想 〔三 不善 想の 一〕 
kamasahagata  sannamanasikara 欲 と 俱 行 す o 
想 作意 

kama-sukha 欲樂， 愛欲の 樂 
kamasukhallikanuyoga 欲樂耽 著， 欲樂 への 耽 

溺， 愛欲 貪 著 
kamasugati-patisandhi 欲 # 趣 結 生 
kamasugati-bhumi 欲 善 趣 地 
Kama-sutta カーマ • ス ッタ， 欲愛經 Sn  4 1 
Kamasutta-niddesa 欲經 の義蘀 MNd 1 
Kamasettha    〔夜叉 神， 天〕 カーマ セ ッタ， カロ 

摩 世 致 
kama-sneha  'it 、愛, 欲 親 
kamassadabhinandin 肉體 的享樂 
kamanam  assado 欲の 味 
kamanam  adinavo 欲の 患， 欲の 過 患 
kamanam  nibbida 欲の 厭 
kamanam  nissaranam 欲の 出 離， 欲よりの 出 

離 

kamanam  parinna 欲の 遍智， 欲に 就いての 智 
Kamanakotta  〔地名〕 カー マーナ コッタ 
kamalaya 欲 阿頼耶 

kamavacara 欲界， 欲 界繁， 欲 界に屬 し， 欲廛 
kamavacara-kiriya 欲 界繁唯 作， 欲 界唯作 
kamavacara-kusala 欲界 善， 欲 界繁善 
kamavacara-kusala-citta 欲界 善' し、 
kamavacara-kusalavipaka 欲界 繁善異 熟， 欲界 
善異熟 

kamavacara-kusalahetu 欲 界繋善 因 
Kamavacara-duka 欲 界繋ニ 法 Duka  93 
kamavacaraduka-kusalattika 欲 界繋ニ 法 善 三 

法 Duka-tika 102 
kamavacara-dhamma 欲界繫 法， 欲 塵 法 
kamavacara-patisandhiL.-citta J 欲界結 生し' し、」 
kamavacara-bhumi 欲界 地， 欲 塵 地 
kamavacara-metta 欲界の 慈悲 
kamavacara-vipaka 欲 界繋異 熟， 欲 界異熟 
kamavacara-vipakahetu 欲 界緊異 熟 因 
kamavacara-samadhi 欲界定 


kamavacara  panna 欲 廛慧， 欲界慧 
kamasava 欲 漏， 愛欲の 漏， 愛慾の 漏 〔三 漏の 
一〕 

kamupapatti 欲 生 〔三き J 
kamupadana 愛 取， 欲 取 〔四 取の 一〕 
kamesana 欲求， 欲尋， 欲 尋覚， 欲 愛 〔三 求の 

一〕 

Kamesu  〔經〕 欲 S  56  73 
kamesu  micchacara  pativirato 愛欲に 方》 ける 
離 邪 行 If" 

kamesu  micchacara  veramani 離 欲 邪 行, 欲 

邪 行の 離， 欲 邪 行 を 離る る こと 
kamesu  micchacara   veramani  sikkhapadam 

欲 邪 行より 遠 離の 學處， 不 邪娃戒 
kamesu  micchacari 欲 邪 行者， 您 境に 於て 邪 

行 ある 者， 愛欲に 對 する 邪 行者， 邪淫 者 
kamesu  micchacaro 欲 邪 行， 邪欲 行， 邪 嫁， 

愛慾， 愛欲に 於け る 邪 行， 肉欲に 於け る 邪 行 
kamogha=kama-ogha 欲 流， 欲 爆 流 
kaya 身 

Kaya  〔經〕 身 S  43 1 ； 46  2  ；  A 10  23 
kaya-mjana 身の 動作 
kaya-Kamma 身 業 

kaya-kammannata 身適應 性， 身 適業 性 
kava-kasava 身 不純 

kayagata-sati 念 身， 身 至 念， 身 念， 身 想念， 

身 念 住， 身 行の 念， 身に 向けた る 念， 身の 觀、 

念， 身 を 念じ 
Kayagatasati-katha 身 至 念の 論 
kayagata-sati  sata-sahagata 可意俱 行の 身 念 
Kayagatasati-sutta カーヤ ガ ター サ ティ • フ、 " 

タ， 身 行 念經， 身 至念經 M 119 
kayadahabadha 熱俩 
kaya-tikicchiya 治 身， 內科 
kaya-danda 身 罰， 身 杖 
kaya-dasaka 身 十 法 
kaya-dukkha 身 苦， 身の 苦 
kaya-duccarita 身惡 行， 身惡 業， 身の 惡行， 身 

惡 行者' 

kayaduccarita-virati 離: 惡 行 
kaya-dutthulla 身;^ 重 


Karaniki 


kaya-dosa 身 瑕 
kaya-dvara 身 門 
kaya-dhatu 身界 

kayanugata-dhamma 隨身法 し 十 種」 
kaya-pariyanta 身の 分齊， 身の 邊際 
kava-parivantika  vedana 身を邊 際と する 受, 

身 を 際限と せる 受 
kaya-passaddhi 身輕 安， 身の 輕安 
kaya-pagunnata 身 練達 性， 身 正 性 * 
kayappacalaKa 體を跟 る 
Kavappasada 身淨 

Kayappiya-panho 身 不可 愛の 問 Mil 2  〔6〕 1 
kaya-bandhana 帶， 腰帶 
Kayabandhana-cetiya カーヤ パン ダナ (腰 帶) 
支提 

kaya-bhavana 身修 習， 身修 
kaya-bheda 身發表 
kaya-muduta 身 柔軟性， 身 軟性 
kaya-moneyya 身牟 尼， 身寂默 
kaya-roga ォ病 

kaya-lahuta 身輕快 性， 身輕性 
kaya-vanka 身 曲 

Kayavicchmaa-jataka カーヤ ヰ ッ チン タ、、 • ギヤ 

—タカ， 身體 厭離 本 生物 語 J  293 
kaya-vinnatti 身 表 
kayavinnatti  anavajja 無罪 身 表 
kayavmnatti-navaka 身 表 九 法 
kayavinnatti-savajja 有罪 身 表 
kaya-vinnana  -^s^ 
kaya-vinnana-dhatu 身 界 
kaya-vinnana-vattnu 身識 事， 身識基 
kayavmneyya-photthabba 身可識 の所觸 
kaya-viveka 身 遠 離， 身 離 
kaya-vupakattha 身 離 
kaya-vupakasa 身 寂滅， 身 遠 離， 身の 閑靜 
kava-samvara  律儀 
kaya-samsagga 身觸 

kaya-sakkhi 身證， 身證 者， 身證 人， 身已證 
Kaya-sakkhi  〔經〕 身證者 A  9  43 
kaya-samkhara 身 行 = 出入 息 
kaya-sacchikaraniya 身應證 


kaya-sancetana ガ思， 身 故 思 
Kayasatti  〔比〕 力一 ャサッ ティ 
kaya-samacara 身 正 行， 身 行， 身 業， 身 現行 
kaya-samphassa  觸 
kava-samphassaia  vedana 身 胸 所 生の 受 
kaya-sukha 身樂， 身の 樂 
kaya-sucarita 身の 善行， 身 善行， 身 妙 行 
kaya-soceyya 身 清! 伊 
kayassa  annathattaih  の異態 
kayanupassana 身隨 觀， 身觀 
kayanupassana-satipatthana      隨觀 念處, 身觀 

念 處= 身念處 
kayanupassin 順 身觀〜 身隨觀 
kayavatana  -^jM 
kayika 身 的， 身に 屬 する 
KayiKa-anacara 身 不正 行 
kayika  dukkha 身 苦， 身の 苦 
kayika-dukkha-vedana 身の 苦受 
kayika-paribhoga 塗 身 用 
kayika  pagabbhiya 身 傲' 漫 
kayika  viriya 身の 進 
kayika-vedana 身受， 肉 體的受 
kayika  sukha 身樂， 身の 樂 
kayika  apatti  -^fp 
kayika  knidda 身戲 
kayindriya 身 根 
kayujjukata 身 直 性， 身 端 直 性 
kayura 腕 飾， 瓔珞 
kayena  asoceyyam  ：：^ 不淨れ 
kayena  vacava  samvanneti 身 語 嘆 
kayena  samvanneti 身讃歎 
kayena  soceyyam ガ淨行 
kayo  passambhati 身輕 安な り 
kara  〔樹〕 カー ラ， 逾羅 
Kara  〔島〕 力一 ラ 
karaka 作者 

Kara-ganga しび』'〕 力一 ラガン ガー 

karana ① 因， 原因， 根據 ② 懲罰， 懲治， 刑 

罰 

Karanapalin   〔婆， 塞〕 カー ラナ ハーリー 
karanika 治 罪 者， 審判 者 
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Karandava 


karandava ① 扨 滓， 莽 ② 家鴨， 鴨 
Karandava  〔經〕 #  A  8 10 
Karandiya  〔靑 年， 佛の 前生〕 力— ランディ ャ 
Karandiya-jataka 力一 ランチ' ィャ 《チ* ヤー タ 

力， 力— ランディ ャ靑年 本 生物 語 J  356 
Karapitthi  〔i;ii 名〕 力一 ラ ビッティ 
kara-bhedaka 破獄 

Karambij-a,  Karambhiya=KaramDiya し棵行 

#J カー ラン ビヤ 
karayanta  f 乍 さしむ る 者 
Karaliyagiri カー ラ リャ山 
Karavi  〔ttO 力一 ラヴ 

j\arayana=Dighakarayana    〔將 卓」 力一 フ一 

ャナ 
karin 行 者 
karunna 悲' し、， 悲 
karunika 悲愁 も 
Karusa  〔人〕 カール サ 
karetar 敎 作者- 
kareri  〔iiD 力一 レー リ 

kala ① 時， 應時， 正 時 （i〉=kala  〔澍〕 迹羅 

kala,  kaja 黑月， 黑分， 新月 

Kala ① 〔種族〕 カー ラ， 伽藍 （D=Ka!a, 

Mahaka}a  〔龍王〕 迦羅 
kala  akala 時と 非 時 

Kalakanja=Kalakanjaka  〔阿修羅〕 力— ラカン 
チ' ャ， 起 屍 

Kalakanjaka  ©--Kalakanja  〔阿修羅〕 力— ラ 

カン ヂャカ ② 〔地獄〕 黑繩 
Kalakannitissa=Kutikannatissa し 王」 カーフ 

カン 二 ティ ッサ 
kala-kannin 不吉， 惡運， 黑耳， 黑耳 # ，惡 魔， 

不吉 若， 不運 者 
Kala-kanni し 天艾〕 黑耳 
kala-kata 死者， 死人， 亡者 
kalaka  bhikkhu 黑 比丘 
kalaka  vattha 黑布 
kalaka  ？ 

Kalakarama  〔經〕 カー ラカー ラーマ， 迦羅羅 摩 
kalakiriya 臨終， 命 終 
Kalagallaka  〔村〕 力一 ラガ ッラカ 


kala-civara 時 衣 
kalannu 時 を 知り， 時 を 知る 
Kalatittha  〔地名〕 力一 ラ ティ ッタ 
kala-dana 應時施 

Kaladlgha  〔池〕 力— ラ ディ— ガ， 黑長 
Kaladighavika    〔精 里カ 堂」 力一 ラ アイ 一力"一 干 
力 

Kalanagara  〔家系〕 力一 ラナ ーガラ 
kala-patipakkhata 時相 對性 
kala-pariyan は 〔- sila〕 時限 〔戒〕 
Kalapasana  〔池〕 力一 ラ パーサー ナ 
Kala-pasada 黑重閣 寮 
Kalapilla  〔地名〕 カー ラビ ッラ 
Kalabahu  〔猿〕 力— ラパー フ， 黑腕 
Kalabahu-jataka 力一 ラ ハーフ ，ナ ヤー タカ， 

黑腕猿 本 生物 語 J  329 
Kalamattika  〔池〕 力一 ラマ ッ ティカ 
kala-marana  歹匕 
kala-miga 黑鹿 

Kalamukha  〔國〕 力一 ラム 力， 黑面 
Kalavalli  〔池〕 力一 ラヴ ッ リ 
kala-vata 黑風， 藤 風 
kala-vadin 時 語 者， 時說 者， 時論 者 
Kalavapi  〔精 舍〕 力一 ラヴ ーピ， 黑池 
Kalavapl  〔村〕 力一 ラヴ 一ピー 
Kalavela ① 〔僕〕 力 ーラ ヹーラ ®=K5lavelaka 
〔夜叉〕 

Kalavelaka=Kalavela  〔夜叉〕 力一 ラヹ ーラカ 
kala-vela 時 限界 
Kalasira  〔村〕 力一 ラシ ラ 

Kalasumana    〔相承 比丘〕 力— ラス マナ， 伽羅 

須末那 

Kalasela  〔佛〕 カー ラセ一 ラ， 黑石 
Kalahatthin=Kala  〔將 軍〕 力一 ラ ハツ ティ 
kala=kala  〔草， 樹〕 カーラー 
Kalakalamarana-panho 時 非 時の 死の 問 Mil 4 

〔9〕 1 

kalanantarata 時 無 間 1 生 

kalanusarin—kalanusarika カーラー ヌサ一 リ， 

隨時 香の 木 
Kalama=Alara  〔仙〕 力一 ラーマ 
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Kavira 


Kalayana  〔地方〕 カーラー ャナ 
Kalasoka  〔王〕 迎羅 阿育 
kali  〔量〕 力 一 リ 
Kali  〔池〕 カーリ 

Kalikarakkhiya  〔仙〕 カーリ カラ ツキ ャ 
Kalinga  (I)=Kalinga  〔國， 族〕 力— リン ガ， 
迦陵爾 fi^  (D=Kalinga  〔王〕 力 ― リ ンガ， 迦陵 
迦， iln 陵 読 ③ 〔塞〕 カー リ ン ガ， 逆 陵 伽， 怯 
榜ぇ n 羅 @  〔ダ、 ミラ 人〕 カーリ ンガ 
Kalingabodhi-jataka カーリ ンガボ 一ディ • ヂ、 
ヤー タカ， 迦陵読 王 菩提樹 供養 本 生物 語 J  479 
Kalifiga-bharadvaja  〔司祭〕 迦陵読 婆 羅豆婆 遮 
Kalingarayara    〔ダ、 ミラ 人〕 カーリン ガラ一 ャ 
ラ 

Kalindi  〔水路〕 カーリン ディ一 

Kali ① 黑姬 （D=Kali  〔夷〕 迦梨 ③ 〔經〕 m 

梨 A 10  26 
Kaludayin=Kaludayin,  Udayin  〔比， き、 家 第 

一〕 柯留陀 夷 

Kaluvaki  〔阿育 王妃〕 カール ヴ— キー 

Kalula  〔精 舍〕 カール一 ラ 

kalena  bhasita 應 時の 語 

kala=kala 黑月， 黑分， 新月 

Kala ① 〔比， チヤ— パー 尼の 夫〕 力— ラ， 迦 
羅， 黑 （D=K5lahatthm  〔將 軍〕 力— ラ 
Kala,  Mahaka}a   〔龍神〕 カー ラ， 迎羅， 時 

@  〔鹿〕 黑閣 ⑤ 〔池〕 カー ラ 
kalaka 黑 

Kalaka ① 〔將 軍〕 力一 ラカ② 〔園〕 
kalaka-camma 栗鼠の 皮 
Kakkanjaka  〔阿修羅〕 起 屍 
kalakannika-cola 黑耳 り、 吉) 布 
Kalakanni-jataka カー ラカン 二  • チヤ一 タカ， 

不運 苕本 生物 語 J  83 
kala-kannin 不吉 者 •， 不吉， 不運 者， 惡蓮， 黑 

耳， 黑耳者 一 

Kakkannin  〔給 孤 獨の幼 友〕 カー ラカン ニー， 
不運 者 

Kalakanni   〔天女， 惡魔〕 力— ラカン 二—， 黑 

耳 

Kalakarama 伽藍 園 


Kalakhemaka  〔釋 氏〕 カー ラケー マ 力， 迦羅差 

摩 

Kalakhemaka-Sakka 迎羅差 摩釋種 
Kalacampa  〔町〕 力— ラ チャンパ一， 瞻波 
kalanjana 黑塗藥 

Kaladevala ① 〔行お-〕 力 一ラデー ヴラ， 黑執 

天 （i)=Asita  〔婆〕 力一 ラデー ヴラ 
kala-pakkha 黑分 
kalapakkha-candima 黑 分の /1 
kala  balivadda 黑 色の 牛 
Kalamattiya  〔森〕 力一 ラマ ッ ティ ャ 
kala-lona 黑鹽  - 
kaiavanna カー ラヴ ンナ， 黑色 
Kalavallimandapa  〔地名〕 カー ラヴ ッ リマン ダ、 

kala-valli 黑葛 

Kalavela-vasin 力一 ラヹ一 ラ 住し; #  j 
kak-sama 黑 褐色 

Kalasila   〔窟〕 力— ラシ ラー， 黑石， 黑岩， 黑 

曜岩， 岐黑方 石 
Kalasutta  〔地獄〕 黑繩 
Kalasena し 王」 力一 ラセ ーナ 
Kala ① 〔山〕 力 一ラー ② 〔河〕 
kaianusarika,  kalanusariva~kalanusarin しも 

料〕 隨時 擅， 黑栴擅 香 
kalameyya 乙 鳥」 力一 ラー メ ツヤ 
Kali  〔經〕 沙陀 S  55  39 

Kaligodha=Godha   〔夷， 践提の 母〕 力 一 リ ゴ 

一 ダ—， 沙陀 
ka}iya~kala  〔植〕 カーリ ヤー 
Kah  ®=Kall  〔夷， 隨得聞 信 第一〕 カーリ—， 

迎羅， 迦梨② 〔尼〕 カーリ— ③ 〔# 女〕 力 

—リー ④ 〔婢〕 力一 リー ⑤ 〔魔女〕 力 一 リ 

― 里 

Kaludayin  (I)=Kaludayin,  Udayin  〔比〕 力 一 
ルダ- ヰ， 迦留陀 夷， 柯留陀 夷 〔譬喩 經〕 Ap 
3  34,  543 ② 〔大臣〕 迦留陀 夷 

Kalussa  〔村〕 カール ッサ 

Kalupakak  〔獄卒〕 カール一 パカ一 ラ 

Kavinda  〔賢者〕 カー ギン ダ 

Kavira  〔港〕 力一 ヰ'一 ラ 
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Kaveyya 


kaveyya 詩， 詩歌， 詩作， 作詩法 
kavevya-sippa  g# 術 
Kaveri  〔水路〕 力一 ヱ' ーリ一 
kasa ① 〔草〕 カーサ， 葦， i50 尸② 咳， 喘息， 
咳嗽 

Kasa  〔山〕 カーサ 

Kasagalla  カーサ ガ -ッラ 

kasava=kasava,  bhinnapata カーサ ーャ, 

裟， 袈裟 衣， 黄 衣， 黄色の 衣， 壞 色の 衣 
kasaya-vattha 袈^ 重 衣， 裝裟 衣, 黄 衣， 黄 

色の 衣， 壌 色の 衣 
kasava=kasaya,  kasaya-vattha 裝装， お 衾 衣, 

n 衣， 黄色の 衣， 壊 色の 衣， 重 衣 * 

Kasava-jataka カーサ— ヂャ— タカ， ^裟 

本 生物 語 J  221 
Kasava-vagga 袈裟 品 J  221 〜： 230 
kasaviya 死刑執行 者 

K お i  〔國， 族， 十六 大國の 一〕 カーシ， 迦尸， 

ftii 尸 （D  〔王〕 カーシ， 迦尸 
Kasika=Kasiya カーシ 力， カーシ 國雍， 迎尸 

迦， 迦 尸國產 
kasika-candana 迦尸國 〔產〕 の栴擅 〔再〕， 迪尸 

の栴 hi 迦 尸の 枏 M 香， i!?! 尸 栴檢\ 迦尸 内お' 

Kasikanda  〔地方〕 カーシ カン ダ 

K お ika  〔- vattha〕  ^ 尸 衣， 迦尸迦 衣， 迦尸 絹， 

迦尸編 布， 迎尸布 
kasikavatthupama  puggala      尸 i50 衣 • "^人 
Kasinarh  puram カーシの 减 
kasiya=kasika 逆 尸 國;: 包 迦 尸產， 尸 人 
Kasumaraphaladayaka    〔比丘の 營 喩經〕 カー 

ス マー ラパ ラダー ャカ Ap  3  500 
Kasumariphaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 カース 

マ一 リパ ラダー ャカ Ap  3  377 
kasumari  〔果， 樹〕 カース マーリー 
Kahalli  〔池〕 カー ハツ リ 

Kirhchanda-jataka キン チャンダ • チ 'ヤー タカ， 

何 欲 本 生物 語 J  511 
Kimdada  〔經〕 何を與 へて S 1 42 
kimphala  〔樹〕 何果 
Kimslla-sutta 何成經 Sn  2  9 
kirhsuka  〔花， m キン スカ， 緊叔迦 ，緊祝 逃， 


甄叔 肉色 花 

Kirhsukapupphiya  〔比 &の替 喻經〕 キン スカプ 

ッ ピャ Ap  3  491 
Kirhsukapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 キン ス カブ一 

ヂャカ Ap  3  350 
Kimsukavatthuka  〔村〕 キン スカ ヴ ッ トゥカ 
Kirhsuka  〔經〕 緊叔 i^O  S  35  204 
Kimsukopama-jataka キン スコ ーパマ • ナヤ一 

タカ， 紫 祝 iii 喩本 生物 語 J  248 
Kimsukopama-suttanta 緊祝 迹喩經 
Kikin  〔王〕 キ キー， 訖里 計， 汲 II， 頓稗 
kiki 樫 鳥， 靑樫鳥 
Kikumara  〔人〕 キク マー ラ 
kinkanika=kmkhani し ィヒ〕 キン 力 二 力 
kimkanika 鈴 

kinkinika=kinkinl キン キニ 力お； 
kifikinika-jala 鈴 網 
kinkinl=kinkanika 鈴 
kinkhani=kinkanika  キン カュ 

Kinkhanikapupphiya    〔比丘の *i| 喩經〕 キン 力 

二 カフ ッ ピャ Ap  3  203 
Kinkhanipupohiva-vagga キン カニフ ッ ヒ ャ i57i 

Ap  3  488〜497 
kicca 所作， 作用， 行事 
kiccam  kiccaahikaranam  If と 事 # 事 
kiccayata 所作 

Kicca-sangaha 作用の 攝 Abhsaiig  3  3 
kiccadhikarana 行 諍 事， 行事， 義務 諍 事， 事 

諍 事 〔四 諍 事の 一〕 
kiccadhikaranassa  mulam 事!？ 事の 根不 
Kiccarattarayara   〔ダ、 ミ ラ 人」 キッ チヤ一 フッ 

タラ ヤヲ 

kiccho  buddhanam  uppado 佛の出 it は 難し 

kincana 障礙， p 章 

kincikkha  〔石〕 キンチ' ヌカ 

Kinjakesara    〔傳 。 轉輪 王〕 キン ヂャケ ーサラ 

kinialtKa  ji| 華 

kitaka 銅 

kitanata(A),  kitanata(A)=katannuta 報恩， 
知 恩 

Kitagiri  CtJiD キタ一 ギリ， 枳 (iT^ 山， 雞 ぼお 山 


Kiriya 


kittha 苗 芽， 稻田， 穀物 

kit ranata (A)  =katannuta 報恩， 知 恩 

kinna-pakkhitta 酵母 酒 

kinha=kanha 黑， 黑奴， 黑法 

kitava 詐欺 者， 賭博 者， 賭博 師 

Kitava  〔王〕 キ タ ヴ 

Kitavasa  〔人〕 キタヴ 一サ 

Kittakandaka  〔池〕 キッ タカ ンダ、 力 

Kittaggabodhi ① 〔ダッ ブラ 三世 王の 甥〕 キッ 

タツ ガボ— ディ ② 〔口— ハナの 領主〕 ③ 〔ァ 

一 ディバ— ダ官〕 
Kittaggabodhi-pabbata     〔池」 キク タツ ガボ一 

ディ 山 
Kit ほ 〔王女〕 キッ ター 
kitti 稱譽， 稱讃 

Kitti ① 〔大臣， 王〕 キッ ティ ② 〔デ— ヴマ V 
ラ の 父〕 ③ 〔將 軍〕 @  〔ァ一 ディ ボ ッタ キン 
官〕 ⑤ 〔ダン ダナ一 ャ カ官〕 ⑥ 〔パンダ、 ーラ 
ボ ッ タキ ン官〕 ⑦ 〔ヂ一 ギ タ ボ ッ タキ ン官〕 
⑧ 〔ラン 力一 ディナ一 タ官〕 ⑨ 〔ラン カープ 
ラ官〕 ⑩ 〔ナガ ラ ギリ 官〕 ®  〔髮舍 利官〕 @ 
=Vijayabahu  I ⑩ 〔村〕 
Kittinissafika  〔王〕 キッ ティ ニッサン 力 
Kittirajavaluka  〔村〕 キッ ティ ラ一 ギヤ ヴール 
力 

kitti-sadda 稱 讃の聲 

Kittisiri=Kittisirirajasiha  〔王 j キッテ イシリ 
Kittisirimegha ① 〔二世 王〕 キッテ イシ リメ  — 

ガ， 名 稱福雲 ② 〔マーナ パラナ 力 王子の 子〕 

キッテ イシ リメ ーガ③ 〔王子〕 キッテ イシリ 
メ一ガ 

Kittisiriraiasiha=Kittisiri し 王」 キッテ イシリ 

ラー ナヤ シース、 
Kittisirirajasiha-dipana し 早 」 キッテ イシ リラ 

—ヂ ヤシ— ハ王 Cv 100 
Kittisena  〔王〕 キッ ティ セ一ナ 
Kitti ① 〔王女〕 キッ ティ— ② 〔マ ヒン ダ、 四 世 

王妃〕 

Kiuti-sutta キン ティ • ス クタ， 如何 經 M 103 

kinnara=kimpurisa 緊; # 維， 人非人 
Kinnara  〔王妃〕 キンナ ラー 


kinnan=kimpunsi 緊 那維艾 

Kinnughandu  〔夜叉 神〕 キン ヌ ガンドウ， i?!g 尼 

延豆 
kipillika 蟻 子 
kibbisa 罪 垢， 罪過 
Kimattha  〔經〕 何義 S  45  5 
Kimatthi  〔經〕 何 在 S  38  4 
Kimatthiya ① 〔經〕 何功德 S  35 151 ② 〔經〕 

何 A 11 1 
Kimatthiyam  〔經〕 何義 A 10 1 
kimi 蛆蟲， 蟲類， 屍蟲 
Kimikala  〔河〕 キミ 力一 ラー， 金鞞 
kimi-rasi 蛆蟲聚 

kimpakka  〔果〕 キン パッカ， 何果 
Kimpakka-jataka キンノ^^ッカ*ギャ一 タカ， 有 

毒果本 生物 語 J  85 
kimpurisa==kinnara 緊那羅 
kimpurisi=kinnari 精 女， 緊 ili 維 女 
Kimbila ① 〔釋 氏， 比〕 キン ビラ， 金 琵羅， 欽 

1^ 羅 ② 〔經〕 金毘羅 S  54 10 
Kimbila-vagga 金毘羅 品 A  5  201-210 
Kimbila   〔地名， 町〕 キン ビラ—， 金 昆羅， 欽 

毘羅 

Kimbila-veluvana 金 昆羅の 竹林， 金毘羅 竹 園 
Kira  〔王子〕 キラ 
Kirapatika  〔人〕 キラ ノ； ティ 力 
Kira  〔池〕 キラ一 
Kirinda  〔村〕 キ リ ン ダ 
kiriyato  samu"hi ほ Spatti 作業 所 起 罪 
kiriyaphala-ditthi 所作 果見 
kiriya-vada~kinya-vadin 桌果 論者， 作業 Ife る ， 
有 作用 論者 

kinya-vadin-^kinya-vada 有 作用 f 冊 >^， 打爲 

者， 所作 を說く 

kiriya 所應 作， 唯 作， 所作， 執行， 業 
kiriyakiriyato  samutthita  apatti 作桌 不作 ま 所 
起 罪 

kiriya -citta 唯 作 心， 所 應作心 
kiriya-cetana 唯 作 思 
kiriva-javana 唯 作 速 打 
kiriya  dhamma 所應 作法， 唯 作法 


Kiriya 


kiriyabhinna 唯 作 神 通 〔心〕 
kiriya -manodhatu 唯 作意 界 
kinva-manovinnana-dhatu 唯 作, 営、 ま界 
kiriyavyakata 唯 作 無 記， 所 應作無 記， 作 無 記 
kiriyavyakata-cetana 唯 作 無 記 思 
kinya-sangaha 業所攝 
kiriya-samapatti 唯 作 等 至 
kiriya -hetu 唯作闪 

kiriyahetuka-manovinnana-dhatu 唯 作 無 因, 

kirivahetuka-manovinnanadhatu  upekkha- 

sahagata 唯 作 無 因拾俱 意識 界 
kilanja-chatta 蘭 蓋， 藺傘 

Kilanjadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 キラン ヂャ ダ 

—ャカ Ap  3  234 
kilanja 藺， 蓆， 敷物 
kilamati 疲憊す 
kilamayant  'uS ま さし LT る 
kilasa 白顯， 皮膚病， 疤病， 疱瘡， 胎毒 
kilasika,  kilasiya 白 顕！: #〕， 疤病者 
kilesa 煩; お， 染， 欲念， 愛欲， 欲 結 
Kilesa  〔經〕 煩！ ほ S  46  33,  34 
kilesa-kama 煩 欲 

kilesakilesasampayuttaduka-kusalattika 染染 相 

應ニ法 善 三 法 Duka-tika  90 
kilesa-gocchaka 煩: (i^ 聚， 染群 
kilesagocchakaduka-hetuduka 染群 一法 因 二 法 

Duka-duka  47 
Kilesa-ceva-kilesasampayutta-duka 染染 相應ニ 

法 Duka  81 
kilesa  ceva  kilesa-sampayutta  ahamma 染染 

應法， 烦' お 法に して 紅 湖 3 應 なる 
kilesa  c'eva  dhamma  kilesa-sampayutta  ca  ft'i 

惱法 にして 煩 !11^相應 な る， 染染 相應法 
kilesa  c'eva  dhamma  sankilittha  ca  'ftT' お 法に 

して 已雜染 なる， 染已染 法 
kilesa  c'eva  dhamma  sankuesiKa  ca 烦ト S ^法に 

して 順雜染 なる， 染順染 法 
Kilesa-ceva-sankilittha-duka 染已染 二 法 Duka 
80 

kilesa  ceva  samkilittha  dhamma 染已染 法， 


煩惱 法に して 已雜染 なる 
Kilesa-ceva-safikilesika-duka 染順染 二 法 DuKa 
79 

kilesa  ceva  sankilesika  dhamma 染順染 法, 
煩! お 法に して 順雑染 なる 

Kilesajahana-katha 斷 煩!' 漠論 KV 19 1 

kilesa-jata 煩 ff4 種 

Kilesa-duka 染ニ法 Duka  75 

kilesaduka-kusalattika 染ニ法 善 三 法 Duka- 
tika  84 

kilesa  dhamma 煩! t ま 法， 染法 
kilesappahana 煩;： 《の 捨， 斷煩 蹄， 離惡 
kilesa-bhara 煩 " ほ重擔 
kilesa-vatta  '煩'' fIS 輪轉 
kilesa-vatthu 煩ゃ^5事 〔十 種〕 
kilesa-viddhamsana  '煩 惱の摧 破 
kilesa-vippayutta  dhamma 煩お 不相應 法， 染 
不相應 法 

kilesa-vippayutta  dhamma  asankiiesiKa 煩惱 

不相應 法に して 不順 雜染な る 
kilesa-vippayutta  dhamma  sankilesika  'MlfS 刁ヽ 

相應 法に して 順雜染 なる， 染不扣 應順染 法 
Kilesavippayutta-sankilesika-duka 染不相 應' 願 

染ニ法 Duka  82 
Kilesavippayuttasankilesikaduka-kusalattika 染 

不相應 順染ニ 法!^ 三 法 Duka-tika  91 
kilesavippayutta-safikilesika  dhamma 染っ、 ネ0 

應順染 法， 'なでお 小相應 法に して 順雜染 なる 
Kilesa-samyutta キ レー サ • サン ユッタ， 煩 IfiJ 

相應 S  27 1-10 
kilesasankilitthaduka-kusalattika 染已染 二 法 善 

三 法 Duka-tika  89 
kilesasankilesikaduka-kusalattika 染順染 二 法 

善 三 法 Duka-tika  88 
kilesa-sampayutta 染相 應， 鎖!' お fli 應 
kilesa-sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca  kilesa 

煩惱 fll 應 法に して 非 煩惱な る 
Kilesasampayutta-duka 染 相 應ニ法 Duka  78 
kilesasampayuttacluka-kusalattika 染 +|  I 應 一法 

善 三 法 Duka-tika  87 
kilesa-sampayutta  dhamma 鎖 偶 相應 法， 染ぉ I 
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Kukk 


應法 

kilesavarana 煩 卜徒! 障 
kilesavaranata 煩! fii? 障 
kiloma 肺 

kilomaka 肋 膜， 膜 〔三十 二 身分の 一〕 
kisa 羸瘦， 形體 枯瘦， 瘦， 瘦軀ぉ • 
Kisalayapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 キサラ ャ ブー 

ヂャカ Ap  3 196 
Kisavaccha  〔仙， tfi^O キサ ヴ ッ チヤ 
Kisa-Sankicca  〔： ざ f 行者, 外」 キサ サン キッ チヤ 
Kisa-Gotami ① 〔尼〕 キサ ーゴー タミー， 吉離 
舍翟 曇彌， 翅舍 t 喬答 彌， 翅舍瞿 曇彌， 枳薩' 瞎 
答彌 〔譬喩 經〕 Ap  4  22 ② 〔ティ ッ サ佛の 信 
女〕 キサ— ゴー タミ— ③ 〔ブ ッ サ佛 の妃〕 

kisora 駒 

Kihimbila  〔村〕 キ ヒン ビラ 
kita 昆蟲， ！ Ifliiii 

Kita=Kitagiri  〔山〕 キータ一， j 只吒 
Kitagiri-suttcinta キータ一 ギリ • スッ タンタ， 

枳吒山 S 經 M  70 
klla 蠍 

Kijakotta  〔地名〕 キ一ラ コッタ 
kilati 嬉 鼓す 
kilanaka 玩具 

Kilamangala ① 〔ダ ミラ 人〕 キー ラマン ガラ 

② 〔地名〕 
Kilakara  〔園〕 キーラー カラー 
Kilakaruyyana  〔水門〕 キーラー カル ツヤ ーナ 
Kijapanaka 戲具 
kila-bhandaka 玩具 

Kilamandapa  〔戲 場〕 キーラー マン ダパ 

kila-mandala 遊 鼓 場 

Kilenilaya   〔者 [0 キー レー ニラャ 

Kukuttha  〔河〕 迦屈 嗟， 脚俱多 

kukutthaka  〔鳥〕 ククッ タカ 

kukku  〔尺度〕 肘 

kukkukata 暫時の もの 

kukkucca 惡作， 後 梅， 侮， 悔疑， 有 侮， 疑惱， 

疑惑 

kukKucca-nivarana  1}}!-{'^：^< 
kukkuccapakata-oannarasaka 惡作性 十五 事 V 


2  a  4, 10 

Kukku -jataka クック • ギヤ一 タカ， クック 本 

生物 語 J  396 

kukkuta 雞， 鶏， 雄 幾， mm 

Kukkuta ① 〔城〕 クック タ ② 〔精 舍〕 屈 屈 

吒， 鶏 園 寺， 雞林寺 ③ 〔お 舍〕 屈屈吒 @= 

Kukkura  〔山〕 屈屈吒 
Kukkutagiri  〔情 舍〕 クック タ ギリ 
kukkutacchaoaka 

Kukku お- jataka ① クック タ • ヂ 、ヤー タカ， 幾 

本 生物 語 J  383 ② クック タ • ヂ 'ヤー タカ， 

雄鷄本 生物 語 J  448 
kukkuta-patta 鷄翼， 奚 | の 翼， 鷄毛 
Kukkuta-sukara  〔經〕 雞豕 S  56  89 
Kukkutarama ① 〔ff 舍〕 クック タァ 一ラーマ， 

雞園， 鶴 園， 雞園 寺， 雞林 •  精舍， 屈 屈 吒寺② 

〔經〕 雞 林精舍 S  45 18〜20 
kukkuti 雌雞， 牝鷄， 雞 
kukkutl-anda 奚§ 卵， 雞卵 
kukkura 犬， 狗 

Kukkura=Kukkuta  「山〕 クック ラ 
kukkura-kunapa 狗屍， 死狗 
kukkura-citta 狗 ,匚、 

Kukkura-jataka クック ラ • ヂ 'ャ一 タカ， 犬 本 

生物 語 J  22 
kukkura-vuddha 犬鬪 
kukkura-vata 狗 行 
kukkura- vatika 狗 行者， 犬の 所作 
KukkuravatiKa-sLittanta ク ッ タラワ" ティ 力 • ス 

ッ タンタ， 狗 行お 經 M  57 
kukkura-slla 狗戒 
kukkurakapoa 狗儀軌 
kukkurovada 犬の 敎訓 
Kukkula=Kukkula  〔地獄〕 クック ラ， 活火 
kukkula 煻煨， 爐炎， 熱 I 灭 

Kukkuia ① 〔地獄〕 活火， 熟 K ② 〔經〕 m^m 

S  22 136 
Kukkula-katha      煨論 KV  2  8 
Kukkuja-niraya 熟 灰 地獄， 活火 地獄 
Kukkula-vagga 塘 燥 品 S  22 136〜148 
Kukku -vagga クック 品 J  396—405 
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Kukkusa 


kukkusa ①〜 kukkuha  〔鳥〕 クック サ②糠 

kukkuha  H. 鵰鹰 

kunkuma  p 金 香 

kucchi 腹， 胎宮 

Kucchicakka  〔章〕 中 腔 章 

kucchi-roga 腹^[^ 

kucchi-vata 腹 風 

kuccni-vikara  Ife^pj 

kucchisaya  vata 腹中に 在る 風， 腹 外 風， 胃 ば: 
風 

kujja~khujja  Mfl^ 

kunjara クン ヂ ヤヲ， 象 

Kufijara  〔レー ヴタ佛 の 信士〕 クン ヂャラ 

Kunjara-vagga 象 品 Mil 5  5 

Kunjara-vimana 家 天- 呂 Vv  5 

kuta 水 瓶 

kutaja=kutaji  〔樹， 花， S£ 味の 植物〕 クタ ヂャ 
Kutajapupphiya    〔比丘の 替瑜 經〕 クタ ヂャプ 

ッヒャ Ap  3 181， 514 
Kutajapupphiya-vagga クタ ナヤ フ-' ッ ヒ' ャ I'ln 

Ap  3 181~190 
kutaji^kutaja    〔樹， 花， it 味の 植物〕 クタ ヂ 
Kutikanna=Kutikannatissa,  Kalakannitissa 

〔王〕 タティ カンナ 
Kutikannatissa=Kutikanna,  Kalakannitissa 

〔王〕 タティ カンナ ティ ツサ 
kutika 小 f 力， 小舍， 草菴， 室， 茅屋， M 舍 
Kutika  〔經〕 茅屋 S 1 19 
kuti-kara 房の 建立 

kutikara-sarhghadisesa 造 お 僧 殘= 第 六佾殘 
Kutidayaka     〔比丘の^ 喻經〕 クテ イダ— ャカ 
Ap  3  259 

Kutidusaka-jataka ク ティ ドゥーサ 力 • ナヤ一 

タカ， 毀！^本生物語 J  321 
Kutidusaka-vagga 毀！ ■feiSu  J  3：^1 〜？' :5() 
Kutidhupaka  〔比丘の > ま 喻經〕 タティ ドウ— ハ 

力 Ap  3  245 
Kutimbiyangana  〔村〕 ク ティ ン ビヤン ガナ 
Kutimbivaputta-tissa=KutumbiKaputta-ussa 

〔比〕 ク トゥン ビカプ ッ タティ ッサ 
Kutiviharin  〔比〕 屋舍住 


kuti 小 g, 小舍， お， ほ舍， 茅舍 
kutumba  〔樂 器〕 ク トゥン パ 
kutumbika 地主 

Kutumbikaputta-tissa=Kuiiinbivaputta-iissa 

〔比〕 ク トゥン ビ カプッ タティ ッサ 
Kutendu  〔夜叉 神〕 クテ一 ン ドウ 
kutta-rajan=kudaa-rajan 小 上 
kuttha ① 〔樹〕 タッタ ②癩， 類 病 
Kutthaka  〔メ 一  ルカン ダラの 領主〕 タッタ 力 
kutthika,  kutthin 癩 患お-, 顧 人， 瘢病 

^-. 癩病患^ 
kutthiya=kutthika 瘡病 〔お」 
Kutharadisabha  〔役所〕 ク ターラー ディ サバ一 
Kuthari  〔tf き舍〕 クタ一 リ 
kuthari 斧, 働 * 

kudda ①〜 kQta 奸邪 ② 壁， 墙' M 

kudda-rajan=kutta-rajan 小 土 

kunapa  ^t§i,     ビ屍， ^ 

Kunappunallura  C^T  J ク ナツ フ ナツ ノレ ラ 

kunala  〔鳥〕 ク ナーラ， 鳩 那羅 

Kupala  C3 ま 山の 池〕 ク ナーラ， 郭公， 鳩那羅 

kunalaka  〔鳥〕 郭公 

Kunala-jataka ク ナーラ *ヂ ヤー タカ， Mi 那羅 

本 生物 語 J  536 
kuni 曲 手， 曲 リ臂， 瘤 手， 手殘， 手 不具， 手 

kuni-hatthaka パ. 曲 手 〔お.〕 
kuntha  〔草〕 タンタ 
kundaka 

Kundakakucchisindhava-jataka クン タカ クッ 
チ シン ダヴ • ヂ ャ —タカ， 糖 股 、に 頭 馬 本 生物 
語 J  254 

Kundaka-kumara  〔佛の 前生〕 クンダ、 カク マ一 

Kundakapuva-jataka クンダ' カフ一 ヷ • チ 'ャ一 

タカ， 粉 f 本 生物^  J 109 
Kundadhana ① 〔比〕 クンダ ダ'— ナ， 軍 頭波漠 

〔暨 喩經〕 Ap  3  31 ② 〔林〕 クンダ ダーナ 
Kundadhana-vagga 軍 頭 波漠品 Ap  3  31〜40 
Kundayariikotta  〔地名〕 ク ン ダヤン コック 
Kundavamuttara  〔ダ、 ミラ 人〕 ク ン ダャム ッ タ 
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Kumariya 


ラ 

kundala 耳環， 耳瑣， 珠環 
Kundala  〔婆〕 クン ダラ 

Kundalakesa-vagga 君 荼羅蘭 頭 品 Ap  4  21〜30 
kundala-vatta 耳輪 

Kundala=Bhadda  〔尼〕 クン ダラ—， 君荼羅 
Kundali  〔經〕 ク ン ダ リ S  46  6 
Kundalini  〔九官鳥〕 ク ン ダ リニ  — 
Kundaliya  〔外， 塞〕 ク ンダ、 リ ャ 
kundali ~kundala 耳 
Kundali ① 〔女〕 ク ンダ、 リ ― ② 〔馬〕 
Kundali-vimana 耳環 天宮 Vv  72 
Kundasala  〔宮殿〕 クン ダサ 一 ラー 
Kundi  〔町〕 クン ディ 

Kunditthana-vana クン ディ ッ ターナ ヴナ， 卓 

持處林 

Kundiya  〔地名〕 クン ディ ヤー， 軍 持 
kutumbaka  〔花〕 タツ ンバカ 
kutuhala-sala 論 堂 
Kutuhala-sala  〔經〕 論議 堂 S  44  9 
Kut ほ 1J お 〔ra〕 〔ダミ ラ人〕 クッター ン ダ、一 〔ラ〕 
Kut ほ pitisama  〔村〕 タッタ一 ヒ— ティ サマ 
kutthaka=kotthuka  〔鳥〕 タッタ 力 
Kutlhikkulamahatissa  〔比〕 タツ ティ ック ラマ 

ハーティ ッサ 
kuthari  M, 斧 
kuddala 鋤， 鍬， 鉈 * 
Kuddala  〔賢者-, 佛の 前生〕 クッダ —ラ 
kucldalaka 鋤 

Kuddalaka  〔外〕 クッダ 一ラ 力， ？ 陀梨 
Kuddalaka-pandita 鋤 賢人 
Kuddala-jataka クッダ 、一 ラ • ヂ 'ャ —タカ， 鋤 

賢人 本 生物 語 J  70 
kuddala-pitaka 鋤と 籠， 鍬と 籠 
Kuddalamandala  〔村〕 クッタ 、、一 ラマン ダラ 
kuddha 怒 〔者〕 

kudrusaka  〔穀物〕 ク ドゥル ーサ 力， 稗， 草 蒸 
kunta  〔鳥〕 タンタ 
Kunta  〔座席〕 タンタ 
kuntani 穀祿鳥 

Kuntani-jataka タンタ 二  • ヂ ヤー タカ， 穀祿鳥 
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本 生物 語 J  343 
kunta-mamsa 鳥の 肉 
Kuntavara  〔軍〕 タンタ ヴ ラ 
Kunti=Konti  〔緊 那羅 女〕 クン ティ— 
kuntha 蠛 

kuntha-kipillika 儀 子 

Kundukala  〔地名〕 クン ドウ 力一 ラ 

kunnadi 小川， 小 河 

kupita ま; 心， 瞋り， 憤激 

kupita-anattamano 膜 り 喜ばず 

kuppa 有 過 

kuppati 怒 0 

kuppa-dhamma 動 法し: 

kuppa  vimokkha 動 解!! 

kuppila  〔樹〕 タツ ビラ 

Kububandha  〔河〕 タブ パンダ、一 

Kubulagalla  〔地名〕 クブ— ラ ガ ッ ラ 

Kubera=Kuvera,  Vessavana クへ一 ラ, ゾ 1|； 稗 

羅， 俱毘羅 
kubbara 車 舟- 
kubha(A)=-guha 洞院 
Kum5putta=Nanda  〔比〕 クマ 一 〔母〕 の 子 
kumara 童子， 王子， 兒童， 嬰兒， 孺童 
Kumara ① 〔パラナ 戰士の 父〕 クマ一 ラ ®= 

韋駄天 〔神〕 
Kumara-kassapa    〔比〕 クマ一 ラ カツ サパ， プ;! 5 

摩羅 逝 葉， 童子 迦葉， 王子 迦葉 
Kumara-panha 問 沙彌文 〔小 誦經〕 Khp  4 
Kumara-petavatthu ① 小 兒鬼事 Pv  3  5 ②兒 

童 鬼 事 Pv  4  6 
Kumaraslha    〔セ一 ナ ラタ ナ 王の 子〕 クマ一 ラ 

シ 一 ハ 

Kumarasena   〔ダート ウセ— ナ 王の 弟〕 クマ一 
ラセ一 ナ 

Kumaradidhatusena  〔王〕 クマ一 ラー ディ ター 

ト ウセ— ナ， 童 初 舍利軍 
kumarika 少女， 童女-， 處女 
Kumari-panha  〔經〕 童女 所 問 =Dliitaro 娘 達 
Kumaribhuta-vagga 童女 品 V 1 b  4,  71—83 
kumari-bhuta 童女， 少女 
kumanya 幼女 


Kumariya 


Kumariya  〔經〕 童女- S  56  86 
kumari-vanna 童女の え； 
kumari 童女， 王女 
Kumarodaya  〔章〕 王子 誕生 Cv  62 
kumala A)  =kumara 太守 皇ナ 
kumina 網， ^ 

kumuda  〔花〕 クム ダ'， 拘勿 頭， 拘物 頭， 白蓮， 

黄 蓮， 黄 蓮華， 水 蓮， 白 睡蓮 
Kumuda ① 〔地獄〕 クム ダ， 水 蓮， 白 睡蓮 ② 

〔宮殿〕 クム ダ 
Kumudadayaka    〔比丘の 譬 》^ 經〕 クム ダダ— 

ャカ Ap  3 160 
Kumuda-niraya 水 蓮 地獄， 白 睡蓮 地獄 
kumudabhandika  〔穀〕 クム ダバン ディ 力— 
KumudamaUya  〔比丘の 譬喩 經〕 クム ダ' マ— リ 

ャ Ap  3 171， 320 
Kumuda-vagga 拘物頭 品 Ap  3 171 ~ 180 
Kumba ① 〔村〕 クンバ ② 〔ダミ ラ人〕 
Kumhalaka  〔池〕 クン パーラ 力 
Kumbu  〔村〕 ク ン ブ 

kumbha ① 瓶， 甕， 瓦 器， 水瓶， 水 甕 （D 面 
瘤 

Kumbha  〔經〕 瓶 S  45  27， 153 
Kumbhakapija  〔夜叉〕 クンバ カンナ， 瓶 耳 
kumbha-kara 陶工， 陶師， 陶器 師， 陶匠， 陶 
物造り 

Kumbhakara-gama 陶師村 
Kumbhakara-jataka クンバ 力一 ラ • チ 'ヤー タ 

力， 陶師本 生物 語 J  408 
kumbhakara-paka 陶窯， 陶師の 窯 
kumbhakara-sippa 陶技 
kumbhakarika 陶物 

kumbha-cetiya^kumbhassa  thupo 瓶 塔 
Kumbha-jataka クンバ *チ 'ヤー タカ， 瓶 本 生 
物語 J  512 

kumbhatthana-katha 并戶 論， 并戶端 論， 井戶 

端!" の 話， 井戶 端?^ 論， 池邊 論， 水瓶 處論， 

渠溝論 〔無用 論の 一〕 
kumbhanda ① 〔鬼〕 クン パンダ， 荼， 鳩 

荼， 俱 番陀， 甕 形， 赛形 夜叉 ②〜 kumbhaijtji 

冬瓜， 葫蘆 

( 


Kumbhanda  〔尼 乾陀〕 クン パンダ' 
kum])handa  purisa  |!K の 如き 睾丸のお、 爱 〔の 

如き〕 睾丸の 人 
kumbhandi^kumbhanda クン ハン ティ一, 夕 

m., 瓢ャ S 

kumbhalthenaka  fx.' & 
kumhha-thuna 銅鑼， 銅鑼 樂， 人 鼓 
kumbha-thunika 銅鑼 打 
Kumbhci-vagga 瓶 品 J リ 1 〜：; (>(>  ； Mil 5  8 
Kumbhavati  〔都〕 ク ン パヴテ ィ 一 
kumbhassa  thupo~kumbha-cetiya 瓶 塔 
kumbhi 大签， 鑊， 釜， UPr, 甕， m 
Kumbhigallaka  〔精 舍〕 ク ン ビガ ッラカ 
kuml)hin=kumbha-kara 陶 1 
Kumbhila-arama クン ビラ 園 
Kumbhira  〔祌〕 クン ビーラ， 金 羅 
kumbhila クン ビーラ， 宮 毘羅， 鰐， m 魚， 蛟 

Kumbhilakamahatissa  〔比〕 クン ビーラ カマハ 
—ティ ッサ 

Kumbhila-jataka クン ビーラ' ヂャ一 タカ， 鱷 

本 生物 語 J  224 
kumbhila-bhaya 鰐の 怖， 鰐の 怖畏， 鱷 魚の 難， 

姣 寵畏， 蛟龍の 怖畏 
Kumbhilavanaka  〔河〕 クン ビー ラヴ一 ナカ 一 
Kumbhilasobbha  〔池〕 ク ン ビー ラ ソ ッ パ 
Kumbhilasobbhaka  〔池〕 クン ビーラ ソ ッ バ 力 

kumbhupama  puggala 瓶瑜 人， 瓶に 喩 ふべき 

袖特 伽羅 
kumma 龜 

Kumma  〔經〕 龜 S 17  3  ；  35 199 
kummagga 邪道， 惡造 
kummagga-sevana 邪 iii 修習， 惡 迸依附 
kummasa 粥， 酸 粥， 乳麼 
Kummasadayaka  〔比丘の \ 'ま喩 經〕 クン マーサ 

ダ一ャ 力 Ap  3  472 
kummasa-pinda 酢 味 粥 食， 飯圑食 
Kummasapinda-jataka クン マーサ ヒンタ • チ' 

ャ —タカ， ^^味粥食本生物語 J  415 
Kummupama-suttanta 龜喩經 


Kulinga 


kuyyaka  〔花〕 クイ ャカ 
Kurangavi  〔王女〕 ク ランガ ヰ'一 
kurandaka  〔植〕 ク ラ ン ダ 力 
Kurandaka  〔窟〕 クラン ダ 力 
kurara  || 

Kuraraghara  〔山〕 クララ ガラ， クララ 豕， 拘 

羅羅 伽羅， 拘羅羅 If ヒ 
Kuraraghara-Papata-pabbata  〔lL|  J クララ 力'' ラ 

パ ハー タ ハツ バタ， 拘留！: 喜 山 曲， 拘羅羅 伽 

羅の 波樓多 

kuravaka=bimbijala  〔樹〕 クラブ 力， 具 羅波劫 

Kuravakagalla  〔地名〕 クラ ヴ 力 ガッラ 

Kuru ① 〔國， 十六 大國の 一〕 クル， 拘樓， 拘 

留， 究留， 俱盧 （D="_Kurud ゆ a,  Uttarakuru 

〔洲〕 ク ル， 俱盧 ③ 〔村〕 俱盧 
Kuruindiya  〔精 舍〕 クル イン ディ ャ 
kururiga-miga 玲羊 

Kurungamiga-jataka クノ レン ガミガ • ナヤ一 タ 
力， 玲羊本 生物 語 ① J in ② J  :i06 

Kurunga-vagga 玲羊品 J  21〜30 

KurundankundiCya^  〔地名〕 クルンダ ン クン 
ディ 〔ャ〕 

Kuru-dipa=Uttarakuru 究 留洲， 拘 樓洲， 拘 

留， 俱盧 
Kuru-dhamma 拘摟法 

Kuruahamma-jataka ク ノレ タ ンマ • チ 、ャ 一タカ, 

拘樓國 法 本 生物 語 J  276 
Kurunda  C 清舍〕 クノ レン タ'、 
Kurundapasaka  OHf 舍〕 ク ノレ ンタ、 、パ一 サカ 
Kurundapillaka  〔精 舍〕 ク ル ン ダ ヒ ッラカ 
Kurundi ① 〔地名〕 ク ノレ ンデ ィ  一 (D=Kururula- 

atthakatha  〔註 書〕 
Kurumba  〔タ、 、ミラ 人〕 タノ レン ノミ 
Kurumbandanakali  〔地名」 ク ル ンパ 一 ン ダナ 

力 リ 

kuruvinda し fiiij クノ レギン タ 
Kuruvinda  〔石〕 ク ノレ ン タ、、 
kuruvindaka-sutti 朱 砂 紐 

kurura-kammanta 殘忍 業者， 殘 酷なる 行を爲 
す 者 

kurenjiya  〔植〕 クレー ン ギヤ 


Kurenjiyaphaladayaka  〔比丘の 譬 Hi 經〕 クレー 

ン ヂャパ ラダ、一 ャカ Ap  3  508 
Kurenjivaphaladayaka-vagga ク レーン チ *- ヤノ 《 

ラダー ャカ品 Ap  3  508—517 
kula 良家， 家， 善 家， 貴家， 族 姓， 俗 家， 在 

家， 他家 

Kulam  〔經〕 家 S  20  3  ；  42  9  ；  A  9 17 
kulagharani 豕婦 
Kulagharanl  〔經〕 家婦 S  9  8 
Kulatissa  〔精 舍〕 クラ ティ ッサ 
kulattha 力 ラ ス駒豆 
kulattha-yusa 烏 豆 汁 
kula-dusaka 俗 家 を 汚す， f り-家 
kuladusaka-bhikkhu 汚 家 比丘， 俗 家 を 汚せる 
比丘 

Kulanta-vapi  〔池〕 クラン タヴ一 ピ， 一族 終焉 
の 池 

kula-padesa 家の 階級 
kula-putta 善 男子， 族 姓の 子， 良家の 子 
Kulaputta  〔經〕 善 男子 S  56  3，  4 
Kulaputtena  dukkha    〔經〕 善 男子. 苦 S  22 
146〜148 

kula-macchariya 家 1 堅， 家族' 麼， 檀家 慳 〔五慳 

の 一〕 
kulala  Xm, 鷹， 鳶 
kula-vamsa 豕:^ 

Kulavaddhaka  〔卑 名〕 ク ラ ヴ ッ タ" 力 
Kulavaddhana  〔長者-」 ク ラ ヴ ッ タ" ナ 
Kulasekhara  〔モ J クラセ 一カラ 
kulanam  upaghatava  attha  hetu 豕の lh 亡 八 

種の 因 
kulala-cakka 陶工の 車輪 
kulava  〔鳥〕 クラ一 ヴ 
kulavaka 鳥の €•， 雛鳥 
Kulavaka  〔經〕 鳥の 巢 S 11 6 
Kulavaka-jataka クラ一 ヴカ • ヂ ヤー タカ， 雛 

鳥 本 生物 語 J  31 
Kulavaka-vagga 雛鳥 品 J  31〜40 
kulavara し 樹〕 クラ ーヴラ 
kulinga  〔鳥〕 ク リ ンガ 
Kulinga  〔族〕 クリン ガ 
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Kulina 


kulina 系統 

kuliraka,  kuhraka  〔鳥〕 ク リーラ 力 
kulirapadaka-pitha 句 利 維 脚 小 床 
kulirapadaka-manca 句 利 羅脚床 
kulupaka  bhikkhu 家に 親近す る 比丘 〔の 可否〕 
Kulupagam  〔經〕 在家に 入る S 16  4 
Kulumbala  〔精 舍〕 クルンパー ラ 
kulupaka  frf 越 家， ^ 越 

kulQpaka  bhikkhu=kulupaka  bhikkhu  h'i 越 比 

丘 

kulupika  bhikkhunl 擠越 比丘尼 
kulla 籠 技， 疣， 桴 
Kulla  〔比〕 クツラ 

kuUupama-dhamma-desita 後の 喩の說 法 
kuUOpama 筏 瑜の法 
Kula  〔比〕 ク ラ 

kulira-padaka  〔臥床〕 句 利羅脚 
kullra 蟹. 

kuliraka  〔鳥〕 ク リーラ 力 
kullra-padaka  〔臥床〕 ク リーラ ハ —ダカ， 《 リ利 
羅脚 

Kulumbari  〔郡〕 ク ルン パリ 
kuvalava 陲 迎： 

kuvilara=kovilara  C^ajJ クギラ 一ラ 
Kuveni  〔夜叉 夂〕 クヹ— ニー 
Kuvera=Kubera,  Vessavana  〔四大 土の 一」 ク 

ェ'— ラ， 供 羅， 供 吠羅， 供 吠囉， ぉ羅， 
鳩裨羅 

Kuvera-nalini 供^^羅蓮池 

kusa  (D^kusaka  〔植〕 クサ， 孤沙， 姑 尸， 拘 

舍， 拘賠， 矩奢， 草， 茅 草， 萱， も 7 祥草 （1)= 
kusa-oata  3^ 
Kusa  (D  〔上〕 ク サ， Mi 舍， 姑 尸 （D=Kusavati 

〔都〕 クサ 
kusaka〜kusa  〔草〕 クサ 力 
kusagga 草の 尖 

kusa-cira 古祥草 衣， 草 衣， 結 茅 草 衣， 拘賒草 
衣 

Kusa-jataka クサ • ヂ ャ 一タカ， 姑 尸 王 本 生物 
語 J  531 

Kusatthakadayaka    〔比丘の 謦 》| ミ經〕 クサ ッタ 


カタ"一 ャカ Ap  3  473 
Kusanali-jataka クサ ナ一リ ，チ 'ヤー タカ， 告' 

祥 草本 生物 語 J 121 
KusanaU-vagga 吉祥 草 品 J 121〜1：30 
kusa-pata 草の 籤 
Kusamali  〔海〕 クサ マー リ 
kusala 善， 善業， 善 巧， 善 巧教， 善 巧 人 
Kusala  〔經〕 善 A 10 136, 180 
kusala  akusala  ^ と 不!^ 
Kusala-katha 善 論 KV 19  6 
kusala-kamma 善業 
kusala-kammapatha 善業 道 〔十 種〕 
kusala-kayakamma  -7^ 身 業 
kusala-kiriya 善 あ 
kusala-cariya 善 打 
kusalci-citta 善心 

Kusalacitta-katha  , も: 心 論 KV  22  2 
kusalacitta-samangin  ^-'LjpJf^^ti' 
kusalacittena  samutthita  kaya-kamma 善' 已 、等 

起の 身 栗 

kusalacittena  samutthita  vaci-kamma  ： ま, ll、'$: 

起の 口 
kusaia-cetana 晋思 
kusala ほ j^J-'j 
Kusalattika 善 三 法 1 ika 1 
kusalattika-ajjhattatlika 卷三法 內三法 Tika- 

tika 19 

kusalattika-ajjnatlarammanattika 善 二  feH 所 

緣三法 Tika-tika  20 
kusalattika-ajjhattikaduka 善 三 法 內ニ法 Tika- 

duka  46 

kusalattika-atitattika 善 三 法 過去 三 法 Tika-tika 
17 

kusalattika-atitarammanattika 善 三 法 過去 所緣 

三 法 Tika-tika 18 
kusalattika-arapavacaraduka 善 三 法 無 色界緊 

二 ?ぶ- Tika-duka  68 
kusalattika-acayagamittika    -垂: 三!: ^^^^：5^ 趣 二  fik 

Tika-tika  9 

kusalattika-asavaduka 善 三 fejfe  二 法 上、 ika- 
duka  35 


Kusalattikil 


kusalattika-asavavippayuttasasavaduka 善 三 法 
漏 不相應 有 漏 二 法 Tika-duka  40 

kusalattika-asavasampayuttaduka  # ョ法? ffi 相 
應ニ法 Tika-duka  37 

kusalattika-asavasasavaduka 吉三法 セ ^？^ニ 
法 Tika-duka  38 

kusalattika-asavasavasampayuttaduka  -善ニ 法 
漏 相 應ニ法 Tika-duka  39 

kusalattika-upadaduka 善 三 法 所 造 二 法 Tika- 
duka  47 

kusalattika-upadanagocchakaduka 善-三 法 取 群 

二 法 Tika-duka  49 
kusalattikci-upadinnattika 善 三 法 巳 取 三 法 

TiKa-tika  6 
kusalattika-upadinnaduka 吾 三 法 ti 取 二? i ミ 

Tika-duka  48 
kusalattika-uppannattika 备 -三 法 Lii 生 二 法 

Tika-tika 16 
kusalattika-kamavacaraduka 善 三 法 欲 界繋ニ 

法 '丄 ika-duka  (3b 
kusalattika-kilesakilesasampayuttaduka 善 三 

法 染染相 應ニ法 Tika-duka  56 
kusalattika-kilesaduka 善 三 法 染ニ法 Tika- 
duka  50 

kusalattika-kilesavippayuttasafikuesiKaduka 善 

三 法 染不相 應順染 二 法 Tika-duka  57 
kusalattika-Kilesasankilitthaduka     # 三法染 ti 

染ニ法 Tika-duka  55 
kusalattika-kilesasankilesikaduka 善: n 法 染 MTI 

染ニ法 Tika-duka  54 
kusalattika-kilesasampayuttaduka 善 三 法染相 

應ニ法 Tika-duka  53 
kusalattika-kenacivinneyyaduka 善 三法戶 識ニ 

法 Tika-duka  34 
kusalattika-cittacluka     三 f£ 'し 二 法 rika-duka 

4；} 

kusalattika-cittasampayuUadi-iitthaduka 善 三 
法 心 相 應等八 二 法 Tika-duka  45 

kusalattika-cetasikaduka 善 三 法' ll、 戶斤ニ 法 1 ika- 
duka  44 

kusalattika-chagocchakaduka  = ^三 法 六 群 二 法 


Tika-duka  41 
kusalattika-dassanattika 善 三 法 見 三 法 1 iKa- 
tika  7 

kusalattika-dassanenapahatabbacluka き 三 法 

見所 斷ニ法 Tika-duka  58 
kusalattika-dassanenapahataobahetuttika 善 三 

法 見所 斷因三 法 Tika-tika  8 
kusalattika-dassanenapahatabbahetuduka き 二 

法 見所 斷因ニ 法 Tika-duka  60 
kusalattika-nahetusahetukaduka 善 三 法 非 因せ 

因 二 法 Tika-duka  27 
kusalattika-niyataduka   # 三 法 決 5e 二 fe  fika- 

duka  71 

kusalattika-niyyanikaduka 善 三 法 出 離 二 法 

Tika-duka  70 
Kusalattikapatthanassa  vannana 善 ニ法發 

釋 

kusalattika-parittattika 齊三法 小 三 法 Tika-tika 
11 

Kusalattika-panttarammanattika き 二 法 小 所 ま 

三 法 Tika-tika 12 
kusalattika-pariyapannaduka 善 三 法 所 攝ニ法 

1 ika-duka  69 
kusalattika-pltittika 善 三 法 喜 三 法 TiKa-tika  D 
kusalattika-pitisahagataditiduka 善 三 法 晉俱' fT 

等 三 二 法 Tika-duka  65 
kusalattika-bhavanayapahatabbaduka 善 三 法 

修所斷 二 法 Tika-duka  59 
kusalattika-bhavanayapahatabbahetuduka  ^ 

三 法 修所斷 因 二 法 Tika-duka  61 
kusalattika-maggarammanattiKa  # 三? £ 退 所 緣 

三 法 Tika-tika 15 
kusalattika-micchattattikti 善 三 法 邪 性 三 法 

Tika-tika 14 
kusalatlika-rupavacaraduka 善 三 法 色 界餐ニ 法 

riKa-duka  5/ 
kusalattika-ruplduka 善 三 法 あ 色 二 法 1 ika- 
duka  32 

kusalattika-lokiyaduka 善 三 法 世間 二 法 TiKa- 
duka  33 

kusalattika-vitakkattika 善 三 法 尋三法 1 ika- 
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Kusalattika 


tika  5 

kusalattika-vipakaltika 善 三 法 異熟三 法 Tika- 
tiKa  2 

kusalattika-vedanatlika 善 三 法' 艾' 三 法 TiKa- 
tika 1 

kusalattika-sauttaraduka 善 三 法,」 上 二 法 1 ika- 
duka  72 

kusalattika-safikililthattikii 善 三 法 巳 染三法 
iiKa-tika  4 

kusalattika-sankilitthaduka 善 三 法 已染ニ 法 

rika-duka  52 
kusalaltika-sankilesikaduka  # 三 法き 1 染ニ法 

rika-duka  51 
kusalattika-sarikhataduka      # 三 法 あ 爲ニ法 

Tika-duka  29 
kusaiattika-sanidassanattika 善 三 有 見 三 法 

丄， ika-iika  二 1 
kusalattika-sanidassanaauka 善 見 二 法 

rika-duka  30 
kusalattika-sappaccayaduka 善 三 法, 緣ニ法 

Tika-duka  28 
kusalatiiKa-sappaiighacluka  # 三 法^ 對ニ法 

nka-duka  31 
kusalattika-sappitikaduka     善 三 法 有 吾 二 法 

i'ika-duka  64 
kusalattika-saranaduka 善 三 法 も 『'$ 二 法 Tika- 

duKa  73 

kusalattika-savicaraduka 善 法 有 1 ョ j 二 法 fika- 
duka  63 

kusalattika-savitakkaduka 善 三 法 有 导ニ法 

rika-duka  62 
kusalattika-sahetukaduka      善 三 法书 因 二 法 

fika-duka  23 
kusalattika-sarammanaduka 善 三 法 有 所 緣ニ法 

Tika-duka  42 
kusalatlika-sasavaduka  有 ife 二 fii  'i ika- 

duka  36 

kusalattika-sekhattika 善 三 法 有 學三法 Tika- 
tika 10 

kusalattika-hinattika 得 三 法 劣 三 lii;-  fika-iika 
13 


kusalallika-bctuduka  # 三 法 W 二? ぶ 1 ika-duka 
1 

kusalattika-hetusampayuttadukei ま; 三？ i;- 因ネ life 

二 法 1 iKa-duka  24 
kusalattika-hetusahetukaduka 善 三 tfe 因 有 to 二 

法 Tika-duka  25 
kusalattika-hetuhetusampayuttaduka  •  丫 f- 三 法 W 

WW 應ニ法 Tika-duka  26 
kusala-dhamma  法 
kusaladhammacchanda  -"^ 法の 欲 
kusala-pakkhika 善 友 

Kusalapatilabha-katha 得 善心 論 KV 13  2 

kusala-bhagiva き 分 

kusala-bhagiva  ahamma 善 法， * 分 法 

kusala  bhisakka 良醫 

kusala-muia 善根， 善の 根本 〔三種〕 

kusalamula-mula 善根 根 

kusalamula-sahajata  dhamma 善根俱生の^^；- 

kusala-rasi #聚 

Kusala-rasi  〔經〕 善聚 S  47  5，  45 
kusala-rupa 香 色 
kusala-vacikamma 善 口 案 
kusala-vada 善 

kusala- vara 善 〔惡〕 章 V  3  4  (14：) 
kusala-vitakka=kusala-sankappa 善尋, 善尋思 
kusala-vipaka 善異熟 
kusala-viDaka  citta 害異熟 心、 
kusalavippayutta-citta 善不 ft] 應の 心、 
kusala-samkappa=kusala-vitakka 善 思, 善 念 
kusaia-samgha 
kusala-sancetana      の Ay、t(£ 
kusala-sanna 善, 想 
kusala-samapatti 善 等 至 
kusalasamutthana-rupa  # 等 起の 色 
kusala-slla 善 /fx 
kusala-hetu=kusala-niula 善 因 
Kusala  〔經〕 善 S  46  31， 32 
kusaiakusala-dhamma 楼不害 法 
Kusalakusala-patisanciahana-katha 祷惡 結糗論 
KV 14 1 

Kusalakusalasamasama-panho 害 不#= の jfe 報 一 


Ketaka 


異の問 Mil 4  〔5〕  5 
Kusalakusalanaih  balavabalava-panho 善 不善 

强 弱の 問 Mil 4  〔8〕  7 
Kusalakusalanam  mahantamahantabhava- 

panho 善 不善 大小の 問 Mil 4  〔8〕  9 
kusalanarii  dhammanam  upasamnada 者 の 

具足 

kusalal)hisancla 善の 等 流， 善潤澤 

kusala  vedana 善受 

kusataka  〔衣〕 クサ一 タカ 

KusavatI    〔拘 夷那竭 城の 古名〕 クサ— ヴ ティ 

一， 拘 舍婆提 
kusi 大壇 

Kusinata  〔者 [Q クシ ナ一 ター 

Kusinara ① 〔城〕 クシ ナーラ—， 拘尸 城， 拘 

尸那， 拘尸 那羅， 拘尸那 竭羅， 拘夷 那竭， 俱 

尸 那羅② 〔精 舍， セィ ロンに あり〕 クシ ナ— 

ラ―③ 〔經〕 拘尸 A 10  44 
Kusinara-vagga 拘尸那 揭羅品 A  3 lin〜l30 
kusita 懈怠， 懈怠^, 懈怠なる， 懶惰 
Kusltarh  〔經〕 懈怠 S 14  22 
kuslta-vatthu 懈怠 事 〔八 種〕 
Kusitavatthu-arabbhavatthuni    〔經〕 懈怠 事 精 

進 事 A  8  80 
kusita-hinaviriva 解 怠 不精 ill 
Kusito  〔經〕 懈怠 S  37 12 

kusubbha=kussubbha,  kusobnha 小 i^lll, 小 湖 
kusuma  〔花〕 クスマ 

Kusuma=Pataliputta   〔城〕 クスマ， 拘蘇 寧 
Kusumarama  i  -き 舍〕 クスマ 一ラーマ 
kusuma-vata クスマ 一風 

Kusumasaniya   〔比丘の 譬喩 經〕 タス マーサ 二 

ャ Ap  3 126 
Kusumi  〔港〕 クスミ 

kusumbha=kosumbha  i 花， 草〕 紅 藍， 赤 花 
kusumbhara^kosumbha  i 樹〕 クス ンク、 ラ 
kusumbha-ratta 鬆 金色 
kusobDha=kussubbha 小 湖， 小 池 
kussubbha,  kussol)l)ha=kusubl:)ha,  kusol)bha 

湖， 小川 
kuha 詭詐， 欺瞞 


kuhaka 詭計， 詭計 者， 詭詐， 詭詐 者，. 偽善者， 

詐欺師， 詐欺 漢 
Kuhaka-jataka ク ハカ • ヂ 、ヤー タカ， 詐欺 本 生 
物語 J  89 

kuhana 詐欺， 詭詐， 詐術， 欺瞒， 欺 編 

kuhana-vatthu  fggt 事 匸 三種〕 

kuta ① 棟， 里 頂， 尖 頂， 二階， 山項② クー 

タ， 無 ff] ③ 欺瞞 #, 詐欺師 ④ 係 蹄 ⑤ 叙」， 

鐵槌 

Kuta  〔經〕 屋頂 S  45 141 ； 46  7 

Kutam  〔經〕 楝 S  20 1 

kuta-jatila 僞 行き， 僞編 髮梵志 

Kutatissa  〔精 舍〕 ク一 タティ ッサ 

Kutadanta  〔婆， 塞〕 クー タ ダン タ， 究羅擅 頭 

Kutadanta-sutta ク 一タタ、' ンタ • スッ タ， 究羅 

檀頭經 D  5 
Kutavanija-iataka ① ク一 タヮ、 、一二 チヤ • チヤ 

—タカ， 邪 if ほ 本 生物 語 J  98 ② クー タヴ一 二 

チ' ャ • ギヤ— タカ， 騙詐 商人 本 生物 語 J  218 
Kutavinicchavaka-petavatthu    3^欺1?^!鬼事 Pv 

3  9 

kuta-simbali 拘吒 IT ミ 摩利樹 
kutagara 重閣， 尖 頂閣， 樓閣， 家屋， 宮殿 
Kutagara  〔經〕 重閣堂 S  56  44 
kutagara-sala クーター ガー ラサ一 ラー， 重閣 

，堂， 重閣 堂， 樓閣， 高 樓閣， 尖 頂閣堂 
Kutali  〔精 舍〕 クーター リ 
kuteyya 詐瞞 

Kupe  nimuggo  paradariko  〔經〕 tnJ こ 沈める 

不義 者- S 19 11 
keka  〔樹〕 ケ— 力 

Kekaka ① 〔國， 都〕 ケ 一力 力 ② 〔干 一〕 
kekkharu  Qtj ケッ 力一 ノレ 
Kekkharupupphiya   〔比丘の 譬喩 經〕 ケッ 力— 

ルプッ ピャ Ap  3  359 
ketubha=ketubha 儀式 書， 儀軌， 式典, 法式， 

楷畫， 文典 *， 知 明 * 
ketubhin 矯詐， 欺 誑， 欺瞞 ft 
Keniya  (I)=Keniya  〔結髮 外道， 比〕 ケ— ュャ， 

雞 尼耶， 計 尼耶， 翅遂 ② 〔族〕 計尼耶 
ketaka~ketaki  〔花， 樹〕 ケ一 タカ 
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Ketaka 


Ketaka  〔園〕 ケー タカ 

Ketakapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ケ— タカ プ 

ッ ピャ Ap  3  511 
ketaki〜ke は ka  〔花〕 ケ一 タキ 
ketu 旗， 旗幟 

ketubha-^ketubha 儀軌， 儀式 書， 式典， 楷畫 
Ketumati ① 〔天 宮〕 ケー トウ マティ— ② 〔都， 

波羅ぉ 城の 未來 名〕 ⑧ 〔河〕 
Ketumant ① 〔け や〕 ケ— トウ マ— （i)=KetumatI 

〔城〕 ケ— トウ マ 
Ketumbaraga  〔KIO ケ— トウ ムノ ミラ— ガ 
kenaci na  vinneyya  dhamma 非 所 法 
Kenaci-vinneyya-duka 所 識ニ法 Duka 13 
kenacivinneyvaduka-kusalattika 所 哉 二 法善ョ 

法 Duka-tika  34 
kenaci  vinnevva  dhamma 所識法 
Keniya=Keniya    〔婆〕 翅^, 雞 尼耶， 計尼耶 
kebuka  〔花〕 ケーブ 力 
Kebuka  〔河〕 ケ一ブ 力一 
Keradaputra  (  A  ；,  Keralaputra に A)  〔plj ケー 

ララ ブタ 
Kerala  〔國， 族〕 ケー ララ 
Kerajaslhamuttara    〔；5^" ミ ラ 人」 ケ一ラ ラシ一 

ノ、 ムッ タラ 
Kelalaputa  (A) 〔國〕 ケー ララ プタ 
Kelasa  〔山〕 ケー ラー サ 
Kelivata  〔地方〕 ケ一 リヴ一 タ 
Kelivasa  〔池〕 ケ— リ ヴ―サ 
Kelisila-jataka ケ一 リシ一 ラ • チ* ャ一 タカ， 耽 

戲本 生物 語 J  202 
kevatta 漁夫， 漁師 

Kevatta ① 〔傳。 婆〕 ケ 一 ヮ' ッ タ ② 二 Kevaddha 

〔塞〕 积跋 多， 堅固 
Kevattagambhira  〔村〕 ケ ーヴッ タ ガン ビーラ 
Kevatta-dvara ケー ヴッタ PI 
kevatta-putta 漁夫の 子 

Kevaddha=Kevatta  〔居士〕 ケ— ヴッ ダ， 堅固 
Kevaddha-sutta ケ 一 ヴ ッ ダ • ス ッタ， 1^ 固經 

D 11 
kevala 完全， 獨存 
kevala  bodhi —  ま？ 


kevalassa  dukkhakkhanahassa  nirociho 一切 

苦蕴の 滅盡， 全 苦 蘊の滅 
kevaiassa  dukknakkhanahassa  samudavo 一 

切 苦蕴の 生起， 全 苦 蘊の集 
kevalin 獨存， 獨存 お-， 完全お， 純一 
kesa 髮， 毛髮 〔三十 二 身分の 一〕 
Kesa  〔園〕 ケ— サ， 毛髮 
kesa-kambala 髮 I^W, 髮: での 布， 髮 欽婆羅 衣， 

人髮 ^«， 人髮を 編める 衣， 入髮編 衣， 人 《欽 

婆羅衣 
kesa-karika 髮 結の 女 
Kesakariya-vimana 髮結女 天' 呂 Vv 17 
kesa-dhatu 髮舍 利， 髮の 記念物 
Kesadhatu-varhsa 髮 舍利史 
Kesaputta  〔村〕 覉舍子 
kesa-massu 鬚髮， 髮髯， 髮髭， 髮髮 
kesamassu-locaka 拔鬚髮 行， 拔鬚髮 行お， 拔 

髭髮 あ- 

kesamassu-locana 鬚 象の 剃 除 
kesara 花絲 

Kesarapupphiya    〔比丘の， 喩經〕 ケ— サラプ 

ッ ピャ Ap  3  361 
kesarin  ft 子 

Kesava  Ci)=V お udeva  〔傳 。ブ〕 士， 王」 ケーサ 
ヴ （D=Kapha  〔娥 鬼〕 ③ 〔行お〕 

Kesava-jataka ケーサ ヴ • チ 'ャ一 タカ， ケ一サ 
ヴ行 教本 生物 語 J  346 

Kesin ① 〔調馬師〕 ケ— シ， 只 尸 ② 〔塞〕 ケ 
—シ， 鶴尸③ 〔馬〕 ケ ーシ， 只 尸 

Kesini  〔王女〕 ケ一シ 二  — 

Kesi-vagga 只 尸 品 A  4 11 ；!〜 120 

kesoharaka 理髮 i^- 

Kehala  〔池〕 ケ 一ハーラ 

Keheta  〔村〕 ケ— へ— タ 

Kehella  〔村〕 ケ 一へ ッラ 

koka 豺狼， 狼 

Kokanada ① 〔琵琶〕 コー カナダ， 拘迦 那大② 

=Kokanucla  〔7^' 殿〕 コ— カナダ 
Kokanada  〔天女〕 紅蓮 
kokanisataka  〔動〕 コ一 力 ニサ一 タカ 
kokanuda コ 一力 ヌタ， お 
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Kotuhala 


Kokanuda ① 〔外〕 コ —カス ダ， 俱 那 ② 〔經〕 

俱迦那 A 10  96 
Kokanuda=Kokanada  〔宮殿〕 コ一 力 ヌダー 
Kokavata ① 〔地方〕 コ一 力 ヴ一タ ② 〔池〕 
Kokalika  ®=Kokaliya  〔提 婆の 徒， 比〕 コ— 

力— リカ， 拘 利， 拘迦利 逝， 俱仂 II 利 伽， 供 

toll 梨， 稷迦 利迦 ② 〔國〕 拘迦利 ③ 〔經〕 稷 

迦利 iin  S  6  7, 10 ④ 〔經〕 拘迦利 A 10  89 
Kokalika-jataka コ一 力一 リカ • チ ，ヤー タカ， 

拘迦利 比丘 本 生物 語 J  331 
Kokaliya=Kokalika  〔比〕 コー カーリ ャ， 拘 j^O 

利耶 

Kokaliya-sutta 拘迦 利耶經 Sn  3 10 

Kokasa  〔宮殿〕 コ —カーサ 

kokasika  〔晝 度樹の 花〕 花 

kokila  〔鳥〕 コ— キラ， 拘 羅， 羅, fiJii^ あ， 

時鳥， 杜 ill, 郭公 
Kokila-vagga 時鳥 品 J  331〜340 
Kokila  〔£ 女〕 コ— キラ—， 拘# -羅 
Kongamangala  〔タ' 、ミラ 人〕 コンガ マン ガラ 
Kongu  〔地方〕 コ ング 
koccha ① 草椅， 坐 解 ② 摘 
koccha-palibodha 梳 髮障礙 
kojava 氍氈 

konca 鷺， 蒼鷺， 白鷺， 鷺鷺， 鶴 

Konca ① 〔王〕 コーン チヤ ② 〔宮殿〕 コーン 

チヤ， 鷺， 蒼鷺 
Kota ① 〔ダ、 ミラ 人〕 コ一タ ② 〔山〕 ③ 〔城〕 
Kotalla  〔著作 #〕 コ一 タツ ラ 
koti ① コ— ティ， 俱 K ，倶 底， 一千 萬② 終!! V； 
Koti  〔村〕 コー ティ 
kotika  Cfni 」 コ一 ティカ 
Kotigama コー ティ ガ一 マ， 拘利村 
Kotigama-vagga 拘利村 品 S  56  21—30 
Kotipabbata=Gotapabbata     〔精 舍〕 コ— ティ 

山， コ一 ティ パッ バタ 
Konpassavana  Ont^  J コー ティ パッサー ヴ 〔ナ〕 
Kotiya  purima-panho 最？ ノ J の 始ま りの 問 Mil 2 

〔3〕  3 

Kotisimbali-jataka コ一テ イシム'、 リ • チ 、ャ一 
タカ， 綿 樹頂本 生物 語 J  412 


kottatthi 肩 〔胛〕 骨 
kottapeti 按 ！ 蟹せ し む 
kotteti 搗 く 

kottha  ®~kotthaka 庫， 藏庫， 米倉， 穀倉， 
穴藏 ② 〔樹〕 コ ッ タ ®=kotthaka  〔鳥〕 

kotthaka ①〜 kottha 庫， 藏庫， 穀倉， 門 尾， 
門戸 （I>=konha  〔鳥〕 コッ タカ 

kotthaka-kamma 木工 業 

Kotthakabaddha  〔瀑布〕 コッ タカ パツダ 

Kotthabaddha  〔堤〕 コッ タパ ッ タ、、 

Kotthamalaka  〔地名〕 コッ タマ ーラカ 

Kotthavata  〔地方〕 コッタ ヴ一タ 

KotthasaraCka^  〔村〕 コ ッ タサ一 ラ 「力〕 

Kottha  〔村〕 コッ ター 

kotthasaya-vata 腹內 風， 下腹 f'H 風， 腔 處に在 

る 風 

Kotthika  (3)=Kotthita,  Mahakotthita  〔比〕 拘 
瑟他迦 ② 〔經〕 拘 瑟他迦 S  35 161-163 

Kotthiko  〔經〕 拘綿羅 S  35 191 

Kotthita  (I)=Mahakotthita,  Kotthika  〔比〕 拘 
糸 も羅， 俱総羅 ② 〔經〕 拘綿羅 S  22 133〜135  ； 
A  9 13 

Kotthivala  QfO コッ ティ ヴーラ 
kotthu  〔勒〕 野 干 
kotthu-suna コッ トウ 豸才 

Konagamana ① 〔過去 七佛の 一〕 拘那 含， 拘那 
含牟 尼， 拘那 伽， 那 ② 〔經〕 拘那含 S 12  8 
Konagamana  bodhisatta 拘那含 傘 尼 菩薩 
konta 鐵 面皮 漢 
kontha 不具 苦 

Kondanna ① 〔姓〕 コン ダン ニヤ， 僑陳 如， 拘 
利 若 ② 〔佛〕 コーン ダン ニヤ， 撟陳如 
Anfiakondanna  〔比， 五 比丘の 一人〕 コーン 

ダ ン ニヤ， 僑 陳如 @  〔酒屋の 小 ！^〕 コーン ダ、 

ン ニヤ ⑤ 〔經〕 '瞎陳 如 S  8  9 
Kondivata  〔地方〕 コン ディ ヴ一タ 
kotumbara=koclumbara  〔衣」 コ一 トゥン ノ、 ラ 
Kotumbara  〔人〕 コ一 ト ゥ ンノ、 ラ 
Kotumbariya  〔比丘の 譬喩 經〕 コ— トウ ンパ リ 

ャ Ap  3 183 
kotuhala 舍式 
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Kotuhala 


kotuhala-mangala 瑞相， 奇特 瑞相 
kotrfiah 袋， 袋物 
Kotthumala  〔山〕 コッ トウ マ一 ラ 
kodanda 弯 

kodumbara=kotumbara  〔衣〕 コ一 ト ゥ ンノ； ラ 
Koddhangulikakedara  〔地名〕 コ ッ ダン グ リ 力 

ケーダ 一ラ 
kodha 忿， 忿怒， 瞋患 
Kodha  〔章〕 忿 A  8  〔10〕  4 
kodhana 忿 あり， 忿 ある， 忿 〔者〕， 忿怒 者-, 

忿怒し 易く， 有忿， 瞋恨 〔者〕， 瞋 〔者〕 
Kodhano  〔經〕 有忿 S  37  5 
Kodhabhakkha  〔夜叉〕 食忿 
Kodha-vagga ①忿品 A  2 16 ② 忿怒 品 Dhp 17 

VV  22 ト 234 
kodhupayasa 忿惱， 忿恚 相， 忿躁 
kodhupayasin 忿 者 
kodho  ca  upanaho  ca 忿と恨 
Konagamana  〔佛， 過去 七佛の 一〕 コーナ— ガ 

マナ， 拘 那含牟 尼， 拘那 含， 拘那 伽' 拿那 
Kontadisavijaya     〔將 軍〕 コーン タディ サ一ヸ 

チ' ャャ 

Kontiputtatissa  〔比〕 コン タティ ッサ， 拘 多帝須 

Kontimara  〔河〕 ユー ソ亍ィ マ一 ラー 

KontI    (D=Kunti  〔ケ〕 コーン ティ， 拘多 ② 

〔緊那 羅夂〕 拘多 
Kondurva  〔ネオ〕 コン ドウ ノレ ヴ 
kopa 忿. 忿恨， 忿怒， 憤， 憤怒， 怒， 怒氣， 

膜恚 

kopina 陰 所， 圍盟- 子 

Komayaputta  〔佛の 前生〕 コー マ一 ャ ブッタ 
Komayaputta-jataka コー マ一 ャフ： ッ タ • チ 'ヤー 
タカ， コー マ一 ャ フッタ 婆羅門 本 生物 語 J  299 
komaraka 兒鼓 

komaraka-vejja 小 兒醫， 小兒科 
komara-brahmacariya 童子 (無 妻) 梵行， 童^ 

の梵 行， 童^ 梵行 
komarabhacca 小 兒!^ 師 

Komarabhacca=Jivaka   〔'ト 兒 齊師〕 コ— マー 

ラパッ チヤ 
komarika きズ, 少女， 衆な- 
komudi コーム ディー， コーム ディ一 の滿 月， 


滿 月の 夜， i5o 剌底 月の 滿月 

Komba し 大臣」 コーン ノく 
koyatthi  〔鳥〕 コ— ャッ ティ 
Korakalamba し^ J1 コーラ カラン ノ、 
Korakhattiya  〔裸 形 沙門〕 コーラ カッテ ィャ， 

コーラ 刹 帝 利 種 
koranda=korandaka  〔華, |#f  i コ — ラ ン ダ 
korandaka=koranda  〔核 '}〕 コーラン ダカ 
Korandaka ① 〔村〕 コーラン ダカ ② 〔精 舍〕 
Korandakapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 コーラン 

ダ 力 フ ッ ピャ Ap  3  422 
Korandapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 コーラ ンダ 

プ ッ ピャ Ap  3  208,  490 
Koravya  〔王〕 コーラ ヴャ， 拘牢 婆， 高羅婆 
koriya  〔樹〕 コ— リャ 
kola=kolaka  〔果， 樹〕 コーラ， 棗， 棗 j^- 
Kola ① 〔港〕 コーラ ② 〔池〕 
kolaka=kola  〔樹〕 コーラ 力 
Kolaka コーラ 人 
kolankola 豕豕 

Kolankolo  ekabiji ti  katha 家家 一種 論 KV 
12  6 

kolatthi 棗の 核， 棗の 種子 

Koladayaka    〔比 の， 喩經〕 コ— ラダ、— ャカ 

Ap  3  439 
kolamba 瓶， 堯 

Kolamba ① 〔村〕 コ— ランパ ② 〔池〕 ③-コ 
口 ンボ港 

Kolambahalaka ① 〔お]"〕 コ一 ランパ ハーラ 力 
② 〔精 舍〕 

Kolika=Kolita,  Moggallana  〔比〕 コ— リカ， 

拘 律陀， 拘離多 
Koli は =Kolika，  Moggallana  〔比〕 コ一 リタ， 

拘利 多， 拘 律陀， 拘離多 
Kolito  〔經〕 拘離多 S  21 1 
Koliya  ®=Ko!iya  〔國， 族〕 コ— リャ， 拘利 

② 〔人 ほ〕 コ ーリャ 
Koliya-putta=Kakudha 拘利耶 子， 拘羅子 
Koliyavessa  〔比丘の 臂 喩經〕 コ— リャヹ 'ッ サ， 

二十 ft  Ap  3  42 
Kolabhinna  〔河1 コーラ ビン ナ 
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Kyana 


Koliya=Koliya  〔國， 族〕 コ— リャ， 拘利 
Koliya-putta=Koliyaputta,  Kakuaha コーリ 

ャプ ッタ， コ ーリャ 人， 拘羅子 
Koluvukkotta ① 〔地名〕 コール ヴッコ ッタ② 

〔堡 壘〕 

Koluvura  〔村〕 コール ヴラ 
Koluru  〔地方〕 コ —ルール 
kovilara=kuvi]ara,  Daricchattaka  i 樹〕 コ一 ヰ 

ラー ラ， 拘鞴 陀羅， 俱毘 陀羅， 俱 毘羅， 黑植 
Kovilara  〔村 j コ一ギ ラ一ラ 
kosa  〔里程〕 コ— サ， 俱 盧舍， 拘盧舍 
Kosa〔ka〕vagga  〔地名〕 コ―サ 〔力〕 ヴ ッ ガ 
kosa-karaka  MM,  &， 養蠶家 
kosakaraka-kosa 霊の 威 
kosajja 懈怠， 放逸 * 
kosamba  〔果〕 倶舍菴 婆 
Kosambaka-upasaka 拘紫彌 の 優 婆 塞 
Kosambakkhandhaka 拘族 彌徤度 V  2  a 10 
kosamba-iabuja  〔樹〕 コ一 サン ノ、 ラフ ナヤ 
Kosambika  〔王〕 橋 賞彌迦 
Kosambiya-sutta コ一 サン ビヤ • ス クタ， 儒 賞 

彌經 M  48 

Kosambi ① 〔都〕 コ— サン ビー， 懾 賞彌， 拘 

藤彌 ② 〔經〕 橋賞彌 S 12  68 
Kosambi -jataka コ一 サン ビー • チ 'ヤー タカ， 

懾 賞彌本 生物 語 J  428 
Kosala ① 〔國， 十六 大國の 一〕 コー サラ， 拘 

薩羅， 僑薩羅 ② 〔王〕 コ— サラ， 僑薩羅 ③ 

〔辟〕 コ ーサラ ④ 〔經〕 拘薩羅 S  48  51 ； A 

10  29，  30 

Kosalaka ① 拘薩羅 量 ② 拘薩羅 〔國〕 人 
Kosala-devi  〔波斯 匿の 姉妹， 頻 婆娑羅 の妃〕 コ 
—サ ラデー ヸ—， 拘薩羅 夫人 

Kosala-brahmana-gama  ^"句薩維婆^!|「']村 
Kosala-rajan 拘ば: 羅王 

Kosala-samvutta コ一 サラ ，サム ユッタ， 拘!? # - 

羅相應 S  3 1 〜： 25 
kosalla 善 巧 

Kosalla-viharin  〔比〕 拘薩羅 住 
kosataki— kosatiki  〔樹， 蔓草〕 コ―サ 一 タキ， 
拘舍 怛祇， 莉蔽 


kosatik ！〜 kosataki し 蔓草〕 コ一サ 一ティ キ一 
kosarakkha 理財 官 
kosika,  kosiya 梟 

Kosika ① =Kosiya 橋 尸迎， 拘翼， 帝釋 ② 〔佛〕 
僑尸迦 ③ 〔山〕 懾尸迹 @=Kosiya  〔姓〕 コ 
ーシ 力， 僑尸迎 

Kosiki  〔河〕 コ— シキ— 

Kosigotta=Kosiyagotta  〔比」 コ一シ 姓 

kosiya ① 梟 (D=koseyya 絹絲， 布， fe, 

絹截， 絹 衣， 野蠶 衣， 橋 奢耶， 撟除耶 
Kosiya  (I)=Kosika  〔佛〕 コ— シャ， 僑 尸迦② 
==Kosika  〔姓〕 コ ーシャ （H)=Kosika コーシ 
ャ， 撟尸 iLa， 拘翼， 帝釋④ 〔比〕 コ— シャ 
©  〔傳 。 仙， 須 菩提の 前生〕 拘私夜 ⑥ 〔仙〕 
コ— シャ， 拘 私夜⑦ 〔人〕 コ— シャ， 拘私 

夜 ®=Macchariya-Kosiya  〔長者， 司 財官〕 
コ— シャ， 拘私夜 @=Kosiyagotta  〔婆〕 コ 
—シ ャ⑩ 〔山〕 僑尸迦 

kosiya-karaka 養 li 家 

Kosiyagotta  〔婆〕 コ ーシャ ゴ ッ タ 

Kosiya-jataka ①コ一 シャ • ナヤ一 タカ， コ一 
シャ女 本 生物 語 J 130 ② コーシ ャ • ギヤ ― 
タカ， 梟 本 生物 語 J  226 ③ コ— シャ • ヂャ 
—タカ， 拘私 夜長 者 本 生物 語 J  470 

Kosiya-vagga ① 蠶綿品 ② 梟 品 J  261〜270 

Kosiya  〔女」 コ— シャ— 

KosiyayanI  I^^J コ一 シャ一 ャニ一 

kosi 鞘 

Kosumbaphaliya    〔比丘の 譬喩 經〕 コース ンパ 

パ リャ Ap  3  510 
kosumbha=kusumbha  〔樹， ィ し コース ンハ, 

紅 藍， 赤 花 

koseyya=kosiya コ―セ ツヤ， 矯 奢耶， 撟 除耶， 

絹， 絹絲， 絹 織， 絹 衣， 絹布， 野蠶衣 
koseyya-sukhuma 撟奢耶 細 衣 
kosohita 陰處 

kosohita-vatthaguyha 陰 馬藏， 陰馬藏 相， 馬 陰 
藏， 陰 處は覆 被に i; き; さる， 布 もて 覆 ふべき も 
の は陰藏 せらる 〔三十 二相の 一〕 

Kohomba  〔村〕 コーホ 一ンハ 

Kvana  〔村〕 キヤ一 ナ， クャ一 ナ 
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Khagga 

khagga ① 劍， 锁， 寶劍， 刀， 剪刀 ②犀 
khagga-gaha 狩 翩# 
khagga-visana 羅角， 犀の 角 
khaggavisana-kappa 率 角の 如く 
i\haggavisanakappa-sayambha 麟 角喩獨 
Khaggavisana-sutta 犀角經 Sn 丄 3 
Khaggavisanasutta-niddesa 厚角經 の義懌 CNd 
2 19 

khajjaka 硬 食， 菓子 

Khajjakadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 カツ ヂャ カダ 

ーャカ Ap  3 163 
khaj j aka- bha j aka ~ khaj j a- bha j aka 分嚼食 人， 

分 餅 人 

Khajjaniya-vagga 所 貪 品 S  22  73~.S2 
Khajjaniyaka-suttanta 應瞰經 
khajja-bhajaka~khajjaka-bhajaka 分敞食 人， 

分嚼食 人， 硬 食 分配お 
khajjura  〔樹〕 力 ツナ ユラ 
khajjurl—khajjun  〔樹〕 渴樹維 
Khajjurakavaddhamana  CfliiJ 力 ツチ ユーラ 力 

ヴッ ダマ一 ナ 
khajjuri~khajjun  〔樹〕 カツ チューリ 
khajjota  '泣 

Khajjota  〔河〕 カツ ヂョ ータ 
khajjopanaka 營火， 楚光， 楚 
Khajjopanaka-iataka カツ チョー ノ 《ナカ ，チヤ 

一 タカ， 本 生物 語 J  364 
Khajjopanaka-panha 资 火 問 〔答〕〜 前項 
khanja 跛， 跛 あ 跛 足， 足^^#， 偶^ * 
khanjati 跌す 

Khanjadeva  〔威 t〕 カンナ ャァ— ヮ" 

khatakhata-sadda 喧騒の 聲 

khana ① カナ， 刹那， 寸時， 瞬時， 時節 ② 

不無〜 akkhana 
khananta 球根 

khana-paccuppanna 刹那 現在 
khana-bhanga 刹那 滅 

Khana-laya-muhutta-katha 刹那 頃刻 須 突 論 

KV 15  4 
khanika 刹那的 

Khanika-katha 刹那 論 KV  22  8 


khaniKa-marana 刹那 死 
khanika-samadhi 利那ぉ 
khanika  piti 刹那 喜 
khanda 毁壊 

Khanda  〔毘婆 尸佛の 第一 弟子〕 カン ダ、， 騫荼 
Khandaka  〔沙 彌〕 赛荼 

Khandakavitthika  〔村〕 力 ン タ、、 力 ギッティ 力 
Khanda-cakka  Ct^J 斷片 章， 分斷章 
Khap4acleva  〔比〕 カン ダ、 デ— ヴ， 健 陀提婆 
Khandadeviya    〔比〕 カン ダ、 デ— ギヤ—， 騫駄 
達 多 

KhancJadeviyS-putta  〔提 婆の 徒， 比〕 カン タ、、 デ 
—ヸ ヤー プック， 騫 陀毘耶 子， 騫駄達 多， 乾 
陀驃 

Khandaraja  〔ff!j: 舍〕 カン ダラ一 ヂャ 
Kliandaraji  〔村〕 カン ダラ一 ヂ、 
Khaijc^avagga  〔地名〕 力 ソ タ'、 ヴ ッ ガ 
Khandaslma   U'ii 場〕 力 ン タ、、 シ 一マー 
Khandasumana し 比」 カン タ、、 ス マナ 
Khandahala  〔司祭〕 カン ダ、 ハーラ 
Khandahala-jataka カン タ、、 ノ、一 ラ • チヤ一 タカ， 

力 ン ダハ 一 ラ 司祭 官本リ 物語 J  542 
khandakhandika 丸太 
Khandi ひ. す〕 カン ディ 
Khata-upahata  〔經〕 損害 A 10  214 
khatta 守衞 

khatta-dhamma 統 '冶 の 法- 
khattavijja-vadin 利己 論 行 
khatta-vijja 刹 帝 利 明 

khattiya ① I！ 帝 利 種， 刹 帝 利 族， 刹 帝 利， 王 

族 ② 〔調〕 象 行， 刹 帝 利た る こ と 
Khattiya  〔經〕 刹 帝 利 S 1 14 
Khaltiya-kanna-vagga 刹 帝 禾 IJ 童女 品 Ap  4  \\\ 

〜40 

khattiya-kula 刹 帝 利 家， 刹 帝 利 種 
khattiya-jati 1；1： 帝 利 種 

khattiya-parisa 刹 帝 利 衆， 王族 會 〔八 衆の 一〕 
khattiya-manta 刹帝禾 Ij の學 
khattiva-muddhavasitta-rajan 刹帝禾 Ij 灌頂 王 
khattiyabhiseka 刹 帝 利 卽位 灌 IH 
khattiyi 刹 帝 利な- 
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Khayanupassana 


khadira    〔堅木， 樹〕 カデ イラ， ？5] 地羅， 揭地 

羅， 怯 提羅， 力 ギラ, ァ カシャ 
Khadira  〔經〕 怯提羅 S  56  32 
Khadirangani  〔要塞〕 力 ディ ランガ 二 
khadirangara 力 ディ ラ灰 〔火」 
Khadirangara-jataka 力 アイ ランガ一 ラ • チヤ 

—タカ， 力 ディ ラ樹 炭火 本 生物 語 J  40 
Khadirangara-panyaya    〔經 J カティ フ 炭火の 

法 門〜 前項 

Khadiravaniya ① 〔鳥〕 力 ディ ラヴ ニヤ （D= 

Revata  〔比〕 力 ディ ラ林住 者 
Khadiravaniya  Revata 竭地羅 林の 隸婆 〔比丘 

の 譬喩 經〕 Ap  3  9 
Khadirali  〔精 舍〕 力 ディラー リ 
khantar 忍者， 能 忍者 

khanti 忍， 忍 辱， 堪忍， 忍耐， 所 忍， 信 忍， 

信仰 

khanti  ca  soraccan  ca 堪忍と 可樂， 忍 辱 柔和 
khanti-nana 忍 智 

khanti-parami 忍 波羅蜜， 堪忍 波羅蜜 〔十 波羅 

蜜の 一〕 
khanti-bala 忍 辱 力， 忍 力 
khantiyam  anisamso  ,1^、^^ の功德 
Khantivannaka-jataKa カンテ イヴ ン ナカ • ナ 

ャ— タカ， 堪忍 禮讃者 本 生物 語 J  225 
khanti-vada 忍辱の說?^， 堪忍 宗 
Khantivadi-jataka カン ティ ヴ一 ティ • チヤ一 

タカ， 堪忍 宗本 生物 語， 忍 辱 主義者 本 生 話 J 
313 

khanti-vadin 堪忍 宗 

Khantivadin    〔行者〕 カンテ イヴ 一 ディ一， 堪 

任宗 

khanti-samvara  ；^, 律儀 

khanti-sunna 忍 も 

khanti-soracca 忍 辱 柔和， 堪忍 可樂 

Khandaphulliya  〔比丘の 譬喩 經〕 カン ダプッ リ 

ャ Ap  3 193 
Khandavara  〔家〕 カン ダ、一 ヴラ 
khandha  |a 

Khandha ① 〔毘婆 尸佛の 第一 弟子:] カン ダ② 
〔經〕 蕴 S 18 10,  20  ；  22  48  ；  45 178  ；  56 13 
Khandhaka カン ダカ， 犍度， 犍度部 〔律 藏〕 


V  2  a〜b 

Khandhakapuccha-vara 問 犍度章 V  3  5 
khandhaja 寄生木 
Khandha-niddesa 蘊 の解釋 VM 14 
Khandha-pannatti 蕴 Jfe 設 
Khandha-paritta 蕴護 P 兄 

khandha-bija        の 種子， もや; 種， 幹より 生ずる 

種子， 樹 種子 
khandha-bhara 蕴 重擔， 肩 荷 
khandhamulaphala-bhojana  —"(-•  • 根 • 果 を- 艮— と 

する 者  , 
Khandha-yamaka 蕴雙 論， 蘊雙 Y  2 
khandha-rasa 幹 味 

Khandha-vagga カン ダ、 • ヴ ッガ， 犍 度篇， 蕴 

品 S  22-34 
Khandhavagga-sarhyutta 蕴品 相應〜 b'J 項 
Khandhavatta-jataka 力 ン タ、、 ヴッタ • ヂ 、ャ 一タ 

力， 犍度本 生物 語 J  203 
Khandha-vibhafiga 蕴 分別 Vibh 1 
Khandha-samyutta カン タ'、 • サン ユッタ， 蕴相 

應 S  22 1-158 
khandha-sarhgaha ま 桑 

khandhanarii  udayabbayo  |M し 法〕 の,- fe と 滅， M 

の 生滅， 總 の起滅 
Khandhavarapitthi カンター ヴ一 ラピッ ティ， 

陣營峯 

Khandhena  〔經〕 蘊 S  25 10  ；  26 10  ；  27 10 

khamaniya 諸事 便 女 

khama  patipada 堪忍 行 〔四 行の 一〕 

khamapeti 侮 過す 

khambha-kata 手 を 腰に 當て肘 を 張る， 叉 腰し 
て 

Khambhakata-vagga 权腰品 V 1 a  7，  21〜30 
khaya 盡， 盡滅， 滅盡 

Khaya ① 〔經〕 盡法 S  23 19 ② 〔經〕 盡 S  23 
31, 43  ；  46  26 ③ 〔經〕 破壞 S  35  39 

khaya-dhamma 盡法， 盡 滅法， 滅法， 滅盡の 
法， 破 壞の法 

khaya-dhamma ほ 壞法 性， 盡法性 

khaya-viraga 盡滅離 貪 

khayanupassana 盡觀， 盡滅 隨觀, 滅觀, 滅隨觀 
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Khaye 


khaye  nanam 盡智 

khaye  nanam  anuppade  nanam 盡智 と 無生智 
khara 驢 爲 

Khara  〔夜叉〕 カラ， 怯羅， 粗皮 
khara-kambala 粗 毛の 欽婆羅 衣 
Kharadathika  〔夜叉〕 力 ラダ、— ティカ， 剛牙 
khara-bhava 固 性 
kharapatla  QaO カラス ミッタ 
Kharaputta-jataka 力 ラブ' ッタ • ギヤ一 タカ， 

驢馬 子 本 生物 語 J  386 
khara-mukha 大螺貝 

Kharaloma  〔夜叉〕 カラ 口— マ， 粗 毛， 粗皮， 
怯羅 

Kharassara-jataka カラ ッサラ • チヤ一 タカ， 

騒音 本 生物 語 J  79 
kharajina 粗き 歟 皮衣， 硬 皮衣， 獸皮服 
Kharadiya  〔鹿〕 カラ一 ディ ャ 
Kharadiya-jataka カラ一 ディ ャ《 チヤ 一 タカ， 

カラ— ディ ャ鹿本 生物 語 J 15 
khari-gata 堅 性， 固 態 
khalanka 鮮 馬， 未 調馬 
Khalatika  〔山〕 カラ ティカ 
khala-musika 

Khalatya-petavatthu 禿 頭 鬼 事 Pv 1 10 
khalika 股 子 投げ， 股 投げ， 般子 
khalu  〔鳥〕 カル 

Khaluggata  〔佈 。 轉 輪乇〕 カル ッ ガタ 
khaluiikajjhayita 未 調馬の 靜慮 
khalupacchabhattika 時後不 食^, 不^8受食1^-， 

不後食 行お， 不後食^"チ 
khalupacchabhattikanga 時 後 不食支 
khalupacchabhattin 不 受 食^， 時 後不食 1^—， 

不後食 行 1^- 
khallaka 隨 

Khallatanaga  〔:J-:〕 カツ ラ一 タナー ガ 
Khalunka  〔經〕 未 調馬 A  9  22 
Khdunkena  〔經〕 未 調馬 A  8 14 
khanu 切株， 木 株， 樹株， 株， 机 株， れ， 概 
Khanukondanna    〔比〕 カース コン タ-' ン ニヤ， 

祸 那撟陳 如， 怯 fed 「铘 ili 那 

khanughata 木携 


Khanumata=Khanumata  〔村」 怯 ぉ提 
khadati  pitthi-maiiisarii  一 |'! "肉 を!! ft ふ 
khadana  f"]" 食物 

khadaniya 嗷食， 硬 食， 嚼食， 堅 食， 喷 むべき 

もの 

khadaniya  bhojaniva 硬軟の 食 
Khanu ① 〔ダ ミラ 人〕 力一 ヌ② 〔付〕 ③ 〔池〕 
Khanumata=Khanumata    〔村」 力一 ヌ マタ, 
怯^ 婆提 

khjira アルカリ性， アルカリ 水， 灰汁， 加里 
kharaka き 
Khara-nadi 灰 河 
khara-lavana 加里 la 
kharapatacchika 灰汁 开リ 

khari,  khan  〔通〕 カーリ， カーリ一， 法 梨， 石 

kharika アルカリ， マ汙 

kharikaja=kharibhara 檐荷 

khan=khari  〔量〕 カーリ一 

kharudaka アル 力 リ 水 

Kharodaka-nadi 灰 河 地獄 

khidda 戯 

khidda-dasaka 戯十年 
khidda-padusika 戯笑， 戯耽 
Khiddapadusika  〔天」 キッタ 、、一 ハト ゥ一シ 力, 

乞陀 波頭 魔， 戲耽， 戲忘 
Khitaka  〔比〕 キ タカ 

khitta-citta 心散亂 i^'， 心錯亂 心亂 f^', 亂 

心- お， 喪心 1^'， 喪心 人 
khipa~khippa 網 
khiplta         噴 嘴 
khippa~khipa 網 
khipana  ii';'}] 笑 
khippatta 利 M 

khippa-nisanta  jli 力、 なる ilf 察;^、 

khippa-nisanti 速疾に 察, 忍 

khippabhinna 速 通？; -， 速疾祌 通^ 

khippalihinna 速疾祌 通， 速祌足 

khila ① 礙， 栽， 頑固， 蕪 心， 荒野' 〔二 稀〕 ② 

-khila 横 柱， お:， n. 標杭 
khila-jfita 不氣 fcl 

Khila ① 〔經〕 礙 S  45 166 ② 〔經〕 M 八 10 
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Kliuradhara 


14 

khina-vada 私語 

khina  jati 生 は 巳に 識き， ^は き， 生 は盡き 

たり， 生 巳に 盡き 
khiij お ava 漏盡 き， i^^, 諸^|碰き， 諸 巳に 

盡き， 諸 湘を滅 せる^, 涵盡 お- 
khinasava  bhikkhu 涵盡 比丘， 漏 盡. の 比丘 
Khinasavanarii  abhaya-panho 漏盡ぁ 'は 無 怖お i 

な り やの 問 Mil 4  〔5〕  7 
khiyati 嫌瞋す 
khiva-dhamma 不平 
khiya-dhammarii  apajjati -應 B す 
khira 乳， 牛乳 
Khira  〔村〕 キー ラ 
Khirarii 〔經〕 乳 S 15  4 
l\hira-dayika-vimana 乳 施 # 天 '呂 
khirapannin  〔核，」 乳 葉 
Khirapala  〔林， 樹〕 キ一ラ ハーラ 
khira-rukkha 乳樹， 護 誤の 樹 
Khirarukkhena  〔經〕 乳樹 にて S  35 190 
khiravanna し sukica コ 乳色 精 
Khiravapika  〔村〕 キ一ラ ヴーヒ 力 
khirassa  clayika 授乳お-， 哺乳 母， 乳哺母 
khirodaki-bhuta 乳 水の 如く， 水 乳の 如く， 乳 

水 和合， 乳と 水との 如く， 乳と 水との 合して 

存す るが 如く， 乳 水 和合し， 水と 乳との 如き 

性 

khirodana 乳 alii 

khila 標杭， 柱， «， 横 柱 

khumseti 惡ロす 

khujja-kujja 《旬 使， 偃! t， 侏儒 

Khujjanaga=v^u!anaga し 王〕 ク ツチ ャナ一 if 

Khujjasobhita    〔第二 結集 比丘〕 グ ッ ヂャソ 一 

ビタ， 屈 闍須毘 多， 級 闍蘇昆 多， 不闍宗 
Khujjuttara    〔夷， 多 聞 第一〕 クッヂ ユッタ ラ 

―， 拘警 多羅， 久壽 多羅 
khudda 饑， 飢 
khucldaka 小事 
Khucldaka  〔人〕 ク ッ ダカ 
khucklaka-ghara 小) "g 

Khuddakaftcakupda=Cullakafic:akuijda  〔タミ 


ラ人〕 クッ ダ' 力 ン チ ャ ク ン ダ' 
Khuddakatissa   〔比， マンガナ 化 行〕 クッダ '力 
アイツ サ 

Khuddaka-nikaya  〔經〕 小:' f|;  Khucldaka 1〜15 
khucldaka-patta 小 
khuddaka-paUbodha 小障礙 
Khuddaka-Patha タツ ダカ • パ一 タ， 小 "ifi 經 

Khuddaka 1 
khuaciaka-pana 小蟲 
Khuddaka-bhanaka  ,j  、 部 誦# 
khuddakaraja-masamugga 小 王 _a 
khuddaka-vatthuka 小事 

Khuddakavatthukkhandhaka 小事 犍度 V  2  b  5 
Khuddakavatthu-vibhanga 小事 分別 Vibh 17 
khuddaka-sikkhapada 小學蹈 
khuddaka 〔- sila〕 小戒， 小事 戒 
knuddaka  piti 小 吾 

Khuddatissa  〔比， マ ンガナ （'ピ〕 ク ッ ダ' テ ィ ッ サ 
Khuddanaga  〔王〕 タッタ" ナーガ 
Khuddaparinda  〔王〕 クッタ 、、パー リ ンダ 
khuddapupphi  〔•  樹〕 タッタ フ:' ッ ヒ 
khuddamalaka  〔植〕 タッタ マー ラカ 
Khuddarupl  〔王女〕 ク ッ タ、、 ルー ヒ 一 
Khuddavalika  〔村〕 ク ッ ダヴー リ 力 
Khuddanukhuddaka-panho 小 隨小學 處の問 

Mil 4  〔2〕 1 
khuddanukhuddaka-sikkhapaaa 小 小敢， 小 小 

學處， 小隨 小の 學處， 細隨 細の 學處， 微細の 

學處 

khuddika  piti,  khuddaka  piti 小 晋 
Khuppipasa  〔地獄〕 凱渴 

Khuppipasahata    〔戰 鬼〕 ク ツビ パ一サ ハタ = 

凯 渴娥鬼 
khuppipasa ① 飢渴 ② 〔地獄〕 
khuppipasin 飢渴 娥! 4 
khura 剃刀， 剃 匁〜 力 ミ ソ リ 
khura-kasa 跑走 
khura-kosa 剃刀 鞘 
khura-cakka 剪刀の 輪 
khura-dhara 剃刀の 匁 
Khuradhara  〔地獄〕 クラ ダ一ラ 


( 129  ) 


Khuradhara 


Khuradhara タラタ "一ラー， 劍波海 
khurappa  〔箭〕 クラ ッ パ， 尖箭 
Khurappa-jataka クラ ツバ • ナヤ一 タカ， 箭不 

生物 語 J  265 
khura-bhanda 刀 具， 剃 
Khuramala  Cvfe  J クラ マー ラ 
khura-sipauka 刀囊 
khura-sila 刮刀 

khetta 田， 畑， 田畑， 耕 田， 刹 土 
Khetta  〔經〕 田 S  56  91 ； A  8  34 
khetta-kammanta 田地の 作業 
khetta-jina 田の 勝 各 
khettattha 田 中 物 
khetta-pala 畑の 番人 
khetta-vatthu 田地 
khettavijja-sippa 田 ffl き 
khet ほ nam  pati 農場の 主 
Khettupama-petavatthu  ijigW 鬼 事 Pv 1 1 
khema 女穩 

Khema ① =Khemaka  〔比〕 ケ— マ② 〔相承 
比丘〕 ケ— マ， 観， 企 寒 ③ 〔王， 佛の前 
生〕 ケー マ， 安穩 ④ 〔傳。 王〕 安和 ⑤ 〔天 

子〕 ケ— マ， せ ®  〔 獵師〕 ケ— マ （2)= 

Khemaka  〔都〕 ケ— マ， 安穩 ®=Khemavati 

〔都〕 ケ— マ ⑨ 〔園〕 ケ— マ ⑩ 〔池〕 ケ ― 

マ @  〔經〕 魏 S  2  22；  22  89  ©  〔經〕 安 

穩 S  43  28  ；  A  9  52 
Khemaka  (P^Khema  〔比〕 ケ— マ 力， ズ; Hjj ② 

〔釋 種〕 差^ ③ ケーマ 力 =ケ —マ 獵師 @= 

Khema  〔都〕 ケ— マ 力 
khemagami-magga 安穏に 達， るの 
Khemamkara  〔尸 棄怫の 侍者〕 ケ一 マン カラ， 

作 安穏， 忍 行 
khemanta 女穩 


khemanta-bhumi ぉ穩地 
khemappatta 安穩逮 得お 
Khemappatta  〔經〕 安穩逮得^^  A  9  53 
Khema-migadaya ケ— マ 鹿 園， 安樂 鹿野苑 
Khema-vagga 安穩品 A  9  52-62 
Khemavati=Khema  〔都〕 ケ一 マヴ ティ一， '长 

和， 有 安穏 
khema-vaca 女穩の 
khema-vitakka 安 穩の尋 思 
khema-sara 靜穩の 池 

Khema ① 〔 ダ、 ン マ ダ ッ シ —佛の 第一 比丘尼〕 
ケ— マ—， 安穏 ② 〔尼， 宵慧 第一〕 ケ— マ 
一， 識摩， 差 〔譬喩 經〕 Ap  4 18 ③ 〔夷〕 
ケ— マ—， 差摩④ 〔王妃〕 ケ— マ—， 識，， 
差 摩 ⑤ 〔河〕 ケ— マー 

Khematheri  〔經〕 識 f 長老 尼 S  44 1 

Khemabhirata  〔しゃ〕 ケ一 マ一 ビラ タ 

Khemarama ケ— マ— ラ— マ， 和睦 精 舍 

Khemiya  〔天〕 ケ— ミヤ， 差 摩 

Khemiyamljavana ケ一ミ ャ % あ 園 

khela 唾， 唾液， 痰 唾， 痰 *  〔三十 二 身分の 一〕 

khela-pinda 唾團， 痰 塊 

khela-mallaka  IpfHjs 

khelasika 拔を食 ふお- * 

khoma コ— マ， 13 响ミ， 劫 13 麻衣， iJUft,  igl'ft 

衣， I き， 麻布， 麻織， 麻衣 
Khomadayaka    〔比 H: の臂 喩經〕 コーマ ダ―ャ 

力 Ap  3  30 

Khomadussci ① 〔村〕 コーマ ドウ ッサ② 〔經〕 

コーマ ドウ ッ サ!: ■!  S  7  '12 
khoma-pilotika  I^WM 
khoma-sukhuma 椒繊衣 
khoma-sutta 亞 麻絲， 麻絲 
Kholakkhiya  〔尊像〕 コーラ ッ キヤ 
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Gamdhara  (A),  Gariidhala  (A)=Gandhara 

〔園〕 ガンダー ラ 
Gagga ① 〔比〕 ガ ッガ， 伽 伽 ② 〔鴦 掘， の 父， 

婆〕 ガ ッ ガ， 伽 伽 ③ 〔夜叉〕 ガ ッ ガ 
Gagga-jataka ガッガ • ヂ ャ 一タカ， ガ ッ ガ婆 

羅門本 生物 語 J 155 
gaggama  〔樂 器〕 ガ ッ ガマ 
Ljaggara=v^ulagaggaraka  〔園〕 力、' ッ ガ ラ 
Gaggara ① 〔池〕 ガッガ ラ—， （加 伽， 伽 伽羅， 

揭伽， 恒伽， 迦迎 (D  〔經〕 伽 伽羅 池 S8 11 
gaggari 鞴 

Gaggali  〔村〕 ガ ッ ガ リ 
Gangana  〔國〕 ガン ガナ， 恒伽那 
Gangamala  〔理 髮師〕 ガン ガマ ― ラ 
uangamala-jataka ガン カマー ラ • チヤ 一 タカ， 

理變師 ガ ン ガマ 一 ラ 本 生物 語 J  421 
Gangasenaka-pabbata  〔精 舍〕 ガン ガセー ナカ 

山 

Ganga ① 〔五 河の 一〕 ガン ガ一， 御 JI1, 恒河， 
恒伽 ② 〔セィ ロン 島の 河〕 ガン ガー = マ ハー 
ガン ガ— ③ 〔園〕 ガン ガ— ④ 〔經〕 恒河 S 
15  8 

Gangagiri=Gangasiri  〔都〕 ガン ガ— ギリ 
Gangatataka=Garigatalaka    〔地名， 村〕 ガン 

ガ一 タタ 一力 
Gangatiriya  bhikkhu 恒 河岸 9£ 比丘 
Gangadoni  〔山〕 ガン ガ一 ド 一二 
gamga-puputaka  〔魚〕 ガン ガー フフ タカ 
Ganga-peyyala 匸品〕 恒 河廣說 
Ganga  Bhagirasi=Gariga  〔河〕 恒河 婆凝羅 
Gangamati  〔精 舍〕 ガン ガ一 マ一 ティ 
Gangaya  valuka 恒 河の沙 ， 恒 の 砂 
Gangarama し卡— f^: 舍 」 ガン ガーラ一 マ 
Gangarohana-sutta=Ratana-sutta 力" ンガ- —口 

—ハナ 經 

Gangeyva-jataka ガン ケ一 ャ' チヤ一 タカ, 恒 

伽 魚 本 生物 語 J 1^05 
gaccha 草原 
gaja 象 

Gajakumbha-jataka ガ ナヤ クン 入、 • チヤ一 タ 
力， 龜本 生物 語 J  345 


Ljajabahu  (I)=Gajabahuka-gamani 〔Eh  i ガチ 

ャ パー フ ©=Gajabhuja  〔二世 王〕 ③ 〔印度 

本土の 將軍〕 
ijajabnuja=uajabahu  II 1 王」 ガチ' ャブチ 'ャ 
oajabahuka-gamani=Gajabariu    i  - tj ガチ ャ 

—パー フカ ガー マ 二 
gajjita  ca  vassita  ca 鳴り 又 雨ら す 人 
gajjita  no  vassita 鳴りて 雨ら さざる 人 
gana ガナ， 伽那， 圑隊， 衆， 衆人， 衆 社， 會 

衆， 組合， 群， 別 衆 
ganaka 計算 #, 算數 家， 算 數矜， 司 曆官， 主 

財官 

ganaka-niahamatta 主藏 大臣， 主計 
Gapaka-Moggallana  〔婆， 塞〕 算數家 目犍連 
Ganakamoggallana-sutta ガ ナカ モ ッ ガ- ッラ一 

ナ • ス ッタ， 算數家 目 犍連經 M 107 
ganaki 村 主婦 
ganana-sangaha  MPJtM 
ganana-siDpa 算^^ 

ganana 計算， 算數， 計數， 算術， 數 
Gana-petavatthu 群集 鬼 事 Pv  4 10 
gana-bhojana 別 衆 食， 別 衆 食戒， 衆 食 
gana-samaggi 衆 和合 
ganacariya 群集の 師， 群の 師 
gana  vavassaggo 群を捨 離す 
ganika 數學 

ganika 敎， 遊女， 娼婦 

ganin 敎團の 元首， 衆 主， 翻那主 

Ganin  〔鹿〕 ガ ニン 

gane  uposatho 別 衆布薩 

gane  pavarana 別 衆自恣 

Ganthamba  〔渡〕 ガン タンパ 

ganthi ① 結處② 〔花〕 ガン ティ 

ganthika 頸 飾 

ganthika-pnalaKa 紐 板 

ganthika ①紐② ガン ティ 力一 木製 

Ganthipupphiya     〔比丘の 譬 nfr (經〕 ガン ティ ブ 

ッ ピャ Ap  3 129 
Ganthimana し 村〕 ガン ティ マーナ 
ganda 癰， 癰病， 腫， 腫物， 瘡， 癌， 膿 腫 
Ganda ① 〔王 園長〕 ガン ダ ② 〔經〕 癰 A  9  5 
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Ganda 


Gandatinduka-jataka ガン タ" テ ィ ンドゥ 力 • チ' 

ヤー タカ， 結節 鎮頭迦 樹祌本 生物 語 J  520 
ganda-mattika 虫 ffl^lfe 土 
ganda-mula 苦 根 

gandamba   〔樹〕 ガン ダンバ， ガン ダ' 菴婆， M 
せ葡羅 

Gandaladoni-arama  〔.fe 舍 j ガン ダ、一 ラ一 ド一 

ニーア ーラ— マ 
gandika 極〔|^〕， 膨病者 
gandiya^gandika 皮膚ば 者」 
gandi 銅鑼 

ganduppadaka ガン ドウ ツバ —ダカ， 腫脹 を 起 

す」 :5 

ganduppada-pana  Sk^I 
gatapaccagata 往 布〕 

gatapaccagatena  dutena  〔mjirapeti〕 往來使 殺 
Gatasannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ガタ サン 二 ャ 力 

Ap  3  82,  313 
gati 趣 〔五 種〕 
Gati  〔經〕 趣 A  9  (38 
gatika  iif 友 

Gati-katha 趣 論 Pts 1 6  ；  KV  8 1 
gati-nimitta 

Gatipacchedana  〔傳 o 轉輪 土」 ガ ティ パッチ ェ 

—ダナ 
gathita 繁縛 

Gaddula  〔經〕 槃繩 S  22  99, 100 
gaddha-badhi き師， Mm 
gadrabha 驢， 敏 馬 

Gadrabha-panha ガ ド ラバ • ハン ハ， 驢, お 門 〔本 

生物 語〕 J 111 
Gadhara ( A)  =Gandhara  〔國〕 ガンダー ラ 
gantar 行 能行荠 

gantha ① 醛， 繁縛， 結 縛 〔四 種〕 ② 經偈， 

聖典， 典籍， 讀書 
Gantha  〔經〕 ^  S  45 174 
ganthaganthaniyaduka-kusalattika  'i^Wi^Ute 

善 三 法 Duka-tika  50 
ganthaganthasampayuttaduka-kusalattika 繁 

鍵 相 應ニ法 善:: 法 Duka-tika  51 
gantha-gocchaka 解聚 


j^aiuha  ceva  j^anthamva  ca  illuimma 解 順敝 

法， 齷法 にして 順戲 なる 
Gantha-ceva-ganthaniya-duka 鎖 il 貞繁ニ 法- 

Duka  29 

(jantha-ccva-j^antha-sampavLilla-dukci    ij^' お 相 

應ニ法 Duka  30 
gantha  ceva  geintha-sampayutta  dhamma  ！ 

驗相應 法， S 打 i;- にして 耀相應 なる 

gantha  c'eva  dhamma  ganthaniya  ca き; II; に 
して 順幫 なる， 繁順繁 法 

gantha  c'eva  dhamma  gantha-sampavuttci  ca 
筵 法に して 瞎相應 なる， 繁繁 相應法 

Gantha-duka  '繁ニ 法 Duka  26 

ganthaduka-kusalattika 繋 二 法 # 三 法 Duka- 
tika  47 

gantha  dhamma 繋 法， f'f 法 

ganthaniya  c'eva  dhamma  no  ca  gantha  IIIA 

繁 法に して 非! g なる 
ganthaniya  ceva  no  ca  gantha  dhamma  M'M 

非藥法 

Ganthaniya-duka 順' 塘ニ法 Duka  27 
ganthaniyaduka-kusalattika 順繁ニ 法 善 三 法 

Duka-tika  48 
ganthaniya  dhamma  法 
Ganthavippayutta-ganthaniya-duka 繫不 相應 

順 驚 二 法 Duka  31 
ganthavippavuttaganthaniyaduka-kusalattika 

磐 不相應 順 紫 二 法 善 三 法 Duka-tika  52 
gantha-vippciyutta-j^anthaniya  dhamma  ィヽ 

相應順 !i 法， I ま 不相應 法に し て 願餐な る 
gantha-vippayutta  dhamma  life 不相 fe 法 
gantha-vippayutta  dhamma  aganthaniya 槃不 

ffl 應法 にして 不順 繁 なる 
gantha-vippayutta  dhamma  ganthaniya 繁不 

相應 法に して 順 歯なる， 繁不相 應順繁 法 
gantha-sampavutta  'J^fliJjfe 
gantha-sampayutta    c'eva    dhamma    no  ca 

gantha 繁相應 法に して 非瞎 なる， 繁相應 非 

I 膽法 

gantha-sampayutla  ceva  no  ca  gantha-tlluimma 
瞎相 應非瞎 法， '腐 相應 法に して 非麟 なる 
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Gabbhi 


Ganthasampayutta-duka 瞎相應 二 法 Duka  28 
ganthasampayuttaduka-kusalattika 集 相 Jfe 二 法 

善 三 法 Duka-tika  49 
gantha-sampayutta  dhamma      相 jfe 法 
Ganthakara  〔情 舍〕 ガン タ— カラ， 文 源 
ganthika 卽興 詩人 

gandha 香， 芳香， 薫香， 香料， 塗 香 

Gandhaka ガン ダ人， 犍陀人 

gandha-katha 香 論， 香料 論， 香料の 話， 塗 香 

論 〔無用 論の 一〕 
gandha-karandaka 香德 
gandha-kuti 香 室， 香 房， 香 殿， 佛; プ） 
gandha-gandha 杳香 
Gandhajati-katha 香氣論 KV 18  4 
gandha-tanha 香 愛 
gandhatthena 香の 盜人， 香盜人 
gandha-thupa 香 塔， 香の 塔婆 
Gandhathupiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ガン タ" ト ウー 

ピャ Ap  3  331 
gandha-dhatu せ界 
gandha-dhura 聖典 硏究 
gandhana-paliboaha 杳 料障礙 
gandha-pancangulika 五指 香 印 
Gandhapujaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ガン ダ、 プ―ヂ 

ャカ Ap  3  457 
gandhabba ① ガン ダ ツバ， 乾 達 婆， 乾 闘 婆， 

乾闥婆 鬼， 犍闥 婆， 音樂祌 ② 音 樂師， 音樂 

(D 香 陰 

Gandhabba  CAD ガン タ、、 -スパ 
gandhabba-kaya 乾 園 婆界， 乾闥婆 身, 犍 闥婆界 
ijandhabbakaya-samyutta ガ ンタ、 、ッ ノ、 力  一" Y* 

サン ユッタ， 乾 達 婆相應 S  31 1〜112 
gandhabbakavika  deva 乾 達 婆 天 
gandhabbatta 撻 闥婆界 
gandhabba-nagara 资 ボ樓， お 權婆城 
gandhabba-putta   〔音 樂祌〕 乾闥 婆の 子， 乾 闘 

婆 子， 犍闥婆 子 
gandhabba-bhavana 犍 闥婆界 
gandhabba-raja 乾圈婆 王 
gandhabba-hatthaka 乾 閱婆掌 
gandhabba-vata 犍 闘婆務 


Kandhahba-vatika 犍闥婆務|^ 
gandhabbi 乾 闥婆ケ 
gandha-bhoga  樂 

Gandhamadana ガン ダマ— ダナ， 键陀 摩羅， 
香醉山 

Gandhamaliya    〔比丘の 譬喩 經〕 ガン ダマー リ 

ャ Ap  3  95 
Gandhamutthiyci    〔比丘 の 譬喩 經〕 ガ ソ タ" ム ッ 

ティ ャ Ap  3  373 
Gandhara  〔山〕 ガン タ" ラ 
gandha-rasa 杳味 

Gandha-vilepana  〔經〕 薰香塗 香 S  56  80 
gandha-sancetana 香 思 
gandha-sanna  % 想 
gandhasila  〔植〕 ガン ダシー ラ 
gandhapana 香 店 (佛 の) 
gcindhapaniKa 智 商人 
gandhayatana 杳處 

Gandhara ① 〔國， 十六 大國の 一〕 ガンダー ラ， 
建 陀羅， 健 駄羅， 健 駄邏， 犍 陀羅， 乾陀羅 ② 
〔王〕 犍陀羅 ③ 〔道士〕 健陀羅 @  〔辟〕 ガン 
ダ一ラ 

Gandhara-jataka ガンダー ラ， ヂ、 ヤー タカ， 健 

陀羅王 本 生物 語 J  406 
Gandhara-vagga 健 陀羅品 J  406〜416 
Gandharl ひ^2〕 ガンダー リ 一， 建駄梨 
gandhika 杳商 
gandhupahara 杳？ ij^ 現 
gandhodaka 杳水 

Gandhodaka  〔比丘の 譬瑜 經〕 ガン ドーダ 力 Ap 
3  54 

Gandhodaka-vagga ガン ドーダ、 力 品 Ap  3  331 
-337 

Gandhodakiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ガ ン ド、 - タ、、 ― 

キヤ Ap  3 124 
gabbha ① 胎， 母胎， 胞胎， 胎兒 ② 內室， 幽 

室， 房 
gabbham  ganhati 娘娠 す 
gabbha-karana 懷娘術 
gabbha-karaniya 1 赚術 者 
gabbhapatana 墮胎 
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Gabbha 

gabbhavipattimOlaka  dukkha 墮胎に 由る 苦 
gabbha-seyya 母胎， 胎兒 
gabbhaseyyaka 胎生 者 

gabbhaseyyaka-satta 胎生 有情， 胎生の 有情 
gabbhavakkanti 入胎 〔四 種〕 
Gabbhhavakkanti-panho 入 胎の問 Mil 4  〔1〕 6 
gabbhini 懷姙 〔秤〕， 懐姙 せる 女， 懐胎^, 懐 

胎女， 姙婦， 妊婦， 妊娠 〔打〕， 妊娠せる1？^ 
Gabbhini-vagga 姙婦品 V 1 b  4，  61〜70 
gabbhokkantimOlaka  dukkha 入 月 台に 由る 苦 
gamananuyoga 使に 行 \ 
gamani  narl  it 女 
gamanlya  [^き 夫， 密大 
gamika 去な 人 
Gamika し 人 J ガ ミ 力 

Kamika-bhatta 出 發^^ 食， 出て 行く 人の 食物 
gamika-bhikkhu  k&illtfr. 
gamikanam  bhikkhunam  vattarii    3StT 丄七 の 
儀 法 

Gamitthavali  〔精 舍〕 ガミ ッタ ヴ— リ 
gamiya 密夫， | ほ • 夫 

gambhira ① 甚深， 深， 深し ② 深 音 〔八 
の 一〕 

Gambhira ① 〔港〕 ガン ビーラ ② 〔河〕 ガン 

ビーラ ③ 〔經〕 深 S  55  65 
gamhhlra-katha 甚 深の 談 
gambhira に kOpaJ 深 ^/C 
Gambhiracarin  〔解〕 ガ ン ビーラ チヤ一 リン 
gambhirattha 義甚深 
gambhira-panna 深憝 
gambhira  〔samudda〕 深' 
gambhira  pansa  l;t?:'i^f^W 
gamma^jamma 賤陋 

Gaya ① 〔城， ^〕 ガヤー， 伽耶 ② 〔河〕 ガ 
ヤー， 伽耶 ③ 〔經〕 伽耶 A  8  64 

Gaya-Kassapa  〔外， 比〕 ガヤー カツ サハ， f/JII 
耶迦葉 

Gayasisa  〔山〕 ガヤ —シ ーサ， 象 頭， 迎耶 斯舍， 

伽闍 尸利沙 
garahati  ""J- 貞す 

Garahadinna  〔比〕 ガラ ハディ ンナ 


garaha 譴貴， 呵責， 非難， 罵詈 
Garahita-jataka ガラヒ タ • ヂ ヤー タカ， 誹謗 

本 生物 語 J  219 
Garahita-pitthipasana ガラ ヒタ （誹 誘） 平 岩 
Garitara  〔池〕 ガリ一 タラ 
garu 可 尊重 

garuka し- kammaj 重し 桑 J 
garuka  parikkhara 重 物， —IS 資具 
garu-karoti 尊重す 
garuka  apatti 重罪， 重犯 
garu-kara 尊 重， 名聞 
garukara-mada 尊重 
garuda,  garula 金翅 鳥， 迦 樓羅， 妙翅, 
garu-dara  fill! のま： 

garu-dhamma 敬 重 法， 重 法， 尊 法 〔八 種〕 
garu -parikkhara 重賽 具， 重 物 
garu-pavLirana  2i 衣 
garu-bhanda 返 物 
garu-bhara 直擔 

Karula=garuda ガル ラ， 迦 樓羅， 金翅 鳥， 妙 

翅鳥 

Garula  〔宮殿〕 ガル ラ 
garu-vacana 敬 |§ 
galagandin 癭 i^' 

Galambatittha  〔塔〕 ガラン バ ティ ッタ 
Gallakapitha  〔村〕 ガッラ 力 ヒータ 
Gallambatthika  〔村〕 ガ ッ ラン バッ ティカ 
gala 鈎 針 

galagalayali '山' 鳴な 
galagajayant  VK 鳴 
gava 牛 も':' I： 

Gavaghataka  〔經〕 |# 牛せ S 19  2 
gava-ghatana  J^f 牛;^ 
gavaja~gavaya 野牛 
gavampati 牛 主 

Gavampati ① 〔耶舍 の 友人， 比〕 ガワ' ン パテ 
ィ ， 伽梵 婆捉， 1 喬梵 波提， 牛 主 ② 〔經〕 伽 
梵婆提 S  56  30 

gavaya-~Kavaja ガワ ャ， 牛， 野牛 

Gavara  〔ダ ミ ラ人〕 ガヴラ 

Gavaratissa  〔精 舍〕 ガ ワラ ティ ッ サ 
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Gama-biindhana 


gava-kappa 牛儀軌 
gavipphala 蔓果 

Gavesin  〔傳 。 塞， 比〕 ガヹ— シー 

gaha ① 家居， 家 ② 捕捉お •， 夜叉 ③ 窮魚 

gaha-kara,  gaha-karaka 屋舍 の： E 人， 星舍を 

作る もの  ， 
gahattha 在家 者 
gahattha-sila 在豕戒 
gahana 捉， 捉へ， 把持， 執 持 
gahani ① 消化器， 消化 器官， 消化 力， 善 消化 

カ② 血統 
gahathaC  A  )=gahattha 在家 あ 
gahana 密林， 稠林， 蔽， 淵叢 
gahapataggi 居士 穴， 長 iV 火 
t^ahapatani き 士 ^S- 

gahapati 居士， 家主， 家長， 長者， 居士 族， 

商 主 

gahapatika ① 家長， 居士 ② 受領 衣 
gahapati-kula  /gf 士種 
gahapati-civara 居士 衣 
gahapati-civara-dhara 俗 服 を 纏 ふ ¥1 
Gahapati-jataka ガハ パティ • チ 'ャ 一タカ， 豕 

長 本 生物 語 J 199 
gahapati-parisa 居士 衆， 家主 會 〔八 衆の 一〕 
gahapati-putta 居士 兒， 家主- 于 
gahapati-ratana 居士 寳 〔七寳 の 一〕 
Gahapati-vagga ① ガ ハノミ ティ • ヴ ッガ， 1^  士 

品 M  51〜60 ② 家主 品 S 12  41〜5() ③ 居 

士品 S  35 134〜133；  A  8  21 〜： 30 
Gahvaratlriya  〔比〕 ガ フヴラ ティ 一 リャ 
gatha ガ— タ—， 伽陀， 伽 他， 偶， 偈頌， 偈經， 

諷頌， 經 *  〔九分 敎の 一〕 
gathabhigita 偈を歌 ひて， 偈を唱 へ 〔て 得〕 たる 

〔食〕， 偶を唱 へて 得た る 食 
Gathabhigitabhojana-danaKathaya  kathena 

panho 渴を IV あへ て 得た 食と 施 論 をな すとの 

問 Mil 4  〔3〕  7 
Gatha-sarhganika 伽陀集 V  3  8 
gadha 足場， 穴 

gadham  khatto  ca  vasito 穴 を 掘り 又 住む 人 
gadhaiii  khatto  no  vasito 穴 を 掘りて 住ま ざ 


る 人 

gama 村， 村落， 聚落， 村邑， 村里 
gama-katha ①村 論， 村落の 話， 村里 論， 部落 

論， 聚落 論 〔無用 論の 一：] ② 卑俗の 論 
gama-ktita 村の 嘘つき， 判官 
gama-ghataka  cora 村落 破壞 の群盜 
gamattha 村落 物 
gamani=gamani 村長， 聚; ^蕃 王 
uamani   (3)=Gamanicanda~VjamanI 匸 人」 力、' 

—マ 二 ② =MahSg'amaijika  〔池〕 （D= 

uamanitissa し 他 J 
gamanika=gamani 村長 
Lramanicanda  〔人」 ガー マ 二 チヤ ンタ 
Gamanicanda-jataka 力、'一 マ 二 チャン タ • チヤ 

—タカ， ガ— マ 二 チャン ダ、 農夫 本 生物 語 J  257 
Gamani-jataka ガー マ 二  • ヂ ヤー タカ， 首領 王 

本 生物 語 J  8 
uamani-tissa  i        ガー マ 二 ティ ッサ 
Liamani-saiiiyutta 力、、 一 マ 二  • -ナ ン ユッタ， 聚 

落 主相應 S  42 1-13 
gamani=gamani 聚落 主， 不ォ長 
GamanI ①〜 G さ mam  〔王〕 ガー マニー  ② 〔釋 

種〕 ガー マ 二—， 伽 摩 尼 ③ 〔ダミ ラ人〕 ガ— 

マニー  i®=DighagamaijI し 王— 』^〕  if  —マ 二 

―， ft;l  'i》 尼 ®=Dunhagamam  〔王〕 ガ一 マ 

Uamani-abhaya=Dutthagamani  I "七」 ガー マ 

ニーア パャ 
gamandala=gomanclala 牧牛 牧童 
gama-dvara 門關， 村の 門 
gama-dhamma 卑行， 卑業， 村の 法， 村人の 

法， 粗野の こと， 卑揋 法， 穢法， 婦女 法， 在 

俗 法， 凡 鄙 
gamanigama  duvidha ネ 7    の 二種 
gamantara ネオ!^, ネオ ^ 間 

gamantara-kappa 近 聚落 淨, 村落 間 認容 〔十 

事の 一〕 

gamanta-viharin 村落 住 者， 聚落の 近 く に Hi し， 

聚落の 邊に 住する 人 
gamapodaava お 身 # 
gama-bandhana 村 ま専 
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Gama-bhojanaka 


gama-bhojanaka 村長 

gama-vara 良 は 

gama-sanna お 想 

gamika-purisa 田舍'^^ 

gamupacara 村の 近邊， 村落 界 

Gamendi  〔池〕 ガ 一メ一 ン ディ 

Gayika  〔妃〕 ガー ヰ 力— 

garayha-thana 呵 責虚， 難詰 處 

garava 恭敬， 尊重， 敬 重， 敬虔， 敬 

Garava  〔經〕 恭敬 S  6  2 

garavata 尊敬， 恭敬す る こと 

Galu  〔河〕 ガール 

Galha  〔河〕 ガール ハ 

gavi 牝牛， 母 牛 

Gavi  〔經〕 牛 A  9  35 

gavi  pabbateyya 山中の 牛 

gavu は 〔里程〕 ガー ヴタ， f り I！ な： 陀， 牛 呼， 四 分 

一由 旬 
Gavuta  〔もも 舍〕 ガ— ヴタ 
gaha ①執見 ②水鬼 
gimgamaka  〔寶 珠〕 ギン ガマ 力 
gijjha 紫， 兀鷹， 魔 
Gijjha  〔山〕 ギ ッ チ' ャ 

Gijjha-kuta ① 〔山〕 ギ ッヂャ クー タ， 讓鷲， 

鴛峰， 耆 閣幅② 〔池〕 ギ ッヂャ クー タ， 鷲 峰 
Gijjhakuta-pabbata 耆闍堀 山， 耆闍窟 山， 靈鷲 

山， 駑峰山 

Gijjha-jataka ①ギ ッヂャ • チ 'ャ —タカ， 體本 
生物 語 J 164 ② ギッヂ ャ • ヂャ一 タ 力， 儿 
魔-本 生物 語 J  399 ③ ギッヂ ャ*チ' ヤー タカ， 
臈本 生物 語 J  427 

Ginjaka  〔精 舍〕 ギン ヂャ 力， 拠祁 

Ginjakavasatha ① 〔精 舍〕 ギン ヂ ャカ一 ヴサ 
タ， 煉瓦の 家， 煉瓦 造屋， 煉瓦 堂， 輒堂， 埤 
瓦 堂， 键 椎處， 健祁 精舍， 繁耆迦 精 舍= ナ— 
テ ィ 力の 堂 ② 〔經〕 煉瓦の 家 S 14 1J ③ 
〔経〕 繁 §迦精 舍 S  55  8-10 

giddha 貪 求 

giddhi-lobha 食欲 

giddhi-lobhin 貪欲 

gimha 夏， 夏季， 夏期， 夏時， 暑季， 熱季， 


辨 

CTimhatittha  CfD ギン ハ ティ ッ タ 
gimhana  ； ゆ 
gimhika 夏期， S 乎の 

giragga-samajja ギラ ッ ガサ マ ッ ナ ャ， iJj 上 祭, 
山 項 祭 

giri  iff, 山 

Giri ① 〔だ 键丫〕 ギリ ② 〔族〕 ギリ ③ ca-: 

ギ リ ④ 〔郡〕 ギ リ ⑤ 〔设〕 ギ リ ⑥ 〔宮殿〕 

ギ リ， 山⑦ 〔も! i: 舍〕 ギ リ 
Girikanda  〔山〕 ギ リ 力 ンダ 
Girikandaka  〔も 1/ 舍〕 ギリ カン タ" 力 
Girikandasivci  〔上 十〕 ギ リ 力 ンタ" シ ヴ 
girikannika  〔お' 1, 花〕 ギリ カン 二 力 
Girikassapa ギリ カツ サパ， 山迎葉 = 力 ッ サパ 

王子 

Girikali 〔尼〕 ギリ カーリ— 
Girikumbhiki  〔も!/ 舍〕 ギリ クン ビラ 
giri-gabbnara 山窟 

giri-guha 山窟， 山' 嵩， 山 洞， 山 痛， 山峽， 山 

穴， 洞穴， 厳窟 
Giriguha  〔宮殿〕 ギ リ グハ—， 山窟 
Giritataka  〔村〕 ギリ タタ一 力 
Giritalaka  〔池〕 ギリ タラ一 力 
Giridanta  〔御お〕 ギリ ダン タ， 山 if. 
Giridanta-jataka ギ リタ" ンタ • ヂ ヤー タカ， 山 

牙 本 生物 語 J 184 
Giridasa  〔傳。 隊商 上〕 ギ リ ダ'— サ 
uiridipa キ リ 

Giriddhi  〔尼〕 ギ リ ッ ディ— 
girinela  〔花〕 ギ リネ一 ラ 

Girinelapanakhandha   〔1:n 舍〕 ギ リ ネー ラノ くナ 
—カン ダ 

Girinelapujaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ギリ ネ―ラ プ 

—ヂャ 力 Ap  3  524 
giripunnaga  〔|i}〕 ギリ フン ナー ガ 
Giripunnagiya    〔比丘の W: 喩經〕 ギリ フン ナ一 

ギヤ Ap  3  474 
Giriba ① 〔地力：） ギリ パー ② 〔池〕 
Giribbaja ギリ ツバ ヂャ， § 利 跋提， 山圍 城， 
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Guttaka 


山 谷 城， 山 窟= 王舍城 
Giribhanda  〔精 舍〕 ギリ パンダ、 
giribhanda-gahana    〔供養〕 ギリ パンダ、 ガ ハナ 
Giribhancla-mahapuja ギ リ パ' ン ダの 供養 
Girimandala    〔地 名〕 ギ リ マ ン ダ、 ラ 
Girimananda ① 〔比〕 ギリ マ一 ナンダ、， • 芦利 

；奢難 〔譬 瑜經〕 Ap  3  394 ② 〔經〕 耆利摩 難 

A  10  60 

Girimekhala  〔象〕 ギリ メーカ ラ， 山帶 
Giriya ① 〔ダ、 ミ ラ人〕 ギリ ャ ② 〔fO 
Giriya  〔池〕 ギリ ヤー 
Girilaka  〔地名〕 ギリ ラカ 
Girivahana  〔宮殿〕 ギリ ヴ— ハナ—， 山窟 
Girivinara=Girisaiika  〔- fff 舍 j キ リヰノ 、ーラ 
Girivhanagara ひ | 舍〕 ギリ ヴ ハナ ガラ 
Girisalika=Girivihara  〔園〕 ギリ サー リカ 
ginsikharassa  panca  guna 山 IK の 五 德 
Girisigamuka  〔池〕 ギ リ シガー ム 力 
gilana 病人， 病|^， 病 ある， 有 病 者 
Gilana  〔經〕 病 S  35  74，  75  ；  46 14 〜： 16  ：  47  9 
Gilana-dassanam  〔經〕 見 病 S  41 10 
gilanapaccaya-bhesajia-parikkhara 醫藥， 醫藥 
賓具， 病 者の 齊具 たる 藥品， 病藥賽 具， 病緣 
藥資 具， 疾病の 資具藥 品 資糧， 疾病の 爲の醫 
藥， 病資 具た る 藥' 湯， 病資 具た る 藥資 具， 病に 
必要なる 藥資 具， 病に 因み ての 藥 たる 諸 資料 
gilana-bhatta 病 "食， 病人の 食物 
gilana  bhikkhu 病 比丘 
gilana-bhesajja 病藥， 病人の 藥， 醫藥 
Gilana-vagga 病 品 S  35  74-83  ；  46 11〜20  ； 

A  5  m〜130 
gilana-samaya  時 
gilana-sala 病お-ま 

gilanupatthaka 看病 〔者つ， 看病 者， 看病人 
gilanupatthaka-bhatta 看病 者 食， 看病人の 食物 
gilanupatthaka^- bhiKkhu"]  %朽 比丘 
gilanupama  puggala 病喩人 〔—三種〕 
Gilayana  〔經〕 疾病 S  55  54 
Gilimalaya  〔村〕 ギ リー マラ ャ 
Givulaba  〔村〕 ギ ヴラパ 
gihigata 曾 ケ 


gihin 在家， 在家 者'， 在家 人， 家 住 者 

gihini 居士 婦， 在家 女， 白衣 女 

gihin  odata-vasana 在家 白衣， 在家 白衣 者， 白 

衣の 在俗 1^-， 白衣 在家 
い ihino  parajikajjnapannassa 

abhisamayantarayakara-panho 在家の 時波羅 

夷 を 犯せる ものに 法 現 觀の障 あ り やの 問 Mil 

4  〔7〕  3 

gihi-patisariiyutta 在家 相應， 在家 相應者 
>.jihipabbajita-sammapatipatti-panho 在家 出家 

正 行 道の 問 Mil 4  〔6〕  9 
gihi-byanjana,  gihi-vyanjana 在家の 標識， 世 

俗の 相 
gihi-lmga 在家 者の 特徵 
gihi-sannojana 豕 1 王の 結 
gihisamlciKa  sikkhaoada 在家 禾ロ 敬の 戒 
gihisamici-patipada 在家に 隨 順す る 行 
Ginl-arahatta-panho 在家 者 阿羅漢の 問 Mil 4 

〔6〕  3 

gihi  araha 家 住 阿き 臭 
gihi-bhuta 家居 ft, 在家 
gihi-sukha 在家 樂 

Gihi  'ssa  araha  ti  katha 家 住 阿羅漢 論 KV  4 1 
gita 歌， 歌謠， 歌 詠， 歌曲， 歌吟， 唱歌， 讀 

歌， 子守歌 
gita-vaaita 音樂 
gita-sadda 歌聲， 歌謠繫 
gitassara 歌 音， 絃音 
givatthi 頸骨， 頸椎 
givupaga 頸 飾 

giveyyaka 首 飾， 頸 お， 頸 環， 頸帖 

guggula  〔植〕 ク'、 ッ グ ラ 

Guna  〔裸 形 外道〕 グナ， 求那， 德眷 

Guna-ajivaka 德? t 邪 命 〔外道〕 

Guna-jataka グナ 'ヂャ —タカ， 有德本 生物 語 

J 157 
guna-teja 德 威力 
guna-panaka 木 
Gutijjita  〔辟〕 グ ティ ッヂタ 
gutta 守,; 藍 

Gutta〔ka〕 〔王〕 グッタ 〔力〕 
Guttaka  r ダ、 ミ ラ人〕 グ ッ タカ 
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Gutta-dvara 


gutta-dvara  〔根〕 門 守護^, 守護 根 門 
Gimasala〔ka〕 〔地方〕 グッタ サーラ 〔力〕 
Guttahala CkaJ=Guttasalaka  〔地名〕 グッ タハ 
ーラ 〔力：！ 

Gut ほ ① 〔尼〕 グッ ター， 笈多② 〔王女〕 グ 
ッ ター 

RUtti 守護， 保護， 支持 

Guttila  〔樂 師〕 グッテ イラ 

Guttila-jataka グッテ イラ • チ 'ャ一 タカ， グッ 

ティ ラ音 樂師本 生物 語 J  243 
Guttila-vimana ク' ッ ティ ラ 天 '呂 33 
Guttila-vimanavatthu グ ッテ イラ • ヰ マ一 ナヴ 

ッ トウ， グッテ イラ 天宮事 
Gundavana グ ン ダ、一 園， グ ン ダ 一 林 
Gumba  〔國〕 ダンバ， 軍 婆 
Gumbika=-Gumbiya  〔夜叉〕 グンビ 力 
Gumbiya=Gumbika  〔夜叉〕 グン ビヤ 
Gumbiya-jataka グン ビヤ • チ 'ヤー タカ， グン 

ビヤ 夜叉 本 生物 語 J  366 
guyha 秘密 

guyha-attha 密義， 密 の義， 祕 密事 
Guyhaka  〔夜叉〕 グヰ ハカ， 密迹 
guvha-manta 秘密 事， 密事 
Guralatthakalanca    〔地名〕 グ ララ ッタ カラン 
チ ャ 

Gula  〔夜叉〕 グラ 

Gulissani  〔比〕 グリ クサ 一二, 稷尼師 
Gulissani-suttanta グリ クサ 一二  • ス ッ タンタ， 

？/^ ： 尼師經 M  69 
gula  (D 玉， 球， 絲玉 ② 砂瞎, ff 
guk-karana 製瑭場 
gula-kumbha 砂 ま 
gula-valaka 古- ぞ類 

gulagunthika=gu]igandhika 腫物に ず i はれた 

る 

gulasava 甘庶酒 
guHka 團土 

guligandhika=gulagunthika 腫物に 複 はれた 
る 

gulodaka 砂 iff 水 

Guhatthaka-sutta 窟八 f 雜 Sn  4  2 


Guhatthakasutta-niddesa 窟 八渴經 の義釋 
MNd  2 

guha 窟， 洞窟， 石窟， 石 房， 地窟， 山窟， 洞， 

洞穴， 小屋 * 
Guha  〔浴 院〕 グハ 一， 窟 
guhasaya グハ— サャ， 窟居 者-， 蛇 
Guha-sela  〔宮殿〕 グハ— セ ーラ， 窟 石山 

gutha  m, 屎， 大使， 排泄物 

Gutha  〔地獄〕 グータ， 沸展 
gutham  khadanto  puriso 糞 を 》 食 ふ 人， 糞 を 食 
せる 人 

gutha-kupa  Mbl,  ^Is,  PJJ 

guthakupe  saslsakam  nimuggo  puriso  J^Jtn^i: 

頭の 〔沒 する まで〕 沈める 人 
guthakupe  saslsako  nimuggo 糞壶 【こ 頭 も 共 i こ 

沈める 人 
gutha-khadaka  panaka 食 咬： iiA 
Guthakhadaka-petavatthu 糞 食 鬼 事 Pv  4  8,  9 
Guthakhadi— Dutthabrahmano  〔經〕 糞 を 喰 ふ 

邪惡の 婆羅門 S 19 12 
gutha-gata 大便 
guthagata-ahi 资 中の 蛇 
guthattha 糞坑 

Gutha-naraka,  (jutha-niraya 寞尿 地? fii: 
uuthapana-jataka ク 一タノ  —ナ • チヤ一 タカ， 

糞 喰蟲本 生物 語 J  227 
gutha-bhakkha 紫 食 
gutha-bhanin 糞 語 人， 糞 語 〔i^〕 
gutha-rasi 紫 
gutha-harika 擔奨 # 
gujhaka 秘密 〔行籌 の 一〕 
gulhaka-salaKagaha  iTbld 、密行 壽 
Getthumba  〔水路〕 ゲッ トウ ンパ 
gedha 貪 求， 結 
Gedha-sutta 貪求經 
gedhi  Iji.^t 

geyya ゲイ ャ， 祇夜， 應頌， 諷誦 〔九分 敎の 一〕 
geruka 緒 土， 紅 土 子 
geruka-parikamma 紅 土 子 Y 塗る 
Gelanna  〔經〕 疾病 S  36  7，  8 
gelata ケー ラー タ!! 


Gotta 


geha 在家， 家 

gehatha(A)==gahattha 在家 者- 

geha-nissita 家に 依 止せる， 家居に 著す る， 家 

に 著す る， 家に 依れる， 俗 的 
gehasita-upekha 在家に 依. る捨 〔六 種〕 
gehasita-chanda 俗 的 欲望 
gehasita-ciomanassa 在豕 f こ 依る 憂 〔六 瘇〕 
gehasita-vitakka 家に 依れる 思， 家に 著す る 念， 

俗 的考想 

gehasita-somanassa 在家に 依る 喜 〔六 種〕 
go 牛， 牡牛 

gokanna ①牛② 牛耳 鹿 ⑧ 〔箭 J ゴ— カン 
ナ， 牛耳 

Gokanna ① 〔ガヂ ャパ— フニ 世 王の 大臣〕 ゴ 
一 カンナ ② 〔ダ ン ダナ ーャ カ官〕 ⑧ 〔情 舍〕 

Gokaiji?a〔ka〕 〔大海〕 ゴー カンナ 〔力〕， 牛耳 

ookannanandanavaka  〔タミ ラ 人」 ゴ一 カンナ 
ナ一 ン ダナ一 ャカ 

go-kana 瞎牛 

go-kula 牛舍 

Gokulika  〔部 派〕 牛 家， 雞 ML 部 
go-khayita 牛嚙 〔布〕 
go-khlra 牛乳 
go-gana 牛 群 

go-ghataka  (^牛 者， 屠 牛師， 殺 牛 人 
goghataka-suna  「旨 牛處 
go-camma 牛皮 

gocara ① 牧場， 餌 所 ② 行 域， 行 境， 行處， 
行界， 境界， 範圍， 親近 處， 親近， 所行 

Gocara— abhinlhara  〔經〕 行 境一 引發 S  34  46 

gocara-kusala 行 境 善， 行 境 を 解す， 行 處を知 
る， 境界に 巧 

gocaraggahika-rupa 取 境 色 

gocara-nanatte  nanam 行 境の 種種 ネ 目の 智 

gocariya 竭色 

Gocaro  〔經〕 行 境 S  34  6,  47-49 
go-citta 牛 心 

Gotapabbata=Kotipabbata  〔園〕 ゴ一 タ パ ッ パ 
タ 

Gotha  〔海〕 ゴ一 タ 

Gotha-imbara=Gothaka  〔戰 士〕 ゴ一 タイン パ 


ラ 

<jothaCka3=Gotha-imbara ゴ、 一 タ 〔力〕 
Gothakabhava=Meghavanna  〔王 T ゴ、 一 タ i 力〕 
― ノヽャ 

gothaphala  〔藥 果〕 ゴ一タ パラ 
Gothabhaya  〔王〕 ゴ一 タ一 バヤ 
gona 牡牛， 牛 
Gona  〔河〕 ゴ―ナ 
Ronaka ① 山羊 毛 ② 黑 毛氈 
Gonagama  〔港〕 ゴ— ナガ 一 マ 
Gonagamuka  〔地名〕 ゴ一 ナガ— ムカ 
tiona-petavatthu 牛. 鬼 事 Pv 1 8 
gona-ratha 牛車 
gonasira 野牛 
Gondi  〔村〕 ゴン ディ 
Gonnagiri  〔納 舍〕 ゴ ン ナ ギ リ 
gottha 牧舍 

Gotama ① 〔姓〕 ゴ一 タマ， 疆曇 ② ゴ一 タマ， 
瞿曇， 喬答攀 =g 子 ③ 〔比〕 ゴー タマ， 瞿曇 
④ 瞿曇 == 阿難 ©  〔仙〕 疆曇 ⑥ 〔山〕 瞿曇 
Gotamaka ① 醫曇派 ② 〔外〕 ゴ— タマ 力 
い otamaka-cetiva ゴ一 タマ 力 チェ一 ティ ャ, ゴ、 
一 タマ カ廟， 瞿 曇廟， 瞿曇 塔， 隱曇祠 堂， 瞿 
曇支提 

ijotamaka-suttanta 瞿曇經 
Gotama-tittha 濯 曇 渡 場， 瞿曇津 
Gotama-dvara 瞿曇門 
り otama  bodhisatta 裔答 '翟 菩薩 
vjotama  :5akya-pungava 瞿曇釋 種 
Gotama-sasana 徵 曇の 敎 

Gotamivatthadana-panho  11 曇 彌の衣 布施の ，"ラ 
Mil 3 1 

Gotami ① 〔尼， 佛姨 母〕 ゴータ ミ —，瞿 曇 女， 
瞿 曇彌， 喬多彌 ==大 愛 道， ：^*訶波闍波提， 摩 
訶 瞿曇彌 〔譬喩 經〕 Ap  4 17 ② 〔昆舍^^M弗の 
信女〕 ゴ— タミ— ③ 〔王妃〕 喬多彌 ④ 〔經〕 

瞿曇彌 S  5  3  ；  A  8  51 
Gotami-vagga 瞿曇彌 品 A  8  51〜60 
gotta 姓， 氏 姓， 種 姓， 家系， 名字 
gotta-mada 種 橋， 姓卞喬 
gotta-rakkhita 姓 護 女 
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Gotta 


gotta-lesa 種 姓 似 
gotta-vada  〔種〕 姓の 論議 

gotrabhu 種 姓， 進 姓， 種 姓 有， 種 姓荐， 種 姓 

地， 向 種 姓 者- 
gotrabhu-citta  ■ 姓' し 
gotrabhu -cetana 進 姓, © 
gotrabhu-nana 種 姓智， 種 姓 地の ャ？ 
gotrabhu-dhamma 種 地 法 
Godatta ① 〔比〕 ゴー タッタ， 牛 達 多 ② 〔比， 

阿琵 達磨 師〕 ゴ— ダッ タ ③ 〔經〕 牛 達 多 S 

41 7 

go-damaka 調牛師 
go-damma 

godhaka  〔鳥〕 ゴ―ダ 、力 

Godhagatta-tissa  〔比〕 ゴ— ダガ ッ タティ ッサ 
Godha-jataka ゴーダ • ヂ ヤー タカ， 蜥蜴 本 生 

物語 ① J 138 ② J 141 ③ J  325 ④ J  333 
go-dharani 孕める 牛 
godha ィグ ヮナ， 蜥蜴， 大蜥赐 
Godha ① 〔釋 氏， 塞〕 ゴ―ダ '一， 沙陀 ®= 

Ka!igodha  〔夷， 拔提の 母〕 ゴー ダ、— ③ 〔經〕 

沙陀 S  55  23 
Godhavari  〔河〕 ゴータ 、'一 ヴ リー， 稷陀婆 利 
Godhika ① 〔比〕 ゴ— ディ 力， 稷低 3^ ② 〔經〕 

瞿低 i5g  S  4  23 
Godhiputta=Devadatta ゴ一 ディ プッ タ， ゴー 

テ ィ 子 
godhuma 小麥 
Gona  〔地方〕 ゴ―ナ 
Gonaka  ij 【び〕 コ'、 一 ナカ一 
gonangula 黑 面お 

Gonaddha  〔地名〕 ゴ— ナツ ダ， WI 那 
gonasira 野牛 

Gonisadi  〔精 舍〕 ゴ— ニサー ディ， 牛 臥 
Gonusu  〔地力」 ゴ ースス 
Gonnavitthika  〔f 了 i コ' ンナ ギッティ 力 
gopa 牧牛/ 1 

Gopaka ① 〔比〕 ゴ―パ 力 ② 〔天子〕 ゴーパ 

力， ？ m 

Gopaka-Moggallana 匸 i^O コ'— パ カモッ ガッ ラ 
—ナ， 默 R?i 連 


ijopakamoggallana-sutta ゴ、 一 ノ、 カモッ ガ ッ ラ 

—ナ • ス ッタ， 瞿默目 犍連經 M 108 
go-pakhuma 眼 睫 は 牝牛の 如し 〔三十 二相の 一〕 
gopati=gavampati 牛 主 
go-pack 牛 

go-pannayaka 牛 群の" 領 
gopanasi 垂木， 榱， 重紘 桷 
go-pala 牧荐 

Gopala ① 〔司祭の 子〕 ゴ —パーラ ノ 護② 〔夜 
文〕 ゴー パーラ ③ 〔山〕 ゴ— パーラ 

go-palaka 牛 飼， 牧牛 乾 牧牛 士， 牧教， 放 牛 

者， 放 牛 人 

Gopalaka  〔經〕 放 牛 者 = 牧牛 大經 A 11 18 

gopalakQposatha 牧牛 者布薩 

Gopalamatar  〔王な 己〕 ゴ、一 パ 一ラマー ター 

Gopala-vimana 牧牛 天宮 Vv  80 

go-palika 牧牛 女 

Gopika  〔釋 女〕 ゴ―ピ 力—， 瞿昆 

Gopika  guha ゴ —ビカー 洞院 

go-pitar 牛 父 

gopphaka 跟 

gopphakatthi 蝶 骨 

Gomagga  〔地名〕 牛路 

Gomata-kandara コ —マタ m 

gomandala=gopala-daraka 牧童， 牧牛 あ 

Gomati  〔水路〕 ゴ— マティ 一 

gomaya 牛 幾 

Gomayam=Gomayapinda-ovacla  〔經」 牛 食 o 
22  96 

Gomayagama ゴ— マヤ ガ— マ， 牛— 紫 ネオ 
gomayaggi 牛絮火 
gomaya-panaka 牛冀を 噴ふ甲 丄 V': 
gomaya-pinda 牛棄搏 

GomavaDinda-ovada=ijomayapindika-sutta, 

Gomayam 牛 糞の 訓諭 
Gomayapindika-sutta=Gomayapinda-ovacla 牛 

糞塊經 
gomaya-harika 取 牛き ケ 
gomika 牛 主 

Cioyana,  LToyaniya=Aparagoyana し' fJ"H〕 ゴ、— 
ヤー ナ， ゴー ヤー ニヤ， 俱耶 尼， 耶尼 
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Grahatha 


go-yuga 牛 親 

go-yuddha 牝牛 鬪 

go-rakkha 牧畜， 牧牛， 放牧， 飼 牛 

Gorimanda  〔人〕 ゴ 一 リマン タ、、 

golika 蜥虫易 

Golakala  〔人〕 ゴ 一ラカー ラ， 黑丸 
Liolapanu  CI^'J  J ゴーラ ハース 
Golabaha  〔渡〕 ゴー ラパー ハ 
Golihala  〔軍〕 ゴ一 リ ハラ 
Gova ゴ一 ヴ= ゴァ港 
Govaddhamana し 村〕 ゴ'一 ヮ'' ッタ マーナ 
go-vata 牛務， 牛 行， 牛禁， 牛の 誓 
go-vatika 牛務 者， 牛 行者 
go-vanijaka 牛 商人 

go-vikattana,  go-vikantana 牛刀， {^ 刀 


Govinda し 婆;] 典 尊 

ijrovindamala し 山， ゴ、一 ビン タ、、 マラ 

govindiya 典 尊 位 

go-sappi 牛酥， 牛乳 酥 

Gosala  〔比〕 ゴ— サ— ラ， 巨舍羅 

Gosinga   〔沙羅 林〕 ゴ— シン ガ， 牛角 

Gosingasala-vanadaya 牛角 娑羅 林， 牛角 沙羅林 

go-sila 牛欢 

gosisa し- candana〕 牛 頭 梅 擅， 香木 
Goslsanikkhepa  〔比丘の 譬喩 經〕 ゴ— シーサ 二 

ッケ— パ Ap  3  295 
Gosujata  〔傳 。 轉輪 王〕 ゴ ースヂ ヤー タ 
go-hanuka 牛 顎骨 
grahathai  A ;=gahattha 在家 者 
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Ghata 

ghata ①甕， 瓮， 瓶 ②〜 ghata 熟酥， 蘇 油 
Ghata ガタ= 口一 ヒネ ツヤ 
ghataka 瓶 

Ghataya  〔釋 氏〕 ガタ— ャ， ^羅 
Ghataya-Sakka 迦羅釋 種 
ghatika 換， 小 棒， 棒 打ち， 逆立 遊び 
Ghatikara ① 〔迦 葉佛の 侍者〕 ガ ティ カー ラ， 

作 瓶 ② 〔迦葉 沸の 信士〕 ガ ティ カー ラ 
Ghatikara ① 〔人〕 ガ ティ 一カー ラ， 陶厂， 陶 

師， 作 瓶, 瓦師 ② 〔梵天〕 ガ ティー 力— ラ， 

瓦師 ③ 〔天子〕 陶師 @  〔經〕 陶師 S 1 50  ； 

2  24 

Ghatlkara-panho ガ ティ一 力一 ラエの 問 MU  4 
〔6〕  6 

Ghatikara-sutta ガ ティ一 力一 ラ • ス ッタ， ガ 

ティ 力— ラ經， 陶師經 M  81 
Ghato  〔經〕 瓮 S  21 3 
Ghattiya  〔妃〕 ガッティ ヤー 
ghana=ghana 
ehantanurava 鐘の 涂 glC 
ghata 蘇 油， 熟酥 
Ghata  〔王〕 ガタ， 蘇 油 

Ghata-jataka ① ガタ • ヂャ— タカ， 蘇 油 王子 
本 生物 語 J  355 ②ガタ • チ* ャ —タカ， ガタ 
賢荇本 生物 語 J  454 

Ghatapandita  〔力士〕 ガタ賢1^- 

ghata-manda  H^f^iM 

Ghatamandadayaka  〔比丘の 臂 喩經〕 ガタ マン 

ダダ— ャカ Ap  3  423，  493 
ghatasana 火焰 

Gha ほ Sana  〔傳。 轉輪 王〕 ガ ターザナ 
Ghatasana-jataka ガタ一 サナ • ギ ヤー タカ， 

火焰本 生物 語 J 133 
ghana ガナ， 堅 肉， 犍南， 鍵 南 〔胎內 五位の 

一〕 

ghana-sanna  J ^恋， 厚聚想 
Ghanasela  〔山〕 ガナセ 一ラ 
ghamma 炎暑 
ghara  Q 家， 俗 家 ② 魔藥 
^rharanl 姑 


ghara-bandhana 家 縛 

ghara-mala 家の^？；^穢 

ghara-sunha  }^ 

gharasta A )=gahattha 在家 若 

gharavasa 家の 居 fl:， 家居， 在家 

gharavasattha 豕ぁ 

ghata 殺傷， 劫掠 

ghataka  !1*：-殺1»^ 

ghateti 殺戮 刑に ft す 

ghana 鼻 

ghana-dasaka 弊 十 法 
enana-dvara 界門 
ghana-dhatu 舁界 
ghana-roga  «f'--7ff 
ghana-vinnana 鼻 
ghanavmnana-dhatu  界 
ghanavinneyya  gandha 鼻可識 の—？ r 
ghana-samphassa 鼻觸 
ghana-samphassaja  vedana 鼻觸所 生の 受 
ghanayatana 鼻處 
ghanindriya 鼻根 
ghayana 嗅 
ghutta 銅鑼 

Ghotamukha  〔C] ゴ— タム 力， 權哆牟 伽 
Ghotamukha-sutta ゴ一 タム 力 ，ス ッタ， 稷 

牟伽經 M  94 
Ghotamukhl  〔講'' ギ;〕 ゴ 一タムキー， 稷 ^や 伽 
ghoravisa ゴ―ラ ギサ， 恐ろしき 毒 ある 者， 蛇， 

Ghorassara-vagga 驢馬 品 Mil 5  2 
ghosa  f^m, 世間の 巷說 

Ghosasannaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ゴ―サ サン 二 

ャカ Ap  3  515 
Ghosita ① 〔居士〕 ゴ— シタ， 艱師 多， m 師羅， 

瞿史羅 ② 〔經〕 瞿史羅 S  35 129 
Ghositarama ゴーシ ターラー マ， ゴ一 シタ 1溺， 

瞿師羅 園， 濯師多 〔羅〕 園， 瞿師多 林， 稷私多 

園， 權私多 林， ？ li: 史羅 園， 擢 史羅ネ 靑舍， 美音 

精舍 
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Canda 


cakavakaC A )=cakkavaka 鴛煮 
cakora 鶴 撮 

cakka 輪， 車輪， 金輪， 輪鐵， 武器， 轆轤 
Cakkadaha チヤ ッ カタ、、 ハ， 輪寳池 
cakka-peyyala 輪 法 省略 
cakka-bheda 破 〔法〕 輪 

cakka-ratana 輪寳， 金輪 寳， 金輪 〔七寳 の 一〕 
cakka-lakkhana 輪 牛 |1 
cakkall 遮伽禾 IJ 衣 
Cakka-vagga 輪 品 A  4  31-40 
cakka-vattaka 汲 水 輪 
cakka-vattana 轉 〔法〕 輪 
Cakkavatti  〔經〕 轉輪 S  46  42 
cakkavattin 轉輪 王， 輪 王， 轉輪聖 王 
Cakkavatti-vagga ① 轉輪品 S  46  41-50 ② 

轉輪王 品 Mil 5  4 
cakkavatti-satta 轉輪有 t 靑 

Cakkavatti-sihanada-suttanta チヤ ッカ ヮッァ 
ィ • シ —ハナ —ダ. スッ タンタ， 轉輪聖 王師 

子吼經 D  26 
cakkavaka チヤ ッカヴ —力， 研 逝羅 婆迎， 鴛 

m, 赤 鶴 鳥， 好聲鳥 

Cakkavaka-jataka チヤ ッカヴ 一力 • ヂ 、ヤー タ 
力， 鴛鴦 本 生物 語 ① J  434 ② J  451 

Cakkavala チヤ ッカヴ —ラ， 鐵圍， 鐵圍 山， 輪 
圍， 輪圍 山， 大 世界 

Cakkavalasiluccaya 輪圍山 

cakka-viddha  〔弓 技〕 車輪 貫 

cakka-vyuha  阜卓 

cakkalankara 輸寶 

cakkavudha  〔武器〕 輪 f|S 

cakkhayatana 眼處 

cakkhu 眼， 智眼 =慧 

Cakkhu  〔經〕 眼 S 18 1， 11 ； 25 1 ； 26 1 ： 27 1 
cakkhu-karani 淨眼を 生ぜし め， 眼 を 生じ 
cakkhu-dasaka 眼 十 法 
cakkhu-dana 眼の 布施 
cakkhu-avara 眼 P つ 
cakkhu-dhatu 眼界 

Cakkhuna  rupaiti  passati ti katha 眼 見 色 論 
KV 18  9 


cakkhundnya  根 
cakkhu-pasada  Mh'- 
Cakkhupala  〔比〕 チャック パーラ 
cakkhu-bhuta 眼たり， 眼た る 者， 具眼 者， 天 
眼 者 

cakkhumant 具眼 t?, 具眼， 有 眼荐， 眼 ある も 
の， 燜眼 

cakkhuma  puriso 具眼お-， 具眼の 者-， 具眼の 
士 

cakkhu -roga ぼ i 佚， 眼? 

cakkhu-vinnana 眼識 

cakkhuvinnana-dhatu 眼識 界 

し akkhuvififiaija-manovmftSpa-panho 眼氣 g 、識 

の 問 Mil 2  〔3〕  7 
cakkhuvinnana-vatthu 眼識 事， 眼識 基 
cakkhuvinneyya-rupa  feSJ 識の色 
cakkhu-sacchikaraniya 眼き gir 
cakkhu-samphassa 眼 

cakkhu-samphassaja  vedana 眼 Ife 戶/] 生の' ズ 
cakkhussa  raho 見祕密 
cankama 經 行處， 經行 
cankamati 經 行す 

Cankamadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 チャン 力 マ 

ダ一ャ 力 Ap  3  48 
canKanicina 經打 
cankamana-sala 經 ti 堂 
cankama-nisajja 經打 と 坐']！ 早 
Canki  〔婆〕 チャン キー， 商 伽 
Canki-sutta チャン キー • ス ッ タ， 商伽經 M  95 
camkora 

cankola  〔花〕 チャン コーラ 
Cankolapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 チャン コ— 

ラ プ ッ ビヤ Ap  3  226 
cafigavara 谷; gf^ 
cafigotaka 花 if 

Cangotakiya   〔比丘の 譬喩 經〕 チャン ゴ— タキ 

ャ Ap  3  273 
caccara 四 迁 

caudaiTi 惡， 兜 暴， 凶暴， 暴， 暴惡， 亂暴， 惡， 

險惡， 怒り 易き 
Canda ① 〔龍王〕 チャン ダ' ② 〔村長〕 暴惡 


Canda 


canda  assa 惡馬 

Candakali  〔尼〕 チャンダ カーリー 
canda-kukkura 惡狗 
canda-gona 惡牛 

Canda-Pajjota=Pajjota    〔王〕 チャンダ、 • パ ッ 

チ 'ヨーク， 栴 陀鉢殊 多， 猛光 
canda-baiivadda 惡牛 

Cap4alakappa〜lap<^alakappa し 地名」 チャン 

ダラ カッパ， 旃達羅 劫 波 
canda-hatthin 惡象， 暴 象 
candala ① チャンダ— ラ， 旃 陀羅， 解陀羅 族， 

闡 陀羅， 賤民 ② 鐵丸鼓 
Candalakappa  〔地名〕 旃達羅 劫 波 
candala-gama  Wii'm^,  tffi; 它羅 
candala-jati      匕 維 種 
candala-vamsa 幢 
candala-vamsadhopana 賤 人の 輕桌 
candala-varhsika 緣; >5 伎師 
Candali-vimana 旃陀羅 な天宮 Vv  21 
candall 解陀羅 / ム 旃陀羅 の 娘 
Candasoka チャン ダーソー 力， 忿怒 阿育 
candikata 隨 る 
canqin 瞋恚 ある 

Candi ① 〔ナーラ ダ佛の 女〕 チャン ディ— ② 

〔水門〕 
Cando  〔經〕 暴惡 S  42 1 
Candorana  〔|1|〕 チャントー ラナ 
Catasso  〔經〕 四 S 14  30 

catasso  agatiyo~cattari  agati-gamanani 四 非 

道， 四惡 趣， 四不行 
catasso  anariva-panvesana 四 非聖导 水 
catasso  appamannayo 四 無量 =四梵^  〔慈， 

悲， 喜， 抬〕 
catasso  arQpavacara-samapattiyo 四 無色!^ 7^ 

catasso  abha 四の 光 〔月， 日， 火， 慧〕 
catassa  aruppa-samapattiyo 四 無色 疋， 四 無色 

等 至 

catasso  iddhiyo=catu-iddhi 四祌 力， 四 種の 祌 

通， 四 神變， 四 如意 德 
catasso  upaainna-dhatuyo 叫 取界 
catasso  gabbhavakkantiyo  M 入胎， 四 種の 入胎 


catasso  dakkhina-visuddhiyo 四 施？ あ 四の 

雜物 
catasso  dittnivo 四 見 

catasso  dhatuyo 四界 〔地， 水， 火， 風= 叫大， 
四大 種〕 

catasso    patipada 四 通行， 叫 行， 叫 種の 通行 

〔苦 遍， 苦 速， 樂 通.， 樂速〕 
catasso  patisambhida  ^ 無 礙解， 四 無礙辯 
catasso  pabha      の 光明 〔月， 日， 火， ，20 
catasso  paricanya 叫 種の- 参 
catasso  bhavuppattiyo 四 有 生 〔四 種 天〕 
catasso  bhavana 四修習 〔尋 求， 獲得， 一味， 習〕 
catasso  bhumivo 四 地 
catasso  musika 四の 

catasso  yoniyo 四 生， 闘] 台 〔卵， 胎， 濕， 化〕 

catasso  virinanatthitiyo  TO 識 1- ト： 

catasso  vipattiyo 叫 種の';; -t 爽 〔i お， 行， 見， 命〕 

catasso  vipassana  Pi 正觀 

catasso  sanna 四 想 〔少， 多， 無 f:， 無 所有〕 

catasso  samadhi-ohavana      修疋, 叫疋修 

catasso  sikkha 四 種の 竿- 

catasso  simayo 四界 

catasso  seyya 四の 臥 法 

catu-iddhi=catasso  iddhiyo 四祌 變， 四 神 力， 

四 種の 祌通， 四 如意 德 
catu-iriyapatha 叫 咸儀， W 威儀 路 〔行， fK, 

坐， 臥〕 

catu-kannaka 四角 衣 

catu-kundika 四 足に て 行く 

catukka  pq 法 

catukkanna 四隅， 叫 角 

catukka  Cnaya- jjhana  ffl 種き 

Catukka-nipata ① 四 集 〔增 支部 經〕 A  4 1~ 
271 ② 四 集 〔如是 語經〕 It  100-112 ③ m 
偈集 〔長老 偈經〕 Thag  267〜314 ④ fflf^ 菜 
〔長老 尼 f 曷經〕 Thig  6:3〜66 ⑤ 第四篇 〔本 生 
經〕 J  301-350 

catu-gihi-pabbajja 四 在家 出家 V  2  a 1， 9 

catugunam  samghatim  pannapeti 份き 5i!i-7,f^ 
疊す 

catugguna=catuguna 四重 


Caturasiti 


calu-cakka 四の 車輪 
Catu-cakka  〔經〕 四 輪 S 1 29 
catu-cat ほ risa  nana-vatthuni 四十 四智事 
catu-cattarisa  nanani 四十 四智 
catutthaka-bhanavara 第 四 g 用品 
Catultha-gamana 第 四 早 
catutthajjhana,  catuttha-jhana 第 四き， 

禪定， 第 四靜慮 
catuttha-patihariya 第 四變化 V  2  a 1， 18 
catuttha-parajika 第 四 波羅夷 = 上人 法 戒 
catuttha  magga 第 四 道= 阿羅漢 道 
Catuttha-vagga 第 四 品 
catuttha-samghadisesa 第 四 僧?^ 
catuttha  bhumi 第 四 地 
catudlpaka 四洲 〔雲〕 
catuddipa-raja 四 洲の主 
catu-dvara 四 門 

Catudvara-jataka チヤ ト ゥ ド ヮ" 一 ラ *チ ャ 一 タ 

力， 四鬥本 生物 語 J  439 
catudhamma-vavatthane  panna 四 法の 決疋の 

catudha  atitam 四 種の 過去 〔[!!：, 相 もも， 時， 

刹那〕  - 
catudhatu-kammatthanika 四界 〔差別〕 業處 〔修 

習〕 者 • 

catudhatu-vavatthana 四界 差別 
catudha  maranuppatti 四 種 死の 生起 
calunavuti-  parivasika-vatta 別 tii 〔比丘〕 の 行 法 

九十 四 事 
catunikayika 四部師 

catunnarii  mahabhutanam  upadaya 四 人悝尸 /1 

造， 四大に 依れる 
catunnarii  mahabhutanam  upadaya  rupam 四 

大所 成 色， 四 大所 造 色， 四 大種所 造の 色， 四 

大種所 造 色， 四大に 依れる 色 
catu-patisambhida 四無礙 辯， 四 無礙解 
Catuparivatta=Bahudhatuka-sutta 四轉 〔經〕 
Catuposathika-jataka=Catuposatha-jataka チ 

ャ トウ ボー サ ティカ • ヂャ— タカ， チヤ トウ 
ボ —サタ 本 生物 語， 四布薩 誓願 本 生物 語 J  441 
catuppada 四 足， 四 足 獣， 四 足 者 


catuppada-gatha 四 句 偈の法 
catuppada-veyyakarana 四 句の 解說 
catuppadaka=catuppada 四 足 獸， 四 足， 四 足 "tt 
catubbidha  avyakata 四 種 無言 己 
catuhbidha  gambhira-bhava 四 種の 深義 
catubbi(iha-vipariyesa=cat ほ ro  vipanyesa 四 

種の 顯倒 
catubbidha  patisandhi 四 種 結 生 
catubbidha  suddhi 四 種 
catubbidhena  rupakkhandho 四 色縱 
catubbidhena  rupa-sarigaho 四 種色聚 
Catubhanavara-vannana し 書名」 誦釋ぉ 
Catumatta-jataka チヤ トウ マッタ • ナヤ一 タ 

力， 四 美本 生物 語 J 187 
catu-madhura 四 甜劑， 四 甘 
catu-madhura-bhunja 四 甘食， 四甜劑 
catu-mahabhutika 四大 種， 四 大種所 成， 四大 
種 所 造， 四 大所 成， 四 大所 造， 四 大所 屬， 四 
大 より 成り 

caturanga-samannagata  andhakara 四支を：^?^ 
備 せる 閤黑 

caturanga-samannagata  uposatha 四 支 を 有す 

る 布 薩= 四 分布 薩戒 
caturanga-samannagata  tama 四 支 ァ どみ せる 黑 

闇 

caturangasamannagata  brahmacariya 四 支:^ 

足の 梵行 〔苦行， 貧穢 行， 嫌 厭 行， 孤獨 行〕 
caturangim  sena 四 軍， 四 支 軍， 四 種 軍， 四 種 

の ミ， 四 部 兵， 四 兵 〔象， 馬， 車， 歩〕 
caturassa  pokkharani 四角の 池 
Caturajaka 四 王 章 Cv  45 
caturadhitthana 四 住處， 四處 〔慧， 諦， 捨， 
寂靜〕 

Caturasiti  brahmana-kanna  bhikkhuni 

sahassani 八 萬 四千の 婆羅門 童女 比丘尼 〔の 
譬喩 經〕 Ap  4  32 
caturasiti  vihara-sahassani 八 萬四卞 の精舍 
caturasiti-  sahassa 八 萬 四千 〔法 門〕 
caturasitisahassa-vidha  dnammakkhandha  ノ、 
萬 四千 法聚 

caturasltisahassani  dhammakkhandha 八 ife 四 
(145) 


Caturasiti 


千の 法蕴 

caturasiti  sahassani  dhamma 八 萬 千の 法 門 
Caturitthi-vimana 四 女 入天宮 Vv  45 
caturo  anga=caturanga-samannagata 

uposatha 四 分 〔布 薩戒〕 
caturo  asankheyya 四阿 佾祇， 四 無量 
caturo"  dadhi 四 大-ぉ 
caturo  nimitta 四 種の 相 
caturo  pada 四 句 = 四聖 諦 
caturo  mahan ほ =cat ほ ro ivlaharajano 四 天 土 
catuvagga-karana 四 衆 b 丁 作 
catuvagga-bhikkhusamgha 四 比丘 僧伽 〔五 種 

僧伽の 一〕 

catuvisati  antarayika  dhamma  二十 四 障 法 し 比 

丘 尼の〕 
catuvisati  paccaya  ニヤ 四 
catuvisati  patthanani  二十 四 鉢多那 
catuvisati  buddna  二十 四怫 
catuvisati-bhanavara  二十 四 ifjr5,i   V  2  a  o, 

31-33 

catu - vesaraj j a=cattari  vesarajjani 四 無 所畏， 

四無畏 

catu-vesarajja-nana 四 無 所 畏〔^ ？〕 
catuvesarajja-visarada 四 無畏の 熟達 
catu-vokara-bhava 四蘊有 = 無色 有 
catu-sankhepa 四 略， 四重 
catusaccabhisamaya 四 觀 
catu-satthi  akara 六十 四 行 相 
catu-santati-samutthana 13 相 ゃ1^ 等 起 
catu-samutthanika  rupa 四 等 起 色 
catu-sampajanna-pabba 四 正 知 卽 
catu-silakkhandha  成蕴 

catuhi  dhammehi  samannagato 四 法 成就 〔の 
沙門〕 

catuhi  angehi  samannagata  vaca   IS 支 具足の 

語， 四 支 を 具 li せる 語 

catta 捨棄 

cat ほ ri  akaraniyani 四 非 事， 四 非 事 品， 四不應 

作 V  2  a 1， 78 
cat ほ n  agati-gamanani ~calass< )  agatiyo 叫 つ、 

應行， 四 不應而 行， 四 不行處 行 〔欲， IP、， 癡， 


怖畏〕 

cattan  a^jfani  lU^j の 第一 

cat ほ ri    acinteyyani 四の 不思議， P し 1 不町 思議 

〔沸 境界， 定 境界， 業異 熟， 1 止 界〕 
cat ほ ri  adhikaranani 四 種の 諍 事， 四 諍 事 〔爭 

論， 非難， 罪過， 義務〕 
cat ほ ri  adhitthanani   Rg 處， 四住處 〔慧， 諦， 
捨， 止 息〕 

cat ほ ri  apassenani 叫 依 〔受 用， 忍受， 遠 避， 

遣 除〕 

cat ほ ri  ambani 四の 凌 維 

cat ほ ri  arakkheyyani 四不護 〔身， 語， 意， 活 
叩」 

cat ほ ri  ariya-saccani 四聖 諦， 四 種の 聖諦 
cattan    asankheyyani  kaDpa-satasanassani= 
kappanam  satasahassam  caturo  asankhevya 

[ly 阿僧祇 十 萬 劫 

cat ほ ri  ahiraja-kulani 四の foii 王族 
cat ほ ri  akankhiya-thanani 四の 願 はしき 處== 
四證淨 

cat ほ ri  apatli-bhayani 四の 毀 犯の 怖畏 
cattan  arammanani 四 所緣 
cat ほ ri  indriyani 四の 根 〔信， 精進， 念， 定〕 
cat ほ ri  upadanani 四 取 〔欲， 兑， 成禁， 我 語〕 
cat ほ ri    kappassa    asankheyani 四の 無數劫 

〔壞， 空， 成， 住〕 
cat ほ ri  kammani 四 業， 四 種の 業 〔黑 黑異熟 等〕 
cattari  cakkani 四 輪 
cat ほ ri  jhanani 四靜 慮， 禪 
cattari  nanani 四智 
cattari  thanani 四隨 

cat ほ ri  duccaritani 四惡行 〔殺生， 不與 取， 邪 

m, 妄語〕 

cattari  dhanani 四 稀の 財物 

cat ほ ri  dhamma-padani 四 法 句， |'— ^| 法迹， 四 法 

足 〔無 貪， 無 患， 正 念， 正定〕 
cattari   dhamma-samadanani  ！赚; -受， 1' 鳴 汰- 
cattari  ptinha-vyakaranani に 問， 四 種の 問 

の 解答 〔一向， 分別， 反 詰， 應拾〕 
cattari  padhanani 叫 勤 = 四正勤 〔律儀， 斷， 

修， 隨, ii〕 


Cattaro 


cattari  parajikani 四波羅 夷 
cat ほ ri  parijunnani 四 種の 袞亡 
cattari  purisa-yugani 四雙士 夫， 匹 1 雙 i^' 
cattari  purisa-yugani  attha  purisa-puggala 四 
雙八 輩， 四雙 八士， 四 雙の人 八の 人補特 伽羅 
cattari  balani リ し 1 ノ J 

cattari  brahmana-saccani 四の 婆羅門 眞諦 
cattari    bhayani 四 怖; 1' も 四 種の 怖， 四の 畏 

〔波， 鰐， 渦， 蛟〕 
cattari    maha-bhutani— cattaro  mahabhuta^ 

catu-dhatu 四大， 四大 有， 四大種 〔地， 水， 

火， 風〕 
cattari  yugani 四雙 
cattari  vaci-duccaritani  USSn^lT 
cat ほ ri  vaci-sucaritani 四 語 善行， 四 語 妙 行 
cattari  vesarajjani=catuvesarajja 四 無畏， 119 

無所畏 

cat ほ ri  samgahci-vatthuni 四攝 事， 四攝法 し 布 

施， 愛 語， 利 行， 同事〕 
cat ほ ri  saccani 四 諦= 四聖 歸 
cat ほ n  saccani  solasa  akara 四 |^ 十 ノヽ' ィ了ザ H 
cattari  samanna-phalani 四:^少「，果 
cattari  sukhani 四の 樂 
cattari  suvidura-vidurani 四 極 遠 
cattari  sokhummani 四 微細 智 
cattansa  akara 四十 行 相 〔有爲 法の〕 
cattansa-danta 四十 齒， 四十の 齒 〔三十 二相の 

一〕 

Cat ほ risa  dhamma  〔經〕 四十 法 A 10  213 
cattaro  acchariya  abbhuta  dhamma 四のお 奇 
未曾有 法 

cattaro  attabhava-patilabha 四自體 得， 四の 得 
自體 

cattaro  adhipati 四增上 

cattaro  anariya-vohara 四 非 聖者 ぽ說， 四非聖 

cat ほ ro  antaraya 四障礙 〔施物の〕 

cat ほ ro  an は 四邊 〔有 身に 關 する〕 

cat ほ ro  apaya 四惡 趣， 四 近 

cattaro  abrahmacariya-vasa 四 種の き， 梵 trfii 

cattaro  ambupamil  puggala 四 養 維果喩 人 


cat ほ ro  ariya-magga 四聖 道 = 四 向， 四 道 
cattaro  ariva-vamsa 四聖 種 
には ほ ro  ariya-vohara 四聖 言， 四聖 者言說 
cattaro  arupa 四 無色 
cattaro  arupino  khandha 四 非 % 色蘊 
cattaro  arupino  dhamma 四 非 有色 
cattaro  asankheyya 四 阿僧祇， 四 無量 
cattaro  asaddhamma 四の 不正 法 
cattaro  assasaniya  dhamma 四 蘇 息 法 = 四證; '和 
cat ほ ro  ahi-raja 四大 青き 王 
cattaro  aruppa 四無& 
cattaro  aloka 四の 明 〔月， 日， 火， ： 擦〕 
cattaro  asava 四 漏 〔欲， 有， 見， 無明〕 
cattaro  asivisa 四の 蛇 
cattaro  asivisupama  puggala 四 蛇瑜人 
cattaro  ahara 四 食 〔段， 觸， 意思， 識〕 
cattaro  iddhi-pada 四祌 足， 四 如意 足 
cattaro  udaka-rahada 四の 湖水 
cattaro  udakarahadupama  puggala 四 池喻人 
cat ほ ro  ogha 四 暴 流， 四瀑流 〔欲， 有， 見， 無 
明:] 

cattaro  obhasa 四の 照 〔月， 日， 火， 慧〕 
cattaro  kavl 四 人 

cat ほ ro  kala 四の 應時 〔聽 法， 法談， 止， 觀〕 
cattaro  kumbha 四の 瓶 
cat ほ ro  kumbhupama  puggala 四 瓶 % (人 
cattaro  gantha 四 蘭， 四 繋縛 〔貪， 恚， 戒禁 

取， 此實 執〕 
cat ほ ro  guna 四功德 〔佛 の〕 
cattaro  jhayl 四修定 名- 
cat ほ ro  tanhuppada 四 愛生， 四渴 愛生 
cat ほ ro  thuparaha 四 塔婆 所應 〔佛， 緣覺， 聲 

聞， 輪 王〕 
cat ほ ro  dasa 四 種の 奴隸， 四 奴 僕 
cattaro  dlpa=cattaro  mahadipa 四洲， 四大洲 
cattaro  deva-putta 四 天ナ 
cat ほ ro  dhamma-kathika 四の 說 法師 
し- at ほ ra  dhamma-kathika  puggala 四說 法人 
cattaro  dhammakkhandha 四 法蘊 〔戒， 疋， 

慧， 解脫〕 
cattaro  dhamma 四 法 


Cat ほ ro 


cat ほ ro  dhammuddesa 四の 總說 

cat ほ ro  nikaya 四 尼柯耶 

cat ほ ro  nissaya 四 依， 四 依 品 V  2  a 1, 77 

cat ほ ro  paccayS=cat ほ ro  nissaya 四賨 具, 四 事 

cat ほ ro  pajjota 四の 域， 四つの 光 〔月， 日， 火， 

cat ほ ro  patipanna  cat ほ ro  phala 四 向四果 
cat ほ ro  pabbajitassa  roga 四の 出家の 病 〔四 資 

具の 不知 足〕 
cat ほ ro  paribhoga 四受用 
cat ほ ro  pariyama 四周 邊 〔戒律 儀， 根 律儀， 

食 知 量， 警寤隨 勤〕 
cat ほ ro  parisa-dussana 四の 衆? -リ據 
cattaro  parisa-sobhana 四の 衆 
cat ほ ro  patidesaniya  dhamma  13 過/』;—， K-nc 

舍尼法 

cattaro  parajika  dhamma  O 波 維 9^?/; 
cattaro  parisuddhi 四の 清; ま： 〔我， 心， }>L 解 

m 

cattaro  puggala 四 種 人， 四 種の 人， 四 入， 四 

補特 伽羅 
cattaro  peta 四 娥;^ 

cattaro  phala-samangino  puggala 叫 果;^ 足 八 

cattaro  bandhavo 四 親類 

cattaro  balivadda 四の 牛， 四轭牛 

cattaro  balivaddupama  puggala  [E^lw 牛" m; 人 

cattaro  Buddha  pq 佛 

cattaro  brahma-vihara 四梵 Ui, 四 梵天 fi:=l ，し  1 
無量 

cat ほ ro  bhusa 四 煩惱 〔貪， 瞋， 矯， 癡〕 
cattaro  magga-samangino  puggala 四 id 具 hi 人 
cattaro  maha-dipa=cat ほ ro  dlpa  大洲 
cat ほ ro  maha-padesa 四 大敎 法， ffl 大處 
cattaro  mahabhuta=cattari  mahabhutani 四 

大， 四大 有， 四大種 〔地， 水， 火， 風〕 
cat ほ ro  Maharaja 四天王， 四 大王， 四大天 王， 

ms: 

cattaro  maha-samudda 四 大海 
cattaro  musikupama  puggala  ffl 鼠瑜人 
cattaro  yoga 四軛 〔欲， 有， 見， 無明〕 
cattaro  rukkha 四の 樹 

( 


cattaro  rukkhupama  puggala 四 M 喻人 
cattaro  lokapala 四： a: 王 

cat ほ ro  vanna 四 種の 姓， 四 種の 階級， 四姓 

cattaro  vanna  samasama 四姓 は 平等 

cattaro  vara 四 ilig 利 

cattaro  valahaka  fflOR 

cattaro  valahakupama  puggala 四雲瑜 人 

cattaro  vadi 四の 論師 

cat ほ ro  vinipata 四惡近 = 四惡趣 

cattaro  vipariyesa,  cattaro  vipallasa= 

catubbidha-vipariyesa 四顚倒 
cat ほ ro  visarhyoga 四 離騰， 四 離軛， 四种: の 離 
cattaro  vihara 四ネ -f^j: 舍 
cattaro  samvasa 四 ft 

cattaro  sacchikaraniya  dhamma  B\M0Jl<, \M 

の 應證の 法 
cattaro  sati-patthana 四 念 住， 四念處 
cattaro  samana    110 沙門 し 不動， 白蓮， 紅蓮， 

柔軟〕 

cattaro  samadlai 四 定 〔退 分， （H 分， 勝 進 分， 
決擇 分〕 

cattaro  sammappadhana 四 正 勤， iyjl-J>, にし 1 

正斷， 四 精進 
cattaro  sara 四 の實 〔成， 定， ，i， 解脫〕 
cattaro  suddhavasa-kayika  deva 四? せ 居 7^ 
cattaro  sotapattiyanga ① 四預流 支， 四 預流分 

〔善士 親近， 正法聽 聞， 如理 作意， 法隨法 行〕 

② M 預流 證 ほ:， ra 預流果 支 

cattaro  sotapunnassa  aiiga   I'MmWA'-: Jc=^VUf^. 

淨， 四 預流支 
cattallsaka  P ぶ 十 事 V  2  b  3,  27 

Cattalisa-nipata ① 四十 偶 集 〔長老 f 為經〕 Thag 
1051〜1090 ② 四十 偶 集 〔長老 尼 偈經〕 Th お 
400-447 ③ 第 十七 篇 〔本 生經〕 J  521〜5：^5 

cat ほ! isa  kammatthanani  ['ヌ 十 業 〜二 •: 十八^ 
I お 

canda  Jl , 月大， 輪， fj の 輪， 戰達羅 
Canda  ®=Candaka    〔王子， 佛の 前生〕 チヤ 
ン ダ、， 戰 達羅② 〔王子， 舍利 弗の 前生〕 チヤ 
ンダ， 月③ 〔尸 棄怫の 信士〕 チャンダ， パ 
@  〔婆〕 チ ャ ンダ ©  〔婆， 王師〕 チ ャ ンダ 

) 


Candikaputt; 


⑥ 〔天子〕 チャンダ， 月 ®=Camlaka  〔山〕 

チャン ダ， 月 （E)=Candaka  〔宮〕 チャン ダ， 

月 ®  〔經〕 月 S  45 146 
Candaka=:Canda ① チャンダ 力， 戰達羅 王子 

② 〔山〕 チ ャ ン ダカ， 月 ③ 〔宮〕 チ ャ ン ダカ 
candakanta  〔寳 珠〕 チャン ダカ ン タ 
Candakinnara-jataka チャン タ、、 キ ンナラ • ヂャ 

一 タカ， 月 緊那羅 本 生物 語 J  485 
し andakumSra-cariya    〔經 _J チャン タク マ一 ラ 

の 所行 Cp 1 7 
Candagiri ① 月山② 〔精 舍〕 チ ャ ンダ、 ギ リ 
Candagutta ① 〔比〕 チヤ ンタ、 、グッ タ ② 〔王〕 

チャンダ' グ ッタ， 旃陀掘 多， 梅 陀羅堀 多， 旃 

陀羅幅 多 ③ 〔殿〕 梅 陀掘多 
candaggaha 月 触 

Candatitta  〔傳 。 轉輪 王〕 チ ャ ンタ" テ イツ タ 
Candadeva  〔力士〕 チャンダ、 デ―ヴ 
Candadhara チャン タ、、 ダ、 ラ， 持 月 =シ ヴ祌 
candana チャン ダナ， 枏擅， 旃擅， 栴擅 香， 梅 

擅樹， 栴 木， 栴！" 寶材， 白檀 

Candana ① 〔比〕 栴 ② 〔佛 子〕 栴 き @  〔天 
子〕 栴擅 @  〔夜叉 祌， 天子〕 チャン ダナ， 旃 

陀那， 旃! > き ⑤ 〔傳 。王子〕 チャンダ' ナ， 扩 

©  〔村〕 チャン ダナ， 栴檀 ⑦ 〔殿 樓〕 チヤ 

ン ダナ ⑧ 〔經〕 栴 It  S  2 15 
candana-ganthi  ffjte 木 
candana-gandha  fr} 澶香 
c  a  n  d  a  n  a  -  g  h  a  n  k  a  樹枝 
Candanangalika  CM^ チャンダ ナン ガリ 力， 梅 

れカ « 伽梨迦 
candana-cunna  In 擅 抹香， 栴擅香 

Candanapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 梅 擅プ— ヂャ 

力 Ap  3 133 
candana-phalaka 格 の 

Candanamaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 チャン ダナ マ 

—リャ Ap  3  482 
candana-sara  #f 擅 香， 栴擅 精， 彬禎の 精， 裕 

MM 

candanika ドブ 池， どぶ 池， 泥沼， 汚水 溜， 糞 

尿坑， 沼澤 
Candano  〔經〕 栴擅 天子 S  40 11 


Candapadumasiri し文荼 長者の 妻〕 チャンダ、 パ 

ドウ マシ リー 
Candapaduma    〔迦旃 延の 母〕 チヤ ンダパ ドウ 
マ ― 

canda-pabha 月光 
Canda-passa  〔山〕 月邊 

Candabhaga,  Candabhagi,  Candabhagiya し i"f〕 
チャンダ パー ガー， チャンダ バーギ一， チヤ 
ンダ' パー ギヤ— 

Candabhanu  〔ヂャ ヴ王〕 チャンダ パース 

canda-mandala 月 輪 

Candamitta     〔毘婆 尸怫の 第二 比丘尼〕 チャン 

タ" ミッタ 一， 月 友 
Candamukha  〔王〕 チャン ダム 力， 月面 
candari  〔植〕 チャン タ、' リ ― 
canda-lekha 弦月 

し andavajja, し andavajji 〔上-匕」 チャン タ ヮ" ツチ 

ャ， チャンダ 、ヴ ッヂ， 栴陀 拔闍， 栴 檀跋閣 
cancia-vata 月 務 
canda-vatika 月 す务教 

CandavatI ① 〔拘 Mi 羅の 母〕 チャンダ ヴ ティ 一 
② 〔王女〕 チ ャ ンダ ヴテ ィ一③ 〔城〕 チャン 
ダヴ ティ 一， 有 明 
candasunya  parivattanti 曰 月 の 蓮轉す 
し andasena=Bhaddasena  〔王子〕 チヤ ンタ セー 
ナ 

candassa  kalapakkho 月 の黑 力、 
candassa  junhaoakkho 月の 白 分 
candassa  pabha 月の 光 

Canda ① 〔毘婆 尸佛の 第一 比丘尼〕 チ ャ ンダ' 
—，月 ② 〔尼〕 チ ャ ン ダ一， 月 ③ 〔ヒ ャダ' ッ 
シ一佛 の 母〕 チャンダ—， 月 ④ 〔妃〕 チャン 
ダ 、一， 月 ⑤ 〔緊 那羅の 妻〕 チャンダー， 月姬 

Candabha ① 〔梵天〕 月光 ② 〔傳。 轉輪 王〕 チ 
ヤン ダ'一 パ， 月光 

Ccindabha-jataka チャンダー ノく  • チ 'ャ 一タカ， 
月光 本 生物 語 J 135 

candabha 月の 光 

Candarama  〔僑 陳如佛 の 入滅 地〕 チャンダー ラ 
一 マ， 月 園 

Candikaputta  〔比〕 チャン ディ カーフ ッタ， 月 
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Candima 


子 

Candima  〔經〕 月 天子 S  2  9 

Candimant ① 〔祌〕 チャン ディマ— ② 〔 卜.〕 

candima-pabha  B 光 

Candimasa ① 〔天子〕 月 自在 ② 〔経〕 S  2 11 
candima-suriya 曰 月 

candimasuriyanaih  upakkueso 日月の IS  〔にし  1 

種； 雲， 霧， 烟塵， 羅猴〕 
Candima 月祌〜 月 天 
Candima  devaputto 月天ナ 
Candupama  〔傳 。 轉輪 王〕 チ ャ ン ドウ バマ 
Candupamam  〔經〕 月喩 S 16  3 
candupama 月喻 
Capada ひも 刻 者〕 チヤ パダ 
capala  ？?: 動， 浮薄， 動榣， 虚^, 輕薄， 輕騷， 

輕躁 なる 

capu-capu  〔食事の 音〕 チャプチャ プ， 唆 唆 
camara 牵牛, 楚牛， し库 J 牛 
camarl ① 筚牛， 楚牛 ② 〔鹿〕 チヤ マリ— 
campa=campaka  〔植， 花〕 チャンパ， 瞻波， 
瞻波迦 

campaka=cainpa  〔花， 樹〕 チャン ノ、 力， 素聲， 

旃© 迦， 瞻波 iS5， 瞻波， キン コゥ ボク 
Campaka ① 〔傳。 轉輪 王〕 旃簸迹 ② 〔都〕 チ 

ヤン パカ， 詹蔔 

Campakapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ①旃蔽 J^Q 
ブ ッ ビヤ Ap  3 136 ② チヤ ンパ 力 プ ッ ピ ャ 
Ap  3  343 
Campaka  CMJ チャンパ 力—， 詹蔔迦 
Campanama   〔供 留係佛 の 上足 尼〕 チャンパ ナ 

Campa ① 〔城〕 チャンパ—， チヤ ム パー， 瞻 
波， 8^: 婆 （D=Ka!acampa  〔町〕 瞻波 ③ 〔水 
路〕 チャンパ 一 

Campeyya  (D=Campeyyaka  〔龍王， 佛の 前生〕 
チャン ぺ ーャ， チヤンべ ツヤ， 10 波② 〔鍵 

度〕 瞻波 
campeyyaka し樹〕 チャンへ ツヤ 力 
Campeyyaka=Campeyya  〔龍王， 佛の 前生〕 

チャンべ ーャ 力， 瞻波 
Campeyyaka-vinayavatthu 瞻波律 事 


Campeyyakkhandhakci 瞻波犍 度 V  2  a  9 
Campevva-jataka チャンべ ツヤ • チヤ一 タカ, 

チヤ ンべッ ャ本 生物 語 J  506 
Campeyyanaga-cariya  〔經〕 チヤ ンぺッ -V 青 g の 

所行 Cp  2  3 
Cambutti  〔池〕 チ ャ ン ブ ッ ティ 
camma ① 皮， 膚， 皮膜， 革， 皮革， 獣皮 ② 栀 
camma-kaya 皮聚 
camma-kara 荜 職人 
cammakara-sippa 皮革 
Cammakkhandhaka 皮革 犍度 V  2  a  5 
camma-khanda  (T) 獸皮 ② 革 瓶 
camma-patta 皮 布 
camma-bandha 皮 紐 
camma-yodhin 装甲: K， 胸 甲兵 
Cammasataka  〔'g: 行お'〕 チヤ ン マサ一 タカ， 皮 

衣 

し ammasataka-mtaka チャン マサ一 タカ • チヤ 

—タカ， 皮衣!? 行^ 本 生物 語 J  324 
caya 積 土 
cara 密偵， 間諜 

し ara= し araka し 王」 チヤ ラ， 遮 維 
caraka 徘徊^,  f 良 察^ 
L-araka=Cara し： t_j チ ヤラカ 
caranti 行， 德行 
carana-teja 行 威力 
caranavant 有 行 
carana-sampanna 行 具 Jil 
carati ィ 了  < 
Cciranta 

cara-purisa 間諜， 密 fi't 

Cara-vagga 行 品 A  4 11  — 20 

carita ① 所行， 行， 步行 せる ② 行^?^, 性行 

n, 性格 あ' 

cariya,  cariya 行, 所行 
cariya ① 正 行， 行， 所行 ② 性行， 性格 
Cariya-katha 所行 論 Pts  3  5 
cariya-nanatte  nanam 所行の 種種相の 智 
Cariya-pitaka チヤ リャ— • ピ タカ， 所行 藏經 

〔小 部經の 一〕 Khmklaka 15 
cariya-vavatthane  panna 所行の 決定の 慧 


Cifica 


Carukkatta  〔村〕 チ ャ ル ッ カッタ 

cala 動， 動 博 

Cala  〔將 軍〕 チヤ ラ 

calaka 參謀， 元帥 

calani  〔鹿〕 チヤ ラニー 

calita 動搖， 動轉 

cakavaka (A)  =cakkavaka 鴛鴦， 鵞鳥 

caga 施， 捨， 施捨， 布施， 施與， 寄捨， 棄捨 

Caga  〔經〕 棄捨 A  8  〔附〕 

caga-cetana  dana 捨思 te 

caga-dhana 施 財， 捨財 〔七 W の 一〕 

cagavant 捨き お' 

caga-sampada 捨 具足 

caga-sampanna 捨 具足， 棄捨 具足 

cagadhitthana 捨 住處， 捨處 〔四 住處の 一〕 

caganussati   ^&隨念， 念 施， 念捨 

cagin 施捨 具足^ 

cati  土管 

catukammala 阿諛， 諂!^， 諮媚性 
し 5nakka=C5iiakka  〔婆」 チヤ 一 ナツ 力 
catuddasika 十四日 自恣， 十四日 布薩 
catuddisa  nara 四方の 人 
catuddisa  yati 行雲流水 

catuddisa  sarhgha 四方 僧， 四方 佾伽， 四方 儈 

圑， 四方に 行く  〔僧〕， 招提僧 
catubbeda 四吠陀 

Catuma  〔釋 氏〕 チャート ゥマ， 車 頭 
Catuma-suttanta チヤ一 トウ マ • スッ タンタ， 

車 頭 聚落 經 M  67 
catu-mahabhutika=catummahabhutika 
catumahabhutika  kaya 四 大種所 成 身， 四 大所 

成 身， 四 大所 造 の 身 
CatumaharajiKa  deva=Catummaharajika  deva 
Catuma  〔q〕 チヤ— トウ マー， 車 頭 
catumasa  〔祭」 チヤ 一 ト ゥ マーサ 
catumasapaccaya-pavarana 四 月 藥資具 謂 
caUimasini 李 節 祭 

catummahapatha 四 大道， 四衢大 街， 四衢街 

m, 四衢 iii， 四 衢路， 四 通の 公道， 十字路 

catummahabhutika 四 大所 成， 四 大所 造， 四大 
所屬， 四大 種， 四 大種所 成， 四 大種所 造， 四 


太より 成 り 

Catummaharajika-parisa 四天王 衆， 四天王 會， 

四 大王 衆 〔八 衆の 一〕 
Catummaharajika-bhavana 四天王 
Catummaharajika  deva 四 大王 衆 天， 四 大王 

天， 四 王 天， 四大天 王， 四天王 
catuvanni-suddhi 四姓 淸? 
Cathamangana  〔池〕 チヤ一 タ マンガナ 
uanakka=Lvanakka  〔お〕 チヤ一 ナツ 力 
i„ anavela=  Tanaveli  Cfn'^J チヤ ーナ ヱ— フ 
Canura  〔力士〕 チヤ一 ヌラ 
capa 弓 

capa-lasuna チヤ 一 ハ示 ソ 亍、 

capalya  fPiJ^- 

Capa  〔尼〕 チヤ ーパ— 

Capala  〔廟〕 チヤ— パーラ， 遮 波羅， 遮 婆羅， 

遮頗羅 

Capala-cetiya 遮 波 羅廟， 遮波羅 支提， 遮婆羅 

塔， 遮 頗羅祠 堂 
Capala-vagga 遮 婆羅品 S  51 1-10 
camara 拂チ 
carika 遊 打 

carittaiii  apajjati 邪- を 行 ふ 
caritta-sila 作 持 flx 
Cala  〔比〕 チヤ— ラ， 遮羅 
calani  gfj 

Cala ① 〔尼〕 チヤ— ラ—， 遮羅② 〔プ ッ サ佛 
の 第一 比丘尼〕 チヤ ーラ— ，動 ③ 〔ス マナ 佛 
の 信女〕 チヤ 一 ラ—， 動 @  〔經〕 遮羅 S  5  6 

Calika ① 〔國， 邑〕 チヤ— リカ— ② 〔山〕 

Cavala  〔山〕 チヤ ーヴラ 

cikisa(A),  cikisaka(A),  cikicha(A) 療院 

cikkhalla 泥 地 

cingulaka 風車， 風車 戲， 風車 遊び 
ciccitayati  ciiicitayati 〔、ン ュ ッシュ ッ と ？, j| 發 づ— 
る 音〕 チチ チチ， チ ツチ タチ ティ チタと 音 を 
發す， 沸騰し 火烟を 出す， 沸騰す 
cifica  〔樹〕 チン チヤ 

Cinca-Manavika=Cinca  〔外逍 女〕 チン チヤ マ 

ーナ ギカ—， 旃闍 那祇 

し incS= し ificarrulijaviKS  〔外; iiTic _J チン チヤ—， 
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Citaka 


旃闍， 栴闍， 稱遮 

citaka 火葬 堆， 火堆， 竊， 香 接， 葬堆， 塚 
Citakanibbapaka    〔比丘の 譬喩 經〕 チタ カニッ 

パーパ 力 Ap  3  460 
citaka-pQjaka 塚の 供 富 

Citakapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 チタ カフ— ヂャ 

力 Ap  3 116,  253,  277 
citantaramsa 兩 |1 の 間充實 〔三十 二相の 一〕 
Citapujaka     〔比丘の 譬喩 經〕 チタ プ— ヂャカ 

Ap  3  291，  374,  459 
CitapQjaka-vagga チタ カフ 一 ヂャカ 品 Ap  3 

：291〜300 

citta ① 心， 意 （D=citra 緒畫， 給， 畫， 采; 色 

Citta ① 〔比〕 チ ッタ， 質 多羅， 象 首 = 象舍利 
J- ② Off 陀羅の 子， 佛の 前生〕 質 多 ③ 〔居 
士， 塞 中の 智慧 第一〕 チ ッタ， 質 多， 質 多 
羅 ④ 〔ス ヂャ ータ 沸の 信士〕 チ ッタ⑤ 〔番 
卒〕 チッタ Cittaka  〔鹿〕 チック ®= 
Cittaraja  〔夜叉〕 チ ッタ⑧ 〔山〕 チ ッタ⑨ 
〔宮殿〕 チ ッタ⑩ 〔浴 池〕 チ ッ タ ®  〔橋 陳如 
佛の 塔廟〕 チッタ ®  〔經〕 心 S 1 6：^ 

citta-adhipati 心 JW 上 

citta-anatura  '匚ゝの無^!^ 

cittam  passambhati 心 輕' 女な り 

cittam  samadhiyati 'し 疋 をず 導 

Cittaka ① 〔比〕 チッ タカ ② ==Citta  〔ひお〕 チ 
ッ タカ， チ ッ タ鹿 

citta-kathika 妙說 

citta-kathin 巧說 打 

citta-kamma 

citta-kammannata 心 適業 性， 心 適應化 1: 
citta-kara 縫師， 畫ェ， 畫師， 間' 刻 師 * 
citta-karaka 畫ェ， 畫師 

Cittakuta ① 〔山〕 チッ タク一 タ， 心 峰 ② 〔樓 

fO チッ タク ータ 
Cittakutalata  〔園〕 チッ タク一 タラタ一 
ciltakkhara 美 字 
cittakkhepa  si し こ、 

Cittagutta  〔比〕 チッ タグ ッタ， 護 心， 心 護 
Cittacula  〔龜〕 チ ッタチ ユーラ 
citta-cetasika  'i1、'i1、/Vt 

( 


citta-cetasika  dluimma   ,ll、'll、 所 法 
cilta-ja=citta-samutthana 心 生 
ciltaja-rupa=cittasainutthana-rupa  'ら 生色 
cittatthiti=cittekaggata  ,ll、lh， 'し、 住 
Cittatthiti-katha 心 住 論 KV  2  7 
Cittadassin  〔王〕 チッタ ダ、 ッ シ一 
Citta-duka 心 二 法 Duka  56 
cittaduka-kusalatlika  <ll、 二 法-"^: 三 法 Duka-tika 
65 

cilta  dhamma  'し、 法 
citta-nimitta 心、 のお I 
citta-niyama 心 決定 

cittapaccava-aharasamutthana 心、 緣 食え 争 起 
cittapaccava-utusamutthana  ,|1、錄;8^&1」等起 
citta-patibaddha 心禁 屬， 心に 縛せられ たる も 

の， 心に 依き 専 せらる 
citta-payoga  'し 加 tl 
し lUapariyadana-sutta  ,ll、fif- 經 
citta-passaddhi 心輕 安， 心の 輕安 
し' iU; い pagufifia ほ 心 練達 性， 心 正 性 
citlapatall    QM^ チッ タパ一 タリ一， チ トラパ 

一 タリー， 蘇 質 W 邏波 吒羅， 灰 彩色: お 

citta-parisuddhi 'し、 淸!^ あ 心 遍? せ 
ciUa-bhavana 心修 習， 心修， 心の 修習 
cilla-muduta 心 柔軟性， 心 軟性 
Citta-yamaka 心雙 論， 心雙， 雙心論 Y  8 
Cittaratha  〔園〕 チッ タラタ 
Cittaraja  (p=Citta  〔夜叉〕 チッ タラ— ヂャ ② 
〔祠〕 

cittalata  〔械〕 チッ タラタ一 
Cittalata  〔園〕 チッ タラタ一， 心蘿， 心羅 
CiUaki ほ- vagga チッ タラ ター 園 品 Vv 18〜28 
Cittalata-vana 心蘿園 

Ciltalata-vimana チッ タラタ 一天お \,v  75 
Cittala-pabbata  〔精 舍〕 チッ タラ 山 
citta-lahuta 心輕快 性， 心 輕件： 
Citta-vagga  '匚、 品 Dhp  3  vv  33〜4；3 
citta-vipatti 心缺損 

citta-vipariyesa,  citta-vipallasa  'し、 顚倒 
citta-vippayutta 心ィ、 相應 
citta-vippayutta  dhamma 心-小 相應法 

) 


Cittahattha 


citta-vimutta 心、 解]^ 
citta-vimokkha 心、 解 1 せ 
citta-vivatta 心、； II 轉 
citta-vivatte  nanarh 心、':！^ 轉の 1? 
citta-viveka 心 離， 心 遠 離 
citta-visamsattha  dhamma  'し、^、  fn¥l 法 
citta-visuddhi 心淸淨 〔七 淸淨. の 一〕 
citta-visuddhi  pansucldhi-padhaniyangam 心 

淸 ほ'. 淸雜- お 〔/L 淸 勤 支の 一〕 
citta-vupakasa 心 寂滅， 心 遠 離， 心の 閑靜 
citta-vodana  satta  visujjhanti  'lL、f せまる 力、 故! ■ こ 

衆生 淨 まる 
citta-vvanjana  3p| 文 

cittasamkilesa  satta  samkilissanli 'し、 染せら る 

るが 故に 衆生 染 せらる 
Citta-sarhyutta チッタ • サン ユッタ， 質 多 ffl 應 

S  41 1〜10 
citta-samsattha 心倶 H-:, 心 ffl 雜 
Cittasamsattha-duka 心 tfl 雑 二 法 Duka  59 
cittasamsatthaduka-kusalattika 心、 や n 菊 二 法 善 

王法 Duka-tika  68 
cittasamsattha  dhamma 心 tf1 雜法， 心 供 住 法 
cittasamsattha-samutthana    '|1、 俱住等 起， 心 相 

雜等起 

Cittasarhsattha-samutthana-duka 心 相 雜等起 

二 法 Duka  63 
cittasamsattha-samutthanaduka-kusalattika 心 

相 雜等起 二 法 善 三 法 Duka-tika  72 
citta-samsattha-samutthana  dhamma 心、 ネ目雜 等 

起 法， 心 倶住等 起 法 
Cittasaihsattha-samutthana-sahabhu-duka  ,し、 

相 雜等起 倶有ニ 法 Duka  64 
cittasamsattha-samutthanasahabhuduka- 

kusalattika 心 相 雜等起 倶有ニ 法 善 三 法 

Duka-tika  73 
citta-samattha-samutthana-sahabhu  dhamma 

心 相雜等 起俱有 法， 心 相 雜等起 俱在法 

Cittasarhsattha-samutthananupanvatti-auka 

心 相 雜等起 隨轉ニ 法 Duka  65 
cittasarhsattha-samutthananuDarivaitiduka- 

kusalattika 心 相 雜等起 隨轉ニ 法 善 三 法 


Duka-tika  74 
citta-samsattha-samutthananupanvattm 

dhamma 心 相 雜等起 隨轉法 
citta-sankhara  ,ll、TT 

Citta-saiigaha-vibhaga 攝心 分別 Abhisang 1 
citta-santati  'il、 相,:',"； 
citta-samangm  'll、 具足 
cittaC-samadhiJ  'し 〔定〕 

cittasamadhi-padhanasarhkhara-samannagata 

iddhipada 心 三 寧 地 勤行 成就 神 足， 心 三 摩 地 

勝 行成 就祌足 〔四 神 足の 一〕 
citta-samutthana 心 等 起 
cittasamutthana-kalapa  'し、 孝? lis 聚 
Cittasamutthana-duka 心 等 起 二 法 Duka  60 
cittasamutthanaduka-kusalattiKa  'し、 -if- 起 も： 

三 法 Duka-tika  69 
citta-samutthana  ahamma  'し、 等 起 法 
cittasamutthana-rupa  ,匚、 等 起 色 
citta-sampada  'し、 具足， 心 圓足 
citta-sampayutta 心 相應 
Cittasampayutta-duka 心 相應ニ 法 Duka  58 
cittasampayuttaduka-kusalattika  'll、tfj 應 二!: £ 善 

三 法 Duka-tika り/ 
citta-sampayutta  dhamma  '11、相應法='|1、戶；1"法 
Cittasambhuta-jataka チッタ サン ブータ ，ギヤ 

—タカ， 質 多 三' ネ陀本 法 物語 J  498 
Cittasahabhu-duka 心、 倶有ニ 法 Duka  61 
cittasahabhuduka-kusalattiKa 心 俱有ニ 法 = ^二 

法 Duka-tika  70 
citta-sahabhu 心倶 在， 心倶有 
citta-sahabhu  dhamma 心俱在 法， 心、 俱有法 
Cittasena  〔犍闥 婆〕 チ ッタセ ーナ， 支 多羅 斯那 
cittassa  annathattam  'し の變異 
cittassa  adharo  'し、 の 依 持 

cittassa  upakkileso 心の 隨煩 惱， 心の 穢， 心穢， 

心の 汚濁， 心隨 煩お； 
cittassa  ekaggata  'll、 一 境 1 生， 一' し 
cittassa  nimittam  'し、 の 相 
cittassa  parikkharo  'し、 の * 具 
Cittahattha-sariputta    〔比〕 チッタ ハッタ サ一 
リブ ッタ， 象 首舍利 弗， 質 多羅 象舍 利子， 質 
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Cittahatthi 


多羅 象 舍利弗 
Cittahatthi-sariputta=Cittahattha-sariputta 

〔比〕 

Cit ほ① 〔尼〕 チッ タ一， 心② 〔ソ一 ビタ怫 の 
信女〕 チッタ —③ 〔尸 棄佛の 信女〕 チッ ター， 
心 ④ 〔女〕 チッ ター， 思惟 ©=Umm5cla- 
citta  〔マッタ カラ一 王女〕 チッ ター， K 多 

cittagara  $ き 畫'; g 

Cittagara-vagga 畫堂品 V 1 b  4,  41〜50 
cittanupanvatti  'll、 隨轉 

Cittanuparivatti-duka 心 隨轉ニ 法 Duka  62 
cittanupanvattiduka-kusalatnka  , し、 隨轉ニ 法: ぎ 

三 法 Duka-tika  71 
cittanupanvattm  dhamma  ,し、 隨轉法 
cit ほ nupassanS  '匚、 隨 觀 
cittanupassana-satipatthana  'し 隨觀 念隨 
Cit ほ rammapa-katha  'L、 所 緣論 KV  5  7 
cittiKata-dana 至, し 施 

cittiddhipada 心神 足 = 心 三 ，地 勤行 成就 祌足 
ciltujukata 心 端 直 性， 心 直 性 
cittuppada 心 生， 心 生起， 發心 
Cittuppada-kanda 心 生起 品 Dhs 1 
cittuppada-pariyaya 發' し、 の 法 門 
cittekaggata=cittassa  ekaggata   一 'L、,  ,ll、 一 境 
性 

cittena  cintitam  'll、 の 所思、 

cittena  loko  niyyati  jit は' ll、 に 導 力、 る 

citra=citta 彩色, 縫畫 

citrapatali==cittapatali,   patali  〔fi' し チ ト ラバ 

—タリー 
citrupahana お腹 
Cinata  〔？ 可〕 チ ナタ一 

Cinta ① 〔經〕 思 S  56  8 ② 〔經〕 思惟 S  56  41 
cinta-kavi 思 5- 寺 人 
cin ほ -maiji 如意 寳 

Cin ほ mam  〔園 林〕 チン タ— マ 二， 如意 齊珠 
cin ほ- mays  panna 思 所 成慧， 思 所 成の 慧 〔三 

慧の 一〕 
cintin 思惟お 
cimilika チ ミリ 力 布 
cirarh  jiva 老 * 


Cirakata-sarana-panho 久遠 所作 憶念の 問 Mil 

2  〔6〕 10 
ciratthitika 久住 
cira-pabbajita 久 修行者， hM 
Cirappa  〔傅 。 轉-輪 王〕 チ ラッパ 
Ciravasin     〔パ ドラ ガカ 聚落 主 の 子〕 チ ラ ヴ 一 

シー 

cirita  mm 

cilimiKa 
cillma  ft/] 
cillaka  {Mim 

cina  〔布〕 チ— ナ， 支那 

Cina  〔國〕 チ— ナ， 支那 

cinaka ① 〔植〕 チ —ナカ ② 支那 豆 

clna-patta 支那 布， 支那 製の 布 

Cinamala  〔傳。 轉輪 王〕 チーナ マ— ラ 

Cira  〔池〕 チ一ラ 

clraka-vasika 皮衣 刑 

Cira-matika  〔水路〕 チー ラマー ティカ 

cirilika  M 蛑 

civara 衣， 衣服， Ji お， 法衣 
Civara  〔塔 廟〕 チー ヴラ， 法衣 
Civaram  〔經〕 衣 S 16 11 
civarakara-samaya 作 衣 時 
civara-kala,  civara-kalasamaya 衣 時 
Civarakkhandhaka 衣犍度 V  2  a  8 
Civaragumba  〔精 舍〕 チ―ヴ ラグ ンパ 
civara-cetapana 衣料 
civaradana-samava 施 衣 時 
civara  duvidha 衣の 二種 
civara-dussa 衣材 
civara-patiggahaka 受 衣 人， 納衣人 
civara-pativisa 衣 分 
civara-palibodha 衣 執 持 
civara-paviveka 衣 〔ヌ斤 生染〕 の 遠 離 
civara-bhajaka 分 衣 八 
clvara-rajju 衣 綱， 衣 繩 
civara-lesa 衣 似 
civara-vamsa 衣架， 衣懸 
cTvara-vaddhaka 裁縫師 
civare  pariyayo 衣 法 
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Culla-vagga 


cunna 細 末， 粉， 粉抹， 洗 粉， 細麵， 粉藥 
cunna-pinda ① 團子② 粉藥塊 
cunna-bhesajja 粉藥 
Cunnasala   〔地名〕 チュン ナサ一 ラ一 
cuti 死， 死沒 

cuti-carimaka 死 を 最後と する 〔I  1:1 入 息〕 
cuti-citta 死' し， ytr^'L> 
cutupapatti 死生 通 
cutupapata 歹匕 も， もタ匕 
cutupapata-nana 々匕 生智 
cuditaka 被 呵責 人， 被 呵責 荇 
cudita  bhikkhu 被 難詰 比丘， 諫誨 せられた る 
比丘 

cuddasa  knandhaka-vattani 十四 義 T 务 
Cuddasa-nipata 十四 渴集 〔長老 偈經〕 

Thag  645-672 
cuddasa  buddna-nanani 十 佛智 
cuddasa  bnattani 十四 食 

Cunda ① 〔舍利 弗の 弟， 沙彌， 比〕 チュン ダ， 
周陀， 純陀， 周 那= 大周那 〔譬喩 經〕 Ap  3  50 

②  〔鍛工 子〕 チュン ダ， 准陀， 純陀， 淳陀 

③  〔王子〕 チュン ダ、， 准陀 ④ 〔經〕 純陀 S 
47 13 ⑤ 〔經〕 周陀 A 10  24 ⑥ 〔經〕 淳陀 
A 10 176 

Cundaka  〔比〕 淳陀， 准陀 
Cundatthila  〔地名〕 チュン タ、、 ッテ イラ 
Cunda-sutta 淳陀經 Sn 1 5 
Cundi  〔頻 毘娑羅 王女， 夷〕 チュン ディ—， 准 
提， 准陀 

L.ullakancakunda=Khuddakancakunda し タミ 

ラ人〕 チュッ ラカン チヤ クンダ 
culla-kappa 小 劫 

し ullaKammasadamma し 村」 'ト カンマ一 サタン 
マ 

Cullakasetthi-jataka チ ュッラ カセッ ティ • チ 

ャ —タカ， 周 羅肘官 本 生物 語 J  4 
Cullaka-setthin  〔佛の 前生〕 チュ ッラカ セッテ 

ィ， 小財官 
Cullakalinga  〔王子〕 小 迦陵誠 
Cullakalinga-jataka チュ ッ ラカー リ ンガ • ナヤ 

—タカ， 小迦陵 読 王女 本 物語 J  301 
Cullaka}a  〔|1|〕 小黑 


Cullakunala-jataka チュ ッラク ナーラ • チヤ一 

タカ， 小 郭公 本 生物 語 J  464 
CuUakunala-vagga 小 郭公 品 J  341-350 
Cullagallaka=Gaggala    〔精 舍〕 チュッ ラガッ 

ラカ 

Cullatundila  〔豚〕 チュ クラ トゥン ディ ラ， 小鼻 
Culladaddara  〔龍〕 チュ 'クラ ダ、 ソ ダ' ラ 
Culladhanuggaha  〔賢 #〕 チ ュッラ ダ、 ヌ ッ ガリ、， 
小 弓 取 

Lulladhanuggaha-jataka チュッ ラタ、、 ヌッ カノ、  • 
ヂャ— タカ， 小 弓術 師本 生物 語 J  374 

Culladhanuggaha-panciita=L.ulladhanuggaha 
チュッ ラダ、 ヌッガ ハ • パンディ タ， 小 弓術 師 
賢者 

Culladhammapala-j ataka チュ ッ ラタ ン マハ一 

ラ* ヂャ— タカ， 小 護法 王子 本 生物 語， チュ 

ーラ ダン マ パーラ 本 生 話 J  358 
CuUanandika  〔女〕 チ ュッラ ナンディ 力一 
CuUanaga  〔渡〕 チュッ ラナ一 ガ 
し ullanSra(lakassaDa-iataka= し ullanSrada- 

jataka チュッ ラナ一 ラタ 、、力 クサ パ*ヂ ヤー タ 

力， 小 那羅陀 苦行者 本 生物 語 
L.ullanarada-jataka チュッ ラナ一 ラタ • チヤ一 

タカ， 小 那羅陀 苦行者 本 生物 語 J  477 
Cullantevasika    〔周 羅紫特 の 前生〕 チュッ ラン 

テー ヴ一 シ 力 
し ullapaduma-jStaka チュ ッラノ 、ドウ マ • チヤ 

一 タカ， 小 蓮華 王 本 生物 語 J 193 
Cullapantha  〔f^ 舍〕 チ ュッラ パン タ 
Culla-panthaka=Cula-panthaka    〔比， 化 作 第 

一， 心解']^^第ー〕 朱 利^ 特， 周 利^ 特， 周羅 

藥特， 周羅， 陀， 周羅半 託迦， 朱荼半 託迎， 

小路 

し. ullapalobhana-jataka チュ ッ ラノ、  口  —  ノ、 ナ • 

チ' ヤー タカ， 小 誘惑 本 生物 語 J  263 
CuUabodhi-jataka チュッ ラホ一 アイ • チヤ一 

タカ， 小 菩提 童子 本 生物 語 J  443 
Cullamatika  〔村〕 チュッ ラマー ティカ 
Cullalohita  〔牛〕 チュッ ラロー ヒタ， 小 赤 
Culla-vagga= し 0!a-vagga  /|、 品 ①〜 丄 1) 丄〜 
12 ② A  3  41〜5() ③ U(l 7 ④ Sn  2 ト 11 
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Cullasuka 


©  Pv  3 

CuUasuka-jataka チュ ッ ラス 力 • チ * ャ一 タカ， 

小 鸚鵡 本 生物 語 J  430 
し ullasutasoma-jStaka チュッ ラスタ ソ一 マ • チ 

ヤー タカ， 小 スタソ 一 マ 王 本 生物 語 J  525 
Cullasubhadda ① 〔給 孤獨の 女〕 チュッ ラス バ 

ッダ、 ―， チュー ラス パッダ '―， 小善 賢 ② 〔象 

王妃〕 小^ 賢 
culla-sotapanna 小須 |;'tJii 

し ullahamsa-jataka チュ ッ ラノ、 ンサ • チヤ一 タ 
力， チ ュッラ ハン サ本 生物 語， 小鵞本 生物 語 
J  533 

cullaslti-mahakappa 八十 四大劫 
CalafiganiyaCpitthO  〔戰 場〕 チュー ランガ ニヤ 
〔ビッティ〕 

Culanaga-pabbata  〔精 舍〕 チュー ラナ ーガ山 
し iila-Anathapip(jlika= し Q}anathapipdika し 長 
ro チ ユーラ アナ一 タヒ ン ディ 力， 小 給孤獨 
Culaassapura-sutta チ ユーラ アツ サフラ • スッ 

タ， 馬 邑小經 M  40 
Cujaka  〔比:） チ ユーラ 力 

し iilakammavibhafiga-sutta チュー ラカン マ ヰ' 

ヴンガ • ス クタ， 小 業 分別 經 M 135 
Cuja-kokanada  〔天女〕 小 紅蓮 
Culagalla  〔精 舍〕 チ ユーラ ガッラ 
Cujagavaccha  〔比〕 チ ユーラ 力'、 ヴ ッ チヤ 
Culagopalaka-sutta チュー ラコ一 ノ、 ーラカ • ス 

-7 タ， 牧牛 荇小經 M  34 
Culaeosinga-sutta チュー ラコ一 シン ガ • スッ 

タ， 牛角 林小經 M  31 
Cula-cunda=Cunda  〔舍利 弗の 實弟〕 周 羅純陀 
i^ulaianaka-jataka チュー ラ チヤ ナカ 》チ ヤー 

タカ， 小ヂャ ナカ 王 本 生物 語 J  52 
し ii!ataijh§isaiikhava-sutta チュー ラタ ンノ、 ーサ 

ンカャ • ス ッタ， 愛 盡小經 M  37 
し Qladukkhakkhandha-sutta チュー ラ ドウ ッカ 

カン ダ • ス ッタ， 苦 蕴小經 M 14 
Culadeva  〔相承 比丘〕 チュー ラデー ヴ， 周羅提 

婆 

し iilaahammapSla-j5taKa= し ulladhammapala- 
iataka チュー ラタ 、、ン マ パーラ 本 生 話 


し flladhammasamadana-sutta チュー ラタ ンマ 
サマー ダ―ナ • ス ッタ， 得 法小經 M  45 

Cula-nandiya し 猿〕 小 ナンディ ャ 

Culanandiya-iataka チュー ラ ナンティ ャ》 チヤ 
—タカ， 小 ナンディ ャ猿本 生物 語】 222 

Cuknaga ① 〔ft| 承 比丘〕 チュー ラナ一 ガ, 專 

那伽， 小龍② 〔比〕 チュー ラナ— ガ， 小 龍 

®=KhujjanSga  〔王〕 チュー ラナ一 ガ 
Culanaf^a-lena 小 
Culanaj^a  〔尼〕 チュー ラナ— ガ— 
Cu}a-niddesa チ ユーラ ニッデ ーサ， 小義釋 〔小 

部經の 一〕 Khuddaka 11 2 
CulanI  (J)=Brahmadatta    C:Ej チュー ラニー 

② 〔人〕 

Colanl-Brahmadatta  L  1:  J チュー ラニー  • フラ 

フ マ タ'、 ッ タ 
culantara 小中雙 

Cula-panthaka=Culla-panthaka し 比〕 チュー 
ラ パン タカ， 朱 利 槃特， 朱 荼半託 iLn， 周 利^ 
特， 周 梨^ 特， 周 羅^ 特， 周羅 紫陀， 周羅半 
託 i& 小路 〔譬喩 經〕 Ap  3 14 
Culapindapatika-Tissa  〔比〕 小 乞食 帝須 
Culapunnama-sutta チュ 一ラフ。 ンナマ • スッ 

タ， 滿月' j 、經 M 110 
CQlabodhi   〔仙， 佛の 前生〕 チュー ラボ— ディ 
Culabodhi-cariya   〔經〕 チュー ラボー ディ の 所 
行 Cp  2  4 

Culamaluiikya-suttanta チュー ラマ一 ノ レンク 

ャ • スッ タンタ， 摩羅 逝小經 M  63 
Culayamaka-vagga チュー ラャマ 力 • ヴッ 力， 

雙 小品 M  41-50 
Ctila-ratha-vimana 小 車大宮 Vv  d3 
し ii!arahulovada-sutta チュー ララ 一フロー  ヴ一 

ダ' • ス ッタ， 敎羅猴 羅小經 M 147 
Cula-vamsa    〔書〕 チュー ラヴ ンサ， 小 王統 史 

Cv  37 〜： L01 
し tila-vagga=v_^ulla-vagga 
Culavapiya  〔村〕 チュ一 ラヴ一 ピャ 
Culavitthi  〔精 舍〕 チ ユーラ ギッティ 
Culaviyuha-sutta 小 集積 經， 小 積集經 Sn  4 12 
Culaviyuhasutta-niddesa 小 集積 經の 義釋 

MNd 12 

Colavedalla-sutta チュー ラヹー タツ ラ • スッ 
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タ， 有 明小經 M  44 
Cukvyuha-suttanta 小 積 集經， 小 集積 經= 

し Qlaviyuna-sutta 
Cuja-sarhgama  〔早」 小靜 、' 3 1 二 
Culasakuludayi-sutta チュー ラサ ク ノレ タ、 、一ヰ • 

ス ッタ， 善 生優陀 爽小經 M  79 
Culasaccaka-sutta チュー ラサ ツチ ャカ • スッ 

タ， 薩遮 迦小經 M  35 
Culasaropama-sutta チュ一 ラサ 一口 一 クミ マ • 

ス ッタ， 心材 喩小經 M  30 
Culasiva,  Cuiasiva  〔比， 相應 部師〕 チ ユーラ 

シヴ， 小 尸 婆， 小シー ヴ 
cula-siia 小敢 

し iijasihanada-sutta チュー ラシ一 ノヽナ 一タ • ス 

ッ タ， 師子 吼小經 M 11 
Cujasugandha    〔比丘の 譬喩 經〕 チュー ラス ガ 

ンダ、 Ap  3  547 
し Qjasufifiata-sutta チュー ラスン ニヤ タ • スッ 

タ， 空小經 M 121 
Culasutasoma  〔仙〕 チュー ラスタ ソ一 マ 
し iilasutasoma-jataka=Cullasutasoma-jataka 

チュー ラスタ ソーマ • ヂ 'ヤー タカ 
Cala-Subhaclda=Cullasubhadda  〔給 孤獨の 女， 

夷〕 チュー ラス パッダ '―， 小^ 賢， 小 須跋陀 
Cuk-Sumana  〔比〕 チュー ラス マナ， 周 羅貌摩 

那 

Cula-sumana  〔尼〕 小 須摩那 

Culasetthi-petavatthu 權商鬼 事 Pv  2  8 

し filahatthipadopama-sutta チュー ラノ、 ツァイ 

パ ドー パマ • ス ッタ， 象跡喩 小經， 小 象跡瑜 

經 M  27 

Cu ほ n5thapinaiKa=Ci3la-An5thapii;^lika  Cm 

お〕 小 給孤獨 
Culanathapindika-Tissa  〔比〕 小 給 孤 獨帝须 
Culabhaya ① 〔相承 比丘〕 チ ユーラ— バヤ， 周 

羅 婆耶， 小無畏 ② 〔王〕 チュー ラ —バヤ 
cula-mani 寶冠， 臂寳珠 

Culamani-cetiya チュー ラ 一 マ 二 チェ一 ティ 

ャ， 键寳 珠の祠 
Culodara  〔龍〕 チュー ローダ、 ラ， リ、) 
Cecca し 王 J チェ ツチ ャ 


Ceta=Ceti し iS1〕 チュー タ 
cetaka 小德 

Cetaka  〔比〕 チ-  — タカ， 制多^!!] 
cetakedu  iMj チュー タケ 一 ドウ 
cetana 思 

Cetana  〔經〕 思 S 12  38〜40  ；  25  7  ；  26  7  ；  27 
7;  A 10  2； 11 2 

cetana-kamma 思案 
cetanabhabba 思 不能 〔i^〕 

Cetanalakkhana-panho 思の 特 相の 問 Mil 2 

〔3〕 11 
cetanahara 思 食 = 意思 食 
Cetaputta  〔人〕 チェ一 タブ ッタ 
cetayita 思已， 所思 
cetasa し iljj チェ ータサ 
cetasa  suparicitam 意 を 以て 積 習せられ たる 
cetasika ① 心的， 心の， 心に 屬 する ② 心 所， 

心に; M す， 心に 屬 する もの 
Cetasika-katha 心 所 法論 KV  7  3 
Cetasika-duka 心 所 二 法 Duka  57 
cetasikaduka-kusalattika 心 所 二 法 善 三 法 

Duka-tika  66 
cetasika-dukkha 心 苦， 心の 苦， 心中の 苦 悶 
cetasika-dukkha-vedana  '匚、 の- ビず 受， 'し、 舌 受 
cetasika   dhamma=cittasampayutta  dhamma 

心 所 法 
cetasika  pagabbhiya 心 傲 
cetasika  viriya  '匚、 の 進 

cetasika-vedana 心受， 心的 受， 心に 屬 する 受 
Cetasika-saiigaha-vibhaga 攝' しゝ所 分別 

Abhisang  2 
cetasika  sukha 心の 樂， 心樂 
cetaso  adhitthanaiii 心の 取: 甚:， 心の 攝受， 意 

の攝受 

cetaso  abhiniropana 心の 專精 

cetaso  avupasamo   '匚、 の 非 寂 jl-.,  'll、 不叔靜 

cetaso  aghato 心の 嫌 恨 

cetaso  arakkho  ,ll、 の 守護 

cetaso  upakkileso 心隨 煩' I お， 心穢， 心の 竊， 

心の 隨 ffi'l お， 心の 汚淘 

cetaso  ekodi-bhavo 心專 一， 心 一 趣 性， 'し の 一 
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趣 性， 心の 一 境 相， 心の 專ー性 
cetaso  pasado  'し、 の 清?" 麥 

cetaso  llnattam=thina  ,ll、 の 退き 7, 心、 退 縮， 'し 
昧 劣性 

cetaso  vikkhepo  (D=uadhacca 心 散 肉 L ② 'し、 衝 L 

Cetaso  vinibandha  〔經〕 心 縛 A  9  72,  82，  92 

cetaso  vinibandho   'しの 束縛， 'し、 お し iAj 

cetaso  vivaram 心の 離 障 

cetaso  vupasamo  'し、 靜， '匚、 の 止 

cetaso  saragam  'し、 の染- A: 

Ceta  〔比 豆 梨の 嫁〕 チューター 

Cetali  〔村〕 チューター リ 

Cetavi  〔村〕 チューター ヰ' 

Ceti=Ceta  〔阔， 十六 大國の 一〕 チュー ティ， 

支提， 枝提， 制 底 
cetiya ① チ-— ティ ャ， 支提， 制 多， 塔廟， 
靈祠， 祠堂， 祠廟， 塔， 墓所， 廟塔， 記念 塔， 

舍利廟 ② 〔樹〕 支提 
Cetiya ① 〔國〕 チュー ティ ャ ② 〔王〕 チ -  — 

ティ ャ， 徴 ③ 〔山， 精舍〕 チェ— ティ ャ， 支 

提， 支提耶 ④ 〔經〕 塔 S  51 10 
cetiya-ghara 舍禾 Ij 堂 
cetiyangana 塔 廟の廷 
cetiya-carika 廟の巡禮？^ 

し etiya-jataka チェ 一 ティ ャ《 チヤ 一 タカ, 支 

提王本 生物 語 J  422 
Cetiya-pabbata  〔精 舍〕 支提 山， 支提耶 山， 支 

帝耶山 

し etiyapaobata-papggahapa 支 山の 受納 Dv 

14，  2  ；  Mv 16 
cetiya-puja 支 提供 養 
cetiya-rukkha 神 廟樹 
cetiya-vandana 支提 祥 
Cetiya 〔- vada〕 〔部 派〕 制 多 〔山〕 
Cetiya  〔夜叉 女〕 チュー ティヤー 
ceteti 思量す 
ceto  'し 想， '匚、 

ceto-khila 心 栽， 心の 荒野， 心 蕪 〔五 種〕 
Ceto-khila  〔經〕 心 栽 A  9  71 
Cetokhila-sutta チェ 一 トー キラ *ス クタ， 心 荒 
野經 M 16 


ceto-dukkha 心の 苦， 心 苦 
ceto-panidhi 'し、 願 
Cetoparicca  〔經〕 心 S  52 14 
ceto-pancca-nana=cetopanyava-nana    'し、 を Xfl 

るの 智 S, 他心 智 
cetopariya-nana 解 心智， 他心 t?, 他心 通， 心 

差別^, 心證 解智， 他心 を 知る 
ceto-pariyaya 心の 習性， 心 差別， 他心 を 知る， 

他心 智 

cetopariyaya-iddhi  'll、 差別 神 通， 'L、 差別 通 =心 

差別 智， 他心 通， 他心 智 
cetopanyaye  nanam=cetopariva-nana 他' C/fi', 

他心 通， 心 差別 智， 心證 解き i'， 他心 を 知る， 

解心智 

ceto-parivitakka 心の 戶；] "念 

ceto-pharanata 心 遍滿， 心 遍滿性 〔五 正定 支の 
一〕 

ceto-vasin  'し 自在， 'し の 自在 
ceto-vasippatta 心、 の 自在 を 得た る， '|1、 自在お 
ceto-vimutti 心 解脫， 心 解脫者 
ceto-vimutti ca  panna-vimutti ca    'し、 角徘 J; と慧 

解脫 

cetovimutti-phala 心ゝ解！！^と果 
ceto-vivatta  退轉 
ceto-vivatte  nanam 思 退 # の智 
ceto-vivaddha-kusala  ,L、 解 脫善巧 
ceto-vivarana  'll、 の離盖 
ceto-samatha 心 寂 止， 心靜 止， 心の 安息 
ceto-samadhi  'll、 三昧， 三昧' し、 
ceto-sukha 心の 樂， 心樂 
Cela  〔傳。 王〕 チェ— ラ 
celaka ① 旗手， 軍旗 手 ② 裁縫師 
cela-vitana 天幕 
celavaka  〔鳥〕 チ-  — ラ―ヴ 力 
Cellaru  〔村〕 チュッ ラール 
Cela ① 〔經〕 支羅 S  47 14 ② 〔經〕 衣 S  56 
34 

coca  〔樹〕 チヨ— チヤ， 有 種 ズ«， ココア， 俱羅 
果 

coca-pana 俱羅 果^， 燕 汁 〔八 種飮 料の 一〕 
Coda  (A)=Cola  〔國〕 チョー ダ、 
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Codaganga  〔； E〕 チ ョ ーダ ガン ガ 
Codagangadeva  C タ" ミ ラ 人〕 チヨ— ダ ガン ガー 
デ— ヮ" 

codaka 呵責 呵責 人， 訶責^>^， 諫「ぉ^^, 訶 

お 
凤 

codaka  hhikkhu  比丘， 難詰 比 ft, 叱責 ト 

る 比丘， 徵問 する 比丘， 諫? おする 比丘 
codana 呵責， 訶責， 督促， 擧罪， 嫌識， 呵責 

法 

Codana-kanda 呵責 品 V  3 11 
codana-vatthu  #罪$ し： £40 
Codana-vatthu    〔地名〕 チョー ダナ一 ヴ ッ ト ゥ 
Codanavatthu-bhanavara チヨ一 タナ一 ヮ" ッ ト 

ゥ誦品 V  2  a ム 17 〜： 27 
codasa- vasabhisita  (  A^ 灌] It 十 I' し  1 く 卩- 
codita 被 B 可 貴 
coded 呵責す 

cora ① 賊， 盗， 盗人， 盗賊， 强 i^，  JJM, 兇 
贼， 山賊 ®=coraka  〔き〕 チヨ一 ラ 

Cora  〔經〕 賊 A  8  84 

coraka=cora  CfrU チ ヨーラ 力 

Coraka  〔精 舍〕 チヨ一 ラカ 

cora-katha 賊論， 盜賊 論， 盗賊の 話， 盜論 〔無 
用 論の 一〕 

cora-kantara 賊 難處， 盜賊 難所， 盗賊 難虚 
cora-gama 盜賊村 

cora-ghata==cora-ghataka 行 刑 刑吏， 殺賊 

死刑執行 人， 司獄， 魁 
C()ra-ghataka=cora-ghata 魁 (If ァ 


し oranaga=]Vlahan5ga  〔王」 チヨ一 ラナ一 ガ 
賊 ナーガ 

corantaraya 賊の 障礙， 盗賊の 障礙 〔十 障礙の 

一〕 

cora-paccatthika 賊怨家 

Cora-papata チヨ— ラ Ml, i& 賊嶽， 盜 人嶽， 盗 

賊の f や 

cora-bhaya 賊の 怖畏， 賊 K， 賊の畏 
Coramba  〔村」 チヨ一 ラン ノ、 
con 賊女， 盗賊 

corl  bhariya 盗賊なる 妻， 盜掠 婦人 
convutthapana-samutthana ぇ.も 贼女等 起 
cola 冇】 - 

colaka 小/ 17， 雜巾， 拭か 

Colakatissa  〔精 舍〕 チヨ— ラ カティ ッサ 

cola-patta 朱 維 布 

cola-bhisi 

cola-vatti 朱羅權 

cola-veni 朱 糸 #.條 

Cola=Coda  〔闕〕 チ ヨーラ 

colaka=colaka 

Colakulantaka  〔村〕 チ ヨーラ クラン タカ 
し ojakonSra しタ ミラ 人」 チヨ一 ラ コーナー ラ 
L^olagaiigakumara     〔王 づー i チョー ラガン ガク 
マ一 ラ 

Co!agai'iga〔ra〕 〔ダ、 ミラ 人〕 チ ヨーラ ガ ン ガ 
〔ラ ：！ 

Colatirikka  〔ダ ミラ 人〕 チヨ一 ラ ティ リツ 力 
Colanija  〔大卩 •(〕 チョー ララ ーヂ' ャ 
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Cha  agarava 


cha  agarava 六不 恭敬， 六 種の 不敬 〔佛， 法， 

僧， 戒， 不 放逸， 親 照への 不 恭敬〕 
cha  ajjhattika-bahira-ayatanani 六 R 外 '^i 
cha  ajjhattikani  ayatanani フ' ぐ 内 fe=/、lK 
cha  ajjhasaya 六. ほ、- 樂 

cha  anuttariyani 六 無上， 六 無上 支 〔見， 聞， 

利得， 學， 行， 憶念〕 
cha  anuvada-mulani 六 種の 非難 〔諍 事〕 の 根 
cha  anussatitthanani 六 隨念處 = 六隨 念， 六 念 
Cha-anussati-niddesa 六隨 念の 解釋 VM  7 
cha  anussatiyo 六隨念 = 六隨 念處， 六 念 
cha  apanvapanna-hetu  /  \^l"-/^ifMW 
cha  aparihaniya-dhamma 六 不退 法， /、の llll'l 不 

退 法 

cha  abhijatiyo=chalabhijatiyo,  chalabhijatiyo 
六 種の 階級， 六 階級， 六 生類， 六 種族， 六 種 
姓 〔外道 說〕 

cha  abhinna=chalabhinna 六祌 通， 六 通 

cha  abhinna-nanani 六 通智 

cha  abhithanani 六 逆 罪， 六 重罪 六 無 間 業 

cha  abhibhayatanam  ノヽ 勝)^ 

cha  arupavacara-hetu 六 無色 摩 因， 六 無 Cl 界闪 

cha  asadharana-nanani ノ、 不 共お' 

cha  akara 六 行 相 〔空觀 の〕 

Cha  apattisamuuhana-vara 六 種 《E 罪 %- 起 早 V 
3  4  (2) 

cha  apatti-samutthana 六 種の 犯罪 等 起 

Cha  apatti-samutthananaih  katapatt ト vSram  ノヽ' 

種 犯罪 等 起 罪數章 V  3  4  (3) 
cna  mdnyani 六 令お =ブて 內蹈 
cha  upekkha=chalangupekkha  /、捨 
cha  upekhupavicara 六捨 行， 六捨近 行， 六扮 

近 伺 
chakana 牛 食 
cha  kala 六 種の 術 
chakalaka 牡抵羊 
chakali 牝山 羊 
cha-kamaggi 六 欲の 焰 
cha  kama-sagga=cha  devaloka 六 欲 天 
cha  kamavacara-deva 六 欲大 
Chakka-nipata 六 集 A  6 1-124 


cha  gatiyo プ-ヽ '趣 

Chagama=Cnaggama  CMj ナヤ ガー マ， ノヽ十^ 

cha  garava 六 恭敬， 六 &の敬 

cha  gehasita  upekha 六 在家 捨 

cha  gehasitani  domanassani フ、 在豕憂 

cha  gehasitani  somanassani 六 もま 吾 

chagocchaka-duka 六 群 二 法 

chagocchakaduka-hetuduka 六 群 二 法 因 二 法 

Duka-duka  44 
i^haggama==Cnagama  〔ネオ 1 チヤ ッガ一 マ， 六 

村 

cha  civarani 六き 衣 し亞 麻， 綿， fe,  麻， 

—午: の 衣〕 
cha  cetana 六お、 

し hachakka-sutta チヤ チヤ ッカ • ス ッタ, 六 /ヽ 
經 M 148 

cna  chakKani /■ ヽフ、 

cha  chandaraga-gehasita  dhamma 六 & 家 ^5?^ 頁 

法， 六 境への 貪 
chattha-parajika 第 六 波羅夷 
chattha-bhanavara 第 六 湖 品 
Chattha-vagga  %六 品 
chattha-samghadisesa 第 六愤殘 =;f(  ^戒 
chatthayatana 第六處 
chaddita 放棄 

chaddita  khela-pinda 吐 痰の 圑子 

chaddeti 棄っ 

chana 饗宴， 祭 

chanaka  〔卓〕 チヤ ナカ 

chana-klla 祭の 遊 

cha  tanha 六渴 愛， 六 愛 

cha  tanha-kaya 六渴愛 身， 六渴 愛聚， 六 愛 身， 

六 境への 渴愛 

cha  tathagata-balani 六 如來カ 

chatta 蓋， 傘， 傘 蓋， 蓋 傘， 日 傘 

Chatta  ®  〔婆〕 チヤ ッタ ② 〔靑 年, 歸依 三寳， 
死後 生 天〕 チヤ ッタ ③ 〔王 了-〕 チヤ ッタ， 傘 
蓋 @  〔ダ、 ミラ 人〕 チヤ ッタ ⑤ 〔宮殿〕 

chatta-gaha 持 傘 # 

Chattagahaka  〔池〕 チヤ ッタ ガー ハカ， 傘 持 
Chattagahaka-Jantu  〔王〕 傘 持の ヂャ ン トウ 


Chanda 


Chattadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 チヤ ッ タタ" ーャ 

力 Ap  3  293 
Chattapani ① 〔塞〕 チヤ ッ タパ— 二， 傘 掌 ② 

〔理 髮師〕 チヤ ッ タパ— 二 
chatta-mangala 天蓋 祭禮， X 蓋 |52 
Chatta-manavaka-vimana チヤ ッ タ T!f 年 人お 

Vv  53 

Chatta-vagga ①蓋品 ② チヤ ッ タ品 Ap  3 
141〜150 

Chattavaddhi  〔き 3 舍〕 チヤ ッタ ヴ ッ ディ， 授傘 
chattiriisaka 三十 六 事 V  2  b  3,  28 
chattiriisa  tanha-vicaritani 三十 六 愛行, 三十 

六渴 愛行 
chattimsati  so ほ 三十 六 流 
chattimsa  satta-pada 三十 六 有情 Hi 
chattiriisa  vedana 三十 六受， 三十 六種受 
Chattunnata  〔池〕 チヤ ッ トゥン ナタ 
Chattupahana-vagga 蓋屨品 V 1 b  4,  84~96 
chadana 屋蓋 し 五 種〕 

Chadanta-jotipala-panho 六 牙 象 • 光 護の 問 

Mil 4  〔6〕  5 
Chadanta-daha  [？ if: 山の 池， 七大 湖の 一〕 六 牙 

池， 六 色 牙 湖 
cha  ditthigatani 六 成 見 
cha  aitthitthanani 六 見礙 
cha  ditthiyo 六 見 

cha  devaloka=cha  kama-sagga 六の 天界 
cha  domanassuDavicara 六憂ォ 了， 六 憂 jti:tT， 六 

憂 近 伺 
chadda 爾章 

Chaddanta ① 〔象， 龍王， 怫の 前生〕 チ ャ ッ 
ダン タ， 六 矛， 六 色 牙， 六齒 （D=Chadanta 
〔霄 山の 池， 七大 湖の 一〕 チヤ ッ ダン タ， 六 
牙， 六 色 牙 

chaddanta-gaja=chadclanta-varana 六 色 牙 象 
し haddanta-jataka チヤ ッタ、 、ンタ • ナヤ 一 タカ. 

六 色 牙 象 本 生物 語， 六 牙 象 本 生物 語， 六齒本 

生經 J  514 
Chaddanta-nagarajan 六お'. の 象 王 
chadcicinta-varana=chaddanta-gaja, 

chabbisana  kunjara 六 色 牙 象 


chiidciisa フヽ方  . 

cha  dvara 六 根 門， 六 門 

cha-dvarika 六 門 

cha  dhamma 六法 〔正' i^fV 女 • の〕 

cha  dhamma  vnjabhagiva 六 IIK 明 分 法 

cha  dhatuyo 六界 

chadhatu-vibhanga 六界 分^ Ij 

chadha  visaya-pavatti 六 種の 境轉起 

Cha-nipata ① 六偈集 〔長老 偈經〕 Thag  375〜 

458 ② 六 偶 集 〔長老 尼 谒經〕 Thig 127〜174 

③ 第六篇 〔本 生經〕 J  376〜395 
cha  nibbedhaDhagiya-sanna 六 決擇分 想 
cha  nissaraniya  dhatuyo 六 出離界 
cha  nlvaranani 六 蓋 

chanda ① 欲， 志 欲， 意欲， 欲求， 欲 貪， 欲 

望， 欲念， 樂欲， 貪欲， 愛 ®=chandas 
Chanda  〔經〕 志 欲 S  45  51， 58，  65,  72,  79,  86 
chanda-adhipati 欲增上 
cnandari-i  dadati 承 g;^ を與ふ 
cnandaka 寄附 

chanda-nanatta 欲 種種， 種種 欲 
chanda-mulaka 欲 を 根本と す， 欲 を fri 本 と 爲す 
chanda-raga 欲 貪， 欲， 欲染 
Chandaraga  〔經〕 欲 貪 S  22  25, 111， 112  ；  23 
9, 10 

chandaragatthaniya  dhamma 欲 貪の 因なる 法 
chandaraga-vmaya 欲 頁の 調伏 
Chanclaragi 〔經〕 欲 貪 S  22 111,  11：^  ；  23  9， 
10 

chanaavasinl 樂 1 ト: 婦 
chanaa-vupasama 欲寂靜 

chandas,  chanda,  chando 詩學， 婆羅門 書， 聖 

偈， 韻， 雅語 
chanda-samadhi 欲疋 
chandasamaahi-padhanasamkhara- 

samannagata  iddhipada 欲 三昧 地 勤行 成就 祌 

足， 欲 三 察 地 勝 行成 就 神 足 〔四祌 足の 一〕 
chanda-sampada 志 fe^ 具足 
chandagati 貪欲の 非 IS, 貪欲 不應 行， 欲 趣， 

欲 追， 貪 不行處 
chandagatim  gacchati 貪 不行處 行 〔面 不行處 

行の 一〕 
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Chanda 


Chandagarika  〔部；, jO 六 城 

Chandava  〔婆〕 チャンダ一 ヴ 

chandika 樂欲 

chandiadhipada 欲 ゆ | '足 

Chandena  〔經〕 欲念に て S  35 167-172 

Chando  〔經〕 欲 S 12  85  ；  47  37  ；  51 13 

Chandoka  〔婆〕 チャン ドー 力 

chando  pahlyan 欲 を斷， 

chando-viciti 律學 

channa 秘密， 祥處 

Channa ① 〔比〕 チャン ナ， 圆陀， 闹 91;， 闡怒， 
車 匿 ② 〔比， 1:1 殺す〕 チャン ナ， 闡陀 ③ 〔火 
|：0 チャン ナ， 闡那 @  〔御 1*^-〕 チャン ナ， 車 
m ⑤ 〔經〕 閱陀 S  22  90  ：  35  87 

Channa-vagga 闡陀品 S  35  84〜93 

Channa  〔尼〕 チャン ナー 

channa  kutika 星 舍は葺 かれ， リ、 舍は iiV 力れ 

channa  kuti 家 （よ 蔓 力、; K 

Channovada-sutta チャン ノ一 ヴ 一 ク • ス ッタ， 

敎 闡陀經 M 144 
chapaka  t)W 匕 維 し 本 生 s 占 J 
cha  pannattiyo 六 施設 〔|i^L   I'ii,   Vr.  int  fU, 

人〕 

cha  patthanani ブく發 趣 

cha  parihaniya  dhamma  A"  iUiw & 

Cha-pana  〔經〕 六 生物 S  35  206 

cha  puggala 六補特 伽羅 

cha  phassa-kaya 六 竭聚， 六 請 

cha  phassa 六 ® 

cha  phassayatanani 六^ 六 種の 
cha  phassayatanika  deva プヽ '喊 .t^ 所 の 天 
cha  phassayatanika  niraya  ノ'、 ノ 所站の 地獄-, 
六 稱^£ 地獄 

Cha-phassayatanika  〔經〕 六1^^1'3|  S  35  71-73 
cha  bah 1 ram  ayatanani ゾ て タ —六 境 
cha.  buddha-dhamma 六佛 広- 
chabbaggiya プぐ 

chabbaggiya  bhikkhuni 六 群 比 jrfe 
chabbaggiya  bhikkhu プマ #r 比丘 
chabbidha-carita 六 種の 行 あ •， 性格 1^— 
chabbidhena  rupakkhandho  ノ 、ま 色 ife 


chabbidhena  rupa-sangaho  /く 色聚 
chabbisana  kufijara=Cna(ldanta-gaja   ノ、' 色: 
% 

し habbisodhana-sutta チヤ ッ ピソ 一 タ" ナ • ス ッ 

タ， 六 ぼ. 經 M 112 
Chabbyapulta=Chabyaputta  CfHO チヤ ッフ 

ャ —アツ タ， 舍婆 子， 尸婆リ j; 多羅 
Chabyaputta=Chabbyaputta     〔|!9 種 蛇 E 族の 

一〕 チヤ ブ ヤー プッ タ， 合 婆于， 尸 婆' リ; 多 
cha  munayo プマ牟 ./ 已 
chambhitatta 硬 | 有， ； S 怖- 
chambhi-bhirukajatika 戰慄 i も 縮 
Chambhi  〔婆〕 チャンピ一 
charattarh-manatta プヽ' 胡く l^S 
Charajaka 六 王— Mv  21; Cv  37,  44，  48,  56 
cha  rupavacara-hetu フ、 色 ("卷 因 
chalanga=chalanga-manta 六 支 吹陀， 吹陀の 

六 支， 六 支， 六 分 
Cha}anga  〔婆〕 チャラン ガ， 六 支 
Chaknga-kumara  〔將 軍〕 チヤ ランガ クマ ーラ 
chalanga-manta 六 支の 吠陀 
chajangavant  〔吹 陀〕 ノ C 分 
chalangasamannagata-dcikkhina ン、： の 14 

物 

chalangupekkha=cha  upekkha   ysJi^,  /、'八、 
捨 

chalabhijatiyo=cha  abhijatiyo ン、 I お^，  ノヽ胃 

の 階級， 六 棟 族， 六 生類， 六 種 姓 〔外 ili 說〕 

chalabhinna 六, | 冲通 • ^-,  ノ、' 通"^' 
chalabhinnata 六, 冲 通 〔性〕 
じ halabhififia=H:ha  abhinna ブマ' ノ、' iUi 
Chala-vagga 棄捨品 S  35  94-103 
chalabhijatiyo=chalabhijatiyo,  cha  abhijfitiyo 

八 生類， 六 |5|Y 級， 六 種の 附极， 六 種 IfJi, 六 ffi 

ゲ 1; 

し halmdnva-vagga  ノ'、 •    I'li'i  S  48 」1〜：''(.） 
chava  男 

Chavaka-jataka チヤ ヴカ • チ' ヤー タカ， litl' お 

本 生物 J  309 
chava-kutika 納^堂 
chavatthika 觸艘 
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Cheppa 


chava-dahaka 火葬 夫， 燒場 人， 隱亡 
chava-dussa      衣， き 『曰っ 衣， 弊衣 
chava-sarira 死體 
chava-slsa 彌髏 
chava  女 

chavalata 火葬に 用 ひたる 薪， 火葬場の 但 火， 

火燈， 塚 間の 火燔， 燃 差 
chavi 皮， 皮膚， 表皮， 外被 
Chavi  〔經〕 皮 S 17  28 
cha  vicara  T^fHl 

cha  vinnana-kaya 六識 身 =ハ？？^ 

cha  vinnanani 六識 = 六識 身 

cha  vitakka 六 尋= 六 思惟 

chavidosabadha 皮層^|^ 

cha  vinita-vatthuni 六 種の 修習事 

cha  virodha-vatthuni 六 違 逆 事， 六 境への 瞋怒 

cha  vivada-mulani 六 諍 根， 六 種の 口論の 根 

cha  vithiyo 六 路 

cha  vedana 六受， 六種受 

cha  vedana-kaya 六 受聚， 六 受身 

cha  sancetana-kava 六 思 

cha  sanna 六 想 = 六 想 身 

cha  sanna-kava 六, 想 身 = ノヾ, 想 

cha  satata-vihara 六 住 

cha  sattharo 六師 

cha  saraniya  dhamma 六 可 念 法， 六 種の 可 念 

法， 六 和 敬 法 
cha  sikkhapadani パ學蹈 

cha  suttani 六 種の 絲 〔麻， 綿， 絹， 毛， 大麻， 

粗 麻の 絲〕 

cha  somanassupavicara  /ヾ告 打， 六 吾 近仃， —ノヾ 


喜 近 伺 
cha  hetu 六 因 

Chata  〔山〕 チヤ ータ， 車多迦 

chataka-bhaya 飢饉の 畏怖 

chadana 覆减 

chadent 覆藏教 

chaya 影， 日蔭， 木蔭， 樹蔭 

charika 灰， 炭 

Chiggala ① 〔經〕 毛 S  56  45 ② 〔經〕 孔 S 
56  47，  48 

chindant 切る 者-， 切斷ぉ •， 斷 切る もの 
Chindi  〔經〕 截れ り S 17  31 
chinna 切 斷 
chiniici-katha  llli^ 
chinna-papanca 障 智を斷 ち 
chin  nam  anupassane   panna 所斷 を觀" t る こ 
との 慧 

chinna-vatuma  i| [を 斷 ち 
chinna- vatumaka 斷路ぉ =佛 
chinniriyapatha 威儀 路斷 ぜられ たる 者 
chupana 捺し， 掠 摩 
chejja 拷問 
chejja-apatti 斷 〔頭〕 罪 
chejja-vatthu 斷 〔頭〕 事 
cheta 鐵師， 獵夫 

Chetva  〔經〕 殺して S 1 71; 11 21 
Chetva-vagga 斷品 o 1 71~ol 
cheda 斷略論 

chedana 割截， 截 斷， 裁斷， 切斷， 傷害， 斬 切 
chedapayant 切らしむ る 者， 斷!/ J らしむ る もの 
cheoDa 垂肉 
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Jaiiighu 


jamghummagga 徒歩 歷 iii 

Jagatikaraka  〔比丘の 譬喩 經〕 ヂャガ ティカ 一 

ラカ Ap  3  239 
Jagatidayaka  〔比丘の， 喩經〕 ギヤ 力' ティ ダ'— 

ャカ Ap  3  448 
Jagatidayaka-vagga チ' ャガ ティ ター ャカ I'li'i  Ap 

3  448〜457 
jagatl チ 'ャガ ティ—， 大地， 
jagati-pala 世界の 守護 行 
Jagatipala  〔- £〕 ギヤ ガ ティ 一パーラ 
Jagadvijaya  〔將 軍〕 ヂャガ ドヸチ 'ャャ 
jangha 腔， ^ 
janghatthi  11( を if" 

jangha-pesanika 使 ひ 走り， ） ぉ宜 W も 1;^  I 
Janghabhara  〔| 菊〕 ヂ ヤンガー バーラ 
jangheyyaka 脚帖 
jacca 生 

jacca-ummattaka 生れ 乍 ら の 精' I ゅ錯亂 —お- 
jacca-elamuga 生れ 乍ら の 聾啞^ 
jaccandha 生 盲， 生 盲人， 生れ 乍ら のませ 
iaccandha-badhira  g| 
Jaccandha-vagga 生 品 Ud  o 
jacca  badhira 生 襲， 生れ 乍ら の 難 
Jajjara ① 〔河〕 ヂャ ツチ 'ヤヲ ② 〔潘ィ lO 
jajjara-rathaka 老朽の 車 

ja は 結髮， 結 鬣， 縈《， 螺譬， 結 縛， 縛， 網 鍵 
Jata ① 〔經〕 縛綞 S 1 23 ② 〔經〕 紫 m  S76 
Jata-Bharadvaja  〔婆， 比〕 榮 《 婆 羅墮婆 ト お】 
jala-missa 蝶お 

jatila-jatilaka 結髮行1*^, 結髮外 jli， 結き， 結 

^^； 結^ jii 土， 縈髮 外; iL ミ^ 髮外 jjl 編^ 
梵志， 螺^, 螺 if 外 ijl 螺^ 梵, お， 
螺ぉ仙 〔人〕 

jatila ① 〔佛の 前生〕 ヂャ ティ ラ， あ 'ijJI ② 〔^〕 
チ' ャテ イラ， 編髮③ 0« 土〕 ヂャテ イラ， 1)^1 

ほ] 提羅 ④ 〔經〕 結髮行 S  3 11 

jatilaka-jatila 螺ぉ梵 志， 螺辨， m"^^/^' 
Jatilagahiya    〔Jt£〕 チ' ャ ティ ラー ガー ヒ ヤー， 

闇知羅 
jati  isi 結髮 仙人 
jatuka=jatuka 編 蝠 


jannukatthi 膝 〔：^〕 骨 
jatu 樹脂， 樹膠 

Jatukannin  〔婆 和 利の 弟 f， 比〕 ヂャ トウ カン 

二， 閣都乾 耳 〔臂 喩經〕 Ap  3  406 
Jatukanni-manava-puccha=JatukannI-panha 

〔經〕 闍都乾 耳 弔 童 所 問 Sn  5 12 
Jatukanni-panha=Jatukanni-manava-puccha 

〔經〕 ほ j 都 乾 耳 所 問 
Jatukannl-manavakapanha-nidclesa        都 "fc 斗 

學童所 問の 義鶴 CNd 12 
jatu-bhesajja お' t 脂藥 
jcitu-mallhcikci お:' 腦生 
jHtu-maya  ^MWfiM 
jatu-masaka  |^a-|IJ^$S 
jaluka=jaluka  ！ liillliVi 
jana 人 

Jana  〔經〕 生 W  S 1 55-57 
janaka 能 生 

Janaka=Mahajanaka   〔—じ〕 チ' ャ ナカ， ジャナ 
力 

janaka し- kammaj 令 生 〔業〕 
janaka-paccaya 生 ^く 
jana-pati の 主 
janapada  Wl 國土， 地 ノゾ， IH  vr 
Janapada ① 〔地名〕 チ' ャ ナパ ダ' ② 〔經〕 k も は. 
S  47  20 

janapada-katha  Nil 土 論， 國 土の 話， 地ガ 論， IU 

舍論 〔無用 論の 一〕 
Janeipadakalyani-sutta ナヤ ナノ、 タ刀ッ リ ャ— 

二  • ス ッタ， N^IJ:^ 經 
janapada-kulyanl  HI 合の ：0 人， 地方の ：0 人， 

美 

Jana];a(lakalyani ① 〔難陀 のな lD ヂャ ナパ ダ 
カツ リャ— 二一， ② 〔ヶ〕 チ' ャ ナパ ダカ 

ッリ ヤー 二，   H^IJ^, 美人 
janapada-desa  duvidha 國 土の 一き： 
janapada-nirutti |成1 土の 目 s& 
janapada-vitakka 闹土 ゆ， 住鄉45^ 
Janavasabha=Janesabha  〔乾 達 婆 夜乂〕 チ' ャ ナ 

ヴ サバ， 闍お沙 
Janavasabha-suttanta チヤ ナヮ サノ、  • スッ タン 


Jayainpati 


タ， 閣 尼沙經 D 18 
Janasandha ① 〔ティ ッサ佛 の 父〕 ヂャナ サン 
ダ， 結 民 ② 〔王〕 ヂャナ サン ダ、， 結 民， 闍那 
散陀 

Janasandha-jataka ナヤ ナサ ンタ • チヤ一 タカ， 

闍那散 陀王本 生物 語 J  468 
janabrahmamaharaia  〔タ、 'ミ ラ人〕 チヤ ナ一フ 

ラフ マ マノ、 ーラ一 ナヤ 
janinda おの 主 

Janesabha=Janavasabha ひ' 建 闘 婆 王〕 ギヤ ネ 

—サ パ， 闍尼沙 
Janogha   〔都〕 ヂ ヤノ一 ガ 
jantaghara おお， 溫室， 溫 浴室， i 谷 室， 浴お， 

事 火 室， 風呂場， 火舍 
jantaghara-paticchadi 暖培 被暂物 
jantaghara-pltha  fe: 努臺 
jantaghara-vatta 暖房の 儀 法 
jantaghara-sala  M.^'sL 
jantu ①人② 〔敷 具〕 ヂ ヤン トウ 
Jantu ① 〔天子〕 ヂ ヤン トウ （D=Chattagahaka- 

jantu  〔王〕 チ' ヤン トウ ③ 〔村〕 ジ ヤン トウ， 

閣闘 ④ 〔經〕 ヂ ヤン トウ S  2  25 
japa 讀誦， 讃歎， 吠陀 
jappana.  jappa 熱望 
jambali '/尼 池 

JambavatI し 王な 己」 チ * ヤン ノ、 ーヴ ティー 
jambu  〔樹， 果〕 ヂ ヤン ブ， 閻浮， 野薔傲 
Jambu ① 〔ダ ミ ラ人〕 ギヤ ンブ ② 〔村〕 ギヤ 

ンブ， 閻浮 
jambuKa  f う 

Jambuka ① 〔比〕 ヂ ヤン ブカ ② 〔fO ③ 〔鸚 

m: 

Jambuka-iataka チャン フカ *チ ヤー タカ, 多ォ 

本 生物 語 J  335 
Jambukola ① 〔ま〕 ヂ ャ ン ブ コーラ， 胖 

羅 ② 〔1M^舍〕 ヂャ ンブ コーラ 

Jambu kolaka  ClaK3 ギヤ、 ノブ コーラ 力 
Jambukhadaka  〔比〕 ヂ ャ ン ブ カー ダ、 力， 閻ん' f: 

Jambukhadaka-jataka チ、 ャ ン プ 力 一ダカ • チ' 
ヤー タカ， 間？ 食 本 生物 語 J  294 


Jamljukhadaka-sariiyutta チャン フ 力一 ダ、 力 • 

サン ユッタ， 閣浮 卓相應 S  38 
Jambu-gama  fk) ト —i^ ネ' 丁 
Jambugamika-putta  〔比〕 閻, どお 寸 出身 兒 
jambucchaya 閻浮樹 蔭， 閻浮樹 影 
Jambu ti  〔池〕 ヂャ ンブテ ィ 
Jambudipa  〔洲〕 ヂ ヤン ブ ディー パ， 閻 浮提， 

洲， 南瞻 部洲， 印度 
Jambudipaka 閻浮提 人 
Jambudipa-tala 印度 
Jambuddoni  〔都〕 ヂ ャ ンブ ドー 二  — 
jambupana 閻浮果 驟， 閣トギ 汁 〔八 種飮 料の 一〕 
Jaml)uphaliya  〔比丘の 喩經〕 ヂ ヤン ブパ リ ャ 

Ap  3  437 

jain])urantara.i;all;i    〔IVi:i^^~J チャン フラン タラ 
ガ ッ ラ 

Jambu-sanda 閻ト？ 林， 印度 
Jambu-sandassa  issaro 閻浮洲 の 君， 閻浮 林の 
主宰者- 

jambelambava   〔村， チ * ャ ン べーラ ンノ ミヤ 
jambonada ヂ ャ ン ボ 一 ナ ダ、， 閻 那提 種， fMJf?- 

tt^f 金， 閲ダ? 河產， 閻トゃ 河の 金 
jambonada-nekkha 閻浮 M 金の f|i 
jay  a 勝禾 IJ 

jayam  verarh  pasavati 勝利 は怨 |曾 を 生ず 
Jaya-ganga  〔水路〕 ヂャャ ガ ン ガ 一 
jayankondana  〔村 i チ' ャ ヤン コンダ 、一ナ 
Jayaddisa  〔王〕 ヂ ャャッ ディ サ， 伏 敵 
Jayciaaisa-cariya    〔經〕 チ' ャャ ッデ' ィ サの 所行 
Cp  2  9 

J  avadaisa-jataka チヤ ャッデ 'ィ サ* ナヤ一 タカ， 

伏 敵 本 生物 語 J  513 
Jayanta ① 〔辟〕 ヂャ ヤン タ ② Di?! 葉佛 時代 

の 王〕 ヂャ ヤン タ， 支衍多 
Jayabahu ① 〔一 ！止 王〕 ヂャャ パー フ ② 〔二 

世 王〕 ③ 〔ダ、 ミ ラ人〕 
Javabahuadisattaraja-dlpaka し |,'.〕 チヤ- \ ^ノ、 一 

フ等七 王 Cv  92 
Jayabahuka  〔四 世 王〕 ヂャ ャバ— フカ 
Jayamahalana し戟士  J チヤ ャ マノ、一 ラ一ナ 
Jayampati  〔士: 二 卜」 チヤ ヤン ノく ティ 
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Jayampati 


jayampatika 夫婦 

Jayavaddhanakotta  〔都〕 チ' ャ ャ ヴ ッ ダナ コ ッ 
タ 

jayasumana  CM, マヒ J チ * ャ ヤス マナ一 
Jayasena ① 〔比〕 閣 耶先那 ② 〔王， シ ッ ダ ッ 
タ佛の 父〕 ヂャャ セ―ナ ，勝 軍 ③ 〔プ ッサ佛 
の 父〕 ヂ ャャセ ーナ， 勝 軍 ④ 〔王〕 ヂ ャャセ 
—ナ， ジャ ャセ— ナ， 闍 耶先那 ©  〔 王 fO ヂ 
ャャセ —ナ ⑥ 〔傅。 王子〕 ヂ ャャセ ーナ， 勝 
軍 

Jayasena-pabbata  〔も ぜ "g^j ナヤ ャセ ーナ山 
jar a  |^ 

jara  sakata 古 早 
jarasala-gopanasi 朽 の祸 
jara-sigala  -あお 
jara 老， 老表 

Jara ① 〔通 師〕 ヂャラ —② 〔經〕 老 S 1 51 ； 

35  34  ；  48  41 
jara  dukkha 老苦， 老は 苦な り 
jara-dubbala 老弱 # 
jara-dhamma 老法， 老の法 
jara-panjunna 老-哀 L 
jara-bhaya 老の 怖畏， 老の i 也 老畏 
jara-marana  歹匕 

Jaramaranaih  vipako  ii katha 老ク ビ異熟 ivV 
7  8 

Jaramarana-katha 老クヒ 論 KV 15  6 
jara-maranassa  pararh 老タヒ の fe/i^ 
Jara-vagga 老品 S 1 51~()0  ；  48  ；  Dhp 

11 vv 146 〜 156 
jara-sutta 老經 Sn  4  6 
Jarasutta-niddesa 老經 の義簡 MNd  6 
Jarudapana-jataka チ, ャ ノレ ダ-ノ く  —う- • チ* ヤー タ 

力， iS- 井戸本 生物 《も1  J 1^56 
jarudapana  井 

Jala-uttama=Padumuttara  〔佛〕 お 勝 水' 
Jalaka  C'ji?0 ヂ ヤラカ 
jala-kila 水す, ラ 

jalanta  aggikkhandha 燃えた る火團 
jala-satika 洗 浴衣 
Jalasikha  〔傳 。 轉輪 王〕 ヂャ ラシカ 
jalabuja 胎生， 胎生 1^—， 水生お •* 


jaiabuja-naga 胎生 首き 
jalabuja-yoni 胎生 〔四 生の 一〕 
jalabuja-supanna 胎生 金翅鳥 
jalita 光輝 

Jaluttama  〔傳 。 轉輪 王〕 ヂ' ャ ルツ タマ 
jaluka 娃 

jalogi  〔酒〕 ヂ ヤロー  ギ， 11 樓伽 
jalogi  patum 飮未 酸酵， 飮 |#樓(加'め 
jalla 塗 塵 

Jallibava  〔池〕 ヂャッ リパー ヴ 
Jallura  〔池〕 ヂ ャ ッ ノレ ッ ラ 
jala 瘦呆， 愚擬 
java 速疾， 勢 速， 勝 速 

Java ① 〔天子〕 ヂャ ヴ ② 〔國〕 ヂャ ヴ， 閣婆 
Java-kannaka  〔卑 名〕 ヂャ ヴ カンナ 力 
javana 速 行， 勢 速， 捷疾， 證用 
Javana  〔經〕 速 S  55  72 
javana-cetana  jiTfr/gl 

javana-panna 捷慧 〔者〕， 速慧 せ， 迅慧 〔者〕， 
捷慧 〔者〕， 捷智 〔者 〕， 聰き 智慧 〔教 〕， 被捷な 
智慧 〔者〕 

javana-panna 速慧， 速 あ'， M 捷な 智慧， 敏智 
javana-patipadaka 速 行に 赴 力、 しむる 〔作意〕 
j;ivanaC-var;0 速 行乙 時分〕 
javana-vithi 速 行路， 證 用經路 
Jcivanahariisa-jataka チヤ ヮナ ハン サ • チヤ一 

タカ， fel: 捷鵞本 生物 語 J  476 
java-panna~javana-panna 迅慧 しも'〕 
javamali  〔渡 場〕 ヂャ ヴマ— リ 
Javasakuna-jataka ヂ' ャ ヴサク ナ*ナ ヤー タカ, 

速 疾鳥本 生物 語 J  308 
Javahamsaka  〔比 H: の 譬喩 經〕 ヂャ ヴ ハン サカ 

Ap  3  267 
jaliali-katha 捨離論 KV 1 5 
jagara 寤め， 警寤， 不眠 
Jagara  〔經〕 不眠 S 1 6 

Jagara-jataka ヂ ヤー ガラ • ヂ ヤー タカ， 不寢 

番本 生物 rig  J  414 

jagariyarh  anuyutto 覺 きひ こ専' 1：〔1^ゥ， 警寤を 

持す 〔る もの〕 
jagariya 警竊， 'liSM 


jigucchati 


jagariyanuyoga 警寤 策勸， 警瞎 して 勉む， 警 

寤 への 5r 力， 警寤隨 勤 

jaganyanuyoga-pariyanta 警竊隨 勤周邊 
Janussoni  〔經〕 生 聞 S 12  47  ；  A 10 177 
janussonin  〔婆， 塞〕 ヂ ヤー ヌ ッ ソ— 二， 生 fiH， 
生 S 

Janussoni-vagga 生 聞 品 A 10 167〜177 
jataka ヂ ヤー タカ， 本 生， 本 生經， 本 生 話， 本 

生譚， 本 生物 語， 闍多 iii 〔九分 敎の 一〕 

Jataka 本生經 Khuddaka 10 1〜547 
jataka-bhancika  .本 生 rifti^. 

jatarupa ヂャ一 タル一 パ， 金， 黄金， 生色， 金 

銀 * 金鑛 
jatarupa-patirupaka  Ift 金 
jatarupa-paripura  pathavi  Ti<ii^ の 充てる •! 也 
jatarupa-rajata 金銀 
jataruparajata-patiggahana 金銀の 牧受 
jatarupassa  upakkileso 金の 隨' ぱ彻， 金の 銷 
jataveda チ' ャ一 タヹ一 タ， 火， 火花 
jatassara  fiVi 
jata  pathavi 生地 

jati ① 生， 誕生， 生れ， 棟， 種 姓， 系統， 系 

譜， 血脈 ② 〔花〕 ギヤ 一 ティ， 大 花素馨 
Jati  〔經〕 生 S  35  33 
jatika 生， 生 種， 種 
jatikkhaya 生の 滅- 5?; や. 
jatikkhetta 生誕 刹 土 
jatikhayanta 生の 邊 
jati-jara-marana-khaya 生老歹 匕の 滅 
jati-jaraya  vippahanam 生と 老 との 捨斷 
jilti-thera 生 長老 〔三 長老の 一〕 
jati  dukkha 生 苦， 生 は 苦な り 
jAti-dhamma 生 法， 生の 法 
JiitRlhamma-vagga 生 法 品 3  35  33~42 
jali-panna 生 〔ff -〕, ■ き 
jati-puppha  QliO 肉！: 蔻 

Jatipupphiya  〔比丘の 經〕 ヂ ヤー ティブ' ッ 

ヒャ Ap  3  455 
Jatipujaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ギヤ ーテ イプー ヂ 

ャカ Ap  3 120 
jatipujana 素馨 供養 

jati-bhaya 生 も!^， 生の i^i, 生 怖， 生の 怖畏 


jati-mada 生' |' 喬 

Jatimanta  〔婆〕 ギヤ一 ティ マンタ 
jatimarana-paragu 生死の 彼； 4'： に 判 り 
jatimarana-sarhsara 生 歹匕車 命 廻 
Jatiya  〔林〕 ヂ ヤー ティヤー， 勝 葉 
Jatiya-vana  桌林 
jati-rupa 生色 
jati-lesa 種 似 

jati-vada 出生の 論， 種 姓の 論， 生れの 論議， 

系統 說， 血統 
jati-sarhsara 生の 流轉， 生 〔死〕 輪廻 
jati-sangaha 生所攝 
jati-sampcitti 生成 就 

jatissara-nana,  jatissarannaiia  '(白命'^〃， ほ ij 生 追 

憶の 智慧， 本 生 を 記憶す る 智慧 
Jana-ajana-panho 知 り て 惡業 をな すと 知 ら ず 

してな すとの 問 Mil 2  〔7〕 10 
janant 知お， 正 知者 
janapada 地方 人 
janati 知る 

jani 强奪， 沒牧， 壓制 
janu-mandala 膝圓， 膝 輪， 膝 
janetti 生お J: 

japitattha  panna 生 性の 慧 

japeti 剥奪 刑に 處す 

jamatar 女婿 

jaya 婦， 夫婦 * 

jara 情人， 情夫， 愛お， 愛人 

jan 情人， 情婦 

jala 網， 緣網， 羅網， 網 浸 

jala-vatapana 網 窓 

jala-hattha-pada 手足に 網 緩 〔三十 二相の 一〕 
Jalin ① 〔辟〕 ヂ、 ャ ― リ ② 〔王子， 王〕 ヂ ヤー 

リ， 耶利 
jfilinl 欲 纏， 網の 如^ 

Jnlinl    〔|;i'J 邪 fff の 故 ま〕 ヂ' ヤー リニ  一，   I    利 （ ： 
Jaliya   〔離 卓 人， 遊行 1^ゥ ヂ ヤー リャ， f き j 利 
Jaliya-sutta ヂ ヤー リャ • ス ッタ， 阁利經 D  7 
JavaCkcO  〔入〕 ヂ ヤー ヮ 〔力〕 
jiguccha-jeguccha 厭離， 嫌 厭 
jigucchati 嫌 厭す 
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Jighaccha 


jighaccha  l/L,  M 

jighaccha  parama  roga  |/l 娥は 最大の 病 
jinjuka=gunja   〔植〕 ヂンヂ ユカ， グ ンヂャ の 

實， グンチ 'ヤー 
jinna 老人， 老衰 i^', 老衰 
Jinnam  〔經〕 老 S 16  5 
jinna-konca 老鷺 
jinna  purisa 老人 
jinna  brahmana 老 <fefe 門 
Jita  〔辟〕 ヂタ 
jitagiri  〔官職〕 ヂ タ ギ リ 

Jitamitta  〔ナーラ ダ、 佛の 第二 弟子〕 ヂタ ミ ッタ， 

勝 友 

Jitasena  〔俾 レ 轉輪 に〕 ヂタセ 一ナ 
Jitasena  〔ナーラ ダ佛の 々ヒ〕 チ' タセ一 ナ一 
Jita  〔'A' 殿〕 チ 'ター 
jina 勝せ 

Jinadatta  〔尼〕 チ 'ナ ダ ッタ一 
jina-putta 勝お の 子 =佛 子， 蘀子 
jina-bimba  f 弗 像 
jina-sasana 勝;?^ 'の敎 
jimha 曲 
jimheyya 歪曲 
jiya 弦， 弓の 弦 
Jivha 古 

jivha-dasaka 古 十! S 
jivha-dvara 舌 「つ 
jivha-dhatu 舌界 
jivha-niccharaka 古 ァ ど 出" 
jivhayatana 舌 
jivha-roga 古 •Jpj 
jivha-vinnana 舌逾 
jivhavinnana-dhatu 舌 ifli^V" 
jivhavinneyya-rasa 舌 "了 識の味 
jivha-samphassa 舌觸 
iivhasamphassaja  vedana 古 所 生の' X' 
jivhindriya 舌 ft'i 

jiraka   〔植物 種〕 チ' ーラ 力， ぉ摟 子， 時 藤， 只 
蘭 伽 

jiva ヂ— ヴ， 命， 生命， 命^,  m, 靈魂， 長命 
iivaiTijivaka=jivajivaka し 鳥〕 チ一 ヴンチ 一 ヴ 

C 


力， 省婆番 婆迦， 者 婆 養 婆 鳥， 共 命 鳥， 命 命 
鳥， - 鷓鴣 

jivaka  (DHlvariijivaka  〔鳥〕 耆婆鳥 ② 〔樹〕 
チ'一 ヴカ 

Jivaka  (X)=Jivaka-KomaraDhacca  〔醫〕 チ―ヮ 
力， t 婆 ② 〔人〕 生命 ある もの ③ 〔經〕 耆 
婆 A  8  26 

Jivaka-Komarabhacca=Jlvaka  CSJ チープ 力 
コー マ一 ラ パッチ ャ， ： 着 婆コー マ一 ラバ ツチ 

ャ， ： 舞 婆 童子， 時 縛 養 童子， 童子 醫王番 域 
Jivctkambavana ① ヂ―ヴ カアン パ林， 者婆菴 

婆羅 林， 耆婆菴 婆 園， ， や 婆蒐， 羅 樹林， 耆婆 
菴羅 林， 誇 婆菴羅 園， # 婆 伽 梨園， お-婆 迦の 
菴羅林 ② 〔經〕 き 婆 菴羅林 S  35 159, 160 
Jivaka-suttanta チ' 一 ヴ 力 • スッ タンタ， チ'一 ヴ 
カ經 M  55 

jivajivaka ① 〔植〕 ヂ一 プチ'— ヴカ ®=jivam- 
jivaka,  jivaka  〔鳥〕 ヂ— ヴヂ— ヴカ， 耆婆眷 
婆迦， 耆婆耆 婆 鳥， 共 命 鳥， 命 命 鳥， 鷓鵠 

jivatu 長碍 

jiva-pariyanta 命の 分齊 

jivaputta  〔鳥〕 チ'一 ヴプ ッ ター 

Jiva  〔女〕 ヂ— ヴ— 

jivita 命， 生命， 活命 

Jivita  〔經〕 命 S  48  22 

jivita-navaka 命 九 法 

jivitantaraya 命の 障礙， 命 難 

jivita-parikkhara 沾 命の 具 

jivita-pariyantika  vedana 命 を 際限と せる' ま， 

命を邊 際と する 受 
jivitapotthakin  〔官職〕 チ' ーヸタ ボ ッタ キン 
jivita-mada 活命 情， 活 命の' 睛逸， 命 情， 命の 

m  〔三 1 喬の 一〕 

jivita-rupa 命 
iivita-sankhara 命 わ' 

jivita-sariikharam  adhititthati 寄 命 を留む 
Jivita  voropana-katha 奪 命 論 KV 12  7 
jivitindriya 命根 〔二十 二 根の 一， 色 汰ゃ匚 、所 法〕 
Jivitindriya-katha 命根 論 KV  8 10 
Junha ① 〔比〕 ヂ ユン ハ， i さ ② 〔童子， 王〕 
チ' ユン ハ， 月光 


Jotisa 


Junha-jataka チ、 ユン ハ， ギヤ一 タカ， 月光 王 本 

生物 語 J  456 
junha 滿月， 白 分， 白 月， 明月， 月夜 
junha-pakkha 白 分 

Jutideva  〔傳 。 轉輪 王〕 ヂュテ イデ— ヴ 
Jutindhara  〔傳 。 轉輪 王〕 ヂュ ティ ン ダ、 ラ 
juhana 供犧 

Jujaka  〔婆〕 ヂ ユー ヂャカ 
juta 賭博， 散 子の 遊 
juta-gita 賭 歌 

jeguccha〜jiguccha 嫌 厭， 厭離 

jegucchin 厭離 ft, 嫌棄 お， 厭 嫌 各'， 嫌 厭 行お • 

jettha  〔月〕 ヂ ユッタ， 逝瑟 n で， 逝瑟 ぼも 

Jetthatissa ① 〔王〕 ヂ、 ユッタ ティ ッサ ② 〔二 
世 王〕 ③ 〔三世 王〕 

Jetthamula ① 〔月〕 ヂ 'エツ タム一 ラ② 〔祭〕 

Jettha  〔王妃〕 ヂ ユッタ— 

Jettharama  〔精 舍〕 チ' エツ タ— 園 

Jeta ① ひ' き〕 ヂ ュータ ② 〔王子〕 ヂ ユー タ， 
祇陀， 祇多 ③ 〔精 舍〕 チ' -―タ 

Jeta  〔- vana〕 〔精: 舍， ァヌ ラー ダプラ にあ り 〕 
チ' -―タ 〔ヴ ナ〕， 逝 多 林 

Jetavana ① 〔情 舍〕 ヂュ一 タヴナ ，ヂ' ュ一タ の 
森， 逝 多 林， 祇陀 林， 祇園， 祇園 精舍， 祇多 
林， 祇 多の 森， 祇樹， 祇樹 園， 祇 樹林 ② 〔幸 f? 
舍， プラッティ にあり〕 ヂ エー タ ヴナ ③ 〔塔〕 
ヂュ ― タ ヴナ ④ 〔經〕 祇園 S 1 48 

Jetavana  Anathaoindikassa-arama  〔,— せ 舍〕 チ 
エー タヴナ • アナ一 タヒン ディ カツ サ一 ラー 
マ， 祇樹 給孤獨 園， 祇 樹林 給孤獨 園， 祇園 精 
舍， 祇多林 給孤獨 園， 祇陀林 給 孤 獨の遊 園 

Jetuttara  〔者 IQ チ * ュ一 トウ ッ タラ 

Jenta  〔比〕 ヂ- ーンタ 


JentI  〔尼〕 ヂ ユン ティ—， 禪頭 
jevaniya  }^ts= 
joti 火， 火 天， 明 

Joti ① 〔天〕 ヂョ— ティ， 樹提， 火 天 ② 〔園〕 

光明， 光明 林 
jotim  samadahati 火 を 燃す 
jotika 域!^ 

Jotika   〔居士， 長壽の 父〕 ギヨ 一 ティカ， $；^)ぶ5； 

迦， 殊提， 樹提 
joti  joti-parayana 光より 光に 赴く もの， 明に 

して 明に 赴く 
jotitthana 供犧 の火處 

joti  tama-parayana 光よ り閣に 赴く もの， 明に 

して 閬に 赴く 
Jotidasa  〔比〕 チ' ョーテ イダ— サ， 樹 提陀? ま 
Jotipala    ®=Sarabhariga  〔王子， 仙， 佛の前 
生〕 ヂョー ティ パーラ， 光 護， 光の 守護 者- 
② 〔司祭の 子， 佛の 前生〕 ギヨ 一 ティ パー 
ラ， 火 護 ③ 〔比〕 ヂョー ティ パーラ ④ 〔學 
童〕 ヂョ— ティ パーラ， 光 護， 儲 提窜麗 
Mahagovinda  〔學 童〕 護 明， 光 護， 儲 提摩麗 
⑥ 〔傅 。 外道〕 儲提 察麗， 光 護， 護 明 
Jotip5la〔ka〕 〔セィ ロン 比 [^：〕 ヂョ 一 ティ パーラ 

〔力〕 

jotimalika 火鬉开 ij 

Jotiya  〔尼 乾 子〕 ヂョ— ティ ャ 

jotirasa  〔寳 珠〕 ヂョ —ティ ラサ， 星 色 

Jotirasa ① 〔苦行お〕 ギヨ 一 ティ ラサ, 光 味 ② 

〔天 宮〕 ギヨ— ティ ラサ 
Jotivana=Nandanavana しお: 舍〕 チヨ一 ティ ヴ 

ナ， 光明 林 
jotisa 天文 
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Jhan; 


jhana 靜慮， 禪， J\i4Je, 禪那 

Jhana  〔經〕 靜慮 S  52  21 ： A  9  36 

jhanakasinukkantika 禪と遍 と のお!; 過 

jhana-klla 禪定 の樂， 禪定 の愉悅 

jhananga  iji 早 支， 靜慮支 

jhana-carimaka 禪を 最後 とする 〔出 入 息〕 

jhanantarika  '俾 5e 中間， 中間 脾 

Jhanantarika-katha 禪定 中間 論 KV 18  7 

jhana-paccaya 靜 慮緣， 禪緣 〔二十 Rq 緣の 一〕 

jhanapaccaya-niddesa 静 慮緣廣 |fe 

jhana-paccavekkhana  *1!#-觀 察 

jhana  panna 禪 と 慧， 禪定 と 卞? 惹 

ihana-patiloma    甲-の 逆 

jhana-miida 靜慮橋 

jhana-rati 禪定 の樂 

Jhana-vagga 靜慮品 A 1 20,  21 

Jhana-vibhanga 禪定 分別 Vibh 12 

jhana-vimokkha 靜慮解 1".]： 

jhana-vimokkha-samadhi-samapattinaih 
sankilesarh  vodanam  vutthanam 
yathabhuta-nana-balarh 靜慮解 脫等持 等至染 

？' 5: 出 離如實 智力， 靜慮解 脫等持 等 至キ？ 力 〔佛 
十 力の 一〕 

jhana-visaya 疋 境界 

Jhana-samyutta ①チ' ャ一ナ • サン ユッタ， '^f 
定相應 S  34 1〜55 ② チ' ャ— ナ • サン ュッ 


タ， 靜 慮相應 S  53 1〜54 
Jhanasankanti-katha 入禪 定論 KV 18  6 
Jhanasannuttassa  pathamasuddhiya  suttantarii 

靜慮相 應の初 淸ぽ經 
jhana-sampayutta 禪朴 1 應 
jhana-silin 修定^/^ 
jhana-sukha 禪定 の樂， 禪定樂 
Jhanasodhana-jataka チ * ヤー ナソ一 ダ' ナ • チ * ャ 

—タカ， 禪 定淸? 5^ 本 生物 語 J 134 
ihanagara  <\i4'^ 
jhananuloma      の 靡： 
jhananulomapatiloma  '禪 の膨 (逆 
Jhanabhinna  〔經〕 定と 勝お' S 16  9 
jhanabhisamaya 巾 甲-現 觀 
jhanukkantika      の 跳 過 
jhanupekkha  Wf^ 
Jhapita  〔猿〕 ヂ ヤー ヒタ 
jhapeti 荼毘 す， 荼毘 に附す 
jhamaKa し樹〕 チヤ 一 マ 力 
jhama-khanu 燒杭 
jhayaka 思念1*^ 
jhayati 禪思す 

jhayin 禪 思お •， 修定ぉ •， 修禪 i^'， 禪 定^， 專 

念せ る？ t， 靜 慮^， 坐禪. 1^-,  #°師 
jhayl  bhikkhu 示 お 比 fl: 
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Nati 


iiattajjhapanna 有名 
natti 白， 表白 

natti-kamma 白 箱齊， 單白褐 害 
natti-catuttha 白 四 
natticatuttha-kamma 白 四 1^ 磨 
nattidutiya-kamma 白 二 舞 磨 
nattiva  karanam 白の 行 作 
nana 智， 慧， 正智 

Nana ① 〔經〕 智 S  45  47  ；  51 9 ② 〔經〕 知 
S  48  23 

Nanam  anarammanan  ti katha 智無 所緣論 
KV  9  5 

Nanam  cittavippayuttan  ti  k;itha    'f?'ll、 不相 

論 KV 11 3 
Nana-katha 智論 Pts 1 1 ; KV 11 2  ；  20  2,  6 
nana-karani 智を 生じ， 眞智を 生ぜし め 
nana-khagga 智劍 
nana-cakkhu 智眼 
nana-carita 智ィ 了お 
iiana-cariva 智行 

Nanathavika  〔比丘の 譬喩 經〕 ニヤ— ナタヸ 力 

Ap  3  431, 481 
nana-dassana 智見， 知見 

nanadassana-visuddhi 知見 淸淨， 智見 清^  〔七 
淸淨の 一〕 

Nanadassanavisuddhi-niddesa  '智 見淸 f ぉ解釋 
VM  22 

nanadassana-visuddhi  Darisuddhi- 

padhaniyanga 知見 淸淨淸 淨勤支 〔九 淸淨勤 

支の 一〕 
nanadassana-visesa 殊勝 智見 
Nanadhara  〔傳 。 轉輪 王〕 ニヤ— ナ ダ、 ラ 
nana-patha  fS' 路 
Nanapala  Citj  ニヤ 一 ナノ ミー ラ 
nana-bhuta 智た り ， 妙慧 If 
nana-ratana 智寶 
nana-vajira 智慧の 金剛 
nana-vatthu 智戶/ [依 
nana-vada 智論， 智^ 
nana-vippayutta き? 不相應 
nanavippavutta-citta 智巧ヽ 相 Jig' し、 


nanavippayutta-vipaka 智不相 應異烈 
nana-vipphara  iddhi 智遍滿 神 通， 智遍 滿神變 
Nana-vibhanga 智 分別 Vibh 16 
nana-vimokkha 智解 と 
nana-vivatta 智退轉 
nana-vivatte  nanam 智退轉 の IS" 
nana-samvara も 口 律儀 

Nanasannaka  〔比丘の 譬 Pfj (經〕 ニヤ— ナサ ンニ 

ャカ Ap  3 102, 128 
nana-sampayutta 智 TO 應 
nanasampayutta-kiriya 智相應 唯 作 
nanasampayutta-kusala 智 相應# 
nanasampayutta-citta  —ゃ?^0應'11、 
nanasampavulta-mahavipaka  -ず S" 相 應大異 熟 
nan  asam  P  a  y  U 1 1  a  -  vipaka     II JK  ^  1^*1, 
Nanassa  vatthuni  〔經〕 智事 S 12  33,  34 
Nanaloka  〔佛〕 智光 
nanasi 智劍 
fianin 有 智者 

Nanodaya  〔書〕 ニヤ —ノー  ダャ， 上智 論 

nata 令名 あり 

nataka 親族， 親戚 

natatthe  nanam 所 知の 義の智 

nata-parinna 知遍知 

nata-vibhuta 知 無 有 

nati 親族， 親屬， 親戚， 親里， 因緣 ある 荇 
natika 親里， 親戚 

Natika  ®=Natika,  Nadika  〔村〕 ニヤ 一 ティ 

力， 那陀， 那梨， 那 梨迦， 那 提迹， 那地迦 ② 

〔經〕 那提迪 S 12  45 
nati-katha 親戚 論， 親戚の 話， 親族 論， 親 論， 

近親 論 〔無用 論の 一〕 
nati-kula 親戚 
nati-parihani 親 屬を失 ふ 事 
nati-parijunna 親族 装 L_ 
nati-byasana=nati-vyasana  M 戚の 不幸， 親 

損失， 親屬損 減， 親族の 喪失， 親戚 を 失 ふ， 

親族の 厄難， 血緣の 不幸 
natibyasana-dukkha 親戚 を 失 ふ 苦 
nati-rakkhita 親戚の 護る 女， 親族に 護ら れ たる 

女， 宗親護 女 


Nati 

nati-vitakka 親里 尋， 親緣尋 
Mti-vuddhi 親 屬の得 

nati-vyasana=nati-byasana 親屬 損失' 親屬損 
減， 親戚の 不幸， 親族の 爽失， 親族の 厄難， 
血镓の 不幸 〔五 損失の 一〕 


nati-samgha 親族 群 

nati-sampada 親屬 成就， 親族の 圓足 〔五成 就 
の 一〕 

nati-salohita 親族 • 血緣 

naya  Pl'.ffi,    \\'M,  H-J'l!- 
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Dahi 


Tarhkita-manca タン キタ石 床， 石 床 
tika 復註， 複註 


Thakuraka  〔族〕 タクラ 力 
thapana 禁止， 遮 
thapana 置 止 

thapanlya-panha 應捨記 問， 應捨置 記 問， 捨置 

せらるべき 問 〔四 記 問の 一〕 
rhapanlyabyakarana-panho 拾 d せ らる へき 『。] 

の 問， 捨置記 問 Mil 4  〔2〕  2 
i  hapetva  ariyamaggan  ti katha 除 聖這論 KV 

17  5 

thana 位處， 處， 理， 在定 
Thana  〔經〕 處 S  46  23  ；  52 15  ；  A  9  21 
Thanaih  〔經〕 位處 S  37  32 
thana-kusalata  JMW^ 

thana-kusalata  ca  atthana-kusalata  ca 處 しなこ 
關す る 〕 善 巧 と 處に非 ざる こと 〔に關 する 〕 善 
巧 

Thanakonkana  〔園〕 ターナ コーン カナ 
thanatthana 處非, 處 

thanathanam-yathabhuta-nana-bala 處非處 如 

實 智力 〔佛十 力の 一〕 
thanathana-kusala 處非處 # 巧 
thanathana-kosalla~thanathana-kusala 處非 

處善巧 

thanathana-gamana 處非處 の 打 
thanaraha 胞理 

thita  f 主 まり， 住， 停 住， 立てる， 住 立， 不動 


thita-kappin 住 劫 〔者〕 

thitannathatta-lakkhana  '住 異相 

thitatta 自住 

thitatta  puggaia 自 住人 

thita-dhamma 常 法， 一定の 法 

thitanarii  annathattam  j 王の 異 

Thitasantharaka    〔傳 。 轉輪 王〕 ティ ター サン 

ター ラカ 
thiti  ft"  Jhf£ 

Thiti ① 〔經〕 住 S  47  22 ② 〔經〕 止 住 S  34 

2  ；  A 10  53 
Thiti— kallita  〔經〕 止 住 一 安樂 S  34  21〜27 
Thiti— vutthana  〔經〕 止 住 一 出 起 S  34  20 
thiti-kusala 止 住 善， 住する に 巧， 住 定善巧 
thiti-kusalata 住 善 能， 住 定善巧 
thiti-dhatu 持界 
thiti-bhagin 住 分， 順 住 分 
thiti-bhagiya-samadhi 住 分定， 順 住 分定， 止 

分定 〔四定 の 一〕 
thitibhSgiya-sila 1王 分: lix 


clamsa=damsa 忙 
dayhati 荼昆 に附す 
dayhati  matthako 頭 髮燃ゅ 
daha 煩 熟， 熱惱 
daka 茱 
daka-rasa 朱 汁 
daha 熱病 
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Tarn 


taiii  jivam  tarn  sariraih 命 は卽ち 身なり， 命 
は 卽ち此 身なり， 命 はこれ 身なり， 命卽 身， 
命 身 一， 命と 身と は 一な り， 卽命卽 身なり， 
靈卽 身な り 

Tarn  jivam  tarn  sariram  〔經〕 命卽身 S  24 13 
taka  cm, 樹脂 藥〕 タ 力 
taka-panni  〔樹， 樹脂 藥〕 タカ バンニ  — 
taka-patti  〔樹， 樹脂 藥〕 タカ パク ティ一 
takka ① 思擇， 理論， 推論， 尋思， 論理 學 ② 

タ ツ 力， 酷， 酷獎， 生稣 (E) 棗椰子 

Takka-jataka タツ 力 • ヂ ヤー タカ， 棗椰子 本 

生物 語 J  63 
Takka-pandita  〔傳。 仙， 佛の 前生〕 棗椰子の 賢人 
Takkambila  〔殿 樓〕 タツ カン ビラ 
takkara 盜賊， 盜人 
Takkara  〔地名〕 タツ カラー 
takkak  〔樹〕 タツ カラ， 球莖 
Takkaja-jataka タツ カラ' チ 'ャ— タカ， 球楚 

本 生物 語 J  446 
takkavanna  Csukkaj タ ッ 力 色 精 
Takkasila    〔都〕 タツ 力 シラー， 德迦 尸羅， 德 

叉 尸羅， 得 叉尸羅 
Takkasila-jataka=Telapatta-jataka タツ カシ 

ラー 本 生物 語 
takkarika  〔樹〕 タッカー リカ 
Takkarika-jataka=Takkariya-jataka タッカー 

リカ • ヂ ヤー タカ 
Takkariya  〔靑 年， 佛の 前生〕 タッカー リャ 
Takkariya-jataka=Takkarika-jataka タツ 力一 

リャ • チ 'ャ 一タカ， タツ カーリ ャ靑年 本 生物 

語 J  481 
takkari 蔓樹 
takkavacara ま S 、の 
takkin 理論家， 推論 家 
takkotaka タッコ一 タカ， 蛆蟲 
Takkola  〔國〕 タッコ— ラ， 磔拘羅 
takkolaka  〔樹〕 タッコ一 ラカ 
Takhasila  (A)  =Takkasila  〔都〕 タカシ ラー 
tagara  〔樹， 香〕 タ ガラ， 格 香， 多 伽羅， 多揭 

羅， 多 竭羅， 多 劫羅， 達 子 香， 零 凌 香， 零 陵 

香 


Tagara-Sikhin    〔辟〕 タガ ラシ キン， 多 ftn 羅尸 

棄， 多 i50 羅支棄 

Tankuttara  〔ダ、 ミラ 人〕 タンク ッ タラ 

taca ① 皮， 皮膚， 外皮， 深 皮 〔三十 二 身分の 

一〕 ② 樹皮， 皮材 
taca-gandha 樹皮き 
taca-pancaka 皮の 五 法， 皮の 五 種 
taca-pancaka-kammatthana 皮 2l 桌踢 
taca-sara 竹 

Tacasara-jataka タ チヤ サーラ • チヤ一 タカ， 

竹梏本 生物 語 J  368 
taccha=tathiya 如實， 如眞 
tacchaka=tacchakara 大工， 木 E:， 木 IL 
Tacchaka ① 〔龍〕 タツ チヤ 力， 怛叉迦 ② 〔豚〕 

タツ チヤ 力 
tacchakara=tacchaKa 大 1, 木 E:， 不 1 
taccha-sukara 大工 * 猪 

Tacchasukara-j  ataka タツ チヤ ス一 カラ • チヤ 

—タカ， 大工 猪 猪 本 生物 語 J  492 
tajjamya 苦 切 

tajjaniya-kamma 苦切羯 磨， 應呵 所作 V  2  b 1 
tajjaniyakamme  attharasa-vattam      切 5^ 磨 十 

八 事 V  2  b 1， 5 
tattika 產 

tandula    〔値〕 タン ドウ ラ， 米， 稻， 稻米， 玄 

米， 粳米， 硬 米 
tandula-nali  fnf? 

Tandulanali-jataka タン ドウ ラナ ーリ • チ 'ャ一 

タカ， 稻稈本 生物 語 J  5 
Tandulapatta  〔村〕 タン ドウ ラパ ッタ 
Tandulapaladvara  〔地名〕 タン ドウ ラ パーラ ド 

ヴー ラ 一 
tandula-homa 米の 護摩 

Tanhariikara  〔沸〕 タン ハン カラ， 作 欲， 作 愛 
tanhakkhaya 愛靈， 愛の 盡滅， 渴 愛の il, 渴 

愛の 滅る; i 

tanhakkhayagami  magga 愛盡 達 i るの 
tanhakkhaya-sukha 愛 盡の樂 
tanhakkhayadhimutta 愛 盡信解 
Tanhakkhayo  〔經〕 愛盡 S  43  29  ；  52  7 
tanha お 愛, 愛， 愛欲 
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Tathagata 


Tanha ① 〔魔女〕 タン ハ—， 愛， 渴愛 ② 〔經〕 
愛 S 18  8， 18  ；  25  8  ；  26  8  ；  27  8  ；  38 10  (D 
〔經〕 渴愛 S 1 63  ；  45 170  ；  A  9  23 

tanha-kappa 愛 分別， 愛 計 度 

tcinha-kaya 愛 身， 渴愛身 

tanha-gaha 愛執 

tanha-carita 渴 愛む 者 

tanha-jala 愛 網， 渴 愛の 網 

tanha-dasa 愛の 奴隸 

tanha-nirodha 渴 愛の 滅 

tanha-nivesana 愛執 奢， 愛住 著 

tanha-nissaj^a 愛 依 

tanha-nissita  '爱依 

tanhanusaya 渴愛隨 眠 

tanha-pakappana  'め §計 

tanha-papanca  '^^障礙 

tanha-pariggaha 愛 jif^ 取 

tanha-purekkhara  '发 皇視 

tanha-bhava 愛 有， 愛欲の 生起 

tanha-mamatta 愛 我執 

tanhamulaka-dhamma 愛 根 法， 渴愛を 根本と 

する 法 〔九 種〕 
tanhaya  pahanaih 渴 愛の TSiiT 
tanha-lepa 愛 者 

Tanha-vagga 愛欲 品 Dhp  24  vv  344〜359 
tanna-vicarita  '^fr 
tanha-vmicchaya 愛決疋 
tanhavippayutta-citta 渴愛不 相 應の心 
tanha-samyojana=tanha-sannojana 愛 結 
tanha-sankilesa 渴 愛雜染 
tannasafikhaya-vimutti 變盡解 Ife 
tanha-sanghata 愛聚 
tanha-sannojana=tanha-samvojana 愛 結 
tanha-sambhuto  ayarh  kayo  '； g より 此の 身 は 
生ず 

tanha-salla 愛箭， 渴 愛の 箭 
tanha-sota ① 愛 耳 ② 渴 愛の 流 
tanha-sneha 愛親 愛 

tanhuppada 愛生， 愛生 起， 愛の 起處， 渴 愛の 

生 〔四 種〕 
tanhupaya  '：;^ おき 


Tatavapika  〔村〕 タタ ヴ一ピ 力 
Tatiya-gamana 第三 早 
tatiyajjhana 第三 禪， 第三 禪定， 第三 靜慮 
Tatiya-naga-vimana 第三 象天宮 Vv  62 
tatiya-patihariya 第三 神 變 V  2  a 1, 17 
tatiya-parajika 第三 波羅夷 = 人體戒 
tatiya-phala 第三 果= 不還果 
tatiya-bhanavara 第三 目甬 iJfl 
tatiya  magga 第三 道 = 阿 那含道 

丄' atiya-vagga  |j 三 品， 第二 掃 
tatiya-saihghadisesa 第三 僧 殘= 蠹語戒 
tativa-sangaha=tatiya-sanglti 第: £ 結集 
tatiya-sangiti 第三 結集， 第三 合誦 Mv  5:  VA4 

iatiya-sannavedayita-katha 第三 想:^ 闘' KV 
15  9 

tatiya  bhumi 第ョ地 

Tatojasi  〔大臣〕 タト ーヂ ヤシ 

Tatotala  〔大臣〕 タト一 タラ一 

Tatola  〔大臣〕 タト ーラ一 

tatta  ayosanku 熱鐵鉗 

tatta  tamba-loha 熱洋銅 

Tattala  〔大臣〕 タツ タラ一 

tatta  lohagula 熱鐵丸 

tattha  tattha  sammapayoga-paccaya 

ijjhanatthena  iddhi 彼 彼 處正加 行緣成 祌變， 
隨處の 正 加 行に 緣る 通の 義の神 通 

tatratthaka 据置きの 〔地 jii〕 

tatramajjhattata 中捨 性， 中捨， 處 中性 

Tatha  〔辟〕 タ タ 

tathatthe  pafifm 如 義の慧 

tathata=tathatta 如， 眞如， 如 性 

Tatha ほ- katha 眞如論 KV 19  5 

tathatta=tathata 眞如， 如， 如 性 

tatha 如， 如實 

Tatha  〔經〕 如 S  56  20,  27 

tathagata タタ— ガタ， 如來， 眞人 

Tathagata  〔經〕 如來 S  45 139  ；  51 32 

tathagata  arahan  sammasambuddha 如來 應 

供 正 自覺者 
tathagata-nisevita 如來の 行跡 
tathagata-pada 如來の 足跡 


Tathagata 


tathagata-bala 如來カ 

tathagata-vihara 如來住 

tathagata-savaka 如来の 弟子 

tathagata-seyya 如 來の臥 法 

Tathagatassa  abhejjaparisa-panho 如来の 衆り、 

分裂の 問 Mil 4  〔2〕  8 
Tathagatassa  uttarikaraniyaonava-panho 如 

來の 更に それ 以上 作すべき ことの 問 Mil 4 

〔1〕 9 

tathagatassa  thupo 如 來の塔 
tathagatassa  dhamma-desana 如 來の筑 法 
Tathagatassa し pa つ dutthena    cittena  lohitam 
uppadeti 惡心を 以て 如 來の血 を 出す， 惡心 
にして 如来の 血 を 出で しむ， 瞋心を 以て 如來 
の 血 を 出す 

Tathagatassa    parinibbutassa  asaaiyantassa 

vanjhavanjha-panho 如來 供養の 效無效 の 問 

Mil 4  〔1〕 1 
tathagatassa  puja 如來供 * 
Tathagatassa  pharusavaca  natthiti-panho 如 

來に粗 語 なきやの 問 Mil 4  〔3〕  2 
Tathagatassa  sabbasattanam  hitacarana-panho 

如來の 一切 有情 饒益 行の 問 Mil 4  〔2〕  6 
tathagatassa  sasanam 如 來の敎 
tathagataranjita 如来の 鑿 道 
tathagatena  acinno 如來 の' 吊 所行 法 
tathagatena  pannattarh カロ 來の所 制 
Tathagatena  vuttam  〔經〕 如 來所說 S  56 11, 

12= 轉法 輪經〜 V  2 1, 6 
tatha  tatha 如 如に 
tatha-vadin 々口論 矜 
tathiya=taccna 如眞， 如實 
tadanga-nibbana  —ipj'M^ 
Tadanga-nibbana  〔經〕 一向 涅紫 A  9  50 
tadanga-nibbuta 一向 淫紫 者 
tadangappahana 彼 分 捨斷， 決定 斷 
tadanga-viveka 彼 分離， 決定 離 
tadanga-santi 彼分叔 
tadanga-sunna 疋 S:， 彼 分 空 
tad-adhimuttata 彼 勝 解 
tadanvaya 同類 〔お 


Tadadhimutta  〔辞〕 タタ、、 一 ディム ッタ 
tadarammana 彼所緣 
tadarammanata 彼 所緣性 
tadarammana- bhavanga 彼所緣 有 分 
tadarammanaC-vara]] 彼 所緣乙 時分 j 
Taddhigama  〔王 臣〕 タツ ディ ガ— マ 
丄、 anagaluka  〔村」 タナガ ノレ 力 
Tanaveli==Canavela  〔精 舍 j タナヹ 、ーリ 
Tanaslva  〔王 侍者〕 タナシ 一ヴ 
tanta ① 織機 ② 蛛の絲 
tanta-vaya 織物 職人， 織物 星， 織師 
tantavaya 機 織女 

Tantavayikacatika  〔村〕 タンタ ヴ一 ヰ 力 チヤ 一 

ティカ 
tanta-vuta 絲織 
tantakulaka 絲の 鍵れ たる 
tanti ① 經典 ② 絃 
tantiggaha  〔励〕 タン ティ ッ ガー'、 
tanti-dhara 聖典 持 者 
tanti-baddha 執事 
tantissara 歌 % 
tantra 儀軌 

tandl 倦怠， 瞢愤， 頻申， 懶惰， 怠慢 
Tannaru  〔ネオ〕 タン ナノ レ 
Tannitittha  〔地名〕 タン 二 ティ ッタ 
tapatam  settho 最 勝の 火 
Tapana=Tapana  〔地獄〕 焦熱， 炎熱， 熱 炙 
tapaniya  ^Mh' 

Tapanlya  〔經〕 煩 苦 A 10 141， 185 
tapaniya  dhamma 苦行 法 
tapassita る 二 行 
tapassin=tapasa  ^fr^ 

Tapassin ① =Digha-tapassin  〔尼 乾の 徒〕 タパ 

ッ シ ン ② 〔使臣〕 
tapassino  upakkileso 苦行 荐 の？? n 據 
Tapassu=Tapussa    〔商 八， 塞〕 タ ハツ ス， 多 

梨 富沙， 多 婆 富沙， 帝 梨 富沙， 提謂 
Tapussa ① 〔燃 燈佛 の 信士〕 タブ ッサ （D= 

Tapassu  〔商人， 塞〕 タブ ッサ， 多 梨 富沙， 

多 婆 富沙， 帝 梨 富沙， 提謂 ③ 〔經〕 多 梨 富 

沙 A  9  41 
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Tayo 


tapo 苦行， 銀鍊， 道行 
Tapo  kamman  ca  〔經〕 苦 業 S  4 1 
tapo-guna 苦行 功德 〔外道 五戒の 一〕 
tapa-jiguccha 苦 ィ了 修仃 
tapo-jiguccha-alllna 苦行 修ィ了 執 
tapo-jiguccha-vada 苦行 修行 說 
tapo-jiguccha-sara 苦 ^ 修打袭 
tapoda 溫 7 ま， 多 fi^ 邛它 

Tapoda=Tapodarama  〔園， 精舍〕 タ ボ 一 ダ， 
多 浮陀， 多 陀溫 泉， t?^ 補， 檢補， 溫泉 

Tapodakandara タ ボ ― ダ 力 ン タ'、 ラ ， 多 浮 陀窟， 
溫泉窟 〜前項 

Tapoda  〔河〕 タ ボーダー， 多 浮陀， 搶補, 溫泉 

Tapodarama=Tapoda 多？^：陀園， 溫泉 精舍， 溫 

泉 林， 榻補 園， 檢補園 
tapo-vana 苦行 林, 行 香の 林 
Tappa  〔尼〕 タッパー 
tappetar 他 足 〔者〕 

Tabba ① 〔地方〕 タッパー ② 〔池〕 
tabbhagiya 同事， | 口 J 分 
fabbhagiya-vara  |。] 分 早 
tama 闇， 闇黑 . 

tama  joti-parayana 闇に して 明に 趣く， 闇に し 
て 明に 趣く もの， 閣 より 光に 赴く もの 

tama  tama-parayana 闇に して 闇に 趣く， 闇に 
して 闇に 趣く もの， 闇より 闇に 赴く もの 

Tamali—Tamalitti  〔國〕 タマリ， 多 摩 梨 

tamala  〔樹〕 タマ一 ラ 

Tamalapupphiya   〔比丘の 譬喩 經〕 タマ— ラブ 

ッ ヒャ Ap  3 191 
Tamalapupphiya- vagga タマ一 ラフ ッ ヒャ品 

Ap  3 191〜200 
tamokkhandha 闇蕴， 闇 冥 
Tamonuda  〔傳 。 轉輪 王〕 タモ— ヌダ、 
tamba 銅， 赤銅， 銅色 

Tamba ① 〔王〕 タンパ， 銅 ② 〔ダミ ラ人〕 タ 

ンパ ③ 〔大臣〕 タンパ ④ 〔村〕 タンパ 
Tambaunnamaka  〔地名〕 タンパ ウンナ マ 力 
tambaculaka   〔鳥〕 タン ハチ ユーラ 力 
Tambapani  (A)=l  ambapanni し 島， 洲〕 タン 
ノヽノ ミン 二 


Tambapanni  (T)=Lanka,   csihala し 島， 洲〕 タ 

ン パパン 二， 銅 葉， 銅鑠， 赤銅 鍵， 銅 掌 ② 

〔都〕 タンパ パンニ 
Tambapanni-dlpa 赤銅 鎳洲， 銅 葉洲， 銅 鐵洲， 

銅 掌 島， 錫 蘭 島 
Tambapanni   〔水路〕 タンパ パンニ一 
Tambapittha  〔村〕 タンパ ピッタ 
tamba-puppha 赤銅色の ィじ 
Tambapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 タンパ プッ 

ピャ Ap  3 152 
Tambala  〔村〕 タン パラ 
tambaloha-maya 銅 鐵所成 
Tambavitthi  〔村〕 タンパ ギッティ 
tambupadhana 丹 枕 

tambula   〔樹〕 タン ブ— ラ， 檐 步羅， 韻， 檳 
榔子 

tammayata 彼 作 性 =渴 愛 

tavo  akusala- dhamma 三 小 =^fe 

tavo  akusala-vitakka 三小备 芽， 二 小 # 等 思， 

三 不善 覺= 三 不善 思， 三 不善 界， 三 不善 想 

〔欲， 恚， 害〕 
tavo  akusala-samkappa  5i 刁ヽ #,@、= 二つ マ =^4, 

三 不善 界 〔欲， 恚， 害〕 
tayo  akusala-hetu 三不 #因= 三不 - i# 根 
tavo  aggappasada 三 勝 〔三 A の la  J 
tayo  aggi 〜！; ividhaggi 三 火 〔良—， M,  fej 
tayo  addha 三時 

tayo  anta 三邊 〔有 身， 有 身 集， 有 身滅〕 

tayo  avyakata-hetu 三 無 記 因 = 三 無 記 根 

tayo  asaadhamma 三 9F 法 

tayo  assa-khalunka 三 未 調馬 

tayo  assa-sadassa  二 良,!^ 

tayo  asava 三 漏 〔欲， 有， 無明〕 

tavo  upatthana 三 近 住 

tayo  kamma-patha  二 業; i£ 

tayo  kasava 三 マ蜀, 二 

tavo  kasikavatthupama  puggala 三迹尸 迹衣瑜 
人 

tayo  kincana 三 障 〔貪， 瞋， 癡〕 

tayo  kusala- dhamma 三 # 法 

tayo  kusala-vitakka 三 善 ま 三き ゆ; if、= 二 苦 
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Tayo 


界， 三 善 思 〔出 離， 無恚， 無害〕 

tayo  kusala-sarhkappa 三 #S、= 三き 4，  二 4 

界 〔出 離， 無恚， 無害〕 
tayo  kusala-hetu 三 善 因 = 三 善根 
tayo  khandha 三蘊， 三聚 し戒， /E, 慧 J 
tavo  khila 三 礙= 三 毒 
tayo  gaha 三 執 〔見， 慢， 愛〕 
tayo  gilanupama  puggala ョ 朽 i*bc; 人 
tayo  thera 三 長老 〔生， 法， 認定〕 
tayo  deva 三 天 〔世俗， 生起， 淸ぼゥ 
Tayodhamma-jataka タ ョータ ンマ • チヤ一 タ 

力， 三 法 本 生物 語 J  58 
tavo  dhamma ョ] £，  二 事 
tavo  nigna 三^^ = 三 毒 
tayo  nissaya 三 依 
tayo  patibhanavanto 三應ぉ 具"^ 
tavo  parihaniya  dhamma  二 IIir. ミ sfe 
tayo  pasada 三時 殿， 三 殿， 三の 殿， 三 宮殿 
tayo  puggala 三人 〔學， 無學， 非學非 無學〕 
tayo  put ほ 三兒 〔優， 隨， 劣〕 
tayo  purisa-khalunka  二 未 調 人 
tavo  purisa-sadassa  二人 良馬 
tayo  pottnakupama  puggala 三 樹皮お 1"bx 人 
tayo  phassa 三觸 〔空， 無 相， 無 願〕 
tayo  buddhakkhetta 三 佛刹土  〔生誕， 威令， 

境〕 

tavo  bhadda  assajaniya 三 最ほ馬 
tava  bhadda  purisajanlya 三 八 联良為 
tayo  bhava=ti-bhava 三 有， 三界 〔欲， 色， 無 
色〕 

tayo  bhara 三 &^擔 
tayo  magga  zuia 

tayo  mada 三 僑 〔無病， 年壮， 活命〕 

tayo  mana=tiviclha  mana,  tisso  vidha 三 俊 

〔慢， 卑， 過〕 
tayo  masa 三月 
tayo  megha 三 雨 

tayo  rasi 三聚 〔邪 定， 正定， 不定〕 
tayo  roga 三- Tf^ 

tayo  loka 三世 間 〔行， 有情， 空間〕 

tayo  \nmokKna=tavo  samadhi 三解晚 〔空, 


無 相， 無 願〕 
tayo  viveka 三 is 離 
tayo  vihara 三 住 〔天， 梵， 聖〕 
tayo  veda-=ti-veda 三 吠陀， 三部 吠陀， 三つの 

吠陀 
tayo  vyuha 三 卓 
tayo  samvatta 三 -壊= 大 三災 
tayo  sankhara  ® ョ行 〔身， 語， 心〕 ② 三 行 

〔福， 非 福， 不動〕 ③ 三 行， 三世 行 
tavo  satipatthana 三 念 住 
tavo  sattharo 三師 

tayo  samadhi ① 三定， 三 三昧 〔有尋 有 伺， 無 
尋唯 伺， 無尋無 伺〕 ② 三定， 三 三昧， 三 三 
^地 〔空， 無 相， 無 願〕 

taraccha 鬚狗， 熊 

Taraccha ① 〔族〕 タラ ツチ ャ ② 〔池〕 
taraccha-mamsa 鬣 狗肉 
tarana  fe, 度:! & 

Taraniya  〔比丘の 譬喩 經〕 タラ ニヤ Ap  3  204, 

270,  280,  485 
taramana 早急 # 
taruna 幼樹 

Taruna  〔經〕 幼樹 S 12  57 
taruna  rukkha 幼樹 
tarunupama 嬰兒 の喩， 幼 〔犢〕 喩 
tala 掌 

Talanga=Talangara,  Talankara  〔精 舍〕 タ ラ 

ンガ 

Talangara^Talanga,  Talankara  〔精 舍〕 タ ラ 
ンガラ 

Taladilla  〔港〕 タラ ディ ッラ 
Talatadevi  〔母后〕 タラタ一 デ一ヸ 一 
Talanigama  〔渡〕 タラ ニガ— マ 
Talaputa  〔比〕 タ ラプラ 
Tajakatthali  〔堡 壘〕 タラー カツ タリ 
Tajatthala  〔堡 壘〕 タラ一 ッ タラ 
Tavakannika  〔長者〕 タヴ カン 二 力 
Tavakka  〔婆〕 タヴッ 力 
tasa 怖 動 者-， 動け る もの = 凡夫 
tasara,  tasala 梭 

tassapaoivyasika 覚罪 相， 求 彼 罪， 實覚， 求 其 
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Tirhsa 


罪處 〔七滅 諍の 一〕 

tassapapi  yyasika-kamma 党 罪相竭 磨， 實覚報 
磨 

Tassa  sutam  〔經〕 聞 S  29  7-10 
TaCn^lgipperumala  〔ダ ミラ 人〕 ター 〔ン〕 ギツ 

ベ一ノレ一 マー ラ 
tana 救護所， 護， 庇護， 庇護 處， 避難所 
Tanarh  〔經〕 庇護 S  43  42 
tanagami-magga 庇護に 達す る の 道 
ほ din 如 同， 如 同 者， 如 如， 如 者， 期る 者 
Tapana〜Tapana  〔地獄〕 炎熱 
ほ pasa=tapassin 苦行者， 仙人 
Tamalitti'-Tamall  〔港〕 ター マリ ッ ティ 
Tayana ① 〔天子〕 ター ャナ， 多耶那 ② 〔經〕 

多耶那 S  2  8 
Tayana-gatha 多耶 那の偈 
taraka-rupa 星の 光明， 星の 光 
tarakarupanam  pabha 星の 光明， 星の 光， 星 

辰の 光明 
taraka 星， 星宿， 恒星 
Tarana  〔傳 。 轉輪 王〕 タ —ラナ 
ほ r お abha 星の 牛 王 
Tarukkha  〔婆〕 タ —ルッカ， 多 梨 車 
tala ① 〔果， 樹〕 ター ラ， 多羅， 棕櫚 ② 〔高 

さの 量〕 ター ラ， 多羅 （B)= ほ! a 鑼， 小鐃 @ 

簇 

talaka  〔植〕 ター ラカ 
Talakkhetta  〔村〕 タ 一ラッ ケッタ 
Talaggallaka し 池〕 タ一 ラッガ ッラカ 
talacchadi,  talacchaya 多羅 樹の蔭 
ほ la-pakka 多羅の 果 
tala-panna 多羅 葉 
ほ la-pa«a 多羅 葉 
tala-panti 多羅の 並樹 〔七 種〕 
Talaputa  〔比〕 ター ラプタ 
Talaphaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 タ―ラ パリ ャ Ap 
3  506 

tala  matthakacchinna 頭を斷 たれし タ一ラ 
tala-vanta 多羅 葉 扇， 多羅 葉の 扇， 多羅 葉， 多 

羅楚， m, 圓扇 

talavantaka 多羅 楚衣 


Talavantakadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ター ラヴ 

ンタダ 、一ャ 力 Ap  3  217 
Talavatthu  〔精 舍〕 タ一 ラヴ ッ トウ 
talavatthukata,  talavatthukata 本 を 失へ る タ 一 
ラ， 本 を 失へ る 多羅 樹の 如く， 本 を 失 ひし タ 
—ラの 如く， 本 無き 多羅 樹の 如く， 本 を拔か 
れし ター ラ， 多羅 樹の 頭を截 るが 如く， 多羅 
樹の 頭を截 りしが 如く， 多羅 樹の頂 を 切られ 
たる 如く， 多羅 樹の 如くな し， 多羅 樹の 幹の 
如く， 多羅 樹の 株の 如く， 多羅 樹の 本な きが 
如く， 多羅の 幹 を斷っ 如く， 根を絕 たれた る 
ター ラ樹の 如く， 切りた る 多羅 樹の 株の 如く 
tala-sadda=tala-sadda 小 鐃聲， 銅鑼 S: 
ほ lahiraka タ一ラ ヒーラ 力， 皮 を 破る @ 
talisa,  talissa  〔樹， 香〕 タ―リ サ， 達 子 香 
Talissara  〔王〕 タ―リ ッサラ 
ほ lisa= ほ lisa,  talissa  〔樹， 香〕 達子智 
talisaka タ一 リーサ 力， 達 子 香の 木 
talu 上賠 

Ta!ankara=Talanga,  Talangara  〔精 舍〕 ター 

ラン カラ 
talacchiggala 鍵 孑し 
ほ! acchidda 鍵穴， 鍵孔 

Tajayurunadu    〔地名〕 ター ラュ一 ルナ一 ドウ 
Talaveli-magga タ 一ラ： £  — リ通 
tala-sadda=tala-sadda 銅鑼 聲， 小鐃! g 
talavacara 樂器 
tava-kalika 暫借 

Tavatimsa=Tidasa,  Tidasa  deva, 丄、 idiva  〔ノ ヾ 
欲 天の 一〕 タ―ヴ ティン サ， 切 利 天， 三十 三 
天 

Tavatimsa-parisa 三十 三し 大 J 泉, 二十 二 天 宵, 

切 利 天 衆 〔八 衆の 一〕 
Tavatirhsa-bhavana 忉利 天， 忉利 天界， 三十 

三 天 

Tavatirhsa  deva 三十 三 天， 忉利天 
Timsa  dhamma  〔經〕 三十 法 A 10  212 
Tirhsa-nipata ① 三十 偈集 〔長老 谒經〕 Thag 
949〜1050 ② 三十 偈集 〔長老 尼 谒經〕 Thig 
366-399 ③ 第 十六 篇 〔本 生經〕 J  511〜520 
timsa  nissaggiya-pacittiya 三十^^坦， 二十 尼 
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Tirhsa 


薩耆波 逸 〔提〕 

tirhsa  nissaggiya 三十 尼薩耆 
timsa  parami 三十 波羅蜜 
Timsamat ほ 〔經〕 約 三十 S 15 13 
tika 三 法， 三聚 V  3  6  (3) 
I'ikandaki-vagga ティ カン タキ 口 A  5 141〜 
150 

rikandakivana ティカ ンダキ 林 

tikandi  〔花〕 ティ カン ディ 

Tikandipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティカ ンデ 

ィ プ ッ ピャ Ap  3 199 
Tikanna  〔婆〕 ティ カンナ 
tikanni  〔樹〕 ティ カン 二 

Tikannipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ カン 二 

プッ ピャ Ap  3 188 
Tikatika-patthana 順 三 法 三法發 趣， 三 法 三 法 

發趣 Tikatika 1〜42 
1 ikatikapatthana-vannana 三 法 三法發 趣之釋 
Tikaduka-patthana 順 三 法 ニ法發 趣， 三 法 二 法 

發趣 Tikaduka 1〜94 
Tikadukapatthana-vannana 三 法 二 法發趣 2： 釋 
Tika-nipata ① 三 偶 集 〔長老 f 易經〕 Thag  219〜 

266  〔長老 尼 渴經〕 Thig  39〜62 ② 三 集 〔增 

支部 經〕 A  3 1〜163  (D 三 集 〔如是 語經〕 It 

50〜99  @ 第三 篇 〔本 生經〕 251〜300 
Tika-patthana 順 三法發 趣， 三法發 趣， 三 法 鉢 

多那 Tika 1〜22 
tika-bhojana 三人 共 食， 三食 
Tika-vagga 三 法 品 A  6 107〜116 
tikiccha 治療， 醫ゅ 
tikicchaka  ？姿師 

Tikicchaka  〔比丘の^ 喻經〕 ティ キッ チヤ 力 

Ap  3 179 
tikicchant 翳師， 醫 n 
Tikiccha  〔經〕 醫 A 10 108, 109 
ti-kusala-sampatti 三 善 趣 
Tikuta  〔山〕 テイク一 タ 

tikoti-parisuddha 三點 淸淨， 三種 淸淨 〔魚肉の〕 
1 ikonamala  Z'^J ティ コーナ マ一 ラ 
Tikkha  〔經〕 禾 IJ  S  55  73 

tikkha-panna 利慧 お-， 利慧 〔者〕， 捷慧〔1*^〕， 鋭 


慧#, 鋭 智者， 銳 利な 智慧 者， 銳き 智慧 〔者〕 
tikkha-panfiata 利慧 

tikkha-panna 利慧， 利智， 銳智， 鋭利な 智慧 

tikkhindriya 利根， 利根 者- 

i ikhinamanti 〔王子 i ティ キナ マン ティ 

1 icampakapupphiya  〔比丘の 譬 P 兪經〕 ティ チヤ 

ン パカプ ッ ビヤ Ap  3  254 
ti-clvara 三 衣 

ticlvara-dhara 箸 三 衣せ = 三 衣お 

ticivarena  avippavaso 三 衣と 不離 

tina 草， 茅 草， 靑草， 禾本， 嫌滔， 雑草 

tina-kattha 草 や 薪 

Tinakattharh  〔經〕 薪 草 S 15 1 

tina-Kalapa 草 把 

tina-kutika 草屋， 草 房 

Tinakutidayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ティナ タティ 

ダ一ャ 力 Ap  3  334 
tina-khetta 茅 草 田 
tinaggi 草 火 

tincicchadana,  lina-chadana 草 草 §£ 
tinandupaka 草 輪 
tina-daya 草原 

丄、 iijadSyaka-vagga ティ ナタ 一ャカ iSq   Ap  3 
518〜527 

tinadosam  khettarh 田は雜 草に よ り 損 はる 
tina-punja 草堆， 草の 堆積 
tinapupphaka-roga 草花 
tina-punsaka 案 山ナ 
tina-bhakkha 草食 
tina-bhisi 草臥衡 

TinamuUhidayaka    〔比 丘 の 譬喩 經〕 ティ ナム 

ッ ティ タ、、 —ャカ Ap  3  345,  518 
tinava 鏺鼓， 妓鼓 

tinavattharaka 如 草 覆 地， 如 草 覆 地 法， 草掩， 

草 覆 地 〔七滅 諍の 一〕 
tinava-sadda 妓鼓 K 

tina-santharaka^tina-santhara 草 座, 草 あ 
草 敷 具 

tinasantharaka-sayanasana 草;^ の 床 
tina-santhara^tina-santharaka,  tina- 
santharaka 延 
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Tindima 


tina-santharaka~tina-santhara,  tina- 

santharaka 草 敷 具， 草 座， 草 産 
Tinasantharadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ ナサ 

ンタ一 ラダ一 ャカ Ap  3  76, 192 
tinasula=tinasulika  〔花， 植 j ティ ナス ーラ 
Tinasulaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ ナス— ラカ 

Ap  3 157 

Tinasulakachadaniya   〔比丘の 譬喩 經〕 ティナ 

ス一ラ 力 チヤ一 ダ、 ニヤ Ap  3  410 
tinasulika=tinasula  〔ィ E，  te〕 ティ ナス一 リカ 
tina-haraka 採 草 者， 草 刈 人 
tinagara 藁葺の 家， 草葺の 家， 草 家 
Tinukkadhariya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ ヌッ カタ、、 

ーリャ Ap  3  451 
tinukka 草炬， 乾草の 但， 草の 炬火， 藁の 但火 
tinukkupama 乾草の; E の喩， 草; E の喩， 草; E 
の 如く 

tinduka=tinduka  〔樹〕 鎭頭迹 
Tinduka-jataka ティ ン ドウ 力 • ナヤ一 タカ， 

鎭頭 迦樹本 生物 語 J 177 
Tindukaphaladayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ティン 

ドウ カパ ラダー ャカ Ap  3  346 
tinna 度お"" 

tinnam  inanyanam  vasibhavata  Danna  EEfti 

の 得 自在の 慧 
tinnam  cittanam  vippharo 三 心の 遍滿 
tinnam  sannipato=tisso  samaggiyo 三 事 和合 
tinnam  vedana  paragu 三種の 吹陀 【こ 通達せ る 

もの 

tinna-vicikicchata 疑惑 を 超えた る こ と 

linha  ayo-sahku 鋭利の 鐵杭 

tinha  khura 鋭利の 剃刀 

tinha  nakhacchedana 鋭禾 IJ の 爪 刀 

tinha-sattha 利刀， 銳き匁 

tinha-sikhara 利刀， 利劍 

tinha  kuthari 禾 IJ 斧 

tinha  satti 鋭き 刀， 鋭利の^ 物 

titikkha 勘忍， 隱忍 

titta 自足 〔者-〕 

tittaka 苦 

tittakalabu 苦 瓜， 苦瓠， 苦葫 蘆， 苦瓢 


titti 厭 足 

tittira  〔鳥〕 ティ ッテ イラ， 鷓鵠， 沙奚 I， 鷂 
丄 ittira-jataka ティ ッテ イラ • ギヤ 一 タカ， き 1 

il 本 生物 語 J  37, 117,  319,  438 
tittiriya  〔梵 行〕 ティ ッ テリ ャ， 鶴 法 
Tittiriya  〔婆〕 ティ ッ テリ ャ 
tittha 渡 場， 渡り 場， 渡處， 度處， 水浴 場， 浴 

場， 淺瀨， 上り 場， 津岸 
Tittha  〔村〕 ティ ッタ 
tittham  janati 度處を 知る， 渡處を 知る 
titthakara 一派の 開祖， 一派の 祖， 派祖， 外道 

師， 外道 主， 宗祖， 祖師， 敎祖， 敎派 主， 救 

濟教， 外道 * 
Titthagama  〔精 舍〕 ティ ッタ ガー マ 
tittha-cola 浴津布 

Tittha-jataka ティ ッタ • ヂャ一 タカ， 沐浴 場 

本 生物 語 J  25 
tittha-navika 渡 守 

Titthamba  〔ダ、 ミラ 人〕 ティ ッタ ンバ 

titthayatana 外道の 所依處 〔三種〕 

titthiya 外道， 外學， 外道 師， 外道 派， 異學， 

異 f 老 

titthiya-pakkantaka 外學に 走れる 者- 
titthiya-vatta タト 道行 事 
titthiya-vihara 外道 寺院 

titthiya-savaka 異教徒， 外道の 弟子， 外道の 聲 

聞 

Tidasa テ ィ ダサ， 三十 =仞 利 天， 三十 三 天 
tiaasa-gana 三十 三 大衆 

fidasa  deva=l  avatuiisa 三十 諸 大， 三十 天， 
三十 三 天 

Tidiva=Tavatiriisa  '1 刃禾リ 天， 三 天， 三十 三 天 

ti-duDDannakarana 三種 壞色 

ti-nikaya 三 宗派 〔大寺 派， 無畏 山寺 派， 祇陀 

林 寺 派〕 
tintina 欲 貪 

Tintini,  Tintmika  Cfj  J ティン ティ 二， ティン 
ティ 二 力 

Tintinigamaka  〔池〕 ティン ティ 二 ガー マ 力 
tindima=clindima,  dendima  〔樂 〕 アイ ンァ 
イマ， 小 鼓， 手 鼓， 錄鼓， 銅鑼， 鐃载 
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Tindu 


tindu,  tinduka   〔樹， 果〕 ティン ドウ， ティン 

ドウ 力， 鎭頭迦 
Tinduka-kandara ティン ドウ 力 屈, 丁 土 filUfe 
Tindukadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ティン ドウ 力 

タ'、 ーャカ Ap  3 197 
tindukacira 鎭頭迴 樹苑 

findukkhanu  -par  ibbaj  akarama ァ イン トウ ッ 

カー ヌ出 家國 
tipada  catuvlsatakkhara 三 句 二十 四 子 
ti-parivatta-dvadasaKara 三轉 十二 tlffi 
riDallatthamiga-jataka テ イノ、 ッラッ タミ 力 • 

ヂャ— タカ， 三 臥 鹿 本 生物 語 J 16 
ripavha    "/ ンニー Aj ティ ノ 、ウノ ヽ 
tipitaka=tepitaka,  tipitaka-dhara^^tipelakin 

三藏， 三 藏師， 三藏 〔持〕 教， 通三藏 
Tipitaka-Culanaga  〔比〕 三蔵 小 龍 
Tipitaka-Culabhaya  〔比〕 三藏 〔師〕 小無畏 
tipitaka-dhara'~tepitaka,  tipitaka 三藏持 者- 
tipu 錫 

TiputhuUa  〔精 舍〕 ティ プト ウッラ 
Tipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ フッ ヒャ Ap 
3  96 

tipu-maya 錫 所 取 
tipuloha-kara 錫 銀 冶 
tipusa 胡瓜 

tipetakin'-tipitaka-dhara 三蔵に 精通せ る 
tippa-upakkama 劇 し ざ 精進 
tippa-padhana 劇しき fe' 勤 
tippa  katuka  vedana 劇裂受 
ti-bodhi 三 菩提 〔等 正， 辟 支， 聲聞〕 
tibbadosa-jatika 重 RE 生れ 
tibbamoha-jatika 堇癡 生者 
tibba-raga 苦 貪， 愛欲 重き 
tibbaraga-jatika 重 貪 生 あ- 
iibba  vanasanda 大 jrf 林 
tibba-saraga 劇しき 染著 
ti-bhava=tayo  bhava 三界, ョも 
Tibhuvanamalla=Tilokamalla し パラ ッ 力 マノ、 

—フニ 世の 子〕 ティブ ヴナ マツ ラ 
ti-mandala 三輪 
timattani  atthisatani 三百の 骨 


Timanda  〔大 魚」 ティ マンタ 

timi  〔大 魚〕 テ イミ， 提魔， 帝 魔， 帝彌 

timingala  〔大 魚〕 ティ ミ ン ガラ， 提魔 耆羅， 帝 

麖 伽羅， 帝 魔羅 
timitimingala  〔大 魚〕 ティ ミ ティ ミ ン ガラ， 提 

魔提麖 耆羅， 帝 麇帝魔 伽羅， 吞 舟の 大魚， 大 

身 魚 

timira  花」 ティ ミラ 

timirapifigala=timirammgala し大; fe〕 テ イミ 

ラヒン ガラ， 帝 廢羅頻 伽羅， 提麇提 麝耆羅 
Timirapupphiya  〔比丘の" 喩經〕 ティ ミラ プッ 

ビヤ Ap  3  81, 366 
丄、 imirapuDphiva-vagga アイ ミラ フッヒ つ' 品 

Ap  3  81〜90 
timiramifigala=timirapingala し大' tfjj アイ ミフ 

ミ ン ガラ， 帝 魔羅 頻 伽羅， 提麇提 魔耆羅 
timbaru=timbarusaka  〔樹， 果〕 ティ ン ハル 
Timbaru  〔犍圖 婆 王〕 ティン パル， 耽 樓， 珍 

浮樓 

Timbaruka  〔遊行 者〕 ティン パル 力， 站牟留 

Timbaruko  〔經〕 站牟留 S 12 18 

Timbaru ① 〔渡 場〕 ティン パル—， 耽ト 7: 樓 ② 

〔音 樂〕 ティン バル— 
timbarusaka=timbaru し 化， 果 J ティ ンハ ノレ 一 

サカ， 鎭 頭迦， 瓜果 
Tiyaggala  〔湖〕 ティ ャッ ガラ 
Tiramsiya  〔比丘の 譬 喻經〕 ティ ラン シャ Ap 

3  318 

tiracchana 畜生， 畜生 類 

tiracchana-katha 畜生 論， 畜生 說， 無用 論， 無 
签徒勞 の 話， 無駄 纖論， 雜談， 遮 道の 論議， 

遮 jii 獨亂の 論說， 俗語 〔三十 二種〕 

Tiracchana-katha 畜生 論 KV  20  4 
tiracchanakathika 卑語 〔者〕， 無用 論者 
tiracchana-gata 畜生， 傍 生， 畜生 趣， 畜生 男 
tiracchanagata-panggaha 畜生 物 
tiracchanagata-punsa  ■ ^生 男 
tiracchanagata,  tiracchanagatitthi 畜生 女 
tiracchana-yoni 畜生， 傍 生， 畜生 界， 畜生 趣， 

畜生道， 畜生 族 〔五 趣の 一〕 
tiracchana-yonika 畜生， 畜生 界， 畜生 界の 
tiracchanayoni-katna 苗— 生 ife 
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Ti-sarana 


tiracchanayoni-bandhana 傍 生 縛 
tiracchanayoni-loka 畜生 世 『曰， 
tiracchana-vijja 畜生 明， 畜生 呪， 賤 劣學， 無 
益 徒 勞の明 

Tirikkanappera  〔地名〕 ティ リ ッカ— ナツ ぺ— 
ラ 

Tirinaveli  〔地方〕 ティ リナ ヹ―リ 
Tirippaluru  〔地名〕 ティリ ッパ— ルル 
Tiripputturu  〔地名〕 ティ リ ップッ トウール 
Tirimalakka  〔村〕 ティ リマ ラッカ 
tiriya  〔草〕 ティ リャ— 
tirivaccha  〔樹〕 ティリ ヴ ッ チ ャ 
Tirivekambama  〔地名〕 ティ リヹ一 力 ンパマ 
tirita=tinta ティ リー タ 樹皮， ティ リ一タ 樹皮 
衣 

tiritaKa 樹皮 衣 

Tiritavaccha ① 〔仙， 佛の 前生〕 ティ リ —タヴ 
ツチ ャ② 〔傳。 婆〕 ③ 〔長 #〕  @  〔婆， 迦旃 
延の 父〕 

iiritavaccha-jataka ティ リ一 タヴッ チヤ • ギヤ 
一 タカ， ティリ一 タヴッ チヤ 仙 本 生 物語 J 
259 

tirlti=tirlta,  tirita  〔樹〕 ティ リー ティ 
tirlta=tirita  〔樹〕 ティ リー タ 
tiro-kudda 住家の 外 
Tirokudda-petavatthu 戶外鬼 事 Pv 1 5 
Tirakudda-sutta 戸外 經， 解 橫斷經 Khp  7 
tila 胡麻， 菜種 * 

tilaka ① 〔樹〕 ティ ラカ， チラ 力 ②痣， 斑疹 
tila-kakka 胡 ffS 膏 

ti-lakkhana 三相， 三 性， 三 法 印 〔無常， 苦， 
無我〕 

Tilagulla  〔村〕 ティ ラグ ッラ 
Tilagullaka  〔池〕 ティ ラグ ッラカ 
tila-tela 胡麻油 

Tiladakkhina-vimana 胡麻 供養 天宮 Vv 10 
tila-dandaka 胡麻 幹 
tila-pitthi 胡麻 〔粉〕 
tila-phala 胡麻 粒， 胡麻 子 
tilaphala-matta 胡麻 子 直 

Tilamutthi-jataka ティ ラム ッ ティ *チ 'ャ 一タ 


力， 一握 胡麻 本 生物 語 J  252 
Tilamutthidayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ ラム ッ 

テ ィ ダ一ャ 力 Ap  3  272 
Tilavatthuka  〔水路〕 ティ ラヴ ツ トゥカ 
tila-vaha 胡麻 荷， 茱 種子 * 
tila-sariiguiika 胡麻 研 
Tilokanandana  〔園〕 ティロ一 力 ナン ダナ 
Tilokamalla=Tibhuvanamalla  〔王 十」 ティロ 

一力 マツ ラ 

Tilokasundarl    〔ギヂ ャャパ —フー 世 王妃〕 テ 

イロ  — カス ン ダリ—， 三界の 美女 
tilodana 胡麻 貌 
Tivakka  〔婆〕 テ ィ ヴ ッ 力 
Tivanka  〔堂〕 テ ィ ヴ ン 力 
ti-vatta 三輪 轉 

Tivantipupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ティ ヴンテ 

ィ プッ ピャ Ap  3 190 
Tivara ① 〔人〕 ティ ヴラ一 ② 〔都〕 ティ ヴラ 

―， 帝彌羅 
tividha  akasa 三種の 虚空 
tividha  kalyana 三種 善 〔初， 中， 後〕 
tividha  kuhaka-vatthu~tmi  kuhana-vatthun- 

三種の 詐欺 
tividhaggi^tayo  aggi 三 の 火〜 二 火 
tividha  dan  a 三種 施 

tividha  paccuppanna 三種 現在 〔刹那， 相 fe, 
一期〕 

tividha  manda 三種の 酸 翻 
tividha  mana=tayo  mana,  tissa  viaha  二種 
の慢 

tividha  sanna 三種の 想 

tividha  samadhi 三種の 定 〔刹那， 近 行， 安 止〕 
tividha-sucarita-dhamma  二 ^ 法 
tividhupaparikkha 三種の 觀察 〔界， 處， 緣起〕 
tividhena  rupakkhandho 三種 色蘊 
tividhena  rupa-samgaho 三種 色聚， ョ 種の 色 

種 〔有 見 有對， 無 見 有對， 無 見 無對〕 
ti-veda 三 吠陀， 三部 吠陀， 三つの 吠陀 
tisa(A)=tissa  〔星〕 ティ サ 
ti-sandhi 三連 結 
ti-saranagamana 三 蹄, 三 蹄 


Ti-sahassi 


ti-sahassi  mahasahassi  lokadhatu 三千 大 千世 

界 

Tissa ① 〔佛〕 ティ ッ サ， 帝沙， 帝須 ② 〔辟〕 
テイク サ③ 〔天〕 ティ ッサ， 底沙 ®  〔燃燈 
佛の 第二 弟子〕 ティ ッサ, 帝沙 ⑤ 〔昆 婆尸佛 

の 第二 弟子〕 ティ ッサ， 提舍， 帝沙 ⑥ cm 

葉佛の 第一 弟子〕 ティ クサ， 提舍， 帝沙⑦ 
〔比， 佛の從 弟:） テ ィ ッ サ， 低舍， 低沙， 帝 
須 ®=Tissa  Metteyya  〔比〕 ティ ッサ， 帝 
須 (9)=Losaka-tissa  〔比〕 ティ ッサ @= 
Kutumbikaputta-tissa  〔比， 富豪の 子〕 帝須， 
帝沙 ®=Moggaliputta-tissa  〔比〕 帝須 @ 
〔比， 祇陀林 寺 を 建てし む〕 ティ ッサ⑩ 〔相 
承 比丘〕 テ ィ タ サ， 帝須 ®=Cti!apmdapatika- 
tissa  〔比〕 帝須 ⑩ 〔寵山 比丘〕 帝須 © 
〔比， 書 寫阿闍 梨〕 帝須 ®  〔梵天， 目犍 連子 
帝須の 前生〕 帝須 @>=Co!anathapiij(^ika-tissa 
〔比〕 帝須 @  〔ビ ヤング IMif 比丘〕 ティ クサ 
t2(»=Mahatissa,  Hambugailaka-mahatissa 
〔比」 ティ ッサ @=Devanampiya-tissa  〔王〕 
'i^M<^=^ura-tissa,  ;5uvaijpapiijda-ussa し 王〕 
'rTf^<?^=Mahatissa,  Abhaya,  DutthagamanI 
〔王〕 帝須 @=Vankanasika-tissa  〔王〕 帝須 
@=Yasalalaka-tissa  〔王〕 帝 須 @  〔王， ヰ' 
ハー ラデー ギ 一の 父〕 ティ クサ @  〔樵 夫， 
王〕 ティ クサ， 帝須 < ^〔王， マ ハ―チ ユーラ 
王の 子〕 ティ クサ， 帝須 （^=Voharaka-tissa 
〔王〕 ティ ッサ， 帝須 （^Kanittha-tissa  〔王〕 
帝須 #=Saddhatissa  〔ドウ ッ タガ —マニー 
王の 弟〕 ティ ッサ ®  〔王子〕 帝須 翁 〔大臣〕 
帝須 ^  〔戰 士， ドウ クタ ガー マ 二 一王 臣〕 
ティ ッサ翁 〔蓮華 上佛の B 士〕 ティ ッサ' 3^ 
〔傳。 王師の 子〕 ティ ッサ， 提舍 〔釋 種〕 
帝須 （^〔山〕 ティ ッサ ％  〔池〕 テ イツ サ， 
帝須 @FUttaratissa 〔精 舍〕 ティ ッサ ® 〔精 
舍〕 テ イツ サ， 帝須 

1 issaka  (I)=Kanittha-tissa  〔王〕 ティ クサ 力 
② 〔經〕 低沙 i^H  S  6  8 

Tissadatta  〔相承 比丘〕 ティ ッサダ ッタ， 帝須 
達 多 

Tissa-Metteyya-Tissa  〔比， 婆 和 利の 弟子つ テ 


イツ サメ ッテ ーャ， 帝 須彌勒 〔譬喩 經〕 Ap 
3  398 

riss£imetteyya-panna=  fissametteyyamanava- 

puccha  〔經〕 帝 須彌勒 所 問 
Tissametteyya-manavakapanha-niddesa 帝 須 

彌勒學 童 所 問の 義釋 CNd  2 
rissamettevya-manava-puccha— 

Tissametteyya-panha   〔經〕 帝 須彌勒 學童所 

問， 彌德勒 所 問 Sn  5  3 
Tissametteyya-vagga 帝 須彌勒 品 Ap  3  398- 

407 

Tissametteyya-sutta 帝須 彌勒經 Sn  4  7 
Tissametteyyasutta-niddcsa 帝須 彌勒經 の義釋 
MNd  7 

i issavaddhamanaka し 地名」 ティ クサ ヴッ ダ、 マ 
—ナカ 

丄、 issavasaoha し ItP^i/^J ティ ッサ ヴサハ 
Tissa ① 〔僑陳 如 沸の 上足 尼〕 ティ ッ サ—， 帝 
沙 ② 〔尼〕 帝須 ③ 〔尼〕 ティ ッ サー @〔 夷〕 
ティ ッサ— ©  〔女〕 ティ ッサ —⑥ 〔ウダ ャ 
一世 王妃〕 ティ ッサ— ⑦ 〔カツ サパ四 世 王 
妃〕 ティ ッサ— ⑧ 〔王女〕 ティ ッサー 
1 issaya  mata しヅ ティ ッサ 一の 母 
Tissarakkha   〔阿育 王妃〕 ティ ッサ— ラッカ— 
Tissarama ① 〔尼 房〕 ティ ッサー ラーマ （！)== 
Mahavihara,  Mahameghavana  Cfn'^J 帝须 
園 

Tisso ① 〔經〕 低沙 S  21 9 ② 〔經〕 低舍 S 
22  84 

tisso  akusala-dhatuyo  2^^;著-界=三不善導し^1^， 
恚， 害〕 

tisso  akusala-sanna 三ィ、#^想 し 欲, 恚， %-j 
tisso  anupassana 三隨觀 
tisso  uoama 三つの P 翁 

tisso  esana 三 求， 三尋， 三尋 J|;， 三 愛 〔欲， 

有， 梵 行:） 
tisso  kafikha 三 疑 
tisso  kamupapattiyo 三 欲 生 
tisso  kusala-dhatuyo 三善界 〔出 離， 無恚， 無 

tisso  kusala-safifia 三 善 想 〔出 離， 無 患， 無害〕 
tisso  cariyavo 三 所行 


(184) 


Tini 


tisso  tanha 三 愛， 三渴愛 〔欲， 有， 無 有〕 
tisso  dukkhata 三 苦， 三 苦 性 〔苦 苦， 瓌苦， 行 
苦〕 

tisso  dhatuyo 三界 （D= 三 有 〔欲， 色， 無色〕 

(D= 三 有 〔色， 無色， 滅〕 ⑧ 〔劣， 中， 勝〕 
tisso  nissaranlya  dhatuyo 三 出 耍界， 三 出離界 
tisso  panna 三慧 ① 〔學， 無學， 非學非 無學〕 

② 〔聞， 思， 修所 成〕 
tisso  panpada 三 i|_ 
tisso  parinna 三遍知 〔知， 度， 斷〕 
tisso  pariyattiyo 三種の 暗 g 南 
tisso  parisa ョ 衆會， 二の？^ 
Tisso  pi  anusaya-katha 三 亦 隨眠論 KV 11 1 
Tisso  pi  katha 亦 三論 KV  22  5 
tisso  bhavana ① 三修習 〔遍 作， 近 行， 安 止〕 

② 三修 〔身， 心， 慧〕 
tisso  vandana 三 ilg し 身， 語， 意〕 
tisso  vijja 三 明， 三種の 明 〔宿命， 天眼， 漏盡〕 
tisso  vidha^tayo  mana,  tmdha  mana 三慢， 

三 自負， 三 類， 三次 第 
tisso  vipattiyo 三缺損 〔戒， 心， 見 又は 業， 活 

命， 見〕 

tisso  vuddhiyo 三增長 〔fe, 戒， 惑」 

tisso  vedana 三受， 三種 受 〔樂， 苦， 不苦 不樂〕 

tisso  samana-sanna 三 沙門 想 

tisso  sampattiyo 三 成就 

tisso  sampada 三圓足 ① 〔戒， 心， 見 又は 業， 

活命， 見〕 ② 〔信， 戒， 慧〕 
tisso  samaggivo=tinnam  sannipato 三 和 甘 

tisso  sikkha 三學 〔戒， 定， 慧〕 

tisso  sukhupapattiyo 三樂生 

tihetuka 三 因， 三 因 者- 

tihetuka-upekkhasahagata-kiriya 三 因 捨俱行 
唯 作 

tihetuka-kamavacara-vipaka 三 因 欲 界繫異 熟 
tihetuka-patisandhi-citta 三 因 結 生'!！、 
tihetuka-mahavipaka 三 因 大異熟 
tihetuka-vipaka 三 因異熱 

tihetuka-somanassasahagata-kinya 三 因 快 {P; 行 

唯 作， 三 因 喜 俱唯作 
tlnadhipateyyani  H%Ji し 我， 世， 法」 


tinanuttariyani 三 無上 し 見， 行， 解脫〕 

tIni  akusala-mulani 三刁、 #te し 貪， 膜， 瘦= 

二 母， 二 火」 
tini  anganani 三穢 
tini  antaradhanani 三隱沒 （正 法の） 
tini  avudhani 三 仗 〔聞， 離， 慧〕 
tini  indriyani 三 根 = 三 無 漏 根 〔未知 當知， 已 

知， 具 知〕 

Tinikanikarapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ— 

二 力 二 力一 ラプッ ピャ Ap  3  498 
tini  katha-vatthuni ヒ論事 
tini  kammani 三業 ① 〔身， 語， 意〕 ② 〔順 現 

受等〕 

Tlnikinkhanikapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ティー 
二 キン 力 二 カブ一 ヂャカ Ap  3  341 

Tlnikifikhanipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティー 
二 キン カニプ ッ ビヤ Ap  3  488 

tini  kulani 三 家 

tini  kusala-mulani 三 善根 〔無 貪， 無瞋， 無 癡:! 
tini  kuhana-vatthuni~tividha  kuhaka-vatthu 
三 詭詐事 

tini  kosallani 三 善 巧 〔增 益， 損 減， 方便〕 
tini  gandha-jatani 種の 杳 
tini  cakkhuni 三 眼 〔肉， 天， 慧〕 
tini  cetokhilani 三 心 栽 〔貪， 瞋， 癡〕 
tini  codana-vatthuni 三 擧罪事 〔見， 聞， 疑に 
よ る:] 

tini  nanani 三智 〔過去の 智等〕 

tini  tathagatassa  arakkheyyani 如 來の三 小金 

tini  tamani 三 暗 

tini  titthayatanani 三 外道 處 

tini  dandani 三 =ij 

tini  duccaritani 三惡 行， 三 惡業= 三 不善 業 

〔身， 語， 意〕 
Tininalamalika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 ティー ニナ 

ラマー リカ一 Ap45 
tini  nimittani ① 三 因， 三相 ② 三相 〔遍 作， 

取， 似〕 

tini  paticchannani 三 法 〔隱 さるべき もの〕 
Tinipadumiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ティー ニパド 
ゥ ミヤ Ap  3  80 


Tim 


tini-pahanani ミ 捨斷， 三捨離 〔鎭 伏， 彼 分， 
正斷〕 

tini  pagabbhiyani 三 傲慢 

tini  patihariyani 三 祌變， 三種の 祌變， 三種の 
神 通， 三 示 導 〔祌 通， 記說， 敎誡〕 

tini  punnakinva-vatthuni 三 福 ま 事 し 施, Ttk. 
修〕 

tini  bhayani 三畏， 三 畏怖， 三 恐怖 〔飢， 疾， 
刀〕 

Tinimakkula  〔村〕 ティー 二 マツ クラ 
tini  mangalani 三祭禮 

tini  malani ① 三 垢， 三の 始= 三 毒 ② 三 垢 〔破 

戒， 嫉， 慳〕 
tini  moneyyani 三牟 尼， 三寂默 〔身， 語， 意〕 
tini    lakkhanani=tini    lakkhanani,  tini 

sankhata-lakkhanani 三相 〔生， 住， 滅〕 
tini  vimokkha-mukhani 三 解脫門 〔空， 無 相， 

無 願〕 

tini  viva は ni 三 法 〔顯 はされ 輝く もの〕 
tini  visamani ョ邪 

tini  sarnKnata-lakkhanani=tIni  lakkhanani 

三 有爲相 〔生， 住， 滅〕 
tini  saihyojanani 三 結 し •If 身 見， 疑， 戒禁 取〕 
tini  satthi  osaranani 六十と 三の 異端 說 
tini  satthani 三 刀 〔身， 語， 意〕 
Tinisaranagamaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 ティ— 二 

サ ラナ 一 ガマ ニヤ Ap  3  23 
tini  sucari ほ ni 三 善行， 三 妙 行， 三 善業 〔身， 

nn  ， 意 J1 

tini  soceyyani  zlm']^ し 身, Sn.  ,6J 
Tinuppalamaliya   〔比丘の 譬喩 經〕 ティー ヌッ 

パラ マー リャ Ap  3  339,  370 
Titimiti ティ一 ティ ミ 一ティ， 大魚 
tini  lakkhanani==tlni  lakkhanani 三 性 
Tiya  〔婆〕 ティ— ャ 
Tira  〔經〕 岸 A 10 170 
tiranatthe  nanam 度の 義の智 
tIrana-Darinna 度遍知 
tlrana-vibhuta 度 知 無 有 
tiradassin  sakuna 視岸 鳥， 陸地 を搜 むる 鳥 
Tiritara  〔王〕 ティー リ タラ 

( 


Tivala  〔阿育 王子〕 ティ 一ブラ 
Tisucullasa  〔村〕 ティース チュッ ラサ 
Tihi  〔經〕 三 〔法〕 S  37  4 

tlhi  saranagamanehi  upasampada-Katha   二 蹄 

依 具足 戒 V  2  a 1, 12 
Tungabhadda  〔水路：！ ト ゥ ンガバ ッ タ、、 
tuccha 空虚， 虚僞， 虚 
tuccham  musa  vilapati 虛 Hft 妄 す 
tucchasankhara-samanupassana 空 無な る ィ了 の 

正觀 

tucchakasa  '^.fW.^ 
tuttha 充悦〔#^〕 

Tuttha  〔塞〕 トウ ッタ， 他梨舍 Si 
Tutthaka  〔將 軍〕 トウ ッ タカ 
tuttha-citta 知 足の 心 
tutthi 知 足 

Tundila  〔遊女の 兄〕 ト ゥ ン ディ ラ 
Tundila-jataka トゥン デ イラ • チ' ヤー タカ， 鼻 

豚 本 生物 語 J  388 
tunhlra=tunlra,  tunhira  mf^>  M. 
Tudu  〔梵天〕 トウ ドウ， 都 頭 
Tudu-brahma  〔經〕 都 頭 梵天 S  6  9 
tunna-kara 仕 ALfe 
tunna-vaya 仕 立屋， 裁縫師， 裁縫 匠 
tunhlra=tunira け さ 
tumba ①壺② 〔量〕 トゥン バ 
Tumba  〔精 舍〕 トゥン パ 
tumba-kataha  '^i'i?. 

Tumbariyaiigana  〔湖〕 トゥン パリ ヤン ガナ 

Tumbaru  ト ゥ ン バル 

Turamaya(A),  Turamayai,A),  i'ulamayai,i\) 

〔王〕 トウ ラマ ャ 
turita-karana 述 行事 
turiya 樂器， 鐃， 器樂， 妓人 
turl 牝鹿 
tula 平等， 等 

tula  atula  sambhava 等と 無 等の 有 
tulana 考量， 思量 
TulamayaCA) し- F.〕 トウ ラマ ャ 
tulasi  〔植〕 羅勒 

tula ① 秤， 抨器， 重量， 秤稱， 槓扞 ② 〔量〕 


Terasa 


トゥラー， 斗 秤 
tula-kuta 秤 を 欺き， 僞抨， 重量 を僞 り， 秤稱 

を詐り 

Tula-kuta  〔經〕 僞秤 S  56  94 
Tuladhara  〔精 舍〕 トゥラー ダラ 山 
tuladhara 商人 

Tuladhara ① 〔村〕 トゥラー ダ―ラ ② 〔精 舍〕 

トゥラー ダ一ラ 山 
tuliya  〔動〕 トウ リャ 
tulasi  〔； fE〕 トウ ラシ 

tuvarhtuva,  tuvantuva 相 逢， 相 逢 語， i/L 爭， 

爭論 

Tuvataka-patipada=f uvataka-sutta トウ ヴタ 
カ行 道 

Tuvataka-sutta 迅速 經 Sn  4 14 
Tuvatakasutta-niddesa 迅速 經の 義釋 MNd 14 
Tuvatta-vagga 共 臥 品 V 1 b  4，  31〜40 
tuvantuva=tuvamtuva ま 几 爭， 爭論， 相 i^,  ffl 

違 語 

tuvara し ィ き」 トウ ワラ 

Tuvaradayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 トウ ヴ ラダ— 

ャカ Ap  3  241 
Tuvaradayaka- vagga トウ ワラタ ーャカ 品 Ap 

3  241〜250 

TuvaradhipatiCvelaraJ  〔タ、 、ミラ 人 j トウ ヴ ラー 

ディ パティ 〔ヹ 一ラー ラ〕 
Tusita=Santusita  〔天， 天宮， 六 欲 天の 一〕 ト 

ゥ シタ， 5 &率， 免 率陀， 都 率， 親史 多， 都史 

多， 満足 
Tusita-kaya 免 率 身， 兜 率 天 
Tusita-bhavana 免 率天宮 
tQla  〔綿:！ トゥーラ， 兜羅， 綿， 木棉， 棉花 
tula-picu 輕綿， 55 羅綿， 綿花 葉， 綿 
tulika 厚褥子 

tQlini  〔樹〕 トウ— リニ—， 絹綿 樹 
te-katula-yagu 三味 粥， 三 辛 粥 
fekicchakani し 比〕 ァーキ ツチ ャカ一 二 
Tekula  〔比〕 テ一 クラ， 稷婆 
tecivarakatta=tecivarikatta 三 衣!" こて 足る こ 
と， 三 衣 

tecivarika 三 衣 者， 但三衣 者， 三 衣 を 持す る も 


の， 唯 三 衣 を 有す 
tecivarikanga 三 衣 支， 但三衣 支 
tecivarikatta=tecivarakatta 三 衣， 三 衣 【こて 足 

る こと 
teclvarin 但持三 衣 者 
teja=tejo 威光， 威力， 火 
tejana 箭 

Tejasi  〔大臣〕 テーヂ ヤシ 

tejo=teja テ―ヂ ョ—， 火， 火 天， 威力， 威光， 

毒 火 * 

tejo-kasina 火遍 〔十 遍處の 一〕 
tejo-kaya 火 身， 火界 〔七 身の 一〕 
tejo-gata 火 性， 火 態 
tejo-jhana 火大定 

tejo-dhatu 火界， 火界 三昧， 火大定 
tejodhatum  samapajjati 火光 三昧に 入る， 火炎 

三昧に 入る， 火焰 三昧に 入る， 火定に 入る， 

光界 三昧に 入る 
tejodhatu-kusala 火 界善巧 
tejo-samvatta 火 tn 
tejo-sannin 火 想 〔者〕 
tejosama-bhavana 火の 如き 修行 
tedandika 執 三 杖 〔者〕， 三 杖 を 持てる 苕 〔外 

道〕 

teclasa-vasabhisitaCA; ,  tedasa-vasabhisita (/\ ； 

灌頂 十三 年 

tedhatuka 三界の 
Tenkongu  〔地名〕 テン コ ング 
fenn  avanappal 1 a  〔ダ、 ミ ラ 人」 テン ナヮ ナ-ッ ク、 
サ ラ 

tepitaka—tipitaka,  tipitakadhara 三藏， 三蔵 

師， 三蔵 者， 通三藏 
Temiya  〔王子， 佛の 前生〕 テ— ミヤ 
Temiya-cariya  〔經〕 テ―ミ ャの 所行 Cp  3  6 
remiya 〔- jataka〕  =Mugapakkha-jataka テ ― 

ミ ャ 〔本 生物 語〕 
terasa  kuladusaka-samghadisesa 第 十三 汚 家 

儈殘 

terasa  garukapatti 十三 虛罪 

terasa  dhuta-guna^ terasa   dhutangaguna 十 

三 頭陀分 
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Terasa 


terasa  dhutangani 十三 頭陀 支, 十三 頭陀, 十 
三 頭陀行 

terasa  dhutanga-guna~terasa  dhutaguna 十 

三 頭陀支 

Terasa-nipata ① 十三 渴集 〔長老 偈經〕 Thag 
632〜644 ② 第 十三 篇 〔本 生經〕 J  474〜483 
terasama-sarhghadisesa 第 十三 僧 殘= 汚 家戒 
terasa  sarhghadisesa 十三 fe" 淺， 十三 僧伽 施 
沙 

terasa  sisani 十三き 
Teri  〔村〕 テーリ 

tela テーラ 油， ティ ラ油， 胡麻油， 油， 香油 * 

Telakandarika-vatthu テ一 ラカン タ リカ 物語 

Telakani  〔比〕 テーラ 力一 二 

tela-kumbha 油 瓶 

tela-doni 油槽， 油 構 

tela-dhara 油 jaj' 

tela-nali  7 由 筒 

Telapakka  〔瀑布〕 テーラ ノ^ ^ッ 力 
tela-patta 油 鉢， 油 瓶 

Telapatta-jataka テーラ ノ； クタ • ナヤ一 タカ， 

油 鉢 本 生物 語 J  96 
tela-padlpa,  telappadipa 油燈， 胡麻油 燈， 胡 

麻 油の 燈火， 燈 
telamakkhana-palibodna 塗 油 障礙 
Telamakkhiya    〔比丘の 譬喩 經〕 テーラ マッキ 

ャ Ap  3  262 
tela-yanta 油締 機， 製油 機 
tela-vanna  〔sukka_J 油 色 fS^ 
Telavaha  〔河〕 テーラ ヴ一ハ 
tela-homa 油の 護攀 

relovada-jataka テ一 口一 ブータ、、 • チヤ一 タカ， 

油 敎訓本 生物 語 J  246 
tevacika 三 語， 三歸 依を唱 へたる 
tevacika  pavarana 三 gfe 自恣 
tevijja  二 明お， 三 明 〔#〕， 三 明 通， 三 明に 通 

ぜる， 三 明 あり， 三 吠陀學 者-, 三 吠陀に 通じ 
tevijjaka 三 吠 陀に關 する 
tevijja-chalabhinna 三 明 六 通 〔者〕 
tevijja ほ 三 明 〔性 〕 


tevijja-brahmana 三 明 婆羅門， 三 明の 婆羅門 
•fev リ ja-vacchagotta-suttanta テ一ギ ッ チヤ • ヴ 
ツチ ャゴ一 ッタ • スッ タンタ， 婆 蹉衢多 三 明 
經 M  71 

Tevijja-sutta テ一 ヸッ チ' ャ • ス ッタ， 三明經 
D 13 

te-vijja 三 明， 三種の 明 〔宿命， 天眼， 漏盡〕 

Tesakuna-jataka テ一 サクナ 《チ* ャ一 タカ， 三 
鳥 本 生物 語 J  521 

te-sattati  nanani 七" h 三智 

rondamana し堡 トン タマ一 ナ 

Tondi  〔地名〕 トン ディ 

Tondipasa  〔地名〕 トン ディ パ―サ 

Todeyya ① 〔婆〕 ト —デ— ャ， ト —デ— ッ ャ， 
都提， 堵提 氏， 刀 提耶， 切 提耶， 泥耶 ② 
〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 トーデ— ャ， 刀提 
耶 〔譬喩 經〕 Ap  3  405 ③ 〔村〕 ト —ディ ャ， 
都提 

iodeyya-panha=l  odeyyamanava-puccha し經〕 
刀 提耶所 問 

Todeyyaputta=Subhamanava    〔婆， 塞 1 都提 

の 子 

iodeyyamanavakaptinha-nicklesa 刀提耶 學童 

所 問の 義釋 CNd 10 
rodeyva-manava-puccha=Todeyya-panha 刀 

提耶學 童 所 問 Sn  5 10 
TondamSnS し rayaj しタ ミラ 人〕 ト ンタ マーナ 

〔一 ラャ〕 

Tondriya  〔ダ' ミ ラ 人〕 ト ン ドウ リャ 

1 obbalanaga-pabbata=Nagapabbata し #): 舍〕 

ト ッ バラ一 ナーガ 山 
tomara 拾 

1 ompiya  〔タ、 、ミ ラ 人」 ト ン ピャ 

Toya  〔池〕 トー ャ 

torana 樓門， 城門， 砦 

Torana-vatthu  〔地名〕 トー ラナ ヴッ トウ 

Tosall  (A)  Clio トー サリー 

traidasa-vasabhisita  (A)  ，  tedasa-vasabhisita 

(,AJ,    todasa-vasabhisita  (A),  tredasa- 

vasabhisita  CA) 港: 顶十 三年 


(188) 


Thena 


thandila-sayika—thandila-seyyaka 地上の 横 

臥， 露地 臥 

thandila-sevyaka^thandila-sayika 地 p 人-き i， 臥 

地 1^- 

thaddha 頑强， 强情， 頑迷， 頑迷 者-， 片意地， 

傲岸， 傲 頑， 傲强， 傲慢 
thaddha-bhava 堅 性 
lhaddha-lakkhana 堅固 相 = 地 界 
than  a 乳お 

Thapatayo  〔經〕 大工 S  55  6 

thapati 大工， 工匠， 建築 師 

thambha ① 傲， 傲慢， 强情， 剛情， 頑迷 ②柱 

Thambha  〔章:] 傲 A  8  〔10〕 12 

Thambharopaka    〔比丘の 譬喩 經〕 タンパ— 口 

ーパカ Ap  3 142 
thambhitatta 動' | 生 
thambhin 慢 〔者〕， 强情荐 
tharu  ffilj,  M 
tharu-sippa 效 IJ 術 

thala 陸， 陸地， 乾 地， 高地， 彼岸 * 
thala-ja 陸生 
thalaja  sat は 陸生の 有情 
thalattha 地上 物 
thala-niyamaka 陸の 案內者 
thale  litthati 陸に 住する 
thavika 袋， 囊， 肘/ ff, 錢囊 
thama 力， 勢力， 剛毅， 確立 
thama-dhatu 勢界 
thama-mahatta 體 力の 偉大 
thamasa  paramaso 執拔 J なる 妄取 
thalika 鍋 

thalipaka 祭 食， 祭祀の 飯 食， 祝宴， 上饌， 鉢 
供， 乳 粥 

thavara 定立 者、 定 It, 動かざる もの （阿羅漢） 
thlna  tfV 沒， 昏沈 

thina-middha 昏眠， 惜眠， 11^沈睡眠， 1'1^沈 と 

睡眠， 昏沈 睡眠， 愚鈍 *， 睡眠 * 
thina-middha-nlvarana 惜沈 睡眠 蓋， 昏沈 睡眠 

蓋， 惽眠蓋 〔五 蓋の 一〕 
thulla-kaccha  f/f, 折 癬， 大 《が 病 
lluilla-kumririka,  thulla-kumari=thulakumarl 

( 


年長 童女， 處女， 長 じたる 處女, 邁 年の 童女， 
淫女 * 

thuUa-kumarl-gocara 邁 年の 童女に 親近 
ThuUakotthita    〔村〕 ト ウッラ コッテ イタ， 规 

盧( モ 

thullaccaya  〔罪名〕 トウ ラッチ ャャ， トツ ラッ 

チヤ ャ， 偸 蘭 遮， 偸 蘭 若 
thuUaccaya-ajjhapanna 偸 蘭 遮犯戒 者 
thullaccayapattikkhandha 偸 蘭 遮罪聚 
ThuUatissa  〔尼〕 ト ウッラ ティ ッサ 一， 偸羅低 

舍 

Thullananda  〔尼〕 ト ウッラ ナンダ 一， 偸羅難 

陀， 偸 蘭難陀 
thulla-phusitaka 密雲， m 
thuUaphusitaka  deva 雨 天 
thusa 稃， 籾， 殼， 穀皮 
thusaggi 穀皮火 

Thusa-jataka トゥサ • ヂャ一 タカ， 稃本 生物 

語 J  338 
thusa-pinda 杆圑 

Thusavatthika  〔村〕 トゥサ ヴッ ティカ 

Thusavapl  〔池〕 トゥサ ヴ— ビ— 

thusa-homa 殼の 護摩 

thusodaka 酸 粥， 粥 汁， 麩 酒 * 

thuna 柱， 祭 壞の柱 

Thuna  〔婆羅門 村〕 トウ— ナ， ッ ウーナ 

thupa 塔， 塔婆， 佛塔， 墓 

thupa-civara 塔 衣 

thupa-puja 佛塔 供養， 塔婆の 供養 

Thupavitthi  〔精 舍〕 トウ— パ ギッティ 一 

Thupasikha  〔傳 。 轉輪 王〕 トウ —バシカ 

thuparahat 塔 を 建つ るに 價 する 〔叫 人； 如來， 

辟 支佛， 聲聞， 輪 王〕 
Thuparama  〔精 舍〕 ト ゥ 一 パーラ— マ， 塔 波 園， 

塔 園 

thula-kuman=thulla-kumari 長 したる 處女, 

年長 童女， 邁 年の 童女， 淫女 * 
Thulalhana  〔- 「：〕 トゥーラ タナ 
thula-vajja  |1— K の 過 
theta  lEvLi 
thena 竊盜， 盜心 


Theyya 
they y a 盗心 

theyya-paribhoga 盜取受 用 
theyya-samvasaka 賊任 
theyyasamvasaka  titthiya 賊住外 退 
theyya-safikhata 偸盜 
theyya-satlha 盗賊 隊 
theyyasatthaka 賊隊戒 
theyyasattha-samutthana 賊隊等 起 
thera 長老， 上座， 長老 比丘， 上臘 
Thera ① 〔比〕 長老 ② 〔經〕 長老 A 10  98 
thera-karana-dhamma 上座 を 作る 法 に 四 種」 
theraka  vattha 鹿 布 

Thera-gatha テーラ. ガーター， 長老 偈經 〔小 

部經の 一〕 Khuddaka  8  VV 1〜1279 
Theranamo  〔經〕 長老と 名づ くる S  21 10 
theraparivena  〔職〕 テーラ パリ ヹ' ーナ， 精舍長 
老 

Theraput ほ bhaya  〔戰 士， 比〕 テ— ラブ ッタ 〔ァ 
バヤ〕 

thera  bhikkhu 長老 比丘 

Therambatthala,  Therambatthalaka  〔！ 舍〕 テ 


—ランパ ッ タラ， テ一 ランパ ッ タラ 力 
Thera-vagga 長老 品 S  22  83〜92  ；  A  5  81〜 

90  ； 10  81〜90 
thera-vada 長老 說， 上座 部， 上座 說 
Theravada  〔部 派〕 上座 部， 上座 說， 長老 說 
Theravadin 上座 部， 長老 部 
Therassa  tikkhapatinnaya  panho      老の 廒皇 

なる 約束に つきての 問 Mil  2  〔1〕 3 
Theranambandhamalaka し 地名〕 テーラ一 ナ一 

ンノ、 ンタ、 'マ一 ラ 力 
Therapadana  〔經〕 長老の 譬 喷 Ap  3 1〜547 
therika 長老 尼 

Theriya=Theravada 上! ^〔部」 
Theri-Apadana 長老 尼の 譬喩 Ap  4 1~40 
Then-gatha テーリ —ガーター， 長老 尼渴經 〔小 

部經の 一〕 Khuddaka  9  vv 1〜522 
Thomadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 トーマ ダーャ 

力 Ap  3  251 
fhomadayaka-vagga ト 一マタ 一 ャカ品 Ap  3 
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Daddabha 


darhda-samata  (A) 處 罰に 於け る 公平 
damsa 蛇 

Dakapasana  〔園〕 ダカ パ— サ―ナ 
daka-rakkha 水魔， 水羅刹 
Jjakarakkha-panha=Dakarakkhasa-jataKa 水 

魔 問 〔答〕 

Dakarakkhasa-jataka ダ、 力 ラッカ サ • チヤ ータ 

力， 水 羅刹本 生物 語 J  517 
dakavanna し sukkaj 水色 精 
Dakasatika  〔塔 廟〕 ダカ サ— ティカ， 洗 浴衣 
Dakkhina=Dakkhinarama,  Dakkhinamula し fjf 

舍〕 ダッ キナ， 南 寺 
daKkhina  janapada 南國 
dakkhina-janumandala 右 膝 輪 
dakkhina-passa 右 脇 

Dakkhinamula=Dakkhina  〔精 舍〕 タ'、 ツキ ナム 
一 ラ 

Dakkhinayava-maijhaka 雨麥中 村 
Dakkhinaviharaka タ、、 ツキ ナ精舍 家 
dakkhina-sara 南海 

dakkhina 施， 施物， 供物， 供養， 供養 物 

Dakkhina  〔水門〕 ダ ツキ ナ— 

Dakkhinagiri  〔地名〕 ダ ツキ ナ— ギリ， 南山， 

特櫬那 〔祇〕 梨， 南 天竺 * 
Dakkhip5giri〔da!ha〕 〔精 舍〕 タ、、 ツキ ナ— ギリ 

〔ダル ハ〕， 南山 
dakknina  disa  acariya 南 カは師 |£ 
Dakkhinapatha  〔地名〕 ダッ キナー パタ， 南路 
dakkhinaya  phalam 布 Jfe の果 
Dakkhinarama=Dakkhina  〔精 舍 i タ ツキ ナ一 

ラーマ 

Dakkhinavibhanga-sutta タ ツキ ナ— ギノ、 ンガ • 

ス ッタ， 施 分別 經 M 142 
dakkhina-visuddhi 施淨， 施淸淨 〔四 種〕 
Dakkhina  visuddhi-katha 供物 淨化論 KV 17 

11 

dakkhineyya 應施 者， 應施， 應供 施， 應供 者， 
應 供養 者， 受施 者， 惠施， 供養すべき もの， 
被 供養 者， 奉 施せら るべき 

dakkhineyyaggi 應施 火， 惠施火 

dakkhineyya  puggala き 供人 


dakkheyya=viriva  $gjM 

Datthabba  〔經 〕 應觀 S  48  8 

Datthabbena  〔經〕 當見 S  36  5 

danda 杖， 笞， 棒， 榻， 刀 杖， 罰， 杖 罰， 刑 

罰， 罰 杖， 笞杖， 科料， 害心 * 
dandaka 手 杖， 薛 
Dandaka  〔山， 森〕 ダン ダカ， 擅特 
danda-kathaliKa 柄构 
Dandakappaka  〔村〕 タンタ、' カツ ノ ミカ 
dandakamma-vatthu 罰 事 V  2  a 1, 57〜58 
Dandaka-hiranna  〔山〕 檀特金 
Dandaki  〔王〕 ダン ダキ— 
Dandadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ダン ダタ、 、—ャ 

力 Ap  3  352,  523 
dandanatha=dandanay  aka ,  clandadhinayaka 

〔官職〕 ダン ダナ— タ 
dandanayaka=dandanatha  〔官職〕 ダン タ、' ナ一 

ャカ 

Dandapani  〔釋 氏〕 ダン ダパ  一二， ダン ダ パー 

ニー， 執杖荐 
danda-bhaya 刑罰の 怖畏， 刑罰 畏， 刀 杖の 怖畏 
danda-manavaka 杖 少年 
danda-yuddha 杖鬪， 棒擊 
dandarajin  ^ 

Danda-vagga 刀 杖 品 Dhp 10  vv 129 〜 145 

danda-sattha 刀 杖 

Dandasena  〔傳 。 轉輪 王〕 ダン タ、、 セ ― ナ 
dandadana 執 杖， 刑罰 

dandadhinavaka=dandanatha,  dandanayaka 

〔官職〕 ダ、 ンダ、 —ディナ— ャカ 
Dandissara  〔flJ 施〕 タ ン ディ ッサラ 
Dando  〔經〕 杖 S 15  9  ；  56  33 
datta 愚人 

Datta   ®=Mantidatta  〔長老 比丘〕 ダ ッタ② 

〔王〕 ③ 〔門衛〕 @=Bhuridatta  〔龍王〕 
Datta  〔尼〕 ダ、 ッ ター 
Dattabhaya  〔比〕 ダッ ターパ ャ， 施無畏 
dadato  malarh 施 者の 始據 
dadant 施 者 

daddabha  〔音〕 ダ ッ ダパ 

Daddabha-jataka タ、、 ッ ダ、 パ • ヂャ一 タカ， 墮墮 
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Daddara 


音 本 生物 語 J  322 
Daddara ① 〔山〕 ダ、 ッ ダラ， 達陀羅 ② 〔寵 王〕 
タツ タラ 

Daddara-jataka ①ダッ ダラ • ヂ ヤー タカ， タ 
ッ ダラ 山 本 生物 語 J 172 ② ダッ ダラ • ヂャ 
一 タカ， ダ ッ ダラ 寵本 生物 語 J  304 

Daddara-pura タ、、 ッ タ、、 ラ 城 

Daddalla-vimana 光輝 天宮 Vv  34 

daddu 輪癣， 鑼 

daddula  〔米〕 ダット' ゥラ， 頭々 羅 

dadhi 酪， 凝乳 

dadhi-thalaka 酪器 

dadhi-mangaka 生脉 

Dadhimala  〔海〕 ダ ディマ— ラ， 酪髮 

Dadhimukha  〔夜叉〕 ダデ ィムカ 

dadhivanna し sukka コ 酪 色-精 

Dadhivahana  〔王〕 タ、、 ディ ヴ一 ハナ 

Dadhivahana-jataka ダテ ィ ヴ一 ハナ • チヤ一 

タカ， 凝乳 運搬 王 本 生物 語 J 186 
danta ① 調 御^, 調 順お-， 調 御せられ たる 1^— 

② 齒， 牙， 象牙 〔三十 二 身分の 一〕 
danta-kattha     枝， 楊 十 
danta-kara 象牙 師， 象牙 ェ， 象牙細工 人 
Danta-geha 賴 |^ 
dantatthi 齒骨 

dantatthike  nimittam 齒 骨の 相 
Dantapura  〔カリン ガの 都〕 ダン タ ブラ， 捺多 
布權 

danta-pona 楊枝, ナ 

danta-bhumi 調 御 地， 調 御所， 調 御の 地位 

Dan ね bhOmi-sut は ダ、 ン タブー ミ • ス ッタ， 調 

御地經 M 125 
danta-maitisa 齒離 
danta-maya 矛 # 
danta-marana 調 御の 死 
danta-roga 

Dantika  〔地名〕 ダン ティ 力 
Dantika  〔尼〕 ダンテ イカ  一， hi 多 
dandhatta 愚鈍 
dandha-ditthi 兒癡 

Dappula ① 〔一 ir:E〕 ダ' ッ フラ② 〔二  Ht 王〕 

( 


③ 〔三世 王〕 ④ 〔四 世 王〕 ©〔 五世 王〕 ©〔 マ 

ヒ ンダ 二世の 從 兄弟〕 
Dappula-pabbata  〔住 院〕 ダ、 ツ プ ラ 山 
dabba  〔草〕 ダッ パ， 突 婆 
Dabba=Dabba-mallaputta  〔比〕 ダ ツバ， 沓婆， 

陀 If: 

Dabba-MaUa  〔比丘の 譬喩 經〕 陀膘' f 羅 Ap  3 
531 

Dabba-Mallaputta^Dabba  〔比， 敷牀座 第一〕 
ダ ッ バ マツ ラブ ッタ， 沓婆 摩羅 子， f' '握 羅子陀 

m, 陀瞟, 羅子 

Dabbasena  〔- J モ〕 タ ッ ハセ ーナ 
dabbi-gaha 杓子の 持 者 
Dabbila  〔辟〕 ダッ ビラ 
dabbi-homa 匙の き、 供， 杓子の 護摩 
dabbi 匙， 食 匙 
dabbha タ ッ ノ、， 吉！^ 草 

Dabbhapuppha-jataKa タ、、 ッ ノ、 フ ッノ、  • チ ヤー 
タカ， ダッ パ 草花 本 生物 語 J  400 

dama 調 御， 調 順， 調伏， 自制， 自調 

damaka  ^^^行者 

damatha 調伏， 調 御者 

Damatha  〔傳。 轉輪 王〕 ダマ タ， 調伏 

damatha-samatna 調伏 叔 jp" 

Damana  〔龍王〕 ダ マナ， 陀' ："; も那 

dama  patipada 調伏 行 〔1' し I 行の 一〕 

Damila ① 〔國， 族〕 ダ ミラ， 陀 眉羅， ドラ ヰ' 
ダ ② 〔塔〕 ダ、 ミ ラ 

DamiladevI  〔王妃〕 陀盾羅 デ―ギ 一， ダ、 ミラー 
妃 

(lamiladhikari  〔お 職〕 ダ、 ミラ一 ディ カーリ 

damupasama 忍 kf 

damma 調 御 せらるべき 

daya 慈愍， 慈悲心 

Dara-aga  〔地名〕 ダ' ラァガ 

daratha 不安， 患惱 

Darlmukha  〔司^^の子〕 タ、、 リーム 力 

Darimukha-iataka タ リーム 力 • ナヤ一 タカ， 

ダ、 リ 一 ム 力 辟 支佛本 生物 語 J  378 
flalidda 貧窮， 貧困， 貧i*^ 
Dalifkla ① 〔經〕 ft 人 S 11 14 ② 〔經〕 貧窮 


Dasa 


S  4(J  46 

(lalidda  kammakara 賤储人 

Ual!a=Moggallana  I  〔王〕 ダ' ッ ラ 

Dalha  〔精 舍〕 ダル ハ 

Dalhadhamma  〔不〕 ダル ハダ、 ンマ， 堅 法 

Dalhadhamma-jataka タ ノレ ハ ダン マ • チヤ一 タ 

力， 堅 法 本 生物 語 J  409 
dalhadhamma-dassin 堅固 法の 見 #， 堅固の 法 

を 見 

dalhadhamma-dhanu 强 木の i~j 
Dalhadhamma-suttanta^Dajhadhamma- 

jataka ダル ハタ、、 ンマ • スッ タンタ 
Dalhanemi  〔王〕 ダル ハ ネーミ， 堅固 念， 堅輻 
Dalha-vagga 剛强品 J 151 〜 160 
Dalhika  〔比〕 タ'、 ルヒ 力 
dava 戯笑， 戲樂， 嬉戯 
davadaha 林 火 
davadahaka ぉ燒夫 
dasa  akusala-kammapatha 十 不善 菜 id 
dasa  akkosa-vatthuni 十 怒 罵 事， 十 種の 罵 事 
dasa  angani 十 支 〔良馬 具足〕 
dasa  attha-vasa 十禾 IJ  〔制 成の〕 
dasa  anussanyo 十隨念 

dasa  antaraya 十障礙 〔王， 贼， 火， 7j く， 人， 

非人， 猛獣， 蛇， 命， 梵行〕 
dasa  ariya-vasa 十聖居 
dasa  asaddhamma 十 邪法 
dasa  asubha 十不淨 〔觀 法〕 
dasa  asekha-balani 十 無舉カ 
dasa  asekha   dhamma 十無學 法， 十 正 jji し 無 

學の八 正道 及び 正智， 正解 脫〕 
dasa  akara 十 行 相 〔空 觀〕 
dasa  adinava 十 過失 〔入 王宮〕 
dasa  anisamsa 十 功德 〔身 念の〕 
dasa  itthiyo 十 種の 女人 
dasa  iddhi-balani 十 神通力 =十 神變 
dasa  iddhiyo 十 神 變== 十 神通力 〔決意， 變化， 

意 所 成， 智 遍滿， 定 遍滿， 聖， 業報 生， 具 福， 

呪術 所 成， 彼彼處 正 加行緣 成〕 
dasa  upakkilesa 十隨' fi'i! ほ 
dasa  upadhi 十 依 〔愛， 見， 'Ml' お,， 業， 惡行， 


貪， 瞋 !B， 四 取界， 六 內處， 六識 身〕 
dasa  upasaka-guna 優 婆 塞の 十 $1 
dasaka 十 法 V  3  6  (10) 
dasa  kantaka 十 刺 
dasa  katha-vatthuni 十 論 事 
Dasci-kammapatha  〔經〕 十 業 道 S 14  27 
dasa  kasina-samapattiyo 十 M'fe= 十) E', 十遍處 
dasa  kksinani 十, fe= 十 遍處， 十遍' 疋 
dasa    kasmayatanani 十 遍隨= 十遍， 十遍疋 

〔地， 水， 火， 風， 靑， 黄， 赤， 白， 空， 識〕 
dasa  Kama-bhogI 十 行 欲 人 
dasa  kayanugata  dhamma 十 隨身法 
dasa  kilesa-vatthuni 十 煩 tf'; ミ事， 十染 事， 十 害 

心事 = 十 煩惱 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 疑， 博 

沈， 掉擧， 無慚， 無愧〕 
dasa  kilesa 十 煩 惱== 十 煩惱事 
dasa  Kusala-kammaDatha 十 善桌 道 
dasa  kusala- dhamma 十 害の 法 
dasa  kusalani 十 善 
dasa  khinasava-balani 十 盡カ 
dasa  guna 十德 

dasa  gotraDhu-dhamma 十 植姓法 
Dasanga  〔經〕 十 支 S 14  29 
dasanga-sila 十 支 成 
dasacchmna 緣破 〔布〕 
dasa  nanani 十智 
Dasanna  〔國〕 ダサ ンナ 

Dasannaka-jataka ダサ ン ナカ • チヤ 一 タカ, 

ダ、 サン ナ國 製劍本 生物 語 J  401 
dasa  tathagata-balani 十如來 力， 如 來十カ 
dasadhamma-kalaDa 十 法聚 
dasa-dhamma 十 

Dasa-dhamma  〔經〕 十 法 A 10  210 
dasaaha-manasikara-kosalla 十 %i の 作意 善 巧 
dasadha  vara 十 種の 願、， 十の 願望 
dasa  natha-karana  dhamma 十 救護 事 法， 十 

依 因 法 

dasa  nijjara-vatthuni 十盡 事， 十滅 事, 十 邪の 

滅== 十 無學法 
dasa  niddhamana  dhamma 十、/ it 法， 十 邪 と 十 

正 


Dasa 


Dasa-nipata ① 十 集 A 10 1 〜： n リ ② 十偈集 
〔長老 渴經〕 Thag  5：27〜596 ③ 第十篇 〔本 
生經〕 J  439~454 

dasa-pada 十條， J? 基， 十目 基 

dasa  palibodha 十障礙 

dasa  pasadaniya  dhamma 十 法 

dasa  papakani 十惡 

dasa  paramiyo 十 波羅蜜 

dasa  pasamsani  thanani 十 應稱讚 f 齒 

dasa  puggala 十補特 f 加羅 

dasa  bandhanani 十 縛 〔出 離の〕 

Dasa-bala 十 力 者， 十 力 尊 

clasabala-dhara=dasabala-aharin 十ソ J のす ，お' 

dasabala-dharm=dasabala-dhara お- |' 力 iS』， 

十 力の 保持^ 
Dasabala-vagga 十 力 品 S 12  21〜30 

Dasabala  〔經〕 十 力 S 12  21， 22 

dasa  baiani 十 力 

I )asabrahmana-iataka タ、、 サフ ラ一フ マナ • チ 
ヤー タカ， 十 婆羅門 木 生物 語 J  495 

dasa  bhariyayo 十 種の 婦 

dasabhi  upeto 十 具足 = 十 無學法 

Dasama ① 〔居士〕 ダサ マ， 第 十 ②〜 

Atthakcinagara-suttanta  〔經〕 第— 卜 A 11 17 

dasama-sarhghiibheda-samghadisesa 第 十 <波 借 
僧殘 

dasama-samghadisesa 第- 1  -僧殘 = 第一 破 僧 成 
dasa  micchat ほ 十 邪， 邪 性 
Dasaratha  〔王〕 ダサ ラタ， 十 車 
Dasaratha-jataka タサ ラタ ，チ ，ャ一 タカ， う-車 

王 本 生物 語 J  461 
Dasarajaka 十 王 章 Mv  33 
dasa  raja-dhamma 十 王法， 十の 王 & 
dasa-lakkhana-sampanna 十 相 具足， 十ネ I！ 成就 
Dasalatha (A)  =Dasaratha  〔王， 阿育の 孫〕 十 

車 

dasa  lesa 十 種の: 類似 
dasiiyagga-karana 十 衆 可 作 
dasavagga-bhikkhusamgha 十 上' 匕 丄じ僧 ttll し ill 

僧伽の 一〕 
dasa  vaddhi 十增ぉ 

dasa-vatthuka  antaggahika  ditlhi 十 事 ある 邊 
見， 十 事 邊兑， 十 事 邊執見 


dasa-vatlhukri  miccha-ditthi 十 事 ある 邪見， 十 
事 邪見 

dasa-vatthuka  samma-ditthi 十 事の 正 M 
dasa  vatthuni 十お 〔第二 結集の 非 法〕 
dasa  vara 十の 願 —望.， 十 種の 願 
dasa-varsabhisitaiA) ,  dasa-vasabhisitaCA) , 

dasavasabhisita  (A) 灌頂十 年 
dasa-vasa 十 居 

dasavidha-appana-kosalki    |-fj[60'^  iLi^f^'^j 

dasa-vidhena  rupakkhandho 十 種色蕴 

dasa-vidhena  rupa-sangaho 十 種色聚 

dasa  vipassana-nanani 十觀， ぶ 

dasa  vipassanupakkilesa 十の 觀, の隨な i お  1, 十 
の 觀隨染 

dasa  vivada-mulani 十靜根 

dasa  vyasaiiani 十 難 し i#§ 旁の 報〕 

dasa  samghadisesa 十僧タ l^ 

dasa  samyojanani ① -卜 おむ し經 所說； 五上 ク> 糸 i!i 
と 五 下 分 結； 有 身 見， 疑， 戒禁 取， 欲 貪， 隨 
ま 色 貪， 無色 貪， 慢， 掉擧， 無明〕 ②十結 
〔論 所說 ： 欲 貪， 鎮^， 慢， 見， 疑， 戒禁 取， 
有 貪， 嫉， 惯， 無明〕 

dasa  sanna ① 十 想 〔無常， 無我， 小淨, 過 患， 
斷， 離 貪， 滅盡， 一切 世間 不可 樂， 無常， 安 
般〕 ②十想 〔無常， 無我， 死， 食 厭， 一 t/J 世 
間 不可 樂， 骨， 蟲瞰， 賴， 穿孔， 腿脹〕 ③ 
十 想 〔不 ほ:， 死， 食 厭， 一切 世間 不可 樂， 無 
常， 無常 苦， 苦 無我， 斷， 離 貪， 滅盡〕 

dasa  sanna-bhavana   -に H! 修習 

dasa  sadda 十 種の 

dasasahassi-lokadhatu 十 千 ji 上 ヅみ， 人 千|—1  上界 

jjasa-sikkhapada 十戒 义 Khp  2 

dasa  sikkhapadani 沙彌の 十學處 

dasa  silani 十戒 

dasa  sekha-balani 十 有 や: 力 

dasahi  dhammehi  samannagato 十 法 成就 〔の 

沙 n〕 

dasa 緣， 袖 

das'  ayatanani 十蹈 

Dasaraha  〔人〕 ダサ 一 ラハ， 陀舍羅 |7 

clasika-sutta 未 織の 絲 


(194) 


Dana 


clasiUtara 十 上 法 

Dasuttara-suttanta ダ、 スッ タラ • ス ッ タンタ， 

十 上 法 D  34 
dassana 兒, 正 見 
Dassanattika 見 三 法 i、ika  8 
dassanattika-kusalattika 見 三 法-き 三 法 1 ika- 

tika  28 

dassanattika-saranaduka 兒 三 法ち S 爭ニ法 

Tika-duka  80 
dassanattika-heluduka 見 三 法 因 二 法  Tika- 

duka  8 

Dassana-duka 見 二 法 丄） uka  83 
dassana-bhumi 見地 〔麓〕 
dassana- visuddhi-nana 見 清 i*$、 'の智 
dassana-samsagga 見 父 
dassana-sacchikiriya 見 作 gfe 
dassana-samapatii 見疋 LKtHJ 
dassana-suvisuddha  MYr?^* 
dassanadhipateyya 見 "上 
dassananuttariya 見 無上 
dassanena  pahataoba 見所き 
dassanena-panatabba-duka 見所 if [二 法 
dassanenapahatabbaduka-kusalattika 見所 斷ニ 

法 善 三 法 Duka-tika  92 
dassanena  pahatabba  dhamma 見所 斷 
dassanena  pahatabbahetuka 見所 斷因 
dassanena-pahatabba-hetuka  dhamma 見所 斷 

因 法 

Dassanena  pahatabba  hetuttika 見所 斷因三 法 
Tika  9 

dassanenapahatabbahetuttika-kusalattika 見所 

斷因三 法 善 三 法 Tika-tika  29 
dassanenapahatabbahetuttika-saranaduka 見所 

斷因三 法 有 諍 二 法 Tika-duka  81 
dassanenapahatabbahetuttika-hetuduka 見所 斷 

因 三 法 因 二 法 Tika-duka  9 
Dassanena-pahatcibbahetu-duKa 見所 斷因ニ 

Duka  85 

dassanenapahatabbahetuduka-kusalattika 見所 

斷因ニ 法 善 三 法 Duka-tika  94 
Dassamalim  〔園〕 ダッ サマー リ ニー 


dahati=dahati 荼 1  おこ 附す 
Dahara  〔經〕 幼少 S  3 1 
dahara-kumara 幼孩兒 
dahara  yuva 盛年 期 

Dathaggabodhi  〔(上院〕 ダ、 一 タツ ガボ— ディ 
datha 牙齒 

Datha  〔王女〕 ダー タ 一 

Dathakondanna  〔精 舍〕 タ'、 —ター コ— ン ダン 二 

ャ 

datha-dhatu 齒舍禾 IJ 
Dathadhatu-ghara 齒舍利 堂 
dathadhatu-caritta 齒舍禾 IJ 行事 
Dathadhatupatihariyadassana  〔章 I 齒舍禾 IJ 尊 神 

變 示現 Cv  82 
dathadhatu-puja 齒舍利 供養 
Dathadhatu-vamsa  〔書〕 齒舍 利史話 
Dathanaga  〔比〕 ダ' 一 ターナ— ガ 
Dathanama  〔居士 子〕 タ "一ターナ一 マ 
Dathapabhuti ① 〔シラー 力一 ラ 王の 父〕 ダー 

ター パブ ティ ② 〔州 知事〕 
Da か apabhuti〔ka〕 〔一世 王〕 ダ— タ一 パブ テ ィ 

〔力〕 

Dathabhara  〔將 軍〕 ダ―タ —バーラ 
Dathavaddha  〔村〕 タ" ータ一 ヴ ッ ダ 
dathavudha ダ' ータ— ヴ ダ， 牙 を 武器 とする 者， 

蛇 

Dathasiva ① 〔比〕 ダ一 ター シ ヴ ② 〔ナ一 ガ 

サ―ラ 院 比丘〕 ③ 〔副 王〕 @  0  — ハナ 領 

主〕 

DathasivaLKa^  =Dathopatissa  I し大 trL, 王 J 

タ、、 一ター シヴ 〔力〕 
Dathika=Dathiya  〔王〕 タ、、 —ティ 力 
dathika  ，ま 

Dathiya ① =DsAika  〔將 軍， 王〕 タ、' —ティ ャ 

② 〔第二 世 王〕 
Dathopatissa  (I)=Dathasiva  〔一世 王〕 ダ、— ト 

—パティ ッサ② 〔二世 王〕 
dadima  〔果〕 拓榴 
datar 施與- ち •， 施教 
Data  〔經〕 施 者 S  31 3 〜： 12 
dana 布施， 施， 施與， 布施 行， 施物 


に 195) 


Dana 


Dana  〔經〕 布施 A  8  31， 32 

dana-katha 施 論， 布施の 說， 施の 說， 梳の 

話， 施 與の說 話 〔三論の 一〕 
Dana-katha 施 論 KV  7  4 
danagga 布; 堂 
dana-pati 施主， おさ 越 

dana-parami ほ 施 波羅蜜， 布施 波羅蜜， 布施 行 

〔十 波羅蜜の 一〕 
Danaparamita  〔章〕 施 波羅蜜 Cp 1 
dana-phala 布施の 果報， 施 報 
dana-maya 布施 所 成， 施 所 成 
danamaya  punnakiriya-vatthu 施行 幅 業 事, 

施 類 福 業 事 〔三 福 業 事の 一〕 
danamaya  panna 施 所;^ 慧， イ |i ま 所成慧 
danava  〔阿修羅， 鬼〕 ダ —ナブ， 陀那 婆， ダヌ 

の 係， 魔 鬼 

Danava  〔姓〕 ダ、— ナヴ  ― 
Dana-vagga ① 施 品 A  2 13 ② 丫 |i 施 品 A  8 
31〜40 

dana-vatthu  {jilMii  〔ノゃ種〕 
Danaveghasa  〔阿修羅〕 ダ —ナヹ 一 ガサ 
dana-samvibhaga 施物の 頒與 
danasarhvibhaga-rata 施 と 頒與と を 喜ぶ 者- 
dana-sala 布施 堂， 布施 所， 慈善 堂， 救恤院 
danasa  Ikfe 

Danupakara  〔經〕 布施 利益 S  29 11〜50  ；  30 

7〜46；  31 13-112；  32  3〜52 
danuppatti 施 生 〔八 種〕 
Danupapatti  〔經〕 布施 受生 A  8  35 
aanupapattiyo 布施と 受生 〔ノ 
dama 繩 

Dama  〔精 舍〕 ダーマ 

Damagallaka  〔精 舍〕 ダ一 マガ ッラカ 

Damali ① 〔天子〕 ダ— マリ， 陀 i 錄利 ② 〔經〕 

陀, 利 S  2  5 
Dama  〔昆沙 浮怫の 第一 比丘尼〕 ダーマ—， 調 

伏. 

daya 園， 森 

dayaka 施お， 施主， 施與稗 
Dayagama  〔情 舍〕 ダ— ャガ— マ 
dayajja 遗產， 家督， さ お ！ォ 
dayajja-paribhoga 嗣受受 用 


(layajja-bhanavara 餘財' 誦品 

Dayapassci  〔卫 園〕 ダ'— ャ パッサ 

daya-pala 林の 守護 守 林 人 

dayada 相^お， 相 核 人， ^^繼/^， 嗣ぉ' ボ-， 遣 

產相椅 後嗣， 嫡子， 法嗣 
dayadaka  irj*!! ナ 
daraka 子供， 幼兒 
daraka-tikiccha 小兒 治癒 
daru 木， 材， 鑽木 
daruka 木材 
daru-kamma 大工 職 
daru-kammika 材 水 商 
Darukassapci  〔王」 タ、、 一 ノレ カツ サノ 々 
daru-kutika 木屋 
daru-kudda 木墻 
darukkhandha 木聚， 木 塊 
Darukkhcindha  〔經〕 木 塊 S  35  200,  201 
darugahe  ganako 寸材八 
daru-caya 木 積 
daru-dhitalika 木 女 像 
Daruno  〔經〕 恐ろし S 17 1 
daru-patta 不沐 

Darupattika  〔人〕 ダール パ ッ ティカ 

daru-pakara 木墙， 水 離 

daru-paduka 木履 

daru-bhanda 木 具， 木 物 

daru-masaka 木錢 

daru-yanta 機關 〔人形〕 

daru-varaka 木 瓶 

daru-santhara 木お 

daru-sopana 木 段 

Daruru  〔村〕 ダール— ル 

daresu  sotthanam 妻女の 中に 於け る 'i. '祥 

dalika-latthi  〔樹〕 拓榴 

dalicldiya 貧窮 

dasa 僕， 奴 僕， 下男， 奴隸， 奴婢 * 

Dasaka ① 〔比〕 ダーサ 力， 陀裟， 駄'; ^さ迦 ② 

〔相承 比丘〕 ダーサ 力， 駄 索迦， 大 象狗， 駄 

寫拘 

dasaka-putta 奴隸 出身^， 奴 僕 子 
dasa-kammakara 奴 僕， 奴 僕 飾 人 
dasa-kammakara-ponsa 奴 僕 使丁, 奴 僕 


Ditthi 


dasavya 奴隸の 境遇， 僕 
Dasika=Dasiya  〔尼〕 ダーシ 力一 
dasi-bhoga 婢爭 
dasima  〔植〕 タ、、 —シマ 
Dasiya=Dasika  〔尼〕 ダ— シャ一 
dasi  下婢， 女中， 賤女， 侍女， 奴婢， 婢 

取婦 

Dasi ① 〔尼〕 ダーシー ② 〔經〕 婢 S  56  87 
dasl-dasa 奴婢 

dasi  bhariya 婢 なる 妻， 婢女 夫人 

Dasl-vimana 下婢 天宮 Vv 18 

dingulaka  〔穀物〕 ディ ングラ 力 

dija  二 生， 二 生 1^ く •， 再生， 再生 荐， 再生 族 （婆 

羅 門)， 鳥 
dittha 兒， 所見 
ditthaijhosana 見者 

dittha-dhamma 現 法， 現世， 見られた る 法 
ditthadhamma-nibbana 現 涅槃 
Ditthadhamma-nibbana  〔經〕 現 法 涅槃 A  9  51 
ditthadhammanibbanappatta  bhiKkhu 現 法 '<g 

藥に 達せる 比丘 
ditthadhamma-nibbana-vada 現法^！槃論， 現 法 

涅槃 說^， 現在 涅槃 論 〔五 種〕 
ditthadhamma  vajja 現世の き^ 
ditthadhamma-vedaniya 現 法 所受， 現 法受， 

順現受 

ditthadhammavedamya  kamma  ) 頃 現 法' 受業， 

現法受 業， 現 法 受の業 
ditthadhamma-sukhavihara 現法樂 注， 現 見の 

法樂に 住す， 現 法に 樂に 11£ す， 現 ffi: 安樂 生活 
ditthadhamma-sukhaviharin 現 法樂住 者， 現 法 

樂 住せる 者- 
ditthadhamma-hitattha 現 法 中 の 禾 IJ 
ditthadhammika 現 法の 
ditthadhammika  attha 現 法の 利， 現世の 利 
ditthadhammika  anisamsa 現世の 功德 
ditthadhammika  bhaya 現世の 怖畏 
ditthadhammupakkama 現 法の 行動 
dittha-dhamme  anna 現 法に 於け る智， 現 法に 

於け る 究竟き?， 現 法に 於て L1H 悟す， 現世に 於 
ける 完全 智 


ditthadluimme  araha 現 法 阿 維^ 
ditthabhinivesa 見 現 貪 

Ditthamangalika    〔長者-女〕 ディ ッタ マン ガリ 
カー 

ditthanugati 兄 趣， 見隨， 成兒 
ditthanusaya 見隨眠 〔七 隨 眠の 一〕 
Ditthavikamma-vagga 異見 提示 品 V  3 15,  4 
ditthasava 見 漏 

ditthi 見， 見解， 意見， 異見， 所見， 正 見 
Ditthi  〔經〕 見 S  45  53,  60,  67,  74，  81, 88  ； 

A 10  93 
ditthi  ujuka 見の 正直 
ditthi-ogha 見瀑 流， 見 流 ひ』 瀑 流の 一〕 
Ditthi-katha 見 論 Pts 1 2 
ditthi-kantara 見の 難 道 
ditthi-kappa 見 分別， 見 計 度 
ditthigata 惡見， 成 見， 謬見 
ditthigata-vippayutta 惡見不 相應， 成 見 不相應 
ditthigatavippayutta-lobhasahagata 成 見 刁ヽネ 目 

應貪倶 行， 惡見不 相 應貪倶 
ditthigatavippayutta-lobhasahagata-citta 成 見 

不相應 貪俱行 心， 惡見不 相 應貪俱 心 
ditthigata-sampayutta 惡見 相應， 成 見相應 
ditthigata-sampayutta-citta 成 見相應 心， 惡見 

相應心 

ditthigatasampayutta-lobhasahagata 成 見 應 

貪倶 行， 惡見相 應貪俱 
ditthigatika 惡 見者， 成 見者 
ditthi-gahana 見の 桐 林， 見の 叢林， 邪見の 密 

林 

ditthi-gaha 見 執 
ditthi-carita 見 行者 
ditthi-jala 見 網， 邪見の 網 
Ditthija]a=Brahmajala-sutta  〔經〕 見 網 
ditthitthana 見處 
clitthi-tanha 見 愛 
ditthin 見者 
ditthi-nandi 見 

ditthinijjhana-khanti 見審諦 忍， 見 歡受， 意見 

の歡受 容認， 歡受 容認 
ditthi-nivesana^ditthi-nivesa 見 執著 


Ditthi 


ditthi-nissaya 見の 依處， 見 依， 見處 
ditthi-nissita 見 依 
ditthi-pakappana 見遍計 
ditthi-patilabha 見得 
ditthi-pativedha 見決擇 
ditthi-papanca  M 障礙 
ditthi-paramasa 見取 ぜ 
ditthi-pariggaha 
ditthi-pariyuttha 見 纏 
ditthi-parilaha 見 'I 'お 
ditthi-pajasa 頑固の 見 
ditthi-pipasa 見渴 
ditthi-purekkhara 見 直視 
ditthippatta 見 至， 見 至 人， id 至お， 兑到， 
到 1^， 見得 

ditthi-byasana-dukkha  〔正〕 見 を 失 ふ 苦， 兌 缺 

損 苦， 兒の 失壞の 苦， 見瓌苦 
ditthi-mamatta 見 我執 
ditthi-muccha 兒悶 
ditthi-yoga  ii 軛 〔四軛 の 一〕 
ditthi-raga 見 貪， 見の 貪， H の 欲 
ditthi-lepa 見 著 

Ditthi-vagga 見 品 S  22 149〜158 
ditthi-vinicchaya 見決疋 
ditthivinivetha-katha 邪見 離脫 論議 =經藏 
ditthi-vipatti 見 壌， 見缺 損， 見 衰耗， 見め 失壞， 

壞見， 破 見 
ditthi-vipanna 破 見， 壞見， 見壞 
ditthi-vipariyesa 見顚倒 
ditthi-vipalljlsa〜ditthi-vipanyesa 兒顯倒 
ditthi-vipphandita 見の 悶鬪， 見の 紛爭 
ditthi-visuddhi 見淸ミ せ， 

ditthi-visuddhi  ca  yathaditthissa  ca  padhanam 

見淸^ と 如 見 精進， 見 清淨と 見に 依る 精勤 
Ditthivisuddhi-niddesa 見清淨 の解釋 VM 18 
ditthi-visuddhi  parisuddhi-padhaniyanga  lirpf 

ぼ 淸ぼ; 勤 支 〔九淸 勤 支の 一〕 
ditthi-visuka 見の 悶躁， 見の 亂闘 
ditthi-vyasana=ditthi-r)yasana 兄 損失, 兒損 

減， £ の 不幸， 見の 喪失 〔五 損失の 一〕 
Ditthi-samyutta デ イツ ティ • サン ユッタ， 兑 

( 


相應 S  24 1〜96 
ditthi-samyojana 見 結， 党の 結!^ 
ditthi-sankilesa  〔惡〕 見雜染 
ditthi-sanna 见想 

ditthi-sampada 兒圓 足， 見の 圓足， 兑具 足， 见 
成就， 具见 

ditthi-sampanna 見 具足 者， 見 具足 人， 見 具足， 
見 圓滿， 具 見 具 見 人， 正 見 を 具へ たる 

ditthisampanna  puggala 兒 具足の 人， 正兒を 
具へ たる 人 

ditthi-salla 兒箭 

ditthi-samanna 兄 相應， 兒性 

ditthi-sneha 兒親， 兑 親愛 

ditthi-nivesa^ditthi-nivesana  j^Lfj^-. ぎ 

ditthupaya 兄 近:—^ 

ditthapadana 见取 〔四 取の 一〕 

ditthogha=dilthi-ogha 見 流， 見瀑流 

ditta 傲悛 

Diddhaih  〔經〕 毒 を 含める S 17  7 

diddha  salla 毒 を 含める 刺 

dindibha 乙 鳥」 ディ ン アイ ハ 

dindima-— tindima,  dendima    ,j 、鼓， ISfiZ,  iiife 

鼓， 銅鑼， 繞錢， 手 鼓 
Dinna=5abbadinna し 人」 ティン ナ 
dipada  二足， 二足 者， 兩足， 人間 
Dipadadhipati    〔傳。 轉輪 王〕 ディ パダ— ディ 

パティ 

dipadanam  aggo  l4 促 中の 最勝 # 
dipadaka  二足， 二足お 
dioba-ayu 天 
dibba  asana 天の 坐 

dibba  uccasayana  mahasayana 天の 卨床大 床 
dibba-oja 天 食 
dibba-gandha 天 * 
dibba-gabbha 生 天の 行 

dibba-cakkhu 天眼， 天眼通 = 有情 死生 智， 死 

生 通 

dibbacakkhuka 天眼お， 具 天眼， 天眼 ある もの 
Dibbacakkhuka  〔,''',- 行 1*^〕 ディ ッパ チャック 力， 
天眼 

Dibbacakkhu-katha 天眼 論 KV  3  7 


Digha 


d i bbac akkhu- nana 天 眼 智 

dibba  thana 天界 

dibba-nayana 天眼 

dibba-pcitha 天の 路 

dibba-pana 神酒 

dibba-bhava 大界 

dibba-bhavaiia 天宮 

dibba-manta 魔法の ' 兄 文 

dibba-maya 天の 幺， 術 

dibba-yana~deva-yana 天 車， 人 ま 

dibba-yoga 天の 艇， 天上の 束縛 

dibba-vihara 天 住， 天の 住 〔三 住の 一〕 

dibba-sampatti 天成 就 

dibba-sota 大耳 

Dibbasota-katha 天 耳, i 命 KV  3  8 
dibba-sotadhatu=dibba  sotadhatu 天 ^1- 界, 天 

的 耳界， 天 耳， 天 耳 通 
dibba-sotadhatu-nana 天 斗界智 
dibba  sotadhatu=dibba-sotadhatu 大 斗界, 天 

的 耳界， 天 耳， 天 耳 通 
dibbosadha 天の 藥 

diyaddha-sikknapaaa-sata l3A 十 學蹈， 百 五十 

餘 の學處 
chvasa 晝， 曰 時 
divasa-bhaga 曰 分 

Oivacandantabatava  〔地名 J ティ ヴ一 チャンダ 
ン タノく ータ ヴ 

diva-vihara 日中の 安息， 日中の 止 住， 日中 止 
住， 日中 休息， 日中の 休息， 晝住， 晝日 住， 
日 住， 晝日 坐， 晝の 休息， 晝の 憩， 午後の 休 

'じ ゝ 

diva-sanna 晝想， 晝 日 想， 日 想 
diva-supita 晝 眠る 者 
diva-seyya 日中の 休息， 午睡 
diviya  magga 天 退 
diviva-suKha 天樂 
divilla  〔太鼓〕 デ ィヰ' ッラ 
Disampati 〔王〕 域 主 
disa ① 方位， 四方 ②敵 
Disa  〔婢〕 ディ サ—， 方面 
disa-kaka 方角 を 知らせる 鴉， 案內鴉 


disa-daha 大火  • 
disa-pharana  〔十」 力）! £ 滿 
disabhaga 方角 

disamukho  bhufijati  口 を 四方に 向けて 食す 
disa-viita 方務 
disa-vatika 方務ぉ 

Digha ① 〔相承 比丘〕 ディー ガ② 〔夜叉〕 
digha-angulin 指 長し 〔三十 二相の 一〕 
Digha-atthika-panho 長き 骨の 問 Mil 2  〔7〕  U 
Digha-Karayana    〔波斯 匿 王の 將軍〕 ディ— ガ 

力 一ラー ャナ， 長 作 
digha-kesa 長 会 

uIghagamani=Gamani 〔王 --卜」 ティ 一力 力一 
マニー 

Dighacankama  〔寮〕 長經行 
uighacanka-vagga  ； Rig ィ了品 A  D  221~230 
Dighajaiitu〔ka〕 〔戰 士〕 ディ —ガ ヂャ ン トウ 

digha-jatika 爬蟲 

Dighajanu ① 〔拘利 人〕 ディ 一 ガヂャ —ヌ， 長 

膝② 〔經〕 長 膝 A  8  54 
Dighatapassin    〔尼 乾の 徒〕 ディー ガ タパ ッシ 

ン， 長 苦行お 
Dighatala  〔女〕 ディ— ガタ— ラ， 長 多羅 
Dlghati— 'Dighiti 〔王〕 ティ 一ガ ティ 
Dighathunika  〔馬〕 ディー ガト ウー 二 力— 
Dighathupa  〔塔〕 ディ— ガ トウ— パ， 長 塔 
digha-dasa  ；^： 袖 
digha-nakha 長 爪 

Dighanakha=Aggivessana  〔婆， 比」 長 爪 
Dighanakha-suttanta ティー ガ ナカ • スッ タン 

タ， 長爪經 M  74 
Dighanamaka  〔相承 比丘〕 ディ ガ ナーマ 力， 地 

伽那 

Digha-niKaya=Dighagama お 部 丄) 丄〜 34 
Dighapitthi  〔人〕 ディ— ガ ビッティ， 長 背 
Dighabahukagallaka    〔精 舍〕 ディ— ガ バー フ 
力 ガッラ 力 

Digha-bhanaka 長部誦 者， 長 部 〔誦 ：! 師， 長 〔部 

經 典の〕 , Hi お 

Dighabhanaka-Abhaya  〔比〕 長 部 師無畏 


(199) 


Digha 


Dlghameiddhana-panho お 時の 問 Mil 2 ひ〕 （J 
Dighalatlhi ① 〔天 十〕 ディ— ガラッティ， 捉 

伽羅 低 （D  〔經〕 提 伽羅 低 S  2 13 
Dighalomi  〔經〕 長 毛 S 17  4 
dighalomika  elaka 長き 毛の 羊 
Dighavatthuka  〔池〕 ディー ガワ ッ トゥカ 
Dighavapi ① 〔村〕 ディ —ガヴ —ピ， ：^^池 ② 

〔精 舍， 廟〕 ディ 一ガヴ 一ヒ 
Dighavapi-cetiya お 池支提 
Dighasanda  〔地名〕 ディー ガサ ン ダ 
Dighasandaka  〔將 軍〕 ディ— ガサ ン ダ 力 
Dlghasandasenaoan-parivena ティ 一力-ナン タ 

將軍寮 

Dighasumana  〔相承 比丘〕 ディー ガス マナ， 地 

伽 須末那 

Dighagama=Digha-nikaya  〔經〕 長 阿 含 
Dighabhaya  〔王子〕 ディ— ガ —バヤ 
Dighabhayagallaka  〔地名〕 ディ— ガ —バヤ ガ 

ッラカ 
dighayu 長 養， 录.# お 

Dighayu  (D=Dighavu  〔王子， 王〕 ディ— ガ 
ーュ， 長壽 ② 〔村〕 ディ 一 ガ―ュ 

dighayuka 長涛 

dighayuka  deva お 4 大 

Dighali  〔地名〕 ディ —ガーリ 

Dighalika  〔平原〕 ディ —ガ— リ 力 

Dighavu  (D^Dlghayu  〔王子， 王〕 ディ 一 ガー 
ヴ， 長壽， 長生 ② 〔塞〕 長壽 （E)=Dighayu 
〔釋 種〕 ディ —ガー ヴ ④ 〔經〕 長壽 S  55  3 

Dighavu-bhanavara 長生 誦品 V  2  a 10， 1 〜： ^ 

Dighasana  〔精 舍〕 ディ— ガ —サナ 

Dighitikosala-jataka ディ ーギ ティ コ一 サラ • 
ヂ ヤー タカ， 長 災拘薩 王 本 生物 語 J  371 

Dighiti〜Dighati   〔傳 。王〕 ディ —ギー ティ， 
長壽 

dipa ① 洲， 洲诸， &， 休息所， 庇護 所 ② 燈， 
燈火， 燈明 

Dipa ① 〔比〕 ディ —パ② 〔園〕 ディ ーパ③ 
〔經〕 燈明 （洲） S  43  40 ④ 〔經〕 燈 S  54  8 

Dipamkara ① 〔怫〕 ディ— パン カラ， 燃燈 ② 
〔王〕 燃燈 ③ 〔城〕 ディ —パン カラ， 燃燈 


dlpagami  magga 投 叨に 達する の it 

Dipanaya  CM  J アイ一 ノヽ ナヤ一  - 

Dipani 〔牛 飼 娘〕 ディ —バニ  — 

dipa-puja 燈供齊 

dipa-rukkha ディ 一パ （'膨 

Dipavamsa  〔書〕 ディ —ハヴ ンサ， ， に'; 王統 史， 

史 Dv 1〜2：3 
Dipayana し 道士〕 ティ  ーノ く一 ャナ 
Dipala  〔渡〕 ディー パーラ 
dipi-camma 豹 皮， 彪皮 

Dipi-jataka ディー ヒ • ヂャ— タカ， 豹 本 生物 

語 J  426 
dipin 豹， 彪 

DiDuyyana ティ一 ブクャ 一ナ， }ui  lisl 
duka  二 法 V  3  6  (2) 

Dukatika-patthana 順 二 法 三 法發 趣， 二 法 三 法 

發趣 Dukatika 1〜130 
Dukatikapatthana-vannana   二 法 三法發 趣の 釋 
Dukacluka-patthana 順 二 法 ニ法發 趣， 二 法 二 

法發趣 Dukaduka 1〜48 
Dukadukapa ま na-vappan に 法 ニ法發 趣之釋 
Duka-nipata ① 二 集 〔增 支部 經〕 A  2 1~17 

② 二 集 〔如是 語經〕 It  2=：^8〜49 ③ 二 偶 菜 

〔長老 渴經〕 Thag 121〜218  @  二 偶 集 〔長老 

尼 f ぉ經〕 Th お 19〜38 ⑤ 第二 篇 〔本 生經〕 

J 15 ト 250 
Dukanipatatthakatha  二 法 集の 義疏 
Duka-patthana 順 ニ法發 趣， ニ法發 趣， 二 法 鉢 

多那 Duka 1〜100 
Dukapatthana-vannana  二 趣之釋 
dukula  〔布〕 ヅゥ クーラ， ドウ クーラ， 黄麻 
Dukula ① 〔苦行お〕 ドウ クーラ ② 〔獅子の 子〕 
dukkala   〔罪名〕 ドウ ッ カタ， 惡作， 突吉羅 
dukkata-ajjhapanna 突吉羅 犯戒者 
dukkatakamma-karin 惡所作 〔矜〕 
dukkatapattikkhandha 突吉 羅罪聚 
dukkata-kamma 惡ィ 丁 

Dukkara  or  Kumma  〔經〕 作し 難し （龅） S 1 17 
Dukkaram  〔經〕 難爲 S  38 16  ；  39 16 
dukkara-karaka 難行 を 行ず る 1*^' 
Dukkarakarika-panho 難行の 行 作の 問 Mil 4 
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Dukkhe 


〔8〕  6 

dukkarakarika 難行， 苦行 

dukkha 苦， 苦痛， 苦惱 

Dukkha  〔經〕 苦 S 12  43  ； 14  34  ；  22 13，  67, 

104  ；  23 15, 16，  27,  28,  39，  40  ；  35  2,  5，  8， 

11, 44， 106  ；  38 14  ；  46  72 
dukkha  ariyasacca 苦 聖# 
dukkham  parijanati 苦を遍 知す 
dukkhakkhandha 苦蘊 

dukkhakkhaya 苦盡， 苦滅， 苦の 滅盡， 苦 隙の 
滅盡 

dukkha ほ 苦 性， 苦 〔三種〕 
Dukkha ほ 〔經〕 苦 S  45 165 
dukkhatta 困難 
duKkha-duKkha 苦き 

clukkha-dukkha ほ 苦 苦の 性， 苦 苦 性， 苦 苦 〔三 

苦 性の 一〕 
Dukkhadhamma  〔經〕 苦 法 S  35  203 
dukkhadhammanam  apahatta 苦 法の 排除: # 
dukkha-dhatu 苦界 
dukkha-nirodha 苦の 滅， 苦滅 
dukkhanirodha  ariyasacca 苦 滅聖誦 
dukkhanirodhagammiya  oatipadaya  nanam 苦 

滅近 智， 順苦滅 道智， 苦の 滅に 至る 道に 於け 

る智 

dukkhanirodhagammi-patipada 苦滅 道， 苦の 

減に 到る 道， 苦の 滅に 導く 道， 苦 減に 至る の 
道 

dukkhanirodha-gamini  paupada  ariyasacca 苦 
滅追 聖諦， 順 苦滅道 聖諦， 苦の 滅に 趣く 道聖 
諦， 苦の 減に 至る 道の 聖諦 

dukkha-nirodhe  nanarii 苦 滅智， 苦の 滅に 於け 

る '智 

dukkhapatipada  khippabhmna 苦行 道 速 通達 

〔定 〕， 苦 速 通行 
dukkhapatipada  dandhabhinna 苦ィ丁 iil 遲迎達 

〔定〕 ， 苦行 道 通知 通， 苦遞 通行 
dukkha-lakkhana 苦 相 
clukkha-vipaka 苦の 異熟， 苦; 3i 報， 苦 報 
Dukkha-vipaka  〔經〕 苦 報 A 10 144, 188 
(lukkhavipaka-kamma 受苦異 熟 業， 苦 異熟業 


dukkhavipaka  dhamma 苦 報 ある 法 
dukkha-vedana  —苦 党 
dukkha- vedaniva  kamma 苦 受の業 
dukkha-vedaniya 苦 所受， 苦受 
dukkha- sacca 苦 gi^ 
dukkha-sanna 苦 想 

dukkha-samudaya 苦の 集， 苦 集， 苦の 生起 
dukkhasamudaya  ariyasacca 苦集聖 gff' 
dukkhasamudaye  nanam 苦 集智， 苦の 集に 於 

ける 智 
dukkha-sahagata 苦俱 
dukkhasahagata-kayavinnana 苦倶' fr 身 
dukkha-sila 苦戒， 悲觀性 
dukkhassa  atthagamo 苦の 滅沒， 苦の 滅 
dukkhassanto 苦の 終邊， 苦の 終， 苦邊， 苦の 

邊際， 苦の 果 
dukkhassa  oanrina 苦の 曉 J 
dukkhassa  bhavo 苦の 楚生 
dukkhassa  samudayo  ca  atthagamo  ca 苦の 

生起と 滅沒 
dukkhakara 苦 相 

dukkhadhivaha-dhamma 苦 を 引く 法 

dukkhanupassana 苦觀， 苦隨觀 

dukkha  patipada  khippabhifina 苦 速 通 1 了， 苦 

行 道 速 通達 〔四 通行の 一〕 
dukkha  patipada  dandhabhinna 苦 遲通ィ 了， 苦 

行道遲 通達 〔ra 通行の 一〕 

dukkhaya  vedanaya  sampayutta-cetana 苦受 
相應思 

dukkhava  vedanaya  sampayutta-dhamma 苦 
受相應 法 

Dukkhahara-katha 苦 導入 論 KV  2  6 
dukkhindnya 苦 根 

dukkhudraya 苦 趣に 墮 つる もの， 苦果， 苦 を 
引く 

Dukkhudraya  〔經〕 引 苦 A 10 143, 187 
dukkhudraya-dukkhavipaka お 架ゼ f 報 
dukkhudraya-dhamma 苦 を 引く 法 
dukkhupasama 苦の 寂滅 

dukkhe  anatta-sanna 苦 無我 想， ？ ■? 非 我 想， 苦 

や f 非 我 想， I' 'ずに 於て 無我 想， 苦卽 無我; ta 


Dukkhe 


dukkhe  anattasanni 苦卽 無我 想 〔者〕， 苦 無我 

相 

'じ > 

dukkhe  nanam 苦智， 苦に 於け る智 〔四智 の 
一〕 

dukkhetta 惡田 

Dukkhena  〔經〕 苦 S  22 140〜142 

dukkhe  sukhan  ti  vipallaso 苦 を樂な りと する 

顛倒 

dugga 難路 

Dugga  〔池〕 ド ゥ ッ ガ 

duggata 貧 人 

Duggatam  〔經〕 苦憐 S 15 11 
duggati 惡趣 

Duggati  〔經〕 惡趣 S  55 14， 15 

Duggati-katha 惡趣論 KV 12  8 

duggati-patisandhi ぜ: 趣 結 生 

duggati-bhaya 惡 趣の 怖 畏， 惡趣怖 畏， 惡趣畏 

duggati-bhumi 惡趣地 

duggandha 惡臭 

duggandhata 惡臭性 

duggandha  itthi 惡臭 ある 女人 

duggandha  manguli  itthi     臭 な 醜女 

duggahita 誤解， 謬見 者 

duccanta 惡行 

Duccarita  〔經〕 惡行 S  47  47 
Duccarita-vagga 惡行品 A  5  241—250 
duccarita-sankilesa 惡 行雜染 
duccintita 惡思， 惡 思惟 
duccintita-cintin 惡 思惟 〔者〕， 惡思を 思惟す 
duccola 惡服， 弊衣 

dujivha ドウ チ' ヴハ， 二 舌^， 重 舌， 蛇 
Dujipa  〔王〕 トウ チ一 パ， ドウ アイ ーパ 
Dujjacca  〔人〕 トゥッチ ャッ チヤ 
Dujjaya   〔傳。 轉輪 王， 純陀 比丘の 前生〕 ト' ゥ 

タチ' ャャ 
dutrha 隨怒， 瞋， 惡， 惡心 
Duttha-kumara ドウ ッタ • クマ 一 ラ， 惡逆 童子 
Dutthagamani  〔王〕 ドウ ッ タ ガー マニー 
Dutthagamml  Abhaya=DutthagamanI し i 二〕 

ドウ ッタ ガー ミニ一  • ァ バヤ 
duttha-citta 隨心 〔者〕， 惡心 ft 


duttha-citta-vipannata 惡, し、 き jg"'ll、 
Dutthatthaka-sutta 隨怒 八渴經 Sn  4  3 
Dutthatthakasutta-niddesa 瞋怒 八偈經 の義釋 

MNd  3 
duttha-dosa 惡 
duttha-brahmana 惡 婆羅門 
duttharuka 惡漏瘡 
dutthulla 巔惡， 廳重， 翳 語， 汚行 
dutthulla  apatti 鵾罪， 罪， 驕 重犯 
dutthulla-vaca 籙惡 語， 齒惡語 
dutiya 伴侶， 隨伴， 助 伴 者， 同伴者， 同伴 比 

丘， 陪席 者， 第二 苕 
Dutiya  〔經〕 伴 S 1 59 
Dutiya-agariya-vimana 第ニ^！：家天宮 Vv  66 
dutiya-aniyata 第二 不 

Dutiya-upassaya-dayaka-vimana 第二 住家 施? V 

天宮 Vv  69 
Dutiya-karanlya-vimana 第二 所應 作天宮 Vv 

57 

Dutiya-kundali-vimana 第二 耳環 天宮 Vv  73 
Dutiya-gamana 第二 章 

Dutiyagathasamganika  〔'70 第二 伽陀集 V  3 
17 

dutiya  citta 第二 心 

dutiyajjhana 第二' if,   ^二 禪定， 第二 靜慮 
Dutiya-naga-vimana     二 象 天' 呂 Vv  61 
Dutiya-p:itil)lxita-vimrina  i' に 貞淑 女 天お Vv 
12 

Dutivapalayi-jataka ドウ アイ ヤノ、 ラ— ヰ • チ 
ヤー タカ， 第二 逃亡 本 生物 語 J  230 

dutiya-patihariya 第二き 變 

dutiya-parajika 第二 波羅夷 =不 與取戒 

dutiyaparajika-samutthana 第二 波 羅夷等 起 ■ 

Dutiya-peyyala 第二お ffc 

dutiya-bhanavara 第二 illf! ini 

Dutiya-bhikkhadayika-vimana 第二 食：！ ！也 女 天 R 
Vv  28 

dutiya  magga 第二 近= 斯陀含 道 
Dutiya-vagga 第二 品， 二 掃 
c]utiya-samgaha=dutiya-sanglti 第二 結集 
dutiva  samgiti=dutiya  sangaha 第二 結集， 第 
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Duvijata 


ニ合誦 Mv  4  ；  VA  3〜Dv  4，  2 
Dutiyasamghabhedaka-vagga 第二 破 情 者"" 品 
dutiya-sariighadisesa 第二 情^ =身胸^^ 
Dutiya-sannavedayita-katha 第二 想受 lb i^V 

15  8 

Dutiya-suci-vimana 第二 針大宮 v^v  59 
Dutiyasela  Cfpn^^J ドウ ティ ャセ— ラ 
dutiya  bhumi 第二 地 
dutivika 伴 友 

Dudipa し 王 J ドウ ティ— ハ 

Duddada-jataka ド ゥッダ ダ • ヂャ— タカ， 難 

施 本 生物 語 J 180 
duddasa 難 見 
duddassika 醜惡， 怪駭 
dunlta  attha 誤解され たる 義 
dundubhi 鐯鼓， 嫌 鼓 
Dundubhissara  〔比〕 フ、： 鼓 主 
dunnikkhita  padavyanjana 顕 倒せな 文句 
Dunnivittha  〔婆羅門 村〕 ドウ ン ニヸッ タ 
duppanna 無慧， 無 慧#， 惡慧， 惡慧 者， 智劣 

れる， 智慧な き 者， 劣慧， 愚癡 者， 愚鈍， 愚人 
Duppanna  〔經〕 愚癡 S  46  44 
duppanna-elamuga 愚 純 闇昧 
duppannata 無想 

duppanna 惡慧， 愚鈍， 愚癡， 劣慧， 無慧 

duppatinissaggin 棄捨し 難し 

duppatipada 惡向追 

duppativijjha 解し 難き 

duppameyya 難 け 量し '者 つ 

Duppasaha  〔：f  i トゥック、 サノヽ 

dupposa ほ 給養し 難く， 難 養 

dubbaca 惡語， 難語， 惡ロ， 惡言， 惡 言^， 

難 說荇， 說き 難く 
Dubbaca-jataka ドウ ッハ チヤ • チヤ一 タカ， 

背 敎者本 生物 語 J 116 
dubbaca-jatika 惡ロ性 
dubbaca-bhikkhu 惡ロ 比丘 
dubbanna 惡色， 醜惡， 醜陋， 麗色 無し， 顏貌 

僬阵 

dubbanna-karana 壊 色 
Dubbanniya  〔經〕 醜陋 S 11 22 


Dubbalakattha-jataka トウ ッノ、 ラ カツ タ • チヤ 

—タカ， 弱 木本 生物 語 J 105 
dubbala-clvara 薄弱 衣， 弊衣 
Dubbalavapitissa〔ka〕 〔精 舍〕 ト' ゥッハ ラヴ一 

ピテ ィ ッ サ 〔力〕 
dubbhaga-lakkhana 非 蓮の 相 
dubbhara 難'/ 

dubbharata 難 養， 難滿， 扶養し 難く 
dubbhasita  〔罪名〕 ドウ ツバ— シタ， 惡說， 惡 

dubbhasita-ajjhapanna 悪 sMlZ 戒ぜ 
dubbhasita-bhasm  ^^C#J 
dubbhikkha 凱 謹， 饑謹， 凶儉， 儉， 乞食し 難 
< 

dubbhikkha-kantara 饑謹 難所 
dubbhikkha-bhaya 饑饉の 怖畏 
dubhato-vutthana  vimokkha 倶出離解1^と 
dubhato-vutthana-vivattane   panfia 俱出離 返 

轉の慧 
dubhato-sunna  空 
Dumasara    〔傳 。 轉輪 王〕 ドウ マサ ーラ 
clumbara=udumbara し 个 對〕 トウ ムノ、 ラ 
Dumbara  〔地方〕 ドウ ン バラ 
Dummitta  〔比〕 ドウ ンミ ッタ 
Dummukha ① 〔王〕 ドウ ンムカ ② 〔離 車 入〕 

ド ゥ ン ム ッ 力 
Dummedha-jataka ① ドウ ン メータ、、， チヤ一 タ 

力， 無智 本 生物 語 J  50 ② ドウ ンメ一 ダ* ヂ、 

ャ— タカ， 愚者 本 生物 語 J 122 
Duyyodhana  〔王， 佛の 前生〕 ドウ ッョー ダナ 
duranubodha 難解 
Durannaya  〔辟〕 ドウ ラン ナヤ 
Durabhisara   〔比〕 ドウ ラビ サラ 
duragata 爵 fg^ 

Durajana-jataka ドゥラー ナヤ一 ナ* ナヤ一 タ 

力， 難 知 本 生物 語 J  64 
durutta 馬 言 
Dulu  〔地方〕 ド ゥ ル 
duvadasa-vasabhisita  (A)  ，  duvadasa- 

vasabhisita  (A) 灌頂 十二 年 
clu- vijS ほ 二度 子 を 生める 女， 二度お 產 をした 
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Duvinnapay; 


女 

duvinnapaya 敎へ 難き， 敎 導し 難き 
duvidha  paccavekkhana  二種の 觀察 〔獲得 時， 

受用 時〕 
duvidha-puggala 人の 二種 
duvidhena  bhavo  二種 有 〔業 有， 生 有〕 
duvidhena  rupakkhandho  二種 fe か a 
duvidhenarupa-sangano  二種 色聚 
Duvera  or  Anathapindika  〔經〕 怨 if  S  55  28 
dussa 外衣 

Dussa  〔園〕 ド ゥ ッ サ， 衣服 
dussa-karandaKa 衣！: も 衣^ 
Dussadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ドウ ツサ ダーャ 

力 Ap  3 168 
Dussanta  〔王〕 ドウ ッ サン タ 
dussa-patta 白 布 
dussa-yuga 一組の 衣 布 
dussa-vatti 白布裙 

dussa-vanijja,  dussa-vSp リ ja 衣 商, 布 商 

dussa-veni 白布條 

dussika 衣服 商 

Dussm  〔人〕 い ゥッ、 ン— 

dussila 破戒， 破戒 者， 惡戒， 惡戒?^,邪戒#， 
汚 戒^, 戒 劣れる， 戒を 破る， 無戒， 無 戒^ 
Dussilarh  〔經〕 劣戒 S  37 10 
dussila  papadhamma 惡戒惡 法， 破戒 惡法， fj 

戒惡 法， 無 戒惡法 
dussila  silavipanna 破戒 壞戒 お-, 無 戒壞戒 者 
dussilassa  patiggaho 破戒 あ-の 攝受 
dussilo  hoti 成 を 破る， 惡戒 お， 破戒お， 邪戒 
お 

dussilya 破戒， 惡戒 

Dussilya  ®  〔經〕 惡戒 S 14  24 ② 〔經〕 破戒 

S  55  26,  27 
duhana  ifj (奪 

cluhetuka=tlvihetuka  ニ內, 二 W お 
duhetuka-upekkhasahagata-Kinya  ニ闳抬 行 
唯 作 

duhetuka-vipaka  二 [鼎 熟 
(luhetuka-somanassasahagata-kiriya   二  W 快 
行 唯 作， 二 I ぺ樂供 唯 作 


duta 使者， 受使 
duta-gamana 通 使 

Duta-jataka ドウ一 タ • ヂャ一 タカ， 使 本 生 

物語 ① J  260 ② J  478 
duta-paramparaya し mSrgpetij  3 [使 殺 
doteti 使 をな す 
dutena し marSpetO 使 殺 
dutena  sarhvanneti 使 ほ 嘆 
duteyya 遣 使， 使， 使節， 使者， 使命 
Duteyya  〔經〕 使 S  56  93 
Duteyyaih  〔經〕 使命 A  8 16 
duteyyanga 使 # の 支 分 
duteyya-pahina 使 を 遣る 
du Dhaka 摩 尼 

Dubhiyamakkata-jataka ドゥー ビヤ マツ カタ • 

ヂャ— タカ， 叛逆 猿猴本 生物 語 J 174 
dura 返 

Dora  〔池〕 ドゥー ラ 
Duratissa  〔地名〕 ドウ— ラ ティ ッサ 
DQratissa〔ka〕 〔池〕 ドウ一 ラ ティ ッサ 〔力〕 
Duratissavapi  〔精 舍〕 ドウ— ラ ティ ツサヴ 一 ピ 
Durabrahmaloka-panho 梵天 界へ の 距離の 問 

Mil 2  〔7〕  4 
Dure-nidana 遠き 因緣 物語 JN  2 
dure  rupam お 色 
dusaka  行お 
dusin 汚 

Dusin  〔魔〕 ドゥー シン， ド ゥ —シ， 度 使， 觸嬈 
duseti 不?^ おど 仃ふ 
deddubhaka 水 蛇 頭 

dendima=tindima,  dinciima 錙鼓， ftldi, 銅 

鑼， 鐃载， 小 鼓， 手 鼓 
Dematavala  〔地名〕 デ一 マタワ' ラ 
Dematthapadatthali  Q0 デ一 マツ タパ一 タ ッ 

タ リ 

Demeliyagama  〔村〕 デーメ  —リ ャ ガマ 
deyya-dhamma 施物， 所 施物， 所 施 法， 功德施 
deva 天， 天子， 天祌， 天人 
Deva ① 〔比〕 提婆 ② 〔相承 比丘〕 デー ヴ， 提 

婆 ③ 〔カン ブ村 rn 比に:〕 デ— ヴ④ 〔スチ 'ヤー 

タ佛の SfC: 弟子〕 デ— ヴ， 天 ®=Khafijadeva 
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Devamanusa 


〔戰 士〕 デ一 ヴ ⑥ 〔パラ ッ 力 マパ一 フー 世の 
將軍〕 デーヴ ⑦ 〔ラン カー プ ラ官〕 デー ヴ 

⑧ 〔アディ 力— リ官〕 デ— ヴ ⑨ CM 舍〕 デ— 
ヮ" @  〔經〕 天 A  9  39 
deva-kanna 大 —な- 

Devakata-sobbha デ一 ヮ" 力 タソ一 ツ ノ；， 天 造 溝 
deva-kaya 天 身， 天 族 
devakayanam  namani 天 族の 名 
deva-kula 天,】 

Devakuta ① 〔山〕 デ一 ヴク— タ， 提婆 鳩吒， 

天 峯= 支提 山の 古名 ② 〔地名〕 デ一ヴ クー タ 
Devagajjita  〔傅 。 轉輪 王〕 デー ヴガッ ヂタ 
Devagandha  〔傅 ： 轉輪 王〕 デ— ヴ ガン ダ' 
Devagabbha し H な- J テ 一 ヮ" ガ 'ソ ノ、 一 
Devagutta   〔殿〕 提婆掘 多 
deva-carika 天上界， 天上 遊行 
Devacarika  〔經〕 天上 遊行 S  55 18-20 
Devanapriya  PriadrasiCA) 天 愛 喜 見 = 阿 W 王 
devata 天女， 天祌， 天子， 女祌， 神， 鬼祌 
Devata  〔經〕 天 A  9 19 
devatanarh  saddo 天神の 音聲， 天祌の S 
devaUimissati 念 天， 天隨念 〔六 念， 十 念の 一〕 
Devata-panha 天人 問 〔答〕 〜次 項 
Devatapanha-jataka テーヮ 3?  一  ノヽ： /ノヽ • ナヤ 

一 タカ， 天 祌所問 本 生物 語 J  350 
devata-bhasita  X  A/^'FrK 

Devata-vagga ① 天ん，, A  6  31-42  ；  7  31〜4() 

② 天种 I'li'i A  6  65〜74 
Devata-samyutta デ一 ヴタ一 • サム ュ-ソ タ， ョ  ={5. 

天 相應， 天 部 S 1 1〜81 
Devatissaka し/ p ナ〕 テーヴ ティ ッサカ 
devatuposatha 天 布 
devatta 天界 

Devadatta ① 〔比， 佛の從 弟〕 デー ヴダッ タ， 
提婆達 多， 提恕達 多 ② 〔經〕 提婆達 多 S  6 
12  ；  A  8  7 

Devadatta-pabl)ajit: い pafiho 提婆逹 多 出家の 問 

Mil 4  〔1〕 3 
devadattiya 天授 〔^fO 
Devadaha ① 〔王〕 デ— ヴダハ ② 〔村， 

デ―ヴ ダハ， 天 精， 天 現， 提婆陀 ^③ 〔經〕 


天 現 S  22  2 
Devadaha-khano  〔經〕 提 婆陀訶 S  35 134 
Devadaha-vagga ① テーヴ' タノ、  •  "/ッ ガ， 大 

ザき 品 M 101-110 ② 提婆 陀訶品 S  35 134 

-144 

Devadaha-sutta デ— ヴダ、 ハ • ス ッタ， 天 經 
M 101 

devadaruka  〔お :.}〕 デ一 ヮ" タ 一 ルカ 
deva-dundubhi 大 お 
devadundubhissara 天 y 支 鳴 
deva-duta 大使 

Devaciuta-vagga 大使 品 A  s  3l〜40 
Devaduta-sutta デ一 ヴ ドウ一 タ • ス ッタ， 天 ザ 史- 
經 M 130 

devadeva 天 中天， 天中天1>^, 天 中の 天 =佛 
deva-dhamma 大 (2^ 

Devadhamma-jataka テーヴ タ ンマ • チ 'ャ一 タ 

力， 天 法 本 生物 語 J  6 
Devadhammika  〔ク ト〕 ァーヴ タン ミカ 
Deva〔nagara〕 〔都〕 デーヮ 〔ナガ ラ〕 
Devanampnyak  A) ,    uevanaprivaC  AJ)=Deva- 

nampiva,  Asoka  Ci  i 大'' 皮 
Devanampriya  PriyaclrasiCA)=DevanamDiva 

Piyadassin,  Asoka  〔王〕 天 愛き 見 
Devapa  〔傅。 轉輪 王〕 デ— ヴパ 
deva-panha 神懸 () 
deva-pada 天 jii—  〔pci 種〕 
Devapada  〔經〕 天 jit  S  55  34,  35 
Devapali  〔村〕 デーヮ 'パ— リ 
deva-putta 大す 

Devaputta-maharattha 天 j -大 P! 
Devaputta-samyutta テーヴ フ ッ タ • サム ュッ 

タ， 天子 相應 S  2 1〜3() 
deva-pura  x  ci 

Devappatirajan しプ C 臣 J ァー ヴッノ 《テイラー チ 
ャ 

Devabhuti   〔傅 。 轉輪 王〕 デ— ヴ ブー テ ィ 
Devamantiva し 人〕 テ一 ヴ マン ティ ャ 
Devamalla  〔ヸ ギヤ ャ バー フー |1]： の將 軍〕 デ— 

ヮ" マ V ラ 

Devamanusa  〔/tO テーヴ マ一 ヌサ一 
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deva-yana'— dibba-yana 天乘, 天 車 
deva-rajan 天 王 

Devarajan   〔王 臣〕 デ— ヴラ— ヂャ， 天 王 
Devala ① 〔佛〕 デ一 ヴラ ② 〔パヅ ゥムッ タラ 

佛の 第一 弟子〕 デ— ヴラ， 執 天 ③ 〔苦行^〕 

ァ ーヴラ 
Devala  〔王女〕 デ— ヴラ一 
deva-loka 天界 
aeva-vata 天務 
deva-vatika 天 務# 
Devavana-salavana 天林沙 維樹園 
deva-sadda 天聲 し 三種;] 
Devasabha  〔比〕 ァーヴ サノ、 
Devahita ① 〔婆〕 デ―ヴ ヒタ， 提婆比 多 ② 

〔經〕 提婆比 多 S  7 13 
Deva  or  Vatapada  〔經〕 諸 天 （禁我 足） S 11 

11-13 

Devagara  〔精 舍〕 デ一 ヴ一 ガーラ 
devatideva~clevadeva 天 中大， 大 中の 天 
devanam  indo 天の 主， 諸 天の 主 = 帝釋 
Devanarhpiya  (I)=Devanampiya-tissa し 王〕 テ 

—ヴ ーナ ン ヒ ャ， 天 愛 (D=Devanampiya 

Asoka 天 愛 
Devanarhpiya  AsoKa 天 愛 阿"^ 
Devanarhpiya-tissa しセ ィ 口 ン王〕 テ一ヮ 一ナン 

ビヤ ティ ッサ， 天 愛帝須 
Devanampiya  Dasalatha  (A) 〔王， 阿育の 孫〕 

天 愛 十 車 

Devanampiya  Piyadasi  (A),  Devanampriya 
Pnvadasi  (A ゾ， Devanampriya  Pnyadrasi 
(A)，  Devanapriya  Priadrasi  (A), 天 愛 喜 見 
= 阿育 王 

Devanampriya  (A),    Devanampiya  (A), 
Devanapriya  (A),    Devanampriya  (A), 
Devanampriya  (A) 天 愛 = 天 愛 阿育， 阿育 王 

Devanampriya  Priyadasi  (A)  =Devanampiya 
Piyadassin,  Asoka  〔王〕 天 愛 喜 見 

Devanampiya=Devanampiya-tissa  〔王〕 天 愛 

Devanampiya-tissa  〔王」 天 愛帝須 

Devanampriya  (A) 天 愛 = 天 愛 阿育， 阿育 王 

devalaya 天祌堂 


devasura-sangama 大と 阿修 維の 威 
Devinda  〔賢お-〕 デ―ヸ ンダ、 
Deviyapattana  〔丄 也 g〕  ■J 二-一  ^1 ビヤ  ーノ ミツ タナ 
Devila  〔£|5〕 デ一 ギラ 
devisi 天 仙 =大 仙 
devl 女神， 天女 

Devi ① 〔阿育 王妃〕 デ— ヸ— ®=Vih§raclevi 
〔妃〕 

Devuttara  〔傳 。 轉輪 王〕 デ— ヴッ タラ 
Dcsaka  〔村〕 デーサ 力 

Desakittiya  〔比丘の 臂 喩經〕 デーサ キッテ ィ ャ 
Ap  3  297 

desana 宣說， 說示， 敎說， 指示， 懺悔 
Desana ① 〔經〕 法說 S 12 1 ② 〔經〕 說示 S 

32 1 ； 51 19 ③ 〔經〕 說敎 S  42  7  @  〔經〕 

說 S  46  22 
desana-kusala 記' し、 善 巧 
desanakkama 説不の 順/^ 
desana-gambhirata  gjfc 不 深 
desanagammi-apatti 敎 s)K 罪， 應' 罪 
desana-manda 宜說 gii 醐 
desana-suddhi 說不' "ト 

Desapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 デ— サブ 一 ヂャカ 

Ap  3 164 
desa-bhasa 地方 語 
desapeti 悔過 を爲さ しむ 
dona=donika  〔量， 树 M〕 ドーナ 
Dona ① 〔婆〕 香 姓 ② 〔婆〕 ドーナ， 頭那 ③ 

〔渡 場〕 ドーナ， 豆 那 @  〔 地名〕 ドーナ 
Dona-paka  〔經〕 大食 S  3 13 
doni ① 擠 ② 丸木舟 
donika=clona し ぉ0 ドー 二 力, 斗 
donika 桶 

doni-nimminjana,  cioni-nimmujjana  nhilf'i  J- 
Donivagga  〔地名〕 ド —二 ヷ ク ガ 
dobha=dubDha 不 ig 
domanassa 憂， 憂悲， 憂 偶， 惱 
domanassatthaniya 順 * 處 
domanassa-dhatu 憂界 
domanassa-sahagata 憂俱仃 ， #俱 
domanassa-sahagata-citta  'ffi 俱 tl' し、， 俱' し、 
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domanassasahagata-patighasampayutta 憂俱行 

： まミ逆 相應， 憂 倶行恚 相應， 憂倶瞋 恚相應 
domanassindnya  #fe 
domanassupavicara 憂 iilfpj  〔ノ ヽ悝〕 
Doradattika  〔地名〕 ド— ラー ダ' ッ ティカ 
dola 軟韆， 鞦韆 戲， 搖らぎ 
Dolamandapa ト'— ラ— マン ダパ， 鞦縫堂 
Dolapabbata   〔地名〕 ド— ラパッ バタ 
dovacassa-karana    t 龍 恨の 性， 說 諭し 難から し 

むる 

dovacassakarana-dhamma      翁し 難 力、 りしむな 
法 

dovacassata 惡言， 惡言 性， 不受諫 
dovacassata  ca  papa-mittata  ca 惡. と惡友 
dovarika ① 門衛， 門番， 門扉の 番士， 守 門お， 

守 門人 ② 巫祝 官 
Dovarika-mandala=Dvaramanclalaka  〔本-、 i 1 ト 

—ヴ一 リカ マ ン タ" ラ 
dovarikupama 門衞の 譬喩 
dosa ① 膦， 恚， 1 お， 1 ぉ惡， 忿 M^， 嫌忌 

② 瑕瑾， 過失， 缺點 ⑧ 病 素 
dosa-akusalamula  [11^不# 根 〔ゴ不 # 根の 一〕 
dosa-kincana 瞋障 （1 三 障の 一〕 
dosakkhaya 瞋恚 の壞滅 
dosaggi M'k 
dosa-carita  Br 行者 
dosa-cariya 瞋饤 
dosa-citta Ij 具, 匚、 

dosaniya-dhamma,  dosaniya-dhamma 所 (lift の 

法， 瞋 るべき 物， 瞋 るべき 法 
dosantara  lljji, し、 
dosa-mula      根 =|B:lii 
dosa-vinaya 瞋恚 調伏 
dosavinayaya  patipanno  li お 調伏の 行跡 
dosa-salla 

dosa-sahagata  B 眞俱や 丁 
dosa-hetu 瞋因 =瞋 根 

dosagati 瞋 患不應 行， 隨；^ の 非 Jil, 趣， 瞋 
ifi, 瞋不行 

dosagatim  gacchati  P 、不行 fiM 行 〔四 不行處 行 
の 一〕 


dosina  ratti 月明の 夜 
dose  adlnavo 瞋曹; の 過 患 
Dohala  〔山〕 ドー ハラ 

dbadasa-vasabhisita  (、Aj,  duvadasa-vasabhisita 
に A:),  duvadasa-vasabhisita  (A) 灌頂 十二 年 
drava-bhava 流動性 
dvafigula  二 指 

dvangula-kappa    |4 衬き f?:,  二 指 認容 〔十 事の 一〕 
dvaiigula-panna   二 指の 智慧， 二 指 量の 智慧 
dvattiriisa  kulappabheda  kimayo 三: 二 ~h ニ禮の 
Silk  ^  く 

dvattimsa  kotthasa 三十 二 〔身 J 分 
dvattimsa  tiracchana-katha 三— 卜 二の 無 川ぶ il 
Dvattimsa-mahapunsa-lakkhana-paiiho  ニニ— 1- 一 

大人 相の 問 Mil 2  〔6〕  3 
dvattimsa  manapurisa-lakkhanani 三十 二種 大 

人相， 三十 二種の 大人の 相好， 三十 二 大人 相， 

三十 二の 大人 相 
dvattimsa  lakkhanani 三十 二相， 三十 二の 相 

好 = 三十 二種 大人 相 
dvattirhsakara 三十 二 行 ffl， 三十 二種， 三十 二 

身分 

Dvattimsakara 三十 二 身分 Khp  3 
dvattimsakara-kammatthana 三十 二 tlf 起 
dvattimsakara-pa}i 三十 二種 〔身分 を說け る 〕 

聖典〜 前前 項 
Dvayam  〔經〕 二 〔法〕 S  35  92，  93 
dvayariidvaya-samapatn 唯 有 二人 成 Sit 法 
Dvayakari  〔經〕 善惡業 S  30  3-6 
dvayatanupassana  二種 隨觀 〔流 轉， 還滅〕 
Dvayatanupassana-sutta  二種 隨觀經 Sn  3 12 
dvakara 惡行相 

dva-cat ほ iisa  akara  H 十二 行 相 〔有爲 の〕 
dvaaasa  akusala-cittani ニ刁ヽ #'ll、 
dvadasa  angani 十二支 
dvadasa  akara 十二 行 ffl  〔空 觀〕 
dvadasa-aj'atanani 十二 處 
dvadasa  kammani 十二 業 
dvadasanga-paticcasamuppada'— dvadasa 

paticcasamuppadangani 十二支 緣起 
Dvadasa-nipata ① 十二 偈集 〔長老 偈經〕 Thag 
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608〜631 ② 十二 渴集 〔長老 尼 f 易經〕 This 
2：24〜235 ③ 第 十二 篇 〔本 生經〕 J  464〜473 

dvadasa  nissaggiya-pacitiiya 十二 捨 

dvadasa  paticcasamuppadangani^dvadasanga- 
paticcasamuppada 十二 緣起支 

dvadasa  papani 十二の 惡 

dvadasa  maggangani 十二 道 支 

dvadasama  dubbaca-sarhghadisesa 第 十二 惡ロ 

傦殘 

dvadasama-samghadisesa 第 十二 傦^ =惡 口  —我 
Dvadasasahassaka  〔地力-〕 ドウ ヴ一 タサ サノ、 ッ 

サカ， 一 萬 二 千 
dvadasavattani 十二の 禍= 十二 處 
(Ivara 門， 門扉， 戶， 門孔 
I )varaka=DvaravatI  [町」 ド ヴ一ラ 力 
dvara-kotthaka 門屋， 樓門 
dvara-kosa 尸 窓 所 

Dvaranayaka  〔村〕 ドヴ一 ラナ一 ャカ 
Dvara-palaka-vimana 守 門 # 天宮 Vv  55 
civara-baha 戶の兩 脇 

DvaramandalaCka;] 〔村〕 ド ヴ一 ラマン ダラ 〔力〕 
dvara-rupa 門 色 

DvaravatI=Dvaraka    〔都〕 ド ヴ— ラヴ ティ一 
dvara-vimutta 離 門 
Dvara-sangaha 門の 攝 Abhsang  3  4 
dvara-sala  f i If) 

dvavisati  Khandhakani  二十 二 犍度部 
dvasatthi  ditthigatani=dvasatthi  ditthiyo 六 

十二 見， 六十 ニ惡 見， 六十 二 成 兌 
dvasatthi  clitthiyo=dvasatthi  clitthigatani 六 

十二  u 

dvi-kammavaca  二 翔 磨 g§ 

Dvikuddageha  〔精 舍〕 K ヸ ク ッ ダ ゲーハ 

dvigocchaka-duka  二？ # 二 法 

dvijati-dija 再生 族 = 婆羅門 

dvidha-patha 岐路， ニ岐道 

dvinnarh  cittanam  samodhanam  二心 俱起 

Dvinnarh  pindapatanam  mahapphalabhava- 

panho  二 施 食 大果の 問 Mil 4 ひ〕 4 
Dvinnarh  buddhanam  loke  n  uppada-panho 

ニ佛不 出世の 問 Mil 4  〔6〕  8 


avipada=aipada  二足， 二足 者， 兩足， 人間 
dvipada-settha 【《闪 足 尊 
dvipitaka  ニ藏 〔師： )， ニ藏 持お 
dvirasannti ドウ ヸラ サン ニュー， 二 舌 知 味 者， 
蛇 

Dvirajaka  二王 章 Cv  42，  51, 52 

dvi-r-avatta  二の 面 〔斷と 常〕 

dvi-sahassi  majjmmika   lokadhatu 中二 干 ぼ- 

界， 二 中 千 世界 

dvihetuka=duhetuka  二 因， 二 因お 

Dvihi  silehi ti  katha  ニ戒論 KV 10  6 

dve  atthavasa  ニ義 〔n 利， 利他〕 

dve  aniyata  二 不定 

dve  aniyata  (lhamma  ニ不 5e?^ 

dve  an ほ ニ邊 〔欲 樂， 苦行〕 

dve  kulani  二 家 ~ 二 生家 家 

dve-cakkhu  「4 う 眼 人， 兩眼 〔者〕 

dve  ditthi-gatani  二 成 見 〔常， 斷〕 

dve  ditthiyo  二見 〔有， 無〕 

dvedhammika  二 法お 

dve  dhatuyo  ニ界 〔有 爲， 無爲〕 

DvedhavitaKka-sutta トヹ' ータ' 、一ギ タ ッ 力 • ス 

ッ タ， 雙考經 M 19 
dvenavuti  pacittiya  dhamma 九十 二 波逸提 法， 

九十 ニ單 -墮法 
dve  balani  二 力 〔|匕 觀〕 
dve  bhayani  ニ怖畏 〔現世， 來世〕 
Dvebhara  〔傳。 轉輪 王〕 ドヹ —バーラ 
dve  matika  二 本 母 〔比 6:, 比丘尼 戒本〕 
dvemasa-parivasa  二月 ^Ij 住 
dve  mulani  二 根本 〔無明， 愛〕 
Dverataniya    〔比 17: の臂 喩經〕 ドヹー ラタ ニヤ 

Ap  3  223 
dve  roga  二の 病 〔身， 'し〕 
dvevacika  ニ歸 依， 冉說 
dvevacika  upasaka  ニ歸 依を唱 へる i3 士 
dvevacika  pavarana  二 說自恣 
dve  vibhusa  ニ嚴飾 〔在家， 出家〕 
dve  vedana  ニ受， 二種 受 〔樂， 苦〕 
dve  saccani  ニ諦 〔世俗， 眞〕 
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clhamma-kamata  (A),  dhrama-kamata  (A)= 
dhamma-kamata 法に 對 する 愛慕 

dhamma-ghosa  (A),    dhrama-ghosa  (A), 
dhama-ghosa  (A、）  =dhamma-ghosa 法の 鼓 

dhamma-carana  (A  ) ,  dharhma-calana に A)， 
dhrama-carana  (A)  =dhamma-carana 法の 

宣行 

dhamma-thaitibha  ( A)=dhamma-thambha 法 

柱 

dhamma-dana  (A\    clhrama-clana  (A) 
=dhamma-clana 法の 布施， 法 施 

dharhrrici-niyama  (A)  =dhamma-niyama 法の 
規正 

dharhmanusathi  (A)  =dhammanusatthi 法の 
敎勒 

dharhma-paliyaya  (A)  =dhamma-pariyaya 

法 門， 法敎， 法の 次第， 法理 
dhaihma-marhgala に A) ,  dhamma-magala  (八 リ， 

dhrama-marhgala に A)，  dhrama-magala  (/v ソ 

=dhamma-mangala 法 祈願 
dhamma-mahamata  i^A) ,  dhrarhma-mahamatra 

(A;,    dhrama-mahamatra  (A)  =dhamma- 

mahamatta 法大官 
dhariima-yata  (A、，    dhrariima-yatra  (A)， 

dhrama-yada  (A)  =dhamma-yatra 法 巡 ィ了 
dharhma-lipi  (A) ,  dhariima-lipi  (A) ,  dhrama- 

dipi  (A)=dhamma-lipi 法 勅 
clhariima-vadhi  ( A  )  ，      dhrama-vadhi  (A) ， 

dhrama-vadhri  ( A)  =d  h  am  ma  -  va  d  dh  i 法の 

增長， 法增長 
dhamma-vata  ( A  )=dhamma-vata 法 實ィ了 
dhammavaya(A) ,  dhrama-silana(A) ,  dhrama- 

vaya  (A) 法の 遵奉 
dhamma-vijaya  (A),     dhrama-vijaya  (A)  ニニ 

dhamma-vijaya 法に よ る勝不 i 
dhaihma-vuta  (A),    dhamma-vata  (A)， 

dhrarhma-vuta  (A),    dhrama-vuta  (A), 

dhrama-vuta  ( A)=dhamma-vata 法實行 
dhaihma-samvibhaga  (A) ，    clhama-savi bhaga 

(A),   dhrama-sarhvibhaga  (A)  =dhamma- 

sarhvibhaga 法の 分與， 法 均 布'， 法の 均分 


dhamma-samstavavA) ,  dhrama-samstava  ( A) , 

dhrama-samthava に A)  ^dhamma-seuithava 

法に よる 親善 
dharhma-sambadha  (A) ,  dharhma-sambadha 

(A) ,   dhrama-sambarhdha  (A)  =dhamma- 

sambaddha 法な こよる 結緣 
dhaiiima-savana  CA)=clhamma-savana 法の 聽 

聞， 法を聽 く， 聞 法， 聽法 
dnamma-susrumsa  (A),  dhamma-sususa  ^A), 

dhrama-susrasa  (A),    dhamma-sususa  {A) 

=clhamma-sussusa 法柔) 頃 
clhariimadhithana  (  A  j=dhammadhilthana 法 

の 樹立 

dhammanupatipati  (A)  =clhammanupatipatti 
法の 遵行 

dhariimanusasti  (A) ,  dhammanusathi  (A), 

dhrarhmanusasti  (A)，  dhramanusasti  (A) 

=dhammanusatthi 法の 敎勒 
dhammanusasana  (A)，  dhramanusasana  (A) 

=dhammanusasana 法の 敎誠 
dhammapadana  (A) 法の 敢行 
dhammapekha  (A)  =dhammapekkha 法に 勢 t 

する 希求 
clhanka 烏， 鶴 

dhaja 幡， 幡旗， 幢， 幢幡， 幢旗， 旗幟， 法幢 

Dhaja  〔婆〕 ダ、 ヂャ 

dhajagga 旗の 先， 幢頂， 幢群 

Dhajagga ① 〜② 〔護 (52〕 ダ、 ヂャ ッ ガ， 幢項② 

〜(！ ） 〔經〕 旗の 先 S 11 3 
Dhajagga-paritta,  Dhaja-paritta 幢頂護 PJS, 幢 

首 護 呪〜 前項 
Dhajadayaka  〔比丘の 譬喻 經〕 ダ、 ヂャダ —ャカ 

Ap  3  58,  340 
Dhaja-paritta=Dhcijagga-paritta 帻項護^52, 幢 

首 護 呪 

Dhajavihetha-jataka タ ナヤ 爿ニ 'へー タ • チヤ一 

タカ， 害 魔法 本 生物 語 J  391 
dhajahata 放置 旗 
dhajahata 與旗婦 
d h a n n a=cl h an i y a 穀物， M 
Dhanna  〔經〕 穀 S  56  84 
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Dhanna 


dhanna-karana 打穀場 
dhannaphala-rasa 穀 ift 汁 
dhanna-rasi 穀聚 

DhannavatI  〔都〕 ダン ニヤ ヴ ティー， 有穀 
dhanna-vanija      物 P^ij 
dhannagara 穀倉 

Dhatarattha ① 〔四天王の 一， 乾 闘 婆 王〕 ダタ 
ラック， 持國， 持國 王， 持國 天， 持國天 王， 
提 頭賴吒 ② 〔龍王〕 ダ タラ ッタ， 提 頭賴吒 
③ 〔白鳥， 鶴 王〕 ダ、 タラ ッ タ， 提 頭賴吒 

dhana 財， 財產， 財物， 財寶， 金錢， 富 財 

Dhana  〔池〕 ダナ， 財 

dhanakkita 貝得婦 

Dhanancaya=Dhananjaya  {,ii<h', -义荼 お-や i の 

j'O ダナ ン チヤ ャ 

Dhananja  〔園 林〕 ダナン チ' ャ 

Dhananjaya    (I)=Dhananjaya-korabba  〔王， 
沸の 前生〕 ダナン ヂ ャャ， 財 勝 ② 〔婆羅 く J ま 
王〕 ダナン ヂャャ ③ 〔ブッ サ佛の fea 士 〕 ダナ 
ンチ' ャャ， 財勝④ =Dhanaflcaya  〔長者つ ダ 
ナン チ' ャャ 

Dhananjayakorabba=Dhananjaya    〔十.〕 タ ナ 

、ノ チ' ャャ • コーラ ッハ 
Dhananjaya-cariya    〔經〕 ダ、 ナン チ' ャャの 所行 

Cp 1 3 

Dhananjani=-Dhananjam    〔夷〕 ダ ナン ヂ ヤー 

ニー， 陀然閣 仁 
dhana-dhanna 財お 

Dhanananda  〔千:〕 ダナ ナンダ'， 陀 邪難陀 
Dhanantevasin  〔從 i^.〕 ダナ ン テーヴ一 シン 
Dhanapala ① 〔比〕 ダナ ハーラ ② 〔商人， '/匕 

後に 娥! ^〕  MM  (E)=Dhanapalaka  〔C] ダナ 

パーラ， 守 財， 護 財 
Dhanapalaka=Dhanapala  〔象〕 タ" ナパ一 ラ 力， 

守 1!ゃ， mm 

nhanapala-]x;tavalthu 化; 魏 "jV  Pv  2  7 
Dhanapala-hatthinaga=Dhanapala  ' 側す 象 
Dhanapalin  〔人〕 寶守 
Dhanapitthi  〔地方〕 ダナ ビッティ 
dhana-labha 財禾 1] 
Dhana-vagga  Mm  A  7 1~10 


Dhanavati,  Dhana vatini  〔迦葉 沸の 母〕 ダナ ヴ 

ティ—， 有 財， 財 主 
Dhanittha  〔傅 。 轉輪 11〕 ダニ ッ タ 
Dhanitthaka  〔卑 名〕 ダ' 二 ッ タカ 
dhaniya  fJc 主 

Dhaniya  ®=Dhaniya-kumbhakaraputta  Q'iu] 
師子， 比〕 ダ ニヤ， ナ齊尼 ② 〔牛 飼〕 ダニ 
ャ， 陀尼耶 

Dhaniya-kumbhakaraputta=Dhani3'a  〔比， "J 
ニ波羅夷の初犯^^〕 壇 尼 迦陶師 子， 壇 尼迦陶 
師子 

Dhaniyagopalaka-sutta=Dhaniya-suttii 牧牛 
1>1-陀 尼耶經 

Dhaniva-sutta=Dhanivagopalaka-sutta     |''tJ 匕 

耶經 Sn 1 2 
Dhanissara 財 主 = 毘沙門天 
dhanu ① '：； ② 〔尺 1炱:〕 肘 
Dhanu  〔地方〕 ダ、 ヌ 
dhanuka 弓戟， 弓 遊び， 玩具 弓， 小 弓 
dhanu-kalaoa 弓箭 

dhanukanka  〔樹， 花〕 ダヌ 力— リカ， 陀々 乂劫 
利 

dhanuggaha 弓師， '"^'術 師， 弓術 士， 弓術 

弓 射手， 射手， 弓 取り 
Dhanuggaha-tissa  〔上 七〕 タヌッ ガノ、 *テ ィ ッ サ， 

弓術 師 帝ぬ 
Dhanuggaho  〔經〕 術師 S  20  6 
dhanutakkari  〔樹〕 タ、、 ヌ タッカー リ 
dhanu-pakara  の栅 
Dhanumandala     也ソ /〕 ダス マ ン ダラ 
Dhanuvillika  〔地名〕 ダス ヸッ リカ 
dhanu-sippa に) #t 
Dhanusekha  〔十： J' -〕 ダ' ヌセ 一力 
I  )hannri  〔尼〕 タ" ンナ— 
dhama-ghosa  (A)  =dhamma-ghosa 法の！/ 
dhamani  iflL'T?;, 靜脈， 脈']：?, 脈 結 
dhama-paripuccha  ('A) ,  dhama-palipuccha  (A; , 

dhrama-paripuccha  (A)  =dhamma- 

paripuccha 法の 試問 
dhama-savibhaga  ( A;=dhamma-samvibhaga 

fi;- の 分與， 法 均 布'， 法の 均分 
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Dhamma 


dhamma 法， 正義， 敎法， 本文 * 

Dhamma ① 〔天子〕 ダン マ， 法② 〔比〕 ダン 

マ ③ 〔夜叉〕 ダン マ ④ 〔殿〕 ダン マ， 法， 

達 架 ⑤ 〔園〕 ダン マ ⑥ 〔經〕 法 S 17  33; 

A 10  48, 138， 182 
dhamma  attha 法と 義 
dhamma-adhamma  ^  t  ？ 
dhamma-adasa 法の 规， 法 現 
dhamma-iddhi 法 成'/ 璃 
dhamma-uposatha 法布薩 
dhammarh  apassanto  na  mam  passaii お を 見 

ざる 者 は 我 を 見ず 
dhammarii  deseti 說法 す， &を說 く 
dhammam  cihareti  tfey 受持 1 
dhammam  paccakkhati 法 を彭ー す 
dhammarii  passanto  marh  passati 法 を 見る お. 

は 我 を 見る 
dhammam  sunati 法 を 傾聽" 1 
Dhammaka  〔山〕 ダン マ 力， ダム マ 力， 有 法 
Dhamma-katha 法論 KV  21 7 
dhamma-kathika 說法 #, 說法 〔者〕， 說 法師， 

法師， 論師， 法說 者， 如法 說者， 宣法 者， 說 

敎師， 布敎師 
dhammakathikatta      を 55^  く こ と 
dhamma-kathika  puggala 說法八 〔四 種 J 
dhammakathika  bhikkhu  5)^ 法 比丘 
Dhammakathika-vagga 說法品 S  22 113〜125 
Dhammakathiko  〔經〕 說法者 S 12 16 
dhamma-kamma ~ dhammika-kamma 如法 翔 

m, 正 法 親 磨， 法 業， 法羯磨 

dhammakamma-avadasaka 如法 親 磨 十二 事 V 
2  b 1, 3 

dhamma-karaka 水 甕， 水瓶， 水瓶 漉 水 器 〔比 

丘の 七道 具の 一〕 
Dhammakaraka-cetiya  CM 1 タン マ カラ 力 （j 鹿 

水瓶) 支提 
dhamma-kama 法 欲 
dnamma-kaya 法身 

Dhammakitti ① 〔比〕 ダン マキ ッ ティ ② 〔賢 
dhamma-ketu 法 幟， 法相， 法 を 旗と し 


dhammakkhana 法|^ 
dhamma-khira 法 乳 

dhamma-gantika 斷 頭臺， 首 斬臺， 刑場， 處刑所 

dhamma-gambhirata 法 深 

dhammagaru  dhammagarava 法 を 尊び 法を虽 

んず 

dhamma-garavata 法の 尊敬 
dhammagunanussati お 德隨念 
Dhammagutta ① 〔王〕 ダン マグッ タ， 暴 摩 幅 

多 ② 〔比〕 ダ ン マ グ ッ タ @=Dhammaguttika 

〔部 派〕 法 護， 法藏 
Dhammagut ほ ① 〔尼〕 ダ ソ マグッ ター ② 〔夜 

叉 女〕 ダン マグッ ター， 曇11^崛多 
Dhammagultika=Dhammagutta  〔部 派」 法藏, 

法 護 

dhamma-cakka 法 輪， 法の 輪， 正 法 輪 
Dhammacakka ① 〔堂〕 ダン マチ ャッ 力， 法 輪 

(D=Dhammacakka-pavattana  〔經〕 〔轉〕 法 輪 
Dhammacakka-katha 法 輪 論 Pts  2  7 
dhammacakka-pavattana 轉法輪 
Dhammacakkapavattana-vagga 轉法輪 t5t'i S  56 

11-20 

Dhammacakkappavattana  =  Tathat?atena 

vuttam  〔經〕 轉法輪 
Dhammacakkika    〔比丘の 譬喩 經〕 ダン マ チヤ 

ツキ 力 Ap  3  39 
dhamma-cakkhu 法眼 
dhammacariya-gatha 法れ 谒， 正 行 の f 易 
Dhammacanya-sutta 法行經 C5n  2  6 
dhamma-canya 法订, 如法 行 
dhamma-caga 法捨 
dhamma-carin 法 行者， 正法實修|^ 
dhamma-cuditaka 如法 被 呵責 者， 如法 被 呵責 人 
clhamma-cenya 法ま敢 

Dhammacetiya-sutta タン マチ エー ティ ャ • ス 

ッ タ， 法 莊嚴經 M  89 
dhamma-codaka 如法 呵責 者， 如法 呵責 人， 如 

法難 詰 者 

dhammacodaka-bhikkhu 如法 難詰 比丘， 如 
Dhamma -iataka タ ンマ • チ' ャ一 タカ， 大子 


(211) 


Dhainma 


本 生物 語 J  457 
nhamma-jaia=Brahma-jala  〔經〕 法 網 
dhamma-nana 法智 
dhammannu 法 を 知る 

dhammattha ① 法 法 tti^-, 法に (ト: する H^' 
② 裁判官 

Dhamma"ha-vagga 法 (士: 品 Dhp 19  vv  256^272 
dhammatthitata 法 []£ 性， 法と して 確立し 
Dhammatthitata-katha 法 (' ト: 性 論 KV 11 7 
dhammatthiti-nana 法 智， 法 所依智 
dhamma-takka 法 思擇， 法の 尋思 
dhamma-tanha 法 愛. 法渴愛 
Dhammatanha  abyakata  ti kalha  to.id 

論 KV 13  9 
Dhammatanha  na  dukkha-samudayo  ti  katha 

法渴 愛^ 苦 集 論 KV 13 10 
dhamma-tanu 法身 
dhammata 法 性， 常 法 
dhammata-dhammapariyaya 法 性 法 P， 
Dhammatapasa  〔尼〕 タ'、 ン マタ一 パサ一 
dhammata-rupa 法 性 色 
dhammata-sila お 性 我 
dhamma-tejo  jfe 蔽ノ〕 
dhammatthenaka 法の i^i^ 人 
dhamma-thera 法 長老 〔三 長老の 一〕 
dhamma-dassana お 見 

Dhammadassin  〔佛〕 ダ ン マ タ" クシ—， 法 見 
dhamma-dana 法 施， 法の 布施 
dhamma-dayada 法の 相 M お， 法嗣， 法繼/ 失&， 
ひ :- の後權 

Dhammadayada-clhammapanyaya— 
Dhammadayada-sutta  〔經〕 汰 *1 の汰 にリ 

I  )hammadavada-sutta タ'、 ンマタ 一ヤー タ • ス 
ッ タ， 法嗣經 M  3 

Dhammadasiya  C't^l タ'. ン マ タ' 一シ ヤー 

Dhammadittha-panho 法 を 兌 た り やの 問 Mil 2 
〔5〕  4 

Dhammaclinna ① 〔比， ヒ ヤングお, 出 #， タラ 

ンガ Bi お〕 ダン マディン ナ， 法 校， ま陳邪 
② CM〕 ダン マディ ンナ， 達，^^提那 (D  〔經〕 
逮 ま捉邶 S  55  53 


Dhammaclinna ① し- ヒャ タ、、 ッ シ 一 沸の 第一 比 2: 
llzj ダン マディ ン ナ—， 法與 ② 〔尼， 說法第 
一〕 ダン マディン ナ—， 法 施， 法 校-, 法樂， 
構 雀提邯 〔•? 喩經〕 Ap  4  23 ③ 〔ビヤ ダッシ 
― 沸の f,i' な.〕 ダン マディン ナー 

dhamma-dipa 法 をん しとす， 法を洲 とす， 法 を 
洲 と し 

Dhammadevaputta-cariya    〔經〕 法 天子の 所行 
Cp  2  8 

(lhammadesana-samutlhana  gfe 法 等 起 
dhaiiima-desana 說法, 法 ifj^f 
Dhammadesana-katha 法 ffe 小 論 KV 18  2 
dhammadesana  paiibhati §1^：法す 
Dhammadesanaya  appossukkabhava-panho 

說法休 j|: の 問 Mil 4 ひ〕 8 
dhammaddasa 法 見 iK'， 法 見の 入 
dhammaddhaja 法撞， 法を幢 とし 
Dhammaddhaja  〔司祭 官， 怫の 前生〕 ダン マ ッ 

ダチ' ャ， 法幢 
Dhammaddhaja-jataka タン' マッタ チヤ ，チヤ 

—タカ， 法幢本 生物 語 ① J  220 ② J  384 
dhamma-dhana 法 財 

dhamma-dhara 持 法， 持 法お'， 法 を 持つ， 法 
を 持ち， 法 を 持し， 法 を 持す る 1^'， 法 護持 « 
dhamma-dhatu 法界， 法舍利 
dhamma-dharana 法の 受持， 持 法 
dhamma-nagara 法 城， 法の 都 
dhamma-nandi 法 'ほ 

dhamma  naiiatle  naiicim 法の 種種 +tl の' fi' 
(lhamma-nanatte  panna 法の 種種相の, 德 
dhaminani-jala 靜脈網 
dhammanijjhana-khanti 法 知 忍， 法の 歡受 
dhamma  nimmita  /i;- の 化生 
dhamma-niyamata 法 決定 法と して 定まり 
dhamma-nisanti 法 察 忍， 法の 察 忍 
dhamma-netti   U'Ml 法の 規) Ji 
Dhammantarin  〔【"^ 仙， ^〕 ダンマン タリー 
dhammantevasiKa 隨身生 
dhammanvaya 法の 類句， 法の 次第， 法の 分齊， 

總 相の 

dhamma-pannatti  ili^l^/r;,  tfc 施 t— 15^ 
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Uhatnnui 


clhamma-patibhana 法? 

clhamma-patirupakena  vagga-kamniam  (以 法お j 

'^mm  〔穴 種 )i 磨の 一〕 

dhamma-patirupakena  samagga-kainmam  f 以 

法 和^ 竭磨 〔六 種 錫 磨の 一〕 
dhamma-patisamvedin 法 を卩貝 角? -1 〔る i^-〕 
dhamma-patisanthara 法 j 雇? R 護 
clhamma-patisambhicla 法無礙 解， 法 無礙辯 〔四 

無礙 解の 一〕  - 
dhamma-patisambhide  nanam 法 無 驗解智 
dhamma-patisarana      の 所 依 
dhcimma-pada 法 句， 法迹， 法 足 
Dhamma-pada ダン マパ ダ、， 法句經 〔 小 部經の 

一〕 Khucldaka  2 1 へ 26=vv  1—423 
(lharnma-panccaga 法 jfe 捨 
dhamma-panyatti 法 通達 

dhamma-pariyaya=dhamma-paliyaya  (, A ) 法 

門， 敎法， 法敎， 法の 次第， 法の 分別， 法理 
dhamma-panyetthi 法遍尋 1 生 
dhamma-panyesana  U^M^ 
dhamma-pala  tfe の 護お 

Dhammapala ① 〔比〕 護法 ② 〔王子， f 弗の 前 
生〕 ダン マ ハーラ， 護法 (e)=Vidhura 比 豆 梨 
〔賢 1^ お， 佛の 前生〕 ダン マ パーラ， 法 護 ® 
〔婆， 佛の 前生〕 護法 ⑤ 〔村〕 護法 

Dhammapala-kumara  〔比 豆 梨の 子〕 タ、、 ンマパ 
—ラ • クマ一 ラ 

i:)hammapala  〔尼， 僧伽 蜜 多の 和尙〕 ダ、 ンマパ 

—ラー， 曇 窜波羅 
Dhammapalita    〔相承 比丘〕 ダ、 ンマパ 一リタ， 

ま: 無 波 離 
Dhamma-pasada 法 高堂， 達き 殿 
dhamma-piti 法の 喜 
dhamma-puja 法 供養 
I  )hamma-pokkharani  u<)lii-  fill 
dhammappaii j 去 H 
dhammappatti 法典 
Dhamma-bhandagarika,  Dhamma- 

bhandagariya 法寳の 管理 i^-， 法 寳の持 者-， 

法寳の 保持者'， 法の 藏， 法の 寳庫 = 阿難 
clhamma-bhanaka  tfe?3fe 師， ,iffife 師- 


dhamma-bhuta 法たり， 法た る^， 法體 

clhamma-bhen 法 鼓 

dhamma-bhoga 法受用 

dhamma-magga  i^xE 

dhamma-macchanya 法惯 の 一 i 

clhamma-mava 法 所 成 

Dhammamitta  〔比〕 ダン マ ミッタ， 法 友 

dhamma-megha 法 雲， 法の 雲, 法 pf? 

Dhamma-yamaka  ？ £ 雙諭 Y  9 

dhamma-yaga 法 供養， 法の 供養， 法 施 

dhamma-vagin 法の 施お- 

dhamma-vana 法乘 

dhamma-yuddha 法の 威 

dhamma-yoga 法相 應" 

dhamma-rakkha 法守瘦 i^' 

Dhammarakkhita  (I)=ivlahaahammarakkhita 
〔臾那 人， 比〕 ダン マラ ツキ タ， 達 摩勒棄 多， 
法 護 ② 〔比〕 ダ、 ン マラ ツキ タ， 法 護 ③ 〔人〕 
法 護 

dhamma-rakkhita  义 
dhamma-rata 法 樂# 
dhamma-ratana 法寳 
dhamma-rati i£: 樂 
dhamma-rasa 法 味 
dhamma-raga 法' 发 

Dhammaraja  〔章〕 タ、、 ン マラ一 ヂ、 ャ王 Cv  94 
dhamma-rajan 法王 

Dhammaruci  〔比〕 ダン マルチ 〔臀 喩經〕 Ap  3 
486 

Dhammarucika,  Dhammaruci=Abhiiyagirika 

〔部 派〕 ダン マルチ—， 法 喜 部 
dhamma-labha 如法の 利 養 
Dhamma-vagga 法 品 A  2  9 
dhamma-vara 殊勝の ife 
dhamma-vavatthana 法/ i ま 別， U^ikTE 
dhamma-vadin 法說 i^'， 法語 ^V, 法 を說く 

如法 說教， 如法 說 
dhammavadino  parisa  1)^：法衆皆 
Dhammavadi 〔經〕 法語 者 S  38  3 
Dhammavara-uddesa 法分總 gj^ 
dhammavicaya-sambojjhanga 擇 法等覺 支, 擇 
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Dhamma 


法覺 支， 法 研鑽の 覺意 〔七 等覺 えの 一〕 
dhamma-vitakka 法 も 法^^思 
dhamma-vinaya 法律， 法と 律， 經律 
Dhammavinavapaticchanna-panho 法律 gSfe の 

問 Mil 4  〔4〕  7 
dhamma-vinicchava ぉ決疋 
dhamma-visesa 法 差別 
dhamma-vihann 法 住? V 
dhamma-vuddhi 法增 長， 法の 增ぉ 
dhamma-veda 法受， 法の 信受， 眞理を 得 
dhamma-vepulla 法 大 

dhamma-samvibhaga 法 均 布， 法の 均分， 法の 

分與 

Dhamma-sangani タ" ン マサン ガニ， 法 fU 論， 

法聚論 〔七 論の 一〕 Abhidhamma 1 
Dhammasamgani-geha 法 果論堂 
Dhammasangani-matika 法聚 論の ifw' ほ 
dhamma-sangaha ① 法攝受 （D^dhamma- 

sangiti 法 結集 
dhammasarhgayikatthera 正 法 結集の 長老 
dhammasangahaka-thera 法 結集の 諸 長る 
dhamma-sangiti=dhamma-sangaha 法 結集, 

法 合誦， 正 法 結集， 正 法合誦 
dhammasamgiti  pancadha 五 囘の法 結集 
dhamma-sankha 法螺 
dhamma-sancetana 法 思 〔六 思 身の 一〕 
Dhammasannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ダン マサン 

ニヤ 力 Ap  3  304 
dhamma-sanna 法 想 〔六 想 身の 一〕 
dhammasannin  sanghabhedaka 书法 想破惽 
dhamma-santati 法の 相 fe, 法 All ^ぜ 
Dhammasantati-panho 法相!^ の 問 Mil  2 ひ〕 1 
dhamma-santhara 仏-. 覆 護 
dhamma-sannicaya  ！ £ 槍 集 
dhamma-sabha 法 堂， 法 座， 說法堂 
(lhamma-samannesana 法の 吟味 
dhamma-Scimaya  f 上-き， 法の 集會 
dhamma-samadana 法受， 得 法 〔四 種〕 
dhammasamadanam  paccuppanna-dukkham 

ayatirh  sukha-vipakam 現在 苦 未來樂 報の 得 

法 


dhammasamadanarii  paccuppanna-dukkhan 
c'eva  avatin  ca  dukkna-vipakam 現在 苦 未 

來苦 報の 得 法 
dhammasamadanam  paccuppanna-sukham 
ayatim  dukkha-vipakam 現在 樂未來 苦 報の 
得 法 

dhammasamadanarii  paccuppanna-sukhan 
c  eva  ayatin  ca  sukha-vipakam 現在 樂 未来 

樂 報の 得 法 

dhamma-samadhi fe 三昧 
dhamma-sambhoga 法等受 用， 法 共 事 
dhamma-sammukhata 法 現 mj' 
dhamma-sarana 法 を歸依 f'M とす， 法 を 依 I' おと 

し， 法 を 依と す 
Dhammasava  〔比〕 タ" ン マ サ ヴ 
dhamma-savana 聞 法， 聽法， 法の 聽聞， 法 を 

聽く 

Dhammasavaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 ダン マサ ヴ 

ニヤ Ap  3  336 
dhamma-sakaccha 法 s 炎， 法 を i 炎る 
dhamma-samaggi 法 和合 
dhamma-samin 法主, 法王 
dhamma-sara 法 核 
Dhammasala  〔精 舍〕 ダン マサ一 ラ 
dhamma-sala  sjfc 法 堂 

Dhammasena ① 〔マン ガラ佛 の 第二 弟子〕 ダ 
ンマセ —ナ， 法 軍 ② 〔プ ッ サ佛の 第二 弟子〕 
ダン マセ— ナ， 法 軍 ③ 〔比〕 ダン マセ ーナ， 
達 f 斯那 ®  〔王〕 ダン マセ— ナ， 達 f 斯那 

Dhamma-senapati 法將， 法將 軍， 正 法將軍 = 
Sariputta 舍利' ル 

dhamma  serin 獨存の 

Dhammasonda ダン マソ ンダ， 大 須陀須 >f 本 生 
物語？ 

dhamma-sota ① 法 流， 法の 流 ② 法 耳 
dhammassa  annata 知 法" 
dhammassa  anudhammacarl 法の 隨法' fr# 
dhammassa  anudhammo 法隨 法， 法の §1 法， 

法隨 順法， 法に 對 する 順法 
dhammassa  sudhammata 法の 善性， 法の 善 法 
性， 法の 昏き性 


Dlumiinoja 


Dhammahadaya-vibhanga 法 心 分別 Vibh 18 

Dhamma ① 〔アツ タダ ッ シ— 沸の 第一 比丘尼〕 
ダン マ—， 法 ② 〔尼〕 ダン マー， 達 摩 ③ 〔王 
女， 翅舍蟹 曇彌の 前生〕 ダン マー 

dhammagadha  &の藥 

dhammatithej-ya 法 款待 

dhammadasa 法 鏡， 法の 鏡 

Dhammadasa=Bahuahatuka-sutta しポ 至〕 法 鏡 

dhammadasa-dhammapariyaya  ？去鏡 法 門 = 四 
證? 5^ 

dhammadhipateyya 法增 上， ？ £ を 主と し し 三 
增 上の 一〕 

dtiammanaih  attham  upaparikkhati 法の 義を 

觀 察す 
dhammanadanya 法輕 'fe 
dhammanukampa おお き、 

dhammanuggaha 法 攝受， 法攝 益， 法の 攝益 
dhammanudhamma 法隨 法， 法隨 順法， 法と 

隨法， 大小の 法 
dhammanudhamma-patipatti 法隨? 去 行， 法隨 

法の 行 近 〔四 預流向 支の 一〕 
dhammanudhamma-panpada 法隨 法の ill 
dhammanudhamma-pacipanna 法隨 法' fR -t-i'J, 

法隨法 履修 

dhammanudhamma- patipanna  bhikkhu  ？去隨 

法 履修の 比丘 
dhammanupassana-satipatthana 
dhammanupassin  I 瞧法觀 〔各- i 
dhammanuloma 隨法 

dhammanusarin 隨法 行者， 隨法 行， 隨法教 
dhammanusasaka 法の 敎師 
dhammanussati 念 法， 法隨 念， 法 念 〔六 念， 

十 念の 一〕 
dhammapanika  /i<i!'f] A 
dhamma  parisa ひ 衆 H" 

dhammabhisamaya 法 現觀， 法の 現觀， 法 洞察 
Dhammabhisamaya-katha 法 現觀論 KV  22  4 
Dhammabhisamaya-panho 法 現 觀の問 Mil 4 

〔9〕  3 
dhammavatana 法 ま 

dhammayatana-panyapaimci     ？!^ 處所 攝, 法)^ 


所屬 

clhammayatana-panyapanna  rupa お 所攝の 
色 

dhammarammana 法 所 称 
dhammarama 法樂， 法を樂 園と す 
Dhammarama  〔き' f 舍〕 ダン マ —ラーマ， 法 園 
Dhammasoka    (I>=Asoka  〔王〕 タ、、 ンマ一 ソー 

力， 法 無 憂， 法 阿育， 正 法 阿育， 達磨 阿育 ② 

〔王子〕 ダン マ一 ソ— 力， 法 無 憂 
Dhammasokabhiseka 法 阿育 王の 卽位 Mv  5,  2 
dhammika ① 如法 ② 法師， 持 法 者， 正 法 者 
Dhammika ① 〔比〕 ダン ミ 力， 暴彌 ② 〔塞〕 ダ、 

ン ミカ， 曇彌翻 ③ 〔ピャ ダ、 ッ シ 一 佛の 士〕 

ダン ミ 力， 適法 @  〔シャ ム國 王〕 ダン ミ 力 
clhammika-kamma'~clhamma-kamma 如法 の 

獨磨 〔四 種〕 
dhammika-patimokkhathapiina 如法 ii^ ま ix« 
Dhammika- vagga タン ミ 力 品， 曇!/ 爾ロ 「i^  A  6  43 

〜54 

dhammika- vacla 法 gfe 
dhammika-samana 持法沙 「つ 
dhammika-samaggi 如法 禾ロ合 
Dhammika-silamegha=Mahincki  H し 王〕 タ ン 

ミカ シラー メ一ガ 
Dhammika-sutta 暴 彌迦經 Sn  2 14 
dhammi-katha 法話， 法談， 法說， 法の 談話， 

說法 
dhammukka  f 去: 

Dhammuttarika,  Dhammuttanya し 部 iJk〕  &Jb 
dhammupahara 法 持 現 

dhamme  aveccappasado  ^glrf^- 〔四 證淨の 一〕 
dhamme  nanarh 法 も °, 法に 於け る智 〔四 智の 
一〕 

dhammena  vagga-kammarii 如法 別 衆 翔 磨 〔四 

種獨 fff の 一〕 
dhammena  samaj^g; い kammam 如? 去 和合 4 る/き 

〔四 種 親 磨の 一， 六種獨 磨の 一〕 
dhamme  pasado 法に 對 する 淨信 
dhamme  vipassane  panna 諸 法 を正觀 i— る慧 
dhammesana 法 尊 
ahammoja 法 威力 
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Dhammo 


dhammo  mato 法 は 死せ り 
dhammosadha 法藥 

dharani ダ' ラニー， 地， 地所， 大地 界， 總持 
Dharani し ？' 胡〕 タラ 二一 
dharaniruha  〔樹〕 タ" ラニ一  ノレ ノ、 
Dharamruha  〔傳 。 轉輪 £〕 ダラ 二  — ルハ 
dhava  〔樹〕 ダヴ 

Dhavajalika  〔地名〕 ダヴヂ ヤー リカ— 
Dhavalavitthikagama し 池」 タヴラ ギッティ 力 
ガー マ 

Dhavala  〔水路〕 ダヴ ラー 
Dhata  〔种〕 タ" ータ一 
dhati 乳 ザ ひ 

dhatu ①界② 舍利， 駄都， iS-H", 身' H- 
Dhatu  〔經〕 界 S 14 1， 6  ； 18  9, 19  ；  25  9  ； 
26  9  ；  27  9 

Dhatu-katha タ"— トウ カタ—， 界論 〔七 論の 一〕 

Abhidhamma  3 
Dhatukatha-pakarana-atthakatha 界論 
dhatu-kammatthana 界業 I 遠 =界 差別 觀 
dhatu-kusala 界善巧 

dhatu-kusalata  ca  manasikara-kusaiata  ca 

界 巧と 作意 善 巧 
dhatukkhobha 界の 動搖， 四大 不調 
dhatu-gabbha 舍利 室， 納骨堂 
dhatu-thupa 舍利塔 
dhatu-nanatta 界 種種， 種種 界 
dhatu-pakopa 界 の動搖 
dhatu-pannatti 界 施設 

Dhatupujaka  〔比 6: の 蟹 喩經〕 ダー トウ フ―ヂ 

ャカ Ap  3  247,  483 
dhatu-puja 駄都 供養， 舍利 供養， it 骨 供養 
Dhatubhajaniya-katha 舍利 配分 譚 Bv  28 
dhatu-manasikara 界の 作意 =界 差別 觀 
(lhatumanasikara-pabba 界 作意 節 
Dhatu  yamaka 界雙論 Y  4 
dhatu-ratana 駄都寶 
Dhatu-vara 界分 
dhatu-vinibbhoga 界の簡 別 
dhatu-vibhanga 舍 利の 配分 
Dhatu-vibhanga 界 分別 Vibh  3 


Dhatuvibhanga-sutta タ— ト ウギ ノ、 ンガ • スッ 

タ， 界 分別 經 M 140 
Dhatuvivanna-petavatlhu 不敬 塔 鬼 事 Pv  3 10 
Dhatu-samyutta タ 一トウ • サム ユッタ， 界相 

應 S 14 1〜39 
dhatu-sankopa 界 の動搖 
dhatu-sarlra  =  dhatu,  sarira 佛舍禾 IJ 
Dhatusena ① 〔比， 王〕 ダ、— ト ウセ ーナ② 〔王〕 

ダ、一 ト ウセ— ナ③ 〔居士〕 ダート ウセ— ナ， 

舍利軍 ④ 〔精 舍〕 ダ'— トウ セーナ 
Dhatusena-pabbata  〔お ！: 舍〕 ダ— ト ウセ ーナ山 
Dhananjani  〔婆〕 ダーナン ヂャ  一二， 陀然 
Dhanafijani-sutta タ一 ナン チャーニ  • スッ タ， 

陀然經 M  97 
Dhananjani  a)=Dhananjani  〔婆羅門 女， 夷〕 

ダーナン ヂャ— 二—， 陀那奢 尼， 陀然 闍尼② 

〔經〕 陀然闍 尼 S  7 1 
dhaniya  =  dhanna 財穀， 穀， 穀物 
dhamadhistana  ( A) ,   dhammaahithana  (A;, 

dhrarhmadhithana   ( A),  dhramadhithana 

(A)=dhammadhitthana 法の 樹立 
dharaka-jatika 受 持す る 質 
dharana ター ラナ, 憶 持 
Dharana  〔經〕 受持 S  56 15, 16 
dharanaka 債務 あ' 
Dharani  〔殿〕 陀羅尼 
dhara-samphassa 流水の fly 
dharopa ター ロー  ハ， ^-f- 
dhava 競-せ 
dhiti 堅實， 堅固 心 
dhitimant 堅固 人 
clhltar 娘， 女 
Dhitaro  〔經〕 娘 達 S  4  25 
Dhl ほ ① 〔經〕 姬 S  3 16 ② 〔經〕 娘 S 15 

19； 17  42 

dhira  ftri,  ！ m,  i^u,  mmri.  mn 

Dhira ひビ〕 ディ— ラ—， 堅固 
dhuttha-gahanika 便秘 
dhuta=dhuta 頭陀， 頭陀 行， 除 遣 
dhuta-guna 頭陀 行の 德， 頭 陀の德 
dhutaiiga^dhutanga 頭陀 支， 頭陀 分， 頭陀 行， 


Dhrama 


頭陀 

dhutafiga-anugata 頭陀 行者 
dhutanga-cora 頭陀 支の 賊 
Dhutanga-niddesa 頭陀 支の 解釋 VM  2 
Dhutanga-panho 頭陀 支の 問 Mil 4  〔9〕  9 
dhutahga-samadhara 頭陀 支の 受 持お- 
dhutange  samacaro 頭陀分正行^^ 
dhuta ほ〜 dhiUatta 頭陀行 
dhuta-dhamma 頭陀法 
dhuta-dhara 持 頭 陀# 

dhuta-vada 頭陀 語， 頭 陀說， 頭陀 行， 頭陀說 

者， 頭陀 行者 
dhuta-vadaka 頭 陀行說 者 
dhuta-vadin 頭陀說 者 

dhutta ① 惡人， 弊惡 人， 暴惡 人， 狡搶者 ② 

賭^ 

dhutta-paccatthika 放逸 入怨家 

dhura ① 軛， 責任， 忍 持 ② 先導者 

dhura-dhorayha 荷駄 牛 

dhura-nikkhepa お、 矛务戒 

dhura-bhatta  〔村〕 邊 〔家〕 食 

dhuva 常， 常恒， 恒， 恒久， 堅， 堅牢， 堅固 

Dhuvarii 〔經〕 堅牢 （無 爭） S  43  20 

dhuva-kara 常恒食 

dhuvagami  magga 堅牢に 達する の 近 

dhuva-cola 恒布 者， 恒布女 

dhuva-bhatta 常恒食 

dhuva-bhattika 常恒食 を受く 

dhuva-yagu 常 粥， 日常の 粥 

dhuva-lohita 恒 出血 者， 常 月 水 女 

dhuva-sanna 堅固 想， 恒想， 恒久 想， 常恒想 

dhuva-sara 恒堅實 

dhuta=dhuta 頭陀， 頭陀 行， 除 遣 

dhutanga=dhutanga 頭陀， 頭陀 支， 頭陀行 

Dhutanga-vagga 頭 陀支品 V  3 15,  6 

dhutatta~dhutata 除惡 

Dhupadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ドウ— パダ— 

ャカ Ap  3  26 
dhupayati 烟を 起す 
dhuma 烟 

dhumam  katta 烟を 起こす， 放烟す 


Dhumakari-jataka トゥーマ カーリ チヤ一 タ 

力， ドウ— マ カーリ 牧羊者 本 生物 語 J  413 
Dhumakann し <^ -〕 ト ウー マ カーリ 
dhumakalika 余毘時 

Dhumaketu    〔傳 。 轉輪 王〕 ドゥー マケー トウ 

dhuma-netta 烟筒， 烟近 

Dhumarakkha  〔山〕 トゥーマ ラッカ 

dhuma-raja 烟塵， 煙と 塵 

Dhumasikha  〔龍王〕 ヅ— マシ 力， 煙焰 

dhenu 牝牛， 乳牛， 犢 * 

dhenuDa  ： ^'し 牛 

dhenu-vatthu 牝牛 物語 

Dhota=Dhotodana  〔王〕 解 〔飯〕 

Dhotaka  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ドー タカ， 

度多迪 〔譬喩 經〕 Ap  3  401 
Dhotaka-panha=Dhotakamanava-puccha し？ J 

度 多 迹所問 

Dhotakamanavaka-panha-niddesa 度 多 迹學童 

所 問の 義釋 CNd  6 
Dhotaka-manava-puccha=Dhotaka-panha 

〔經〕 度 多 學童所 問 Sn  5  6 
dhota-padaka 洗足 ポ 
Dhotodana  〔王〕 ド、— トー ダナ， 解 魔 
dhona 除 遣， 除 遣 者 

Dhonasakha-jataka ドー ナサ一 力 *チ* ャ一タ 

力， 張 枝 本 生物 語 J  353 
dhopana  〔技術〕 ド —パナ 
dhorayha 忍耐 强き牛 

dhovana ① 浣洗， 洗滌 （D=dhopana 輕業 
Dhovana  〔經〕 洗 維 A 10 107 
dhovana-palibodha 沉 髮障礙 
dhrariimadhithana  C A )  =dhammadhitthana 
の 樹立 

dhraihmanusasti       )=dhammanusatthi 法の 
敎勒 

dhrarhma-mahamatra  (A、  =clhamma- 

mahamatta 法大 「§ 
dhrariima-yatra  (A)=dhamma-yatra 法 巡行 
dhramma-vuta  (A)=dhamma-vata 法 貫 行 
dhrama-kamata  (A)=dhamma-kamata 法に 

對 する 愛慕 
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Dhrama 


dhrama-ghosa  (A)=dhamma-ghosa 法の 鼓 
dhrama-carana  (A)=dhamma-carana 法の 宣 
行 

dhrama-dana  (A)  =cl h ； i m m a - d i\ n a 法の 布施， 
法 施 

dhrama-dipi  ( A )  =cl h  a  m  m  a  - 1 1 pi 法勒 
dhramadhithana  (  A  =cl h  a  m  m  ad  h  i  1 1  h  an  a 法 

の 澍カニ 

dhramanusasana  CA)=clhammanusasana 法 
の敎誨 

dhramanusasti  f^^A)=dhamman usatthi 法の 敎 

勒 

dhrama-paripuccha  (.A)  =clhamma-paripuccha 
法の 試問 

dhrama-mamgala  (A),  dhrama-magala  (A) 

==dhamma-mangala 法 祈願 
dhrama-mahamatra(A)=dhamma-mahamatta 

法大官 


clhrama-yada  (  A  '=dhamma-yatra 法 巡行 
dhrama-vadhi  (A),      dhrama-vadhri  (A) = 

clhamma-vaddhi 法の ±^ 長， 法 f 長 
dhrama-vaya  (A) 法の: 奉 
(Ihrama-vijaya  (A)=dhamiTU い v リ aya 法に よる 

勝利 

dhrama-vuta(A) ,  dhrama- vuta(A')=tlhamma- 

vata 法實行 
dhrama-samthava  (A)=dhamma-santh;iva 法 

による 親善 
clhrama-sarhbarhdha  (A)=dliamma- 

sambandha 法に よる 結 |^ 
dhrama-samvibhaga  (A)=(lh;imma- 

samvil)ha^a 法の 分 亙 4， 法 ii ミの ュ匀分 
dhrama-sanistava  ( A )  =clhamma-sanlhava 法 

による 親善 

dhrama-silana  i^A)=dhamma-siiana 法の 遵奉 
clhrama-susrasa(A)=dhamma-sussusa 法柔膨 f 
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Nagal; 


na  arupavacara  dhamma 非 無色 塵 法， 多， 無色 
界繫法 

na  asatikam  sateta 蟲卵を 除かず 
Naupasampadadetabbaka  visati-vara 具足戒^!； 

授く ベから ざる 二十 人 V  2  a 1， 61〜71 
na-upasampadetabba 受具 すべ 力、 ら さる 人， 

具すべからず 
na  upekkha-sahagata  dhamma 非捨供 行 法 
na  kamavacara  dhamma 非欲廛 法， 非 欲界繫 

法 

Nakaranibilupadi 〔タ ミラ 尺」 ナカ一 ラニ ヒクレ 

パ一 ティ 
na  kutoci  jatam 無き k 
nakula  〔動〕 ナ クラ， 鼬 

Nakula  ®=Nakula-phar  〔長者 ヽ 塞〕 ナ クラ， 
那 拘羅， 諾酷羅 ② 〔アツ タ ダ ッ シ— 怫の信 
士〕 ナ クラ ③ 〔王〕 ナ クラ @  〔ダ' ミラ 人〕 
ナ クラ 

Nakula-jataka ナ クラ • ヂ ヤー タカ， 鼬 本 生物 

語 J 165 
Nakulanagara  〔郡〕 ナ クラ ナガ ラ 
Nakula-pitar=Nakula  〔居士， 塞， も，語贫^^〕 

ナク ラビ タ一， 那拘羅 父， 那拘羅 の 父， ナク 

ラ父 

Nakulapita ① 〔經〕 那拘羅 父 S  22 1 ② 〔經〕 

ナ クラ ピ ター S  35 131 
Nakulapita-vagga 那拘羅 父 品 S  22 1〜11 
Nakula-matar    〔夷， 信 語 第一〕 ナ クラ マータ 

―， ナ クラ 母， 諾酤羅 長者 母， 那拘羅 母， 那 

拘羅の 母 

Nakulamata  〔經〕 那拘羅 母 A  8  48 
Nakula ① 〔ソ一 ビタ佛 の 上足 尼〕 ナク ラー， 

諾酤羅 ② 〔ソ一 ビタ佛 の 信女〕 ナ クラ一 
nakkhatta 星， 星辰， 星宿， 星座， 星 祭， 星宿 

の 祭， 祭， 祭日， 星宿 運行， 星 まわり， 占 星 
Nakkhatta=Anuradha-nakkhatta  IT 大臣〕 ナ ッ 

カツ タ 
nakkhatta-kilana 星 g， 
nakknattaggaha  il. 貪 虫 

Nakkhatta-jataka ナツ カツ タ • ヂャ一 タカ， 
星宿 本 生物 語 J  49 


nakkhatta- taraka 星) K  - 
nakkhatta-dhamma 星宿の 法 
nakkhatta-patha 星 道 
nakkhatta-pada 星宿 
nakkhatta-pathaka  f±j||# 
nakkhatta-maha 星' 抬ダさ 

nakkhatta-yoga 星宿 運行， 星宿の 運行， 宿曜 

の 蓮 行， 占 星， 月蝕 * 
nakkhatta-rajan 星 王 
nakkhatta-vijja 星 占 明， 占 星學， 星 占 ひ 
nakkhattani  tarakarupani  panvattanti 星宿の 

蓮 行す 

nakha 爪 〔二十 二 • ^分の 一〕 
nakhaccliedana 爪フ J, 戗爪— 刀 
nakhasa 爬傷 

Nakhasikham ① 〔經〕 爪 頭 S  20  2 ② 〔經〕 

爪 頂 S  22  97  ；  56  51 
nakha-sikha 爪 頂， 爪 頭， 爪先 
Nakhasikha  〔經〕 爪先 S 13 1 
nagara 城， 市， 都市， 都 城， 城市， 城き;， 城壁 * 
Nagara  〔城〕 那 伽羅 
Nagaram  〔經〕 城!:』:！  S 12  65 
Nagaraka  〔町〕 ナガ ラカ， 那 竭羅迦 
nagara-katha 都市 論， 都會の 話， 都 城 論， 市 

論 〔無用 論の 一〕 
nagaragalla  〔官職〕 ナガ ラガ ッラ 
Nagaragalla  〔村〕 ナガ ラガ ッラ 
nagaragir!=nagaragiri-dandanatha  〔1^， 職〕 ナ 

ガラギ リ 

nagaragiridandanatha=nagaragiri 〔官職」 ナ 

ガラ ギリ ダン ダナ一 タ 
nagara-guttika 警察官 
Nagarangana  〔精 舍〕 ナガ ランガ ナ 
nagara-parikkhara 町の 資具 
nagara-bandhana 城 縛 
nagara-vaddhaki 築城 者- 
Nagaravinda  〔城〕 ナガ ラヸン ダ、， 頻頭城 
Nagaravindevva-sutta ナガ、 ラ キン テツヤ • ス 

ッ タ， 頻 頭城經 M 150 
nagara-sami 城主 

nagala-viyohalaka  (^A)=nagara-voharaka 都 


Na  gocara 


市 執義官 

na  gocarakusalo 行處を 知らず， 行 境 を 解せ ず 
nagga 裸， 裸體， 裸 形， 裸 形外逍 
nagga-canya 裸 行 
Waggaji  〔王〕 ナ ッ ガナ 
Naggadipa  〔お,〕 ナ ッ ガデ ィ 一 パ， 裸岛 
Nagga-vagga 裸 行 品 A  3 151 〜 163 
naggiya 裸 形， 棵體 
naggeyya 裸 形 

xNangaraka  Qf^cJ ナン ガラ 力， l'A 111 
nangala 梨， 豫, 鋤， 鍬 
naii^ialavattanin      -^'  く  i 牛〕 
naiigaliki  〔/ど〕 ナ ンガ リ キ 
Naiigallsa-jataka ナン ガリ一 サ • チ 'ヤー タカ， 

鋤 柄 本 生物 語 J 123 
nangallsa 鍬の 柄， 鋤 柄， 轅 * 
iNaiiguttha-iataka ナン グッ タ • チ 'ヤー タカ， 

象 尾 本 生物 語 J 144 
nacca 舞踏， 舞踊， 歌舞， 演劇 
Nacca  〔經〕 舞踊 S  56  81 
naccaka~nataka  MM]^' 
naccaki~nattakl 舞 女 
nacca-glta-vadita-visuka 歌舞伎 樂 
Nacca-jataka ナツ チヤ • チ 'ヤー タ 力， 舞踊 本 生 

物語 J  32 
Na  jirati  〔經〕 不老 S 1 76 
Najjupama  〔傅 。 轉輪 ト:〕 ナ ツチ 'ュ ハマ 
najjuha し 鳥」 ナクチュ ハ 

nata-nataka  歌舞伎1>^, 樂師， 輕業 

師 

nataka—nata,  naccaka お 劇 家， 俳 f ぁ輕 業師， 

役 - 
Natakuvera ① 〔樂 祌〕 ナ タク ヹ ーラ， 音樂祌 

② 〔人〕 ナ タク ヹーラ 
natagamani 歌舞伎 聚? 客 主 
nattakl=naccaki'~nataka 舞- ケ 
nattha-civara 失 衣 
nattha-patta 失 鉢 

Natamdalha-vagga ナ タム ダ ノレ ノヽ iW,  J  ：^01~21(> 
Natanga ナ タン ガ= 阿難 
nati 繁著， 意向 


na  tittham  janati 度處を 知らず， 渡處を 知らず 
Na  tumha  〔經〕 汝の ものに 非ず S 12  37 
Natumhakam ① 〔經〕 非 汝所應 法 S  22  33， 

34 ② 〔經〕 非 汝等有 S  35 101, 102 
Natumhaka-vagga 非 汝所應 法ん'】 S  22  3：3〜42 
natlamala ひ！；^味の植物〕 ナツ タマ— ラ 
nattar 孫 
natthattha 非 存在 
Natthi  〔經〕 無 S  24  5 
natthi  attakaro 门作 無し 
Natthi  arahato  akala-maccu  ti katha 

無 弗 時 死 論 KV 17  2 
natthika-ditthi さ：^無见ぉ- 

natthika-vada—natthi-vada 無 有 論 乾 f$M,m^i 
natthi  dinnam 施な し， 施 無し， 施與 なし， /け 

！ なし 

natthi-paccaya 無 有緣， 非有緣 〔二十 1'4 緣の 一〕 
natthipaccaya-niddesa 無 书緣廣 gfe 
natthi  paraksro 他 作 無し 
natthi  paraloko 他 世な し 

Natthi  puttasamam  〔經〕 子に， しきもの なし 

S 1 13 
natthi-bhava 非實有 

natthi  yittham 供犠な し， 供 施 無し， 供養な 

し， i' 供祀 無し 
n'atthi  ragasamo  aggi 贫 欲に 等 しき 火な し 
natthi- vada'^-natthika-vada 無 づ 3 お 
natthi  sukata-dukkatanarii  kammanaiii  phalani 

vipako 善惡業の^^：-報な し 
natthi  hu は m 燒施 無し， 燒 f お 無し， す, わ なし， 

供權 なし， 供-藍 サ i: し， 犧牲 なし 
•  natthi  hetu  natthi  paccayo  W 無く 緣 無し 
natthu 鼻!?^ 治療 
natthu-kamma 灌奏 
natthu-karani 灌界筒 

na  dassanena  pahatabba  dhamma ォ: 見所 斷法 
na  dassanena  pahatabba-hetuka  dhamma  ^|'- 

見所 斷闪法 
nadl 河， 川 

Nadi ① 〔經〕 河流 S  22  9；5 ② 〔經〕 vl  S  45 
160 
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Nanda 


Nadi-kassapa  〔外， 比〕 ナディ— カツ サパ， 那 
提迦葉 

nadicara  〔動 j ナ アイ 一 テャフ 

nadi-nimitta  ？ロ了 fs 

Nadlbhanda  〔村〕 ナディ 一ハン ダ、 

nadl-vidugga 川の 淵 

nadi-sota 河の 流 

Na  dubbhiya  〔經〕 譎詐な き S 11 7 

na  dhumaih  katta 烟を 起こさず， 放烟 せず 

na  nimittaggahl 相 を 執らず， 相に 執せ ず 

na  niyyanika  dhamma 非 出 離 j£ 

nantaka,  nantika 弊壤衣 

Nanda ① 〔辟〕 ナンダ、 ② 〔沸 弟， 比〕 ナンダ， 
難陀 〔譬 瑜經〕 Ap  3 13 ③ 〔婆 和 利の 弟子， 
婆， 比〕 ナ ン ダ'， 難? S  〔譬 嗡經〕 Ap  3  403 
@=Nanda  gopalaka  〔出家， 成 阿羅漢〕 難 
陀⑤ 〔セ イロ ンに 於 け る 比丘〕 ナ ン ダ、 ⑥ 
〔傳。 王〕 難陀, 歡喜 ⑦ 〔王〕 ナンダ、 ⑧ 〔王〕 
歡喜， 難陀 ⑨ 〔王統〕 ナンダ @  〔賢者〕 ナ 
ンダ' @  〔仙〕 難陀 ©  〔天子， 天〕 難陀， 歡 
喜 @  〔大臣〕 難陀 '@  〔吉祥 锦の 信士〕 難陀 
©  〔婆〕 難陀 ®  〔婆 青年〕 ナンダ、 @  〔難陀 
母の 子〕 難陀 @  〔奴 隸〕 難陀 @=Nandopa- 
nanda  〔龍王〕 難 陀@ 〔家〕 難陀 g:=Xandana 
〔園， 林〕 歡喜， 難陀 %  〔宮殿〕 ナンダ'， 喜 
悅 @  〔池〕 ナンダ @  〔經〕 難陀 S  2  27; 
21 8  ；  A  8  9 

Nandaka ① 〔比， 敎誡 比丘尼 第一〕 ナンダ' 力， 
難 陀迦， 難陀 〔譬喩 經〕 Ap  3  542 ② 〔夜叉〕 
ナンダ 力 ③ 〔經〕 難陀 A  9  4 

Nandakovada-sutta ナンダ、 コー ヴータ • スッ 
タ， 敎難陀 迦經， 敎誡 難陀經 M 146 

Nandagopa  〔侍女〕 ナンダ ゴ— パー 

Nanda  gopalaka=Nanda  [_ 出家， 成 阿羅 漠〕 
牧牛 者難陀 

Nanda-jataka ナンダ • ヂャ— タカ， 難 陀本生 

物語 J  39 
Nandati  〔經〕 歡ぶ S 1 12 
Nandattara  〔靑 年〕 ナンダ、 ッ タラ 
Nandana ① 〔天子〕 難陀那 （D=Nanda  〔三十 

三 天の 園 林〕 ナン ダナ， 難陀， 難 陀那, 歡喜， 


喜 林 ③ 〔園 林， ブラ ッ ティ ブラに あり〕 ナン 
ダナ ④ 〔房 舍〕 ナン ダナ ⑤ 〔經〕 歡喜園 S 
1 11 ⑥ 〔經〕 難;: 它^ 天子 S  2 14 ⑦ 〔經〕 歡 
喜 S  4  8 

Nandana-uyyana=Alahanandavana 歡 富囿, 
難陀園 

Nandana-vagga 歡 園 品 S 丄 

Nandana- vana=Nandana,  Nanda まき 園， 難 

陀園， 難陀那 林， 喜林苑 
Nandana- vimana 歡喜 園天宮 Vv  76 
Nanda-panha=]Sandamanava-puccha し;^ J 颠 

陀所問 

Nandamanavakapanha-niadesa    #ip 匕 學童所 問 

の義舊 CXd  8 
rsanda-manava-puccha=Nanda-panha    〔經 1 

難 陀學童 所 問 Sn  5  8 
ISanda-matar=  v  elukantaKiva  Aandamatar 

〔夷〕 ナンダ マータ 一， 難陀 母， 難 陀の母 
Nandamula,   Nandamulaka  ナン タム-一 

ラ， ナンダ 、ムーラ 力 

Nandaxama     〔パ ド ゥ マ佛の 信女〕 ナ ン ダラ 一 
マ ― 

Nanda-vagga  #i ド匕品 し d  3 

Nanda- vaccha  〔苦行 苕〕 ナ ン ダ • ヴ ッ チヤ 

Xandavati ① 〔尼〕 ナンダ ヴ ティ 一 ② 〔婆 女〕 
③ 〔女〕 

Nanaa-sikkhapada  feP 它ま 

Nandasena  〔塞〕 ナンダ セ―ナ 

Nanda ① 〔尼， 禪定 第一〕 チン ダ' ―， 難陀 〔譬 
囁經〕 Ap  4  25 ② 〔燃 燈锦の 第一 比丘尼〕 ナ 
ン ダ—， 喜悅 （E)=Abhiriipa-nanda  〔尼〕 難 
陀 @  〔尼， 黑 阿育の 妹〕 難陀 ⑤ 〔慣陳 如 1^ 
の 信女〕 難陀 ⑥ 〔倶留 孫佛の 信女〕 ナンダ 
―, 欣喜 ⑦ 〔王女〕 難陀 ⑧ 〔ナンダ セーナ 
の 妻， 死後 餓鬼と な る〕 難陀 ⑨ 〔婆 女〕 ナ 
ンダー ®  〔女〕 ナンダ 一， 歡喜 ®  〔宮殿〕 
ナンダ— @  〔^〕 ナンダ、—， 歡喜 

Nandadevi  〔王妃〕 ナンダ— デ— ギ— 

Nanda-petivatthu 難 陀鬼事 Pv  2  4 

Nand5mQla〔ka〕 〔村〕 ナンダ、 一 ムーラ 〔力〕 

Nandarama ナン ター 園 
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Nandi 


nandi 喜， 歡喜， 喜悅， 悅喜， 悅喜心 
Nandi  〔村〕 ナンディ 

Nandika ① 〔ダ ミラ 人〕 ナンディ 力 ② 〔鳥〕 
Nandika-petavatthu ナンディ 力 鬼 事 Pv  4  3 
nandikkhaya 喜盡， 悅 喜の 消盡 
Nandikkhaya ① 〔經〕 喜盡 S  22  51， 52 ② 

〔經〕 悅 喜消盡 S  35 155-158 
Nandikkhaya-vagga 悅喜 消盡品 S  35 155-166 
Nandigama  〔精 舍〕 ナンディ ガー マ 
Nandicakka  〔比〕 ナンディ チヤ ッカ 
nandi-nirodha 喜の 滅， 喜 tfe 心の 滅 
Nanaipadmara  〔ダ、 ミ ラ 人」 ナンディ ノミ ド マラ 
Nandiya ① 〔釋 氏， 塞， 比〕 ナンディ ャ， 難提 

②  〔外， 比〕 難提 ③ 〔傳: 轉輪 王〕 ナンディ 
ャ ④ 〔塞， 死後 生 天〕 ナンディ ャ ⑤ 〔猿 王〕 
ナンディ ャ ⑥ 〔鹿〕 難提 ⑦ 〔經〕 難提 S45 
10  ：  55  40，  47  ；  A 11 14 

Nandiyamiga-jataka ナンディ ャミガ • チ* ヤー 

タカ， 難 提鹿王 本 生物 語 J  385 
nandi-raga 喜 貪， 悅喜 愛樂， 悅喜 愛染， 喜悅 

染心， 悅喜染 欲 
nandiraga-sahagata 喜貪俱 行， 喜 貪 と 俱; こ し て 
Nandivaddha  〔ァノ  一マ ダッ シー佛 の 信士〕 ナ 

ン ディ ブッ ダ 
Nandivapi  〔村〕 ナンディ ヴーピ 
Nandivisala ① 〔天子〕 ナンディ ギサ— ラ， 難 

提 毘舍羅 ② 〔牛〕 ナンディ ヸサ— ラ， 歡喜滿 

③  〔經〕 難提 毘舍羅 S  2  28 
Nanaivisala-jataka ナンディ ヰ、 サ一ラ • テャ一 

タカ， 歡喜滿 牛 本 生物 語 J  28 
nandi-samudaya==nandl-samudaya 喜の 集， 

喜悅 心の 生起 
Nandisena  Q  〔大臣〕 ナンディ セ―ナ ② 〔婆〕 
nandi 喜， 喜悅， 歡喜， 悅喜， 悅喜心 
nandi-nirodha 喜の 滅， 喜悅' L 、の滅 
nandi-bhava 有の 喜 
naihdlmuKha ナンディ 一ム 力水, 藝 
nandi-samudaya=nanai-samudaya 喜の 集, 

喜悅 心の 生起 
Nanduttara  〔尼〕 ナン ダウ ッ タラー 
Nandottara  〔ナーラ タ' 佛の 子〕 ナン ドウ ッ タラ 


Nandopananda=Nanda  〔龍王〕 難陀優 波難陀 
nandhi 紐， 革 紐 

Nandhimitta  〔戰 士〕 ナンディ ミ ッタ 
napatippasambhetabba-attharasaka 解 、 へ か 

ら ざる 十八 事 V  2  b 1， 6 
； Sapabbajetabba-dvattirhsa-vara 出 豕せ しむへ 

からざる 三十 二人の 品 V  2  a 1， 71 
na  pitam  janati 飮料を 知らず， 飮 まるべき も 

の を 知らず 
na  piti-sahagata  dhamma 非き 俱行法 
napumsaka 非 男， 非 男女， 中性 
Nappatippasambhana-vagga 不解 〔親 磨〕 品 
Nappatisandnigahanajanana-panho 結 生せ さ 

る を 知る やの 問 2  〔2〕  2 
Nabbhava=Punabbhava  〔經〕 後 有 S  48  21 
Nabhaka  (A) 〔國〕 ナ一パ 力 
Nabhaparhti  (A) 〔國〕 ナ一 パパン ティ 
nabha  ca  pathavi ca  〔極 isj 大と地 
na  Dnavanaya  pahatabba  dhamma 非 修所斷 

法 

na  bhavanaj-a  pahatabba-hetuka  dhamma 非 

修所斷 因 法 
Nabhiti  (A) 〔國〕 ナ一 パパン ティ 
namataka ① 氈布 ② 刀壩 * 
na  maranadhippaya 殺意 無き 者 
Namuci  〔惡 魔〕 ナム チ， 那無 夷， 障解脫 
namuci-bala 魔 軍 
namo 南^ 

Nammada  〔河〕 ナン マ ダ—， 耐秣陀 
naya 理趣， 方法 

nayato  manasikaro 理趣 依る 作意 

Na  yatha  cittassa  kayakamman  ti katha 

業 不如心 論 KV  9 11 
Na  yatha  cittassa  vaca  ti katna 語 小 口'!!、 i 翁 

KV  9 10 
Nayanussava  〔園〕 ナヤ ヌ ッサ ヴ 
naya-matika 定式 論 母 
naya-mukha-matika 定式 面 論 母 
naya-vipassana 方法 觀 
nayita  〔植〕 ナイター 
nara 人 
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naraka=niraya  地獄， 奈落， 那落， 淵 

narakappapata  inm. 
naraka-satta 地獄 有情 

Naratungabrahma  〔タ、 、ミラ 人〕 ナラ トゥン ガ 

ブラフ マ 
narada  〔植〕 ナ ラ ダ， 甘 松 
Naradeva ① 〔王〕 ナ ラデー ヮ"， 那羅提 婆 ② 

〔夜叉〕 ナ ラデー ヴ 
Naramitta   〔尼〕 ナラミ ッタ一 
nara-sarathi 人間の 御者 
Naraslha=Kanduvethi  〔王〕 ナ ラシ一 ハ 
Naraslhadeva〔ra〕 〔ダ ミラ 人〕 ナ ラシ一 ハテ 一 

ヴ 〔ラ〕 

Narasihapadmara  〔タ' 、ミラ 人〕 ナ ラシ一 ハハト 
マラ 

narasabha 人 牛 王， 人中の 牛 王， 人中 牛 王 
nari 女人 

na-rupannu 色 を 知りつ 

na  rupavacara  dhamma 非 色界繫 法， 非色廛 
法 

na-lakkhanakusala 相に 通ぜ ず， 相 を 解せ ず 
Nalamala  〔海〕 ナ ラマ一 ラ， 葦鬉 
Nalagarika  〔比丘の 譬喩 經〕 ナラ —ガーリ 力 

Ap  3  342 
nalatatthi 額 骨， 前頭 骨 
Nalini  〔戲 場〕 ナリニ  — 
nala 葦， 葦 草， 蘆， 葭， 蘆 葦 
Nala  〔王〕 ナラ， 那羅 

Nalakapana ① 〔村〕 ナラカ パーナ， 那羅伽 波 
寧， 蘆飮 ② 〔經〕 那羅伽 波 寧 A 10  67,  68 

Nalakapana-suttanta ナラ カノ ミ一ナ • スッ タン 
タ， 那羅伽 波 寧村經 M  68 

nala-kalapa 束 蘆， 葭の束 

nala-kalapiya  束 

Nalakalapiyam  〔經〕 董束 S 12  67 

nala-kara 籠 製造 人， 籠 細工 師， 蘆 細工 師 

Nalakara ① 〔天子〕 ナラ 力— ラ， 籠 作 ② 〔村〕 
ナラ 力— ラ， 那 羅歌羅 

nalakara-sippa 龍 技 

Nalakutikadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ナ ラクテ 
ィ 力 ダ一ャ 力 Ap  3  496 


Naknnaru し 池〕 ナ ラン ナル 
Nakpana-jataka ナラノ ミ一ナ • ナヤ一 タカ， 蘆 

飮本 生物 語 J  20 
nakpin  〔魚〕 ナ ラヒ一 
nak-mala 蘆の 華鬉， 蘆の 束 
Nalamalika  〔比丘尼の 譬 瑜經〕 ナ ラマ— リカ— 

Ap  4 16 

Nakmaliya  〔比丘の 譬 喻經〕 ナ ラマ— リャ Ap 
3 107,  468 

Nalamali-vagga ナ ラマー リ 一品 Ap  3  468—477 
Nala-vagga 葦 品 S 1 1〜10 
nalasannibha  〔動〕 ナラ サン ニハ 
nak-setu 葦の 堤 

nalagara 葦の 家， 葦の 舍， 葦の 小屋， 葦葺の 

家， 蘆葺の 家， 葭葺の 家 
Nalinakesariya  〔比丘の 譬 喻經〕 ナ リナ ケ―サ 

リャ Ap  3  243 
Nalinika  〔王女〕 ナリニ 力一 
Nalinika-jataka ナリニ 力一' ヂャ一 タカ' ナ 

リ 二 力— 姬本 生物 語 J  526 
Nalini  〔殿〕 ナリニ—， 那隣尼 
Nalira  〔宮殿〕 ナ リ ラ 
Naleru  〔夜叉〕 ナ レール， 那隣羅 
Nalerupucimanda  〔樹〕 ナ レール プチ マン ダ， 

那隣 羅賓洲 曼陀羅 
nava 下臘， 新參 

nava  akkhana  asamaya  brahmacanj-a-vasa 

九 不時 不節梵 行 住〜 八難處 
nava  anupubba-nirodha 九 次第 滅 
nava  anupubbavihara-samapattiyo 九 次 5ll 住 

定， 九 次第 住 等 至， 九 次第 定 
nava  anupubba-vinara 九 ヌき住 
nava  akara 九 中日 

nava  aghata-pativinaya 九 害心 調伏， 九 嫌 恨 調 
伏 

nava  aghata-vatthuni 九 害心 事， 九 嫌 事， 九 

嫌 恨事 
nava  injitani 九 動 

navaka ① 新入 者 ② 九 法 V  3  6  (9) 
Navaka-Nipata 九 集 A  9 1 〜： LOO 
nava-kamma 修治， 普請， 造營， 營事， 新 業， 


Nava 


新しき 業 
nava-kammika 營事 監督 
Navakammika  〔經〕 木 匠 S  7 17 
Navakammika-Bharadvaja  〔婆〕 木 匠 婆 羅墮婆 

闍 

nava  kamavacara-hetu 九欲窿 因， 九 欲界因 
iSavagamapura  〔地 名〕 ナ ヴ ガ一 マフ- ラ 
navanga  buddhavacana=navanga  sasana 九 
分 蹄 語 

navanga  satthusasana=navanga  sasana 九分 
の 沸の 聖敎 

navanga  sasana 九分 敎， 九分の 佛語， 九分の 
佛 の聖敎 〔契 經， 祇夜， 授記， 偈， 自說， 如 
是語， 本 生， 未曾有 法， 毘 陀羅〕 

navangika 九分- 教 

nava-civara 新 衣 

nava-chidda=nava  vana-mukhani 九 孑し 

na  vanam  paticchadeta 瘡 痍を處 置せ す， 瘡 

痍を覆 護せ ず 
nava  tanhamulaka  根 
nava  tanhamulaka  dhamma 九變 法 
na-vattabba 

Na  vattabbam  buddhassa  dinnam 

mahapphalan  ti  katha 佛に 施して 大果 あり 

と 言 ふべ からず の 論 KV 17 10 
Na  vattabbam  samgnassa  ainnam 

mahapphalan  ti  katha 僧伽に 施して 大果ぁ 

り と 言 ふべ からず の 論 KV 17  9 
rsa  vattabbam  samgho  dakkhinam  patiganhati 

ti  katha 儈伽は 供物 を受 くと 言 ふべ からず 

の 論 KV 17  6 
Na  vattabbam  samgho  dakkhinam  visoaheti 

ti  katha 儈伽は 供物 を; ま 化すと 言 ふべ から 

ずの 論 KV 17  7 
iNa  vattabbam  sarhgho  bhunjati ti katha 僧 

伽は受 用す と 言 ふべ からず の 論 KV 17  8 
navattabbarammana 不 》 ^說所 緣 
nava-dussa 新 衣 
nava-dussavuga 新 

nava  dvara,  nava  clvarani=nava  vanamukhani 
九 門， 九の 門孔 


navaclhamma-vavatthane  panna 九 法の 決定の' 

/EST* 

Navanavanya  〔都」 ナ ヮナヮ ティ ャ 
navanavuii  lomakupa-sahassani   ItM 九 干 の 书 

孔 

nava  naharu-satani 九" g の 
nava  nanatta 九&裡 

Nava-nipata ① 九偈集 〔長老 偈經〕 Thag  518 
〜526 ② 九偈集 〔長老 尼 偶經〕 Thig  204- 
212 ③ 第九篇 〔本 生經〕 J  427-438 

navanita 乳酥， 生酥， 酥， 熟酥， 酪， 牛酪 

navapatta  〔樹〕 九 葉 

nava  papancitani 九 ifi 想 

nava  pansuddhi-padhaniyafigani 九淸淨 勤 支， 

九 精進 致淨支 〔戒， 心， 見， 度 疑， 道 非道 知 
見， 行 知見， 知見， 慧， 解脫〕 

Navapurana-vagga 新 ^5" 品 o  35 145〜154 
nava  punsa-malani 九 人: te 
nava  phanaitani 九择動 
nava  balani 九 力 
nava  bhava 九 有 
nava  〔bhikkhu〕 新參 比丘， 下騷 
nava  mamsapesi-satani 九 百の 肉塊， 九" & の!^ 
片 

nava  mannitani 九幺" Its 

navama-saihghadisesa 第 九儈殘 = 第二 鹏不 i# 
戒 

navamalika  〔樹〕 ナヴ マ一 リ 力一 

Navayojana  〔地方〕 ナヴョ —チ' ャナ 

nava  yoniso-manasikara-mulaka  dhamma 九 

正 思惟 根 法 
nava-ratta 新 染 
Navaratha  〔王〕 新車 

nava  lokuttara-dhamma=navavidha  lokuttara 

dhamma 九 出世間 法 
nava  vana-  mukhani 九瘡 口， 九の it  口 
nava  vitakka 九 ま 
navavidha-mana 九 種慢， 九 種の 慢 
navavidha  lokuttara  dhamma=nava  lokuttara- 

dhamma 九 種の 出世間 法 
navavidhena  rupakkhandho 九 種色蘊 


(224) 


Nag; 


navavidhena  rupa-safigaho 九 種色聚 
nava  vipassana-nanani 九觀智 
nava-vedana 新しき 苦痛 
Navasarhgaha-vagga 九 聚會品 V  3 19,  5 
nava  sankhatani 九有爲 
nava  sanna 九 想 
nava  sannojanani 九 結 
navasattapatubhava-ditthi 新 有情 出現 見 
nava  sattavasa 九 有情 居， 九 衆生 居 
nava  samadni-canya 九 行, 九三擎 地: ft 
nava  sivathika-pabbani 九 墓 i 卩 
nava  sotani=nava  vana-mukhani 九 筒の づ し， 

九の 孔， 九孔 
nava  hetu 九 因 〔三 善 因， 三 不善 因， 三 無 記 因〕 
navavuta 新 縫 

na  vmneyya  dhamma 非 所識法 
na  vithirh  janati 道路 を 矢 口らず 
Navo  〔經〕 年少 S  21 4 

Na  samkamati  pansanahigahana-panho  i 身 J 
轉 移せず して 結 生す る やの 問 Mil 2  〔5〕  5 

Na  santi  〔經〕 あらず S 1 34 

na  sukha-sahagata  dhamma 非樂 {^行？：^ 

nahataka=nhataka 洗 浴 者， 洗 浴せ る 者， 沐 
浴 者， 淨 行苕， 梵行期 終了 者 

nahana=nhana，  sinana 沐]^ 谷， 浴， 水？ 谷 

nahana-ghara  室 

nahana-cola 沐浴 布 

nahaniya-cunna 洗 粉， 順 浴 散， 粉末 石 験， 浴 粉 
nahapaka 浴 僕， 浴師， 令 浴 者， 湯屋の 浴 僕， 

侍 浴苕， 助 浴 者， 助浴師 
nanapana 沐浴 
nahapita 理 髮師， 剃頭師 
nanapita-sippa 理髮技 
nahamin 理髮 業者 

naharu=nharu 筋， 腱 〔三十 二 身分の 一〕 
naharu-daddula 筋 革， 腱の 片 
nahuta  〔大紀 ナフタ， 那由 多， 那 街 多， 那由他 
na  hetu  ahetuka  dhamma 非 因 無 因 法， 非 因 

法に して 無 因なる 
na  hetu  ahamma 非 因 法 

Nahetu-sahetuka-duka 非 因 有 因 二 法 Duka  6 

( 


nahetusahetukaduka-kusalattiKa 非 因 有 因 二 法 
善 三 法 Duka-tika  27 

nahetusahetukaduka-hetuduka 非 因 有 因 二 法 
因 二 法 Duka-duka  41 

na  hetu  sahetuka  dhamma 非 因 有 因 法， 非 因 
法に して 有 因なる 

Na  hoti  tathagato  〔經〕 如來無 S  24 16 

na  hoti  tathagato  oaram  marana 如來は 死後 
有る ことなし， 如來は 死後 無な り， 如 來は死 
後 存在せ ず， 如來は 死後: こ 於て 存在せ ず， タ 
ター ガタは 死後 存 せず 

naga ①ナ ーガ， 那伽， 龍， 象， 大象， 寵象， 
寵蛇， 寵王， 寵祌， 那伽 象， 那伽鬼 ② 〔樹， 
花〕 ナ— ガ， いぬし で， 難, 那伽， 赤鐵 

Naga ① 〔力— ラリ ャ山住 比丘〕 龍 ② 〔毘婆 
尸佛の 信士〕 ナ―ガ ③ 那伽， マ ハー ダ―テ 
イカ， マ ハーナー ガ王 （D=Nagadipa  〔島〕 
ナ— ガ， 龍 ⑤ 〔精 舍〕 ナ―ガ ⑥ 〔經〕 象 S 
4  2  ；  20  9 ⑦ 〔經〕 龍 S お 151 ⑧ 〔經〕 大 
象 A  9  40 

naga-kanna 肯直女 

nagakesara  〔花〕 ナ ーガケ ーサラ 

Nagakesariya  〔比丘の 譬 瑜經〕 ナ— ガケ— サリ 
ャ Ap  3  242 

Nagacatukka  〔池〕 ナ一 ガチャ ト ゥ ッカ 

nagati-gamana 非不應 行而行 

nagatta 龍界 

Nagadatta ① 〔比〕 ナ— ガダ、 ッタ， 那 f 加 達 多 

② 〔經〕 那伽達 多 S  9  7 
naga-danta 象牙， 壁鉤 
naga-dantaka 釘 

Nagadassaka,  Nagadasaka  〔王 i ナ一ガ タ ッサ 

力， ナ —ガダー サカ， 那仿 D 陀 娑迹， 那 伽遂寫 

迦， 那 迦逐寫 逝， 那^ 逮娑迦 
Nagadipa  〔地名〕 ナ―ガ ディ— パ， 龍ケ島 
Nagadlpagamana 管 | 力 鳴來降 aIv 1， 1 
Nagapabbata ① 〔村〕 ナー ガパッ バタ 

Tobbalanaga  〔口一 ハナに ある 精舍〕 ナーガ 

パッ バタ， 寵山 
Nagapallavaka   〔比丘の 譬 if; 經〕 ナ―ガ ハツ ラ 

ヴカ Ap  3  412 

) 


Nagi 


Nagapali  〔尼〕 ナ— ガハ— リー 
Nagapupphiya   〔比丘の 譬 瑜 經〕 ナーガ フッピ 

ャ Ap  3 158,  512 
Naga-petavatthu 象 鬼 事 Pv 1 11 
nagabala  〔植 J ナ ーガノ 、ラー 
naga-bhavana 寵宮， 龍界， 龍の 世界 
naga-bhoga 象の鼻 
naga-manaviKa 龍 女 
Nagamalaka ナ 一 ガ 退"^ 
nagamalika  〔樹〕 ナー ガマ 一 リカ 
Nagamitta  〔尼〕 ナ— ガミ ッ ター 
Nagamunda ① 〔ブーサ パーの 母〕 ナ一 ガム ン 

ダー ② 〔婢〕 
naga-rajan 盲！ 王， 象 王 

naga-la ほ 〔樹〕 ナ―ガ ラター， ナ— ガ蔓， 药醬 

の蔓， 樓榔 
Naga-vagga 象 品 Dhp  23  vv  320〜333 
Nagavaddhana  〔精 舍〕 ナ―ガ ヴ ッ ダナ 
naga-vata 龍務 
naga-vatika  f| 務も- 
naga-vana 象 林， 象の 林， 飼 象 林 
nagavanika ① 捕象師 ② 〔植〕 ナ —ガブ ユカ 
nagavallika  〔樹〕 ナーガ ヴ ッ リ 力 
Naga-vimana 象天宮 Vv  41, 60 
Naga-samyutta ナーガ • サン ユッタ， 龍相應 

S  29 1-50 

Nagasamala  〔比， 佛の 侍者〕 ナ— ガサ マ— ラ， 
那伽娑 楚羅， 那 伽波羅 〔譬喩 經〕 Ap  3  71 

Nagasamala-vagga ナー ガサ マ一 ラロー 口  Ap  3 
71-80 

Nagasamala    〔スヂ ヤー タ佛の 第二 比丘尼〕 ナ 

—ガサ マーラー， 龍共髮 
NagasalaCkal  Nagasala  〔お 舍〕 ナー ガサ 一 

ラ 〔力〕， ナ一 ガサ一 ラー 
Nagasena ① 〔比〕 ナ— ガセ— ナ， 那伽 斯那， 

那-先 ② 〔王〕 ナ— ガセ— ナ， 那 伽斯那 
Nagasondi  〔池〕 ナ一ガ ソン ディ 
Naga ① 〔スチ 'ヤー タ佛の 第一 比丘尼〕 ナーガ 

一， 龍② 〔ブッ サ佛の 信女〕 ナーガ —③ 〔尼〕 

ナ ーガ一 
nagadhioati-vimana 寵 宮 
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nagapalokita 象の 眺む るが 如く， 象の 視る時 

の 如く 

Nagita  〔比， 佛の 侍苕〕 ナ— ギタ， 那耆 多， 那 
祇多 

Nagindapalliya  〔比〕 ナ— ギン ダパッ リャ 
nagi 龍 女 
nataka  ； 居 
nataka~nattaki 舞姬 
Natapuriya  〔都〕 ナ一 タブ リャ一 
Natika=Natika,  Nadika    〔村〕 那 提迦， 那陀 

村， 那地 ita， 那梨， 那梨 
Nataputta=Nigantha,  Nigantha-nataputta ナ 

一 タプッ タ， 若提 子， 親子 
Natika=Nadika,  Natika    〔村〕 ナー ティカ， 

那 提^， 那陀 村， 那 地迦， 那梨， 那梨迎 
Natika  Ginjakavasatha=Ljinjakavasatha  〔堂」 

ナ— ティ 力の 甎堂 
natha ① 救護 ②主， 守護 者 = ヰ' シュヌ 
Natha ① ナ一タ 神 = ヸシ ュヌ② 〔アディ カー 

リ官〕 ナータ ③ 〔ナガ ラ ギリ 官〕 ナ一 タ @ 

〔ラン カー ギリ 官〕 ナ一タ ⑤ 〔經〕 救護 A 

10 17, 18 

natha-karana  dhamma 救護 事 法， 依 因 法 〔十 

種〕 

Natha-vagga 救護 品 A 10 11〜20 
Nathasuralaya ナータ iji 中祠 
nadalvara  〔官職〕 ナ一 ダ— ル ヴ 一 ラ 
Nadika=Natika,  Natika  〔村〕 ナ— ディ 力， 那 

提迦， 那陀 村， 那 地迦， 那梨， 那梨迦 
nadiya  〔樹〕 ナ— ディ ャ 

Nanacchanda-jataka ナー ナツ チャン タ • チヤ 

—タカ， 諸種 願望 本 生物 語 J  289 
nanatta 異性， 種種 性， 種種 
nanatta-katha 種種 論， 種種の 事の 論， 異相 論， 
雜論， 雜多 論， 其の 他の 雜論， 統一な き 話 
〔無用 論の 一〕 
nanatta-kaya 種種の 身， 異類の 身， 身異 
nanatta-naya 別 異の理 
Nanatta-vagga 種種 品 S 14 丄~^10 
nanatta-sanna 異想， 種種 想， 異類の 想， 想異 
nanattasanni  at ほ ca  loko  ca 我と 世界と は異 


Narada 


想 を 有する ものな り 
nanatta-sunna 異ィ 生; £S 

nanattekatta-rupanimittanam  dassanatthe 
panna 異性 一 性の 色相 を 見る 義の慧 

nanattekatta-vinnanacariya-pariyogahane 
panna 異性 一 性の 識行を 深 解す る慧 

nanattekatta-saada-nimittanarh  pariyogahane 
panna 異性 一 性の 聲相を 深 解す る慧 

nanatte  nanam 種種相の 智 

nanatte  panna 異性の 慧 

NanaeKakiccakarana-panho 多植な る 刀、 一所 作 

をな す やの 問 Xm  2  〔1〕 15 
nana-karana 殊異 
nanakhanika 異 刹那 〔業〕 
nanakhaniKa-kamma 異ボ Ij 那業 
nanakhanika-kammapaccaya 異刹 業緣 
Nanatitthiya-vagga 種種 外道 品 S  2  21〜30 
Nanatitthiya  〔經〕 種種の 外道 師 S  2  30 
Nanatissa  〔精 舍〕 ナ―ナ —ティ ッサ 
nana-dhamma=sabba-dhamma き 僮 法 
nanadhammappakasanata-panna 徨植法 を 開 

演 する 慧 
nana-dhatu 種種 界 
nanadhatu-loka 種種 界 世間 
nanadhimutti 種種 意樂， 種種 勝 解 
Nanadhimutti  〔經〕 種種 勝 解 S  52 19 
nana-nama 異名, 種種 名 
nanavajjana 多轉 |ロ」 
nana-vatthu 別異事 
nana-vada 異說 

nanavinita-iddhividha=anekavihita-iaclhividha 

諸種の 神 通， 多種の 神 通， 多端 神變， 種種の 

神 通， 種種の 祌變 
nana-sarhvasaka 異住 者， 異住 〔者〕， 異住處 者 
nanasamvasaka-bhumi 異住處 者 地, 不同 住 地 
nana-sima 異界， 異 境界 者- 
nanaslma-thita 異界住 者 
nanubj-anjanaggahm,  nanuvyanjanaggahm 

隨 相に 執せ ず， 別 相 を 執らず 
naparam  itthat ほ ya 更に かかる; flit 態に 來るこ 

となし， 更に また 有 を 受けず， 更に 生 を受く 


る 事な し， 後 有な し 
Nabhaka,  Nabhaka  (A) 〔國〕 ナ一パ 力 
Nabhaparhti  (A),  Nabhiti  (A),  Nabhapamti 

(A) 〔國〕 ナ一 パパン ティ 
Nabhasa  〔龍〕 ナー パサ， 那陀瑟 
nabhi ① 臍 ®=nabhika 轂 
nabhika=nabhi |^ 
naohi-mandala 膀圓 
nama 名 

Nama  〔經〕 名 S 1 61 

nama-kamma 命名， 名耒 

nama-kaya 名 身 

nama-gotta 名 姓 

naman  ca  rupan  ca 名と 色 

nama-dhamma 名 法 

nama-dheyya 恢名 

Nama-panho 名の 問 Mil 2  〔1〕 1 

nama-mula 名 根 

namamula-sahajata  dhamma 名 tRiH 生の！: £ 
nama-rupa 名 色， 名と 色 
Nama-rupa  〔經〕 名 色 S 12  58 
Namarupa-panho 名 色の 問 Mi!  2  〔2〕  8 
Namarupapatisandhigahana-panho 名 £ 結 生 

の 問 Mil 2  〔2〕  6 
namarupapariccheda-katha 名 色 識別 論議 = 論 

藏 

namarupa-vavatthana 名 色 差別 
namarupokasa 名 色容ぁ 
nama-lesa 名 似 

nama-vavatthaDana-panna 名 差別 意 
nama-samutthana  rupa 名 等 起の 色 
INamasiaahi-jataka ナーマ シ ツチ' • チ 、ャ一 タカ, 

依 名 得 運 本 生物 語 J  97 
namokasa 名容有 
nayaka 導師 
naranga 蜜 W 

Narada ① 〔佛〕 ナーラ ダ'， 那 羅陀② 〔ス ヂャ 
一 タ佛の 侍者〕 ナ— ラダ， 那羅陀 ③ 〔比〕 ナ 
一 ラ ダ， 那羅陀 （S)=N お ada-kassapa  〔神， 
梵天〕 ナーラ ダ， 那羅陀 ⑤ 〔苦行者， 仙， 
婆〕 ナーラ ダ， 那羅陀 ®=Cullanarada  〔那 
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Narad  a 


羅陀 仙の 子〕 那羅陀 ⑦ 〔王〕 那羅陀 ⑧ 〔大 
臣〕 ナーラ ダ⑨ 〔醫〕 ナーラ ダ⑩ 〔山〕 ナ 
—ラダ， 那羅陀 
Narada-kassapa=Narada    〔梵天〕 那羅 陀迦葉 
Naradakassapa-jataka=MahanaradaKassapa- 

jataka 那羅陀 迦葉本 生 話 
Naravahana  〔宮殿〕 ナ一 ラヴ 一 ハナ 
naraca  〔ifj〕 ナーラ 一 チヤ， 鐵杆 
Narayana ① 〔天〕 那羅延 ② 〔大臣〕 ナーラ 

一 ャナ③ 〔ダ、 ミ ラ人〕 ナーラ一 ャナ 
Nari  〔林〕 ナーリ 
Narl  〔宮殿〕 ナ —リー， 婦女 
Nala^Nalaka  〔村〕 ナーラ， 那羅 
Nalaka ① 〔阿 私陀 仙の 甥， 婆， 比〕 ナーラ 力， 

那羅迦 (D=Xala    〔村〕 ナーラ 力， 那羅， 那 

羅迦 

Nalaka-patipacia=Nalaka-sutta ナーラ 力 道， 

ナーラ カ行 11 
Nalaka-sutta 那羅 經 Sn  3  U 
Nalanda  〔經〕 那爛陀 S  35 126 
Nalanda-vagga 那羅 犍陀品 S  47 11-20 
Nalanda  (I)=Nalanda  〔城， 村〕 ナーランダ、一， 

那 蘭陀， 那 爛陀， 那羅， 那 羅犍陀 ② 〔經〕 

那 羅犍陀 S  47 12 
Nala  〔ウダ ヤー 世 王妃〕 ナーラ 一 
Nalagiri=Nalagiri    〔象〕 ナーラ— ギリ， 那羅 

祇梨 

nali=nali  〔量〕 ナーリ 
Nalika  〔山〕 ナー リカ 
nalikera=nalikera  〔樹〕 椰子， 那 利薊羅 
Nalikeramahathambha    〔池」 ナ一 リ ケ一 ラマ 
ハー タ ンパ 

Nalikeravatthu  〔渡〕 ナ一 リケ一 ラヴ ッ トウ 
Na!anda=Nalanda   〔城， 村〕 ナーランダ—， 

那 蘭陀， 那 爛陀， 那羅， 那 羅犍陀 
Nalagiri=Nalagiri    〔象〕 ナーラ 一 ギリ， 那羅 

祇梨 

nali^nali  〔量〕 ナーリ 

nalika ① 竹筒， 藥袋 ② 〔量〕 ナー リ 力， ナ— 

リ量 

Nalika  〔ダミ ラ人〕 ナ一 リカ 


nalika-gabbha 長 ^5 
Nalikira  〔王〕 ナ一 リキ一 ラ 
nalikera=nalikera  〔樹〕 ナ— リケ ーラ， 那利薊 

羅， 椰子 
nalikera-tela 椰子油 

Nalikeradayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ナーリ ケ―ラ 

ダ、一 ャカ Ap  3  507 
Nalijaiigha  〔婆〕 ナー リヂ ヤン ガ， 那利煮 伽 
nali-patta  ：隋子 

Nalisobbha  〔地名〕 ナ一 リソ ッ パ 
navattha 船 物 

nava 舟， 船， 船舶， 丸木舟 
Nava  〔經〕 船舶 S  45 158 
Navagirisa  〔村〕 ナ— ヴ— ギ リ サ 
navabhiruhana-samaya ヌ! 船 時 
nava-lakanaka 錨 
Nava-vimana 船天宮 Vv  6,  7,  8 
nava  santarani 渡 舟 
Nava-sutta 船經 Sn  2  8 
navika 渡 守， 舟師 
Navindaki  〔人〕 ナーヸ ンダキ 
nasa-kupa 鼻腔 
nasacchidda 昇孔 
nasacchinna 鼻 截ら; fT^ し 者 
nasikatthi 鼻骨， 鼻腔 
nasita 摂滅 せらる 
nasitaka 抗滅化 按滅 人， 被 者 
Nasinna  〔村〕 ナ一 シン ナ 
naseti 擯滅 す， 滅度す 
Nasenti  〔經〕 放逐 S  37  30 
naham  lokena  vivadami 我 は 世間と g 爭はず 
Nirhka ① 〔外， 天子〕 ニン 力， 任迦② 〔鹿〕 
ニン 力 

Nikata ① 〔比〕 二 カタ， 尼逝陀 ② 〔塞〕 二 力 

タ， 尼 吒 

nikati 詐欺， 詐術， 奸詐， 編詐， 虚僞， 僞瞞 
nikati-panna 奸 ノ"? 
nikanti 欲求， 欣求 

Nikapennaka-padhanaghara  〔精舍 J  二 力 ペン 

ナカ バダー ナガ ラ 
nikaya ①〜 agama 尼 柯耶， 部 ② 部 派， 部， 


Nigha 


宗派 

Nikumba  〔國〕 ュ ク ンパ 
niketa 居 家， 住處 

niketa-sarin 居 家 者， 標榜 者 = 在家 者 
nikkaddhati 驅 出す 
nikkama-dhatu 精勤 界， 精進， 出界 
nikkama 無欲 者 • 
nikkarana 無 所得 

nikkha=nekkha  ニツカ， 金貨， 貨幣， 金環， 

黄金の 環， 首 飾， 頸 飾 
Nikkhanta  〔經〕 出 離 S  8 1 
nikknamant 出 口 
nikkhala  〔貨幣〕 ニツカ ラ 
nikkhepa 捨 

Nikkhepa-kanda 槪說品 Dhs  3 
nikkhepana-dhamma 捨棄 すへ ぎ 法 
nikhadana        ig, 鍬 

Nigantha  (I)=Nigantha-nataputta  〔ク ト〕 ニガ 
ンタ， 尼 乾， 尼 乾 子， 尼 乾提， 尼 乾陀， 尼犍， 
尼犍 子， 尼 犍陀， 離 驚， 離繫派 ② 〔經〕 尼 
犍子 A 10  78 

ISligantha-Nataputta=Nigantha,  Nigantha- 
putta    〔六師 外道の 一〕 二 ガン タナー タブ ッ 
タ， 尼犍 子， 尼犍 親子， 尼犍 陀若提 子， 尼犍 
若提 子， 尼 乾 子， 尼 乾 子若提 子, 尼 乾若提 子， 
尼 乾 陀若提 子， 離 繋 若提子 

nigantha-parisa 尼 早 乙 Pb 集團 

Nigantha-putta=Nigantha-nataputta 離 動 Ji:, 
尼 乾 子， 尼犍子 

niganthuposatha 尼 早 2 布薩 

Nigantho  〔經〕 尼乾陀 S  41 8 

nigama 町， 聚落 

nigama-katha 町村 論， 町村の 話， 町 論， 聚落 
m, や、 J 里 [5 冊 し 無用 5 冊の 一」 

Nigamaggamapasada  Ote 舍 J  二 ガマ ッ ガー マ 
パーサー ダ' 

Nigamana 結語 〔清 淨道 論の〕 
nigama-bandhana 町 縛 
Nigaya  〔ダミ ラ人〕 二 ガヤ 
Nigaladha  〔ダ ミラ 人〕 ニガラ ダ 
nigoha(A;=nigrodha  〔樹， 果〕 榕樹， 尼拘律 


〔陀 〕， 尼 拘留 他， 尼俱 律陀， 尼俱 盧陀， 泥瞿 

陀 

Nigoha-kubha  (A)=Nigrodha-guha 榕樹 洞院 
niggaha 負處， 墮負， 論破， 折伏 
Niggaha-katha 制御 論 KV 16 1 
niggahita 負 處に墮 す 
niggahaka 壓制 者 

niggunthi=niggundi    〔樹， 花， 果〕 二 ッ グ ン 
テ ィ 

Niggunthipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 二 ッグン 

ティ プッ ピャ Ap  3  327 
niggundi=niggunthi    〔樹， 花， 果〕 二 ツ グ ン 

了 ィ 

Niggundipupphiya    〔比丘の 譬喩 經:！  二 ッグン 

ディ プッ ピャ Ap  3  205 
Niggundivaluka  〔渡〕 二 ッ グン ディ ヴー ルカ 一 
nigrodha  〔樹〕 ニグ ローダ， 尼拘 律， 尼拘 律陀， 

尼 拘留 他， 尼俱 律陀， 尼俱 盧陀， 泥 置陀， 榕 

樹 

Nigrodha ① 〔比〕 尼 拘律陀 ② 〔沙 彌， 比〕 二 
グ ローダ， 泥 瞿陀， 尼拘 律， 尼俱 律陀③ 〔苦 
行者， 婆〕 ニグ ローダ， 尼俱陀 ④ 〔王〕 二 
グ 口  — ダ⑤ 〔王 臣〕 ニグ ロー  ダ' ⑥ 〔童子〕 
尼拘律 ⑦ 〔鹿 王〕 ニグ ローダ'， 尼 俱盧陀 

Nigrodha-Kappa    〔比， 鵬耆舍 の 和尙〕 ニグ 口 
ーダ カッパ， 尼 俱律陀 劫 波， 尼 拘盧陀 劫 波， 
尼 瞿陀劫 波 

Nigrodha-jataka  ニグ — タ、、 • ヂャ一 タカ， 尼 

拘律 童子 本 生物 語 J  445 
nigrodha-parimandala 身の 周， 尼 拘律樹 の 如 

し 〔三十 二相の 一〕 
Nigrodhamaragalla  〔地方〕 ニグ ロータ' 、マ— ラ 

ガ ッ ラ 

Nigrodhamiga-jataka ュグ ロータ、、 ミ ガ • チヤ 一 
タカ， 榕樹 鹿 本 生物 語 J 12  一 

nigrodha-rajan 尼 拘律樹 王 

Nigrodhasamanera-dassana 尼 拘律沙 彌き見 
Mv  5，  3 

Nigrodharama    〔園〕 ニグ ローダ 園， 尼拘律 園， 

尼 拘律樹 園， 拘盧陀 園， 尼 倶律園 
nigha 激 t 靑， 榣 
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Nighandu 


nighandu 語彙， 字彙， 物 名 集， 吠陀 名義 集 
Nighandu  〔天， 夜叉〕 ュ ガンドウ， 尼延豆 
Nigha  〔經〕 搖 S  45 168 
nicca 常， 常住 
niccaggi 常の 火 
nicca-dana 常時の 施物， 常 施 
nicca-pavarana  '吊 g 青, '吊 施 請 
nicca-bhatta 常恒 食， 常食， 常住 食， 常 施 食 
nicca-bhattaka,  nicca-bhattika 常 ^食， ' 吊: k 
食？; • 

nicca-bhikkha 常 施物， 常時の 施 
niccammagavupama 皮膚な ざ 牛の 譬 
niccamma  gavi 皮な ざ 牛 
Niccavmodavanava  〔タ ミ フ 人」 ニッチ ャ ノ 

一 ダ ヴ 一 ナ ヴ 
nicca-sanna  "fe 想 
nicca-sara 常 堅 ft 

Niccelavitthika~Nitthilavetthi  〔村〕 ニッチェ 

—ラ ギッティ 力 
nicchavi 無 皮 人 

Nicchavitthi— aticarim  〔經〕 皮膚 を剝 がれし 女 

—蔡婦 S 19 13 
nicchavi  itthi 皮膚 を 剥がれし 女， 無 皮 女 
Nicchavorabbhi  〔經〕 皮膚な き 屠 羊 者 S 19  4 
nicchata 無欲 
nicchareti — 制す 
nijjara-vatthu 滅事， 盡事 〔十 種〕 
nijjara 滅盡， 滅 〔三種〕 
Nijjara  〔經〕 滅 A 10 106 
nijjara-visuddhi 逮淸 f 尹 し: £ 種〕 
nijjhatti 審諦， 處置， 靜觀， 和睦 
nijjhanti-bala  %：愿 力 

nijjhana-khanti 歡受 容認， 意見の 歡受 認容， 

見審諦 忍， 見歡受 
Nijjhama-tanha  〔地獄〕 大渴 
nijjhamatanhika-peta 燒渴 餓鬼 
nijjhama  patipada 劇苦^|1 
nijhati  rA)=nijjhatti 靜觀， 審諦， 處置 
nittha 依 憑 
nittha 究極， 成就 
Nittha  〔經〕 究竟 A 10  63 


]SJitthilavetthi~Niccelavitthika  〔ネ ニッティ 

ラヹッ ティ 
nitthuriya 嫉視 
nittharana 度脫 

nidassati  dhammarii し 正 J 法 を 放棄す 
nidana  ニダ— ナ， 因， 因緣， 因由， 序， 緖 
Nidana  〔經〕 因 S 12  60 

Nidana-katha    ニダ 一 ナカ ター， 因緣 物語 〔本 

生經〕 J  N 1-4 
Nidana-vagga ① ニダ— ナ* ヴ ッガ， 因緣篇 

〔相應 部經〕 S 12〜21 ② 因緣品 〔論 事〕 
nidana-samgaha 因緣聚 

Nidana-saihyutta  ニダ 一 ナ • サム ユッタ， 因緣 

相應 S 12 1〜93 
niaana-sambnava 緣;^ 
Nidanadi-katha 因緣 等の 論 VM  (序 語） 
nidahaka 牧藏人 
niddasa  bhikkhu 無 十の 比丘 
niddasa- vatthu~ niddesa-vatthu 無 十の 事 
nidda 眠， 睡眠 

Nidda  tandi  〔經〕 睡眠 懶惰 S 1 16 
niddana 阜メ IJ 

niddaya  vasam 睡 の 領域 

niddesa 問答， 細說， 義釋 

Niddesa    ニツデ ーサ， 尼 泥沙， 義釋， 義釋經 

〔小 部經の  一〕 KhucWaka 11 
niddesa-vatthu^niddasa-vatthu 殊妙事 〔七 種」 
Niddesa-vara ① 義釋分 ② 廣說分 
Niddesavara-vannana 緣廣說 分之釋 
Niddhamana  〔經〕 消 A 10 110 
niddhamana  dhamma 消 法 〔十 種」 
nidhi 伏藏， 寶藏， 財寶 
Nidhikanda-sutta 伏藏經 Khp  8 
nidhi -mukha 寶藏， 財寶， 妙寳 
ninda 毀， 毀呰， 非難， 誹謗， 難責 
ninda-pasamsa 毀 譽褒院 
nmda-rosa 毀 患 
nindarosin 毀 患者 
ninna 低地 

ninnadin 廣博， 大音 〔八 音の 一〕 
ninhata-papaka 洗 除惡者 
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Nibbed  ha 


nipaka 智者， 常委， 愼 しみ 深き 
nipaccakara 五 體投地 
nipajjati 腹 臥す， 臥 憩す 

iMipannapatima し窟〕 ニノく ンナノ 、ティ マ—, 臥 

像 

nipuna 聰慧 者， 聰敏， 能 察， 精智， 巧妙， 微 

妙， 怜伊 j, 完成 者 
Nipuna=Nipura し 王」 ニフナ 
Nipunarh  〔經〕 巧妙 聽細 S  43 17 
nipunagami  magga 巧妙に 達する の 道 
nipunattha 微妙の 義 
Nipura=Nipuna  〔王〕 ュ ブラ， 尼浮羅 
nippapanca 無 障礙， 無戲 論， 戲論滅 せる， 離 

戲 5 冊 

Nippapanca  〔經〕 無戲論 S  43  23 
nippapancagami  magga 無戲 論に 達する の 道 
Nippapanca-panho 無 障 礙の問 Mil 4  〔6〕  2 
nippariyaya 非異 門， 論說， 阿毘 達磨 說， 純理 

5 冊 

mppanyaya-desita 非 異門說 
nipplnka  M-^ 
nippltika  jhana 無 脾 
nippitika  samadhi 無喜定 
nippitika-sukha 無喜樂 
nippitikarammana-sukha 無 喜緣樂 
nippurisa-turiya 女の 樂師 
nippunsa 玉 女 
nippesika 方便 硏求 者， 激磨 
nippesikata 騙詐， 激磨 
nipphanna^-rupaj  5t 〔色〕 
nibbatti 生成 

nibbatti-lakkhana 成 相， 生 相 
nibbaddha-telaka  naliya-saka 油に て 揚げた る 

野菜の 至 
nibbana 涅槃， 寂滅， 無欲 林 
Nibbanam  〔經〕 涅槃 S  3S 1 ； 39 1 ； 43  34  ； 

A  9  34,  48 
Nibbana-katha  =  Parinibbana-katha 涅槃 論 
niDbanagami  magga 涅樂に 達する の 道 
nibbana-dhatu 涅槃 界 
nibbana  -nagara  ？里 集の 都 


Nibbana-ninna  〔章〕 涅槃 趣向 S  45 115〜126 
nibbana-paccavekkhana  ？:^ 槃 省察 
nibbana-pada 涅槃 句， 涅槃の 句， 涅槃の 道 
nibbana-parij-osana  ？圼槃 を究盡 と爲す 
Nibbana-pura 涅槃の 町 
nibbana-bhava 涅槃 性 

Nibbanalabhana-panho 一切の 人が 涅槃 を 得る 

やの 問 Mil 2  〔4〕  9 
NiDbana-sarhyutta  =  Amata-samyutta 涅槃 相應 
Nibbanasacchikarana-panho 涅槃 作 證の問 Mil 

4  〔9〕  6 
nibbana-sanna き藥, 销 
nibbana-sampatti 淫槃 成就 
Nibbanasukhabhava-janana-panho 涅槃の 樂を 

知る やの 問 Mil 1 〔4〕 10 
nibbanasukha-sampatti 涅槃 樂 成就 
Nibbanassa  atthibhava-panho 涅樂 存在の 問 

Mil 4  〔7〕  8 

Nibbanassa  dukkhamissabhava-panho 淫藥は 

苦を雜 ふるやの 問 Mil 4  〔9〕  4 
Nibbanassa-patitthana-panho 涅槃 住 立の 問 

Mil 4  〔9〕  7 

mbbananupassana 淫槃觀 
nibbane  nanam  g 樂智 

nibbida 厭， 厭 患， 厭離， 厭惡， 厭 汚， 厭 背， 
出 離 

Nibbida  〔經〕 厭 患 S  46  20  ；  51 4 
nibbida-nana 厭 惡智， 厭離 智 
nibbidanupassana 厭離 觀， 厭離 隨觀， 厭 惡觀， 

厭觀， 厭 逆隨觀  * 
nibbidanupassana-nana 厭離 隨觀智 
nibbida-viraga 厭 背離 貪， 厭離， 厭 患 離 貪 
nibbmdati 厭 患す 
Nibbinda  〔水路〕 二 ッ ビンダー 
nibbujjhati 角力す 
nibbuta 寂滅， 涅槃に 達し 
nibbuti  } 言凉， 寂滅 
nibbuddha 角力 
Nibbedha  〔經〕 決擇 S  46  28 
nibbedha-bhagin 決擇 分， 順 決擇分 
nibbedha-bhagiya  magga 決擇 分の 道 


(231) 


Nibbedha 


nibbedha-bhagiya  samadhi 決擇 分定， 順決擇 

分定 〔四定 の 一〕 
nibbedha-bhagiya  sila 決 擇分戒 
Nibbedhika  〔經〕 決擇 S  55  74 
nibbedhika-panna 決擇慧 者， 決擇 者， 決慧 〔者〕， 

透徹す る 智慧 者， 徹す る 智慧 〔者〕， 貫通 慧者， 

擇慧 It 
nibbeahika-pannata 捧慧 

nibbedhika-panna 決 擇慧， 擇慧， 透徹せ る智 

慧， 明達 慧， 達智， 說智 
nibbedhika-panyaya 決捧 

nibbedhikapariyaya  dhammapanyaya 決擇? £ 

の 法 門 
nibbedhiya 開顯き 

nibbhoga 無受用 者， 快 樂を缺 くもの 
nimantana-bhatta 招待- 艮, Ira^ 
nimantita 請 待， 請 待を受 く， 請 食 
Nimi  〔王， 佛の 前生〕 二 ミ ， 尼彌， 轂 
Nimi-jataka ユミ *ヂ ヤー タカ， 尼 彌王本 生物 
語 J  541 

nimitta 相， 因 相， 相貌， 前兆， 兆 相， 瑞兆， 

徵， 徵相， 特相， 卜占， 卜 相， 占 相， 占 術， 

現 相， 本， 娃相， 界標， 標識 
nimitta-kamma 相 業， 示 相 業， 現 相 
nimitta-karana 相 因 
nimitta-kosalla 相き 巧 し 三 ま」 
nimitta-matta 少相 女， 不全 形 
Nimittavyakaraniya  〔比丘の 譬喩 經〕 二 ミッタ 

ヴャ一 カラ ニー ャ Ap  3  467 
Nimit は safifiaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ユミ ッタ サン 

ュャカ Ap  3  325 
Nimiraja-cariya  〔經〕 二 ミ 王の 所行 Cp 1 6 
Nimila=Suranimila  〔威士」 二 ミラ 
Nimokkha  〔經〕 解脫 S 1 2 
nimba  〔樹， 漉 味の 植物〕 ニン パ， 拈挖, 紙 婆， 

荏 婆， 苦味 ある 樹 
nimba-kosa 佳婆樹 空洞 
nimma-nimma  deva ィ匕樂 天 群 
nimmala 離; te お 
Nimmala し #士 J  ニン マラ 
nimmatar 化生 主， 化 作 乾 化 者， jt# 


； Nimmana~ -ヽ】 mmanarati し大〕 變ィ匕 
nimmanarati 化樂 〔欲」 
Nimmanarati  〔天〕 化樂， 樂變化 
Nimmanarati  deva 樂變化 天 
nimmita 化 人， ィ匕 iji 申 

Nimmita  ®=Nimmanarati 所 化 〔天〕 ② 〔傳。 

轉輪 王〕 ニン ミタ 
Nimmitapura  〔園〕 ニン ミ タプラ 
nimmita-rupa 化 作 色 
niyata 決定， 決定 者， 決定 人 
Niyata-duka 決定 二 法 Duka  98 
niyataduka-kusalattika 決定 二 法 善 三 法 Duka- 

tika 107 
niyata  dhamma 疋法， 定法 
niyata  puggala 決定 人 
nij-ata-micchaditthi 決定 邪見 
niyata-micchaditthika  ；"；^ 定邪 見者 
INiyatassa  niyama-katha   Vi/ElA  T^'ikJESm  K ゾ 

13  4 

niyata  apatti 決定 罪 
niyati 決定 

Niyama  〔地名〕 ニヤ マ 
Niyaraya  〔ダミ ラ人〕 ニヤラ一 ャ 
niyassa-kamma~nissaya-kamma 應ま 所作, 

依 止 箱 磨 
niyama 決疋 
niyamaka 船頭 

Niyama-katha 決定論 KV  5  4  ；  6 1 
niyama-gamanaya  nanam     疋 入る 智 
niyamata 決疋性 

Niyamokkanti-katha 入 決定論 KV  4  8 
Niyelatissa  〔精 舍〕 ユエ— ラ ティ ッサ 
niyyati 梵天 界に 達す 
Niyyanti  〔園〕 ニッ ヤン ティ 
niyyatar 先達 
niyyana 出 離， 出 
Niyyanaka-sutta 船乘 り の經典 
niyyanika 出， 出 離， 解脫を 欲す 
Niyyanika-duka 出 離 二 法 Duka  97 
niyyanikaduka-kusalattika 出 離 二 法 善 三 法 
Duka-tika 106 


(232) 


Nirodha 


niyyanika  dhamma 出 離 法， 出 法 
nivvanika-sasana 解脫敎 
niyyasa 樹脂 

niraggala,  niraggala 無 遮會， 無 障礙， 無 鎖 鏡， 
閂 * 

niraggala=niraggala 戶を 外せ り ， 閂を 除き し 

者 

nirattan  If$c 

nirattha  kalingara 無用の 木片 
niranusaya 無隨眠 

nirabbuda    〔大 數〕 二 ラップ ダ， 尼羅 部陀， 尼 

剌部陀 

Nirabbuda ① 〔傳。 轉輪 王〕 ニラッ ブダ、 ② 〔地 

獄〕 二 ラップ ダ， 尼羅ん！^陀， 尼 剌部陀 

niraya=naraka 地獄， 奈落， 那落， 泥？ ^， 淵 
niraya-katha 地獄の 論 
Niraya-dukkha=i)evaduta-sutta 地獄"^^ 
niraya-paia  M 卒 

Nirayapala-katha 獄卒 論 KV  20  3 
niraya-bandhana 地獄 縛 
niraya-magga 墮地獄 の 道 
niraya-loka 地獄 世間 

Niraya-vagga 地獄 品 Dhp  22  vv  306-319 
niraya-vasin 地獄 任 者 

Niraya-sagga  〔經〕 地獄 天界 A 10  200,  201 
niramisa 無味， 無 食樂， 無染， 無染 汚， 非 愛 

染， 非 物質的， 精神的， 離 肘 
■niramisa-adukkhamasukha-vedana 多き 物質的 不 

苦不 樂受， 精神的 不苦 不樂受 
niramisa-dukkhavedana きき 物質的 苦受， 精神 

的苦受 

niramisa  vimokkha 非 愛染 解脫， 無食樂 の解脫 
niramisa-sukha 無染 汚の 樂， 無 染樂， 非 物質 

的樂， 精神的 樂 
niramisa-sukhavedana 非 物質的 樂受， 精神的 

樂受 

niramisa  upekkha 無 食 樂の捨 
niramisa  piti 無 食樂の 喜， 離 財の 喜 
nirarambha  yanna 劬勞を 伴 はざる 祀 
nirasa 無 希望 〔者〕， 無 求， 欲な し 
nirasa  puggala 無 希望の 人 


nirasa 無 求， 無 希望， 欲な し 

nirujjhamana  khana 現滅の 采リ那 

nirutti 詞， 辭詞， 訓 釋詞， 言語， 言語 學， 言葉 

nirutti  dhamma  g 口] 法 

nirutti-nanatte  panna 詞の 種種相の 慧 

nirutti-paubhana  5。] 辯 

nirutti-patisambhida 詞無礙 解， 辭無礙 解 

nirutti-patisambhide  nanam お] 無 礙解智 

nirutti-patha 言路， 詞道， 言語 道， 詞 別の 道， 

對 話の 用法 
Niruttipatha  〔經〕 言路 S  22  62 
nirutti-patha  dhamma 
nirutti-pada 詞句， 聖典の 語義 
nirudaka-kantara 無水 難 虚 
nirupadhi 無 依 止， 無餘， 無餘 依， 餘依 なき， 

生 質な き， 依 著な く， 依な きもの 
nirupadhika 依 著な く， 依な きもの， 生 質な き 
nirupadhi-sukha 無依樂 
nirodha 滅， 滅盡， 止滅， 滅盡 〔定〕 
Nirodha ① 〔經〕 滅 S  28  9  ；  46  27,  76 ② 〔經〕 

滅盡 S  35  42  ；  A  9  60 
Nirodha-katha 滅論 KV  2 11 ； 10 1 
nirodhagamim  patipada 滅なこ 趣く  i£ 
nirodha-tanha 滅愛 〔三 愛の 一 J 
nirodha-dhamma 滅法， 滅の 法， 滅盡の 法， 滅 

盡法 

Nirodha-dhamma  〔經〕 滅法 S  23  22,  34，  46 
nirodha-dhatu 滅界 C 三界の 一〕 
nirodha-nibbanadhatu 滅盡 涅槃 界 
Nirodha-nibbana-panho 滅が 涅槃な り やの 問 

Mil 2  〔4〕  8 
Nirodha-vagga 滅品 ：5  4d  o/〜/6 
Nirodha-vara 滅カ、 
nirodha-sacca 滅 
nirodha-sanna      盡想， 滅想 
nirodha-sannin 滅想 〔者〕 
nirodha-samapatti=sannavedayitanirodha- 

samapatti 滅 盡定， 滅定 
Nirodhasamapatti -katha  i^^/Em  KV  6  5 
nirodha-samapattiya  nanam 滅盡 定の智 
nirodhasamapatti-vipassana 滅定觀 


Nirodha 


nirodhasamapattisamapajjana-samatthata 滅定 

に 入定す る 可能性 
nirodha-samapanna 入 ミ或定 者, 滅 盡定! "こ 入り 

たる^， 滅盡定 に 入れる 者， 滅盡定 者 
nirodhanupassana 滅 隨觀， 滅觀， 盡觀， 盡滅 

隨觀 

nirodhe  nanam 滅智， 滅に 於け る智 〔四智 の 
一〕 

Nilavasin  〔比〕 二 ラ ヴ一シ ソ 
Niliya  〔王〕 二 〔―〕 リャ 
Niliya  〔通 師〕 二 リー ャ 
nivata 柔順 者- 

Nivapa-sutta  ニヴ— パ • ス ッタ， 撒餌經 M  26 
nivasatthana 任處 
nivasana ト衣， 裙 

nivaseti    ® 下 衣 を 著る， 內衣 にて 覆 ふ， 內衣 

を 著す ② 內衣 〔衆學 一〕 
nivissa-vaain 執ぜ 論苕 
nivuta 有 覆 者 

Nivuta-katha 有 覆 論 KV 13  5 
nivesana 住處， 住屋， 住居， 宮殿 
nivesana 住 著， 執著 
nisajja 坐 称， 安 坐 
nisada 

nisada-pota 磨石, 小 ® 石 
nisabha 牛 王， 牡牛， 牛， 雄 者， 人中の 牛 王 
Nisabha ① 〔ァ ノーマ ダッシ ー佛の 第一 弟子〕 
二 サパ， 人 主 ② 〔比〕 ニサパ ③ 〔ァ ッ タダ 
'ノシ —佛の 信士〕  二 サパ， 人 主 ④ 〔山〕 ニサ 
パ， 尼 婆 

Nisabha  〔宮殿〕 二 サパー， 人 牛 王 
nisinna 坐せ る， 坐 り 

Nisinnapatima  〔窟 J  二 シン ナバ ティ マ一， 坐像 
nisidati  pallankam  abhujitva 結 DjP 跌 坐す 
nisidana  ニシー ダナ， 尼師 壇， 坐 具， 座 具， 敷 
具， 敷布 

nissaggiya=nissaggiya-pacittiya 尼 着 
nissaggiya-clvara 捨墮衣 
nissaggiya-pacittiya=mssaggiya し 罪名」 二 ッ 

サッ ギヤ パー チッティ ャ， 尼 薩耆波 逸提， 捨 

墮 Vla4;Vlb3 


I\issanka=Kittinissanka  〔王」 二 ッ サン 力 

nissattha-patta 捨 

nissanda 等 流 

nissanda-phala 等流果 

nissaya 依 止， 依， 所 依， 所 依 止 

Nissaya  〔經〕 依 止 A  9  2 

nissayarii  dadati 依 止 を與ふ 〔資格 十 ケ條〕 

nissaya-kamma^niyassa-kamma 依 止 翔 磨， 

應責 所作 V  2  b 1， 9 〜： L2 
nissayakamme  attharasavattam 依止？^^磨十八 

事 V  2  b 1， 11 
nissaya-paccaya 依 止緣， 依緣 〔二十 四！!; 彖の 一」 
nissayapaccaya-niadesa 依 止 緣廣 gfe 
nissaya-patipDassaddhi 依 止の 解 
nissaya-panvara  止眷屬 
INissaya-vagga 依 止 品 A 11 1〜11 
Nissaya-vara 依 止 分 
JNissayavara-vannana 依 止 分之釋 
nissaya-sampanna 所 f 衣 具足， 基礎 §£固 
Nissaya-samanera  〔經〕 依 止沙彌 A 10  34 
nissayacariya 依 止せる 阿闍梨 
nissarana 出耍， 出 離， 離， 失 去 
nissaranajjhasaya 出 離意樂 
nissarana-panna 出 离 H 慧 
nissaranappahana 出離斷 
nissarana-vimutti 遠 離 解脫， 出 離解脫 
nissarana-viveka 出 離 離 
nissarana-suiina 出离 g 空 

nissaranlya 去りて 懺悔すべし， 應 退去， 檳出 
nissaraniya-dhatu 出離界 
nissarana 接 出， 驅出 

nissaraniya 按出， 應 退去， 去りて 懺悔すべし 
nissita 所 依， 依 止， 有 依 
nissita し sila〕  { 衣 ltL^〕 
nisseni 梯, 階梯 

Nissenikkhettaka ひ 也 方〕 ニッセ  一二 ッケ ッタ 
力 

Nissenidayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ュッセ —ニダ 

—ャカ Ap  3 172 
nihata 裁決， 判定 
nihitatthana 貯藏處 


Nivarana 


nihina-kamma 卑劣 業， 卑行 
nihina-kula 卑賤 族 
nika  〔鹿〕 ュ 一力 
nica-asana 低き 座 
nlca-kula 卑賤 〔族〕 
nica-kulin 卑族 
nica-citta  ">  ,g、 
mca-mano  ^ 虚の, g、 

Nica-susanaka  二  — チヤ スサー ナカ， 賤民 墓地 

Nita  〔比〕 二一 タ 

nitattha  了義， 已 了の 義 

nitattha-suttanta   r 義經 

niti 經國 策， 政治， 正理說 

Nitha  〔辟〕 ニー  タ 

nipa  Ut,  \kj  二一 パ 

nlla 靑， 藍， 靑色 

Nila  〔マ ヒンタ 、、一世 王の 友〕 二一 ラ 

Nila-Srsma  〔精 舍〕 ユーラ 園， 靑園 

nila-kasina  Wji  〔十 遍處の 一〕 

Nllagalla-arama  〔精 舍〕 ユーラ ガッラ 園 

Nilagallaka ① 〔將 軍〕 二  — ラ ガス ラカ （D= 

Nilagalla  〔地方〕 
Nilagiri  〔地名〕 二  — ラ ギリ 
Nilagehapariccheda  〔精舍 」 二一 ラケ— ノヽ ノヽリ 

ツチ ユー ダ 
nila-pupphi 〔花」 二一 ラフ ッ ヒ 
nila-makkhika 靑繩 
nila-mani 靑摩 尼， 綠柱玉 
nila-manduka 靑娃 
nila-vanna 靑色 

Nilavanna-kusamala    〔海」 二一 ラ ヴンナ クサ 

マ— ラ， 青色 草鬉 
nila-vattha 靑衣， 縦 靑の衣 
Nilavala  〔渡〕 二一 ラヴ一 ラ 
Nilavahinl   〔水路〕 二一 ラヴ一 ヒニ一 
nlla  〔sukka〕 黑情， 靑精 
nilabhijati 靑生顏 
niJiKa 靑 

nili  〔植〕 ニーリー 
nivarana 蓋 

Nivarana  〔經〕 蓋 S  46  40  ；  A  9  64 


nivarana-gocchaka 蓋聚 

nivarana  c'eva  dhamma  nivarana-sampayutta 

ca 蓋 法に して 蓋相應 なる， 蓋 蓋 相應法 
nivarana  c'eva  dhamma  nivaranlya  ca  * 法 

にして 順 蓋なる， 蓋 順 蓋 法 
Nivarana-ceva-nivaranasampayutta-duka ま 恵 

相 應ニ法 Duka  48 
nivarana  ceva  nivarana-sampayutta  dhamma 

蓋 蓋相應 法， 蓋 法に して 蓋相應 なる 
Nivarana-ceva-nivaraniya-duka 』 頼ま 二お 

Duka  47 

nivarana  ceva  nivaraniya  dhamma  ^ll 貝盍 法， 

蓋 法に して 順 蓋なる 
Nivarana-duka 蓋 二 法 Duka  44 
nivaranaduka-kusalattika 蓋 二 法 善 三 tS  Duka- 

tika  53 
nivarana  ahamma  法 

nivarananivaranasampayuttaduka-kusalattika 

蓋 蓋 相 應ニ法 善 三 法 Duka-tika  57 
nlvarana-nivaraniyaduka-kusalattika 蓋 jl 面 蓋 

二 法 善 三 法 Duka-tika  56 
Nivaranapahana-vagga 斷蓋品 A 1 二 
Nivarana-vagga 蓋 品 S  46  31〜40  ；  A  5  51〜60 
nivarana-vippayutta  dhamma 蓋^ ヽネ目 ffefe 
nivarana-vippayutta  dhamma  anivaraniya  ^ 

不相應 法に して 不順 蓋なる 
nivarana-vippayutta  dhamma  nivaraniya 蓋 

不相應 法に して 順 蓋なる， 蓋 不相應 順 蓋 法 
Nivaranavippayutta-nivaraniya-duka 蓋 ,| く ネ目應 

順 蓋 二 法 Duka  49 
nivaranavippayuttanivaraniyaduka-kusalattiKa 

蓋 不相應 順 蓋 二 法 善 三 法 Duka-tika  58 
nivaranavippavutta-nlvaraniya  dhamma ま^ ヽ 

相 應順蓋 法， 蓋 不相應 法に して 順 蓋なる 
nivarana-sampayutta 遽相應 
nivarana-sampayutta  c'eva   dhamma  no  ca 

nivarana 蓋相應 法に して 非 蓋なる， 蓋相應 

非 蓋 法 

mvarana-samDayutta  ceva  no  ca  nivarana 
dhamma 蓋 相 應非蓋 法， 蓋相應 法に して 非 
蓋なる 


(235) 


Nlvarana 


Nivaranasampayutta-duka 蓋 相應ニ 法 Duka 
46 

nivaranasampayuttaauKa-kusalatiika 蓋 个目應 二 

法 善 三 法 Duka-tika  55 
nivarana-saniDayutta  dhamma 蓋 ffe 應 ffi 
Xlvaranani  〔經〕 蓋 S  45 177 
nivaraniva  ceva  no  ca  nlvarana  dhamma  )lp 

蓋 非 蓋 法， 順 蓋 法に して 非 蓋なる 
Nivaraniya-duka 順 蓋 二 法 Duka  45 
nivaraniyaduka-kusalattika 順 蓋 二 法 善 三 法 

Duka-tika  o4 
nivaraniva  c'eva  dhamma  no  ca  nlvarana  II ほ 

蓋 法に して 非 蓋なる， 順 蓋 非 蓋 法 
nivaraniva  dhamma 順盖法 
nivara 野生の 穀類， 生米， 硬 米， 縫 米， 糲 
nival a  ijtru  二一 ヴ一ラ 
nekatika 詐偽- g", 欺瞞 苕 
nekkha=nikkha 貨幣， 金貨， 金環， 首 飾 
nekkhamma 出， 出 離， 出 要， 離， 厭離， 離 欲 
nekknammajjhasaya 出家 意樂 
nekkhamma-dhatu 出 離界， 棄欲界 〔三 善界の 

一〕 

nekkhamma-nissita 出 離に 依 止せる 〔 受〕， 出 

離に 依る 
nekkhamma-patipaaa 出耍' fjik 
nekkhamma-parami 出 離 波羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
nekkhamma-rati 出 離の 樂 
nekkhamma-vitakka 出 離尋， 出 離覺， 離 欲の 

考想 〔三 善尋の 一〕 
nekkhamma-sarhkappa 無欲の 思， 出 離 思， 出 

離 思惟， 無欲 念 
nekkhamma-sanna 出 離 想， 無欲 想 
nekkhammasita-upekha 出 離に 依る 捨， 離に 依 

る捨 〔六 種〕 
nekkhammasita-domanassa 出 離に 依る 憂 し 六 

種〕 

nekkhammasita-somanassa 出 離に 依る 喜 〔六 
種〕 

nekkhammasita    upekkha  =  neKkhammasita- 

upekha 離に 依る 捨， 出 離に 依る 捨 
nekkhamma-sukha 出 離の 樂， 出 離樂， 無欲 樂， 


厭離の 樂， 出家の 樂 
nekkhammadhimutta 出 離 信 解 
negama 市民， MA 
Netturu   〔地名〕 ネッ トウール 
netta 眼 
netti 嚮導 教 
Netti  〔夜叉〕 ネッティ 
nettika 治水 者， 渠ェ， 灌漑^ 
netthar 滅罪， 罪 を 免る る 道 
nemantanika     食 を 受け 
nemantanika  bhikkhu 受 fft の 比丘 
nemi 輞， 車輞， 輪 * 
Nemi ① 〔辟〕 ネーミ ② 〔大臣〕 
nemika 網 

nemitta 觀相 者， 占 相 者-〜 次 項 
nemittaka=nemitta ,  nemittika,  nemittiya 現 

相お， 占 相? t 
nemitta  brahmana 占 相 婆 維 Pi 
nemittika  =  nemittaka,  nemittiya 占 ネ目ネ i"，  §L 

相 者 

nemittika ほ 示 相， 現 相， 占 相 
nemittiya=nemittiKa,   nemittaka 占 |1j 師， 占 

相 行 

Nemittiya  〔人〕 ネーミ ッ ティ ャ 
Nemindhara   〔山〕 ネ —ミン ダラ， 尼 民 陀羅， 

持輻山 

Nemiya  〔王〕 ネー ミヤ， 尼彌耶 

Nemisammata    〔傅 。 轉 ' 輪 王」 ネー ミ サン マタ 

neyya 所引導^^, 所 化， 未了 

neyyattha 未 J 義， 未 f の義 

nevvattha-suttanta 未 f 義經 

Neranjara ① 〔河〕 ネ —ラン ヂャ ラ—， 尼連禪 

河， 尼 連 磾那河 ② 〔水路〕 ネ— ラン ヂャ ラー 
nerayika 墮 地獄 人， 墮 地獄 地獄 有情， 地 

獄^， 墮獄 者， 地獄に 堕す， 地獄に 堕ちた る 

もの， 地獄 者， 地獄の 
nerayikagga 地獄 火 
nerayika  dukkha 地獄の 苦 
nerayika  sat は 地獄の 有情， 墮獄 有情， 墮獄荇 
Neru ① 〔王〕 ネール， 尼嚕 @=Meru，  Sumeru, 

Sineru,  Hemameru 黄金 山， 須彌山 


Nesada 


Neru-jataka ネール' ヂャ一 タカ， ネー ル 黄金 

山 本 生物 語 J  379 
nela ① 〔花〕 ネ―ラ ② 柔和 
neva  antava  nanantava  at ほ ca loKo  ca 我と 

世界と は 非 有限 非 無限な り 
neva  acayagami  napacavagami  dhammo き， 流 

轉非還 滅法， 非 積 集 非 損 行 法， 非 積 集 趣 非 減 
滅趣 法， 無 積 集 非 損 行 法 

neva  gajjita  no  vassita  S きらす Plf ら さざる 人 
neva  gadham  khatto  no  vasito 穴 も 掘らず 又 

住まざる 人 

neva  dassanena  na  bhavanaya  pahatabba 非 
見 非 修所斷 

neva   dassanena   na    bhavanava  pahatabba 

dhamma 非 見 非 修所斷 法 
neva   dassanena   na   bhavanaya  pahatabba- 

hetuka 非 見 非 修所斷 因 
neva   dassanena   na   bhavanaya  pahatabba- 

hetuka  dhamma 非 見 非 修所斷 因 法 
nevapika 通師 

Neva  rupi  narupi 〔經 ：] 非 有色 非 無色 S  24  40 
neva  rupi  narupi  at ほ hoti  arogo も 色に も 非 

ず 無色に も 非ざる 無病の 我 有り 
neva-vipaka-na-vipakadhamma-dhamma 非異 

熟 非 異熟法 法 
nevasanna-nasannayatana 非-想 非 多 ，想, 處 
Nevasannanasannayatana-katha ま K 想 ま， き [^想、 處 

論 KV  3 12 
nevasannanasannavatana-kammatthana きに 想 

非 非 想 處業處 

nevasannanasannavatana-kiriya さ!^, 想 非き， 想處 

唯 作 

nevasannanasannayatana-kusala 非' 、非 非想處 

nevasannanasannayatana-dhatu  ^K^v##Si^ 

界 〔七 界の 一〕 
nevasannanasannayatana-vipaka 非, 想^， きに 想 

處異熟 

nevasannanasannavatana-sannin 非 想 非 非 想 

處想 〔者〕 

nevasannanasannavatana-sappaya  patipada 


非 想 非 非 想 處利签 行 道 

nevasannanasannayatanadhimutta 非 想 、非 非 想 

慮に 心 を 傾く 
nevasannanasannayatanupaga  deva 非 想 非 非 

想處天 

nevasanni-nasannin 非 想 非 非 想， 非 想 非 非 想 

者， 非 有 想 非 無想， 無想 非 無想 者 
nevasanni-nasanni-bhava 非 想 非 非 想 有 
n'eva-sanni-nasanni-vada ま， 有' 想 タ， 無想 論， きト 

想 非 非 想說者 〔八 種〕 
Nevasannl  〔經〕 非 非 想 S  40  8 
nevasanni  nasanni  =  nevasanni-nasannin 非 有 

想 非 無想， 非 想 非 非 想， 無想 非 無想 者 
nevasanninasanni-vada  =  neva-sanni-nasanni- 

vada 非 想 非 非想說 者， 非 有 想 非 無想 論 
neva  sassato  nasassato  atta  ca  loko  ca 我と 

世界と は 非常 住 非 無常な り 

neva  sekha  nasekha 非 有學非 無學， 非學 非-無 

M 
— J" 一 

neva  sekha  nasekha  dhamma 非 有學非 teifi 

法， 非學非 無學法 
neva-sekha-nasekha  puggala 非^^學-非無學-人〔モ 

人の 一〕 

neva-sekha  nasekha  panna 非 學非無 學の慧 
〔三慧 の 一〕 

Neva  hoti  na  na  hoti  〔經〕 非 有 非 無 S  24  36 

Neva  hoti  na  na  hoti  tathagato  〔經〕 如來非 
有 非 無 S  24 18 

neva  hoti  na  na  hoti  tathagato  param  marana 
如來は 死後 有る にあらず 有らざる にも あら 
ず， 如來は 死後 有に も 非ず 無に も 非ず， 如來 
は 死後 存在せ ず 又 存在せ ざるに 非ず， 如來は 
死後に 於て 又は 存在す るに も 非ず 又は 存在せ 
ざるに も 非ず， タタ 一 ガタは 死後 存 する にも 
あ らず 亦存せ ざるに も あらず 

nesajjaniya=nesajjika 常 坐 行者 

nesajjika 常 坐 者， 常 座 者， 常 坐不臥 者， 常 坐 
行者， 坐不臥 

nesajjiKanga 常 坐不臥 支， 常 坐 支 

nesada 徵師， 獵夫， 獸獵， 獸獵 人， 捕 鳥 者 

Nesada  〔傳 。婆〕 ネーサー ダ、 
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Nesadaka 


Nesadaka  〔山〕 ネーサー ダカ， 獵夫 

nesada-jati 獵師種 

nesadi 獵師女 

no  atura-citta 無病' に、 

no  asava  dhamma 非 痛 法 

no  upada  dhamma 非所迭 法， 非 所 造 性 法 

no  upadana  dhamma 非 取 法 

no  ogha  dhamma 非 暴 流 法 

no  kilesa  dhamma 非 煩， 法， 非染法 

no  gantha  dhamma 非棄法 

No  ca  me  siya  〔經〕 無我 所 S  22 152  ；  24  4 

no  citta  dhamma 非 心 法 

no  citta-sarhsattha-samutthana  dhamma 非 心 

相 雜等起 法 
no  citta-sarhsattha-samutthana-sahabhu 

dhamma 非 心 相 雜等起 俱在法 
no  citta-samsattha-samutthananuparivattin 

dhamma 非 心 相 雜等起 隨轉法 
no  citta-samutthana  dhamma き 卜し、 等 起 法 
no  citta-sahabhu  dhamma 非' し 俱在 法， 非-心 

俱有法 


no  cittanupanvattin  dhamma きき' L 、隨 
No  c'etam  〔經〕 これに あらず S 14  3，  8 
No  cetena  〔經〕 若しな かりせば S  35 17, 18 
nonita=-navanita 酥， 生酥， 熟酥， 乳酥， 酪， 

牛 酷 

no  nivarana  dhamma 非ぜ i!^ 

no  paramasa  dhamma 非 取 著 法， 非 取 兄 法， 

非 執 法 
no  yoga  dhamma 非 % 法 
no  sannojana  ahamma 非 結!: £ 
no  hetu  dhamma  ahetuka 非 因 法に して 無 因 

なる， 非 因 無 因 法 
no  hetu  dhamma  sahetuka 非 因 法に して 有 

なる， 非 因 有 因 法 
nhataka=nahataka  ； 行者， 洗 浴 者， 沐浴 者 
Nhatakamuni  〔比〕 ヌハ 一 タカ ムニ 
nhana=nahana,  sinana 沐浴， 洗 浴， ポ浴， 

沐浴 戒 

Nhana-vagga 沐浴 品 V 1 b  4，  21~30 
nhayati 沐浴す 

nharu=naharu 筋， 腱 〔三十 二 身分の 一〕 
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Pakkhin 


Parhdiya  (A) 〔國〕 パンディ ャ 
pamna-sasa  (A)=panna-sasa 栗鼠 
pamsu 塵， 塵 添， 小 添， 塵 土， 汚物 
Pamsu  〔鬼， 毘 舍闍〕 パン ス 
pamsukula 糞 掃 衣， 弊衣， 塵堆 衣， 塵 衣 
pamsukula-dhara=pamsuku]ika 著 虞 tj^ 衣 者 
Pamsukulapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パ ン スク— 

ラフ一 ヂャカ Ap  3  489 
Pariisukula-vagga パン ス クーラ 品 Ap  3  478 

〜487 

Parhsukulasannika    〔比丘の 譬喩 經〕 パン スク 

—ラサ ンニカ Ap  3  478 
pamsukula-sannin 糞 掃 物 想， 棄 物；] S 
pamsukulika 糞 掃 衣 者， 糞 掃 衣 行者， 糞 掃 衣 

部， 冀掃衣 を 著く る もの， 著 糞 掃 衣 者， 持 糞 

掃 衣の もの， 著濫褸 者 
pariisukulikanga 真 掃 衣 支， ま fer 衣 者 分 
pamsukulikatta 糞 掃 衣 を 被る こと， 糞 掃 衣 
pamsu-dhovaka 塵 5^ 洗? fj? 者 
pamsu-  pisacaka 泥 鬼， 瓢風鬼 
pamsu-punja  土堆 
pamsvagaraka 塵 土の 舍宅 
pakata-jara 顯 現の 老 
pakatatta-bhikkhu 淸淨 比丘 
pakati=padhana  fil 性， 初 因 
pakati-aggi 自然 火 

Pakatiaggito  nerayagglnarh  unhakara-panlio 

然 火と 地獄 火の 熱の 問 Mil 2  〔4〕  6 
pakati-citta 自 然' 匚、 
pakati-parisuaaha 不性淸 ？尹 
pakati-vadin 自性 論者， 數論派 
pakati-slla 自然 我 

pakatupanissaya 自然 親 依， 本性 親 依 止 

pakappana 遍計 

pakappita-ditthi  ； 計の 見 

pakappeti 企つ 

pakarana 論 し 七 部 = 七 論〕 

pakasaniya-kamma 顯 不 簿磨 

Pakinnaka 雜論 

pakinnaka-katha 雜諭 

pakinnaka  cetasma  -, ft 心 所 


Pakinnaka-nipata 第 十四 篇， パ キンナ 力 •  二 
パ 一タ， パ キンナ カ篇 〔本 生經〕 J  484 〜4% 
paKinnaka-matika 特殊 論 母 
Pakinnaka-vagga 雜品 Dhp  21 vv  290-305 
pakinnaka-vinicchaya 雜 判別， 雜 決定 
Pakinnaka-sangaha-vibhaga 插雑 分別 

Abhsang  3 
pakuta 內豫 

Pakunda[[ka^=Pakundakabhaya し — T 三〕 ノ、 クン 

ダ' 〔力〕， 波 君 茶 〔迹〕 
Pakundakabhaya=Pakundaka  〔王〕 パ クン タ、、 

カー バヤ， 婆君荼 迎婆耶 
Pakudhaka  Katiyana=Pakudha-Kaccayana 

〔六 師 外道の 一〕 iJ] 據陀 迦旃延 

Pakudha-Kaccayana  〔六師 外道の 一〕 パク ダカ 

ツチ ヤー ャナ， ^50求陀迦旃延， 迦據 陀迦も 延， 
迦羅 鳩駄迦 旃延， 婆 浮陀迦 旃那， 波拘 陀迦旃 
延， 波グ 迦カ If, 波^？陀逝旃延 

Pakula  〔城〕 パクラ 
pakka ① 煮る ②厨司 
pakka-gatta 腐 爆 身 〔者〕 
pakkajjhana 命 數豫言 
Pakkanta  〔經〕 去りて S 17  35 
pakka-phala 熟せる 果實 
pakkabharita  〔植〕 パッカ パ リタ 
pakkava        味の 植物〕 パ ッ 力 ヴ 
pakkasaya 熟 竊！: S 狀 結腸と 直腸〕 
pakkha 黨友， 宗徒 
Pakkha  〔比〕 パッカ 

pakkhandana-patinissagga 跳人捨 遣， 躍進 疋棄 
pakKhandana-vossagga 躍 最捨 
pakkhandika 下 摘， 赤痢 
pakkhandin 突 入隊， 軍事 探偵 
pakkha-parivasa 半月 別 住 
pakkha-manatta 半月 〜 ま那揮 
pakkha-samkanta 外 iMi^ こ歸 せる 
pakkha-hata 半身 不隨， 半身 不隨 者， 蹵， 蹵足， 

片身 痳痺者 
pakkhalaka-lona パツ 力一 ラカ壁 
pakkhika 十五 日食， 半月 食， 月 分 食 
pakkhin 鳥， 翼 ある， 翼 を 有する 
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Pakkhin 


pakkhin  sakuna 翼 を 有する 鳥， 翼 ある 鳥 
pagabbha 傲慢 者 
paggaha 策勵， 勤勵， 精勤 
Paggaha-katha 策動 論 KV 16  2 
paggahatthe  panfia 精勤の 義の慧 
paggaha-nimitta 策勵 相， 精勤 因， 勤勵 相， 精 
勤 相 

pagganita-citta 策 # 心 

paggaho  ca  avikkhepo  ca    .， 谆 $() と專 念， 'せ 勵 

と 不散亂 
paggaha 勤勵， 策勵， 精勤 
paggaha-nimitta 勤勸 相， 精勤 因， 精勤 相， 策 

勵相 

paggahika-sala 商店， [T^iffi 

pageaho  ca  aviKkhepo  ca 策 勵と个 散亂, 精 

勤と 專念 
paggharanti 漏出 苕， 漏水 女 
paghana 防壁 

panka 泥， 染泥， 泥土， 汚泥， 淤泥， 泥 地， 泥 

土の 沼， 泥濘， 塗 泥， 泥 塗 
pankacira=pangacira 葉 笛 
Pafikadha  〔村〕 パン 力 ダ—， 崩伽閣 
Pankavelaka  〔村〕 パン カズ' ーラカ 
Panga  〔辟〕 パンガ 
pangaclra=pankacira 葉 
pangura  〔樹〕 パン グラ 
pangula 跌 行 
pangulopama 跛 各-の 臂喩 
pacaii ある 
pacant     むな ネ •> 
pacalaka  〔動〕 パ チヤ ラー 力 
Pacayika  〔經〕 尊重 S  56  70 
Pacura  〔園 林〕 パチ ユラ 
pacuratthata 義利豐 富 
Pacetana  〔王〕 パチ-  —タナ 
paccakkha 現 見 

paccattam  veditabbo  vinnuhi 諸識？ T が 谷自に 

知るべき もの， 智# 內證 
paccatta-vedaniya 各 別受苦 地獄 
paccattharana 覆 布， 覆 包， 褥， 敷 具， 毛耗 
paccatthika 敵， 怨敵， 怨家 


paccanika 逆 論， 違き， 障礙 
Paccamka  〔經〕 違義 S  7 16 
paccanika-ahamma 障礙法 
Paccanikasata し' #J 

Paccaniya-tikattika-patthana  ii£ 三 法 三 法發趣 
Paccaniya-tikaduka-patthana 逆 三 法 二 法發趣 
Paccaniya-tika-patthana 

Paccamva-dukattika-patthana 逆 二 法 三?: 發趣 
Paccaniya-clukaduka-patthana 逆 二 法 二 法發趣 
Paccaniya-duka-patthana 逆 二?^ 瘦趣 
Paccaniyapatthana-vannana  nfi^/^^^ 
Paccaniyanuloma-tikatiika-patlhana 逆 |瞧 三 
三 法發趣 

Paccaniyanuloma-tiKaduka-patthana 逆 法 

二 法發趣 

Paccaniyanuloma-tika-patthana   iili 順：- 二 法發趣 
Paccaniyanuloma-dukattika-patthana    ；!^^ 順 二 
法 三 法發趣 

Paccanlyanuloma-clukaduka-patthana       順 二 
法 二 法發趣 

Paccanlyanuloma-duka-patthana 逆 IF! 二 法# 趣 
Paccaniyanuloma-patthana-vannana  j め 頃發 ft 

之釋 

paccanta 邊地， 邊境， 國境 

Paccantam  〔經〕 邊地 S  56  62 

paccanta  nagara~paccantima  nagara  3#%,<7^ 

城， 邊地 にある 都 城， 國 境の 町 
paccantima  janapada 邊地， 邊國， 邊陬の 地方， 

邊鄙 地//， 邊 鄙の 地 
paccantima  nagara^paccanta  nagara 阈%« の 

町， 邊 境の 城， 邊地 にある 都 城 
paccaya ① 緣， 助緣， 動機 ② 資具， 須耍物 
〔岡 種〕 

Paccaya ① 〔比〕 パッチ ャ ャ ② 〔象〕 
Paccaya-katha 緣論 KV 15 1 
paccaya ほ 依 性 
paccaya-patisevana 資:; ^の受 in 
paccaya-patisevanasankhata  kuhanavatthu 

賓 具の 受用 と 稱せ ら るる 詭詐事 
paccaya-pariggahe  panfia ほ攝 受の慧 
paccayapavattanam  dhammanam 


Paccha 


pariyogahane  panna 緣所轉 の 諸 法 を 深 解す 
る慧 

Paccaya-vara 綠依分 
Paccayavara-vannana 称 1 衣' 刀、 之釋 
Paccayavibhanga-vara=Paccaya-inddesa 鎵分 

別 分 

Paccaya-sangaha-vibhaga 攝鎵 分別 Abhsang  8 
paccavasannissita  si  la 贅兵 依止戒 
paccaya-samuppanna 綠所 生， 緣已 生， 緣生， 

緣起所 生， 緣起 
Paccayakara-vibhafiga  ；ト! ^行 相 分別 Vibh  6 
paccayanam  khayo     緣の 滅盡 
paccavika ま 心 
Paccayuadesa 緣 略説 
Paccayo  〔經〕 緣 S 12  20,  27 
paccavekkhana  ijavanaj 觀 察し 速ィ 了 J 
paccavekkhana-nimitta 相觀 察， 觀察相 〔五 正 

定 支の 一〕 
paccavekkhana- vasm 觀 察自？ h 
paccavekkhana-suddhi 觀 察]^ 
paccavekkhana 観察 

paccavekkhana-nana=paccavekkhane   nan  am 

觀察智 

paccavekkhana-nimitta 觀察因 想， 觀察 相， 相 
觀察 

paccavekkhane  nanam=paccavekkhana-nana 

觀察智 

paccavekkhana-citta  % 察， に、 
paccavekkhana-cetana 省 祭 思 
Paccagamaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 パ ツチ ヤー ガ 

マ 二  — ャ Ap  3  63 
paccabhattha 誧出法 
paccamilta 仇敵 
paccaropeti kJ 乂す 
paccasa-civara  —^衣 

Paccuggamaniya   〔比丘の 譬喩 經〕 パッチ ュ ッ 

ガマ ニヤ Ap  3  283 
paccutthapana 反 机 心 
paccutthati 迎 逆す， 起迎す 
paccutthana=paccupatthana 起迎, jfljig 
paccudhara 授與 〔迦 綠那 衣の〕 


paccupatthana ①現 起， 現狀 (D=paccutthana 
起迎， 迎逆 

Paccupatthanasannaka     〔比丘の 譬喩 經〕 パス 

チ ュパッ ターナ サン ニヤ 力 Ap  3 119 
paccupatthita-kama 現 欲 
paccuppanna 現 現^！：時 
paccuppanna  addha 現在 世， 現^！：時 
padduppanna  cittakkhana 現在' し、 +lj 那 
PaccuDDtinna-nana-katha 現在 智論 KV  5  9 
paccuppanna  dhamma  在 
paccuppanna-bhava  5Jl 在 性 
paccuppannarammana 現在 戶/ T 緣 
paccuppannarammana  citta 現在 所 線' ll、 
paccuppannarammana  dhamma 現在 所 稼 法 
paccekatthana  ^Ijj^ 

paccekabuddha 辟 支佛， 緣覺， 獨覺， 獨覺者 
paccekabuddha-bhumi 緣覺地 
paccekabuddha- visaya 緣覺境 
Paccekabuddhapadana  〔經〕 辟 支 佛の譬 Pi  Ap  2 
pacceka-bodhi 辟 支 菩提， 辟 支佛の 境地， 辟 支 

怫の 位， 獨覺， 獨 覺智， 緣覺 
paccekabodhi-nana 辟 支 菩提 智， 辟 支 佛智， 辟 

支佛の 智慧 
pacceka-bodhisatta 辟 支 菩薩 
pacceka-brahma 辟 支 梵天， 辟支梵 
pacceka-muni 辟 支牟/ £ 

pacceka-sacca 獨 ー諦， 別別の 諦， 自諦， 偏見 
pacceka-sambucldha=pacceka-buddha 獨等覺 

者， 獨覺， 獨覺者 

paccorohani 捨法 〔婆羅門の 祭式〕 
Paccorohani  〔經〕 捨法 A 10 119,  120,  167, 
168 

Paccorohani-vagga 捨法品 A 10 113—122 
pacchato  gacchati 後よ り 打く 
paccha  apekkham  karoti 後 を 期待す 
pacchajata 〔- atthi〕 後生 〔有〕 
pacchajata-atthipaccaya  生有緣 
pacchajata-paccaya 後生 緣， 後生 起緣 〔二十 四 
緣の 一〕 

paccnajatapaccaya-niadesa 後生 緣廣 
pacchaiata-vippayuttapaccaya 後生 不相 應緣 


Paccha 


pacchanutapin 後悔 C 苕〕 
paccha-bhatta 後 食， 食後 
pacchabhamaka  brahmana 两 方の 婆羅門 
Pacchabhumako  or  Matako  〔經〕 え 4 地 〔方〕 

人 （死殁 あ •）  S  42  6 
pacchabhumagamika  bhikkhu 四方 遠 行 比丘 
pacchabhuma-janapada  2^1万國土 
paccha-samana 隨從 沙門， 隨行 沙門， 隨後沙 

門， 隨侍， 隨儈， 後 侍 
Pacchima  〔M: 舍〕 パッチ マ 
pacchimaka 联 後に 身〕 

pacchimaka  bhava^pacchima-bhavci  JKfe4l 
pacchimaka  vassavasa 後 雨女 居 
pacchima-citta 最後' し 
pacchimacitta-samangin 最後' し、 兵 足^ 
pacchima-pada 後お 

pacchima-bhava~pacchimaka  bhava 戚 生 
pacchima-bhavika 联後有 Or や j 
pacchima-bhavika  bodhisatta 取 後^の 菩薩 
Pacchimayava-majjhaka 西 タ沖村 
pacchima-yama 後 夜， 後 夜分， 後更， 後 分 
pacchima  disa  putta-dhara 两ガは 妻子 
Pajaka  〔王〕 パチ' ャカ 
pajahati 

pajahati  na  upadiyati fj^ てて 取りず 
Pajahana-vara 斷分 Y  7  3 
pajana 主宰 矜 

Pa お nam  〔經〕 了知 S  35  HI, 112 
pajanana 知解 
pajapatatta 生 主 性 

Pajapati  ®  〔王〕 パチ' ヤー パティ， 波 ほ j 波提， 

鉢 囉惹鉢 帝， 生 主 ② 〔經〕 妻 S 17  43 
pajapati 夫人， 'お k 

Pajapati=MahapajapatI  Gotami  〔佛ゅ 刀; ん 尼〕 

波 I ぉ波提 
pajja-udaka 洗足の 水 
pajjaraKa-roga 頭 熱 f^— 
pajjalati 織然す 
Pajjuna  〔力士〕 パッ ギュナ 
Pajjunna ① 〔天， 雨祌〕 パッヂ ユン ナ， 波 純 

提 ② 〔夜 乂〕 パッチ' ユン ナ 


Pajjunna-dhita  〔經〕 雲 天の 姬 S 1 39,  4U 
Paijunnassa  dhita 雲 大の姬 
pajjota 燈光， 燈火， 熾， 光， 光明， 光炎 
Pajjota  (I)=^L.anda-pajjota  〔士:〕ハ ッ チヨ— タ， 

燈光， 波 羅殊捉 ② 〔經〕 光明 S 1 26 ③ 〔經〕 

光炎 S 1 80 
pajjotakara 光 の 作教， 燈明 となる 人 
Panca  〔經〕 五 〔群 比丘〕 S  22  59 
panca  akkhannya  adinava 五 過失 
panca  anagata-bhayani 五の 未 來の怖 
panca  anagamino 五不還 = 五 種不還 〔中 般&! 

槃， 生般 徑槃， 無行般 淫槃， 有行般 涅槃， 上 

流 趣 阿 逝 尼吒〕 
panca  anussatitthanani 五隨 念!^ 
panca  abbhokasika 五の 3' 誠 坐 者 
panca  abhabbatthanani 五 不能 處 
panca  abhinna 五# 通， 五 通 〔祌 變， 天 耳， 

他心， 宿命， 天眼〕 
panca  adinava 五 患 〔惡 戒？ t の〕 
panca  adinava  dussllassa  sila-vipattiya 惡成 

犯戒 者の 五 患， 破 成の 五 失 
panca  anisarhsa 五功德 〔具戒 者の〕 
panca  anisamsa  dhammasavane 聽 !*去 の 五 ギリ 
panca  anisamsa  yaguya 粥の 五德 
panca  anisamsa  silavato  sllasampadaya 具 成 

持戒 界の 五功德 
panca  apattikkhandha 五 罪蘊， 五 種の 罪聚 
panca  apattiyo 五 罪， 五 種の 罪 〔波羅 夷， 儈 

殘， 波 逸提， 波提舍 尼， 悪 作〕 
panca  abadha 五 種の 病 〔顕， 靡， 白 願， 乾す お， 

顚狂〕 

panca  aranniKa 五 の 住 林き- 

panca  avarcina  nivarana  ±l 障 蓋 

panca  asaya 五 願 〔頻 IS 娑羅 王の〕 

panca  ekasanika 五の  一: a' お 

pancaka ① 五 法 V  3  6  (5；  (D  〔衣〕 五條 

panca  kakudliani 五 種の 王標 

Paficakanga ① 〔大工〕 パン チヤ カン ガ， 五 支 

(D  〔經〕 パン チヤ カン ガ S  36 19 
pancakajjhana 五 種' 
pancaka-naya 五 種/ i;-=iil 種粹 


(242) 


Panca 


Pancaka-Nipata 五 集 〔增 支部 經〕 A  5 1 〜： 371 
panca  kammani  anantarikani 2l 無 間 業， 五 逆 

罪 〔殺 母， 殺 父， 殺 阿羅漢， 惡心 出佛身 血， 

破 僧〕 

panca  kalyana-clhamma 五矢 性 

panca  kamaguna 五 欲， 五 欲 功德， 五 欲の 樂， 

五 妙 欲， 五 種 欲， 五 種の 欲， 五 種 欲 分， 五 種 

の 欲念， 五の 愛^ 
panca  kala-danani 五の 應時施 
panca  khandha 五蕴 

panca  khalupacchabhattika  iL の刁、 恢; 為 
Panca-gati  〔經〕 五 趣 S  56 102〜131 
panca  gatiyo 五 趣 〔地獄， 餓鬼， 畜生， 人， 
天〕 

Pancagaru-jataka パンチ ャガ ノレ • ギヤ一 タカ， 

五師本 生物 語 J 132 
panca  gorasa-phalani 2l 味の M 
panca  gorasa 五味， 五 種の 牛乳 〔乳 khira, 

酷 dadhi, 生&(^  takka, 熟 酉お navanita,  fjg 園 

sappi J 
pancafiga 五肢 (^椅 子〕 
pancanga-samannagata 五 力- 成 
pancangika  turiya 五支樂 器， 五 支の 樂器， 五 

種の 樂， 五 種の 樂器， 五 種の 音樂， 五部の 音樂 
pancangika-bandhana 五 種の 縛繩 
pancangika  magga  21_支迫， 五 支の 道 
PancangiKa-vagga 五 支 品 A  o  2 丄〜 <30 
pancangika  samadhi 五分の 疋， 五支疋 
pancangika  samma-samadhi 五正疋 支， 五 支 

正定 〔喜 遍滿， 樂 遍 滿， 心遍 滿， 光明) S 滿， 

相觀 察〕 

pancanguli 五指 印 

Pancanguliya  〔比丘の 譬 喷經〕 パン チヤ ングリ 

ャ Ap  3 170 
panca  cakkhuni 五 眼 〔肉， 天， ：：^ 佛， 普〕 
panca-cula 五！^ 

panca  cetaso  vinibanclha  2l' し、 縛 

panca  ceto-khila 五 心 栽， 五 心 蕪 〔佛， 法， 僧， 

戒 への 疑， 同梵 行への 怒〕 
panca  chanda 五 欲 〔遍 求， 獲得， 受用， 貯藏， 

費消〕 


panca  chindati 五 を 斷 つ 
panca  jataka-satani 2l 白 本 生 話 
panca  nanani 智 

panca-nanika  samma-samadhi    iulj" 正疋, 五 
正定智 

paiica  tathagata-balani 五の 如來カ ひも 慚， 

愧， 勤， 慧〕 
panca-tapa 五 熱 苦行， 五 火の 苦行， 五 火の 行 
panca  teclvarika 五の 但ヒ衣 苦 
panca  teja 五 威力 〔行， 德， 慧， 福， 法〕 
Pancattaya-sutta パン チヤ ッ タヤ • ス ッタ， 五 

三經 M 102 
panca  danani 2l 施， 五の 布 Jfe  , 
panca  ditthadhtimma-nibbana-vada  tL^tkfzA 

槃論 〔六十 二見の 中〕 
panca  ditthiyo 五見 

Pancadipadayika   〔比丘尼の 警 喩經〕 パン チヤ 
ディ —バダ '—ィ 力— Ap  4 15 

Pancadipika    〔比丘の 譬 Pi 經〕 パ ン チヤ ディ— 

ピカ Ap  3  57 
Pancadipika    〔比丘尼の 譬喩 經〕 パン チヤ ディ 

一 ビカー Ap  4  9 
Pancadipin パン チヤ ディ 一 ピ， 五燈殿 
paiica-dvara 五 Pi 
Dancadvaravajjana 五門 轉 [口 j 
pancadvaravajjana  citta 五門 轉向' し、 
panca-dvarika  2l 門 

panca  dhanani 五 財 〔信， 戒， 聞， 捨， 慧〕 
paiica  dhammakkhandha 五 法 ま， 五分 法身 
paiica  dhamma 五 法 
panca  nadl-satani 五 白？ 口 f 

panca  nikaya 五部， 五部 經， 五 尼 柯耶， 五 尼 
迦耶， 五 二 カーヤ 〔長 部， 中部， 相應 部， 增 
支部， 小 部〕 

panca-niKayiKa 五 部師 

Panca-nipata ① 五俱集 〔長老 f 易經〕 Thag 
315〜374 ② 五偈集 〔長老 尼 偈經〕 Thig  67- 
126 ③ 第五 篇 〔本 生經〕 J  351〜375 

panca  nimittani 相 

panca  nirodha 五 止滅 

panca  nissaraniya  dhatuyo 五 出離界 


Panca 


panca  nivetranani 五 蓋， 五の 障 蓋 〔欲 貪， 瞋 

恚， 悟 沈 睡眠， 掉擧惡 作， 疑〕 
panca  nesajjika 五の'吊坐1*^ 
pancannam  nikayanarh  Atthakatha 五 尼 I^J 耶 

の義疏 

panca  paihsukulika 五の 糞 掃 衣教 
panca-pannasa  samadhi  i 十な の/ E 
panca-patthiKa 棚 

Pancapandita-jataka ハン チヤ ハン ティ タ • チ' 
ヤー タカ， 五 賢人 本 生物 語 J  508 

panca-pandita-panha 五智 慧莕 問答〜 前項 

panca-patthara 五の 地場 = 五 欲 

panca  padhaniyangani 五 精勤- 义, 五 勤 支， 五 
勤行 支 

panca  pabbata 五山 〔乇舍 城の〕 
PancaDarivenamula  〔0£p)i;〕  ノ、 ンナ ヤノ、 リエ 一 

ナム一 ラ 
panca  pahanani 五 斷 
Pancapapa  〔&〕 クミン チ ヤノ;;  — ノく 一， 五悪 
panca  pindapatika  iu の 乞;^ 1^ や 
Pancaputtakhadaka-petavatthu 食 兒鬼事 Pv 1 

6,  7 

panca  pubba-nimit ほ m  r/i—Bij 兆， 相 し 天子 
の:） 

PancaDDakaranatthakatha 五 論の 註き 
panca  phassa  jite 
panca  phasu-vihara 五 安穏 注 
panca-bandhana 五 緩 

panca-bandhana 五 縛， 7i: 種 縛， 7」: 種 連， 五 種 

の梏桂 
panca  balani  JiJj 
panca-bali 五の g ト: 供 
panca  bija-jatani 五 種の 種子 
panca  bhayani 五 怖 畏 

panca  bhayani  verani  Hlxe/i^,  ？ /に の' I 布と 怨， 
Yi: 怖 畏怨驟 

panca  bhesajjani 五 種藥， 五 種の 藥 〔熟 酥， 生 

U. 油， 蜜， 石 蜜〕 
panca  bhoganarh  adiya 財 を 取得す る 五 因 
panca  bhojanani  7£ 正 食， 五 種 正 食 〔鈑， 粥， 

き, 魚， 肉〕 


panca  macchanyani 五 惯 〔住 處， 家, 利得， 
色， 法〕 

pancamajjhana 第五 禪， 第五き 定， 第五 靜慮 
panca-mattani  thalipaka-satani 五 百签 貧の 食 

施 

panca-mattani  sakata-satani 五！? 3 の 車 
pancama-patihanya 第五 祌變 V  2  a 1, 19 
pancama-parajika 第五. の波羅 夷 
Pancama-bhanavara 第五 言 ill 品 
Pancamii-vagga 第五 品 
pancama-samghadisesa 為 'ぎ 五 偷?^ =媒 嫁/お 
panca  maha-adhitthanani 五大 遣 勅， 五大 決 怠 
panca  maha-cora 五 種の 大賊 〔比丘〕 
panca  maha-nadiyo 五大 河， 五 河 しし afigS, 

1 amuna,  Aciravati,  oarabhu,  MahiJ 
panca  miiha-punna 五大 幅- お 
panca  maha-supina 五大 夢 〔菩薩の〕 
panca  mara  JCIt  Cm'fl  B, 行， 天子， ク匕〕 
panca  yathasanthatika 五の 隨得 座: 1^' 
Piifi し' ayojana〔raUha〕 〔地方〕 パンチ ヤヨ— ヂ 

ャナ 〔ラ ッ タ〕 
panca  yodhajiva  士 

panca  vodhajlvupama  puggala 五の 威士 P さ S 人 
panca  rajani 五 塵 = 五 境 

panca  ratanani 五寶 〔象， 馬， 摩 尼， 女， I ふ 上〕 

Panca-rajaka 五王 早 Cv  49,  00 

panca  raja-kakudha-bhandani 五 種の 王の 標喊 

Panca-rajano  〔經〕 五 王 S  3 12 

panca  rukkhamOlika 五の 樹下 膝- 

pancavagga-karana  :/£ 衆 可 作 

pancavagga-DhiKkhusamgha     比 — 1に 僧 {/jll  1  /j.l'fi 

僧伽の 一〕 
panca-vaggiKa  7l 品 
panca-vaggiya  ijTf 

panca-vaj^giya  bhikkhu フ し比 [に， .フ1.群丄七1.に 
CKondanna,  Bhaddiya,  Vappa,  Mahanama, 
Assaji J 

panca  vaddhl 五增長 〔信， 戒， 聞， 捨， 慧〕 
pancavanna-paduma  Tf. 種の iilL 華 Cpundarlka, 

uppala,  paduma,  kumuda,  kamala J 
panca-vanna-piti 五 種の 喜悅， 五 種の 歡喜 


Panca 


panca-vanna-haiiisa 五 種の ま 鳴, 蕩 

panca  vanna 五色 〔靑， 黄， 赤， 黑， 白〕 

panca  vasua  2l 自? i: 

panca  vasiyo 五 自在 〔轉 向， 入定， ^^定， 出 

定， 觀察〕 
panca  vassa-satam  年 
panca-vifinana  Ils^ 

Pancavinnana-samafigissa-magga-katha  jxM. 

具足 者-道 論 KV 10  3 
Panca  vinnana  kusala  pi  akusala  pi ti  katha 

五識善 不善 論 KV 10  4 
Pancavinnana  sabhoga  ti  katha 五 識有觀 念 論 

KV 10  5 

pancavidha-paduma=:pancavcinna-paduma  Jx 
種の 蓮華 

pancavidha-bandhana 五 種 縛， 五 種の 縛， 五 

縛， 五 種 連， 五 種の 梏桎 
pancaviaha-balani 五 種の 力 
pancaviaha-samvara 五 種の 律儀 
pancavidha  piti Zl 種の 

pancavidha  vimutti 五 種解脫 〔彼 分， 鎭伏， 

正斷， 安息， 遠 離〕 
pancavidhena  rupakkhandho 五 植色 la 
pane  avid  he  na  rupa-siuij^aho  2l 種色聚 
panca  vinita-vatthuni 五 種の 修習事 
panca  vimuttayati^nani 五 解 t^J; 處 
panca  vimutti-paripacaniya  sanna  iLM^^f^PS 

想 〔無常 想， 無常 苦 想， 苦 無我 想， 斷想， 離 

貪 想〕 
panca  viraga 五 離 頁 
panca  viveka 五 離 
panca  visuddhiyo 五淸?：^- 
Pancavihara  〔地名〕 パンチ ャヸ ハーラ 
pancavisati  acariyaguna 阿闍 梨の 二十 五德 
pancavisati  guna  二十 Til 德 〔阿 闍 梨の〕 
Dancavisati  samadhissa  samaclhittha  二十 五の 

定の義 

panca  vejja-kulani 五家の 醫# 
panca-veda  2l 吹陀 
panca  vedana 五受， 五 種受 
Pancaverarii 〔經〕 五禁 S  37 14 


Paiicaverabhaya  〔經〕 五罪畏 S 12  41， 42 
panca  vera 五 五 破戒 
pancavokara  onava 五 fife 有 
panca  vossagga  Zl 賅括 

panca  vyasanani 五 損失， 五齊 失， 五 不幸 し 親 

屬， 財， 病， 戒， 見〕 
paiica  sanga  5l 著 
panca  sanna  2l,xO 
Pancasata  〔地方〕 パンチ ャサタ 
panca-satika 五 百 〔結集〕， 五 百 〔集 法〕 = 第一 

結集 

Pancasatikakkhandhaka 五 百 〔結集〕 犍度 V  2 
b 11 

Pancasatikasangitikkhandhaka    Zl ifl 人 結集 犍 

度 部〜 前項 
Pancasattati  〔殿〕 パンチ ャサッ タティ 
pancasattatika 七十 Zl 事 

pancasattati  sekhiya 七十 五學 法， 七十 五衆學 

panca  sattharo 五師， 五 種の 師 

panca  sampada 五成 就， 五圓足 〔親族， 財， 

無病， 戒， 見〕 
panca  salla 五箭 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見〕 
pancasanassi-lokadhatu 五 千 世界 
Paticasala  〔村〕 パンチ ャサ— ラ， 五 葦 
panca  sikkhapadani 五 學處, 五戒 
Panca-sikkhapadani  〔經〕 五學處 S 14  25 
Pancasikha ① 〔犍闥 婆 子， 樂神〕 パンチ ヤシ 

力， 般遮 翼， 般闍 尸呵， 五髻， 五 頂， 五結② 

〔經〕 五 結 S  35 119 
Panca-siki  〔經〕 五戒 S  37  24 
Pancasilasamadaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 パンチ 

ヤシ 一 ラサ マーダー ニヤ Ap  3  24 
panca  silani 五％= 五學處 
panca  suddhavasa 五淨居 〔無 煩， 無熱， 善 現， 

善 見， 阿^50膩吒〕 
panca  sekha-balani 有 學の五 力， 五の 有學カ 
panca  sosanika 五の 塚 間 坐 者 
panca  hattha 五 手 

Pancahatthiya    〔比丘の 譬喩 經〕 パン チヤ ハツ 

ティ ャ Ap  3  45， 184 
piincabhmna-nana 五! |1* 通智 


(245) 


Panca 


Pancayatanakeimma-nibbatta-panlio 五 某所 

生の 問 Mil  2  〔4〕  3 
Pancala  (I)=Uttara-pancala  〔國， 十六 大國の 

一〕 バン チヤ— ラ， 般 遮羅， 般 闍羅， 槃闍梨 

② 〔王〕 パン チヤ— ラ， 般閣羅 （D  〔經〕 般閣 

羅健 A  9  42 

Pancala-canda ① 〔天子〕 パンチ ヤーラチ ヤン 
ダ、, 般閻羅 陀， 般闍羅 健 ② 〔夜叉〕 ハンチ 
ヤーラチ ヤン ダ， 般闍羅 健， 般閣羅 ち' H 陀 ③ 
〔司祭〕 バン チヤ— ラ チャン ダ、 ④ 〔婆羅門 子〕 
ハン チヤ一 ラ チャンダ、 ©  〔王子〕 パ ン チヤ一 
ラ チャンダ ⑥ 〔經〕 般闍羅 W 陀 S  2  7 

Piincala-candi し 王女〕 パンチ ヤーラチ ヤン デ- 
ィ  一 

Pancala-vagga 般闍羅 健 品 A  9  42〜51 
Pancali ① 〔昆舍 法 比丘の 母〕 パン チヤ— リー， 

半閣羅 ② 〔王妃〕 パン チヤ— リ—， 槃遮梨 
pancavudha 五 種の 武器， 五の 武器， 五 武器 

〔劍， 槍， 戰斧， 弓， 盾〕 
Pancavudha  〔太子， 佛の 前生〕 五 武器 
Pancavudha-jataka パン チヤ一 ヴダ、 • チ* ャ一タ 

力， 五 武器 太子 本 生物 語 J  55 
pane   indriyani 五拫 
Pancimani  indriyani  〔經〕 五 根 
Pancuddha  C 國〕 パンチ ュ ッ ダ 
pane   uddhambhagiyani  samyojanani  TO: 分 

結， 五 順 上 分 結 〔色 貪， 無色 貪， 慢， 掉擧， 

無明〕 

pane'  upadanakkhandha 五 取 |fe 
pancupadanakkhandha  dukkha 五取蕴 苦, 五 

取蕴は 苦な り， 五 取 蕴の苦 
pancupadanakkhandhe  catuparivattam 五 収 

蕴 の四轉 

Pancuposatna-jataka  ノくン チュー ボー サタ • チ 

ヤー タカ， 五^ 布 薩會本 生物 語 J  490 
pancogha 五:^ 流 

pane  orambhagiyani  samyoianani iLl "分 結， 
五 順 下 分 結 〔有 身 見， 疑, 戒禁 取， 欲 貪， 瞋恚〕 
pafijarSgeha  ノ^ ^ンチ 'ャ ラー ケー ノ、， 籠 堂 
Panjali  〔山〕 パンチ' ャ リ 
panna  ti' 者 


pannakkhandlui— pannakkhandha 慧組, ， き 余 
pannalta 所 制 
pannattanuyoga 施設 問 

pannatti=pannatti 施設， 制， 所 制， 制 成， 制 

定， 結成， 敎示， 槪念， 名義， 假名， 假法， 

假設， 符牒， 記述 法， 表 * 智 * 
Pannatti,  Pannatti-vada  〔部 派〕 說假 
pannatti  dhamma 假法， 施設 法 
pannatti-patha 施設 近， 施設の 道， 施設 路 
pannatti-patha  dhamma 施設 道 法 
pannatti  paramatthiya 第一義の 施設 
panfiatti-bala 施設 力 
Pannatti-vagga 制戒品 V  3 19,  4 
Pannatti-vara 施設 分 
Pannattivara-vannana 她設 分之釋 
pannavant=pannavant 具-き， 具 急 ^"^'， 急ぜる 
慧 あり， 慧を 具へ， 有慧， 持 慧若， 有 も" 

お， 智慧お， 智慧ぁる？^， 智慧 を 具す， 智^, 

智 ある 者， 智を 具す， 怜刑 
Pannava  〔經〕 有慧 S  46  45 
panna 慧， 般若， 智慧 
Panna  〔經〕 慧 S  56  63  ；  A  8  2  ；  9  25 
panna-katha 慧論， 智慧の 話 〔十 論 事の 一〕 
Dannakkhanaha=pannakkhandha 慧蕴， 慧聚 
panna-gandha 慧せ 
panfia-cakkhu 慧 |R， 智眼 
panna-carita  MiJif 

Panna-jataKa— Paniya-jataka ハン ニヤ  一 • ナ 

ヤー タカ 
pannana 標識， 標相 
panna-teja 慧 威力 
panna-dasaka 惹十年 
panna-dhana き Jt 

pannadhitthana 想 住 處， 慧處 〔四 の 一〕 
Pannanirujjhana-panho  H 消滅の 問 Mil 2  〔2〕  3 
panna-patilabha  If, き, 瘦得 
pannapanato  pannatti 》ぉ設 せし むる 她設 
pannapana 施設 〔六 種； 蕴， 處， 界， 諦， 根， 
人〕 

panna-pannani , 着-を 失 v« ^事 
panna-paramigata  ^通達 


Patikamma 


panna-parami,  paniia-paraniita 智慧 波羅蜜， 

般若 波羅蜜， 最上の 智慧 〔十 波羅蜜の 一〕 
pannaplyatta  pannatti 施設 せらる る 施設 
panna-bala 慧カ， 智慧の 力 
panna-bahulla 慧の 多多 
pannabba 慧の光 

panna-bhavana  ，修， 慧修習 〔三修 の 一〕 
Pannabhavananistimsa-niddesa 慧修 習の 功 f 惠 

の解釋 VM  23 
Pannabhumi-niddesa 慧 地の 解釋 VM 17 
panna-mahatta 慧の W 大 
pannaya  dubballkaranam 意, 
Pannaya  patitthana-panho 惹の所 住の 問 Mil 

2  〔6〕  8  ；  2  〔7〕 16 
pannaya  bhumi 慧の地 

pannaya  suparicito 慧を 以て 善く 積 習せられ た 
る 

panna-rcitana 慧 * 

Pafinalakkhana-panho 慧の特 相の 問 Mil 2  〔1〕 
14 

Panna-vagga き 品 Pts  3 
pannavacara 智き界 

pannavant=pannavant 慧 有る 者， #;S> り 
panna-vimutta 慧 解脫， 慧解脫 者 
Panna-vimutta  〔經〕 慧解脫 者 A  9  44 
panna-vimutti 慧 解脫， 慧解脫 者 
Dannavimutti-phala  rf: 解阮果 
panna-vivaddha-kusala 慧解晚 善 巧 
panna-visuddhi  pansuddhi-padhanivangam 

慧淸淨 淸淨勤 支 〔九 淸淨勤 支の 一〕 
panna-vuddhi 智慧 增長， 慧の得 
pannavudha 慧仗 に" £ 仗の 一」 
panna-vepulla 慧 廣大， 智慧 廣大 
Panfiasaka 五十 品 S  35  53〜103, 104—154, 

155〜207 
panna-sacchikaraniya  ："!^ 應證 
panna-sattha 般若の 劍 

Pannasa-nipata 五十 集 〔長老 經〕 Thag 

1091 〜 1145 
panna-sampatti 慧成 就 

panna-sampada 慧 具足， 慧圓 足， 慧 成就， 智 


慧 成就 

pannasampada-katha 慧 成就の 稱說 
panna-sampanna 慧 具足， 慧 具足 者 
pannindriya  ； #； 恨 

pannuttara 慧を增 上と 爲す， 慧を 最上と 爲す 
pannuttara 最上 慧， 最上の 慧 
panharii  pucchati 質問す 
panha-puccha 質問 

Panhamba-malakattha 菴羅 〔樹〕 問答 道場 
Panha-vara 問 分 
Panhavara-vannana 間 分 之 
Panhavarassa  anuloma-ganana 問 分の I 須し 4j 
數 

Panhavarassa  anuloma-paccaniyo 問 分の 順逆 
C 答〕 數 

Panhavarassa  paccaniya-udclharo 『口] 分の 逆 
出 

Panhavarassa  paccaiiiya-ganana  r 口， 分の i^〔^〕 
數 

Panhavarassa    paccamvanulomo 問 分の: SljK 

〔答〕 數 

Panhavarassa  vibhango 問 分の 分別 
panha-vlmamsaka 審半 IM. 
panha-vyakarana     問 〔四 種 J 
panha 質問， 問 
Panhapucchaka 問 分 
pata 外衣 
pataka 綿布 

patatantuka パタク ン トゥカ一， 布絲の 如き 蟲 

patala 白內障 

patalika 羊毛 布 

patavasini 衣 物 得婦 

patahara 大鼓 

pataka 法幢 

Patacara  〔尼 乾 子， 尼， 持 律 第一〕 パター チヤ 
—ラー， 波吒- 左囉， 波羅 遮那， 鉢吒 左螺， 反 
行 〔譬喩 經〕 Ap  4  20 

Patikacceva-vayamakarana-panho 豫め精 M を 
なすの 問 Mil 2  〔4〕  5 

patikaddhana 推 

patikamma  Q 返 論， 反, 救 論 ② 懺悔 


Patikaroti 


patikaroti 懺悔す 
patika 白氈， 白き 羊毛 布 
patikujjhati 忿 り 返す 
patikuttaka  〔鳥〕 ハ テイク ッ タカ 
patiku]a=patikkula 厭 逆， 厭 忌， 有 厭， 違 逆 
patikulata 厭 逆 性 〔五 種〕 
patikula-manasikara 厭 逆 作意 
patikulamanasikara-kammatthana 駄迎 作, g 、耒 

patikula-manasikara-pabba 厭 逆 作意 
patikula-sanna=patikkula-sanna 厭 忌; iS， 厭 

逆 想， 違 逆 想， 有 厭 想 
patikkama  jjfcjciii 

patikkamana パテ イツ カマナ 堂， 分 S£ 堂 
patikkamana-sala 傲 侮 堂 

patikkula=patikula 有 厭， 厭 逆， 厭 忌， 違 逆 
Patikkala  〔經〕 違 逆 S  46  69 
paiikkula-sanna=patiKula-sanna        逆 想， 厭 

逆 想， lfi)i 忌 想， 有 厭 想 
patikkula-sannin 有 厭 想， 厭 逆 想， 厭 忌 想， 違 

逆 想， 不快の 想 〔行〕 
patikkosa  IM 責 
patikkhepa 制 拒 
patigadha  「ぁ 賴 
patig リ jha 大驚 

patiggaha ① 領受， 捉受 ② 容器， 指韜 
patiggaha-manda 受 #f%l 醐 
patiggahita-paribhoga 受用物 〔四 種〕 
patiggahaka 受荇， 受納 人 

patigha ① 11, mm, 瞬 恨， 恚， 患 逆， 感動 * 

(D 障礙 

patigha-nimitta 瞩相， ， 害 、相， 違 相 
patigha-sanna 有對 想， 對礙想 
patigha-sannojana 瞋結, 結 
patigha-sampayutta-citta  Rji ま; 个 fllfe'll、 
patigha-samphassa ① 有對 身 'P 了 ^3 ② IIH 觸 *, 

patighata 防禦 

patighanusaya 隨隨 眠， 瞋ま隨 眠， 恚隨眠 〔七 

隨 眠の 一〕 
oaticodeti 擧 罪す 


paticca  ^.^B* 
Paticca-vara 相鎵分 

paticcasamuppanna 緣生， 緣 Id 生， ；！? ^所 生, 

緣起所 生， 緣起 
paticcasamuppanna  dhamma 緣 ビ 生 法, 鎵生 

の 法 

paticcasamuDpanna-vinnana 緣 生の 識 
paticca-samuppada 緣起， 緣 起の 法 
pauccasamuppada-afiga 緣/ k. 
PaticcasamupDada-katha 緣起 jiifi  K     o  2 
pauccasamuppada-Kusala 緣起善 巧 
paticcasamuppada-kusalata 緣起善 巧 
paticcasamuppada-naya 緣起法 
Paticcasamuppada-niddesa 緣 起の 解釋 VM 17 
paticchannci 覆藏， —覆 蔽， 屛處， 屛 覆處， 被覆 

物， 隱 覆， 身 を 覆 ふ 
paticchanna-kamma 覆藏翔 磨， 隱覆業 
paticchanniiC-kilomakaj 稷 〔膜〕 
paticchanna-jara 隱 密の老 
paticchanna-parivasa 覆 威 別 f 1; 
paticchaniici-parissaya 隱 密の危 險， 隠密の 危難 
paticchanna-manatta  '(ilM ザ 那 
Paticchara  〔尼〕 パティ ツチ ヤヲ— 
])aticchaclaniya 肉/卜, 肉 味 
paticchadi 被覆 物， M 藏す 
paticchadeti 覆藏 す， 被 S す 
Patijagga  〔傳 。 轉輪 王〕 パティ ヂ ャッガ 
patinna   [^言 治， fl 言， 稱 〔七 滅 諍の 一〕 
patinnaUi    |'1 言 治 〔如法と 爿 :- 法〕 
piitinnata-karana     言 治， |U 言 を なすこと， 自 

I 臼 〔七 滅靜の 一〕 
patideseti 饿 侮す 
patinivasana  MW> 
patinissagga 捨遣， 定棄， 捨離， 棄 
Patinissagga  〔經〕 定ォ」 A  8  〔附〕 
patinissagganupassana 捨 遣觀， 拾遺 隨觀， 定 

棄觀 

patinissattha 離! おと 
patipakkha 對 占 
Ijatipattantaradhana 行 道隱; ^炎 
patipatti 行， 行 道， 道行 


Patilln; 


Patipatti  〔經〕 行 S  45  31 
patipattikkama 行 道の 順序 
patipatti-cariya  '-fTiElfT 
Patipatti-vagga 行 品 S  45  31 〜 138 
patipatti-sasana イ了 退の 敎 
patipada 道， 行 道， 向 道， 道 跡， 行， 聖道， 
所行， 通行 

Patipada ① 〔經〕 道 跡 S 12  3 ② 〔經〕 近 S 

22  44  ；  45  23,  24 ；  52 17 
patipada-nanaaassana-visudclhi 行 道 智見淸 爭， 

方途 知見 淸淨 〔七 淸淨の 一〕 
Patipada-nanadassana-visuddhi-niddesa     'ィ了 道 

智 見淸淨 の解釋 VM  21 
panpada-nanadassana-visuddni  parisuddhi- 

padhaniyangam 行 知見 淸淨淸 淨勤支 〔九 淸 

淨勤 支の 一〕 
Patipadadosa-panho 行 道の 過の 問 Mil 4  〔6〕 1 
patipadanuttariya 道 無上， 行 無上 〔三 無上の 

一〕 

panpadaya  nanam 這跡智 

Patipada-vagga 行 品 A  4 161 〜 170 

patipada-visuddhi 行 道の 淸淨 

Patipanna ① 〔經〕 行者 S  45  32 ② 〔經〕 向 

S  48 18 
patipannaka  [四 l|nj 

patipassaddhi-pansuddhi-slla    ih 滅 淸淨戒 ， 安 

息 遍淨戒 
patipassaddhippahana 止斷 
patipassaddhi-visuddhi 止滅 淸淨， 安息 淸淨 
patipassaddhi-sufina  ikMS 
patipati 順番 
patipilana 抱 下す 
patipucchati 質問す 

patipuccha ① 反問， 反 詰②〜 paripuccha 質問 
patipuccha-vyakaranlya-panha 反 詰 記 問， 應 

反 詰 記 問， 反問に よ り て 解答せ ら るべ き 問 

〔四 記 問の 一〕 
patippasambhetabba-attnarasaka 角 平くべき 十 

八 事 V  2  b 1， 11 

parippassaddha 安息 

patippassaddhiparisuddhi-sila 安, 窗、 淨戒， 止 

( 


滅 淸淨戒 

patippassaddhi-vimutti 寂靜解 fjfc 安息 解脫 
patippassaddhi-viveka 止 離 
patippharati 敵對す 
patibaddha-citta 染心， 染著 心， 著 念 
panbala  ^ 能 
patibbata 貞淑なる 妻 
Patibbata-vimana 貪 淑女 天宮 Vv 11 
patibhaya 怖畏 [.き， 恐怖 ある， 恐怖 
patibhaga-nimitta 似 相 
patibhati 辯才に 上る 

patibhana 辯才， 辯， 應辯， 無 凝 辯， 妙 辯， 頓 

才， 奇智 
patil)hana-kavi 辯(^:$人 

Patibhana-kuta パティ パーナ クー タ， 辯才峰 
patibhana-citta 男女 ^；；! 會像， 戲畫 
patibhana-ahamma 顯出せ る 法 
patibhana-nanatte  panna 辯の 種種相の 慧 
patibhana-patisambhida 辯無礙 解， 應辯無 凝 

解 〔四 無礙 解の 一〕 
patibhana-patisambhide  nanam     ギ無 ま解智 
patibhana-bahula 應辯を 具せ る 
patibhana-mada 辯 才懾， 應辯僑 
patibhanavant 應辯具 #， 辯 才#  〔三 稀〕 
patimalla 敵手の 角鬪士 
Patlma  〔精 舍〕 パティ マー， 佛像寺 
patima-ghara  〔佛〕 像 堂 
Patiyaloka  〔地名〕 パティ ヤー 口一 力 
patirajan 敵王 

patirupa 相稱， 相應 はしき， 像 似， 淨， 威儀 
Patirupa  〔經〕 相應 はしき， 相稱 S  4 14 
Patirupa-katha 像 似 論 KV  23  4 
patirupa-desa-vasa 中國 なこ '住し 
patilabha-chanda 獲得 欲 
patilabha-pannatti 獲得 施設 
patilabha-bhavana 獲得 修習 
patilabha-bhumi 獲得 地 
patilabha-samannagata 獲得 具足 
patilabha-sunna 瘦侍空 
Patilabho  〔經〕 獲得 S  48 11 ； 55  59 
patihna 獨處， 無 滞 著 


Patillna 

patilina-cara 無 滞 著 行 
patiloma 逆觀 

patiloma-paticcasamuppada 逆の 縁起 
pativata 逆 風 
pativatarh 風に 逆 ひて 
pativiruddha 悲觀^^ 
pativisa=pativimsa  Q 己 分 
pativisesa も 別 諭 
pativedha 通達， 證悟 〔四 稀〕 
pativedha-gambhirata 通達 甚深 
pativedha-nana 通達 智 
pativedhattha 通達す る 義 
pativedha-sunna 通達 も 
patisaihvidita  了象吿 

patisankha-nana=patisankhanupassana-nana 
省察 智 

patisankhana 計數， 思擇， 簡擇， 擇， 思惟 
patisafikhana-bala 擇カ， 簡擇 力， 思擇 力， 思惟 力 
patisankhana-balan  ca  bhavana-balan  ca 思 

擇 力と 修習 力， 思惟 力と 修習カ 
patisankha-nirodha 擇威 
patisankhanupassana 省察 隨觀， 简擇觀 
patisankhanupassana-nana=patisankha-nana 

省察 隨觀智 

Patisankhara  〔傳 。 轉輪 干-〕 パティ サン 力— ラ 
patisanthara 承迎， 挨梭， 供费， 交友， ； 
patisantharaka 敬禮 〔者〕 
patisanthara-garavata 承迎の 尊敬 
patisandhi 結 生 
patisandhika 結 生き- 
patisandhi-kamma 結 生の;^ 
patisandhikkhana 結 生 刹那 
Patisandhigaha-panho 結 生の 問 Mil 2  〔1〕 6 
patisandhi-citta 結 生, し、 
patisandhi-bhava 結 生 有 
patisandhi-vinnana 結 生 
patisambhida 無 E 解， 無礙 辯， 解說 
Patisambhida=Patisambhida-magga  ノ 、アイケ 

ン ビダー， 波致參 毘陀， 無 礙解道 
Patisaml)hicla-katha 無；; 释 解；! 命 Pts  2  6  ；  KV  5  5 
Patisamljhida-magga ハ ティ サン ヒ タ 一 マツ 


ガ， 無礙解 道， 無礙 辯道經 〔小 部經の 一〕 

Khuddaka 12 
patisambhida-ratana 無 fe; 解寳 
Patisambhida-vibhanga 無 i 凝 解 分別 Vibh 15 
patisarana 歸依! 'fi， 歸依 所， 歸趣， 所 依 
patisallana,  patisallana 宴 坐， 宴默， 禪思三 Ilk, 

獨. 坐， 獨居， 獨想， 寂 想 
Patisallana  〔經〕 獨想 S  35 100 
Patisallana  〔經〕 宴默 S  22  6  ；  56  2 
patisalllna 宴 坐せ る， 禪思， 靜處， 獨居 
patisallekhita 儉約者 
patisameti 牧藏 す 

patisaraniya 下意， 應乞 容赦  • 
pausaramya-kamma  ノヽ アイ サーラ ニヤ カンマ, 

下意 報 磨， 應乞 容赦 所作， 遮不至 白衣 家羯磨 
pansaraniyakammamhi  attharasa-vattam 卜 く 

謁磨 十八 事 V  2  b 1， 21 
Patisaraniya  〔經〕 下意 A  8  89 
patisura 敵士 
patisena 敵皁 
patisenika 敵對^^' 
patisevati 受用す 
patisevana 受用， 用 
patisota-gamin     流 fr 
patisotagami  puggalo 逆流 行人 
patisseneti 還り 擧る 
patihannati 嬈 [^1 す 
patola  〔藥用 核 物〕 パト— ラ 
patta タ 一パン 
pattana 貿 場 
Patti  〔ダ、 ミ ラ人〕 パッ ティ 
pattunna 毛織物 
patthapana  k£  、f. 
patthana 鉢 多那， 發趣 
Patthana パッ ターナ， 發趣論 〔七 論の 一〕 

Abhidhamma  7 
pathama-aniyata 第一 刁ヽ疋 
pathama  kappika 初 劫 あ 劫 初 者 
Pathama-cetiya  〔塔 廟〕 第一 支 帝耶， 第一 靈祠 
pathamajjhana 辆 -側 慮， "'ト '脾 定 
pathamaijhanarh  samapanno  WWAAEtl' 
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Pandarasa 


pathama-dhammasangiti=pathama-sangiti 第 

一 結集 Mv  3~Dv  4  ；  VA  2 
pathama-patihariya 初 神 變 V  2  a 1, 15 
pathama-parajika 第一 波羅夷 = 不淨戒 
pathamaparajika-samutthana 第一 波 維 5^ 等 起 
pathama-bhanavara  '； f ト翻 品， 初 湖 品 
pathama-magga 初 道 = 須陀西 道 
pathamamagga-nana 初 i^f? 
pathama-mahasangiti=pathama-sanglti  '^i'^ 

大 合誦， 第 一大 結集 

pathama  yama 初夜， 初夜 分， 初更， 初 分 

Pathama-vagga=Pathama-vagga 初 品 

pathama-samgaha=pathana-sangui 最 157 の 結 

隹 
不 

pathama-sarhghadisesa 第一 儈^ = 出精戒 
pathama-sanglti=pathama-dhammasanglti, 

pathama-mahasangiti 第一 合誦， 第一 結集 
Pathama-suddhiya  〔經〕 初淸淨 
pathama  bhumi 初 地 
pathavi-kampa 地震 

pathavi-kaya=pathavl-ka3'a 地 ：3% 地界 〔七 

の 一〕 

Pathavidundubhl  〔傳 。 轉輪 王〕 パタヸ ドウ ン 
ドウ ビー 

pathavi-mandala'^puthuvi-mandala 地曼陀 fe 
pathavilekhupama 地に 書く 喩， 地刻喩 
pathavi-sanna 地お、 
pathavisannm 地 想 [ #J 

pathavl=pathavl パタヸ 一， 地， 大地， 地球， 

場 

Pathavl  kammavipaka-katha 地 業 異熟論 KV 
7  7 

pathavi-kasina 地 遍 〔十 遍處の 一〕 
Pathavikasina-niddesa 地 の解釋 VM  4 
Dathavikasina-bhavana 地遍修 習 
pathavikasina  samapatti 地 遍定， 地 遍等至 
pathavi-kaya=pathavi-kaya 地界， 地 身 
pathavijaya-manta 世界 降伏 祌 PJS 
pathavl-dhatu 地界 

Pathavidhatu  sanidassana  ti adi-katha 地界 
有 見 等 論 KV  6  8 


pathavilekhupama  puggala 地 刻喩人 
Pathavlsantharaka-panho  i 也の 住 立の 「。1 Mil  2 
〔4〕  7 

pathavisama-bhavana 地の 如き 修 TT 
Padavi  〔地名〕 パダ、 —ギ— 
panaka パ ナカ， 水草 

panava 鑼， 銅 鼓， 鐃錄， 細腰 鼓， 小 鼓， 打 耰 
panava-sadda 細腰 鼓聲 
panameti 擯 出す 
panidahati 欲 'し を 持して 
panidhaya  bhavana 繫念修 習 
panidhi 願， 誓願 
paijiya 商品 
Paniva  〔地名〕 パニヴ 
Panivakkotta  〔地名〕 パニ ヴコ ッ タ 
Panihita-acchanna-vagga 向と' うま 賈 との 品 A 
1 5 

panlta 妙， 勝， 勝 妙， 極 妙， 殊妙， 妙 善， 優 

勝， 美妙 
Panitaih  〔經〕 極 妙 S  43  26 
panltagami-magga 極 妙に 達する の 道 
Panltataram  〔經〕 妙 勝 S  29  2 
panlta  dhamma 妙法， き 法 
panita-bhojana 勝 妙の 食， 美味の 食 
panltaC-samadhi J 勝に 定〕 
panltaCsllaj 勝 匸戒」 
paiji ほ dhatu 勝界， 妙界 〔三界の 一〕 
panitadhimutta 勝 意向 〔者〕， 勝 勝 解^ 
pamtadhimuttata-panna 妙 勝 解の 慧 
Panda  〔池〕 パンダ、 
pandaka 黄 門， 半擇迦 
Pandaka ① 〔比〕 パンダ 力 ② 〔夜叉〕 
pandaka-gocara 半擇 i!! [！に 親近 
Pandara  〔龍王〕 パン ダラ 
Pandaraka ① 〔象 王〕 パン ダラ 力 ② 〔山〕 
pandara-ketu  |=| 腐 

pandarafiga パンダ、 ランガ， 畔郞 具， 塗 灰 〔外〕 
pandara-chatta 白 傘 

Pandara-jataka パンダ、 ラ • ギヤ一 タカ， パン 

ダラ 龍王 本 生物 語 J  518 
Pandarasa-gotta パンダ、 ラサ 姓 
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Pandava 


Pandava ① 〔山〕 パンダ 、ヴ， 般荼 婆， 槃荼 婆， 

白善② 〔馬〕 パンダ 、ヴ 
Pandava-pabbata 白 善 山， 般荼婆 山， 槃荼婆 山 
Pandavapi  〔精 舍〕 パンダ、 ヴ一 ピー 
Pandavavana  〔園〕 パンダ、 ヴ 一 林 
pandicca 聰明 

pandita 賢者つ 賢人， 賢 能， 賢智， 賢明， 博學， 

人， ぞ? 有1'ャ/^ 
Pandita ① 〔人〕 賢人 ② 〔童子〕 智賢 
Pandita-kumaraka パン アイ タク マ一 ラカ， l|j さ、 
明 童子 

pandita-codaka 有 知 呵責 あ- 

pandita  thera 智者 上座 

pandita  dhamma 賢 法 

Pandita-panha 智慧 問答 

pandita-puggala 有智人 

pandita-bhumi 賢き 地 

pandita  mahapanna 賢人 大慧者 

pandita-lakkhana 賢 相 

Pandita-vagga 賢 品 Dhp  6  vv  76〜89 

pandita-vada 賢教の 論， 論に 巧なる 

Pandimandala    〔タラ ミ 人」 ノ ミン ティ マンタ ラ 

Pandiya   〔ダ' ミ ラ人〕 パンディ ャ 

Pandiyandara     〔 タ、、 ミ ラ人〕 パンディ ャ一 ン タ、、 

Pandu  (D=Panduvasa  〔王〕 パン ドウ ② 〔釋 

種 七:〕 (e;=Vikkamapandu  〔王〕 ④ 〔族〕 © 

〔國〕 ®  〔池〕 
Panduka ① 〔六 群 比丘の 一人〕 パン ドウ 力， 

盤 半 aZ  (D=Pandukabhaya  〔王子， 王〕 

ハン ドウ 力， 半特陀 
Pai?(^u〔ka〕 〔ダ、 ミラ 人， 王〕 パン ドウ 〔力〕 
Pandukanna  〔輕 業師〕 パン ドウ カンナ， 耳 
pandu-kambala 黄 毛布， 黄視， 黄色の 毛布， 

黄 布， 调 葉氈， 無始 白 * 紅毛 * 
pandukambala-sila 黄色 石， 黄色の 毛布に 包ま 

れた 石， 無垢 白 石， 紅毛 石 
pandukambalasilasana 赤 黄の ％ 能 色 をした 石 

座， 黄色の 毛布に 包まれた 石の 座， 黄 布に 覆 

はれた 座 石， 無始 白 石 座， 紅毛 石 座， 黄色 石 

座 


Pandukabhava=Pandu し 王〕 ハン ドウ 力一 パ 
ャ 

Pandunadukottana    〔地名〕 パンド ゥナ一 ドウ 

コッ ターナ 
pandu-palasa 枯葉 

pandupalaso  l)andhana  pamulto   〔ス？卞喻」 黄葉 

離 幹 

Pandu-putta  〔外〕 パン ドウ 子 
pandu-mattika 黄 土 

Pandurattha-vijaya   〔章〕 パン ドウ 國に於 ('ナ る 

勝禾 IJ  Cv  77 
Panduraja し タ、、 ミ ラ 人〕 ノ ミント ゥラ一 チヤ 
pandu-roga お直 
pandu-rogin 黄痕 リ 
Pandula ① 〔婆〕 パンドゥラ ② 〔村〕 
Panduvasa=Pancluvasacleva  ハン 卜ゥヮ 

ーサ 

Panduvasadeva,  Panduvasucleva=Panduvasa 
〔王〕 パン ドウ ヴサ ーデ一 ヴ， パン ドウ ヴ一 
スデ— ヴ， 半 頭 婆 修提婆 
Panduvijaya    〔村〕 パン ドウ ヸヂ ャ ャ 
panna 只 葉， 葉， 手紙 

panna-kuti 木の葉の 家， 木の葉の 小 g， 木の 

葉葺 きの 小 尾:， 草屋， 柴の 巷， 茅屋 
panna-chatta 葉 傘， 葉 蓋 
panna-chadana 葉 m 

pannatti=pannatti 假名， 施設， 槪念， 槪念的 ， 
假法， 記述 法， 符牒， 名義， 敎示 

pannatti-vajja 制定 罪 

Pannatti-vada=Pannatti  〔部 派〕 說假 

Pannadayaka  〔比丘の 臂 喩經〕 パンナ ダーャ 力 
Ap  3  258,  281 

Pannadayaka-vagga  ノく ンナタ ーャカ ん', Ap  3 
281〜290 

Pannabhattaka  〔村〕 パンナ パッ タカ 
panna-bhisi 樹 葉臥褥 
panna-bhesajja 葉藥 

Pannavallakabhuta   〔精 舍〕 パンナ ヴッラ 力 ブ 

一 タ 

panna-santhara 葉 座， 〔落〕 葉 座 
Pannasalaka  〔村〕 パン ナサ一 ラカ 

) 


Padatthana 


Pannasaka 五十 經 

Pannasakasangahita-vagga 五十 所 不攝品 
Pannasa-nipata 第 十八 篇 〔本 生經〕 J  526〜528 
pannika 靑 物屋， 靑物 商， 八 7T 厗： 
PanniKa-iataka パンニ 力 • チヤ一 タカ， / 乂 7]" 

屋本 生物 語 J 102 
panhikatthi 躍 骨 
pataiiga 膨ゃ 

Pa ほ pa  〔王〕 パ ターパ， 照曜 
Pa ほ pana  〔地獄〕 パター パナ， 極 熟， 大 焦熱 
Patikolamba    〔料 ュ；リ. 人〕 ハテ て コ一 ランパ 
patittha 渡 場 

patittha 依 止， 依 所， 根據， 足場 
Patitthana   〔阿羅 迦の 都〕 パテ イツ ターナ， 波 
底吒那 

Patittharattha    〔/州〕 パティ ッ ター ラッ タ=ラ 

—ヂャ ラッタ 
patitthita 安住 處 
Patitthita  〔經〕 依 止 S  48  56 
patoda 刺 針， 刺 輪， 鞭 
patodaka 櫟る 
patoda-latthi 笞杖 

patta ①パ ッタ， f 本， 器 ②翼③ 葉 ④ 所得 

Patta  〔經〕 鉢 S  4 16  ；  A  8  87 

pattarii  ukkujjati 覆 鉢 を 解く 

pattarii  nikkujjati 複鉢 

pattaka 鐵鉢 

patta-kandolika 

patta-gandha 葉 香 

patta-gahapaka 分 鉢 人， 受鉢人 

pattanga  〔花〕 パ ッ タ ンガ 

patta-civara 鉢 衣 

patta-thavika 鉢 袋， 鉢囊 

Pattadayaka   〔比丘の 臂 瑜 經〕 パ ッタダ 、—ャ 力 

Ap  3  246 
patta-nillehaka ま-水 を- 抵む 
patta-parihani 已得退 

Pattapasana  〔池〕 パッタ パーサー ナ， 葉 石 
patta-pinda 鉢 貪 

pattapindika 一 鉢 食お-， 乞食 行/^ * 
pattapindikanga 一 鉢: ^J<i 


pattapmdin~pattapindika 鉢 乞食 # 
pattapphala 葉果 
patta-mandala 鉢 量 
patta-malaka 鉢 屛 

patta-yogakkhema 程槃に 達せる もの 
patta-yogin 鉢瑜 f/jlli*t 
patta-rasa 葉 汁 
Pattali 芭蕉 
patta-lesa 鉢 似 

pattalodda  パ、" タロ ッ タ、、 

Patta-vagga 鉢 i5i", V 1 a  4，  21 〜ぶ） 
patta-vatti  ：牵 衣 
patta-vanijja 鉢 商 
pattamka 步兵隊 

pattalhaka ① 升 遊び， 树戲， 树 遊び， 玩具お | 

② 椋櫚の 葉の 尺 
patti  ®=pattika 步兵 ② 得 
pattika=patti 步 兵 
Patti-katha 得 論 KV 19  4 
patti-kaya 步軍， 步兵 衆， 歩 軍勢 
Pattipupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 パッ ティ プ ッ 

ピャ Ap  3  371 
patti-sadda 歩 5|£ 
patti  sen  a 步阜 
pattha  〔#ニ〕 パ ッ タ 
Patthandila  〔要塞〕 パッ タンディ ラ 
patthana 望， 希望， 烯望， 冀求， 誓 * 
Patthodanadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 パッ トー 

ダナ タ"— ャカ Ap  3  416 
Pathama-vagga=Pathama-vago;a    'お 一 mi， ^jt 

pathaviva  raja 世界 主 
pathavi=pathavi 地， 地球， 大地， 場 
Pathavi ① 〔天〕 地 ② 〔經〕 地 S 13  5,  6  ； 

15  2  ；  56  55,  56 
pathavm~padhavm 旅行 #,  ！ j'( 《入 
pada ① 足跡， 足迹 ② 句， 語法 
PacUikusalamanavti-iataka  ノくタ 、、クサ ラマ 一 ナ 

ヴ • ヂ ヤー タカ， 足跡 善 知 童子 本 生物 語 J  432 
padakkhina 右 逸 
padatthana 足齒， 直接 W 
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Pada-nikkhepa 


pada-nikkhepa 語接镜 
pada-parama 文句 爲最ぉ 

Padapujaka     〔比丘の 譬瑜 經〕 パ ダブ —チ' ャカ 

Ap  3 104 
pada-bhana 經 

padara ① 峽， 溪， 據隙 ② 床板 
padara-sakha 溪洞 

Padalanchana  〔尼 房〕 パダ、 ランチャ ナ 
Padavarasunnakanda   C 地名〕 ノミタ 、、ヮ —ラ フ、 ン 
ニヤ カン ダ、 

Padavikkamana  〔傳 。 轉輪 T-J パダヸ ッ カマナ 
pada-vibhatti 語 分別 
pada-vvanjana 文句 

Padasannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パダ、 サン ニヤ 力 
Ap  3  72 

pada-sandhi 句の 接癀 

pada-sna 踏 石 

padaso-dhamma 句 戒 

padasodhamma-samutthana  '"J 法 等 起 

padana 特質 

Padi  〔池〕 パディ 一 

padipa  'm 明， 燈火， 燈， 燃燈 

Padlpa-vimana 燈 火天宮 Vv  9 

padipeyya 燈光， 燈具， 燈燭， 燈明 

Padl〔ranha〕 〔地名〕 パディ —〔ラ ッ タ〕 

paduttha  citta 汚れた る， に、， 汚 心 

paduttha-mana-sankappa 害意， 附 惡の 思惟 

paduttha  lakkhana 姦 女の 相 

paduma パ ドウ マ， パ ドマ， l^ft!^,  I^SR*^, 
波頭 寧， 紅蓮， 紅蓮 華， 赤 蓮， 赤 蓮華， 赤 蓮 
花， 白蓮 華， 蓮， 蓮華 

Paduma ① 〔佛〕 パヅゥ マ， パ ドウ マ， 述苹 ：， 
鉢 頭^, 波頭!^ ② 〔辟〕 パ ドウ マ ③ 〔王， 
パヅゥ マ佛の 父〕 パヅゥ マ ④ 〔比， ダン マ 
ダ ッ シー佛 の 第一 弟子〕 パヅゥ マ， パ ドウ マ， 
蓮華 ⑤ 〔比， 五歲 にて 成 阿羅漢〕 鉢 頭き 〔臂 
喩經〕 Ap  3  59  ©  〔傳。 轉輪 王〕 $ 木 頭' f ⑦ 
〔王子， 王〕 パ ドウ マ， 蓮華， 鉢 頭^ ⑧ 〔レ 
—ヴ タ佛の 信士〕 パ ドウ マ ⑨ 〔山〕 パ ドウ 
マ ⑩ 〔宮殿〕 パ ドウ マ ®  〔浴 院〕 パ ドウ マ， 
m  ©  〔地獄〕 蓮華， 紅蓮 


padumaka=padmaka   〔樹〕 ノ 《卜 ゥマカ 
Padumakutagariya    〔比丘の 譬喩 經〕 パ ドウ マ 

ク 一 タ 一ガー リ ャ Ap  3  392 
Padumakesariya    〔比丘の',' ゃ喩 經〕 パ ドウ マケ 

一 サリャ Ap  3  301 
Padumakesariya-vagga パド、 ゥマケ 一サリ ャ品 

Ap  3  301〜310 
padumacchatta 連 華の 傘 

Padumacchadaniya   〔比丘の 譬喩 經〕 パ ドウ マ 

ツチ ャダ、 ニヤ Ap  3  46 
Paduma-jataka     '《卜 ゥマ • ギヤ一 タカ， 華 

本 生物 語 J  261 
Padumadhariya  〔比丘の 譬喩 經〕 パ ドウ マダー 

リャ Ap  3  517 
Paduma-niraya 紅蓮 地獄， 蓮華 地獄 
paduma-patta=padma-patta 錄頭攀 葉, 蓮 葉 
Paduma-puppha  or  Pundarika  〔經〕 紅蓮 (白 

蓮） S  9 14 

Padumapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 鉢 頭 華プッ 

ピャ Ap  3  90 
Padumapujaka   〔比 ほ の， 喩經〕 鉢 頭， プ―ヂ 

ャカ Ap  3 130 
paduma-byuha— paduma-vyuha      華 卓 
Padumabhasa  〔傅。 轉輪 干-〕 鉢 頭 ^バーサ 
Padumavati 〔入〕 ハ ドウ マヮ" ティ 一 
paduma-vyuha=paduma-byuha  j ^華-卓 
padumassa  ekaguno  ill 華の ー德 
Padumassara  〔0〕  ノ、 ト * ゥ マッサ ラ 
Paduma ① 〔尸 棄佛の 上足 尼〕 パ ドウ マー， パ 
ヅゥ マー ② 〔尼〕 パ ドウ マ一 ③ 〔ァ ノーマ 
ダ ッ シ ― 佛のィ 女〕 パドゥ マー ④ 〔ス ヂャ 
一 タ佛の f,l- 女〕 パ ドウ マ— ⑤ 〔プ ッ サ佛の 
信女〕 パ ドウ マー ⑥ 〔テ イツ サ佛の 母〕 パ 

ドウ マ—， パヅゥ マ—，; IK 華⑦ 〔燃燈 佛の菩 

薩 時代の 妃〕 パ ドウ マ—， 蓮華 ⑧ 〔夷〕 パ ド 
ゥ マ—， 波 曇 

padumini-patta 荷果 

padumini— padumi 紅蓮 華 池， 紅蓮 池， 紅蓮 

華の 池 林， 赤 蓮 池 
Padumissara  〔傳 。 轉皁命 千-〕 パ ド ゥ ミ ッサラ 
paclumi~padumim  池 


Pabbaja 


Padumukkhepa-vagga    ノミ ドウ ム ッ ケ —クミ 品 

Ap  3  261〜270 
padumuttara し 軒 ぼ J  ノ、 トウ ムッ タラ 
Padumuttara  (X)=Jala-uttama        J  ノ ミト ゥム 

ッ タラ， パ ダウ ムッ タラ， 蓮華 上， 最勝 白蓮， 

上 蓮華 ② 〔辟〕 パ ドウ ムッ タラ 
Padumuttara        。王女」 ノ、 トウ ムッ タラ一 
Pacle  〔經〕 足跡， 足迹 S  45 140  ；  48  54 
Padesa  〔經〕 一分 S  47  26  ；  51 5 
paclesa-karin 一力、 f 了 fv 
padesa-pannatti 限お 制 
paclesa-rajan 國王 
padesa-vassin 地方 的 降 I お 
padesa-vihare  nanam 分 f:i: の fl' 
padosa 瞋恚， 瞋， 瞋意， 瞋怒 
padmaka=padumaka  l,iID  ノヽ卜 ゥマカ 
padma-Datta=Daauma-patta  きの 葉 

padhana ① 勤， 勤行， 精勤， 精勸 @=pakali 

初 因， 自性 
padhana-ghara 勤 仃; ざ 

padhananga^paclhanivafiira  [[ifj  >4, 精勤" Pj 

行 支 〔五 種〕 
Padhanarakkha  〔お ^ 舍 J クミ ターナ ラッカ 
padhana-sankhara 勝 fr=Mife 
Padhana-sutta 精勤 經 Sn  3  2 
padhaniyanga^padhananga 精 堇 1厂 タ, 行卞. 

勤 支 〔7i: 種〕 
padhavm  ~  patha vm  7| 顺 I 
Panaya し 土 J  ノ 《 ナヤ 
PanayamSra  〔將 軍， 王〕 パ ナヤ マー ラ 
panasa  〔果， 樹〕 パ ナサ， 半 那娑， 半 娜娑， 波 

羅蜜， ハラ ミツ， パン 
Panasaphaladayaka  〔比丘の 臂 喻經〕 パ ナサ パ 

ラダ、 ーャカ Ap  3  385 
Panasabukka し 村〕 パナサ プッ 力 
Panasiva  〔タミ ラ 人」 ノ くナシ う， 
Panada ① 〔夜 父祌〕 バナー ダ、， 波那攄 ②ニ 

Mahapanada  〔王〕 バナー ダ， 鉢 赚寧邶 ③ 

〔王子〕 バナー ダ' 
panunna-paccekasacca 別別 の 歸- を 除 造 - 
panta 邊際， 邊境， 邊地， 僻陬， 邊陬 


panta  sayanasana=panta  senasana      地の 臥 

坐 所， 邊陬の 坐 臥， 僻陬の 獨居 
panta  senasana=panta  sayanasana 僻 販の獨 

居， 僻陬 獨 fr:- お， 邊陬の 坐 臥， 遷 地の 臥 坐 所 
Pantha=Panthaka  〔比〕 パ ン タ 
Panthaka  (I)=Pantha,  Culapanthaka  〔比」 パ 

ン タカ， 槃特， 半 託迦， iQ- 路， 路の 1^ '② 〔人〕 

旅惯 

pantha-sakuna  jjlJllR 祌 
panthika 旅お 〔衣〕 
Pandriya  〔ダミ ラ 人〕 パ ン ド ゥ リ ャ 
pannaga パン ナガ， 蛇， 伏 行お- 
Pannanjalika  〔比丘の， 喩經〕 パンナ ンヂャ リ 
力 Ap  3  83 

Pannattankotta  〔地名〕 ノ' ミン ナツ タ一 ンコ ッ タ 
pannaddhaja 幢を牧 めし #， 幡を 倒せり 
panna-bhara 重荷 を 下せし 人， 荷 を 下せる キゃ， 

擔を 卸せり 
pannarasika 十五 日 自恣， 十五 日布薩 
Papanca 戲論， 障礙， 障害， 迷 執， 妄想 
papancati 戲論 をな す 
papanca-ratin 障を樂 し む^ 
papanca-sanna 妄想 念， 迷 執の 想 
papanca-sannasaiikha 迷 執の 想 分， 妄想 念 
papanca-sata  — i マ戟論 
papancarama 障 を 喜ぶ： な 
papancita 戲論 

papatika ① 皮?^"， 外皮， ジ 皮 ② 鐵/ i'j- 
papalika-gandha 芽? ff 
papa ほ 杈 
papa 酒場 

papata 深嶮， 深淵， g， 懸嶽， 斷崖， 絕壁， 

堆 J^I 

Papata  〔經〕 深嶮 S  56  42 
Papata-vagga 深嶮品 S  56  41〜50 
pappataka  f-^ J  ノ、 ッノ、 タカ 
pappatakoja  fjjj^ 刚味 
Papphalama  isM^ クヽッ ノヽー ラマ 
papphasa 肺， 肺 臟 〔三十 二 身分の 一〕 
papphasa-pancaKa 肺. 喊の Til 種 
pabbaja=babbaia i ^.J  ノ； ッ ハチ ャ， ノ ミツ ハ尊 一, 
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Pabbajita 

婆 婆， 婆羅 婆， 波羅 波， 刺蘿， 燈心 草， 草笛 
pabbajita 出家， 出家^， 出家 行者， 禁欲 者， 
沙門 

Pabbajita  〔經〕 出家 A 10  59 

pabbajita-linga 出家-^^- の特徵 

pabbajitassa  rogo 出家の 病 〔四 種〕 

pabbajitassa  vibhusa 出家 # の嚴？ i!i 

pabbajja-sukha 出' 豕樂 

pabbajja 出家， 出家の 生活 

pabbajjacariya 出家せ しめたる 阿闍梨 

Pabbajja-panho 出家の 問 Mil 2  〔1〕 5 

Pabbajja-sutta 出家 經 Sn  3 1 

pabbata 山， 山 [?^， 山巌， 山上， 山中， 山腹 

Pabbata ① 〔辟〕 パ ッパタ ② 〔神〕 パ ッ バタ， 
鉢 婆 多 （E)=Pabbatissara  〔仙〕 パッ パタ， 鉢 
拔多 ®  〔王， 佛の 前生〕 パ ッ パ タ ⑤ 〔戰 士〕 
パ ッ バタ ⑥ 〔王 ほ〕 パ ッパタ ⑦ 〔蓮 河〕 パ 
ッパタ ⑧ 〔園〕 パ ッ バタ， 山⑨ 〔精 舍〕 パ 
ッパタ ®  〔經〕 山 S 15  5 

pabbata-kandara 山 厳 

Pabbatachinna  〔尼〕 パ ッパタ チン ナ一 

pabbata-nimitta 山 相 

pabbata-pada 山麓 

pabbata-muddha 山項 

pabbata-raia=Himavant 山ョニ 

Pabbata-vagga 山 品 S  46 1 〜： 10 

pabbata-vivara 山山の 洞窟， 山間の 洞窟 

pabbata-visama 山の 匿 

pabbata-samkhepa 山頂， 峽谷 

Pabbatissara=Pabbata  〔ィ 山」 クミ ッノ、 ティ ッサラ 

Pabbatupama  〔經〕 山喩 S 13  9-11 ； 56  59,  60 

Pabbatupatthara-jataka パ ッハ トウ一 パッタ 
ラ • ヂャ— タカ， 山麓 本 生物 語 J 195 

Pabbatupamam  〔經〕 山の 比瑜 S  3  25 

pabbateyya  nadi 山間の 河流， 山間の 川 

paoba-vata お 痛 

pabbajana 追放， 流罪 

paobajaniva  'き ■ ^出 

pabbajaniya-kamma 驅出簿 磨， 應驅檳 所作， 

镇 出の 刑 V  2  b 1， 9~12 
pabbajaniyakamme  attharasa-vattam       出 錫 


磨 十八 事 V  2  b 1, 15 
pabbajaniyakamme  patippasambhetabba- 

attharasakam 驅出謁 磨 を 解 く べき 十八 事 
pabbajeti 追放す， 追放に 慮す 
Pabbu-jataka パップ • ギヤ一 タカ， 猫 本 生物 

語 J 137 
pabbedha 射程 
pabbhara 山 崖， 洞窟 
pabbhara-dasaka 傾 十 年 

Pabbharadayaka    〔比 斤-の 臂 喩經〕 パ ッ パーラ 

ダ―ャ 力 Ap  3  310 
pabhariikara  buddha 作 光覺箭 
Pabhaiikara  〔比丘の 譬喩 經〕 パ バン カラ Ap  3 

333 

pabhangu 壞， 壞法， 毀 
Pabhangu  〔經〕 壞法 S  22  32 
Pabhava 起， 發生， 出生， 生 出， 根源 
pabhassara 淸淨， 極光 淨， 光 音， 照曜 
Pabhassara  〔傅。 轉輪 王， 逝 旃延の 前生〕 パパ 
ッサラ 

Pabhassara-vimana 極光 天 广 呂 Vv  40 

pabha 光明， 後光 〔叫 種〕 

PabhavatI ① 〔尸 棄佛の 母〕 パパ— ヴ ティ ―， 
光熠， 有 光 ② 〔ス ヂャ— タ佛の 母〕 パパ— 
ヴ ティ—， 發光 ③ 〔王女〕 パパ— ヴ ティ— 
④ 〔王女〕 パパ— ヴ ティ 一 

pabhmna-nana 明 f ケ? 

pamajjati 放逸な り 

pamatta 放逸， 放逸|^, 放逸 人， 懶惰 * 
pamatta-banclhu 放逸の 縛， 放逸 者の 親族 =惡 

魔 

pamana 量， 分量 

pamana-karana 量 因 

Pamana-gatha 歸敬偈 Mil 1 1 

pamanika ①尺量 ② 簿 量お 

pamada 放逸， 不注意， 懶惰 

Pamada ① 〔經〕 放逸 S  6  6 ② 〔章〕 放逸 A 

8  〔1()〕 17 
pamadatthana 放逸 處 
pamada-vihara 放逸 住 
pamada-vihann 放逸 li£ お 
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Parapuggal; 


Pamada-viharl  〔經〕 〔不〕 放逸 住 者 S  35  97 

Pamadadi-vagga 放逸 等 品 A 1 9 

Pamita  〔王女〕 パ ミタ— 

pamukha ハム 力， 上目 

pamudita 歡悅 

pamulha 昏迷す 

pamokkna 令 解 # 

Pamokkharana  〔傳 。 轉輪 王〕 パモッ 力 ラナ 
pampaka ① 〔鳥〕 パンパ 力 ② 狐猿 
paya 牛乳 

payata-panm 淨 手- It 

payassa  nari— kumbhanda 甕 形 夜叉 

Payaga ① 〔渡 場， 港〕 パ ヤー ガ， 波 夜 逆, 波 

夜伽 ② 〔河〕 パ ヤー ガ 
payirupasati 承 事す， 敬 奉す， 恭敬す 
payirupasana 恭敬 
payoga  mj 方便， 前行， 加仃 
payogapatipassaddhi-panna カロ fr 止 滅の慧 
para 他， 敵 

Pararh  maranarh  〔經〕 死後 S 16 12 

Dararh  rakkhanto  at ほ nam  rakkhati 他 を 護ら 

ば' 自を 護る 
Parakusinata  〔者 [Q パラク シナ一 タ一 
Parakkanta=Parakkama     〔パ ン ド ゥ 國王〕 パ 

ラッカ ンタ 

Parakkantabahu ① 〔一世 王〕 パラ ツカン タパ 

ーフ② 〔二世 王〕 
Parakkantabhuia=Parakkamabahu  I  〔王 i ハ 

ラッカ ンタ プチ ャ 
Parakkantibahu  〔林〕 パラ ツカン ティ パー フ 
Parakkama ① 〔一世 王〕 パ ラッカ マ ② 〔バン 

ド ゥ 國王〕 （E)=ParakkamapaiKlu  I  〔王〕 ④ 

=Parakkamapandu  II，  Pandu  〔王〕 ⑤ 「將 

軍〕 

Parakkamatalaka し 池〕 ノ^ ^ラッカ マタラ 一力 
parakkama-dhatu 勤 勇界， f§ 勤界， 項 進界， 
15 猛 

ParaKkamapandu し タミ ラ 人」 ノ ミラ ッ 力 マノ ミン 

ParakKama-pura し 村， Pfi 營〕 パラ ッ 力 マフ 。ラ 
Parakkamabahu ① 〔一 lit 王-! バラ ッ 力 マ バー 


フ ② 〔二  tfr 王〕  . 
Parakkamabhuja  ©^Parakkamabahu  I  「王， 
パ ラッカ マ ブヂ ャ ©^Parakkamabahu  II 
〔王〕 （E)=Parakkamabshu  III  〔王〕 ④^ 
Parakkamabahu  IV  〔王〕 (D=Parakkama- 
bahu  V  (6)=Parakkamabahu  VI  f 王〕 ®= 
Parakkamabahu  VII  〔王〕 （H)=Parakkama- 
bahu  VIII  〔王〕 

Parakkamabhujadicaturaja-dip^ika    〔章〕 パラ 
ッ 力 マ ブヂャ 等 四 王 Cv  91 

Parakkama-sagara    〔池， 水門〕 パ ラッカ マ 海 

Paragamaka   〔卞^^舍〕 パラ ガー マ 力 

parankata 他 作， 他 造 

Parafigi バラン ギ一， ボルト ガル 人 

para-citta 他心、 

paracitta-kusala 他' ll、 善 巧 

paracittapariyaya-kusala 他心 差別 善 巧 

paracitta-vijanana 他心 知 

paracittavidu 他心 知 〔者'〕 

paracitte  fianarh 他心 智， 他心に 於け る智 

parajana 魔性の 者- 

parajana  yakkha 鬼藥叉 

Parancapabbata  〔#〕  ノく ランチ ヤノ、 ッノく 夕 

para-titthiva 外 退 

parattha 利他， 他 利， 他義 

paradattupajivin 他 施 活命娥 鬼 

para-darika 蔡夫， 不義 # 

paradhammika 他 法 者- 

Paranimmita  〔天〕 他 化 |'| 在， 他所 化 

Paranimmita-vasavatti   devo    flli 化 自在 天 「六 
欲 天の 一〕 

parantapa 他 を 苦しむ， 苦 他 

Parantapa  〔從 僕〕 パラン タパ 

Parantapa-jataka  ノく ラン タノく  • チ 、ヤー タカ， ノく 
ラン タパ 從僕本 生物 語 J  416 

para-pariggahita 他物 

parapanggahita-sannin 他物' 想 . 

parapitthimamsika 陰 口 

parapitthimamsikata 蔭口， 嗽 f 也 背 肉 

parapuggala-vimutti-nana 他人の 解 脫に關 する 
智 
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Parappavadi 


parappavada 論爭， 爭論， 異論， 外 外 近' 

の 邪說， 議論 
Parappasadaka  〔比丘の 譬喩 徑〕 パラ ッ バサー 

ダカ Ap  3  64 
parama 最上 最勝， 第一， 第一 人 
parama-aroga 第一 無朽 
parama-kusala 最勝誇 

Parama-gangana   〔國〕 バラ マ ガン ガナ， 極 遠 

恒伽那 
parama-cakkhu  'ズ 5 —眼 

paramattha==paramattha 勝義, 一義, ぎ一 

MM,  mm, 第一 利 

Paramatthakatha 第一義 解明 
Paramatthaka-sutta お 一八 fi^ 經 Sn  4  5 
Paramatthakasutta-niddesa 第一 /\ 經 の義鐸 
MNd  5 

Paramandalappavattininnava し^^」 他 州き 情' f 見 
察 Cv  66 

Paramandalabhigamana  i 单 J 他 州へ' if ？、 Z  Cv 
64 

parama-tapa 最上の き 行 
Paramatta  〔天〕 パラ マツ タ 
paramattha=paramattha 第 一教， 第一義 #， 

眞諦， お 一義の 義， 第一義の 利， 第一 利， 勝 

義 

paramattha-desana 第一 袭說 示= 論藏 
paramattha  niobana きま 槃 
paramattha-parami=sacca-parami 眞 波 M 

蜜， 最上 義 波羅蜜 
paramattha-visuddhi 第一; ^ 淸淨， 勝 義清淨 
paramattha-sacca 眞諦， ^—^M 
paramattha-sunna 勝義 S 
parama-ditthadhamma-nibbana     上 現在? 3 お 

勝 義現法 -?"1！ 槃 
parama-clitthadhamma-mbbilna-vada お 上 

parama-nipaccakara お 勝 敬' 
parama  niyamata お 上 決定 性 
Paramannadayaka    〔比丘の 臂喩 經〕 パラ マン 

ナダ一 ャカ Ap  3  303 
Parama-yona  〔闹〕 パ ラマヨ— ナ， 極 遠臾邯 


parania-visuddha 第一 清淨 
parama-sacca 敢き諦 
parama-sukkabhijati 極 白 生 '類 
paramassasa 最上 安息 
Paramassaso  〔經〕 最上 安息 S  38  6 
paramanu 極微 

paramabhisambodhi 上' 正覺 
parampara-bhojana 展轉 食， 相ネ ife' 食， 数 々食 
parampara 傳 fE， 傳承， 相承， な も轉 
parammukha  vikappana 辦專淨 施 
para-loka 他 世 

Paralokagata-panho 他! へ往く 色の nij  Mil 2 
〔7〕  6 

paraloka-vij  aya 他 [11： の 勝 伏 
paraloka-sannin 他 世 想 〔せ〕 
para-vada 異敎， 外 iii の說 
para-vadin 他論師 
para-vitarana 他 令 人 
Para-vitarana-katha 他 令 入 論 KV  2  4 
para-visaya 他 境界 
para-sancetana 他 思 
para-samaya 他 V ゝ:， 他宗 義 
parassa  dara 他人の- ii: 
para-hita 利他， 他 利 
para-hitaya  patipanno 不 —Ij 他 i  "fTfVj 
Dara-hethana 他 を する 
parajaya 敗北 

paranuddavata-patisamyutta  vitakka きへの * 
に 關 係せ る尋， 他人への 憐憫に 關 係せ る尋， 

他に 同情す るの 零， 慈 愁遠離 相 應の尋 思 
paranuvada-bhaya 他資 i 毛 他 食の 怖 i^i, 他 毀 

の怖畏 
parabhava 破 i ま， 敗 亡 
Parabhava-sulta 敗亡 經 Sn 1 6 
paramattha     取 〔我〕， Li 取' あ U 執 
paramattha  c  eva  dhamma  no  ca  paramasa 

□ 取; き ニ法 にして 非 取: まなる， Li 執^ 執 法 
paramattha  ceva  no  ca  paramasa  dhamma 

111 執 非 執 法， 巳 取 著 法に して 非 取 まなる 
Paramattha-cluka 已執ニ 法 Duka  51 
paramatthaduka-kusalattika 巳 執 二 法 善 三 法 


Paricchinna 


Duka-tika  60 
paramattha  dhamma 巳 執 法， 巳 取 著 法， 所 取 

見 法 

paramattha  ditthi 惽昧見 
paramasau  觸す 
paramasana 

paramasa 妄取， 取， 取 著， 取 見， 執， 異取 

paramasa-gocchaka 取 二お 来 

paramasa  c'eva  dhamma  paramattha  ca 取% 

法に して 巳 取 著なる， 取 見所 取 見 法， 執已執 

法 

Paramasa-ceva-peiramattha-duka 執 Izi 執 二  xfe 
Duka  53 

paramasa  ceva  paramattha  dhamma 執 til^ 

法， 取 見所 取 見 法， 取 著 法に して 巳 取 著なる 

Paramasa-duka 執 二 法 Duka  50 
paramasaduka-kusalattika 執 二 法 善-三 法 

Duka-tika  59 
paramasa  dhamma 執 法， 取 見 法， 取: 著 法 
paramasaparamatthaduka-kusalattika 執 ti 執 

二 法 善 三 法 Duka-tika  62 
paramasa  paramattha  dhamma 取 見戶/ f 取 見 

法， 取 著 法に して 巳 取 著なる， ： 執 巳 執 法 
paramasa-vippavutta   aparamattha  dhamma 

執 不相應 非已執 法， 取 著 不相應 法に して 不已 

取— ぜな る 

paramasa-vippavutta  dhamma         ヽ相應 法， 

取 見 不相應 法， 取 著 不相應 法 
paramasa-vippavutta  dhamma  aparamattha 

取 著 不相應 法に して 不巳取 著なる， 執 不相應 
非 巳 執 法 

paramasa-vippavutta  dhamma  paramattha  '仅 
著 不相應 法に して 巳 取 著なる， 執 不相應 巳 執 
法 

Paramasavippavutta-paramattha-duka  #1^ヽ札1 
應巳執 二 法 Duka  54 

paramasavippayuttaparamatthaduka- 

kusalattika 執 不相應 巳 執 二 法 善 三 法 Duka- 
tika  63 

paramasa-vippayulUi  paramattha  dliainma 執 
不相 應已執 法， 取 著 不相應 は; にして 已取 著な 

C 


る 

paramasa-sampayutta 取 相 應， 取 =| 相應， 取 

見 相應， 異 取相應 
Paramasasampayutta-duka 執 相 應ニ法 uuka 

52 

paramasasampayuttaduka-kusalattika 執相應 

二 善 三 法 Duka-tika  61 
paramasa-sampayutta  dhamma 執相應 法， 取 

見相應 法， 取 著相應 法， 異取 相應法 
parayana ① 依估， 依據， 所趣處 ② 彼岸， 到 

彼岸 

Parayanam  〔經〕 到 彼岸 S  43  44 
parayanagami  magga 至 Ij 彼岸に 逹す るの 道 
parikatha 豫言， 遠 廻し 
pankappa 定見 

parikamma 淨治， ヌ i 作， 準備， 豫備 修行， 豫 

備的 修行 
pankamma-nimitta 遍作相 
parikamma-bhavana 遍作修 習， 豫備 修行 
pariKamma-manasikara  Mi^  (、準備) 作意 
pankamma-samadhi  )|§ 作- 疋 
parikkamana 出 離， 囘避 
Parikkamana  〔經〕 出 離 A 10 175 
pankkamana-panyaya 囘; S の 法 門 
parikkhaya 遍盡 
Parikkhaya  〔經〕 遍盡 A  8  〔附〕 
parikkhara ① 賓具， 資財， 資助 ② 祭 法 〔十 

六 種〕 
parikkhepa 籬 
parikha 濠， ©壕 
pankha-kupa 溝 

pariggaha 遍取， 執 持， 執著， 愛 箸， ^， 攝受 
panggaha-sunna 攝受 
paricaraka,  paricarika 召使, 侍者 
paricarika=paricariya 侍女， 給仕 
pariccaga 永捨， 遍捨 
pariccagatthe  nanarii 水^^の義の智 
pariccaga-patinissagga 永捨 定棄， 遍捨捨 遣 
pariccaga-vossagga 水 括敢捨 
jxincce  nanam  5邕^7の智 

paricchinnakasa-kasina=akasa-kasina 市幌虚 


Par  ice  heel 


空遍， 限定 虛空遍 

pariccheda 限界 

pariccheda-rQpa  m^-iii, 區!^ リ(^ 
paricchedakasa 限定 虛空 
paricchede  nanaih 他心 智 〔四智 の 一〕 
panjana 侍 女 

Parijanaiii  or  Abhijanam   〔經〕 ！ B'^  G1? 《知） 
S  22  24 

Parijanana  〔經〕 嘵了  S  35  26,  27 
parijanati 遍 知す 
parinnatthe  panna 遍智の 義の慧 
parinna 遍知， 遍智， 知悉， 智， 會得 t4'， 曉了 
Parinna ① 〔經〕 遍智 S  22  23 ② 〔經〕 哓了 
S  35  60 ③ 〔經〕 遍知 S  48  63  ；  A  8  〔附〕 
parinnatavin 遍 知人 
pannna  panna  jig 智の' き、 
parinna-pativedha 遍 智 通達 
parinnabhisamaya 遍矢 n 現觀 
Parinnaya  〔經〕 遍知 S  47  38  ；  A 10  219 
Pannna-vara      知 分 

parinneyya 遍知 せらるべき， 知悉 せらるべき 
Pariiineyyam ① 〔經〕 可 所 知悉 S  35  47 ② 

〔經〕 應遍知 S  56  29 
parinneyya  dhamma  ； S 知すべき 法， ；!^ 知 せら 

るべき 法， 所遍知 法， 所 知 法 
Parinneyya  〔經〕 所遍知 S  22 106  ；  23  4 
pari ひ ata 寄進 物， 寄進 
parinata-bhojin 食の 消化 〔お〕 
parinama 消化 
parinameti 廻與 す 
parinayaka 司令官， 將軍， 主 兵 ほ 
parinapaka-ratana 主 兵 ほ寶， 主 兵寳， 將:! K 齊， 

鎖 問赍， 典 兵寶 〔七 賓の 一〕 
parinaha-mada  廣橋 
paritassana 恐怖， 恐懼 

parilla ① 小， 少， ィ ②ハ リック， mt, 

^mi.  Mm, 守 の 呪夂， 呪文， ，醒 符， 救 
paritta  aggi 小火 

pantta  appamanarammana     'j、i こして 無量 所 

緣， 小 無量 所緣 
Parittatthakatha パ リツ タッタ カタ 一， ，1 經義 


解 

Parittattikci 小 三 法 Tika 12 
parittattika-kusalattika 小 三 法き 三 法 Fika- 
lika  'S2 

pariUaltika-saranaduka 小 二 法 有!^' 二 法 Tika- 
dukci  84 

parittattika-hetucluka  'ト」 は:; |尺1 二? ム. rika-cluka 
12 

parilta-duka 小 二 法 

parittaduka-hetucluka 小一 法 W  二 法- Duka- 

duka  42 
paritta  dhamma 小 法 

paritta   parittarammana    'j  "こして' j ヽ M'' 緣, '1、 

小所緣 
paritta  maccha 小' ゆ、 
l^aritta-sannin 少； ii! 

parittasanni  at ほ ca loko  ca 我と [ii. 界 とは少 

想 を 有する ものな り 
pantta-samadhi 小疋 
Parittasubha-deva 少淨天 
Parittabha-deva 少光天 
parittabha  'J/  yc 
parittarammana 小 所! 豕 
Park ほ rammaijattika 小 尸 斤緣: 三 iili  Tika 13 
parittarammanattiKa-kusalatnka  'j ヽ 所卞^ 三 法 善 

三 法 i  ika-nka  .,3 
parittarammanattika-saranaduka     '卜 斤' 嫁 二 法 

有 諍 二? ぶ Tika-duka  85 
parittarammcinattika-hetuduka 小 所 緣ニ? 

二 法 Tika-duka 13 
parittarammana  dhamma 小 所 緣法 
parittarammanaC-panna^ リ 、所 緣 しき リ 
pariuarammaija〔-samaclhu 小/' 斤 緣し疋 J 
Paritlikkundi  〔地力」 パリ' スティック ン アイ 
rariuikkundiyara  〔タ ミ ラ 入」 パ リツ ティ ック 

ン T ィャ— ラ 
parideva 悲， 悲泣 
parideva-dhamma  tli 
paridevayati メ』; 泣す 
parinipphanna 圓成 

parinibbc1ti=pcirinibbayati 般 Jld 槃に 入る 
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Pariyapanna 


parinibbana 般も！ 藥 
Parinibbana  〔經〕 般淫槃 S  6 15 
Parinibbana-katha 般涅樂 論 KV  22 1 
parinibbana-dhamma 般涅樂 法 
Parinibbana-panho 涅槃の 問 Mil 2  〔2〕  4  ；  4 
〔9〕  5 

parinibbana-pariyaya 般 g 槃の法 門 
parinibbane  nanam 般涅 樂の智 
parinibbayati=parinibbati 般淫槃 に 入 る 
parinibbuta 般 涅槃 者， 般 涅槃せ る 者， 般涅藥 

era 圓寂 せる 

Parinibbu ほ nam  cetiye  patihira-panho  | 化? 圼藥 

f;- の 塔廟に 於け る 祌變の 問 MU  4  〔9〕  2 
Parinda  〔王〕 パ リ ン タ、、 
paripakka 消化 

paripakkavedaniya  kamma   S 熟受 の- お 
paripakka-vedanlya ヒ 熟 所受， 巳熟受 
paripanhati 熟慮す * 
paripantha 障礙， 障 難 
paripanthe  nanam 阻 昔- fi' 〔八 種〕 
paripaka 成熟， 毀 熟 
paripacana 成熟, 火 
paripacana-bhava 遍熟 性， 成熟 性 
paripacana-lakkhana  >ln] 熟 相 = 火 ！ /ふ 
paripacita  4 き旋 
paripucchakata  ； j^fo] 

paripucchati 質問す， 尋問す， 請 問す， ）遍 問す 
paripuccha 遍問， 質問， 問義 
panpucchasu  patibhani\va.   )lSf!iji こ對す る應辯 
具 者 

Paripunnaka  〔比〕 パリ プン ナカ 
paripunna-parisuddhi-sila 圓', 者 淸淨威 ， iSl'/fe^ 

淨戒 

paripura 圓滿， 全 分 
paripura-karia 全 分 や r お. 
paribbaya 給 銀 
panbbasana  Millie' 

paribbajaka  MM^, 遍行 外道， 偏 行士， 出家 
行者， 普 行者， 普 行 出家， 普 行 沙門， 普 行 外 
道， 普行梵 志， 遊行 者， 遊行 儈， 行脚 僧， 修 
行お， 梵志， 波 利 婆闍， 般利^ 閣！] 


PciriDbajaka-vagga  ノ く リツ ノ、 一  チヤ 力 • ヮッ 力"， 

普 行者 • 品 M  71-76 
paribbajakarama 普 行者-園， お. 學園 
paribbajika 遍行 外道 女， 出家 尼 
paribhava 蔑視  ' 
paribhavati 輕 蔑す 
paribhasa 罵倒， 惡ロ 
paribhasaka 惡 口  〔-1^.〕 
paribhasati 讒 誘す， 惡 口す 
paribhedaka 中傷 ti 
paribhoga 受用 〔四 種〕 
paribhoga-chanaa 受用欲 

Paribhogamayapunna-katha 受用所 成 福 論 KV 
7  5 

paribhojaniya=paribhojanIya  Ifl 水， i' お 水， 洗 

淨水 

parikhojaniya-ghata 用 水瓶 
paribhojaniva=Daribhojaniya  ？; t 淨 水, 用水, 
澡水 

parimandala 全圓， MM 
Parimandala-vagga 全圓 I'ln  V 1 a  7, 1〜10 
parimaddana ① 粉碎， 磨滅 ② 按寒 
parimaddapeti 難せ しむ 
parimana 

Parimucchita  〔經〕 解脫 S  22 118, 119 
pariyatti 敎法， 敎說， 通達 
pariyatti-dhamma 敎ぉ 
pariyatti-pariharana 聖典の 研究 
pariyatti-sasana 敎 gft の敎 
pariyanta 周邊， 究兒 
pariyanta-carm 周 j# 行 

pariyantaparisuddhi-sila 制限; ii 淨戒， 有邊清 

淨戒 

pariyanta-sila も邊 li^ 
pariyadana  fiVr 

Pariyaclinnaiii 〔經〕 了 'h'i:  S  35  61, 62 
pariyapanna 繁， MM, 所攝 
Pariyapanna-katha 繁屬論 KV 14  7 
Pariyapanna-duka 所 攝ニ法 Duka  96 
pariyapannaduka-kusalattika 所 攝ニ法 吉ニ法 
Duka-tika 105 


Pariyapanna 

pariyapanna  dhamma 攝法， 所攝法 =肚 間 法 
pariyaya 異門， 法 門， 敎， 敎說， 經說， 經の 

說き 方， 部門， 方便， 因由， 理趣 
Pariyaya  〔經〕 理趣 S  46  52 
panyaya-katha 經典說 
pariyaya-desita 異門說 

pariyaya-bhatta 定期 食， 定期 食教， 問隔 食， 
間隔 食お 

pariyaya-bhattika 定期食行1>^， 間隔 食お' 
panyava-vara 方 使 早 
Pariyaya-sutta 理 趣經 S  46  52 
pariyayesu  patibhanava 敎 說に對 する 應辯具 
panvutthana 辦； 

Pariyutthanam  cittavippavuttan  ti kiilha  |!^:,ll、 

不相應 論 KV 14  6 
pariyutthana-patipakkha 纏の 對治 
pariyetthi-suddhi 遍求淨 

pariyesana,  pariyesana 遍ま 遍求， 寻求， 求 
pariyesana-chanda 遍求欲 
panyesana-nanatta 種種 求, 求 種種 
pariyesita 所 求 
panyogahana-sunna 深 角? も 
pariyogahane  nanam 深 解の 智 
pariyodata 由 潔， 淨白， 皎潔 
pariyonaha  If:: 

pariyosana 元 了， '先 竟， 滅度 
pariyosana-kalyana  ^ 善, fe# 
Parileyya  〔經〕 波陀 聚落 S  22  81 
Parileyyaka=Parileyyaka  〔お， 林〕 波陀 
parilaha  p^M, 熟な i,  ffi, 苦 
Parilaha  〔經〕 熱 煩 S  56  43 
parijaha-nanatta 種種 熱， 熟 種種 
parijaha-samaya 熱 時 
parivajjana 避， 避!}^と， [mi 
parivajjeti 
parivalteti  2>：！ 换す 

parivadantika  〔ぶ:; 0 パ リ ヴダ' ンテ ィ 力 
parivara 眷族， 從_ お •， 圍繞 お， 伴 i^， 附隨物 
Parivara パリ ヴ— ラ， 附隨， 附 隨篇， 附隨 部， 

波 利 婆羅， 附錄 〔律 藏〕 V  3 
panvarana 中 It 帳 


panvara-mada 眷屬 f 筒 

parivasa パリ ブーサ， 別 tli  V  2  b  3 

panvasa-dana 與別 

panvitakka  "^慮 

Pcirivimariisana  〔經〕 思量 S 12  51 
parivena お， ；ソ》 舍， 儈 
Parivena  〔精 舍〕 パリ ヹ―ナ 
parivesana 食物の 分配， 食物 分配 
parisanka 疑， 疑惑， 疑 意 
parisannu 衆 # "を 知る 
pansa-dussana 衆 

parisa-dusaka 衆 を 毀 辱す るお-, 衆 汚濁 

parisa-manda  f^fiSfj 衆き 

pansa-sarajja-bhaya=pansaya  sarajja- 
bhayaiii き 衆の 怖畏， 衆 中に て 臆する 怖畏， 
集會中 羞恥 怖畏， 集 恐怖 畏， 怯 衆 怖 

parisa-sobhana 衆莊 敷， 衆淨 Hill 

parisa 衆， 衆會， 集き， 會， 會衆， 民衆， 集 
會處 

Parisa  〔經〕 他 A  8  69 
parisa  kasata 糟糠 衆 
parisava  sarajja-bhayam=parisa-sarajja- 
bhaya 衆 中に て 臆する 怖畏， 集會中 羞恥 怖 
も 集 恐怖 设， 會 衆の 怖 畏， 怯 衆 怖 
Parisa-vagga 衆 會ん' i  A  2  5 
parisavacara 衆 を k 界とす 
parisuddha 清淨， 遍淨 

Parisuddha ① 〔傅 。 轉輪 王〕 パリス ッ ダ ② 

〔經〕 淸淨 S  45 16， 17  ；  A 10 123 
parisuddha-ajlva=parisuddhajlva 生活 淸淨， 

活命 淸淨， 命清淨 
parisuddha-kayakammantata 淸肖 f な る 身 業"！ 玍 
parisuddha-kayasamacara 身 行 淸淨 
parisucldha-nanadassana 智見清 
parisuddha-dhammadesana  ^nMmW 
parisuddha  i)ariy()data 淸淨潔 H 
parisuddha-manovinnana 淸淨の 意識 
Parisuddha-vagga 淸淨 ん', A 10 123-133 
parisuddha-vadsamacara   口 行清淨 
parisuddha-veyyakarana 記 說淸淨 
parisuddha-vohara 淸淨 m  afe 
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r'alkiiika 


parisuddha-slla 戒淸 淨 

parisuddhajiva=parisuddha-ajlva 命 淸淨， 生 

活 淸淨， 活命 清淨， 清淨 生活 1^- 
parisuddhajivata 生活 そのものの 淸淨性 
parisuddha  dhamma-desana 淨說法 
Parisuddhabhci  deva 遍淨光 天 
parisuddhabha  M0it 
parisuddhuppada  M 淨起 
parissaya 危難， few 
parissaya-vinaya 危險の 調伏 
parissavana 漉 水 器， 漉 水囊， 漉 水 布， 爐水 器， 

水濾 〔比丘 七 近 具の 一〕 
Parihana ① 〔經〕 退 失 A  8  79 ② 〔經〕 衰退 

A 10  55 
Parihanam  〔經〕 退 S  35  96 
parihana-clhamma~parihani-dhammu 退 ^ii, 

退 法？？ 

parinanadhamma  puggala 装 退 法の 人 
parihani 衰退， 退， 褰亡， 褰滅， 損 減 
Parihani  〔經〕 損 減 S  47  23 
parinani-katha  j3.m 

panhani-dhamma'~parihana-dhamma  i|i 法 
parihaniya  dhamma  J 噴 退 法 し 三 ftj 
parihayati  araha  arahatta 阿羅漢 は 阿羅漢!/ 

よ り ^す 
parihina-panna 賤^^慧せ 
Parupahara-katha 他所 與 論 KV  2 1 
Parosata-jataka    ノく  ローサ タ • ギヤ一 タカ， 超 

TX 本 生物 語 J 101 
Parosata-vagga 超 TTiii'i  J 101〜11() 
Parosahassa  〔經〕 千 以上 S  8  8 
Parosahassa-iataka  ノ 、ローサ ノ ヽッサ • ナヤ ータ 

力， 超 千 本 生物 語 J  99 
Pcilamnagaraga  〔もき 舍 J パラン ナガ ラ ガ 
Palaka  〔池〕 パラ 力 
palagaiK.la 石 匠， 'き |i 師 
Palaiikotta  〔地名〕 パラン コッ タ 
palanduka 玉, も, 

Palandipa  〔地方〕 パラ ン ディ 一パ 
Palaya  〔王〕 バラヤ 

Palayamara=Pilayamara    〔將 卓， 王 I  ノ くラャ 


マー ラ 

palapa ① 粃糠， ② 駄 PJ2， 談論 
Palayi-jatakci パラー ヰ' ヂ ヤー タカ， 逃 亡 本 

生物 語 J  229 
palala  ^ 

palala-pitthi-karana=palala-pithaka  〔罰〕 集積 
palala-pitha 禁 t 奇 

palala-pithaka=palala-pitthi-karana  CRijJ  —55 の 

踏臺 

palala-punja 藁 積， 藁堆， 穰 積齒， 藁 を 積める 

IM, 藁 場， も? i 稈積， 桿堆 

palala-punjaka 銷堆 (主チ f 

pal お a  ®=pa!asa 惱， 惱^， 惱害 心， 頑 liil ② 

〔樹〕 パラー サ， 蔟 葉樹， 蘇:) y 樹， 波羅奢 ③ 

パラ一 サ鹿 
Palasa  〔章〕 惱 A  8  〔10〕  7 
Palasa-jataka ① パラ一 サ《ヂ 'ヤー タカ， バラ 

—サ樹 本 生物 語 J  307 ② パラー サ • ヂャ— 

タカ， 蘇芳 樹本 生物 語 J  370 
palasata 犀 
palasa-patta  '婆 維 葉 

Palasa-vana パラ— サ （藤 葉樹） 林， 葉 林 
palasin 欺瞞 〔者〕 

Palasina  〔經〕 惡意 It  S  35 137， 138 
paligha 閂 門， 閂控， n 關， 鐵棒 
palita=phalita 白髮 
Palida  (A)  =Parinda  〔國〕 パ —リンダ 
palipatha ① 險路， 險阻 ② 泥濘， 貪欲 
palipa-palipanna 泥濘に 陷沒 せる 
palipa  泥 

palibodha=paliboclha 障 凝， 執 持， 執受 
Paluttha-giri  〔山〕 パル ッ タ ギ リ 
paloka 毀， 壞， 壞滅， 壞敗， 破壞， 滅壊 
Paloka  〔經〕 壞敗 S  35  84 
paloka-dhamma 填 敗 の 法 

pallamka ① 牀座， 椅 了-， 寢臺， m'tt,  Jtl€ 

牀， 维 ② 結跏趺 坐， 跏跌 
pallafikam  abhujati 結跏趺 坐す， 結跏 す 
Pallankadayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 パ ッ ラン カダ 

—ャカ Ap  3 150 
Pallaiika-vimana 臥 臺天宮 Vv  31 
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Pallanken; 


pallankena  nisidati 結 JfiO 趺 坐す 
pallatthika 亂れ がまし き 姿勢 
pallala 沼， 沼澤， 泥沼 

Pallava ① 〔ダ ミ ラ人〕 パ ッ ラ ヴ ② 〔地名〕 
Pallavaka 鉢羅婆 〔國〕 人 
Pallavavanka し 港」 ノ くッラ ヴ ヴ ン 力 
Pallavavala〔ka〕 〔地名〕 バッ ラヴ プーラ 〔力〕 
Pallikavapl  〔地名〕 パ ッ リカ一 ヴー ヒ 一 
palasa=palasa 惱， 惱害， 惱害心 ， 頑固 
pa お sin 惱 〔#〕， 惱害 者， 欺 膈 者， 惡 竟、若 
pajibodha=paiiDodha 陣翁， 執 持， 執受 
pavanka 隨從 

pavajita  (A)  =pabbajita 出 家お- 
pavattika 腕： tg 

pavatta 轉， 轉起， 輪轉， 流轉 
Pavatta  〔山〕 パヴッ タ， 波樓多 
pavatta-pariyadane  panna 流 |# 水 盡の慧 
pavatta-phala-bhojana 落ちた る 果實を 食 と す 

る 者 

pavattar 宜說^^ 宣布 者-， 說^ 
Pavattar  〔辟〕 パヴ ッタ一 
pavatti 轉起， II 
pavattin 師 
pavatnni 和尙尼 
Pavatti-vara 轉ク, 
pavara  ikM 

Pavara  〔毘沙門天 女〕 パ ヴラ— 
pavadiya  mmW 

Pavaranakkhandhaka  |;| 恣键 lii!  V  2  a  4 

pavarana-thapana     恣を 中止す る こ と 

pavarana 自恣， |^ 恣日， 自恣 請， 足 食， 請 

Pavarana  〔經〕 |^ 恣 S  8  7 

pavarana-kamma  frj 恣報磨 

pavarita 受請 i>t， 滿 足し ヒ る 

pavala,  pavajaka 扉お 1 

paval.a-maya  MMM 

pavasa  j^ij 

Pavittha  〔比〕 ハ ヸッタ 

pavivitta 遠 離， 遠 離？; -， 遠 離處， 獨居: ^'， 閑 

居 者， 孤獨 行， 孤獨 行^ 
paviveka 遠 離， 離， 獨居， 間 居， 孤獨， 寂靜, 


閑寂， 閑靜 

paviveka-katha 遠 離 論， 遠 離の 話， 出 離 論， 

獨 居の 稱說 〔十 論 事の 一〕 
pavivekajjhasaya 遠 離意樂 
paviveka ほ ^2 &離 
paviveka-plti 遠 離の 喜 
paviveka-rati 遠 離の 樂 

paviveka-sukha 遠 離樂， 遠 離の 樂， 捨 離樂， 

獨 住の 樂 
pavivekadhimutta  iS 離 1 吕解 
pavivekarama 遠 離を樂 しむ 荐 
pavivekavudha 離& し 三 仗の 一 J 
pavisant 入 1 1 

pavlhi— vihi  〔她〕 パヸ一 ヒ， 稻， 米 

pavutta 歌 脉 

paveni 處 牛 

pavesana 入 時 

pasamsati 讚嘆す， 賞讃す 

pasamsa 稱譽， 賞讃， 名譽， 譽 

pasamsiya  〔樂 器〕 パ サン シャ 

pasata ① 〔量〕 パ サタ， 合， 一 合 @=pasacla- 

miga 斑 鹿， パサタ 鹿 
pasada  (A)  =pasanda 宗派， 外道 
pasada-miga~pasata パサ タ、、 te, 斑 鹿， お i の 鹿 
pasanna  EHi 行， 欣樂， 澄淨 
pasanna-citta 明淨 心， 澄淨 心， 淨心， 淨き 心， 

喜 明 心 

pasanna-mukhavanna  M&itW, 顏色 よく 

Pasayha  〔經〕 抑制 S  37  26 

pasakha パサ— 力， 波沙 怯， 鉢羅奢 法， 肢節 

〔胎內 五位の 一〕 
pasada 澄淨， 心 喜， 喜悅， 明淨， 淨心， 淨 

Pasada ① 〔殿 樓〕 パサ— ダ ② 〔經〕 喜悅 A 
8  88 

pasada-cakkliu  {'{f\U 
pasadaniya-dhamma  —"了 喜 し- 1— —棟」 
pasadanlya  nimitta 淨相 
Pasadapala  〔尼〕 パサ— ダバ —ラー 
pasada-rupa 淨 E 
pasada-vatlhu 淨基 


Pakati 


pasadiya  〔植〕 パサー ディ ャ— 
pasu 家畜， 獸類， 畜獸， 畜生， 牛馬， 牛， 牡 
牛 

pasuka 畜獸， 山羊 
pasuta 熱中す 
pasu-palaka 牧 * 者 
Pasura  〔外〕 パス— ラ， 波須羅 
Pasura-sutta 波 須羅經 Sn  4  8 
Pasurasutta-niddesa 波 須羅經 の義釋 MNd  8 
Pasenadi  〔王， コ ーサラ 國王〕 パセ— ナディ， 

波斯匿 
passaddha 安息， 輕安 

passaddha-kaya 身輕 安， 身の 輕安， 輕 安身， 

安穩身 

passaddha-kayasafikhara 身行輕 利， 身 行寂靜 
passaddha-citta 輕安 'し、 
passaddhi 輕安， 止， 安息 
Passaddhi  〔經〕 輕安 A  9  58 
passaddhi -sambojjhanga 輕 安等覺 支， 輕安覺 

支， 靜 安の 覺意 〔七 等覺 支の 一〕 
passaddho  kayo  asaraciciho  ipig' 女 不激の 身 

passant 兒者， Ih 見 為 
passambhana え 害、 

passa-sukha^phassa-sukha 脇の 樂， 倚樂， 轉 

臥の 樂， 横臥の 樂 
passava 小便， 尿 
passava-kumbhl 尿爱 
passavatthana 小便所， 小使處 
passava-donika 尿臺, 尿 5£ 
passava-paduka お 胸！ 5s 
passava-magga 小 迫 

pass お a ① パッサー サ， 入 息， 入 息 風 ② パ 

ッサ— サ， 出 息 
Passika  〔比〕 パ ッ シ 力 
Passin  〔辟〕 パッ シ— 

Pahasambahula  〔傳。 轉輪 王〕 パハ サン バフラ 
pahatabba 捨棄 せらるべき， 斷ぜら るべき， 斷 

ずべき， 斷 たるべき 
Pahatabbam  〔經〕 可 所捨棄 S  35  48 
pahatabba  dhamma 斷 たるべ ざ 法， 斷ぜら る 

べき 法， 斷 ずべき 法 
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pahana 捨斷， 捨， 斷， 捨離 
Pahana ① 〔經〕 捨棄 S  35  24，  25 ② 〔經〕 斷 

S  46  74  ；  A  8  〔附〕 
pahanakkama 捨斷の 順序 
pahanafiga 捨斷：3^ 

pahanatthe  panna 斷の義 の慧， 捨斷の 義の慧 
panana-panna 斷の慧 
pahana-pativedha 斷逋逢 
patiana-padhana 斷勤 
pahana-pannna 斷遍知 
pahana-vibhuta 捨斷無 あ 
pahana-sanna 斷想， 捨離想 
pahana-sannin 斷； ®Grf〕 
pahanabhisamaya 捨 gfj 現觀 
Pahanena  〔經〕 捨棄 S  36  3 
Paharada ① 〔阿修羅〕 パ ハーラ— ダ， 波 羅陀， 
波呵羅 ② 〔比〕 パハ— ラー ダ ③ 〔經〕 波呵 
羅 A  8 19 
Pahasa ① 〔地獄〕 喜 笑 ② 〔天〕 
pahina 使丁， 仲介 人 

pahina-gamana=pahlna-gamana 使卽， 退 使， 
使丁 

pahitatta 專念， 持 心， 精勤 
pahina 捨離. 已斷 
pahlna-kilesa 已 斷煩惱 

pahina-gamana=pahina-gamana 使， 使 ^|J， 
使丁 

Pahlna-vara 已斷分 Y  7  5 
pahu 有能 者 

pahuta-jivha 舌廣 長， 廣長 舌， 廣長舌 相， 舌 

の大 〔三十 二相の 一〕 
pahuta-jivhata 廣長 舌， 廣長舌 相， 舌廣 長， 舌 

の大 

Pahejja  〔地所〕 パへ— ヂャ， 波醯闍 
Pahejja-vatthu 波 醯闍處 
paka=paka-hamsa ハーカ， ま 苟 
pakata-parissaya 顯 現の 危難， 顯 現の 危險 
pakatindriya 諸根不 制御， 諸 根 を 護らざる， 諸 

根 制御な し， 自 性根 
Pakatindriya  or  Jsambahula  lihikkhii 〔糸 S〕 刁、 
制御 根 （多 比丘） S  9 13 


Pakasasana 


Pakasasana=Sakka ハーカ サ一 サナ 
paka-hamsa=paka  ノ； 一  カノ、 ンサ， 
pakara 墻， 籬， 城壁， 晨， 城壘， 堡 暴！ 
pakara-torana 壁虔 
pagabbhiya 傲慢 〔三種〕 
pacana 刺榨， 鞭 
pacana-yatthi 牛 追の 
pacayant 责 めし LT る 

pacittiya  〔罪名〕 パ— チッティ ャ， 波 逸提， 舉墮 
pacittiya-ajjhapanna 波 逸 提犯戒 お- 
Pacittiya-vagga 波 逸提品 
pacina  M 

Pacina ① 〔國〕 パーチ— ナ， 波舆那 (D= 
Paclnadipaka    〔島〕 パーチ ーナ ③ 〔經〕 束 
S  45  91—96, 103~108， 115~120， 12 ？〜 132 

Pacinaka  〔國， 人〕 波夷那 

Paclnaka  bhikkhu バ— チ―ナ 比丘， 波 夷那比 
丘 

Pacina-khandaraji  〔地名〕 ハー チ一 ナカ ンタ" ラ 
ーヂ 

Paclnatissa-pabbata  〔-お i^: 舍〕 パーチ一 ナティ ッ 

サ山， ；4i の 帝須山 

Paci nadi paka=PacIn a  〔地名〕 パーチ— ナディ 
—パカ 

Pacina-pabbata  〔精 舍〕 東 山 
Pacinayava-majjhaka 束 麥中村 
Pacinavamsa  〔園 林〕 }K 竹， 東 竹 山 
PacTnavamsadaya    ノ ミーチーナ ヴンサ ター ャ， 

般那 蔓闍寺 林， 東 竹 山林 = 前項 
Paclnarama  〔精 舍〕 パーチ— ナ園， 東精舍 
Paialaka=Sajllakandaka し ti^j' 舍 J パーチ ヤラカ 
patankl=patanki 鶴， 椅 子 轎 
patala~patali  〔花〕 波 多羅 
Patala ① 〔舞踊 者〕 パー タラ ② 〔池〕 
patali=citrapatall,  patalika  〔花， 樹〕 波 ひち 戶 rj ？， 

波吒 梨， 波 吒羅， 波 波羅， 波羅利 
Patali=Patali-putta  〔S， 城〕 パー タリ， （"iA 述 

弗， fiHE^, 波 Hi: 梨， 波吒離 
Patali  or  Manapo  〔經〕 波羅牢 （或 可 意） S  42 

13 

pataliCkaJ  〔樹， 花〕 波 nBTf, 波 (fC 梨， 波羅利 


Pataligama=Pata]i パー タ リガ— マ， 波 IH^ 離村， 

波吒 梨， S 連 弗邑， 巴 吒藤村 
Pataligamiya-vagga 波吒 離村 人品 Ud  8 
Pataliputta=Patali,  Pataligama    ufej パー タ 
リブ ッタ， 巴述リ |;, 巴羅 利' ル， 波吒 利' ル， 波 

吒梨 子， 波吒漦 子， 波羅 利子， 華 子 城 
Pataliputta-petavatthu 華 子 鬼 事 Pv  4 11 
Patalipupphiya    〔比丘の^ 喩經〕 ① 波 踏ブ 
ッヒャ Ap  3  78 ② パー タリ ブッ ヒャ Ap 

3  369 

Patalipujaka   〔比丘の そま 喩經〕 ハ―タ リブ— チ' 

ャカ Ap  3  248 
Pataliya  gamani  〔塞〕 パーク リ ャ聚^ 主 
patali=patali,   citrapatall    〔樹, ^cj ハー タ リ 

-， 波吒 梨， 波 吒羅， 波 波羅， 波羅利 
Patika ① 〔地名〕 パ— ティカ， 波吒 （i)=Patiyji 

〔園〕 パーチ 力 
Patika-putta  〔外〕 パーティ カ子， 波 梨 子 
Patika-suttanta パ 一ティカ • スッ タンタ， 波 

梨經 D  24 

patidesaniya=patidesaniya し # 名」 ハーティ テ 
-サ ュャ， 《過， 波 逸提沙 尼耶， 波羅 提提舍 
尼， 提舍尼 

patidesaniya-ajjhapanna 波羅提 提舍尼 犯戒杵 
patidesanlyaka 波逸提 沙尼耶 法， ォ: 過 法， 波 

羅提 提舍尼 法， 提舍尼 V 1 a  6  ；  V 1 b  5 
patipadika 月 初口 食， 月旦 食， 初日 食 
patipuggalika  dakkhina 對人施 〔十四 種〕 
patibhoga 保證， 證化 成就^ 
Patibhoga-vagga 成就お 品 〔如是 語經〕 It 1 

1~10 

patimokkha  CuclclesaJ=patimokkhudclesa 說: 战 
patimokkha-samvara=patimokkha-samvara 

別 解 11^^ 律儀， 波 羅提木 X 律儀， 戒本 防護， 順 

解 脫捧儀 

patimokkhuddesa 波 羅提木 叉讀誦 法， 波羅提 
水 叉の 讀 >iili， 波 羅提木 叉を誦 むこと， 說戒 

Patiya  〔園， 塔 園の 古名〕 波利耶 
Patiya=Patika  〔[1〕 バ— ティ ャ—， 波利耶 
patihariya=patihira,  patihera 祌タ ：^， 祌 iSl, ヌパ 


Padanjali 


Patihariya-katha 示 導 論 Pfs  3  6 
patihariya-pakkha 神變 月， 神變月 分， 神變 分， 

神變を 得る 分， 別の 時 
patihlra=patihariya 神變， 祌通， 示 導， 奇蹟 
Patihirasannaka    〔比丘の 譬喩 經〕 パ —ティヒ 

—ラ サン ニヤ 力 Ap  3  430 
patihera=patihanya,    patihira 祌變， 祌通， 

示 導， 奇癀 
pathlna  〔魚〕 パーティ— ナ 
Patheyya  〔a〕 パ —テ- ツヤ， 波 利 
Patheyyaka パティ ャ人 
Patheyyaka  〔hhikkhu〕 波 利 〔比 
Patheyya  bhikkhu パー テツヤ 比丘， 波 利 比に: 
Pada  (A),  Pamdiya  rA~^=Pandiya  〔國〕 パン 

ディ ャ 
pana 生物， 有情， 蟲 

Pana ① 〔經〕 生類 S  46 11 ； 56  36 ② 〔經〕 

生 S  56  71 
panaka  33- 
pana-ghatar 殺生 矜 
pana-bhuta 生 有 
panatipata 殺生， 殺害， 斷 生命 
panatipata  pativirato 離 殺生 # 
panatipata  veramani 殺生の 離， 殺生 を 離る る 

こと， 不 殺生， 離 殺生， 離 新生 命， 斷 人命よ 

り 遠 離 

panatipata  veramani  sikkhapada 斷 人命よ り 

遠 離の 學處， 不 殺生 戒 
panatipatin 殺生 If 
pani 手， 拳 
panika  |g 

panissara 手 鈴， 手 鈴樂， 手 琴， 小 鼓 

patanki==patanki 鶴， 椅卞鶴 

Patanjall-mata パ タン ヂャ リ の 敎=ョ 一ガ派 

Patapata  〔地名〕 パー タパ タ 

patala 地窖， 地獄 

patala-raja 地獄の 塵 

Pataliputta  〔出家 #〕 波 吒離子 

patala 險崖， 龍 淵， 大 渦潮 

Patala  〔經〕 嶮墜 S  36  4 

pati=patl 茶碗， 鉢， 甌 


Pati  〔經〕 鉢 S 17 11, 12 
Patika-suttanta パ一 ティカ • スッ タンタ， 波 
利經 D  24 

patidesaniya=patidesaniya  〔罪名〕 波羅 提提舍 

尼， 波 逸提沙 尼耶， 悔過， 提舍尼 
patimokkha=patimokkha ハーティ モク 力， 波 

羅提木 叉， 戒本， 戒條， 戒律， 別 解 ほせ 
Patimokkha  〔經〕 波 羅提木 叉 S  47  46 
patimokkha-thapana 遮 波 羅提木 叉， 遮 說戒， 

波 羅提木 叉 を 遮す る， 波 羅提木 叉 を 中止す る 

こ と 

Patimokkhathapanakkhandhaka 遮 說戒犍 度 
V  2  b  9 

patimokkha-sarhvara=panmokkha-samvara 
波 羅提木 叉 律儀， 波 羅提木 叉の 律儀， 別解脫 
律儀， 順解脫 律儀， 戒本 防護 

patimokkhasarhvara-sila 別 解 と 律儀 戒， 波羅 
提木叉 律儀 戒 

patimokkhuddesaka 訳 戒# 

pati=pati ノ、 一  アイ—， 蘭 

patubhava 顯現， 出現 

patubhava  dullabha 出現の 得難き 〔六法〕 

Pattanalluru  〔地名〕 パ一 ソ タ ナツ ルール 

Pathina  〔精 舍〕 パ —ティーナ 

patheyya 糧食， 路銀， 路用の 資， 旅路の 糧， 
路糧， 行路の 糧食 

Patheyya  〔經〕 糧食 S 1 79 

patho  sinana 早朝の 水浴 

pada ①足， 脚② 〔貨幣〕 パ— ダ、， 五 錢= 五 

マーサ 力， 四 分 一力 ハ一 パナ 
padaka 基 

padaka-jhana 基礎 禪， 基礎 をな す禪定 

pada-kathalika 足 布， 足 板， 洗足 板 

padaka-yoga 基本 觀行， 基礎 瑜伽 = 基礎禪 

pada-khlla  Of 胝 

pada-gharhsaniya き 足 物 

padanguttha 足 指， 足の 拇指 

pada-cetiya 足跡 塔 

padacchinna 足 截られ し 者， 足 切 斷# 

Padanjali  〔王子〕 パ— ダン ギヤ リ 

Padanjali-jataka パ一 ダン ヂャ リ' ヂャ一 タカ， 

(267) 


Padatthi 


パ —ダ' ンチ' ャ リ 王子 本 生物 語 J  247 
padatthi 足の 骨 
pada-tala 足 
padanakha-sikha 距 
padapa  〔@〕 クミ— タ、、 ノ《 
Padapavara  〔傳 。 轉輪 王〕 パー タ'、 パー ヴ ラ 
pada-pitha 洗足 fc:, 足 

Padapithiya    〔比丘の 替 喩經〕 パー ダビ— ティ 

ャ Ap  3  445 
padapunchana-mandala 足 拭き 圓輪 
pada-punchani 足 拭, 足 拭 布 
Padapujaka  〔比 fT: の臂 喩經〕 パ— ダブー ヂャ 力 

Ap  3  296 
padabbhaiijana 足! itl 
pada-mandapa 足跡' s 
pada-lola 彷徨 
pada-sadda 赏音 
Padasika ペルシャ 人 
Paduka-vagga 草履 品 V 1 a  7，  61-75 
paduka 履， 履物， 革 履， 草履 
padOpaga  /£. 

Padulaka  〔池〕 パー ドウ一 ラカ 
padesika 地方 長官 
padodaka 洗足 水， 洗足の 水， 足 水 
pana 飮物， 飮料 

panai A\  pranai A  »,  pranaCA  '=i)ana 生^-， 
生物 

pana-katha 飮物 論， 飮論， 飮事 論， 飮料 論， 

飮 料の 話 〔無用 論の 一〕 
panadhi ノ、— ナティ， 草お 
Panadhidayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パーナ ディ ダ' 

ーャカ Ap  3  212,  476 
pana-bhojana 飮貧 
pana-sakha 飮み 友た ち 
panagara 酒屋， 酒肆， 酒鋪， 飮 酒店 
panagarika  ？ ggg 
paniya-ghata 水瓶 
paniya-thalaka 水瓶， 水婉 
paniya-mandapa  7K 廷堂 
paniya-sala ポ V： 

panlya=paniya 飮水， 水， 飮 用水， 飮料， 飮 


料 水， 飮物 

Paniya-jataka パー 二一 ャ • ギヤ 一 タカ， 水 本 

生物 語 J  459 
papa 惡， 惡人 
papaka 惡， 惡事， 邪惡 
Papaka  〔人〕 惡ぉ 
papaka  akusala  d  ham  ma 惡不 ま-法 
papaka-ajiva 惡命 
papaka  kamma 罪業 

papaka  kittisadda 惡き 名聲， 惡 しき 名漀， 惡 
名聞， 惡評 

pSpaka  ditthigata 惡成 見， 惡 しき 成 ふ i， 惡 51, 

惡 邪見， 邪 兌 
papaka-dujjivita 惡 苦 の 生 
papaka  mitta^papa-mitta  ； ；ゾ乂 
papa-kamma 惡燊 
papa-kammanam  vipako 惡 業の 果 
papaka  samkappa 惡念 
papaka  si  la  papaka  ditthi 惡戒 と惡見 
papaka  iccha=papika  iccha 惡欲， 邪欲， 惡 
papanika 店先， 店先の 〔布〕 
papa-ditthi— papika  ditthi 牙 f; 見， 惡見 
papa-dhamma 惡法， 惡 法^， 邪法 
papa-dnamma  ■ ぷ婦 
papana 

Papanivariya  〔比 1?. の 譬喩 經〕 パーパ ニヴー リ 

ャ Ap  3  220 
Papapunnabahutara-panho 惡と 福と 何れが 大 

な り やの 問 Mil 2  〔7〕  9 
papa-bhikkhu 惡 比丘 
papa-bhikkhuni 惡 比丘尼 
papa-  makkhin 覆 〔僞 普) ある 惡人 
papa-mitta~papaka  mitta 虽'; 友, 惡友 あ. る, 

惡 しき 友 
papamittata 惡友， 惡友性 
papamitta  pasevita 親近 惡友 
papamittanuyoga 惡友 こ 交 【よる 
papa-roKin "/^ 

Papa-vagga 惡 ん', Dhp  9  vv llfi〜128 

papa-sakhi  it£;Ji 

papa-sadda 


Parayana 


papa-samacara 惡行を 行ず 

papa-samanera 惡沙彌 

papa-samanerl 惡沙彌 尼 

papa-sikkhamana 惡式 叉寒那 

papa-siloka 惡名 

Papasona  〔比〕 パーパ ソーナ 

papassa  kammassa  kiriya 惡 業の 成熟 (行 作) 

papassa  kammassa  pavatti 悪 桌の胺 Ifl 

papacara 惡 ォ了 

papika-vaca 惡 しき 語 

papika  iccha=papaka  iccha 邪欲， 惡欲， 惡望 

papika  issa 惡嫉 

papika  ditthi^papa-ditthi 

papikaya  ditthiya  appatinissagge  ukkhepaniya- 

kammam 惡見 を 捨て ざるに よる 擧罪報 磨 
papika  vaca 惡ロ， 始§§ 

papiccha 惡欲乾 惡欲 〔者〕， 懷惡欲 打， 有罪 

#, 邪娃 * 
papicchata 惡欲， 惡欲性 
papiccha 惡欲， 惡意， 惡 1 希望， 惡 しき 欲望 
papimant=mara 波 旬， 害惡 者-， 惡 しき 者， 惡 
papiya 惡人， 惡處 
pamanga 耳？ 酞 

pamujja=pamojja 悅， 喜樂， 歡悅， 歡喜， 欣， 

愉 悅， 勝 喜 
pamoKkha 上"^ 

pamojja=pamujja 勝 喜， 悅， 喜樂， 歡悅， 歡 

喜， 欣， 愉悅 
payanti 幼兒 ある 婦女 
payamana 授乳 女， 哺乳 者 
Payaga  〔龍〕 パーヤー ガ， 波耶伽 
payasa 乳糜， 乳 粥， 乳 飯， 粥， 乳 米 
Payasadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 パーヤー サダ、 

—ャカ Ap  3 123 
Payasi  〔王族， 塞〕 パーヤー シ， 弊 宿 
Payasi-vagga  ノヽー ャ一シ 品 Vv  65~/4 
Payasi -suttanta パーヤー シ • スッ タンタ， 弊 

宿經 D  23 
para ① 彼岸 ②〜 p5ri  〔植〕 パーラ 
Paraih  〔經〕 彼岸 S  43 16 
Paraga  〔天〕 パ— ラガ， 波羅 


para-Gafiga 恒 河の 彼岸 

para-gata 到 彼岸 者， 彼岸に 到れり， 彼岸に 到 
り， 彼岸に 到れる， 彼岸に 達し， 彼岸に 達せ 
る 者， 彼岸に 渡りし 者-， 彼岸に 渡り 著き， 彼 
岸に 行ける 
para-gavesm  f 皮 7：^, ど 求む る もの 
Paragami  or  Aparam  〔經〕 到 彼岸 S  46 17 
paragamin 彼岸に 到る 矜， 彼岸に 達する 
paragami-magga 彼岸に 達する の 道 
paragu 到 彼岸 者-, 悟 達者， 彼岸に 到れる， 彼 
岸に 到り， 彼岸に 到りた る， 彼岸に 達し， 彼 
岸に 達する， 彼岸に 達した る， 彼岸に 度り， 
彼岸の 達人 
Parangama  〔經〕 到 彼岸 S  45  34 
Paraphaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 パーラ パリ ャ Ap 
3  502 

parabhava 敗亡 者， 破壞 

paramim  gata^parami-patta 彼；^ な こ 達 し た 
り， 極意に 達せり， 波羅蜜 滿 たせる 者， 究竟 
得たり 

parami-nana 究竟 智 

paramita=paramin 波羅蜜 し 十 種」 

paramita-sila 波羅蜜 戒 

paramin=paramita 波 維 iS; 

parami-patta=parami-patta~paramim  gata 

彼岸に 達した る， 彼岸に 到達し， 究竟に 達し， 

波羅蜜 滿 たせる? t, 波羅蜜に 達せる 
parami-sarhgha 波羅蜜 僧仂ロ 
parami-patta=parami-patta 波 維蜜滿 たせる 

者， 波羅蜜に 達せる， 彼岸に 達した る， 彼岸 

に 到達し， 究竟に 達し 
parajika  〔罪名〕 パーラ— ヂカ， 波羅 夷， 驅擯 

罪 V 1 a 1 ； V 1 b 1 
parajika-ajjhapanna 波 維 犯 戒# 
Parajika-kanda 波羅夷 品， 波 羅夷章 
parajika-samanta 波 維 夷 ネ目似 
parajikapattikkhandha 波羅 夷罪聚 
parapata=parevata 鳩， き |， 鳩 色， 播羅縛 多 
Parapariya  〔比， 佛滅後 迄 生存〕 パーラ— パリ 

ャ 

Parayana=Parayana-vagga   〔經 j  ノヽ一 ラ―ャ 


Parayanaka 


ナ， 波 羅延， 波羅 延那， 彼岸 道 

Parayanaka    〔波羅 衍を說 ける 十六 婆羅門〕 パ 

—ラ 一ャ ナカ， 波羅衍 
Paravana-vagga=Parayana,  Parayana- 

samagama 彼 罕道品 on  5 1〜18 
Parayana-samagama=Parayana-vagga 彼キ 

這 口。 

Parasariya ① 〔婆〕 バーラ— サ リャ， 波羅奢 

耶 ② 〔沸の 前生〕 バーラ— サリャ 
pari^para  〔植 j ハー リ 

Parimda(A),  Palada(A),  Palida(A)=Parinda 

〔國〕 パー リ ンダ 
Parika ① 〔苦行 尼〕 パ —リカ— （D=Pari  〔獵 

師の 女〕 
paricariya 奉 事 〔四 種〕 
paricariya=pancarika 給仕， 侍女 
paricariyanuttariya 行 無上 〔六 無上の 一」 
paricchattaka  〔樹， 花〕 パーリ チヤ ッ タカ， 波 

利 質 多羅， 波 利闍多 伽， 婆 利闍多 逝， 波 利 夜 

怛邏， 波 利 夜 咀嘱， 跋里耶 多羅 晝 度樹， 

刑 瑚樹， 圓生樹 

Paricchattaka-vagga 晝度樹 品 Vv  29-38 
Paricchattaka-vimana 晝度 樹大宮 Vv  3o 
parijanna  〔樹〕 パー リチ' ヤン ニヤ 
parijunna 衰亡 〔四 種〕 
parittaka  civara 父 易お 
paripuri-mada 圓滿橋 
paribhattakata 機嫌 取 り の 語 
paribhatyata^paribhattakata 機嫌 取り， 機嫌 

取り 語， 溺愛 性 
Paribhogika  〔塔 廟〕 パー リボー ギカ 
panma-tira 彼 

Parileyya  〔象〕 パーリ レ ッ ャ， 波陀 
Parileyyaka=Parileyyaka  LfT. 林 J  ノミ— リレ 
ツヤ 力， パーリ レー ャカ， 婆羅， 波陀林 

panvasika 別 ft 矜 

Parivasikakkhandhaka 別 住犍度 V  2  b  2 
parivasika-bhikkhu 別 住 比丘 
parivasika-bhikkhunam  vattam ゆ jtt 比 ir の 行 
法 

parivasika-vatta 別 住 行 法 V  2  b  2, 1~3 


parisajja 侍臣， 廷臣， 會衆， 衆 
parisuddhi 遍淨， 淸淨 
pansuddhi-uposatha  ；靑 淨布薩 
parisuddhi-padhaniyanga 淸淨勤 支 し 九 fej 
parisuddhupekkha ぉ淨 
panhanya-kammatthana 應 用業處 
panhanya-panna 將來, 逢 
Pan=Parika  〔獵師 の 女〕 パーリ— 
paruta 纏 衣 

parupati 上衣 を 著す 〔衆學 二〕 
parepata=parevata ,  parapata 鴻， 鳩， 播羅縛 
多 

parevata  (X)=parepata,  parapata し, ^ ；〕  ノ、 ーレ 
一 ヴタ， 播羅縛 多， 鳩 ② 〔樹〕 パー レ— ヴタ， 
播羅縛 多 

pala 守護お 

Palada(A)=Parinda  〔國〕 パ— リ ンダ 
Dala-devata 守ま祌 

pali=pa!i 聖典， 聖文， 巴 利， 經典， 本文 =三 

藏 

Palika  〔殿 樓〕 パーリ 力 

Palita ① 〔ヒ ャダッ シ —沸の 第一 弟子〕 パー リ 
タ， 所護② 〔マン ガラ佛 の 侍者〕 

pali-dhamma  ノ、一 リ j£ 法 

palipadaka  〔寶 珠〕 パ— リ パー ダカ 

palibhaddaka  〔樹〕 パ一 リ パ ッ ダカ = キンス 力 
樹 

pali-bhasa ハ一リ 語 
Pali=Suvcinnapali  〔jI 女」 ハー リ— 
pa!i--pali 聖典， 巴 利， 聖; i;， 經典， 本文 =三 

藏 

pavaka パー ヴカ， 火 
pavacana 敎語， 經典 

Pava  〔城〕 パー ヴ—， パーパ 一， 波 婆， 波 和 
pavara タ |- 衣 
pavanka 衣 

Pavarika  〔^羅 園〕 パ―ヴ —リカ， 婆 婆 利， 波 

波 利， 波 婆 離迦， 賣衣荇 次 項 
Pavarikambavana  〔園〕 波 婆 離迦— 恭羅 林， 波 波 

利蒂婆 林， 婆 婆 利蒐羅 園， 賣衣行 菴羅園 
pavarikassa  ghararh 衣 月艮商 


Pitthi 


Pavariya  〔王〕 パー ヴ— リ ャ 

pavala-nipphotana 拔突 

pavusa し；!^、〕  ノ、 ーヮサ 

Paveyyaka 波 婆の， 波 婆あ 波婆邑 

pasa 係 蹄， 罠， 羅索， 羅， 桎 

Pasa ① 〔地名〕 パー サ ② 〔經〕 係 蹄 S  4  4,  5 

pasarhda  (A),  prasarhda  (A),  pasada  (, A)= 

pasanda 宗派， 外道 
pasarhsa  thana 應 稱讃處 〔十 種〕 
pasamso  hoti 稱讚す 
pasaka ①鉤② 殺 子 
pasaka-phalaka 钩恢 
pasa-ghatika 魔法の 賽 

pasanda 敎見， 宗派， 異學， 外道， 外道の 敎 

pasandika 外道， 宗派 

pasanika     問 者 

pasa-rasi ^ 

pasana 岩， 石， 小石 

Pasana ① 〔山〕 パーサー ナ ② 〔經〕 岩 S411 
Pasanaka  〔塔 廟〕 バーサ一 ナカ, 波 沙那迦 
Pasanagama  〔池〕 パーサー ナガ— マ 
pasana-nimitta ね 相 
pasanalekhupama  puggala 石》 で l# 人 
Dasanalekhupama 石： こ 亥 UltP お 
pasana-sakkhara  ti 碟， 小石 
Pasanasinna  〔地方〕 パーサー ナ シン ナ 
P お ada 殿堂， 殿樓， 重閣， 臺觀， 樓閣， 樓觀， 

樓臺， 高殿， 高堂， 高樓， 宮殿， 美屋 
Pasadakampana-vagga  〔鹿 母〕 殿 震動 品 S  51 

11〜20 

Dasadamya  nimitta 信 楽す へ ざ 相 
pasada-mangala 瑶 祭 疆 
pasada-vara 妙 高殿 

pasadika 信心 〔者〕， 淨行， 淸淨， 喜 心， 善業， 

端正， 端正 者 
Pasadika  〔經〕 淸淨 =D  29 
pasadikata 端正， 樂注 

Pasadika-suttanta パ一サ 一 ディ 力 • スッ タン 

タ， 淸淨經 D  29 
P お anachpa〔ka〕 〔精 舍〕 バーサ— ナディ ーパ 

〔力:] 


pasu-pala 牧牛 士， 牧畜 者 
pahavaniya 供まず、 せ ら るべ ざ 
pahuna 饗 

pahunaka 贈物 を 交換す る 祭式 
pahuneyya 極應 請， 供奉 せらるべき 
pingala 視色 

Pifigala ① 〔王〕 ピン ガラ ② 〔屠 牛 者〕 ピン 

ガラ， 賓 伽羅 
Pingalakoccha  〔婆〕 ピン ガラコ 一ツチ ャ 
Pingala  〔婢〕 ピン ガ ラー 

Pingiya ① 〔婆 和 利の 弟子， 婆, 比〕 ヒン ギヤ， 
頻 祇耶， 賓祇耶 ② 〔司祭〕 ピン ギヤ ③ 夜 

摩の 犬 

Pmgiya-panha=Pingiyamanava-puccha し; gS_J 
賓祇耶 所 問 

Pingiyamanavakapanha-niddesa 賓祇耶 學童所 

問の 義釋 CNd 17 
Pinffiva-manava-puccha=Pingiya-panha し; i^〕 

賓祇耶 學童所 問 Sn  5 17 
PingiyanI ① 〔婆〕 ヒン ギャーニー  ② 〔王妃〕 
Pinguttara  〔靑 年〕 ビ ン グ ッ タラ 
pingula  〔鳥〕 ピ ン ダラ一 
picu  C&J ヒナ ュ 
picumanda  〔樹〕 ヒチ ユマ ソ タ'、 
pinjarodaka  〔植〕 ビンチ * ヤロー  タカ 
pinnaka 胡麻 粉， 胡輒の 粉， 胡^！^^滓， 摺 胡麻， 

糜汁 

pitaka ①籠② ピ タカ， 蔵， 聖藏 
pitakannu 通 三 威 〔4〕 
pitaka-sampadana 威し ホ  1〕 の 敎 
pitakanam  sajjhayo 藏經 の- 讀^ 
pittha ① 粉， 粉末 ②楣 
pittha-anjana 細 末塗藥 
pittha-khadaniya 堅 研 

Pitthadhitalika-petavatthu 人形 鬼 事 Pv 1 4 

pittha-maada 糊 

pittha-maya 粉 製 

pittha-samghata 

pittha-sura 小麥酒 

pitthi-kantaka ぜ拄 

pitthikantatthi 脊椎 骨 
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Pitthi 


Pitthigama  〔精 舍〕 ビッティ ガー マ 
Pitthicakka  〔章〕 背面 章 
pitthi-duka 殘餘ニ 法 

pitthiduka-hetuduka 爾後 二 法 因 二 法 Duka- 
duka  48 

pitthi-bhavanga 有 分 頂， 末 後 有 分 
pitthi-mamsika 陰 目 
pitthimaitisikata 陰口 

pitthivamsa  〔家の 中の 横木〕 ビッティ ヴンサ 
pitthi  agilayati 背 桶む 
pinda 圑食， 搏食， 食物 
Pinda  〔經〕 圑食 S  4 18 
pindaka 施 食 

pindacarika-bhikkhunam  vattam 乞食 比丘の 
儀 法 

pinda-dayika^pinga-davika 食糧 部!^ 

pinda-davika~pinda-dayika 敏士 

pindapata 食， 鉢 食， 飮食， 施 食， 食物， 搏食， 

團食， 團飯， 飯 食， 托鉢 食， 供養 物， 供養 食， 

乞食 

pindaoata  duvidha 食の 二種 
pindapata-nlharaka 食持參 -It, 送 食の # 
pindapataniharaka  bhikkhu 送 食 比丘 
pindapata-paviveka 乞食 〔所 生染〕 の 遠 離 
Pindapatapansuddhi-sutta ヒン タノ、一 タノ 、一 

リス ッ ディ • ス ッタ， 乞食 淸淨經 M 151 
Pindapata-vagga 施 食品 

pindapatika 常乞食^?, 常 乞食 行 f?, 乞食 #, 

乞食 行者， 乞食， 乞食 を 食と す， 托鉢 者， 托 

鉢 を 行ず る もの 
Pindapatika    〔比丘の 譬喩 經〕 ピン ダ パーティ 

力 Ap  3  357 
pindapatikanga 常 乞食 支， 乞食 法， 乞食^ 分 
Pindapatika-Tissa  〔比〕 乞食^ 帝須 
pmqlapatikatta 托鉢 を 行 ふこと， 乞食 
pindapatika-bhikkhu 常 乞食 比丘， 乞食 比丘 〔五 

種〕 

pindapatika-mada 乙 食 橋 
Pindasakuniyam  〔經〕 一塊と 浦 鳥 S 19  3 
pmdaya-sapadanacarin=sapadanacanka ヌ第 
行乞荇 


pindiyalopa 搏食， 圑飯， 乞食 
pindiyalopa-bhojana  M?M, 搏貧， 乞食 
Pindola ① 〔辟〕 ピン ドー ラ ② 〔經〕 賓頭盧 
S  48  49 

Pindoiabharaclvaja=Bharadvaja  〔丄 七， 師于吼 
第一〕 ピ ンド一 ラ パ ーラ ドヴ— ヂャ， 賓頭羅 
婆羅 墮闍， 賓頭 羅婆羅 陀闍， 賓頭羅 婆 羅豆婆 
遮， 賓頭 羅跋嚼 惰闍， 賓 頭盧頗 羅墮， 賓頭盧 
頗羅墮 誓， 賓 度羅跋 嘱墮闍 〔臂 喩經〕 Ap  3  8 

pindolya 托鉢， 乞食 

Pindolyam  〔經〕 乞食 S  22  80 

pitar 父 

pitara 祖祌 

pitaram  jivita  voropeti 父の 命 を 奪 ふ， 父 を 殺 

す， 父 を 殺害す 
Pita  〔經〕 父 S 15 15  ； 17  38 
pi ほ jivi ほ voropito  hoti 父 を 殺す， 父 を 就す 
pita  bhuta-bhavyanam 旣有未 有の 父， 過去 未 

來の父 
pitamaha 祖父 

PitinikyaCA),  Pitmika(A) 〔國〕 ピ ティ ニキ 

ャ， ピ ティ 二 力 
Pitiraian=Vattagamani  〔王〕 ヒ ティ ラーチャ, 

父 王 

pitu-ghataka 殺 父 者 
pitughata-kamma 殺 父 業 
pitu-pitar 父の 父 

pitu-rakkhita 父 護 女， 父の 護る 女， 父に 護ら 

れ たる 〔女〕 
Pitenika(A) 〔國〕 ピ ティ 二 力 
pitta 瞻， 瞻汁， 膽質， 痰 *  〔三十 二 身分の 一〕 
pitta-kosaka 膽褒 

pitta-samutthana  abadha 瞻汁等 起 病， 瞻汁等 

起の 諸 病， 膽質所 起の 病 
pittabadha 膽汁病 
pittika 膽汁疾〔1*^〕 

pitti-visaya=petti-visaya,  peta-visaya 餓鬼の 

世界， 餓鬼, 餓鬼 界， 餓鬼 境， 餓鬼 趣， 餓鬼 近 
pittivisaya-loka 娥鬼 世間 
pittivisayika 餓鬼の， 餓鬼 界の 
pinasa タト 鼻炳， 感冒 
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Pilinda 


pip お a ① 渴， 渴愛， 渴望 ② 大酒 家 
Pipasi  〔？ロ 丁」 ピ パーシー 

pippala〜pipphala  〔植〕 胡椒， 畢 波羅， 蓽撥 
pipphala=pippha]i    〔樹〕 畢 鉢羅， 畢 波羅， 蓽 
撥 

Pipphalayana  〔拔陀 迎比羅 尼の 夫〕 ピ ッ パラ— 
ャナ 

pipphali=pipphall  〔植〕 ピ ッ パ リ ， 畢 波羅， 畢 

鉢， 蓽撥 
Pipphali-guha 畢 鉢羅窟 
Pipphalivana  〔村〕 ピ ッ パ リ ヴナ， 畢鉢 
pippha]i=pipphali,  pipphala~pipDala  〔藥果 J 

蓽撥， 畢鉢， 畢 波羅， 畢 鉢羅， 胡椒 
piya ① 愛， 可愛， 愛 者， 愛人， 愛好す る もの， 

所 愛， 愛 語②櫂 
Piya ① 〔經〕 愛 者 S  3  4 ② 〔經〕 敬愛 A  8 

3,  4 

piyaka  〔樹〕 ピャ 力 
Piyaka  〔文荼 王の 理財 官〕 ピャ 力 
Piyaketa  〔殿〕 ピャ ケータ 
Piyagallaka=Piyangallaka  〔精 舍」 ビ ャガッ ラ 
力 

Piyankara ① 〔夜叉 童子〕 ビヤン カラ ② 〔經〕 

ビヤン カラ S 10  6 
Piyankara-matar し 夜 叉 女〕 ピ ヤン カラ マータ 

一， 畢陵伽 母 
Piyaiigallaka=Piyagallaka  〔精 舍〕 ピャ ンガッ 
ラ 力 

piyangu=piyanguka  〔樹， 7 匕〕 ヒ ヤンク, j 巴 子 
Piyangu  〔島〕 ピ ヤング 

piyanguka=piyangu  〔キ 封， マ 匕〕 ヒ ヤング、 力, 
子 

piya-cakkhu 愛 眼， 愛の 眼， 慈愛の 眼， 親愛の 
眼 

Piyajatika-sutta ピャ チ * ャ一 ティ 力 • スッ タ， 

愛生 經 M  87 
Piyafijaha  〔比〕 ピャ ンヂ、 ャハ 
Piyadassana=Asoka  〔王〕 き 見 
Piyadassin ① 〔沸〕 ピャ ダ、 ッ シー， 喜 見 ② 〔辟〕 

ピ ャ ダ、 ッ シ ソ ③ 〔比〕 ビ ャ ダ' ッ シ 一 
piya-nimitta  相 


piya-bhamn 愛 語 を る 〔者〕 
piya  rupa 晉色 

Piya-vagga 愛好 品 Dhp 16  vv  209-220 

piya-vacana 愛 語 

piya-vaca 愛 g§ 

piya-vada お 語 

piya-vadin 愛 語 〔者」 

piya-vippayoga 諸 愛との 別離 

piya-sankhara 愛する 〔SlO 行 

piya  satta 愛する 有情 

piyasata-rupa  sena き 悅の卓 

piyapiya  'お 曾 

piyayita  jana 愛する 人人 

piyarittam  dhammani 陸 舟の 艫 舵 

piyala  〔果， 樹〕 ピャ ーラ 

Piyalapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ピャ— ラ プ ッ 

ピャ Ap  3  237 
Piyalaphaladayaka    〔比丘の 譬 瑜經〕 ピャ ーラ 

パ ラタ'、一 ャカ Ap  3  497 
piyehi  vippayogo  dukkho 愛別離苦， 愛する 

ものと 別離す る は 苦な り 
pilakkha=pilakkhu  〔樹〕 ピ ラッカ， 畢洛 叉， 

無花界 

Pilakkha-guha ピ ラッカ 窟 
Pilakkhaphaladayaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ビラ ッ 

力 パラ ダ一ャ 力 Ap  3  381 
pilakkhu=pilakkha  〔樹〕 ピ ラック， 畢洛 叉， 

無花果 

Pilakkhuphaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ピラッ 

クパ ラダ一 ャカ Ap  3  465 
pilandhana  J^i 各 

piiandhana-vikati 莊嚴 具， 莊 ifli' 物 
Pilayamala=Palayamala  〔將 軍， 王〕 ビラ ャマ 
一 ラ 

pilava 水 烏， 鴨 
Pilavasu  〔堡 壘〕 ビラ ヴス 

Pilavitthika ① 〔地方〕 ピラ ギッティ 力 ② 〔堡 

Pilimvatthu  〔村〕 ピ リ ン ヴ ッ ッ 

Pilinda-gama 畢隣陀 村， 畢陵逝 村 = 守 園 人 村 

Pilinda-vagga 畢隣陀 品 Ap  3  388-397 
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Pilinda 


Pilindavaccha  〔比〕 ヒ: リ ン ダ ヴ ッ チヤ， 畢隣陀 
婆^, 畢陵咖 婆蹉， 畢蘭陀 筏 嗟 〔譬 囁經〕 Ap 
3 15,  388 

Piliya  〔長者〕 ヒ リ ャ 

Piliyakkha  〔王〕 ヒ リャッ 力 

pilotika 繃帶 

Pilotika=Vacchayana  〔出家 行者， 塞〕 ヒロ  — 

ティカ 

Pillavitthi  〔地名〕 ピ ッ ラヸッ ティ 
pi}aka-pilaka 吹出物， 瘡， 疫子， 膿 腫, 膿瘡， 

瘍腫 

pisaca 畢舍 遮， 毘 舍闍， 吸血鬼， 食 人 鬼， 食 

肉 鬼， 惡鬼， 鬼， 餓鬼 * 
pisaca-bakkula 惡鬼 妖魔 
pisaca-yoni 鬼 /jt? 
pisaciUika 畢舍遮 宗徒 
pisila ヒシ ーラ， 飮水器 
pisunaya  vacaya  veramani 離 離 「日 J 語 
pisuna-vaca 刚古 為， stEi 日] 語 各 
pisuna-vaca'~pesunna 離 「日"] 語, 兩古 
pisunavaca  pativirato 離 離間 eS 為 
pisuna-vacaya  veramani 離間 語の 離， 離間 語 

を 離る る こと， 離 離間 語 
pihaka 脾， 脾臟 〔三十 二 身分の 一〕 
piha 羡望 

Pihita  〔經〕 閉ぢ 込めら る S 1 68 
pitha 椅子， 坐 床， 小 床 
pithaka 繩床， 椅子 

Pitha-jataka ヒータ *チ 'ヤー タカ， 座席 本 生物 

語 J  337 
Pitha-vagga 椅子 品 Vv 1 〜； L7 
Pitha-vimana 椅子 天宮 Vv 1~4 
pithasappin 贿, 燈， 歩行 不能者 
pithika お i 子 

PUhiya  〔ダ ミラ 人， 王〕 ピーティ ャ 
pita ①〜 pitaka,  pitika 黄， 黄色， 金色 ②喜 
pltarh  janati 飮料を 知る， 飮 まるべき もの を 知 
る 

pitaka=pitika 黄 
pita-kasina 黄遍 〔十 處の 一〕 
pitaka  〔sukka〕 黄 
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pita-vanna 黄色 
pita-vattha  tcf お 
Pita-vimana 金色 天宮 Vv  47 
piti 喜， 喜悅， 歡喜， 歡悅 
Piti  〔經〕 ュぶ： S  28  3 
pitika=pitaka 黄 
Pitittika 喜 三 法 Tika  7 

pitittika-kusalattika 喜 三 法 善 三 法 Tika-tika  27 
pitittika-saranaduka 喜 三 法 有 諍 二 法 lika- 
duka  79 

pitittika-hetuduka 喜 三 因 二 法 Tika-ciuka  7 
piti-pharaija ほ 喜 遍滿， 喜 遍滿性 〔五 正定 支の 

一〕 

piti-sambojjhanga 喜等覺 支， 喜覺 支， 喜悅の 

覺意 〔七 等覺 支の 一〕 
pitisahagata  jhana 吾倶 1 哮 
Pitisahagata-duka 喜 俱行ニ 法 Duka  90 
pitisahagataduka-kusalattika 吾俱 fi  二 法 善 三 

法 Duka-tika  99 
piti-sahagata  dhamma  | 俱行法 
pitisahagata  sanna-manasiKara    | と {^?；ネ了 する 
想 作意 

pitisahagata  samadhi 喜 俱 定 
pitisahagata  panna  倶 tx 慧 
piti-sukha 喜樂 

pinindriya 諸 根 肥大， 諸 根 肥え 
Pilapitthi  〔情 舍〕 ピ 一ラ ビッティ 
pilaka-pilaka 膿 腫， 膿瘡， 瘡， 瘍腫， 疹子, 
吹出物 

pilana 逼惱， 逼迫  - 
pukkusa  〔賤 族〕 プ ッ ク サ， 補 錫娑， 弗 拘沙， 
) お 家， IK 殺お， 殺 業， 下水 掃除人， 掃除 夫， 
除 糞^, 塵芥 淨除 
Pukkusa ① 〔末羅 人〕 プ ッ ク サ， 福 貴 ② 〔大 

臣〕 プック サ③ 〔賢 咎〕 プック サ 
Pukkusati    〔比〕 プック サ— ティ， 沸久左 底， 

弗迦 羅裟黎 
pukkusi 補 锡娑女 

puggala プッ ガラ， 人， 補特 伽羅， 士夫， 個人 
Puggala ① 〔經〕 人 S  3  21 ； 15 10 ② 〔經〕 
補特 伽羅 A  9  9 


Punnabhisandi 


puggala  uttana  uttanobhasa 淺く して 淺く見 
ゆる 人 

puggala  uttana  gambhirubhasa 淺く して 深く 
見 ゆる 人 

Puggala-katha 補特 伽羅 論 KV 1 1 
puggala  gambhira  uttanobhasa 深、 して 
見 ゆる 人 

puggala  gambhira  gamohirobhasa 深、 して 

深く 見 ゆる 人 
puggala  tuccha  pihita  ；^： (こして 閉ち たる 人 
puggala  tuccha  vivata  &i こして 開 ざた る 人 
puggala  dutappaya  ；'^ 足させ 難き 人 
puggaladhammavara-niddesa 人 法分義 1^， 人 

法 分總說 

puggala  pakka  ama-vannin 熟して 生色 ある 人 
puggala  pakka  pakka-vannm 熟して 熟 色 あな 
人 

puggala-pannatti 補特 伽羅 施設， 人 施設 
Puggala-pannatti フ ッ 力、、 ラノ、 ン ニヤ ツァイ， 人 

施設 論 〔七 論の 一〕 Abhidhamma  4 
puggala-paroparannu 補特仂11羅の勝^^ を 知る 
puggala  pura  pihita 盈ちて 閉ち たる 人 
puggala  pura  vivata      ちて 開 ざた る 人 
Puggala-vagga ① 人品 A  2  6  ；  3  ：31〜30； 10 

155〜166,199 ② 補特 伽羅 品 A  4 131〜140 
puggala-vadin 補特仂 [I 羅 論者 
puggalavara-niddesa 人; >t 義釋 
puggala-samgaha 人聚 
puggala-sammukhata 人 現前 
puggala  sutappaya 滿 足させ 易き 人 
puggala  serin  3i3 存の人 

puggalassa  asava  na  vaddhanti の增 ささる 
人 

puggalassa  asava  vaddhanti 漏の 增す人 
puggalanadariya 人輕俺 
puggale  uposatho 人布薩 
puggale  pavarana 人自恣 
puggalo  amo  ama-vanni 生に して 生色 ある 人 
puggalo  amo  pakka-vanni 生に して 熟 色 ある 
人 

puggalo  upalabbhati  saccikattha-paramatthena 


補特 伽羅 は諦義 • 勝 義に依 りて 得らる 
puggalo  dullabho  lokasmim 世に 於て 得難き 人 
Punkonda しタ' 、ミ ラ 人〕 フ" ンコン タ'、 
Punkha  〔村〕 プンカ 
Dufigava 牛 王 

pucim£incia=nimba  〔樹〕 フ' チマン タ"， 賓 jWlP 
陀羅 

Pucimanda-jataka フチ マンタ 》チ 'ヤー タカ, 

プチ マン ダ樹本 生物 語 J  311 
Pucimanda-vagga プチ マンタ、、 樹品 J  311~320 
puccandata 腐 卵 
puccha 問， 質問 

Puccharama    〔精 舍〕 プッチ ャ―ラ —マ， 問答 

園 

pujjo  hoti きモ ます 

punna 福， 福德， 善， 福 業， 善業， 功德 
punna-kammanaih  vipako 福 業の 果 
punna-kinya-vatthu 福 業 事 し 三種"！ 
Punnakiriya-vatthu  〔經〕 福 業 事 A  8  36 
punna-kiriya 福 業， 福 行， 功德業 
punnakkhaya-marana 福盡 死， 福盡 による 死 
punnakkhetta 福 田， 福の 田地 
punna-teja 福 威力 
punna-phala 功 f 惠の果 
punna-bhagiya~punna-bhagiya 順 福 分 
punna-mahatta 福の 偉大 
punna-mahi 功德地 

Punnalakkhana=Punnalakkhanaclevi し 給孤獨 

の 第一 夫人〕 プン ニヤラ ッ カナ—， 善 相 

Punnavaddhana    〔 タ、、 ン マ タ、、 ッ シ 一 佛の 子〕 プ 
ン ニヤ ヴッ ダナ， 善業 增 

punnavato  iddhi 具 f 畐神 通， 具 福# 胃 

punna-vatthu  IF 虽業事 

punnavant 具 福 者， 慈善家 

punna-vepulla  ilfg 廣大 

punna-saiikhara 幅 行 

punnassa  dhara      ，惠の 流， I 畐 水流 

punna-bhagiva~  punna- bhagiya  ilig 分 

punnabhisamkhara 爪 虽行， fg 現行 

punnabhisanda 福德 潤澤， 福の 等 流 

Punfiabhisanda-vagga ① 福 德潤澤 品 S  55  31~ 


Punnupacaya 

40 ② 福 生 品 A  4  51〜60 
punnupacaya 福 業 （初） の 積 集 
puta 器 

Putadusaka-jataka プタ ドゥーサ 力 • チ 'ャ 一タ 

力， 毀 籠 本 生物 語 J  280 
putabandha-upahana 炭 靴 
Putabhatta  〔山〕 プ タパ ッ タ 
Putabhatta-jataka プ タパ ッタ ，ギヤ一 タカ， 
. 囊食本 生物 語 J  223 
Puto  〔經〕 布吒 S  42  2 

pundarlka   〔値〕 プン ダリ— 力， 分陀利 ii, 分 

陀利， 白 蓮， 白蓮 華， 蓮華， 蓮根 
Pundarika ① 〔地獄〕 ブン ダリ— 力， 白蓮 ② 

〔象〕 分陀利 
Pundarlka-niraya  ^3^地獄 
Pundarika  〔女〕 プ ン タ'、 リー 力一 
pundarlkini 白蓮 池， 白蓮 華 池， 白蓮 華の 池 林 
Punna ① 〔比， 佛の 敎誡を 受けて 西方に 行く〕 

フン ナ, 富樓那 ®=Punnamantaniputta 

〔比， 說法 第一〕 プ ンナ， 富樓那 ③ 〔牛 行 
#〕 プンナ （^〔杓子の持|^〕 ブンナ ©〔 僕， 
文荼 長者-の 下男〕 フン ナ， 富樓那 ⑥ 〔經〕 
富樓那 S  35  88 
Punnaka ① 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 プンナ 

力， 富那 iJg, 富蘭那 iSo, 富 憐尼迦 〔譬喩 經〕 

Ap  3  399 ② 〔傳。 轉輪 王〕 プン ナカ， 不那 
奇， 布 囉拏怯 （D  〔長 荐〕 プン ナカ， 富蘭那 
迦 @  〔夜叉〕 ブン ナカ， 不那奇 ©  〔馬〕 プ 
ン ナカ， 富 蘭那迎 

Punnaka-jataka— Vidhurapandita-jataka フ ソ 

ナカ • チ 'ヤー タカ 
punnakanaraka  〔|R 熱病」 フ ン ナカ ナラカ 
Punnaka-Danha=Punnakamanava-puccha 

〔經〕 富 那迦所 問， 富 憐尼逝 所 問 
Punnakamanavakapanha-niddesa    g 那迹學 童 

所 問の 義釋 CNd  4 
Punnaka-manava-puccha=Punnaka-panna 

〔經〕 富那 i55 舉 童 所 問 Sn  5  4 
Punnaji  〔耶舍 の 友人， 比〕 フン ナチ', 滿勝 
Punnanadi-jataka フン ナナ ティ  一 • ナヤ一 タ 

力， 河水 滿本 生物 語 J  214 


Punnapati-jataka フ。 ン ナパ一 ティ • ナヤ 一 タ 

力， 滿瓶本 生物 語 J  53 
Punnabhadda  〔夜叉〕 フン ナパ ッダ， 滿賢 
Punnabhadda-vata 滿賢 〔夜叉〕 務 
Punnabhiidda-vatika 滿賢 〔夜叉〕 務者 
Puppa-Man ほ niputta=Pupi?a  〔比， 說法 第一〕 

プンナ マンタ— ニブ ッタ， 分 溽文陀 尼 子， 富 

樓那彌 多羅 尼 子， 滿願 子， 滿嚴^ 女子 〔譬 Pi 

經〕 Ap  3  5 
Punnama  〔經〕 滿月 S  22  82 
Punnamasa  〔比」 プンナ マーサ 
punnamukha=kokila  〔鳥」 フ— 'ン ナム 力 
Punnamukha  〔長お-""! フ —'ン ナム 力 
Punnalakkhana-clevi=Punnalakkhana し 給孤獨 

の 妻〕 フン ナラ ッ カナ デ一 ヸ一 
punnavaddhana-vattha 滿增衣 
Punnavaddhana  〔園〕 フン ナ ヴ ッ タ、、 ナ 
Punnavaddhana ①ひ也 名〕 ブン ナヴッ ダナ 一 

② 〔池〕 

Punnavallika  〔精 舍〕 ブ ソ ナ ヴ ッ リ 力 
Punna ① 〔尼〕 プンナ 一， 成滿 ② 〔婢〕 プン 
ナー， 滿 

Punnika ① 〔尼〕 フン 二 力— 〔臂 喩經〕 Ap  4 

38 ② 〔婢〕 フン 二 カー， 不尼 
Punniya ① 〔比〕 プ ン ニヤ ② 〔經〕 プン ニヤ 

A  8  82  ； 10  83 
Punneli  〔村〕 プ ン ネ 一 リ 

Punnovada-sutta プンナ ヴー タ、、 • ス ッタ， 敎富 

樓那經 M 145 
pulta 兒， 兒子， 子， 子供 
Putta ① 〔傳 。 比〕 プ ッタ② 〔經〕 It  74 
puttajiva  〔お' D フッ クチ'一 ヴ 
Puttatissa  〔占師〕 プ ッ タティ ッサ 
putta-aara 妻子 

Puttabhaga  〔精 舍〕 ブッ タ バーガ， 兒分 
putta-mamsa 十 肉， 子の 肉 
Puttamariisa  〔經〕 子 肉 S 12  63 
puttamamsupama 子の 肉の 譬喩， 兒の身 肉の 

puttimant 亍ぁ る お 

Putto  〔經 1 子 S 15 18  ； 17  23,  41 
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Pupphasaniya 


puthu 別 性 

Puthu  〔經〕 廣 S  55  63 

puthu -annavadmam  maggo 異說の 退 

puthujja 凡俗 

puthujjana 凡夫， 異生， 無智 者 
Puthujjana  〔王〕 プ ト ゥ ツチ' ャナ 
puthuijana-kalyanaka 善 凡夫 
puthujjana-kalyanika  # 凡夫艾 
puthujjana-bhumi 凡夫 地， 異 生地 
puthujjana-sukha 凡夫 樂， 凡夫の 樂 
puthujjananam  gotto 凡夫の 姓 
puthutta 異 

puthu-nanattekatta-teja-panyadane  panna 別 
性 • 異性 • 一 性 • 威力 • 永 盡の慧 

puthu-panna 廣慧 〔者〕， 廣智 〔者〕， 廣き 智慧 

〔者〕， 博慧者 
puthu-oannata 博き 
puthu-pannatta  遺 
puthupanna  puggala 廣惑人 
puthu-panna 廣慧， 博慧， 廣智， 多智 
puthu-iaddhika 異 yffg 香 
puthu-loma 多鬆魚 

puthuvi-mandala ~ pathavi-mandala 地 輪 
puthu-sua 大石 

puthusila  dvedha  〔譬 [|5〕 大石 二分 
Puna-patisandhigahana-panho     冉び結 生の 

Mil 2  〔2〕  7 
puna-pavarana 重 f#， 更 gfl 
puna-paka 更煮 

Punapitthika  〔精 舍〕 プナ ビッティ 力 
Punabbasu  (I)=Punabbasuka  〔無恥 比丘， 六 
群 比丘の 一人〕 プ ナツ パス， 分那 婆蔽， 分那 
婆娑， 弗那 婆須， 富 那婆娑 ② 〔夜叉 童子〕 
プ ナツ パス， 富 那婆藪 ③ 〔經〕 富 那婆藪 S 
10  7 

Punabbasuka=Punabbasu  〔無恥 比丘， 六 群 比 
丘の 一人〕 フ ナツ パス 力， 分那 婆截， 弗那婆 
須， 富 那婆娑 

Punabbasumitta ① 〔毘婆 尸佛の 信士〕 プナ ッ 
パス ミッタ ② 〔傳。 長者-〕 

punabbhava 再 有， 後 有， 輪廻 轉生， 轉生 


punavasuna フ -ナ一 ヮス日 

punnaga  〔樹， 花〕 プンナ —ガ， 芬那伽 

Punnagapupphiya    〔比丘の 譬卩 i 經〕 プンナ 一 

ガプッ ピャ Ap  3 159 
puppha ①花② 月 華 

Puppha ①〜 Pupphanama  〔相承 比丘〕 プ ッ パ 
② 〔園〕 

Pupphaka ① 〔鸚鵡〕 プッパ 力， 花② 〔宮殿〕 

プッ パカ 
puppha-gandha 羊 も 

Pupphacangotiya  〔比丘の 譬喻 (經〕 プッパ チヤ 

ン ゴー ティ ャ Ap  3  70 
Pupphacchattiya    〔比丘の 譬喩 經〕 プ ッ パ ッ チ 

ャッ ティ ャ Ap  3  329 
puppha-chaddaka 花棄て 人， 花 掃除 夫， 汚穢 

屋， 不淨 物の 淸除者 
pupphachagdaka-kamma 掃除 業 
Pupphachadaniya  〔傳 。 轉輪 王〕 プ ッパ チヤ タ、、 

ニヤ 

Pupphachadaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 プ ッパ チヤ 

ダニ ーャ Ap  3 134 
Pupphathupiya  〔比丘の 譬喩 經〕 プッパ トウ— 

ピャ Ap  3 122 
Pupphadharaka  〔比丘の 譬喩 經〕 プッ パダ一 ラ 

力 Ap  3  292 

Pupphanama— Puppha    〔相承 比丘〕 プ ッパナ 
― マ 

Pupphapura=Pataliputta    〔城〕 フ」 ッ パフ- ラ， 
華氏 

puppha-bhanin 華 語 〔者〕， 華 語 人 
Puppharatta-j  ataka フ ッノ ヽラッ タ • ナヤ 一 タ 

力， 花祭 本 生物 語 J 147 
puppha-rasa ォヒ汁 

Puppha-vagga 華 品 S  22  93 〜： 102;  Dhp  4  vv 

44-59 
pupphavati 月芈 あり 
Pupphavati  〔者 [Q プ ッパヴ ティ 一 
pupphapana 花 店 (佛の J 
pupphapaniKa 花 商人 
puppharama 花園 

Pupphasaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 プッパ —サニ 
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Pupphasav; 


ャ Ap  3  315 
pupphasava 花 酒 
Pupphita  〔傳 。 轉輪 王〕 プ ッ ピ タ 
pubba ① 膿， 膿汁 〔三十 二 身分の 一〕 (D 前說 
pubbaka  isi 古 仙， 古 仙人， 昔の 聖 萏- 
Pubbakaccayana    〔醫〕 プッパ カツ チヤ一 ャナ 
pubbaka は 〔- kamma〕 宿 作 〔業 〕， 巳 作業， 前世 

の 所業 

Pubbakammapiloti    〔比丘の 譬喩 經〕 ブクパ 力 

ンマ ピロ一 ティ Ap  3  387 
pubba-karana 前行 〔i5l 綿那 衣の〕 
pubba-koti 本 際 

Pubba-kotthaka  〔經〕 東 河 S  48  44 
Pubbakotthaka  〔河〕 プ ツバ コッ タカ—， 東 浴 
室 

pubba-gata  M 

pubbangama 先行 者， 先驅， 先驅 者， 先導者, 

前驅， 上 首 
Pubbangama  〔經〕 先驅 A 10 121 
Pubbangamaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 フッ パンガ 

マ ニヤ Ap  3 1^90 
Pubbajira し 村」 フ ッノく チラ 
pubbanna 七穀， 前 食 
pubba-devata 古の 天人， 先天 神 
pubba-nimitta     相, mj 兆 
pubbanta 前 際， 前邊， 過去 
pubbantanuditthi 前際隨 見， 前 邊に隨 ふ 見， 

隨前邊 見 

pubba-peta 祖先， 先 亡者， 亡靈， 先靈， 餓鬼 
pubbapeta-katha 死荇の 話， 先 亡 論， 先靈 論， 

靈 魂 論， 亡靈 論， 祖先 論 〔無用 論の 一〕 
pubba-buddha 過去 沸 
pubba-yoga 宿 行， 宿緣， 前生との 結合 
pubba-lohita  fig 血 

Pubbaviijhana  〔村」 プ ッ ハギ ツナ ャナ 
Pubbavideha  〔洲〕 東昆 提訶， 東 勝 身, 弗 婆提， 
弗 婆毘提 

pubba-samudacinna  kuesa  biJ91 打慎惱 
Pubbaselika,  Pubbaseliya  〔部 派〕 東 山 住 部， 

東 山 部 
Dubbahetuka-sila 宿 因 成 


pubbacariya 先 軌範 師， 先師， 古師 
pubbapatti 罪 

Pubbarama  (I)=Migaramathu-pasada し 舍〕 
プッ パーラー マ， 東 園， 淸 {き園 林② 〔經〕 東 

園 S  ~18  45-48 

Pubbaramo  iviigaramatu  pasado=Pubbarama , 
Migaramatu-pasada  〔fff 舍 J フ ッノ、 ーラ一 マ 
ミ ガーラ マート ゥ パーサー ダ, 東 園 鹿 母 講堂， 
東 園 鹿 子 母 講堂， 東 園 鹿 子 母堂， 東 園 鹿 母 殿 

Pubbe  〔經〕 前 S 14  31 ； 51 11 

pubbe-ananussuta  dhamma^ananussuta 
dhamma      代 未聞の 法 

pubbe-kata 前世の 所業， 前世に 作れり， 宿 作， 
佰 叩 

pubbe-kata-punnata 宿世に 福の 所作 あ る 

pubbekata-vada 宿命 

pubbekata-vadin 宿命論者、 宿作論^^- 

pubbe-kata-hetu 宿 作 因 

Pubbe  nanam  〔經〕 宿智 S  36  24 

pubbe-nivasa 宿 住， 宿世の 居住， 宿世， 宿命， 

前生， 過去に 於け る 生存 
pubbenivasa-anussati 宿注隨 念， 宿命， 隨念宿 

住 

pubbenivasa-nana 宿住智 
pubbe-nivasanussati-nana 宿住隨 念智， 宿命 智， 

憶 宿命 智 

pubbenivasanussati-nana-vijja 宿 住 隨念智 明 
pubbenivasanussati-yathabhuta-nana-oala 宿 

住隨 念如實 智力 〔佛十 力の 一〕 
Puracceri  〔渡 場〕 プ ラタ チューリ 
puratthima-janapada     方 地方 
puratthima  disa  mata-pitaro 東 力' は 母 父 
purana フラー ナ， 古傳， 古詁 
Purana ① 〔比〕 ブラーナ， 富蘭那 ② 〔鹿 住 

の 父〕 ブラーナ， 富蘭那 ③ 〔大工〕 ブラー 

ナ， 宿き: @  〔村〕 ブラーナ 
purana  kamma 先 業， te 業， 古 ざ Ife 
purana  clvara 故 衣 
purananjasa 古徑 

purana-dutiyika 故の 妻， 元の 妻， 故 二， 舊妻， 
先妻， 昔の 妻， 前 妻， 前の 妻 


Pulahattha 


purana  nagara 古城 

purana  nisldana 故 座 具 

purana  magga 古道 

purana  rajadhani 故 都 

purana-vedana 古 ざ 苦 3 南 

purana  santhata 故 臥 具 

Purabheda-sutta 死前經 Sn  4 10 

Purabhedasutta-niddesa 死前經 の義釋 MNd 10 

Purindada ① プリン ダダ， 富 蘭 陀羅， 因 陀羅， 

都市の 破擊 萏-, 破 城 者-， 城 を 破る 者， 壞邑 = 

帝釋天 ② 〔王〕 プリ ンダダ 
punmaka  tayo  sammasambuddha 過去 三 1 弗 
Purimakoti-panho 最初の 始ま り 〔は 認識せられ 

ざる や〕 の 問 Mil 2  〔3〕  2 
Purima-gamana 第一 早 
punma-pada  giJ 足 
purima-yama 初更， 初夜， 初 分 
purimika-vassavasa  M 雨 安 
purisa 男子， 男， 丈夫， 人， 人間， 神 我 
Purisa  〔經〕 人 S  3  2 
purisa-katha 男 論， 男子 論 〔無用 論の 一〕 
purisa-khalunka 未 |R5 人， 人 未 馬 〔三種〕 
punsa-gutti  fe'iia 
purisatta 男子 性 
Dunsatta-kara 工人 

purisa-thama 人間の 力， 丈夫の 勢， 丈夫の 勢 

力， 丈夫の 忍耐， 人の 勢 用， 人の 勇猛 
purisadamma-sarathi 調 御 丈夫， 調 御 夫 者， 

調 御師， 丈夫 調 御者， 人人の 調 御者 〔如來 十 

號の 一〕 
purisa-dosa 人の 過 
purisa-dhorayha 人間の 忍耐 
purisa-parakkama 人間の 努力， 丈夫の 勤 勇， 

丈夫の 勇猛， 丈夫の 勇決， 人の 勇健， 人の 精 

勤 

purisa-puggala 男 十 

Durisa-bhava 男性 

punsabhava-dasaka 男性 十 法 

purisa-medha 人の 供犧， 人祠， 獻人， 獻人祭 

purisa-rupa 男子の 姿， 男子の 色 

purisa-linga 男子の 相， 男 相 


Purisallu  〔夜-叉〕 ブ リ ッ サル 
purisa-viriya 丈夫の 精進， 人間の 精進， 人の 
精進 

purisa-visesa 人 「日， 差別 
purisa-vyanjana 男根 
punsa-sadassa 人中 R 馬， Ar.Iv し 三 
punsa-sila-samacara  士 夫の 戒正 ft 
purisa-siha 人師ナ 

punsajanna,  Durisajanlya 人 良, 1^， 吉 Ip^^ 士 
purisada=porisada 食 人 鬼， 食 人 者-, 人 食 ひ， 
兜 人 

Purisalu  〔獣〕 プリ サー ル 
punsasabha 人 牡牛 
purisindriya 男根 〔二十 二 根の 一〕 
purisindriya-nana 人 智 

purisuttama 最勝 人， 最上 人， 最上の 人士， 上 
人 

pure  apekkham  karoti      を 期待す 
purekkharana 直視 # 
purekkhara 重視 
purekkhara-mada 尊敬 橋 
pure  javo 先仃者 
purejata し- atthi〕 生し も」 
purejata-atthipaccaya  生有緣 
purejata-paccaya  iij 生緣， （jij 生起 緣 〔二十 四緣 
の 一〕 

purejatapaccaya-niddesa  mj 生緣廣 sfe 
purejataC-vippayutta^  Hij 生し つく ネ目 fe J 
purejata-vippayuttapaccaya  gij 生不 相應緣 
pure-bhatta お h(J 
pure-samana 先行 沙門 

purohita 司祭， 司祭 官， 王師， 帝師， 國師， 

顧問 

Pulacceri  〔園〕 プ ラッチ ユリ 
Pulatthi  〔都〕 プラッティ 

Pulatthipurakarapana し 早」 フ ラ ッ ティ 城 y 建 

設せ しむる こと Cv  88 
Pulatthipura-patisamkharana-niddesa し 早〕 フ 

ラ ッ ティ ブラ 修理 次第 Cv  73 
Pulahattha^PuIuhattha  〔王， ダミ ラ人〕 ブラ 

ハ ッ タ 


Pulinda 


Pulinda=Purinda  〔族〕 フ リ ン ダ 
pujava 蟲類， 蛆蟲 
Pulavaka  〔經〕 瞰 S  46  58 
pujavaka-sanna 蟲瞰 想， 蟲聚 想， 蟲啖 想， 瞰 
想 

Pujinacankamiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ブリナ チヤ 

ンカ ミヤ Ap  3  477 
PuHnathupiya    〔比丘の 譬喩 經〕 プリ ナトウ 一 

ビヤ Ap  3  495 
Pulinapupphiya  〔傳 。 轉輪 王〕 プ リナ プッ ヒャ 
PuUnapOjaka  〔比丘の 譬喩 經〕 フ リナ ブー ヂャ 

力 Ap  3  27,  322 
Pujinuppadaka  〔比丘の 譬 P 翁經〕 フリ ヌッノ 《― 

ダカ Ap  3  484 
pu!uvaka=pulavaka 蟲聚相 
pussa=phussa 雄鷄 

pOga ① 組合員， 衆 社， 團體， 同業組合， 組 
合， 民圑② 〔樹〕 プ— ガ， 檳榔子 

Pugadandaka-avata  〔地名〕 プーガ ダン ダカ ァ 
一 ブータ 

pujana 供養 

pujayati 供養 を受く 

Puja  〔僧院〕 フー ヂャ— 

pfijita 應請者 

piijeti 供養す， 崇拜 す， 讃 歎す 
puti-kaya 臭 
puti-bija 朽種 

Putimamsa し豺〕 フ：一 ティ マン サ， 腐肉 
putimarhsa-jataka フ' 一 ティ マン サ， チ * ャ一タ 

力， 腐肉 豺本 生物 語 J  437 
Patimukha-petavatthu 臭 口 鬼 事 Pv 1 3 
pati-mutta 紐, 腐 尿 水， 陳棄， 牛'; 叟， 家畜 

の 尿 

putimutta-Dhesajja 陳棄藥 
puti-lata  〔草〕 ブー ティ 蔓草， 臭蔓， 臭氣 蔓草 
Punagama し リ犮」 フ一 ナガ 一 マ 
POpapakkadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 プー パパ ッ 

力 ダ一ャ 力 Ap  3  522 
Parana  〔長お-〕 フー ラナ， 富蘭那 
Purana-Kassapa    〔六師 外道の 一〕 プーラ ナカ 

ッ サパ， 富蘭迦 葉， 富蘭那 iJg 葉， 富 樓那迹 葉， 


不蘭迦 葉 

pura-rahada 滿 水の 湖 
Puralasa 獻蒐 
pulina-thupa 砂粒の 塔婆 

Puluhattha=Pulahattha  〔ダ、 ミ ラ人， 王〕 プー 

ノレ ノヽ ク タ 
pava フー ヴ， 菓子， 圑子， 餅 
puva-ghara 餅屋 
puva-sura 餅 酒 
puvika 菓子 商， 菓子屋 
pekkha 觀せ 物， 見世物 
Pekhuniya  〔塞〕 ぺ一 クニヤ 
Pegu  〔ビルマの 地方〕 ぺーグ 
pecca  na  socati 來- [± を憂ふ る ことなし 
peccha し谢勿 j ベーツ チヤ 
Pecchadayaka    〔比丘の 譬 喻經〕 ぺ— ツチ ャダ、 

ーャカ Ap  3  519 
Petaka  〔書名〕 へ 一 タカ 
penahika し 鳥 j ぺーナ 一ヒ 力一 
Pennakata  〔町〕 ペンナ カタ 
peta 餓鬼， 亡者， 餓鬼 類， 餓鬼 男， 鬼， 屍， 死霊 
peta  kalakata 先 亡の 靈 
petatta 餓鬼 
petanika 遣 產相續 者 
peta-pariggaha 娥 5^ 物 
peta-bhavana 餓鬼の 世界 
petaraja-visaya 餓鬼 王の 領域 
peta -】 oka 餓鬼 世界 

Peta-vatthu ペータ ヴッ トウ， 餓鬼 事經 〔小 部 

經の 一：] Khuddaka  7 
peta-visaya~pitti-visaya,  petti-visaya 娥 鬼の 

世界 

petavisayika 餓鬼 界の， 餓鬼の 
peta-seyya 死者の 臥 法 

Petanam  uddissaphala-panho 施餓鬼の 果の問 

Mil 4  〔8〕  8 
petl 鬼女， 餓鬼 女 

Petenika(A),  Pitinika(A),  Pitenika(A) 〔國〕 
ピ ティ 二 力 

Pettaiigavalika   〔精 舍〕 ぺッタ ンガ ヷ一 リ 力 
pettika-gocare  rato 父祖 境界 欣樂 i' や 
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Potaliya 


pettika-visaya 父母 境界， 父祖の 地， 父祖の 境 

界， 父親の 里 
petti-ghatin 父 を 殺せる 荐 
petti-rajan 餓 5 &王 

petti-visaya=pitti-visaya,  peta-visaya 娥鬼 境, 
餓鬼 境界， 餓鬼， 餓鬼 界， 餓鬼 趣， 餓鬼道， 
餓鬼の 世界 

petteyyata 父 を 敬 ふこ と 

Petteyya  〔經〕 父 S  56  67 

pema 愛， 愛情， 愛樂， 愛 著 

pemamva-vada 愛 語 

peyya-vajja,  peyya-vaca 愛 g§  〔四攝 事の 一」 
Peyyala-vagga ① 重說品 S  24 19-96 ② 中 

略 品 S  37 1〜24 
Peradoni  〔都〕 ぺ一ラ —ドー 二一 
Perumpayala  〔地名〕 ぺ一 ルン パャラ 
pelaka 鬼 

Pelagama  〔精 舍〕 ぺ一 ラガー マ 

Pelahala  〔村」 ぺ 一ラメ、一 ラ 

Pelivapika  〔村〕 ぺ一リ ブーヒ 力 

pesakara 機 織 業 昔， 機 織 人， 織物 師， 織師 

pesakara-dhltar 織 師の娘 

pesakara-sippa 織 技 

pesanaka-cora  ilK 遣 賊 

pesala 溫 和なる， 溫和 者， 穩和， 善美 

pesala  bhikkhu 楼比 jx 

Pesala-atimannana    〔經〕 溫和者 を さげすむ S 
8  3 

pesi ベー シ， 閉尸， 宍肉， 肉片 〔胎內 五位の 一〕 
pesunna--pisuna-vaca 離間 語， 兩舌， 離間せ 

しむ， 讒誘， 惡ロ * 
pesunna-karaka  b^B# 
Desuna=pesunna 兩古 
Pesunani  〔經〕 離間 語 S  56  75 
pesune3'ya=pesunna 兩舌， 離間 語， 讒 a 旁 
pessa  {$_  ] 

Pessa  〔象 御者-〕 ぺ— ッサ 
pessika 奴 僕 

pokkhara ① 蓮 葉， 蓮， 荷葉 ② 〔樂 器〕 ボ ッ 
カラ 

Pokkharakkhi  〔妃〕 ボ ッカ ラッキー 


Pokkharaniya に 地名〕 ボッ カラ ニヤ一， 補 逝 
羅尼耶 

pokkhara が 蓮 池， 池 水， 湖 池， 池， 泉 池， 小 池 
Pokkharanl ① 〔經〕 蓮 池 S 13  2 ② 湖 池 S 
56  52 

pokknara-patta      の 葉， 蓮 某 
Pokkharapasaya  〔池」 ホ' ッ カラ パ一 サャ 
pokkhara-vassa 

pokkhara-sataka,  pokkhara-sataka  〔馬 J ホ ッ 

力 ラサ 一 タカ， 鶴 
Pokkharasati=Pokkharasadi , Pokkharasati- 

Opamanna  〔婆， 塞〕 ボッカ ラサ— ティ， 沸 

伽羅 娑羅， 沸 伽羅 娑帝 
Pokkharasati-Opamanna=Pokkharasati し 婆つ 

ボッカ ラサ— ティ ォ―パ マン ニヤ， 沸 伽羅 娑 

羅 嗚呼 扠奴 

Pokkharasadi=Pokkharasati  〔婆〕 ボ 'ヌカ ラサ 

一 ディ， 沸 伽羅 娑羅， 沸 伽羅 娑帝 
Pokkhala  〔地名〕 ポ ッ カラ 
potakila  〔草〕 ボー タキ ラ 

Potthapada ① 〔比〕 ボッ タパ ーダ ② 〔外， 塞〕 

ボッ タパ— ダ， 布吒 波陀， 布 吒婆樓 ③ 〔鸚 

鹉〕 ポ ッ タパ— ダ、 
Potthapada-sutta ボッ タノ ミータ • スッ タ， ネ fJiFE 

婆 樓經， 布吒 婆陀經 D  9 
potthaslsa,  potthaslsika し 鳥〕 ホッ タシ一 サ， 

ポ ッ タシ ーシカ 
Potthila  〔比〕 ボ ッテ イラ 
pona ボ 一ナ， 飮器 

Pona-amaravati 〔地名〕 ボ一ナ アマラ一 ヴテ ィ 

potaka 離 
potaki-tula 草 4 吊 
Potana  〔械〕 ボー タナ， 褒 ti 那 
Potali  〔都〕 ボ一 タ リ 
Potalinaga  〔町〕 補 多勒迦 
Potaliputta  〔外〕 ボー タ リ プッ タ 
Potaliya   〔遊行 者， 塞〕 ボー タリ ャ， 哺多 利， 
晡多利 

Potaliya-suttanta ボー タリ ャ • スッ タンタ， B 甫 
多利經 M  54 
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Potiriya 


Potiriya  〔人〕 ボー ティ リャ 

Pottika,  Pottiya    〔貧乏人〕 ボッ ティカ， ボッ 

ティ ャ 
pottha 塑料 

potthaka ① 書物， 書册， 書籍， 經卷 ②マカ 

チ繊 維織， 樹皮 衣 
Potthakuttha〔ka〕 〔アツ ガボ 一 ディ 四 世 王の 侍 

僕〕 ボッ タク ツ タ 〔力〕 
potthakupama  puggala 樹皮 衣瑜人 〔三種〕 
Potthadayaka  〔比丘の 譬 經〕 ボ ッ タ ダ、— ャカ 

Ap  3  276 
potthanika 禾リ劍 

Potthasata  〔將 軍〕 ボッ タ サータ 
pothujjanika 凡俗 苦-的， 異生 位， 凡夫の 所行 
podalaka 串 

ponobhavika 後 有 を 起し， 後 有 を脔す 
ponobhavika  bhava-saiikhara 當來有 有 行 
ponti 濫樓衣 

porana 古人， 古聖， 古註 釋家， 昔の 人 
porana-inamula き 借財 
porana isi 古 仙 
poranika 古人 
porisa 储人， 寄食 者- 

porisada=purisada 人 食 ひ， 食 人 者， 食 人 鬼， 

兇 人 

Porogahalikhandaka  〔地名〕 ポ一 口 一  ガー ハ リ 


力 ン ダカ 
porohicca 司祭， 司祭 官 
Polajanaka  〔王子〕 ポーラ ヂャ ナカ 
Polonnarutala し 池〕 ホ'  一口 ーンナ ノレ タラ 
posa  士夫， 被 養 者- 
Posatha  〔園〕 ポー サタ 

Posala  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ボー サー ラ， 

布沙維 

Posala-panha=Posaiamanava-puccha  〔經 つ 有 f 
沙羅所 問 

Posalamanavakapanha-niddesa ォ fj 、/少 羅學童 所 

問の 義釋 CNd 15 
Posa]a-manava-puccha=Posala-panha  〔經 i 布 

沙羅學 童 所 問 Sn  5 15 
posika  *W 者 
posika 養母 
Posiya  〔比〕 ボ —シャ 
Posona  〔城〕 ボ 一ソ一 ナ 
prana(A)=pana 生類， 生物 
pradesika (/\ ；  =padesika 地方お 广目 
pravajita  (A),  pravrajita  (A;=pabbajita 出家 

お， 出家， 出家 行^, 禁欲 者 
prasamda(A)=pasanda 示 派， 外 ！§_ 
prana(A)=pana 玍類， 生物 
pradesikaCA),  padesika  (A) ,  pradesika  0%)= 

padesika 地方-ほ 广吕 
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Phalapan; 


phaggu—phagguna  (I)  ノミ ノレ ク'， 春② 〔月〕 ノミ 

ルグ， 頗 勒窶那 
phagguna— 'phaggu  〔月， 二月〜 三月 j ハツ グ 

ナ， 頗勒 窶那， 巴 迦那， 孟春 
Phagguna=Phagguna  〔比〕 巨 求那， 頗 勒具那 
Phagguni    〔ナーラ ダ佛の 第二 比丘尼〕 パ ッ グ 

Phagguna  (I)=Phagguna  〔比〕 パ ッ グナ， 頗 
勒 具那， 叵 -求那 ®=Moriya-phagguna  〔比〕 
パ ク グナ 

Phagguno ① 〔經〕 破群那 S 12 12 ② 〔經〕 

頗 勒具那 S  35  83 
phana 鎌首， 頭 被， 寵蓋 
phanaka      局 指 p 

phana-hatthaka 蛇 頭 手 〔者〕， 手 蛇 冠の 如き 者 
phanijjaka しゃ！！!〕  ノヽ ュッ ナヤ 力 
phandana  〔樹〕 パンダ' ナ 

Phandana-jataka  ノ 《ンタ ナ*ナ ヤー タカ, パン 

ダナ 樹本 生物 語 J  475 
phandant 戰慄 する 者 
phandapayant 戰慄 し む る # 
pharana  piti 遍;' 兩 * 
pnarasu  fr,  fr, 手斧 

pharusa ① 粗暴， 麁， 麁暴， 翳惡， 廳溢， 無 
慈 (D=pnarusa,  pharusaka  〔果〕 ノ ミノ レサ， 

m^^, 頗留沙 

Pharusam  〔經〕 麁惡語 S  56  76 
pharusaka=pharusaka,  pharusa  〔朵 J  ft 溢, 

頗 留沙， 三色 花 
pharusa-vaca=pharusa-vaca 囊語 #, 饞惡 

者， 惡 口？; j 

pharusaC-vacaJ 粗惡 語， 麁惡 語， 麁語， 粗 語， 

粗暴の 言， 惡ロ 
pharusaya  vacaya  veramani 離翳惡 語， 簏惡 

語の 離， 麁惡語 を 離る る こと 
pnarusa-vaca=pharusa-vaca 廳惡語 #， 惡 口 

者， 麁 語^, 粗語荐 
pharusa-vaca=pharusa-vaca 囊惡 語， 廳惡の 

語， 鹿惡 語， 惡ロ， 麁語， 粗惡 語， 粗 語， 粗 

暴の 言 

pharusavaca  pativirato  lit 齒惡語 者 


pharusa-vacaya  veramani       惡 語の 離, 齒惡 

語 を 離る る こと， 離 巔惡語 
phala ① 果， 果實， 果物 ② 睾丸 ③〜 pa】a 

〔重量〕 パラ 
Phala  〔經〕 果 S  48  65,  66  ；  51 25，  26  ；  54  4, 

5  ；  55  55〜58 
phalaka ① 〔樹〕 パラ 力 ②板 
phalaka-cira 木片 衣， 木片の 衣， 木 板 衣， 板 衣， 

結 木 /fii^C^ 

Phalakadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パラ 力 ダ―ャ 

力 Ap  3 148 
phalaka-pltha 极座 
phala-knadaniya 果實嚼 食 
Phdagapda  〔比〕 パラ ガン ダ， 波 羅健陀 
phala-gandha 果% 
phala-citta 果 'し、 

Phala-jStaka パラ • ヂャ —タカ， 果實本 生物 語 
J  54 

phala-nana=phale  nanam 果智 
Phalafiana-katha 果智論 KV  5 10 
phalattha 果住者 
phala-tumba 果 5E 

Phaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パ ラ ダ、 ーャ 力 Ap 

3  87， 127,  140,  282,  305 
Phala-dayaka-vimana 果實施 者天宮 Vv  67 
phala-paccavekkhana 果% 祭 
phala-bhajaka 分果 人， 果物 分配者 
phala-bhesajja 果藥 
ohala-rasa 果汁 
phala-vipaka 異熟果 
phala-visuddhi 果淸淨 
phala-samgha 果僧仂 [] 
phala-sacchikiriya  gir 果 
phala-samangin 果具; 
phala-samangissa  nanam 果 具足 智 
phala-samapatti 果定， 果等 至， 得果 
phalasamapatti-vipassana 果 x^Mg 
phala-slla 果戒 
phala-sukha 呆樂 
phala-hariKa 果物屋 
phalapana 果實店 （佛 の） 


Phalapanika 

phalapanika 果實 商人 
phalarama 果樹園 
phalasava 果酒 

phalika ①果實 商 （D=pha!ika 水晶， 水精， 
玻璃 

Phalika  〔山〕 パリ 力 
phalika-guha 玻璃の 窟 
phalika-pasada  TT^ 晶, 呂 
phalika-maya 水 情 所 成 
phalika-vanna 水お 色 
phalika-vimana 水晶の 宮殿， 水晶 宮 
Phalikasandana  〔比〕 パリ 力 サンダー ナ 
pha]ita=palita 白髮 

phalu-bija 節の 種子， 節より 生ずる 種子， 節 種， 
節 種子 

phaie  nanam=phala-nana 果智 
phale  thi ほ 〔四〕 果住 〔者-〕 
phalika=phalika 玻璃， 水晶， 水精 
Phaludhiya  〔ダミ ラ人〕 パル ディ ャ 
phassa 

Phassa  〔經〕 觸 S 14  9， 10  ；  25  4  ；  26  4  ：  27  4 
phassa 〔- ahara〕 觸食， 觸 〔食〕 〔四 食の 一〕 
phassa-kaya 觸:^ 
phassa-nanatta 觸 種種， 種き 
Phassamulaka  〔經〕 觸を 根本と する もの S  36 
10 

Phassalakkhana-panho 觸の特 相の 問 Mil 2 
〔3〕  8 

phassa-samudaya 齒 より 集? S す 
phassa-sampayutta  相き、 
phassa-sukha~passa-sukha 觸樂， 倚樂， 轉臥 

の樂， 脇の 樂 
phassabhisamaya 觸の in 滅 
phassayatana 鶴隨 

phassahara 観 食， 獨 〔食〕 〔四 食の 一〕 
phasso  sasavo  upadaniyo 有? せ 取の 
phanita 搪， 砂搪， 搪蜜， 石 蜜， 搪霜 
pharusa,  pharusaka=pharusa,  pharusaka 

〔果， 花， 樹〕 パール サ， パー ルサカ， 三色 

花， 頗留沙 
Pharusaka ① 〔園〕 パー ルサカ， 波婁 沙迎， 


囊 ② 〔園， セィ ロンに あり〕 パー ルサカ 
pharusaka-pana パ —ルサカ 汁， 波 樓果獎 〔八 

種飮 料の 一〕 
Pharusaphaladayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 パール 

サパ ラダ'一 ャカ Ap  3  382 
phala 鋤， 鋤 先， 華 先， 擎纔 
phalakala  〔官職〕 パーラ 力一 ラ 
phalibhaddaka=Kimsuka    〔樹〕 ノ；— リ ->、 ッタ 

力 

phasu 安穩 
phasukatthi 肋骨 
phasull 肋骨 

phasu-vihara 樂住， 安穩 住， 安穩， 安住， 安 
祥， 安樂 住 

phasuvihara-pancaka 安樂 住 處五事 V  2  a  7, 12 

Phasuvihara-vagga 安 穩住品 A  5 101 〜 110 

phasu-viharika 安樂 住處 

phita 〔- nagara〕 繁榮の 町 

phutthatta  panna 觸の慧 

Phullanayaka  〔傳 。 轉輪 王〕 プッ ラナ ーャカ 

Phusati  〔經〕 觸 るる S 1 22 

Phusati  〔王女〕 プサ ティ— 

phusana     接, |s るる こと 

phusana 觸 

phussa ① 〔月， 十二 〜一 月〕 プ ッサ， 弗沙， 報 
沙 ② 〔星〕 フ ッ サ， 鬼 宿 

Phussa ① 〔佛〕 ブ ッ サ， 弗沙 ② 〔比〕 プ ッ サ 

Phussati 〔王妃〕 フッサ ティー 

Phussadeva ① 〔ダン マダッ シ―佛 の 第二 弟子〕 
プッ サデ— ヴ， 觸天 ② 〔相承 比丘〕 プ ッサデ 
—ヴ③ 〔カタ カン ダ、 カー ラ 住 比丘〕 プ ッ サデ 
一 ヴ @)=Ummada-phussacleva し 1>^士〕 プ ッ 
サデ一 ヮ" 

Phussa-nakKhatta 鬼 宿 

phussanatthe  nanarh 觸 接の 義の智 

Phussamitta  〔夜 父夂〕 プ タサミ ッ ター， 補沙 
蜜 多 

phussa-ratha 華 卓 
phussaraga  〔寶 珠〕 赤 琥珀 
Phussa  〔テ ィ ッ サ佛の 第一 比丘尼〕 プ ッ サー， 
觸 
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Photthabbupahara 


Phussita  〔傳 。 轉輪 王〕 プ ッ シ タ 
Phussitakammiya  〔比丘の 譬喩 經〕 プッシ タカ 

ン ミヤ Ap  3  332 
pheggu 膚材， 樹膚， 纖皮， 不堅 
pheggu-gandha 樹膚香 
Pheggupabbata  〔/E〕 ぺ ッ ゲ'、 ヅ ノく タ 一 
phena 泡沫 

Phenaih  〔經〕 泡沫 S  22  95 
phena-pinda 泡沫， 泡圑， 聚沫 
phenapindupama 聚沫の 如し 


phena-malin 泡の 華鬉， 泡 環 
photthabba 觸， 所觸， 觸接 
photthabba-dhatu 觸界， 所觸界 
photthabba-tanha 觸愛 
photthabba-bhoga 觸樂 
photthabba-rasa 觸味 
photthabba-sancetana  思 
photthabba-sanna 觸想 
photthabbayatana 觸處， 所觸處 
photthabbupahara 觸持現 
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Barhdhana 


bamdhana-mokha  (A:  =bandhana-mokkha 囚 
人の 釋放 

bambhana  (A)=brahmana 婆羅門 
baka パカ， 靑鷺， 鶴 

Baka ① 〔梵天〕 パカ， 婆 伽， 婆迦 ② 〔王〕 パ 
力， 婆迦 

Bakagalluddhavapi   〔地名〕 パカガ ツル ッタ、 、ヴ 
—ピー 

Baka-jataka パカ .ヂ ヤー タカ， 靑鷺本 生物 語 
J  38，  236 

Bakabrahma-jataka    ノ ミカ ブラフ マ • チ, ヤー タ 

力， 婆迦 梵天 本 生物 語 J  405 
Baka-brahman  〔比〕 婆迦 梵天 
Baka  Brahma  〔經〕 婆 伽 梵天 S  6  4 
bakula  〔花〕 ハ クラ 

Bakkula=Bakula  〔比， 無病 第一〕 バック ラ， 
；ヌヌ 拘羅， 薄俱羅 〔譬喩 經〕 Ap  3  393 

Bakkula-sutta パック ラ • ス ッタ， 薄 拘羅經 M 
124 

bata=vata 禁 

Badaguna  〔地名〕 パ ダグ ナ 

badaya-vasabhisita に A)=dvSdasa-vassabhisitta 

灌頂 十二 年 
badara  〔果〕 パ タラ， 棗， 棗 子， 跋達羅 
badaratthi  -;^ まの 核 
Badaravalli  〔地名〕 パ ダラ ヴッ リ 一 
Badarika  〔園〕 バダリ 力， 婆 耆羅， 跋陀 利， 跋 

陀梨 

Badarl  〔地名〕 パ ダリ ― 

Badalatthala,  Badalatthali  〔村〕 パ ダラ ッ タラ， 

バタ'、 ラ ッ タ リ 
bada-lata 林 藤， 蔓草 
baddha 束縛， 縛 刑， 捕縛 
Baddhaguna  〔精 舍〕 パ ッ ダグ ナ 
Baddhacakka  〔章〕 結合 章 
baddha-pitta 停滞 瞻汁 
Baddhasima  〔殿〕 パ ッ ダシー マー， 結界 
badhira 雙， ||# 
bandha 捕縛， 縛 刑， 束縛 
bandhaki 弊惡 女， 弊 女 
bandhati 縛す 


bandhana 縛， 繩縛， 繋縛， 結 縛， 拘束， 牧縛， 

辍縛， 接 目， 結節， 結 著， 安緣， 樹幹 * 
Bandhana ① 〔經〕 縛 S 1 65  ；  3 10  ；  22 117 

② 〔經〕 繁縛 A  8 17, 18 
bandhana-palibodha 結髮障 Be 
Bandhanamokkha-jataka   ノ、 ンタ' 、ナモ ッカ • チ 

ヤー タカ， 解 縛 本 生物 語 J 120 
bandhana-suttaka 纏絲 
bandhanagara 牢獄， 獄， 獄舍， 監獄 
Bandhanagara-jataka     ノ、 ンタナ —ガーラ • テ 

ヤー タカ， 獄舍本 生物 語 J  201 
bandhanagarika 獄卒， 獄吏， 
bandhana  mokkho 出獄 
bandhu 親類 

bandhuka  〔花〕 パント' ゥカ 
bandhujlva=bandhujivaka  〔華〕 般豆時 婆 
bandhujivaka=bandhujiva し 花, 樹〕 ハン トウ 

ヂ-ヴ 力， 般豆時 婆 逝， 槃豆時 縛迎， 盤 豆 時 

縛迦 

Bandhujivaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パ ン ドウ ヂ— ヴ 

力 Ap  3 151, 182 
Bandhujivaka-vagga ハン ゥチー ブカ品 Ap 

3 151 〜 160 

Bandhupadapacca 梵天の 趾 より 生ぜる 者， 梵 

天の 足 部より 生れた る， 下劣 
Bandhumati ① 〔傳 。 王妃， 毘婆 尸佛の 母〕 パ 

ン ドウ マティ—， パン ヅゥ マティ一， 槃頭婆 

提， 盤 頭 摩帝② 〔城〕 バン ドウ マ—， パンド 
ゥ マティ—， パン ヅゥ マティ—， 盤 頭 摩 帝， 
槃頭摩 帝， 槃頭 婆提， 有 親 者， 滿度摩 
Bandhumant ① 〔王， 毘婆 尸佛の 父〕 パン ドウ 
マー， パン ヅゥ マ—， 盤 頭 寒， 槃頭 ② 〔傳。 
王〕 パン ドウ マー， 槃頭， 槃 頭摩③ 〔辟〕 パ 
ン ドウ マ— 

Bandhura ① 〔比〕 パンドゥラ ② 〔象 番〕 

Bandhula  〔將 軍〕 パンドゥラ 

babbaja    〔草〕 婆 婆， 婆羅 婆， 波羅 波， 刺蘿， 

燈心草 
Babbara し 人〕 ハ ッ ハフ 
bamana  (A)=brahmana 婆 維 『つ 
Barabbala  〔地名〕 パラ ッ パラ 
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Bahussuta 


bala ①カ， 威力 ② パラ 鳥 

Bala  〔經〕 力 S  43  9  ；  45 149  ：  A  8  27,  28  ； 

9  5  ； 10  90 
Bala-katha 力 論 Pts  2  9  ；  KV  3 1 
Balakaraniya-vagga 力 所作 品 S  45 149 一  160  ； 

46  99-100, 143〜154  ；  47  73〜82  ；  48  93〜 

104,  151〜ir):2;  49  ：23〜34；  50  23〜34，  79〜 

90  ；  51 55〜66  ；  53  23-34 
bala-kava 阜 P お 

Balakkarasa し 王子 J  ノ、 ラッカー ラサ 
balagga 兵歹 IJ， 歹 Ij 兵 
Baladatta  〔王〕 パ ラタ、、 ッタ 
bala-dasaka 力 十 年 
Baladeva  〔力士〕 パラ デ— ヴ， 力 天 
Baladeva-vata カ天诱 
Baladeva -vatika 力 天 〔力士〕 務者 
Baladhana-samgaha  〔章〕 軍備 賓 財の 蓄積 Cv 
69 

Balapasana  〔地名， 堡壘〕 パラ パーサー ナ， 力石 
bala-rupa 力 色 

balavant 力士， 有力者， 有 大力 者， 强盛， 權勢 
balava  punso 力士,  ：fe 士 
Bala-saihyutta カ相應 S  50 1〜110 
Balasena  〔傳 。 轉輪 王〕 パラ セ―ナ 
balaka  〔鳥〕 パラ一 力一， 鶴 
bajanam  aKampiyattho 力の 不動の s| 
bali 犧牲， 牲， 供犧， 供祭， 供物， 供養， 獻供， 
租稅 

Bali  〔阿修羅：] パ リ， 践黎 

bali-kamma 牲祭， 犧牲 祭， 供物 

balin ①馬 ②稅吏 

balivadda 牛， 牡牛， 軛牛， 犁牛 

baiivaddupama  puggala    16 牛瑜 人， 牛に 喻ふ 

べき 補特 伽羅 〔四 種〕 
Baliharana  vanasanda  i 个 木」 ノ、 リノ、 ラナ 林， & 

供處 密林 

Ballika  〔燃 燈佛の 優 婆 塞〕 パ y リ 力 
bajava  海 

balisa 釣針， 鈎 針， 鈎羅 
Balisarh  〔經〕 鈎 針 S 17  2 
balisa-marhsiKa 夠肉刑 


baliyakkha  〔鳥〕 パリ一 ャッ 力 
Bahalamassu-tissa し]: 匕」 ノ、  ノヽ ラマ. ノス， ティ ッ 
サ 

bahi  jata 外 縛 
bahiddha-rupa 外 色 
bahiddha 外 

bahiddhabhinivesa-panna タト IE 〔き〕 
bahiddharammana 外所緣 
bahiddharammana  dhamma 外所緣 法 
iDahiddhavavatthane  panfia 外の 決定の 慧 
bahiddha-vutthana  vimokkha 外出 離解脫 
bahiddhavutthana-vivattane  panfia タト 出 離 返 


bahiddha  sariiyojana 外 結， 外 結 〔者〕 
bahiddha-sunna 外 空 
bahi-sima 界外 

bahu-kara 多く 所作 せらるべき， 援助 者 
BahucintI  〔魚〕 パフ チン ティ—， 過多 思 
Bahudhatuka-sutta  ノヽ フタ一 ト ゥカ • ス ゾタ， 

多界經 〔別名 ； 四 轉經， 法 鏡經， 不死 鼓經， 

無上 戰經〕 M 115 
Bahudhiti  〔經〕 婆 富提低 S  7 10 
Bahuputtaka  〔王〕 パフ プッ タカ 
Bahuputtaka-cetiya,  Bahuputta-cetiya タ卞 塔, 

多子祠 堂， 多 子廟， パフ ブッ タ廟 
bahuppada 多 足， 多 足 者 
bahu-bhanin 饒舌 〔者〕 
Bahumangala  〔塔〕 パフ マン ガラ， 多吉杯 
bahula  〔博 载〕 バフラ 
Bahula  〔經〕 多多 S  55  68 
bahula 〔- kamma〕 多 〔業 〕= 數習業 
Bahulika=Bahussutaka  〔部 派〕 多 聞 
Bahuhkatabba  〔經〕 應多修 A 10 152, 196 
bahuvedaniya-kamma 多 受の業 
Bahuvedaniya-suttanta  ノ、 フヱ一 タ ニヤ • スッ 

タンタ， 多受經 M  59 
Bahusodarl  〔天女〕 パフ ソー タ、、 リ 一 
bahussuta 多 聞， 多 聞 者， 多 聞なる， 博聞， 博 

nil 

Bahussutaka=Bahulika  〔部 派〕 多 聞 
bahussuta  dhammadhara 多 持 fe き 
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Bahussuto 


Bahussuto  〔經〕 多 聞 S  37  21 
Dahvabadha 多お 

Bakula=Bakkula  〔比〕 パー クラ， 薄拘羅 
bamhana(A;,  bramhana  (A) ,  bambhana  U\), 

babhana  (ゝ A),  bramana  (A\  bamana  (A)= 

brahmana 婆羅門 
Baranl  〔婢〕 パーラ 二  — 
Baranasi ① 〔城〕 バーラ ーナ シ—， 波 羅奈， 

波 羅捺， 波羅 捨斯， 婆 羅奈， 婆羅捺 ② 〔王〕 

波羅奈 

BaranaseyyakaC-vatthaj  〔衣〕 ハーラ— ナシ 一， 

波 羅奈， 波 羅檢， 婆羅奈 
bala 愚者， 愚癡 昔， 愚 夫， 愚人， 瘦昔， 愚癡， 

愚鈍， 愚昧， 無知， 狂 愚 
Balakalona  -kara し 村 1 ノ、一 ラ カロ一 ナカ ーラ, 

婆 羅樓羅 
bala-codaka 無知 呵責き 
bala  thera 凡愚 上空 
bala  dhamma 愚 j£ 

Balapanaita-sutta  {1) ノく ーラノ くンテ イタ • スッ 

タ， 賢愚 經 M 129 ② 賢愚 經 A 10  216 
bala-puggala 愚痠人 
bala-puthujjana 愚 凡夫 
bala-bhumi 愚哲地 
bala-lakkhana 愚 相 
Balava し fjj  ノ、 一  ラブ 

Bala-vagga ① 愚人 品 A  2  3;  3 1〜10 ② 愚 
者 品 A  2 10 ③ 愚 品 Dhp  5  VV  60-75 

balisaka=balisika 漁夫， 漁師， 釣師 

Balisako  〔經〕 漁夫 S  35 189 

Balena  pandito  〔經〕 愚と 賢 S 12 19 

ba!isika=balisaka 漁師， 漁夫， 釣師 

Bajha-gilana  〔經〕 重患 S  52 10 

Bavarin  〔婆， 苦行 香〕 婆 和 利， 跋婆梨 

bavisatindnyani 二十 二 根 

Baveru-jataka  ノ、一 ヱ' 一 ノレ 》チ ヤー タカ， ノ、 一 
ゴール 國本 生物 語 J  339 

Baveru-rattha  ノ、一 ェ'  一 ノレ 國 

bahatthi 腕 骨， 上膊 骨 

bahanta 臂帖 

baha-bala 腕の 力 


Bahitika-sutta パー ヒ ティカ， ス ッタ， 转 M 提 
經 M  88 

bahitika パ―ヒ ティカ—， 鋅訶提 衣 
Bahiya  ®=Bahiya  Daruclriya  〔比， 速 疾神通 
第一〕 パー ヒャ， 婆醯， 婆 醯迦， 著 樹皮 衣 

〔譬喩 經〕 Ap  3  533 ② 〔ダミ ラ人， 將軍， 
王〕 パ一 ヒャ 
Bahiya  or  Bahika  〔經〕 婆醯^  S  35  89;  47 
15 

Bahiya-jataka パ 一ヒャ • ヂャ一 タカ， 田舍女 

本 生物 語 J 108 
Bahiya  DarucIriya=Bahiya  〔比， 速 疾神通 第 

一〕 パー ヒャ ダール チ— リャ， 著 樹皮 衣， 樹 

皮衣 を 著た る 婆 酷 
Bahira  〔經〕 外 S  35 186 
bahira  anga 外の 緣， 外の 人の 因 
bahiraka 外道， 外學 
Bahira-katha 序 話 Mil 1 2 
bahiraka  ditthigata 異學の 成 見 
bahira  dhamma 外法 
Bahira-nidana 律の 外 序 
bahira  puthujjana 外の 凡夫 
bahira-manta 外道の 經文 
bahira-matika 外的 論 母 
bahira  rupa タト 色 
bahira-lepa 外用 塗藥， 外傷 用塗藥 
bahira  akasa-dhatu 外 空界， 外の 空界 
bahira  apo-dhatu 外 水界， 外の 水界 
bahira  tejo-dhatu 外 火界， 外の 火界 
bahira  pathavl-dhatu 外 地界， 外の 地界 
bahira  vayo-dhatu 外 風界， 外の 風界 
Bahuka  〔河〕 パ一 フカ一 

Bahuna ① 〔比〕 パ— フナ， 婆醢迦 ② 〔經〕 婆 

醯 i53  A 10  81 
bahuppacalaka  fju を る 
bahu-balin 膂カ 〔？?〕 
Bahumati  〔河〕 パ一フ マティ 一 
Bahuraggi  〔比〕 バー フラッ ギ， 婆 瞧羅祇 
bahulika,  bahulla,  bahuUika 奢侈， 贅澤， 贅 

澤？ h 驕奢 
bahusacca 博識， 多智， 多 聞， 多 聞なる 事 
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bidala-mancaka 竹榻 
bindu 充滿， 簡潔 〔八 音の 一〕 
Bindumati  〔娃 女〕 ビン ドウ マティ 一 
Bindusara   〔王〕 ビンド ゥサ— ラ， 賓頭 沙羅， 
頗 頭娑羅 

bimba ① 像， 形 ft， 身體 ② 〔果， 樹〕 ビン 
パ， 頻婆 

bimba お】 a  〔花， 樹〕 ビン パヂャ 一ラ 
Bimbasundari=Bimba-devi  〔維;! 侯 維の 母〕 ビ 

ン パス ン ダリ ―， 耶 輸陀羅 
Bimbadevi=Bimbasundari  〔クヒ J ヒン ノ、一 テ一 

ヸ-， 耶 輸陀羅 
bimbiiala,  bimbijalaka,  bimbiialika  〔卞 fl〕 ヒ ン 

ビヂ ャ 一ラ， ビン ビヂ ヤー ラカ， ビン ビチ' ャ 

一 リ 力， 金網 
Bimbijaliya  〔比丘の 譬 Pf^ 經〕 ビン ビ ヂャ— リ ャ 

Ap  3  249 

BimbisSra ① 〔王〕 ビン ピサ— ラ， 頻毘 娑羅， 

頻 婆娑羅 （I)=Janavasabha  〔夜叉〕 頻 婆娑羅 
Bimbi  〔夷〕 ビン ビ一 
bimbohana 

bila ① 凹地 ② 肉片 ③赤鹽 
bilanga 酸 粥 

bilanga-thalika 粥 鍋， 酸 粥 鍋 刑 
Bilahgika  〔經〕 毘 蘭耆迦 S  7  4 
Bilangika-Bharadvaja  〔婆， 比〕 毘蘭耆 迦婆羅 

墮婆闍 
bilara=bilara 猫， 山猫 
bilara-bhasta=bilara-bhasta 猫 皮， 猫の 皮 
Bilaro  〔經〕 猫 S  20 10 

Bilalidayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ビラ— リタ"— ャ 

力 Ap  3 109，  265 
Billa ① 〔渡〕 ビ ノラ ② 〔山〕 
Billagama  〔渡〕 ビッ ラガー マ 
BiUaphaliya  〔比丘の 譬 喻經〕 ビ ノ ラ バリヤ Ap 

3  440 

Billasela ① 〔山〕 ピノ ラセ一 ラ ② 〔チ育 舍〕 

bilara=bilara  〔動〕 猫， 山猫 

Bilara-jataka ビラ一 ラ * ギヤ一 タカ， 猫 本 生 

物語 J 128  -' 
Bilaratha  〔王〕 ビラ一 ラタ 


bilara-bhasta 猫の 皮， 猫 皮 
Bilari-kosiya  〔長？！"〕 ビラ ーリ • コ一 シャ 
Bijarikosiya-jataka ヒラ一 リ コ一 シャ • チヤ一 

タカ， 布施 比丘 本 生物 語 J  450 
bilali 〔樹， 草根〕 ビラ ーリ— 
bilibilika 雜談， 輕噪 
bija 種子， 種， 成 種子 

Bija ① 〔村〕 ビー ヂャ ② 〔經〕 種子 S  22  54; 

45 150  ；  56  78  ；  A 10 104 
bijaka  ^M.'^, 後嗣 

Bijaka ① 〔比， 須提那 の 子〕 镇種 ② 〔僕〕 ビ 

一 ナヤ 力 

Bljaka-pitar=Sudinna し 比」 镇種父 
Bijaka-matar  〔須提 那の舊 妻， 尼〕 續種母 
bijagama-Dnutagama 草木 
bijagama-bnutagama-samarambha 草木の 壞 
bija-jata 種 生 

bija-bija 種子 種， 種種 子， 種子の 種子， 種より 

生ずる 種子 
Bija-vagga 種子 品 A 1 17 
bijupama 種子 

biraija  〔草〕 ビー ラナ， 毘 羅那， 香草 

biranatthambhaka ヒ一 ラナ 叢 

Biranatthambhaka-vagga 香草 叢 品 J  211~220 

Birani  〔女神〕 ビーラ 二一 

bujjhanaka 覺 他者 

Budalavitthi  〔地名〕 ブ ダラ ギ ッ ティ 

buddha 佛， 佛陀， 覺者 〔如 來十號 の 一〕 

Buddha ① 〔比〕 ブッ ダ ② 〔傳 。轉輪 王〕 佛陀 
③ 〔大臣〕 ブッ ダ @  〔將 軍〕 ブッ ダ ⑤ 〔髮 
舍 利官〕 ブ ッ ダ ⑥ 〔村〕 ブ ツ ダ ⑦ 〔經〕 佛 
S  51 8 

Buddha-atthinatthibhava-panho 佛は實 在す る 

ゃ實 在せ ざる やの 問 Mil 2  〔5〕 1 
buddharh  paccakknati 佛ビ g^F 誇す 
Buddha-katha 佛陀論 KV  21 5 
buddha -khetta  f 弗國 土，  f 弗 刹 土 
buddhagata-sanna 佛念想 
buddha-gatha 佛 陀の偈 
Buddhagama  〔精 舍〕 ブッタ 、、ガー マ 
BuddhagamaCkaJ  〔地方〕 ブノ ダガー マ 〔力〕 
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Buddhagamakanijjhara    〔池〕 ブッ ダカ"一 マ 力 

二 ツチ' ャ ラ 
Buddhagunanussati 佛德隨 念 = 涕隨念 
Buddhaghosa  〔比， 大註釋 家〕 ブッ ダゴ— サ， 

佛音， 覺音 
buddha-cakkhu 佛眼 
buddha-nana 佛智 
buddhata 佛性 
buddha-thupa 佛塔 

Buddhadatta  〔王〕 ブッ ダダッ タ， 佛陀達 多 
Buddhadasa  〔王〕 ブツダ 'ダ' —サ， 佛使 
Buddhanatha  〔將 軍〕 プノ ダナ— タ 
Buddhanidassana-panho 佛 の 所在 ほ 示 の 問 

Mil 2  〔5〕 10 
buddha-patima  f 弗 f 安 
buddha-puja 怫 供養 

Buddhapujanunnata-panho 佛 〔舍禾 D 供養の 問 

Mil 4  〔3〕  5 
buddha-bimba 餅ぎ ミ 
buddha-bhasita 佛所說 
buddha-bhumi 佛地 
Buddhabhela  〔村〕 ブッ ダ、 ベー ラ 
buddha-manta 佛典 
buddha-matar 佛母 

Buddhamitta  〔比〕 ブ ッ ダ、 ミッタ， 覺友 
Buddharakkhita ① 〔相承 比丘〕 ブッ ダラ ッ キ 

タ， 佛護② 〔比〕 佛護 ③ 〔錫 蘭 比丘〕 怫護 

@  〔人〕 佛護 
Buddha-ratana 佛寳 

Buddharaja    〔口  — カ將 軍の 反賊〕 ブッ ダラ— 

ヂャ， 佛王 
budaha-vamsa 佛統 

Buddha-vamsa ブゾダ • ヴ ンサ， 佛 種姓經 〔小 

部經の  一〕 Khuddaka 14 
Buddha-vagga 佛陀品 S 12 1-10;  Dhp 14  vv 

179〜196  ；  Ap  3 1 〜： 10 
buddha-vacana 佛語 
buddha-visaya 佛 境界 

Buddhasaniiaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ブ ッ ダサ ソ 二 

ャカ Ap  3 117，  309，  479 
buddha-sanna 佛想 


Buddhasabbafinu-panho 佛 一切 知 昔の 問 Mil 
4  〔4〕  4 

buddha-sasana 佛陀の 敎， 佛敎 
buddha-sila 佛戒 

Budahassa  acanyanacariva-panho  f 弗の 師の問 
Mil 4  〔3〕  9 

buddhassa  dayado 佛の嗣 や 買 者 

Buddhassa  bhagavato  sabbannubhava-panho 
佛の 一切 知性の 問 Mil 4  〔1〕 2 

buddhassa  vj-akaranam 佛の言 己 別 

buddhassa  savako 佛の聲 聞， 佛 弟子 

Buddha  〔王女〕 ブッ ダ、— 

buddhana  sasanarh 佛敎， 佛 の敎， 諸 狒の敎 

Buddhanuttarabhavajanana-panho 佛は 無上 者- 
なる  を 知る やの 問  Mil 2  〔5〕  3 

Buddhanuttarabhava-panho 佛は 無上 者-な り や 
の 問 Mil 2  〔5〕  2 

buddhanussati 念佛， 佛隨 念， 佛念 〔六 念， 十 
念の 一〕 

Buddhanussati-niddesa 佛隨 念の 解 揮 
Buddhapadana  〔經〕 佛陀の 譬喩 Ap 1 
buddhapadaniya 佛 前生 譚 
buddharammana-piti 佛所緣 の喜樂 
buddhasana 佛座 
buddhi 覺， 智慧 
buddhi-carita 覺 行者- 
budahi-cariya 覺 TT 

Buddhija     〔比， 拘留 孫佛の 侍者〕 ブッ ディ ヂ 

ャ， 覺生， 善覺 
Buddhupatthaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ブッ ドウ— 

パッタ 一力 Ap  3 100 
Buddhupatthayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ブッ ドウ 

—パッ ター ャカ Ap  3  289 
buddhe  aveccappasado 佛證淨 〔四 證淨の 一〕 
bundikabaddha  〔臥床〕 ブン ディ 力— パ ッダ， 

文 蹄 脚 

bundikabaddha-pitha 文 蹄 小 床 
bundikabaddha-manca 文 蹄 床 
Bubbula  〔村〕 ブッ ブラ 
bubbula 水泡 
bubbuiaka 泡， 泡沫 
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bubbulupama 水泡の 如し 

Burudatthali  〔地名〕 ブルダ ッ タリ— 

Buli  〔族， 佛舍利 八 分の ーを受 く〕 ブリ， 跋離 

族 

Bukakalla  〔村〕 ブ 一力 カツ ラ 
Belattha-Kaccana  〔塞〕 ベ一 ラッ タカ ツチ ヤー 

ナ， 毘羅 吒迦旃 
Belatthakani  〔比〕 ベ一 ラッ タカ 一二 
Belatthaslsa    〔比， 阿難の 和尙〕 ベ— ラ ッ タシ 

—サ， 毘羅 吒師子 
beluva=be]uva  〔樹， 果〕 ベ— ルヴ， 木瓜， 椽， 
ビル ヴ 

Beluvagamaka   〔村〕 ベール ヴガ一 マ 力， 竹林 

邑， 竹林 村， 竹林 叢 
beluva-salatuka 木瓜， 
bella  〔果， 樹〕 ベッラ 

beluva=beluva  〔樹， 果〕 ベ— ルヴ， 木瓜， 橡， 
ビル ヴ 

Bokusala  〔村：] ボーク サラ 
bojjhanga 覺支， 菩提 支， 菩提 分 
Bojjhanga-katha  〔七〕 覺支論 Pts  2  3 
bojj nanga-kosalla 覺支善 巧 
bojjhanga-ratana 覺支ま 
Bojjhanga-vibhanga 覺支 分別 Vibh 10 
Bojjhanga-samyutta    ； ツチ ャンガ • サ ンュッ 

タ， 覺 支相應 S  46 1〜175 
Bojjhanga-sakacca 覺支 總攝品 S  46  51-56 
Bojjhanga   〔經〕 覺支 S  43 10  ：  54  2；  A 10 

102 

bojjhanganarh  nij-yanattho 覺 支の 出 離の 義 

bojjnangupekkha 覺支捨 

Bojjha ① 〔夷〕 ボ ッヂ ヤー ② 〔經〕 ボ ッ ヂ ャ 

- A  8  45 
Bodhana  〔經〕 覺 S  46  21 
bodhi ① 菩提， 覺， 自覺② 菩提， 菩提樹 
Bodhi ① 〔辟〕 ボ —ディ ② 〔普 行 沙門， 佛の 

前生〕 ボー ディ， 菩提 ③ 〔王子〕 ボー ディ， 

菩提 ④ 〔セィ 口 ンの 王子〕 ボ —ディ ⑤ 〔將 

軍〕 ボー ディ ⑥ 〔園〕 菩提樹 
Bodhi-avataCka:! 〔村〕 ボー ディアー ヴ一 タカ 

〔力〕 


Bodhiupatthayaka     〔比丘の 譬 喻經〕 ボー ディ 

ゥパッ ター ャカ Ap  3 186 
bodhi-katha 菩提 〔樹 下〕 緣 V  2  a 1, 1 
Bodhigamavara し 村」 ボ一 アイ ガー マ ワラ 
bodhi-ghara 菩提の 家 

Bodhighariya  〔比丘の 譬喩 經〕 ボー ディ ガ リ ャ 

Ap  3  447 
bodhija-nana 菩提 生の 智 
bodhi-nana 菩提 智， 正覺智 
bodhi-tala 菩提樹 處 
Bodhitala し 村〕 ホー ティ タラ 
Bodhitissa ① 〔王〕 ボ —ディ ティ ッサ② 〔精 

舍〕 

bodhi-pakkhika=bodhi-pakkhiva き提: 舎 
提の支 分 

bodhipakkhika-dhamma=^bodhipakkhiya- 

dhamma 菩提 分 法， 覺分法 = 三 十七 菩提 分 
bodhi-pakkhiya=bodhi-pakkhika         の 支 分， 

菩提 分 

bodhipakkhiya-dhamma=bodhipakkhika- 
dhamma 覺分 法， 菩提 分 法 = 三 十七 菩提 分 

Bodhipakkhiya-vagga 覺分品 S  48  61—70 

Bodhipakkhiya-sangaha 攝 菩提 分 Abhsang  7  3 

bodhi-manda 菩提 道場 

Bodhimanda  〔精 舍〕 ボ 一 ディ マン タ、、 

Bodhimanda-vihara  "#提1^ 場 ff 舍 

Bodhiya  buddho  ti  katha 由 菩提 覺香論 KV 
4  6 

Bodhiraiakumara-sutta ホー ティ ラーチャ クマ 

—ラ • ス ッタ， 菩提 王子 經 M  85 
bodhirukkha=bodhi  〔樹〕 菩提樹， 菩提 
Bodhi-vagga 菩提 品 Ud 1 
Bodhivandaka    〔比丘の 譬 Pi 經〕 ボー ディ ヴン 

ダカ Ap  3  368 
Boahivandaka-vagga ホー ティ ヴンタ 力 品 Ap 

3  368-377 
Bodhivala  〔村〕 ボ 一ディ ヴ一ラ 
Bodhisa ① 〔比〕 ボーデ ィサ② 〔王〕 
Bodhisannaka    〔比丘の 譬喩 經〕 菩提 サ ン ニヤ 

力 Ap  3  89 
bodhi-satta 菩薩 
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bodhisatta-matar 菩薩の 母 

Bodhisattassa  dhammata-panho 菩薩の 法 性の 

問 Mi】 4  〔5〕  2 
bodhisat ほ nam  dasa-guna 菩隆 の十德 
bodhi-sambhara 菩提の 賽糧 
Bodhisammajjaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ボーデ ィサ 

ン マツ ヂャカ Ap  3  525 
Bodhisenapabbata  〔村〕 ボー ディ セー ナパ 'ソ ハ 

タ 

Bodhi ① 〔尼〕 ボー ディ ―， 菩提 ② 〔王女〕 
Bola  〔村〕 ボーラ 

Byagghapajja~  V^aggapajja ヒ ヤノ カノ、 ツナ 

ャ， 虎路子 =拘 利 人 
bvanjana==vyanjana ①文, 子 句， 相， g 己 漂， 

子音 ② 調味， 添 味， 副 菜， 羹茱， 助 味， 藥 

味， 加味 物， 附屢分 
byatta=vyatta 有能， 有能 蓄， 聰明， 完全 者， 

堪能 者-， 明白 
byappatha=vyappatha 

byasana=vyasana      喪失， 不幸， 損失， 厄難 
〔五 種〕 

bvadhi-dhamma 病 あ， 病の 法 
byadhi-bhaya=vyadhi-bhaya 病の' 怖畏， 病の 

畏， 病畏， 疾病の 畏怖 
bvapanna-citta=vyapanna-citta      素' し、, te,^ 

心 者-, ix.m 嫉妬 昔 

byapada=vyapada 隨 も fm,  M, 害心 〔三不 

善尋， 五 下 分 結， 五 蓋， 十 不善 業 道の 一〕 
bvapada  kaya-gantha=vyapada  kaya-gantha 

瞩 身繁， 瞬 身繫， 恚身繋 
byapada-padosa  Bft 恚 

bvapada-vitakka=vyapada-vitakka 患尋， 

恚觀， 躀恚の 念， 瞋恚の 心， 瞋念， 瞋の考 想， 

^覺， 恚念 〔三 不善 尋の 一〕 
byapada-sarQkappa=vyapada-samkappa 患 念， 

恚思， 臢 思惟 =恚尋 
byapada-sanna==vyapada-sanna 恙相 し 三 不# 

想の 一〕 
byabadhaya  ceteti 瞋害心 あ り 
byabharigi 撸棒， 擔扦 
bvama-matta 一尋 量 


byarucldha==v3-aruddha 不如意， 違和 
bySrosa 忿怒 

byuha=vyaha 横町， 巷路， 小路 
bramana  (A)=brahmana 婆羅門 
Brahachatta-jataka ブ' ラノヽ 一チヤ ッタ • チ 'ヤー 

タカ， 大傘蓋 王子 本 生物 語 J  336 
braha-valamiga 肉食の 巨獸 
brahma-adhipateyya 梵 王権 
brahma  uccasayana  mahasayana 梵の 高 床大 

床 

brahma-uposatha 梵布隆 

brahma-kaya 梵身 

BrahmakayiKa  aeva  % 衆 天, 大 

Brahma-kutta 梵天 所 造 

brahma-cakka  輪 

brahma -cankama 梵の經 行 

brahma-cariya 梵行， 宗敎的 義務， 淨行， 淸淨 

行， 婆羅門 行 * 
Brahmacariya    Q  〔婆〕 ブラフ マ チヤ リャ② 

〔經〕 梵行 S  45  39，  40 
brahmacanva-addhaniya 梵 行の 水 iig 
Brahmacariya-katha 梵 ィ了 論 KV 1 ^ 
brahmacariya  ciratthitika  feh" 久住 
brahmacariyattha 梵 行|^ 
brahmacariyantaraya 梵 fx 難， 梵 n の 障！^! 
brahmacanya-pariyosana 究竟 梵行， 梵 行の 究 

brahmacariya-phala 梵 行の 果報， 梵行果 
brahmacariya-manda  ytnfSUM 
brahmacanya-vasa 梵 n 任， 梵 1 丁 住 者 
brahmacariyassa  asJviso 梵 ti 昔の 蛇 
brahmacariyassa  pamko 梵 f 了 巷の 泥淳 
brahmacariyassa  papato 梵 行 笞の懸 匿 
brahmacariyassa  malam 梵 fi の阳 
brahmacariyassa  visarh 梵 Tl せの 毒液 
brahma-cariya=dhamma-desana 法敎 
brahmacariyupaddava 梵 行者と しての 苦 
brahmacariyesana 梵 求， 梵 行 愛, 梵 行尋, 

梵 行尋覓 〔三 求の一〕 
brahma-carin 梵 行者， 淨 行者〜 淸淨 行者 
Brahmacari-panho 佛は梵 行 なり やの 問 Mil 


Brahmuno 


2  〔6〕  4 

Brahmajala-sutta フ' ラフ マチ * ャ一ラ • ス ッタ, 

梵網經 D 1 
brahmanna=brahmanna 婆 維 門 法, 婆 維 門" UL， 

婆羅門 性， 婆羅門 道 
Brahmanna  〔經〕 婆羅門 法 S  45  37,38 
brahmaniiattha 婆羅門 義， 婆羅門の 義 
brahmanna-phala 婆羅門 果 
brahmatta 梵天 性， 梵天 界 
brahma-danda 梵罰， 梵壇， 梵 M 罰 
Brahmadatta ① 〔傳。 王〕 ブラフ マ ダ ッタ， 梵 
施， 梵與， 梵授， 梵摩達 多 ② 〔王子〕 ブラ 
フマダ ッタ， 梵與 ©〔^55葉佛の父〕 プラフマ 
タ、、 ッ タ ， 梵施 (？ )=<^ulanI-Brahmadatta  〔王 I 
ブラフ マタ、 、ッ タ  ©=Brahmadatta-maijava 
〔靑 年， スッ ピャ 異學の 弟子〕 ブラフ マ ダ ッ 
タ， 梵摩達 

Brahmadatta -jataka ブラフ マ ダ ッタ • ヂ 、ヤー 

タカ， 梵與王 本 生物 語 J  323 
Brahmadatta-manava~Brahmadatta© 梵施童 

子 

brahma-dayada 梵 犬の fel チ 
brahma-deyya 淨施地 

Brahmadeva ① 〔ティ ッサ佛 の 第一 比丘〕 ブラ 
フマデ ーヴ， 梵天 ② 〔レー ヴタ佛 の 第二 弟 
子〕 ブラフ マデ ーヴ， 梵天 ③ 〔比〕 梵天 ④ 
〔王〕 梵天 ⑤ 〔經〕 梵天 S  6  3 

brahman 梵， 梵者， 梵摩 

Brahmanimantanika-sutta フ'' ラフ マ 二 マンタ 二 

力 • ス ッタ， 梵天 請經 AI  49 
Brahma-parisa 梵天 衆， 梵天 會， 梵輔天 * 〔八 衆 

の 一〕 

Brahma-parisajja  deva 梵衆天 
brahma-punna  feiife 
Brahmapurohita  〔天〕 梵輔 
brahma-bandhu 梵親， 梵天の 親類 
brahma-bhuta 梵 たり， 梵 たる 者， 梵體， 最高 
者 

brahma-manta 免況 
brahma-yasa 梵名 ^ 
brahma-yana 梵乘 


brahma-loka 梵界， 梵天 界， 梵世 
Brahmaloke  Kasmlranagara-oanho 梵天 界と 

iMi 彌羅の 問 Mil 2  〔7〕  5  . 
brahma-vaccasin 梵威 〔者〕， 優れたる 威 嚴を有 

し 

Brahmavaddhana し； #[5 J ブ' ラ フマ ヴ ッ ダナ 

brahma-vannin 梵色 〔者〕， 優れたる 姿 を 有 し 

brahma-vata 梵天 務 

brahma-vatika 梵天 務者 

Brahmavati  〔彌勒 沸の 母〕 ブラフ マプ ティ—， 

梵寒婆 帝 
Brahma-vimana 梵' 呂 
brahma-vihara 梵住， 梵觀， 梵堂 
Brahmavihara-niddesa 梵 住の 解釋 VM  9 
brahmavihara-bhavana 梵住觀 
brahmaviharupekkha 梵住捨 
Brahma-samyutta ブラフ マ • サム ユッタ, 梵 

天相應 S  6 1 〜： 15 
Brahma-sahavyata 梵天との 共 住 
brahma-sukha 梵樂 
brahmassara 梵音 I ミ十 二相の 一"! 
Brahma  (I)=Brahma  Sahampati フ、' ラフ マー， 

梵天， 梵， 梵窜， 梵王， 大 梵天王 ② 梵= 如 

來 ③ 〔經〕 梵天王 S  47 18 ④ 〔經〕 梵天 S 

48  57 

Brahmanam  sahavyataya  maggo 梵天との 共 

住に 至る 道 
Brahmali  〔比〕 ブラフ マー リ 
brahmayacana 梵天 勸請 

Brahmayacana-katha 梵天 勸請掾 V  2  a 1， 5 
Brahmayu  〔婆〕 ブラフ マ一 ュ， 梵'擎 
Brahmayu-sutta ブ、 ラフ マ一 ュ • ス ッタ， 梵; -擎 
經 M  91 

Brahma  :3ahampati=Brahma フ ラフ マー • サ 
ハン パティ， 索訶主 梵天， 梵天 サ ハン パティ， 
娑婆 主 梵天， 娑婆 主 梵天王， 娑婆 世界 主 梵天， 
娑婆 世界の 主大 梵天， 娑婆の 長た る 梵天 

Brahmujju-gatta 身肢は 直なる こ と 梵天の 如し 
〔三十 二相の 一〕 

Brahmuna  ayacito 梵天 勸 

Brahmuno  ajjhesana 梵天の 勸 if 
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Bramhana 


bramhanaCA' ==brahmana 婆羅門 
brahmanna=brahmanna 婆羅門 位， 婆羅門 性， 

婆羅門 道， 婆羅門 法 
brahmannatta 婆羅門 性 

brahmana 婆羅門， 梵志， 婆羅門 種， 婆羅門 族 
Brahmana    〔經〕 婆羅門 S  45  4  ；  47  25  ；  51 

15  ：  55 12  ：  56  69  ；  A  9  38 ； 10  209 
brahmanakarana-dhamma お fe 門 と 作る 法 
b ほ hrnai?a-kula 婆羅門 家， 婆羅門 種， 婆羅門 族 
brahmana -gama 婆ぽ門 聚?^ 
Brahmanaggama  Crtkj フ' ラーブ マ ナツ ガー マ 
brahmana-jati お 锥門種 
brahmana  -j  atika  z ま 福 門 種 


brahmana-dhamma 婆羅門 性， 婆羅門 法 
Brahmanadhammika-sutta 婆羅門 法經 Sn  2  7 
brahmana-parisa 婆羅門 衆， 婆羅門 會 〔八 衆の 
一〕 

Brahmana-vagga 婆羅門 品 M  91 〜： 100;  A  3 
51〜60  ；  5 191〜200  ；  Dhp  26  vv  383-423 
Brahmana-samyutta フラー フマナ • サム ュッ 

タ， 婆羅門 相應 S  7 1〜22 
brahmana-sacca 婆 福 門眞読 
brahmananarh  manto 婆 糸 g 門の 眞言 
brahmani 婆羅門 尼， 婆羅門 女 
bruheta  sunnagaranam 空閑處 住の 行者- 
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Bhandagarika 


bha-kara パの音 
bhakuti 顰蹙， 跪 面 
bhagandala 痔瘻， 漬蕩 
bnagandalabadha  ^ 
Bhagalavati  〔天堂〕 ハガラ ヴ ティ 
Bhagavarh 薄 (加 梵， 世 尊 

Bhagavato  appabadha-panho      世 尊 無病の 問 

Mil 4  〔5〕  9 
Bhagavato    niravasesarii    akusalarh  chetva 

sabbannutam  patta-panho 世 尊 は 不善 を殘 

なく 斷じ 了り て 一切 知性 に 達した り やの 問 

Mil 4  〔1〕 8 
Bhagavato  padapapatikapatita-panho 世 尊の 御 

足に 石片 落つ るの 問 Mil 4  〔3〕  6 
Bhagavato  bhikkhugana-apekkhabnava-panho 

世 尊 比丘 伽那 愛執の 問 Mil 4  〔2〕 10 
Bhagavato  raja-panho 世 尊 は 王な り やの 問 

Mil  4  〔6〕  7 
Bhagavato  labhantaraya-panho 世 尊 供養 障礙 

の 問 Mil 4  〔2〕  5 
bhagavant ① 世 尊 ② 破壞 せる 者 
bhagavan-nettika 世 尊 を 引導と す， 世 尊 は 導 

者， 世 尊 を 導師と す， 世 尊 を 導 者と す， 世 尊 

を 眼と 爲す 

bhagavam-patisarana 世 尊 を 依と 爲す， 世 尊 を 
依處 とす， 世 尊 を 歸依處 となす， 世 尊 を 依 所 
とす， 世 尊 を 所 依と す 

bhagavam-mulaka 世 尊 を 根と す， 世 尊 を 根と 
爲す， 世 尊 を 根本と す， 世 尊 を 根本と 爲し， 
世 尊 を 根源と し， 世 尊 は 法の 本, 世 尊 を 本と す 

bhagmimala し樹〕 ノ、 ギニ マ一 ラ 

bhagml 姊妹 

Bhagini  〔經〕 姉妹 S 15 17  ； 17  40 
bhagini  bhariya 姐 姉 夫人， 姉妹なる 妻 
bhagini-rakkhita 姉 護 女， 姉妹に 護ら れ 〔たる 

女〕， 姉妹の 護る 女 
Bhagirasa=Angirasa  〔モ|  ノヽギ 一ラサ 
Bhagu ① 〔古 仙〕 バグ， 婆咎， 婆恕， 僕虞哥 

② 〔釋 氏， 比〕 バグ， 婆咎， 跋咎， 拔窶 
Bhagga  〔國， 城〕 パ ッ ガ， 婆祇， 婆 伽， 跋伽， 

跋祇 


Bhaggari-vasin ハツ ガ リ 住 〔き J 

Bhaggava  (I)=Bhaggava-gotta し 婆」 ノ、 ッ ガヴ 

② =Ghatik5ra  〔陶 師〕 パ ソ ガ ヴ， 拔伽婆 ③ 

〔人〕 パ ッ ガ ヴ 
Bhaggava-gotta  〔婆〕 パ ッ ガ ヴ • ゴ ッ タ 
Bhaggavant  〔佛の 前生〕 婆伽梵 
Bhaggavl し 女 j  ノヽッ ガ" ^-ー 
Bhaggiri  〔地名〕 パッ ギリ 
bhanga ① 配分 ② 〔樹〕 パンガ ③ 大 麻絲， 

大麻 も iirr 衣， 粗 麻， 麻 4tJ 
bhanga-nana  ±|| 智 
bhanganupassana 壞 隨觀 
bhanganupassana-nana 壞 隨觀智 
bhanganupassane  panna 破 壞を觀 ずる ことの 

慧， 壞 隨觀慧 
bhangodaka 藥湯 
bhajati 親近す 

Bhaj itabbo— Bahupunna     〔經〕 應 親近 一大 福 

A 10 156 
bhajjati 炒る 
Bhanfia  〔外〕 パ ン ニヤ 
bhataka=bhatika 傭人， 奴 僕 
bhata-patha 摩 給 
bhatika=bhataka 傭人， 奴 僕 
bhanita 言說 
bhanda 財貨， 〔盗〕 品 

Bhanda ① 〔比， 阿難の 弟子〕 パンダ ② 〔村〕 

パンダ， 犍荼 
Bhanda-kucchi  〔人〕 パンダ、 ク ツチ 
Bhandagama 犍荼村 

Bhandagama-vagga ハ ン ダガー マ 品 A  4 1〜10 
bhandana 議論， 口論， 確執， 訟， 諍 事， 鬪爭， 

鬪諍， iFs& 
Bhandana  〔經〕 訴訟 
bhandana-karaka 訴訟す 
bhandana-kariKa 鬪諍者 
bhanda-rakkha 貝才官 
bhandavahana-Duja 燈 供養 
bhanaagara 藏庫， 庫 

bhandagarika 守 藏官， 守 庫 人， 大蔵大臣， 理 
財官， 藏 器物 人， 出納 官， 有 財 家長， 寳藏を 
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Bhandagarik; 


司る 者 

bhandagarika-parij-atti 有 財 家長の 暗誦 
DnanaarapotthaKin 乙 職」 ハンター ラ ホッタ 
キン 

bhandi  〔樹〕 パンディ 

bhandika し 花 J ハン アイ 力一 

Bhandika  〔房 舍〕 パンディ 力一 

bhandu 禿 頭， 頭髮を 剃れる 

Bhanduka  〔塞， 比〕 パン ドウ 力， 盤頭迦 

Bhandukanna  〔輕 業師〕 パ ン ドウ 力 ン ナ， 禿 耳 

bhandu-kamma 弟 IJ 髮 

bhandeti 諍 論す 

bhati 賃金 

bhatta 食， 食事， 食物， 請 食， 瞰食， 米 |5， 

m 

bhatta-karaka 料理人 
bhatta-kala 食 時 
bhatta -geha 厨 
bhattagga 食堂 
bhattagga-vatta 食堂の 儀 法 
bhattantaraya 食障礙 
bhattavant 受習 せる 者 
bhatta-sammada 食 不調, 飽貧 
Bhattasupa  〔村〕 ノ、 ッ タス— ノミ 
bhattabhihara 供養の 食 
bhatti-kamma 補 緩 

bhattuddesaka 差 次 食 人， 差 次 請 食 人， 差遣 請 
食 人， 配 食 者， 請 食 差遣 者, 監食 者， 管齋 者， 
管 索 人， 典 座 

bhadda 賢， 吉祥， 吉瑞 

Bhadda  (X) 〔僑陳 如 沸の 第一 弟子〕 パ ッダ， 賢 

② 〔比〕 バ y ダ， 拔 陀羅， 跋陀 ③ 〔塞〕 パ ツ 
ダ， 婆 頭樓， 跋陀羅 @  〔將 軍〕 パノダ ⑤ 
〔浴 院〕 バ ッ ダ， 福 

bhadda  assajanlya 良馬， 最良 馬 
bhaddaka 具妙寶 

Bhaddakacca  〔釋 迦佛 の妃〕 パソ ダカ ノ チヤ一 
Bhaddakaccana ① 〔王女〕 パッタ 、、カツ チヤ— 

ナー （|>=Kaccana  〔王妃〕 
bhadda-kapoa 賢 劫 
bhaddaka-samadhi-nimitta 楼 のお 相 


bhaddaka-slla  bhaddika-ditthi 善 戒と善 見 
Bhaddaji  〔比〕 パ ツ ダ' ヂ， 跋陀羅 
Bhaddadeva  〔王 i ハッタ テ一 ヴ 
bhadda-pitha 籐椅 

bhadda  purisajanlya 人中 辰 良馬， 人 最良 馬 
bhaddamutta  〔植〕 パ ッ ダム ッ タ， 蘇 子 香の 木 
bhaddamuttaka  〔香料〕 パ ッ ダム ッ タカ， 蘇 子 
BhaddayaniKa=Bhadrayanika  〔部 派」 賢胄 
bhaddavagga  〔靑 年圑〕 パ ッ ダ ヴ ッ ガ， 賢 衆， 

賢 部， 跋陀羅 群 
Bhaadavaggiya-sahayakanarh  vatthu    K 衆 友 

人事 V  2  a 1， 14 
Bhaddavatika ① 〔象〕 パッタ '、ヴ ティカ 一， 拔 

陀 羅婆提 ② 〔邑〕 パ ッ ダ ヴ ティカ 一， 跌陀 

越 

BhaddavatI  〔パラ ッ 力 マパ一 フー 世 王の 妹〕 パ 

ッ ダ ヴデ ィ 一 
Bhaddasala ① 〔樹〕 パ ッ ダサ— ラ， 跋陀 薩羅， 

拔陀 沙羅， 跋陀 娑羅， 賢 娑羅樹 （D  〔ナーラ 
ダ佛の 第一 弟子〕 パッ ダサ— ラ， 賢沙羅 ③ 
〔比〕 パッ ダサ— ラ， 拔陀 娑羅， 拔 陀沙羅 ④ 
〔將 軍の 子〕 跋 陀沙羅 

Bhaddasala -jataka ハ ヅ ダサ 一ラ • チ 'ヤー タカ， 

拔陀娑 羅澍神 本 生物 語 J  465 
Bhaddasena  〔王子〕 パノ ダセ— ナ， 婆陀先 
Bhadda ① 〔天女〕 パ ッ ダ '一， 跋陀② 〔レ— 

ヴ' タ佛の 第一 比丘尼〕 パッダ 、―， 賢 ③ 〔迦 

葉佛の 信女〕 パ y ダ—， 賢 ®  〔文荼 王妃〕 パ 
ッ ダ—， 跋陀 ©  〔 夷， 死後 生 天〕 パッダ 一 
©  〔犍屬 婆 女〕 跋陀 ⑦ 〔尼 乾の 徒， 尼〕 跋提 

Bhadda-Kaccana  〔尼， 大祌通 第一〕 パック、 、一 
力 ノ チヤ一 ナ一 

Bhadda-Kapilani   〔尼， 宿命 智 第一〕 パ ッ ダ— 

力 ピラーニ 一， 拔陀 iSo 比羅， 跋陀 i5g 比羅， 跋 

提 迦比羅 〔譬 ifii 經〕 Ap  4  27 
Bhadda-Kundalakesa   〔尼， 速 神 足 第一 〕 ノく  ノ 

ダ— クンダ ラゲ— サー， 拔陀君 荼羅繁 頭， 跋 

陀 軍陀羅 拘夷國 〔譬喩 經:） Ap  4  21 
Bhaddalin   〔比〕 パッダ —リ， 跋陀 利， 賢 〔譬 

喩經〕 Ap  3  408 
Bhaddali-vagga 拔陀禾 IJ 品 Ap  3  408-417 


Bharu 


Bhaddali-suttanta パッダ 、一リ • スッ タンタ， 

跋 陀利經 M  65 
Bhadditthika  〔夷， 死後 生 天〕 パッ ディ ッ ティ 

カー 

Bhaaaitthika-vimana  ノ、 ツァイ ッ ティカ 一女 大 
宮 Vv  22 

Bhaddiya    (I)=Bhaddiya  Kaligodhaya-putta 
〔ゴ— ダ 一の 子， 釋氏 王， 貴族 第一〕 パッデ 

ィャ， 拔提， 跋提， 拔提 梨迦， 跋陀 ② 〔五 
比丘の 一〕 パッ ディ ャ， 跋提， 跋提耶 ®= 
LaKuntaka-bhadaiya,  Lakuntaka  〔比」 践提 
耶， 拔提 @  〔離 車 人〕 パッ ディ ャ， 践提 © 
〔長者〕 跋提 ⑥ 〔城， 邑〕 バ ッ ディ ャ， 跋提， 
拔提 ⑦ 〔經〕 拔提 S  21 6 ⑧ 〔經〕 拔提 S 
55  48 

Bhaddiya-Kaligodhaya-putta  〔比丘の 譬 經〕 

拔提カ リ ゴーダ —ャプ ッタ Ap  3  43= 次 項 
Bhaddiya-Kaligoahaya-Dutta= Bhaddiya し釋 

氏， 王， 比， 貴族 第一〕 バッ ディ ャ' カーリ ゴ 

一 ダーャ 子， 拔提カ リ ゴーダ 、一 ャブッ タ 
Bhaddiya-vagga 拔提品 Ap  3  538-547 
bhaddekaratta-vihara 賢 善 一夜 
Bhaddekaratta-sutta    ノ、 ツアー カラ' ノタ • スッ 

タ， 一夜 賢者- 經， 賢 善 一夜 經 M 131 
bhadra  (X)=bhadda パ ドラ， 賢者， 善人 ② パ 

ドラ， 善 牛 ③ 〔博 戲〕 バドゥラ 
Bhadra  〔經〕 驢姓 S  42 11 
bhadra  assa 良馬， 駭馬 
Bhadrakara  〔賢者〕 パ ドラ 力一 ラ 
Bhadragaka  〔村; R〕  ノ、 ドラ ガカ 
Bhadraghata-jataka ハ" K ラガタ • ナ ヤー タカ， 

賢 瓶 本 生物 語 J  291 
Bhadrayanika=Bhaddayanika  〔部 派〕 賢胄 
Bhadra  〔尼〕 パ ドラー， 賢 
Bhadravudha  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 パ ドラ 

一 ヴダ， 跋陀 羅浮陀 
Bhadravudha-panha=Bhadravudhamanava- 

puccha  〔經〕 跋陀羅 浮 陀所問 
Bhadravudha-manavakapafiha-niddesa 践陀羅 

浮 陀學童 所 問の 義釋 CNd 13 
Bhaaravudha-manava-puccha=Bhadravudha- 


panha  〔經〕 跋陀羅 浮 陀學童 所 問 Sn  5 13 
bhante 尊者よ 

bhabbagamana 能 打し #J  - 

bhabbapattika 適 能 罪人 

bhama-kara 輕 轤ェ， 轆轤 匠 

bhamara 峰， 蜜蜂 

bhamuka-loma 盾 間の ョ 笔 

bhaya 怖， 怖畏， 畏怖， 畏， 恐怖， 危難 

Bhaya  〔經〕 怖畏 S  55  29  ；  A  8  56 

bhaya-katha 怖畏 論， 畏怖 論， 恐怖の 話 〔無用 

論の 一〕 
bhaya-nana 怖畏智 
bhayatupatthana-nana 怖畏 現起智 
bhayatupatthane  pafina 怖畏現 起の 慧， 怖畏 

近 住の 慧 

bhaya-bherava 畏怖 驚駭， 恐怖， 怖駭 
bhava-bherava-sadda 恐し ざ ®: 
Bhayabherava-sutta    ノヽャ ベー ラヴ • ス ッタ， 

怖. 該經 M  4 
bhaya  vera 怖と 怨， 怖 畏怨賺 
bhaya-sanna 怖畏 想， 怖 畏の想 
Bhayasiva=Slva    〔アツ ガボ一 ディ サの 父〕 パ 

ヤシ— ヴ， 怖 畏安穩 
bhayagati 恐怖の 非道， 怖 畏不應 行， 怖不 行處， 

怖畏 趣， 怖 道 
bhayagatim  gacchati 怖 不行虚 行 〔四 不行處 行 

の 一〕 

bhayuparata 怖畏 抑制 〔者〕 
Bhayoluppala  〔池」 ノ、 ョー ノレ ッ ノヽ ラ 
Bharana  C-lfeij  ノヽ ラナ 

Bharandu  Kalama しタ！ J  ノ 、ランドウ • 力一 ラ 
― マ 

Bharata ① 〔比〕 バラ タ② 〔王〕 バ ラタ， 婆 

擬螺 他， 明 愛 ③ 〔王子〕 パラ タ @  〔仙〕 パ 

ラタ ⑤ 〔逢 師〕 パ ラタ 
Bharattala  〔村」 ノヽラ ッ タ一ラ 
bhariya 妻， 妻女， 宮女 
Bharu  Qj~Bharukaccha，  Bharukaccha し國〕 

バル ② 〔王〕 ③ 〔濱〕 
Bharukaccha  (X)=Bharukaccha~ Bharu し國〕 

パル カツ チヤ， 婆留逆 車， 婆盧逝 車， 婆省迦 
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Bharu 


車 ② 〔園〕 パル 力 ッ チヤ 
Bharu -jataka パ ノレ • チ* ャ一 タカ， パル 王 本 生 

物語 J  213 
bhalla  〔箭〕 ハ'. ノラ 
Bhalla  〔渡〕 パ ッ ラ 
Bhallatiya  〔王〕 パッラ 一ティ ャ 
Bhallatiya-jataka ハツ ラー ティ ャ《 ナヤ一 タ 

力， バッ ラー ティ ャ本 生物 語 J  504 
bhallataka パノ ラー タカ， 胡 挑 
Bhallataka  〔精 舍〕 パッ ラー タカ 
Bhallatakadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 パッ ラー タ 

力 ダ一ャ 力 Ap  3  441 
bhalli  〔樹〕 パッ リ 

Bhallika=Bha]luka  〔商人， 塞〕 パス リカ， 波 

利， 婆 利^, 婆 梨遲， 钹利迦 
BhalHya  〔比〕 跋利迦 

Bhalluka  (I)=Bhallika    〔商人， 塞〕 跋 利迦， 
波 利， 婆 利迦， 婆梨迎 ② 〔戰 士〕 パ ツルカ 
bhava 有， 生存， 存在， 生 有 
Bhava  〔經〕 有 S  38 13  ；  45 164 
bhava-ogha 有瀑 流， 有 流 〔四瀑 流の 一〕 
bhava-kantara 有の沙 ？ 旲 
bhavagga 有頂天， 有 天 = 非 想 非 非想處 
bhavanga 有 分 

bhavanga-calai^naj 有力、 の動搖 
bhavanga-citta 有 分 心 = 有 分 意， 有分識 
bhavanga ijhana も 分脾 
bhavanga -mana 有 分 意 = 有 分 心， 有分識 
bhavanga-vinnana 有 分 識= 有 分 意， 有 分 心 
bhavanga-vlthi も ■ 分路 
bhavanga-santati も ■ 分; f0 镜 
bhava-cakka 有 輪 

bhava-carimaka し anapana〕 有 を 最後と す る 

〔出入 息〕 
bhavajjhosana 有 著 

bhava-tanha 有 愛， 有の 渴愛， 生 有の 渴愛 〔三 
愛の一〕 

Bhava-tanha  〔 經〕 有 愛 A 10  62 
bhava-ditthi 有 見 

bhavaditthi ca  vionavaditthi ca 有 見と 無 有 見 
bhava-nandi 有 喜 


Bhavanimmita  〔傳 。 轉輪 王〕 パ ヮ' ニン ミ タ 
Dhava-nirodha 1^ 在の;:)^， 有滅 
Dnava-mrodho  nibbanarh 有滅は 樂 なり 
bhava-netti 有 綱， 有に 導く もの， 有 索， 有繩 
Bhavanetti  〔經〕 有 綱 S  23  3 
bhavant 勝存 者- 

Bhavantanarfa  samkharanam  jayana-panno 

行が 現に 存在しつつ ある ことなく して 生ずる 

やの 問 Mil 2  〔3〕  5 
bnava-parilaha 有惱 
bhava-para 有の 彼 甲 
Dhava-pipasa 有浪 
bhava-bandhana 有の 結 縛 
bnavam  atthu 幸]！ [g あれ 
bhavamana 大 g 苕 
bhava-muccha 有悶 
bhava-yoga 有軛 〔四軛 の 一〕 
bhava-raga 有貞 
bhavaraga-samyojana 有貞結 
bhavaraganusaya 有貪隨 眠， 存在 欲隨眠 〔七 

隨 眠の 一〕 
bhava-samyojana 有 

bhava-sankhara 有 行， 有の 素因， 生 有の 素因 
bhava-sampatti 有の 成就 
bhava-salla 有の 箭 
bhava-sagara 有 法の 海 
bhava-sata 有の 樂 

bhava-sudhi^,A;=bhava-suddhi 'し、 淸淨 
bhava -sota 有の 流 
bhava-snena  親 
bhavanarh  nibbida 有の!^ 
bhavabhava 生死， 有と 非 有， 種種の 有 
bhavasava 有 漏， 存在の 漏 
bhavevya し樹〕 ノ、  ：si* ッ ャ 
bhavesana 有 求， ^尋， 有尋 1^， 有 愛 
bhavesu  vanta-gamano 諸 有 中の 彷!！ 〔#J を秦 
捨 せる 

bhavogha=Dnava-ogha 有 流， ^'^流 
bhasman 灰 

bhassa 談， 談話， 談說， 言說， 談論， 論議， 


Bhavana 


bhassakaraka,  bhassakarika 談論す, 論議 者 ， 
論爭者 

bhassappavadika 嗣を 挑む" el" 
bhassappavadm き 親 永 
bhassa-samacara  s  lEtl 
bhassaramata 談' 发樂 
bhakutika 跪 面 
bhakutiya 顰蹵 
bhaga ① 配分 ② 領域 
bhagineyya 嫁 

Bhaglrathl  (I)=BhagIrasi,  Ganga バーギ一 ラ 
ティ—， 婆 凝嘱② 〔水路〕 バーギー ラ ティ— 
BhagirasI=BhagIrathl,  Ganga ハ 一キー ラシ 

一， 婆 凝 囉=恒 河 
bhagyavant 瑞)0^を有せる香 
bhajana 器， 容器， 器具 類， 土器， 陶器 
Bhajanadayaka  〔比丘の 譬 it 經〕 パ―ヂ ャナダ 

—ャカ Ap  3  232 
bhajana-vikati 容器 
bhanaka,  bhanika 誦出 者， 善 說法者 
bhatar 兄弟， 同學 
Bhata  〔經〕 兄弟 S 15 16  ； 17  39 
Bhatika=Bhatikabhaya し 王〕 パーティ 力 
BhatiJKa-tissaka=Bhatu-tissa し 王〕 ハーティ 

力 • ティ ッサカ 
Bhatikamana  〔地名〕 パーティ 力 マーナ 
Bhatikabhaya=Bhatika  〔王〕 ハーティ カー ハ 

ャ 

Bhatiya  〔王〕 パーティ ャ 
Bhativanka  〔精 舍〕 パーティ ヴンカ 
Bhatu-tissa=Bhatika-tissaka  C±J  '、—トウ テ 
イツ サ 

bhatu-rakkhita 兄 護 女， 兄弟の 護る 女， 兄弟 

に 護ら れ たる 〔女〕 
bhara ① 重擔， 荷， 擔物 ② 〔量〕 パーラ 
Bharam  〔經〕 重撸 S  22  22 
Bharata ① 〔種族〕 パ —ラタ ② 〔王， 七 人〕 

婆羅多 ③ 〔大 史詩〕 〔マ ハー〕 パ —ラタ 
bharataka 擔? ej 夫 

Bharadvaja ① 〔姓〕 パーラ ド ヴ —ギヤ, 婆羅 
墮闍， 婆 羅豆婆 遮 ② 〔天〕 パーラ ドヴ ーヂャ 


③ 〔辟〕 パーラ ドヴ ーヂャ （D  〔迎 葉 佛の第 
二 弟子〕 パーラ ドヴ— ヂャ， 婆羅 墮闍， 婆羅 

婆 ⑤ 〔古 仙〕 バーラ ドヴ一 ヂャ， ヴ一ラ ドヴ 

—ヂ ャ， 跋羅陀 皤闍， 跋 羅墮闍 ©=Pm(^ola- 
bharadvaja  〔比〕 婆 羅豆婆 遮， 婆 羅陀闍 ⑦ 
〔學 童， 多 梨 車の 門人' 比〕 パーラ ドヴ— ヂ、 
ャ， 婆 羅墮， 婆羅 墮闍， 践羅陀 皤闍， 婆羅特 
縛惹 ®=Kapathika  〔學 童〕 パーラ ド ヴーヂ 
ャ， 跋羅 陀皤闍 ®=Saiigarava  〔婆， 塞〕 跋 
羅 陀皤闍 ®=Subha  〔童子， 塞〕 跋羅 陀皤闍 
@  〔經〕 婆 羅陀闍 S  35 127 
Bharadvaja-gotta  〔婆， 比〕 婆羅墮 婆闍， 婆羅 
墮婆闍 姓 

bhara-nikkhepana 重擔を 卸せる， 捨擔 
Bhara-vagga 重撸品 S  22  22~32 
Bhara-sutta 重擔經 S  22  22 
bhara-hara 擔苕 
bharadana 取擔 
Bharika  〔山〕 パ 一リカ 

Bharukaccha=Bharukaccha,  Bharu  〔城， 港〕 

パール カツ チヤ， 婆留迦 車， 婆 11 迦車， 婆盧 

ila 車 

Bharukacchaka 婆 留迦車 人 
Bharukacchaka  bhikkhu 婆 蜜迦車 比丘 
bhava 本性， 所 想 * 
Bhava  〔長 昔〕 パーブ 
bhava-dasaka 性 十 法 
bhavanatthe  panna 修 習の 義の慧 
bhavana 修， 修習， 修行 
Bhavana  〔經〕 修習 S  47  34,  39 
Bhavana-duka 修ニ法 Duka  84 
bhavana-panna 修' 習の 意 
bhavana-pativedha 修習 通達 
bhavana-paahana  j^m 
bhavana 七 ala 修習 力， 修カ 
bhavanabhisamaya 修 習現觀 
bhavana-bhumi 修地 〔慧〕 
bhavana-maya 修所成 

bhavanamaya-punnakinya-vatthu 修仃 il© 業 事, 

修類福 業 事 〔三 福 業 事の 一〕 
bhavana-maya  panna 修所 成慧， 修所 成の 慧 


(299) 


Bhavana 


〔三慧 の 一〕 

bhavanaya  pahatabba 修所斷 
Bhavanayapahatabba-duka 修所斷 二 法 Duka 
84 

bhavanayapahatabbaduka-kusalattiKa 修所斷 

二 法 善 三 法 Duka-tika  93 
bhavanaya  pahatabba-hetuka 修所斷 因 
bhavanaya  pahatabba-hetuka  dhamma 修所 

斷因法 

Bhavanaya-pahatabba-hetu-duka 修所斷 因 一 

法 Duka  86 
bhavanavaoahatabbahetuduka-kusalattika  lb 

所 斷因ニ 法 善 三 法 Duka-tika  95 
bhavanaya  pahatabba  dhamma 修所斷 法 
bhavana-vara 修習分 Y  9  3 
bhavana-sacchikiriya 修作 
bhavaniya 可 崇敬 
bhava-rupa 性 色 

bhava-sudhi  (A)=bhava-suddhi 心淸淨 
bhavita-kaya 身修習 〔者〕 
bhavita-citta 心修習 〔者〕 
Bhavitatta  〔辟〕 パー ヸ タッタ 
Bhavidatta  〔ス マナ 佛の 第二 弟子〕 バーギ ダッ 
タ， 修身 

bhavetabba 修 せらるべき， 修習 せらるべき 
Bhavetabba  〔經〕 應修習 A 10 151, 195 
bhavetabba  dhamma 修 せらるべき 法， 修 習す 

べき 法 
bhaveti 修 習す 

bhasa-bhassa 談論， 談， 談話， 談說， 言說， 
删^, 

bhasa-magga 語!: 論 
bhasita 所 言， 所說 
bhasin 

bnirhsanaka 恐怖 
bhirhsanaka-vanasanda 怖畏林 
bhimsapeti 恐怖せ しむ 
bhikkhaka 乞 求 

Bhikkhaka ① 〔婆〕 乞食 ② 〔經〕 乞食 S  7  20 
Bhikkhadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ビ ッ 力 ダーャ 
力 Ap  3 101 


Bhikkhadayika  〔王女， 君 茶羅の 前生〕 ビ ッ 力 
ダ一 イカ 一 

Bhikkhadayi-vagga ビッ カタ、、一 牛一 ロロ 口  Ap  3 

101 〜： L10 
bhikkha 施 食 
bhikkha-cariya  '饤 ヒ 

Bhikkha-dayaka-vimana 食 施 者天宮 Vv  70 
bhikkha-dayika 施 食 普 
Bhikkha-dayika-vimana 食 施 女天宮 Vv  27 
Bhikkhaparampara-jataka ピッカー ハラン ハ 

ラ • ヂャ— タカ， 次第 供養 本 生物 語 J  496 
bhikkhu 比丘， 舞 

Bhikkhu  〔經〕 比丘 S 17  30  ； 19 17  ；  22  35, 
36  ；  35  81 ； 36  23 ；  46  5  ；  47  3  ；  51 18,  23 
bhikkhu  kalyanasila 戒に 善き 比丘 
Bhikkhudasika  〔王女〕 ビ ッ クダ— シ カー 
Bhikkhuna  〔經〕 比丘 S  36  20，  25 
bhikkhuni 比丘尼 

Bhikkhuni ① 〔王女， 鉢 吒左羅 の 前生〕 ビ ッ 
クニ 一  ② 〔經〕 比丘尼 S 19 18  ；  47 10 

bhikkhuni-ovadant 比丘尼 敎誡 # 

Bhikkhuniovada-vagga 比丘尼 敎ま iJft 

Bhikkhunikkhandhaka 比丘尼 犍度 V  2  b 10 

bhikkhuni-gocara 比丘尼 (こ 親近 

bhikkhuni-dusaka 比丘尼 を 汚す 者， 比丘尼 を 
汚せり， 比丘尼 を 汚せる 者， 汚 比丘尼 者 

bhikkhunlnam  atthagarudhammo 比 ir 尼 ノ乂直 
法 

Bhikkhunl-vibhanga 比丘尼 分別， 比丘尼 分別 

篇 V 1 b;  3  2 
bhikkhuni-samgha 比丘尼 僧伽 
Bhikkhunl-samyutta ビ. ノ クニ一  • サム ユッタ， 

比丘尼 相應 S  5 1〜10 
bhikkhuni-sila 比丘尼 戒 
bhikkhunupassaya 比丘尼の 住 房， 比丘尼 寺 
bhikkhunovada 比丘尼 敎誡 
bhikkhunovadaka 比丘尼 敎誡 〔者〕， 比丘尼 敎 

誡師， 比丘尼 敎誡 人， 敎誡 比丘尼 人 
bhikkhunovadaka-sammuti 敎誡比 ir 尼 人逢疋 
Bhikkhupanama-panho 比丘 退去の 問 Mil 4 

〔4〕  3 


Bhuvaneka 


bhikkhu-bhumi 比丘 地 

Bhikkhu-vagga 比丘 品 M  61〜70  ；  Dhp  25  vv 

360 〜 382 

bhikkhu-samgha 比丘 僧伽， 比丘 衆 
Bhikkhu-samyutta ビック' サム ユッタ， 比丘 

相應 S  21 1 〜； L2 
bhikkhu-sila 比丘 戒 

Bhikkhu  〔經〕 比丘 S 12  28  ；  51 7,  29，  30  ； 

54 15， 16 ；  55  46 
bhinkara  (I)=bhingara 黄金 瓶， 金 澡購， 金 

瓶， 頻加 ② 〔鳥〕 ビン 力一 ラ 
bhitti 壁 

bhitti-khila 壁材， 杭 
bhinna 離 者， 離間 
bhinnatthupa 壞；^！^たる塔 
bnmna-nava 難船 
bhinnapata=kasaya 害 [I 截衣 =1^: ま 
bhinna-patta 壞鉢者 
bninna-vada 分派 

Bhinnalavana  〔村〕 ビン ナーラ ヴナ 
Bhinnorudipa  〔精 舍〕 ビン ノ一 ルディ一 パ 
Bhiyya  〔傳 。 比〕 ビ ッ ャ 

Bhiyyosa  〔拘那 含 牟尼佛 の 第一 弟子〕 ビッョ 一 

サ， ビョ— サ， 舒 槃那， 漸多 
Bhillivana  〔精 舍〕 ビツ リ ヴーナ 
bhisa ピサ， 蓮根， 蓮藕， 藕， 藕絲， 藕根 
bhisakka 醫巷， 內 科醫， 藥師 
bhisakka-sallakatta 箭醫， 外科 醫 
Bhisa-cariya  〔經〕 ピサの 所行 Cp  3  4 
Bhisa-jataka ピサ， ヂャ— タカ， 蓮根 本 生物 語 

J  488 

Bhisadayaka  〔比丘の 譬 l% 經〕 ビサタ 、、一 ャカ Ap 

3  65,  480 
bhisa-puppha 連芈 

Bhisapuppha-jataka ビサフ ッハ • チヤ 一 タカ， 

蓮 花 本 生物 語 J  392 
Bhisamulaladayaka  〔比丘の 譬 喻經〕 ビサ ムラ 

—ラダ一 ャカ Ap  3  360 
bhisa-mula 蓮根， 藕根 
Bhisa-sammata  〔傳。 轉輪 王〕 ピサ サン マタ 
Bhisaluvadayaka   〔比丘の 譬喩 經〕 ピサ— ル ヴ' 


ダ一ャ 力 Ap  3  74 
bhisi ① 敷布， 敷物， 褥， 臥裤， 枕簿， 長 枕 
② 筏 

bhisicchavi 褥覆， 枕の 皮 
bhita 怖畏， 畏怖 
Bhita  〔經〕 恐怖 S 1 75 
bhima  〔樂 器〕 ビー マ 
Bhima  〔國〕 ビー マ， 怖畏 
Bhimatittha  〔精 舍〕 ビ —マティ ッタ 
Bhimatitthaka  〔港〕 ビ 一マティ ッ タカ 
Bhimaratha  〔傳。 王〕 ビー マラタ 
Bhimaraja  〔王子〕 ビ —マラー ヂャ 
Bhimasena ① 〔王〕 ビー マ セーナ ② 〔力士〕 
ビ —マ セ―ナ ③ 〔織 師〕 ビー マセ— ナ， 殘 

忍 軍 

Bhimasena-jataka ビー マセ一 ナ • チヤ一 タカ' 

ビ— マ セーナ 職人 本 生物 語 J  80 

Bhiyya  〔パ ドウ マ佛の g  士〕 ビー ャ 
bhiru 怖畏 

bhiruttana 恐怖の 救護， 護畏 

bhujaga ブヂ ャガ， 曲 行? t， 蛇 

bhuialatthi  〔樹〕 ブヂ、 ャ ラッティ 

bhujissa 自由， 無礙 

bhunjati 食事 をな す 

BhunjatI  〔毘沙門天 后〕 ブ ンヂャ ティ— 

bhuttavasesa 殘: ：^，  ij^'^ 

Bhumu  〔國〕 ブム 

bhumma  tii 格 

Bh umma i a=Bhumma j aka  bhikkhu し ノマ群 比 ir 
の 一人〕 プンマ ヂャ， 浮 摩， 地 比丘 

Bhummajaka  bhikkhu=Bhummaja ブン マチ 
ャカ ビック， 地 比丘， 浮 摩 

bhummattha 地中 物 

bhummattharana 地 敷， 敷物， 敷布 

bhumma  devata 地 居 天， 地祌 

bhumma  deva 地 居 天， 地 神， 地 居の 諸 神 

Bhuvanekabhuja  (D=Bhuvanekabahu  I し 王 j 
ブ ヴネ 一力 ブチ' ャ （D=Bhuvanekabahu  I 
〔王つ (D-=Bhuvanekabahu  I  〔王〕 @= 
Bhuvanekabahu  V  ©=Bhuvanekabahu  VI 
〔王〕 ®=Bhuvanekabahu  YI  〔王〕 ⑦ 〔王〕 


Bhusa 


〔ヸ ヂャャ パーブ 三世 王の 子〕 ⑧ 〔毆 樓〕 
bhusa 籾殼 

Bhusa-petavatthu  )^ 殼鬼事 Pv  3  4 
bhusagara ブサ —ガーラ， 打穀 場， 穀倉， 親 

殼の家 
bhusika 籾 
bhuja  〔澍〕 ブー ヂャ 

bhuta ① 眞實， 實 ② 生類， 生物， 所 生， 有 
者， 有 類， 萬 物 ③ ブータ， 鬼神， 部 多， 鬼， 
鬼 類， 惡靈， 物 精， 怪鬼 ® 已 生者 = 漏 盡者ー 

Bhuta ① 〔比〕 ブータ ② 〔王 臣〕 ③ 〔房 舍〕 

bhuta  abhuta 實 と非實 

Bhutarh  〔經〕 生ぜる もの S 12  31 

Bhatagana  〔山〕 ブータ ガナ 

bhutagama 樹 ；^, 草木 

Bhutagama-vagga 草木 品 V 1 a  5 11 〜： 20 

bhuta-pati 生 主 

BhiUapala  〔比〕 ブータ パーラ， 部 多波羅 

bhutappasada 種淨 

bhuta-rOpa 大種色 

bhuta-vadin 實語: g"， 實說 者， 實 論者 

bhuta-vijja 鬼神 明 

bhuta-vejja 鬼祓ふ 醫師， 惡魔專 門の 醫者 
bhutapagatuppanna 已存離 去 生起 
BhQ ほほ ma  Off 舍〕 ブータ 園 
bhutarocana-samutthana 實說等 起 
bhutinaka 為 草 
bhutiya 精神病 科 

bhatesu  sotthanam 有 類の 中に 於け る 吉祥 
bhunahu,  bhunahair^ bhuman-han 世間 破 填 

者， 殺生 者 
bhumi ブ —ミ， 地， 大地， 土地， 國邑 
bhumi-kampa 地震 
bhumikkama 地の 順序 
bhumi-caia 地震 
Bhumi-cala  〔經〕 地震 A  8  70 
Bhumicala-vagga 地震 品 A  8  61^70 
Bhamija ① 〔比〕 ブー ミヂ ャ， ん? 彌 ② 〔經〕 

f^^i  S 12  25 
Bhumija-sutta ブ —ミチ' ャ • ス ッタ， 浮彌經 M 

126 


bhumi-devata 地 神， 地 居 天 
bhumi-nanatte  nanarh 地の 種種相の 智 
bhumi-paDoataKa 地 餅 

bhumi-pala 大地の 守護 者〜 大地の 護 者， 地の 
衞 者 

bhuCmi>anda  〔花〕 ブ— 〔ミ〕 マン ダ， ァ ラビ 

ャ素磐 

Bhumiya  〔傳 。 轉輪 王〕 プ— ミヤ 
bhumiyam  padam 地上の 足跡 
bhumi-laddha 地 得 
bhumiladdhuppanna 地 得 生起 
Bhuri  〔經〕 宏慧 S  55  67 
bhuri-kamma 地に 居て 呪 を 誦する 
Bhuridatta=Datta    〔寵 王， 佛の 前生〕 ブー リ 

ダッ タ， 槃達， 宏大な ダッ タ 
Bhuridatta-cariya      〔經〕 ブー リ タ'、 ッ タ の 所行 

Cp  2  2 

Bhuridatta-jataka ブ一 リダ ッタ • ヂ ヤー タカ， 

樂達龍 本 生物 語 J  543 
bhuri-panna 廣; #^ 

Bhuripaiina  〔傳 。 轉輪 王〕 ブ— リ パン ニヤ 
bhuri-pannata 弘慧, 廣慧， お 臺、 
bhuri-panna 廣慧, お 弘慧 
Bhuri-panha 廣慧 問答 ~ 次 項 
Bhuripanha-jataka ブー リ パン ハ*ヂ ヤー タカ， 

ブー リ パン ハ本 生物 語 J  452 
bhuri-medhasa 廣慧 若， 廣知 i>t， 酷慧 の-行 
bhun-vijja 地 明 

bhuhana=bhuti-hanaka 生類 を 殺し 
bheka 蛙 

bhendi 投槍， 擲槍 

Bhennakata  〔地名〕 ペンナ一 カタ 

bheda 破壞， 不和 合， 離間， 破 僧 事 

bhedakanuvattaka-bhikkhu 助 破 僧 比丘 

bhedana 變壞， 破瓌， 斷絕 

bhedana-dhamma 破 壞の法 

bhedapurekkhara-pannarasaka 不和 ■s^ 願ふ十 

五 事 V  2  a  2,  30;  V  2  a  4, 11 
bherandaka 豺， 豺鳴 
bherava 恐怖， 駭 
bheri 太鼓， 大鼓， 鼓 
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Bho-vadin 


Bherivada-jataka ベ一 リ ヮ、、 一タ、 、 • ヂ 、ヤー タカ， 

打 鼓 本 生物 語 J  59 
bheri-sadda 鼓聲， 太鼓 聲 
Bherl  〔尼〕 ベ— リ— 
Bheruva  〔町〕 ベール ヮ、' 
Bhesakala  〔林〕 ベ— サ カラ—， 恐怖 
Bhesakala-vana 恐怖 林 

Bhesakalavana-migadaya  〔林 園〕 ベ— サ カラ 
—ヴ ナミ ガダー ャ， ベー サ カラ— 林 鹿 園， 恐 
怖 林の 鹿苑， 恐怖 林 鹿 園， 恐怖 林 鹿野苑， 恐 
怖 鹿 林 

Bhesaka{a=Bhesakala  〔林」 ベ一 サ カラ一， 恐 
怖 

bhesajja 藥， 醫藥， 薬草， 薬品， 薬物， 醫術 
Bhesajja-anunnata-bhanavara 藥法 ii 品 V  2  a 
6, 1~15 

bhesajjam  yena  na  vijayati 避 吐 藥 
bhesajjarh  yena  vijayati 妊娠 藥 
Bhesajjakkhandhaka 藥犍度 V  2  a  6 
bhesajjatthavika 藥袋 

Bhesajja-manjusa-gantha    〔書名〕 ベー サ ツチ * 

ヤマン ヂ ユー サ— ガン タ， 藥 箱の 句 
bhesajjasanmahikara-sikkhapada 藥物 貯藏學 

處= 捨墮 二三 藥戒 
Bhesika  〔理 髮師〕 ベ— シカ 
bhesiya 醫者 
bho ボー， 友よ， 卿よ 

bhoga ① 富， 財， 財產， 財 富， 財寳， 財物， 

牧入， 貨財， 俸祿 ② 捲 局 
Bhoga  〔城〕 ボ —ガ， 負彌， 菩伽 
bhoga-panhani 財 產の失 
bhoga-parijunna 貢 T 装 亡 
bhoga-bala 財の 力 

bhoga -b yasana=bhoga -vyasana 貝 才產の 喪失, 

財産の 不幸， 財 損失， 財 富 損 減， 財 富の 不幸， 
財 富 を 失 ふ 

bhoga-byasana-dukkha 財 富 を 失 ふ 苦， 財 富の 

不幸の 苦 
bhoga-mada 受用橋 
Bhogavati  〔宮殿〕 ボ —ガブ ティ 一 
Dhogavant  g き 


bhogavasml 展住婦 
bhoga-vuddhi 財産の 得， 財增長 
bhoga-vyasana==bhoga  -byasana 貝 T<fe の 喪失， 

財產の 不幸， 財 損失， 財 富 損 減， 財 富の 不幸， 

財 富 を 失 ふ 

Bhogasamhara-petavatthu 蓄貝才 鬼 事 Pv  4 14 
bhoga-sampatti 財 成 

bhoga-sampada 財 成就， 財産の 圓足 〔五成 就 
の 一〕 

bhoga-sukha 受 用の 樂 
bhogin 受用 者， 富豪 

Bhoja ① 〔五 比丘の 一〕 ボー ヂャ ② 〔汕〕 ③ 

〔醫〕 @  〔國， 族〕 
bhojana 飮食， 敏食， 供養 食 
Bhojanadayaka  〔比丘の 譬瑜 經〕 ポーチ' ャナダ 

—ャカ Ap  3  312 
bhojana-panyantiKa  ^ による 制限 # 
Bhojana-vagga 食品 ゾ 1 a  o,  >3l'~40 
bhojana-sala 食堂， 配 食堂， 籌 食堂 
Bhojanasuddhika-rajan 美: 王 
bhojanassa  Danca  guna 食の 2l 德 
bhojaniya 食 ふべき もの， 軟食， 瞰食 
bhojane  amattannu 食 不知 量 〔者〕 
bhojane  amattannuta 食に 於て 量 を 知 ら ざる こ 

と， 食に 於け る 不知 量， 食の 量 を 知らず， 食 

の 量 を 知らざる こと， 食の 量 を 計らざる， 食 

不知 量， 瞰 食に 於け る 不知 量 
bhojane  mattannu 食に 於て 節度 を 知る， 食に 

節度 を 知る もの， 食に よく 節 を 持し， 於 食 知 

量 〔者〕， 食物に 量を辨 ず， 食 知 量 〔お〕 
bhojane  mattannuta 食に 於て 量 を 知る 〔こ と〕， 

食に 於け る 知 量， 食に 衡す る 知 量， 食の 量 を 

知る 〔こと〕， 食 知 量， 於 食 知 量 
bhojane  mattannuta-pariyanta    '艮 知 直周邊 

bhojane  mattannu 食 知 量 〔者〕， 食物に 量を辨 
ず， 於 食 知 量， 食に 於て 節度 を 知る， 食に 節 
度 を 知る もの 

Bhojaputta し 人」 ボ、一 チャフ ッタ 

Bhoj  aj  aniya-j  ataka ボー ナヤ 一 チヤ一 ニー ャ • 
ヂ ヤー タカ， 駿馬 本 生物 語 J  23 

bho-vadin 卿 と 呼ぶ 者 婆羅門 
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Maiiigala 


mamgala,  magala  (A) 祈願 
Mamgulitthi  ikkhanitthi     〔經〕 醜女 卜占 女 S 
19 14 

mam  passanto  dhammarh  passati 我 を 見る"^ 

は 法 を 見る 
marhsa 肉 〔三十 二 身分の 一〕 
Mamsam  〔經〕 肉 S  56  85 
mamsa-kaya 肉聚 

marhsa-kumbhanda し果〕 マン サタン パン ダ， 
肉 瓜 

mamsa-khala 肉圑 

marhsa-cakkhu 肉眼 〔三 眼， 五 眼の 一〕 
Mamsa-jataka マン サ* ヂャ一 タカ， 肉 本 生物 

語 J  315 
marhsa-pinda 肉團， p:J 塊 
mamsa-Dunja 肉塊 
mamsa-pesi 肉片， 肉塊， 肉窗 
mamsapesiipama 肉片の Hit 肉塊の 如く， 肉彎 

の喩 

marhsa-bhojana 肉 貪 
mamsa-sota 肉 耳 
mamsi  〔|t}〕 マン、 ン 
mamsika 肉 商 

Maka  (A)=Maka  ('A) 〔王〕 マ カー 
makaci  〔樹〕 マカチ 
makara マ カラ， 摩 迦羅， 摩竭 魚， 大魚 
Makara 匸 水門〕 マ カラ 
makaradantaka 摩 竭魚牙 
Makaraddhaja し欲祌 〕 マ カラ ッ ダ、 チ' ャ 
makasa 紋， 繩 * 
makasa-kutika 政 帳 

Makasa-jataka マ 力 サ《 ヂャ— タカ， 蚊 本 生物 

語 J  44 
makasa-vijani 蚊拂 
Maka  (A)=Maga  (A) 〔王〕 マ カー 
Makakarhsa  〔王〕 マ カー カン サ 
Makila  〔ァノ タタ'、 ノ シー佛 の 信女〕 マキ ラー 
Makuta-bandhana マ クタパン ダナ， 天 冠 寺 
makkata ① マノ カタ， 猿， 獼猴， 猿猴， 援猴 

② 蜘跦 
Makkata  〔經〕 援猴 S  47  7 


makkataka=makkata(D 购跌 
makkataka-sutta 购跌の 摸 
makkata-camma      の 皮 
makkatacchapaka 痴 fe+ 

Makkata -jataka マツ カタ • ヂ 'ヤー タカ， 猿猴 

本 生物 語 J 173 
makkata-jala 购跌 の: E 
makkata-mamsa 猿の 肉 
Makkata-vagga 蜘蛛 品 Mil 5  7 
makkati-vatthu 獼猴の 事 
makkati 牝猿， 雌 猿， 獼猴 〔女〕 
Makkarakata  〔城〕 マッカラ カタ 
makkha 覆 

Makkha  〔章〕 覆 A  8  〔10〕  6 

Makkhakudrusa    〔地名〕 マツ カク ドゥル— サ 

Makkhali-Gosala   〔六師 外道の 一〕 マッカリ ゴ 
ーサ— ラ， 摩 伽 梨俱賒 子， 末 伽 梨瞿舍 利， 末 
伽 利瞿舍 梨， 末 伽 梨撟舍 利， 末 伽梨瞿 舍羅， 
末迎利 瞿 舍羅， 末迦利 稷舍 利， 末迦利 瞿舍 梨， 
末迦 梨瞿舍 利， 末 梨 瞿舍梨 

Makkhalin  CMAJ マッカリ 

Makkhalin  moghapurisa 末 伽 梨癡人 

Makkhali-vagga 末 伽 梨 品 A 1 18 

Makkhali-vada 末 伽 梨 論 

makkhika 蠅， 蚊 * 

makkhika-madhu 蜂蜜 

makkhin 覆惡 |t， 覆 僞^， 覆 者， 覆 あり， 虚 
偽者 

makkho  ca  palaso  ca 覆と 惱 

Makhadeva ① 〔王〕 マ カー デ— ヴ， 大天， 摩 

調， 摩 法提婆 ② 〔王， 佛の 前生〕 マ カー デ— 

ヴ ③ 〔夜 父〕 摩 怯提婆 
Makhadeva -jataka マ 力一 デ一 ヴ • チ* ャ 一タカ， 

摩 王 本 生物 語 J  9 

Makhadevambavana マ 力一 デーヴ ンハ' / ナ， 

大天捨 林， 摩 訶提婆 菴婆羅 林 
Makhadeva-sutta マ 力一 デーヴ • ス ッタ， 大 

天 捺林經 M  83 
Makhila  〔尸 棄佛の 第一 比丘尼〕 マ キラ— 
maga ① 鹿， 野 鹿 ② 獣， 獸 〔人〕 
Magadha  〔國， 族， 十六 大國の 一〕 マガ ダ、， 摩 
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Maghavant 


揭陀， 摩竭， 摩 竭陀， 摩訶陀 
Magadhana-nirutti マ カタ 人の 3^ 法 
magala に/ \)=maAga】a 祈願 
magavya  (A)，  migaviya  (A),  mrugaya  ^A) , 

mrigaviya  (A) 狩獵 
magasira=maggasira  〔月〕 マガ、 ンラ， 末 伽 尸 

羅 

Maga(A),  Maka(A),  Maka(A) 〔王：] マガ- 

magga 道， 道路， 正道 

Magga  〔經〕 道 S  47  43  ；  51 21 

Magga-katha 道 論 P お 1 9  ；  KV  20  5 

magga-kovida 這 の 巧者 

maggakkhana 追 刹那 

maggahga  ii; 支 

magga-canya  lafx 

magga-jma 道 i こよる 百 

magga-nana 道智 〔四智 の 一〕 

maggannu 道の 知き 

Maggadattika  〔比丘の 譬喩 經〕 マ ソ ガダ、 ッ ティ 

力 Ap  3 176 
Maggadayaka    〔比丘の 譬 瑜經〕 マ ッ ガダー ャ 

力 Ap  3 147 
magga-ausin 道 を 汚す 者 
magga -desaka  it の說 Tp: 者 
magga-nimitta  ji,fg 
magga -paccaya 道緣 〔二十 四緣の 一〕 
maggapaccaya-niddesa 迫 緣廣說 
magga -paccavekKnana  iA-k^ 
magga-pariyapanna 這繫屬 
magga-phala 道果 
magga-brahmacariya 道梵 n 
magga-bhavana 道修， 達 道 
Magga-vagga 道 品 Dhp  20  vv  ：273〜289 
magga -vidu 道の J 者 
magga -vippayutta  citta 道不ネ 目應の 'lL、 
Magga-vibhanga 道 分另リ Vibh 11 
magga-visuddhi 道淸淨 
magga-vlthi 道 經路， 道の 經路 
Magga-samyutta マツ ガ • サン ユッタ， 道相應 

S  45 1 〜： 180 
magga-sacca 退！^ 


Maggasafinaka  〔比丘の 譬喩 經〕 マツ ガサン 二 

ャカ Ap  3 118 
magga-samangin 這 具足 苕 
mageasamangissa  nanam 退 具足 智 
magga-samadhi  il/E 

maggasira=magasira   〔月〕 マツ ガ シラー， 末 

伽尸羅 
magga-sila  戒 

maggassa  avajjanam 這への 轉入 = 種姓智 
maggassa  netuttho 退の 因の 条 
magga-hetuka 道 因 
maggahetuka  dhamma 道 Ezg 法 
maggadhipati 道增 上， 退 主 
maggadhioati  ahamma 道 增上! 
maggamagga  ia^Fit, 退と 非道 
maggamagga-nanaaassana      非道 智見 
maggamaggananadassana-visuddhi 這 非道 智 

見清淨 〔七 清淨の 一〕 
Maggamagga-nanadassanavisuddhi-niddesa 退 

非道 智見 淸淨 の解釋 VM  20 
maggamagga-nanadassana-visuddhi 

parisuddhi-paahaniyanga 道 非道 知兒 淸淨淸 

淨勤支 〔九 淸淨勤 支の 一〕 
maggarammana 道戶; f 稼 
Maggarammanattika 這 所 緣三法 iika 16 
maggarammanattika-kusalattika 道 所緣ョ き 

三お 1 ika-tiKa  ^6 
maggarammanattika-saranaduka 這 所き 三 法 

有 諍 二 法 Tika-duka  88 
maggarammanattika-hetuduka    Ik 所, 镓三法 因 

二 法 上、 ika-duka 丄 o 
maggarammana  dhamma 道 所 稼 法 
maggavarana  ii^ 障 
maggura し 魚」 マ ッ グラ 
magge  nanam  ii] 智 乙 四智の ——〕 
Maggena  〔經〕 道 S  43 11 
Magha ① 〔學 童， 帝釋の 前身〕 マガ， 摩 法 ② 

〔童子， 佛の 前生〕 マガ 
maghava し 花〕 マガ ヴ、 

Maghavant マ ガワ、、—， マガ ヴン， 摩 伽 婆， 摩 
怯 婆 =帝釋 
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Maghava 


Maghavapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 マガ ヮフ 
ッ ピャ Ap  3  285 

mankuna 南お、 ^ 

mahku-bhuta 羞愧， 愧被 者 

Mankura  〔人〕 マン クラ 

manku  hoti  lii? &す 

Mangana  〔情 舍〕 マンガナ 

Manganavasin マンガナ 住し 者〕 

mangala マン ガラ， 吉兆， 吉祥， 吉瑞， 吉凶 
判 '新， 迷 f き， 祝典， 祝祭 

Mangala ① 〔佛〕 マン ガラ， 吉祥， 曼 伽羅 ② 
〔苦行者, 佛の 前生〕 マン ガラ， 吉祥 ③ 〔辟〕 
マン ガラ ④ 〔比〕 マン ガラ ⑤ 〔山〕 マン ガ 
ラ ⑥ 〔水門〕 マン ガラ ⑦ 〔池〕 マン ガラ 
⑧ 〔園〕 マン ガラ ⑨ 〔宮殿〕 マン ガラ @ 
〔塔 廟〕 マン ガラ， 吉祥 

mangala-uttama 最上の 吉样 

MaiigaIa〔kona〕 〔地方〕 マン ガラ 〔コ ッタ〕 

Mangalaganga  〔水路〕 マン ガラガ ン ガ 一 

mangala-glta 吉样欹 

mangalacchana 祭禮 

Mangala-jataka マン ガラ. ヂャ一 タカ， 吉凶 

本 生物 語 J  87 
Mangalabe  〔村〕 マン ガ ラベ一 
Mangalama  〔地名〕 マン ガ ラマ 
Mangala-vagga 吉祥 品 A  3 141〜150 
Manga]a-sutta=Mahamangala-sutta 吉 ip^ 經， 

吉兆 經典 Khp  5〜Sn  2  4 
mangala -hatthin 吉样; ^ゝ 
Mangalana  〔童子〕 マン ガラ ーナ 
Macala  〔村〕 マチャラ 
Macala-vagga 不動 品 A  4  81 一 90 
macca 人， 死すべき 者 

maccu 死， 死祌， 死の 神， 死 王， 魔王， 魔神， 

惡魔， 死の 魔神， 死 魔 
maccu -jala 死 魔の 網 
Maccuttala  〔地名〕 マッチ ュ 'ノ タラ 
maccu-dheyya 死の 領域， 死 王の 領域， 死神 界， 

死の 境域， 死の 境界， 死 魔の 國， 死 魔の 領 
maccuno  sena=maccu-sena 歹匕 魔の 舉， 歹 匕の 

軍， 魔王の 軍， 惡 魔の 軍 


maccu-pada 夕 匕の ii; 

maccu-pasa 死の 網， 死 網， 死 魔の 羅， 死 魔の 
羈索 

Maccupasa  muttika-panho 死 魔の 穎よ り脫る 

るの 問 Mil 4  〔2〕  4 
Maccu -bhaya-panho 死の 怖 畏の問 Mil 4  〔2〕 

3 

maccu-rajan 歹ヒ 王, 歹 匕の 王 
maccurajassa  pararh 死 王の 彼 甲 
maccurajassa  pasa 歹匕 王の 網 
maccurajassa  sena 魔王の 阜勢 
maccu-vasa     の 力 
maccu-vasahga 歹匕 魔の ■fe 
maccu-sena 死の 軍， 魔 軍， 魔王の 軍， 惡 魔の 

軍， 死 魔の 軍 
maccha 魚 

Maccha  〔國， 十六 大國の 一〕 マツ チヤ， 婆踪 
macchaka 魚 

maccha -gumba 魚群， 魚の 群 
maccha-ghataka 浦 魚苕， 漁夫 
Maccha-jataka ① マツ チヤ • デ ヤー タカ， 魚 
本 生物 語 J  34 ② マツ チヤ • ヂャ— タカ， 
魚族 本 生物 物語 J  75 ③ マツ チヤ *ヂ ヤー 
タカ， 魚 本 生物 語 J  216 
Macchatittha  〔村〕 マツ チヤ ティ ッタ 
Macchadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 マノ チヤ ダー 

ャカ Ap  3  266 
maccha-mamsa  ''i^J 、肉 
macchamarhsa-yusa 魚肉 汁 
macchara-bhava  '歷 i 吝 

Maccharaja-cariya  〔經〕 魚 王の 所行 Cp  3 10 
maccharayati 慳嫉 す， 嫉妬 を 起す 
Macchari  〔經〕 '匿 貪 S 1 32，  49 
Maccharikosi,  Maccharikosiya  〔お 者， bj 財お〕 
マツ チヤ リコ一 シ， マツ チヤ リコー シャ， 强 

慾 富豪 

maccharin 慳 ある， 悝 あり， 慳 者-， 慳嫉 す, 

慳 I 吝者， 慳貪 者， 吝嗇家， 貪欲 者 
macchariya=macchera 慳， 慳貪， 1 堅' i 吝， 守 
Macchariya  〔章〕 慳 A  8  〔10〕  9 
macchariya-sannojana  '歴結 

(306) 


Mafijetthi 


Maccharena  〔經〕 有慳 S  37  8 
maccha-valaka 魚網 衣 
macchika 浦 魚 者， 漁夫， 魚 商 
Macchikasanda  〔地名〕 マッチ カーサ ンダ， マ 

ツチ 力— 山， 摩 叉止陀 
Macchikasandika  〔塞〕 マッチ 力一 サン ディ 力， 

摩師山 
macchudaana 魚族 

Maccnuddana-iataka マッチ ュ ッタ一 ナ》 チヤ 

—タカ， 魚群 本 生物 語 J  288 
macchera=macchariya  '| 堅， '| 堅 貪， 't 堅!' 吝， 守 
Maccheram  〔經〕 慳 A  9  69 
macchera-mala 慳 i 吝垢， 惶 | 吝の 汚れ， 慳 垢〜 

慳 貪の 垢 

majura に A),  majula  CAJ)=mora ォ し 雀 
majja マツ ヂ' ャ， 末陀， 酒 
majja-pana 飮酒 
majjari-camma 猫 皮 
majjika 酒]^ 

majjha ① 中， 中正の 道 ② 中國 
Majjha  〔長者〕 マツ ギヤ 
majjhatta 中庸， 無關心 
majjhattata 無關' し 
majjhattupekkna 中捨 

Majjhanta=Majjhantika  〔比〕 マツ ヂ' ヤン タ， 

末 闡提， 末 田地 
Majjhantika=Majjhanta  〔比， 摩 哂陀の 戒師， 

阿育 王 時代の 開 敎師〕 マツ ヂ ヤン ティカ， 末 

闡提， 末 田地 
Majjhantika  or  Sanika  〔經〕 眞晝 （鳴動） S  9 

12 

Majjhapalli  〔精 舍〕 マツ ヂャ パ ッ リ 
Majjhavela  〔精 舍〕 マツ ヂャヹ —ラ 
majjharu  〔敷 具」 マツ チヤ— ノレ 
majjhima 中， 中位， 中 fe 
Majjhima  〔比〕 マッチ' マ， 末 示 摩 
Majjhimagamaka  〔村 _j マ ツナ マガ— マ 力， 中 

majjhima -janapada 中國 
Majjhimatthakatha 中部 義疏 


Majjhima-desa 中部 地方 
majjhima  dhamma 中 法 
Majjhima-nikaya マッチ マ •  二 カーヤ， 中部, 

中部 經典 M 1〜152 
Majjhima-pannasa 中 五十 經 S  22  53—102 
Majjnima-pannasa マッチ マ ,ノ ミンナ— サ, 中 

分 五十 經篇 M  51 〜； 100 
Majjnima-pannasaka=Majjhima-pannasa 中 分 

五十 〔經〕 
majjhima -patta 中 鉢 
majjnima-porisa 頁 門 
Majjhima-bhanaka 中部 誦者， 中部 師 
majjhima  bhikkhu 中位 比丘， 中臘 比丘 
majjhima -yama 中 夜， 中 夜分, 中更, 中分 
Majjhimavagga〔ka〕 〔地方〕 マツ ヂマ ヴ ッ ガ 

〔力：] 

majjhima-sila 中 我 

majjhima  dhatu 中界 〔三界の 一〕 

majjhima  patipattiya  sevana 中 の 習 行 

majjhima  patioada 中 

majjhimitthi 中年の 5C 

majjhimindnya 中 根 者 

majjhe  kalyanarh 中 善 

majha  (A^— majjha 中正の 道, 中 

manca 床， 禪榻， 臥床， 臥牀， 寢臺 

mancaka 臥 

Mancakkundi  〔地名〕 マン チヤ ッ クン ディ 
Mancadayaka  〔比丘の 譬 喻經〕 マン チヤ タ、、 ーャ 

力 Ap  3  417 
manca-patipadaka 
manca-pitha 床 あ 床 椅子 
manjarika  Q  〔鳥〕 マン ヂャ リカ ② 〔花〕 
Manjaripujaka    〔比丘の 譬喩 經〕 マン ヂャ リプ 

—ヂャ 力 Ap  3  257 
manjittha=maniettha 西' 
manju 美妙， 美音 〔八 音の 一〕 
Manju  〔王 臣〕 マン ヂュ 
manjussaka し 傘 J 曼珠沙 
manjussara 妙 音 者 
manjettha=manjittha 深紅， 西' 
Maiijetthaka-vagga 深紅 品 Vv  39—50 
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Manjetthaki 


Mafijetthaka-vimana 深紅 天宮 Vv  39 

manjetthika 茵， 西 黴 

Manjerika  〔龍， 龍宮〕 マン ヂ-— リカ 

mannati 思量す 

mannana 思惟 

Mannamano  〔經〕 思 S  22  64 
mannita 妄想， 幻想 
mannussava 想歡喜 
mataja  〔武器〕 マ タヂャ 
matta  |b 

Mattakundali-j  ataka マッタ クン タ、、 リ • チ 'ャ一 

タカ， 煌 輝 耳環 本 生物 語 J  449 
Mattakundalin  〔天子〕 マッタ クンダリ 一 
Mattakundali-petavatthu 耳環 女 鬼 事 Pv  2  5 
Mattakundali-vimana 煌 輝 耳環 天宮 Vv  83 
Manamekkundi  〔地名〕 マナ メ ッ クン ディ 
mani ① 摩 尼， 摩 尼珠， 珠， 寶珠， 寳玉， 寶 

石， 如意 珠 ② 殺 子 
Mani ① 〔夜叉〕 マ 二 ② 〔山〕 マ 二 ③ 〔宮 毆〕 

マ 二 ④ 〔經〕 摩尼珠 A 10  206 
Mani-akkhika ① 〔ダ、 ップラ 王の 弟〕 マニア ッ 

キカ ② 〔龍王〕 マニア ッ キカ， 摩 尼 眼 
Manikantha    〔龍王〕 マ 二 カン タ， 摩 尼 犍大， 

寳珠頸 

Manikantha-jataka マ 二 カン タ • チ 'ヤー タカ, 

寶珠頸 龍王 本 生物 語 J  253 
manika 水瓶 

Manika  〔呪〕 マ 二 カー， 摩尼柯 

rViapik お a  〔村〕 マ 二 力一 ラ 

mani-kundala      尼珠の 耳環， 摩 尼の 耳環， 摩 

尼 耳環， 珠瑋， 寶 珠莊嚴 
Manikundala-jataka マ 二 クン ダラ • チ 'ヤー タ 

力， 尼 耳環 本 生物 語 J  351 
Manikungala-vagga 摩 尼 耳環 品 J  351 ~ 360 
Manicujam  〔經〕 頂髻 S  42 10 
Manic  u}aka  〔村長〕 マニチ ユーラ 力， If 尼珠髻 
iVlanicora-j ataka マ ニチ ヨーラ • チヤ 一 タカ, 

寳珠 竊盜本 生物 語 J 194 
mani-jotirasa 星宿 寶, 星色寳 
mani-thuna 摩 尼の 柱 
Alanithuna-vimana 摩 尼 柱 天' 呂 Vv  77 


Maninagtipabbata  〔精 舍〕 マ ニナ ーガ山 
Manipassa  〔山〕 摩尼邊 
Mani-pasada 摩 尼 殿 

Manipujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 マ 二 プーチ 'ャカ 

Ap  3 178,  469 
Manippabha  CM  。  マニッ ノ ミノく 

Manibhadda ① 〔夜叉〕 マ ニパッ ダ、， 摩尼跋 

陀， 珠賢 ② 〔經〕 摩 尼跋陀 S 10  4 
Manibhadda-vata 珠賢 〔夜叉〕 務 
Manibhadda-vatika 珠賢 〔夜叉〕 務者 
mani-maya 摩 尼 所 成， 摩 尼 製 
Manimalaka   〔塔 廟〕 マ 二 マ— ラカ， 摩 尼 摩羅 

迦 

Manimekhala ① 〔地方〕 マ ニメ一 カラ ② 〔池〕 
③ 〔殿〕 

Manimekhala  〔女/ ji 申〕 マニメ 一力 ラー 
mani-ratana 摩 尼寶， 摩 尼 寳珠， 寳珠， 珠寶， 

祌 珠寳， 如意 寳 〔七寶 の 一〕 
maniratanassa  tayo  guna 摩尼寳 の三德 
manila  C 樹〕 マニラ 

mani-vimana 摩 尼 寳宮， 摩 尼珠の 宮殿， 寳珠宮 
mani-veluriya 琉璃 寳珠， 吠 瑠璃 珠 
mani-sara し 寶珠」 摩尼寶 
mani-suvanna 摩 ノ匕頁 金 

Alanisukara-jataka マニス 一 カラ • チヤ一 タカ, 

寳珠 野猪 本 生物 語 J  285 
Manisoma し 精 舍〕 マ 二 ソ一 マ 
Mamhlra〔ka〕 ① 〔池〕 マ 二 ヒーラ 〔力〕 ② 

〔地名〕 

Manihiraka  〔精 -舍〕 マ 二 ヒーラ 力 

manda     醐， 醍醐味 

Manda  〔ほ ィ加 島の 古名〕 マン ダ， 慢陀 

manda-kappa マ ン タ、、 劫, 精 好 劫 

Mandagallaka  〔村〕 マンタ ガ.; /ラカ 

Mandagama  〔村〕 マン ダガー マ 

mandana 裝. め'; i, 扮； K;)' 

mandana-palibodha 莊ぎ rji 障礙 

maij4ana-ma!a 講堂， 假屋， 周圓 堂， 圓形尖 頭 

の 屋舍， 周廊 
mandana -vibhusana 粉: fr[i 
mandana-sila 莊 蔽戒， 1^： 手 性 
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Matteyy; 


mandapa 假星， 假堂， 廷堂， 天幕， 集會 堂， 

曼陀婆 

Mandapadayika     〔比丘尼の 譬喩 經〕 マン ダパ 

ダ一 イカ一 Ap  4  3 
manda-peyya 醒 醐味 
Mandapeyya-katha 醍醐味 論 Pts 1 10 
Mandabya=Mandavya ① 匸 f 山， 道士〕 マンタ、、 

ブャ ② 〔童子〕 
manda  bhikkhu  @| 醐 比丘 

mandala ① 壇， 曼陀羅， 圓相 ② 圓形 馬場 調 

練 ③ 綜合 論 
Mandala  〔殿〕 曼荼羅 
mandala-aaasa 圓鏡 

Mandalagiri=Mandaligiri  〔精 舍〕 マン ダラ 山 
mandala-baddha マ ン タ、、 ラバ ッタ 〔(卞」 
mandala-mak 假星， 周圓 堂， 圓形尖 頭の 屋舍， 

講堂， 周廊 
mandalika 郡 王 

Mandallgiri=Mandalagiri  〔精 舍〕 マ ソ タ、、 リ 一 
ギ リ 

mandalu 曼陀羅 

Mandavataka  〔池〕 マ ン タ、、 ヴー タカ 
Mandavapi  〔精 舍〕 マ ン ダ ヴ 一 ピ 
Mandavya=Mandabya ① 〔道士， 仙〕 マ ン ダ 

ヴャ ② 〔童子〕 
Mandika  〔池〕 マンディ 力 
Mandika  〔女〕 マンディ 力一， 文祁 
Mandikaputta=Mundikaputta  〔外〕 文祁 子， 

文荼子 = 優波迦 
Mandissa  〔遊行 者〕 マンディ ッサ， 滿提左 
mandu マン ドウ， 弃 lj~ マン ドウ一 力 剌 
manduka^mandukiya 蛙 
Manduka  〔天子〕 マン ドウ— 力， 蛙 
manduka-kantaka^mandu し 魚の 剌〕 マン トウ 

一力 刺 

Manduka-devaputta 蛙 天子 
Manduka-devaputta-vimana      大' 呂' Vv  51 
mandukiya^ manduka 娃 
Mannaya  〔ダミ ラ人〕 マ ン ナ ャ 
mata ① 死者 ② 謬 想 
mataka-bhatta 死者 供養， 死者の 供物 


Matakabhatta-jataka マタ カノ、. ソ タカ *チ ヤー 

タカ， 死者 供物 本 生物 語 J 18 
mata-kunapa 死屍， 死者の 屍 
matapatika 寡 9Rj 

Matarodana-jataka マタロ 一ダナ • ナヤ 一 タカ， 

死^ 哀悼 本 生物 語 J  317 
mata-sarlra 歹匕 pE， 死 尸 
mati-kamma 心 念 

Matta ① 〔王子〕 マッタ ② 〔ラ ビ 一ャヴ サパ 

戰士の 父〕 
mattarh  lanati 量 を 知な 
入 '1&«&1<;&1&=(：;1： ほ 〔王女〕 マッタ カラ一 
matta-kunjara 狂 象， @¥ 象 
matta-gaja 狂 象 
mattannuta 知 直 
mattannu 量 を 知る， 量 を 知り 
Mat ね ほ la  〔マーナ一 バラ ナ 王臣〕 マッタ ター ラ 
Mattapabbata  〔精 舍〕 マッタ 山 
matta-hatthi 醉象 

Mat ほ ① 〔尼〕 マッタ一 ② 〔女， 戰鬼 となる〕 
IVlat ほ- peth'atthu マッタ一 鬼 事 Pv  2  3 
Mattabhaya ① 〔天 愛 帝須王 弟， 比〕 末 多婆耶 
② 〔聞 荼私婆 王の 子〕 マッター バヤ' 末 多 婆 

耶 

mat ほ- sukha 小樂 

mattika 粘土， 泥， 泥土，  土， 香 泥， 浴 土， 石 

m 

mattika-kundala 泥土の 耳 
mattika-donika 粘土 桶， 粘土 瓶 
mattika-patta 泥 鉢， 土製の 鉢， 瓦 鉢 
CmattikaOpinda 泥圑 
mattika-punja  土堆 
mattika-bhanda  土 具， 土 物， 陶磁器 
mattika-bhajana 粘ェの 具 
mattiKa-maya 粘土 # 

Mattikavatatittha  〔港〕 マッティ 力一 ヴ一 タテ 
イツ タ 

Mattikavapl  〔地名〕 マッティ カーヴ 一 ピー 
mattigha 殺母苕  . 
matti-sambhava 母系 
matteyyata 母 を 敬 ふこ と 


Matteyya 


Matteyya  〔經〕 母 S  56  66 

mattha ① 腦 ②〜 mantha 乳 精 ③ 攪样器 

Matthala  〔人〕 マツ タラ 

mattha-lunga 暇， 腦漿， 腦子 皮， 頭腦 〔三十 

二 身分の 一〕 
matthaiunga-pancaka 腦 の五悝 
mathita 混迷 

mada 懾， 僑慢， 慢心， 驕榮， 肥悅 

Mada  〔章〕 僑 A  8  〔10〕 16 

Madagu  〔池〕 マ ダグ 

madanayuta=yakkha 荒醉 夜叉 

madanij-a  dhamma 酔 はすべ ぎ 物 

madappamada 僑醉 放逸， 僑 放逸， 狂醉 放逸 

mada-hatthi 醉象 

maaira マティ ラー、 ^5 

Madda ① 〔國〕 マ ッ ダ、， 摩 達 ② 〔王〕 

Maddakucchi  〔林〕 マ ク タ、、 ク ッ チ， 曼直， マ ッ 

ダク ッ チ 鹿野苑 = 鹿野苑， 鹿 園 
JUaddakucchi-migadSya 曼 ik 鹿 園 =BLI 項 
maddava 柔和， 柔軟 
Maddava  〔王〕 マ v ダ ヴ 
Maddavasin マ ノ ダ住 〔者-〕 
maddavina 小珠 
maddalaka  〔鳥〕 マッタ、、一 ラカ 
Maddl  〔王妃〕 マツ ディ—， 曼抵 
madhu 蜜， 蜂蜜， 蜂の 蜜 
madhuka ① 〔樹， 花， 果〕 マ ドウ 力， 末 頭迦， 

末 度迦， 蜜果， 甘草 ② 蜂蜜の 酒 
Madhukannavant  〔王子〕 マ ドウ カンナ ヷ 
madhuka-tda マ ドウ 力 油， 蜜樹 油， 蜜 油 
madhuka-puppha-rasa 蜜 花 汁 
madhu-kara 蜜蜂 

Madhukavanaganthi    〔地名〕 マ ドウ 力 ヴ ナガ 
ン ティ 

madhu-gandhika し季 J 蜜杳 
madhu-golaka 蜜 丸, 蜜團 
Madhutthala  Q  〔精 舍〕 マ ドウ ッ タラ ② 〔堡 
壘〕 

Aladhudayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 マ ドゥダ— ャ 

力 Ap  3  391 
madhu-paka 熟 蜜 


Madhupadapa  CiSJ マ ド ウノく 一  タ、、 ノミ 
madhu-pana 蜜禁， 蜜 汁 〔八 種飮 料の 一〕 
madhu -paniya 甘き 水 
madhu-payasa 
madhu-Dindika 蜜 丸 

Madhupindika   〔比丘の 譬 (fS 經〕 マ ドウ ピン デ 

イカ Ap  3  97 
Madhupinaika-parivaya 蜜 丸 法 門 
MadhupinaiKa-sutta マ ドウ ピン ティカ • スッ 

タ， 蜜丸經 M 18 
madhu-phanita 蜜齒 
madhu-bhanin 蜜 語 者， 蜜 語 人 
Madhumamsadayaka   〔比丘の 譬喩 經〕 マ ドウ 

マ ンサタ "一 ャカ Ap  3  411 
madhumeaha-abadha=madhumeha 蜜便^^^, 

madhu-meha=maahu-medha マ ウメ一 ハ， 

糖尿病， 蜜 便 病 
madhura 甘， 蜜の 如き 

Madhuraka=Madhuraka マ ドウ ラ人， 摩頭羅 
人 

Madhurammanavira     〔地名〕 マ ドウ ラン マ一 
ナヰ' ーラ 

Madhura-sutta マ ドウ ラ • ス ッタ， 摩 倫羅經 
M  84 

Madhura  〔國， 城〕 マ ドゥラー， 摩 偸羅， 摩 頭 

羅， 秣蒐羅 
Madhuvasettha  〔比〕 摩 頭 婆私吒 
madhu-sitthaka 蜜も盥 
Madhuka  〔象〕 マ ドウ— 力 
madhvasava 蜜 酒 
manasa-cakkhu 意の 眼 
manasa  asoceyyarh 意^、 淨 tr し 
Manasakata  〔村〕 マ ナサ一 カタ 
manasa  soceyyam 意 淨ィ了 し 三種〕 
manasikara 作意， 思念， 思惟 
Manasikara  〔經〕 作意 A 11 9 
manasikara-kusalata 作意 善 巧 
Manasikara-panho 作意の 問 Mil 2  〔1〕 17 
Manasikaralakkhana-panho 作意の 特 相の 問 

Mil 2  〔1〕 8  ；  2  〔4〕 1 
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Mantana 


manasikara-sambhava 思念 よ り 生起す 
manapa 可 意， 愛 
manapa-kayika  deva  口 丁 意 衆 天 
manapa-rupa 可 意 相 

Manapa  amanapa  〔經〕 可 意 不可 意 S  37 1, 2 

manapamanapa  bJ" 意 ^、口]". g、 

manapika 快適なる 

manayatana 意處 =5^ 蕴 

Manikarama=Manikaragamavapi マ 二 力 園 

Manu  〔律法〕 マ ヌ ， 摩 奴 

manuja 摩 奴 所 生者 

Manu  j  a  〔夷〕 マ ヌヂ、 ヤー 

manuiina 愛 

manunna-bhojana き ^ 

Manuraya  〔地名〕 マ ヌラ一 ャ 

manussa 人， 人間 し ife の 一〕 

manussa-khipa 人の 網 

manussa-naga 人寵 

manussantaraya 人の 障礙 〔十 障礙の 一〕 

manussa-purisa 人 男 

manussa-peta 人 fUl 喊鬼， 幽 

manussa-bhuta 人の 身 

manussa-mamsa 人肉 

manussa-yakkha 人間 夜 父 

manussa-loka 人界 

manussa-viggaha 人身， 人骨 置 

manussa-viggaha  〔voropana〕 斷 人命 

manussa-sanna 人 想 

manussayu 人寿 

manussitthi 人艾 

manesika 他人 判じ， 意志 判じ 

mano 心， 意 

mano-kasava 意 小 $ 屯 

mano  kamagunupasamhitam 々少欲 を 伴へ る 意 
Manoja ① 〔王〕 マノ 一 ヂャ② 〔獅子〕 マノ 

—チヤ， 意 生 
Manoja- おね ka マノ ーヂャ • ヂャ一 タカ， 意 生 

獅子 本 生物 語 J  397 
Manojava  〔'f 山〕 マノ一 ヂ、 ャヴ 
mano-danda 意 罰， 意 杖 
mano-dvara 意 門 


manodvaravajjana 意門轉 向， 意 門 向 li 
manodvaravajjana  citta 意 門轉 I 口 J, L、 
Mano-nivarana  〔經〕 心の 制止 S 1 24 
mano-padusika 意 黨し 意' 庹 
Manopadusika し 天」 マノ一  ノミ ドウ一 シカ， 摩 
兎 波頭 灑 

Manopadusika -deva 意亂 天， 意 憤 天 = 次 々項 
mano-padosa 瞋意， 惡意 

Mano-padosika-deva 意 憤 天， 意亂天 = 前 々項 
mano-bhavana 意修習 
mano-bhavanlya 意修 習， 意修習 者 
mano-maya 意 所 成， 意 生， 意 成， 意より 成り 
Manomaya  〔辟， マノ一 マヤ 
manomaya-kaya 意 所 成 身， 意 生身， 意 成 身， 

manomaya-kSya-iaahi 神 通 意 所 成 身 
manomaya  iddhi 意 所 成 祌變， 意 所 成 神 通 
mano-manasa 意 hi 
mano-moneyya 意牟 尼， 意寂默 
manovinnana-dhatu 意識 界 
manovmnanadhatu-samphassa 意識 界觸 
mano-vitakka 心の 想 
Manosatta-deva 意 著 天 
mano-samacara 意 正 行， 意 行 
mano-samphassa 意觸 
manosamphassa 1 a  vedana 意觸所 生の 受 
manosila マノ  一シラー， 石 Jt 石， 砒 石の 平 岩， 

赤砒， 赤砒 石， 赤砒の 岩， 悅意 石， 雄 黄 
mano-sucarita 意 妙 行， 意 妙 行菩， 意 善行， 意 

き 行^ 

mano-soceyya 意 淸淨， 意淨 〔三 淸淨の 一〕 

manohara し 食珠〕 マノ  ーノ、 ラ 

Manohara  〔園"! マノ  —ハラ 

manta 呪， 呪文， 呪 語， PJJ 術， 神 呪， 密呪， 
眞言， 經典， 經文， 聖典， 聖經， 聖書， 神 典， 
吠 陀の聖 言， 祕典， 聖歌， 吹陀， 古聖 書 

mantajjhayaka 誦況者 

mantana  P^ffq" 

manta-dhara 持 呪 者， PJi を 執 持し， 神 呪の 護 
持 者 

mantana 考量， 對談， 助言 
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Manta 


manta-pada  % 文， 眞言 句， 聖典 句 

manta-paragu 吠陀; こ通ぜ る， 眞言に 通嘵 せる 

man は- mala 聖典の 始穢 

Man ほ m  〔人〕 彌 多羅 尼 

入 Ian ほ m  〔鴦 掘窜の 母〕 曼多耶 尼 

]Man ほ m-putta  (D=Angulimala  〔賊， 比〕 マン 
タ— ニーブ ッタ， 曼多耶 尼 子 （i)=Pui?pa- 
mantaniputta  〔比〕 マンタ一 ニーフ ッタ， 滿 
頼 子， 滿慈 子， 滿 慈の 子 

man ほ- bhasa 聰慧語 

Mantavati  〔城〕 マンタ ーヴ ティ 一 

Mantidatta  〔比〕 マン ティ ダ ッ タ 

mantin 助 s 者 

MantI  〔婆〕 マン ティー 

manteti 密語す 

mantodaka  pJJtK 

inantra=manta マン トラ， 眞言， 呪文， 祌呪 

mantha 粒子 

manda 遲 鈍， 愚鈍 者， 鈍 

mandatta 遲純 

manda-dasaka 純 十 年 

manda  momuha 鈍に して 癡 なる もの 

MandakinI  〔七大 湖の 一〕 マン ダ、 一 キニー， 曼 

陀祇 尼， 曼那吉 尼 
mandamukhi=aggi-bhajana 火お 

Mandara  〔山〕 曼陀羅 

Mandarapupphiya-vagga マンタ'、 一 ラフ ッヒマ 

品 Ap  3  358-367 
mandarava  〔花〕 マン ダ、— ラヴ， 曼陀羅 
Mandaravapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 マ ンダー ラ 

ヴ フー ヂャカ Ap  3 155 
mandalaka=mandarava  〔花〕 マン ヌーラ 力， 

曼陀羅， 曼陀羅 迦 
Mandi  〔王 臣〕 マンディ 

Mandijivitaputthikin    〔將 軍〕 マンディ ヂー ヰ' 

タプッ ティ キン 
mandiya 懶惰 

Mandiya  〔夜叉〕 マンディヤ 
Mandhatar  〔王〕 マンダータ—， 曼陀 多， 頂 生 
Mandhatu-jataka マンタ、、一 ト ゥ • チ 'ヤー タカ， 
曼陀多 王 本 生物 語 J  258 


Mannaya  〔ダミ ラ人〕 マンナ ーャ 

Mannara  〔村〕 マン ナーラ 

Mam's  〔村 1 マ ニヤ一 

mama 我 所見， 我 所， 我意 

mamamkara 我 所見， 我 所 愛， 我 所觀， 我 所 

心， 我 所の 狀態， 我所慢 
mamatta 我執 

maman  ti  mana-vinibandha  ditthi 我 所 慢縛見 

mamayita 我執 

mamma 末 魔， 死 穴 

mammana 吃 

Mayanti  〔池〕 マヤ ン テ ィ 

mavura=inora 寸 し 雀 

Mayura ① 〔殿〕 マユ— ラ， 孔雀 （D=Mora 

〔房 舍〕 マ ユーラ 
mavura-nacca 孔 の 踊 
Mayurapasana   〔地名〕 マユ 一ラパー サ一 ナ， 

孔雀 岩  ' 
Mayetti  〔池〕 マ エッティ 
Mayettikassapa  〔住 院〕 マ エッティ カツ サパ 
Mayhaka  〔鳥〕 マ ヰ ハカ， 我 有 
Mayhaka-jataka マ キノ、 力 • チヤ 一 タカ， 我 有 

鳥 本 生物 語 J  390 
marana 夕 匕 

Marana  〔經〕 死 S  35  36  ；  46  68 
maranaih  dukkham 死 は 苦な り 
marana-dukkha  yE 苦 
marana-dhamma 歹匕 法， 死の 法 
Maranapara=Maranapara  〔國〕 タ" E 彼 竿 
marana -bhaya 死畏， 死の 畏， 死 怖， 死の 怖畏， 

命 終怖畏 
marana-sanna 歹匕想 
marana-sati 死 念， 念 死， 死の 觀念 
Maranasati  〔經〕 念 死 A  8  73,  74 
maranasati-kammatthana 死に 就 、ての 正 念の 

行處， 死 念業處 
maranadhippaya 殺意 

marananussati 念 死， 死隨念 〔六 念， 十 念の 一〕 
Maranapara=Maranapara し國〕 マ ラナ一 ハー 

ラ， 死 彼岸 
maranaya  samadapeti  yE^lSlLT 


Mahaggati 


Maravara ① 〔タ、 'ミラ 人〕 マラ ヴラ ② 〔軍〕 
marica  〔植〕 マリ チヤ， 胡椒 
MaricavaUi〔ka〕 〔精 舍〕 マ リ チヤ ヴッ ティ 
〔力〕 

Maricavattika  〔塔〕 マリ チヤ ヴッ ティカ 
mariyada 畔， 境界 

marici,  maricika 陽炎， 陽談， 蜃 氣樓， 幻影 

marlcikupama 陽談 のま 口し 

Maru-kantara     〔國〕 マルカン タ一 ラ， 砂漠 難 

處， 沙漠 難所， 沙磧 難所 
Marugana-panvena 群 神 察 
Maruthukkotta  〔地名〕 マルト ゥッ コッタ 
Maruthupa し ホ寸〕 マノ レト ゥ一 ノ； 
marumba マノ レン ノミ， 砂， 碟 
maruva マノ レワ'一， 麻 
mala 始， feM 
Mala  〔經〕 垢 S  45 167 

malam  asmim  loke  paramhi ca 此世 後世の？ S 

穢 

Malata  〔國， 人〕 マラタ 
mala-macchera~macchera-mala 1  堅 貪の 培 
Malaya ① 〔セィ ロン 中部 地方〕 マラ ャ， 摩羅 

耶 ② 〔南 印度の 地名〕 マラ ャ③ 〔ビルマ 方 

面の 地方， マライ 地方:！ マラ ャ ④ 〔戰 士〕 

マラ ャ⑤ 〔人〕 摩羅 耶 
Malayappa しタ ミラ 人」 マラ ャッ パ 
Malayarajan  〔將 軍〕 マラ ャラ— ヂャ 
Malayalaka マラ ャ一ラ 人 
Mala-vagga 垢穢品 Dhp 18  vv  235〜255 
Malani  〔經〕 垢穢 A  8 15 
Malapaharani  〔水路〕 マラ一 パハラ 二一 
Malitavambha  〔比〕 マ リタ ヴ ン パ 
Malitthiya  〔城〕 マリ ッ ティ ャ 
Malimahadeva ① 〔ゥ パリ マンタ、、 ラ カマラ ャ住 

比丘〕 マ リ マハ— デ— ヴ ② 〔比〕 
Maliya-mahadeva  〔マ ッ タ、、 住 よ 匕 丘〕 マリ ヤマハ 

—テーヴ 
malla 力士， 角鬪士 

Malla ① 〔國， 族， 十六 大國の 一〕 マツ ラ， マ 

ルラ， 末羅， 摩羅， 力士 ② 〔村〕 末羅 
mallaka  〔背 を按 く 道具〕 マツ ラカ 


Mallaka  〔比〕 マツ ラカ 
Mallagiri  〔山〕 マツ ラ ギリ 
Malla-putta 摩羅 子， 末羅子 
Mallaputta-Dabba=Dabba  〔比〕 マ' ノラ プッタ 

ダ ツバ， 摩羅 子 陀驃， 沓婆 摩羅 子 
malla-mutthika 力士 
malla-yuddhaka 拳鬪士 
Mallavataka  〔精 舍〕 マツ ラヴ 一 タカ 
Mallavalana  〔村〕 マツ ラヴ一 ラー ナ 
Malla  〔尼〕 マツ ラー 

Mallika ① 末羅國 〔人〕， 摩羅 國人 ② 〔王〕 
マ ッ リ 力， 勝鬉 ③ 〔經〕 末羅 S  48  52 

mallika  〔植， 花， 香木〕 マツ リカ—， 次第 花， 
末利^50， 摩 利 逝 

Mallika ① 〔華 鬉師の 女， 波斯匿 王妃〕 マツ リ 

力—， 摩 利， 摩 利 ii， 末 利， 勝鬉 ② 〔園〕 

マツリ カー， 末 利， 末 梨 ③ 〔經〕 末 利 S  3  8 
Mallika-arama 末 利 園， 末 梨園 
Mallika-vimana マツリ 力 —女 天宮 Vv  36 
Mall! マツリ—， 摩羅 女 
malorika 支 杖 

Masakkasara  〔天 宮= 三十 三 天〕 マサ ッカサ 一 
ラ 

masana 麻莎 衣， 麻衣， 麻の 混 織， 雜衣， 半莎 
衣 

masSraka  〔臥床〕 マサ ーラ 力， 波 摩 遮羅伽 
masaraka-pitha 波 摩 遮羅仂 n 小 床 
masaraka-manca 波 華 遮維， 床 
masaragalla 瑪瑶， 琥珀， 猫晴 石， 車渠 *, 紅 

玉 * 
masi 煤 
massu 鬚 

Mahaka  〔沙 彌， 比〕 マ ハカ， 摩 訶迦， 磨竭 
Mahaka-sutta=Mahako マ ハカ 經， 摩 f5J 迦經 
Mahako  〔經〕 , 訶迦 S  41 4 
mahaggata 廣大， 大， 高廣， 高大， 廣博 
mahaggata  citta 廣大 心， 廣大 なる 心， 大心， 

高廣 心， 高大 心 = 上ニ界 心 
mahaggata-duka 大ニ法 

mahaggataduka-hetuduka 大ニ法 因 二 法 Duka- 
duka  45 


(313) 


Mahaggat: 


mahaggata  dhamma 大法 
mahagga ね- vipaka 大異熟 
mahaggata  samadhi 大定 
mahaggata  ceto-vimutti 大,|1、解ま^^ 
mahaggatarammana 大所 緣 
mahaggatarammana  dhamma 大所 緣法 
Mahanna  〔池〕 マノ、 ンナ 
mahannava 大海 
mahati-dandavakara 大良 
mahatthiva 大禾 IJ 
mahaddhana 大為 
Mahaddhana  〔經〕 大富 S 1 28 
Mahaddhana  or  Addha  〔經〕 大寶 S  55  44, 
45 

mahanta 大 〔所 緣〕 
Mahanta  〔石造 佛〕 マハン タ 
mahantatta 偉大 性 
mahanta-patta 大鉢 
mahantara 大中雙 
mahappabhasa 大 極光 
mahapphala 大果 

Mahapphala  〔經〕 大果 S  51 12  ；  A 10 125, 
129 

Maharlvara  〔堡 墨〕 マハリ 一 ヴラ 
mahallaka 老邁 
mahallaka-ghara 大屋 

iVIahallaka-Naga=Mahallanaga  〔王〕 老ナ— ガ 
mahallaka-vihara 大精舍 

Mahallanaga=Maha]laka-Naga     〔王"！ マ ハツ 
ラナ ーガ 

Mahallarajan  〔精勤 堂〕 マ ハツ ララ ーチ' ャ 
Maha  〔經〕 大 S  55  62 
maha-aggikkhandha 大火 聚 
maha-aggidaha 大 火災 

Maha-atthakatha マ ハー アツ タ カタ一， 大義 
疏 

maha-attha 大利 

maha-adhitthana-pancaka 五大 決意， 五大 遣 勅 
maha-anattha 大無禾 IJ 
Maha-Anuja し 比つ マノ、一 ァヌラ 
Maha-appamada-sutta=Mahappamada- 


suttan ね 大不 放逸 經 
Maha-arittha=Arittha ① 〔比〕 大阿 栗吒， 大 

阿 栗咤， 大ァ リツ タ， 摩訶 阿栗吒 ② 〔將 軍〕 

摩 M 阿栗吒 
iVlaha-arn-avariisa-patipada 大聖 種 行 道 
Mahaassapura-sutta マハ一 了. ソサ プラ • スッ 

タ， 馬 邑大經 M  39 
Mahaassaroha    〔£  I  "^ノ ヽ— ァヅサ — pr  —  ノヽ， 

大 騎手 

Mahaassaroha-jataka マノ、— アツ サー —  ノヽ • 
ヂャ— タカ， 大騎 手本 生物 語 J  302 

Mahaukkusa-jataka マノ、 一 ウノ クサ • ナヤ一 
タカ， 大鶚本 生物 語 J  486 

maha-udakarahada 大池 

maha-ummagga 大 fei^ 

xvIahaummagga-jataka=LJmmagga-iataka マ 
ハ— ゥン マツ ガ* ヂャ— タカ， 大 隧道 本 生物 
語 J  546 

Mahaummara し 地名」 マハ一 ゥン マー ラ 
maha-uraga=mahoraga 大 f|, 大腹' fr 
Manakaccana=Mahakaccayana,  rvaccavana 

〔比， 論議 第一〕 マハ— カツ チヤ— ナ， 大迦 

旃延， 摩訶 迦旃延 〔譬喩 經〕 Ap  3  33,  528 
Manakaccanabhaddekaratta-sutta マノ、— 力 'ソ 
チヤ 一 ナノ、 ソァ一 カラ ッタ • ス ッタ, 大 迹ち存 
延 一夜 賢者 經 M 133 

Mahakaccavana=iV'iahakaccana,  Kaccavana 
〔比〕 マ ハーカ ツチ ヤー ャナ， 大迦 施延， 摩訶 
迦旃延 

MahaKancanakumara マノ、— 力 ンチ ヤナク マ 

—ラ， 金 太 苦行者 童子 

Mahakanha  〔犬〕 マハ— カン ハ， 大黑 
MahaKanha-jataka マノ、— カン ノ、  *チ* ヤー タカ， 

大黑犬 本 生物 語 J  469 
Mahakanda  〔タ、 、ミラ 人〕 マ ハー カン ダ 
Mahakandara し; 4〕 マノ、一 カン タ'、 ラ 
mahakapi 大遠 

Mahakapi-jataka マ ハーカ ピ ，ヂャ 一タカ， 大 
猿 本 生物 語 ① J  407 ② J  516= 
Vevatiyakapi-jataka 

maha-kappa 大劫 


Mahatakkari 


Mahakappina  (I)=Kappina   〔比， 敎誡 比丘 第 
一〕 マ ハー カツ ピナ， 摩訶劫 賓那， 大 園 賓 
那， 大 劫賓那 〔譬喩 經〕 Ap  3  530 ② 〔王〕 
マハ— カツ ピナ， 大 劫賓那 

mahaKamma-vibhanga 大業 分別 

]\lahskammaviDhaiiga-sutta マノ、 一  カンマ ヰヴ 
ンガ • ス ッタ， 大業 分別 經 M 136 

Mahakammasadamma し ネオ〕 大 カンマ一 サタ、 、ン 
マ 

Mahakaranjiya  〔精 舍〕 マ ハーカ ラン ヂャ 

maha-karuna 大悲 

mahakaruna-samapatti 大悲ぉ 

mahakarunasamapatti-nana 大悲 智， 成大悲 
智， 大 慈定智 

Mahakassapa  (I)=Kassapa  〔比， 頭陀 第一〕 マ 
ハー カツ サバ， 摩訶迦 葉， 大迦葉 〔譬 瑜經〕 
Ap  3  3 ② 〔セ イロ ンの 比丘〕 マ ハーカ ッ サパ 

Mahakassapa-sarhgaha 大 iSO 葉の 結集 Dv  4  (1) 

mahakarunika 大悲の 尊， 大 悲愁 者， 大 悲の牟 

尼一 (弗 
mahakarunikata 大悲性 
mahakala  〔鳥〕 マ ハーカー ラ 
Mahakala  (D=Kala  〔龍王〕 マ ハーカー ラ， 摩 

訶^1"羅 ② 〔比：] 摩 訶迦羅 ③ 〔山〕 大黑 
Mahakalinga  〔王子〕 大^ 陵戟 
Mahakali  〔尼〕 摩 訶迦利 
Mahakirala  〔池〕 マ ハー キラ一 ラ 
maha-kula 大族 

Mahakusa  〔王〕 マ ハー クサ， 摩 fS]" 矩舍 
Mahakottha  〔タ、 、ミラ 人〕 マ ハー コッタ 
Mahakotthita=Mahakotthika,  Kotthita  〔比， 無 
礙解 第一〕 マハ— コッテ イタ， 摩訶俱 稀羅， 
摩訶拘 綠羅， 摩 訶拘瑟 他迦， 大俱 綠羅， 大拘 
綿羅， 大 拘致羅 〔譬 瑜經〕 Ap  3  534 
Mahakosala=Kosa]a  〔王〕 摩， 丁 拘运羅 
Mahakhandhaka 大犍度 V  2  a 1 
Mahakhandhake  uddanarh 大犍 度攝頌 
Mahakhetta  〔地名〕 マ ハーケ ッタ 
Mahaganga  〔セィ ロンの 河〕 マハ一 ガン ガ一 
Mahagalla  〔村〕 マ ハー ガッ ラ 
AIah5galla〔ka〕 〔池〕 マ ハー ガッラ 〔力〕 


Mahagavaccha  〔比」 マノ ヽ―ガ ヴ ソ チヤ 
Mahagama  〔t^— ハナの 首 者 0 マ ハー ガー マ， 
大村 

Mahagamanika し 池〕 マ' ヽ一ガ '一マ 二 力 = ガー 

Mahagamanaga  〔-精 舍〕 マ ハー ガ —マナ— ガ 
]\ lahagotami=Gotami , Manapajapati し. 尼〕 摩 

訶 瞿曇彌 

Mahagopalaka-sutta マノ、 ーコ" 一パーラ 力 • ス 

ッ タ， 牧牛 者大經 M  33 
Mahagovinda ① 〔王， 佛の 前生〕 マハ— ゴ— 

ヸンダ ② 〔賢者， 佛の 前生〕 マ ハー ゴ —ギン 

ダ ③ 〔婆〕 大典 尊 = 護 明 童子 
Mahagovinda-cariya し經〕 マ ハ一ゴ 一ギン タ 

の 所行 Cp 1 5 
Mahagovinda-suttanta マノ、一 ゴ' 一 ヰンタ • ス 

ッ タンタ， 大典 尊經 D 19 
Mahagovindasutta-vannana 大典 尊經 の註釋 
Mahagosinga-sutta マノ、 一  ゴ 一シン ガ • ス ッタ， 

牛角 林大經 M  32 
Mahacattansaka-ahammaparivaya=jViaha- 

cattarisaka-sutta 大 四十 法 門 
Mahacattarisaka-sutta マノ ヽ一 チヤ ッタ— リー 

サカ • ス ッタ， 大 四十 經 M 117 
MahacanJa い 口]"〕 マハ一 チャンダ一 
Mahacunda  (X)=Cunda  〔比， 舍禾 IJ 弗の 弟〕 マ 

ハー チュン ダ， 摩訶 周陀， 摩訶 周那， 摩訶均 

頭， 大 純陀， 大 準陀， 大 淳陀, 大周那 ② 〔傳 
。 轉輪 王〕 マ ハー チュン ダ、 

]ViahaculiCkaJ=:Manaculi-inahatissa     〔王〕 マ 

ハー チュー リ 〔力〕 
Mahaculi-Mahatissa=MahaculiCka;] 〔王〕 マ 

ノヽ —チューリ • マ ハーティ ッサ 
Mahacetiya 大廟， 大 支提， 大塔廟 
maha-cora  X 賊 

Mahajanaka ① 〔王〕 マ ハー ギヤ ナカ ② 〔王 

子， マ ハー ヂャ ナカ 王の 孫〕 
Mahajanaka -jataka     マハ一 チヤ ナカ 《チ ヤー 

タカ， マ ハー ヂ、 ャ ナカ 本 生物 語 J  539 
maha-jhayin 大脾 疋豕 

Mahatakkari -j ataka=Takkariya -j ataka マ ハー 
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Mahatanha 


タツ カーリ • ヂ ヤー タカ J  481 
Mahatanhasankhaya-sutta マノ、一 タ ンノ、 ーサ 

ンカャ • スッ タ， 愛 盡大經 M  38 
maha-talaka 大池 
Mahatalita  〔村〕 マハ一 ター リ タ 
Alahatittha ① 〔港〕 マ ハーティ ッタ， 大 渡海 

場， 大津 ② 〔園〕 マ ハーティ 、ノ タ 
Mahatila  〔地方〕 マ ハーティ ラ 
Mahatissa ① 〔比〕 大帝 須 ② 〔支 提山住 比丘〕 
大帝 須 ③ 〔チ ーヴグ ンパ住 比丘〕 大帝 須 ® 
〔ブン ナヴノ リカ 住 比丘〕 大帝 須 ⑤ 〔マ ハ一 
力 ラ ンチ' ャ 寺庄 比丘〕 大帝 須 ⑥ 〔パ ッ ガ リ 
住 比丘〕 マ ハーティ ッサ （g)=Hambugallaka- 
mahatissa  〔比〕 マ ハーティ ッサ ⑧ 〔ァ ヌラ 
園 住 比丘〕 マ ハーティ ッサ⑨ 〔ダッ ブラ 王 
の 父〕 マ ハーティ ッサ @=Abhaya  Duttha- 
gamani し 王〕 . 摩 f^I 帝須 
Mahatissa  〔尼〕 摩 訶帝須 
Mahatundila  〔豚〕 マハ— トゥン デ イラ， 大鼻 
Mahathala  〔村つ マ ハー タラ 
Alahathupa マハ一 ト ウー パ， 大塔 
mahathera  〔職〕 マ ハー テーラ， 大 長老 
iMahadatta ① 〔比〕 マ ハー ダッタ ，摩 訶達多 

② 〔池〕 マ ハー ダッ タ 
Mahadattika  〔池〕 マ ハー ダノ ティ 力 
Mahadaddara  〔龍〕 マ ハー ダ ッ タ、、 ラ 
Mahadathika=Mahadathin    〔王〕 マ ハー ダー 
ティカ 

Mahadathin  〔王〕 マ ハー ダー ティ ― 
MahadaragallaCka^  〔池〕 マ ハー ダ―ラ ガ ッ ラ 
〔力〕 

Mahadaragiri  〔キ 寸〕 マハ一 ダ、一 ラ ギ リ 
CMahaODitthena  〔經〕 〔 大 〕 見 S  24  8 
Mahadiparivena    CMS~1 マノ、 一  ディノ、 リ： £' 一 
ナ 

mahaciipada  〔職〕 マ ハーディ パー タ、、 
Mahadipaclamahussava    〔章 i 大ァー ディ パ一 

ダ (官） の 祝祭 Cv  67 
Mahadi  〔河〕 マ ハーディ ― 
Mahadukkhakhandna-sutta マノ、 一  ドウ .ノ 力 力 

ンダ • ス ツ タ， 苦 蕴大經 M 13 


Mahadeva ① 〔比， 拘留 孫佛の 上足 弟子〕 摩訶 
提婆， 大天 ② 〔比， 阿育 王 時代の 傳 道師〕 摩 
訶提婆 ③ 〔ドウ ッタ ガー マ 二— 王 時代の 比 
丘〕 大天 ④ 〔マラ ャ住 比丘〕 大天 ©  〔パッ 
ギ リ 住 比丘〕 マ ハ―デ 一 ヴ ⑥ 〔ダーマ ガ ッ 
ラカ住 比丘〕 マ ハー デーヴ ⑦ 〔王〕 大天， 摩 

法提 婆， 摩 調 ⑧ 〔阿育 王の 大臣〕 摩 訶提婆 

®  〔人〕 マ ハー デ— ヴ 
Mahadevarattakurava  〔精: 舍〕 マ ハー デ一 ヴ ラ 

ッ タクラ ヴ 
Mahadevi  〔尼〕 マ ハー デーヸ 一 
Mahadona  〔龍王〕 マハ— ドーナ 
ivianadhana  〔傳 。 轉輪 王， マ ハー タ、、 ナ 
Mahadhana〔ka〕 〔長者 子〕 マ ハー ダナ 〔力〕， 大 

富 

ivlahadhammakathin し _th〕 マノ、 一  タ、、 ン マカテ 
ィ ― 

ivlahadhammapala-jataka  マノ ヽータ ン マノ ミー 
ラ • ヂ ヤー タカ， 大 護法 本 生物 語 J  447 

Mahadhammarakkhita ① I  hh〕 マハ一 タ" ンマ 
ラ ツキ タ， 摩訶曇 無勒棄 多， 摩 訶達摩 勒棄多 
② 〔ドウ ッ タガ— マニー 王 時代の 比丘〕 マハ 
一 ダン マラ ツキ タ ③ 〔比〕 大法 護 ④ 〔トウ 
ラー ダ'— ラ山住 比丘〕 大法 護 ©=Dhamma- 
rakkhita  〔臾那 人， 比〕 大法 護 

Mahaahammasamadana-sutta マノ、 ータ ンマサ 
マーダー ナ • フ、 ッ タ， 得 法大經 M  46 

mahadhatu-nidhana 大舍 利藏， 大 界藏， 佛舍 
利藏 

maha-nadi 大 i^jf 

Mahanadi マノ、 一  ナディ 一， プに 可 
Mahanandana=Nandana  〔林〕 大難 陀 
]Viahananda-vana し 園〕 大歡喜 林 
maha-naga 大龍， 大寵 象， 大 龍隊， 大那伽 
Mahanaga ① 〔比〕 マ ハーナー ガ ② 〔カー ラ 
ヴッ リマン ダパ住 比丘〕 マ ハーナー ガ ③ 〔マ 
ッダ住 比丘〕 マ ハーナー ガ ④ 〔ブータ 園 住 
比丘〕 マ ハーナー ガ ⑤ 〔ウッチ ャヴー リカ 
住 比丘〕 マ ハーナー ガ， 摩訶 那伽⑥ 〔王〕 マ 
ハーナー ガ ⑦ 〔副 王〕 マハ— ナ— ガ⑧ 〔ゴ 
—タイン パラ 戰士の 父〕 マハ— ナ一ガ ⑨^ 


Mahapathavl 


Coranaga  〔王子， 王， 賊〕 マ ハーナー ガ⑩ 
=Mahadathika  〔王〕 マ ハーナー ガ ®  〔精 
勤 堂〕 マハ— ナ―ガ ®  〔園 林〕 摩訶那 伽， 
大龍 

Mahanagakula=Mahanagapura  〔者 1^ マノ、 一 
ナ一ガ クラ 

Mahanaga-pabbata  〔精 舍〕 マハ一 ナ―ガ 山 
]Mahanagapura=Mahanagakula    CMj マノ、— 
ナーガ ブラ 

Mahanagavana  〔園〕 大龍 林， 摩 訶那伽 林 
Mahanagasula  〔者 マ ハーナー ガス ラ 
Mahanathapindika=Anathapinaika,  Sudatta 

〔長者〕 大 給孤獨 

mahanama  〔樹〕 マノ、 一  ナーマ 

Mahanama ① 〔辞〕 マハ —ナーマ ② 〔五 比 
丘の 一〕 マ ハーナー マ， 摩訶那 摩， 摩訶男 ③ 
〔ディ— ガ— サナ住 比丘〕 マ ハーナー マ ④ 
〔王〕 マハ —ナーマ ⑤ 〔釋 氏， 塞〕 マ ハー ナ 
—マ， 摩訶那 摩， 摩訶 男， 大名 ⑥ 〔離 車 人〕 
摩 gnj 那摩 ®=Alahanoma  〔園」 マノ、一 ナ一 
マ ⑧ 〔經〕 摩訶男 S  55  21, 22,  37，  49  ；  A 
8  25  ； 11 12, 13 

Mahanamamatthaka  〔池 i マハ一 ナーマ マツ 
タ 力 

mahanama-ratta  J^^fe 

Mahanama-Sakka=Mahanama©    〔塞〕 釋摩 

訶男， 釋氏 摩訶男 
Mahanaradakassapa-iataka ~ Naradakassapa- 
jataka マノ ヽ一 ナーラ タ、、 力 ッサノ • ナヤ一 タ 

力， 大 那羅陀 i5g 葉 梵天 本 生物 語， 摩訶 那羅陀 

迹葉本 生 J  544 
Mahanikkaddhika し 村」 マノ、 一  ニツカ ツァイ 力 
Mahanikkhavatti   〔池〕 マ ハー ニツカ ヴッ ティ 
Mahanigghosa   〔傳 。 轉輪 王〕 マハ— ニッ ゴ ― 

サ 

maha-nigrodha 大榕 |^ 
Mahanitthila し 村〕 マ ハー ニッティ ラ 
Mahanidana ① 〔傳 。 轉輪 王〕 マ ハー ニダ、 ーナ 

② 〔經〕 大因， 大緣 
Mahanidana-suttanta マ ハー ニダ、 一 ナ • スッタ 

ンタ， 大緣經 D 15 


Maha-Niddesa マ ハー ニッデ ーサ， 大義 釋 〔小 
部經の 一〕 Khuddaka 11 1 

Maha-nipata ① 大集 〔長老 谒經〕 Thag  1209 
〜1279 ② 大集 〔長老 尼 偈經〕 Thig  448- 
522 ③ 第二 十二 篇 〔本 生經〕 J  538-547 

mahanimba  〔樹〕 マノ、一  ニン ノミ， 大苦棟 

Mahaniv3'ama  〔地 万〕 マノ、一  二 ツヤ一 マ 

maha-niraya 大 地獄 

mahanisamsa 大功 德 

Mahanikhavatti  〔池〕 マノ、一  ニー  カヴッ ティ 
mahanlpa  〔樹〕 マノ、  一二  ーノ、 
mahanlla  〔寳 珠〕 大靑 
Mahanuggala  〔塔 廟〕 マ ハー ヌ ッガラ 
mahanubhava 大 威光 
mahanubhavata 大 威力 
maha-nekkhamma 大 出家， 大出 離， 大解脫 
Mahanetta  〔山〕 マ ハー ネッタ 
Mahanettappasada    Cffifej マノ ヽー 不ッ タノ ヽー 
サーダ 

Mahanettadipadika   〔情 舍〕 マ ハー ネッター デ 

ィ ノ ミーア ィ 力 
Maha-neru=  Sumeru,  Meru し 山〕 大 彌樓， 大 

須彌， 妙 高 
Mahanela  〔傳 c 轉輪 王〕 マ ハー ネー ラ 
]Viahanoma=Mahanama  〔園 J マノ、  —  ノ 一  マ 
Mahapaccarl  〔き 主 書」 マハ一 ノ、 ッ チヤ リ 一 
MahapajapatI=GotamI    〔佛 の姨 母， 尼〕 摩 fsj 

波闍 波提， 大愛道 
MahapajapatI  ijotami=MahapajapatI  Q 弗のお 

母， 尼〕 マ ハーバ ヂャ— パティ ― • ゴータ ミ 

―, 摩 訶波闍 波提謹 曇彌， 摩 訶波闍 波 提撟曇 

彌， 大愛道 
mahapanna 大慧 者， 大慧 〔者〕， 大 智者 
mahapannata 大意 
maha-panfia 大慧， 大智 
Mahapanna-katha 大慧論 Pts  3 1 
Mahapanna  -  vagga 大慧品 o  do  62〜74 
Maha-pafiha  〔經〕 大問 A 10  27，  28 
Mahapatthanappakarana-atthakatha マノ ヽ— ノミ 

ッ ターナ ッパカ ラナ. アツ タカ タ—， 大發趣 

論 註， 大發趣 論 偉， 大論 義疏， 發趣 論註釋 
]\Iaha-pathavI  〔猿〕 大地 
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Mahapatapj 


Mahapatapa    〔傳 っ轉輪 王〕 マ ハ一パ ターパ， 

大 光輝， 大 照曜， 大 威勢 
maha-patha 大道 
maha-pathavi 大地 

Mahapadana-suttanta マノ、 一  ノミダ 、ーナ • スッ 

タンタ， 大本 經 D 14 
iVlahapadaniya-suttanta=Mahapadana- 

suttanta 大本 經 
Mahapaduma ① 〔比〕 マ ハー パ ドウ マ ② 〔王 

子〕 ③ 〔象〕 
Mahapaduma -jataka マノ、 ーノミ ドウ マ • チ ゃャ— 

タカ， 大 蓮華 王子 本 生物 語 J  472 
mahapadesa 大法 敎 

Mahapadhana    〔住 院〕 マ ハー パタ' 、一 ナ， 大精 
勤 

Mahapanada し 王， 王子〕 マ ハー パナー ダ、， 大 

波那， 摩 訶鉢囉 拏那， 摩訶 波羅那 〔陀〕 
Mahapanada-jataka マノ、一 パナ一 ダ、 • チ' ャ一 

タカ， 摩 訶波羅 那王本 生物 語 J  264 
Mahapanala  〔村〕 マノ、 ーノ ナーラ 
Mahapanthaka  〔比， 慧解 第一〕 摩訶 槃特， 摩 

訶槃 毒， 摩訶半 託迦， 大路， 大半 託迦 
Alahapabbata ① 〔il!〕 マノ、  ーノ ミツノく  ^jr  ， 

② 〔象〕 マ ハ一パ ツ バタ 
maha-parinibbana 大 般淫樂 
Mahaparinibbana-suttanta マノ、  — ノ~^ リ 二  'リ ノく 

—ナ 'スッ タンタ， 大般 涅槃 經 D 16 
Maha-parijaha  〔地獄〕 大熱 
Mahaparivara    〔比丘の 譬喩 經〕 マハ— パリ！/ 

ーラ Ap  3 111 
]V'iahapanvara-vagga マノ、  ーノ リ ヴ一ラ 品 Ap 

3 111〜120 
Mahapanvena し!^ ぉ舍〕 マノ ヽーノ リ ゴ一 ナ 
Alahapaloonana-iataka マノ ヽ _ ノミ pi  —  ノ ミナ • チ- 
ヤ 一 タカ，  大 誘惑 本 生物 語 J  507 
MahapanadidiDaka   〔胃 i マハ一 パ一 ナ一 ザ 

ィ ティ ーパカ 
Mahaparaga   〔天〕 マ ハーパー ラガ， I^T 訶波羅 
Mahapali  Ctf^]] マノ、 ーノ ミー リ 
MahapaliCka^  〔食堂〕 マ ハーパー リ 〔力〕 
Mahapingala  〔王〕 マ ハー ピン ガラ， 大黄 


Mahapingala-jataka マハ一 ピン ガラ • チ 'ヤー 

タカ， 大黄 王 本 生物 語 J  240 
Mahapunnama-sutta マノ、一 フ' ンナマ • ス ッ タ， 

滿 月大經 M 109 
maha-purisa 大丈夫， 大人， 大士 
Mahapurisa  〔經〕 大丈夫 S  47 11 
mahapurisa-lakkhana 大人 相， 大人 相 論， 大人 

の 相好， 大人の 行 相 
mahapunsa-vinara 大入住 
Mahapulina  〔傳 。 轉輪 王〕 マ ハープ リナ 
MahSpesakSra-petavatthu 機 女 鬼 事 Pv 1 9 
Manappamada-suttanta=Maha-appamada- 

sutta 大不 放逸 經 
mahabodhi 大 菩提樹 
Mahabodhi=Bodhi  〔普 行 行〕 大 菩提 
Mahabodhi-ghara 大 菩提寺 
Mahabodhi-jataka マハ一 ホー ティ • チヤ一 タ 

力， 大 菩提 普 行 沙門 本 生物 語 J  528 
mahabodhi-puja 大 菩提樹 供養 
maha-bodhimanda^bodhimanda 大 菩提！^ 
maha-bodhisatta 大き 睡 
Mahabodhi-vamsa  〔書名〕 大 菩提樹 史 
Mahabyuha  〔殿堂〕 マハ一 ビュー ハ， 摩訶由 M 
Mahabyuha-suttanta  =Mahaviyuha-sutta 大 

積 集經， 大 集積經 
Mahabrahma 大 梵天 

Mahabhaya=Abhayagiri    〔精 舍〕 マハ— ァパ 
ャ 

mahabhinnata 人通智 
maha-bhuta 大種 

mahabhuta  rupa=bhuta-rupa  X 種 色 
maha-bhumicala 大地の 震動 
maha-bhoga 大財， 財 為 
mahabhoga-ku】a 大ま家 
Mahamaga  〔村」 マ ハー マガ 
Mahamangala  〔精 舍〕 マ ハーマン ガラ 
Mahamangala-jataka マ ハーマン ガラ • チヤ一 

タカ， 大吉 兆 本 生物 語 J  453 
Mahamangala-sutta,  Mahamanga]a-suttanta= 

Mangala-sutta 大吉 祥經， 吉祥 大經， 吉兆に 

關 する 經典 Sn  2  4〜Khp  5 


Maharohita 


maha-maccha 大魚 
Mahamani  〔池〕 マハ— マ 二 
Mahamanika  〔ネオ〕 マハ一 マ 二 力 
mahamatta 大臣， 大官， 司政官 
mahamatta-katha 大臣 論， 大臣の 話 〔無用 論 
の 一〕 

Mahamatta  〔王妃〕 マ ハー マッタ— 
Mahamaliyadeva し 力一 ラヹ' ーラ住 比丘」 マハ 

—マリ ャデ一 ヴ 
Mahamallaka  〔尼 房〕 マハ一 マツ ラカ 
Mahamallajana  〔傳 。 轉輪 王〕 マ ハー マツ ラー 

ヂャナ 

Maha-mahinda=Mahinda  〔比〕 大 摩晒陀 
Mahamahindabahu  〔房 舍〕 マ ハー マ ヒンタ 、、ハ 
― フ 

Maha-maya=Maya  〔王妃， 釋迦佛 の 母〕 マハ 
—マ —ヤー， 摩訶 摩耶， 大淸淨 妙 

Mahamaladeva  〔將 軍〕 マ ハー マ —ラデー ヴ 

Mahamaluiikya-suttanta マノ、一 マ一 ノ レンク ャ • 
スツ タンタ， 摩羅 迹大經 M  64 

Mahamitta  〔比〕 大友 

Mahamittavinda-jataka==Catudvara-jataka マ 
ハ 一ミッタ ヸンダ • ヂ ヤー タカ J  439 

mahamukha  〔太 gjCl マノ、— ムカ 

Mahamucala ①し 王」 マ ハ―ム チヤ ラ， 摩- gwj 
母啣 ② 〔道場〕 マ ハ―ム チヤ ラ 

maha-muni 大牟尼 

maha-megha 大雲， 大雨 

Mahamegha    〔林〕 マ ハ―メ  —ガ， 大雲， 摩 fSj 

盾 伽， 大盾伽 
Mahamegha-vana=l  issarama,  Alahavihara 

〔園 林〕 大雲 林， 摩 訶盾伽 林， 大眉伽 林 
Mahametta  〔菩提樹〕 マ ハ一メ ッタ， 大慈 
Mahamoggallana^Moggallana し 比, 神 通 第 

一〕 マハ— モッガ ッラ— ナ， 摩 訶目犍 連， 大 

目犍連 〔譬喩 經〕 Ap  3  2 
Mahamora  -j  ataka マノ、一 モーラ • チヤ一 タカ， 

大 孔雀 王 本 生物 語 J  491 
maha-yakkha 穴 夜叉 

maha-yanna 大 供犧， 大 供養， 大犧牲 祭， 大祠 
Mahayanna-vagga 大供犧 品 A  7  41〜50 


XlahSyamaka-vagga マノ ヽーャ マ 力 • ヴッ ガ， 

雙大品 M  31〜40 
Maharakkhita ① 〔比， 阿育 王 時代の 傳 道師〕 

マ ハーラ ツキ タ， 摩! 勒棄多 ② 〔ゥパ リ マン 
ダカ マ一 ラ住 比丘〕 マ ハーラ ツキ タ ③ 〔苦 
行者〕 マ ハーラ ツキ タ 

maharanga-ratta 紅 藍色 
maharanna 大林 

Maharattha    〔國， 人〕 マ ハーラ ッタ， 摩訶勒 

吒， 摩 訶勒咤 
Maharattaka  〔將 軍〕 マ ハーラ ッ タカ 
Maharatha  〔傳 。 轉輪 王〕 摩 訶羅陀 
Maharatha-vagga 大単品 Vv  ol〜64 
Maharatha -vimana 大車 天. 呂' Vv  d4 
Maharaha  〔傳 。 轉輪 王〕 マハ— ラハ 
maharaiatta=maharaja-bhavana 大王 界 
maha-rajan 大王 

Maharajan  〔堂〕 マハ— ラー ヂ、 ャ， 大王 
maharaia-bhavana=mahara]atta 大王 界 
maharaia-masamugga 大王 _S_ 
Alaharaja-vamsa 大王 糸 
maharaia-vata 大王 務 
maharaja-vatika 大王 矛き を 
MaharauKa 大天王 

Maharama  〔傳 。 轉輪 王〕 マハ— ラーマ 
Maharametti 〔池〕 マノ、一 ラー メ ッ ティ 
Maharahuiovada-suttanta マノ、一 ラー フロー  ヴ' 

一 ダ • スッ タンタ， 敎誡 羅瞧羅 大經， 大敎誡 

羅 喉羅經 M  62 
Maharittha=Arittha  〔大臣， 比〕 大ァリ ッタ， 

大阿 栗吒， 摩訶 阿栗吒 
maha-rukkha 大樹 
Maharukkha  〔,: 度〕 マ ハール ッ 力 
Maharukkho  〔經〕 大樹 S 12  55,  56 
Maharuci=Suruci  〔傳。 轉輪 王"！ マノ、 一 ノレ チ， 

摩 訶嚕啣 
Maharuha  〔尼 J マノ ヽー ノレ ノヽー 
Maharenu  〔傳 。 轉輪 王〕 マ ハーレ一 ヌ 
Maharoruva  〔地獄〕 大 叫喚 
Maharohanagutta  〔比〕 マノ、一  ロー  ノ、 ナグ、 ッ タ 
Maharohita  〔傳 。 轉輪 王〕 マハ一 口一 ヒタ 
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Mahalabuja 


Mahalabujagaccha ① 〔ネオ〕 マ ハーラ ブギ ャ ガ 

ツチ ャ② 〔森〕 
Mahalanakitti  〔王〕 マノ、一 ラー ナキッ ティ 
Mahali  (D=Otthaddha  〔離 車 人， 尸 婆羅の 父， 
塞〕 マハ— リ， 摩訶 梨， 摩訶 利， 摩 1^1 離 ② 
〔經〕 摩訶利 S  22  60 ③ 〔經〕 摩訶梨 A 10 
47 

Mahali-sutta マ ハー リ *ス ッタ， 摩 訶梨經 D  6 
mahalekha  〔官職〕 マ ハーレ一 力 
MahS】ekha〔ka〕 〔庄 院〕 マ ハーレ— 力 〔力〕 
Mahalomahamsa-canya   C^J マノ、 一     一  マノ、 

ンサの 所行 Cp  3 15 
Mahalohita  〔牛〕 マ ハー 口一 ヒタ， 大赤 
Mahavamsa  〔書〕 マ ハーヴ ンサ， 大王 統史 

Mv ト 37 

Mahavarhsaka    〔マンガナ 住 比丘〕 マハ一 ヴ ン 
サカ 

Mahavagga ① マ ハー • ヴッ ガ， 大品 V  2  a 
1 〜： L0 ② 大品 S 12  61-70 ③ マハ — • ヴ 
ッ ガ， 大篇 S  45-56 ④ 大品 A  3  61〜70  ； 
4 191〜200；  6  55〜64；  7  61〜70；  8 11- 
20；  9  32-41 ； 10  21-30；  Sn  3 1〜12；  Pv 
4  ；  Pts 1 ； KV 1 
Mahavagga-sariiyutta 大 篇相應 S  45—56 
Mahavaccnagotta-suttanta マノ、 一  ヴ ッ チヤ ゴ、 

—ッタ • スッ タンタ， 婆蹉衢 多大 經 M  73 
Mahavattani  〔森〕 マ ハーヴ ッタニ 
Mahavatthala  〔村〕 マハ一 ヴ ッ タラ 
Alahavana^Mahavana-Kutagara-sala マハ一 

ヴナ， 麼呵 槃那， 大園 林， 大林 
Mahavana-kutagara-sala 大 林重閣 堂， 大林重 

閣 講堂 
maha-varaha 大豕 

Mahavaruna  〔比〕 マ ハーヴ ルナ， 摩 M 婆 樓那， 

摩訶 婆留那 
Mahavalligotta  〔f 靑舍〕 マハ一 ヴ ッ リ ゴ ッ タ 
Mahavanija-jataka マノ、 ーヴ一 ニチ， ャ • チ 'ヤー 

タカ， 大 商人 本 生物 語 J  493 
Mahavaluka=Valuka  〔ネオ〕 マノ、一 ヮ'  一 ノレ 力 
Mahavaluka し gaAga〕 〔河〕 マノ、一 ヴー ノレ 力 

〔ガン ガ—〕 


mahavikata 汚;!^ 
mahavikata-bhoiana 大不淨 食 
Mahavijayabahu マノ、一 ギチ' ャャ- •  く一 フ= ギチ *■ 

ャャパ —フー 世 王 

Mahavijita  〔王〕 マハ— ヸヂタ 
Mahavittharika  〔殿〕 マ ハー ギッタ —リカ 
Maha-vibhanga 大分 別， 大分 別篇 V 1 a  ；  3 1 
Mahaviyuha-sutta=Mahabvuha-suttanta 大集 

積經， 大 積集經 Sn  4 13 
Mahaviyuhasutta-niddesa 大 集積 經 の義釋 

MNd 13 

Mahavihara    〔セィ ロンの ァヌラ 一ダプラに fc> 
る 精舍〕 マ ハ―ギ ハーラ， 大寺， 大精舍 

Mahavihara-patiggahana    〔章〕 大 寺の 受納， 
大精舍 受納 Dv 14  (1) ； Mv 15 

Mahavihara-vasin 大寺任 者 

Mahaviharavasi-acariya 大 舍所 f 王の 師 

Mahavici=AvIci  〔地獄〕 大阿鼻 

maha-vira 大雄， 大 英雄， 大— 勇界 

Mahavedalla-sutta マノ、一 ヹ'一 タ、' ッラ • ス ッタ， 
有 明大 經 M  43 

maha-veyyakarana 大 文典 家 

mahavelu  〔植' ナ〕 マ ハ一ヹ 一ノレ， ブ く 竹 

Maha-vessantara 大琵輸 安 咀囉 

Mahavessantara -j ataka=Vessantara -j ataka 大 

毘輸 安咀螺 王子 本 生物 語 
Mahavyaggha  〔比〕 マノ、一 4^、 ャ ッ ガ 
Mahavyuha-kutagara 大 莊厳樓 
Mahasamgama  〔章〕 大諍 V  3 13 
Mahasamgiti 大 合誦， 大 結集 
Mahasamgharakkhita  〔ウノく リ マンタ ラ カマラ 

ャ住 比丘〕 マ ハー サン ガラツ キタ 
Mahasakuludayi-sutta マノ、一 サク ノレ タ、、 一 キ*ス 

ッ タ， 善 生優陀 夷大經 M  77 
Maha  Sakyamuni  Gotamo  〔經〕 大釋迹 牟尼瞿 

曇 S 12 10 

Mahasangharakkhita=Sangharakkhita  〔比〕 

大僧護 

Mahasanghika  〔部 派〕 大衆 部 
Mahasaccaka-sutta マノ、一 サッ チヤ 力 • スッ タ， 
薩遮 迦大經 M  36 
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Mahasena 


Mahasatipatthana-suttanta マ ハ一サ ティ パッ 

ターナ. スッ タンタ， 大 念處經 D  22 
maha-satta=bodhisatta 摩 訶薩， 大士， 大薩埵 
maha-sadattha 大禾 IJ 
maha-saada 大 S 
maha-samaya 大衆 W 時 

Mahasamaya-suttanta マノ、一 サ マヤ • スッタ 

ンタ， 大會經 D  20 
Mahasamana  〔天〕 マ ハ―サ マーナ， 摩 呵賒摩 
maha-samudda 大海， 大洋 
maha-samudda-sagara 大海 
mahasamuddassa  cat ほ ro  guna 大海の 四 
Mahasammata    〔王〕 マ ハー サン マタ， 摩 3"丁三 

摩 多， 大 選出 
Mahasammata -vamsa 摩! 三, 摩 多 王統 Dv  3  ； 

Mv  2 
maha-sayana 大床 

Mahasalayatanika-sutta マノ、一 サラ一 ャタニ 

力 • ス ッタ， 大 六虚經 M 149 
Alahasagara ① 〔王〕 マ ハー サー ガラ 

Sagara  〔園〕 
mahasamin  〔職〕 マハ— サ— ミ， 大主 
Mahasamin    (T)=Dappula し 王」 マ ハー サー ミ 

ン ©=Moggallana  〔王〕 マ ハ一サ 一 ミ ン, 

大主 

Mahasara-jataka マ ハー サ一ラ • ナヤ一 タカ， 

大精本 生物 語 J  92 
Mahasaropama-sutta マノ、一 サ一 ロ  —  ノ、 マ • ス 

ッ タ， 心材 喻大經 M  29 
Mahasala  〔經〕 大 富者 S  7 14 
maha  sala-rukkha 大 娑羅樹 
maha-sala 大-, 'S: 
Mahasala  〔地名〕 マ ハ一サ ーラ一 
Mahasikha  〔傳 。 轉輪 王〕 マ ハーシ 力— 
Mahasindhu  〔河〕 マ ハーシ ン ド ゥ 
mahasirlsa  〔樹〕 マ ハーシ リーサ 
maha-sila 大る 

Mahasiva ① 〔パーティ ヴンカ 住 比丘〕 マ ハー 
シ ヴ ② 〔比〕 マ ハーシ ヴ ③ 〔王〕 マ ハーシ 
ヴ， 大安 泰香 

maha-sila 人戒 


Mahasilava-jataka マ ハーシ ーラヮ • チ * ャ一タ 
力， 大具戒 王 本 生物 語， 具 戒王本 生物 語 J  51 

Mahasilava-rajan=Sllava-kumara し 王」 マハ 
—シー ラヴ. ラ―ヂ ャ， 大具戒 王 

Mahaslva ① 〔相承 比丘〕 マ ハーシ— ヴ， 摩訶 

私 婆 ② 〔ヴー マンタ パノ パーラ 住 比丘〕 マ 

ハーシ 一 ヴ （l)=Siva  〔王〕 マ ハーシ 一 ヴ 
Mahasihanada-sutta マ ハーシ一 ハナ一 タ" • ス 

ッ タ， 師子 吼大經 M 12 
Mahasuka-jataka マ ハース 力 • チヤ一 タカ， 

大 鸚鵡 本 生物 語 J  429 
Mahasunnata-sutta マ ハース ン ニヤ タ • スッ 

タ， S 大經 M 122 
Mahasunnata-vadin 大き 宗 
Mahasutasoma-jataka'~Sutasoma-jataka マ ハ 

一 スタソ —マ • ヂャ 一タカ， 大須陀 須摩本 生 

物語 J  537 

Mahasudassana  〔王， 佛の 前生」 マハ一 スタ ッ 

サナ， 大善見 
Alahasudassana-cariya し ；|^〕 マノ、 ースタ ッサナ 

の 所行 Cp 1 4 
Alahasudassana-jataka マハ一 スダ ッサナ • チ 

ヤー タカ， 大善見 王 本 生物 語 J  95 
\lahasudassana-sutta~ivlahasudassana- 

suttanta 大 善見經 
Mahasudassana-suttanta マノ ヽ一 スタ ッサナ • 

スッタ ンタ， 大善 見王經 D 17 
Mahasupina-jataka マノ ヽ一ス ピナ • チヤ 一 タ 

力， 大夢本 生物 語 J  77 
Mahasubhadda ① 〔給 孤獨の 女〕 マ ハース パ 

ッ ダー， 大善賢 ② 〔象 王妃〕 大善賢 
Mahasumana  (I)=iVIahasumma    〔比， 拘那含 

佛の 上足 弟子〕 摩訶 須摩那 ② 〔天神 王〕 大須 
摩那 

Mahasumana  〔尼〕 大 須摩那 

Alahasumma  ®=Mahasumana  〔お 那含牟 尼 
佛の 弟子〕 マ ハース ンマ ② 〔ドウ ッ タガ— 
マ 二王 時代の 比丘〕 ③ 〔ヴ ッタ ガー マ 二王 時 
代の 比丘〕 

maha-seda 大發 rf  fe 

Mahasena ① 〔王〕 マ ハー セ— ナ， 摩 訶斯那 
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② 〔マガ ダ國 王〕 マ ハー セ―ナ ③ 〔天子〕 マ 
ハ —セ— ナ， 摩! 5 [先 ④ 〔魔〕 マハ— セーナ 

⑤ 〔村〕 マハ— セ―ナ ⑥ 〔精 舍〕 

maha-senagutta 大將 軍， 大軍帥 
maha-senapati 大卓 帥, 大將卓 
mahasela-paboata 大嚴山 
mahasona ① 〔樹〕 マハ— ソ―ナ ② 〔鳥〕 
Mahasona  〔戰 士〕 マハ一 ソ一ナ 
Iviahasoi?a  〔尼」 マノ、一 ソ一 ナ一 
maha-sobbha 大池， 大湖 

Mahaharhsa-jataka マノ、一  ノ、 ンサ • チヤ— タ 

力， 大鵞本 生物 語 J  534 
Mahahatthioadopama-sutta マノ、 ーノ、 ッ ティ ハ 

ド―パ マス ッタ， 象跡喩 大經， 大象 跡喻經 
M  28 

maha-hatthirajan 大家 王 
Mahaheli  〔池〕 マ ハーへ— リ 
Mahimsaka~Mahisa,    iviahisamandala  〔國〕 

マ ヒンサ 力， 彌沙塞 
Mahimsakamandala=Mahisa    〔地名〕 マヒン 

サカ マン ダラ， 摩醯娑 末陀羅 
Mahimsaraja-cariya  〔經〕 牛 王の 所行 Cp  2  5 
Mahimsasa    〔王子， 佛の 前生〕 マ ヒンサ ーサ， 

化 地 

Mahimsasaka  〔部 派〕 ィヒ地 部 
mahika=mahiya 霧 
mahiccha 多 欲 者-， 大欲， 大欲^^ 
mahicchata 大欲， 多 欲 
mahitthi 年增の 女， 老女 
mahiddhi 大神カ 

Mahiddhi  〔神〕 マヒツ ディ， 麼醢提 

mahiddhika 大神 通し #〕 

mahiddhikata 大祌カ 

mahinda 雷電， 大 因陀羅 

Mahinda  ®=Mahamahinda  〔阿育 王の 子， 
比〕 マヒ ンダ， 摩晒陀 ② 〔天〕 マ ヒ ンダ， 大 
帝蘀天 ③ 〔一世 王〕 マ ヒンダ ' ④ 〔二世 王〕 
(i)=Dhammika-silamegha  〔三世 王〕 ⑥ 〔四 
世 王〕 ⑦ 〔五世 王〕 ⑧ 〔六 世 王〕 ⑨ 〔セ— ナ 
一世 王 弟〕 ®  〔キッ タ ッ ガボ— ディの 子〕 ® 
〔ロー ハナ 領主〕 @、 〔力 ンサパ 五世 王の 子， 口 


一 ハナ 領主〕 ⑫ 〔王子〕 @  〔ヸッ 力 マ パーブ 
王の 子〕 ⑮ 〔戰 士〕 ⑩ 〔大臣〕 ®  〔マーナ— 
パラナ 王臣〕 ⑬ 〔窟〕 
Mahinda-guha 摩 晒陀窟 

Mahindatata ① 〔池〕 マ ヒンダ タタ ② 〔精 舍〕 
Mahindatalaka  〔池〕 マ ヒンタ '、タラ一 力 
Mahindadipaka マ ヒンタ "ディ ーパ 力， 大因陀 
羅島 

Mahindasena ① 〔住 院〕 マ ヒンダ セ一ナ ② 

〔殿 樓〕 
Mahiya  〔地名〕 マヒャ 

Mahi3'-anga~Mahiyangana  〔精 舍 I マヒ ヤン ガ 
Mahiyangana ① 〔地名〕 マヒ ヤン ガナ ② 〔塔〕 

@=Mahiyaiiga  〔情 舍〕 
Mahiyanganagamana マヒ ヤン ガナ來 降 

Mv 1 (1) 
mahiva=mahika 霧 
Mahila  〔尼〕 マ ヒラー 
Mahilamukha  〔象〕 マ ヒラー ムカ， 女顏 
Mahilamukha-jataka マ ヒ ラーム 力 • チヤ 一 タ 

力， 女 顏象本 生物 語 J  26 
Mahilarattha  〔島〕 マ ヒラー ラッタ 
mahisa 水牛， 野牛 

Mahisa=Mahisamandala  〔國〕 マ ヒサ， 摩 || 沙 
]Viahisakamandaia=Mahisa,  Mahisamandala 

〔地名〕 摩 醯娑末 陀羅， 摩 醯沙， 慢陀羅 
Mahisa-jataka マ ヒサ 《ヂャ 一タカ， 水牛 本 生 

物語 J  278 
Mahisadonika  〔村〕 マ ヒサ ドー 二 力 
Mahisamandala=Mahisa,  Mahisakamandala 

〔國〕 マ ヒサ マン ダラ， 摩醯沙 慢陀羅 
Mahisamanta  〔傅 。 轉輪 王〕 マ ヒサ マンタ 
mahisa-yuddha 水牛 鬪 
Mahisavatthu  〔地名〕 マ ヒサ ヴッ ト ゥ 
mahissara 大自 在天 
mahi マヒー， 地 

Mahl ① 〔王 臣〕 マヒー ② 〔五 河の 一〕 マヒ 

―， 摩 企， Ml 醯， 據企 
Mahlpala  〔地方〕 マヒ 一パーラ 
Mahummara  〔ネオ〕 マ フン マ一 ラ 
Mahejja  〔夜叉〕 マへ ーヂ ヤー 
Mahela  〔城〕 マヘーラ 
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mahesakkha 偉力， 大 偉力， 大 自在， 權勢 ある 
mahesi 大仙， 大聖 
mahesi 王妃， 第一 夫人 
mahodadhi 大河 

Mahodara  〔龍王〕 マ ホ —ダラ， 大腹 
mahoraga 摩猴羅 伽， 大蛇， 大寵， 大腹行 
Mahosadha  〔賢者-， 佛の 前生〕 マ ホー サダ， 大 

藥 

Maga^i(Jika=Magandiya  〔外， 比〕 マ— ガン デ- 
ィ  力， 摩 建 澜 迦， 摩 犍提， 摩 健地耶 
magadha  * 商 

Magadha ① 〔天子〕 マー ガダ， 摩揭陀 ② 
〔族〕 マ— ガダ， 摩揭陀 ③ 〔王〕 摩 竭陀， 摩 
揭陀 @  〔經〕 摩揭陀 S  2  4 

Magadhaka  〔人〕 摩 竭陀， 摩揭陀 

Magadhika 摩 竭陀語 

Magadhi マガ ダ語 

M§gandiya=Magan(Jika  〔外， 比〕 マー ガン デ 
ィ ャ， 摩 健 簡迦， 摩 犍提， 摩 健地耶 

Magandiya-panha  〔經〕 摩 婕地耶 問， 摩 犍提所 
問〜 次 項 

Magandiya-sutta マ— ガン ディ ャ經， 摩 健地耶 
經 Sn  4  9 

Magandiyasutta-niddesa 摩 健 地耶經 の義釋 
MNd  9 

Magandiya-suttanta^Maganaiya-sutta マ 一 

ガン ディ ャ • スッ タンタ， 摩 犍提經 M  75 
magavika 獵師， 獵獸 者， 屠 鹿 若， 捕獸 者， 捕 

鹿 者 

Magha ① 〔天子〕 マ ― ガ， 摩 法 ② 〔仙〕 マ 
ーガ③ 〔王〕 マ— ガ ④ 〔學 童〕 摩迦 © 
〔經〕 摩 法 S  2  3 

Magha-sutta 摩迦經 Sn  3  5 

maghata  /i ヽ殺 

Matambiya  〔精勤 堂〕 マー タン ビヤ 
Mathara  〔鸚鵡〕 マ— タラ 

manava マ —ナブ， 摩 奴の 子， 摩衲， 學童， 儒 

童， 孺童， 靑年 
Manava  〔比〕 マーナ ヴ， 摩那囀 
manavaka ~ ma nava 儒 里, 孺里 
Manava-gamika— Manava-gamiya し 外， 大ナ J 


マーナ ヴガ一 ミ 力 
Manava-gamiya=]Vianava-gamika  〔外， 天ナ J 

マーナ ヴ ガー ミヤ， 摩納婆 伽彌耶 
manavika 淨行 女， 若 妻 
matanga ①象② 〔植〕 マ— タン ガ 
Matanga ① 〔辟〕 マ— タン ガ ② 〔佛の 前生， 

旃 陀羅， 仙〕 マータ ンガ， 摩 登 伽， 摩騰 ③ 

〔森〕 マータ ンガ 
Matanga -cariya  〔經〕 マータ ンガの 所行 Cp  2  7 
Matanga -jataka マ一 タン ガ • ナヤ一 タカ， 摩 

登 伽 本 生物 語 J  497 
Matanga-putta  〔比〕 マ一 タン ガ兒 
matangaranna 林 中の 象 

matapettika-sambhava,  matapettika-sambhava 

母と 父と より 生じ， 父母より 生じ， 父母 所 生， 
父母の 生む 所 
matar 母 

matararh  jivi ほ voropeti 母 を 殺す， 母 を 殺害 

す， 母の 命 を 奪 ふ 
matararh  pitaraih  hanti 母 (愛欲) と 父 (我慢) 

と を 殺す 
Matari  〔經〕 母 S 17  37 
Matali  〔天の 御者〕 マ— タリ， 摩 頭羅， 摩 多 利， 

摩 多 梨， 摩免麗 
Ma ほ 〔經〕 母 S 15 14 

mata  jivita  voropita  hoti 母 を 殺す， 母 を默す 
mata-pitaro 父母， 母 や 父 
mataoitaro  sannipatita 合晋 せる 父母 
mataDitunnam  upatthanam 父母！^こ供事ー 3  o し 
と 

ma ほ pitu-rakkhi ほ 父母 護 女， 父母に 護ら れた 

る 〔女〕  一 
matapettika-sambhava 父母 所 生， 父母の 生ず 

る 所， 父母の 生む 所， 父母より 生れ， 母と 父 

とより 生じ 
mata  bhariya 母なる 妻， 阿 母 夫人 
Matikapitthika  〔精 舍〕 マー ティカ ビッティ 力 
matika ①マ— ティカ 一， 摩 夷， 論 母， 本 母， 

本典耍 目， 智母， 戒母， 戒本， 毘尼母 ② 灌 

漑路， 水路 ③ 捨事 
Matika-katha 論 母 論 Pfs  3 10 
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matika-dhara 摩 夷 を 持す， 摩 夷 を 持つ， 摩 夷 

を 持せ る， 摩 夷 を 持し， 論 母 を 持す る 者-， 持 

論 母 者， 智母を 持せ る 
matika -nikkhepa 論 母の 槪說 
-\Iatika-nikknepa-vara=Paccayuddesa 論 母 g^! 

置 分 

matika-pada 論 母 句 

Alatiposaka-jataka=Matuposaka-jataka マ 一 
ティ ボ―サ 力 • ヂ ヤー タカ， 養母 象 本 生物 語 
J  455 

Matioosaka-sutta マ一 ティ ホ一サ 力 • ス ッタ, 

扶養 母經〜 前項 
matu-kucchi 母胎 

Matukucchi-patisandhi-paiiho 母胎 結 生の 問 

Mil 2  〔7〕  7 
matugama 婦人， 婦女， 婦女子， 女人， 母邑 
Matugama  〔經〕 婦女 A 10  202 
matugama -potthaka-rupaka     人 像 
Matugama-saihyutta マ一 ト ゥ ガー マ • サン ュ 

ッ タ， 女 入相 應 S  37 1〜34 
matugamassa  balam 女人の 力 〔五 法 i 
Matugamo  〔經〕 女 S 17  21 
matugamopavicara      と 父 はる 
matu-ghata 殺 母 
matu-ghataka 殺 母 者 
matughata-kamma 殺 母 業 
matuccha 叔母， 伯母， 姨母 
matuccha-putta 叔母の 子 
matu-thafina 母乳 

Matuposaka ① 〔婆〕 孝養 ② 〔經〕 孝養 S  7 
19 

\iatuposaka-i ataka マ一 ト ゥホ一 サカ • チヤ一 

タカ， 養母 象 本 生物 語， 養母 本 生 話 J  455 
matu       ほ 母の 母 

mjltu-rakkhi ほ 母に 護ら れ 〔たる 女〕， 母の 護る 

女， 母 護 女 
Matulanganaka  〔ネ 7 J マ— ト ゥ ランガ ナカ 
Matula  〔地名〕 マ —トゥラー， 摩倫羅 
matulani 義理の 叔母， 叔母 
matulunga  〔果， 樹〕 マート ウノ レン ガ， マート 

ウル ンギ -， 枸礙， 摩 獨龍伽 


Matulungaphaladayaka    〔比丘の 譬喻 (經〕 マー 

ト ゥ ル ン ガパ ラタ、、一 ャカ Ap  3  503 
Matu-vihara 王 母精舍 
Matuvelanga  〔地名〕 マー ト ゥヹ一 ランガ 
Madhava  〔ダミ ラ人〕 マー ダ ヴ 
Madhuraka=Madhuraka 摩頭羅 〔國〕 人 
mana ① 慢， 慢心， 僑慢， 我慢 ② マーナ， 
量， 尺度 

Mana ① 〔アツ ガボ —ディ 三世 王の 弟〕 マーナ 
② 〔力 ッ サパ 二世の 甥〕 ③ 〔マーナ ヴン マの 
弟〕 ④ 〔ムーラボ ノ タキ ン官〕 ⑤〜、 lanaka 
〔王〕 ©  〔 章〕 慢 A  8  〔10〕 14 

AlanaCka  |=Manavamma し 王， カツ サノ ミニ 世 
の 子〕 マーナ 〔力〕 

Manakapitthi  〔村〕 マ一 ナカ ビッティ 

Manakama  〔經〕 慢の欲 S 1 9 

mana-kuta 度量 を詐 り， 僞斗， 树 料を僞 り， 
尺 を 欺き 

mana-gaha  執 

Managgabodhika  〔精 舍〕 マ— ナツ ガボ —ディ 

力 

manatta  〔贖罪の 儀式〕 マー ナッタ， 摩那埵 

manatta-dana 與摩 那！^ 

manatta-sata 摩那埵 百事 V  2  b  3，  29—30 

manatthaddha 傲慢， 僑 傲 

Manatthaddha ① 〔辟〕 マ一 ナッタ ノ ダ、 ② 

〔婆〕 橋 傲 ③ 〔經 ：1 橋 傲 S  7 15 
Manadinna  〔居士〕 マーナ ディ ンナ， 摩 那提那 

② 〔經〕 摩 那提那 S  47  30 
manana 尊敬 
mana-papanca 慢障礙 

Manabhusana— Manabharana し 王 J マー ナブ 

—サナ 
manavati 尊 直を受 く 
Manavamma し 王」 マーナ ヴンマ 
mana-vada 慢の 論議 
manavinaya  dhamma 1叟 調伏の 法 
mana-vinibandha  ditthi 我慢 縛 見 
Manaviramadhura    〔地名」 マ一 ナギ一 ラマ ト， 

ウラー 
mana-samyojana  結 
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mana-sambhuto  ayarh  kayo     '| 曼ょ り it 匕の 身 

生ず 

mana-salla 慢箭 
manassin 撟慢ぁ り 
manatimana 慢過慢 

mananusaya 慢隨 眠， 慢使， 'f 喬 慢心， ff 慢愛 

執 〔七隨 眠の 一〕 
Manabharana ① 〔パラ ッカマ パー フー 世 王の 

父， 王子〕 マーナ— パラナ ② 〔戰 士〕 
ManabharanaCka;] 〔王〕 マーナ一 パラナ 〔力〕 
Alanabharanamaharaja し タミ ラ人] マ一 ナ一 

ノ、 ラナ マノ ヽ―ラ —チヤ 
manabhisamaya 慢 現觀， 幔 の現觀 
Manamatta  〔地名〕 マーナ一 マッタ 
Manicara  〔夜叉〕 マー 二 チヤ ラ 
manin 慢心 〔者-〕 
Manusa  〔天〕 マ一 ヌサ， 麼 道沙、 
manusaka-yoga 人間の 束縛， 人の II 
Manusiya  〔蓮 池〕 マー ヌシャ 
Manusuttama     〔天〕 マ一 ススッ タマ， 摩 省 疏 

多 摩 

maneti 奉 事す， 尊敬す 
mamaka ig 奉 者 
maya 幻術 者- 

maya ① き ff， 幻， 幻術， 詐瞞， 誑 惑， 諂 * ② 

神祕な 格言 

Maya  ®=Mahamaya  〔王妃， 佛の 生母〕 摩耶 
② 〔夜叉 神〕 マ— ャ—， 摩 野 ③ 〔地方〕 マ 

—ヤー @  〔經〕 幻術 S 11 23 ⑤ 〔章〕 m 

A  8  〔10〕 10 
maya-kara 幻師， 幻術 師， 幻術 苕 
Mayageha し # 軍"! マー ヤー ザ一'、 
maya  ca  satheyyan  ca 識 と 
mayacara  Ctltj マ一 ャ一 チヤ一 ラ 
Mayadhanavharajadi-dvirajadipaka  〔章〕 マ一 

ヤー タ、、 ヌ等 二王 Cv  93 
Mayadhanu ① 〔王〕 マ一 ヤー ダヌ ② 〔地名〕 
mayavin 僞詐， 誑 者， 誑僞 者， 誑 惑 者， 詐瞞， 

詐瞞 者， 詭詐 者， 幻師， 幻士， 幻術 あり， 幻 

力 ある， 虚妄， 者 * 

Mayavin  〔豺〕 マー ヤーギン 


mayupama 幺っ 事の 如し 

Mayetti  〔地名〕 マ— エッティ 

mara マー ラ， 魔， 惡魔， 魔羅， 黑魔， 魔王， 

魔羅， 魔神， 死神 
Mara  〔山〕 マ一 ラ 
Mara-katha 魔緣 V  2  a 1, 11 
marakayika  devata 魔 衆 天， 魔神 
Alaragallaka  〔地名〕 マ一 ラ ガ ッラカ 
maragiri  〔官職〕 マ— ラ ギリ 
mara-cakkhu 魔 眼 

.\Iaratajjaniya-sutta マー ラタ ツチ' ャ ニヤ • ス 

ッ タ， 魔 訶責經 M  50 
maratta 魔 糸 ま 
mara-dhamma 魔お 

Mara-dhamma  〔經〕 魔法 S  23 12,  24,  36 
mara-dhitar 魔女 

mara-dheyya 魔の 域， 魔の 領域， 魔界， 魔の 

支配， 魔羅の 世界， 惡 魔の 領 
mara-pakkha 魔 （王） の 所有物 
mara-pannatti 魔 の 名義 
mara-parisa 魔 衆， 魔會， 魔 天 衆 〔八 衆の 一〕 
mara-papimant マ一 ラパ一 ピ マ一， 魔羅? 皮卑 

面， 惡魔波 旬， 魔 波 旬， 魔羅 波 旬， 惡 しき 者 

魔， 惡魔 

mara-pasa 魔 索， 魔の 霜 索， 魔の 罠， 魔羅の 羅 
Marapasa  〔羅〕 魔 索 S  35 114, 115 
mara-bandhana 魔の 縛， 魔 縛， 惡 魔の 縛， 摩 

羅の縛 

mara-vasa 魔の 力， 魔の 權カ， 魔の 領 
mara-visaya 魔境， 魔の 領域， 魔の 世界， 魔羅 

の 世界 

Mara-samyutta マ一 ラ • サム ュ ノタ， 惡魔相 

應 S  4 1〜25 
mara-samyoga 惡 魔の 結 

marasena-pamaddana  magga 魔 卓 をす 伏す る 

道 

mara-sena 魔 軍， 惡 魔の 軍 
marassa  avaso  KO^M 
marassa  gocaro 魔の 貧 
marassa  nivapo  ^の!?:^ 
marassa  balisam 魔の 釣 


(325) 


Marassa 


marassa  visayo 魔の 境界， 魔境， 魔の 領域， 

魔羅の 世界 
marassa  samanta-paso 魔の 普遍 羈索 
marabhibhu 魔の 征勝 
maramisa 魔 食， 魘財 
inaruta-~maluta 風神 
maretar 殺き 

marena  nimmita-buddharOpam 魔力； 化 作せ る 

Maro  〔經〕 魔 S  23 1， 11, 23,  35  ；  46  43 

mala=mala 天幕， 圓屋， 公 堂， 廓 

malati し樹〕 マー ラ ティ ― 

Malatipuppha  〔水 「う〕 マー ラ ティ ーフ ッパ 

Malabhi  〔傳 ： 轉輪 王〕 マ— ラビ 

Malavacakkavattm  〔タ' 、ミ ラ 入 J マー ラヮ チヤ 

ッ カヴノ ティ ン 
Malavatthuka  〔丰 寸〕 マ一 ラヴ ッ ト ゥカ 
Malavalli  〔池〕 マー ラヴ ゾ リ 
Malavalliya  〔地名〕 マ一 ラヴ ゾ リ ャ 
mala ① 靴 花髮， 髮， 花環， 華 環 ② 〔樹〕 

Mala  〔尼〕 マーラー 

mala-katha 華鬉 論， 花髮 論， 華髮の 話， 貧 論 

〔無用 論の 一〕 
mala-kara 華 髮ェ， 花 g 師， 編髮者 
malagandhavilepanadharanamandana- 

vibhusanatthana 髮香塗 l^rti 
Malagama  〔渡〕 マ一 ラー ガー マ 
Malagamasama  〔村〕 マ一 ラ 一ガ 一マサ マ 
Malagiri  〔山〕 マ一 ラー ギリ 
mSlaguija-parikkhit ほ〜 malagula-parikkhit ほ 

華 g 嚶珞を ぎ巾' れる 女人 
mala-gula 花束 

malagula-parikkhitta^malaguna-panlckhitta 

華髮を 飾れる 女 
mala-palibodha 華 g 障礙 
mala-vaccha 華樹 

Malavaratthali 〔村〕 マ一 ラー ヮ" ラッ タリー 
malika ① 花 髮作人 ② 〔博 鼓〕 マ— リカ 
Malukyaputta=Malunkyaputta    〔比 ~1 マ一 ノレ 
タヤ 子， 摩 路枳耶 子 


Malunkyaputta=\Ialukyaputta  〔 比 j マ一 ノレ 
ン クャブ ッタ， マ一 ルン タヤ 子， 髮 童子， 摩 

羅迦子 

maluta~maruta マー ノレ タ, 風 
Maluta  〔傳 つ 轉輪 王〕 マール タ 
Maluta-jataka マール タ *チ 'ヤー タカ， 風 本 生 
物語 J 17 

maluva     〔蔓草〕 マ— ルヴ 一， 摩 樓迎， 葛， 蔓 

草 

maluva-bija 葛の 種 十 

ma!a==mala 公 堂， 圓屋， 廓， 天幕 

Makva  〔ダミ ラ人〕 マー ラヴ 

masa~masaka マーサ， 富 豆， 豆顆， 豆 

masaka ① =1/5  paaa,  V20  kahapana マーサ 力， 
摩沙 加， 摩 沙迦， 磨 沙迦， 錢， 貨幣 ②〜 m お a 
マーサ 力， 豆 

Masaka  〔王〕 半錢 

Masagalla  〔尼〕 マーサ ガ ッラ一 

masa-supa マ 一 サ丑汁 

Masiviyala  〔地名〕 マーシー ヰ' ャラ 

mahisa-khira 水牛 乳 

mahisa-sappi 水牛 乳酥， 水牛の 酥 

Mahissati  〔城〕 マー ヒッサ ティー， 摩酷沙 底， 
摩 P 四沙摩 

miga— maga 鹿， 獸 

Migaketu  〔傳 。 轉輪 王〕 ミガケ —トウ 

Migagama  〔精 舍〕 ミ ガガ— マ 

miga-cakka 解獸聲 法， 獸輪 

migacakka-pathaka 1)^ 輪 # 

miga-camma 鹿皮 

miga-jata 鹿 群 

Migajala  〔比〕 ミ ガチ' ヤー ラ 

Migajala-vagga 鹿 網 品 S  35  63 — 73 

Migajalena  〔經〕 鹿 網 S  35  63，  64 

Miga-daya ① ミ ガダー ャ， 鹿野苑， 鹿苑， 鹿 
園， 鹿 林， 施 鹿 林 〔波 羅奈 にあり〕 ®= 
Maadakucchi-migadaya 鹿野タ ti， 鹿 園 〔王 
舍城 にあり〕 ③ 鹿野苑 〔沙計 多に あり〕 

Migapathaka  〔地名〕 ミガパ タカ 

miga-potaka 幼 鹿， 鹿の 兒 

Migapotaka-jataka ミ ガボ 一 タカ • チヤ一 タカ， 
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Minji 


鹿兒本 生物 語 J  372 
miga-bandhaka 獵鹿 者， 獵者 
migabhuta-ceto 鹿 心 
miga-matuka ネ匕鹿 
miga-maya  ,鹿 の 幻術 
miga-rajan 獣 王 

iviigalandika  samanakuttaka  i 比， 第三 波羅夷 

の 初犯 者〕 鹿 杖 沙門 
miga-luddaka 微夫， 獵者， 狩獵夫 
Aligaludda-petavatthu 獵鹿鬼 事 Pv  3  7,  8 
migava 獵夫 

migaviya ( A )  =migava 狩獵 
miga-visana 鹿 角 

Migasammata  〔傳 。 轉輪 王〕 ミ ガサ ンマタ 
Ivligasammata  〔河" 1 ミ ガサン マ タ 一 
Migasala ① 〔夷〕 ミ ガサ— ラ—， 鹿 住 ② 〔經〕 

鹿 住 A 10  75 
Migasira  〔比〕 ミ ガシラ 
Migacira  〔園〕 ミ ガー チラ 
migacira 鹿苑 

Migajina  〔苦行者-〕 ミ ガ —ヂナ 

Migara ① 〔塞， 長者-〕 ミ ガーラ， 彌迦羅 ② 

〔軍師〕 ミ ガーラ 
migaranna 鹿 林 

Migara-matar=Visakha  〔夷〕 彌迦羅 母， 鹿 母， 
鹿 子 母 

Migaramatu-pasada=Pubbarama し fit 舍〕 鹿 母 
講堂， 鹿 母 殿， 鹿 母 樓閣， 鹿 子 母 講堂， 鹿 子 
母 殿， 彌迦羅 母の 講堂， 彌迦羅 母の 殿 

IViigara  Rohaneyya  〔長 #_J ミカ'、一 ラ •  ロー  ノヽ 
不 ッ ャ 

Migalopa  〔兀廳 の 子〕 ミ ガー ロー パ 
Migalopa-jataka ミ ガーロ一  ノ、  • ギヤ一 タカ, 
ミガ— ロー パ兀廳 本 生物 語 J  381 

migi 牝鹿 

mingala--tiniinga]a  〔大, 魚〕 ミ ンガラ 
micchatta 邪 性， 邪惡 

Micchatta  〔經〕 邪 性 S  45  21 ； A 10 103, 132 
Micchattattika 邪 性 三 法 Tika 15 
micchattattika-kusalattika 牙! M 生 三 法 善 三 法 
i iKa-tika  6o 


micchattattika-saranaduka 牙 15 性 三 法 有 諍 二 法 
Tika-duka  87 

micchattattika-hetuduka 牙 P 性 三 法 因 二 法 Tika- 
duka  15 

micchatta-niyata 邪 性 決定， 邪 性 決定 者， 邪决 
定 

micchattaniyata-citta 牙 151 生 決定せ る 心、 
micchatta-niyata  ahamma 牙 15- 疋法, 牙 15 性 決疋法 
micchatta-niyata-rasi 邪 性 決定 聚， 邪 性 定聚， 

邪定聚 

micchatta-niyama 邪 性決疋 
Micchatta-vagga 邪 性 品 S  45  21〜30 
Miccha  〔經〕 牙 15  S  22 153 
miccha-ajiva,  micchajiva 牙!^ 命， 刁 、正なる 生 5^ 
miccha-kammanta 牙 [5 業， 牙 [5 業者- 
miccha-nana 牙 [5 智 
miccha-nanin 邪 智者-， 邪智 〔者〕 
miccha-dassana=miccha-ditthi ま 見, 邪見 
miccha-ditthi ① 邪見 ② 邪見 者， 邪見 〔者〕 
Miccha-ditthi  〔經〕 邪見 S  35 164 
micchaditthika 邪見 者-， 邪見 〔者-〕， 邪見 家， 

邪見 人， 邪敎 信者， 異敎徒 
micchadittni-kamma 牙 [5 見 業 
micchaditthi-niyata 牙 [5 見 £^ 定 
miccha-dhamma 牙 |!) 法， 牙 15 見 法 
miccna-patipatti 牙 [5订 

miccha-patipada 邪道 跡， 邪道， 邪 行， 邪 向 道 
miccha-patipanna 牙 pfr, 牙 |5 行者' 
miccha-panihita  citta 邪 願 心， 讓れる 方に 向け 

たる 心 
miccha-mana 牙 [5 慢 
miccha-vaca 牙 
miccha-vaca 牙 [5 話 
miccha-vada 牙 P 見 

miccha-vayama 邪 情 進， 邪 策勵， 邪 精進 蓄 
miccha-vimutti 邪 解脫， 邪 解脫者 
mlccha-samkappa 邪 思， 邪 思惟， 邪 思惟 昔 
miccha-sati 邪念 
miccna-samadhi 牙 

Minjavatarhsakiya    〔比丘の 譬 喻經〕 ミ ンヂャ 
ヴタ ンサ キヤ Ap  3  228 


Midhi 


midha 板 攝 
Mita  〔城塞〕 ミ タ 

Mitacinti-jataka ミタ チン ティ • チ ，ャ 一タカ， 

中 思 魚 本 生物 語 J 114 
Mitacinti  〔魚〕 ミタ チン ティ一， 中 思 
mitta 友人， 友， 朋友 

Mitta ① 〔王子〕 ミッタ ② 〔將 軍〕 ミッタ ③ 

〔經〕 友 S 1 53  ；  47  48  ；  56  26 
Mittakali  〔尼〕 ミッタ カーリ一 
mittaddu 友に 不實 なる 苕 
Mittanna  〔比〕 ミ 'ノ タン ナ 
IVIit は bandhaka  〔塞〕 ミッタ パンダ、 力， 友 結 
Mittavinda  〔人〕 ミ ッタギ ン ダ 
Mittavindaka ① 〔ローサ カティ ッサの 前生〕 ミ 

ッタ ヰ' ン ダカ， 知友 者 ② 〔長者 子〕 ミッタ 

ヸンダ 、力 

Mittavinda-jataka ① ミッタ ヸンダ • チ* ャ一タ 
力， 知友 本 生物 語 J  82 ②ミ ッタ ヸンダ • 
チ 'ヤー タカ， 知友 比丘 本 生物 語 J 104 ③ ミ 
ッ タ ギン ダ' ヂャ— タカ， 知友 本 生物 語 J  369 

Mittasena ① 〔比〕 蜜 多先那 ② 〔大臣， 王〕 ミ 
ッタセ ーナ， 友軍 

Mitta ① 〔尼〕 ミッタ 一， 友② 〔ヸ チ' ャャパ 
一 フー {^ 王の 妹〕 ミッタ— ③ 〔王女〕 ミ ッ 

タ 一 

mittamacca 朋友 
mit ほ miUa 怨親 

Mittamitta-jataka ① ミッタ 一 ミッタ • チヤ 一 
タカ， 怨親本 生物 語 J 197 ② ミッタ一 ミ ッ 
タ • チ 'ャ— タカ， 眞友非 友 本 生物 語 J  473 
Mittinna  〔比〕 ミ ッ ティン ナ 
Mittenamacca  〔經〕 朋友 S  55 16, 17 
mittesu  sotthanam 友の 間に 於け る 吉祥 
Mithila ① 〔城〕 ミ ティラー， 彌綿羅 ，彌 體羅， 

彌 薩羅， 彌提羅 ② 〔園 林〕 ミ テイラー 
mithu 敵對^ 
middha 眠， 睡眠 
middha-rupa 眠 色 

middha-sukha 睡眠の 樂， 睡眠 樂， 眠樂 
middharamata  ift 愛樂 
midhi 緣量 


milakkha ミ ラッカ 人， 夷狄， 蠻民 

milakkhuka 邊地 〔語〕 人 

Milana  〔平原〕 ミラ- ナ 

Milinda  〔王〕 ミ リ ン ダ， 彌蘭 

Milinda-panha  C^D ミ リン タ、、 《ノ ミンク、 一， MM 

王 問經， 彌蘭 王の 問 Mil 1〜5 
Missaka ① 〔天〕 ミ ッサ 力， 彌沙 ② 〔園 林〕 

ミ ッサ 力， 雜合， 眉沙 ③ 〔山〕 ミ ッサ 力， 

盾沙迦 
missaka-cakka     合 章 
missakavara-uddesa 雜分總 就 
missakavara-niddesa 雜 分義釋 
Alissaka-saiigaha 攝雜 Abhsang  7  2 
missakuppada 混合 占 
MissakesI  〔女〕 ミ ッサケ 一シ一 
Mihiranabibbila  〔村〕 ミ ヒ ラナ ビッ ビラ 
Milhaka  〔經〕 糞蟲 S 17  5 
milhaka 糞蟲 

milha-sukha 穢樂， 穢 汚の 樂， 不淨樂 
Mijhabhaya  〔比〕 糞無畏 
mukkhaka  〔樹〕 ムッカ 力 
mukha  口 

mukha-cunnaka 顏料 

mukha-tundaka 嘴， 口 嘴 

mukha-daddarika  ロタ ツタ、 、リカ 

mukna-dendimaka  口 テン アイ マ 力 

mukna-dvara  口 1^ 

mukha-nimitta 面相， 面貌， 容姿 

mukhapunchana-colaka お 曲 巾 

mukhaphulla  〔賓 珠〕 ムカ プッラ 

mukha-bheriya  口 太鼓 

mukha-bnerujaka  口べ 一 ノレ ラカ 

mukhara 饒舌， 擾騷， 驕語 する， ロ數 多く 

mukha-roga  口!! 空- :f^，  口お 

mukha-vajimaka  口 ヴ リマ 力 

mukha-satti   ロ戟， 口舌の 劍， 口頭の 匁 物， 激 

越の 語， 舌鋒， 口の 劍， 銳き 舌鋒 
mukha-homa  口の 護摩 
mukhadhana 馬 f@ 
mukhaiepana 香油 
mukha]ambada  ロア一 ラン ノ、 タ'、 
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Mutta 


Mukhelu-vana ムケ一 ル林 
mukhodaka 含嗽 水， 漱水 
mugga ム ッ ガ豆， 綠豆， 綠竞， 豆， 小豆， 菽， 
豆粒 

muggatiya  〔樹〕 ム ッガ ティ ャ 
mugga-yusa 綠 M 汁 
muggara 棍棒 

muggasuppata,  muggasupyata=muggasupata 
出嬉目 語， 出任せの 語， 出 鳕 目， 綠宣汁 性， 
豆 スープ 

mugga-supa ム ッ ガ_3_ 汁 

muggasupata=muggasuppata  te^ 汁 性， 出 |§ 
目 語， 出任せの 語， 豆ス— フ、 

Mucala  〔王〕 ム チヤ ラ， 母啣 

Mucalinda ①〜: vlujalinda  〔王〕 ム チヤ リン 
ダ， 母 唧鱗陀 ② 〔龍王〕 ム チヤ リ ンダ， 目 支 
隣陀， 文眞 隣陀， 文隣陀 ③ 〔夜叉〕 ム チヤ 
リ ン ダ ④ 〔樹〕 ム チヤ リン ダ、， 目 支 隣陀， 目 
眞隣陀 ⑤ 〔湖:] 目 眞隣陀 

Mucalinda-katha 目 支隣陀 〔樹 下〕 掾 V  2  a 1, 3 

Mucalinda-vagga 目 眞隣陀 品 Ud  2 

mucela し樹〕 ムチ ユーラ 

Mucela ① 〔港〕 ム チェ ーラ ② 〔宮殿〕 ③ 〔精 
舍〕 

muccitukamyata-nana  ffe 欲智 
muccha 惽絕， 氣絕 

Muja]inda~Mucalinda    〔王〕 ムヂ、 ャ リ ンダ， 

目 眞隣陀 

muncitukamvata  patisafikha  santitthana  panna 

解？^^を欲し簡揮し停止する慧 
munja ① 〔草〕 ムン ヂャ， 文 若， 文 邪， 文 者， 

們叉， 鈎 藤 ② 〔魚〕 ム ンヂャ 
Mutasiva  〔王〕 ムタシ —ヴ， 聞荼私 婆， 聞 多 私 

婆 

mutthasacca 忘 念， 失； s 

mutthasaccan  ca  asampajafinan  ca 失念 と 不 
正 知 

mutthassati 多 忘， 多 忘 者， 忘 念， 失念， 忘 念 
なる， 忘 念 昔， 失念 者， 正 念の 忘失 者， 邪念 
者 * 

Mutthassati  〔經〕 忘 念 S  37 13 


mutthassati  asampajana 失念 不正 知， 失念 不 

注意 

Mutthika  〔力士〕 ムッ ティカ 

Mutthipujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ムッ ティ プ一ギ 

ャカ Ap  3 103 
mutthi-yuddha 拳 鬪 
mutthihi  yujjhati 拳鬪す 
mudinga~mutinga 鼓， 小 鼓 
Munaj'ada  〔タ、 、ミ ラ人 I ムナ ャタ 
Munika  〔隊〕 ムニ 力 

Munika-jataka ムニ 力 • ギヤ一 タカ， ムニ 力 膝 

本 生物 語 J  30 
munda 剃 頭， 圓頂， 充頭 

^lunda     〔王， 阿闍世の 孫〕 ムン ダ、， 文荼， 聞 
荼， 閔蹰 

mundaka  (I)~mundiya 充頭， 坊主， 圓頭， 充 

頭 者- ② 〔果〕 ムン ダカ 
Mundaka ム ン タ、、 人 

mundaka  samanaka 充沙 門， 坊主， 似而非 沙 

門 

munda-gahapatika 充頭 居士 
Mundannanarhkotta  〔地名〕 ムン ダンナー ナ ン 

コ. ソタ 

Mundamani し 山〕 文 荼摩尼 
Mundaraja-vagga 文 条王品 A  5  41~50 
munda-vattm 捧夫 
munda-savaka 剪 鬚髮 弟子 
Mundikaputta    〔沙、 門〕 ムン ディ カープ ッタ， 
文荼子 

Mundikkara  〔地名〕 ムン ディ ッカ一 ラ 
mundiya=mundeyya~mundaka 充頭， iMl 頭， 
剃 頭， 剃髮 

mundeyya=mundiya 弟 Ij 頭， 弟 IJ 髮， 圓頭， 秀頭 
muta 覺， 所覺， 所思 
munnga~mudinga 杖 鼓, 小 gsC 
mutmga-sadda 杖 gj^fe, 鼓 S: 
Mutiyangana'— Mahiyangana     〔廟 j ムテイ ャ 

ンガナ 
mutlmant 覚慧者 

mutta ① 解脫② 尿， 小便 〔三十 二 身分の 一〕 
mutta-karana 小便 道， 小便所， 隱所 
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mutta-karlsa 糞尿， 大小便 
mutta-gata 小便 
mutta-caga 放 捨# 
mutta-chakka 尿の 六 看 
mutta-patibhana 目 辯 
mutta 眞珠 

Mutta ① 〔尼〕 ムッター， 解晚 ② 〔夷〕 ム ッ 

ター， 眞珠 
Muttakara  〔地名〕 ムッター カラ 
muttacara 不作法， 不作法？ t 
Muttapabbata  〔村〕 ムッター パッハ タ 
mutti 解! }f "ご 

Mutti  〔經〕 解? f?:  S  43  38 
muttigami  magga 解晚に 達する の 道 
Muttipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ムッ ティ プノ 

ピャ Ap  3 105 
Muttolamba  〔殿 樓〕 ムッ トー ランパ 
mudayanti  〔樹〕 ムタ、 、ヤン ティ一 
inudiiiga~mutiftga ムテイ ンガ， 小 g3^， 杖お, 

鼓 

Mudita  〔比〕 ムデ イタ 
mudita  -g-, き, し、 

Mudi ほ ① 〔王女〕 ムデ イタ— ② 〔經〕 喜 S 
46  64 

mudita  ceto-vimutti 吾' L 、解 3% 
mudi ほ- bhavana 喜の 修習 
mudita-sanna き 想 
mudita-sahagata 喜俱 行， 喜俱 
muditasahagata  ceto      俱ィ了 心， "^俱 '饤 の 心， 

喜と 倶 なる 心 
mudindriya 純 根， 純 根 者- 
mudu 柔軟 
mudu-atthi 軟骨 

Mudukavadi し 女〕 ム ドウ カー ヴデ ィ 一 
mudu-citta 柔軟 心 

Mudutara-vagga 軟弱 品 S  48 11-20 
mudu-taluna-hattha-pada 手足の 柔軟 し 三十 二 

相の 一〕 
muduta 东カ 

Mudupani-jataka ム ト ゥハ 一二  • チヤ 一 タカ， 

柔軟 手本 生物 語 J  262 


mudu-pitthika  '？^ W 
mudu-bhuta 柔軟 

Mudulakkhana-jataka ム トウ ラッカ ナ* ナヤ 

—タカ， 優 相 本 生物 語 J  66 
Mudulakkhana  〔王妃〕 優しき 相 
Mudusitala  〔傳 。 轉輪 王〕 ム ドウ シー タラ 
mudda 印 契， 印算， 記號， 計 
mudda-sippa 印 契の. 術 
muddika 指環 製造 人， 說印!^ 
muddika ① 〔果， 樹〕 葡萄， 蔑栗墜 ② 指環 
muddika-pana 蒲 桃 果禁， 葡萄 水， 葡萄 汁 〔八 

種飮 料の 一〕 
muddha 頂 
muddhatthi 頭骨 
muddha-pata 頂 墮 

muddhabhisitta 灌頂， 灌頂卽 位， 卽位灌 頂 
muddhavasitta-rajan 灌頂 王， 凑頭王 
muddhavasit ね ssa  jettho  putto 灌頂 王の: S 子 

〔五 支 成就〕 
Munaru  〔池〕 ムナル 
Munali  〔人〕 ムナー リ 
muni 牟尼， 寂默， 寂 默#, 賢人， 默 者- 
Muni-gatha 牟尼渴 
muni-dassana 牟 尼の 見 
muni-muni 牟尼牟 尼 

muni  sattama 第 七牟尼 =釋 迎佛， 第 七 仙 
Muni-sutta 牟尼經 Sn 1 12 
Mundrannaddhana   〔地名〕 ムン ドラン ナ ノ ダ 
—ナ 

muraja 小お， 太 g3( 
Muraja し 人」 ムラ チヤ 
Mulutta  〔ネ 寸〕 ム ルツ タ 
mulalika 連 根 

Muva〔rSya〕 〔ダ、 ミラ 人〕 ム ヮてラ 一 ャ〕 
musaia 杵 

musa ① 虛僞， 妄， 虚妄 （D=ukka 竈 
musa  bhasati 妄語す， 妄語 をな す 
musa-vada 妄 虚 迹 語， 虛曰， 
Musavada  〔經〕 妄語 S  56  74 
Musavada-garulahubnava-panho 妄 g& 輕堇の 
問 Mil 4  C43  8 
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Musavada-vagga 妄語 品 V  3 15,  7 

musavada  pativirato 離歷 3}£語# 

musavada  veramani 虚誑 語の 離， 虚誑語 を 離 

る， 離虚誑 語， 離 妄語 
musavada  veramani  sikkhapada 虚妄 よ り 

遠 離の 學處， 不 妄語戒 
musa-vadin      誥 者-, 虚誕 語萏 
Musila  〔比〕 ムシ ーラ， 茂師羅 
muhutta ムフ ッタ， 須臾 
muhuttika 暫得婦 
Muhunnaru  〔村」 ム フン ナノ レ 
^lukanaga  〔軍師〕 ム— カナ一 ガ 
muga 啞者， 瘂者， 啞 IS 

Mugapakkha ① 〔仙〕 ム―ガ パッカ， ^跛 者 
② 〔傳。 外〕 ムー ガパ ノ 力 ， 牟掣 破群那 

Alugapakkha-jataka ム 一 ガノ、 ッカ • チヤ一 タ 
力， 啞琶本 生物 語 J  538 

muga-badhira 襄 

mugabbata 155 ま 

Mugasenapati  〔精 舍〕 ムーガ セ一ナ 一パティ， 

啞將軍 

mula ① 根， 根本， 元金， 代 賡 ② 〔職〕 ム— 
ラ， 根本 

Mula ① 〔戰 士〕 ムーラ ② 〔經〕 根 S 17  32  ； 

45 142 ③ 〔經〕 根本 A 10  58 
Mula-asaya=Mu]avokasa    〔精 舍〕 ムーラ一 サ 

ャ 

mulaka 根本 

Mulaka  〔經〕 根本 A  8  83 
Mulakadeva  〔比〕 ムーラ 力 デ一ヴ 
miila-kamrnauhana 根本 %處 
mula-gandha 根 香 
mula-civara 本な 

Mula-pannasa ① 根本 五十 經 S  22 1〜52 ② 

根本 五十 品 S  35 1〜52 
Mulapannasa ムーラ パンナ一 サ， 根本 五十 經 

篇， 根本 五十 經 M 1〜50 
Mulapanyaya-iataka ム一 ラノ ミリ ヤー ャ*チ 'ャ 

一 タカ， 根本 方便 本 生物 語 J  245 
Miiiapanyava-vagga ム一 ラノ 《リ ヤー ャ • ヴツ 

ガ， 根本 法 門 品 M 1-10 


iViulapanyaya-sutta ムーラ ノ ミリ ヤー ャ • スッ 
タ， 根本 法 門經， 根 法 門經， 根本 方使羅 Ml 
mulapotthakin  〔官職〕 ムーラボ ッタ キン 
mulapphala 根果 

mula-bija 根 種， 根 種子， 根の 種子， 根より 生 

ずる 種子 
muia-bhavanga     本 あ 分 

mula-bhasa 根本 語， 根本 言語 = 巴 利 語， 摩揭 

陀語 

muja-bhesajja 恨藥 
muia-matika 根本 論 母 
Alula-yamaka 根き 
mula-rasa 根 味 

Mulavarika  〔池〕 ムーラ ヴ一 リカ 
mulava-lata 慕 の ft 

Alulavokasa=Mula-asava    〔情 舍"" I ムーラ ヺー 

カーサ 
mula-samadhi お 本定 
Mulasala  〔地名〕 ム一 ラサ 一 ラー 
muladayaka  bhikkhu 造 車 比丘 
iviulana  〔村 i ム一 ラー ナ 
mulaya  patiKassati 本 曰 治 
mulaya  patikassanarh 本日 治， 根本に 引さ戾 

さるる こと 

mulavisuddha-navaka 根本 未 淸淨九 事 V  2  b 
3，  35 

mulha 癡冥， 癡者， 愚癡， 狂亂 
mulha-citta 癡心 〔者〕 
mulha-citta  viparinata 迷衝 L 變' し、 
mulha-gabbha 異常 姙娠 
musika 

Musika-jataka ムーシ 力 • ヂャ一 タカ， 鼠 本 生 

物語 J  373 
musika-vijja 鼠 明 
Musika  〔婢〕 ムーシ カー， 鼠 
musikacchinna 鼠の 咬 所の 占 ひ， 鼠 嗨布半 Ij 斷 
musiKupama  puggala     M.%A, 鼠に 喩 ふべき 

補特 f 加羅 〔四 種〕 
Musila  〔樂 師〕 ム一 シラ 
musi 鼠 

Mekala  〔族， 人〕 メーカ ラ 
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mekhala  〔寳 珠〕 メ一 カラ 

Mekhala ① 〔都〕 メーカ ラ② 〔休 園〕 

Mekhaladayika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 メ— カラタ、、 

一 イカ  一 Ap  4  2 
megha 雨雲， 雲 

Megha ① 〔傳 ： 轉輪 王〕 メーガ ®=Maha- 
megha  〔園 林〕 盾 伽， 雲 ③ 〔經〕 雲 S  45 
156， 157 

Meghabbha  C»  ： 轉輪 王〕 メ— ガッ パ 
Meghavapna=MeghavaijpaDhava，  uothaka- 

bhaya  〔王〕 メ一ガ ヴ ン ナ 
Meghavannabhaya ① 〔王〕 メ一ガ ヴ ンナ一 パ 

ャ （D  〔大臣〕 ③ 〔精 舍〕 
Meghavana=Mahameghavana 雲 f 氷， 雇 加 林 
megha -sadda 雷鳴 

Meghiya ① 〔比， 佛の 侍者〕 メ  —ギヤ， 彌醯， 

彌喜， 彌企哥 ② 〔經〕 彌醯 A  9  3 
Meghiya-vagga 彌酷品 Ud  4 
Mejjha ① 〔國〕 メ ッヂャ ② 〔王〕 ③ 〔園， 林〕 
menda 羊， 牡羊 

Mendaka ① 〔長者-〕 メン ダカ， メーン ダカ， 
旻荼， 文荼， 蜜 荼哥， 面托迦 ② 〔王〕 メン 
ダカ， 文荼 

Mendaka-jataka   メーン ダカ • ヂ ャ 一タカ， 牡 

羊 本 生物 語 J  471 
mendaka-panha 難問 
mendaka-visana 羊 角 

Mendakarambha-katha 難問 Mil 4  〔1： ！〜 〔9〕 

menda-vuddha 牡羊 鬪 

Mendasira  〔比〕 メ 一  ンタ、 、シラ 

Mendissara し (山〕 メーン ディ ッサラ 

Mettam  〔經〕 慈 S  46  54 

mettam  samapajjati 慈 feiC 入る 

metta-kayakamma 慈 身 業 

Mettagu  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 メ ッ タグ—， 

彌多求 〔臂! 經〕 Ap  3  400 
Mettagu-panha==Mettagumanava-puccha  〔經〕 

彌多求 所 問 

MettagumanavaKapanha-niddesa 彌多 求學童 

所 問の 義蘀 CNd  5 
ivIettagu-manava-puccha=Mettagu-panhaC^J 


彌多求 學童所 問 Sn  5  5 
metta-citta 慈心， 慈悲心， 慈悲の 心 
mettacitta  dosantara 慈, ll、 と 心、 
mettacittena  bhasita 慈, L 、の 語 
Mettaji  〔比〕 メ ッ タ ヂ 
mettata 慈愛 

Met は- sutta〜Met ほ- sutta 慈悲 經， 慈經， 慈 念 
經 Khp  9 

metta 慈， 慈 行， 慈悲， 慈悲 觀， 慈悲 定， 慈悲 
心， めぐみ 

Metta ① 〔王妃〕 メッ ター ② 〔經〕 慈 S  46 

62  ；  A  8 1 ； 9 18  ； 11 16 
metta-appamana-citta=metta-brahmavihara^ 

無量 心 〔四 無量 心の 一〕 
Met ほ- katha 慈 論 P お 2  4 
Met ほ- karupa-kayika  〔天〕 慈悲 
metta-cariya 慈ィ了 
met ほ cetovimutti 慈心 解脫 
mettanisariisa 慈悲の 功德 

Met ほ nisariisa-pafiho 慈 功 德の問 Mil 4  〔5〕  4 
mettanubhava 慈 力， 慈悲の 力 
metta-parami 慈 波羅蜜， 慈悲 波羅蜜 〔十 波羅 
蜜の 一〕 

metta-brahmavihara=metta-appamana-citta 慈 

梵住 〔四梵 住の 一〕 
metta-bhavana 慈修 習， 慈の 修習 
metta-manokamma 慈, g 、桑， 意ィ丁 
Met ほ- vagga 慈 品 A  8 1~10 
met ほ- vacikamma 慈 口 業， 慈 語 業， 慈 語 行 
met ほ- vihara 慈 三昧， 慈 (主 
metta-sanna 慈 想 
metta-sahagata 慈 {^；む 

met ほ- sahaga ね ceto 慈倶行 心， 慈俱 行の 心， 
慈俱 心， 慈と 俱 なる 心， 慈と 俱行 する 心 

Metta-sutta~Metta-sutta 慈經， 慈 念經， 慈悲 
經 Sn 1 8 

Mettika  〔尼〕 メッ ティカ 一， 慈 

Mettiya    〔六 群 比丘の 一人〕 メッ ティ ャ， 慈， 
彌 多羅〜 慈 地 

Mettiya  〔無恥 比丘尼〕 メッ ティヤー， 慈 

Metteyya ① 〔未來 沸〕 彌勒 （D=Tissametteyya 
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〔婆， 比〕 メッ テツヤ， メッテ 一ャ， 彌 德勒， 
彌勒 

Mettevya-panha=rissametteyyamanava- 

puccha  〔經〕 彌德勒 所 問 
methuna 娃, 娃欲， 交會， 行娃， 欲 行 
methunaka 體き 

methuna-gama-dhamma 姪 欲の 在俗 法， 娃欲 
の 鄙 法， 娃欲凡 鄙， 娃の據 法， 姪 卑猥 法， 姪 
法 

methuna-dhamma 娃法， 淫法， 不淨 法， 不淨 
行， 娃欲， 淫欲 法， 娃事， 交會， 交會 事， 交 
會の 法， 邪 姪 * 

methuna-samyoga 娃欲偶 合 

methuna-samsagga 男女の 父 

methuna-sambhuto  ayam  kayo 父 曾- よ り 此の 
身 は 生ず 

Methula  〔辟〕 メート ゥラ 

meda 脂肪， 肪， 脂， 凝膏 〔三十 二 身分の 一〕 

medaka-thalika 骨 瓶 

Medakathalika  〔人， 曲藝の 弟子〕 メ―ダ カタ 

― リ 力， 迷勒迦 
meda-chakka 脂肪の 六 種 
Medalumpa  〔村〕 メータ'、 ルン パ， 彌婁離 
meaavanna  pasana 脂肪の 色 あな 
meainl  メ一 ティ 二一， 地 
Medha  〔園〕 メ  一 ダ、 

Medhamkara ① 〔沸〕 メ一 ダン カラ， 作慧 ② 

〔比〕 メ  一ダン カラ 
medhaga 異執， 確執 

medhavin 智慧 者-， 有慧， 智者， 怜利， 怜' 削 
meraya  メ— ラャ 酒， 迷 麗耶， 迷 羅耶， 果酒， 

花 酒， 濁酒， 木 酒 
]VIeru=Neru 〜！ Vlahsneru 須彌山 
Merukandara〔ka〕 〔地方〕 メール カン タ、、 ラ 〔力〕 
Merumajja し 林」 メ一  ノレ マツ チヤ 
Mereliya  〔村〕 メーレ一 リャ 
Melamangala  〔地名〕 メー  ラマン ガラ 
Melajina  〔比〕 ヌーラ ヂナ 
Melamatar  〔山羊〕 メーラ マータ一 
mokkha 最勝 

mokkhacika 逆立ち， 逆立 戲， 宙返機 


Moggalana-samyutta モッガ ッ ラー ャナ • サン 
ユッタ， 目犍 連相應 S  40 1-11 

Moggali  〔婆， 目犍 連子 帝須の 父〕 目犍連 

Moggaiiputta=\ioggaiiputta-tissa    〔比， 阿育 
王師〕 モ ッ ガリ プ ッタ， 目犍 連子 

Moggaliputta-tissa=Moggaliputta    〔比， 阿育 
王 時代の 長老〕 モッ ガリ プッタ • ティ ッ サ， 
目犍 連子 帝須 

Moggaliputtatissa-therodaya 目 犍 連子 帝 須長 
老の 出生 

Moggalla  〔入〕 モ ッ ガ ッ ラ 

Moggallana ① 〔姓〕 モッガ ッラ— ナ， 目 犍連 
(D=Maha-moggallana  〔比〕 モ ッガッ ラ- 
ナ，  目犍 連， 目連③ 〔セ イロ ンの 比丘〕 モ ッ 
ガッラ 一ナ ④ 〔一世 王〕 モッガ ッラ一 ナ ⑤ 
〔二世 王〕 モ ッガ. クラ ーナ ®  〔三世 王〕 モ ッ 
ガッラ —ナ ⑦ 〔ギ ギヤ ャ バー フー 世 王の 父〕 
モッガ ッラ— ナ ®=Moggali  〔婆， 目 犍 連子 
帝須の 父〕 目犍連 ®  〔情 舍〕 モ ッガッ ラー 
ナ ⑩ 〔經〕 目徤連 S  8 10  ；  44  7  ；  51 14,  31 

mogha-dhamma 愚癡法 

mogha-purisa 愚人， 愚 ま 人 

Mogharajan    〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 モ―ガ 
ラ— ヂャ， 莫 伽羅 闍， 謨賀 » 惹， 講賀 羅惹， 
謨賀王 〔譬喩 經〕 Ap  3  35,  537 

Mogharaja-panha=Mogharajamanava-puccha 

〔經〕 莫 伽羅 闍所問 
MogharajamanavaKapanha-niddesa 莫仂 [] 維闍 

學童所 問の 義釋 CNd 16 
Mogharaja-manava-puccha=Mogharaja-panna 

〔經〕 莫 伽羅 闍學童 所 問 Sn  5 16 
mogha-vara 空 時分 
mogha-suttaka さ絲 
moca  〔植〕 モ— チヤ， パ' ナナ， 無種蕉 
moca-pana 芭蕉 漿， モー チヤ 汁 〔八 種飮 料の 

一〕 

modaka モ- ダカ 菓子， 搪果， 糖菓 ，砂糖 菓子， 

飴玉 

Modakadayika   〔比丘尼の 譬喩 經〕 モー ダカ ダ、 

一 イカ  一 Ap  4 13 
mona 牟那， 牟尼， 寂默 
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Mona-patha 

mona-patha 寂默の 道， 牟尼道 
Monasiha  〔反逆人〕 モ一 ナシ一 ハ 
Moneya-suta  (A) 寂 默行經 
moneyya 牟尼 位， 牟尼 行， 牟尼 性， 牟尼， 寂 
默 

momuha 愚 m 
momuha  citta 愚 fe'jl、 
momuhatta 昏迷 
momuha -dasaka 蒙 十 年 
momuha-dhamma 愚 迷 法 
mora=mayura ォ七雀 

Mora  (D=Mayura  〔房 舍〕 モーラ， 孔雀 （！>= 

Moraka し 池〕 
Moraka=Mora  〔池〕 モーラ 力 
moragu  〔敷 具〕 モー ラグ 
Mora-jataka モーラ • ヂャ— タカ， 孔雀 本 生物 

語 J 159 

Mora-nivapa ① 〔外道 園〕 モーラ ニヴ— パ， 
孔雀 林， 養 孔雀 園， 孔雀 飼育 處② 〔經〕 孔雀 
林 A 11 11 

Moranivapa-pariDbajakarama 孔雀 个不 * 行者 園 
Mora-paritta 孔雀 護 呪 
mora-pincha 孑し 雀 羽毛 
Niora-mandapa モーラ マン タパ, 孑し 雀 堂 
Mora-vanka  〔村〕 モーラ ヴンカ 
Mora-vapl  〔地方〕 モ一 ラヴ一 ピー 
mora-hattha 孔雀 尾羽の 圑扇 
morahattha-camara 孔雀の 尾羽の 拂子 〔の 施と 
報〕 

Morahatthiya     〔比丘の 譬 喷經〕 モーラ ハツ テ 

ィャ Ap  3  449 
Moriya ① 〔族， 王家〕 モ— リャ， 孔雀 （|)= 

Asoka  〔王〕 モ —リャ ③ 〔地方〕 モ —リャ 
Molini 〔都〕 モー リニ  — 


molibaddha  paribbajika 髻髮の 女 行者 
Moliya-phagguna  〔比〕 モ一 リ ャパッ グナ， 牟 
挈 破群那 

Moliya-Slvaka  〔外， 比〕 モー リャ • シーヴ 力， 
尸 婆 

Moiiyaslvaka-veyyakarana モ 一リャ • シーヴ 

力に S する 解答 

mosa-dhamma 虚妄 fe， 虚讓法 

mosalla 杖 刑に 相當 する 

mosavajja 妄 5§, 妄 目- 

moha 癡， 愚癡， 愚 さ 

Moha  〔章〕 癡 A  8  〔10〕  3 

moha-akusalamula 癡不 善根 〔三 不善 拫の 一〕 

moham  aropeti 無知の 罪 を 課す 

moha-kincana 癡障 〔三 障の 一〕 

mohakkhaya 愚癡 の壞滅 

mohaggi 癡火 

moha-carita 瘦行會 

moha-cariya  g| 行 

mohana 愚擬林 

mohaniva  dhamma,  mohanlva  dhamma 所 

の 法， 迷 ふべき 法， 迷 ふべき 物 
moha-mtila 瘦 お 
moha-vinaya 愚癡 調伏， 癡 調伏 
mohavinayaya  patipanno 凝 調伏の 行跡 
moha-salla 凝 {ffj 
moha-sahagata 瘦俱 
moha-hetu 凝 因 

mohagati 愚療の 非道， 愚 癡不應 行， 癡 不行處 

行， 癡趣， 癡道 
mriga  (A;=miga 鹿 
mngaviya  (A;=migava 狩獵 
mruga に A)=miga 鹿 
mrugaya  (^A)=migava 狩獵 
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Yamaka 


yam  p'iccharh  na labhati  tarii  pi  dukkham 求 
むる 所 を 得ざる 苦， 求めて 得ざる の 苦， 求め 
て 得ざる は 苦な り， 求 而不得 苦 

yakana 肝， 肝驗 〔三十 二 身分の 一〕 

yaka-pela 肝, 

ya-kara ャの音 

yakkha ① ャッ 力， 夜叉， 藥叉， 鬼神， 夜叉 

男②人 （D=Sakka-devargjan 帝釋天 
yakkhatta 夜叉 界 
yakkha-nagara 夜叉の 町 
vakkha-bhavana 夜叉 界 
yakkha -yoni 夜叉 界 
yakkha-vata 夜义務 
yakkha -vatika 夜叉 務者 

Yakkha-samyutta ヤノ 力 • サム ユッタ， 夜叉 

相應 S 10 1〜12 
Yakkhasukara  〔； 度〕 ャッ カス一 カラ 
I'akkhanam  maranabhava -panho 夜ズの 死の 

問 Mil 4  〔8〕 1 
yakkhini=yakkhi 女 夜叉， 夜叉 女 
vakkhi=yaK;khinI 夜义女 
Yagalla  〔±tk 名〕 ャガ一 ッラ 
yajati 犧牲 とす， 犧牲 祭る 
yajana 供犧 

Yajamana  〔經〕 供犧 者-に S 11 16 

Yaju-veda 夜柔 吠陀， 耶 柔吹陀 

yanna 供悽， 犠牲， 犧牲 祭， 犧牲 祭式， 贄祭， 

供養， 供養 式， 生贄， 生贄の 供養， 獻供， 祭 

祀， 祭式， 祭壇， 祠祀， 祀， 祀祠， 天祠 
Yanna ① 〔婆〕 ヤン ニヤ ② 〔經〕 供犧 S  3  9 
Yannadatta ① 〔拘那 含 牟尼佛 の 父〕 ヤン ニヤ 

ダ ノタ， 祭 施， 大德 ② 〔婆羅門 童子〕 ヤン 

ニヤ ダ クタ， 祭 施 
yanna-Datha 供衰路 
yannena  suddhi 祭祀に 依 り て 淸淨ぁ り 
Yatthalatissa  〔王〕 ャッタ 一ラ ティ ッサ 
Yatthalaya  〔情 舍〕 ャッタ —ラ— ャ 
Yatthalayakatissa  〔王〕 ャッタ 一ラー ャ カティ 

ッ サ 

yatthi^latthi ャッ ティ， 杖 

Yatthikanda〔ka〕 〔地方〕 ャッ ティカ ンダ 〔力〕 


yata 自制し 

yata  mano 自制の 心 

yato  ca  verocano  abbhudeti  yattha  ca  attham 

eti 日の 昇る 處と沒 する 處 
yattha-vara 處卓 

yattha  santitthati 止& する 處， 胃腸 內 
yatha 如 〔十 義〕 

yathakammupaga-nana 隨業 趣智， 如 業 生智， 

如 業 所往智 

Yathakammupaganana-katha      如 業 所 往智論 

KV  3  9 
yatha-taccha 如 

yatha-ditthissa  padhanam カロ 見 精進， 見に, 依 

る 精勤 
yatha-dhamma 如法 
yathadhamma-sasana  5 口 法の 敎誡 = 論 蔵 
yathanuloma-sasana 相 應の敎 誡= 經藏 
yathaparadha-sasana 罪過に 隨ふ敎 誡= 律藏 
yathabhucca 如實性 
yathabhuta-nana 如實智 

yathabhuta-nanadassana 如 實失ロ 見， 如 實智見 
yathavajja 不具者 眞似， 不具者の 摸 傲， 傷 占 ひ 
yathasanthatika 隨處住 者， 隨請坐 者， 隨得座 

者， 隨得坐 行者 
yathasanthatikanga 隨處住 支 
Yadatthiya  〔傳 。 轉輪 王〕 ャダッ ティ ャ 
Yad  anicca  〔經〕 凡そ 無常なる もの S  35 179 

〜184 

Yad  aniccaih  〔經〕 無常なる もの S  22 15-17 
yanta 機械 
yantaka 鎗 

Yama~Yama  〔死 王， 地獄 王〕 ャマ， 夜 摩， 閻 

魔， 閻羅， 燄摩， 焰摩 
yamaka 雙生兒 

Yamaka ① 〔比〕 焰摩迦 ② 〔人〕 ャ マカ③ 
ャマ 力， 雙論 〔七 論の 一〕 Abhidhamma  6 

Yamaka  pacchima-bhaga 雙論後 分 

yamaka-pannatti 雙制 

Yamaka  pathama-bhaga 雙論 分 

yamaka-Datihanya=vamaka-patihira, 

yamaka-vikubbana  二重の 祌變， 零 in* 變， ^ 
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Yamaka 


示 導， 雙の 奇蹟， 雙 つの 奇蹟， 對偶示 導 
yamakapatihariya-nana 雙 變智， 雙祌 通智， 對 

偶 示導智 

yamaka-patihlra=yamaka-patihariya 對偶 不 

導， 雙 神變， 雙示 導， 雙の 奇蹟, 雙 つの 奇蹟， 

二重の 神變 
yamaka-patihlra-nana=yamaka-patihire 

fianam 雙神 通智， 雙 變智， 對偶 示導智 
yamaka-patihire  nanam=yamaka-Datihlra- 

fiana 對偶示 導智， 雙祌 通智， 雙變智 
Yamaka-vagga ① 雙雙品 S  35 13〜22 ② 雙 

品 A  8  71〜80  ； 10  61-70  ；  Dhp 1 vv 1〜20 
yamaka-vikubbana=yamaka-patihariya 雙紳 

通 

yamaka-sala 沙羅 雙樹， 沙羅の 雙樹， 娑 羅雙樹 

Yamaka -sutta 焰摩 ^59經= 次 項 

Yamako  〔經〕 焰摩迦 S  22  85 

Yamataggi ① 〔古 仙〕 ヤマタ ツギ， 耶婆提 伽， 

夜 婆 提犍尼 ② 〔王〕 耶婆提 伽 
Yama-loka 閻 魔界 
Yama-visaya 閻魔 境 

Yamuna ① 〔五 河の 一〕 ャムナ 一， 耶 牟那， 
閻 牟那， 夜 摩那， 閻 摩那， 耶 符那， 耶 蒲那， 
搖尤那 ② 〔水路〕 ャムナ 一 

Yamelu  〔比〕 ヤメ  一ル， 夜 婆 

yava 麥 

Yava  〔王子〕 ャ ヴ 

Yavakalapi  〔經〕 麥把 S  35  207 

3'ava-kalapin 麥把 

Yavakalapiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ャヴ カラー ピャ 

Ap  3  349 
yava-khetta 穀田， 麥畑 
Yavana  (I)=Yona    〔國， 人〕 ャ ヴナ， 臾那， 

餘尼， 希臘 ② ャヴナ 人， ァラ ビヤ 人 
Yavanaka=Yonaka  〔國， 人〕 ョ —ナカ， 臾那 

人， 希臘人 
yava-palaka 麥の 番人 
Yavapalaka-vimana 麥 番天宮 Vv  71 
yava-bhatta 麥 |g 
yavasa お 草 
yava-suka 麥の芒 


yasa 稱， 稱譽， 名聲， 名譽 

Yasa ① 〔比〕 耶舍 (i)=Kakandakaputta-yasa 
〔第二 結集 比丘〕 耶舍 （E)=Yasas  〔天〕 耶舍 
®  〔宮殿〕 ャサ， 名聲 ⑤ 〔經〕 名稱 A  8  86 

Yasa-Kakai?(^akapuUa=Yasa ② 〔第二 結 集 比 
丘〕 ャサ • カー カン ダカ プ ッタ， 耶舍 迹乾陀 
子， 耶舍 迦蘭陀 子， 迦蘭陀 子耶舍 

Yasadatta  〔比〕 ャサダ 、ツ タ 

Yasa-pabbajja 耶舍 出家 V  2  a 1， 7 

yasa-parihani 稱譽の 失 

lasapani 〔王 i ャサノ ミー 二 

yasa-mada 美 稱撟， 名稱懾 

yasa-mahatta 名 の 偉大 

yasa-labha 名禾 IJ 

Yasalala〔ka〕 〔王〕 ャサラ 一ラ 〔力〕 
\  asalalakatissa  〔王〕 ャサ ラー ラ カティ ッサ 
Yasavat! ① 〔尼〕 ャサヴ ティー ② 〔毘 沙浮佛 
の 母〕 ャサヴ ティ—， 有稱， 有名 稱， 稱戒 
③ 〔吉祥 佛 の妃〕 ャサヴ ティ 一， 有名 @  〔レ 
一 ヴタ佛 の 信女〕 ャサヴ ティ— ⑤ 〔婆羅門 
女〕 ャサヴ ティ— ⑥ 〔都〕 ャサヴ ティ—， 
有名 聲 

1 asavatl-pamukhani  khattiya-kaniia 
bhikKnuniyo  attharasa-sahassani ャ サヴテ 
ィ 一 を 上 首と する 一 萬 八 千の 刹 帝 利 童女 比 尼 
丘 〔の 譬喩 經〕 Ap  4  31 

yasavant 条光 

Yasavant ① 〔王， ァ ノーマ ダ、 ッ シ一佛 の 父〕 
ャサヴ 一， 有稱 ② 〔スメ 一  ダ佛の 信士〕 ャサ 
ヴー， 名稱家 ③ 〔宮殿〕 ャサヴ 一， 有名 

yasa-vuddhi 稱譽の 得 

Yasas=Yasa ③ 〔天〕 ャ サス， 耶舍 

Yasassika  〔人〕 ャサ. ノ シ カー 

yasassin 名稱ぁ り ， 稱譽ぁ り 

Yasassin  〔辟〕 ャサッ シン 

Yasuttara  〔帝 釋妃〕 ヤス ッ タラ一 

Yasoja  〔比〕 ャソ— ヂャ， 野輸那 

Yasodhara ① 〔傳。 王〕 ャソ— ダラ， 耶 輸陀羅 

② 〔傳 0 轉輪 王， 二十 億 耳の 前生〕 

Yasodhara ① =Rahulama ほ 〔釋 尊の 妃， 尼〕 耶 
輸陀羅 〔譬 II 經〕 Ap  4  28 ② 〔ァノ  —マ ダ ッ 
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Yen  a 


シー 沸の 母〕 ャソ— ダラ 一， 耶 輸陀羅 ③ 〔ス 
メ 一  ダ佛の 信女〕 耶 輸陀羅 @  〔王女〕 ャソ— 
ダラ 一 ⑤ 〔ギチ 'ャャ パー フー 世 王女〕 ャソ— 
ダラ一 

Yasodhara-pamukhani  attharasabhikkhuni- 

sahassani 耶輸陀 羅を上 首と する 一 萬 八 千 比 

丘 尼 〔の 譬喩 經〕 Ap  4  30 
Yasovati-pamukkhani  dasabhikkhuni- 

sahassani 耶輸陀 羅を上 首と する 一 萬 比丘尼 

〔の 譬喩 經〕 Ap  4  29 
yaga 獻 供祭 
yagin 供犧 昔， 供擭 
yagu 粥， 乳 魔 

Yagudayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ャ —グダ 、—ャ 力 

Ap  3  415 
yagu-bhajaka 分 粥 人， 粥 分配者 
yaca=ya]a 犧 

yacaka 乞 求 者， 乞食， 乞食 者 

vacana ん永 

Yacita  〔村〕 ャ 一チタ 

yacitaka 借 り た 品 物， 借りた る 品 ， 借用 物 

yacitaka-bhoga 借用せ る 財物 

yacitakupama 借用 物の 瑜， 借用 物の 如く 

yajaka 祭官， 獻供者 

Yadhava  〔ダ ミラ 人〕 ヤー ダ ヴ 

yana 乘物， 乘， 駕獸， 車乘 

yana-katha 乘物 論， 乘 物の 話， 乘論， 車乘 論， 

車馬 論 〔無用 論の 一〕 
yana-kara 造单師 
vanattha 乘物 
yapana 保 一 
Yabala  〔村〕 ャ— パーラ 

Yama=Suyama~Yama     〔六 欲 天の 一〕 ヤー 

マ， 夜 摩， 耶摩， 炎 魔， 焰摩 
yamakalika 非 時 藥= 次 項 
yamakalika  〔bhesajja〕 時分 藥 
yama-sariivara 禁戒 律儀， 禁戒， 制戒 防護 〔四 

種， 尼 乾 子の 說〕 
Yamahanu  〔仙〕 ャ一 マハヌ 
Yamuna  Ctl^ ヤー ムナ 
yavakalika  〔bhesajja〕 時藥 


yava-jivika  Cbhesajjaj 盡 形壽藥 
yittha 犧牲 
yuga  |)e 

yuga-nandha 俱存， 雙連 = 止と觀 
Yuganandha-katha 倶存論 Pts  2 1 
yuganandha-dhamma 雙 il 法， 俱存 iS= 疋慧 
Yugananaha-vagga 倶存品 Pts  2 
vuganandha  samatha-vipassana 俱存 の止觀 
Yugandhara ① 〔山〕 ュ ガン ダラ， 持雙， 由犍 

陀羅 ② 〔夜叉〕 ュ ガン ダラ 
yugadhana 鶴 
yuta(A) 牧税官 
yutta-patibhana 相應辯 
yuddha 兵學， 戰， 戰爭， 鬪， 鬪技， 戰鬪 
yuddha-katha 戰爭 論， 戰爭の 話， 戰鬪 論， 戰 

論， 戰陣論 〔無用 論の 一〕 
yuddhannava  〔- 海戰 法〕 ュ ッ ダ ン ナ ヴ 
Yuddhitthila-Yudhitthila  〔族， 王統〕 ュ ッ デ 

ィ ッテ イラ 

Yudhanjaya  〔王子， 佛の 前生〕 ュ ダン ヂャャ 
Yudhafijaya-cariya    〔經〕 ュ ダン ヂャャ の 所行 
Cp  3 1 

Yudhitthila ① 〔童子， 王， 力士〕 ュ ディ ッテ 
ィ ラ， 財 勝 （D=YucMhinhila  〔族， 王統〕 ュ 
ディ ッテ イラ 

yuva 靑 年 

Yuvanjaya し 王子〕 ュヴン チヤ ャ 
Yuvanjaya-jataka ュヴ ンチ * ャャ • ナヤ一 タカ, 

ュヴン ヂャャ 王子 本 生物 語 J  460 
Yuthikapupphiya  〔比丘の 譬 瑜經〕 ユーティカ 

プ ッ ピャ Ap  3 167，  200 
yuthika=yothika  〔花〕 ユーティカ， 素警， 瑜 

底迎 

yena  ajjhoharati 燕 下す る處， Ki£ 

vena  cittena  avajjati 顚念 する 心 =轉 向' し、 

yena  cittena  janati 失 B る' ll、= 迩? T'D 

yena  jlrati 老し、 しむる もの 

yena  nikkhamati 排出す る處 =K 門 

yena  paridayhati  '1；^' 曉せ しむる もの 

yena  parinamam  gacchati 消、 ィ匕 せし むる もの 

yena  santappati 熱せし むる もの 


Yebhuyyi 


yebhuyyasika 多 人語， 多 人 〔語〕， 多數 決， 多 

覓昆尼 〔七滅 諍の 一〕 
j-evapanaka 省略せられ た る もの 
yo 何れの 

yo  agga-phalam  sacchakasi 最上 果を現 せし 
# 

yo  agga-phalam  sacchikaroti 敢上果 を 現證す 
る 者- 

yo  agga-maggaih  patilabhissati 最上 道 を 獲得 

すべきき - 
yo  avajanati 輕蔑 する もの 
yo  karoti  so  patisamvedeti 作 昔 卽受き 〔論〕 
yoga ① 瑜伽， 冥想， 修習， 瑜 伽說， 觀行， 祈 

禱 ② 束縛， 軛， 緊縛， 縛軛 
Yoga  〔經〕 He  S  45 172 
yogakkhema 瑜 (加 安穩， 瑜伽 寂靜， 軛 安穩， 

安穩 

Yogakkhemi  〔經〕 安穩替 S  35 104 
yogakkhemin 安穩 〔き〕， 安穩者 
yogakkhemi-pariyaya 女穩昔 教 
Yogakkhemi-vagga 安 穩昔品 S  35 104 〜： 113 
yoga-gocchaka 輕？ 聚 
yoga  c'eva  dhamma  voganiya  ca  ^^！法！こして 
順軛 なる 

yoga  c'eva  dhamma  yoga-sampayutta  ca  |)e 

法に して IS 相應 なる 
Yoga-duka  I6 二 法 
yoga  dhamma 

yoganiya  c'eva  dhamma  no  ca  yoga 順!)^ 法 

にして 非軛 なる 
yoganiya  dhamma 順輕法 
yoga-vippayutta  dnamma  lc 不 應 iS 
yoga-vippayutta  dhamma  ayoganiya        不 ffl 

應 にして 不順 軛 なる 
yoga-vippayutta  dhamma  yoganiya  |)§ 不相應 

にして 順 16 なる 
yoga-sampayutta  相應 

voga-sampavutta  c'eva  dhamma  no  ca  yoga 

軛相應 法に して 非軛 なる 
yoga-sampayutta  dhamma  相應法 
yogacariya 瑜加師 


yogacara 瑜伽行 

yogavacara 瑜伽 行者， 瑜伽行 〔者-〕， 觀 行眷， 
修行 荐 

Yogikatha-panha 修行者 說話問 
yogin 瑜伽 行者 •， 瑜伽者 •， 修行者 • 
Yogo  〔經〕 瑜伽 S 12  84 
yogga 輕牛 

yoggacariya 御者， 駄者， 調馬師， 馬術 師， 騎 

師 

yojana  〔里程〕 ョ―ヂ ャナ， 由 旬 
yojana-sata 百 由' 日 j 

yothika=yuthika  〔花〕 ョ一 ティ カー， 素馨 
yodha 早士， 威士 

VO  dhammam  passati  so  paticcasamuppadam 
passati 法 を 見る 者 は 彼 は 緣生を 見る 

Yodhalabha  〔章〕 戰士 獲得 Mv  23 

Yodha-vagga 戰士品 A  3 131 〜： 140 

yodhajiva 武士，  • ^士 

yodhajlva-gamani 4? 士聚 客 王 

Yodhajiva-vagga 戰士品 A  4 181〜190；  5  71 
~80 

yodhajivQpama  puggala ま士ロ |S 人 し 五 種」 
Yodhajivo  〔經〕 戰士  S  42  3 
yodhi 〔鲁 J ョ— アイ 

Yona=Yavana  〔國〕 ョ ーナ， 'るお 尼， 臾那， 希 
臘 

Yonaka=Yavanaka ョー ナカ， 臾那 人， 希臘 
人 

Yonaka-Dhammarakkhita  〔比〕 臾那 人達 摩勒 
棄多 = 次 項 

Yonaka  Mahadhamma-rakkhita  〔比， 傳 道師〕 

希臘人 大法 護 
Yonaka-loka 臾那 世界， 希臘 植民地 
yoni ① 胎， 胎藏， 生 門 ② 生 〔四 種 ； 卵， 胎， 

濕， 化〕 

voni  asavanam  khayaya 漏 盡の因 し 六悝」 
voni-mukha 生 門 

Yoniso    〔經〕 如理 S  45  55,  62,  69,  76,  83， 

90  ；  46  35,  36 
voniso-brahmacariya 正し ざ 梵 tl 
yoniso-manasikara 如理 作意， 如理の 作意， 如 


Yo  miyati 


理 思惟， 如理; こ 作意す る こと， 正 思惟 
yonisomanasikara-sampada  5 ロ理作 ,g 、；^ 足 

Yo  no  cedam  〔經〕 もし これなか りせば S 14 

33 

V0  paticcasamuDpadam  passati  so  dhammam 
passati 緣生を 見る 者 は 彼 は 法 を 見る， 緣起 
を 見る 者 は 法 を 見る 

VO  puthujjano  maggam  na  patilabhissati 道 を 


獲得せ ざるべき 異生 
yobbana 靑春 

yobbana-mada 壯年 僑， 壯 年の 僑 逸， 靑壯 僑， 

年壯 僑， 血氣僑 
yo  maggam  patilabhissati i£ を 獲得 丁へ ざ も 
の 

yo  magge  jlvati 道中に 生活 丁る 者 
V0  mlyati yE# 


(339) 


Rarhsi 


Ramsisannaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ラン シ サン 二 
ャカ Ap  3  86，  215 

Ramsisafinika  〔比丘の 譬喩 經〕 ラン シ サン 二 
力 Ap  3  85 

rakkha ① 護， 守護 ®=paritta 護經 

Rakkha ① =Rakkhaka  〔カン チュ キナー ャカ 
官〕 ラッカ ② 〔ラン 力一 ディナ— タ官〕 ③ 
〔ラン カープ ラ官〕 ④ 〔セ ーナ一 ディナ— タ 
官〕 ⑤ 〔マ ハーレ 一力 官 〕 ®  〔髮舍 利官〕 ⑦ 
〔精 舍〕 

Rakkha〔ka〕 ① 〔ダ ミラ— ディ 力- リ官〕 ラ 
ッ 力 〔力〕 ② 〔ダン ダ一 ディナ— ャ カ官〕 

Rakkhaka ① ==Rakkha  〔將 軍〕 ラッカ 力 ② 
〔サン カナ一 ャ カ官〕 

Rakkhaka-Ilanga  〔將 軍〕 ラッカ 力 • ィ ランガ 

Rakkhanga  〔地方〕 ラッカ ンガ 

Rakkhacetiya-pabbata し 情 舍〕 ラ ッカチ エーア 
ィ ャ山 

rakkhato  malam 番士の fe 竊 
Rakkhadivana  〔將 軍〕 ラッカ ディ —プーナ 
Rakkhapasana  〔地名〕 ラッカ パーサー ナ 
Rakkhapasanakantha   〔地名〕 ラッカ パーサー 
ナカ ンタ 

Rakkhamana  〔池〕 ラ ノカ マーナ 

rakkhasa ラッカ サ， 羅 利娑， 羅刹， 惡鬼， 鬼 

神， 魔 鬼 
Rakkhasa  〔大臣〕 ラ ソカサ 
rakkhasi 羅刹女 
rakkhita 護 者 

Rakkhita ① 〔辟〕 ラ ツキ タ ② 〔比〕 ラ ツキ 
タ， 勒棄多 （B)=Buddharakkhita  〔比〕 護④ 
〔仙〕 ラ ツキ タ ©  〔王子〕 ラ ツキ タ ⑥ 〔窟〕 
ラ ツキ タ， 所 護 ⑦ 〔林〕 所 護 

Rakkhita-lena 所護窟 

Rakkhita -vanasanda ラ ツキ タヴナ サン ダ， 護 

寺 林 
rakhasa 抓 あ 

Raga  〔魔女〕 ラガー， 染， 貪， 貪欲 
ranga 舞 堂戲场 
ranga-kara 染ェ 
ranga-paliboaha 梁 色障礙 


raccha=rathiva 車 退 

rajaka 洗濯 者-, 洗濯 人， 浣衣 者， 漂白 者， 染 

ェ， 染絲荐 
rajakattharana 洗濯 處 
Rajakatthala  〔村〕 ラチ' ャ カツ タラ 
rajaka-doni 浴槽 
rajaka-putta 染織 卞 

Rajakamatasambadha  〔地名〕 ラチ * ャカ マタサ 

ンパ一 ダ 
rajakkha 塵; 
rajagga 塵埃 聚 
rajata 銀， 銀貨， 錢 

Rajata ① 〔精 舍〕 ラ ヂャタ ② 〔經〕 銀 S  56 
83 

Rajatakedara  〔地名〕 ラヂャ タケ一 ダーラ 
Rajata-pabbata 白銀 山 
Rajatalena  〔精 舍〕 ラ ヂャタ レーナ 
rajata-vimana 銀の^ 殿 
rajana ① 染色 ② 染料， 染汁 
rajana-kumbhi 染签 
rajana-nipakka 顔料 

rajaniya 染心 を' 煽る， 貪らるべき， 貪るべき 
rajanlya  dhamma 貪らるべき 法， 貪るべき 物 
Rajanlyasanthitarh  〔經〕 所 染止住 S  22  70 
rajas 塵， 不淨 
raja-patha 塵 這 
rajuka  (A) 司直 官 

rajo-jalla 塵 泥， 塵 垢， 塵始 身， 塵 土 者 
rajojalla-dhara 著 塵埃 者- 
rajo-jallika 塵 泥 を 塗る 者- 
rajo-hara 塵;^ の 除去 
rajoharana  /^， 雜巾 

rajja 王國， 王位， 主權， 王權， 國政， 統治， 

政權 

Rajja  〔經〕 統治 S  4  20 
rajjaih  karoti 攝政 をな す 
Rajja-dana  〔章〕 王 權還附 Cv  70 
Rajjabhararopana し— 甲 一〕 王事の 荷, ど讓 るし と 

Cv  87 
rajja-sukha 政 權の樂 
rajju 繩 


Ratha 


Rajju  〔經〕 紐 S 17  29 
rajju-bandhana 繩縛 

Rajjumala   〔夷， 死後 生 天〕 ラッヂ ユマ ーラ— 
Rajjumala-vimana       ラ ツナ ユマ一 フ 一女 天呂 
Vv  50 

ranno  iJdenassa  uyyano 優俱 土の タ！！ 

ranno  cakkavattissa  jettho  putto 轉輪 王の 長 

子 〔五 支 成就〕 
ranno  nago 王 象， 王の 象 
ranno  bhaddo  assajaniyo 王艮 馬, 王の 良馬 
Rathika  (A) 〔國〕 ラ ティカ 
rattha-pala 護國者 

Ratthapala  〔比〕 ラッ タパ— ラ， 羅吒 波羅， 賴 
吒 婆羅， 賴吒 恕羅， 賴吒 和羅， 護國 〔譬喩 經〕 
羅 吒波羅 Ap  3 18 

Ratthapala-sutta ラッ タパ一 ラ • ス ッタ， 賴吒 
想羅經 M  82 

rattha-vaddhana 國 土の 增大者 

ratthika 封 侯 

rana 諍惱， 諍亂 

ratana ① 寳， 寳石， 寳物 ② 〔長さの 量〕 ラ 
タナ 

Ratana ① 〔村〕 ラタ ナ ② 〔道場〕 ③ 〔精 舍〕 

ratana-gana ま聚 

Ratana-gaha 寳の家 

Ratanagghi  〔宮殿〕 ラタ ナツ ギ 

Ratanacankama-kanda 寶珠經 行處品 Bv 1 

ratanattaya 三寶 〔佛， 法， 暦〕 

Ratanadatha  〔ダ、 ート— パティ ッ サ 一世 王の 甥〕 

ラ タナダ 一タ 
Ratanadonisama  〔村〕 ラタ ナ ド一 ニサマ 
ratana-nari 女寳 

Ratanappajjala  〔傳。 轉輪 王〕 ラタ ナツ パッ ヂ、 

ャ ラ 

Ratana-vagga 寳品 V 1 a  5，  83 〜 92 
Ratanavaluka=Mahathupa    〔塔〕 ラタ ナヴー 
ノレ 力 

ratana -vimana 食' 呂 

Ratana-sutta ① 三 寳經， 寳經 Khp  6 ② 寳經 

i>n  2 1 (D=Garigarohana-sutta 寳經 
Ratanakara し; t 也 方〕 ラ タナー カラ 


ratanapana 寶石店 （佛 の） 

Ratanavall  〔パ ラッカ マパ一 フー 世 王の 母， 王 

女〕 ラタ ナ一 ヴリ一 
Ratanavalicetiya    〔塔〕 ラタ ナ一 ヴ一 リチ エー 

ティ ャ 
ratanuccaya 寶塔 
Ratambura  〔村〕 ラ タンブラ 
rati 樂， 淫樂， 淫欲 

Rativaddhana  〔宮， 園〕 ラ ティ ヴ ソ ダナ， 喜增 
Rato  〔經〕 喜樂 S  35 198 
Rattakara  〔地名〕 ラツタ カラ 
rattakorandaka  〔樹〕 ラッ タコー ランタ 力 
ratta-candana 赤 fl^te 
ratta-citta 染心， t 靑欲' ll、 
ratta-citta-viparinata  t 靑欲變 'L、 
rattannu 耆宿， 長夜 を經 たる 
rattannu-mada 知識 僑， 經驗 橋 
rattandhakara 闇夜 

Rattandhakara-vagga 闇夜 品 V 1 b  4， 11-20 
Rattapani  〔染 織工〕 ラッ タパ一 二 
Rat ね beduma  〔地名〕 ラックべ一 ドウ マ 
Rattamala  〔山〕 ラッ タマ一 ラ 
Rattamalakandaka    〔池〕 ラ ッタ マー ラカン タ 
力 

ratta-sali 

rat ほ tikkanta 過 夜 

Ratti  〔精舍 〕 ラッティ 

rattirh  bhunjati 夜: K す 

rattika し 花〕 ラッティ 力 

ratti-khitta  sara 夜陰に 放 たれし Iff 

ratticcheda 夜 斷 

ratti-diva 晝夜 

rattindiva  parivattanti 晝 夜の 囘轉す 
Rattipupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ラッティ プッ 

ピャ Ap  3 173 
ratti-bhojana 夜食 
rattiyo 日夜 

rattuparata 夜食 を廢 す， 夜 不食者 
ratha ラタ 車， 車， 車駕， 車 輿， 馬車 
Ratha  〔經〕 車 S 1 72  ； 17  36 
rathaka 車 》S び， 車戲， 小 車 


Ratha 


ratha-kaya 車 軍， 車 軍勢， 車 衆 

ratha-kara ① 車 匠， 車師， 造 車， 製 車 人 ② 

=:camma-kara 皮 作 り ， 革 職人 
Rathakara  〔池〕 造 車 
rathakara-kula 賤族， 造 車 族， 車 匠 家 
rathakara-jati 車 Bli 種 
Rathakara-vagga 車 匠 品 A  3 11—20 
Rathakara  〔七大 湖の 一〕 ラタ 力 一ラー， 造 車 
ratha-karl 車 E: 女 

Rathakari-petavatthu 造 車 鬼 事 Pv  3  3 
rathatthara 車の 覆 

Rathalatthi-jataka ラタ ラノ ティ • チヤ一 タカ, 

車 凝 本 生物 語 J  332 
RathavatI  〔緊 那羅 女〕 ラタ ヴ ティー 
ratha -vinita 傳車 

Rathavinita-patipada=RathavinIta-sutta ラ タ 

ヰ' 二  — タ行 道 
Rathavinlta-sutta ラタ ギニー タ • ス ッタ， 傳 

車經 M  24 
ratha-sadda 車 fe，  車 
ratha-sippa 車 を 御す るの 術 
rathanika 車 兵隊 
ratharOha 乘車眷 
ratha-sena 車 軍 
rathika 車 兵， 車 術師， 乘車者 
rathiya-cola 路上 布 

rathiya=raccha 街， 街路， 道路， 路巷， 車道 
rathlsa 車^ 

rathesabha 車の 御者-, 調 御者-の 主 
rathopama 車の 比喩 
randha 缺點 

Randhakandaka  〔池〕 ラ ンタ' 、力 ン ダカ 

rabhasa=bahu -bhanm 饒古 

Ramana=Ramanna  〔國〕 ラマナ， ヒ ノレ マ 

Ramanlyakutika  〔比〕 可 喜 屋舍住 

Ramanlyaviharm し 比〕 ラマ 二一 ャ牛ノ 、一  リ 

rambha  〔樹〕 ランパ一， バナナ 

Ramma ① 〔パ ドウ マ佛の 子〕 ラ ンマ ② 〔ソ 
一 ビタ俤 の 信士〕 ラン マ ③ 〔毘舍^？佛の信 
士〕 ラン マ， 樂 （3)=Raminaka  〔傳。 城〕 ラ 
ンマ 


rammaka  〔月」 ラン マ 力 

Rammaka ① 〔婆〕 ラン マ 力 ®=Ramma  〔傳。 
城〕 ラン マ 力， 喜樂 @=Rjlmaka  〔園〕 ラ ン 
マ 力 

Rammavati  〔城〕 ラン マヴ ティ 一， 有き 樂 
Ramma    〔 ス ッ ダ ッ タ 佛の 信女〕 ラン マー， 所 

樂 

Ralaggama  〔精 舍〕 ララ ッガ一 マ 
rava 騒擾 
ravattha 佚 |Jr 
ravi 太陽 

Ravideva 匸 將 卓」 ラ キナー ヴ 

ravi-vamsa し. 跌 j 曰 種 

ravi-hamsa  〔鳥〕 ラヸ ハン サ， 曰鶊 

rasa ① 味， 好 味， 味覺， 甘味， 食 味 ② 作用 

rasaka  口 j 厨 

rasa-gandha 液 香 

rasagga 最上の 味感 〔三十 二相の 一〕 
rasanjana 攀塗燊 
rasa-tanha 味 愛， 味 覺愁， 味渴愛 
rasa-dhatu 味界 

Rasa-patisamvedi-panho 味覺 知の 問 Mil 2 
〔6〕  7 

rasa-pathavl,  rasa-pathavl 味 地, 地味 
rasa-bhoga 味樂 
rasa-rasa 味昧 

rasa-sancetana 味 思 し 六忠 身の 一」 

rasa-sanna 味 想 

rasa-haranl 味 覺處， 味 覺神經 

rasanam  saautararh 最上の 味 

rasayatana 味處 

rasupahara 味 持 現 

rasodaka 味 水， 椰子 樹の 液汁 

rasmi 手綱 

rahada 沼， 湖， 湖水 

rahada  nivata 深き 池の 底 

rahassa 祕密， 隱處法 

rahassaka 秘密 義 

Rahera ① 〔山〕 ラへ一 ラ② 〔池〕 

Raheraka  〔山〕 ラへ ーラカ 

raho 秘密， 閑靜處 
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Raj 


raho-gata 孤 坐， 寂靜處 
Rahoga ね 〔經〕 獨ー S  52 1, 2 
Rahogataka  〔經〕 獨坐 S  36 11 
Rahogata-vagga ① 獨坐品 S  36 11〜20 ② 

獨 一品 S  52 1-10 
raho-vaaa 陰口 

Rahosannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ラホ— サン ニヤ 

力 Ap  3 135 
raga 貪， 貪欲， 染心， 貪染， 欲念， 欲染， 欲 

情， 染欲 

Raga  〔章〕 貪 A  8  〔10〕 1 ； 9  〔10〕 1 
raga-kincana 貪 障 〔三 障の 一〕 
ragakkhaya 貪欲の 壞滅， 染 欲の 消盡 
ragaggi 頁 火 
raga-canta 貪 订 者 
raga-canya 頁' 
raga-ahamma 染 & 
raga-patha 貪路 

Raga-vagga 貪 品 A  8  〔10〕  ；  9  〔10〕 ； 10  217 
~219 

Raga-vinaya ① 〔章〕 貪欲 調伏 ② 〔經〕 貪欲 

調伏 A 10 126， 130 
raga-vinavaya  patipanno 貪 伏の 行 K(h 
raga-viraga 染欲捨 離， 貪欲 を 遠 離す 
raga-salla  Miu 
raga-sahagata 頁 俱仃， 貪俱 
raganusaya 貪隨 眠， 染欲隨 眠 
Raja ① 〔大臣〕 ラー ヂャ ② 〔情 舍〕 ラー ヂャ 

③ 〔經〕 王 S  3  3  ；  55 1 
raja-agha 王者の 舌 

raja-kakudhabhanda 王の 標幟， 王の 標章， 王 

者の 象徵 〔五 種〕 
raja-katha 國 王の 話， 國王 論， 王 論， 王の 話 

〔無用 論の 一〕 
Rajakarama  〔精 舍〕 王 園 

Rajakarama-vagga=:5ahassa-vagga 王 園 品 。 

55 1 ト 20 
raja-Kumara 王子 
raja-kula 王家， 王宮， 法廷 
Rajakulantaka  〔都〕 ラー ヂャ クラン タカ 
Rajakulavaddhana    〔房舍 J ラー ヂ、 ャク ラヴ ッ 
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ダナ  . 
raja-kosa 王 庫 

Rajagaha     〔城， 都〕 ラ —ヂャ ガハ， 王舍 城， 
羅閲祇 

Rajagama  ZPs.J ラーチャ ガー マ 
Rajagiri  〔象〕 ラー ヂャ ギリ 
Rajagirika,  Rajagiriya  〔部 派〕 王 山 部 
raja-guna 王德藝 
raj  anna 王;^ 

Rajadatta  〔比〕 ラ 一ヂャ ダ ッ タ 
raja-daj-a 拜 領地 
raja-duta 王 使 

Rajadvavadioana  二王 早 Cv  39  ；  51 
raia-dhamma  土 退 
raja-dhani 都 城， 王 都 
rajan 王， 國 z£ 
し upa〕rajan  glj 王 

Rajanarayana し 園〕 ラーチャ ナーラ一 ャナ 
rajantaraya 王の 障礙， 國 王の 障 礙 〔十 障礙の 
一〕 

rajantepura 王の 後宮， 王宮， 宮廷 
Rajantepurappavesana  〔經〕 入 後 A 10  45 
raja-paccatthika 王怨豕 
raja-putta  ztT" 

Rajaputta-petavatthu 王 兒鬼事 Pv  4  丁 
raja-ponsa 王臣， 王事， '吕' 職 
raja-bhata 王 兵, 王 も 
raja-bhaya 王の 怖畏， 王畏， 王の 畏 
raja-bhogga ① 王 領地 ② 大臣 
raja-mahamatta 王& 
Raiamahavihara ラ一 チヤ 大 f?^ 舍 
Rajamatika し 舍 J ラ 一チ、 ャ マー ティカ 
Raia-malaka 王 場 
Rajamittaka  〔村〕 ラーチャ ミ ッ タカ 
Rajarattha  〔洲〕 ラー ヂャ ラッタ 
raja-ratha  i 車 

Rajarajakalappa    〔タ ミ ラ 八〕 ラーチャ ラ一チ 

ャ カラ ッノヽ 
raja-vaihsa 王铳， 王き 力 
Raja-vagga ① 王 品 M  81~90  ；  A  5 131-140 
② 寳品 


Raja 

raja-vatthu 王 地 
raja-vasati 王 住， 王宮 庄 
raja-vada 王き の 論 

Rajavesibhujanga ① 〔都〕 ラー チ' ャヹ— シ ブ 

チ' ヤン ガ ② 〔假 殿〕 
Rajavesibhujariga-Silamegha=Ilanki\-a  〔タミ 

ラ人〕 ラー ヂャヹ 一 シブヂ ヤン ガ シラー メ  — 
ガ 

Rajasala  〔锖 舍〕 ラー ヂャサ 一 ラ—， 王 庵 
Rajasiha ① 〔一世 王〕 ラー ヂ ヤシ— ハ ② 〔二 
世 王〕 （|)=Sirivijaya-r5jasiha  〔王〕 @  〔王〕 
Rajasihamahala  〔地名〕 ラー ヂ ヤシ 一 ハマ ハー 

Rai  asiharaj  adi  paka  〔早 j ラーチャ シー ノヽ； £ 

Cv  96 
Raja  〔經〕 王 S  45 145 

raia  khattiyo  muddhavasitto ミ藿 頂せ る 王族の 

王， 灌 頂せられ たる 王族， 刹 帝 利 灌頂王 
rajagara 王宮 
rajagaraka 王の 家， 王宮 
rajabhirajan 王 中の 王 

Rajayatana ① 〔樹〕 ラー ヂャ— ャ タナ， 羅闍 
耶 他那， 羅 闍那， 王處 ② 〔塔 廟〕 ラ —チ' ャ 
一 ャタナ 

Rajayatana-katha 羅闍 耶他那 〔樹 下〕 緣 V  2  a 
1, 4 

Rajayatanadhatu  〔精 舍〕 ラ— ヂャ— ャ タナダ 

ー卜ゥ 
rajaraka 國王 休憩 堂 ' 

Rajavatasama  〔傳 。 轉輪 王」 ラーチャ一 ブ一 
タサマ 

Rajavilokana  〔傳。 轉輪 王〕 ラー チ' "—ギロー 
カナ 

rajika  〔重量〕 ラー チ' 力 
Rajina  〔地名〕 ラ一 ヂナー 
Rajinapuragahana-niddesa し 早 j ラー ナナ ーフ 

ラ 攻略 次第 Cv  76 
Rajini  〔宮〕 ラ―ヂ 二 

RajinI ① 〔力 ッサパ 五世 王妃〕 ラー チ' ニー  ② 
〔尼 院〕 ラー チ '二—， 女王 ③ 〔瀑布〕 ラ —チ' 


Rajinidipaka  〔t]f 舍〕 ラー チニ一 ティ ーパカ 
Rajindabrahmamaharaja し タミ ラ ノ、〕 ラ一 チン 

ダブ ラフ ママ ハーラ一 ヂャ 
rajisi 王 仙 

Rajuppala し 池」 ラ 一ナュ ッノ ミラ， 王 1%連 
rajuka  0\  ' 司直 官 
rajusu  sotthanam 王 中の 吉# 
rajorodha  '呂' 女 

Rajovada-jataka ラ一チ * ョーヴ 一タ • チヤ ータ 

力， 王訓本 生物 語 J 151, 334 
Radha ① 〔比〕 ラ 一 ダ， 羅陀 〔譬喩 經〕 Ap  3 

536 ② 〔鶴 鶴〕 ラー ダ ③ 〔經〕 羅陀 S  22 

71 ； 35 つら〜— (も 
Radha-jataka ラー ダ、 'チ' ャ 一タカ， ラー ダ 鶴 

鵡本 生物 語 J 145, 198 
Radha-samyutta ラ— ダ. サン ユッタ， 羅陀相 

應 S  23 1-46 
Radha  〔パ ドウ マ佛の 上足 尼〕 ラーダー 
Rama ① 〔神〕 ラーマ ② 〔王〕 ラーマ， 羅摩， 

邏摩 ③ 〔王子〕 ラーマ， 羅摩， 邏摩 @  〔英 

雄， 將軍〕 ラーマ ©〔 婆〕 ラーマ （!>= 

Uddaka  Ramaputta  〔仙〕 ⑦ 〔釋 種〕 羅摩 ⑧ 
〔村：） ラーマ ®  〔宮殿〕 ラーマ， 悅樂 

Ramakula  〔象〕 ラーマ クラ 

Ramagama  〔域， fij ラ —マガ— マ， 羅摩 伽， 
羅摩村 

Ramagonaka  [3毒 舍〕 ラーマ ゴ一 ナカ 
Ramanna=Ramana  〔國〕 ラーマン ニヤ， ヒ ノレ 

Ramaneyyaka ① 〔比〕 ラー マネ ツヤ 力 ② 

〔經〕 樂 しきと ころ S 11 15 
Ramaputta  〔沙門〕 ラーマ プ ッタ， 羅摩弗 多 
Rama ① 〔パヅ ゥマ佛 の 第一 比丘尼〕 羅摩② 

〔ス メーダ 蹄の 第一 比丘尼〕 
i^Smgyaija し § 守 書〕 ラーマ一 ャナ 
Ramissara ① 〔地名〕 ラー ミツ サラ ② 〔園〕 
Ramucchuvallika  〔村〕 ラーム ゾチ ュヴッ リカ 
rayara  〔官職〕 ラ —ャラ 
Ravana し 王〕 ラ一 ヴナ 
rasi 聚 〔三種 ； 正定， 邪定， 不定〕 
Rasiya-gamam ラ 一 シャ 聚落 主 
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Ruhiru 


Rasiyo  〔經〕 王髮 S  42 12 

Rahu  〔鬼， 阿修羅 王〕 ラー フ， 羅喉， 羅瞧 鬼， 

蝕 

Rahu-asurinda 阿修羅 王， 羅猴， 羅喉 阿修羅 王 
Rahubhadda  〔阿修羅〕 ラ— フパッ ダ'， 羅耶跋 
兜樓 

Rahumukha 羅猴ロ 刑 

Rahula  ®=Rahulabhadda  〔佛 の實 子， 比〕 ラ 

一 フラ， 羅瞧羅 〔譬 瑜經〕 Ap  3 16 ② 〔經〕 

羅^ 羅 S  22  91, 92  ；  35 121 
RahuIabhadda=Rahu]a  〔佛 子， 比〕 ラ 一フラ 

パ ッダ， 羅膀 羅跋陀 〔羅〕 
Rahula-matar=Bimbasundan,  \  asodhara, 

Bhaddakaccana  〔妃， 尼〕 羅猴羅 の 母 
Rshula-sarhyutta ラ一 フラ • サム ュッ タ， 維 喉 

羅相應 S 18 1-22 
Rahula-sutta ① 羅 猴羅經 Sn   2 11 ®= 

Maharahulovada-sutta 
RahuIovada=Maharahulovaaa-sutta しす 至〕 維 

瞧羅誡 

Rahu]ovada-pariyaya=Rahulovacla  GlQ 敎滅 

羅猴羅 の 法 門 
ritta 空 無， 空虚， 空缺， 缺 
ritta-udakamanika 空虚な る 7] く? fa 
ritta  pat ね き j$ 

Ristika  (A)=Ratthika  〔國〕 ラ ティカ 

rukkha 樹， 木， 樹木 〔四 種〕 

Rukkha  〔經〕 樹 S  45 152  ；  46  39  ；  48  67〜70 

rukkhakottha-sakuna 隊 /[^鳥 

rukkha-cnaya 樹蔭 

rukkha-tula 木綿 

rukkha-aevata 樹神 

rukkna-devata  kala-siha 樹 神と 黑獅 t 

Rukkhadhamma-jataka  ノレ ッカ ダン マ • チ' ヤー 

タカ， 樹法本 生物 語 J  74 
rukkha-nimitta 樹相 
rukkha-phala 樹果 

rukkha-phalapama 樹果 の喻， 樹果の 如く， 樹 

果に譬 へられ 
rukkha-mula 樹下， 樹根， 樹の拫 
rukkhamula-senasana 樹 「- 坐， 樹 f  M 


rukkhamulika 樹下住 者， 樹下 〔住 者〕, 樹下坐 

行者 

rukkhamulikafiga 樹》 住 支 
Rukkha-vagga 樹品 S 12  51〜60 
rukkha-vitabhi 樹の杈 
rukkha-susira 樹のミ 同 

Rukkhanam  acetana-panho 樹無 思の 問 Mil 4 

〔3〕  3 
rukkhiKa  nava  Tn 舟 

rukkhupama  puggala 樹に喩 ふべき 補特 伽羅， 

樹喩人 〔四 種〕 
rukkhupama 樹木の 例， 樹喩 
ruca  〔樹〕 ノレ チヤ， 幸 

Rucananda==Rupananda し. 尼」 ノレ チヤ— ナン タ 

ruci 喜， 樂， 愛好， 欲， 意欲， 好み， 所樂， 
目的 

Ruci ① 〔傳。 轉輪 王〕 ルチ， 嗜嘟， 喜， 善 喜 

② 〔宮殿〕 ルチ， 喜 
Rucigat ほ 〔拘那 含 牟尼佛 の妃〕 ル チガッ タ—， 

吾肢 

RucidevI  〔'| 喬 陳如佛 の妃〕 ル チデ— ヸ—， 喜妃 
Rucira-jataka ル チラ • ヂャ一 タカ， 美麗 本 生 

物語 J  275 
Ruci  〔パ ドウ マ佛の 信女〕 ノレ チー 
Ruja  〔王女〕 ルチ' ヤー 
runna=ronna 涕泣， 啼' k", 號 
ruppati I'S 壞 せらる 
ruppana 惱壞 〔色の 相〕 
ruru  ノレ ノレ， ^ 
Ruru  〔鹿 王〕 ノレ ノレ 

Ruru-jataka  ノレル • ヂャ一 タカ， ノレ ル鹿本 生物 
語 J  482 

Rururaja-cariya  〔經〕 ルル 鹿 王の 所行 Cp  2  6 
Ruhaka  〔司祭:] ル ハカ 

Ruhaka-jataka  ノレ ハカ • チヤ一 タカ， ノレ ハカ 婆 

羅門本 生物 語 J 191 
Ruhaka-vagga  ノレ ノヽ カロ ロロ  J 191-200 
ruhiruppadaka=]ohituDDadaka 出 U 弗 身〕 血 贫 
ruhiruppada-kamma 出し 佛身 J 血 業 
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Rupa 

rupa 色， 色 身， 色相， 形相， 容色， 容姿， 姿 

態， f あ 相， 像 相， 畫， 人形 
Rupa  〔經〕 色 S 18  2, 12  ；  25  2  ；  26  2  ；  27  2 
Rupam  kamman  ti katha 色 業 論 KV  o  9 
Rupam  kusalakusalan  ti katha 色吉 /|、* き 

KV 16  7 

Rupaih  maggo  ti  katha 色 退 論 K\ lO  2 
Rupam  rupavacararupavacaran  ti  katha 色色 

界稱 無色 界繁論 KV 16  9 
Rupam  vipako  ti  katha 色 異熟論 KV 16  8 
Rupam  sahetukan  ti  katha 色 有 因 論 KV 16  6 
Rupam  sarammanan  ti katha 色 有 所 稼 論 ivV 

9  3 

Rupam  hetu  ti  katha 色 因 論 KV 16  5 
rupaka=rupa 人形 
rupa-kammatthana 色の 業處 
rupa-kalapa 色聚 
rupa-kaya 色 身 
rupakkhandha 色蕴 
rupa-jivitindnya 色 命根, の 命根 
rupannu 色 を 知る 

rupa-tanha 色 愛 し 三 愛, 六 愛 身の 一， 
rupa-dakkha 法官， 色 見者 - 
rupa-dhamma 色 ife 
rupa-dhatu 色界 

Rupadhatu-katha 色界論 KV  8  5 
Rupa-dhatuya  ayatana-katha 色 界,; ^論 K\  8 
7 

rupa-nandi £ 喜 
rupa-nimitta  £fg 
rupa-punja 色聚 

rupa-bhava 色 有， 色の 存在 =色界 〔三 有の 一〕 
rupa-bhoga 色樂 
rupa-rasa 色 味 
rupa-raga 色;^ 

Ruparago  rupadnatu-panyapanno,  aruparago 
arupadhatu-oariyapanno  ti katha  貪色界 
繋 屡 無色 貪 無色 界繁屬 論 KV 16 10 

rupa-rupa  &£, 

Rupavati ① 〔パラ ノカマ パー フ一 王妃〕 ル 
—パブ ティー ② 〔王女〕 ③ 〔塔 廟〕 


I 

rupavavattnapana-panfia 色 差別 慧 
Rupa-vibhatti 色 品 Dhs  2 
rupa-sarhgaha 色聚 

Rupa-sangaha-vibhaga 攝 色分^ Ij   Abhsang  6 
rupa-sancetana  §、 
rupa-sanna 色 想 
rupasannin 色^^,し#〕 
rupa-samapatti 色界疋 

rupasahagata  sanna-manasikara 色と 俱イ 了す o 

想 作意 

rupassa  atthagamo 色の 消滅 
rupassa  aniccata 色 無" 性 
rupassa  adinavo 色の 過, 患， 色の 患， 
rupassa  upacayo 色 集， 色增廣 
rupassa  kammannata 色 適業 性， 色 適應性 
rupassa  jarata 色老性 
rupassa  muduta 色 柔軟性， 色 軟性 
rupassa  lahuta 色輕快 性， 色輕性 
rupassa  santati 色相 愼 
rupassa  samudayo 色の 集 
Rupadi-vagga 色 等 品 All 
rupanam  assado  fe の 味 

rupanam  nissaranaih 色の 出 離， 色よりの 出 離 
rupanam  parinna 色の 遍智， 色に 就ての 智 
Rupananda=Rucananda    ijgj  ノレ一 ク、 一 ナン 
ダー 

rupayatana  &處 

Ruparamma  〔1'： 育舍〕 ノレ一 パーラン マ 
ruDarammana  sukha 色 緣？^ 
rupavacara 色界， 色 界繁， 色廛 
rupavacara-kiriya 色 界繋唯 作 
rupavacara-kinya-citta     界唯作 'L、 
rupavacara-kusala 色界 善， 色界繋 善， 色 塵 善 
rupavacara-kusala-citta 色界善 'L、 
ruoavacara-kusala-dhamma 色) 塁 # 法 
rupavacara-kusalahetu 色 界繋吾 
rupavacarajjhana 色界/ T, 
Rupavacara-duka 色 界繋ニ 法 Duka  94 
rupavacaraduka-kusalattika 色 界繋ニ 法 善 三 ti: 

Duka-tika 103 
rupavacara-dhamma 色界繋 法， 色 匮 法 
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Romantha 


rupavacara-patisandhi 色 界結生 
rupavacara-bhumi 色界 地， 色廛地 
rupavacara-magga 色界の 
rupavacara-vipaka 色 界繋異 熟， 色 界異熟 
rupavacara-vipaka-citta 色 界異ヌ ふし、 
ruoavacara-v  ipakahetu 色 界繫異 熟 因 
ruDavacara-samaahi &界疋 
rupavacara-samapatti 巴界の # 主, 色 界定， 色 
廛の等 至 

rupavacara  panna  & 薩慧， 色界 ft; 

Rupasobhini 〔尼〕 ル一 パー ソー ビニー 

rupin 有色， 有色 者， 色 身， 有形 

rupiya 金錢， 銀， 銀 造， 金銀 

ruoiya-cunna  h 銀の fef 

rupiyachaddaka-bhikkhu 捨 金銀 比丘 

rupiya-pati 銀 鉢 

rupiya-maya 銀 所 成 

rupiya-sarhvohara 金銀の 賣貝 

Rupi 〔夷〕 ル ― ヒ 一 

Rupi  at ほ 〔經〕 有色 我 S  24  37 

rupl  at ほ hoti  arogo 有色無^？^の我有 り 

Rupi  ca  arupi  ca  〔經〕 有色 無色 S  24  39 

Rupi  ca  arupi  at ほ hoti  arogo 有色な こして 無 

色なる 無病の 我 有り 
Rupi-duka 有色 二 法 Duka 11 
rupiduka-kusalattika 有色 二 法 善 三 法 Duka- 

tika  32 
rupi  dhamma 有色 法 

rupi  rupani  passatiti  vimokkha 有色 觀諸色 解 
脫 

rupupapattiya  maggo 色 生の 退， 色 界!' こ 生ず 
べき 道 

rupupadanakkhandha 色取 蕴 

rupupanara 色 持 9i 

rupokasa 色容有 

ruhita 瘡 

renu 花粉， 塵芥 

Renu ① 〔傳。 轉輪 王〕 レーヌ， 黎努② 〔王 
子〕 

Renupujaka    〔比丘の 譬喩 經〕 レーヌ プーチ 'ャ 
力 Ap  3 110 


Renuvati  〔傳 。城〕 レーヌ ヴ ティ一 
Remunasela  〔地名〕 レーム ナセ一 ラ 
Rerupallika  〔地方〕 レール パッ リ 力 
Reva  〔比〕 レ ― ヴ 

Revata ① 〔佛〕 レー ヴタ， 離日， 離 婆 多， 諂 
曲 ② 〔シ ッ ダ ッ タ 佛の 侍者〕 レー ヴタ ，離日 
③ 〔比〕 レ— ヴタ， 離 婆 多， 離 越， 離 曰， 隸 
婆哆 @=Kaiikha-reva は 〔比〕 レー ヴタ， 離 
伐 多 ⑤ =Revata  Khadiravaniya し 比， 劫 地 
羅林 住〕 隸婆哆 ©〔 第二 結集 比丘〕 レー ヴ 
タ， 離 婆 多， 離 波 多 ⑦ 〔佛音 時代の 比丘〕 レ 
一 ヴタ 

Revata  Khadiravaniya=Revata  〔比， 阿 蘭お 
住 第一〕 レープ タカ ディ ラヴ 二 ャ， 哩畴帝 法 

彌嘱 瞒簡， 隸婆多 劫 地 羅林住 
Revata  〔尼〕 レ一 ヴタ一 

RevatI ① 〔ナンディ ヤーの 妻， 死後 墮獄〕 レ 

ーヴ ティ一 （D=Sivali  〔妃〕 
Revatl-petavatthu レー ヴ ティ 一鬼 事 Pv  4  4 
Revatl-vimana レー ヴ ティ 一女 天' 呂 Vv  52 
roga 病， 疾， 疾病， 疫病， 病苦 
roga-nTla 两果 
roga-phassa 病觸 

rogabyasana-dukkha  〔建康 を〕 失 ふ 病 氣の苦 

roga-bhaya 疾病の 畏怖， 病畏， 病の 畏， 病の 

怖畏 
roga-rupa  色 

roga-vyasana=Toga-byasana 病の 个羊, 病の 

厄難， 病 損失， 病 損 減， 疾病の 喪失 
Roja ① 〔王〕 口— ヂャ， 樓夷， 盧遮 ② 〔天〕 

r^— ヂャ， 攄耶 （D  〔末羅 人， 阿難の 幼 友〕 口 

—ギヤ， 盧夷 
Rojana し&」 ロー チヤ一 フ 
ronna=runna 啼 iiL, きぬ 泣 
rodati 泣 く 
ropuna 改民ま 
Roma  〔傳 。 轉輪 王〕 口  — マ 
Romaka-jataka     ローマ 力 *チ 'ヤー タカ， 羽^ 

本 生物 語 J  277 
romaka-lona  口一 マカ齒 
romanthaka 闹者 


Romasa 


Romasa ① 〔锦〕 口— マサ ② 〔傳。 轉輪 王〕 

③ 〔人〕 ④ 〔山〕 
Roruka~Roruva  〔域〕 口一 ルカ， 勞嗜迪 
roruva 鹿 

Roruva ① 〔地獄〕 ロール ヴ， 叫喚， 號叫， 嚕 

羅婆 ②〜 Roruka  〔城〕 
rosaka 惱害蓄 

Rohana ① 〔人〕 口— ハナ ② 〔比:] 口— ハナ， 
樓漢 ③ 〔藻 種〕 口— ハナ ®  〔塞〕 ロー ハナ 
©  〔 村， 村長〕 ロー ハナ ⑥ 〔錫 蘭 島 南部 地 
方〕 ロー  ハナ， 樓隨那 
Rohananakula  〔都〕 ロー ノ、 ナナ クラ 
Rohana-vijaya  〔章〕 ロー ハナ 州 征月艮 Cv  75 
Rohanarativijaya    〔章〕 ロー  ハナの 敵 征服 Cv 
57 

Rohan ね ① 〔湖〕 ロー ハン タ ② 〔鹿〕 


Rohantamiga  -i  ataka    口一 ハン タ ミガ • チ 'ヤー 

タカ， 口一 ハン タ 鹿 本 生物 語 J  501 
rohicca  (D~rohita  〔鹿〕 口一 ヒッチ ャ ② 〔鳥〕 
rohini  〔星宿〕 ロー  ヒニ一 

Rohini ① 〔傳 。 轉輪 王〕 ロー  ヒニ— ② 〔給 孤 
獨 長者の 婢〕 ロー  ヒ 二—， 赤牛③ 〔尼〕 ロー 
ヒ ニー  ④ 〔河〕 口  — ヒ 二一， 盧奚多 

Rohinl-j  ataka    口一 ヒ ニー  • チ 'ヤー タカ， 赤 牛 

女 本 生物 語 J  45 
Rohineyya ① 〔大臣〕 口  — ヒネ— ャ ② ==Ghata 
〔惡 魔〕 

rohita ① 〔魚〕 口一 ヒタ ©~rohicca  〔鹿〕 口 

—ヒ タ， ロー ヒタ 鹿， 赤 鹿 
Rohitassa ① 〔天子〕 赤 馬 ② 〔仙〕 ③ 〔人〕 ④ 

〔經〕 赤 馬 S  2  26 
Rohitassa-vagga 赤 馬 品 A  4  41~50 
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Latthi 


lamghl  〔'鹿〕 ラン ギー 

Lak;untaka=Lakuntaka-bhaddiya,  Bhaddiya 

〔比〕 ラ クン タカ， （朱儒 
Lakuntaka-bhaddiya~  Lakuntaka  〔比， 妙 音 第 

一〕 ラ クン タカ パッ ディ ャ， 羅婆那 跋提， 侏 

儒拔提 

lakkha  〔數〕 ラッカ， 洛叉， 十 萬 
Lakkha  〔園〕 ラッカ， 十 萬 
lakkhana 相， 特相， 特徵， 標識， 相好， 相 術， 
觀相， 占 相， 吉凶 相， 體 相の 占 ひ， 男女 相 判 

斷 

Lakkhana ① 〔比〕 ラッカ ナ， 勒法 省， 勒叉那 
② 〔王子〕 ラッカ ナ， 相 ③ 〔婆〕 ラッカ ナ 
④ 〔鹿〕 瑞相 

Lakkhana-katha 相 論 KV  4  7 

lakkhana-kusala 相に 通ず， 相 を 解す 

Lakkhana-j  ataka ラッカ ナ《 チヤ一 タカ， 瑞; fH 
鹿 本 生物 語 J 11 

Lakkhana-panho 特 相の 問 Mil 1 2 の 中 

lakkhana-pathaka 占 相苕 

lakkhana -manta 相好 f?52 

lakknana-matika 相 論 母 

lakkhana-rupa 相 色 

Lakkhana  -samy  utta ラッカ ナ《 サム ユッタ， 

勒叉 那相應 S 19 1-21 
lakkhana-sunna 相 空 

Lakkhana-suttanta ラッカ ナ* スッ タンタ, 三 

十二 相經 D  30 
lakkhanayutti-katha 相 問 說 
lakkha ひ aha は 烙印の 刑 を 受けた る 者 
Lakkhadhamma し 尼 J ラ ッ カタ ンマ一 
lakkhi 好 蓮 

LaKkhi=Lacchl 吉祥 大， 百秤禪 
Lakhuma  〔夷， 死後 生 天〕 ラ クマ— 
Lakhuma-vimana ラク マー 犬' 呂' VV 19 
lagula 木槌 
Lanka  〔將 軍〕 ラン 力 

Lanka ① 〔狨〕 榜伽 ② 〔精 舍〕 ラン 力—， 楞 
伽 

lankagiri  〔官職〕 ラン 力— ギリ 
Lankagiri  〔地名〕 ラン カー ギリ 


Lankatilaka  〔堂， 園， 精舍〕 ランカーティ ラカ， 
枴 伽の 飾 り 

Lanka-dlpa=C)ihala-dipa,  rambapanni 榜 fi/U 

島， セィ ロン 島 
lankadhikariCka:) 〔官職〕 ラン カー ディ カーリ 

〔力:] 

lanKaahmatha=lankaahinavaka , lankadhi- 
karika  〔官職〕 ラン カー ディナ一 タ 

lankadhmayaka=iankadhinatha    〔官職 i ラ ン 
力一： r ィ ナーャ 力 

lankanathaMafikadhinatha    〔官職〕 ラン 力一 
ナ一タ 

Lankapabbata    〔地方〕 ラン 力一 パッ バタ， 枴 
伽 山 

lankapura  〔官職〕 ラン カープ ラ 
Lankapura=Deva し將 j^〕 ラン カーフ ラ 
i.anka-bhasa=j)ihalabhasa  伽國語 
i^arikamahalana  〔威士つ ラン 力一 マノ ヽーラ 一ナ 
Lankavilopa し 章」 楞加島 劫掠 Cv  55 
langi  M 

langhana-nataka 輕 業師 
langhika 曲 藝師， 輕 業師 
Lacchi=Lakkhl 吉祥 神， 吉祥天 
lajuka  (A) 司直 官 
lajjava 柔和 

Lajjika ① 〔村〕 ラッチ' 力 ② 〔座席 堂〕 
Lajji〔ka〕tissa  〔王」 ラ ツチ' し 力〕 ティ ッサ 
lajjin 有 恥， 慚 耳!: 心 〔者〕 
lajji-puggala 有 恥 人 
lanca 賄路 
lata 蔓， 蔓草 

Latukika-jataka ラト ゥキカ • チ 'ヤー タカ， 鶴 

本 生物 語 J  357 
latukika 鶉 

Latukikopama-suttanta ラト ゥキコ 一ノ  ■ ^マ 《ス 

ッ タンタ， 鶉喩經 M  66 
Latthi=Latthivana  〔林 i ラッティ， 杖 
latthi-madhu 甘草 

Latthimadhuka  〔林〕 ラッティ マヅゥ 力， 杖 蜜 
Latthivana=Latthi ラッティ ヴナ, 杖 林 
Latthivanuvvana 杖 林の 園 
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Latthi 


latthi-hattha 執 杖 〔道 者〕 
Lathika(A) 〔國〕 ラ ティカ 
lata=lata 蔓樹， 蔓草， 蔓， 葛 
La ほ 〔毘沙門天 女〕 ラター 
lata-tula 曼綿 

Lata-vimana ラタ一 天女 天' 呂' \  v  32 

Lada し 村〕 ラ タ 

laddhi,  laddhika 邪 執， 主張 

lapa 饒舌， 虚談 

lapaka 虚談 者， 背信者 

lapati 泣 く 

lapana~lapana 繞說， ffi 談 

labuja  〔樹， 果〕 ラブ ヂャ， 飽 麵樹， 钢果， パ 

ソ, 羅 浮闍， 波羅蜜 
Labujagama  〔精 舍〕 ラ プチ' ャ ガー マ 
Labuja お yaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ラブ ヂャ ダ、— 

ャカ Ap  3  464 
Labujaphaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ラブ ヂャ 

パラ ダ一ャ 力 Ap  3  379 
Labujamandaka  〔村〕 ラ ブチ * ヤマン タカ 
Labhiyavasabha し ■ ^士〕 ラヒ一 ャ ヴサ ノ、 
Lambaka  〔傳 。 山〕 ランパ 力 
Lambakappa  〔族〕 ランパ カンナ， 垂耳 
Lambaculaka  〔村」 ラン ノ、 チ ユーラ 力 
lambactilaka  bhata 垂髻の 傭 夫 
】ambm お 根 

Lambi ね ka  〔天〕 ラン ビ一 タカ， 藍 稗 
laya  〔時間〕 ラ ャ， 頃刻 

lasika 關節滑 液， 關節 液， 黄水， 髓 〔三十 二 身 

分の 一〕 
lasuna 蒜， 大蒜， 

Lasunadayaka    〔比丘の 譬 瑜經〕 ラス ナダ— ャ 

力 Ap  3  37 
Lasuna-vagga 蒜 品 V i b  4, 1~10 
lahu 輕快 

Lahu  〔經〕 輕 S  55  70 
lahuka 輕， 輕利， 一時的 
lahuka  parikkhara 輕物 
lahuka-vuttin 簡易 生活 若 
lahuka  apatti 輕罪， 輕犯 
lahutthana 起居 輕利， 輕快， 爽快 


lahuta=rupassa  lahuta 輕快性 
lahu ほ di  ekadasaka 輕快性 等 十一 法 
lahu-pannata 輕慧 
lahu-panna 輕慧 
lahu-parivatta 容易に 轉ずる 
lahu-pavurana 輕衣 
Lahulla  i 堡 量 i ラフ. ノラ 
lahusa 輕卒 
lahu-sanna 輕想 

iskha  〔染料， 塗料〕 ラー カー, ラック， 胭脂， 
勒叉， 漆 

Laghulovada  (A)=Rahulovada 說 羅猴羅 〔經〕 
Laghulovade  musa-vadam  adhigicya 

bhagavata  budhena  bhasite に A) 〔經 j  s§ 

に關 して 薄 伽 梵佛陀 の 說き給 ひし 說羅 喉羅 
lapa 鶴 

】Spana~】apanS ト f 百 
lapa-sakuna  §| 

lapu-labu,  labuka,  alapu 葫蘆， 瓠果， 南瓜 
lapu-lata 莉蘆 

Lapuiata-vagga  isl^&np    Mil 5  3 
labu—lapu,  labuka,  alabu ラ ― ブ， 葫蘆， 瓠 

果， 南瓜 
Labu  〔村〕 ラ 一 ブ， 瓢 
labuka— labu, 】— ， alabuka  || 簞 
labha 得， 禾 lj， 利得， 利 養， 獲， 所得 
Labhagaraha-jataka ラ一ノ 、カラ ノ、  • チヤ— タ 

力， 利得 輕侮本 生物 語 J  287 
labha-nanatta 得 種種， 種. ま 恃 
labha-macchariya 利得 慳， 利 養 I： 堅， 所得 慳 〔五 

慳の 一〕 
labha-mada 利得' 11 
Labhavasin  〔比丘 群〕 ラ ― パ住 〔者-〕 
Labhasakkara-sarhyutta ラ一ノ 、サッカー ラ • 

サム ユッタ， 利得と 供養 相應 S 17 1-43 
labha-sakkara-siloka 利益 名聞， 利得 恭敬 名稱， 

利得 恭敬 讃歎， 利 養稱譽 世評 
labha-sakkara-siloka-patisamvutta  vitakka 矛 IJ 

得 恭敬 讚 歎に 關係 せる 尋， 利 養 恭敬 名 稱相應 
の尋， 利 養稱譽 世評 相 應の尋 思 

labhasakkarasiloka-sukha 利 養 恭敬 名聞 樂 
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Loka 


labhanuttariya 利得 無上， 利 無上 〔六 無上の 一〕 
labhin 利得 者 

labhena  labhaih  nijigimsanata 禾 IJ を 以て 熟 求 

す， 以利成 利 
labhena  labharii  nijigiriisita 禾 Ij によ りて 禾 IJ ズ具 

る 者， 假利求 利 昔 
Lama  〔天〕 ラーマ， 藍 婆 
Lala  〔國〕 ラー ラ， 羅羅 

Laludayin=Kaludayin    〔比〕 ラール タ、、 一ヰ， 

迹留陀 夷， 愚鈍の 優陀夷 
Lavarava-pabbata  〔精 舍 J ラ一 ヴラ一 ヴ山 
lasika 女優 

likhitaka 罪狀 表記せ られ たる 者 

Hnga 相， 相 形， 相 根， 徵螵， 記 相， 表， 表示， 

標， 標相 
lingantaradhana 外相 隱沒 
linga-lesa 根 似 
linga-visaohaga 異性 

Licchavi  〔族， 人〕 リツ チヤ ヰ'， 離 車， 離 車 子， 
離 車 族， 離 車 人， 隸車 人， 栗 姑毘， 栗 遮毘， 
麗掣人 

Licchavi  or  Nandaka  〔經〕 離 車 S  55  30 
l^icchavi-kumaraka 离鎮車 族靑年 
Licchavi-putta 離 卓子 

Licchavi-bhanavara 急 卓 人 品 V  2  a  D, lo 
~30 

Litta-jataka リ ッタ • ヂャ— タカ， 塗 毒 本 生物 

語 J  91 

Litta-vagga 塗 毒 品 J  91 〜： LOO 
lina 退 縮， 下劣， 愛 著 
Una  citta 退 縮 心， 下劣 心 
linatta 不動， 昧劣， 返 縮 

Lllavati ① 〔ヰ' ヂャャ パーブ 一世 王妃〕 リーラ 
一 ヴテ ィ一 ② 〔パラ ッ カマ大 王妃〕 ③ 〔ギ 
一 ラヴ ン マラ の 女〕 @  〔シ リ ヴ ッ ラ パの 女〕 
Lurhmmi  (A)=Lumbini し个ォ J  ノ レン ミニ 
]udda ① 凶暴， 暴， 凶暴 者， 殘忍 ② 獵師， 

獵夫， 狩徵 
luddaka-ludda 獵夫， 纖師 
ludda-kamma 無法の 業 

luddha 貪欲 者， 貪欲 〔者〕， 慳貪 者， 慳 貪の 人 

( 


luddha-citta 貪 心 〔者〕 

Lumbini  〔園〕 ルン ビニー， 蘭毘 尼， 藍毘尼 
Lumbineyya 匸園〕 藍毘尼 
lukha 矗醜， 貧穢 行， 貧截 行者 
lukha-clvara 纛衣， 破 衣， 粗服 
lukhacivara-dhara 粗服 者- 
lukhajivin  難iIi^i生活〔者〕 
lukhajiva 弊穢 生活 

lekha,  lekha 文字， 書， 書寫， 書簡， 記號, 習字 
lekhaiji  | 包 

lekhacariya 書 寫阿闍 梨， 書寫師 
lekhaya  samvanneti 書!^ 嘆 
lekha-siDDa 書 
leddu  土塊， 棒， 壩 
leddu-pata 擲石所 及 所 

lena 洞穴， 窟， 窟宅， 山窟， 避難所， 洞 房， 

住， 住 房， 房舍， 庇護の 處 
Lena  〔經〕 窟宅 S  43  41 
lenagami  magga 窟 宅に 達する の 道 
lepa 鎮， 著 
lepa-citta 泥 女 像 
lesa 類似， 似 
lehaniya 舐むべき もの 
loka 世間， 世， 世界 

Loka  (D=Lokissara   〔一世 王〕 ロー  力 ② 〔王 

子〕 — 力 ③ 〔王 臣〕 ロー  力 @  〔經〕 世間 

S 1 70  ；  3  23  ； 12  44  ；  35  82， 107 ；  52 18  ； 

56  28 ⑤ 〔經〕 世界 S  47  28 
Lokakamaguna  〔經〕 世間 欲 類 S  35 116， 117 
Lokakamaguna-vagga 世間 欲 類 品 S  35 114— 

123 

lokakkhayika-katha 世間 論， 世間 譚， 世界 論，' 
世界 起源 論， 說 世界 論， 俗 哲學， 途說論 〔無 
用 論の 一〕 

lokakkhayika-samuddakkhayika 水陸 起源 論， 

世界 論， 海洋 論 〔無用 論の 一〕 
lokakkhayika 世界 論， 世界 起源 論， 世界 說の 

話， 說 世界 論， 世間 譚， 世間 論， 創世記 者， 

俗 哲學， 途說論 〔無用 論の 一〕 
lokagalla  〔官職〕 口  — 力 ガッラ 
Lokagalla  〔地名〕 口一 力 ガッラ 


Loka 


loka-citta 世間' じ、 
loka-cinta 世間 思惟， 世界の 思惟 
Lokajitvana  〔ま士  J  口一 カチ， ト ヴーナ 
loka-jettha 世の 主 
lokattha-cariya 世間 利益 行 
loka-dhamma 世間 法， 世間の 法， 世 法， 世界 
の 法 

loka-natha 世 主， 世界の 救 主 
Lxjkanatha  〔王女〕 口一 カナ一 ター 
loka-nayaka 世間の 導師， 世界の 導師 
loka-nirutti 世間 的 言葉 

Lokantara-nira3'a=LokantariKa-niraya 世界の 

涯の 地獄， 世界中 間 地獄， 世 中間 地獄， 中間 
地獄 

Lokantarika=Lokantara-niraya し 地獄〕 口 一 
カン タリ 力， 世界中 間， 世界の 涯の， 世 中間， 
中間， 中間 世界 

loka-pajjota 世界 光 

loka-pannatti 世間の 名義， 世間の 記述 法， 世 

間 施設 

loka-panyapanna 世 ill] 所攝 

Lokapala  〔天子〕 護 世 

lokapala-devata  [11: 界の 守護神 

lokappadipa 世界の 燈明 

lokappasada  〔神 通〕 世間 攝護 

Lokabvuha=Lokavyuha    口一 力 ブュ  一 ノ、, 欲 

界天， 世界 群集 
lokamanin 世 思し 者 J 

lokamhi  anabhirati 〔- safift さ〕 世間 不可 樂想 
Loka-vagga 世 品 Dhp 13  vv 167 ~ 178 
loka-vajja 世間 罪 
loka-vada 世界 論， 世論 
lokavada-patisannutta  aitthi 世論 所 fe 見 
lokavidu 世間 解， 世間 解 者- 〔如 來十號 の 一〕 
Lokavipatti  〔經〕 世間の 失 A  8  5，  6 
loka-vivarana  〔祌 變〕 世界 開顯， 世界 展開， 世 

間開顯 
loka-vohara 世間 的名稱 

Lokav  V  uha=Lokaby  uha    口一 力 ヴュ— ノヽ, 欲 

界天， 世界 群集 
loka-samketa 世間 世俗  -. 


lokasannin 世 想 〔者〕 
loka-sannivasa 世間 住 
loka-samanna 世間の 共 相 

Lokasasanasamgahakarana し 早〕 世 [HI と敎 の、 

愛護の 行政 Cv  60 
lokassa  atthangamo 世間の 滅， 世間の 滅沒 
lokassa  anto 世界の 終邊， 世界の 邊， 世間の 

邊， 世の 果 
lokassa  samudayo 世間の 集， 世間の 生起 
lokassa  samudayo  ca  atthagamo  ca 世 「日， の 生 

起と 滅沒 

lokadhipati 世 〔界〕 の 主宰 昔， 世界 主 
lokadhipati-sahavyata 世界 主の 同侶 
lokadhipateyya 世增 上， 世間 增上 
lokamisa 世間 財， 世間 食， 世間 的 利得， 世間 
味， 世の 欲 

lokayata 順 世論， 順 世論 若， 順 世 外道， 世間 

の 領域， 世間 論 
lokayata-sippa 順 世 術 
lokayatika 順 世 派 
Lokayatika  〔經〕 順 世 派 S 12  48 
lokayatika  brahmana 順 世 婆羅門 
lokika-rati 世俗の 樂 

Loki ほ ① 〔カツ サパ卽 ち ヸッカ マ パ一フ 王の' 
妃〕 口— キタ— ② 〔ヰ- ヂャ ャパ— フー 世 王. 
の 母〕 

lokiya 世 間 

lokiya  jhana 世間き- 

lokiya  nana 世間 智 

Lokiya-duka 世間 二 法 Duka 12 

lokiyaduka-kusalattika 世間 二 法 善 三 法 Duka-. 
tika  33 

lokiya  dhamma 世間 法， 世俗 法 
lokiya  pathama  jhana 世「曰っ^/ゾき 
lokiya -bhavana 世間 修習 
lokiya -magga 世間の 道 
lokiya-vipassana 世間の 觀 
lokiya-sacchikiriya 世間 作 
lokiya  samadhi 世間 疋 
lokiya  〔sila〕 世間 戒 
lokiya  panna 世 f 日つ 達 


Lola 


lokiya  samapatti 世間 定 

Lokissara  〔二世 王〕 i^  — キ ッサラ 

lokuttara 出世間， 出世， 超 世間 

】okuttara  ayatana 出世間の 處 

lokuttara  ahara 出世間の 食 

lokuttara  iddhipada 出世間の 神 足 

lokuttara  indriya 出世間の 拫 

Lokuttara -katha 出世間 論 Pts  2  8 

lokuttara-kusala 出世間 善 

lokuttara-kusala-citta 出世間 善 心、 

lokuttara  khandha 出世間の 蘊 

lokuttara-cariya 出世間 行 

lokuttara-citta 出世間 心， 出世間の 心 

lokuttara  jhana 出世間 禪， 出世間 禪定， 出世 

間の 靜慮 
lokuttara-nana 出世間 智 

lokuttara  dhamma 出世間 法， 出世 法， 超 世間 

法 

lokuttara  pathama  jhana 出世間 切 '脾 

lokuttara  phassa 出世間の 觸 

lokuttara  bala 出世間の 力 

lokuttara  bojjhafiga 出世間の 菩提 分 

lokuttara-bhavana 出世間 修習 

bkuttara-magga 出世間 道， 出世間の 道 

lokuttara-vipassana 出世間の 觀 

lokuttara -vipaka 出世間 異熟、 

lokuttara-vipaka  citta 出世間 異熟心 

lokuttara  sacca 出世間の 請 

lokuttara-sacchikiriya 出世間 作證 

lokuttara  satipatthana 出世間の 念 住 

lokuttara  samatha 出世間の 止 

lokuttara-samadhi 出世間 定 

lokuttara  sammappadhana 出世間の i£ 勤 

lokuttara 〔- sila;] 出世間 〔戒〕 

lokuttara  cetana 出世間の 思 > 

lokuttara  dhatu 出世間の 界 

lokuttara  panna 出世間 慧 

lokuttara  vedana 出世間の 受 

lokuttara  sanna 出世間の 想 

】oke  cakkhu 世間 眼， 世間の 眼 

Loke  natthibhava-panho 出 【こ 有無の fpij  Mil 4 


〔7〕  6 
lona 鹽， 鹹 

lona-kara,  lona-karaka 製鹽昔 

Lonaphala-vagga 一 撫鹽品 A  3  91-100 

lona-maccha  M 流 魚 

lona-rasa 鹹味 

lona-sovlraka 鹽粥， 酸 粥 

lonika 鹹 

lodda  〔樹〕 ロッタ 

lobha 貪， 貪欲， 貪慾， 欲 

lobha-akusalamula 貪 不楼根 〔Ei 小 #f 艮の 一〕 

lobha  papa 惡_^ 

lobha-mula 成 根 

lobha-sahagata  citta  %i^>L>, 頁俱 TT' し、 

lobhasahagatakusala 具 l^fx 刁ヽき 

lobha-hetu 頁 Si 

】obhiya-dhamma 所 頁の 法 

loma 毛， 髦， 身 毛， 體毛 〔三十 二 身分の 一〕 

loma-kupa 毛孔 

loma-padumaka し f 匕」 ロー  マノ、 ト ゥマカ 
Lomasakaiigiya  〔比〕 ロー マサ カン ギヤ， 盧夷 

强誊， 路摩 尙祇迦 〔譬喩 經〕 Ap  3  545 
Lomasakangivabhaddekaratta-sutta    ロー  マサ 

力 ン ギヤ パ ッ デ一 力 ラッタ • ス ッタ， 盧夷强 

耆 一夜 賢者 經 M 134 
Lomasakassapa  〔仙」 pf— マサ カツ サハ， 多毛 

逝 葉 

Lomasakassapa-j ataka  ロー マサ 刀 ッサハ • テ 
ヤー タカ， 多毛 迹葉本 生物 語 J  433 

Lomasakassapa-panho  — マサ " ッサハ 仙の 
問 Mil 4  〔6〕  4 

Lomasavanglsa  〔比〕 ロー  マサ プンギ一 サ， fe. 
夷强耆 

loma-hamsa,  loma-hamsana 身 毛 乂， モ髮堅 

Lomaharhsa し. 辟 J  ロー  マノ ヽンサ 
Lomahariisa-j  ataka  ロー マノ ヽンサ • チヤ一 タカ， 

怖畏本 生物 語 J  94 
Lomahaihsana-pariyaya 身 毛 堅乂法 h 
lomahattha-jata 身毛竪 立す 
]ola=]ola 動 貪， 確信な し， 不 確信の もの 


Lola 


Lola-jataka    ローラ • チ 'ヤー タカ， 貪欲 本 生物 
語 J  274 

Lola  〔尼 乾 子， 尼〕 ローラ—， 動轉 又は 愛 著 
lolupa 動 頁 

lolupa  Ctitj  口— ノレ ノ；— 

lola=lola 不 確信の もの， 動 貪， 確信な し 

Losaka-jataka    ローサ 力 • チ * ヤー タカ， ローサ 

力 長老 本 生物 語 J  41 
Losaka-tissa  〔比〕 ローサ カティ ッサ 
loha 銅， 赤銅， 鐵 * 
loha-kataha 銅 花瓶， 銅瓮 
Lohakumbha  〔地獄〕 口— ハク ンパ， 銅壺 
Lohakumbhi  〔地獄〕 口  — ハ クン ビ， 鐵鼎 
Lohakumbhi-jataka     口一 ハク ンビ • ナヤ ータ 

力， 鐵鼎本 生物 語 J  314 
loha-kumbhi 銅 甕， 銅甌， 銅 釜， 鐵签， 鐵鑊， 

鐵鼎 

loha-gula 銅 丸， 鐵丸 
lohaddhamasa 銅の 半錢 
loha- ほ la 銅 鍵 
loha-tumba 銅 

Lohadvara  〔精 舍〕 口一 ハドヴ 一ラ 
loha-patta 銅 鉢， 鐵鉢 
Lohapasada 銅 殿， 靑銅 殿， 鐵殿 
Lohapasadamaha  〔章〕 靑銅殿 祭 Mv  27 
lohapittha  〔鳥〕 口一 ハヒ -ッ タ 
loha-bhanda 銅 物 
loha-bhanaka 銅 3£， 銅 瓶 
】oha-mSsaka 銅 3£ 
loha-varaka 銅壺， 銅 甕， 銅 瓶 
Lohicca    〔婆， 塞〕 口  — ヒッチ ャ， 露 遮， 魯醯 
遮 


Lohicca-sutta    口一 ヒッチ ャ*ス ッタ， 露遮經 
D 12 

Lohicco  〔經〕 魯醯遮 S  35 132 
lohlta ①赤② 血， 膿 血， 血液 〔三十 二 身分 
の 一〕 

Lohita  〔天〕 口一 ヒタ 

lohitaka ①赤② 血塗 相 

Lohitaka  〔比， 六 群 比丘の 一人〕 ロー  ヒ タカ， 

盧醸， 盧咽得 逝 
lohitaKa-vanna 赤色 
lohitaka-sanna 血塗 想， 赤 塗 想 
lonita-kasina 赤遍 〔十 遍處の 一〕 
lohitaka し sukkaj 赤 情 
lohlta -gata 血 

lohitanka,  lohitanga 赤珠, 赤 玉, 紅玉， ノレ ビ 

―, 珊瑚， 猫晴石 
lohitanka-maya 珊瑚 所 成 
lohita-candana 赤栴 擅， 赤檀， 紫 擅 
lohitacandanassa  tayo  guna 赤お tl の三德 
lohita-tunda 紅 嘴 鳥 

lohita-pakkhandika 赤痢， 血 刑， 血 を; 雨ら す 

痢 病 

lohita-pitta 出血， 血瞻病 
lohita-mala 血 暗 
lohita-vattha 赤 衣， 赤の 衣 
Lohitavahakhanda  〔單 i 場〕 口一 ヒタヴ 一ハカ 

ンダ， 血車圑 
lohlta -homa 血の 護摩 
lohitabhijati 赤 生類 
lohitika 赤 

lohituppadaka=ruhiruppadaka   〔佛 舞よ り」 血 
を 出せり， 血 を 出せる 者-， 出 〔佛 身〕 血 者- 
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vamsa ① 竹， 竹 棒 裁 ② 種 姓， 姓， 系嗣 
Variisa  〔國， 十六 大國の 一〕 ヴ ンサ， 拔沙， 跋 

蹉， 跋差 
vamsa-kalira 苟 
vamsa-naja 竹 拿 
vaka 狼 

Vaka-jataka ヴカ • ヂ ヤー タカ， 狼 本 生物 語 J 

300 

vakakoka 杜 [11， 狼 ？ 

vakula  〔樹〕 ヴ ク ラ 

vakka 腎， 腎臓 〔三十 二 身分の 一〕 

vakkanga 鵞鳥， 鵝烏 

vakka-pancaka 腎, の 五 種 

Vakkalin ① 〔比， 信 解 第一〕 ヴ ッ カリ， 婆 

禾 1J, 薄迦 利， 跃迦梨 〔譬喩 經〕 Ap  3  529 ② 

〔經〕 跋迎梨 S  22  87 
vagga 破亂， 不和 合， 別 衆 
vagga-kamma 別 衆謁磨 〔六 種 箱 磨の 一〕 
vagga  parisa 不和 合 衆， 不和 合衆會 
vaggavaggasannino-pannarasaka 別 衆 を 別 衆 

と 思 ふ 十五 事 V  2  a  2，  29  ；  a  4,  8 
Vaggasangahita-suttanta 品 所 不攝經 A  6 117 

—  124 

Vaggumuda   〔河〕 ヴ ッグム ダ—， 婆 求 末， 婆 

裘， 婆裘摩 
vagguli 蝙蝠 

vagguli-vata 蝙蝠 行者， 飛躍の 行 
vaggula  〔樹〕 ヴ ッ グ、 ラ 
vaggu-vada 妙 語 ある 
vahka ①歪， 曲②鴉 

Varhka ① 〔王〕 ヴンカ （D=Vaiikaka  〔山〕 
vankaka 小 鋤， 玩具 鋤， 鋤 遊び， 鋤 戴 
Vankaka=Vanka  〔山〕 ヴンカ 力 
vanka  danda 曲れ る 杖 
vanka-dasaka 曲 十 年 

Vankanasika-tissa し 王」 ヴン カナー、 ン カティ ッ 
サ 

Vankavattakagalla    〔精 舍〕 ヴ ン カー ヷ ッ タカ 

ガッ ラ 
vankeyya 牙 P 曲 

Vanga ① 〔國， 十六 大國の 一〕 ヴ ンガ， 鵬伽， 


番伽 ② 〔王〕 ヴンガ 
Vanganta    〔婆， 塞， 舍利弗 や 純陀の 父〕 ヴン 

ガン タ， 婆擅提 
Vaiigisa ① 〔比， 尼 俱律陀 劫 波の 弟子， 詩人， 

辯才 第一〕 ヴン ギーザ， 婆 耆沙， 鵬 耆舍， 鵬 

耆沙 〔譬喩 經〕 Ap  3  541 ② 〔經〕 婆耆沙 S 

8 12 

VaAg お atnera-saihyutta ヴン キ一サ テーラ ，サ 

ム ユッタ， 婆耆沙 長老 相應 S  8 1-12 
Vangisa-sutta 鵬 耆舍經 Sn  2 12 
Vanguttara  〔山〕 ヴング ッ タラ 
vaca  〔植〕 ヴ チヤ， 菖蒲 
vacattha  〔植〕 ヴ チヤ ッタ， 白 菖蒲 
vacanakkhama  柔軟 
vacana-patha 語法， 語路， 言路 
vacana-sodhana  吟味 
vacaniya 可 共 語 

vacabhumikya  (A),  vacabhumika  (A) 飼獸苑 
官 

Vacavataka し 村〕 ヴ チヤ ーヴー タカ 
vaci-kamma 語 業， 口 業 
vaci-kasava 語 不純 
vacl-danda  口 罰， 語 杖 

vacl-duccarita 語惡 行， 語惡 業， 口の 惡行， 惡 

語 行， 語惡 行者 
vaci-dosa  瑕 

vaci-parama 言說を 主と する もの 
vaci-parisuddhi 語 遍 淨 
vaci-bheda 語發 表， 話 
Vacibheda-katha 語 發表論 KV  2  5 
vaci-moneyya 語 寂默， 語牟尼 〔三 寂默の 一〕 
vaci-vahka  曲 
vacl-vmnatti gg 表, 口 表 
vacivinnatti  anavajja 無罪 語 表 
vaclvmnatti-dasaka  g§ 表 十 法 
vaclvmnatti-savajja 有き P 語 表 
vaci-sarhkhara  s§ 行， 口 行 =尋 伺 
vaci-samvara 語 律儀 
vaci-sancetana 語 思， 語 故 思 
vacl-samacara 語 現行， 語 行， 語 正 行， 口 行， 
口 業 
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vacl-sucarita 語 善行， 語 妙 行， 善 語 行， 口 の 善 

行， 語 妙 行者 
vacl-soceyya 語 清淨， fnf? 
vacca 大便， 糞堆 
vaccakuti-vatta 厠 房の 簇& 
vacca-kuti 厠， 厠 房， W)B, 大便 所 
vacca-kupa 屎 k 
vacca-ghata      據， 操 瓶 
vaccatthana 大便 所， 大便 處 
vacca-domka 尿^ 
vacca-magga~karisa-magga 大 15 退 
vaccha==\'acchaka 憤， 慎 牛 
Vaccha  (D=Vacchagotta  〔外， 比〕 ヴ ッ チヤ， 

婆蹉 ② 〔人〕 ヴノ チヤ 
vacchaka=vaccha 憤, 慣牛 
Vacchagotta= Vaccha  〔外， 比〕 ヴッ チヤ ゴ ッ 

タ， ヴノ チヤ 姓， 婆槎 種， 婆槎 姓， 婆 蹉衢多 
Vacchagotta-sarhyutta ヴ.; /チヤ ゴッタ • サン 

ュ ノタ， 婆 建 種相應 S  33 1-55 
vacchatara 牡犢， 犢， 犢牛， 犢子， 離乳 牡牛， 

若き 牡牛 

vacchatari 牝犢， 梓 牛， 離乳 牝牛， 若き 牝牛 

vacchatarunupama  ^^喩 

vaccha-danta 

Vacchanaka  〔'沙門〕 ヴ. ノ チヤ ナカ 
Vacchanaka-j  ataka ヮ ッ チヤ ナカ • チヤ 一 タカ， 

ヴノ チヤ ナカ 遊行 者-本 生物 語 J  235 
Vacchapala し 比〕 ヮ ノチ ヤノ ミー ラ 
vaccha-palaka 牧牛 哲， 牧牛 士 
Vacchayana=Pilotika  〔出家 行者-， 塞〕 ヷ ツチ 

ャ ーャナ 

Vaccho  or  Bandham  〔經〕 婆蹉 （繁 縛） S  44  8 
vaja 牛舍 

vajira 金剛， 金剛石， 金剛 杆 

Vajira  Q  〔將 軍〕 ヴチ' ラ ② 〔城〕 金剛 

Vajira-kumari=Vajiri  〔波斯 匿の 女， 阿闍世 妃〕 

ヴヂラ • クマ一 リー， 金剛 孃 
Vajiragga  〔將 軍〕 ヴチ' ラ ッガ 
Vajirapani 金剛手 = 帝釋天 
vajirapani-yakkha 金剛手 藥叉 
Vajiravapi  〔地名〕 ヴヂラ ヴ 一ピー 


Vajirasama  〔傳 ° 轉輪王 J ワチ' ラサ マ 
Vajirasenaka し住院 J ヴチ' ラセ 一 ナカ 
Vajira-hattha 金剛手 

Vajira ① 〔尼〕 プチ' ラー， 婆 夷羅， 婆 耆羅， 金 
剛 ② 〔力 ッ サパ 五世 王妃〕 ヴヂラ ― ③ 〔經〕 
金剛 S  5 10 

vajirupama-citta 金剛 

vajirupama-citta  puggala 金 岡 Pit ('し、 人 

vajirupama  dhamma      岡 Pf^ 法 

VajIri=Vajirakumari  〔波斯 匿 王女〕 ヴヂ— リ 
一， 婆 夷 利 

vajula  〔樹〕 ヴチ' ユラ 

vajja 罪， 罪過 

vajja-paticchadika 覆 罪 波羅夷 
vajjaoaticchadika  bhikkhuni 覆 罪 比丘尼 
vajja-banula 多 罪 
Vajji  〔經〕 跋番 S  56  21, 22 
Vajji-cetiya 拔祇廟 
Vajjita  〔比〕 ヴ ッヂタ 
Vajji-putta  〔族， 人〕 跋耆 子， 伐 地 子 
Vajjiputta  or  Vesali  〔經〕 跋害子 （毘舍 離） S 
9  9 

Vajjiputtaka ① 〔族， 人〕 伐 地 子， 跋者 子， 跋 

闍子 ② 〔部 派〕 犢子部 
Vajjiputtaka  bhikkhu 跋耆子 比丘， 拔闍子 比 

丘 

Vajjiya  〔經〕 ヴ ツ ヂャ A 10  94 

Vajjiyamahita  〔居士〕 ヴ ッヂャ マ一 ヒタ 

Vajjihara  〔人〕 ヴ ツチ' ノ、一 ラ 

Vajji ① 〔國， 族， 十六 大國の 一〕 ヴッ ヂ， ヴ 
ツチ' 一, 跋耆， 拔祇， 跋闍， 跋奢， 伐 地 ② 
ヴ ソ チ' 一， 跋祇王 ③ 〔經〕 伐 地 S  35 125 

VajjI-vagga 跋耆品 A  7 19〜30 

vajjha 死罪， 屠殺 せらるべき 

Vajjha  〔人〕 ヴ ッヂャ 

vajjha-ghata 刑 人 

vancana 瞞著， 欺瞞， 譎詐， 虚僞 

vancanika 欺 胸お 

vanjha=vanjhitthi 石 女， 不姙 女， 無兒女 
vanjhitthi=vanjha 石 女 
Vanni  〔族〕 サ ソニー 
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Vataihsa  〔宮殿〕 ブタン サ 
vatamsaka=vatamsaka 耳., 巾， ^ig, 頭 言 巾 
Vatamsakiya  〔比丘の 譬瑜 經〕 ヴ タン サ キヤ 

Ap  3 149,  227 
Vatamsika  〔ス マナ 佛の 妃〕 ヷ タン シカ一 
Vatagamaka  〔情 舍〕 ヴタガ 一マ 力 
Vatarakkhatthali  〔地名〕 ヴタ ラッカ ノ タリ一 
vata-rukkha 格 街 
Vatuka  〔王〕 ヴ トゥカ 
vatuma 订路 

vatta ① 相續法 （D=vattaka  || ③ 輪廻， 輪 

〔廻〕 ， 輪轉 @ 渦 
Vatta  〔浴 院〕 ヴッ タ， 圓 
vattaka=vatta  f,| 

Vattaka-jataka ① ヴッ タカ • ヂ ヤー タカ， || 本 
生物 語 J  35, 118，  394  (D^Sammodamana- 
jataka 和合 本 生物 語 J  33 

vatta-katha 輪轉說 

vattaRa-yuddha 霜鬪 

Vattakakarapitthi  〔地方〕 ヴノ タカ一 力一 ラピ 
ッ ティ 

Vattagamani  〔王〕 ヴ ッタ ガー マ 二 
vatta-dukkha 輪廻の 苦 
vattana-vall 紛 錘の 連鎖 

Vattapotaka-cariya  〔經〕 鶉の 雛の 所行 Cp  3  9 

vatti 燈心， 燈往， 往 

vattupaccheda 輪廻の 斷 絕 

vathara 大堅身 者 

Vadakongu  〔地名〕 ヴダ、 コング 

Vadamanamekkundi    〔地名〕 ヴタ マナ メック 

ン ディ 
Vadali  〔村〕 ヴ ダリ 

Vadavalattirukkadi し タ ミラ 人〕 ヴ タ ブ ラ' ノテ 
イノ レツ 力一 ティ 

Vaddha ① 〔比〕 ヴッダ ② 〔離 車 人， 僧 加よ 
り 覆 鉢せ らる〕 ヴ ッ ダ ③ 〔長 昔〕 ブ ッ ダ ④ 
〔宮殿〕 ヴ ッ ダ ⑤ 〔精 舍〕 ヴ ッ ダ， 增 

vaddhaka 司 財の 香 

vaddhaki 大工， 建築家 

Vaddhakisukara-jataka ヴ- ソ ダキ スー カラ • チ- 
ヤ— タカ，  工匠 養 猪 本 生物 語 J  283 


vaddhana=vaddhana  國王 
Vaddhana ① 〔宮殿〕 ヴッ ダナ， 增 ② 〔池〕 

ブ y ダナ 
vaddhamana 萬キ 

Vaddhamana ① 〔比〕 ヴッ ダ マーナ ② 〔iC] 

ヴヅダ マーナ， 跌闍摩 
VaddhamanaCkaJ  〔菩提樹〕 ヴ ノダ マーナ 〔力〕 
vaddhi ① 增長， 增大， 增事， 繁榮 ② 利息， 

金融 

Vaddhi  〔經〕 增張 S  37  34 
vana 蕩， 瘡， 瘡痍 

vanam  paticchadeta 瘡 痍を處 置す る， 瘡痍を 

覆 護す 

vanapaticchadana C-upama;] 傷の 繃帶 〔の 譬喩〕 
vana-bandhana-cola  ||§ 帶 
vana-mukha 瘡 口 

Vanijjagama  〔精 舍〕 ヴ ニッヂ ャガ— マ 
vanijja 商業， 商賈， 商賣， 販賣 
vanippatha 商賈の 通路， 商賈の 集る 
vanibbaka 浮浪者， 乞食 者， 旅人 
vani 商 估 
vantika 芈莖， 至の 

vanna ① 色， 色 光， 顯色， 容色， 顏色， 美 色， 
美貌， 美點， 德， 稱讃 ② ヴ ンナ， 階級, 種 
姓， 姓③ 音節， 字 

vannam  bhasati 讀歎 す, 讚す 

vannaka 脂粉 

\' annaka し 溝」 ヴン ナカ 

vanna-kara 縫 具 作 人 

Vannakaraka  〔比丘の 譬喩 經〕 ヴン ナカ ーラ 力 

Ap  3  236 
vanna-dasaka 色 十 年 
vanna-dasi 遊女， 娼喊 
vannana  §£ 細 

vannanibha  rupa 顯色， 如顏色 
Vannabhanana-panho 讃 きの 問 Mil 4  〔4〕 1 
vanna-macchariya 稱讃 1  堅， 容色 慳， 色歴， 德 

惺 〔五 1  堅の 一〕 
vanna-mada  -顯 色き 
vannavant 美貌， 端嚴， 容麗， 美しき 
vanna-vadin 稱讃 者， 讃嘆者 
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Vanna 


vanna-sampatti 色 成就 

vannassa  malarii 美の: 穢 

vannaraha 讃 むべき 人， 讃 めら るべき もの 

Vannaroha-jataka ヴンナ 一 p  — ハ • チヤ ータ 

力， 色 高 本 生物 語 J  361 
Vannaroha-vagga        品 J  o61~o70 
Vannibhuvanekabahu=Bhuvanekabahu  III 

〔王〕 ヴンニ ブヴネ 一力 パー フ 
vannu-patha 砂 道 

Vannupatha-jataka ヴン ヌパタ • ヂャ一 タカ， 

砂 道 本 生物 語 J  2 
vata=bata~vatta 禁， 禁戒， 禁行， 禁 業〜 儀 

法， 務め， 善行， 行， 德行， 聖行 
vatamsaka=\'atamsaka ヴ タン サカ， 頭 ^ 
飾 

vata-pada 禁戒， 足誓戒 〔七 種〕 
vati 籍 

vatta—vata 務め， 義務， 儀 法， 行 法， 善行， 
德行， 聖行， 行 〜禁， 禁戒， 禁行 

Vatta  〔經〕 轉 S  46  4 

Vattakalaka  〔村〕 ヴッ タカ一 ラカ 

Vattakkhandhaka 儀法犍 度， 義務 键度 V  2  b  8 

Vattati  〔經〕 行 A  8  90 

Vattaniya  〔地名〕 ヴ ノタ ニヤ 

vatta-patipatti 務& 

vattamanuppanna 現在 生起， 現行 生起 

vattar  敎說 者， 語 者 

Vattala  〔村〕 ヴッ タラ 

vattha 衣， 衣服， 衣裳 

Vattha  〔經〕 衣 S  45 148 

vattha-katha 衣服 論， 衣服の 話， 衣 論 〔無用 論 
の 一〕 

vatthaguyha^kosonita-vatthaguyha 陰馬藏 
Vatthaguyhanidassana-panho 陰 1| 藏不 現の 

Mil 4  〔3〕 1 
Vatthadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ヴ ッ タ ダーャ 

力 Ap  3  67 
vattha-dayika-vimana 衣服 施 ti' 天 '呂' 
vattha-paticchadi 被覆 衣 物 
Vattha-sutta 布 〔喩〕 經 
vatthi ① 膀胱， 腹 (D 風船 玉 


vatthi-kamma 1： 植腸 

vatthu ①事， 婚事② 所 依， 基， 基因， 素因， 

宅地， 土地， 敷地， 作處， 城塞 
Vatthu ① 〔經〕 支持 S 1 54 ② 〔經〕 事 A 10 

79，  80 

Vatthum  〔經〕 布施 事 A  8  33 
Vatthu-katha 序說 

vatthu-kama 事 欲， 物欲， 物質 欲， 欲の 對象物 
Vatthu-gatha 序偈 Sn  5 1 ； CNd 1 ； VA 1 
vatthuttha 宅地 物 

vatthu-dasaka=hadayavatthu-dasaka        十 法 
vatthu-nanatte  nanam 事の 種種相の 智 
vatthu-purejata 戶; rf 衣 
vatthu-rupa 基 色， 所 依 色 
vatthu-vijja 事 明， 家相 學， 家相 占 ひ， 宅地 學， 
宅地 明 

vatthuvijjacariya 宅地 學の自 j]] 
vatthu-vibnavana  panna 所 依 觀相急 
Vatthu -samgaha 事聚， 基び; f 依） の攝 Abhsafig 
3  6 

Vatthupama-sutta ヴッ トウ ゥパマ • ス ッタ， 

布喩經 M  7 
Vatra  〔阿修羅〕 ヴ ト ラ 
VatrabhQ ヴ トラ を 破れる = 帝釋 
Vadatika  guha  (A) ヴタ、 、ティカ ー洞院 
vaddha 年長お〜 長老， 老羸 
vaddhana 增资 #=國 王 

vadha 殺， 殺戮， 殺害， 笞刑， 體刑， 死刑， 忿 
の 殺害 

Vadha-alopa-sahasakara    〔經〕 掠奪 强盜 S  56 
96-101 

vadhaka  殺i*^, 殺戮 者， 殺人者-, 害き 
vadhaka-citta 殺意 

vadhaka  bhariya 殺人者-なる 妻， 殺害 夫人 
Vadhagamakapasana   〔村〕 ヴダガ 一マカパ 一 

サーナ 
vadhati 打つ 

vadhuka~vadhu 嫁， 碧 女 

vadhu~vadhuka 花嫁 

vana 森， 森林， 林， 林野， 欲 林 

Vana ① 〔地名〕 ヴナ， 婆那 ② 〔村〕 ヮナ ③ 


Varana 


〔河〕 ブナ 

vana-kammika 機 夫 

Vanakorandiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ヴナ コーラン 

ディ ャ Ap  3  453 
\  anaggama-pasada  〔き 靑舍 j ヴ ナツ ガー マノ、 一 

サーダ 

vana-caraka 林 務官， 森林 官， 獵師 

vana-carana 林 ィ了 者"" 

vanatimira ヴ ナティ ミ ラ， 林 [^阜 

vanatha 欲念， 欲 叢， 欲の 住居， 愛林 

vana-devata 林 神 

vana-nimitta 林 相 

vana-pattha 山林， 林 藪， 林 叢， 林間， 森林， 

森 地， 藪 林， 高原 
Vanapattha-pariyaya 林 滅法 鬥= 次"! 
Vanapattha-sutta ヴ ナパ ッタ • ス ッタ， 林 S 欠 

經 M 17 
vanappati=vanaspati 樹， 1^ 木 
vana-bhanga 芈果 
Vanaropa  〔經〕 植林 S 1 47 
Vanavaccha  〔比〕 ブナ ヴッ チヤ 〔譬喩 經〕 Ap 

3  546 

Vanavasa,  Vanavasi  〔國， 地名〕 ヴナヴ ーサ， 

婆 那婆私 

Vana-samyutta ヴナ • サム ユッタ， 森相應 S  9 
1〜14 

vana-sanda 密林， 林 叢， 叢林, 深 林， 森の 繁み 

vanaspati=vanappati 筒 木， 樹 

vanibbaka 乞食 昔， 旅人， 浮浪者 

vanta 吐瀉物， 排除 

Vantajlvaka  〔比丘 群〕 ヴ ンタヂ 一 ヴ 力 

vantasika 食 吐 物 餓鬼 

Vandana-vimana き 拜天' 呂' \  v  49 

vandana 禮 

Vandana  〔經〕 敬禮 S 11 17 
vandiya 禮を受 くべき 者 

Vappa ① 〔五 比丘の 一〕 ヴ ッ パ， 婆頗， 婆沙 

波， 婆 破 ② 〔尼 乾 子， 塞〕 ヴ ッパ， 想 破 
vappa-mangala 種 蒔 式， 種 蒔 祭， 稼 耕の 祭 
vamathu  n 區吐物 
vamana 吐 潟， 吐劑， 吐藥 


vamana-yogga 吐劑， 吐藥 
vambhana 侮蔑 
vambheti 輕 蔑す 
vamma 甲胄, 鐘 
vammika=vammlka 蠔淫， 蟻 塔 
vammika-nimitta 儀淫相 

vammika=vammika 蜷垤， 蟻 塔， 蟥 の垤， 蟻 

塚 

Vammika-sutta ヴ ンミ一 力 • ス ッタ， 蟻 垤經， 

蟻塚 經 M  23 
vaya  (I)=vyaya 衰， 衰滅， 滅， 謝滅， 消散， 

消 亡， 壞 ② 時 量， 靑春 
Vaya ① 〔經〕 瓌法 S  23  20 ② 〔經〕 壞 S  23 

32,  44 ③ 〔經〕 消 亡 S  35  40 ④ 〔經〕 滅 A 

8  〔附〕 
vaya  anupatta  齢 
vavakkhana  刹那 
vaya-guna 宵舂 

vaya-dhamma 衰滅 法， 滅法， 消 亡の 法， 壞法， 

敗壞の 法， 敗壞法 
vayadhammata 滅 性 

vaya-  dhamma  sankhara    ft 行 は 生滅の 法な り 

vaya-]akkhana 滅相， 衰滅 相， 壞相 

vayalakkhana-vipassana 衰滅 相觀， 壞 相正觀 

vayanupassana 装滅 隨觀， S 觀 

Vayiga  〔河〕 ヴヰガ 

vayha,  vayha ヴヰノ 、車， 鶴， 山轎 

vara 惠與， 福利 

Vara ① ブラ， 婆羅 島， セィ 口 ン 島の 古名 （！；= 

し avaratissa  〔園〕 ヮ ラ 
varaka 豆, 豆 
Varaka  〔地〕 ヴ ラ 力 

Varakalyana  〔王〕 ヴ ラカル ャ —ナ， 跋蘭迦 梨 

耶那， 婆羅迦 檠耶那 
Varananamuni  〔ァョ ッヂャ 一（タイ） より 來れ 

る 比丘〕 ヴラ ニヤ一 ナム 二 
varaija  〔樹〕 ヴ ラナ， 波 羅奈， 婆那 
Varana-jataka ヴ ラナ， ヂャ— タカ， 婆 那樹本 

生物 語 J  71 
Varana-vagga 婆 那樹品 J  71-80 
Varapa  〔地名〕 ブラナー， 跋蘭那 
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Varatta 


varatta 锗， 革错， 革 綱， 革 紐 
varatta-khanda 布片， 革 紐 
varatta-bandha 革概 

Varadassana  〔傳。 轉輪 王」 ヴ ラタ ッサナ 
Varadhara  〔遊行 者〕 ブラ ダラ 
Varamandhatu=Mandhatu    〔王〕 ヴラ マンタ、、 
—トウ 

Vararoja  〔王〕 ヴ ラロ— ヂャ， 跋蘭樓 夷， 婆羅 

盧遮 
vara-haya  .錢 馬 
vararoha 大象 
varaha 野猪， 猪 
vari  〔植〕 ヴ リ 一 

Varuna ① 〔天， 神〕 ヴ ルナ， 婆 留那， 囀 噜拏， 
婆 樓那， 水 天 ② 〔傳。 轉輪 王〕 ヴ ルナ， 婆留 
那， 婆樓那 ③ 〔レー ヴタ佛 の 第一 弟子〕 ブル 
ナ， 婆 樓那④ 〔ァ ノーマ ダッシ —佛の 侍者〕 
ヴ ルナ， 婆 留那， 婆樓那 ©〔 ピャ ダッシ 一 
佛の 弟子〕 ヴ ルナ ©  〔パ ド ゥ マ佛の 侍者〕 ヴ 
ルナ， 婆樓那 ⑦ 〔レー ヴタ佛 の 子〕 ヴ ルナ 
®  〔ス マナ 佛の 信士〕 ヴ ルナ ®  〔苦行者〕 
ヴ ルナ ⑩ 〔人〕 ヴ ルナ ®  〔提 頭賴吒 龍王〕 
ヴ ルナ， 波留 尼， 婆留那 

Varunadanta  〔象〕 ヴ ルナ ダン タ 

Varunadeva  〔力士〕 ヴ ノレナ ァーヮ 

Varunarama ヴ ノレナ lai 

Va]aha=Valahaka  〔馬 王〕 ヴラ— ハ， 婆羅訶 
valahaka 雲 〔四 種〕 

Va]ahaka=Valaha    〔馬 王〕 ヴラ— ハカ， 婆羅 

IrI, 雲-巧 
Valahaka-assa-raja 雲 馬 王 
valahakagabbhato  candanlharanupama 最 

よ り 出づる 月の 譬喩 
Valahaka-vagga 雲 品 A  4 101-110 
valahaka yika  deva 雲 天 

valahakupama   puggala 雲に fif^ ふべき 補特伽 

羅， 雲喻人 〔四 種〕 
Valaha-samyutta ヴラ一 ハ ，サン ユッタ， 雲お 

應 S  32 ト 57 
valahassa  5： 馬 

Valahassa  〔池〕 ヴ ラー ハツ サ， 雲 馬 


Valahassa -j ataKa ヮ ラース ヽッサ • チヤ— タカ, 

雲 馬 本 生物 語 J 196 
Valahassa-raja-kula ヴ ラー ノヽッ サラ一 チヤ ク 

ラ， 雲 馬 王 種 
valiya  f 巾 環 

\  allakkuttara  〔卓〕 ヴ ッ ラック ッタ一 ラ 
Vallabha  〔族〕 ヴ ッ ラ パ 
vallabha ヴ /ラパー， 寵愛 ある 者 
Valli ① 〔渡〕 ヴ ッ リ ② 〔村〕 
Vallikaraphaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ヮ" ッ リ 

カラ パラ ダ一ャ 力 Ap  3  475  • 
vallika 耳環 

vallikara  〔植〕 ヴ ッ リカー ラ 
Valligama  〔精 舍〕 ヴ ッ リガ— マ 
Valliphaladayaka  〔比丘の 譬 瑜經〕 ヴッ リ バラ 

ダ一ャ 力 Ap  3  383 
vallibha  〔樹〕 ヴ ッ リ パ 
Valliya  〔比〕 ヴ ッ リ ャ 
Valliyera  〔精 舍〕 ヴ ッ リ ユーラ 
valli  〔値〕 ヴッ リ—， 蔓， 蔓草 
Va]li=Villa  〔精 舍〕 ヴ ッ リ 一 
vallura 早 乙 肉 

Vajabhamukha  〔海〕 ヴ ラパー ムカ 
valabhl 騾馬 
valava 騾馬， 牝馬 

Valiya  〔 ダ ン マ ダ ッシ一 佛の 信女〕 ヴ リ ヤー 

Valutthi  〔ダ ミラ 人〕 ブル ッ ティ 

vavatthane  panna 決定する こ と の慧, 差別 慧， 

確定 慧 
vavatthita  ^Ijlz. 
vasa 

Vasanta  〔窟 院〕 ヴ サン タ 

Vasabha ① 〔比〕 ヴサパ ② 〔ナーラ ダ佛の 信 
士〕 ヴサパ ③ 〔王〕 ヴサパ ④ =Labhiya- 
vasabha  〔戰 士〕 ヴサパ ⑤ 〔居士〕 ヴサパ 
©  〔山〕 ヴ サパ， 婆 娑婆 ⑦ 〔村〕 ヴサパ 

vasala 賤民， 鄙 八 

vasala  duggandha 不 淨臭蹈 

vasala-dhamma 惡 tr 

Vasala-sutta 賤民 經 Sn 1 7 


Vacasika 


vasall 賣女， 賤女 

Vasavatti  〔經〕 婆 舍拔提 天 S  40 15 

"V asavatti-devaputta 目^！：天子 

vasavattin 支配者， 自在， 自在 者， 世の 統治者， 

全能者， 化 自在， 指令 者， 婆舍 拔提， 調 御す 

る 者〜 他 化 自在 
Vasavattin  〔王〕 ヴサ ヴ ッ ティ 
Vasavattino  deva 自在 天 = 他 化 自在 天 
vasavatti-vada 自 |t 天 論 
Vasavatti  〔宮殿〕 ヴサ ヴ ッ ティ— 
vasa ① 膏， 脂， 脂肪， 淋巴液， 血 精， 血 紫， 

m  〔三十 二 身分の 一〕 （E=vaccha 犢牛 
vasa-teja 獸油 
vasa-bhesajja 月 |^藥 

Vasittha— Vasitthaka  〔靑 年〕 ヴ シ 'ソ タ 
Vasitthaka= Vasi ttha  〔靑 年〕 ヴシ 'ノ タカ 
vasito  no  gadharii  khatto 住んで 穴 を 掘らざる 
人 

vasin 自主 者， 自在， 主權 者-， 主宰者， 能力 者， 

ヴ シ ン=大 梵天 
vasl-bhava 自 在 
vaslbhavata-panna 得 自在の 慧 
Vasu  〔天〕 婆 藪 

Vasudat ほ 〔蓮華 上佛 の妃〕 ヴスダ ッタ— 

vasudha ヴ スター， 地 

vasundhara ヴスン タラ一， 地 

vassa 雨， 雨期， 雨季， 雨 時， 夏季， 雨 安居， 

雨期 安居， 安居 
Vassa ① 〔外〕 ヴ ッサ② 〔經〕 雨 S  32  57  ； 

55  38 

vassam  vasati 安居 i こ 人る 

Vassakara  〔婆， 大臣〕 ヴツサ 力— ラ， 禹舍， 

雨 行， 雨 勢 
vassa-devata 雨輕 
vassanta 眷孕 

Vassa-panho 年齢 Mil 2  〔1〕 2 
vassavara 宦 「吕 
vassavalahaka  deva 雨 ■ 天 
Vassa-vuttha  〔經〕 雨 安居 S  55  52 
vassa-sata 百烕 
vassasata-jlva  "S 歲の涛 


Vassasata-pafiho 百年 非 福 をな すの 問 Mil 2 
〔7〕  2 

vassasata-huta 百 年の 祭 jji 已 
vassa-sahassam  saadhammo  titthati 正 ーャ 
年 住す 

vassassa  antarayo 雨の 障礙 〔:£ 種〕 
vassana-masa 雨 女 居 月 
vassavasa 雨 李 安居， 雨 安居 
Vassavasa-bhanavara 雨女 誦品 V  2  a  ^, 1 
〜8 

vassavasika 雨 安居の ための 食物， 安居 施 

vassavasikam  deti 女 后 施 をな す 

vassika ① 雨期， 雨季 ② 〔花〕 夏 生花， 婆 尸 

m, 婆師， 素謦 

Vassika  〔經〕 夏 生花 S  45 144 
vassika-pasada 雨 李の 殿 
vassika-mala 雨 生 華鬉， 夏 生 華鬉， 婆 師華鬉 
vassika-satika 雨季 衣， 雨季 用の 外衣， 雨期の 

外衣， 雨 浴衣 
vassika=vassikl    f 花, 香」 ヴッシ 力一， 婆 尸 

迦， 婆師， 素馨， 夏 生花 
vassiki=vassika ヴッシ キ一, 夏 生 華 
vassito  no  gajjito 雨ら して 鳴らさな 人 
vassupanayika 入 雨 安居， 入 安居， 雨 安居， 雨 

期の 始 

v^assupanayikakkhandhaka 入 雨女 居犍 度， 入 

安居 犍度章 V  2  a  3 
vaha 牽獸 
Vaha  〔池〕 ヴハ 
Vahana  〔宮殿〕 ヴ ハナ， 蓮 載 
Vahittha ① 〔ダ ミラ 人〕 ヮ、' ヒッタ ② 〔地名〕 
Vahiyaka  guha(A) ヴヒャ カー 洞院 
vaka 樹皮 

vaka-cira 樹皮 衣， 樹皮の 衣， 結 樹皮 衣， 拔拘 

草 衣， 木皮 衣 
vaka-bhisi 樹皮 臥 
Vagissara  〔比〕 ヴ —ギ ッサラ 
vacana-magga 誦道 

vacapeyya=vajape3^ya    QJ ソ一 マ 祭, ソ一 マ 

祠， 蘇 摩の 祭， 勝利の 飮， 强飮 ② 投擲 杖 
vacasika-anacara     小 止行 


Vacasika 


vacasika  pagabbhiya 語 傲慢 

vacasika  apatti 語 罪 

vacasika  khidda 話戲 

vaca 語， 言， 口 業 

vacaya  asoceyyarii 語 个淨行 

vacaya  samvanneti  |& ま 嘆 

vacaya  soceyyam 語淨行 

vaca-vatthuka      の 量 

vaca-vikkhepa 語の 錯亂， 支離滅裂の 言 

vaca-sannitodaka 語の 刺 針 

vacika  upasampada 唱說 の' 又'; 

Vacissara  〔比〕 ヴ一チ ッサラ 

vaja-peyya=vacapeyya 勝利の 飮， 强飮， ソ 一 

マ 祭， ソ— マ祠， 蘇 摩の 祭， 投擲 杖 
vaiapevya-mahayanna ソ— マ 大祭 
VSjiriya  〔部 派〕 ブー ヂ リャ， 金剛 
vata 栅 

vanija 商人， 商 估， 商賈， 行商人， 商 主 
vata ヴ一 タ， 風 
Vatagiri  〔山〕 ヴ一タ ギリ 

Vatagga-sindhava ヴ 一 タツ ガ • シ ン ダ ヴ， 疾 

風 辛 頭 馬 

Vataggasindhava-jataka ヮータ ッガ シン タ ワ、 

チ' ヤー タカ， 疾風 辛 頭 馬 本 生物 語 J  266 
vataghata  〔樹〕 ヴ一 タガ一 タ， 防風 
vatapana 窓 
vatapana-kavataka  /^、尸 
vatapana -cakkaliKa 窓 覆 
vatapana- Dhisika 窓发 
vata-mandalika 旋風 

vata-miga  〔鹿〕 ヴ一 タミ ガ， ブータ 鹿， 玲羊 
Vatamiga-jataka ヴー タミ ガ • ヂャ一 タカ， 風 

鹿 本 生物 語 J 14 
vata-roga 風疾 
vatavalahaka  deva 風ま大 
vatavutthi-samaya 風雨 時 
vata-sakuna 風 鳥 

vata-samutthana  abadha 風 等 起 病， 風 等 起の 

病， 風 質 所 起の 病 
Vata  〔經〕 風 S  24 1, 19  ；  32  56 
VaatapanivSriya  〔比丘の 譬喩 經〕 ヴ— ター タ 
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vatabadha 風 病， 痛風， 腹痛 
vatahata 風 散 〔衣〕 
vatika 風疾 〔#〕 

Vatiyamandapa  〔村〕 ヴ一 ティ 一ヤマン ダパ 

Vathamangana  〔池〕 ヴ一 タマ ン ガナ 

vada-patha ① 語路 ② 抗論 

vada-sila 論爭を 事と する 

vadanupata^vaaanuvada 反論 

vad  an  UV  ada  ~  v  ad  an  up  ata  gfel^E^.  IKfe. 翁 説， 

論隨 論， 難詰の 語， 隨 順說， 順正說 
vadikaya  〔馬〕 ヴー ディ カャ 
vadita 音樂， 奏樂， 聲樂 *， 舞樂 * 
vadin 論荇， 論師， 說者 
Vadino  〔經〕 論師 S  56  40 
vadi-sura 論 
vanara お， 辆 
v^anara  〔村」 ヴ ーナラ 

Vanara -jataka ヴ一 ナラ • チヤ一 タカ， ；) s 本 生 

物語 J  342 
Vanarakara  〔園〕 ブーナ ラ一 カラ 
Vanarinda -jataka ヴ ーナ リン タ'、 • チ' ヤー タカ， 

猿 王 本 生物 語 J  57 
vaneyya し杳 卓〕 ヴ一不 ツヤ 
Vaparani  〔情 舍〕 ヴ —パーラ 二 
Vapinagara  〔村〕 ヴ一 ピナ ガラ 
Vapivataka  〔地 名〕 ヴ —ビヴ 一 タカ 
Vapi 〔地名〕 ヴ— ピ一 
Vamaka  〔古 仙〕 ヴ— マ 力， 婆 摩， 婆 莫迦 
Vamatta  -pabbhara- vasin~  Vamantapabbhara 

〔比〕 ヴ一 マッタ パッ パーラ 住 〔者-〕 
V さ madeva  〔古 仙〕 ブー マデ— ヴ， 婆 摩提婆 
vamana 侏儒 

vamanika 诛儒， 矮小， fif 婁 
Vamantapabbhara— Vamattapabbhara  〔地名 J 

ヴー マンタ パッ パーラ 
vayasa 烏， ま 
vayasa-vijja 鸦 5/^ 
vayapita 織物 
vayama 精進， wh, 策勵 
Vavu^Vavo  〔風神〕 ヴ— ュ， 婆 由 


Vasi 


va3-o ヴ一 ョ一， 風 
\'ayo=Vayu  〔天〕 風 
vayo-kasina 風遍 〔十 遍處の 一〕 
vayo-kaya 風 身， 風界 〔七 身の 一〕 
vayo-gata 風き， 風 性 
vavo-dhatu 風界 
vavo-samvatta 風 壊 
vayo-sannin 風 想 〔ぜ〕 
vavosama-bhavana 風の 如ざ修 fT 
varaka 瓶 

varaka-bhatta 時分 食 

varana ①象② 〔鳥〕 ヴー ラナ， 鷹 

Varana  〔比〕 ヴ一 ラナ 

Varanavatl  〔城〕 ヴー ラナ ヴ ティ 一 

varana  〔樹〕 ヴー ラナ 一 

vari ヴ— リ， 7K 

van-Kinjakkha 水" § 合 

varitta-slla 止 持戒 

van-bmdu 水滴 

Varuna 水 天 族 

Varuni-jataka ヴ一 ノレ 二  • チ 'ヤー タカ， i@ 不生 

物語 J  47 
varuni-vanija 酒 星 
varum ヴー ノレ 二一,  i 酉 
vareyya 婚 

vala 毫毛， 馬 尾， 馬 毛， 毛 
vala-kambala 馬 毛の 布， 馬 毛 編 衣， 馬 毛 を 編 
める 衣， 馬 尾 欽婆羅 衣， 毛 欽婆羅 衣， 尾毛褐 
Valakkotta  〔地名〕 ヴ一ラ コッタ 
valaja し 魚」 ヴ一ラ チヤ 
valanduka 毛佛 
vala-rajju 髮索 
vala-vijani 拂子 

vala-vedhi-rupa 毛 端 を も 射 破す る 如き， 毛髮 

を 射る が 如く， 穿 鐘 を 好む 
Valika  ®=Valuka  〔園〕 ヮ" 一 リ 力， 婆 利 i55 ② 

〔村〕 ブー リ 力 
Valikaninnaga=xvlahava]ukaganga  〔i  口 I  i ヴー 

リカ 二 ン ナガ一 
valika=valuka ゆ 

Valikakhetta  〔堡 壘〕 ブー リカー ケッタ 


Valivasara  〔村〕 ヴ一 リ ヴ一 サラ 
Valuka=Mahavaluka  〔村〕 ヴ一 ルカ 
Valukapatta  〔村〕 ヴ一 ルカ パ ノ タ 
va]uka==vaiika 砂 

Valodaka-jataka ヴ一 ローダ 力 • ギヤ 一 タカ， 
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vala 猛獸， 蛇 

vala  amanussa 暴 短なる き 人 

va!a-kan ほ ra 猛獸 難處， 猛獣の 障 礙， 惡 獸難處 

〔五 種 難所の 一， 十 障礙の 一〕 
Valagama  〔精 舍〕 ヴ一 ラガー マ 
vala-miga 猛獸， 惡獸， 肉食獣 
vala-sunakha 猛入 
valavasatha 野 獸住處 
Valuka=Valika  〔園〕 ヴ- ルカ， 婆利迦 
Valugama  〔地名〕 ヴー ルガ 一 マ 
vasa 住隨 

vasana-paliboaha 塗 杳障礙 
vasana 熏習， 習氣 
vasanti  〔値〕 ヴ 一サン ティ 
Vasabha  〔村〕 ヴ— サパ， 婆 娑婆 
Vasabhakhattiya^Vasabha    〔王妃， 瑠璃 王の 

母〕 ブーサ パ カツ ティヤー， 禹翅刹 利 
Vasabhagama-bhanavara お 姿 婆村誦 口— 口    V  2 

a  9, 1〜4 

Vasabhagamika=Vasabhagamin し桌ー 結集 比 
丘〕 ヴ―サ パガ— ミカ， 婆沙 藍， 婆娑伽 盾， 
婆娑 t] 摩迦 

Vasabhagamin=Vasabhagamika  〔第二 結集 比 
丘〕 ヴ―サ パガ— ミ， 婆沙 藍， 婆娑伽 眉， 婆 

娑 伽摩迦 

Vasabha=Vasabhakhattiya   〔摩 訶那 摩の 女， 
瑠璃 王の 母〕 ヴ —サパー， 雨 日 蓋， 行 雨， 禹 
翅 

Vasava ① 〔天， 神〕 ヴー サパ， 婆沙 婆， 婆娑 
婆， 因 陀羅， 天 王， 帝釋② 〔阿修羅〕 ヴーサ 
ヴ， 婆 三 婆 

Vasavanesi  〔天〕 ヴ 一 サ ヴ ネー シ， 毘 沙門 伊灑 
vasi=vasl 斧， 小 斧 
vasi-jata 手斧の 柄 

Vasijataih  or  Nava  〔經〕 手斧の 柄 （船舶） S 


(363) 


Vasi 


22 101 

Vasittha -gotta ヴ 一シ ッタ姓 
Vasitth-i=\^asetthl    〔婆羅門 婦， 尼〕 ヴ— シッ 
ティ—， 婆斯搋 

vasita,  vasitaka 杳料 

Vasidayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ヴ— シダ、 ーャカ 
Ap  3  240 

vasi-pharasuka 弟 Ij 刀 斧 

vasl^vasi 斧， 小 斧， 鋸 

V お udeva  〔力士， 王〕 ブース デー ヴ， 世 天 

\  asudeva-vata 世 天 3^ 

Vasudeva-vatika 世 天 〔力士〕 務 者- 

Vasula  〔王孫〕 ヴ一 スラ 

\'asuladatta  〔龍〕 ヴ 一スラ タ'、 ッ タ 

Vasettha ① 〔姓〕 ヴ―セ ッタ， 婆悉 ② 〔古 
仙〕 ヴ 一七. ソタ， 婆 悉咤， 婆 私吒， 婆摩咤 ③ 
〔ナーラ ダイ 雜の 侍者〕 ヴ―セ ッタ， 婆悉陀 ④ 
〔婆， 比〕 ヴーセ ッタ， 婆 私吒， 婆 斯陀， 婆 
悉吒 ⑤ 〔婆， 塞， 沸 伽羅 娑 帝の 門人〕 婆 私 
吒， 婆 斯陀， 婆悉吒 ©  〔 塞〕 ヴーセ ッタ， 
婆 私 多， 婆 私吒⑦ 〔學 童〕 ヴ―セ ッタ， 婆 
悉吒， 婆私吒 ⑧ 〔經〕 婆私吒 A  8  44 

\'asettha-sutta ヴー セッタ • ス ッタ， 婆 私吒經 
M  98  ；  Sn  3  9 

Vasetthi ① 〔婆羅門 女〕 ヴ— セッ ティ ―， 婆斯 
搋② 〔婆羅門 婦， 尼〕 ヴ ーシッ ティ—， 婆 
斯搋 

Vahata  〔池〕 ヴ一 ハタ 

Vahadipaka  〔精 舍〕 ヴ— ハディ— パカ 

Vahana  〔傳。 轉輪 王〕 ヴー ハナ 

Vikata  〔山〕 ヸ カタ， 毘羯吒 

Vikannaka-jataka ヸ カンナ 力 • ヂャ一 タカ， 鐵 
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vikapoana 淨 
vikappita 說淨 
vikara-rupa 變化色 
vikala 非 時 

Vikala  〔經〕 非 時 S  56  79 
vikala-bhojana 非 時 食， 非 時に 食す 
vikasika 亞 ft 布 
vikinna-vaca 雜 語眷， 雜 話者 


vikinna-vaca 無駄口 
vikirana 貸 出 

vikubbati 神變 をな す， 變 化す 
vikubbana  iddhi 變化 iji 申變， ポ中變 神-通 
vikujati 寢言 をな す 

Vikkanlacamunakka    〔將 軍〕 ヸ ツカン タ チヤ 
ムー ナツ 力 

Vikkantabahuka    〔王子〕 ヸ ツカン タパ 一 フカ 
Vikkama ① 〔王 臣〕 ヸッ カマ② 〔都〕 
Vikkama-colappera  〔堡 J ヰ' ッカ マチ ヨーラ 
ッぺ一 ラ 

Vikkamapandu  〔王〕 ギッカ マノ、 ン卜ゥ 
Vikkamabahu ① 〔一世 王〕 ギッカ マ バ一フ ② 
〔二世 王〕 ③ 〔三世 王〕 @  〔王， マ ヒンダ 五 

世の 子 力 ッ サパ〕 
Vikkamabhuja= Vikkamabahu 丄 〔王」 ヰッカ 

マ ブヂ ャ 
vikkayika-bhanda 賣品 

vikkhambhana 鎭伏 〔解 脫〕， 消 除， 伏 〔解 脫〕 
vikkhambhana-pahana 鎭伏 拾斷， 消除斷 
vlkkhambhana-vimutti 伏 解 脫， 鎭 伏解脫 
vikkhambhana-viveka 鎭伏 離， 消 除 離 
vikkhambhana-sunna 鎭伏 空， 消 除き 
vikkhambhita-kilesa 已 伏煩惱 
vikkhayitaka 食殘相 

vikkhayita-sanna 食殘 想， 食瞰 想， 啄瞰想 
vikkhittaka 散亂相 

vikkhittaka-sanna 散亂 想， 棄擲 想， 離散 想 
vikkhit ね- citta 散亂 心， 散亂 せる 心， 散 心 
vikkhitta-sanna 棄擲 想， 散亂 想， 離散 想 
vikkhepa 散亂 

vigata-thinamiddhata 悟 沈 睡眠 を 離れた る こ と 
vigata-paccaya 離 去緣， 去緣 〔二十 四緣の 一〕 
vigatapaccaya-niddesa 去' き [^説 
vigata-bhaya 無畏 

vigata-lomahamsata 身 毛 乂を 去ォ しる 
Vigatananda  〔傳 。 轉輪 王〕 ヸガタ —ナン ダ 
vigatasa 離 希望 〔者〕 
vigatasa  puggala 離 希望の 人 
vigatupakkilesa 
vigarahati H 責す 


Vijjama 


viggaha 爭， 爭論， 諍， 諍爭， 喧嘩， 異執， 論 

議， 論難， 鬪諍 
viggahika-katha 異 執の Ira,  ff?f 冊 
Viggahika  〔經〕 諍 S  56  9 
vighata 煩勞， 困惑， 損壞， 害， 反論 
vighasa 殘食， 殘飯 

Vighasa-jataka ギガ— サ • チ 'ヤー タカ， 殘滓本 
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vighasada ① 〔動〕 ギガ— サ―ダ ② 殘 食生活 

者， 殘食を 食 ふき， 殘滓食 者， 殘鼓食 者 
vicakkhana 明 眼の 士 

Vicakkhana  〔天〕 ギ チヤ ッ カナ， 鞞波 羅微那 
vicara 伺 

vicarana 計量， 歩 脚 

Vicaralakkhana-panho 伺の 特 相の 問 Mil 2 

〔3〕 14 
vicikicchatthaniya 疑惑 處 
vicikiccha 疑， 疑惑， 疑念， 猶豫 
viciKiccha-nlvarana 疑 蓋 〔2^き の 一〕 
vicikicchanusaya 疑隨 眠， 猶豫隨 眠 〔七隨 眠の 

一〕 

vicikiccha-pariyutthana 疑 fe 
vicikiccha-samyojana 狭 結 
vicikiccna-sahagata 疑 {^fx 
vicikiccha-sahagata-citta     俱 fT'll、， *| 俱' し、 
Vicitoli  〔ダン マダ、 ッ シー佛 の も已〕 ヸチ トー リー 
vicitta-kathika^vicitrakathm 巧 gfe 者- 
Vicitta  〔蓮華 上佛の 信女〕 ヸチッ ター 
vicitrakatliin〜vidtta-kathika  tt^L#J 
viceta 狂 iL せり 
vicchika 帳， 蠍 
vicchika-vijja 帳 明 

vicchiddaka 斷壞 相， 穿孔， 斬 研 離散， 瓌 
Vicchiddaka  〔經〕 ± ま S  46  60 
vicchiddaka-sanna 穿孔 想， 斷壤 想， 壞想， 斬 

祈 離散 想， 敗壞想 
vijatana-palibodha 解 髮障礙 
Vijambu-vatthu ギナ ヤン ブ'' ig^ 
vijambhika^vijambhita 欠 欠伸 
vijambhi ほ〜 V リ ambhika 欠 ffe 
Vijaya  (I)=Vijayakumara  〔王〕 ヰ' ヂ ャャ， 毘 


闍耶 ② =Vijayabahu  IV  〔王〕 ヰ' ヂ、 ャャ ③ 
〔長者〕 ヸヂ ャャ， 毘闍耶 ④ 〔比〕 昆闍耶 
⑤ 〔大臣〕 昆闍耶 
Vijayakumara,  \^ijayakumaraka=Vijaya  〔王〕 

ヰ' チ' ャャ クマ ーラ， ヸ ヂャャ 王子 
Vijayapala  〔セ— ナ ラタ ナ 王の 子〕 ヸヂ ャャパ 
― ラ 

Vijayabahu  ®=Sirisanghabodhi,  Vijayabhuja 
「一世 王〕 ヰ' ヂャャ パーブ （l>=Paijdi は- 
vijayabahu  〔二世 王〕 ③ 〔三世 王〕 @  〔四 世 
王〕 ⑤ 〔五世 王〕 ⑥ 〔七 世 王〕 ⑦ 〔精 舍〕 

Vijayabahuadiattharajadlpaka    〔阜〕 年 チヤ ャ 
パー フ 以下 八 王 Cv  90 

Vijayabhuja= Vijayabahu  〔一世 王〕 ヸヂ、 ャャ 
ブヂ ャ 

Vijaya-sutta 征勝經 Sn 1 11 
Vijayasundara  〔情 舍〕 ヰ- ヂャ ヤス ン ダ ラ 
Vijaya ① 〔尼〕 ヸヂャ ャ—， 毘闍耶 ② 〔王妃〕 

毘闍耶 ③ 〔經〕 昆闍耶 S  5  4 
Vijayagamana 毘闍耶 の來島 Mv  6~Dv  9 
Vijayabhiseka  〔章〕 毘闍耶 の卽位 Mv  7 
vijayuttara  〔螺 貝〕 ヸヂャ ユッタ ラ， 勝 上 
vijanana 識知， 了 別 
vijanati  了知す， 留意す 
vijayana 出 jfe 

vijayanamulaka-dukkha 出 產に 由る"^ 
vijayamana 出 座 〔も〕 
vijayinl 有兒女 

Vijita ① 〔王子〕 ヰ' ヂタ ② 〔市〕 
vijita-samgama 戰 勝者， 戰の 勝利者， 勝者 
Vijitasena ① 〔比〕 ヸヂタ セーナ ② 〔王〕 ヸ 
ヂタセ —ナ ③ 〔僑 陳如佛 の 子〕 ヰ' ヂタ セ ― 

ナ， 能 勝 軍 （D  〔迦 葉佛の 子〕 ヸヂ タセ— ナ， 

能 勝 軍 

Vijitasena    〔迦 葉佛の 信女〕 ギヂタ セーナ 一， 

能 勝 軍 
Viji ほ 〔宮殿〕 ヸヂ' ター 

Vijitavin  〔王， 佛の 前生〕 ヸヂ ター ヰ'—， ギギ 

ター ヸン， 已 勝者， 甚 勝者 
vijjatthana 明處， 學術 
vijjamana  pannatti fi^  ftJfeiS: 


\ ijjama 


vijjamanena  avijjamana  pannatti 存在 非 存在 

施設 

vijjamanena  vijjamana  pannatti 存在 存在 施設 
vijja 明， 智， 呪， 明 呪， 呪文， 陀羅尼， 學術， 

魔法， 魔術， 世學 
Vijja  〔經〕 明 S  52  22-24  ；  56 18  ；  A 10 10， 
105 

Vijja  or  Bhikkhu  〔經〕 明: 比丘） S  22 114 
vijja-gata 明 人， 慧 者- 
vijja-carana 明 fj 

vijjacarana-sampanna 明 行 足, お fr 足 者, 明 
行 具 f£， 明 行 具足 者， 明 行 具足せ る 者， 明と 
行と を 具足す る もの， 智德 成就の 人 〔如來 十 
號の 一〕 

vijja  ca  vimutti ca 明と 解脫 

vijja-dhara 持 明 者， 持 明 呪 者， PJC 術師， 呪術 
#. 呪術 を 具へ た 者， 魔術師， 魔術 菩， 魔法 
使 

Vijjadhara  〔窟〕 ギ ノ ヂャ— ダラ， 呪術 師 
vijjabhagi-dhamma 明 分 
vijjabhagiya  dhamma 順 明 分 法， 明 分 法 
vijja-mandapa 學藝館 

vijjamaya  iddhi 明 所 成祌 通， Pjfi 術 所 成神變 
vijja-vimutti 明解 晚， 明と 解脫， 明智 と解晚 
Vijja-vimutti  〔經〕 明解!^ t  S  45  46 
vijjavimuttiphala-sacchikiriya 明 解晚果 を 現證 

す 

vijia-visesa 況明 
vijja-sampanna 明 具足 
vijju 電光， 雷光 
vijjuta 電， % 光 
vijjuppada  Mic 
vijjullatobhasa 電光 
vijjiipama-citta 電光 瑜' し、 
vijjupama-citta  puggala 電光 し、 人 
vijjupama  dhamma 電光 瑜法 
Vinjha  〔山〕 ヰ' ンヂャ 

Vinjhatavl  〔森〕 ギン ヂ ヤー タギ 一， 賓陀林 
vinnatti 表， 表示， |& 吿 
vinnatti  ruoa 表& 

Vinnatti  silan  ti  katha 表戒論 KV 10 10 


vinnana 識， 識祌， 印象 

vinnana-ahara 識食 〔四 食の 一〕 

Vinnanam  〔經〕 識 S 12  59  ； 18  3， 13  ；  25  3  ； 

26  3  ；  27  3  ；  28  6  ；  40  6 
vinnanam  samanvesati 求む る 
vinnana-kasina 識遍 し十遍 M の ——〕 
vinnana-kaya      ガ 〔六 fej 
vinnanakknandha  s^^M. 
vinnana-gata 識の類 
vinnana-cariya 識订 
vinnanancayatana 識 無邊處 
vinnanancayatana-kammatthana 識無邊 處業處 
vinnanancayatana-kiriya 識無邊 處唯作 
vinnanancayatana -kusala 識無 邊蹈香 
vinnanancavatana-dhatu 識無 邊處界 
vinnanancayatana-vipaka  gi^ 無 邊蹈異 熟 
vinnanancayatana-sannin 識無 邊虚想 〔者) 
vmnanancayatana-sahagata  sanna-manasikara 

識無邊 虚と俱 行す る 想 作意 
vinnanancayatanupaga-deva 識無 邊處天 
vinnanatthiti 識住 〔四 種， 七 種〕 
vinnana-dhatu 識界 

Vinnanalakkhana-panho 識の特 相の 問 Mil 2 

〔3〕 12 
vinnana-samudaya      の 集 
vinnana-sota 意識の 流 
vmnanassa  nirodho  の滅 
Vinnanadinam  nanattha-bhava-panho 識 と-き、 

と 命の 問 Mil 2  〔7〕 17 
vinnata 所 了 別， 所 知 
vinnapaka 敎授萏 
vinnuppasattha 無礙 * 

vinnu 有 知， 有智， 有智？ 有智 人， 識者， 智 

# 

vinneyya ① 所識， 所 知 ② 淸徹， 明瞭， 知的 

〔八 音の 一〕 
vinneyya  dhamma 所識 法， 所 知 法 
vitapa し 値」 ギタハ 
Vitucca  〔夜叉 神〕 ヰ' ト ゥ ッ チヤ 
Vittara  〔ダ ミラ 人〕 ギッ ター ラ 
Vidudabha  〔波斯 匿の 子， 將軍， 王〕 ヰ' ドゥー 
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Vidhura 


ダパ， 鞞 留羅， 毘 琉璃， 瑠璃 王， 增長 する 者 
vitakka 尋， 覺， 念， 考想， 尋求， 尋思， 覺知， 

思惟， 疑惑 * 
Vitakka  〔經〕 尋 S  56  7 
vitakka -can ta 尋 者 
vitakka -can va  ^ 仃 
Vitakkattika 尋三法 Tika  6 
vitakkattika-kusalattika 导三法 善 三 法 Tika- 

tika  26 

vitakkattika  -saranaduka 尋三法も§^ー法 Tika- 
duka  78 

vitakkattika-hetuduka     尋三法 因 二 法 Tika- 

duka  o 
vitakka -patha 尋 思の 路 

Vitakkalakkhana-panho 尋の特 相の 問 AIi】 2 
〔3〕 13 

vitakka  vicara 尋伺， 覺觀 
vitakka-vicaranarh  nirodho 尋 伺の 滅盡 
vitakka-vipphara 尋思 遍滿， 尋 演出， 尋 の擴大 
vitakka-vipphara-sadda 尊 1ョ』 の叠， 等 演出 fe， 

尋思 遍滿聲 

\itakka-vippharasadda-katha 尊 、出聲 論 KV 
9  9 

vitakka -vupasama 尊寂静 
vitakkasankhara-santhana 考想 の 行の 息 止 
Vitakkasanthana-sutta ギタ ッカ サン ターナ • 

ス ッタ， 考想 息止經 M  20 
vitakkasahagata  sanna-manasikara 尋 と 

する 想 作意 
Vitakkanupatita-katha 尋隨伴 論 KV  9  8 
Vitakko  〔經〕 有尋 S  43  3 
vitacchika 輝， 連瘡， 疥痗 
vitanda 詭辯 論者 
vitatha 虚妄 
vitana 天羞 

Vitinna  〔蓮華 上佛の 信士〕 ヰ' ティ ンナ 

Vitta  〔經〕 富 S 1 73 

vittha ギ ッタ， fei 

vitthata し civaraj 廣衣 

Vitthate  〔uposatho〕 〔經〕 廣布薩 A  8  42 

vjtthambhana-bhava 支持 性 


vitthambhana-lakkhana=vayo-dhatu     支持 相 
Vittha  〔河〕 ギッ ター 
vitthayati 困惑す 
vitthara 廣說 

Vitthara  〔經〕 廣說 S  48 15 〜： 17,  36-38 
vidatthi  〔長さ〕 張 手， 手 尺， 操 手 
viditatta  panna 已 解の 慧 

vidisamukho  bhunjati    口 を 四 維に 向けて 食す 
Viduragga  〔將 軍〕 ヰ' ドウ ラ ゾ ガ 
Vidura  〔ウダ' ャ 三世 王妃〕 ギ ドゥラー 
Vidura=Vidhura,  Vidhura ① 〔拘留 孫 佛の第 

一 弟子〕 ヸヅ— ラ， 甚遠， 無類 者， 毘樓② 
〔賢者， 佛の 前生〕 ヸヅ ウー ラ， 比 豆 梨 

Videha ① 〔王〕 毘提訶 ② 〔長者〕 ギデ— ハ 
③ 〔國， 族〕 ヸデ— ハ， 毘 提訶， 韋 提訶， 尾 
提咽， 尾陀訶 ®  〔湖〕 ヰ' デ— ハ， 毘提訶 

Videha-muni=Ananda    〔比〕 鞞提 M の 聖苕， 
鞞提 訶牟尼 

viddasu 賢者- 

Viddumagama  〔村〕 千ソ ト ゥ マガ— マ 

viddhamsana 分散， 壞滅 

vidvant 知者， 智者 

vidha ヸダ 小箱， 扣子 （ボタン） 

vidhava,  vidhva 寡婦 

Vidhava  〔河〕 ヸ ダヴー 

vidhava-gocara 寡婦に 親近 

vidha 次第， 慢， 慢類， 偏見 〔三種〕 

Vidha ① 〔河〕 ギダ— ② 〔經〕 次第 S  45 162 

③ 〔經 ：] 第一 類 S  46  41 
Vidhatar  〔祌〕 ヸダ— タ— 
vidhutika 羊 iu， 

Vidhura ① 〔比〕 ヸ ドウ ラ ®=VidQra， 
Vidhura  〔拘留 孫佛の 第一 弟子〕 ヸ ドウ ラ， 
甚遠， 無類 者， 毘樓 （e)=Vidflra，  Vidhura 
〔賢者， 佛の 前生〕 ヸ ドウ ラ， 比 豆 梨 

Vidhura-jataka=Vidhurapandita-jataka 比 _a 
梨 賢者 本 生物 語 

Vidhurapandita-jataka^  v idhura-jataka, 
"V idhurapunnaka-j  ataka ギト ゥフ ハン ティ 
タ • ヂャ— タカ， 比 豆 梨 賢者 本 生物 語 J  545 

V idhurapunnaka-jataka=  v idhurapandita- 
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Vidhupa 


jataka ヰ' ドウ ラブン ナカ 本 生經， 比 豆 梨不那 
奇本 生物 語 
vidhupana  . 頃 

Vidhupanadayaka  〔比丘の 譬 PfS 經〕 ギ ド ゥ―パ 

ナダ ーャカ Ap  3  51 
vidhupeti  na  sanahOpeti 離黑 してお 蒸せ づ 
vidhuma 無 壁 〔 忿〕， 無 湮昔， 瞋恚の 堙絕ぇ 
\-idhura  (D=Vidhura,  Vidura  〔拘留 孫 佛の第 

一 弟子〕 ヸヅ— ラ， 甚遠， 無類 昔， 毘樓 (!)= 

Vidhura,  Vidara  〔賢 香， 佛の 前生〕 ヰヅゥ 

ーラ， 比 豆 梨 ③ 〔大臣〕 毘樓 
vidhva=v'idhava 寡 蹄 
vinattha  jg 與 

Vinataka  〔山〕 ギナ タカ， 毘那 多迹， 臂曲山 
Vina ほ ① 〔金翅 鳥 女〕 ヰ- ナタ— ② 〔河〕 
vinandhana-rajju 結 綱 
vinandhana-sutta 結祸 

vinaya ギ ナヤ， 毘尼， 毘 奈耶， 律， 戒律， 調 

伏， 律藏 
vinayarh  patijananto 解 律 # 
vinayarh  vivanneti 律 お 旁-， 
vinava-katha 律 iw 

vinava-  kamma 毘尼簿 磨， 如律竭 磨， 律 業 
vinaya-garuka 直 律 

Vina ya t thaka th a ~  v  maya-vannana 律の 義疏， 
律の 諸義疏 

vinaya-dhara 持 律， 持 律師， 持 律 者， 持戒 者-， 
律師， 律 を 持し， 律 を 持す る もの， 律 比丘 

vinaya-pannatti 律の $lj 疋 

vinaya-pariyatti 解 律 者， 律に 通達す る 

vinaya -pan yaya 律の 敎 說 

vinaya-pamokkha 律の 上 首 

Vinaya-pitaka 律藏 〔三藏 の 一〕 V 1〜3 

V inaya-vagga 律 口 ij  A 1 /1~80 

Vinaya-vannana~\  inayassa  atthavannana, 
Vinayatthakatha 律 註釋， 律の 註釋 

vinaya-vadin 律語 者-, 律說 者-, 律 を說く 者， 如 
律說 者， 調伏 語 者 - 

vinaya-vara  ^ 尼 章 V  3  4  、丄 3 ン 

vinaya -vyakarana 律の 解說 

vinaya-samgiti 律 結集， 律合誦 


Vinava-samukasa  (a;=v  inaya-samukkamsa 

昆奈耶 に 於け る 最勝 〔法 說〕 
vinava-sammukhata 律 現 ほ (j 
\ inavassa  atthavannana~\  inayatthakatha^ 

\ inaya-vannana 律の ぽ釋 
vinayassa  mulam 律の 
vinayanuggaha 律の 受 
vinayanuloma 隨律 
vinasa 消失， 破壞 

vinicchaya ① 決斷， 決定， 分別， 裁判， 用 ② 

裁判所， 法廷 ③ 裁判官， 司法官 
vinicchayatthana 裁 半 Ij 所， 法廷 
vinicchava-dnamma 裁判 法 
vinicchava-sala 裁判所 

vinicchayamacca 司法官， 司法大臣， 裁判官 
vmicchita 裁決 

vinipata 墮處， 地獄， 墮獄， 惡處， 惡趣， 惡 
生， 奈落， 苦 趣， 苦慮， 險難， 險 難處, 極墮， 
極 墮處， 無樂處 

vinipatika 墮處 〔^〕， 墮惡趣 者， 墮獄 者-, 險難 
處 者- 

vinibandha 

vinibbhoga-rupa 简別色 
vlnivittha 執著 深 く 

vinita 調伏， 調 順， 學 行者-, 敎 導せられ たる 者- 
vinita-vatthu 修習事 
vinilaka 靑瘀， 靑瘀 相， 紺青 
Vinilaka  〔鹅〕 ヸニ  — ラカ， 紺靑 
Vinllaka-jataka ヰ 'ユーラ 力 'ヂャ 一タカ， 紺 

靑鴉本 生物 語 J 160 
vinilaka -sanna 靑嵌 想 
Vinllaka  〔經〕 f4 瘀 S  46  59 
vinlvarana-citta 無蓋 心， 離 障 心 
vinivaranata  cittassa 心 離 違 
vinetabba 所ィ匕 
vinela し 止」 ヰ' ネー ラ 

Vinelapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ギネ— ラ プ ゾ 

ビヤ Ap  3  202 
vinodana 除， 除 遣 
vinodeti 遣 除す 
Vindaka  〔馬〕 ギン ダカ 


Vipak; 


vipakka 變異 

vipakka-vipaka 圓熟異 熟 

vipaKkhasevin 賣國奴 

vipaccitannu 廣演 知者-， 廣演知 

vipatti 失壞， 壞， 缺損， 衰耗， 不幸 

Vipattipaccaya-vara 失 壞緣章 V  3  4  (5) 

Vipatti-vara 失壞章 V  3 1 (3, 11) 

vipatti-saihgaha 失壞聚 

vipanna-ditthi 壤見 人， 壞見， 破 見 〔三種〕 

viparamosa 剽 奪， 剽 掠， 埋伏 

vipannata 變心 

viparinama 變易， 變壞， 變心， 壞， 轉變性 
viparinama-dukkha 壞苦， 變易苦 
viparinama-dukkhata 壌 苦 性， 壞苦 
viparinama-dhamma 變易 法， 變壞法 
viparmama-dhammata 變易法 性 
viparinama-lakkhana 壞相， 變易相 
vipannama-sunna 壊 空, き 易 さ 
viparinamanupassana 變 易觀， 變易 隨觀， 變 
壞觀 

viparinamanupassane  panna    IgM^lSl る こ 

との 慧， 變易 隨觀慧 
vipariyasa=vipariyesa,  vipallasa 顚; 到 
vipariyesa-sanna 顚倒 想， 顚 倒の 想 
viparita 顯 1 刽 

Viparita-katha 顚倒論 KV  5  3 
viparita  nana 顚 倒の 智 

vipanta-dassana ① 顚倒 見， 顚 倒せる 見， 顚倒 

の見② 見の 顛倒せ る， 顚倒 見者 
viparita-sanna=\'ipariyesa-sanna 頻倒 'お、， ^ 

倒の 想 

viparita-sannin 顚倒想 〔者〕 
vipallasa=vipariyasa  i| 倒 
Vipallasa-katha 顚倒論 Pts 1 8 
vipassaka 觀念 家， 毘 鉢舍那 〔行〕 者 
vipassana ヰ' パ ッサナ 一， 觀， 毘鉢 舍那, 觀慧， 

觀行， 觀 察智， 觀念 三昧， 觀 念の 修行, 觀法， 

內觀， 正觀 
Vipassana-katha 正觀論 Pfs  3  9 
vipassana-kammatthana 觀業處 
vipassana-kammika 觀業 〔處修 習 ~1 者 


vipassana-javana 觀證 用， 觀速行 
vipassana-nana 觀智， 正 觀の智 
vipassana-nimitta 觀 （昆鉢 舍那） の 相 
vipassananukkama ヌ第觀 
vipassana-panna 觀慧 

vipassana-pubbangama  ariya-magga 観 を 先行 

とする 聖道 
vipassana-bala 觀カ， 正觀カ 
vipassana-yanika 毘 鉢舍那 (： 觀） 行者 
vipassana-vithi 觀路 
vipassanupekkha 觀括， 觀の括 
vipassanupakkilesa 觀 隨染， 觀の 隨煩惱 〔十 種〕 
vipassane  nanarh 正觀 の智， 觀智 
vipassin 觀慧者 

Vipassin ① 〔佛， 七佛の 一〕 ヸ バッシー， 毘 
婆 尸， 觀察者 (D  〔經〕 毘婆尸 S 12  4 

Vipassin  bodhisatta 毘婆尸 菩薩 

vipaka 異熟， 異 熟果， 果報 

vipaka-cetana 異熟思 

vipaka-ja 異熟果 

Vipakattika 異熟三 法 Tika  3 

vipakattika-kusalattika 異熟三 法 # 三 法 Tika- 
tika  23 

Vipakattika -vannana 異熟三 法之釋 
vipakattika-saranaduka 異熟三 法 有 諍 二 法 

rika-duka  75 
vipakattika-hetuduka 異熟三 法 因 二 法 Tika- 

duka  J 
vipaka  dhamma 異熟法 
vipakadhamma-dhamma 異熟法 法 
vipakadhammadhamma-cetana 異熟法 法 思 
Vipakadhammadhammo  ti  katha 異熟法 法論 

KV  7 10 

vipaka-paccaya 異熟椽 〔二十 四緣の 一〕 
vipakapaccaya-niddesa 異熟 椽廣說 
vipaka-phala 異熟果 
vipaka-manodhatu 異 熟意界 
vipaka-manovinnana-dhatu 異熟 意識 界 
vipaka-vatta 異 熟輪轉 
vipaka-santati 異熟 相镇 
vioaka-hetu 異熟因 
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Vipaka 


vipakadhipati 異熟增 上 
vipakavarana 異熟障 
vipakavaranata 異熟障 
vipakavyakata 異熟無 記 
vipina 叢林 
vipubbaka 膿爛相 
vipubbaka-safina 膿爛 想， 潰爛想 
vipula 廣大 

Vipula ① 〔王， レ一 ヴタ佛 の 父〕 ヰ' ブラ， 廣 
大 （|:=Vepulla  〔山〕 ヰ 'ブラ， 尾 布羅， 毘富 

羅， 昆 補羅， 普廣， 廣普 ③ 〔經〕 廣大 S  55 
64 

vipula-pannata 廣惹， 廣大慧 
vipula-panna  .1? 大き 
vipula-sukha 大樂 

Vipula  〔妃， レー ヴタ 佛の 母〕 ギ プラ一 
vippatipajjati 行娃す 
vippatisara 追 侮， 後悔， 悔， チ母心 
vippatisarin 侮 疑 〔者-〕， 後悔 者， 追 侮 〔者-〕 
vippatisariya 追 侮 

vippayutta-paccaya 不 相應緣 〔二十 四緣の 一〕 
vippayuttapaccaj-a-niddesa 不相 fe 緣 fegfe 
Vippayuttena  vippayutta 不相應 C なる ものの〕 

不相應 Dhk 10 
"Vippayuttena    sangahlta  asangahlta    ^、相 應 

〔なる ものの〕 所攝 と非攝 Dhk 14 
"Vippayuttena  sampayutta 不相應 〔な る ものと 

の〕 相應 Dhk  8 
vippavasa 獨住 〔夜斷 の 一〕 
vippavuttha 離 衣 

vipphandita 爭論， 見， 紛爭， 動轉 
vibbhanta 迷亂 せる， 散亂 
vibbhantaka 還俗 者 

vibbhanta-citta=\-ibhanta-citta 散 S し し， 迷 露 L 
心 

vibhanga  ® 分別 ② 配分 

Vibhanga  ®=Suttavibhanga ヰ' パンガ， 分別， 
分別 篇， 毘^ [加 Vinaya 1 a~b ② ヰ' パン 
ガ， 分別 論 〔七 論の 一〕 Abhidhamma  2 ③ 
〔經〕 分別 S 12  2  ；  45  8  ；  47  40  ：  48  9， 10  ； 
51 20 

Vibhafiga-kovida 毘明 f 加師 


Vibhanga -vagga ギ パンガ • ヴ ッ ガ， 分別 品 M 

131 〜： U2 
vibhajana 力、 別 

vibhajja-vada 分別 論者， 分別 說 者 
Vibhajjavadin    〔部 派〕 分別 論者， 分別 說き， 

分別 說部 

viDhajja-vyakaranlya-panha 分別 言 己 問， 分別 し 
て 後に 解答 せらるべき 問， 應分 別記 問 〔四 記 
問の 一〕 

vibhattavant 分別せ る 者 

vibhatti 細說 

vibhanta-cit1;a=vibbhanta-citta 迷亂' し、， 散 萬 L 
心 

vibhava 非 有， 無 有， 死滅， 有の 滅 
vibhava-tanha 無 有 愛， 無 有の 渴愛， 非 有 愛， 

非 有の 渴愛 〔三 愛の 一〕 
vibhava-ditthi 無 有 見， 無 見， 非 有 見 
Vibhata  〔王子〕 ヸ パー タ 
vibhati 天明 
vibhavin 分別 荐 

vibhltaka^vibhltaka  〔果， 樹〕 ヰ' ビ— タカ， 毘 

鞞 得迦， 毘 酷勒， 毘勒 得迹， 川 練 
Vibhitakaminjiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ヰ' ビータ 力 

ミ ンヂャ Ap  3  438 
Vibhitaki-vagga ギ ビー タキ 品 Ap  3  438〜447 
vibhitaka=vibhitaka    〔果， 樹〕 ヸビ— タカ， 

毘鞞 得迦， ^勒 得迦， 毘 醯勒， 川 練 
vibhuta  alambana 明瞭 所き 
vibhuta-sannin 無 有 想 、荐 
vibhusana 装 |f:i， 莊嚴， 虚飾 
vibhusa  S^cn'fj 

vibhedika  〔樹〕 ヸべ— ディ 力 
vimati 疑 慮， 疑， 猶豫 
Vimaticchedana-panha 斷 惑の fkl 
vimala 無垢， 離始 

Vimala ① 〔辟〕 ヸ マラ ② 〔耶舍 の 友人， 比〕 
ヰ' マラ， 離始， 毘磨羅 ③ 〔傳 。轉輪 王〕 ヰ' マ 
ラ， 毘!? ミ羅 ④ 〔宮殿〕 ヰ' マラ， 離 垢 

Vimalakondanna  〔比〕 ヸ マラ コーン ダン ニヤ， 

毘 摩羅 僑陳如 
Vimaladhammasuriya ① し 一世 王」 于マ フタ 
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\ inya 


ン マスリ ャ ② 〔二世 王〕 
Vimaladhammadiavirajadlpaka  〔章 1 年 マラタ 

ンマ等 二王 Cv  97 
Vimala ① 〔尼〕 ヸ マラ一， 無垢 ② 〔ヒ ャダッ 

シ一佛 の妃〕 ヸ マラ— ③ 〔龍 王妃〕 ギ マラ 

一， 毘 摩羅 
vimana ① 天宮， 宮殿 ② 勝慢 
Vimana-vatthu ヰ、 マーナ • ヴッ トウ， 天宮事 

經， 天宮 事， 天宮 〔事〕 〔小 部經の 一〕 

KhuadaKa  6 

Vimuccamana-katha 正解 晩 論 KV  3  4 

vimutta 解'? ft 者， 解脫 

vimutta-citta 解脫 心， 解；！^^せる心， 心 解お と、 

vimuttanuttariya 解 晩 無上 〔三 無上の 一〕 

vimuttayatana 解脫處 〔五 種〕 

vimutti 解晚 

vimutti-katha 解脫 論， 解 晚の話 〔十 論 事の 一〕 
vimuttikkhandha 解脫蘊 〔四 法蕴の 一〕 
vimutti-iiana 解, 晩智 

vimuttinana-dassana 解晚智 見， 解脫 知見 
vimuttinanadassana-katha 解 脫智見 論， 解脫 

知見 論， 解晩智 見の 話 
vimuttmanadassanakkhandha 解脫知 見 蕴 
vimuttmanadassana-ratana 解 i^i 智昆き 
vimuttinanadassana-sampada 解 脫智見 成, 5t, 

解脫 智見圓 足， 解 脫智見 具足 
vimuttmanaaassana-sampada-katha 解 脫智見 

成就の 稱說 

vimutti-paripacaniya-sanna 解晚 成, 熟 1  目, 〔五 種〕 
vimutti-parisuddhi 解 阮淸淨 
vimutti-ratana 解脫寶  . 
vimutti-rasa 解脫 味， 解脫の 美味 
vimutti-visuddhi  parisuddhi-padhaniyanga 解 

脫淸淨 清 淨勤支 〔九 淸淨勤 支の 一〕 
vimutti-sampada 解晚 成就， 解 脫圓足 
vimuttisampada-katha 解脫 成就の 稱說 
vimutti-sampanna 解晚 具足 
vimutti-sara 解脫を 核心と 爲す， 堅固 解 fjfe 
vimutti-sukha 解脫 の樂， 解脫樂 
vimutti-sukhe  nanam 解 脫樂智 
vimokkha 解脫 
Vimokkha  〔經〕 解脫 A  8  66 


vimokkhantika-nana 解脫 究竟 智 
vimokkha-vivatta 解 悅退轉 
vimokkha-vivatte  nanam 解脫退 轉の智 
viyanjana=vyanjana,  byanjana 相好， 相 
viyatta=vyatta,   byatta ① 聰明， 有能， 完全 

者， 堪能 者， 明白 ② 異諍 者 
viyohala-samata  (A) 司法に 於け る 公平 
viraja 離 塵， 遠 塵 
Viraja  〔宮殿〕 ヸラ ヂャ， 離 塵 
viraja-vltamala 遠 塵 離 垢， 離 塵 離 垢 
virajjati 離 貪す 
virati 離 

virati  〔cetasika〕 离 i〔'll、 所〕 
virati-sila 離戒 
viratta-citta 無 執' 已、 

Viraddha    〔經〕 失 S  45  33  ；  46 18  ；  47  33  ； 
51 2 

virava  〔ィ ヰ ラ ヴ 

Viravapupphiya    〔比丘の 譬喩 經〕 ヰ' ラヴ プッ 

ピャ Ap  3  244 
viraga 離 貪， 離 欲， 離， 離貪蓄 
Viraga ① 〔經〕 遠 離 S  45  41 ② 〔經〕 離 貪 S 

46  75  ；  47  32  ；  A  8  〔附〕 
Viraga-katha 離 欲 論 Pfs  2  5 
viragagami-magga 離 欲に 達する の 道 
viraga-dhamma 離 貪 法， 離 法， 離 欲の 法， 衰法 
viraga-sanna 離 貪 想， 離 情 想 
viraga-sannin 離 貪 想 〔者〕 
viraganupassana 離 貪 隨觀， 離貪觀 
Virago  〔經〕 離 欲 S  43  36 
vinccati "h 制す 
viriya 精進， 勤 

Viriyarh  〔經〕 精進 S 12  89  ；  37  22 
viriya-parami 精進 波羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
vinya-bala  ft 進 力， 勤 力 

Viriyalakkhana-panho 精進の 特 相の 問 Mil 2 

ひ〕 11 
viriyavant 具 fS" 進 者 
viriya-vada 精 論者 
v】riva-samvara     進 律儀 
viriya-samata 平等の 精進， 精進 平等 


(371) 


\ iriya 


viriyaC-samadhQ 精進 〔定〕 
viriya-samadhi-padhana-sarhkhara- 

samannagata-iddhipada 精進 三昧 地 勤 打 成就 

神 足， 勤 三 摩 地 勝 行成 就 神 足， 勤 三 摩 地 勤行 

成就の 神 足 =tf 進 神 足 〔四 神 足の 一〕 
vmya-sambojjhanga 精進 覺支， 精 等覺 支， 

情 進の 覺意 〔七覺 支の 一〕 
vinj-adhipati 憎 ig 增上， 勤增上 
viriyarambha 發勤 精進， 發勤， 勤 精進， 精進， 

情進發 勤， 精 動， 勇猛 精進 
viriyarambha-katha 發勤 論， 發勤 精進 論， 勤 

精進 論， 精進の 話， 精進 發 起の 稱說 〔十 論 事 

の 一〕 

Viriyarambhadi-vagga 發勤 精進 等 品 A 1 7 
viriyarambhe  nanam 發 勤の 智， 勤 精進の 智 
viriyiddhipada 精進 神 足， 勤 神 足 
viriyindriya 精進 根， 進 根 
vinvupekkha 情進捨 

\'irukkha=Virupakkha  〔四天王の 一〕 "4^- ノレ 'ソ 

力， 廣目 天， 毘樓博 叉 
viruta,  viruda 占し 烏獸コ g 
viruddha 違和， 相違， 害意 
viruddha-gabbha-karana 堕胎 
Virupakkha=Virukkha  〔四天王の 一， 龍の 主 

神， 四 蛇 王族の 一〕 ギル 一 パッカ， 廣目 天， 

廣目天 王， 昆樓博 叉， 毘樓羅 阿 叉 
\ irupakkha-maharajan 千 ノレ  ーノ、 ツカ 大王， 廣 

目 天 

Virulha  〔四天王の 一， 鳩 槃荼の 王〕 ヰ' ルー ラ， 

增長 天， 增長天 王， 毘樓勒 
virulhi 興隆 
vireka  f/fl] 

virecana ① 下劑， 吐 下藥， 下劑藥 ② 下痢 
Yirocana  〔傳 つ 轉輪 王〕 微盧^ 那 
Virocana-asurinda    〔經〕 毘 留奢那 阿須 羅王 S 
11 8 

\  irocana-jataka ギロー チヤ ナ • チ*ャ 一タカ， 

威光 本 生物 語 J 143 
Virocamana    〔俱 留孫锦 の妃〕 ヰ' 口  — チャマー 

ナー， 能遍照 
vilanga  〔藥， 果實〕 ヰ' ラ ンガ 


Vilattakhanda  〔池〕 ギラッ ター 力 ン ダ 
vilata 肇 

Vilata  〔國， 族〕 ヸラ— タ， 韃靼 * 
vilapa 戲論 

vilara==vilara,  bilara 猫 
vilasaya ギ ラー サャ， 穴 罟 ^^-， 蛇 
viliva-patta 竹 布 
villva-kara 籠 帥 
vilekha 混亂 

vilepana 塗 香， 香水， 塗 油， 化粧品， 脂粉， 

塗料 

Villa=Valli 〔精 舍〕 ヰ' ッ ラ 
Villava  〔ダミ ラ人〕 ヰ' ッ ラ ヴ 
Villikaba  〔地方〕 ヸ ッ リカ— パー 
vilara=vilara,  bilara  3苗 
vivataka 公開 〔行籌 の 一〕 
vivataka-salakagaha 公開 打 * 
vivata-cakknu 明 者 
vivatta 中條 
vivatta-kappa 成 劫 

vivattana,  vivattana 還轉， 返轉， 還滅 

vivattananupassana 還 滅觀， 還滅 隨觀， 退轉觀 

vivattatthayin 成 住 〔劫〕， 住 劫 

vivanneti ま 旁す 

vivadana 分裂 

vivara 開 空， 虚空 

vivarana 解明， 開演 

Vivara-vagga 開門 品 J  301〜310 

vivada 諍 論， 諍， 論， 論爭， 論 諍， 爭論， 口 

論， 異論， 鬪諍， 競， 紛議， 紛諍 
vivada-karaka 爭 論す， 諍 論す， 諍 論蓉， 口論 

者， 諍 事 を 作す 
vivaaa-patha 確執 路 
vivada-mula 諍 根， 口論の 根， 惡諍根 
Vivada-mula  〔經〕 諍 恨 A 10  42，  43 
Vivada  〔經〕 諍 論 A 10  41 
vivadatar 諍 論 # 

vivadadhikarana  口論 諍 事， 爭論靜 事， 爭論諍 

事， 論 諍 事， 論 事， 言 事 〔四 諍 事の 一〕 
vivadadhikaranassa  mulam      論^ 事の 根本 
vivado  vivadadhikaranam  # 論 と 詳論 事 


Visarada 


vivaha 嫁に 遣る こと， 嫁入り， 嫁す る こと 
vivahana 嫁す る こと， 嫁に 遣る こと， 嫁入り 
vivitta  asana 遠 離せる 座所 
vivitta  sen お ana 遠 離せる 臥 坐 所， 遠 離の 住處， 

遠 離處， 獨 居の 坐 S\ 處， 獨 離せる 座處， 離れ 

たる 坐 臥處， 離 世 閑居 
Vividhakusalakarana    〔章〕 種種の 善事 を 行 ふ 

こと Cv  85 

Vividhakusala-karapana  〔章〕 種種の 善事 を 行 

はしむ る こと Cv  86 
viveka 離， 遠 離， 獨處 
Viveka  〔經〕 遠 離 S  9 1 ； 48  71 
Vivekaih  〔經〕 離 S  28 1 
Viveka-katha 離 論 Pts  3  4 
viveka-ahamma 返 離? sfe 
Viveka-nissita  〔章〕 返 离貧依 止 S  45  49 ~ 55, 

63〜69，  77〜83，  91—102 
visa 毒， 毒液， 毒味， 劇毒， 蛇毒 
visarhyutta 離繫せ り， 縛 を 解きし 者 
visamyoga=\nsannoga 離 縛， 離繫， 離 |6 
visamvadana 不信 
visa-kantaka 毒 刺 
visa-kumbha 每 服 

visakkiyena  autena  CmarapetiJ 展轉 fe 殺 
visajiana-chanda 賣消欲 

visanna-sannin 異想 者， 異想 〔昔〕， 無想 想 者 
visannikarana-bhesajja     き- 劑 
visannoga=visamyoga 離繁， 離 縛， 離 能 
visattika 執著， 愛 著， 縛 著， 染著， 纏綿 
visa-aosa 毒 昔 
visa-patta 毒 器 
visapita-salla  矢 

visabhaga 非 同 分， 異分， 不同 分， 不同 類， 非 

相似， 異性 
visabhaga-nimitta 非 相似の 相 
visabhaga-santati 多き |。】 分 fBTS 
visabhaga  -sunna 異分も 

visama 不正， 不正 者， 不等， 不等 者， 不平等， 

險， 險難， 牙^ 非理， 逆 蓮 
visama-cariya 不平等 TT, 非 正 這 行 
visama-carin き，正'饤し^^」 


visama-parihara 不平等の 姿勢， 不等の 姿勢， 
險 難の 襲來 

visamaparihara-ja   abadha 不等 姿勢 戶; r 生 病， 

不平等 姿勢 所 生の 病 
visama-lobha 非理 貪， 邪 貪， 惡欲 
visama  parisa 不#衆ぽ 
visa-muia 毒 根, 毒のお 
visaya=arammana 對境， 境， '：^ 界 
visaya-rupa 境 色 

Visayha  〔長者， 佛の 前生〕 ヸ サイ ハ， ヸサヰ 
ハ 

Visavha-jataka ギサ ヰハ • ナヤ一 タカ, キサヰ 

ハ 長者 本 生物 語 J  340 
visa-rukkha 毒樹 

Visavanta-jataka ギサ ヴンタ • ヂャ一 タカ， 吐 

毒 本 生物 語 J  69 
visa-vijja 毒 藥！^ 

Visakha  ®=Paficaliputta  〔比〕 ヰ' サ— 力， 昆 
舍法 ② 〔塞， 法授 尼の 夫〕 ギサ— 力， 毘舍法 
③ 〔吉祥 沸の 信士〕 ヸサ— 力 ④ 〔プ ッサ佛 
の 信士〕 ヸサ— 力 

visakha  〔月〕 ギサ— 力—， 吹舍 法， 毘舍 法， S 

Visakha ① 〔尼〕 ヰサ 一力—， 毘舍法 ② 〔俱 
留孫佛 の 母〕 ギサ 一力—， 善 枝， 毘 舍法③ 
〔ァ ッ タ ダ、 ッ シ一佛 の妃〕 ヸサ— カー ④ 〔ピ 
ャ ダ ッ シ―佛 の 信女〕 ヸサ— 力— ©= 
Migaramatar,  Visakha  Migaramatar  〔お〕 4- 
サ 一力—， 毘舍怯 ⑥ 〔經〕 毘舍法 A  8  43，  47 

Visakha-bhanavara 毘舍 怯誦品 V  2  a  8，  2-15 

Visakha    ]Vligaramatar= Visakha© , 

Migaramatar  〔夷， 布施 第一〕 ヰ' サ— カー ミ 
ガーラ マ一 ター， ヰ' サ一 力一 ミ ガーラ 母， 毘 
舍法彌 伽羅 母， 毘舍怯 鹿 子 母， 毘舍怯 鹿 母， 
鹿 母 毘舍法 

Visakho  〔經〕 昆舍法 S  21 7 

visana 角 

visana-tala 角 鍵 

visanato  gavarfi  dohati 牛の 角 を 搾 o 

visana-maya 角 被 

Visana  〔都〕 ヰサ— ナ— 

visarada 無畏， 無畏 者， 無 所畏， 熟達 者 
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Visarada  〔經〕 無所畏 S  37  25，  33 
Visala=Vesali  〔市〕 ギサ— ラ， 毘沙羅 
Visalakkhi-vimana 廣 目天宮 Vv  37 
\'isalamutta  〔ダ ミラ 人〕 ギサー ラム ッタ 
visikha 街衝， 道路， 街路， 街道， 市街 
visikha-katha 道路 論， 道 傍 論， 街路 論， 街道 

論， 市街 論， 巷 中 論， 風評 論， 風評の 話 〔無 

用 論の 一〕 
Visiratthala  〔池〕 ギ シラー ッ タラ 
\nsuaaha 清淨 

visuddha-theravada 純粹 上座 部 
Visuddhacariya  〔ァョ ノヂャ 一（タイ） より 來れ 

る 比丘〕 ギス ッ ダーチャ リ ャ 
visuddhi ^^淨 
visuddhi-katha 淸淨說 
visuddhi  dakkhina 淸淨 施物 〔四 種〕 
visuddhi-deva 清淨天 

Visuddhi-magga  〔書〕 ギスッ ディマ ノ ガ， 淸淨 

道 論， 清淨道 YM 1-23 
visuddhiya  maggo 淸淨の 爲の道 
visuka 見世物， 演藝， 娛樂物 
visuka-dassana 觀劇 
visukayita 曲說， 異筑 
visucika 虎 列剌， 虎疫 
viseni  C-bhu  or  -kar〕 破 〔煩 惱〕 軍 
viseneti  no  usseneti  ii^ ざて 近づ 力' ず 
visevita 奸計， 歪曲 
visesa ① 差別 ② 勝進③ 別 論 
visesaka 魏面 
visesa-gamin 勝 進 # 
Visesa-panho 別 問 Mil 3 
visesa-bhagin 勝 進 分， 順 勝 進 分 
visesa-bhagiya 順 勝 進 分， 勝 進 分， 勝 分， 勝 分 
め る 

visesabhagiya-samadhi 勝 分定， 進: h 、定， 順 

勝 進分定 〔四定 の 一〕 
visesabhagiya-sua き分戒 
visesadhigama 勝智 
visesiKa  ^-gwg^ 

Vissakamma  〔ェ 神〕 ギ；/ サ カンマ， 昆首謁 磨， 
毘舍羯 磨， 毘舍 技巧 神， ェ藝 天， 妙 匠 


vissajjita 遣與 

vissattha 玲瓏， 明暸 〔八 音の 一〕 

vissatthiva 奔放 

Vissasena  〔王〕 ギッサ セ―ナ 

vissasa 信賴， 親 厚意， 親 厚 想， 親 厚 者- 

"V issasabhoi ana -j ataka ヰッサ 一サ ホー チヤ ァ • 

ヂャ— タカ， 信 食 本 生物 語 J  93 
vissaseti 親 厚 想す 
vissuta  dhammiKa  itj 名 法 師 
viha 虚空 

viharhgama 空中の 飛行 者 

vihanga-patna 鳥路 

Vihatabha  〔傳 に 轉輪 王〕 ヸハ ターパ 

viharanta 住お 

vihaviha  〔鳥 聲〕 ビ ハビハ 

vihara ① 精舍， 住處， 寺， 住院， 僧房， 房舍， 

香 室， 香き） ② 住 法 
Vihara  〔經〕 住 S  45 11， 12 
viharam  karoti 精舍を 建立す 
viharakara-samghadisesa 造 精 舍暦殘 〔第 七 僧 

m 

Viharakarapana    〔章〕 精舍を 建立せ しむる こ 

と O  78 
vihara-carika 精舍 巡拜， 精 舍參拜 
vihara -civara  舍衣 
viharattha 寺 中 物 
viharatthe  fianam 住の 载の智 
Viharadevi 〔王々 已〕 ヰ' ハーラ テ一 ヸ— 
vihara-nanatte  panna 住の 種種相の 慧 
vihara-pala 精舍の 番人， 守 精舍人 
Viharabija  〔村〕 ヸ ハー ラビ —ヂャ 
vihara-bhatta 精舍食 
Vihara-vagga 住 品 S  45 11〜20 
vihara-vatthu ① 寺の 敷地， 寺 地， 精舍地 ② 

造 寺の 事 
Viharavapi  〔村〕 ヰ' ハーラ ヴ一ピ 
Vihara-vimana 情 舍天宮 Vv  44 
Viharavejjasala  u 度〕 ヰ' ノ、 ーラヹ ツチ ャサ ーフ 
vihara-samapattatthe  fianam 住 等 至の 義の智 
vihara-samapatti 住 等 至， 住の 成就 
viharasamapatti-nanatte  panna  ft 等 至の 核 


Vira 


相の 慧 
viharin 住 者， 修行 〔者〕 

vihimsa=^-ihesa 害， 害意， 害心， 毁害， 苦惱， 

嬈惑 

vihimsa-dhatu=vihesa-dhatu 著界 し 三^ ヽ#界 

の 一〕 

vihimsa-vitakka==vmimsa-sankappa 音 ま 害 
覺， 害 惡觀， 害 傷の 心， 害 念， 害の 考想， 侵 
害の 念 〔三 不善 尋の 一〕 

vihimsa-samkappa=v】himsa-vitakka 舌, §、,  % 

思惟， 害 念 

vihiihsa-sanfia 害 想 〔三 不善 想の 一〕 
vihesa=vihimsa 害， 害心， 害意， 毀 害， 苦 fg， 

v]hesa-dhatu=vihimsa-dhatu 告界 
vihesa-nandi  % 

vihesaj'a  nissaranam 昔よ り の 出 離 

vihesavant 有害き 

vihesika 惱亂者 

vijanika 扇 

vljani 拂子， 扇， 團扇 

\  ijanl-vagga ヰ 一 チヤ 二一      Ap  3  51〜60 
\'ijamanasa  〔傳 - 轉輪 王〕 ヸ— ヂ' ャマ— ナサ 
vina-vadaka  琶自— (13 

Vina ヸ―ナ 一， 琵琶， 琴， 箜接， 紋， 笛 * 
Vina  〔經〕 琵琶 S  35  205 
vina-tantissara 琴紋 

\  InathQna-jataka ギ一 ナ一 ト ウーナ • チヤ一 

タカ， 琵琶 竿 本 生物 語 J  232 
vlna-aoni の 月 |S] 
vina-sadda 琵琶 聲， 箜廣聲 
vitamsa 媒鳥 
vltacchanda 離 欲 
vita-tanha 離渴发 
vita-dosa 離瞋， 離瞋者 
vitadosa  citta 離 Si ^'し 
vlta-parilaha 離'ト|^ 
vita-pipasa 離渴 
vlta-oema 離 愛 
vita -mala き; I75 

Vitamala  〔傳 。 轉輪 王〕 ヸー タマラ 


vita-moha 離擬， 離 凝 者 

vltamoha  citta 離癡' し、 

vlta-raga 離 貪， 離 欲， 離 貪 者， 離 欲 者 

\']taraga  〔辟〕 ヰ-— タラ一 ガ 

vitaraga  citta  ^M'L' 

vitaraga-visaya 離 欲の 世界 

vita-salla 無刺箭 

vlta-sarada 無畏 者- 

Vitasoka  〔比〕 ヸータ ソ 一力 

vitikkama 違犯 

vitikkama-patipakkha 違犯の 對洽 
Viticcha-jataka 千 一 ティ ッ チヤ • ヂ 'ヤー タカ, 

離 欲 本 生物 語 J  244 
vltimissa-dhamma 雑 法 
vlthi 路， 人道， 經路 
vithim  janati 道路 を 知る 
vithi-citta 路心， 經路心 
vithicitta-pavatti-naya 路' し、 轉起法 
Vlthi -patipadaka 路 〔心〕 に 赴か しむる 〔作意:] 
vithi-mutta 離路 

Vithimutta-sangaha-vibhaga 攝離路 分別 

Abhsang  a 
vithi-sangaha 路の攝 

Vithi-sangaha-vibhaga 攝 路分另 Ij  Abhsang  4 
Vithisammajjaka   〔比丘の 譬 經〕 ギ— ティ サ 

ン マツ ヂャカ Ap  3 153 
vimamsaka-bhikkhu 思 祭 比丘 
\ imamsaka-sutta ギ一 マン サカ • ス ッタ, 思、 

察經 M  47 

vimamsa 觀， 觀慧， 觀定， 思惟， 思 察， 思量， 
自試， 審察， 推量 

vimamsadhipati 觀增 上， 思惟 增上 

vimamsa-samadhi-padhana-samkhara- 

samannagata  iddnipada 思、' I 隹 三昧 地 勤行 成就 
神 足， 觀三摩 地 勝 行成 就 神 足， 觀三摩 地 勤行 
成就の 神 足 =觀 神 足 〔九 淸淨勤 支の 一〕 

vlmamsiddhipada 觀神 

vimarhsin 審察 家， 思量 家， 觀慧 ある 笞 
vira 雄 者， 勇者， 大雄 

Vira ① 〔比〕 毘羅 @=Parakkamabshu  〔八 
世 王〕 ヸーラ ③ 〔池〕 ヰ'— ラ 
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Viraka  〔鵜， 水鳥〕 ギ―ラ 力 

Viraka -jataka ギ一ラ 力 *チ ，ヤー タカ， ギ一ラ 

力 烏 本 生物 語 J  204 
Viraganga  〔地方〕 ギ— ラガ ン ガ 
ViragangaCraJ しダ、 ミ ラ ノ、〕 ギ一 ラガ ン ガし ラ j 
Viradeva し 王〕 千一 ラァ一 ヴ、 
Viranukkara し 草〕 ギ一 ラヌ ッ カラ 
\irapandu  〔王子」 ギ一ラ パン K ゥ 
Virappc  ra  yaCra]] 〔タ ミ ラ 人」 ギ一 ラッペ ーラ 

ャ 〔ラ〕 

Virabahu ① 〔一世 王〕 ヸー ラバ— フ② 〔二世 

王〕 ③ 〔ヰ' ヂャ ャパ— フー 世 王の 弟〕 （D= 

Manabharana  〔王子〕 ⑤ 〔パラ ッカマ パ一フ 
二世 王の 甥〕 
Viravamma  〔ヰ' ヂ ャャ パー フ 一世 王の 婿〕 ギ 一 
ラ ヴンマ 

Viravikkama し 王〕 キ一 ラヰッ 力 マ 
\  Irasena し 人 j ギ一 ラセ ーナ， 雄 卓 

Vira ① 〔尼〕 ビーラ 一， 毘羅② 〔經〕 毘羅 S 
10 11 

visati  akusala-pakkha  二十 不 # 分 
visati  akara  〔緣 起〕 二十 行 相， 二十 相 
visati  kusala-pakkha  二十 善 分 
visati  dhamma  二十 法 〔沙門の〕 
Visati  dhamma  〔經〕 二十 法 A 10  211 
Visati-nipata ① 二十 偈集 〔長老 渴經〕 Thag 
705〜948 ② 二十 偈集 〔長老 尼 偈經: ） Thig 
252-365 ③ 第 十五 篇 〔本 生經〕 J  497〜 
510 

visativagga-karana  二十 衆 口 J 作 
visativagga-bhikkhusarhgha  二十 比丘 fwf 加 し 五 

種 ft 加の 一〕 
visativatthuka  sakkaya-ditthi   二十 事 ある 有 身 

見 

visati-vasabhisita  (A) 灌頂 二十 年 

vihi 年' ーヒ， ヰ' ーヒ 米， 稻， 米， 粳， 粟 * 

vutthahanta 出定者 

vutthana 出定， 出 起， 起 出， 出 離 

Vutthana  〔經〕 出 起 S  34  3，  29-34 

Vutthana— Kallita  〔經〕 出 起一 安樂 S  34  28 

vutthana-kusala 出 起 善， 起つ に 巧， 起 善 能 


vutthana-kusalatil 起 善 能， 出 起 善， 起つ に 巧 
vutthana-gamini  vipassana 出 起に 至る 觀 
vutthana-vasin 出定 自在， 出 離 自在 
vutthana-vedana 起出受 

vutthapeti ① 出 罪せし む ®=upasampadeti 

受 具せ しむ 

Vutthi  〔經〕 雨 S 1 74 
vuddha 長老， 年長者， 老羸 
vuddha-pabbajita 老年に 出家せ る 人 
vuddhi=vuddhi,  vaddhi 增長， 增大， 增事， 

繁榮 

Vuddhi  〔絰〕 增長 S  55  60  ；  A 10  74 
Vuttha ① 〔塔〕 ゥッタ ② 〔經〕 〔安居〕 住 A 
9 11 

vuddha-sila 修戒 具足 

vuddha-silin 戒德增 上 者 

vuddhi=\-uddhi,  vaddhi 增長， 增大， 繁榮， 

增事 

Vuddhi  〔經〕 增長 S  46  37 

vuddhi  kusalesu  dhammesu 善 法の 增長 

vusitaih  brahmacanyarh 梵 打 已に 立ち, 梵' fr 
已に 立し， 梵行已 に 立す， 梵行 已に果 され， 
梵行已 に 成り， 梵 行は修 せられ， 梵行は 修了 
せり， 梵行は 成就し， 梵行は 確立し， 梵行は 
濟 まされたり， 梵行は 巳に 行 じ， 梵行は 巳に 
住せられたり， 梵行は 巳に 成り 

vusitavant 修行 成滿 し， 所作 圓滿 し， 已住 

vusitavin 梵行已 に 立せ る 者 

vupakasa 閑靜， 遠 離 〔二種 ； 身， 心〕 

vupasanta-citta 寂靜' ilH 生 

vupasama 靜止， 鎮靜， 終息 

vekatika 食 汚物 荐 

vekanda 鉤箭 

v^ekhanassa=Kaccayana       行 #  i ゴ一 カナ；/ 

サ， 鞞 摩那修 
Vekhanassa-sutta ヹ一 カナ' ノサ • ス ッタ， 韓 

摩 那修經 M  80 
Veghanasa  〔天〕 ヹーガ ナサ， 鞞 摩尼娑 
vecikicchin  'fe 疑苕 

Vejayanta ① 〔天 宮， 天 車〕 ヹ— ヂャ ヤン タ， 
最勝， 最勝 講堂， 最勝 殿， 皮闍延 多， 皮禪延 
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多， 毘闍 延^， 毘闍耶 他， 毘闍耶 難提， 超 勝， 
勝利， 樂聲 ② 〔バラ ッカマ 大王の 宮殿〕 ヹ 
ーチ' ャ ヤン タ 
Vejayanta-pasada=\'ejayanta(X) 勝禾 IJ 殹， 最勝 

講堂 

Vejayanta-ratha=Vejayanta ① 毘闍耶 難 提 車 
vejja 醫， 醫 者-， 醫師 
vejja-kamma 醫業， 醫 wr 

Vetembarin  〔外， 天子〕 ヹ— タン パリ —，吠 坦 
婆 利 

vetthi ね- sisa 頭 を 纏 ふ 

Vethadlpa=Vethadlpaka    〔村〕 エー タ アイ— 
パ， 毘留提 

\'ethadlpaka=A'ethadipa    〔村〕 ヹ一タ アイ 一 

バカ， 毘留提 
vethana ター パン， 頭巾 

vena 竹ェ， 竹師， 竹 匠， 竹 籠 作り， 竹細工 
〔人〕， 賤民 

vena-jati '竹師 

veni 髮 

veni 镜 i&ir 

Veni  〔牝 豺〕 ヱ'— ニー 

venu ヹ'一 ヌ， 营 

venu-tinduka し rfl  j ゴ一ヌ ティン トゥカ 

VenumatI  〔水路〕 ヹ一ヌ マティ ― 

Vendu  (I)=Venhu,  Venhu  〔天， 神〕 ヹーン 

ド ゥ ， 毘紐， 轉弩 ② 〔經〕 毘紐 S  2 12 
Veijhu=Veij4u  〔天〕 ヹ— ンフ， 鞞弩， 毘紐 
vetandin 詭ぉ家 
vetana=v-ettana 負 金， 給料 
Vetarani ① 〔地獄の 河〕 ヹー タラ 二—， 灰 河， 

地獄 河 ② 〔醫〕 ヹ'— タラ 二  — 
vetasa  〔樹〕 ヹ— タサ 
vetala 鳴 鉢， 鐃载樂 
vetalika 魔法 使， 呪術 師 
Vetulyaka==Vetulla  〔部 派〕 方廣部 
Vetulla=\>tulyaka  〔部 派〕 ヹ―ト ウッラ， 方 

等 部， 不平等 部 
Vetulla-pitaka ヹ一ト ウッラ ピ タカ， 方 廣說の 

〔三〕 藏 

Vetulla-vadin=Vetulla,  Vetulyaka  〔部 派〕 ヹ 


一 トウ ッ ラ說 者， 方 等 部 
Vetendu  〔夜叉 祌〕 ゴーテ 一ン ドウ 
vetta 籐， 籐綴， 杖， 鞭， 棒 
vettagga 荀 

vettana=\'etana 給料， 賃金 

vetta-bandhana 藤蔓の 繩 

VettavatI ① 〔河〕 ヹ ッタヴ ティ一 ② 〔水路， 

水門〕 ③ 〔町〕 
Vettavasa  〔情 舍〕 ヹ ッ タ ブーサ 
veda ① ゴー ダ、， 吠陀， 圍陀 ② 信受 
vedaka 受荐 

vedagu ① 吠陀 達人， 吠陀の 達人， 吠 陀に達 
し， 吠陀 通， 吠陀 通達 者， 吹陀に 通じ， 吠陀 
に通嘵 し， 吠陀 に通ぜ る， 極 智者， 識者， 明 
覺 者-， 明 者， 明 智者 ② ゴ— ダグー， 靈 

Vedagu-panho 靈の問 Mil 2  〔3〕  6  ；  2  〔5〕  6 

vedanga ヹ— ダン ガ， 吠陀支 

vedanakkhandha 受 ^ 

vedanatta 痛惱 者， 痛 溜 人， 痛苦 者， 痛苦 人 
vedana 受， 苦痛， 痛苦 

Vedana  〔經〕 受 S 14  4,5  ； 18  5, 15  ；  38  7  ； 

45  29, 169  ；  47  49 
vedana-kaya 受身 〔六 種〕 
vedana-gata 受の類 
Vedanattika 受三法 Tika  2 
vedanattika-kusalattika 受三法 #三 お TiKa- 

tika  22 

Vedanattika-vannana 受三 法之釋 
vedanattika-saranaduka 受三 靜ニ法 lika- 
duka  74 

vedanattika-hetuduka 受三法 因 二 法 Tika- 

duka 」 
vedananam  assado 受の昧 
vedananarh  adinavo 受の患 
vedananarii  khayo 受 の滅盡 
vedananam  nissaranarh 受の出 離 
vedananam  parinna 受の 遍智， 受に 就いての 

智 

vedana-nanatta 受 種種， 種種 受 
vedananupassana 受隨觀 = 受念處 
vedananupassana-satipatthana 受隨 觀念處 
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Vedana 


Vedanaya  〔經〕 受 S  25  5  ；  26  5  ；  27  5 
Vedana-lakkhana-panho 受の特 相の 問 、川 2 
〔3〕  9 

Vedana-sarhvutta ヹ'一 タ、、 ナ一 • サン ュ ヅ タ， 

受相應 S  36 1 〜： 29 
vedana-sangaha 受 O 攝 Abhsang  3 1 
vedana-samuaava 受の集 
vedana-samosarana 受に等 feT 
vedaniya  kamma 所 受の業 
vedanupekkha 受捨 

vedan は gii 吠陀の 極に 達し， 吠陀に 通じ， 聖道 

に 達し 
vedabbha  PJfi 師 

Vedabbha  〔呪〕 ヹ―ダ ッ パ， 智雲 
Vedabbha-jataka ヹ一 タツ ハ • チ* ヤー タカ， ヱ 

ーダ ツバ 呪文 本 生物 語 J  48 
vedayita 受， 感受， 覺受 
vedalla ゴ―ダ 'ノラ， 吠 陀羅， 毘 陀羅， 知 解， 

智解， 有 明， 方廣， 方等經 〔九分 敎の 一〕 
vedalla-katha 智 解の 論 
vedavevaka ヱ 一 ダゴ一 ャカ魚 
vedi 瀾栀 

vedika 勾!！，  ffl 楣， 欄干 

Vedikaraka  〔比丘の 譬喩 經〕 ヹー ディ 力— ラカ 

Ap  3 143，  446 
vedika-vatapana 瀾千窓 
Vediyaka  〔山〕 ヹ' 一 ディ ャカ， 毘陀 
vediyati 領受す 

Vediyadayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ヹ— ディ ャ ダ 

ーャカ Ap  3  235 
vedisa  〔澍〕 ヹ —ディ サ 

Vedisa=Vedissa  〔地名〕 ヹー ディ サ， 卑 地寫， 
卑 お 寫 

Vedisagiri  〔精 舍〕 卑提寫 山 
Vedissa= Vedisa    〔地名〕 ヹー ディ ッサ， 卑地 
寫， 卑提寫 

Vedehamuni=Ananda  〔比〕 エー アーノ、 ムニ， 

鞞提 訶牟尼 
Vedehika  〔居士 婦〕 ヹ一 デ一ヒ カー 
Vedehi-putta==Ajatasattu し 王-; 王」 ヱ' ーァ 

ーヒブ ノタ， 韋提希 子 


Vedeniputta  Ajatasattu=Ajatasattu し 王〕 卑提 
希 子 阿闍世， 阿闍世 韋提希 子 

Vedehi  〔阿闍世の 母， 妃〕 ヹーデ ーヒ— 

Vedehi-putta=Vedehiputta,  Ajatasattu し 王 
子， 王〕 ヴュ— デ―ヒ ― プ ッ タ， 韋提 希の 
子， 韋提希 子， 韋提希 夫人の 御子 

vedha=vegha 革 紐 

Vedhanna  〔樓 閣〕 ヹ ― ダ、 ン ニヤ， 緬祇 
vedhabba 寡婦た る こと 

Venateyya し 王〕 ゴ 一ナテー ャ， ヹ、一 ナ テツヤ， 
毘那怛 

venayika ① 調伏 荐， 持 律 者 ② 虚無 論者 
Venagapura  〔村〕 ヹ'一 ナ一 ガァラ 
Venhu=Venhu,  Vendu  〔天， #J ヹ一 ンフ， 

毘紐， 鞞弩 
vepakka  kamma 異熟業 

Vepaciti,  Vepacitti=Vepacittiya  〔阿修 維 王」 
ヹ'— パ チノ ティ， 毘摩質 多， 毘摩質 多羅， 吠 
波 質 底 

Vepacitti  or  Khanti  〔經〕 吠 波 質 底 （忍 辱） S 
11 4 

Vepacitti-parisa  〔阿修羅 王〕 毘摩質 ffl 羅衆 
Vepacittiya= Vepacitti  〔阿 修維 王〕 ヹ— パチッ 

ティ ャ， 毘摩質 多， 吠 波 質 底 
vepakin 消化 をな す 
vepakmi-gahani 、/肖 ィ匕カ 
vepurisika 出兩邊 者 
vepuUa 成'; 

Vepul]a=Vipu]a    〔山〕 ヹ―フ ッラ， 毘 富羅， 

毘 補羅， 普廣， 廣普， 尾布羅 
Vepullata  〔經〕 廣大 S  55  61 
Vepulla-pabbatam  〔經〕 毘富羅 山 S 15  20 
Vebhalinga=Vehalinga  〔町〕 ヹ— パリン ガ * 

鞞 婆陵耆 
vebhassi ^-W 

Vebhara ① 〔山〕 ヹ— パーラ， 毘 婆羅， 負 重 

② 〔城〕 ユー パーラ， ^婆羅 
vematiKa  想 
vematika-sila 疑惑 欢 

vematika-pannarasaka 疑惑 十: z£ 事 \  ^  a  2, 
30;  a  4,  9 
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Velu 


vemattata 差別， 種種 性 
veyyanjanika 占 相 者 
veyyattiya 辯才 

veyyakarana ① ヹ ツヤ一 力 ラナ， き ヒ說， §ビ 別， 
記莂， 授 記經， 懸記， 和迦 羅那， 解說 〔九分 
敎の 一〕 ② 答釋， 解答， 解說 ®=vyakaraija 
文法， 文典， 語法 論 

vevyavacca 仕事， 執事 

Veyyavaccaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ヹ ツヤ— ヴッ 

チヤ 力 Ap  3  99 
vevyavacca-kara 執事 人 

vera 怨， 怨恚， 怨恨， 怨心， 怨瞎， 怨憎， 敵 

意， 怒， 忿， 忿怨， 魔怨 
Vera  〔經〕 怨賺 A  9  27，  28  ； 10  92 
Veranja   〔婆， 塞〕 昆蘭 若， 鞞蘭若 
Veranja-kanda 毘蘭 口— 口 

Veranjaka-sutta ヹ一 ラン ヂャカ • ス ッタ， 稗 

蘭 若 村 婆羅門 經 M  42 
Veranja ① 〔村〕 ヹ— ラン ヂ ヤー， 毘蘭 若， 鞞 

蘭 若 ② 〔經〕 鞞蘭若 A  8 11 
veramanl 離 し 五き」 

veramba  〔風〕 ヹ— ランパ， 毘嵐， 毘藍 婆， 5^ 

嵐 婆， 季節風， 殿 風 
veramba-vata=verambha-vata 毘風 風， 琵藍 

婆 風， 吠 嵐 婆 風， 跑風， 季節風 
Veramba  〔經〕 毘嵐風 S 17  9 
verambha-vata=veramba-vata 吹 風 婆 風 
Verahaccanigotta ヱ— ラ ノヽッ チヤ— 二 族 
Verahaccani    〔經〕 毘紐 迦旃延 婆羅門 尼 S  35 

133 

Verapatha  〔國〕 ヹ —ラー パタ， 怨敵 路 
verika 敵意 

Veri-jataka ヹーリ • ヂャ— タカ， 仇敵 本 生物 

語 J 103 
verin 敵， 怨敵， 怨憎者 
veri-bhaya 怨敵の 怖畏 

Verirajavijaya-niddesa  〔阜〕 敵王 克服 次第 し v 
83 

Veroca=Verocana  〔阿修羅 王〕 ゴ— 口  — チヤ， 

毘盧 遮， 毘 留奢那 
Verocana ① 〔資 珠〕 ヹ— 口  — チヤ ナ， 鞞盧闍 


那 （i)=Veroca  〔阿修羅 王〕 ヹ  一口— チヤ ナ， 

毘 留奢那 
Velakkara  〔部隊〕 ヹ 一ラッカー ラ 
Velagama  〔精 舍〕 ヹ —ラガー マ 
Velankundi  〔村〕 ヹ一 ラン クン ディ 
Velangavitthika ① 〔池〕 ヹ一ラ ン ガヸ ノ ティ 

力 ② 〔精 舍〕 
Velamika ヱーラ ミ 力一 女 
vela 砂地 

Velama ① 〔族〕 ヹ 一ラーマ ② 〔婆〕 ヴュ一 
ラーマ， ヹ —ラーマ， 毘 羅摩③ 〔經〕 毘羅 
摩 〜ヹー ラーマ カ經 A  9  20 

Velamaka-sutta-^ Velama    〔經 j ゴ一 ラーマ 力 

經 

velamika 少女 
v^elavaka ヮ エー ラー ヴ人 
Veludvareyya  〔經〕 鞞紐 多羅 S  55  7 
veluvalatthita 毘羅 婆若樹 
velli-vilaka  〔蔓 樹， 細腰の〕 ゴ ゾ リ 
Vellinaba  〔堡 壘〕 ヹッ リナ— パ 
Vek  〔村人〕 ゴーラ 
velara  〔官職〕 ヹーラ 一ラ 
velu 竹 

veluka  〔植〕 ヹー ノレ 力 
Veluka  〔蛇〕 竹 

Veluka-jataka ヹ一 ルカ • ヂャ— タカ， 竹 蛇 本 

生物 語 J  43 
Vel ukan taka=Vel ukandaka  〔地名〕 ヹ'一 ノレ 力 

ン タカ 

Velukantakiya  Nandamatar=Velukandakiya 
〔優 婆 夷の 範〕 ヹ— ルカン タキ— の 難陀母 

Velukandaka=Velukantaka  〔地名〕 ヹ 一ルカ 
ン ダカ 

Velukandakiva= Velukantakiya  Nandamatar 

〔優 婆 夷の 範〕 ヹ一 ルカン ダ、 キヤ— 
Veluka -pitar  〔行者〕 竹の 父 
velu-gumbha 竹林， j^m 
Veludvara  〔村〕 鞞紐 多羅 
Veludvara-vagga 鞞紐 多羅 品 S  55 1-10 
veiu-patta 竹 葉 
velu-pesika 竹 皮， 竹 蔑 
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Vejuppa 

\"eluppa  〔タ" ミ ラ ノ、〕 ゴ一 ノレ ッ ンく 

veluriya   〔寳 珠〕 ヹ —ルリ ャ， 毘 琉璃， 呋 瑠璃， 

琉璃， 瑠璃， 瑠璃 珠 
veluriya-thambha 琉璃の 柱， 琉璃 柱 
veluriya-maya 琉璃 所 成， 琉璃 造， 瑠璃 所 成 
veluriya-vimana 琉璃の 宮殿 
veluva=beluva し!^〕 エー ノレ ヴ 
Ve!uva  〔村〕 ゴール ヴ 
Vel uvana  (J)= Ve! uvana-Kalandakanivapa 

〔情 舍〕 ヹ―ル ヴナ， 竹林 園 ② 〔精 舍， セィ 

ロンに あ り 〕 ヹール ブナ， 竹林 
VeIuvana-Kalandakanivapa=Veluvana(i}, 

Kalandakanivapa  〔情 舍〕 ヹー ルヴナ • カラ 

ン ダカ ニヴー パ， 竹林 迦蘭陀 〔迦〕 園， 竹林 

35 蘭 陀迦尼 婆 波， 竹林 栗鼠 養 餌 所， 迦蘭陀 竹 
〔林〕 園 
velu-vata 竹栅 

Velusumana し 英雄 J ヱ一 ノレ ス マナ 
Vevatiyakapi -j ataka=i\lahakapi -j ataka エー ヮ 

ティ ャカ ヒ-. ヂャ— タカ =大 猿 本 生物 語 
vevanniyamhi  ajjhupagato  3さ色^!："茱っ 
veviccha  if 吝， 慳 
vesakha  〔祭〕 毘舍 法， 呋舍怯 
vesakha=visakha  〔月〕 吠舍法 
Vesayin=Yama 閻魔 
vesarajja 無畏， 無所畏 
Vesala  〔龍〕 ヹ―サ ーラ， 毘舍離 
Vesalika 昆舍離 出 

Vesall ① 〔域〕 ヹーサ ーリ， 毘舍 離， 吠舍 離， 
廣嚴 ② 〔經〕 昆舍離 S  35 124;  54  9 

vesika,  vesiya=vesi 遊女， 姪 女， 淫賣， 淫寶 
婦， 倡婦， 娼家， 妓女， 呋奢女 

vesivana=\essa 吹舍 

vesi=vesika,  vesiya 妓女， あ 女， 倡婦， 娼豕， 

娃女， 淫賣， 淫賣婦 
Vesunga  〔國〕 ヱ' ース ンガ， 毘孫伽 
vessa=\-esiyana  〔族〕 ヱ' ッ サ， 毘舍， 吠舍， 庶 

民族， 農業 n 

vessa-kula 庶民 族， 呋舍家 
Vessagiri  〔精 舍〕 ヹッサ ギリ， 吠舍山 
Vessantara  〔王， 菩薩〕 ヱ' ッ サン タラ， 一切 度， 


毘輸 安咀！ 1， 毘輸安 多羅， 尾 施 縛 多羅 
Vessantara-cariya  〔經〕 ヹッ サン タラ の 所行 
Cp 1 9 

\  essantara-jataka ゴッ サン タラ • ギヤ一 タカ, 
昆輸安 咀嚼 王子 本 生物 語， 尾 施 縛 多羅 本 生經， 
べッ サン タラ 本生經 J  547 

Vessantara -panho ヹ ッ サン タラ 王の 問 Mil 4 
〔8〕  5 

Vessantara-pariya3'a= Vessantara -jataka し經〕 

ヱ' ッ サン タラの 法 門 
Vessabhu ① 〔佛， 過去 七佛の 一〕 ヹッ サブ—， 

毘舍 浮， 昆舍 婆， 毘沙 浮， 隨葉 ② 〔天〕 毘 

奢 浮 ③ 〔王〕 勝 尊 ④ 〔經〕 毘舍浮 S 12  6 
Vessabhu  bodhisatta 昆舍浮 菩薩 
Vessamitta=Vessamitta  〔古ィ 山〕 ヹ ッサミ ッタ， 

毘沙蜜 多， 昆婆 審咤， 毘 波密， 毘奢 密^ 羅， 

毘奢蜜 哆邏， 鼻 沙密多 
Vessara  〔林， 吉祥 沸の 入滅 地〕 ヹ' ッサラ 
Vessavana=Ku vera ,  Kubera に 四 大王の 一〕 

ゴッサ ヴナ， 毘 沙門， 琵 沙門 天， 多 聞， 多 聞 

天 〔王〕 

Vessavanassa  paricarika 昆 7 少 「，天 スロ 
Vessamitta  (P^Vessamitta し 古 仙〕 ヹ ッサ一 

ミッタ， 毘沙蜜 多， 毘婆審 n^， 昆 婆密， 毘奢 

密 哆羅， 毘奢 蜜^ 邏， 鼻 沙密多 ② 〔夜 文〕 

ヹッ サーミ ッタ 
Vessamitta  yakkha 毘波密 の 夜叉 
vessi 毘舍女 
Vehapphala  〔天〕 廣果 
Vehapphalatta 廣果 天性 
Vehajinga^Vebhalinga  〔町〕 ヹ— ハリン ガ， 

稗 婆陵耆 
vehasattha 上處物 
vokkamana 墮 i 客 拳 
vocchijjata 分斷 

votthapana=\^otthapana  M'/E, 建乂 
votthapana-manovirinanaahatu 確疋, 識界 
votthappana-kiriya 建立 唯 作， 確定 唯 作 
votthappana  citta 確定 'し 
voUhappana し- vara〕 確疋乙 時分〕 
votthapana==votthapana 確疋 
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Vracabhumika 


vodata-dhamma 純淨法 
vodana 淸淨， 淸白， 淨白 
vodaniya-dhamma 淸淨 なる 法 
vodane  nanam 淸淨智 〔十三 種」 
Voyalaggamu し 地名」 ヲ一 ャラ ッ ガム 
vosana 较終 
vosaraniva 復歸 
vosasati 指圖 をな す 
vossagga 捨， 捨遣， 最捨， 棄捨 
vossagga-rata 昔捨を 喜ぶ き 
vossagge  panna 最 捨の慧 
voharati 決斷 をな す 

vohara ① 言說， 語 業， 通稱， 名稱， 慣用語， 
慣例 ② 俗事， 賣買 ③ 裁判， 決斷 @ 魔 魚 

VohSra  〔經〕 言說 A  8  67,  68 

\  oharakatissa し 王〕 ヺ 一ハーラ 力 • ティ ッサ， 
裁判 帝須 

\^ohara-katha 言說論 KV  2 10 

vohara-desana 流通 經藏 

Vohara-vagga 決斷品 V  3 15,  3 

vohara-samuccheda 俗事の 斷絕 

voharika 司法， 裁判， 斷事 

voharika-mahamatta 司法の 大官， 裁判官， 斷 
事 大臣 

vyaggha 虎 

vyaggha-camma 虎の 皮， 虎 皮 

Vyaggha -jataka ヴャゾ ガ • ヂ 、ャ一 タカ， 虎 本 

生物 語 J  272 
\  yaggha-pajja 虎 路住昔 =Sapflga 村人 
vvaghmasa=sena 鷹 

vvanjana=bvanjana,  vivanjana ① 相, 相 5tf， 
記標， 文， 字句 ② 調味， 添 味， 副 菜， 羹 
茱， 加味 物， 助 味， 藥味， カレ—， 附屬分 

vyanjana-patibhana 詰 辯 

vyanjana-patirupaka  suttanta 類似の 文の 經 

vyatta=:byatta,  viyatta 聰明， 有能， 完全 者， 
堪能!^， 明白 

vyappatha 語路， 言語 

vyappana 細專 

vyaya=vaya 衰， 衰滅， 消 亡， 消散， 滅， 謝 
滅， 壞 


vvasana=byasana 損失， 不幸， 喪失, 厄難， 

災厄， 損 減， 衰損 
Vyasana  〔經〕 難 A 11 6 

vyakarana=veyyakarana    (1； § 己 別， § 己莉， § 己 
說, 解說， 答釋， 釋答 ② 文法， 文典， 語法 論 
Vyakarana  〔經〕 記說 A 10  84 
vyakaroti 記 別す， 自記す， 蓮 命 を說く 
vvadhi=byadhi 病 
Vyadhi  〔經〕 病 S  35  35 
vyadhita  ？ pfft, 病人  ， 
vyadhita  purisa 炳人 
vyadhi  dukkho 病 は 苦な り 
Vyadhideva  〔天〕 ヸャ— デ イデ— ヴ， 獵天 
vvadhj-parijunna  #"5 装 L_ 

vvadni-bhaya=bvadhi-bhaya 病畏， ？ の' | 市 畏， 

病の 畏， 疾病の 畏怖 
vyapajjha 膜' し、， 害心 
vyapanna-citta=byapanna-citta  Mf^^, 

心， 瞋恚心 者， 嫉妬 者- * 
vyapaaa=byapada  |a,#, 瞋， ま * 心 しョ不 

善尋， 五 下 分 結， 五 蓋， 十 不善 業 道の 一〕 
vyapada-kayagantha 瞋恚 身繫， 瞋 身繫， 恚身繋 
vyapada-dosa 

vyapada-dhatu 恚界 〔三 不善 界の 一〕 
vvapada-nandi 悉吾 
vyapaaa-nivarana     蓋， 膜恙ま 
vyapadavant 有臊昔 

vvapaaa-vitakka=bvapada-vitakka,  vj^apada- 
sankappa 瞋恚の 念， 瞋恚の 心， 恚念， 恚 

尋， 瞋 恚觀， 瞋覺， 瞋念， 瞋の考 想 
vvapada-samkappa=byaDada-samkappa, 

vyapada-vitakka  iX,@、'l 隹， SS,    • 念 
vvapada-samyojana 
vyapadassa  nissaranam      よりの 出离 t 
vyabadha=byabadha  f^^, 
vyabhangi 棒， 連 枷 
vyama=byama  〔長さの 量〕 一尋, 尋 
vyuha=byuha 巷路， 小路， 橫町 
vvosita=vosita 元 全 
vracabhumika に A)  * 卩 j 獸苑' 目' 


Sauttara 


sa-uttara 有 上 

sauttara-citta 有 上' し， 有 上な な' し、 
Sauttara-duka 有 上 二 法 Duka  99 
sauttaraduka-kusalattika 有 上 二 法 善： Eife 

Duka-tika 108 
sa-uttara  dhamma 有 上 i:S 
sa-upadhika ~ sopadhika 有 依 
sa-upanisa 有 依 

sa-upadana 有 取 著， 有 執著， 取 有る 者 
sa-upadisesa 有; 涂， 有 3jr 依 
saupadisesa-nibbanadhatu 有 依？! 樂界， ち！ # 

涅蕖界 

Sa-upadiseso  〔經〕 有餘依 A  9 12 
samdaka  ！,  A"' サン タカ 牛 
samyama=sannama 自制， 禁制， 禁戒， 節制， 

止, &， 克己 
Saihyama  〔王〕 サン ャマ 
Samyutta=samyutta-nikaya 相, 應 〔/匕 柯 耶〕， 

相應部 

Samyuttatthakatha 相應 〔部〕 義疏， 相應 部の 註 
Samyutta-nikaya サン ユッタ •  二 カーヤ， サ 

ムュノ タ. 二 カーヤ， 相 應部經 典， 相應 部， 

相應 尼柯耶 S 1〜56 
Samyutta-bhanaka 相應部 〔誦〕 師， 相 應部誦 者 
Sarhyuttagama=Samyutta-nikaya    〔經〕 雜阿 

含， 相 應阿含 
samyoga=sannoga ① 結 縛, |g, 繋き, 縛, 

合， 具 縛 ② 偶 合 
sarhyoga-visarhyoga  dhammapariyaya 繋 離 繋 

法 門 

saihyogabhinivesa 結 住 著， 結 縛 住 著， 合 現 貪 
samyojana=sannojana 結 縛， 結， 結 使， 繋縛 
Samyojana ① 〔經〕 結 S 1 64  ；  22 120  ；  45 

42  ；  48  61 ； 54 17  ；  A 10 13 ② 〔經〕 繋縛 

S  35  54,  55, 109, 122  ；  41 1 
^saihyojana-katha 結論 KV  2 丄 o 
samyojanakkhaya 結の (盡 
i)amyojana  ceva  samyoiana-sampayutta-duka 

結 結 相 應ニ法 Duka  24 
samyojana  ceva  samyojana  sampayutta 

dhamma 結 結相應 法， 結 法; こして 結相應 なる 


samyojana  ceva  sarhyojaniya  ca  dhamma 結 

順 結 法， 結 法に して 順 結なる 
Samvoiana-ceva-samvojaniva-duka 結 順 結 二 

法 Duka  23 
samyojanaduka-kusalattika 結 二 法 善 三 法 

Duka-tika  41 
sariiyojana-pahana 諸 結 を斷ず 
samyojana-vippayutta-asarhyojaniya  dhamma 

結 不相應 非 順 結 法， 結 不相應 にして 不順 結な 

samyojana-viDpayutta-samyojaniya-duka 結 小 
相 應順結 二 法 Duka  25 

samyoianaviDpayuttasamyojaniyaduKa- 

kusalattika 結 不相應 順 結 二 法 善 三 法 Duka- 
tika  46 

samvoiana-vippayutta-samvojaniya  ahamma 

結 不相應 順 結 法， 結 不相應 にして 順 結なる 
sarhvoianasamyojanasampayuttaduka- 

kusalattika 結 結 相 應ニ法 善 三 法 Duka-tika 
45 

sarhyojana-samyojaruyaduka-kusalattika 結 j 頃 

結 二 法 善 三 法 Duka-tika  44 
saihyojana-sampayutta 結相應 
samyojana-sampayutta  ceva  no  ca  samyojana 

dhamma 結 相 應非結 法， 結相應 にして 非 結 

なる 

Sarhvoiana-sampayutta-duka 結 ffl 應ニ 
Duka  22 

samyojanasampayuttaduka-kusaiattika 結相應 

二 法 善 三 法 Duka-tika  43 
sarhvoianiva  ceva  no  ca  samyojana  dhamma 

順 結 非 結 法， 順 結 法に して 非 結なる 
Samyojaniya-duka 順 結 二 jfe  Duka  21 
samyojanij-aduka-kusalattika 順)^ 二 法 善 三 法 

Duka-tika  42 
sarhyojaniya  dhamma 結 法， 順 結 法 
samvacchara 年, 'ぱ 數 
samvatta-kappa 壊 劫 

Samvattakkhandha  〔毘婆 尸佛の 子〕 サン ヴッ 

タツ カン ダ、 
samvattatthavin 壞住 〔劫〕， 空 劫 


(382) 


sariivatta-vivatta 成壞 
saihvatta-vivatta-kappa 壞成 劫， 成壞劫 
samvannana  き 
samvadana 和睦 

sarhvara 律儀， 防護， 守護， 制御， 制禁， 攝護 
Samvara ① 〔童子〕 サン ブラ， 防護 （!>= 

Sambara  〔阿修羅 王〕 サン ヴラ， 奢婆羅 ③ 

〔經〕 攝護 S  35  98 
Samvara -katha 律き 論 K\  3 10 
Samvara -jataka サン ヴラ • チヤ一 タカ， 防護 

童子 本 生物 語 J  462 
samvara-padhana,  samvarappadhana 律義 勤， 

防護 勤 

samvara-parisuddhi 律儀 淸淨 
samvara-suddhi 律儀 淨 

samvarasariivara-katha  M 非攝 論議， 律 非 

儀 論 = 律藏 
samvarl 夜 

samvare  panna 律儀の 慧 

oarhvaro  kamman  ti  katha 律儀 桌論 KV 12 

Sarhvasita  〔傳 。 轉輪 王〕 サン ヴシタ 
sariivasa 共庄， 共 住 事， 同 住， 俱に 住む こと 
samvasati 共 住す 
samvasana 習 来 
sarhvigga 驚愕 

samviggassa  voniso  padhanami'^samvegassa 
yoniso  padhanam 厭 者の 如理 精勤， 厭 を 生 

ずる 爲の正 fi 勤 

saihvidahita 豫約 

saihvidhavahara 共謀 偸 

samvibnaga 均分， 均 布 

sarhvega 悚懼， 厭離 心， 厭 背， 憂， 感動 

samvegassa  yoniso  padhanam^sarhviggassa 

yoniso  padhanam 憂 ひに 對 しての 如 理の努 

力 

samvego  samvejaniyesu  thanesu 可 厭 處に於 
ける 厭， 順 厭處に 於け る 厭， 憂 ふべき 事に 對 
する 憂 

samvejaniya 厭離 

samveliiya 襌檔 


oaka 

samvohara 買' 買, 對談 

samsagga 接觸， 交 は り ， 相 交， 雜鬧 

samsattha 相 合， 相雜， 會合， 衆會， 雜會， 世 

俗に 染む 

Sarhsattha-vara ① 相雜分 ② 親近 章 V  3  4 
(17) 

Samsatthavara-vannana 相雜 分之釋 
samsattha  bhikkhuni 親近 比丘尼 
samsappa-iatika  tiracchana-gata 蛇行 畜生 
samsappaniya-pariyaya   〔經 J 蛇行の 法 門， 蛇 

行 法 
samsarana 幕 
samsarana-kitiKa ラ life 
sarhsarana-lohita  Iwig せる 血 
Samsavaka  〔地獄〕 サン サブ 力， 深坑 
samsadiya  〔植 J サンサ ーテ ィ ャ一 
samsara 輪廻， 輪廻 界， 流轉， 轉廻轉 生 
saihsara-cakka 輪廻の 車輪 
Samsara-panho 輪廻の 問 Mil 2  〔6〕  9 
sarhsara-patha 輪廻 路 
oamsara-phala  〔園〕 サン サ ーラノ ミラ 
Samsaramocaka-petavatthu 離 輪廻 鬼 事 Pv  2 

samsara-vatta 輪廻 轉生 
samsara-sagara 輪廻の- 
samsara-suddhi 輪廻 淨ィ匕 
samsara-sota 輪廻の yit 
samsarena  suddhi 輪廻に 依 り て 淸淨ぁ り 
sariisare  bhayaih 輪廻の 怖 畏 
samsuadha-gahaniKa 皿 統清淨 
samsedaja 濕生， 濕 生者 〔四 生の 一〕 
samseaaja-naga 濕玍龍 
samsedaja-yoni=samsedaja  {, 暴 生， ^！移生者 
samsedaja-supanna お 生 金翅, き 
samharima 持ち 蓮ば るる 〔地 遍〕 
samhita 詩 書 
Saka  〔國〕 塞 

Saka  (A),  Saka  (A) 釋迦 g 者 
saka-gocara 自 行處 

Sakacittaniya  〔比丘の 譬 Hi 經〕 サ カチッ タ ニヤ 
Ap  3  61 


(383) 


Saka 


Sakacittaniya-vagga サ カチッ タ ニヤ 品 Ap  3 
6 丄〜 70 

sakata 車， 荷車， サ カタ 車 
sakata-vaha 車 量 
sakata-vyuha 輜重 軍， 車形陣 
sakannajappaka  Q 竊語 〔行 籌の 一〕 ② 耳語 
sakannaiaDpaka-salakagaha 竊語 1 了 ま 
sakadagamin  —來， 期陀 含， 一 來^, ー來果 
に 入る 

sakadagami-myama ー來 yife 
sakadagami-phala  —來 果， 斯 陀含果 
sakadagami-phala  citta 斯陀 含果, し、 
sakadagamiphala-sacchikinya 一 來果現 g^， 一 

來果 作證， ー來 果應證 
sakadagamiphalasacchikinvaya  panpanno 向 

一 來果現 證#， ー來果 應證位 成就 〔人〕， ー來 
果作證 向， 一 來果能 作證向 人， ー來果 を證す 
ベく 修行す る 〔者〕， ー來 向， 斯陀含 向 

sakadagamiphala-samapatti ー來果 Ifs 斯陀含 

果定 

sakadagami-magga 斯陀含 道， ー來 這 
sakadagami-magga  citta 斯 |5 它含道 'L、 
sakadagami-magga-nana 斯陀含 道智， 斯陀含 
道の 智 

sakadagami  bhikkhu 一 來の比 ft 

saka-nirutti 各自の 言 I 司 

sakalasasana-brahmacariya 全 敎梵行 

Sakalika  〔經〕 岩の 破片 S138;4  13 

sakalikaggi 木片 X 

sakalika 岩の 破片， 木片 

saka-vadin 自論師 

saka-sannm 己 物 想 

saka-samaya 自宗， 自宗義 

sakim  jata,  sakiih  vijata 一度お 產 した 女， 一 

度 子 を 生める 女 
Sakimsammajjaka  〔比丘の 譬 喻經〕 サ キン サ 

ム マノ ヂャカ Ap  3  418 
Sakimsammajjaka-vagga サ キン サム マ ッ ナヤ 

力 品 Ap  3  418〜4：27 
sakincana 有 所得 
i>akiya-mana 釋 ft; 慢 


sakuna 鳥 

sakunagsrhi ま 

Sakunagghi  〔經〕 鷹 S  47  6 

Sakunagghi -j  ataka サクナ ツギ • チヤ一 タカ, 

鷹 本 生物 語 J 168 
Sakuna-jataka サクナ • ヂャ タカ， 鳥 本 生物 語 

J  36 
sakuija-v リ 烏 明 
sakuna-samgha 鳥 群 
sakuni 難 鳥 

Sakunovada-sutta~Sakuna-jataka 鳥訓經 
sakula  〔魚〕 サ クラ 

Sakula ① 〔尼， 天眼 第一〕 サ クラ—， 奢拘梨 

〔譬喩 經〕 Ap  4  24 ② 〔夷〕 サ クラ—， 賢 
Sakuludayin  〔普行^；ゥ サ クル ダ '—ヰ， 善 生 優 

陀夷 

Sakula ① 〔王〕 サ クラ ② 〔都〕 
Sakotakakorandadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サコ 

—タカ コーラン ダダ一 ャカ Ap  3  351 
sakka 可能 者- 

Sakka ① 〔天， 祌〕 サッ 力， 釋迦， 釋羅， 帝 

釋， 帝釋天 ② 〔夜叉〕 サッ 力， 釋羅 

Sakka,  Sakya  〔國， 族〕 サッ 力， 釋迦, 釋 

氏， 釋族 @  〔怫 父〕 釋 iSO  © 釋迦 = 釋迦牟 
尼佛 ⑥ 〔經〕 釋羅 S 10  2 ⑦ 〔經〕 帝釋 S 
35 118  ；  40 10 ⑧ 〔經〕 釋氏 A 10  46 
i)akka  lnda=Sakko  devanam  Indo 諸 大の王 
帝釋 

sakkacca 注意して 

Sakkacca  〔経〕 恭敬 〔作〕 S  34  8 

sakkacca-kata 恭敬 作 

sakkaccakarin 恭敬して 作す， 恭敬 作 

sakkaccakarl ― sappayakari    〔經 j 恭敬 作 一 隨 

應作 S  34  54 
Sakkaccakari— sataccakari  〔經〕 恭敬 作一 常 作 

S  34  53 
sakkacca-kinya 恭敬 作 
sakkacca-dana 恭敬 施 
Sakkacca -vagga 注意 品 V 1 a  7，  31〜40 
sakkata サン スク リ ッ ト 
Sakkadattiya  〔地名〕 サッ カタ、、 ッ ティ ャ 


(384) 


Sagathi 


Sakka-devarajan=Sakko  devanaih  Indo 天 王 

帝釋， 天 王なる 帝釋 天， 釋天 王， 神神の 主 帝 
釋 

Sakka -devinda=Sakko  dev5narh  Indo 天 王 市 

釋， 神 王帝釋 
Sakka-namassana  〔經〕 帝 釋の禮 敬 S 11 18〜 

20 

Sakka-pajapatI 帝 釋の妃 

Sakkapanha-suttanta サ ッカパ ンハ • スッ タン 

タ， 帝釋 所問經 D  21 
Sakkara  〔村〕 サッ カラ 
Sakka-rajan=Sakya-rajan 釋^ 王 
sakkaroti 恭敬す， 尊敬す 

Sakka-samyutta サッカ • サム ュ メタ， 帝釋相 

應 S 11 1〜25 
Sakka  sahassanetta 卞眼 あな 帝釋 
sakkasenapati  〔官職〕 サッカ セーナ —パティ， 

帝 釋將軍 

Sakka=Sakka,  Sakya-Sakiya  〔國， 族:] サ ッ 

カー， 釋迦， 釋氏， 釋族 
sakkaya サッカー ャ， 薩 迦耶， 有 身， 己 身， 個 

體 

Sakkaya ① 〔經〕 有 身 S  22 105, 154 ② 〔經〕 

己 身 見 S  35 165 
sakkaya-anta 有身邊 し 三邊の 一〕 
sakkaya-ditthi 有 身 見， 有 身の 見， 身 見， 薩迦 

耶見， 己 身 見， 個體 見， 個體 常住 見 
sakkaya-nandi  ^  ^-g- 

sakkaya-nirodha 個體 の滅， 有 身の 滅， 有身滅 
sakkaya-nirodha-anta 有 身滅邊 〔三邊 の 一」 
sakkaya-nirodha-gamin 順 有 身 滅盡， 偶 體の滅 
sakkava-nirodhagamini  patipada    f 固體 の; 或の 

道， 順 有 身滅道 
sakkaya-nissarana 有 身よ りの 出 離 
sakkaya-pariyapanna-dhamma 有 身 所 の 法 
sakkaya-vatthuka  uccheda-ditthi 有 身 事斷見 
sakkaya-vatthuka  sassata-ditthi 有 身 事' 吊— 兒 
sakkaya-samudaya 有 身 〔見〕 の 集， 有 身 集， 個 

體の集 

sakkaya-samudaya-anta 有身果 〔三き の 一」 
sakkaya-samudaya-gamm 順 有:^ 集?^ 


Sakkayo  〔經〕 己 身 S  38 15 

sakkara 恭敬， 供養， 敬， 敬 重， 尊敬， 名聞 

Sakkara  〔經〕 恭敬 It  81 

sakkara-mada 恭敬' 1% 

Sakkodana  〔王〕 サッ コ 〔—ダナ〕， 釋 |5 

Sakko  devanam  Indo サッ コ 一テーヴ 一 ナム 
ィ ン ド—， 釋提桓 因， 諸 天の 王 帝釋， 諸 天の 
主 帝釋， 諸 天の 主なる 帝釋， 天帝 釋， 天帝な 
る 釋迦， 天の 帝なる 釋迦， 天主 帝釋， 帝釋， 
帝釋 天， 帝 釋天王 

Sakko  devana  sahassa-netto 于目艮 の 帝镡大 

Sakkhara  〔町〕 サッ カラ， 砂 f 唐 

sakkhara-kathala 砂碟 

Sakkharasobbha  〔港〕 サッ カラ ソッパ 

sakkhara 砂， 碟， 砂利， 石 

Sakkharalayaganga  〔河〕 サッ カラーラ ャ ガン 
ガ一 

sakkharika~sakkhara 碟 
sakkha]aka=sakkhaii 糖菓 
sakkhali=sakkhalaka サソ カリ 菓子， 糖菓 
sakkhi 證人 

sakkhi-dhamma 自內證 の 法 
sakkhibhabbata 現 見 力 
sakkhi=sakhi 同輩， 友人， 朋友， 伴黨 
sakya サ クャ， 能 

Sakya=Sakka  〔族〕 サ クャ， 釋迦， 釋氏， 釋族 
Sakya 〔- kula〕 〔族〕 釋逝， 釋氏， 釋族 
Sakya-dhita 釋女 

Sakya-pungava 釋迦 牡牛 = 釋迦牟 尼 
Sakya-putta 釋迦 族の 子， 釋子， 釋迹 牟尼佛 
Sakya-puttiya 釋子 所屬， 釋 子の 徒， 釋子， 釋 

迦子 =佛 弟子， 佛敎徒 
Sakya-muni 釋逝牟 尼 =釋 迦佛， 翟 曇佛， 佛 
Sakya-rajan 釋迦王 
sakhi=sakkhi 友， 友人， 同輩， 伴黨 
sakhi  bhariya 友人なる 妻， 朋友 夫人 
Sagara  〔王〕 サガラ 
Sagatha  〔經〕 有偈 S 14 16 
Sagathaka  〔經〕 有 f 曷 S  55  51 
Sagathakam  〔經〕 f 曷頌 ある 經 S 17 10 
Sagatha-punnabhisanda-vagga 有 (曷福 德潤澤 


Sagatha 


品 S  55  41〜50 
Sagatha-vagga ① サガ— タ • ヴッ ガ， 有 f 曷篇 
S 1-11 ② 有偈品 S  36 1-10 

Sagama  〔精 舍〕 サガ— マ 
sagarava 尊 直, %  ^ 
sagula し桌〕 サグラ 

sagga ① 天， 天界， 天國， 天上， 生 天 ② 〔鳥〕 
サ ッ ガ 

Sagga  〔乾闥 婆〕 サ ッガ， 天 

sagga-katha 生 天 論， 生 天の 話， 生 天の 說， 天 

上の 說話， 天の 說 〔三論の 一〕 
sagga-kaya 天 身 
sagga-gamin 生 天 有 
sagga-magga 上天の it 
sagga -】 oka 天界， 天 世， 天の 世界 
saggavarana 天 障 
saggesu  sotthanam 天上の 吉样 
samkacchika サン カツ チカ， 僧祇支 衣， 覆 肩 衣 
sankatira 塵埃 溜 
Samkantika  〔部 派〕 說轉 
samkappa 思惟， 

Saihkappa-jataka サン カッパ • チヤ一 タカ, 思 

惟 本 生物 語 J  251 
samkappa-nanatta 思 種種， 種種 思惟 
sankappa-raga 思念の:^ 
saihkappa-vagga 思惟 品 J  251~260 
sankappa  - vitakka 思覺 

SaAkamanat ほ 〔比丘尼の 譬喩 經〕 サン カマナ ッ 

ター Ap  4  4 
Samkassa  〔g， 拔〕 サン カツ サ， 僧伽 尸， 僧 

伽舍， 僧 tin] 除， 憎 伽舍， 僧迦 施， 僧謁奢 

samkara 埃 W, 
sarakara-kuta 芥溜 
sankaraggi 塵 屑 火 
sankara-cola 芥中布 
saihkasana 辯 

Sankasana  〔|iO お S  5b 19 

Sankicca ① 〔比〕 サン キッ チヤ， 僧 祇致耶 ② 

〔賢者-, 佛の 前生〕 サン キノ チヤ 
Samkicca  -  j  ataka サン キッ チヤ • チ 'ヤー タカ， 

サン キノ チヤ 仙 本 生物 語 J  530 


samkippa-parikha  g を 埋めたり， 塗を塡 めし 
# 

samkirana  金取乂 

sankilittha 雜染， 已染， 已 雜染， 恨 心 * 

samkuittha-citta 染汚 心、 

sankilittha  c'eva  dhamma  no  ca  kuesa  雜 
染法 にして 非 煩 隙なる， 已染 非染法 

sankilittha  ceva  no  ca  kilesa  dhamma  Id 染非 
染法， 已雜染 法に して 非 煩^なる 

Samkilitthattika 已染三 法， 已雜染 三 法 Tika 
5 

saihkilitthattika-kusalattika 已染三 法 善 三 法 

Tika-tika  25 
sankilitthattika-saranaduka 已染三 法 有 # 二?: 

fika-duka  /7 
sankilitthattika-hetuduka 已染三 法 因 二 法 

TiKa-duka  5 
Sankilittha-duka 巳 染ニ法 Duka  77 
sahkilitthaduka-kusalattika 已染ニ 法 善 三 法 

Duka-tika  86 
sankilittha  dhamma 染法， 已染 法， 已雜染 法， 

雜染 法， 穢汚法 
sankilittha-sankilesika 有雜染 雜染， 已染 順染， 

已染 能染， 染汚 
sarhkilittha-sarhkilesika-tika 已染順 染三法 
samkilittha-samkilesika  dhamma 匕 染能染 法, 

已 染順染 法， 已雜染 順雜染 法， 有雜 染雜染 

法， 染汚法 
samkilittha  apatti 雜染 罪， 染汚犯 
saihkilitthabha 雜染光 
Sarhkilitthabha-deva 雜染光 天 
sankilesa 雜染 

Samkilesa  〔經〕 汚穢 S  35  38 
saihkilesa-dhamma 雜染 法， 順染 法， 順雜染 法， 

有染 法， 雜穢 法， 汚 法， 汚穢の 法 
samkilesika 雜染， 順染， 順雜染 
sankilesika  c'eva  dhamma  no  ca  kilesa  Jl ほ雜 

染法 にして 非煩惱 なる， 順 染非染 法 
sankilesika  ceva  no  ca  kilesa  dhamma 順染 

非染 法， 順雜染 法に して 非煩惱 なる 
Sankilesika-duka 順 染ニ法 Duka  76 
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Sankharu 


sankilesikaduka-kusalattika 順 染ニ法 善 三 法 

Duka-tika  85 
sankilesika  dhamma 順染 法， 順雜染 法， 雜染 

法， 有染 法， 汚 法， 汚穢の 法 
sarhkilati 戲樂す 

samku]ya=samkuli し桌 j サン ク リ 
Sanku-samahata  〔鐵〕 tt 地獄 
samketa-kamma  ■jw 疋， ほ不 
saiikopa ま賊 

sarhkha 螺， 螺貝， 法螺貝， 法螺， 確 藤， 碟 
渠， 海螺， 螺鈿， 珂貝， 靑貝， 貝 玉， 劫 貝， 

眞珠 * 

Sarhkha ① 〔未 來の輪 王〕 サン 力， 僅 伽 ② 
〔婆， 佛の 前生〕 サン カ③ 〔長 荐〕 サン 力， 
螺 ④ 〔將 軍〕 サン カ⑤ 〔經〕 螺貝 S  42  8 

sankhaCka>ayaka  〔官職〕 サン 力 〔力〕 ナ一ャ 
力 

Sankha-cariya  〔經〕 サン 力の 所行 Cp 1 2 
Sarhkha -jataka サン 力 • ヂャ一 タカ， サン 力 

婆羅門 本 生物 語 J  442 
saiikhata 有爲， 爲， 作爲 された る もの 
sankhata-ayatana 有爲處 
Sankhata-duka 有 爲ニ法 Duka  8 
safikhataduka-kusalattiKa 有為 二お = ^二 法 

Duka-tika  29 
sankhata  dhamma 有爲 法， ％fe の 法 
sankhata-lakkhana 有爲相 
sarhkha ほ ca  dhatu  asamkhata  ca  dhatu 有爲 

界と 無爲界 
saihkhata-dhatu 有爲界 
Sankhatthali=Sankhanathattha]i, 

Sankhanayakatthali  〔都〕 サン カノ タリ 
Safikhatthalipurabhigamana  〔章〕 サン カツ タ 

リ に 上京 Cv  63 
sahkha-dhama 法螺貝 吹， 吹螺 者， 吹 貝 者 
sankha-dhamaka 吹螺者 

Sankhadhamana -jataka サン カタ、、 マナ • ギヤ一 

タカ， 吹螺本 生物 語 J  60 
Sarhkha-dhatu  〔王 臣〕 サン カダ— ト ゥ 
Sankhanathatthali=Sankhatthali  〔都〕 サン 力 

ナ一 タツ タリ 


SankhanavakatthaJi=iankhatthali し 村 J サ ソ 

カナー ャ カツ タリ 
Sariikhapala ① 〔王〕 サン 力 パーラ ② 〔龍王〕 

サン 力 パーラ， 護螺 ③ 〔湖〕 サン 力 パーラ 
Sankhapala-cariya  〔經〕 サン 力 パーラの 所行 

Cp  2 10 

Samkhapala-jataka サン 力 ハーフ • チヤ一 タ 

力， サン 力 バーラ 龍王 本 生物 語 J  524 
sankha-mundika 貝 ft 刑 
safikhalika 鎖 

Sankhavaddhamana  〔河〕 サン 力 ヴ ッ ダマ— ナ 

sankha-sadda 螺ま 
sankha-sila-maya 童る # 

saAkha ① 目算， 數， 算數， 名數， 名 稱②思 

,(Z" 日 /J、 

sarhkhata-dhamma 法の 察 悟 者， 法 を 究めた る 

もの 

sarhkhana^sankha  Btsfe, 目 ^ 
sankhana-sippa 數術 
sankhayaka  g}^ 數者 
samkhara イ了 
sankharakkhandha 行 糸;^ 
sarhkhara-gata 行の 類 
sankhara-dukkha 行 苦 

safikhara-dukkhata 行 苦 性， 行 苦の 性， 行 苦 

〔三 苦 性の 一〕 
sankhara-pangganhanaka-vipassana 行す 巴 觀 
sankhara-pariccheda 行の 题別 
Sankharabhajaniya  〔經〕 諸行 分散 
Sankhara-yamaka  fj^m え 6 
sankhara-loka 行 世間 
safikhara-samatha ィ 了の 止靜 
sankhara-samudaya 行 の 集 
sankhara-sunna ィ "ffe 

Sarhkharanarh  jayana-panho    5#fT 生ず る ャ の 

問 Mil  2  〔3〕  4 
sankharavasesa-samapatti 殘 ft' 疋, 行 有 餘等至 
sankharupekkha 打捨 

sankharupekkhasu  nanarh 讀 tl を捨 する 智, 
行捨智 
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Safikharu 


samkharuppatti 行の 生 

Sarhkharuppatti-sutta サン 力— ノレ ッノ くッ ティ • 

ス ッタ， 行生經 M 120 
sarhkhitta ① 牧了， 略 ② 轉倒 
Samkhitta ① 〔經〕 簡約 S  35  86 ② 〔經〕 略 

說 S  48 12-14  ；  A  8  53，  63 ③ 〔經〕 略 A 

10 171 

sankhitta-citta 攝心， 略 心， 牧了 心， 沈 窓の 心， 

凝 港せ る 心 
Sankhitte  〔uposatho〕 〔經〕 田 各布薩 A  8  41 
sankhioana 極 嘲关 
Sariikheyya  〔房 舍〕 サン ケ ツヤ 
Sarhkheyyaka  〔山〕 サン ケーャ 力 
samkhya  (I)=sankha 名稱， 名數， 數 ② 數論 

sanga 著， 染著， 結 縛 

Sangagama  〔地方〕 サン ガ ガー マ 

sanganika 衆に 雜る， 衆 中に 交る， 衆と 雜處す 

る こと， 衆， 衆 居， 聚會， 社會， 雜處， 伴侶 
sanganika-vihara 聚き住 
samganikarama 衆 居 を樂ふ もの， 衆會 の樂， 

衆 愛樂， 衆に 雜るを 好む， 聚 會を樂 しむ 荐， 

雜處 を欣ぶ 

sanganikaramata 衆會 の樂， 衆 愛樂， 衆 居 を 
樂ふ， 衆に 雜るを 好む こと， 雜 處を欣 ぶ， 伴 
侶 を 好み 

sarigati 結合 

sangati-bhava 結合の 狀態 

Samgayha ① 〔經〕 所攝取 S  35  94,95 ② 〔經〕 

執著 S  35 135 
sangara 誓約 

saihgaha ① 攝， 攝取， 所攝， 聚會， 集合 ② 

輯錄， 藏 外の 書 
Saihgahakarana  〔章〕 愛護の 行政 Cv  59 
sangaha-bala 攝カ， 能攝カ 
sarhgaha-vatthu 攝事 に 四 種〕 
samgahacariya 結集 をな せし 諸師 
Sangahasarigaha 所攝 と非攝 Dhk 1 
Sam gahita -vara 攝在章 V  3 1 (4, 12 ン 
Sangahita-katha 攝論 KV  7 1 
Sangahitena  asafigahitarh 所攝 しなる ものの 1 


非攝 Dhk  2 
Sangahitena  sangahita 所攝 〔なる ものの〕 所攝 
Dhk  3 

Sanganitena  sampavutta-vippayuttam 戶/ rfe  〔な 

る ものの〕 相應と 不相應 Dhk 11 
safigama 戰， 戰鬪， 戰場， 戰陣， 鬪諍 
sangamaji 戰勝 # 
Sangamaji  〔比〕 戰勝 
samgama-slsa 本營 

Samgamavacara-jataka サン 力、、一 マー ヴチ ャ ラ 
• ヂ ヤー タカ， 戰場 住居 本 生物 語 J 182 

Samgame  dve  vuttani  〔經〕 戰 についての 二つ 
の 語 S  3 14,15 

sarhgayati 結集す 

Sangarava ① 〔婆， 塞〕 サン ガーラ ヴ， 傷 歌 
羅， 傷 歌邏， 參 伽羅 婆 ② 〔經〕 參 伽羅 婆 S 
7  21 ③ 〔經〕 傷歌邏 S  46  55;  A 10 117. 
169 

Sangarava-sutta サン ガー ラヴ • ス ッタ， 傷 歌 

邏經 M 100 
sarhgahaka 慈 念 ある 
sangaha-oada 集' し、 事 
sangahika 攝受 者- 
Sangilla  〔村〕 サン ギ ノラ 
safigita 歌; #5 

samgiti ① 結集， 合誦， 會誦， 等誦 ② 法式 
sangitika 合誦 〔尼 柯 耶師〕 
Sangitikkhandhaka 結集 犍度 
sariigiti-panyaya 等 那 教法 
Sangiti-suttanta サン ギー ティ • スッ タンタ， 

等誦經 D  33 
sangha サン ガ， 僧伽， 僧， 衆， 僧 衆， （曾 圑， 

敎圑， 衆 贈， 和合 僧， 佛敎 僧伽 
Samgha ① 〔辟〕 サン ガ② 〔比〕 ③ 〔居士〕 

@  〔宿 濯師〕 
sangha  ujubhuta 正直 僧伽 
sangham  paccakkhati 僧仂 fl を ' ま 旁す 
samgham  bhakhati  (A) 僧仂 11 を 破る 
sangham  bhindati 僧伽 を 破る， 僧伽 を 破す 
samgha-kamma  ft 伽 箱 磨， 僧伽 議事， 僧竭磨 
samgha-karaniya  f 曾 伽の 行事 
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Sarhghe 


samghagata  dakkhina 僧 類 施 〔七 種〕 
sangha-garavata 僧伽の 尊敬 
samgha  cila-thitika  (A)  f 曾 伽の 久住 
sariighattana-valaya 腕 の 摩擦 
Samghatissa ① 〔一世 王〕 サン ガ ティ ッサ ② 

〔二世 王〕 ③ 〔副 王〕 
Sanghadayika  〔王女， 毘舍 法の 前生〕 サン ガ 
ダ、 一 イカ一 

Samghadasi ① 〔尼〕 サン ガダー シ— ② 〔王 
女〕 

sangha-patimanana 僧仂 B の 期待 
sangha-parinayaka 僧伽の 導 者， 僧伽の 導師， 

f 曾 伽の 首領 

Samghapala  〔比〕 サン ガパ— ラ， 衆 護， （曾 護 
sangha-pitar  f 曾 仂卩の 父 
Samghabodhi  〔王〕 サン ガボ一 ディ 
samghabhatta サン ガパ ッタ， 僧 食， f 曾 伽 食， 

暦 次 食， 僧 衆 食， 衆 僧 食 
Samghabhadda  〔王妃〕 サン ガパ ッ ダ— 
samgha-bheda 破 僧， 破 (曾 伽， 破 和合 ft， 僧 破 
Samghabheda ① 〔村〕 サン ガベー ダ ② 〔經〕 

破 (曾 A 10  35,37,38 
sarhghabhedaka 破 僧伽 者， 破 暦 伽の 昔， 破 (t 

者， 破 和合 僧 者 
Samghabhedakakkhandhaka 敎團 破壞の 章， 

破僧犍©： 〜^5arhghabheciakkliandhaka 
sarhghabhedaka  bhikkhu 破 fl "比丘 
sariighabheda-kamma 破 暦 業， 破 僧伽 業 
Saihghabhedaka-vagga 破 (曾荐 品 V  3 15, 11 
Sarhghabhedakkhandhaka 破僧犍 度， 敎圑破 

壞の章 V  2  b  7 
c^arhghamana  〔王」 サ ン ガマ ― ナ 
Samghamitta ① 〔比， 大 寺破壞 者〕 サン ガミ 

ッタ② 〔精 舍〕 
Samghamitta  〔阿育 王女， 尼〕 サン ガミ ッタ ―， 

(t 伽 蜜 多 

Samgharakkhita ① 〔比〕 サン ガラツ キタ， 暦 
護 （D=Mah お afigharakkhka 僧護③ 〔沙 彌〕 
僧 護 ®  〔人〕 僧 護 

samgha-ratana  f 曾資 

sarhgha-rajan 僧 仂ロ王 


sariigha-raji 贈 不和 合， 潜 諍， 不和 合 
sangha  samuKKattha 辰き (曾 仂ロ 
sarhgna-sammukhata 僧仂 B 現 mj,  fe" 現 mj 
samgha-sammuti (曾仂 [] 選 

sariigha-samaggl  (曾 和合， 僧仂 n 和 台， 僧伽の 和 

合， 和合 (曾 
Sariigha-samaggl 〔經〕 和合 ft  A 10  36 
Sariighasiva  〔 タ、、 ッ プラ 王の 母〕 サ ン ガ シ ヴ ― 
Samghasena  〔f£ 院〕 サン ガセ ーナ 
Samghasena-pabbata  〔    舍 j サン ガセ ーナ山 
samghassa  bhindanam  f 曾圑の 分裂 
Sangha ① 〔尼〕 僧伽 ② 〔王女〕 サン ガ— ③ 

〔王妃〕 サン ガー ④ 〔アツ ガボ— ディ 六 世 王 

女〕 サン ガー ⑤ 〔セ ーナ 一世 及び 二世 王妃〕 

サン ガー 
samghata 戶柱 
Samghata  〔村〕 サン ガ一タ 
sanghatika 大衣を 持つ 昔 
samgnatikanna-gahana 衣 Y おる 
samghati サン ガ一 チ， サン ガー ティ， 僧 伽 梨 

衣， 僧伽 胝， 重 衣， 上衣 *， 和合 衣 * 
samghani 跨 衣 

Samghata,  Sariighataka  〔地獄〕 衆 合 
sanghatanika 攝聚哲 

samghadisesa し 罪〕 サン ガー テ イセ ーサ, f 曾仂卩 

提尸沙 法， 僧淺， 僧殘罪 V 1 a  2  ；  b  2 
samghadisesa-ajjhapanna 僧 淺犯戒 香 
sanghanussati 僧隨 念， 僧 念， 念 暦 〔六 念， 十 

念の 一〕 
samgharama  (曾 仿 [ife 
saihghika 僧伽 物， 憎 物 
sanghin 暦仂 [] の 主 
samghupatthaka 僧 仂卩の 近侍 者 
Sanghupatthaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サ ン グパ ッ 

ター 力 Ap  3 180 
sanghe  aveccappasado  f 曾 證淨， ftl 加證淨 〔四 

證淨の 一〕 
sarhghe  uposatho  f& 伽 布!^ 
sarhghe  dmnam  mahapphalain  fl "仂 こ 施せ （3- 

大果 あり 
sarhghe  pavarana 僧仂 ロ自恣 
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Sangho 


sangho  bhinno  hoti 僧 加 を 破る 
saca  (A)=sacca  jm^S^ 
Sacakkhu  〔傳 o 轉輪 王〕 サ チャック 
sacitta 己 心 

Sacitta  〔經〕 己 心 A 10  51 

sacittaka 有心 〔者-〕 

Sacitta-vagga 己 心' 品 A 10  51~60 

sacca 諦， 眞實， 眞諦， 眞理， 眞實 語， 眞實の 

語， 眞實の 言， 誓約， PJ2 文 
Sacca  〔苦行者， 佛の 前生〕 サッ チヤ 
Saccam  〔fe〕  _fcg^  S  43 li) 
Saccamkira-jataka サッ チャン キラ • チ * ヤー タ 

力， 眞實語 本 生物 語 J  73 
Saccaka  〔尼 乾 子， 塞〕 サッ チヤ 力， 薩 if 迦， 

眞實 者- 

Sacca-katha ① 〔四〕 諦論 Pts  2  2 ② 諦論 
KV  6  3 

sacca-kiriya 誓言， 眞言， 眞實の 誓， 眞實の 祈 

誓， 眞實の 誓言 
saccagami  magga 眞諦の 達する の 道 
sacca-gira 眞實の 語， 眞實 なる 語 
Saccatapavi  〔女 行者〕 サ ツチ ャタ バー ヰ'— 
saccadhitthana 諦 住處， 請處 〔四 住處の 一〕 
sacca-nama 審諦尊 
Saccanama し. 辟〕 サ ノ チヤ ナーマ 
Saccanama  〔ダン マ タ" ッ シ―佛 の 上足 尼〕 サ ッ 

チヤ ナ一 マー 
Sacca-niddesa  |^ の解釋 
sacca-pannatti  gf^fegS: 

sacca-parami 眞諦 波羅蜜， 眞實 波羅蜜， 實諦 

波羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
saccappatinna 眞寳の 約 

Saccabaddna-paobata サ ツチ ヤノ、' ノ タ" 〔f 弗」 足 
山 

sacca  bhasita 眞實の 語 
Sacca-yamaka 誦雙論 Y  5 
sacca-vajja 實語， 眞實語 
sacca-vaca 
sacca-vada 眞實 i& 

sacca-vadin 資語 者-， 眞實語 者-， 諦論普 
Sacca-viohanga  f$ 力、 別 Vibh  4 


Saccavibhanga-sutta サッ チヤ キノ、 ンガ • スゾ 

タ， 諦 分別 經 M 141 
sacca-vivatta  退轉 
sacca-vivatte  nanam 誦返 轉の智 
Sacca-sarhyutta サッ チヤ • サン ユッタ, 栢 

應， 四諦 の敎義 S  56 1〜131 
Saccasannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サ ツチ ヤサン 二 

ャカ Ap  3  213 
sacca-sammata 臭 具足 

Saccasavhayapandita-cariya    〔經 j サッ チヤと 

呼ぶ 賢者の 所行 Cp  3  8 
Sacca  〔尼 乾 子， 尼〕 サ ツチ ヤー， 眞實 
saccanam  tathattho  If の 如の 義 
saccanupatti 眞理の 得 達 
saccanubodha  A 理 の覺證 
saccanurakkhana 眞：4 の&: 持 
saccanulomika 諫隨順 
saccanulomika  nana  If 隨 II 智 
saccabhisamaya 諦 現觀， 聖 諦現觀 
saccikattha 

sacchikaranlya  dhamma=sacchikatabba 

dhamma 應證法 〔四 種〕 
sacchi-karoti 作證す 

sacchikatabba=sacchikaranlya 寳 せ らるへ 

き， 作證 せらるべき， 現證 すべき 
Sacchikatabba  〔經〕 應現證 A 10 154,198 
Sacchikatabbam  〔經〕 可 所實證 S  35  49 
sacchikatabba  dhamma=sacchikaraniya 
dhamma 現證 すべき 法， 作證 せらるべき 法， 

實證 せらるべき 法 
sacchikiriyatthe  panna 現 證の義 の慧， 作證の 

義の慧 

sacchikinya-pativedha 現！^ 通達 
sacchi-kiriya 現證， 作證， 能證 
sacchikiriya-panna 現證 の慧， 作 證の慧 
sacchikinyabhisamaya 作 證現觀 
sacchi-bhabbata 見證の 可能 
sajita(A)=sanjitar 創造者， 主宰者， 指定 者' 
sajiva 共同者 

Sajjanela しネ 7〕 サッ チヤ ネ―ラ 
Sajja  〔毘沙門天 女〕 サ ツチ' ヤー 


Sanna 


sajjulasa  〔藥 脂樹〕 サ ッヂュ ラサ 
sajjna^sajjhu 銀 

Sajjha ① 〔修行 荐〕 サ ッヂャ ② 〔經〕 サ ッ ヂ 
ャ A  9  8 

Sajjhadayaka  〔比丘の 譬瑜 經〕 サ ッ ヂャダ —ャ 

力 Ap  3  355 
sajjhaya     誦， 誦經， M& 
Sajjhaya  or  Dhamma  〔經〕 誦經 （法） S  9 10 
sajjhayaih  karoti  fkgil す， 問義す * 
sajjhaya-kiriya 學習 
sajjhayati  iMii す 
sajjhu~sajjha 銀 
sancaritta 媒介， 媒嫁 
sancaritta-samutthana 媒嫁等 起 
sancicca 故意に， 故 思に， 故ら に 
sancetana  思 

Sancetana  〔經〕 思 S 18  7, 17 
sancetana-kamma 故 思桌 
sancetana-kaya 思 身 
sancetanika=sancetaniya 故意の 
Sancetanika  〔經〕 思 A 10  207 
sancetanika-kamma 故 思 業 
Sancetanika-vagga 故 思 品 A  4 171~180 
sancetanika-sukkavisatthi-apatti 故 出 罪 
sancetamva-kamma お, 、業 
sanjagghati 哄笑す 

Sanjaya ① 〔比〕 删闍耶 ② 〔王〕 サン ヂャ ャ， 
珊 闍耶， 删闍耶 ③ 〔仙〕 サン ヂャャ ④ 〔賢 
者〕 サン ヂャ ャ⑤ 〔園丁〕 サン ヂャ ャ， 顧 
闍耶 ©=Safijaya-BelaUhiputta  〔外， 六師の 
一〕 サン ヂャ ャ， 刪 闍耶， 11 若， 散 若 

Sanjaya-Akasagotta  〔婆〕 想 年少 吉祥 子 

^)anjaya-Belatthaputta,  ^janjaj'^a-Belatthiputta 
=Safijaya ⑥ 〔六師 外道の 一〕 サン ヂャャ ベ 
—ラ ッタプ ッタ， サン ヂャャ ベ一 ラッティ プ 
ッタ， サン ヂャ ャヹ一 ラッティ フ： ッタ， 删闍 
耶呋羅 底 子， 删 闍耶 毘羅胝 子， 散 若 夷 毘羅梨 
沸， 散 若 夷羅梨 沸， 散 若 耶毘羅 弗 多， 散若耶 
^羅提 子， 薩若 毘那梨 弗， 珊闍耶 毘羅荼 子 

saniati-desa 産地 

sanjati-safigaha 同 生所攝 


sanjanana 知！;， 想念 
sanjanati 解 J す 

Sanjikaputta  〔靑 年〕 サン ヂカ— ブ ッ タ ， 薩闍 

子 

sanjitar 創造 蓄， 能 生者， 主宰者-， 指定 荐 
Safijiva ① 〔比〕 サン ヂ— ヮ"， 蘇生 者， 珊耆 
婆， 僧祇婆 ② 〔拘留 孫佛の 第二 弟子〕 サン 
ヂ ーヴ， 薩尼 ③ 〔靑 年〕 サン ヂ―ヴ @  〔地 

獄〕 等活 

Safijiva-jataka サン ヂ一 ヴ • ヂャ一 タカ， 等活 

本 生物 語 J 150 
Sannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サン ニヤ 力 Ap  3  73 
sannakkhandha 想 |a 
sannata=samyata 自制， 自制 あり 
sannama=samyama 節制， 禁制， 禁戒， 自制， 

止 息， 克己 
sannasafinin 想お 

Sannasamika  〔比丘の 譬喩 經〕 サン ニヤ サ―ミ 

力 Ap  3  324 
sanna 想 

Sanna  〔經 〕 想 S 14  7  ； 18  6, 16  ；  25  6  ；  26  6  ； 

27  6  ；  A  9 16  ； 10  56,  57， 101 ； 11 7,  8 
safina-kaya 想 身 
sanna-gata お、 の 類 
sannana 標識 

sanna-nanatta     種種， 種種お 
sanna-patilabna 想 得 
sanna-bhava お, 有 
sanna-manasikara お 作意， 想 思惟 
sanna-maya 想 所 成 

Sannalakkhana-panho 想の 特 相の 問 Mil 2 
〔3〕 10 

Sanna-vagga 想 口 ij  A  o  ol〜/0 
sanna-vipanj-esa^sanna-vipallasa  ^^^^倒 
sanna-vipallasa=sanna-vipan3-esa  S 顯倒， 想 
の 顛倒 

sanna-vimokkha 想 解脫， 有 想解脫 
sanna-vivatta 想 3；^：¥$ 
sanna-vivatte  nanam 想 轉の智 
sanna-vupasama 想叔靜 
sanna  vedana  ； fe と 党， ； 受 


(391) 


Sanna 


Sannavedayita-katha 想受論 KV 15  7 
sannavedayita-nirodha 想 受滅， 滅受 想定 
sannavedayitanirodha-dhatu 想 受滅界 〔七界 の 

一〕 

sannavedayitanirodha-sainapatti=nirodha- 

samapatti 想受 滅定， 想受滅 盡定， 滅受 想定 
sannavedayitanirodha-samapatti  vimokkha 想 

受滅 定解晚 
sanna-samatikkama 想の 超越 
sanna-samapatti 想 等 全 
sanfiin  ^想， 有 想、 者 
sannin  samanaka 有 想 も fe、 
Sanni  〔經〕 有 想 S  28  8 
sannl-vada 有 想 論， 想說苕 〔十六 種〕 
sannogabhinivesa 合 現 貪， 結 住 著， 結 縛 住 著 
sannojana— saihyojana 結， 辱， 結 使, 結!^ 
Sannojanarh  〔經〕 結 S 12  53,54 
sannojana-gocchaka  余 
sannoiana  c'eva  dhamma  sannojana- 

sampayutta  ca 結 法に して 結相應 なる， 結 結 

相應法 

sannojana  c'eva  dnamma  sannojaniya  ca 結 

法; こして 順 結なる， 結 順 結 法 
Sannojana-duka 結 二 法 Duka  20 
sannojana  dhamma 結 法 
Sannojanappahana-katha 斷結法 KV  4 10 
sannojana-vippayutta  dhamma 結/ ヌ ぞ目應 
sannojana-vippayutta  dhamma  asannojaniya 

結 不相應 法に して 不順 結なる， 結 不相應 非 順 

結 法 

sannojana-vippayutta  dhamma  sannojaniya 

結 不相應 法に して 順 結なる， 結 不相應 順 結 法 
sannojana-sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca 
sannojana 結相應 法に して 非 結なる， 結相應 
非 結 法 

sannojiana-sampayutta  dhamma 結相應 iife 
sannoianika  ditthi I 頃 結 見 

sannojaniya   c'eva  dhamma  no  ca  sannojana 

順 結 法に して 非 結なる， 順 結 非 結 法 
sannojaniya  dhamma 順 結 法， 所 結の 法， 繋 

縛すべき 法 


Satthika-nipata 六十 渴集 〔長老 偈經〕 Thag 
1146 〜： 1208 

Satthikutasahassa-Detavatthu 六萬^^！鬼事 Pv 
4 16 

Sanhi-nipa は 第 十九 篇 〔本 生經〕 J  529〜530 
Satthi-peyyalarii し vaggo〕 六十 乃至 fesfe 〔品〕 

S  35 167〜lt^6 
satthi  maha-naharu 六十 本の 大腱 

satha 狡猾， 諂， 諂 #■，  mm, 諂 度 者， 奸詐， 詐 
m 詐誑昔 *， 欺譎者 *, 幻 (爲 *，  m*, 

saduvisati-vasabhisita  (A) 灌頂 二十 六 年 
Sanamano  or  Santikaya  〔經〕 大林 鳴りつつ 

(寂靜 身） S 1 15 
santha  〔草〕 サン タ 
santhana 形， 形 色， 位相 
santhana-mada 形 色 'hf 

Santhita  〔比丘の 譬喩 經〕 サン ティ タ Ap3:216 

sandasa 讀ナ 

sanha 柔軟， 柔和， 軟 

sanha  〔- cWaraJ 軟衣 

sanha  pharusa 柔軟; ^^S， 軟と恭 

sanha-bhasita 柔車 文の S§ 

Sanha  〔尼〕 サン ハ一 

sanha  vaca 柔軟 語， 柔和 語 

sata 念， 念 あり， 有 念， 具 念， 正 念 

satarii  dhammo 善人の 法， 善 士の法 

Satacakkhu  〔傳 。 轉輪 王〕 サタ チヤ. ノク 

satan  ca  dhammo  asatan  ca  dhammo 吉士の 

法と 不善 土の 法 
satanha 渴愛 有る！？ 
sata-dhamma i£ 法 

Sata-dhamma  〔婆〕 サ タタ、、 ンマ， 正 法 
Satadhamma  -j  ataka サ タタ ンマ • チヤ一 タカ， 

正 法 婆羅門 本 生物 語 J 179 
Sa ね dha  〔河〕 サタ ドゥー 
sata-patta 隊木 鳥， SI 
Satapatta  〔傳 。 轉輪 王〕 サタ パック 
Satapatta-jataka サ タパ ッタ • ヂャ一 タカ， 鶴 

本 生物 語 J  279 
satapatta-sakuna 茛 薛 
satapadi 百足， ^^：!^ 
sata-punna-lakkhana  "S  相 


Satta 


satapuppha  〔植〕 サタプ ッパ— 
Sataporisa  〔地獄〕 サタボ —リサ 
Satararhsi  〔沸〕 サ タラン シ 
Sataramsika  〔比〕 サ タラン シカ 〔譬喩 經〕 Ap 
3  52 

Sataramsl  〔傳 。 轉輪 王〕 サ タラン シー 
Sataruddha  〔水路〕 サタ ルツ タ、、 ― 
satavamka  〔魚〕 サ タ ヴ ン 力 
sata-vallika  蔓 

satavisati-vasabhisita  (A) 灌頂 二十 七 年 
sata  sampajana 念 正智， 念 あ り 正 知 あ り 
satasahassl-lokadhatu     千 世界 
satadhipateyya 念を增 上と 爲す， 增上念 
sati 念， 正 念， T 思； ^ 

Sati ① 〔經〕 正 念 S 12  91 ② 〔經〕 有 念 S  37 

23 ③ 〔經〕 念 A  8  81 
sati-asammuttha 明確なる 正 念 
Satiakara-panho 念の 行 相の 問 Mil 2  〔7〕 1 
sati-cariya 念 

sati ca  samoajannan  ca~sat ト sampajanna 念 

と 正 知， 念 正 知， 正 念 正 知， 正 念正智 
sati-nepaKka 念慧 
satmdriya 念 

Sati-panho 念の 問 Mil 2  〔6〕 11 
satipatthana 念處， 念 住 〔四 種〕 
Satipatthana-katha ① 〔四〕 念 住 論 P お 3  8 ② 

念處論 KV 1 9 
satipatthana-bhavana 念 處の修 習 
isatipatthana-vagga 念處ロ A  9  do~/2 
Satipatthana-vibhanga 念 慮 分別 Vibh  7 
SatipatthSna-sariiyut ね 念 處相應 S  47 1 〜： 103 
Satipatthana-sutta サ ティ パッ ターナ ，ス ッタ， 

念處經 M 10 
Satipatthana  〔經 〕 念處 S  43  5 
satipatthananam  upatthanattho 念 任の 近 任の 

我 

sati-bala 念力 

satibalail  ca  samadhibaian  ca 念力と 定カ 

satimant 念 あり， 念 有る 者， 念慧 〔者〕， 具 念， 

有 念?！"， 正 念なる 
Satiyaputa  (A),  Satiyaputra         し |M1〕 サ一 


ティ ャプタ 

Satilakkhana-panho 念の 特 相の 問 Mil 2  〔1〕 
12 

Sati-vagga 念 品 A  8  81〜90 
sati-vinaya 憶念 毘奈 耶， 憶念 毘尼 〔七滅 諍の 
一〕 

sati-vepulla 念 まヽ大 
sati-sarhvara 念 律 fe 
sati-sacchikaranlya 念 Jfe 設 
sati-sampajanna~ sati  ca  sampajannan  ca 

正 念 正 知， 正 念 正智， 念 正 知， 念 正智， 念と 

正 知 

sati-sampajannena  samannagato 念！ £智 を 具足 
せる 者 

sati-sambojjhanga 念覺 支， 念等覺 支， 思念の 

覺意 

sati-sammosa ~ sati-sammoha 念 忘失， 正; 3演 
失， 失念 

sati-sammona ~ sati-sammosa 正 念 喪失， 忘; s" 

失, ん じ、 入 

i)atullapakayika-vagga サ トウ ッ フハ天 群 a^j  S 
1 31〜40 

Satullapakayika  aevatayo サ トウ ッ フハ天 群 
Sato  〔經〕 正 念 S  47  2,35,44 
satta ① サ ツタ， 有情， 衆生， 靈② 著， 著す 
satta  aggi 七 火 〔貪， 瞋， 癡， 應請， 長者， 應 
施， 薪〕 

satta  adhikarana-samatha=satta  samatha 

七 止 諍， 七滅 諍， 七滅諍 法， 七 種の 滅諍 〔現 
前昆 奈耶， 憶念 毘奈 耶， 不癡毘 奈耶， 自認， 
多數決 〔法〕， 求 其罪處 〔法〕， 草 覆 地 〔法〕〕 
satta  anusaya 七隨眠 〔欲 貪， 瞋， 見， 疑， 慢， 

有 貪， 無明〕 
satta  aparihaniya-dhamma 七 不返 法， 七不赛 

法， 七 不損法 
satta  abhinna-nanani 七 神 通智 
satta  ariya-dhanani=satta  dhanani 七査 g 丁 
satta  anya-puggala=satta  sekha 七 聖者 
satta  asaniii-gabbha 七 無想 胎 〔外道 說〕 
satta  asaddhamma 七 非 正 法， 七 不正 法， 七ォ、 

妙法 〔不 君， 無慚， 無愧， 少聞， 懈怠， 失 


Satta 


-2、  ，      '  •、、  *Ilf"〕 

satta  anisamsa 七功德 

satta  apattikKhandha=satta  apattiyo 七 種の 

罪聚， 七 罪蘊， 七罪聚 
satta  apattiyo^satta   apattikkhandha 七 種の 

罪， 七 罪 〔波羅 夷， f 曾殘， 倫 蘭 遮， 波 逸提， 

提舍 尼， 惡作， 惡說〕 
sattaka 七 法 V  3  6  (7) 

Sattakadambapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 サ ッ 

タ 力 ダンバ プ ッ ピャ Ap  3  421 
Sattaka-nipata 七 集 A  7 1—90 
Satta-kammapatha  〔經〕 七 業 道 S 14  26 
satta  kammapatha 七 業 這 
satta  kaya 七 身， 七界 〔地， 水， 火， 風， 樂， 

苦， 命〕 〔外道 說〕 
sattakkhattu-oarama 極 七 K_， 極 七 i^，      七 & 

有， 極 七 返 生， 七 返 有 
Sattakkhattuparama-katha 極 七 返 論 KV 12  5 
satta  khlnasava-balani 七 漏盡カ 
sattanga 凭椅， 七肢 椅子 
satta  cittani=satta  vinnana-ahatuvo 七， 匚、 
sat ね ce は na 七 思 〔眼 ifj 所 生 思 乃至 意識 界觸所 

生 思〕 

satta  jhananga 七靜慮 支， 七脾支 
sattatthana 七處 〔四 諦， 味， 過 患， 出 離〕 
Sattatthana  〔經〕 七處 S  22  57 
sattatthana-kusala 七 處に善 巧 
sattatanti-vina 七紘の 琵琶 
satta- ほ la 七 多羅 樹 

sattatimsa  bodhipakkhiva-dhamma 三十 七菩 
提分法 

Sattati-nipata 第二 十篇 〔本 生經〕 J  531-532 
satta-daha=satta  mahasara 七 湖 
satta  ditthiyo 七 見 

satta  duccari ほ ni 七惡行 〔殺生， 不與 取， 邪欲 

行， 妄語， 兩舌， 麁語， 綺語〕 
satta  deva 七 天 〔外道 說〕 
Satta  dhanani=satta  ariya-dhanani 七 貝寸 〔1 言， 

戒， 慚， 愧， 聞， 施， 慧〕 
sattadha-uggaha-kosalla 七 種の 把持 善 巧 

satta  dhatuyo 七界 〔光， 淨， 四 無色， 想 受滅〕 


sattadha  muddha  phalissati 頭 は 七 裂 
satta  niganthi-gabbha 七 離 蘭胎， 七節胎 〔外 
道說〕 

satta  niddasa-vatthuni~satta  niddesa-vatthum 

七 無 過失 事， 七の 無 十 事 
satta  niadesa-vatthuni^satta  niadasa-vatthuni 

七 殊妙事 

Satta-nipata ① 七偈集 〔長老 f 曷經〕 Thag 
459〜493 ② 七偈集 〔長老 尼 偈經〕 Thig 
175 〜： 195 ③ 第七篇 〔本 生經〕 J  396〜416 

satta  pakaranani=sattappakaranani 七 ノ 《カラ 
ナ， 七 論， 七 部の 論 〔阿毘 達磨〕 

satta-pannatti 有 t 靑施 s5! 

satta  patuva— satta  pavuta 七 林 〔外道 説 ] 

sattapanna=sattapanni  〔樹 I サッ タノ ミンナ 

Sattapannaka-pasada 七 葉大殿 

Sattapanna-guha=battapanni-guha サッ タノ ミ 
ンナ グハ 一， 七葉窟 

sattapanni=sattapanna  〔|#r  i サッ タノ ■ ^ンニ 

Sattapanni-guha=Sattapanna-guha 七 葉窟, 
サ ッ タ パンニ 窟 

Sattapanniya  〔比丘の 譬喩 經〕 サッタ パン ニヤ 

Ap  3  372 
Sattapatta  〔宮殿〕 サッ タパ ッタ 
Sattapaduminiya  〔比丘の 譬喩 經〕 サッ タパ ド 

ゥ ミニヤ Ap  3  314 
satta  papa ほ 七嶮， 七 崖 〔外道 說〕 
satta  pabbata=satta  maha-sela,  satta 

paribhanda-pabbata 七 山 
satta  paribhanda-pabbata=satta  pabbata  -ヒ帶 

山 

satta  pariyutthana 七 纏 〔欲 貪， 瞋恚， 慢， 見， 

疑， 有 貪， 無明〕 
satta  pavuta~satta  patuva 七 山 し 外 iigjJO 
Sattapataliya  〔比丘の 譬 經〕 サッ タパ— タリ 

ャ Ap  3  255 
satta  puggala  -ヒ種 人 

satta  puggala  dakkhineyya 七應 供人 〔俱 分解 

脫， 慧解 脫， 身證， 見 至， 信 解脫， 隨法 行， 

隨信 行〕 
satta-purohita 人師 
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Satta 


satta  pesaca 七惡 鬼， 七 鬼 〔外道 說〕 
sattappakaranani=satta  pakaranani 七 論， -ヒ 

部の 論， 七パカ ラナ 〔阿毘 達磨〕 
sattappatittha 七處齊 整， 七 處具拄 
satta  phalani 七果 

satta  phassa 七觸 〔眼， 耳， 鼻， 舌， 身， 意 

界， 意識 界の 觸〕 
satta  bandhanani 七 縛 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 

煩惱， 惡行〕 
satta  balani 七 力 〔信， 精進， 慚， 愧， 念， 
定， 慧〕 

satta  Buciaha=satta  sammasambuddha  -ヒ 蹄 
〔過去 七佛〕 

Sattabojjhanga-panho 七覺 支の 問 Mil 2  〔7〕 
8 

satta  bojjhanga=satta  sambojjhanga 七 覺支， 

七 菩提 分， 七覺分 
satta  bodhipakkhiya  dhamma 七 菩提 分 法 
Sattabhu  〔王〕 破寃王 

Sattama-Abhidhammappakarana=Patthana 

第 七の 阿 毘曇論 
sattama-parajika 第 七の 波羅夷 
sattama-bhavika 第 七 有 〔者〕 
Sattamabhavika-katha 第 七 有 論 KV 12  9 
sattama-bhanavara 第 七 g 甬品 
sattama-samghadisesa 第 七 f 曾殘 =il 精舍戒 
satta  maha-sara=satta  daha 七 プ に?' 胡， 七 大池 
satta  maha-sela=satta  pabbata,  satta 

panbhanda-pabbata 七 大山 
satta   mana==sattavidha  mana 七慢 〔慢， 過 

慢， 慢 過慢， 卑慢， 增 上慢， 我慢， 邪慢〕 
satta  manusa 七 人 し 外道 説 J 
Sattambaka-cetiya サッ タン ノ、 カ廟， サッ タン 

パ廟， サッ タンパ カ祠 堂， 七聚 塔， 七聚廟 
satta-ratana-samannagata 七 ft 具书者 
satta  ratanani 七寳， 輪 王七寳 〔輪， 象， 馬， 

珠， 女， 居士， 將軍〕 
sattali  〔植〕 サッ タリ 
sattaliyothika  〔花〕 サッ タリヨ一 ティカ 
satta-loka 有情 世間 
satta  vata-padani 七禁戒 足， 七つの 誓 


Sattavassani  〔經〕 七 年 S  4  24 
satta  vinnanatthitiyo 七 識' EE 
sattavidha  mana=satta  mana 七 種' 擾 
sattavidha-methuna-sarhyoga 七 種 @t 目應 
sattavidha  visuddhi 七 種淸淨 
sattavidhena  rupakkhandho 七 種色蕴 
sattavidhena  rupa-sangaho 七 種色聚 
satta  vinlta-vatthuni 七 種の 修習事 
satta  vedana 七受 〔眼觸 所生受 乃至 意識 界觸所 
生受〕 

satta  samyojanani 七 結 ① 〔欲 貞， 瞬， 見， 
疑， 慢， 有 貪， 無明〕 ② 〔欲 貪， 瞋， 見， 
疑， 慢， 嫉， 慳〕 

satta  sanga 七 著 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 煩惱， 
惡行〕 

satta  sanna ① 七 想 〔無常， 無我， 不淨， 患， 
斷， 離 貪， 滅〕 ② 七 想 〔不 淨， 死， 食 厭， 
一切 世間 不可 樂， 無常， 無常 苦， 苦 無我〕 ③ 
七 想 〔眼 觸所生 想 乃至 意識 界觸所 生 想〕 

satta-sanna 有情； S 

satta  sanni-gabbha 七想胎 〔外道 說〕 

Sat ね sati,  Sattasatika 七 百 〔結集〕 = 第二 結集 

Sattasatikakkhandhaka 七 百 〔結集〕 犍度 
V  2  b 12 

satta-sattati  nana-vatthuni 七十 七智事 

satta-sattati  nanam 七十 七智 

satta  saddhamma ① 七 正 法， 七 妙法 〔信， 慚， 
愧， 多 聞， 勤 精進， 念 現前， 具慧〕 ② 七 正 
法， 七 善 〔身 三 語 四の 善業〕 

satta  sappurisa-dhamma 七 善士ぉ 

satta  samatha=satta  adhikarana-samatha 七 

種の 滅諍， 七 種の 滅法， 七 止 諍， 七滅諍 〔現 
前昆 尼， 憶念 毘尼， 不癡昆 尼， 自言 治， 多 人 
語， 覓罪 相， 如 草 覆 地〕 
satta  samadhi-parikkhara 七定 具， 七の 定賓糧 
〔正 見， 正 思， 正 語， 正業， 正 命， 正 精進， 
正 念〕 

satta  sambojjhanga=satta  bojjhanga ゼ ま覺 
支 

satta  samma-sambuddha=satta  Buddha  -ヒ i£ 

等覺者 〔過去 七佛〕 
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Satta 


satta-sara 七 湖， 七 池 〔外道 說〕 

satta  sallani 七箭 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 愁， 

疑惑〕 

satta  sassata-kaya 七 常住 身 
satta  sahadhammika 七 共 法き 
Sattasara-jalita  〔役人〕 サッタ ナーラ' ヂャ リタ 
satta  supina 七 夢 〔外道 說〕 
Sattasuriya  〔經〕 七日〜 A  7  62  Suriya 
satta  sekha=5atta  ariya-puggala 七有學 〔預 

流 向 乃至 河 羅漢 向〕 
sattahi  saddhammehi  samannagato 七 正 法 を 

具す 

sat ほ nam  anuggaho お 情の 扶助 
sattanarh  asayanusaye  nanam せ 意-: fe.g 、趣 
智 

sattanarh  cutupapatam  yathabhuta-nana-balam 
=sattanam  cutapapata-nanaih, 
dibbacakkhu-nana 有情 死生 如實 智力 〔如 來 
十 力の 一〕 

sattanarh  cutuDapata-nanam=dibbacakkhu- 
nana,   sattanarh  cutupapatam  yathabhuta- 
nana-balam  有情 死生 智， 有情 衆の 死生 智， 
有情 生死 智， 生死 智== 天眼通 

sattanarii  cutupapate  nana-vijja=sattanam 
cutupapata-nanam 有情 生死 智明 

sat ほ nam  cutupapato 有情の 死生， 有 if 死生， 

有情 生死 
sattanarh  thiti 有' 淸の住 
sattanarh  nanadhimuttikatam  yathabhuta- 
nana-balam  有情 種種 勝 解如實 智力， 種種 勝 
解 智力 〔如來 十 力の 一〕 
sat ほ rasa  akara 十七 行 相 〔念の〕 
sattarasa-vaggiya  daraka 十七 群童亍 
sattarasa-vaggiya  bhikkhu 十七 群 比 丘 
sat ほ rasa  samghadisesa  dhamma 十七 f 曾殘法 
sattavasa 有情 居， 衆生 居 〔九 種〕 
Sattavasa  〔經〕 有情 居 A  9  24 
Sat ほ V お a-vagga 有情 居 品 A  9  21—31 
sat ほ ha-kalika 七日 藥 

Sattahapabbajita  〔比丘の 譬喩 經〕 サゾ ター ハ 
パ ッ パヂタ Ap  3  288 


satti ① 槍， 鏡， m, 投鐘， 鐵槍， 匁 物， 矛， 

匁 ② 〔植〕 サッ ティ 
Satti  〔經〕 匁 S  20  5 

Sattigumba  〔鶴 鶴〕 サッ ティ ダンバ， 槍 群 
Sattigumba-jataka サッ ティ グン' ハ • チヤ— タ 

力， サッ ティ グンパ 鸚鹉本 生物 語 J  503 
satti-panjara 恒の垣 

Sattipanniya  〔比丘の 譬喩 經〕 サッ ティ パンニ 

ャ Ap  3  456 
Sat ピ ima  〔經〕 これらの 七 S 14 11 
Satti-magavi  〔經〕 匁の 獵師 S 19  6 
Sattiya  〔經〕 劍に 依りて S 1 21 
satti-loma 槍 毛 者 
satti-loma  punsa  ； の モの人 
Satti -vagga 劎 品 S 1 21-30 
Satti-sata  〔經〕 百 槍 S  56  35 
satti-sula 敏戟， 劍鎗， 鎿矛， 刀 杭， 槍の 尖， 

鐵串， 鐵刺， 匁と 串 
Sattisula  〔地獄〕 鐵刺 

sattisfllQpama 劍戟の 譬喩， 鎗 矛の 如く， 刀 杭 

の喩 

sattu-satthu 小麥 粉， 麥粉， 趁， 團子， 麥菓 
子， 麥餅 

Sattuka ① 〔賊〕 サノ トゥカ ② 〔人〕 
Sattuttama  〔傳 。 轉輪 王〕 サッ トウ ッ タマ 
satt   udakupama  puggala 七 水 % 八 
Sattuppalamalikaya  〔比丘尼の 譬喩 經〕 サット 

ッパ ラマー リカ一 ャ Ap  4  8 
Sattubhatta-j ataka=Sattubhasta-j ataka サ ッ ッ 

バッタ • ヂャ一 タカ 
Sattubhasta-jataka=Sattubhatta-jataka サット 

ゥ パスタ • ヂャ— タカ， 菓子 袋 本 生物 語， 砂 

搪袋本 生物 語 J  402 
sattussada 七處 平滿， 七箇 の隆滿 せる 處 〔三十 

二相の 一〕 
sattussada-niraya 七 突起 地獄 
satt'  ussada 七增盛 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 煩 

惱， 業〕 
Satto  〔經〕 衆生 S  23  2 

sattha ① 刀， 刀劍， 劍， 劍， 殺 具， 刀 杖， 利 
刀② 隊商， 商賈， 商 主， 旅 商③書 典， 學問 


Saddhamma 


satthaka 鋏， 刀 
satthaka-danda 刀喊 

satthaka -vata 劍風， 刀 風， 刀劍の 如き 風 質 

satthantara-kappa  ノ〕 杖の 去 力 

sattha-pati 隊商 主 

sattha-bhaya 刀劍の 畏怖 

sattha-mala 劍の鲭 

satthar 師， 大師， 敎師， 敎主 

Satthar  〔辟〕 サ. ノタ— 

satthari  pasado=buddhe  pasado  g 巾 'な こま J "する 
淨信 

sattha-vaha 隊商 主， 隊商 指導 昔， 隊商 を 導く 
人， 隊商の 長， 商 主， 商隊 主， 隊商 * 

Satthavaha  〔拘那 含 牟尼佛 の 子〕 サツタ ヴ 一 
ハ， 商 主 

sattha-haraka 執刀 待， 刺客， 匁 物 を 執れる も 
の 

Sattha  〔經〕 師 S 12  82 

satthadana 執刀， 執劍， 執 兵器 

sattha  devamanussanam 天人師 ， 人 天師， 人 

天の 師， 天 及び 人の 師 〔如 來十號 の 一〕 
sattharam  panyesati 師を 永む 
sattha  lokassa  sadevakassa 人 天の 自 —(！! 主， 人 天 

兩 界の師 
satthu〜sattu 麥粉， 麥餅， 麥 菓子 
satthu-garava ほ師の 尊敬， 師を 恭敬す る こと 
satthu  pakkosanaih 師 の召換 
satthu-vanna 頁 金 
satthu  sasanam 師敎， 師の敎 
satva サット ヴ， 純 質 
sadattha 已禾 Ij 

Sadamatta  〔天〕 サダ— マッタ， 薩陀摩 多 
sadiso  'ham  asm!  ti niana=sadiso  ham  asm! 

ti  vidha 我 は 等 し と の慢， 我 は 等な りとの 

慢， 我 は 如 等な り と の慢， 我等 慢 
sadiso  'ham  asmi  ti vidha=sadiso  ham  asmi 

ti  mana 我 は 等しと いふ 次第， われ は 等 し と 

の慢 

sadutiya-viharin 隨伴住 # 
sadosa 瞋恚 #， 有隨 
sadosa-citta 瞋恙 ある 心， 有 [f| 心 


sadda  fg:, 音 
sadda-tanha  a 愛 
saddattha^sadda-sattna 文法 
sadda-dhatu  ！ g 界 
sadda-navaka 聲九法 
sadda-bhoga 聲樂 
saada-rasa 聲味 
sadda-sancetana 楚思 

Saddasannaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サッタ 、、サン 二 

ャカ Ap  3  88,294,  317,348 
Saddasannaka-vagga サッダ サン ニヤ 力 品 Ap 

3  348 〜 357 
sadda-sanna 聲想 

sadda-sattha ① 聲論 @~saddattha 文典 

sadda-sarikkhata  K 相似 性 

saddayatana 聲隨 

saddupahara  S 持 現 

saddo  kantako 聲は剌 な り 

Saddo  vipako  ti  katha 聲異熟 論 KV 12  3 

saddha ① 信者， 信 〔者〕， 信 有る 〔者〕， 信心 

者， 篤信， 篤信 者， 有 信 ② 亡者 供養 會， 靈 

供， 供物 
Saddha  〔比〕 サ ソ ダ， 信 
saddha  kulaputta 正 信の 善 男子 
saddhamma 正&， 妙お 
Saddhamma  〔經〕 正 法 A 10 147,191 
saddhamma  ciratthitiKa  Ihfe 久住， 正 法 水 住 
saddhammatthiti 正 法久 住， 正 法の 住 
Saddhammanandl  〔尼〕 サ ッ タ、、 ンマ ナンディ ― 
Saddhammantaradhana-panho 正法隱 沒の Pn] 

Mil 4  〔1〕 7 
saddhamma-patirupaka  ('も 法 
Saddhamma -patirupakam   〔經〕 像 法 S 16 13 
saddtiamma-pannana 正 法の 減 
Saddhamma -vagga 妙法 品 A  5 151〜160 
saddhamma-sarhgaha=dhamma-sangTti 正 法 結 

集， 正 法 合誦， 正 法會誦 
Saddhamma-sarhgaha  〔書 名〕 サ ヅ タ、、 ン マサン 
ガハ 

saddhamma-savana 正 法の 聽受， 正 法の 聽聞， 
正法聽 聞， 正 法 を 聞く こと 〔四 預流向 支の 一〕 
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Saddhamma 


saddhammassa  antaradhanam 正 法の 滅 
saddhammassa  thiti  asammosarh 

anantaradhanarfa 正 法の 住と 不 失と 刁ヽ. ほ 
saddhammassa  sammosam  antaradhanam 正 

法の 失壞 と!！ 沒 
saddhammadharaka 正 法の 支持者 
saddha 信， 信仰， 信心， 淨信， 信用， 篤信 
Saddha ① 〔夷〕 サ ソ ダ— ② 〔天女〕 サ ソ ダ— 

③ 〔經〕 信 S 1 36  ；  A  8  71,72  ； 10  8 
Saddha  or  Apana  〔經〕 信 S  48  50 
saddha-carita  is 行者 
saddha-canya la  fi 
Saddhatissa  〔王〕 サッダ 一 ティ ッサ 
saddha-deyya 信 施， lafefe 
saddhadeyya-clvara  fefe のお 
saddhadeyya  pindapata 信 施の 食物， 信 施の 食 
saddhadeyya  bhojana  laJte の 食 
saddhadeyya  manca-pltha 信 她の牀 床， 1 き 施 

の 椅子 ゃ牀 

saddhadeyya  vihara 信 施の 精舍， 信 施の き 3 
saddha-dhana  f— a 貝 T 
saddhadhimutta 信 勝 解 〔#〕 
saddhanusarin 隨 (き 行， 隨信 〔行〕， 隨信 行者-, 

隨信 ft 
saddha-pakata ig 她 
saddha-padana 信の 標識 
saddha-bala  fM 力 

Saddhalakkhana-panho  f3 の特 相の 問 Mil 2 
〔1〕 10 

saddha-vimutta 信 解， 信 解^, 信 解脫， 俗解 

lf£n, 信 解 人， 信 勝 解 * 
saddha-vepulla 1吕 廣大 
saddha-sampada ほ 具足 
saddha-sampanna     具足し お J 
saddhindnya  根 

saddhiviharika=sadclhiviharm  5f5  r, 徒 5t^， 和 

尙 弟子 

saddhiviharika  bhikkhu 共 住の 比丘， 弟子 比丘 
Saddhiviharika-vatta 弟子に 對 する 承 事 品 V2 
a 1, 26 

saddniviharikanam  upajjhayesu  vattam 弟づー 


の 和尙に 於け る 儀 法 
saddhiviharin^saddhiviharika 共 住, 共 住 者， 

同 住 者 • 
sadhana 榮^^^ 
san 狗 

Sanamkumara ① 〔梵天〕 サ ナン クマ一 ラ， 'お 

童子， 常 童 形， 常 童 ② 〔經〕 常 童子 S  6 11 
sarudassarm 可 見， 有 見 
sanidassanattika 有 見 三 ji^- 
sanidassanattika-kusalattika 有見ヒ 法- "^二 法 

Tika-tika  42 
sanidassanattiKa-saranaduka     ^ 見 三 法せ 靜ニ 

法 Tika-duka  94 
sanidassanattika-hetuduka 有 兒三法 因 二 法 

Tika-duka  二 2 
Sanidassana-duka 有 見 二 法 Duka  9 
sanidassanaduka-kusalattika  f]  M« 一法 ま 二 法 

Duka-tika  30 
sanidassana  dhamma 有 見 
sanidassana  rupa 有 見 色 
sanidassana-sappatigha 有 見有對 
Sanidassana-sappatighattika 有 見^ 

Tika  22 

sanidassana-sappatigha  dhamma 有 見 ぜ對法 
sanidassana-sappatigha-rupa 有 見 有 f' ナ色 し 二 1^1 

聚の 一〕 
sanidana 有 因 

Sanidanam  〔經〕 有 因 S 14 12 
sanidana-clhamma 因緣法 
Sanimandapa  〔せ〕 サニ マン ダパ 
sanimitta 有/ f|! 

Sanimitta-vagga 有 品 A  2  8 

sankharupekkha-nana 行捨智 

santa ① 寂靜， 寂， 淨行， 寂お， 寂靜 i*t ② 

正， 善き 人， 賢 善人， 善士， 聖人 
Santa ① 〔アツ タダ、 ッ シー佛 の 第一 弟予〕 サン 

タ， 息 ② 〔王 臣〕 サン タ ③ 〔經〕 寂靜 S 

43  24  ：  A 10  9 
santa  atthuttari  pada 寂靜 最上 句 
santa  isi 寂靜の 仙， 寂 止 仙 
Santakam  〔經〕 止 息 S  36 15,16 
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santagami  magga 寂靜 こ 達 3 るの 道 
Santacitta  〔辟〕 サン タチ ッタ 
santati 相續 

santati-paccuppanna 冊 買 9i 仕 
santa-pada=santi-pada  fe 靜句， 寂き の 句， 叔 

句， 寂 止 句， 寂靜 なる 境， 寂靜の 道， 寂靜の 

道 足， 寂滅 處， 靜道 
santa-manasa 思 fe 靜 
santa-vimokkha 叔 靜解脫 
santa-vihara 叔 |#庄 
santa - viharadhigama  fe 靜なな 住 
santa-sannivasa 善士 との I 口 J  ft 
santa  suvimutta 寂 靜善角 f  ii's と 
santa  ceto-vimutti 寂靜 なる 心解脫 
santana  〔天 樹〕 サン ターナ 
San ほ na  〔比〕 サン ターナ 
santanaka 

santana-vasana 相惯 習お 
santapa 熱 11， 熱 苦 
santi 寂， 寂 止， 寂靜 
santika 近 

santi-kamma 願 を 力、 ける 
santika 石 積戲， 拔 取り 
santikavacara 側近者， 近侍 
Santike-nidana 近き 因緣 物語 JN  4 
santike  nibbanam  g 集に 近つ \ 
santike  rupam 近 色 
santindnva 根 靜 

santi-pada=santa-pada 叔靜ゎ J, 权靜の 句， fe. 
句， 寂 止 句， 寂靜 なる 境， 寂靜の 道， 寂滅 

處， 靜道 
santipaae  nanam     滅 處の智 
santi-magga 寂 靜の道 
santirana 推 度， 丰 U 別 
santlrana-kicca 推 度 作用 

santirana-kicca  ahetukavipaka-manoviniiana- 

dhatu 推 度 作用 無 因異熟 意識 界 
santirana  citta 推 t_^'ll、 
santuttha 知 足， 知 足 #, 喜 足 者 
Santuttha  (D=Santusita,  Tusita  〔天， 宮殿〕 

サン トウ ッタ， 删^ 率， 删5^1率陀， 善 知 足， 


都 率 ② 〔塞〕 サン トウ ッタ， 藪 達 利舍雀 
Santuttharii 〔經〕 滿足 S 16 1 
santutthi 知 足， 喜 足， 滿足 
santutthi-katha 知 足 論， 知 足の 稱說， 知 足の 

話， 喜 足 論 〔十 論 事の 一〕 
santutthita 知 足， 喜 足 

Santusita=Santuttha,  Tusita  〔天， 宮殿， 天 

子〕 サン ト ゥ シタ， 删兜 率， 删免 率陀， 善 

知 足， 都 率 
Santusito  〔經〕 删 兜率陀 （兜 率） 天 S  40 13 
santevasiKa 有 住 
santhata ① 臥 具 ② 有隔 
santhata-sammuti 臥お 2 、口 T 
santhara~santhara 敷 具 
santhava 親愛， 親瞪， 親交 
Santhava-jataka サン タヴ • ギヤ一 タカ， 親交 

本 生物 語 J 162 
Santhava-panho 親交の 問 Mil 4  〔5〕  8 
Santhava-vagga 親交 品 J 161 ~ 170 
santhagara 公會 堂， 斷事 堂， 集會 堂， 會議 所， 

會堂， 祠壇 
santhara^santhara 敷 床 
santharaka 敷 具 
Santhara-vagga 覆 護 品 A  2 14 
santhuta 親 厚 

Sandaka  〔普 行者， 塞〕 サン ダカ 
Sandaka-suttanta サン タ'、 力 • スッ タンタ， サン 

ダカ 經 M  76 
sandana ① 戰； s!【 ② 頸お 
sandamanika 戰車， サン ダ、 マ— 二 カー 車 
sandassaka 敎示 者， 敎 示し， 開示 者 
sandasseti 教訓す， 開示す 
sandana 綱 

sandittha 知人， 親友， 同 見 
sanditthi 同 見 

sanditthika 現 見， 現に 見ら るる， 自ら 見る ベ 

きもの 

sanditthika  dukkhakkhandha 現實 的苦蕴 
sanditthika  dhamma 現 見 法， 現生 的の 法 
sanditthika  nibbana 現 兒淫槃 
Sanditthika  Nibbana  〔經〕 現 見 涅槃 A  9  47 
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Sanditthiko  dhammo  〔經： ） 現 見 法 A  9  46 
sanditthin 自見を 取 著し 

sanditthi-paramasin 現世 を妄 取す， 世俗に 染む 
sandeha 積 集， 身體 

Sandha ① 〔比〕 サ ン ダ， 誅陀 ② 〔經〕 誅陀 

A 11 10 
sandhatar 和解 者 

Sandhana  〔居士， 塞〕 サン ダ、— ナ， 故 陀那 
sandhaya 密意 によ り て 
sandharana 保持， 地 
sandhavita  samsarita 流轉 輪廻 

sandhi ①相續 ②連聲 ③關節 
Sandhita  〔比〕 サン ディ タ 
Sandhibheda-jataka サン アイへ一 タ • チヤ一 

タカ， 破 和睦 本 生物 語 J  349 
sandhupayati 火烟を 出す， 遍薰す 
Sannaka  〔ビヤ ダ ッ シ 一 佛の 信士〕 サン ナカ， 

流 下 

sannaha 甲冑， 鎖帷子 

sannicita-lohita 集積せ る 血 

Sannidhapaka    〔比丘の 譬喩 經〕 サン ニダ 、—パ 

力 Ap  3  44 
sannidhi ① 貯蔵， 貯蓄 ② 延期 
sannidhi-kara ぉ畜 物， 貯蓄 物 
sannidhi-karaka 貯藏 せし， 蓄財 
sannidhikaraka  kama 蓄財の 欲 
sannidhikaraka-bhojana  〔波 逸提〕 殘宿食 
sannidhi-chanda 貯藏欲 
sannipatika 和- 

sannipatika  abadha  〔1啓汁， 痰， 風〕 集合 病， 
和 ff 生の 病 

Sannibbapaka  〔傳 。 轉輪 王〕 サン ニッパー パカ 
sannisajja 集會 場， 集會堂 
sannisinna-gabbha 懐胎せ な 
sannira  〔樹， 果〕 サン ユーラ 
Sannira  〔精 舍〕 サン ユーラ 
S)annirasela しネ 孓」 サン 二一 ラセ一 ラ 
sa-panna 有 適 有 

5»apanna-vagga  ^慧品 S  55  51 ~61 
sapannaka-patipada 有 食 
sapatta 敵 


sapattaka-citta 去 心 

Sapatta  〔尼〕 サパ ッ ター 
sapatti 敵 妻 

sapatha 呪詛， 呪 狙の 誓， 宣誓， 誓， 詛誓 
sapadanarh 順次に， 次第 
sapadanacariKa 次 弟 ズ 1? 
sapadanacankafiga 次第 乞食 支 
sapadanacarin 次第 乞食， 次第 乞食? t 
sapadanan  carati 家 苺に 〔次お に〕 行 乞す， 次 

第 乞食す 
Sapara  〔地方〕 サ パラ 
Saparagamu  〔國 J サノ 、ブガ ム 
sapankkamana 有 ィ了處 
sapariKkhara 有資ま 

saparidanda 罰, 1 女， 杖 罰に て 護 られ たる 女 

人， 主 ある 女 
sapariyanta 有 制限 〔 戒〕， 有邊戒 
Saparivara  〔傳 。 轉輪 王〕 サパ リ ヴ―ラ 
Saparivarachattadayaka  〔比丘の 譬瑜 經〕 サパ 

リヴ一 ラ チャッ タタ、、一 ャカ Ap  3  330 
Saparivarasana  〔比丘の^ 喩經〕 サ パリ ヴーラ 

ーサナ Ap  3  56 
Saparivariya  〔比丘の 譬喩 經〕 サパ リ ヴ— リ ャ 

Ap  3 144 
sapaka ① 〔航〕 サパー 力 ② 屠 犬 者 
sappa サ ツバ， 個 匐 /^， 蛇 
Sappa  〔經〕 蛇 S  4  6 
Sappaka  〔比〕 サッパ 力 
sappaccaya 有緣 

Sappaccaya-duka 有!? l 二 法 Duka  i 
sappaccayaduka-kusalattika 有!^ 二 法 二? 去 

Duka-tika  28 
sappaccaya  dhamma  ^緣法 
sappanna  itM-f? 

sappatikamma  apatti 有懺 除.') に 有懺罪 ， 有 侮 

除 犯， 有 悔除罪 
sappatigha 有對 

Sappatigha-duka 有 對ニ法 Duka 10 
sappatighaduka-kusalattika ォ！ 對ニ 法势. 二 法 

Duka-tika  31 
sappatigha  dhamma 有對法 
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sappatigha  rupa 有對色 
sappatibhaya  I'J" 畏 
sappatissii 敬， 有崇 
Sctppadasa ひ 匕〕 サ ツ パタ" —サ 
Sappanarukokilla  〔^^;j  j サッノ 、ナー ノレ コー 千ッ 
ラ 

sappabhasci  cilta  )t; 耀心 
sappa-rajan  fe; 王 
sappa-visa  ！ ll't  i$- 

sappa-sira,  sappassa  siro  lll'tii/U    !l もの 頭， k\L~^ 
sappasirupama 蛇 頭の 喩， 蛇 首の 如く 
Sappasondika-pabbhara  Cfej サッノ ミソ— ンァ 
ィ カ巖， 蛇 頭巖， 蛇 鬚 洞， 薩簸恕 直; 鉢婆羅 
sappatihariya 有祌 ―， 有 折伏 
sappatihariyti  dhamma 祌!^ 法 
sappanaka 有蟲 
sappanaka-udaka 有蟲水 

Ocippanaka-vagga  ^gjaiTKuu       上 a  o,  bl-~7U 
Sappaya  〔經〕 有驗 S  35  31,3：2, 146 〜； 149 
Sappayam  〔經〕 隨應 S  34 10 
sappayakarin 隨應 作， 順 益す る こと を 作す 
sappaya-kiriya 適-^ 作， 攝生 
sappaya  patipada  ^1^7 ぶる 
sappi 酥， 蘇 油， 醒醐， 醍醐味， 熟酥， 生酥 
sappi-kumbha 

sappi-tela 酥油， 酥と 油， 熟酥油 
Sappidayaka  〔比丘の 譬喷 經〕 サッ ビダ— ャカ 

Ap  3 166,  219 
biippinika=Sappini  〔河〕 サッ ヒニ 力一， 葉毘 

尼 

Sappini=Sappmika  u 可〕 サッ ピニー， 葉毘尼 
sappi-payasa 隨胡粥 
sappi-manda 醍醐， 醍醐味， 酥精 
sappimandassa  tayo  guna 酸醐 の三德 
sappivcinna 匸 sukKa〕 西 衣 
sappi-homa 熟醉の 護摩 
sappitika も 吾 

ScipDitika-ihana=sappItika-samadhi 有晋脾 
Sappltika-duka 有 吾 二 法 Duka  89 
sappltikaduka-kusalattika 有" g "二 法 善 三 法 
Duka-tika  98 


sappltika-dhamma 有 ^g' 法 
saDpItika-samadhi=sappitikaijhana 有 喜' 疋 
sappitika-sukha 有 吾樂. 
sappltika  panna 有 * 慧 
saDpitikarammana-sukha  ^ 挺緣樂 
sappurisa 善人， 善士， 善知識， 正士， 眞人 
Sappurisa  〔經〕 善士  A  8  37,38 
saDpurisa-dana 善士施 

sappurisa-dhamma 善士 法， 善士の 法， 善知識 

の 法， 善人 法， 眞 人の 法 
Sappurisa-dhamma  〔經〕 善士法 A 10 148,191^ 
sappunsa-bhumi き士地 
^)appurisa-vagga 善士品 A  4  201~210 
sappunsa-saihseva 善士 との 親近， #drt こ 親し 

むこと， 善士 との 交友， 善知識に 親近す る こ 

と， 善士 親近， 善 士依倚 〔四 預流向 支の 一〕 
Sappurisa-sutta サッフ 。リサ • ス ッタ， 善士經 

M 113 

sappurisupassaya  . 善: 士なこ 親 itC す 

:5abara  CAJ サハラ 

sabala 斑點 

Sabala  〔犬〕 サ パラ 

Siabala し 尼〕 サノヽ ラー 

sab  Da 一切 

Sabba  〔經〕 一切 S  35  23  ；  52  9 
sabbam  atthi 一切 は 有な り ， 一切 有な り 
sabbam  andhabhutarh 一切 は 盲 闇な り 
sabbam  adittaih 一切 は燒 かる， 一切 は 熾 燃な 
り 

c^abbarii  idarii  kammato  ti  katha  一!/ J 由 業 論 

KV 17  3 
sabbam  natthi 一切 は 無な り 
sabbam  me  khamati 予は 一切 を 認容す 
sabbam  me  na  khamati ラ'' は 一切 を 認容せず 

〔長 爪の 說〕 

Sabbakama ① 〔比〕 サッパ カーマ ② 〔スメ 一 
ダ佛の 第二 弟子〕 サ ツバ カーマ， 一切 欲 

Sabbakama  〔尸 棄佛の も [2〕 サッパ 力— マ—， 一 
切 欲 

Sabbakamin  〔第二 結集 比丘〕 サ ッ パカ— ミ 一， 
一切 去， 薩婆迦 眉， 薩婆伽 眉 
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sabba-kaya 全身 

sabbakiccaparinayika  parihariya  panna 一切 

所作に 導入す る 將來慧 
Sabbakittika  〔比丘の 譬 喻經〕 サ ノバキ ッ ティ 

力 Ap  3  390 
Sabbagandhiya  〔比丘の 譬 瑜經〕 サッ パガン デ 

ィャ Ap  3  302 
Sabbagghana  〔傳 。 轉輪 王〕 サッパ ッガナ 
sabbacitta-sadharana  cetasiKa 共 一切' し、' し、 所 
sabbaji 一切 勝お 

sabbannutannana=sabbannuta-nana 一切 勝 fS' 
お, 一切 知智，  一 W 智性 智， 一切 智 

sabbafifiu ほ 一切 知性， 一切 智， 一切 智性 

sabbannuta-nana=sabbannutannana 一切 知 
智， 一切 智性 智， 一切 勝 智# 

sabbafifiu 七 uddha  —  W 知佛 

sabbannu 一切ず】'^，  一 W 知，  一 W さ 3',  —  W 知 
全知， 全智 

sabbatta 一  切 性 

sabbatthaka-kammatthana 一切 處業隨 
sabbatthaka-mahamatta 庶務 大!； '- 
sabbatthagamini-patipadam  yathabhuta-nana- 

bala      趣 行 如 ffi 智力 〔如來 十 力の 一〕 
sabbatthaganiini  patipada 遍行 道， Ji^ 趣? T 
sabbattha-pannatti ^通 制 
sabbatthabhivassin 一切 處降 雨 
Sabbatthi-vada,  Sabbatthi-vadin   〔gfi 派〕 tfe—— 

切 有 部 

Sabbadatta  〔王〕 サ ノパダ ッタ， 一切 施 
sabba-dassavin 一切 見 あ 全 見 
sabba-dassin  一!; U 兄 〔お〕， 一切 見^ 
Sabbadassin  〔ピャ ダツシ ー佛の 第二 弟 了-〕 サ 

ッパダ パン 一， 一切 見 
Sabbadatha  〔《寸 王〕 サノパ ダ'一 タ， 一切 牙 
Sabbad  atha  -  j  a  taka サ. ノ ハダ ータ • チ' ャ一タ 

力， ー切^^-！：ォ木生物語 J  241 
Sabbadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サ. ノパダ ーャカ 

Ap  3  396 
Sabbadinna し 人〕 サ ヅ パディ ンナ 
Sabbadisa-katha 一切 方 論 KV  21 6 
sabba-dhamma 一切 法, 一切 諸 法 


sabbadhammamula-panyaya 一お Jii 根本 法-門 
Sabbananda  〔迦 葉怫の 弟子〕 サ ッパナ ン ダ， 
薩 婆難陀 

Sabbanama  〔 ダ ン マ ダ、 ッ シ ― 怫 のき'; 二 比丘尼〕 

サソパ ナーマ 一， 一切 名 
sabba-pariisukulika 一切 糞 掃 # 
sabbappahayin 一切 斷 0^'〕 
Sabbaphaladayaka  〔比丘の §n|s 經〕 サッ パパ 

ラ ダーャ 力 Ap  3  516 
sabba-phaliphulla 花 力' 、'滿 開 
Sabbabhadda  〔象 王妃〕 一切 賢 
sabba-bhava 一切せ 

sabbamannita-samugghata  一  W 思 M の除滅 
sabbamattikamaya  kutika 純 泥の 屋 
Sabbam  atthiti-katha 一切 有 論 KV 1 6 
Sabbamitta ① 〔比〕 サ ノバ ミ ッタ ② 〔迦 葉佛 

の f な 1^-〕 サ ツバ ミッタ， 一切 友， 善友③ 〔王〕 

サ ツバ ミッタ ®  〔婆〕 薩婆密 多 
babbamulaka  〔早 j 全 恨; 
Sabbalahuso  〔經〕 極輕 A  8  .10 
sabba -loka  一!; Ut^fk) 

sabbaloke  anabhirata-sanna  一  固;】] 小 "了 樂 
想， 一切し il: 問 不歡喜 想， 一切 世間 不樂 想， 一 
切 世間に 於て 不 喜 想， 一切 世界に 於て 不喜 
想， 一切 世界 無 欣喜 想 

sabbaloke  anabhirata-sannin  -ー t;/J 肚 間に 於て 
不 nj 樂の想 〔お〕 

Sabba-vagga 一切 品 S  35  ：^: ；〜 

sabbavidu  一!^ 知せ， 一切 智者 

Sabbasamharaka サッハ サン ハーラ 力 〔• ナヤ 
一 タカ〕， 全 總括問 〔本 生物 語〕 J 110 

sabbasafikhara-samatha  一 しの Jfeih, ーリ j 
行の 〔靜〕 止 

sabbasankharesu-aniccasanna 一切 行 無常 想， 

一め 諸行 無' お 想 
oabba-sangaha  —リ J  Aohsanf^  7  4 
sabbakusala-sadharana  cetasika さ 一  切/|、*' し、 

所 

sabbapana 百貨店 （佛 の） 
sabbabhibhu ー切勝1»^ 

sabbasavasamvara-panyaya 一切 翻 防 の 法 P， 
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Sabbasavii-sutla サッパ アーサ ヮ" • ス ッタ， 一 

切漏經 M  2 
sabbupadanaparinna-dhamma 一切 取曉 J の 
sabbupadana-parinna-vada 一切 取 厂知 論者 
sabbupaaanapariyadana-dhamma 一切 取 J  fe 

の 法 

sabbupadhi-Datinissagga 一切 依疋 果， 一切 依 
の 〔破〕 棄， 一切 取の 棄抬， 一切 餘 依の 定棄 

sabbe  dhamma 一切 法， 一切お 

sabbe  dhamma  anatta 一切 法 は 無我な り ， 一 
切 法 無我 

sabbe  dhamma  satipatthana 一切 fe は 念處な り 
sabbe  safikhara  anatta  者 行 は 無我， 一' 切 行 無 
我 

sabbe  sankhara  anicca 一切 行 は 無常な り， 一 

切 行 無常， 諸行 は 無常 
sabbe  sankhara  dukkha 諸行 は 苦， 一 行 苦， 

一切 行 は 苦な り 
sabbe  sat ほ aharatthitika 一切 有情 は 食に よ り 

て 住す， 一切の 有情 は 食に 依りて 住す， 一切 

衆生 は 食に よ り て 住す 
Sabbosadha  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ッ ボ ― サ ダ' 
Sabbhi  〔經〕 善人と 共に S 1 31 
sabyabajjha-loka 有;^ 界 
sabrahmacarin  | 口] 梵 行， I 口〗 fefr お 
Sabhattudesabhoga  〔殿〕 サパッ ト ゥデー サボ 

—ガ 

sabha 集會 所， 集 會處， 集會 堂， 集會， 公會， 

會堂， 法 庭 
sabhaga  H 分 
sabhaga-apatti 同 分の 罪 
sabha-gata 朋 

Sabhagata  〔經〕 朋輩 S  55  36 
sabhaga-nimitta 相似の 相 
sabhagii-vuttika 同類 活命 〔者〕 
sabhaga-santati 同 分 相 f 買 
sabhaga-sunna 同 分 も 
sabhava 自性， 實相， 天然 
sabhava-dhamma 自性 法， 第一義 的 存在 物 
sabhava-nirutti 自 性詞， 如法の 文法 


sabhava-parisuddha 自 性淸淨 

sabhava-rtipa  Q 性 色 

sabhava-lakkhana 自性相 

Sabhasammata  〔傳 。 轉輪 王〕 サバ一 サン マタ 

Sabhiya ① 〔婆， 比〕 サ ビヤ， 薩毘耶 ② 〔ブ 

ッサ佛 の 侍者〕 サ ビヤ 
Sabhiya  Kaccana  〔比〕 誅陀迦 Ij 何延 
Sabhiya-sutta 薩 毘耶經 Sn  3  6 
Sabhiyo  〔經〕 誅陀 S  44 11 
Sabhogavant  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ボ 一 ガ ヴ 一 
sabhojana-kula 食事 中の 豕' 
sama ① 等， 平等， 等 者 ② 寂 
Samamkara  〔王〕 サ マン カラ 
samagga 和合， 順禾 n 

samagga-kamma 和合 親 磨 〔六 種 錫 磨の 一〕 
samagga-samgha 和合 僧 
samagga  parisa 和合 衆， 和合 衆會 
Samanga ① 〔ティ ッサ 沸の 侍 待〕 サ マン ガ， 

平等 行 ② 〔山〕 サ マン ガ 
samangibhava-samannagama 具足 しある 具足 
Samangi 〔ソ一 ビタ 佛の 妃〕 サ マンギー 
sama-cariya 等 行， 平等 行， 平等の 行， 正 行， 

正業， 正道 行， 寂靜行 
sama-caga  | 口] 

samacarin 寂靜 行者-， 平和 住 者， 正 行者 
Samacitta-pariyava=Samacitta-sutta 平等' L 、法 

門 

Samacitta-vagga 等 心 品 A  2  4 

Samacitta-sutta=C5amacitta-pariyaya 平等' ll、 經 

sama-jana 凡庸 者 

sama-jivita 等 命 

samajja 祭會， 觀 覽處， 觀世物 

samanna 共 相 

samanna 稱呼， 名 g , 通名， 通稱， 呼稱， 俗 
稱 

samana 沙門 

Samana ① 〔村〕 サ マナ ② 〔經〕 沙門 A  8  85 
samanaka 似而非 沙門， 小 沙門， 貧 沙門 
samanakarana-dhamma  、/少 「つ と f 乍る 法 
samana-karandava 沙門のお 
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Samana-koranna  〔王〕 サマナ コーラン ニヤ 
Samanaguttaka  〔盗賊〕 サ マナ グッ タカ 
Samanagutta  〔王女， 優鉢羅 色の 前生〕 サ マナ 

グ ッタ一 
samana-clvara 沙門 衣 
Scimana-dukkha 沙門の 苦 CliMJ 
oamanadussila-gihidussila-panho 無. 成の 沙門 と 

無戒の 在家の 問 Mil 4  〔7〕 1 
samana-dOsm 沙門の 汚 
samana-dhamma  -?》 門 法， 、沙門の 法 
Samana-panho 沙門の 問 Mil 4  〔3〕 10 
samana-paduma 紅蓮 沙門， 紅蓮 華 沙門， 赤 蓮 

華 沙門 

samana-paribbajaka  'ふ、 門出 '豕 
samana-parisa 沙門 衆， 沙門 會 〔八 衆の 一〕 
samana-palapa 沙門の 桴 
samana-pundarika 白蓮 華 沙門， 白 速 沙門 
samana-brahmana 沙門婆^^^門 
Samanabrahmana-vagga 沙門 婆羅門 品 S 12 
71-81 

Samana-brahmana  〔經〕 沙門 婆羅門 S 12 13, 
14,  29,  30  ； 14  37 〜： 39  ； 17  25-27  ；  36  26〜 
28;  48  6,7,  29,30,34,35  ；  51 16,17;  56  5,6 

samana-brahmananam  upakkiieso 沙門 婆羅門 
の 鼓 〔四 種 ； 飮酒， 不淨 法， 受 金銀， 邪 命〕 

samanabhatta-samaya 沙門 食 時 

samana-bhadra 沙門の 幸 〔八 種〕 

samana-m-acala 不動 沙鬥 

bamanamandika-sutta サ マナ マン ティ カー • 

ス ッタ， 沙門 文 祁子經 M  78 
Samana-vagga 沙門 品 A  3  81〜9() 
samana  Sakyaputtiya 沙門 釋子， 釋子 沙門 
samana-sanna 沙門 想 し 三種 | 
Samanasanna-vagga 沙門 想 品 A 10 101〜112 
samana-sukha 沙門の 樂 〔五 種〕 
samana  sukhumala 柔軟 沙門， 無 苦 沙門， 妙 

軟 沙門 

samanassa  karaniyam 沙門 行 

Samana ① 〔下. 女〕 サ マナー ② 〔經〕 沙門 S 

22 107,108  ；  23  5,6 
Samani ① 〔王女， 差 摩 尼の 前生〕 サマ 二  — 


② 〔女〕 

samanuddesa=:samanera サマ ヌッァ 一" i,， vb 

彌， 將來の 沙門， 新 巧お '>|''|， 新 學沙彌 
siimanupasana~samanopasana 沙門の 行 
Samanupatthaka  〔傳 o 車 專 輪: £〕  "V.— ゾ ヌー ノ;： ッ 
ター 力 

samano  n'  atthi  baliirc 夕 や 迫に沙 |'リ な し 

samanopasana~samanupasana 親 iil 沙門 

samata 公平， 平等 

samatikkama 超越 

samatikkamana-paliana 超越 〔捨斷 〕 

stimatikkama-vibhuta 超越 無 有 

Samatta ① 〔傳 。 轉輪 王〕 サマ ッタ② 〔經〕 

悉皆 S  47  27  ；  51 6 
samatha ①サ マタ， ^^摩他， 止， 止, ぉ、， 寂 

止， 寂 靜ぉ② =aclhikaraija-samatha 止靜汰 -, 

滅諍 法， 滅評， 滅， 滅& 
Samatha ① 〔王〕 サ マタ② 〔經〕 寂 止 A 10 

54 

samalha-kammtittnana  it: 業 jfe 
Samathakkhandhaka 滅諍犍 度 V  2  b  4 
samatha-nimitta 寂 Lh 相， 止 相 
samatha-nimittan  ca  paggaha-nimittan  ca 止 
相と 精勤 相 

stimatha-pubbangama  ariya-magga 止 を 先行 

とする 聖道 
samatha-bala 寂 止 力， 止 力 
samatha-bheda 滅諍 分解， 滅法 分解 V  3  4  (7 

〜22) 

samatha-yanika 奢 摩 他 〔 止） 行せ 
Samatha-vara 滅諍章 V  3 1 (7, 15) 
samatha-vipassana 止觀， 止と 觀， 奢 摩 他丄: も 鉢 

舍那 

samatha-samsaha ① 滅法 聚 ② ||: のお ム 
samatha-samadhi お 尸' i? 多定 

bamatha-sammukhavinaya-vara 械 fcfc 現 Buh'ti/ti 
章 V  3  4  (12) 

Samathadhikarana-vara 滅諍章 V  3  4  (20) 
Samatha  samathassa  tabbhagiva-varam 概法 
同 分 章 V  3  4  (11; 
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Samatha  samathassa  sadharana-varam  滅法 

結合 章 V  3  4  (10) 
Samatho  〔經〕 止觀 S  43  2 
samatho  ca  vipassana  ca  jj: と觀， 止 ia， 奢 摩 

他と 毘鉢 舍那， 寂 止と 正觀 
saina-danta 齒の齊 平 〔三十 二相の 一〕 
samaiia(AJ)=samana 沙鬥 
samanaka 有意 
samanantara 等 無 間 

samanantara-paccaya 等 無 間掾， 近接 緣 〔二十 
四 緣の 一〕 

samaiiantarapac じ aya-iiiddesa 等 無 間 鎵廣說 
:Damanamandika-putta=uggahamana し ,普ォ 了 

m 沙門 文 祁の子 

samanuggahiyati g 吉問せ ら る 
Samanupassana  〔經〕 觀見 S  22  47 
samanubhasati gj^ 吿す 
samanubhasana  吿 
Scimanubhasana-samutlhanti  g 荣吿等 起 
Samanta  〔峯〕 サ マンタ 

Samanta-kutacala  〔山〕 サ マンタ クタ 一 チヤ ラ 
Samanta-gandha  〔傳 。 轉輪 王〕 サ マンタ ガ ン 
ダ 

samanta-cakkhu=sabbannu 普 眼， 普 眼 者-, 一 

切 眼， 全 眼 者- 
Samanta-cakkhu し傳 。 轉輪 王〕 サ マンタ チヤ ッ 

ク 

Samantacchadana し傳 o 轉輪 王〕 サ マンタ ツチ 
ャ ダナ 

Samanta-dharana  〔傳 。 轉輪 王〕 サ マンタ ダラ 
ナ 

Samanta-nemi  〔傳 。 轉輪 王〕 サ マンタ ネー ミ 
samanta -pasadika 端敢， Wi^mkc 
Samanta-pasadika  〔傳 。 轉綸 王〕 サ マン タパ一 
サ一 アイ 力 

bamantci-pasadika サマン タノ、  — ^ナ 一 デ-ィ 力一. 

一切 善 見 律 VA 
Samanta-mallaCkaj し iffedrj サ マンタ マツ ラ 

〔力:！ 

Samanta-varuna  〔傳 。 轉輪 王〕 サ マンタ ヴ ノレナ 
Samanta  〔尼〕 サ マンタ一 


samanta  nimitta  Btl^j  |[1 
samemta-nisseni 「ぶ周^^) 
saniannagata 具足 
oamannagata-katha 具足 論 KV  4  4 
samannagata-pannatti 具足 施設 
bamannahara 存念， 注意 
sainannesana 吟 5?^ 
sama-panna 同慧 〔-おつ 

samaya ① 時， 是時② 因緣 ③會， 集 會 ® 

キ. 

Samaya  〔經〕 會 S 1 37 
samayappavadaka 會談 室， 敎義 論究 所 
Samaya-vara 時 章 V  3  4  (16) 
samaya-vimutta 時解脫 しお〕 
stimaya-vimutta  arahant 時解脫 阿維漢 
samaya-vimutti 時 解 ffe 
samaya-vimokkha 時 解脫， 一時的 解脫 
samayo  padhanaya 精勤に 堪 ふる 時 〔五 種〕 
Samalankata  〔傳 。 轉輪 王〕 サ マラン カタ 
samavatta-khandha 兩肩は 等しく して 圓し 〔三 

十二 相の 一〕 
samavatta-cara 定 遊行 〔の 五德〕 
samavatta-vasa      制 住 
samavaya 合， 結合 

samavaya-vadin=v]sesika 合 論者. = き 論者 
samavepakin 等 熟 力 あり 
sama-saddha  IffJ-ia 
sama-sikkhata 同一 學戒 
sama-slla 同戒 
sama-sisa  '^\^ ,  %  % 
Samasisa-katha 齊首論 P^s  3  7 
samasisatthe  nanam 齊 きの 義の智 
samaslsin 首 等 〔#〕， 齊首， 等 首 
samacara 正 行， 行事， 儀 法 
samadapaka 勸 導教， 勸 導し， 勸發? t 
Samadapaka  〔比丘の 譬喩 經〕 サマー ダ ハカ 
Ap  3 169 

samadapetar サマー ダぺ 一ター， 導 者， 督勵 

せ， 觸 fi- 
samadapeti=samadapeti 誡す， 勸發す 
samadahati 燃す 
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samadahane  paiina 定の惹 
samadana 受持 
samadana-virati 受離 
Samadanahetu-katha 受戒 因 論 KV 10  9 
samadapeti=samadapeti 勸發 す, 訓誡 1 
Samadayachakka 受持 する 六 事 V  2  a  7，  5 
Samadayasattaka 受持 する 七 事 V  2  a  7，  3 
samaahana 止 持 

samadhi 三麼 地， 定， 三昧， 等 持 

Samadhi ① 〔經〕 三昧 S  22  5  ；  35  99  ；  36 1 ； 

A 10  6  ； 11 19〜22 ②定 S  45  28  ；  56 1 
Samadhi— samapatli  〔經〕 三昧 一等 至 S  34 1 
samadhika  nana 定智 〔二百 種〕 
samadhi-katha 定論， 禪定の 話 〔十 論 事の 一〕 
samadhi-kammika 定業 〔處修 習〕 者 
samadhi-kusala  '定善 巧， 三昧 善， 三 摩 地 善 巧 
satnadhi-kusaiata 定き能 
samadhikkhandha 定蕴， 疋聚 
samadhi-gandha  /E^r 
samadhi-garavata 三)^ 地の 尊敬 
samadhi-cariya 定行， 三 摩 地 行 
Samadhi-niddesa 定 の解釋 VM 11 
samadhi-nimitta 定の 相， 定相， 三 摩 地 因 
samadhindnya 疋 |U 
samadhi-pamukha      を 上目 乙爲す 
samadhi-parikkhara 定の賽 具， 定具， 定賓糧 

〔七 種〕 

samadhi-bala 定カ， 三昧 力 

samadhi-bhavana 修定， 定修， 定の修 ひぶ 種〕 

samadhibhavana-maye  nanam 修；！^所成ぉ' 

samadhi  maggo お i ill な り 

samadhiyati 等 持 を 得る 

samadhi-ratana 疋資 

Samadhilakkhana-panho 定の特 相の 問 Mil 2 
〔1〕 13 

Samadhi-vagga  '疋品 ^  56 1〜10 
samadhi-vipphara  iddhi 疋, 疋 i^' 滿 
神變 

samadhi-sampada  .疋 成就， 疋圓 足, 疋: ft 疋， 

三昧 成就 

samadhisampada-katha 定 成就の 稱 5^ 


samadhi-sampanna     具足， 疋具 者 
samadhi-sambojjhanga 定覺 支， 定も覺 支， 二 

昧の覺 意 〔七覺 支の 一〕 
samadhi -sukha  5e 樂 

samadhissa  abhinihara-kusalo 三 摩 地の 引發に 
善 巧 

samadhissa  kallita-kusalo 三糜 地の 喜 悅に善 巧 
samadhissa  gocara-  kusalo 三 摩 地の 境に 善 巧 
samadhissa  thiti-kusalo 三 摩 地に 住する に 善 巧 
samadhissa  vutthana-kusalo 三 摩 地 を 出つ るに 

善 巧 

samadhissa  samapatti-kusalo    二 摩 地 Y る 

善 巧 

samana 有慢 

Samana  〔天〕 サ マーナ， 賒 1$ 
samanatta 同事 

samanatta ほ 同事 〔四攝 事の 一〕 
samana-rupa 肖 (象 

samanavassika-pavarana 共安居せ〔1^!1}^〕 自 ife 
samana-samvasa  H 一 iHfifa 
samana-samvasaka 共 住 ：^-， 共 人, 「ば] 住 
samanasarhvasaka-bhumi  |nji— nr'il 地， 同 { お fefi 
地 

samana-sima 同一 境界, 间 界 
samanasima-thita 同界住 も- 
samana-sukha-dukkha 樂に も もに も 一様な る 

友 

samanacariya,  samanacanycika 卜'：) 阿 ほ】 梨， M 
ー阿闍 梨， 阿 閣梨を 同じく する お， 同一の 阿 
閣梨を師とせる^^, 同門 

samanupajjhaya,  samanupajjhayaka  |Hj/filfn], 

同一 和尙， 和尙を 同じく する^，   M —  の 和尙 
を師 とせる 者， 弟子 兄弟 
samapajjana  a 定 

samapajjana-vasin 入疋自 せ， 等 至 自在 
sama  patipada 寂靜行 〔四 行の 一〕 
samapaltatthe  nanarh 等 至の 義の智 
samapatti ① サマー パノ ティ， 等 至， 三 摩 鉢 

底， 三 鉢 底， 正受， 定， 成就 法 ② 定犯 
Samapatti— abhinlhara  〔經〕 等 至 ー引發 S  34 

16 

Samapatti— arammana  〔經〕 等 至一 所緣 S  34 


Samuttha 


14 

Samapatti— kallita  〔經〕 等 至 一 安樂 S  34 13 
Samapatti— gocara  〔經〕 等 至 一行 境 S  34 15 
Samapatti— thiti  〔經〕 等 至 一止 住 S  34 11 
Samapatti— vutthana  〔經〕 等 至一 出 起 S  34 12 
Samapatti— sakkacca  〔經〕 等 至一 恭敬 S  34 17 
Samapatti— sappayakari  〔經〕 等 至 ー隨應 S 
34 19 

Samapatti— sataccakarin  〔經〕 等 至 一' お 作 S 
34 18 

samapatti-kusala 等 至善 巧， 等 至善， 入定 善 巧， 
入る に 巧 

samapatti-kusakita 入定 善 巧， 等-至善き g， 入る 
に 巧 

samapatti-kusalata     cti  samapatti-vuttnana- 

kusalata  ca 等 至 〔に 關 する〕 善 巧と 等 至よ り 

起つ 〔ことに 關 する〕 善 巧 
samapatti-citta  jE'L^ 
samapatti-nana 等 至智， 定智 
samapatti-naiKitte  panna 等 至の 種種相の 急 
oamapatti-vagga  AtEdq  A  2 15 
samaDattivutthana-kusala 等 至 を 出 づ る に -善 

巧， 出 定普巧 
samapatti- vutthana-kusal^ita^vutthana- 

kusalata 出 疋告巧 
samapanna  A/eI^" 

samapannassa  atth】   vacibhedo 入定 者な こ gg 發 
她り 

Saniapanno  assadeti-katha 入' 定 お-味 樂論 KV 
13  7 

oamapanno  saaaam  sunati  ti katha  A/Ei^'ffl 

聲論 KV 18  8 
sama  parisa 等 衆 * 
Samapa  (A) 〔市〕 サマー パ— 
samarambha 勞カ 

Samala  〔j^ 沙:' 佛の 第二 比丘 ノ  li〕 サマー ラー， 
共鬉 

samasevitai^-kammaj=bahula-kamma 數習 

〔業:] 

samahita 定ぉ， 定 意お-, 定 ある， 入定 者-， 等 
持， 有定， 得定， 寂靜^ 


samahita-citta  /E'lls       ある' し， l^fe'CiS 有疋 

心， 心の 等 持 
samahita  citta  ekagga 等 持 一向の 心 
Samita  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ミ タ 
Samitanandana  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ミタナ ン ダナ 
samitavm  靜き 
Samitigutta  〔比〕 サミ ティ グッタ 
Samiddha  〔王〕 サ ミ ソ ダ， 沙滅地 
Samiddhi ① 〔比〕 サミ ッ ディ， 三 彌提， 三彌 

離提 ② 〔經〕 三彌提 S 1 20  ；  4  22  ；  A  9 

14 ③ 〔經〕 三 彌離提 S  35  65-68 
Samiddhi-jataka サ ミツ ティ • チヤ 一 タカ， yc 

美本 生物 語 J 167 
Samiddhisumana  〔大 -卜」 サミ ッ ティ ス マナ 
Sami  〔渡〕 サミ— 
Samlti  〔造 卓 人〕 サ ミー ティ 
samipa-carin  itctl 打 
Samlrukkha  〔渡〕 サミ一 ノレ ッカ 
samukkhepana 極/令 头 
samugga 藍， %f\ 

Samugga-jataka サム ッガ • ナヤ一 タカ， 相 小 

生物 語 J  436 
Samuggata  〔傳 。 轉輪 王〕 サム ッ ガタ 
samuggahita 取 著， 執 取 
samuccaya 集 

Samuccayakkhandhaka 集犍度 V  2  b  3 
Samuccaya-vara 集合 章 V  3 1 (8， 16) 
Samucca-sangaha-vibhaga 攝集 分別 Abhsang 
7 

samu し-し- heda-paliana 磁斤蠻 斤， 正 斷捨斷 
samucchedappahana 正斷 捨斷， 斷斷 
samuccheaa-marana  IhSit 夕 匕 
samuccheda-vimutti 正斷角 
samuccheda-virati 斷離 
samuccheda-viveka 斷離， 正斷離 
samuccheda-visuddhi 斷)* (爭 
samuccheda-sunna 斷空, 正斷ざ 
samunchaka 落 穗を拾 ひて 
samutthana 等 起， 等 起 法 V  3 16 
samutthana  rupa 等-起 色 
Samutthana-vara 等 起 章 V  3 1 (5， 13) 
samutthana-samgaha 等 起法聚 
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Samuttha 


Samutthanaslsa-sariikhepei   ，起 主 頭 要略 
samutthanass'  uddanarii 等 起の 攝頌 V  3  3 
Samutthapana-vara 等 起 章 V  3  4  (21) 
samuttejaka 讃勸 讚 動し， 鼓舞 衿， 獎勵荇 
samuttejeti 獎勸 す， 鼓舞す 
samudaya 集， 生起， 集 起， 因緣， 起因 
Samudaya ① 〔經〕 集 S  23  21,33,45 ② 〔經〕 

生起 S  35  41 ③ 〔經〕 集 起 S  47  42 
samudaya  atthagama 生起と 滅' 1, 集と 滅， 集 

起 • 滅沒 

samudaya-dhamma 集 法， 集の 法， 生 法， 生起 

の 法 

Samudayadhamma  〔經〕 集 法 S  22 126-128 

samudayavaya-dhamma 生滅の 法， あ 滅法 

samudaya-sacca 集誦 

samudaye  nanam 集智 〔四智 の 一〕 

Samudayo  〔經〕 集 S  22  74,75,131,132 

samudirana 動搖, ト? ^勤= 風 

samudlrana-bhava ふや 動 性 

samudda 海， 大海， 海岸 * 

Samudda ① 〔シ ッ ダ ノ タ佛の 信士〕 サム ッ ダ， 
海 ② 〔仙〕 サム ッ ダ ③ 〔精 舍〕 サム ッ ダ 
④ 〔經〕 海 S 13  7,8;  35 187,188;  45  97 ~ 
102,  109-114,  121-126,  133-138  ；  56  57, 
58 

Samuddakappa  〔傳 に サム. ノ タ "力 ッ ノミ 
samuddakappasi  〔j#}〕 サム ッタ" カツ パーシー 
samuddakkhayika-katha 海洋 論， 海洋 起源 論， 
海洋 說の 話， 海譚， 大海 論， 說海 論， 宇宙 發 

生 論 〔無用 論の 一〕 
Samuddagiri  〔房 舍〕 サム ッ ダギ リ ， 海山 
Samuddaja  〔王子と 龍 女との 女〕 サム ッ ダヂャ 

Samudda-jataka サム ッダ • ヂャ一 タカ， 海 本 

生物 語 J  296 
samudda -tlra 海ギ 

Samuddadatta    〔比， 提 婆の 徒〕 サム ノダダ 'ッ 

タ， 三文 陀達， 三 聞 達 多， 娑勿陀 達 
samudda-devata 海, pifi 

Samuddanava  〔王妃， 尼〕 サム ッ ダナ ヴー 
Samudda-paiiho 海の 問 Mil 2  〔7〕 14 


samudda-phenaka  Vfgrti 
samuaaa-majjha 海中 
Samudda-vagga 海 品 S  35 187〜19(3 
biimuddavanija-iataka サム ッタ ヮ一 二 チヤ • 

ヂャ— タカ， 海 I ほ 本 生物 語 J  466 
bamuddavijaya  〔王な 已〕 サム' ノ タ'、 キチ ャ ヤー 
Samudda ① 〔拘那 含 牟尼佛 の 第一 比 G: 尼〕 サ 

ム ッ ダー， 海 ② 〔尼〕 サム ッ ダ、— 
Samuddhara  〔傳 。 轉輪 王〕 サム ッ ダラ 
samullapana 極 虛談 
samussaya 合成, 身體 
samussita  慢 

Samogadha  〔傳 。 轉輪 王〕 サモ— ガダ、 
Samotthata  〔傳 。 轉輪 王〕 サ モッタ タ 
Samodaka  〔傳 。 轉輪 王〕 サ モー ダカ 
samodahane  panna 總攝の 意 
Samodhana  〔傳 。 轉輪 王〕 サ モータ'、— ナ 
samodhana-parivasa 合一 別 任 
samodhana-manatta 合一 摩;^? % 
samosarana 等 趣, "^-合 
samosaranatthana 會合 趨 
sa-moha 有癡， 愚癡 ある， 愚癡^ 
samona-citta 有 癡' し、， 愚療 fo る'!!、 
sampaka  〔鳥〕 サン ハカ 
sampakkhandana 躍 入 
sampajanna 正 知， Ih 智, Ih' し、 
oampajannam  it, し、 S 12  92 

sampajana ① 正 知， 正 知 lt， 正 知 あ り ， 正^', 

正意， 正 心， 自覺 ② 故意の 
sampajana-musavada 故- 語， 故意の も-語, 知 

りて 妄語す る こと， 正 知に して 妄語す 
sampajano  musa  bhasati 正 知して 虚 jjS 詰を說 

< 

sampaticchana 領受 
sampancchana  citta 領' 1'' し、 
Sampattakala-panho  11 き 機 到 來の問 Mil 2  〔6〕 li 
sampatta-virati 得 離 
sampatti 成就， 成 得 
sampatti-bhava  &i 守 有 
sampada 圓足， 具足， 成就 
Sampada  〔經〕 具足 A  8  75,  76 


Sambodha 


sampadussati 汚行 をな す 

sampanna-ditthi 具 見， 見 圓滿， 見 成就， 見 具 

足， 具 見 人 
sampanna-nibbana  g 呆 具足 

sampayutta  ffl 應 

Sampayutta-katha 相應論 KV  7  2 
sampavuttaka  dhamma,  sampayutta  dhamma 
相應法 

sampayutta-paccaya 相應緣 〔二十 四緣の 一〕 
sampayuttapaccaya-niddesa 相應 緣廣說 
sampayutta-parivara 相 應眷屬 
Sampayutta-vara 相應分 
Sampayuttavara-vannana 相應 分之釋 
Sampayuttena    vippayutta 相應 〔な な ものと 

の〕 不相應 Dhk  7 
Sampayuttena  sangahTta  asangahlta 相應 〔な 

る ものの〕 所攝と 非難 Dhk 12 
Sampayuttena  sampayutta  TO 應し なる ものの〕 

相應 Dhk  9 
sampayoga 相應 
sampayoganga 相 fe 支 

Sampayoga  vjppayoga 相 應と不 相 Jfe  Dhk  6 
samparayana 來 ffii, 當來， 後世， 依 趣 
samparaya-vedaniya  kamma 順 後 受燊， 顧 後 

業， 後後 受業， 後世 受の業 
samparava-vedanlya 未來 P 汀ラ 
samparaya-sukha 當 來の樂 
samparayika 當來， 後世の， 來 世の 
samparayika  attha 未 來の禾 IJ， 當來の 利 
samparayjKa  anisamsa 來 世の 功德 
samparavika  vaija 後 世 の 罪 
Sampasadaka  〔比丘の 譬 • 經〕 サン パサ— タ、、 力 

Ap  3  306 
sampasadana 淨 

Sampasadaniya-suttanta サン ノ、 サ―タ 二  — ャ • 

スッタ ンタ， 自 歡喜經 D  28 
sampaharhsaka 慶 慰し， 慶吾者 
sampahamsana き悅 
sampahamseti         し む， 歡 喜せ し む 
sampaka 調合 物 
sampapana  惡ロ 


samphappalapa 綺語， 雜ま 語， 戲語 
Samphappalapa  〔經〕 雜穢語 S  56  77 
samphappalapa  pativirato 離 雜猿語 者 
samphappalapa  veramanl 雜樣 の 離， 雜穢語 

を 離る る こと， 離 雜穢語 
samphappalapin 綺語 者， 雜穢語 ff% 戲語菩 
Samphala=Sambala     〔シ ソ タ、、 ッ タ 沸の 第一 弟 

子〕 サン パラ， 共果 
samphassa 摩 胸 

Samphassarh  〔經〕 觸 S 14  2  ； 18  4， 14 
Samphusita  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ン プシ タ 
sambandhana 相 i 買 

Sambara=Samvara  〔阿' 修羅 王〕 サン パラ， 參 

婆羅， 奢婆羅 
Sambari-maya 參婆羅 の 幺"! 術 
sambala 糧食， 旅資 

Sambala ① 〔比〕 サン パラ， 參婆樓 （D= 
Samphala  〔シ ッ ダ、 ッ タ 佛の 第一 弟子〕 サ ン 
パラ， 水 ③ 〔ティ ッサ f 弗の 信士〕 サン パラ 

sambahula 衆 八 

Sambahula  〔經 〕 多數 S  4  21 

Sambahula  or  Carika    〔經〕 多數 （遊行 者） S 
9  4 

sambadha ① 障礙， 憒燒， '|fi: 亂， 繁多， 雜鬧 

② 陰部， 隱所， 密處 
sambadha  gharavasa 家事 繁多 
Sambadhokasa-sutta 障礙機 * 經 
sambahana シャン フ' 一, 樣身 
sambuka 貝 

sambuddha 正覺 者， 等覺笞 
Sambuddho  〔經〕 等覺者 S  22  58 
Sambulakaccana  〔比」 サン フ、、 ラカ ッ チヤ一 ナ 
Sambula-jataka サン ブラ • ヂ 、ヤー タカ， サン 

ブラ— 妃本 生物 語 J  519 
Sambula  〔妃〕 サン ブラ一 
sambojjhanga 覺支， 等覺支 〔七 種〕 
sambodha 正覺， 等覺 
sambodhapakknika  dhamma 等 叠分法 
Sambodha-vagga 等覺品 A  9 1 〜： L0 
sambodha-sukha=sambodhi-sukha  "#覺%， 

等覺 の樂， n 覺樂， 正 覺樂， 正 覺の樂 
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Sambodhi 


sambodhi  (D 正覺， 三 菩提， 正 菩提， 等覺 ② 

=bodhi-rukkha 三 菩提樹 
Sambodhi  〔經〕 等覺 A  9 1 
sambodhi-anuttara      上 ~#覺 
sambodhi-parayana 三 舎 便に き く 
sambodhiyafiga 菩提 分， 覺支， 覺分， 菩提の 

支 分 

sambodhi-rati 正 覺の樂 
Sambodhi-vagga 等覺品 A  3 101 〜 110 
samboclhi-sukha=sambodha-sukha  Jl£' 斃樂， 

正覺 の樂， 自 覺樂， 等 覺樂， 等 覺の樂 

Sambodhena  〔經〕 正覺に よりて S  35 13, 14 

sambhatta 親友， 相 親， 同僚 

sambhava 生起， 出生， 生成 

Sambhava ① 〔佛〕 サン パヴ ② 〔尸 棄 佛のク ズす 
二 弟子〕 サン パヴ， 三 婆 婆， 參跋 婆， 出生 ③ 
〔レ 一ヴタ 佛の侍 #〕 サ ン パ ヴ， 出生 ④ 〔テ 
ィ ッサ 沸の 侍 1^-〕 サン パブ， 上 生 ⑤ 〔理 髮 
師〕 サンバ' ヴ ⑥ 〔少年〕 三 婆 婆 

Sambhava-jataka サン パヴ • チ-ャ 一タカ， 三 
婆 婆 本 生物 語 J  515 

sambhava-rupa 生成 色 

sambhavesin 永生-"^' 

sambhara ① 資糧， 集 起， 原因 ②助味 
sambhara-samyutta 合 酒 
sambhara-seda  法 
sambhinna  0) 破 根 化 ず ^ 根& ② 相雜 
sambhinna     根 女 

Sambhiya  〔ブ ソ サ佛の 侍せ〕 サン ビヤ 
Sambhuta ① 〔比〕 サン ブータ， 三な: 陀 ② 
〔旃陀 羅の 子〕 サン ブータ， 三^ 多 ®= 
Sambhuta-Sanavasin  〔第二 結集 比丘〕 サン 

ブータ， 參,: ： さ 多 
Sambhuta-:5anavasin=Sanavasin-Sambhuta, 
Sambhma ③ 〔第二 結集 比丘〕 サン ブータ' 

サ一 ナヷ一 シ一, 三 陀舍 那婆斯 
sambhejja 合流 

Sambhejja  〔經〕 合流 S  56  53,  54 
Sambhejja  udaka  〔經〕 合流す る 水 S 13  3,  4 
sambhoga 共 食， 共 事 
samma 鐃， 鐃鉢， 鐃敏 


sammaggata 正 frft 
sammajjani  timr, 淸 —fe, 帝 
samma-tala 繞 

sammati-nana=sammuti-nana 通 f 谷の 卞に 世 俗 

ノ f? 

sammati-deva 通俗 天， 世俗 天 
Sammati-na-sammati-v^rira    '械 个滅早 v    3  4 

(19) 

Sammati-vara 滅法 章 V  3  4  (18) 
sammati-santi  lit 俗 fe 
sammatta 正 性 

Sammatta  〔經〕 正 性 A 10 133 
sammatta-niyata 正 性 決定 者， 正 性 決定， 正定 
sammatta-niyata  dhamma 正 定法， 正1 生 決疋 

法 

sammatta-niyata-rasi 正 定聚， 正 性 決定 聚， 正 

性定聚 〔三聚 の 一〕 
sammatta-niyama 正 性 決定， 正 決定， 性リ ミ- 

定性， 正 法なる 決定 
sammalta-niyama-dhamma    IE 性 決 fejS ミ， j£aE 

sammnd-anna 完全 r^? 
sammadda 馳' ま 
sammappanna  Jf,-^ 

sammappadhaiici      — i 匸勤， IE 精勤， 正斷， 正 勝 
〔四 種〕 

Sammappadhana-vagf^a 正 動 品 A  9  7:5〜82 
Sammapparl h  an  a  -  v  ibhanga  iT: 動 シナ別 Vihh  8 
Sammappadhana-sariiyutta       サン マツ ノ 《タ、 、― 

ナ • サン ユッタ， 正勒 相應 S  49 1〜54 
Sammappadhana  〔經〕 正 勤 S  43  6 
sammappadhananam  padahanattho    It 勤の 勤 

の義 

Sammasam  〔經〕 S  S 12  66 
samma-sadda 鐃 %：， 敛整 
sammasana-rupa 思惟 色 
sammasane  nanam  ,'S'lfef?.  W 得の 智 
samma-ajiva 正 命 

samma-kammanta ① 正業 ② 正桌 者- 
samma-nana  ILl:l' 
samma-nanin 正 も "1^-， 正智 〔#〕 
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Sayana 


samma-dassana 正 見 
samma-ditthi 正 見 
Sammaditthi  〔經〕 正 見 A 10  218 
samma-ditthika 正 見者 
sammaditthi-kamma  i£ 見- 表 
sammaditthm  Ih 見者 

Sammaditthi-sutta サン マ一 アイ ッ ティ • スッ 

タ， 正見經 M  9 
sammanibbanadhimutta 正-/! 集！^ こ, し、) ど 傾 く 
samma-patipatti 丄 Efr 

samma-patipada 正 行， 正 行 道， 正冋 i£i, 正迤， 
正道 跡 

samma-patipanna 正 行, 正 行 fT 
samma-paniahi 正 願 

sammapanihita  citta 正 願' し、， 正し ざ 方 向 に 

けられた る 心 
Sammaparibbajaniya-sutta 正 普行經 Sn  2 13 
samma-pasa 擲棒! ず ij， 擲棒 祭， シャム ャの 投擲， 

力 飲， 釘 座 
samma-brahmacarm 正梵行 笞 

samma-manasikara 正 作, き、， 正 憶念 
samma-vaca  ihnBfi' 
samma-vaca  i£ng- 

samma-vayama  ® 正 精進， 正 勤 ② 正 精進^ 
samma-vimutta  j£ 解脫 ゃチ 
samma-vimutti 正 解- ife 
samma-samvara  Jh#fe 

samma-sankappa   ® 正 思惟， 正 思 ② 正 思惟 

samma-sata 
samma-sati i£ 念 

sammasati-dhammapada 正 念 法 足， 正 念法迹 

〔四 法 足の 一〕 
samma-samadhi ① 正 定 ② 正疋 f— f 
sammasamadhi-dhammapada 正 法 足， 正疋 

法迹 〔四 法 足の 一〕 
sammasamucchede  nirodhe  ca  anupatthanata- 

panna 正 斷滅不 近 住 性の 慧 
samma-sambuddha 正 等 覺教， 正自覺 #， 正 

覺者， 三 i お 三 佛陀， 等 正 覺莕， 正編 知 
Samma-sambuddha  〔經〕 正 等覺者 S  56  23 


samma-sambodhi 等 正覺， 正 自覺， 等 正 菩提， 

三藐三 菩提 
Sammiti,  Sammitiya し 部 '败〕 正 量 部 
Sammilla-bhasini 〔婆羅門 女〕 サン ミ ッ ラパー 

シニ一 
sammukkacana 極擧試 

Sammukhathavika ① 〔傅- 。 轉輪 王〕 サン ムカ 

—タ ギカ ② 〔比丘の 譬喩 經〕 Ap  3 125 
sammukha  vikappana 對面淨 施 
sammukha-vinaya 現前 毘奈 耶， 現前 毘尼 〔七 

滅 諍の 一〕 

sammukhavinaya-patirupaka 似 現 M 毘尼 
sammukhi-bhuta  者- 
Sammukhibhuta-katha  5isiJ 論 13  6 
sammuti=sammati ① 1 も 俗， 世俗 法， 通俗， 

假俗， 假名， 世俗 名 ② 許可 
sammuti-nana 世俗 智 〔四智 の 一〕 
Sammutinana-katha 世俗 智論 KV  5  6 
sammuti-thera 認定の 長老 〔三 長老の 一〕 
sammuti-marana  1itf 谷ク匕 
sammuti-sacca 世俗 pfif 
sammunnahana 極 纏; j: 各 語 
sammulha き 1 亂， 癡?? - 
sammodamana 友 iti'£ 

:^amm(Klamana-jataka=Vattaka-iataka(D サ ン 
モー ダマ— ナ • ヂャ —タカ， 和合 本 生物 語 
J  33 

sammoha ① .i^SL, .迷 お (D=sammosa 失念 
sammohabhinivesa 癡蒙住 著， 迷妄 現 貪 
sayam-kata 自作， 自造 
savarhkatan  ca  paramkatan  ca ほ 作 と 他 作 
savam-vasm 自^±：行 
Sayakhettaka  〔地名〕 サ ャケッ タカ 
sayanjata-sali 自然 生の 糠 あ 自然の 糠 米， 1'3 
然 生のお， 

sayana=sena 臥所， 牀， 臥 具， 臥床， 博， 床 

坐， 床 具 
Sayana  〔經〕 床 S  56  82 

sayana-katha 床 論， 床 臥 論， 牀 床の 話， 臥 具 

論， 臥處 論， 几 床 論， 寢床論 〔無用 論の 一〕 
sayana-dasaka 臥 十 年 
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Sayana 


Sayanadayaka    〔比丘の 譬 瑜經〕 サ ャナダ 、—ャ 

力 Ap  3  47，  53 
sayani-ghara 寢至， 臥處 
sayama  ( A)=samyama 克己， 自制， 節制 
Sayampatibhaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 サ ヤン パ 

ティ パ— ニヤ Ap  3  466 
Sayampabha  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ヤン パパ 
sayam-pabha 13 允 者 
Sayam-pabha し大 _j 自允 
sayambhu 自存， 自存 荐， 自存の 人， 自在 生， 

獨存， 獨存者 
Sayha ① 〔辟〕 サ ヰハ② 〔大臣〕 
Sayha-jataka サヰハ • ヂャ一 タカ， サ ヰハ大 

臣本 生物 語 J  310 
sara ① 湖水， 湖， 湖沼， 池 ②籐， 葦 ③聲， 

母音 〔八 種〕 
Sarakani し 塞〕 百 手 

Sarakani  or  Saranani  〔經〕 百 手 S  55  24,  25 
Saraggama  〔村 j サラ ッガ— マ 
Sarajjasamiddhi-karana   〔章〕 自國 繁榮の 行政 
Cv  68 

Saranjita ① 〔地獄〕 倶所樂 ② 〔天〕 

sarana ① 歸依， 歸依 所， 歸 依處， 歸 投處， 依 

所， 隱家 ② 有 諍 

Sarana ① 〔ス マナ 佛の 第一 弟子〕 サ ラナ， 歸 
依 ② 〔スメ —ダ怫 の 第一 弟子〕 サ ラナ， 歸 
依③ 〔王， ダン マダ、 ッシ一 佛の 父〕 サ ラナ 
④ 〔ス マナ 佛の 信士〕 サ ラナ ©  〔都〕 サラ 
ナ， 歸依 

Saranam  〔經〕 歸依 S  43  43 

Saranamkara ① 〔佛〕 サラ ナン カラ， 作 依， 

作歸依 ② 〔比， 僧伽 王〕 サラ ナン カラ 
Saranagamaniya    〔比 の臂 喩經〕 サ ラナ ガマ 

ニヤ Ap  3  298 
saranagami  magga 歸 おに 達する の M 
Saranattaya 三歸依 Khp 1 
Sarana-duka 有 諍 二 法 Duka 100 
saranaduka-ajjhattattika 有 #  二 法 內三& 

Duka-tika 128 
saranaduka-ajjhattarammanatnka 有き' ニ法內 

所 緣三法 Duka-tika 129 


saranaduka-atitattika あ # 二 法 過去 三 法 Duka- 
tika  126 

saranaduka-atitarammanattika 有 靜ニ法 過去 
所 緣三法 Duka-tika 127 

saranaduka-acayagamittika せ # 二 法 積 集 趣 三 
法 Duka-tika 118 

saranaduka-upadinnattika 有 一法 ヒ 取 二 法 
Duka-tika 112 

saranaduka-uppannattiKa 有 二 法 ビ 生 二 法 
Duka-tika 125 

saranaduka-kusalattika 有 靜ニ法 善 三 法 Duka- 
tika  109 

saranaduka-dassanattika 有 誇 二 法 見 二お 
Duka-tika 116 

saranaduka-dassanenapahatabbahetuttika 有 
諍 二 法 見所 斷因三 法 Duka-tika  11-7 

saranaduka-panttattika  % 靜ニ 法/ J ヽ 三! Duka- 
tika  120 

saranaduka-panttarammanattika 有 二 法 小 

所 緣三法 Duka-tika 121 
saranaduka-pitittika        二 法 吾 三 法 Duka-tika 

115 

saranaduka-magKarammanattiKa 有 二 法 道 

所 緣三法 Duka-tika 124 
saranaduka-micchattattika 有 # 一法 牙 M 生 二 法 

Duka-tika 123 
saranaduKa-vitakkattika    ^  s 爭ニ法 尋三法 

Duka-tika 114 
saranaduka-vipakattika 有；^下'ニ法異熟三法 

Duka-tika  111 
saranaduka-vedanattika     ^  ti*? 二 法' 又' ョ法 

Duka-tika 110 
saranaduKa-sanidassanattiKa 有 i# '二 法 有 見 二 

法 Duka-tika 130 
saranaduka-sankilitthattika 有 r?f  二  feti 染三法 

Duka-tika 113 
saranaduka-sekhattika 有 諍 二 法 有 學三法 

Duka-tika 119 
saranaduka-hinattika 有靜ニ 法 劣 三 法 Duka- 
tika  122 
sarana-dhamma あ |1']^法 
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Salako 


sarana-sila  〔三 J 歸戒 

Saranagamaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 サ ラナ— ガ 

マ ニヤ Ap  3 113，  356，  520 
Sapanani-vagga  "&牛 nii S  55 121 〜ぶ） 
sarada 秋， 秋き 
sarada-samava 秋 
sara-patibahana  〔弓 技〕 箭 除の 法 
sara-panttana 防箭 

sarabha  〔鹿〕 サ ラバ， 舍羅 i 遂-, 沙羅婆 

Sarabha  〔外〕 サ ラバ， 舍羅婆 

Sarabhanga ① 〔比〕 サラ バンガ， 破? ざ： ② 

〔辟〕 サラ パン ガ （D=JotipiUa  〔仙， 菩薩〕 サ 

ラ パンガ 

Sarabhanga-jataka サラノ 、ンガ • チヤ 一 タカ， 

サラ パンガ 仙 本 生物 語 J  522 
sara-bhanna 梵 liR, 唱 
sarabha-miga 沙羅婆 鹿， 舍羅婆 ffli 
Sarabhamiga-iataka サラノ 、ミガ 《チ ヤー タカ， 

舍羅婆 鹿 本 生物 語 J  483 
sarabhanaka-bhikkhu 唱誦 比丘， 梵 l!fl 比丘 
Sarabhu  〔比〕 サ ラ ブ， 沙羅 
sarabhu  % 虫 おろ 

Sarabhu ① 〔比， 舍利 弗の 弟子〕 沙羅^ ② 
〔五 河の 一〕 サ ラブ—， 舍勞, あ 舍 牢ト? :， 薩 
羅 ff:, 薩羅遊 ③ 〔池〕 サラ ブー 

sara-rajju  〔弓 技〕 箭綱 

sara-latthi  〔弓 技〕 Iff 杖 

sara-veni  〔弓 技〕 詰の 組紐 

sarasa  [！! 味， ほ 己の 作用 

sarasa-marana 自然 歹匕 

sarasl 沼， 池 水 

Sarasvatl=5arassatl し i"f  〕 サ ラス ヴ ティー, 薩 
羅婆縛 底 

SarassatI  (J)=SarasvatI しひ 可〕 サラ ッサ ティ 一， 
薩羅娑 縛 底 ② 〔水路〕 サ ラッサ ティ— ③ 
〔假 殿〕 サ ラッサ ティー 

Sara  〔經〕 流れ S 1 27 

saraga 有 貪， 貪欲 ある， 貪欲 ^；-, 具 欲 

saraga  citta 有 頁,!!、，      欲 る'！!、 

sarava サ ラー ヴ, コッフ 

Saritacchedana  〔傳 。 轉輪 王〕 サ リタッチ エー 


ダナ 

sarlra ① 身體② 舍利， 遗骨， 遗骸， 死屍， 
死 尸 

sarlram  sivathiKayarii  chadditam  ： 墓場 （こ •jlJ:- 泉: 

された る身體 
Sarlrattha  〔經〕 住 身 A 10  49 
sarlra-dhatu 遣身舍 利， 遗骨 
sarlrantima-dharin 最後 身 を 持てる^, 最後 身 

を持する?^ 
sarira-puja 舍禾 Ij 供 ま$^ 
sariranam  thupo 舍禾 Ij 塔 
sarirantima 取 後 井 

saririka-paribhogika-cetiya 舍禾 塔 
Sarlvaggapitthi  〔村〕 サリー ヴ ッ ガ ヒ.; /ティ 
Sareheru  〔池〕 サ レーへ 一 ノレ 
Sarogama  〔渡〕 サ ロー  ガ— マ 
salakkhana-rupa 目 相 色 

salala  〔樹， 花〕 サ ララ， 沙 羅羅， 娑 羅羅， 芳香 
Salalapupphika  〔比丘尼の 譬喩 經〕 サ ララ ブッ 

ヒ カー Ap  4 12 
Salalapupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 サラ ラフ ッヒ 

ャ Ap  3  268,  367 
Salakmandapiya    〔比丘の 譬喩 經：） サラ ラマン 

ダ ヒャ Ap  3  395 
Sala}amaliya   〔比丘の 譬喩 經〕 サラ ラマ— リャ 

Ap  3  207 
salala-labuja  〔草〕 サラ ララ プヂ ャ 
SalalavatI  〔[可〕 サラ ラヴ ティ 一 
Salalagara  (I)=Salalagaraka  〔精 舍〕 松林 精舍 

② 〔經〕 松林 精舍 S  52  8 
Sa]alagaraka=Salalagara    〔情 舍〕 松林 精舍 
salaka 壽， 食券， 食符， 房符， "hij 
salaka-gaha 行籌， 集き 法 
salaka-gahapaka 行壽人 
salakagga 籌 食堂， 籌室， 配 食堂 
salakabaddha  〔傘 蓋〕 サラ— カパッ ダ作 
salaka-bhatta 籌食， 籌符 食， 行籌 食， 食券 
salaka-yagu 籌粥 
salaka-vatapana 栅窓 

salaka-hattha 手^^占ひ， 手 型戲， ^手遊び 
salakodhaniya  直 
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Salabha 


salabha 自己の 所得 
salila サ リラ， 水 

salla ① 矢， 箭. 刺^51?， 投鎗， 刺， 毒^ ② 〔樹〕 

サッラ 
Salla  〔經〕 薩羅 S  47  4 
sallakatta 外科 醫， 醫 治療お 
sallakattika,  sallakattiya 外科 手術， 外科 
sallak! 〔樹〕 サッ ラキ一 
Sallattena  〔經〕 箭 S  36  6 
sallapana 極虛 

Sallavati  〔河〕 サッ ラヴ ティ一 

Salla-sutta 箭經 Sn  3  8 

sallekatthe  nanaih 漸 損の 義の智 

sallekha 損 減， 削減， 漸損， 制 邪， 制欲， 淸 

淨， 儉約， 嚴肅 
sallekha ほ 損 減， 漸損， 嚴肅 なる 行事， 儉約 
sallekha-pariyaya 削減の 法 門 
sallekha-vihara  肅任 
sallekha-vuttin 損 減 行 行， 嚴肅 生活 # 
Sallekha-sutta サッ レー 力 • ス ッタ， 肖 ij 減經 

M  8 

sallekhitacara 損 減 行 損 減 行 
sallekhiya 抖擻の 行， 損 減 行 
salayatana=cha  ayatanani 六處 
Salayatana-katha 六處論 KV 12  4 
salayatana-nirodha プマ處 の滅盡 
Sajayatana-vagga ① サラ一 ャタナ • ヴ. ゾガ， 

六處品 M 143-152 ② 六虚篇 S  35〜44 
Salayatanavagga-sarhyutta 六處 篇相應 
salayatana-vibhanga 六處 分別 
Sajayatanavibhanga-sutta サラ 一ャ タナギ パン 

ガ • ス ッタ， 六! 分別 經 M 137 
Sajayatana-samyutta サラ一 ャタナ • サン ュッ 

タ， 六し 應 S  35 1〜207 
Sajayatanuppatti-katha 六處生 論 KV 14  2 
Sava  〔城塞〕 サ ヴ 
savaihka  C 魚〕 サヴン 力 
savacanlya 共 語， 共 語す 
savata-kapa  (A)=samvatta-kappa 壞劫 
savana 聞， ff. 聞 

Savanaviyala  〔地名つ サヴナ ギャラ 


savana-samsagga  |^ 交 
savananuttariya 聞 無上 〔六 無上の 一〕 
savaniya 快音， 和雅 〔八 音の 一〕 
savara サ ヴラ， 蠻族， 賤民の 町 
Savaraka  〔村〕 サ プーラ 力 
savicara 有 伺 

^>avicara-duka 有 伺 二 法 Duka  88 
savicaraduka-kusalattika 有1^?』ニ法善三法 

Duka-tika  97 
savicara  dhamma セ伺法 
savicara  panna 有伺慧 
savinnanaka-kaya 有識 〔の〕 身 
Savittha  〔比〕 サヰ' ッタ， 殊勝 
Savitthaka ① 〔烏〕 サヸッ タカ ② 〔卑 名〕 
savitakka 有 ま 
Savitakka  〔經〕 有尋 S  40 1 
^)avitakka-duka 有 尋三法 Duka  87 
savitakkaduka-kusalattika 有 尋ニ法 善 三 法 

Duka-tika  96 
savitakka  dhamma あ 尊 法 
savitakka-savicara 有尋有 i ョ j,      覺 有觀， 尋ィ司 

ある もの 

savitakka-savicara-ihana=savitakka-savicara- 

samadhi 有 尊 有 1 ョ] iifp 
savitakka-savicara  dhamma 有 尋も伺 法 
savitakka-savicara-pacchima-citta       尊 有 伺の 

最後 心 

savitakka-savicara-bhumi ^  • 有 伺 地 
savitakka-savicara-samadhi=sav]takKa- 

savicara-jhana 有尋有 伺定， 有 尋有伺 三 摩 地 

〔三定 の 一〕 
savitakka-savicara  piti 有 尋有ィ 司の ^ 
savitakka  panna 有 き 
savipaka 有 熟 
savisa  salla 海お 
savvanjana 有 文 

sa-vyapajjha 有腆 き， 有 損 ％， 有! '操 害， 有 
savyapajjha-attaDhava-patilabna         の f^ff 得 
sasa ① 兎 （D ササ鹿 
sasaka 鬼 

sasankhara 有 行， 有 行發， 共 行 
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Sahassa 


sasamkhara-parinibbayin 有行般 涅槃， 有行般 

涅槃^  〔五不 還の 一〕 
sasarhkhara-samapatti tl 等 至 
sasaiikharika  ^ 行 

Sasa-jataka ササ • ヂ 'ャ— タカ， &木 生物 語 J 
316 

Sasapandita-cariya  〔經〕 兎 賢 行の 所行 Cp 1 10 
Sasapaijcjita-jS は ka=Sasa つ ataka ササ ハン テ ィ 

タ • ヂ ヤー タカ 
sasambhara-katha 有資 論 
sasambharika せ資 ffe 
sasalla 負傷お- 
sasa-visana  X{lf(\ 
sasin 月 
sasura 舅 
sassa-kala 收瘦時 

sassata 常 〔見〕， 恒， 常住， 永住， 久遠 
sassata-kaya 常住 身 し 匕 種〕 
sassata-ditthi 常 見 
sassataditthi-nissita      見 依お- 
sassata-bhava  '吊 1 主し JlJ 

sassata-vada 常 論お， '？? ；見論 1^-， 常住 論- お， "^も' 

說#, 常 論， 常住 論 
sassata-vadm 免住說 - 1^. 
sassatika 常 見 說;^ - 

sassatucchedaditthi-nissita      斷見 依お 
sassato  at ほ ca loko  ca 我と 世界と は 常住な り 
sassato  ca  asassato  ca  atta  ca  loko  ca 我 と 

世界 と は 常住に し て 又 無常な り 
sassato  loko 世間 は 常な り ， 世間 は 常恒な り ， 

世間 は 常住な り， S は 常な り， 世界 は 常住な 

() 

Sassato  loko  〔經〕 世 問 常 S  24  9 
sassamika 夫 ある 女， 已婚の 女人 
sassti 姑 

saha  upapattiya  araha 牛. 阿 維 
sahaka  〔樹〕 サ ハカ 
Sahaka  〔比〕 サ ハカ， 娑婆 
sahakala  〔樹〕 サハ カー ラ 
sahagata  {|!；行 
sahaja-netta  flVI-IH'i^- 


sahaja-rupa 俱生巴 
sahajata 俱生 
sahajiitaC-atthiJ 俱生 〔有〕 
sahajata-atthipaccaya 俱 生^- 緣 
sahajataC-kamma J 俱生 〔業〕 
sahajata-kammapaccaya 俱生; If^l?^ 
sahajata  dhamma 俱生法 

sahajata-paccaya 倶 生緣， 俱 生起 緣 〔二十 四緣 
の 一〕 

sahajatapaccaya-niddesa 俱生緣 Ik 說 
sahajata-parivara 俱 生眷屬 
Sahajata-vara 俱生 力、 
Sahajatavara-vannana 俱生分 之ぎ 翠 
sahajataC-vippayuttaJ 俱生 〔不 扣應〕 
sahajata-vippayuttapaccaya 俱生不 ネ隨; i;^ 
sahajatadhipati 俱生增 上 

Sahajati   CtnJ サ ハチ' ヤー ティ， 薩寒 若， 娑呵 
邪提 

sahajivm  i^j 活， 弟子 
Sahancanika  〔村〕 サ ハン チヤ ユカ 
sahattha-dana 親 手 施 

Sahadeva ① 〔比〕 サハデ 一 ヴ， 索 訶提婆 ② 

〔王〕 サ ハデ— ヴ 
Sahadhamma  〔天〕 サハ ダン マ， 遮 婆陀暮 
sahadhammikam 如法に 

Sahadhammika-vagga 如法ん' i  VI a  5,  /1~82 
Saha 謹 〔城:] サ ハンナ 
Sahabhu  〔天〕 サハブ 

Sahampati=Brahma    〔天〕 索訶 主， 娑婆 主， 

娑婆 世界 主 
Sahampati  Mahabrahma 娑婆 主大 梵天 
Sahalin  〔外， 天子〕 サ ハリー， 舍波 利， 舍伽利 
Sahali  〔天〕 舍伽 利， 舍波利 
saha-vasa 共 住， 同 住 〔夜斷 の 一〕 
sahasa-kara~sahasa-kara  'jiliii,  'Jifr^ 
sahaseyya 同宿 
saha  sevvam  kappeti 共 宿す 
Sahassa ① 〔渡〕 サ ハツ サ ② 〔經〕 千 S  52 

11 ； 55 11 

Sahassakkha=Sahassa-cakkhu,  :5ahassa-netta, 
Sahassa -locana,  Inda  -"1-限= 帝 f さ！ 


Sahassa 


sahassa-gatha  ― 千 f 曷 

Sahassa-cakkhu=Sahassa-netta.  Inda 千 眼 
sahassadha  loka 千の 世界 
sahassadha-lokadhatu 千 世界 
Sahassa-netta=Sahassakkha,  Sahassa-cakkhu, 

Inda 千 眼， 千 眼 ある もの， 千眼教 
sahassa  majjhimaka  lokadhatu=dvisahassi 

majjhimika  lokadhatu 中 千 世界 
Sahassaramsi  〔佛〕 サノ、 ツサ ラン シー 
Sahassaratha  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ハツ サ ラタ 
Sahassarajan  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ハツ サ ラー チ' ャ 
sahassa-loka 千 世界， 千世 間 
Sahassa-locana=:5ahassa-netta,  Inda 千 眼 
Sahassa-vagga ① 千 品 = 王 園 品 S  55 11〜20 

② 千 品 Dhp  8  VV 100 〜 105 
sahassara 千輻, 千の H 
Sahassara  〔傳 。 轉輪 王〕 サ ハツ サーラ 
sahassi  cujanika  lokadhatu 小 千世 界 
sahassi-lokadhatu 千 世界 
sahaya 朋友， 僚友， 親友， 伴黨 
Sahaya  〔經〕 僚友 S  21 12 
sahayaka-sahaya 俗 友， 僚友， 朋友 
sahayesu  sotthanam 仲間に 於け る古祥 
sahita ① 鵠黯② 助 伴， 合お ③ 稱順 
sahetuka 有 因 

sahetuka  avyakata 具 因の 無 記 
sahetuka-kamavacarakiriya-citta 欲 界有丙 唯 作 
心 

sahetuka -kamavacara-vipaka 有 因 欲 界繋異 熟 
sahetuka-kamavacara-vipaka-citta 欲界 有因異 
熟 心 

sahetuka  c  eva  dhamma  na  ca  hetu 有 W 法 

にして 非 因なる， 有 w 非 w 法 

sahetuka  ceva  na  ca  hetu  dhamma 有 闪非闪 

法， 有 因 法に して 非 因なる 
Sahetuka-duka 有 因 二 法 Duka  2 
sahetukaduka-kusalattika 有 因 二 法 善 三 法 

Duka-tika  23 
sahetukaduka-hetuduka 有 因 二 法 因 二 法 

uuka-duka  61 
sahetuka  dhamma 有闪 お 


sahetuka  nama 具 因の 名 

sahetuka-patisandhi 有 因 結 生 

sahetuka-patisandhi-citta 有 因 結 生, 匚、 

sahetu-dhamma 緣 起の 法-, 有 f 巧の 法 

sahetu-rupa 有 因 事 

Sahodara  〔村〕 サ ホ 一ダラ一 

saka ① 菜茄， 野菜， 生茱 ② 〔樹〕 サ— 力， 育 

saka-kattha 菜 薪 

sakaccha 會話， 論議 

sakatika 荷車 挽， 車夫， や: カ^ 

Sakavatthu  CtnfrJ サ 一力 ヴッ ト ゥ 

Sakiya〜Sakka,  Sakiya 〔族〕 釋 ii, 揮 氏， 釋族 

Sakiya-dasaka サ— キヤの (It 奴 

sakunika    (I)~sakuntiKa 浦 鳥 i^—  (D=sena- 

sakuna  j% 
sakuntika~sakunika  ,,。 師， 捕 禽# 
Sakula サー クラ 人 

Saketa ① 〔城〕 サ―ケ ータ， 沙祇， 沙 」ゾ兵 陀， 
沙計 多， 沙^ 多， 沙雞 多， 娑 竭陀， 娑祇， 娑 
祇多， 裟雞帝 ② 〔婆〕 沙雞帝 ③ 〔經〕 沙祇 
城 S  48  43 

Saketa-jataka ①サ一 ケータ 'チ 'ヤー タカ， 娑 
祇多域 本 生物 語 J  68 ②サ ーケ— タ • ヂャ 
一 タカ， 娑祇多 婆羅門 本 生物 語 J  237 

Sakkunda  〔遊 園〕 サー. ソク ンダ 

Sakya-sasana 釋 迦の敎 

Sakha ① 〔將 軍〕 サ— カ② 〔童子〕 サ 一力， 

樹枝 ③ 〔鹿 王〕 サ— 力， 枝 
sakhalya 和 順 

sakhalyan  ca  patisantharo  ca 和 順と 供養 
sakha  '怒， 渠 

Sakhapatta  〔村〕 サ 一力 一パク タ 

sakha-palasa 枝葉， 樹の 枝葉 

sakha-miga サ一 カーび に is 

Sagata ① 〔沸の 侍 火 界善巧 第一〕 サ―ガ 
タ， 娑 竭陀， 娑伽陀 〔臂 喩經〕 Ap  3  32 ② 
〔燃 燈佛の 侍お〕 サー ガタ， 善來 

Sagara ① 〔スメ 一  ダ佛の 侍 #〕 サ— ガラ， 海 
② 〔傳。 ァ ッ タ ダ、 y シ―佛 の 弟子〕 娑 伽羅 ③ 
〔比〕 サ— ガラ ④ 〔王， ァソタ タ'、 ッ シ―佛 の 
父〕 サー ガラ， 海 ©  〔王〕 サ— ガラ， 奢褐 


(416) 


羅 （l)=Mah お agara  〔園〕 サ 一 ガ ラ 
Sagaraaeva  〔王」 サ一 ガラ デ'一 ヴ， -ぁ天 
Sagara-Brahmadatta    〔王子と 管 | 女との 子〕 サ 

ーガラ • ブラフ マタ" ッ タ 
Sagala    (I)=Sagata  〔佛の 侍 行〕 サ— ガラ， 娑 

竭陀 ② 〔域〕 サー ガラ， まき J, 沙竭 羅， 舍 

竭， 奢竭羅 

Sagalika=C)agaliya ,  Jetavaniya  〔部 派 j 海 部 
； 5agaliya=SagaliKa,  Jetavaniya し 部 ilEsJ サーガ 

リ ャ， 海 
sacariyaka ぉ帀範 

saciyoga 不誠， 不實， 欺瞞， 邪 行， 邪曲 
Sajilakandaka^Pajalaka  〔園〕 サ一ヂ 一 ラカン 
ダカ 

sajiva ィ 了規， 戒 
sataka 衣 
sataka-patta 布 鉢 

Satimattiya  〔比〕 サー ティ マッティ ャ 
satiya-gahapaka 分 浴衣 人， 受 浴衣 人， 受內衣 
人 

satheyya 諂， 詐; 1*,  .iff* 

Satheyya  〔章〕 ； iff  A  8  〔10〕 11 

Sana 麻， 麻衣， 麻布， 粗 麻絲， 粗 麻布， 大麻 

絲， 大麻の 粗布， 沙尼， 莎衣 
sanadhovika  〔遊 戲〕 麻 洗 
Sanavasin  〔比〕 サーナ ブーシ ン 
C3anavasi-Sambhuta=:3ana-sambhuta し 弟 二 結 

集 比丘〕 裟那の 住人なる 三ト？ 多 
j)ana-sambhuta=J)ambhuta-Sanavasm,  cjana- 

vasi-Sambhuta   〔比〕 サ一ナ サン ブータ， 娑 

sana-sutta 响 c 絲 
sani 麻布 

sani-pakara 1：, Mm, 天 暴 
sata 可 意 

satacca 恒常， 堅忍， 堪忍， 不拔 
Sataccarii 〔經〕 不拔 S 12  90 
satacca-karin 常 作， 恒に 作す， 常 作お- 
Sataccakari  〔經〕 常 作 S  34  9 
Sataccakan— Sappayakari  〔經〕 常 作 ー隨 i! 薩作 
S  34  55 


Sanusaya 

satacca-kiriya  '吊-時 作 
sata-rOpa 悅巴 
sata-sahagata 俱 t 免 

satasahagata-samadhi 樂 (A 行定， 樂供; 
sata-sukha 悅樂 
Sata  〔尼〕 サ 一ター 

Satagira  〔夜叉〕 サ一 ター ギラ， ミ 多 山， 娑多 

耆利， 七 岳 
Satagiri サータ 一山 
satarammana-sukha 悅 緣樂 

Sati  〔比， 漁夫の 子:] サ— ティ， I 茶 帝 

Satiyaputa  (A) 〔國〕 サ— ティ ャブタ 
Satodika  〔河〕 サ— ト— ディ 力—， 甘 水 
sattha 有義 
sathalika 放慢 

^•adiyaggama  〔池〕 サー ディ ャッガ 一マ 
sadutara-rasa 味 中の 美味 
sadharana-pannatti 共通 制 
Sadharana-vara  〔章〕 結合 章 V  3  4  (8) 
5adhina=:5aahma し 王〕 サー ディ ナ 
Sadhlna=Sadhina  CiJ サー ディ —ナ 
oadhlna-jataka サー ディ ーナ • チ' ヤー タカ， 

サー ディ 一 ナ王本 生物 語 J  494 
sadhu ① 善， 善良， 善人 ② 善い 哉 
Sadhu ① 〔經〕 善い 哉 S 1 33 ② 〔經〕 善良 

A 10 134, 178 
Sadhuka  〔ネ 寸〕 サ一 ドウ 力 
saahunara-dhamma  If- 人 法， -ま 人の 從ふ法 
sadhurupa  nara 端正の 人 
Sadhu-vagga 善良 品 A 10 134〜144, 178〜 

188 

sadhuvadin  〔樂 器〕 サー ドウ ヴー ディ ン 
oadhusila-jataka      サ一 ト ゥ シーラ • チヤ 一 タ 

力， 善戒本 生物 語 J  200 
Sanu ① 〔比〕 サ— ヌ② 〔童子〕 サ一 ヌ， 左 

U ③ 〔山〕 サ— ヌ④ 〔經〕 左 奴 S 10  5 
Sanuvasi  〔地名〕 サーヌ ブーシ 
Sanuvasi-petavatthu サーヌ ヴ 一 シ鬼事 Pv  3  2 
banuvindaka サーヌ ヰ ンタ人 
sanusaya 有隨眠 
Sanusaya-vara 有隨眠 分 Y  7  2 
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Santaneri 


Santaneri  〔^愚〕 サーン タネ一 リ 
Sapatagamu  〔地名〕 サー ハタ ガム 
sapana-doni 狗槽 
Sapuga  〔村〕 サ 一フー if 
Sabhiya  〔王〕 サー ビヤ 
sabhoga 有觀 念， 有功 ffl 
sama  〔蔓草〕 サ— マ 

Sama  (I)=Suvannasama  〔仙， 佛の 前生〕 サー 
マ， 啖 1^ ② 〔提 婆逹 多の 前生〕 サ— マ ③ 

〔王， 阿難の 前生〕 サーマ （D  〔鹿〕 サーマ 

⑤ 〔犬〕 サ— マ ⑥ =Samagama  〔村〕 サ— 

マ， 舍彌 
samam  marati t\ 殺 

Samagalla  〔地名〕 サ一 マガ ゾラ 

Samagama=Samaf? amaka ,  Sama     C-f-J  J  "？? "li 爾 

村 

Samagamaka=Sama ,  Samagama  〔小 ふ〕 サ一 マ 

ガー マ 力， 舍^^迦 
Samagama-sutta サー マガ一 マ • スッ タ， せ)^ 彌 

村經 M 104 
samaggi-uposatha 和合 布薩 
samaggi-pavarana  —小" IJ 合 |'1 恣 
samaggiya 和合 紫 
samaggi 和合， 和合 集 

Sama-jataka サ一 マ *チ' ャ 一タカ， |1 炎 ド;? 賢 i^^- 木 

生物 語， 谈!^ 仙 本 生物 語 J  540 
samanna ① 沙門 性， 沙門 位， 沙門 j|i.， 沙門 近， 

沙門の 道. 沙門 法 ② 心 平等 
Samanna ① 〔經〕 沙門 法 S  45  35,  36 ② 〔經〕 

沙門 S  56  68 
oamannakani し丄 七つ サー マン ニヤ 力一 二 
samanna-guna 沙門 位の 功德 
samannaiiga 沙門 性 支， 沙門 乂 -， 沙門 分 
samannatta 沙 「3 性 
samannattha  '沙門の;^， 
samanna-phala 沙門] < ！ミ， 沙門 生活の；！ ふ 
Samafinaphala-katha 沙門: R 論 KV 19  3 
oamannaphala-sutta サ一 マンニ ヤノく 巧 • フ、 ヅ 

タ， 沙門 3i 經 D  2 
samanaka 沙門 行 

samanaka-parikkhara  '沙門の 資具 〔七 種 ； ま 4^， 


衣， 坐 具， 針 筒， 帶， ；{^^水：^, 水う te〕 
samanera 沙彌 

Samanera  〔經〕 沙彌 S 19  20 
samaneram  upattnapeti '/ 少！ i 爾を南 ふる 
samanera-dandakamma 沙彌の ,4 リ 
samanera-pabbajja 沙、 彌の 出 家 
samanera-pesaka 監沙彌 人， 使沙！ I 蹈人 
Samaneriyo  〔經〕 沙彌尼 S 19  21 
samaneri 沙彌 

Samandaka  〔外〕 サ一 マンタ、、 力， 沙門 
Samandaka-samyutta サ一 マンタ 力 •  た ンュッ 

タ， 沙門 出家 相應 S  39 1〜1(； 
samantajappanasankhata-kuhanavalthu な そ 

かけと 稱 せらる る 詭詐事 
samanta-jappana 周邊 g 吾， 7 よそ 力、 （ナ 
samantajappa なて 力 4 ナ 
samayika-vimutta 力' りの 角 や r>t, 卩き: 解 1ぉ£ 
Samavatika  〔夷〕 サーマ ヴテ ィ 力 一 = 次 
j>amavati— SamavatI し 夷〕 サ ーマヴ ティ 一 
Sama-veda 沙磨 P 犬陀 
sama  sona 黑 色の 犬 

sama=samakc\   〔械〕 サー マー， ：^;^'|；、'/:， 稷， 稗 
子 

Sama ① 〔尼〕 サ— マ—， お I せ② 〔拘 i ま係佛 
のお 一 比丘尼〕 サ —マー， 黑 ③ 〔拘邪 &牟尼 

佛の 信女〕 サ— マ—， 黑 ®〔€ 女〕 サ— マー 

samaka=sama  〔お l'i:〕 サー マーカ， 粒， 稷， 
稗 子 

samayika-kanta-cetovimutti 11な： 愛 心 解 ijii 
samayika  cetovimutti     8#心 解; j; と， 一時的の 心 
解 lit と 

samayika  vimutti 時解^[!と， かりの 解 ife 
Samavatika=SamavatI  〔お〕 沙ゅリ 麥提迦 
r5amavatI=S)amavatT,  Samavatika,  csamavatiKa 

C'Ji.  「に 慈お 一〕 サ— マ— ヴ ティー， お I ィ j<^fi 
帝， お I 祭 iif. ゆ 帝， 沙 摩婆提 i& ズリ 1? 婆 帝 

samika ① 火， 主人， 夫 主， 主火② 施主 

Samidatta  〔比〕 サ 一 ミ ダ ッ タ 

Saminda  〔シャム = タイ 國〕 サーミ ンダ 

sami-paribhoga 主八受 用 

samisa 有 味， 有 食樂， 有染 汚， 物質的， 愛染 
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Sariputta 


samisa-adukkhamasukha-vedana=samisa 
upekkha 物質的 不苦不 樂受， 肉體的 不苦不 
樂受 

Samisamtosa  〔園 林〕 サ— ミサ ント— サ 
samisa-dukkha-vedana 物質的 苦受， 肉 體的苦 

受 

samisa  vimokkha 有 食 樂の解 flfc 愛染 解脫 
samisa-sukha 有 染樂， 物質的 樂 
samisa-sukha-vedana 物質的 樂受， 肉體的 樂受， 

有 染樂受 

samisa  upekkha=samisa-adukkhamasukha- 

vedana 有 食 樂の捨 
samisa  piti 有 食 樂の喜 
samici 如法 行， 和 敬， 恭敬， 方正 
samlci-kamma 和 敬， 和 敬 業， 恭敬， 恭敬 業 
samici-patipanna 和 敬 行， 行跡 方正， '仃和 敬， 

正しく 修し 
samukkamsa  iWjm 
Samugama  〔村〕 サー ムガ— マ 
samudda-lona 海 is 
samuddika  'MiM^ 

samuddika  vanija 航海 業者-， 航海の 商人 
sayanha-samaya  B 甫時， 夕 亥 リ 
savatatiyaka-udakorohana 一  日 三 浴 行 も 
savana  '督 

sayana-jagara 臥して 醒めた る 
sayana  〔樹〕 サー ャナー 
sayaniya 味 食， 味 はふべき もの， 美食 
sara ① 堅， 堅固， 堅實， 實， 髓， 眞髓， 精髓， 

核， 核心， 樹心， 心材， 堅木， 堅固 な る 材 

② 流出 
Sara  〔經〕 核 〔香〕 S  45 143 
sarakkha  f- ！ 護 女 

sara-gandha 核 香， 樹心 香， 樹香， 髓香 
Saragga  C^J サ— フッ 力、' 
sarajja 有畏， 畏怯， 怯 怖 〔五 因〕 
sarajjamana 羞恥 
sarana  fe 、'念， fe、, 念 }■  去 
saratta-cilta 執 も '心、 

Sarattha-sarhgaha  〔論 書〕 サ一 ラッ タ サン ガハ 
sarathi 御 あ 乘 御師， 調 御者， 調馬 者' 
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saratlikti 秋 時 
saraddha-kaya 躁恭身 

Sarandada-cetiya サ一 ラン ダ ダ廟， サー ラン ダ 

ダ制 多， サー ランダ ダ祠 堂， 娑羅塔 
sarapamanga  〔鎖帶 類〕 サ —ラパー マン ガ， 沙 

羅パ— マン ガ 
sarambha 激情， 憤激， 憤發， 性急， 怒， 瞋悉， 

爭， 有難 1 翁， '睛慢 
Sarambha ① 〔牛〕 サー ランパ ② 〔章〕 憤發 

A  8  〔10〕 13 
Sarambha-jataka サ 一ランパ' チ 'ヤー タカ， サ 

一 ランパ 牛 本 生物 語 J  88 
sarambha  yanna 劬勞を 伴ふ祀 
Sarammana-duka 有 所 緣ニ法 Duka  55 
sarammanaduka-kusiilattika 有 所 称 一法 = ^二 法 

Duka-tika  64 
sarammana  dhamma 有 所緣法 
saraga 貪欲， 貪 著， 情欲， 愛染 心 
saragin 愛 有 も 
saraniya  nj 念 

saranlya-dhamma 可 念 法， 和 敬? S  〔六 種〕 
Saranlya-vagga 可 念 品 A  6 11〜20 
saradanabhinivesa 取 堅實住 著， 堅 執 現 貪 
Sariputta  (I)=Dhamma-senapati 〔]: 匕， '智 豐, 第 
一〕 サ —リブ ッタ， 舍利 弗， 舍 利子 〔譬喩 經〕 
Ap  3 1 ② 〔セィ 口 ンに 於け る 比丘〕 サ— リ 
プ ッタ③ 〔王子〕 サ— リ ブ ッタ @  〔經〕 舍 
禾 I トル S  8  6  ；  35 120  ；  45  3  ；  55  4,  5  ；  A 10 
7，  52 

Sariputta— Kotthika  〔經〕 舍利弗 一 拘絲羅 ① 
第一 （住 著 Pagata)  S  44  3 ② 第二  （生起 
Samudaya)  S  44  4 ③ 第三 （愛情 Pema)  S 
44  5 ④第四 （樂 Arama)  S  44  6 

Sariputtattherassa-matu-petivatthu 舍利' 小 巧 鬼 
事 Pv  2  2 

Sariputta-moggallana-pabbajja 舍利弗 H 键連 

出家 V  2  a 1, 23〜24 
Sariputta-sarhyutta サ一リ フッタ • サン ュッ 

タ， 舍利チ H 相應 S  28 1-10 
Sariputta-sutta 舍利' 經 Sn  4 16 
Sariputtasutta-niddesa 舍 利弗經 の義釋 MNd 


Sari 


16 

Sari  〔舍利 の 母〕 舍不 -IJ 
saririka=sarlra 舍利 
Saririka  〔塔 廟〕 サーリ 一リカ 
saririka-dukkha-vedana 身の 苦受， 身 所 © の 
苦受 

saririka  vedana 身苦受 

Saruppa  〔經〕 適宜 S  35  30 

saruppa  uatipada 適 まなる iil 

Sare  〔經〕 核 S  48  55 

sala  〔樹〕 サ ーラ， 沙羅， 娑羅 

Sala ① 〔パ ドウ マ佛の 第一 弟户〕 サーラ ，沙 

m ② 〔人 ほ〕 サーラ 

salaka ① 大きお ② サ— ラカ蟲 
Salaka  〔猿〕 サーラ 力 

Salaka-jataka サ一ラ 力 • ヂャ一 タカ， サーラ 

力 猿 本 生物 語 J  249 
sala-kattha 娑羅薪 
sala  kalyanika 美 沙羅樹 
sala-kalyani  〔樹〕 サ一 ラカル ヤー ニー 
Salakusumiya    〔比丘の^ 喩經〕 サ―ラ クスミ 

ャ Ap  3  458 
Salaggama ① 〔村〕 サーラ ノガ一 マ ② Of〕 
Salapadapa  C??iO サ―ラ パー ダパ 
Salapupphadayaka    〔比 C: の 喩經〕 ； 羅-フ ッ 

パダ' ーャカ Ap  3 139 
Salapupphiya  〔比 ョ: の？ 1^ 喩經〕 サ―ラ プノ ビヤ 

Ap  3  233 

Salapupphiya-vagga サー ラフ ヅ ヒャ 品 Ap  3 
458〜467 

Salamandapiya  〔比 [7: の','？ 喩經〕 サ— ラマン ダ' 

ピャ Ap  3  487 
sala-raja 沙羅 王樹， i さ 羅王樹 
Salavatika  〔村〕 サ —ラバ ティ， 'i ^嫌:^ 捉 
Salavati   〔<g/c,  の は〕 サ一 ラヴ ティー， 

裟羅 提 

sala-vana 沙羅 樹林， 沙羅 林， 裟羅 林， 羅の 

M 

Salavana  〔精 舍〕 サ一 ラヴ一 ナ 

Salavana  Vibhisana  〔情 舍〕 サ一 ラヮ一 ナヸビ 

—サナ 


sala-sakha 裟羅の 枝 
sala 爺お， 公せ， 講堂 
Sala  〔村〕 サー ラ—， 薩羅 
salakiya  \UH 

saii  m, サ— リ 米， 氷 •， に 1 お だ 求- 

Sali  〔王子〕 サー リ 
sali-anna 米 

salika=salika,  sali,  saliya ひ!0 サー リ 力—, 

舍利， 舍羅， 九官鳥， 鵜， マ イナ， I ざ 舌 鳥， 

鷺鷺， 鸚鵡 
sali-kedara 節!1 

Salikedara-jataka サー リ  > "—ダ ーラ • ヂャ一 

タカ， fmn 木 生物, I ひ J  484 
salikkhetta お: I— H 
Saligiri  〔村〕 サ ― リ ギ リ 

Salittaka-jataka サ一 リツ タカ • チ* ヤー タカ， 

投掷術 本 生物 語 J 107 
Salindiya  〔婆羅門 村〕 サー リンディ ャ 
Salipabbata  〔精 舍〕 サー リパ. ソ バタ 
Salipota  〔園〕 サ— リ ボ―タ 
sali-mamsodana 字 おり 乂 
Saliya ① 〔戰 上〕 サ— リャ ② 〔'卜〕 
Saliya-jataka サ ーリャ • ヂャ一 タカ， ノし官 鳥 

本 生物 語 J  367 
saliya=salika,  sal.i,  saUka    〔鳥〕 舍利， 舍羅， 九 

官鳥， 賴， マ イナ， ぼ 舌 鳥， 驚鷺， 鸚鶴 
:5aliyarama サー リ ャ b〗 
sali-suka お' 1 の!::; i 
Salissara  〔仙〕 サ一リ ノサラ 
Sail 〔な-〕 サ— リー 
sallnaiii  odano 求'!' I' I 米 故， おお 
saluka=-saluka,  saluka 水述， Hlil, 述极， 舍 

樓リ; 11, 水 I'l' 合 
saluka-pana 舍 他 (llll 览， 水 I'f ぐ HU 汁 〔八沌 欧料 

の 一〕 

saluka=saluka     mU, 水述， 合權 ftll, 水に I'm 
Saluka  〔豚〕 サール— 力， 睡蓮 很 
Salaka-jataka サール 一力 • チ 'ャ一 タカ， サ一 

ルー 力 豚 本 生物 語 J  286 
saleyyaka  C#'0 サー レー ャカ 
Salevyaka-sutta サーレ 一ツヤ 力' ス ッタ， j^i 
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Sikkh; 


羅村 婆羅門 經 M  41 
salohita 血 緣^， 緣せ 
sajava サ ラタ 

salika=salika,  saliya  〔鳥〕 九官鳥， 舍利， 舍 

羅， 鶫， マ イナ， 百舌鳥， 鷺鷺， 鸚鶴 
Saliya  〔ダン マ ダ、 ッ シ 一 佛の 信女〕 サーリ ヤー 
sali=sa!ika,  salika    〔鳥〕 サ— リ—， 舍利， 舍 

羅， 九官鳥， 鶫， マ イナ， 百舌鳥， 鷺鷺， 鸚 鶴 

saluka-pana 水 百合根 汁， 舍 樓伽禁 

Sal  ha ① 〔比， 離 車 人〕 サール ハ， 沙留， 遮樓 
② 〔第二 結集 比丘〕 サール ハ， 沙蘭， 娑羅， 
蘇)1：1^ ③ 〔塞， ミ ガーラの 孫〕 サー ル ハ， 沙羅 

savaka 弟子， 骤聞 〔179 衆； 比， 尼， ： 塞， 'JO 

savaka-paraml 想 聞 波羅蜜， 聾 聞 成就 

savaka-bala  i ま 聞 力 

savaka-bodhi 聲聞 菩提 

savaka-bhasita  %[^%^ 

savaka-bhumi 聞 地 

savaka-yuga=yamaka-savak;i  二 5ll チ, 一人の 

弟子 〔舍利 弗， 目犍 連〕 
savaka-visaya  5^ 聞 免 
savaka-sangha 弟子 f 曾 伽 
Savaka  〔經〕 聲聞 S 15  7 
savakanam  sannipato 僧 # 
savajja 有罪， 有 過， 有 呵責 
savajja  anavajja 有罪 と 無き 鼻 
savajja  anavajja  dhamma 有き 鼻 無 # 法， 有呵 

責無 呵責 法 
savajja-kamma 有罪 業， 有 可責業 
savajja-pannatti  ^ 
savajja-bhogin 有罪 受用 
savata  〔博 戲〕 サーブ タ 

Savatthi  〔域， '|喬 薩羅國 の 首都〕 サ— ヴッ ティ 
―， 舍衞域 

savasesa-dohin 殘 錄を存 して 乳 を 搾る， 遣餘を 

^ めて 舉る 

savasesa  apatti 有 (iit 罪， 有お ミ犯， 4^ 淺罪， 有 

殘犯 
savika 女 聞 

Savitti 〔吹 陀の 讚歌〕 サー ギッティ 一， 薩裨 帝， 
娑昆底 


sasa 喘息 

sasana ① 敎， 敎說， 聖敎 ② 手紙， 書信， 書 

面， 信書， 使 書， 傳書， 通牒 
Sasana-katha 敎論 KV  21 1 
sasana-brahmacanya 敎梵 
Sasanopakarakarana    〔早 i ず 女に 卒仕ビ 行 ふこ 

と Cv  84 

sasapa 芥子， 芥子 粒， 芥子の 種子， 蟹 粟粒 
sasapa-kutta,  sasapa-kudda プ F 子; 
sasapa-tela サ一 サノミ 油， 芥ナ油 
Sasapa  〔經〕 芥子 S 15  6 
sasava 有 翻 

sasava  c  eva  dhamma  no  ca  asiiva 有漏ム に 

して 非;' W なる， 有 漏 非 漏 法 
sasava  ceva  no  ca  asava  cihamma 有 i'te 非 

法， 有 漏 法に して 弗涵 なる 
Sasava-duka 有 漏 二 法 Uuka 15 
sasavaduka-kusalattika        二 法 善 三 法 Duka- 

tika  36 
sasava  dhamma 有 fefe 
sasava-sukha 有 itfj 樂 
sasava  panna 有 漏, 鐘 
sahasa 暴力， 暴惡， 粗暴， 無道 
Sahasamalla し 土 J サーノ ヽサマ ッ ラ 
sanasa-kara~sanasa-kara  (lill 暴, &jmL 
sahasa-cariya 杀ぉ ノィ了 
sahasika 粗暴^»^， 暴力 教 
sahula-civara 粗 衣 
siiiisaka  〔樹〕 シン サカ 
sirhsapa  〔樹〕 シン サパー， 尸舍婆 
Sirhsapa  〔經〕 申恕 S  56  31 
siriisapa-panna 申恕葉 
Simsapavana  〔林〕 尸舍婆 林， 申恕林 
Simsapavana-vagga 申 恕林 I'li'i 〇 56  31~40 
Siriihalaka シン ハラ 力， 錫 蘭人 
sikka 絡囊 

sikkham  paccakkhati 學を辨 誘す 
sikkha-paccakkhata 學を捨 せる 者 
sikkhamana シッカ マ— ナ—， 式 叉 摩那， 式 叉 

摩 尼， 正舉女 
Sikkhamana  〔經〕 式乂麼 W  S 19 19 


Sikkha 


sikkha 學， 學戒， 學術， 規律 
Sikkha  〔經〕 學 S 12  83  ；  A  9  63 
sikkhagaravata 學の 尊敬 
sikkha-dubbalya 成 羸， ^の 弱 I お 
sikkhanisarhsa  ""！ の 勝利， 勝利 ある 平- 
sikkhanuttariya ゆ 無上 〔六 無上の 一〕 
sikkha  Daccakkhata 捨成 
sikkha-pada=sTla  ^M,  ^則， 戒條， 戒法 
Sikkhapada-apannapana-panho 學處不 制の 問 

Mil 4  〔8〕  2 
sikkhapadapatisamyutta-dhamml-katha 學 fig+fe 

應の 法話 

Sikkhapada-vibhanga ゆ 分別 Vibh 14 
sikkha-samadana 舉受， ゆの 受持 
sikkha-sajiva 生活 規' 疋 
sikkhita-sikkha 學戒 せる 

Sikhaddhi  〔マ— タリ の 子〕 シカ ッ チ'， 尸漢陀 
Sikha  Moggallana    〔婆〕 シカ • モ ッ ガ ッラ一 

ナ， 尸 法 目键連 
sikhara 匁， B の 先 
sikharani 長 堀， 長幅：^C 
Sikhanayaka  〔戰丄 -〕 シ カーナー ャカ 
sikha-bandha 髮き i|i 
sikhin ① 火焰② 冠 ある 鳥， 孔港 
Sikhin ① 〔佛， 過去 七 沸の 一〕 シ キ—， 式， 

尸棄 ② 〔辟〕 シ キン 
Sikhin  bodhisatta 尸棄 菩薩 
Sikhi ① 〔山〕 尸棄② 〔經〕 尸棄 S 12  5 
sigala-singala  〔動〕 野 干， $1  Piik, 狼 
Sigalaka=SinKa!aka  0 ん上〕 私 伽羅， 尸 伽羅 

越 = 善 生 

Sigala-jataka シ ガーラ • ヂャ一 タカ， 豺本生 

物語 J 113,  142,  148， 152 
Sisalamatar    〔尼， f,i 解 第-〕 シ ガーラ ほ， 私 

imi-]:  cmm^  Ap  4  34 

Sigala-vagga  f ォ ん', J IMl 〜：^ 5() 
Sigalo  〔經〕 お S 17  tS 

Siggava ① 〔律 相承 比 rf:〕 シッ ガヴ， 悉 f/jll ミ发， 

私 伽 婆 ② 〔人〕 シ ッ ガヴ， 悉伽符 
singa 角 

Singatthala  〔村〕 シン ガノ タラ 


Singarasaddapubba  〔宮殿〕 シンガー ラサ ッ ダ 
プ ッ パ 

singala=sigala  fj, 對狼， 野 干 

Singala  〔長 #〕 シン ガーラ 

Singalaka  (D^Sigalaka  〔居士〕 シン ガーラ 力， 

尸 伽羅 越， 私 伽羅 ② 〔經〕 豺 S  20 11, 12 
Singalapitar  〔比〕 シンガー ラビ ター 
Singalovada-suttanta シンガー ロー  ヴー タ'、 • ス 

ッ タンタ， 敎授尸 伽羅 越 經= 六方 禮經 D  31 
singi-nikkha 自然 金の 環 
siiigila-sakuna 有^^！鳥 
singilona-kappa 角鹽 認容， 器 中鹽淨 
singi-vanna シン ギ金， 金色 
singivera 生薑， 生姜， 襲 荷 
sing! ① シン ギ—， 黃金② 虚偽， 1^ 猥 
singu  〔魚〕 シン グ 

siiiighataka ① 四 辻， 四衢， 四衢 街道， 四 衢迠， 

四大衢 街路， 十字路， 街衝， 衢 ② 〔植〕 シ 
ンガ一 タ 力 

singhanika 凍， 鼻汁， 鼻 液， 粘液 〔三十 二 身 

分の 一〕 
singhali  〔化〕 、ン ン 力、'一 ティ 

sincati  navaiii 舟 〔の 水： K 身中の 邪念） を 汲み出 
す 

sincana 灌顶， 潘頂式 
Sitthi  〔王〕 シッ ティ 
sita=hasita 微笑 
sittha  s)lf^L 

Sitthagama  〔お 舍〕 シッ タガ— マ 

shtha-telaka 蝶 油， 蜜纖油 

sithilahanu  〔, 島〕 シティ ラハヌ 

siddha 魔術師， 魔術 あるお- 

Siddhattha ① 〔沸〕 シ ッダ' ッタ， 義 成就， 悉 
達多② 〔比〕 シ ッ ダ ッ タ， 悉達多 ③ 〔沙 彌〕 
シ ッ ダッタ ④ 〔王子， 菩薩〕 シ ッダ ッタ， 悉 
逹多， 悉達， 悉多 ⑤ 〔力 ッサパ 五世 王の 子〕 
シ ッ ダ ッ タ ®=Siddhatthika  〔部 派〕 義成部 

Siddhatthika=Siddhattha  〔部 派〕 義成部 

siddhi 悉地， 成就 

siddhippatta 完成 〔の 域〕 に 達し 

sinana=nahana,  nhana 沐浴， 洗 浴， 水浴 

sinani 洗 粉 


Sir  i  ma 


Sineru  (D=Neru,  Meru,  Sumeru,  Mahameru 
〔山〕 シ ネール， ぉ彌， メール， ス メール ② 
〔經〕 須彌 S  56  49,  50 

Sineru  pabbatarajan  ^彌山 王， 山 王 《(彌 

sinehaniya  bhesajja ト劑 

sind) 〔植〕 シン ディ 一 

Sindhaka  〔人〕 シン ダカ 

sindhava  〔馬〕 シ ン ダ、 パ， シ ン ダ ヴ， シ ン ド產， 
シン ヅゥ 產， 信 度產， 信 度產の 馬， 信 度產の 
駿馬， 信 度 駿馬， 信 度 馬， 駿馬， 信 度, 辛 頭， 

辛駄 

Sindhava ① 〔國〕 シン ダパ ② （3 度 入 
sindhava  Clona j 石 

Sindhavasandana  〔傳 。 轉輪 王〕 シ ン ダ、 ヴサ ン 
ダナ 

Simlhu〜Sindhava  〔國〕 シン ドウ， 信 度， 辛 
頭， 印度 

sindhuvara,  sindhuvanta   〔/匕， 樹〕 シン 卜ゥ 

ヴ一 ラ， シン ドウ ヴ一 リタ 
Sindhu  Ci'O 信 度 

Sindhuravana  〔地名〕 シ ン ドウ一 ラ ヴ 一 ナ 
sippa ① ェ巧， 技藝， 技術， 技能， ェ藝， 職 

技， 才技， mm ② 職人 

sippa-kamma ェ巧桌 
sippatthana ェ巧 f お， ェ巧 
Sippatthalaka  〔地名〕 シ ッパッ タラ 力 
sippa -mada ェ巧橋 
sippava  acariyo 1 巧師 
sippa-vada 技 の il 命 
sippayatana ェ巧 1釓 技能 職業 
sippi 牡蠣， 蠣 

sippika ① 〔鳥〕 シ ッ ピカ— ② 眞珠艮 
sippi -sambuka 只 鼓， 牡蠣 と 艮 

sibala し jiilCl シ ハラ 

Sibba=Sivi  〔王〕 シ ノ パ 

sibbana 剌缝 

siobam 縫 

sibbini 頭蓋の 縫 線 

sibbeti 縫 ふ 

simala  (A) シ マラ i/li 


simbali     〔樹〕 シン バリ， It:^ 婆 梨， 絹綿， 絹 木 

棉， 綿樹， 木綿， 綿の 木 
Simbalivana    〔地獄〕 シン バリ ヴナ， II 炎 婆 利 ； 皮- 

邶， 針 樹林 

Siyamahantakuddala    〔村〕 シャ一 マハン タク 

ッタ一 ラ 
Sir'-avhayana 古 祥入 
sira 靜脈 

Siramegha     (J)=Aggabodhi  〔ノく tli 王〕 シラー 

メーガ （D=Sena  〔一世 王〕 ③ 〔尼お〕 
Siri ① 〔テ イツ サ佛の 信士〕 シ リ ② 〔林〕 シ 

リ ， 吉祥 ③ 〔宮殿〕 シ リ ， 榮 
sirimsapa シ リ ン サパ， 蛇， 细行， き j 行ぶ-， 爬 

行 類， 爬蟲 類， 頭 匐^,  ^蛇， 毒蛇， ほ 蛇 

sirirhsapantaraya 蛇の 障礙 〔"h 障礙の 一〕 
Sirika  〔象〕 シ リ 力 

Sirikalakanni-jataka シリカ一 ラカン 二  • チヤ 

—タカ， 吉祥 黑耳本 生物 語 J 192,  382 
Sirighana シ リガ ナ， 吉祥 密林 
Sirighanananda  〔精 舍〕 シ リ ガ ナーナ ン ダ 
Sirighara  〔家〕 シ リ ガ ラ 

Siri-jataka シリ *ヂ 'ヤー タカ， it 羊 本 生物 語 
J  284 

Siridevi  〔山〕 シ リ デ 一ヰ' 
Siridhara  〔傳 。 轉輪 王〕 シ リ ダラ 
Sirinanda  〔宮殿〕 シリ ナン ダ， 吉祥 喜 
Sirinanda  〔スチ 'ヤー タ 佛 の妃〕 シリ ナンダ 一， 

-蟹直 

Sirinaga ① 〔一世 王〕 シ リナ— ガ ② 〔二 世 王〕 

③ 〔ヂ ユッタ テ イツ サ三 111- 王の 伯父〕 
siriniggundi 〔樹 j シ リニ ッグン ティ 
Siripitthika  〔村〕 シ リ ヒッティ 力 
Sirimanda  〔上 七〕 シリ マンタ 
Sirimandagalla  〔村〕 シ リ マ ン ダ、 ガ ッ ラ 
sirimant,  sirlmant 祥， 幸運^, 具 祥^， 

m- 

Sirimancla-jataka シリ マンタ • チ 'ヤー タカ， 榮 

者の 愚 本 生物 語 J  500 
Sirimanda-panha 優劣 問 〔答〕〜 前項 
Sirima  ®=Sirimant  〔比〕 シ リマ— ② 〔プ ッ 

サ佛の 母〕 シ リ マ-， 有瑞教 ③ 〔ス マナ 沸の 


(423) 


Sirixna 


. 母〕 シ リマ—， 有瑞 者- @  〔II： 舍浮怫 の 信女〕 
シ リマ— ⑤ 〔燃 燈佛の 信女〕 シ リマー， 有祥 
⑥ 〔潸陳 如 沸の 信女〕 シ リマ— ⑦ 〔レー ヴ 

タ佛の fi や 女-〕 シ リマ一 ⑧ 〔スメ  一ダ佛 の f,i 
女〕 シ リマ—， 光輝 家 ⑨ 〔毘婆 尸佛の もま iO 
シ リマ一 ⑩ 〔ァノ  一マ ダ' ッシ一 佛の々 じ〕 シ 

リマ— （TD  〔遊女〕 シ リマ—， 尸 利 摩 ®  〔リ 0 

シ リマー， 師利 摩， 具祥 ⑬ 〔宮殿〕 シリ 
マ—， 有祥 

Sirima-vimana 師利摩 女天宮 Vv 16 

Sirimitta  〔比〕 シ リミッタ 

Siriyavala  〔地名〕 シ リ ャ ヴラ 

Sirirajadhirajasiha  〔王〕 シ リラ一 ヂャ一 アイラ 
—チ' ヤシ一 ハ 

Sirivaddha ① 〔比〕 シ リ ヴッ ダ' ② 〔人に， 
シ リ ヴ ッ ダ、， 尸 利阿荼 ③ 〔傳 。 長せ〕 シ リ ワ' 
ッダ' ④ 〔ァノ  一マ ダ ッ シ ― 佛の 信士〕 シ リ 
ヴ ッ ダ、， 吉祥 增 ⑤ 〔尸 棄佛の 信士〕 シ リ ヮ ッ 

ダ， 吉祥 增 ⑥ 〔宮殿〕 シ リ ヴ ッ ダ ⑦ 〔經〕 

尸 利阿荼 S  47  29 
Sirivaddhaka  〔長1*^〕 シリ ヴッ ダカ， 尸 利 阿;^ 
Sirivaddhana  〔都〕 シ リ ヴ ノ ダナ 
Sirivaddhamana  〔池〕 シ リ ヴ' ノ ダマ— ナ 
Sirivallabha ① 〔王 f -〕 シ リ ヴッ ラバ ② 〔マ 

—ナー パラナ 王の 子〕 ③ 〔ダ' ミ ラ人〕 
binvikkamarajasiha  〔王」 シリ ヰ' ッカ マフ— チ 

ャ シ  一 ノ、 

Siriv リ ava=:5irivnavarSiasiha し I  J シ リ -チ ヤ 
ャ 

Sinv リ ayarSjasihadipaka  〔- 甲ー」 シリ チヤ ャフ 

ーヂ ヤシ ーハ王 Cv  98 
Sirivijayasundara  〔精 舍〕 シ リ ギヂ ャ ヤス ン ダ、 

biriviraparakkamanarindasiha し」 二 J シ リ ュ1 — 

ラ パラ ッ カマナ リ ン ダシー ハ 
Sirisariif^habodhi=Vuayabahu  〔一  |II::L-.J シ リ 

サン ガボ 一 ディ 
SirisamghadibodhiCka  j    (3>=Aggabodhi 1\ 

〔三世 王〕 シリ サン ガーデ イボ 一 ディ 〔力〕 ② 

〔精 舍〕 シリ サン ガーデ イボ— ディ 〔力〕， 聖 

衆^ 


sin-sayana 吉祥の 幽 
siri 占祥， 吉運， 幸運 

Siri  〔天女〕 シ リー， 吉祥天， 吉祥天 女， 室 利 天 
sirimant=sinmant  i^^fft へチ r 
Sirimeghavanna  〔十:〕 シ リー メ 一  ガワ' ンナ 
Siriyala  〔村〕 シリ一 ヤー ラ 
sirlsa  〔樹〕 シ リーサ， 尸利沙 
Sirlsamghabodhi ① 〔一 [11 王〕 シ リ 一 サン ガボ 

—ディ （D=Aggabodhi  III  〔二世 王〕 
sirisapuppha し資珠 J シ リ —サフ ッ ノミ 
Sirlsavatthu    〔町， 夜 父 者 Cl シ リーサ ヴッ ト ゥ 
sila 岩石， 7し 岩， 寶石， 璧石， 玻璃 * 
Sila ① 〔園〕 シラー， ：(^- 石 ② 〔塔 廟〕 シラー 
Silakala  C-tj シラー カー ラ 
Silakhanda  〔地名〕 シラー カン タ'、 
sila-guia 石塊 
Sila-cetiya シラー 靈祠 
siJa-chadana 石 

Silatissabodhi  〔靑 年〕 シラー ティ ッサ ボー ディ 
sila-thambha  (A),  sila-thabha  (A) ィひ: j-: 
Siladatha=Kassapa  II  〔王〕 シラー ダ一タ 
Silapassaya  〔僧院〕 シラー パ ッ サャ 
siia-phalaka て i 板 

Silamegha-pabbata  〔房 舍〕 シラー メー  ガ山 

Silamegha〔ra〕 〔ダ ミラ 人〕 シラ一 メ一 ガ 〔ラ〕 

Silameghavanna し 王」 シラ一 メ ーガ ヴンナ 

siia-yuoa わ 柱 

Silayupo  〔經〕 ィ: ひ i-:  A  9  26 

Silavati  〔地名〕 シラー ヴ ティ一 

sila-santhara  4-il^ 

Silasobbhakandaka ① 〔地名〕 シラー ソ ッ バカ 

ンダ' 力 ② 〔塔〕 
Silesaloma  〔夜 父〕 粘！ 3 
silcsika  〔金 繞〕 シレ一 シカ， シ レー サ 
siloka 敬 i|ji2，  M^, 名聲， き， 名聞， 名利， 

1"： 評 
Siva  ：ム: 样， 安 4' 

Siva ① 〔大 J', 祌〕 シヴ， im,  iV 祥天 （D= 
Mahasiva  〔王〕 シ ヴ ③ 〔王〕 シ ヴ， 私 婆 ④ 
=Girikanclasiva  〔王子〕 尸 婆 ©  〔敎〕 シ ヮ" 
⑥ 〔經〕 mm  S  2  21 


Sila 


Sivam  〔經〕 安泰 S  43  27 
Sivaka  〔比〕 シ ヮ、、 力 
sivagami-magga 安 # ('こ 達する の; 
siva-vijja 濕婆明 
Siva 組 良 

Sivi ① 〔王， 佛の 前生〕 シヴ， 尸毘② 〔闽， 

族〕 シ ヰ'， 尸]! 
sivika 輿， 轄 
sivika-gabbha 方 

Sivi-jataka シヸ • ヂ 、ヤー タカ， 尸 毘王本 生物 
語 J  499 

Siviranno  cakkhuflana-panho 尸 昆王施 眼の 問 

Mil 4  〔1〕 5 
Siviraja-cariya  〔經〕 シヰ '王の 所行 Cp 1 8 
SiveyyaKa 尸!^ 布 
sisira  ('令 李 
sisira-vutthi 冷雨 
Sikaviyala  〔地名〕 シ一 力 ヰ 'ヤヲ 
Slka  〔戰 士〕 シ一 力一 
sigalaka 豺鳴 
Sigha  〔經〕 迅 S  55  69 
sigha-pannata 迷 7 ま， 7&M 
sigha-panna 迅慧， 速;！ 
sigha-sota 急流 
sighassa 験 馬 
sita 寒， 寒冷， 寒氣， ；令 
sita  〔udaka〕 冷水 
Sitarii 〔經〕 ： 家- S  32  53 
sita-Kala 寒 時 
Sita-naraka  〔八〕 害 地獄 
sitala 淸凉 

Sitalaggama  〔窟 院〕 シーラ ッガ一 マ 
Sitavana  〔死屍 を棄 てる 林〕 シータ ヴナ， シ一 

タ林， 尸陀 林， 寒 林 
Sitavaniya=-Sambhuta  〔比〕 寒林住|^ 
sita-valahaka  deva 杀秦大 
sita 壟， 畔 

Sita ① 〔王 ケ〕 シー ター， 私 多， 淸凉 ② 〔王 

妃〕 シ 一ター 
Sitavaka  〔都〕 シ一 タ一ヴ 力 
siti-bhava 淸凉， 淸凉性 


siti-bhuta 淸凉， 清涼 と な り 
Siti-vagga 淸凉品 A  6  85 〜 95 
Sidantara-samudda シータ ン タラ |}§： 
Sidarin  〔辟〕 シ ― タ、、 リ 一 
Sida  〔河， 水路〕 シーダ '一 
Sidupabbata  〔村〕 シ ― ドウ パッ バタ 
Sinipura し— 王子〕 シ— ニフラ 
sipadin 象皮病 1^. 
simanta 越境 

sima 境界， 界場， 界， 結界， 結界 場， 戒場， 

敎區， 戒麼 
Sima  〔河〕 シ— マ— 
sima-geha 結界' お 

Slmatalatthall  〔村〕 シー マ一 ター ラック リー 
sima-mandala 戒壇. 
simarama 結界園 

sila 戒， 戒行， 戒德， 戒律， 持戒， 禁戒， 德 
sila-uposatha 戒布 

Silam  〔經〕 戒 S  22 122  ；  45  50,  57，  64,  71， 

78,  85  ；  46  3  ；  47  21 ； A 10  3 
Sllarii  acetasikan  ti  katha 戒非心 所論 KV 10 

7 

Sllarii na  cittanuparivatti  ti  katha 戒非' ll、 隨轉 

論 KV 10  8 
slla-katha ① 戒論， 戒 の說， 持戒の 說話， 持 

戒の 話， 正義の 說話 〔三論の 一〕 ② 戒論, 戒 

法の 話 〔十 論 事の 一〕 
silakkhandha 戒蕴， 戒聚 
sila-gandha 戒香， 戒の 香， 戒の 芳香 
sila-jala 戒水 

Silatthiti-vagga 戒住品 S  47  21〜30 
sila-tittha 戒の渡 場 
sila-dhana 刻 1. 
silana 戒ィ了 

Sila-niddesa 戒 の解釋 VM 1 
sila-pannana 戒智 ある 八 

sila-paramita=sila-parami 持戒 波羅蜜， 戒波 

羅蜜 〔十 波羅蜜の 一〕 
Slla-paramita 戒 波羅蜜 〔品〕 Cp  2 
slla-paraml=sila-paramita 持戒 波羅蜜， 護戒 

波羅蜜， 戒 波羅蜜 
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slla-parisuddhi 戒淸淨 

silabbata=silavata 戒禁， 戒 と禁， 戒 と務， 戒 

と 行， 戒と 儀式 
sllabbata-paramasa 戒禁取 し..— マ-結， TT.  1^ 分 結， 

十 結の 一〕 

sllabbata-paramasa-kayaganlha 戒禁取 身 紫 

〔叫繁 の 一〕 
sllabbataparamasa-samyojana  flk 禁取結 
sllabbata-sampanna 戒と禁 と を 具足せ る 
silabbatupadana 戒禁取 〔四 取の 一〕 
silabyasana-dukkha 戒を失 ふ 苦， 戒 損失の 苦 
sila-mada 戒懦 
sila-maya 戒所成 
silamaya-gandna 戒德 のる 

sTlamaya-punnakinya-vattnu     n^lyM% 'fv, 减 

類 福 業 事 〔三 福 業 事の 一〕 
silamaya  panna 戒 所 成; # 
silamaye  nanaiti 戒 所成智 
siia-ratana 戒寳 

Sila-lakkhana-panho 戒の特 相の 問 MU  2  〔1〕 
9 

Slla-vagga 戒行品 J 11 〜： 20 
Sllava-jataka=Silavanaga-jataka 有德本 生物 

HP     J  'し 

sila-va は =silabbata 戒と 行， 戒と 儀式， 戒と務 

め， 戒禁 
SllavatI  〔王妃〕 シ一 ラヴ ティ一 
sllavato  patiggaho 具戒界 の攝受 
Silavanaga-cariya  〔經〕 具戒 象の 所行 Cp  2 1 
Sllavanaga-jataka=Sllava-jacaka シーラ ヮナ 

ーガ • ヂャ— タカ， 有 德象王 本 叶-: 物語 J  72 
Sllavanagaraja シーラブ ナ一 ガラ一 チ' ャ， 有德 

象 王 

sllavant 持戒， 持戒 者-， 具戒， 具戒 1>V， 成 具足 

n, 戒? V, 戒德 有戒， 戒を 具せ る 1*^， 成 
を 具足せ る， 戒を 具へ， 有德 名- 

Silavant ① 〔比〕 シ一ラ ヷ一 ®=Silava-raja 
〔王子， 王〕 シーラ ヴ， 具戒王 ③ 〔龍王， 佛 
の 前生〕 シ一ラ ヴ 

j)ilava-raja=Silavant し" Fj 具戒 王 

Sllava  〔經〕 持戒 S  37  20 


silava  kalyana-dhammo 具戒き 法 
Sllava  bhikkhu 戒を 具足せ る 比丘 
sila-vipatti 戒壞， 戒缺 損， 戒 衰耗， 破戒， 壞戒 
slla-vipatti  ca  ditthi-vipatti ca 破: fix と 破 兒， ： 我 

赛耗と 見 衰耗 
sila-vipanna 破戒， 成の 失 壊 
slla-vibhatti 戒 分別 

sila-visuddhi 戒 淸淨， H"fT お 〔七 淸淨の 一〕 
sik-visuddhi  ca  ditthi-visuddhi  ca 戒淸淨 と 見 

淸淨， 淨戒 と淨見 
Silavimamsa-jatakii シ一フ ヰ一 マン サ • チ ャ 
—タカ， 驗德 木リモ 物語 J  86,  290,  305, 

sila-velfi 成 i お！/ r 

siki-vyasana=sila-byasana ゾ ixl^ 失, 成 損 減, 

成の 不幸， 戒の爽 失， 戒を失 ふ 
sila-sarhyama 戒 御者- 
slla-samvara 戒律 儀 
sllasamvara-pariyanta 戒 儀 周 逢 
sila-samacara  :lixjttr 
sila-samadhi-panna  ：' も疋: ま 
sila-sampada 具 成， 戒 具足， 戚 圆；さ， 成 成就， 

成戒 

silasampada-katha  ：' —お 成就の 稱說 
sila-sampacia  ca  ditlhi-sampada  ca     :nx 尸 J^J^'htt と 

成就， 具 戒と具 

sila-sampanna 戒具 足， 戚具足 i^-， 戒を成 就し 

て ある， 具戒 1*^ 
sila-samanna 戒相 fe, 戒性 
sila-suddhi  pSrisuddh ト padhSmyafigam ま 7, ゆれ f 

淸淨勤 女- 〔九 淸淨勤 支の 一〕 
sila  suvisuddha 戒の 悉皆 淸淨 
j>ilanisarhsa-ialaka シ一ラ 一二 サン サ • チヤ 一 

タカ， 成德 利益 本^物 語 J 190 
silanussati 念戒， 成隨念 〔六 念， 十 念の 一〕 
Sllu  〔案〕 シール 

STluccaya  〔傅 。 轉輪 王〕 シ— ルッチ ャャ 
silesu  panpurakanta  Tig ('こ 方今 H" る 成'》 * も 
Siva ① 〔相 七 丘〕 シ— ヴ， MM  ®=Cancla- 
mukha  〔王〕 シ ― ヴ， 私 婆 (H)=MahasIva 
〔 I： 子 ， £〕 私 婆 @=Bhayasiva  〔入〕 シ— 
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ヴ ©=Sivaka  〔一世 王〕 シ一 ヴ 
SivaCkaJ  〔一世 王〕 シ一ヴ 〔力〕 
Sivaka ① 〔比〕 シ— ヴカ， 尸婆迦 （D=Moriya- 

sivaka    〔比：] シ一ヴ 力， 尸婆③ 〔醫〕 シ— 

ヴカ， 尸 婆 @  〔夜 义〕 シーヴ 力， 尸 婆迦， 尸 

呵 ⑤ 〔一世 王〕 シ一ヴ 力 
Sivako  〔經〕 尸 婆 S  36  21 
sivathika 墓處， 墓地， 墓 田， 墓場， 塚 間， 塚， 

野 墓 

sivathikupama  r 豕間瑜 
Sivala  〔吉祥 沸の 子〕 シ— ヴラ 
Sivala  (I)=Slvall  〔吉祥 f 弗の 上足 尼〕 シ— ヴラ 
- ®=Slvall  〔シ ッ ダ、 ッ タ怫の 上足 尼〕 ③ 

〔拘那 含 牟尼佛 のぼ 女〕 ④ 〔で 女， 尼〕 
Swalin ① 〔比， 利得 第一〕 シ— ヴリ， 尸 拔羅， 

尸婆羅 〔譬 喻經〕 Ap  3  540 ② 〔王子， 比〕 

シ 一 ヴ リ ③ 〔比〕 シ 一 ヴ リ 一 
Sivaliputturu  〔地 名〕 シ 一 ヴ リ 7 ッ トゥー ノレ 
Sivali    ®=SWa】a  〔マン ガラ佛 の 第一 比丘尼〕 

シ 一 ヴ リ  一 （D=Sivala  〔シ ッ ダ、 ッ タ佛の 第一 

比丘尼〕 シ ― ヴ リ 一 ⑧ 〔王妃〕 シ 一 ヴ リ 一 

(D=SihasIvall  〔11 闍耶の 母〕 シ―ヴ リ 一 ⑤ 

〔王女〕 尸 婆 離 
sisa ① 頭， 髑髏 ② 錯 
sisakapalatthi 頭蓋骨， 顧 頂 骨 顳顥骨 等 
sisacchinna  〔譬喩〕 截 ft 

Sisacchinnakabodhi  〔地名〕 シ一 サッ チン ナカ 
ボ一ァ ィ 

Sisacchinno-coraghatako  〔經〕 斷 頭司獄 S 19 
16 

sisappacalaka 頭 を 振る 
slsa-bhara 頭 荷 
slsa-maya 鉛 所 成 
sisa-roga  ii 貝 病 
sisa-vethana 頭 FH 
sisabhitapa 曰 身、 ナ病 

Sisupacala  ®=SistipacSla  〔尼〕 尸須波 遮羅， 

尸羅 婆遮羅 ② 〔經〕 尸須 波遮羅 S  5  8 
sisupaga 頭 化' 

^sisupacala  〔]: 匕〕 シース  ーノく チヤ一 ラ 
oisupacala=Slsupacala し 尼〕 シ一ス  ーノヽ チヤ 


一 ラー， 尸須波 遮羅， 尸羅 婆遮羅 
siha 御子， 師子 

Siha ① 〔沙 彌〕 シ— ハ， 師子 ② 〔將 軍， 尼 乾 
の 徒， 塞〕 シ— ハ， 師子， 私呵 ③ 〔ソ ービタ 
佛の 子〕 シ―ハ @  〔山〕 シ— ハ⑤ 〔園〕 シ 
一 ハ， 獅子 ⑥ 〔經〕 師 子 S  22  78，  79；  A  8 
12  ： 10  21 ⑦ 〔經〕 獅子 S  4 12 

Sihakotthuka-jataka シー ハコ ッ ト ゥカ • チヤ 
一 タカ， 獅子 豺本 生物 語 J 188 

Sihagiri シ―ハ ギリ， 獅子 山 

siha-camma 師子 皮， 師 f の 皮 

Sihacamma-jataka シーク、 チャン マ • ナヤ— タ 
力， 獅子 皮 本 生物 語 J 189 

siha-nada 獅子吼， 師子吼 

sihanadam  nadaii 師子吼 す 

Sihanada-vagga 師子吼 品 M 11〜20  ；  A  9 11 
〜20 

sihanadika 師子吼 It 

Sihapapata  〔雪山の 池， 七大 湖の 一〕 シ— ハパ 

パー タ， 師子崖 
siha-pubbaddha-kaya 上艉は 獅子の 如し 〔三十 

二相の 一〕 

Sihapura ① 〔ラー ラ國の 都〕 シ―ハ プラ， 師 

子 城 ② 〔カリ ンガ國 の 首都〕 シーハ ブラ ③ 

〔プラッティ ブラ の 近郊〕 シ 一 ハ ブ ラ ④ 〔城〕 

師 子の 城， 獅子 邑 
Slhabahu=Sihabhuja  〔リ も 闍耶の 父〕 シ— ハパ 

—フ， 獅子 腕 
Sihabhuja=Sihabahu  〔^ 闍耶の 父， 丁:〕 シ— 

ハブ ヂャ， 獅子 腕 
siha-mamsa 師ナ肉 
siha  migarajan 師ナ獸 王， ft+ 獣 王 
Sihala  〔國， 族， 島〕 シー ハラ， 執師 子， 師子 

國， 師子 胤， セィ ロン 島， セ イロ ン人 
sihala-gandabba セ イロ ン音樂 家 
Sihalatthakatha セ イロ ン 語の 義解 
Sihala -dlpa セィ ロン 島， 師 子洲， 師子 胤， 師 

子 闘 

Sihaladlpaka  vakya=Sihala-bhasa 師子洲 の 

口  on 

Sihala-bhasa=Sihala セィ ロン 語， セ一 口 ン語， 
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シー ハラ 語 
Slhala=Sihala-bhasa シーノ 、ラ語 
sihala-kuddala 錫 蘭 鋤 
Siha-vagga 獅子 品 Mi】 5  6 
Sihavahana  ClE  i シ  ーノ、    ーノ、 ナ 
Siha Siva 1 in=Slva 1 i n  〔比〕 シ 一ノヽ シ一 ヴ リ 一 
sihasena シ— ノ、 セ一 ナ， 御子 軍 
siha-seyya 師 子 臥， 師于の 臥 法， 獅子 臥， 獅 

子の 臥 

sThaseyyam  kappeti 師子 臥す， 師 子の 如く に橫 

たはる， 獅子 臥す 
Sihassara  i  + 1 シ— ノ、. ノサラ 
slha-hanu  ざ (は 獅子の 如し， 師 下の 頓 〔三十 二 

相の 一〕 

Sihahanu  〔王〕 シ一ハ ハヌ， 師 了- 
Siha  〔尼〕 シ— ハー， 獅子 
sihasana 師子 座， 獅子座 = 沸 座 
Sihasanadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 シ— ハー サナ 

ダーャ 力 Ap  3 11， 175 
Sihasana-vagga シーハ 一サナ 品 Ap  3 11~20 
Sihasanavijaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 シ —ハー サ 

ナギ— チ' ャニ  — ャ Ap  3  450 
Sihasanika  〔比丘の 譬喩 經〕 シーハ —サニ 力 Ap 

3  444 

Sihopama-sutta 師 "pnf ミ經 
sumsumara 鳄， M, 鲆ム 魚， 鱷魚 
Sumsumara-gira=Sumsumaraciri  [i^l スン 

スマ一 ラ ギラ 
Sumsumara-giri=Sumsumara-gira  〔(！^^〕 スン 

ス マー ラ ギリ， スンス マ— ラ山， 尸牧 摩羅 

山， 失悅 摩羅 山， 失牧 魔羅 山， 設 ほ婆羅 山， 

首 摩羅 山， 膠 魚 山， 鼉山， 鱺山 
Sumsumara-iataka スンス マ一 ラ • チ 'ヤー タ 

力， 鳄本 生物 語 J  208 
sumsumara-bhaya   |^免 の 畏怖， 饈 魚畏， 键^ 

の怖畏 

suka=suva スカ， 鸛 iSg， 叔迦， 能 言 鳥 
Suka-jataka スカ • ヂャ一 タカ， 鸛ぉ》 木 生物 語 

J  255 
sukata 善行， 善 作 
sukata-kammakarin 善 所作 〔#〕 


suKata-dukkatanam   kammanarh  pnalam 
vipako 善惡業の異熟3^(-， 善惡 業の 果報 

Sukataveliya  〔比丘の 譬喩 經〕 ス カタ— ヹ―リ 
ャ Ap  3  229 

sukka  (D^sukka-pakkha に 1， ； i ② 精液， 精， 
不淨 〔十 種〕 

Sukka  〔天〕 スッ 力， 叔伽 

sukka  anavajja  dhamma 白 無罪 法 

sukka-kamma=kusala-kamma 白 業 

sukka-clnamma=kusala-clhamma 由 法 

sukka-pakkha 白 力、 

suKkapakkha-candima 内分の 月 
sukkapakkha-navaka ば ョ分ゾ し泰 V  2  b  4,  'A 
sukka-magga 

sukkarahu-carita 舞 星の 飛. fr 
sukka-visatthi 失 精， 漏 精， 不淨を 出す 
sukkavisatthi-apatti 出 fjf 罪 
sukka-sukkavipSka 白に して 白 報， 白に して 白 

果， 白白 異熟 
sukka  sukkavipaka  Kamma 白 【こして 【おの 

ある 業， 白に して 白 報 ある 業 
Sukka ① 〔尼〕 スツ 力—， 叔 羅， 白淨， 守 

迦 〔譬喩 經〕 Ap  4  35 ② 〔經 ：1 叔 羅 S 10 

9， 10 

sukkabhijatika  ，生類 

Sukko  〔經〕 白 S 17  34 

Sukkodana  〔王〕 スノ コ 〔一ダナ:！， に igf 乂 

sukkha  kattha 枯木， 乾燥せ る 薪 

sukkha  kura 阜乙 pj? 

sukkha  gutha  食 

sukkha  yava 乾麥， 馬麥 

sukkha-vipassaka'~suddha-vipassana-yanika 

乾觀1*^, 枯渴觀 
sukha 樂， 安樂， 安穏 快樂， -im, 受樂 
Sukha ① 〔將 軍〕 スカ② 〔經〕 樂 A 10  65, 

66 

sukham  nibbanam     架 は樂な り 
sukhaiti  viharam  bhikkhu  -樂 1で 丄七丄 に 
Sukha-giri  〔村〕 ス 力 ギ リ 
Sukhajivita-putthikin    〔將 軍〕 スカヂ ーギタ • 

フッ ティ キン 
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Sugandha 


sukha-dukkha ① 苦樂 ② 樂と苦 〔の斷 常， 

自他 作〕 
sukha-dukkhm 樂苦 
Sukhadukkhi  〔經 〕 樂苦 S  24  43 
sukhadukkhl  atta  ca loko  ca 我と 世界と 【よ 苦 

樂を 有する ものな り 
sukhadukkhi  atta  hoti  arogo 樂 i こして 苦なる 

無病の 我 有 り 
sukhadhammanam  upahatta 樂 法の 將來者 
sukha-dhatu 樂界 
sukha  pada 安樂 境 

sukha-pharanata 樂 遍滿， 樂遍滿 性 〔五 正定支 
の 一〕 

sukhallikanuyoga 安樂 行 〔四 種 一四 禪〕 
Sukha-vagga ① 樂品 A  2  7 ② 安樂 品 Dhp 

15  VV 197-208 
Sukhavacchana し 人」 スカヴ ツチ ャナ 
sukha-vinicchaya 樂決疋 
sukha-vipaka 樂報， 樂 果報， 樂の異 熟 
sukhavipaka-kamma 受樂異 熟 業， 樂異熟 業 
sukhavipaka  dhamma 樂報 ある 法 
Sukhavedana-panho 樂受の 問 Mil 2  〔2〕  5 
sukhavedaniya  kamma 樂受の 業， 順 樂受業 
sukha-vedaniya 樂 所受， 樂受， 順樂受 
sukha-sanna 樂想 
sukha-santirana 樂 〔倶〕 推 度 〔心〕 
sukha-sahagata 樂俱， 樂俱行 
sukhasahagata-kayavinnana 樂俱 fT:^s^ 
Sukhasahagata-duka 樂倶行 二 法 Duka  91 
sukhasahagataduka-kusalattika 樂倶行 二 法 善 

三 法 Duka-tika 100 
sukhasahagata  dhamma 樂倶 行 法 
sukhasahagata  panna 樂 行慧 
sukha-sara 樂堅實 
sukha-sila 樂天 的， 樂戒 
sukha -seyya 樂眠 
sukhassa  aharo 女樂食 
sukhadhivaha  dhamma 樂を引 く 法 
Sukhanuppadana-katha 與樂論 KV 16  3 
sukha-patipada  khippabhinna 樂速 通行， 樂行 

道 速 通達， 樂行道 速 知 通 〔四 通行の 一〕 


sukha-panpada  dandhabhinna 樂 iif- 通 打， 樂 

行道遲 通達 〔四 通行の 一〕 
Sukhaya  〔經〕 樂 S  36  2 

sukhaya  vedanaj-a  sampayutta-cittarii 樂党 ffl 
應の心 

suknava  vedanava  sampayutta-cetana 樂受 IB 
應思 

sukhaya  vedanaya  sampayutta-dhammo 樂"^ 
相應法 

Sukhavihari-jataka ス カー ギ ハー リ • チ 'ャ 一タ 

力， 樂住本 生物 語 J 10 
sukha  vedana 樂受 

Sukhita    〔プッ サ佛の 第一 弟子〕 ス キタ， 所樂 
Sukhitam  〔經〕 安樂 S 15 12 
Sukhitta  〔傳 0 轉輪 王〕 ス キッタ 
sukhin 具 福 昔， 幸福 
sukhmdnya 樂根 

Sukhindriya-vagga 樂根品 S  48  31〜40 
sukhudraya  dhamma 樂を引 く 法 
sukhudra-sukhavipaka 樂果樂 報 
sukhupapatti 樂生 〔三種〕 
sukhuma 細 

sukhumacchavi 皮膚 は 細 滑 〔三十 二相の 一〕 
Sukhumachedana-panho 最も 微細な る もの を 

截斷 する の 問 Mil  2  〔7〕 15 
sukhuma  rupa 細 色， 精妙なる 色 
sukhuma  vinnana 細識 
sukhuma  sankhara 細 fr 
sukhuma  vedana 細受 
sukhuma  sanna 細 想 
sukhetta 善 田， 良田 
Sukhena  〔經〕 樂 S  40  3 

sugata 善 逝， 善 逝 者， 善 到 者， 完成 者 〔如來 

十號の 一〕 
sugatangula  * 逝の 
sugata-civara 佛衣 
sugataclvarappamana 佛衣量 
sugata-vidatthi 佛操 手， 佛磔 手， 佛 手足 
sugata-vinaya 善 逝の 律， 善 逝の 調伏 
sugati 善 趣， 善處， 善道 

Sugandha ① 〔傳。 轉輪 王〕 ス ガン ダ、 ② 〔比〕 
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Sugandha 

〔譬 喻經〕 Ap  3  527 
sugandha-tandula 香 好き 稻米 
Sugala  〔王女〕 スガ ラー 
sugahita 正解 

Sugutta    〔尸 棄佛の 信女〕 スグッ タ—， 善 所 護 
suggapota し 獣」 ス ッ ガボ一 タ 
sufika 稅， 稅物， 身 金， 結 (^金 
sunkaghata 稅處 
sunkatthana 稅隨 
Sucanda  〔宮殿〕 ス チャンダ、， 善 月 
Sucandaka  〔王宮〕 ス チャンダ 力， 善 月 
Sucanda  〔ピャ ダ ッシ一 佛の 母〕 ス チャン ダ 一 ， 
善 月 

sucarita 善行， 妙 行， 善業 〔三種〕 
Sucaritarh  〔經〕 善行 S  31 2  ；  32  2 
Sucarita-vagga 妙 行 品 A  4  221~230 
Sucarudassana  〔傳 。 轉輪 王〕 スチ ヤー ノレ タ、、 ッ 
サナ 

suci 淨， 淸淨， 淸淨 者， 淸淨 なる 人 
Sucitta  〔昆 舍浮佛 の妃〕 スチッ タ—， 善心 
Sucitti  〔修羅〕 ス チッティ， 蘇 啣怛曝 
sucintita  # 思 

Sucintita ① 〔佛〕 ス チン ティ タ ② 〔傳。 轉輪 
王〕 ③ 〔比〕 〔替 喩經〕 Ap  3  66,  92,  425 

sucintita-cintin ま S 惟 〔？ 

Sucipanvara  〔商人」 ス チノ ミリ ヴ一ラ 

Sucima  〔宮殿〕 スチ マー， 有淨 

Sucimukhi ① 〔外 jJl 尼〕 スチ ムキー， 淨ロ ② 
〔經〕 淨ロ  S  28 10 

Sucimbhika  〔女〕 ス チン ビカー 

Sucira-jataka=Aaitta-jataKa フ 、チラ • チヤ一 
タカ 】 434 

Suclmati  〔拔陀 迦比羅 尼の 母〕 スチ— マティ— 
Sucirata  〔婆.〕 スチー ラタ 
Sucela  〔傳 。 轉輪 王〕 ス チェ— ラ 
:5uccaja-jataka スッチ ャ ナヤ • チヤ一 タカ, 喜 

拾 本 生物 語 J  320 
Succhavi  〔傳 。 轉輪 王〕 スッチ ャ ヰ' 
sujam  pagganhant 護摩 搾 持 行 
Sujampati し 天〕 スチ. ヤン パティ， スチ * ヤーの 

夫， 須闍の 夫， 舍脂鉢 底， 須禪鉢 帝， 善 生の 


主 = 帝 揮 
suja 木 酌， 祭具 杓子 

Suja  〔阿修羅 女， 帝釋の 妻〕 スヂ ヤー， 須闍 
sujata 善 生 |f， 良き 生れ 

SujataCD  〔佛〕 スヂャ —タ， 善生② 〔パ ドウ 
ムッ タラ 佛の 第一 弟子〕 スヂャ 一タ ③ 〔佛 
の 前生〕 スチ' ャ —タ， 善 生 @  〔婆， 優 波 離の 
前生〕 スヂャ —タ ⑤ 〔轉輪 王〕 スヂャ —タ， 
修闍多 ⑥ 〔長 荇〕 スチ 'ヤー タ ⑦ 〔死後 生 天〕 
スチ' ャ―タ ⑧ 〔人〕 スヂ ヤー タ ⑨ 〔比〕 善 
生 @  〔塞〕 善 生 ®  〔婆〕 善 生 

Sujata-jataka  (1； スチ * ャ一タ • ギヤ一 タカ， # 
生 女 本 生物 語 J  269 ② スヂャ —タ， ヂャ— 
タカ， 善 生妃本 生物 語 J  306 ③ ス ヂャ— 
タ • チ 'ヤー タカ， 善 生 居士 子 本 生物 語 J  352 

Sujata ① 〔ソー ビタ佛 の 第二 比丘尼〕 スヂャ 
—ター， 善 生 ② 〔ピャ ダッシ ー佛の 第一 比丘 
尼〕 スチ' ャ— タ—， 善 生 ③ 〔橋 陳如佛 の 母〕 
スヂャ 一ター， 善 生 @  〔パ ドウ ムッ タラ 佛の 
母〕 スチ 'ヤー ター， 善 生 ⑤ 〔尼〕 スヂャ —タ 

一， 善 生 ⑥ 〔夷〕 スヂ ヤー タ—， 善 生 ®= 
Sujata  Senanidhlta  〔將軍 村の 女， 菩薩に 乳 
糜を獻 ず， 歸依 第一〕 スヂ ヤー タ—， 善 生 ⑧ 

〔ダナン ヂャャ の 女， 給 孤獨の 嫁， ML 舍 法の 
妹〕 スヂャ —ター， 善 生 ⑨ 〔王 も已〕 スヂャ 
一 ター， 善 生 ⑩ 〔女〕 スヂャ —ター， 善 生 
®  〔阿修羅 女〕 善 生 

Sujata  Senanldhlta=5ujata  O し 央'， 歸^？く第 

一〕 スヂャ 一タ一 セーナ 一二一 女 
Sujato  〔經〕 善 生 S  21 5 
sunna 空， 签無 
Sunna  〔經〕 空 S  35  85 
Sunna-katha 空論 Pts  2 10 
sunna-gama 空ネ 可， 空なる ネ寸落 
sunna-geha さ舍 

sunnatam  manasi-karoti 作意 "T 
sunnataphala-samapatti 空 果等全 
sunnata-phassa 空觸 

Sunnata-vagga スン ニヤ タ • ヴッ ガ， 空 品 M 

121〜130 
sunnata-vipassana 空觀 
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Suttantika 


sunnata-vimokkha 空 解脫， 空 性解脫 〔三 解脫 
の 一〕 

sunnata-samadhi 空 三昧， 空定， 空 三 摩 地 〔三 

三昧の 一〕 
sufmata  '£^, な 性 
Sunnata  〔經〕 空 S  43  4 
Sunnata  katha 空 性 論 KV 19  2 
sunnata-cetovimutti 空 心 解悅 
sunnata-jhana=sunnata-samadhi ざ ifi^ 
sunnatanupassana 空 隨觀， 空觀， 空性觀 
sufinata-patisarhyutta 空 性 相應， 空 性と 相應せ 

る， 空 相應， 空と 相應 せる 
sunnata-patisarhyutta-katha 空 と ネ目. 應せ な 論 
sunnata-pada さの 句 
sunnatavakka も 類 
sunnata-vara  ； 段 

sunnata-vihara 空 性 住， 空 住， 空 三昧 
sunnatavihara-samapatti 空 任 
sunnata-samapatti S 性 等 至, 止受 
sunnate  panna さ 性の 意 

sunna  Brahmavimana 空なる 梵天 宮， 空虚の 

梵宮， 空虚なる 梵天 宮 
sunna  loka 空 世間 
sunna-vimana も' 呂- '殿 
sunna-sunna 
sunna  attena 我 空 

sunfiagara 空屋， 空 閑處， 空 閑， 空舍， 空所， 

空處， 靜室 
sunnagare  abhirati 樂酔 
sunno  loko 世間 は 空 

sunisa=sunha        ぉ婦， 媳， 新お， ま 妹 

sunisa-bhoga 隊事 

Sunisa-vimana 嫁 婦大宮 w 13, 14 

sunha=sunisa 義妹， 嫁， 嫁婦， 新婦， 媳 

suta ① 聞， 所 聞， 聖知， 天啓， 博聞 ② 調師 

suta-kavi 聞 詩人 

suta-dhana 聞 貝 T 

Sutadhamma  〔王子， 佛の 前生〕 スタ ダン マ 

suta-dhara 聞 持 者- 

Sutana  〔居士， 佛の 前生〕 スタナ 

Sutana ① 〔吉祥 沸の 信女〕 ス タナー ② 〔毘婆 


尸佛 の妃〕 ③ 〔鹿〕 
Sutanu  〔經〕 手 成 浴 池 S  52  3 
Sutano-jataka ス タノ  一• ヂャ一 タカ， スタナ 

靑年本 生物 語 J  398 
suta-mada 聞 橋， 博識 橋 
sutamaya  panna  ftl 所成慧 
sutamaye  nanam  ^f'J^jtija 
Sutavat ① 〔辟〕 スタブ ト ② 〔傳。 轉輪 王〕 ス 

タヴ一 ③ 〔修行者〕 ス タヴン 
Sutavan  〔經〕 ス タヴン A  9  7 
sutavant 有 聞， 具 聞， 多 聞， 聞 具足 者 
Sutava  〔經〕 有 聞 S  22 123 
sutava  ariyasavako 多 聞の 聖 弟子， 有 聞の 聖 

弟子， 具 聞の 聖 弟子 
sutava  nibbedhika-pafino 具 聞の 決擇； #、# 
suta-sannicaya    [^集 者 一 

Sutasoma=Soma  〔王子， 王〕 スタソ 一マ， 須 
陀須摩 

Sutasoma-cariya  〔經〕 スタ ソー マの 所行 Cp  3 
12 

Sutasoma-jataka=Manasutasoma-iataka ス タ 

ソーマ 本 生物 語 J  537 
Suta  〔毘沙門天 女〕 スター 
sutavudha 聞 仗 〔三 仗の 一〕 
suti 隨聞 

sutta ① =suttan は ス ッタ， 經， 契經， 經典， 
修多， 修 多羅， 修 妬路， 經藏 〔九分 敎の 一〕 
② 戒經， 經=戒 本 ③ 絲， 繩墨 @ 睡眠 者 

suttaka スッ タカ， 條蟲 

sutta-kara 紛績ェ 

sutta-guk 絲瑰， 絲德， 絲球， 縷丸 

sutta-dhara 經の受 持 昔 

Suttanipata スッタ 二 パー タ， 經集， 小 經集經 

〔小 部經の 一〕 Khuddaka  5=Sn 1—5 
suttanta=sutta 經， 經典， 契經， 修妬路 
suttantatthakatha 經 の義疏 
Suttanta-pitaka 經藏 
suttanta-bhajaniya 經 分別 
suttanta-matika 經の論 母 
suttanta  vinaya=sutta-vinaya 經と律 
suttantika 經師， 經家， 經學 〔者〕， 誦經 者， 
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Suttantika 


經 比丘 
suttantika-gana 經學の 衆 
sattantika-pariyaya 經の教 
suttantika-bhikkhu 誦 比丘 
Sutta-petavatthu 絲娥鬼 事 Pv  2 11 
Suttara  〔傳。 比〕 スッ タラ 
sutta-vatti 絲褶 
Sutta-vada  〔部' :0 經量， 經說 
sutta-vinaya 經と律 

Sutta-vibhafiga スッタ • ヸ パンガ， 經 分別 VI 

sutta-vem 絲條 

sutta-sadhana 經 5lf 論 

Suttandara  〔ダ ミラ 人〕 スッ ターン タ、、 一ラ 

suttanuloma 隨經 

suttabhidhamma 經論 

suttuddesa-uposatha 讚 翻 布 も 

suda 製菓お- 

Sudatta ① 〔王， ス マナ 佛の 父〕 スダ ッタ， 善 
施 ② 〔王， スメ一 ダ佛の 父〕 スダッ タ， 善 施 
③ 〔ビヤ ダッシ 一佛の 父〕 スダ、 ッタ ④ 〔ス 
ヂ ヤー タ佛の 信士〕 ス ダッタ ⑤ 〔ソ ービタ 
佛の 信士つ スダ、 ッタ ®=Anathapmdika  〔長 
者， 塞， 天子〕 スダ ッタ， 須達， 須達 多， 須 
達 咳， 善 施 ⑦ 〔婆〕 スダッ タ ⑧ 〔經〕 須達 
多 S  2 16  ： 10  8 

Sudatta ① 〔ティ ッサ f 弗の 第二 比丘尼〕 スダ、 ッ 
タ 一 ， 善與 ② 〔ス メ— ダ佛の 母〕 ス タ、、 ッ ター 

sudanta 調 御者- 

Sudassa  〔五淨 居 天の 一〕 善 現， 善 見 
Sudassana ① 〔佛〕 スダッ サナ， 須 陀蘇那 ② 
〔辟〕 スダッ サナ， 善觀 ③ 〔比〕 スダ、 ッ サナ， 
須陀 蘇那， 善 見 〔譬喩 經〕 Ap  3 132 ④ 〔天 
王〕 スダ、 ッサ ナ， 善 現 ⑤ 〔王〕 スダッ サナ， 
善 見 ⑥ 〔傳。 轉輪 王〕 須陀 蘇那， 善 見 ⑦ 
〔スヂ ヤー タ佛 の? n 一 弟子〕 スダッ サナ， 善 現 
®  〔王， 佛の 前生〕 スダッ サナ， 善 現， 須陀 
蘇那 ⑨ 〔龍王〕 スダノ サナ， 須 陀蘇那 @ 
〔人〕 須 陀蘇那 ®  〔學 童〕 善 見 ®  〔山〕 スダ 
ッ サナ， 善 現， 善 見， 須 陀蘇那 ⑬ 〔都〕 スダ' 
ッ サナ， 善 現， 善 見， 須 陀蘇那 ⑭ 〔宮殿〕 ス 
ダツ サナ， 善 現， 善 見， 須 陀蘇那 ©  〔精 舍〕 


ス ダ、 ッ サナ， 善 現 ⑩ 〔道場〕 ス ダ、 ッサナ 
Sudassana ① 〔アツ タタ、、 ッ シ一佛 の 母〕 ス ダ ッ 

サ ナ一， 善 現 ② 〔レー ヴタ佛 の妃〕 
Sudassin=Sudassi-deva  〔五淨 居 天の 一〕 善 見， 

善 現， 大妙見 天 
SudassT-aeva— :3udassin 大妙見 天， 晋見天 
Sudatha ① 〔辟〕 スダ、 ータ ② 〔獅子〕 スダ一 

タ， 善 牙 

Sudayaka  〔傳 。 轉輪 王〕 スダ、 —ャカ 

Siudinna  (l)=^>uamna-Kalandakaputta  Ql'tj ス 

デ ィ ン ナ， 須提那 ② 〔王， ピャ ダ ッ シ―佛 の 
父〕 ス ディ ンナ， 善與 
Sudinna-Kalandakaputta=Sudinna ① し 長 あ- 

子， 比， 第一 波羅 夷の 初犯 者〕 ス ディン ナカ 
ランダ カブ ッタ， 須提那 迦蘭陀 子， 迦蘭陀 子 

須提那 

Sudinna-bhana-vara 須提那 品 V 1 a 1 (1) 
Sudinna  〔夷， 死後 生 天〕 ス ディン ナ— 
Sudinna-vimana ス アイ ンナー 天宮 Vv  2o 
sudivasa  (A) 祝祭日 
sududdasa 極 難 見 

Sududdasam  〔經〕 極 難 見 （難 見） S  43 18 
sududdasagami-magga 極 難 見に 達する の 道 
Sudeva ① 〔マン ガラ 沸の 第一 弟子〕 スデ— ヮ"， 

善 天 ② 〔スヂ ャ―タ 沸の 第二 弟子〕 ③ 〔ナ 

—ラダ 佛の 父〕 
sudda  〔種族〕 首陀， 首 陀羅， 戍 陀羅， 奴隸 族， 

商 估 * 

Suddaka  〔入〕 ス ッ ダカ 
sudda-kula  tr 陀羅 家， 奴隸族 
suddl 首陀女 
suddha 清淨 

Suddhaka  〔經〕 清淨 S  47  24  ；  51 24  ；  54  3 
Suddliakarii 〔經〕 品 類 S  31 1 
suddha-kalaka 純黑 
suddhatthaka 純 八 法， if- 純 ノ\ 法 
Suddhatthaka-sutta 淨 八偈經 Sn  4  4 
Suddhatthakasutta-niddesa 淨 八偈經 の義釋 

MNd  4 
suddha-ditthi 清 淨の見 
suddhanta-parivasa 淸淨邊 別 住 


Sunanda 


suddhavipassana-yanika~sukkha-vipassaka 純 

毘 鉢舍那 行者 
suddhanupassin 淨觀- お 
Suddhavasa  〔天〕 淨居， 淨心 
Suddhavasa-kayika  devata=buddhavasa  〔大〕 

淨居 天神 
suddhi 淨， 淸淨 
Suddhi  〔經〕 淸淨 S  43  37 
suddhim-vada 淨說者 
suddhika 洗淨 

Suddhika ① 〔章〕 無雜章 ② 〔經〕 淨者 S  7  7 

③ 〔經〕 淸淨 S  22  98  ；  48 1, 25，  31 
Suddhikam  〔經〕 品 類 S  29 1 ； 30 1 
Suddhikam  or  Samuddakam  〔經〕 淸淨 （海） 
S  22  98 

Suddhikam  niramisaiii 〔經〕 淸淨の 無食樂 S 
36  29 

Suddhika-Bharadvaja  〔婆， 比〕 淨者婆 羅墮婆 

闍 

Suddhika-vagga 淸淨品 S  48 1 〜； L0 
suddhika-sarhsandana 根本 適お 
suddhi-gami  magga 淸淨に 達する の 道 
suddhi-magga 淸淨の 道 

Suddhodana  〔王， 釋迦 沸の 父〕 スッ ド —ダナ， 

淨飯， 閲頭 擅， 輸頭 檀那 
Sudhaja  〔傳 。 轉輪 王〕 ス ダヂ ャ 
Sudhanna  〔都〕 ス ダン ニヤ， 善穀 
Sudhannaka  〔都〕 ス ダン ニヤ 力 
Sudhannavati     〔都〕 ス ダン ニヤ ヴ ティー， 有 


Sudhana  〔夷〕 ス ダナ—， 須頭 
sudhanna 甘露 食 

Sudhamma ① 〔天〕 善 法 ② 〔比〕 ス ダン マ， 
善 法 ③ 〔王， ソ ービタ 沸の 父〕 ス ダン マ ④ 
〔夜 X〕 ス ダン マ ⑤ 〔城〕 ス ダン マ， 善法⑥ 
〔苑〕 ス ダン マ 

sudhamma ほ # 法 性 

Sudhamma-sabha  〔三十 三 天の 堂〕 善 法 堂， 善 
法 講堂， 善法會 堂， 善 法 殿， 善 法 樓閣， 正 法 
殿 

Sudhamma ① 〔アツ タ ダ' ッ シー佛 の 第二 比丘 


尼〕 ス ダン マ—， 善 法 ② 〔尼〕 ス ダン マー 
③ 〔ソ ービタ 佛の 母〕 フ、 ダ、 ンマ一 ④ 〔王妃〕 
ス ダ ンマ —⑤ 〔王女， 曇 摩 提那の 前生〕 ス ダ、 
ンマ— ⑥ 〔王女〕 スダ、 ンマ一 ⑦ 〔女〕 スダ 
ン マー， 善-法 (|)=Sudnamma-sabha  ス 
ダン マ—， 善 法， 法 高 

sudha セメント， 漆 "食， 石灰， コンクリート 

sudha-kamma 漆喰 工事 

sudha-chaaana る 灰も 

sudha-pinda 漆 噴 

Sudhapindiya  〔比丘の 譬喩 經〕 スダ、 —ビン ディ 

ャ Ap  3  91 
sudha-bhojana 大:^ 

Sudhabhojana-jataka スター ボー ヂ、 ャナ • ナヤ 

一 タカ， 天 食 本 生物 語 J  535 

sudha-mattika わ/火 土 

Sudha-vagga スダ— 品 Ap  3  91 〜： LOO 

Suna~Sunaparanta  〔國〕 スナ， 輸那 

Sunakkhatta  〔離 車 人， 誘 (弗 者〕 ス ナツ カツ タ， 

善 宿， 善 星， 須那呵 多 
Sunakkhatta-sutta ス ナツ カツ タ • ス ッタ， # 

星經 M 105 

sunaKha 犬, 狗 

Sunakha-jataka ス ナカ • ヂャ一 タカ， 犬 本 生 

物語 J  242 
sunakha-pati 犬 主 
sunakha-mamsa 狗肉 
sunakhl ざ 匕 

Sunanda ① 〔傳 。 ダ、 ン マ ダ、 ッシ— 佛の弟 子〕 
ス ナ ン ダ、 ② 〔比〕 ス ナン ダ、 ③ 〔橋 陳如佛 の 
父〕 ス ナンダ， 善吉悅 @  〔傳。 轉輪 王〕 ス 
ナンダ， 善慶 ⑤ 〔苦行者， 佛の 前生〕 スナ 
ン ダ ⑥ 〔傳。 婆〕 ス ナン ダ ⑦ 〔駄 者〕 ス ナ 
ンダ ⑧ 〔宮殿〕 ス ナンダ， 善吉悅 

Sunanda ① 〔燃燈 沸の 第二 比丘尼〕 ス ナンダ 
一， 善喜悅 ② 〔ダン マダ、 ッシ ー佛の 母〕 ス 

ナンダ—， 善慶 ③ 〔俱留 孫佛の 信女〕 スナ 
ン ダ、 ―， 善 欣喜 ④ 〔アツ タ ダ、 ッ シ— 佛の信 
女〕 ス ナンダ—， 善喜⑤ 〔迦 葉佛 の妃〕 ス 
ナンダ—， 善 喜 ⑥ 〔王妃〕 ス ナンダ— ⑦ 
〔夷， 死後 生 天〕 ス ナンダ 一 ⑧ 〔女〕 


(433) 


Sunaga 


Sunaga  〔比〕 スナ— ガ 

Sunaparanta~Suna,  Sunaparantaka  〔地力-〕 

スナ一 パラン タ 
SunSparantaka〜Sunaparanta 西-方 輸那國 
Sunama  〔大臣〕 ス ナーマ 
Sunari  〔ヰ' ッカ マ— パー フー 世 王妃〕 ス ナーリ 

Sunikkhamma  〔傳 ： 轉輪 王〕 スュ ツカン マ 
sunikkhitta  padavyanjana 正し sg— 己 置され た 

る 文句 

Sunikkhitta-vagga 整備 天宮 〔品〕 Vv  75-85 
Sunikkhitta-vimana 整備 天宮 Vv  85 
Sunidda  〔夷， 死後 生 天〕 スニッ ダー 
Sunidda-vimana スニッ タ'、 —女 天宮 Vv  25 
Sunidha  〔大臣〕 ス ニダ， 須尼陀 
Sunimala  〔宮殿〕 スニ マラ， 善 無始 
Sunimmita=Paranimmitavasavattm  Cxj ス 二 
ン ミタ， 化樂天 王， 善 化 作， 善化樂 天， 妙 化 

天 = 他 化 自在 天 
Sunimnika-devaputta〜Sunimmita 々少 化大 子， 

善 化 作 天子， 善化樂 天子 
Sunimmito  〔經〕 善 化樂天 S  40 14 
Sunlta  〔比〕 ス ニー  タ 
sunita  attha 正解され たる 義 
Sunetta ① 〔佛〕 ス ネッタ ② 〔ソ ービタ 佛の 

第二 弟子〕 スネ ノタ， 善 眼 ③ 〔 ダ、 ン マ ダ ッ 

シー佛 の 侍者〕 スネ ッタ， 善 眼 ④ 〔仙〕 ス 

ネツタ ®  〔 傳。 外道 祖〕 妙 眼 
Sunetta  〔寺〕 スネ. ノタ 
Sunela  〔傳 。 轉輪 王〕 スネ— ラ 
Sundara ① 〔辟〕 スン ダラ ② 〔比〕 ③ 〔山〕 
Sundarapandu  CrajaiO  C ダ ミラ 人」 スン ダフ パ 

ン ドウ 〔ラー チ' ャ〕 
Sundarasamudda  〔比〕 ス ン ダラ サム ゾタ 
Sundarika  〔經〕 孫 陀利迦 S  7  9 
Sundarika-Bharadvaja  〔婆， 比〕 ス ン タ" リ 力 • 

パーラ ドヴー ヂャ， 孫 陀利迎 婆羅墮 〔婆〕 閣 
Sundarikabharadvaja-sutta 孫 陀利迦 婆 羅墮闍 

經 Sn  3  4 
Sundarika  〔河〕 スン ダリ 力—， 孫陀利 ^5 
Sundari ① 〔ァノ  —マ ダッ シ―佛 の 上足 尼〕 ス 


ン ダリー， 孫陀利 ®=Sunclarinancla  〔尼〕 

ス ン ダ リ ―， 孫陀利 ③ 〔女〕 スン ダリー ④ 

〔外道 女〕 孫陀利 
Sundarinanda ① 〔尼〕 フ、 ン ダ' リーナ ンダ一 ② 

〔傳 。婆羅門 女〕 ③ 〔女〕 
Sunhata 善 浴 庵 

Supajjalita  〔傳 。 轉輪 王〕 フ、 パ ッ ヂャ リタ 
supatipanna=suppatipanna 妙仃 1^、 善 打者, 

善 修行^ 
supanna 金翅烏 
supannatta 金 翅鳥界 
supanna-bhavana 金 翅鳥界 
supanna-rajan 金 翅鳥王 
supanna-vata 金 翅鳥務 
supanna-vatika 金翅鳥 35^ 者 
supanna-vata 金翅鳥 風， 金翅 鳥の 風 
Supanna-sarhyutta スノ ミンナ • サン ユッタ， 金 

翅 鳥相應 S  30 1〜46 
Supatittha  〔靈 廟〕 ス パティ ッタ， 善 f 主 
jjupatitthita^Suppatitthita  〔[| き J スノ、 ッ ティ ッ 

テイク 

Supatita=Suppatrta  〔11 舍に M 弗の 父〕 ス パティ 
タ 

Supalta ① 〔お〕 スパッ タ， 美翼② 〔鷹〕 ス 
パ ッ タ 

Supatta-jataka スク ミッタ • ヂ ヤー タカ， スパッ 

タ, ま:^- 王 本 生物 語 J  292 
Supabuddha〜Suppabudclha  〔毘舍 浮佛の 子〕 

ス パブ ッ ダ， 善覺 
Suoabba しリ ■ij フヽハ ッ ノ、 一 
supasanna-citta 善 }]X 樂心 
Supassa ① 〔龍王〕 スパ ソ サ ② 〔山〕 
Supassa  〔女〕 ス パッサー 
supana=suvana,  suvana,  sona え， fn] 
Suparicariya ① 〔傅 。 轉輪 王〕 スパ— リ チヤ リ 

ャ ② 〔比丘の 臀 喩經〕 Ap  3 161 
Suparicanya-vagga スハ— リ チヤ リ ャ Ap  o 

皿〜 170 
supina 

蔡， 夢の 判斷， 夢 判斷， 占 夢， 夢中 

supinaka 夢見る 人 
supinakCipama 夢の 如く， 夢の 喩 


Subhadda 


supinanta 夢 境， 夢 者 
Supina-panho 夢の 問 Mil 4  〔8〕 10 
supina-pathaka 占 夢 者 

Suputakapujaka  〔比丘の 譬喩 經〕 スフ タカ フー 

ギヤ 力 Ap  3  354 
suposata 易 養， 給 まし 易く 
suppa 真 

Suppakasaka  〔傳 。 轉輪 王〕 スッパ カーサ 力 
Suppagedha  〔夜叉〕 スッ パゲ— タ、、 
suppatipada 善 | 口 j 道 

suppatipanna=supatipanna  #行 者, 妙 TT%^ 
Suppati  〔經〕 睡眠 S  4  7 
suppatittha  〔樹〕 善 住 

Suppati«hita〜Supatitthit:a ① 〔傳。 轉輪 王〕 
ス ッ パテ イツ ティ タ ② 〔婆〕 ス ッ パテ ィ ッ 
ティ タ③ 〔浴場〕 スッ パティ ッテ イタ， 善 住 

suppatitthita-pada 安平 足， 足 安らかに 立てり 
〔三十 二相の 一〕 

SuppatIta=Supatita  〔王， 毘舍 浮佛の 父〕 ス ッ 

パティ ータ， 善悅， 善燈 
Suppabuddha^Supabuddha ① 〔きし 轉輪 王」 

スッ パブ ッダ ② 〔王〕 ス ツバ ブ ッダ， 善覺 

③ 〔塞， 癩 患者〕 善覺 
suppameyya 易 計 重に 苕 J 

Suppavasa  (I>=Suppavasa  KoHyadhita  ネ -lj 

女， 尸 婆羅の 母， 夷， 施 上 味 第一〕 ス ッパヴ 

—サー ② 〔王女〕 
:5uppavasa  Ko}ivadhita=:5uppavasa ①し 夷, 

施 上 味 第一〕 ス ッパヴ —サ— コー リ ャ女 
Suppasanna  〔傳 o 轉輪 王〕 スッパ サン ナ 
Suppara==SupDaraka    〔國， 港」 スッ ハーラ, 

蘇 波羅， 首波羅 
Supparaka  (T)=Suppara,  C)uppariKa し 港」 ス 

ッ パーラ 力， 蘇 波 羅哥， 首波羅 ② 〔船頭〕 

スッ パーラ 力 
Supparaka  -j  ataka スノノ 、ーラ 力 • チヤ一 タカ， 

ス ノ パーラ 力 賢者 本 生物 語 J  463 
Supparika=Supparaka フヽ ッパ一 リ 力， 蘇 波 維 

哥人 

Suppiya ① 〔比〕 ス ッ ピャ， 須卑 ② 〔塞〕 ス 
ッ ピャ ③ 〔婆〕 ス ッ ピャ， 須卑 @  〔シ ッ ダ 


ッ タ佛の 信士〕 ス ッ ピャ， 善 喜 ⑤ 〔人〕 ス 
ッ ヒ-ャ 

Suppiya   〔夷， 看病 第一〕 スッヒ ヤー， 蘇卑， 

須!: MP 

suplavariigama  (  A  )=makkata 彌猴 

suphassa  〔樂 器〕 ス パ ッ サ 

Suphassa ① 〔シッ タ" ッ タ佛の 母〕 ス パッサー， 

善 m ② 〔烏〕 ス パッサー， 好觸 

Subahu ① 〔辟〕 スパ— フ ② 〔傳。 轉輪 王:] 
ス パー フ ③ 〔比， 耶舍の 友人〕 スパ— フ， 善 
臂， 善 肘 @  〔虎〕 ス パー フ， 善 腕 

subija 良種 子 

subbaca=suvaca 善 言 者， 善 言 〔者〕， 善 語， 從 

順， 易說 者， 說き 易く 
subbata 善行 者， 善 務替， 有德 
Subbata  〔傳 。 轉輪 王〕 ス ツバ タ 
Subrahma ① 〔彌 勒佛の 父〕 ス ブラフ マ—， 須 

梵摩 （D=Brahma  〔天子〕 須梵 ③ 〔經〕 須 

梵 S  2 17 

Subha ① 〔辟〕 スパ② 〔王〕 スパ ③ 〔軍 帥〕 
スパ (D=Tocleyyaputta  〔婆， 童子， 塞〕 ス 
バ， 須婆， 修婆 ⑤ 〔宮殿〕 スパ， 淨⑥ 〔園〕 
スパ ⑦ 〔山〕 スパ ⑧ 〔經〕 淨 S  4  3 

Subhakinnatta 偏淨 天性 

oubhakinna  aeva=Subhakmha.  deva  〔天」 遍 

淨天， 徧淨天 
Ciubhakmha  aeva=5ubhakinna  deva  〔天 J 
Subhakuta  〔山， 支提 山の 古名〕 ス パク ータ， 

修婆 鳩吒， 清淨峰 

Subhaga  〔龍〕 ス パガ 

Subhaga-vana スハガ 林， 幸 f 虽林 

Subhagiri=Subhacala  〔都〕 スバ ギリ 

Subhangana  〔塔 處〕 スパン ガナ 

Subha は 〔宮殿〕 ス バタ， 善 養 

Subhadeva ① 〔ァ バヤ ナーガ 王の 叔父〕 スパ 
デー ヴ ② 淨天 

Subhadda ① 〔僑 陳如 沸の 第二 弟子〕 スパッ ダ、， 
善 賢 ② 〔 ダ ン マ ダ、 ッ シ ― 佛の 信士〕 ス バ ッ 
ダ， 善 賢 ③ 〔佛 最後の 弟子〕 スバ ッダ， 須 
m, 須 跋陀， 須 跋陀羅 〔譬喩 經 〕 Ap  3  49 
@  〔晚年 僧， 佛 入滅 を 喜ぶ〕 スパ ッダ， 須践， 
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須 拔陀， 須拔 陀羅， 善 賢 ⑤ 〔塞〕 スパ ッダ， 
須跋 陀羅， 蘇 婆頭樓 ⑥ 〔靈 祠〕 ス パンダ 

Subhadda-kanda 須跋 陀羅章 

Subhadda ① 〔レー ヴタ佛 の 第二 比丘尼〕 スパ 
ッ ダ—， 善賢② 〔ティ ッサ 沸の 妃〕 スパッ 
ダ―， 善 賢 ③ 〔ス ヂャ— タ佛の 信女〕 スパ 
ッ ダ— ④ 〔大善 見 王の 妃〕 スパ ッ ダ、 ―， 須 
跋陀， 善 賢 ⑤ 〔王女〕 スパッ ダ—， 善 賢 ⑥ 
〔王妃〕 善 賢 ⑦ =Subbabhadda  〔象 王妃〕 善 
賢 ⑧ 〔夷， 死後 生 天〕 スパ' ッ ダ— ®  〔女〕 
ス ノ、 ッ タ、、 一 

subha-dhamma 淨法 

subha-dhatu 淨界 〔七界 の 一〕 

subha-nimitta 淨相， 清淨相 

subhan  teva  adhimokkho  hoti  ti vimokkho 
淨勝解 解 

Subhapabbata=Subhagiri し 都〕 スノ くノミ ッ ノ くタ， 
スパ山 

subhara〜subhara ほ 齊ひ易 く 
subhara ほ 易 養， 易滿， 扶養し 易く 
subha-vannanibha 美妙 端麗 
subha-vimokha 淨解! 
subha-sanna 淨想 

Subha-sutta スパ • ス ッ タ， 須婆經 D 10  ；  M 99 
Subha ① 〔尼， 銀ェ 女〕 スパ— ② 〔尼， 菴羅 

林 中〕 

Subhacala=Subhagin  〔城〕 スノ、 —チヤ ラ 
subhasita 善說， 善 語， 愛 言 
Subhasita  〔經〕 善說 S  8  5 
Subhasita-jaya  〔經〕 善き 語の 勝利 S 11 5 
subhasita-bhasin 善說し 者〕 
Subhasita-sutta 善說經 Sn  3  3 
subhikkha 豐年， 多量の 牧穫 
Subhuta  〔比〕 ス ブータ 

Subhati ① 〔比， 無 諍 第一， 如實 第一， 應 供養 

第一〕 スブ— ティ， 須 菩提， 善 現 〔譬喩 經〕 
Ap  3  21 ② 〔經〕 須 菩提 A 11 15 

Subhuti-vagga 須 菩提 品 Ap  3  21-30 

Subhoja  〔婆〕 ス ボー ヂャ 

sumangala 吉祥 

Sumafigala  (J)=Manga]a  〔佛〕 ス マン ガラ ② 


〔辟〕 ス マン ガラ ③ 〔比〕 ス マン ガラ 〔譬喩 
經〕 Ap  3  20, 112 ④ 〔燃 燈佛の 第一 弟子〕 
ス マン ガラ， 善 j^-- 祥 ©  〔迦葉 沸の 信士〕 ス 
マ ン ガ ラ ， 善 吉祥 ⑥ 〔傳 。 轉輪 王〕 ス マン 
ガラ ⑦ 〔傳。 長 ネチ〕 ス マン ガラ ⑧ 〔園丁〕 
ス マン ガラ， 善 吉祥 ⑨ 〔都〕 ス マン ガラ， 善 
吉祥 ⑩ 〔苑 林〕 ス マン ガラ 

Sumangala -jataka ス マン 力'、 ラ • チヤ一 タカ, 
善 吉祥 本 生物 語 J  420 

sumana=sumana  〔花〕 ス マナ， 素馨， 須摩那 

Sumana ① 〔佛〕 ス マナ， ぬ 摩那， 善意 ② 〔パ 
ドウ ムッ タラ 沸の 侍 1^^〕 ス マナ， 須麼那 ③ 
〔俱留 孫 沸の 信士〕 ス マナ， 善意 @  〔比〕 ス 
マナ， 蘇 摩那， 須摩那 〔譬喩 經〕 Ap  3  69 ⑤ 
〔第二 結集 比丘〕 ス マナ， 須 麻那， 須摩 ま?， 須 
摩那， 修摩那 ®=Mah お umana  〔沙 彌， 比， 
僧伽 蜜 多の 子〕 ス マナ， 修 摩那， 須 摩那， 須末 
那 ⑦ 〔ドウ ッタ ガー マ 二王 時代の 比丘〕 須 
摩那 ⑧ 〔相承 比丘〕 ス マナ， 須末那 ®  〔阿 
育 王の 長兄〕 ス マナ， 須 摩那， 修摩那 ®  〔華 
鬉 作り〕 ス マナ， さ 摩那 @  〔傳。 王〕 須摩 
那 @  〔郡長〕 ス マナ ⑬ 〔夜叉〕 ス マナ @=： 
Sumanakuta  〔山 I ス マナ 

Sumanakuta=Sumana  〔山〕 スマナ クー タ， |！ 处 
摩 那峯， 須摩那鳩(^ 

Sumana-galla  〔地名」' スマ ナカ、' ジ ラ 

Sumanatalavantiya  〔比丘の 譬 Pi 經〕 ス マナ タ 
—ラブン ティ ャ Ap  3  375,  462 

Sumanadamadayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ス マナ ダ 
—マ タ"一 ャカ Ap  3  376 

SumanadevI ① 〔拔陀 迦比羅 尼の 姑〕 ス マナ デ 
—ヸー ② 〔ダナ ン ヂ ャ ャ長 # の 妻〕 ③ 〔婆 
羅門 女〕 ④ 〔長者 婦〕 

Sumana-vagga 須摩那 品 A  5  31-40 

Sumanavapi し 村〕 ス マナ ヴ一ピ 

sumana-vljani 素 聲の扇 

Sumanavijaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 ス マナ ヰ' ーヂ 

ャ ニヤ Ap  3  471 
sumana=sumana し ィ!: J ス マナ一， 素馨， 須麼 

那 

Sumana ① 〔ァ ノーマ ダ ッ シ―佛 の 第二 比丘 
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尼〕 ス マナー， 善意 ② 〔スメ —ダ佛 の妃〕 
ス マナー， 善意 ③ 〔シッ ダ' ッ タ 怫 の妃〕 ス 
マナー， 善意 ④ 〔尼〕 ス マナ—， 善意 ⑤ 〔王 
女， 夷〕 ス マナ—， 善意， 須摩那 ⑥ 〔龍 女〕 
ス マナー ⑦ 〔王妃〕 修摩那 

Sumanaveliya  〔比丘の 譬喩 經〕 ス マナ一 ヹー 
リャ Ap  3  328 

Suma  〔尼〕 ス マー 

Sumagadha  〔池〕 スマ— ガダー， 須 摩竭陀 

Sumitta ① 〔シッ ダ ッ タ佛の 第二 弟子〕 ス ミ ッ 
タ， 善 友 ② 〔スメ ーダ、 佛の 子〕 ス ミッタ， 
善 友 ③ 〔比， 拘 多の 子〕 ス ミッタ， 須蜜多 
④ 〔王〕 ス ミ ッ タ， 須蜜多 ⑤ 〔人〕 善 友 ⑥ 
〔園〕 ス ミッタ， 善 友 

Sumittaka  〔拘 多の 子， 比〕 須蜜多 

Sumitta ① 〔耶輸 陀羅妃 の 前生〕 善 友 ② 〔王 
女〕 ス ミッタ 一 

Sumukha ① 〔夜叉〕 ス ムカ② 〔烏〕 スム 力， 
好^ ③ 〔鵝鳥〕 スムカ 

Sumuttika  〔尼〕 スムッ ティカ 一， 善脫 

Sumeknara し 人〕 スメ一 カラ 

Sumekhalin  〔傳 。 轉輪 王〕 スメ— カリ 

Sumeghaghana  〔傳 。 轉輪 王〕 スメ— ガガナ 

sumedha 善智ぉ 

Sumedha ① 〔佛〕 スメ— ダ、， 善慧， 須彌陀 ② 
〔婆， 佛の 前生〕 スメ— ダ'， 善慧 ③ 〔王， 燃 
燈佛の 父〕 スメ— ダ， 善慧 ④ 〔ナーラ ダ怫 
の 父〕 スメ— ダ， 善證 ©  〔傳 。 轉輪 王〕 ス 
メ ーダ， 須彌陀 ®=Brahmaclatta  〔王〕 スメ 
一 ダ、 

oumeclha-katha=Sumedhavatthu-katha ス メ 
― タ" 物 詰 

Sumedhavatthu-katha=Sumedha-katha ス メ 
ーダ 物語 

Sumedha ① 〔尼〕 スメ— ダ、 ―， 善慧 〔譬喩 經〕 
Ap  4 1 ② 〔燃燈 沸の 母〕 スメー ダ、— ③ 〔王 
女〕 ス メーダ 一， 善慧 

oumedha-vagga  = ^慧品 Ap  4 1~10 

:5umeru=Meru,  Neru,   Sineru,  Mahaneru 
〔山〕 須彌山 

Sumbha ① 〔辟:！ ス ムバ② 〔國〕 スンパ 


Sumbhaka-palta ス ンノ； 力の 鉢 

Summa し i: 匕」 スンマ 

Suyasa  〔宮殿〕 スャサ 一 

Suyana  〔傳 。 轉輪 王〕 スャ— ナ 

Suyama  (I)=Yama  〔天〕 ス ヤー マ， 須夜 摩， 

善 時分， 善 侍 ② 〔婆〕 スャ— マ 
Suyamana  〔比〕 スャ一 マナ 
Suyamo  〔經 〕 須夜摩 天 S  40 12 
Sura  〔人〕 ス ラ 

burammukha  ス ラン ムカ 

Surakkhita  〔プ ッ サ佛の 第一 弟子〕 スラ ツキ タ， 

善 所 護 

Suragiri  〔宮殿〕 スラ ギリ， 天 山 
Surattha  〔國〕 スラ ッタ， 須 賴吒， 蘇剌吒 
Surabhi  〔辟〕 ス ラビ 
surabhi-karandaka 香 [iL 
Suramana  〔池〕 スラ マーナ 
Suramma  〔シ ッ タ、、 ッ タ佛の 信女〕 ス ラン マー， 
善所樂 

sura 酒， 窣羅， 穀酒， ス ラー 酒， 淸酒， 木 酒 * 
sura-chana 酒-祭 

Suradha ① 〔比〕 スラ— ダ， 修羅 陀， 須羅陀 

② 〔經〕 修羅 陀 S  22  72 
Suradha  〔パ ド ゥ マ佛の 上足 尼〕 スラ— ダ— 
sura-dhutta 飮 酒に 惑溺 

Surapana-jataka ス ラー ノ ヽーナ • チヤ 一 タカ， 

飲酒 本 生物 語 J  81 
csurapana-vagea 飮酒品 V 1 a  5,  51〜60 
Surama  〔宮殿〕 ス ラーマ， 善悅樂 
Surama ① 〔シッ ダ、 ッ タ佛の 第二 比丘尼〕 ス ラ 

一 マー， 善樂 ② 〔スメ —ダ佛 の 上足 尼〕 ス 

ラ— マー， 須羅摩 
Sura-meraya  〔經〕 酒 S  56  64 
surameraj^a-pana 飮' 
sura-meraya-majja 酒類， 栽 酒， 果酒 
surameravamajjapamadatthana 飮酒 
suramerayamajja-Damadatthana  veramani 离佳 

窣羅迷 麗耶末 陀等諸 放逸 處 
suramerayamajjapamadatthana  veramani 
sikkhapada 窣羅酒 迷 麗耶酒 末陀酒 放逸 處 よ 
り 遠 離の 學處， 不 飮酒戒 
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suramerayamajjapamadatthayin 飮酒荐 

Surameraya-vagga 飮酒品 

Surindadeva 天 土 大= 帝釋 

suriya=suriya 太陽， 日， 日 神， 日 天， 日輪 

Suriya ① 〔王子， 阿難の 前生〕 ス リャ， 日② 

〔王子， 舍利 弗の 前生〕 ス リ ャ， 蘇梨耶 （!)== 

Suriya  aevaputta,  Sunya  〔天子, 神〕 ス リ 

ャ， 蘇 梨耶， 蘇 利耶， 日 天 ®  〔經〕 日 天子 

S  2 10  ©  〔經〕 日 S  45 147 
suriyakanta  〔寳 珠〕 スリャ カン タ 
Suriyagutta  〔比〕 スリャ グッタ 
sunyaggaha 曰 触 
Suriyadeva  〔力士」 ス リ ャデ一 ヴ 
Sunva  devaputta=ouriva 曰 天子 
Suriya-passa  〔山 i 曰邊 
suriya-mandala 日 輪 

Suriyavacasa  〔乾闥 婆〕 ス リャヴ チヤ サ—， 修 

利 婆折斯 
sunya-vata 太陽 務 
suriya-vatika 太陽 務# 
suriyavalli  〔植〕 スリャ ヴ ノ リ 一 
Suriyassa  upama ① 〔經〕 日 輪喩 S  46 lli, 13 

② 〔經〕 日喩 S  56  37,  38 
Suriyassa  Peyyalo 日 輪廣說 S  45  49-62 
suriyabha 曰の 光 

Suruci  (I)=Maharuci  〔王〕 ス ルチ， 修樓 脂， 
善 喜 ② 〔王子， 王〕 善 喜， 修樓脂 ③ 〔婆， 
佛の 前生〕 ス ルチ， 善 喜 ④ 〔苦行者-， 舍利弗 
の 前生〕 ス ルチ， 修樓脂 ©  〔宮殿〕 ス ルチ， 

jfe  A3. 
レ 1 C=l 

Suruci-jataka ス ノレ チ • チ 'ヤー タカ, ""き-"^ 王 本 

生物 語 J  489 
Surundhana  〔都〕 ス ルン ダナ 
Surulla  〔村〕 スルノ ラ 
surusuru  〔飮む 音〕 ス ルス ル， 吸 食 
^)urusuru-vagga 吸 食品 V 1 a  7,  51〜60 
Sulakkhana  〔瞿 曼彌の 母〕 ス ラッカ ナ一 
suiaddna き禾 IJ 
Sulasa  G 整 女〕 ス ラサ 一 

Sulasa-jataka ス ラサ 一• ヂ ヤー タカ， 美女 ス 
ラサ— 本 生物 語 J  419 


sulasi  〔薬用植物〕 ス ラシ 
Sulopi 〔鹿〕 スロー  ピー 
suva=suka 叔迦， 鸚鵡 

suvaca 善 語， 善 言， 從順， 說き 易く， 善 言 者， 

易說 

Suvaccha  〔傳 。 婆〕 ス ヴ ノ チ ャ 
suvanna 金， 黄金， 妙 色 金， 金貨， 錢 
Suvannakakkataka-jataka スヴン ナカ ッ カタ 

力 .チ 'ヤー タカ， 金色 蟹 本 生物 語】 389 
suvanna-kara 金 匠， 金工， 金 細工 者， 金 細工 

人， 練 金師， 黄金 匠， 鍛冶 師 
Suvannakuta ① 〔國〕 スヴン ナク一 タ， 金 頂 

② 〔山， 支提 山の 古名〕 金 峰 
Suvannagama  〔大 臣〕 フヽ ヴ ンナ ガー マ 
Suvannagiri  〔地名〕 ス ヴ ン ナ ギ リ 
Suvannagiritala  〔山〕 ス ヴンナ ギリ タ一ラ 
j)uvanna-guha 寅 金 
Suvannatissa  〔池〕 スヴン ナティ ッサ 
Suvannatthambha  〔河〕 ス ヴンナ ッ タ ンパ 
Suvannadoni  〔村〕 ス ヴ ン ナドー 二 
suvanna-nikkha 金の. |f:i， 黃 金の 環， 金環 
Suvannanikkha 一 Janapadakalyani    〔經 j 金 i お 

一地 方の 3：：' 人 S 17 13〜20 
suvanna-patima 寅 金の 像 
suvanna-pattaka 金 布 
suvanna-pabbata=kancana-pabbata 金山 
suvanna-pabhassara 黄金の: tg' 
suvanna-passa  〔山 j 金邊 
suvanna-pati 金 鉢， 黄金の 鉢 
suvanna-padapa 黄金樹 
suvanna-paduka 黄金の $(ヒ， 黄金の 履 
Suvannapall    〔王女〕 スワン ナパ 一 リー， 黄金 

パーリー 

J>uvannapindatissa=:5uratissa し ij スワン ナ 

ピン タ "ティ ッサ 
Savannapupphiya  〔比 it の 譬喩 經: 1 スヴ ンナプ 

ッ ヒャ Ap  3 115 
Suvannabibbohaniya    〔比丘の 譬喩 經〕 スヴン 

ナ ビ ソ ボ ーハ ニヤ Ap  3  271 
^uvannabimbohana-vagga ス ヮ'' ンナヒ ンホ一 

ハナ 品 Ap  3  271〜280 
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Suvannabhara    〔宮殿〕 スヴン ナパ ラー， 金 養 
Suvannabhumi  〔國〕 スヴン ナブ ーミ， 金 地 
Suvannamalaya  〔地名〕 スヴン ナマラ ャ 
suvanna-mala 金 華鬉， 金鬉， 金 瓔珞， 金環 
suvanna-masaka 金貨 

Suvannamiga-jataka スヴン ナミ 力、、 • チヤ一 タ 

力， 金 鹿 本 生物 語 J  359 
suvanna-rajahamsa 金 王 
suvanna-rupa 黄金の 像 
suvanna-rupiya 金銀 

suvanna-vanna 黄金色， 色 は 黄金の 如し， 金 

色 〔三十 二相の 一〕 
suvannavanna-mora 金色の 孔雀 
ouvanna-vimana 黄金 天' 呂 Vv  78 
Suvanna-sama=Sama し f 弗の 前生〕 スヴン ナサ 

一 マ， 金色の 晚摩 
;3uvannasama-canya    〔經 i スワン ナサ一 マの 

所行 Cp  3 13 
suvanna-hariisa 金色 鵞鳥， 金鵝， 黄金の 鵞鳥 
:5uvannahamsa-jataka スヴン ナノ ヽンサ • ナヤ 

一 タカ， 金色 鵝鳥 木 生物 語 J 136 
Suvannabha  〔傳 。 轉輪 王〕 フ、 ヴ ンナ— バ 
suvatthi=sotthi 吉瑞， 幸 
Suvatthi-paritta 安全 護 呪 
suvapota し 鳥〕 スヴボ 一タ 
suvana,  suvana=sona,  sona,  supana 犬， 狗 
suvififiSpaya 敎へ 易き， 敎 導し 易き 
suvidura-vidura 極: ig  〔四 種 J 
Suvideha=\' ideha  〔國〕 スギァ 一ハ 
suvimutta-panna 善 解 脫慧し #J 
suvisada 極明淨 
suvira  〔飮 料〕 ス ヸーラ 

Suvira ① 〔天子〕 ス ビーラ， 須毘羅 ② 〔經〕 

須毘羅 S 11 1 
susamvuta 威義を 正す 
Susammuttha  〔經〕 迷亂 S 1 8 
susana 塚 間， 家 間， 塚 墓， 墓， 墓所， 墓處， 

墓地， 墓 間， 墓場， 祠堂 
Susama=Sama  〔微 師， 提婆達 多の 前生〕 スサ 

― マ 

Susaracla  〔比〕 スサ一 ラ タ" 


iusima  QSLv:'} スシ マー 

Suslma ① 〔外， 比〕 スシー マ， 須尸摩 ② 〔童 
子， 佛の 前生〕 スシー マ ③ 〔苦行者， 佛の 
前生〕 スシー マ， 善界④ 〔天子〕 スシー マ， 
須尸 摩， 須師摩 ⑤ 〔王〕 スシー マ ©  〔 經〕 
須尸摩 S  2  29  ： 12  70 ⑦ 〔經〕 須師摩 S 11 2 

ousima-jataka スシ — ^* チ、 ヤー タカ， スシ一 
マ 王 本 生物 語 J 163,  411 

Susima-suttanta 須 尸摩經 

SUSU  〔猛 魚〕 スス 

susuka=sumsumara 鰐， 鰐 魚， 鱷魚 
susuka-bhaya=suriasumara-bhaya 鱷' 魚 の '| 布 

畏， 鱷 魚畏， 鰐 魚の 怖畏， 鮫の 怖 
susukak-kesa 漆 黑の髮 

susukka-d さ tha 齒牙 極めて 白し， 犬 齒白淨 〔三 

十二 相の 一〕 
susukhuma-nipunattha 最極 微妙の 義 
Susuddha  〔傳 。 轉輪 王〕 ススッ ダ、 
SusunSga  〔王〕 ススナ ーガ， 修修那 伽 
sussusa 從順 
sussusa 恭敬 11 聞 

C)ussoncli-jataka スッ ソン ディ ，ギヤ 一 タカ, 

ス ッ ソ ン ディ ー妃本 生物 語 J  360 
Sussondi 〔王 fti〕 フ、 ッ ソ ン ディ 一 
suhajja 知己 

Suhanu  〔馬〕 ス ハヌ， 善頰 

Suhanu-jataka ス ノヽヌ *チ* ヤー タカ， 善 頰本生 

物語 J 158 
Suhema  〔鵝鳥〕 スへ— マ 
Jsuhemanta  〔比〕 スへ — r ンタ 
suka 芒 

Suka  〔經〕 芒 S  45  9 

sukara 豚， 豕， 野猪， 猪 

Sukara ① 〔村〕 スー カラ ② 〔渡〕 ③ 〔園〕 

Sakarakhata ① 〔地名〕 スー カラ カタ 一， 豚 

掘 穴 ② 〔經〕 ス一 カラ カタ  一 S  48  58 
Sukaraggama  〔池〕 ス 一カラ ッガ' 一 マ 
Sukara -jataka スー カラ • ヂャ一 タカ， 野猪 本 

生物 語 J 153 
sukara-aoni 猪槽 

Sukaranijjhara ① 〔地名， ス一 カラ ニッヂ ヤヲ 


Sukara 


(D  〔堤〕 

Sukara-petavatthu 膝 鬼 事 Pv 1 2 
sukara-DOsaka 養 膝 

SukarabhatuCdevaJ  〔將 軍〕 ス 一力 ラパー ト ゥ 

〔デ一 ヴ〕 
sukara-mamsa 隊肉 

sukara-maddava 裕 ft 樹耳， 旃澶樹 耳， 樹茸， 

茸 

sukara-suna 展猪場 

Sukaralibheripasana し 地名〕 ス一 カラ一 リ 一- ■< 
一 リ パーサー ナ 

sukarika 1 猪 者， 屠 猪 人， 屠豕 者， 屠 豚 者- 
Sukiya  〔經〕 芒 S  45 154 
sQcaka 間諜， 兩舌惡 口 者 
Sacako  〔經〕 間讓 S 19  9 
suci 針， 貫 
sucika 針 
suci-kara 針師 
suci-ghatika 針換， 閂 
suci-ghara 針 筒， 針箱 〔比丘 七道 具の 一〕 
Suci-jataka スーチ • チ 'ヤー タカ， 縫針 本 生物 
語 J  387 

Sucidayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 ス— チダ' —ャカ 

Ap  3  77，  94 
suci-mukhaka スー チムカ 力， 針ロ蟲 
sucimukha-pana 針 口 をお する 生物 
suci-loma 針 毛 者， 錐 毛 者 

Suciloma ① 〔夜叉〕 ス―チ ローマ， 針 毛 ② 

〔經〕 針 毛 S 10  3 
sQciloma  purisa 針の 〔如き〕 毛の 人 
Suciloma-sutta 針 毛 〔夜叉〕 經 Sn  2  5 
suci-vanijaka 針 商人 
Suci-vimana 針天宮 Vv  58 
Suci-sarathi  〔經〕 針の 調師 S 19  8 
suta 詩人 

Sutighara  〔塔〕 ス— ティ ガラ， 產室 
soda 料理人， 司 厨， 厨士 
Soda  〔經〕 厨士  S  47  8 
sQna-ghara 屠屋 
suna ① 肉肆 ② 獄所 

Sunaparantaka  〔比〕 ス ーナァ パラン タカ， 輸 


那鉢 羅得迦 
supa スープ， 羹， 汁， 肉汁， 調味 
supa-rasa ま: 味 
supa-vyanjana カレー 
supeyya 助 味， 羹， カレ一 
supeyya-panna ス 一 プ' f こ- る 野茱 
sura 勇士， 英雄， 勇者， Jm 
Sura  〔大臣〕 スーラ 

Sura-Ambattha  〔塞， 證淨 第一〕 スーラ アン パ 
ッ タ 

Sura-ambavana  [地方〕 ス一ラ アン ノミ ヴナ 
sura-katha 英雄 論， 英雄の 話， 英傑 論， 勇士 

論， 勇お 論 〔無用 論の 一〕 
surata^surata,  soracca   ；^; 和 
ourat]ssa=:5uvannapmdatissa  〔モ | スーラ ティ 

ッ サ 

Suradaddara  〔龍王〕 スーラ ダ、 ッ ダ ラ 
C5uradeva し タミ ラ人〕 スーラ テーヴ 
C5uranimiia=Nimila  CwM 1 スーラ 二 ミ ラ 
Sura-Vamagotta し 王于」 スーラ • ヴ 一マコ" ッ タ 
Surasena ① 〔國， 十六 大國の 一〕 スー ラセ— 

ナ， 首羅 先那， 成羅 西那， 戌 111 巧那 ② 〔人〕 

スー ラセ一 ナ， 勇 軍 
Suriya=Suriya 日 神， 日 天， 日， 太陽 
Suriyatappa-panho 太陽熱の 問 Mil 4  〔8〕  4 
Suriyarogabhava-panho 太陽の 病の [！^  Mil 4 

〔8〕  3 

Suriyassama  〔傳 。 轉輪 王〕 スーリ ヤッサ マ 
sula 炙 串， 串， 杭， お 
sula 腹痛， 疼痛 
Suleyya  〔天〕 スーレ 一ャ 
sekadhari  〔花〕 セ一 力 ダ、一 リ 
Sekirapadma し タミ ラ 人」 セ一 キー ラノ、 トマ 
sekha 有學， 學， 有 學$ ；-,      すべき 者-, 學人， 
-學地 

Sekha  〔經〕 有學 S  45 13  ；  48  53 
sekha-nana 學智 
Sekhattika 有 學三法 Tika 11 
sekhattika-kusalattika 有學三 善 E:i 法 Tika- 
tika  31 

sekhattika-saranaduka 有學 5i 法 有 靜ニ法 Tika- 


(440) 


Seda 


duka  83 

sekhattika-hetuduka 有 學三法 因 二 法 Tika- 

duka 11 
sekha  dhamma 學法， 有學法 
sekha-panna 有學 の慧 
sekha-patipada 學 人の 行 道 
sekha-patisambhida 有 學無礙 辯 
sekha  puggala 學人 〔三人の 一 j 
sekha-phala 有學果 
sekha-bala 有學カ 〔五 種〕 
Sekhabala-vagga 學カ品 A  5 1 〜； L0 
sekha  bhikkhu 有學 比丘 
sekha-bhumi 有學地 
sekha-muni 有 學牟尼 

sekha-vesarajja 有學 の無畏 〔信， 戒， 聞， 進， 

sekha-samadhi 有學の 
sekha-sammuti 學地 S/Sfe 
sekha -slla 有 學の戒 

Sekha-suttanta セ 一力 • ス ッ タンタ， 有學經 
M  53 

sekhadhipati 有 學增上 

sekha  panna 學の慧 〔三慧 の 一〕 

sekha-vijja  '—お 明 

sekhiya=sekhiya  dhamma 衆學， 學， 學法 
sekhiya  dhamma 衆學法 
Seggu  〔女〕 セッグ V 1 a  7  ；  b  6 
Seggu-jataka セッグ • ギヤ 一タカ， セッグ 女 

本 生物 語 J  217 
SenkundiCya:) 〔ダ、 ミラ 人〕 セン ク ンデ ィ 〔ャ〕 
Senkhandasela  〔者 IQ セン 力 ン ダセ一 ラ 
settha 最勝， 最 勝者-， 最上， 最上 者， 最 尊者, 

優越 昔， 殊勝， 勝 0" 
settha  jivita 最 勝の 生活， 最 勝の 命 
Setthadhamma-panho 最勝 法の 問 Mil 4  〔2〕  7 
settha-Dunsa 優き 
settha  vitta 最 勝の 富 
Setthi  〔池〕 セソ ティ， 長者 
setthitthana 財官 
setthin 長者〜 財務官， 司財官 
Setthinayaka  〔威士〕 セッ ティナ一 ャカ 


setthi-putta 長 昔の 子 
Setthiputta-petavatthu 商 子 鬼 事 Pv  4 15 
settho  devamanussanarh 人 天 中の 最勝 矜， 人 

天の 最 勝者- 
seni セ  一二， 組合 
seta-atthika 白骨 
seta-assa ョ 馬 

Setaka  〔村〕 セ— タカ， セ一タ '、力， 私伽陀 
Setakannika  〔町〕 セータ カン 二 力， 白木 調 
Setaketu  〔婆〕 セ— タケ— トウ， 白旗 
Setaketu-jataka セ一 タケ一 ト ゥ • チヤ一 タカ， 

白旗 婆羅門 本 生物 語 J  377 
setageru  〔樹〕 セー タケ一 ノレ 
seta-chatta 白 傘， 白 蓋， 白 布 蓋， 白 布 傘 
setatthika 白 黴 
seta-tila 白胡麻 
seta-danta 白 

setapanm  〔樹 J セータ パンニ 
Setabbya=Setavya  〔域， 町〕 セ一 タツ ブャ 一 ， 

斯 波醯， 制 多毘耶 
setavaccha  〔樹〕 セ一 タヴ ッ チ ャ 
seta-vanna 白色 
setavarisa  〔樹〕 セー タヴ一 リサ 
setavari し 中但〕 セ一 タヴ一 リ 
Setavya  〔園〕 セー タヴャ 
Setavya=Setabbya   〔城， 町〕 セ一 タヴ ャ一， 

斯 波醯， 制 多毘耶 
seta-saiikha 貝 日 
seta-hatthi 白 象 
seta  kimi 白 gr 蟲 
setu 橋， 鋪道 * 
Setu  〔學 童〕 セ— トウ 
Setuccha  〔比〕 セ —トゥッチ ャ 
Setudayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 セー ト ウタ、、— ャカ 

Ap  3  461 
c^etuppala し 池〕 セ一 ト ゥ ッ ハラ 
seda 汗 〔三十 二 身分の 一〕 
Sedaka ① 〔村〕 私伽陀 ② 〔經〕 私伽陀 S  47 

19 

seda-kamma 發 汁 法 

Sedamocaka-gatha  〔章〕 發汗 f 曷 V  3 18 


(441) 


Sena 


sena  (J)=sayana 臥 具， 臥所， 臥處 ^)=senaka 

m 

Sena ① 〔傳。 婆〕 セーナ ② 〔アツ タ ダ、 ッ シ 一 
佛の 子〕 ③ 〔王〕 @=Si ほ megha  〔一世 王〕 
©  〔二世 王〕 ⑥ 〔三世 王〕 ⑦ 〔四 世 王〕 ⑧ 
〔五世 王〕 ⑨ 〔セ ーナ 一世 王の 甥〕 ⑩ 〔マ ヒン 
ダ四世 王の 將軍〕 ®  〔大臣〕 @  〔ダミ ラ人〕 

Sena-Ilanga  〔將 軍〕 セー ナイ ランガ 

senaka=sena,  sena-sakuna 驚 

Senaka ① 〔比〕 セ— ナカ ② 〔王〕 ③ 〔賢 #， 
佛の 前生〕 ④ 〔猿〕 

Senaka -vagga セ一 ナカ 品 J  38d~395 

Senagutta  〔村〕 セ— ナグ. ソ タ 

Senaggabodhi  〔殿， 住院〕 セー ナツ ガボ 一 ディ 

sena-sakuna=sena,  senaka 朦 

Senasenapati 〔お 舍」 セ一 ナセー ナーハ ティ 

sena 軍， 軍隊， 軍勢， 軍陣 

Sena ① 〔ダッ ブラ 二世 王妃〕 セーナ 一 ② 〔力 
ッサパ 五世 王妃〕 ③ 〔村〕 ④ 〔セィ ロンの 村〕 

sena-katha 軍 論， 軍兵 論， 軍兵の 話， 軍隊 論， 
兵 論 〔無用 論の 一〕 

senadhinatha  〔官職〕 セ一ナ 一ディナ一 タ 

Senanatha  〔房 舍〕 セーナ 一ナ一 タ 

sena-nayaka 將阜 

Senanigama=5enanl    〔村 i セ 一ナーニ ガマ， 

軍 村， 將軍村 
Senani ① 〔長者-〕 セ―ナ —ニー， 將軍 （|)= 

Senanigama し;!^〕 
senapati 將軍， 軍 帥， 軍師 
Senapativadha  〔章〕 將軍 殺戮 Cv  65 
Senapati  savaka=Dhammasenapati , Sariputta 

將軍 弟子 
sena-byuha 兵團， 配 兵 
Senama しキ 7  J セー ナーマ 
Senaratana  〔王〕 セ一 ナーラ タナ Cv  95 
senasana 臥 坐 具， 臥 坐 所， 臥 坐 處， 臥 具， 臥 

具 床 座， 臥 具 坐 具， 坐 具 臥 具， 住家， 住所， 

房舍， 坐 臥 具， 坐 臥處， 床 座， 牀座， 宿舍， 

居住 

Senasanakkhandhaka 臥 坐 具犍度 V  2  b  6 
senasana-gaha 坐 臥處の 配分 


senasana-gahapaka 分 臥 坐 具 人 
senasana-carika ぉ舍巡 行 

Senasanadayaka    〔比丘の 臂 喩經〕 セ— ナ―サ 

ナタ、 、一ャ 力 Ap  3  98 
senasana  duvidha 坐 臥 具の 二き 
senasana-pannapaka 分 舍人， 坐 臥 具 分配 行， 

脉座 設置 荐， 敷 牀座界 •， 施設 牀座 入， 分 坐 臥 

m 人, 知 臥 具 人 

senasana-paviveka 牀座 〔所 生染〕 の 遠 離 
senasana-lesa  舍似 

senasana-vatta 臥 坐 具の 儀 法 V  2  b  8  (7) 
Senasana  〔經〕 坐 臥 [凝 A 10 11 
Seniya  〔狗 行^, 比〕 セ— ニヤ 
:5eniya-Bimbisara=Bimbisara  〔'f^|^ 滅王, 塞〕 
セー ニヤ • ビン ピサ— ラ， 斯尼 耶頻婆 沙羅， 

斯尼 耶頻婆 娑羅， 斯尼 耶頻毘 沙羅， 斯 尼耶頻 

ュ免 娑羅， 期 尼 喩頻婆 娑羅， 洗 尼 瓶沙， 洗尼耶 

頻昆 沙羅， 有軍頻 昆娑羅 
Sepanni  〔殿 樓〕 セ —パンニ 
Sepannipuppha  〔殿樓 I セ一ノ ミン 二：/ ッ クミ 
sepanni  〔樹〕 セ— パンニ， 吉祥 葉 
Semponaman  〔堡壁 i セン ホ一ナ マ一 リ 
Semponmari し 地名" 1 セ ン 4^ ン マ — リ 
semha 痰， 啖， 啖質， 粘液， 羊水 *  〔三十 二 身 

分の 一〕 

semha-samutthana  abadha 狭 等 起 病， 疲質所 

起の 病， 痰 等 起の 病 
semhara 猿 
semhika 痰疾 〔^〕 

seyya ① 床 坐， 床 具， 臥 具， 寢床， 臥床， 宿 

所， 座 床 * ② 善人 
Seyya-jataka セ ツヤ 《チ* ャ 一タカ， 善人 本 生物 

語 J  282 

Seyyasaka  〔比， 出精 成の 初犯 i*t〕 セ ノヤ サカ， 
施 越 

seyya-sukha 臥樂， 横臥の 樂， 臥床の 樂， 床 座 

の樂， 勝樂 * 
seyya 臥 法 〔四 種〕 
Seyyo  〔經〕 勝 S  35 108 

seyyo  'ham  asm!  ti mana=seyyo   ham  asmi 
ti  vidha 我 は 勝れた り と の慢， 我 は 勝な り と 


Son; 


の慢， 我 は 善 妙な り と の慢， 我勝幔 
seyvo  'ham  as  ml  ti vidha=sevyo  ham  asmi 
ti  mana 我 は 勝れたり とい ふ 次第， われ は 勝 
るとの 幔 

Serini-petavatthu セ―リ 二一 鬼 事 Pv  3  6 
serita 獨存， 自存の 性 
serin 獨 

Seriva ① 〔商人〕 セ 一 リ ヴ ② 〔地方〕 
Serivamja-jataka セーリ ヴ一 二 チヤ • ナヤ 一 タ 

力， 貪慾 商人 本 生物 語 J  3 
serivihara-sukha 無 依 住の 樂 
serissa  〔大祭〕 セ— リ ッ サ 
Serissaka ① 〔夜 X〕 セ―リ ッサカ (I>=Serisaka 

〔樓 閣〕 セーリ ノサ 力， 搏 樹林 
Serissaka -petavatthu セ一リ ッ サカ鬼 事 Pv  4  2 
Serissaka-vimana セーリ ッサカ 天' 呂' Vv  84 
Sen ① 〔天子〕 セ —リー， 世理② 〔經〕 世理 

S  2  23 

5>erisaka=3enssaka  〔樓閣 j お 樹林 
sereyyaka  〔花〕 セ一 レツ ャカ 
Sereyyaka    〔比丘の 譬喩 經〕 セーレ ツヤ 力 Ap 
3 121 

； 5ereyyaka-vagga セーレ ツヤ 力 品 Ap  3 121 ~ 
130 

sela 岩山， 磐石， 山 

Sela ① 〔婆 私吒の 子， 婆， 比〕 セ ーラ， 世羅， 

施羅 〔譬喩 經〕 Ap  3  389 ② 〔王〕 セーラ 
^jelantarasamuha し锖舍 J セ一 ランタ ラサ ムー 
ノヽ 

Selantarayatana  〔情 舍〕 セー ラン タラ一 ャタナ 
sela-pabbata 石山 
selamava-oatta 石 鉢 

Sela-sutta ①セ一 ラ • ス ッタ， 施羅經 M  92 

② 施羅經 Sn  3  7 
Sela ① 〔尼〕 セ— ラー， 世羅 〔譬 喻經〕 Ap  4 

40 ② 〔王女〕 セー ラー， 世羅③ 〔經〕 世羅 

S  5  9 
selissaka  gjfe 戲 
Selu  〔島〕 セール 
Seluma  〔島〕 セール マ 
seleti  口笛 を 吹く 


sevati 依附す 
Sevana  〔經〕 親近 A  9  6 
sevala セ— ヴ— ラ， 水草， 苔 草， 靑苔 
sevala-panaka も 草 
sevitabba 親しむべき， 親近すべき 
Sevitabba  〔經〕 應依附 A 10 155 
Sevitabba— Bahu-pufina  〔經〕 應依附 一大 福 A 
10 199 

Sevitabb ase vitabba - s u t ta セー ヰ- タ ッノ、 尸セ一 

ヰ-タツ パ • ス ッタ， 應習不 應習經 M 114 
Sesakasina-niddesa 餘 遍 の解釋 VM  5 
Sesavati  〔夷， 死後 生 天〕 セ ーサヴ ティー 
Sesavati-vimana セ一 サヴ ティ一 女天宮 Vv  35 
Sienalauparajaka    [.fe^ J セーノ 、ーラ ウノ、 フー 

ヂャカ 
So  at ほ 〔經〕 我 S  24  3 
soka 愛， 愁， 憂え 愛愁 
sokajjhayika 萬 歲師， 道化師 
sokajjhayin 道ィ 匕師， 萬歲師 
Sokancakudiya ① 〔タ、 、ミ ラ人〕 ソ 一カン チヤ ク 

ディ ャ ② 〔地方〕 
soka-dhamma 愁法, 憂の 法 
soka-parideva-dukkha  domanassupayasa 

dukkha 愁悲苦 憂 i'i は 苦な り 
soka-salla 憂箭， 愁箭， 愁 ひの 箭 
sokasalla-harana     会 前 
Soko  〔經〕 憂 S  35  37 
sokhumma 微細 智 〔四 種〕 
sogandhika 好 香 蓮華， 靑睡 芈 
Sogandhika  〔地獄〕 ソ— ガン ディ 力—， 靑 睡蓮 
sogandhi 水 百合， 靑 睡蓮 
socati 愁ふ 

socaya  (A)=soceyya 淸 
socayanta 惱 ます 者- 
soceya  (A)=soceyya 淸淨 
soceyya 淸淨， 淨， 淨く ある こと， 淨行 〔三種〕 
Sotthika  〔毘舍 浮佛の 信士〕 ソッ ティカ， 吉祥 
# 

sona  fl)=sona,  suvana,  sunakha 犬， 狗， 野 

犬 ② 〔樹〕 ソ―ナ 
Sona  (I)=Sona-Kolivisa,  Sona-Kotivisa し: る 


Son; 


子， 比， 彈琴 喩を受 く， 精進 第一〕 ソ ーナ， 

守 籠那， 首 樓那， 室 樓那， 輸屬那 （|)=Soija- 
Kutikanna,  Sona-Kotikanna し 塞， 比， 逆せ pj 
延の 弟子〕 ソ— ナ， 首 樓那， 蘇那 ③ 〔比， ボ 
—テ イリヤの 子〕 ソ— ナ@  〔比， 阿育 王 時代 
の傳 道師〕 ソ ーナ， 須那 ⑤ 〔比， 昆 舍浮怫 
の 第一 弟子〕 ソ— ナ， 扶遊 ⑥ 〔居士 子〕 ソ 
ーナ， 須那， 輸屢那 ⑦ 〔1 喬陳如 f 弗の 信士〕 
ソ ーナ⑧ 〔賢者， 佛の 前生〕 ソ―ナ ®= 
Mahasona  〔戰 士〕 ソ— ナ @  〔仙〕 數那 ® 
〔大臣〕 ソ一 ナ @  〔從1»^〕 ソ 一ナ⑬ 〔園〕 ソ 
ーナ 

Sonakayana  〔學 童〕 ソ一ナ カーヤ ナ 
Sona-Kutikanna=Sona-Kaiikanna,    iona  (2) 
〔塞， 比， 摩訶 旃延の 弟子， 善 語 第一〕 ソ 

ーナク ティ カンナ， 首 樓那億 耳， 蘇 那俱胝 耳 
Sona-Kotikanna=Sona-Kutikanna,    Sona ② 
〔塞， 比〕 ソ ーナコ —ティカ ン ナ， "0- 樓那億 

耳， 蘇 那俱牴 耳 
Sona-Kotivisa=Sona-Ko|ivisa,  Sopa ① し 長 % 

子， 比， 精進 第一〕 ソー ナコー ティ ヰ' ーサ， 

室樓 擎俱胝 頻設， IT 樓那 二十 億， 二十 億 耳 

Sona-Kojivisa=Sona-KotivIsa,  Sona(l) し 比， 
精進 第一〕 ソ— ナコー リヸ— サ， 室總 拏俱胝 
頻設， 首樓那 二十 億， 二十 億 耳 〔譬喩 經〕 Ap 
3  386 

Sonagiri  〔地名〕 ソ―ナ ギリ 
Sonadanda  〔婆， 塞〕 ソーナ ダン ダ， 種德 
Sonadanda-sutta ソーナ タ、、 ン タ'、 • ス.; /タ， 種德 
經 D  4 

Sonadinna し 天; [ゆ〕 ソー ナディ ンナ 
Sonananda-jataka ソーナ ナンダ、 • チ' ャ 一タカ， 

數那難 陀仙本 生物 語 J  532 
Sonapandita-cariya  〔經〕 g^f ソ 一 ナの 所行 Cp 

3  5 

Sona ① 〔尼， 精進 第一〕 ソー ナ—， 輸那 〔お 
喩經〕 Ap  4  26 ② 〔ス マナ 佛の 上足 だ〕 ソ 
—ナ ―， 輸那③ 〔セィ ロンの 尼:） ソー ナ一， 
輸那④ 〔夷〕 ソ— ナ—， 尊那⑤ 〔燃 燈怫の 
信女〕 ソ ーナ一 

Sonaya  mata  〔夷〕 尊 那の母 


Sonuttara ① 〔比， ドウ ッ タ ガー マ 二  — 王 時代〕 
ソ一 ヌッ タラ ② 〔婆〕 ソ一 ヌッ タラ ③ 〔獵 
師〕 ソ ーヌッ タラ @  〔人〕 ソ一 ヌッ タラ， 須 
懲 多羅 

Sono ① 〔經〕 輸暖那 S  22  49,  50 ② 〔經〕 須 

那 S  35 128 
sonda 泥醉， 亂行 ：1^- 
sonda-sahaya 飮み 友達 
sondika 酒 度 

sondika-kammakara 暖 造お 
sondika-dhutta  鹿？ 酉 人 
sondi 龍 蓋 

Sonnabhumaka=Suvannabhumaka 金 地し 國〕 
人 

Sonnabha  〔傳 。 轉輪 王〕 ソ―ン ナーパ 

sota ①耳② 流水， 流れ， 流 

Sota  〔經〕 預流 S  48  32 

Sota  or  Sotapanna  〔經〕 預流 S  48  26 

sotaih  odahati 耳 を 用意す 

sotanjana 長石 塗藥 

sota-dasaka 斗 十 法 

sota-dvara 耳 門 

sota-dhatu  1^ 界 

sotadhatu-visuddhi=dibba-sotaflhatu  斗界清 

if,  ^^ffif 淨通 

sotaahatu-visuddhiva  nanam 与- 界淸 淨ぜ 
sotappasada 耳淨 
sotar 聞^， 能 M- 
sota-roga 耳す p>f 
sota-vmnana 耳 n せ 
sotavirinana-dhatu  -#s^# 
sotavinneyya-sadda 耳 可 識の整 
sota-samphassa 耳觸 
sotasamphassaja  vedana 耳觸所 生の 受 
sotassa  raho  fi(1f£''i^ 

sotapatti ソー ターパ ッ ティ， 預流， 預 流果， 织 

陀 〔果 〕， 預流犯 

sotapatti-niyama チヌ 流 決定 
sotapatti-phala  f/j 流果， 須 陀桓果 
sotapatti-phala  citta 須陀 jB] 果心 
sotapattiphala-sacchikiriya 預流果 現證， 預流 
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果 魔證， 預流 果作證 

sotapattiphala-sacchikinyaya-patipanna  流 
果應證 位 成就 〔人〕， 預流 果作證 向， 預流果 能 
作證向 人， 預流 果を證 すべく 修行す る苕， 向 
預流果 現證者 = 須陀; 亘向 〔八應 供人の 一〕 

sotapattiphala-samapatti 須陀ラ H 果定， 預流果 
得 

sotapatti-magga 須陀^ 道， 預流 道， 預流向 
sotapatti-magga  citta 須陀 i 重 i|j ['し、 
sotapatti-magge  nanam 須陀恒 道智， 須陀洹 道 

の智 

so ほ pattiyafiga ① 預流支 = 四預流 支， 四預流 
果支， 四證淨 〔四 種〕 ② 預流向 支， 預流分 
〔四 種 ； 善士 親近， 正法聽 聞， 如理 作意， 法 
隨法 行〕 

Sotapatti-vagga 預流品 S  24 丄〜 18 
Sotapatti-samyutta ソ— タ―ノ ミツ ティ • サン ュ 

ッタ， 預 流相應 S  55 1〜74 
sotapanna ソータ —パンナ， 預流， 須陀 匿， 預 

流 者， 預流果 に 入れる 
sotapanna  bhikkhu 預 流の 比丘 
sotapannassa  angam 預流果 支 = 預流 支， 四證 

淨 〔四 種〕 

So ほ panno  〔經〕 預流 S  22 109  ；  23  7  ；  48  2,  3 
sotayatana 耳蹈 

so ほ vadhana 傾聽， 聽聞， 耳 を 傾ける こと 
sotavadhane  pafina     、聞の き' 
sotmdriya 耳 根 

Sotumbara し f 可〕 ソート ゥン ハラ一 
sotti 洗 具， 石抹 

sottiya-sotthiya 聞 解 者， 聖典に 通 ぜる者 

sotthana 百样， 幅 ま 

sotthi=suvatthi 平安， 安穩 

Sotthija  〔拘那 含 牟尼佛 の 侍 若〕 ソッ ティ ヂャ， 

吉祥 生， 安和 
sotthiya ①〜 sottiya 聞經者 ② 吉祥 ③ 胞胎 

布 

Sotthiya ① 〔傳 。 長者-〕 ソッ ティ ャ② 〔人〕 

ソッ ティ ャ， 吉祥 
Sotthiyakara  〔精 舍〕 ソッ ティヤー カラ， 幸福 

の 源 


Sotthivati  〔町〕 ソッ ティ ヴ ティー 

Sotthisena ① 〔王〕 ソッテ イセ一 ナ ② 〔王子〕 

ソッテ イセ一 ナ， 吉祥 軍 
sona=sona 犬 

Sonaka ① 〔相承 比丘〕 ソー ナカ， 須 那迦， 須 
那拘， 蘇 那拘② 〔行者-， 辟〕 ソ— ナカ， 須 
那迦 

Sonaka-jataka ソ一 ナカ *ヂ ヤー タカ， 須那逝 

辟 支佛本 生物 語 J  529 
Sonatherassa-vagga  ^^那；^：老品 Ud  5 
Sonadinna ① 〔夷， 死後 生 天〕 ソー ナディ ンナ 

一 ② 〔女〕 

Sonadinna-vimana ソー ナティ ンナー 女天宮 
Vv  23 

sopadhika~sa-upadhika 有 依 有 

Sopaka  〔比， 七歲 にして 出家， 漏盡〕 ソ一 パ一 

力 〔譬喩 經〕 Ap  3 19 
sopana 階， 階段， 段， 梯子 
soppa=supma 睡眠 
Sobara  〔村〕 ソ一 パラ 
sobbha 溝， 坑坎， 坑， 河底 
Sobbha  〔精 舍〕 ソッパ 
sobbha  papata 嶮峻 
Sobha  〔傳。 王〕 ソ ーパ， 清淨， 彩 
sobhanjana=sobhanjanaka し 个對〕 ソー ハンチ 

ャ ナ 

sobhanjanaka=sobhanjana  〔樹〕 ソーノ 、ンチ 
ャ ナカ 

Sobhana ① 〔精 舍〕 ソ一 バナ ② 〔城〕 ソ一パ 

ナ， 嚴^ 
sobhana  cetasika 淨心所 
Sobhana-vagga 莊钸品 A  4  211〜220 
sobhana-sadharana  cetasika 共淨 心戶/ r 
Sobhana  〔尼〕 ソー パナ一 
sobhani 娼婦 

sobhanagaraka 奇術， 手品 
Sobhavati 〔都〕 ソ ーパヴ ティー， 有 彩， 淸淨 
Sobhita ① 〔佛〕 ソー ビタ， 所 照， 蘇昆 多， 輸 
昆多 ② 〔辟〕 ソ— ビタ ③ 〔比， 宿命 第一〕 
ソ— ビタ， 輸毘 多， 輸昆陀 〔譬喩 經〕 Ap  3 
131 ④ 〔 ビ ャ ダ、 ッ シ 一 佛の侍 lt〕 ソ— ビタ， 
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所 照 ©  〔 婆， 娑竭陀 比丘の 前生〕 ソ— ビタ， 
輸毘多 ©  〔苦行者〕 輸毘多 ⑦ 〔都〕 ソービ 
タ， 所照⑧ 〔山〕 ソ— ビタ， 輸昆 多， 衆寳莊 
嚴 ®  〔園〕 輸昆多 

Sobhita-vagga 輸毘多 品 Ap  3 131 〜 140 

Sobhita  〔尼〕 輸毘多 

sobhiya 道化師 

soma  〔酒〕 ソー マ， 蘇 摩， 祌 fS— 

Soma ① 〔神， 天〕 ソー マ， 蘇摩② 〔王， 月 

種 王統の 祖〕 ソー マ， 蘇 摩 ③ 〔王子， 佛の 

前生〕 ソ 一マ， 月 ④ 〔精 舍〕 ソーマ 
Somadatta ① 〔婆羅門 子， 佛の 前生〕 ソ— マ 

ダ、 ッタ② 〔王 弟〕 ソーマ ダ、 ッタ③ 〔象〕 ソ 

—マ ダ. ソタ， 蘇 摩 達 多 
Somadatta -jataka ① ソ一 マ タッタ • チヤ一 タ 

力， ソ— マ ダッタ 婆羅門 子 本 生物 語 J  211 

② ソーマ タ、' ッタ • ヂ ヤー タカ， 蘇 摩 達 多 象 本 

生物 語 J  410 
Somadeva ① 〔傳 。 轉輪 王〕 ソー マデ— ヴ ② 

〔拘那 含 牟尼佛 の 信士〕 ソ— マデ— ヴ， 月 天 
SomadevI  〔王妃〕 ソー マテ ーギー 
Somanadeva し 人」 ソ一 マ ナテー ヮ 
oomanassa 喜， 歡 fe",  樂 
Somanassa ① 〔王子， 怫の 前生〕 ソ一 マ ナツ 

サ ② 〔道場〕 
Somanassa-cariya  〔經〕 ソ一 マナ ッサの 所行 

Cp  3  2 

:5omanassa -J atak a ソー マナ ゾサ • チヤ 一 タカ， 
ソ— マナ ッサ 王子 本 生物 語 J  505 

somanassatthaniya 順" &處 

somanassa-dhatu 吾界 

somanassa-sahagata 去俱, 岳俱れ 

somanassasahagata-ahetuka-kiriya き {^ 無 因 唯 
作 

somanassa-sahagata  citta ほ 1 ル ll、 
somanassasahagata-nanavippayutta 晋 俱智不 

相應， 喜 俱行智 不相應 
somanassasahagata-nanasampayutta 喜 も" ffl 

應， 喜俱行 智相應 
somanassasanagata-ditthigata-vippayutta 兽俱 
惡見不 相應， 喜倶 行成 見 不相應 


somanassasahagata-ditthigata-sampayutta  -g- 

倶惡見 相應， 喜倶 行成 見相應 
somanassasahagata-lobnasampayutta-citta 快 

俱行 貪相應 心， 喜 俱行貪 相應心 

somanassindnya  ^tii 

somanassOpavicara 喜近 伺 し 六 種〕 

Somanatha  〔園〕 ソ一 マナー タ 

Somamitta  〔比〕 ソ一 マミ ッタ 

soma-yaga ソ一 マ 祭 

Somayaga  〔仙」 ソー マヤ ーガ 

somaruKkha し樹〕 ソ一 マ ノレ ッ 力 

j)omavati し j^J ソ一 マヴ ティ 一 

Soma ① 〔尼〕 ソー マ—， 聽 ② 〔セィ ロン 
の 尼〕 ソ— マー ③ 〔夷〕 ソ —マー， 蘇摩④ 
〔女〕 ソー マー， 月 ⑤ 〔經〕 蘇麼 S  5  2 

:5omara-patta ソ一 マー ラ 布 

Sora  〔王 臣〕 ソ一ラ 

soracca 柔和， 可樂， 慈心， 慈悲， 淨性 
Soratthaka 須賴吒 人 
sorata 柔和 i^-， 溫 雅^， 可樂^ 
Sorata  〔辟〕 ソ一 ラタ 

Sorandakkotta  〔地名〕 ソー ラン タ、、 ッ コッタ 
Soreyya ① 〔町〕 ソ ーレ. ノヤ， 須離② 〔長者〕 

ソ一レ 一ャ， 須離人 
solasa  akara 十六 行 相 〔四諦 の〕 
solasa  ussada-niraya 十六 小 地獄， 十六 增 地獄， 

十六 突起 地獄 
solasa  nana-cariya 十六 智ィ了 
Solasa-nipata ① 十六 偈集 〔長老 渴經〕 Thag 

673〜704 ② 十六 偈集 〔長老 尼 渴經〕 Thig 

236—251 
solasa-parikkhara 十六 祭& 
solasa  Parivara 十六 附隨 
so]asa  palibodha 十六の 障礙 
solasappabheda-citta  —ト —ノ  、fi の' し、 
solasa  maha-janapada 十六 人亂 十ノ、 大地 方 
salasa-mahanidhi 十六の 大伏 
solasa  maha-supina 十六 大夢 〔拘 薩羅 王の〕 
Solasamanavakapanha-nigama-niddesa 十六 學 

童 所 問の 結語の 義釋 CNd 18 
Solasarajaka 十六 王 M  Cv  80 
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solasa-vatthuka  anapana-kammatthana 十六 

事 ある 安般 念業處 
solasavidha  vicikiccha 十六 種の 疑惑 〔三世に 

關 する〕 
solasm 十六 分の 一 
sovaggika 生 天の & 
sovacassa-karana 柔順の 性， 從順事 
sovacassa-karana  dhamma 從順事 法， 說 諭し 

易から しむる 法 
sovacassa ほ 善 言， 善 言 性， 善 語， 柔和， 丁寧， 

從順 性， 溫順 
sovacassa ほ ca  kalyana-mittata  ca 善 目と 善 友 
sovanna 金 造， 金の 

Sovannakinkhaniya  〔比丘の 譬喩 經：] ソ ーヴン 

ナ キン カニャ Ap  3  426 
Sovannakuntalika  〔比丘の 譬喩 經;] ソ— ヴンナ 

ク ン タリ 力 Ap  3  427 
sovanna  kutagara 頁金樓 
sovanna-dhaja 金幢 


sovanna-maya 黄金 所 成， 黄金 造， 金 所 成 

sovannamava-bhinkara 金 j! 栄开 f[ 

sovanna-viggaha 金 像， 黃金體 

sovatthika     字， 卍字紋 

Sovira  〔國〕 ソ―ヸ ーラ， 蘇尾嘱 

v-50vira-jataka=Aditta-jataka ソー ヰ一 ラ • チ 

ヤー タカ J  424 
sosa 肺病， 乾 痛 

sosanika ① 塚 間 住 者， 塚 間 坐 行者， 塚 間 坐 者， 

冢間住 者 ② 塚 墓の 〔布〕， 棺架 
sosanikanga お 間 住 支 
sosika=sosiya 肺, ま 、者， 肺病せ， 草 乙 1^ 者 
sosiya=sosika 肺病 〔者〕， 肺 患者， 乾搭 者 
sneha=sineha 親愛， 情愛， 愛執 
sramana  (^A)=samana 沙鬥 
svakara 善行 相 
svakkhata-ahamma 善說 き 
svagama 經 典に 通じ 
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Harhsa 


hamsa 鵞鳥， 鶴 鳥， 鵞， 白鳥， 白鵝， 鵠， 白 
鵠， 水鳥 

Harhsa-jataka ハン サ • チ*ャ  一 カ， 白鳥 本 生 
物語 J  502 

Hamsa-papata    〔雪山の 池〕 ハン サ パパ一 タ， 

hamsa-rajan 鵞王 
Harhsavatta  〔精 舍〕 ハ ン サ ヴ ッ タ 
Hamsavati  〔城〕 ハン サヴ ティ—， 有鵞 
Hamsa  〔宮殿〕 ハン サー， 白鳥 
Hamsi-vagga 設問 品 J 111〜1：20 
Haiikanaka  〔精 舍〕 ハン カナ 力 
Hankara  〔村〕 ハンカー ラ 
hata ハタ 草， 蘚苔 
hataka ハタ 力， 頁 金 

Hatthaka    A!avaka=Hatthaka  Ajavaka, 
Hatthalavaka  〔塞〕 ハッタ カァー ラヴ 力， 呵 

多 阿羅 婆， （1^林者なる訶哆 
ha ね- pahata 殺戮 
hata-vikkhittaka 斬 研 離散 相 
hata-vikkhittaka-sanna 斬 研 離散 想， 殺戮 離散 

想， 殺戮 棄鄉想 
Hattanna  〔堡 壘〕 ハ ッ タン ナ 
hattha ① 手， 手掌 ② 〔尺度〕 肘 
Hatthaka  (D=Citta  〔居士， 優 婆 塞 中の 第一 人 

者〕 ハッタ 力 ② 〔王子〕 ハ ッ タカ， 訶？^ ③ 

〔天子〕 ハッタ 力 
Hatthaka    A!avaka=Hatthaka  Ajavaka, 

Hatthajavaka  〔塞， 攝衆 第一， 優 婆 塞の 範〕 

呵多 阿羅 婆， 呵?^ 阿羅 婆， 住 林 行なる 訶哆 
Hatthaka-Sakyaputta  〔比〕 ハツ タカ 釋子 
Hatthaka  〔經〕 呵哆 A  8  23,  24 
hattha-gahana 手 を る 
hatthacchinna 手 截られ し 者， 手切斷 者- 
hatthatthara 象の 覆， 象韉 
Hatthadatha  (I)=Dathopatissa  II  〔一  lit 王〕 ハ 

ゾタダ 、一タ ② 〔二世 王〕 
hattha-niddhunaKa 牛 を る 
hattha-nillehaka 手 を 欲む 
hattha-pajjotika 燭手刑 
Hatthapannika  〔殿〕 '、ッ タノ ミン 二 力 


hatthapadacchmna 手足 截ら； し 者 

Hatthapadupama  〔經〕 手足 喩 S  35 195， 196 

hattha-pasa 擲石所 及 所 

hattha-bandha 手 甲 

hattha-mudda 手 印 

hattha-yogin 手瑜 伽^ 

Hatthavanagalla  〔卡 if 舍〕 ハ ッ タ ヴ ナガ ッ ラ 

Hattha  〔蓮華 上佛の 信女〕 ハッタ— 

hatthacariya 象師 

hatthajaniya 良 象 

hatthanika 象 兵隊 

hatthapalekhana 紙 手 # 

hatthabharana 手き iji 

hattharuyha 象に 乘る術 

hattharuha,  hattharoha 乘象 調 象師， 象 

御者-， 象 兵 
hattharoha-gamani 乘象 聚落 主 
Hattharohaputta    〔比〕 ハッタ  一口一 ハ プッタ 
Hatthalavaka=Hatthaka  Alavaka,  Hattnaka 

Alavaka  〔塞〕 ハッタ一 ラ ヴ 力 
Hatthalhaka  〔精 舍〕 ハツ タール ハカ 
hatthi=hatthin 象， 牡 象 
Hatthi ① 〔域〕 % ② 〔村〕 ハツ ティ， 授手， 

象 ③ 〔經〕 象 S  42  4 
hatthi-kalah)ha〜hatthi-ka!ara 幼 象， 若き 象 
hatthi-kajara—hatthi-kalabha 若き 象， 幼 象 
hatthi-kaya 象 軍， 象 軍勢， 象 衆 
Hatthikucchi  〔窟， 精舍〕 ハツ テイク ツチ， 象 

腹 山 

hatthikkhandha 象の 肩， 象 背 
Hatthikkhandha  〔精 舍〕 ハツ ティ カン ダ， 象 背 
Hatthigama 象 村 

Hatthigiri=Hatthisela し 都〕 ハツ ティ キリ 

hatthicchapa 子 象， 幼き 象 

hatthicchapaka 幼き 象， 子 象 

hatthi-damaka 調象師 

hatthidamma-sarathi 調象師 

Hatthidayaka  〔比丘の 臂 喩經〕 ハツ ティ ダ―ャ 

力 Ap  3  211 
hatthin=hatthi 象， 象 龍， 象 兵， 牡 象 
hatthi-naga 象， 龍 象， 大象， 貴き 象 


Haritaki 


hatthinika=hatthini ift 象 
hatthini=hatthinika  ifti 象 
Hatthiniya  〔王子〕 ハツ ティ ニー  ャ 
Hatthino  〔經〕 象 S  56  90 
hatthi-pada 象 跡， 象迹， 象の 足跡 
Hatthipada  〔經〕 象 跡 〔喩 ：!〜 M  27,  28 
hatthipadopama 象 feh 喻 

Hatthipala ① 〔傳。 外〕 ハツ ティ パーラ， 害提 
婆羅 ② 〔王子， 佛の 前生〕 ハツ ティ パーラ 
⑧ 〔司祭の 子〕 ハツ ティ パーラ， 象 護 

Hatthipala-j  ataka  ノ、 ッテ イノ、— フ • チヤ— タ 
力， 護 象 本 生物 語 J  509 

Hatthi-pura 象の 城 

hatthipora  〔村」 ハツ ティ ホーフ 

Hatthiporika 象 城 人 

hatthippabhinna 辻 象 

hatthi-bhanda 象師， 放 象 人 

Hatthibhoga   〔地方:] ハツ ティ ボ 一 ガ， 象受用 

hatthi-mariisa 象 肉 

hatthi-maha 象の 祭 

Hatthiya  〔傅 。 轉輪 王〕 ハツ ティ ャ 

hatthi-vuddha 象鬪 

hatthi-ratana 象寳， 白象寳 〔七寳 の 一〕 

hatthi-rajan 象 王 

hatthi-rupaka 象 人形 

Hatthi-vagga ハツ ティ 品 Ap  3  211〜220 

hatthi-vata 象務 

hatthi-vatika 象務者 

hatthi-sadda 象聲 

hatthi-sala 象屋， 象 厩， 象小舍 

Hatthisala  〔堂〕 ハツ ティ サ一 ラ一 

hatthi-sippa 象 を 御す るの 術 

hatthi-sutta 象經 

hatthi 〔- sena〕 象 兵 

Hatthise]a=Hatthigiri  〔者 [Q ハツ ティ セーラ 
hatthi-sondaka 象 鼻 衣 
hatthlnarii  mangalarh 家 祝 
hatthi-sena 象 軍 
hatthupaga 手 fi;j 

hadaya 心， 心 瞒 〔三十 二 身分の 一〕 
hadayatthi 心 骨， 胸骨 


hadaya-mamsa 心竊 肉， 心 K の 肉 
hadaya-rupa=hadaya-vatthu,  vatthu-rupa 心、 
色 

hadaya-vatthu  'に、 基 =hadaya-rOpa  'し、 所 依 
hadavavatthu-dasaka=vatthu-clasaka 心、 基 十 
法 

hadayassanuppatti 心の 達 
Hadayunha  〔；?) 舍〕 ハタ、、 ユン ハ， 心 、熱 
hanati 殺す 
hanukatthi 顎骨 
hantar 殺お •， 能 殺 者 
Hambatthi し 池〕 ハン パ ッ ティー 
Hambugallaka  〔精 舍〕 ハ ン ブガ ッラカ 
Hambugallaka-mahatissa    〔比〕 ハ ン フ ガッラ 
力 • マ ハーティ ッサ 

hammiya 平 星， 樓房， 別 房 

hammiya-gabbha 樓ヲラ 

haya 馬 

haranaka  fij 去 

Harati  〔經〕 取 S  30  2 

harayati 慚愧す 

Hari  〔天〕 ハ リ ， 呵羅 

hari-candana 靑 栴檀， 赤栴 擅， 黄 栴擅香 

harita 靑草， 作物 

harita  tina 生 草， 綠の 草， 靑草 

Haritamata-jataka    ノヽリ タマ一 タ • チヤ一 タカ, 

綠母本 生物 語 J  239 
hantala 雄 頁 

Harittaca  〔仙〕 ハリ ッタ チヤ， 金膚 
hantaka— haritaki    〔果， 藥果〕 ハリー タカ， 

訶 梨勒， 呵 梨勒， 呵 利勒， 呵 羅勒， 柯子 
Harltakadayaka     〔比丘の 譬喩 經〕 ハリー タカ 

ダ一ャ 力 Ap  3  435 
haritaka-palibodha き 可 梨 勒障礙 
harltaka=harltaka~hantaki 〔果， 藥果〕 呵利 

勒， 呵 梨勒， 呵 羅勒， 訶 梨勒， 柯子 
naritaka-pannika 蔬菜 

hantakl~hantaka,  haritaka  〔樹， 藥果〕 ハ リ 
一 タキ 一， 訶 梨勒， 呵 梨勒， 呵 利勒， 呵羅 

勒， 柯子 

Haritaklvata  〔地名〕 ハリー タキ 一 ヴー タ 
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Harenuka 


harenuka  ノ 、レーヌ 力， M 豆 
harenuka -yusa 婉豆汁 

halahala=hajahala    〔毒〕 ハラ一 ハラ， 訶羅！ 

羅， 猛き 
haliddaka ハ リ ッ ダカ， 鬱金 
Haliddavasana   〔村〕 ハ リツ ダヴ サナ， 黃枕邑 
Haliddavasana-sutta=S  46  54  Mettam ハ リ ッ 

ダブ サナ經 

halidda^-haliddi 姜黄， 薹黃， 懲金， 釁金香 
haliddabhijati 黄 生類 

Haliddiraga-jataka ハリ ツァイ ラー ガ • チヤ 一 

タカ， 散亂本 生物 語 J  435 
haliddi=halidda    〔色〕 ハ リ ッ ディ—， 講金， 

鬱金 香， 姜黃， 薑黄 
halahala=halahala 猛毒， 5 。了羅 H 羅 
havya 供物 

havya-sesa 供物の 殘り， 供物のお さがり 
hasana  citta=hasituppada  citta 力し、 
hasita 威 笑 

hasituppada-kiriya 發 微笑 唯 作， 笑 起 唯 作 
hasituppada  c は ta=hasana  citta 
HastinI  〔町〕 ハス ティ 二一 
hassa-khidda-rati-dhamma 笑 戲樂法 
hataka 砂金 
hana-gamin 返 失 者 
hana-bhagin 返 分 

hana-bhagiya 退 分， 順 退 分， 捨分 ある 
hana-bhagiya-samadhi 退 分定， 順 退 分定， 捨 

分定 〔四定 の 一〕 
hani 損 減 

hani-dasaka 退 十 年 

Haragaia し 人〕 ノヽー フカ チヤ 

Harika  〔行 刑 者-〕 ハー リカ 

Harita ① 〔天〕 ハ —リタ ② 〔比〕 ®=Haritacca 

〔仙〕 ④ 〔山〕 
Harita -jataka ハー リタ 《チ 'ヤー タカ， ノ、一 リ 

タ仙本 生物 語 J  431 
HSri ほ〜 Harm  〔夜叉 女〕 ハー リタ—， 鬼子 母 
I-iariddikani=Haiiddikani 〔fe 士  j ハー リ ッテ 

イカ， ハー リツ ディ カー 二， 訶梨 提迦， 訶梨 

提 iS5 尼， 訶梨 


Halakora  〔地名〕 ハーラ コーラ 
Halavahanaka    〔タミ ラ人〕 ノ、 一  ラヴ 一'、 ナカ 
Haliddako  〔經〕 ，訶 梨 提迦尼 S  35 130 
Haliddikani  ®=Haricldikani  〔居士〕 訶梨， 訶 
梨提^^!], 訶梨 提迹尼 ② 〔經〕 訶梨 S  22  3，  4 
hasa 笑， 戲笑， 嬉戲 
Hasa  〔經〕 捷 S  55  71 

Hasajanaka    〔比丘の 譬喩 經〕 ハ— サヂャ ナカ 

Ap  3  323 
hasa-ahamma  fe' 戲す 

hasa-panna=hasu-panna  fel? 者， 疾慧し =ifj， 
速慧 〔#〕， 速智 〔^？〕， 明 tl'〔^〕， 敏き 智慧 
〔者〕 

hasa-panna=hasu-panna  bz.^B, 機智， 明智， 
聰慧， 捷慧 

hasu-panna=hasa-panna 敏き 智慧 〔者〕， 速慧 

#, 速智ぉ •， 疾;！ 者， 明 智者 

hasu-pafifia ほ 聰: S， 速慧， 疾慧， 捷慧 
hasu-panna=hasa-panna 明智， 疾慧， 機智， 

捷慧， 聰慧 
himsaka 殺害者， 害する もの 
Hmga〜Hmga  〔辟〕 ヒンガ 
hingu   〔藥 胞樹， 草〕 ヒ ング， ヒング 樹脂， 興 

渠 

hinguraja  〔鳥〕 ヒン グラ— ヂャ 
Hingula  〔山〕 ヒ ングラ 

hingu-sipatika    〔藥 脂樹〕 ヒ ングシ パーティ 力 
HiiigQ〜Hmga  〔辟〕 ヒン グー 
hita 利^, 利 

hitanukampin 哀感お-， 憐 感心 者- 
hitesin 禾リ益 1^- 

hintala  〔樹〕 ヒンタ —ラ， 漢陀羅 草 
Hin ほ lagama  〔地名〕 ヒンク一 ラガ一 マ 
Hintalavanagama  〔村〕 ヒンク一 ラヮ" ナガ一 マ 
himapata-samaya 降き-: 期 

Himavant    〔山〕 ヒマラヤ， ヒマヴ ンタ， 雪山 

Himavanta  〔經〕 雪山 S  46 1 

himavanta-padesa  3? 山地 方 

Himavanta  pabbatarajan     き 山 王， 雪山 山 王 

Himavanta-passa き 山 

Himivanaka し ヴ ンニ一 人 J ヒ ミャー ナカ 
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Hetu 


hiranna 金， 黄金， 金貨， 貨幣 
Hirannamalaya  〔地名〕 ヒ ラン ニヤ マラ ャ 
Hirannavati ① 〔河〕 ヒ ラン ニヤ ヴ ティ一， ；熙 

連禪河 ② 〔宮殿〕 ヒ ラン ニヤ ヴ ティー 
hiranna-suvanna  Ji; 金， 金貨， 金塊， 金銀， 金 

銀財寳 
Hiri  〔夜叉〕 ヒ リ 
niri-ottappa 慚个 鬼 

hiri-koplna 陰部， 陰 所， 亂 羞恥 者 
hin-garavata 偷 の 尊敬 
hiri ca  ottappan  ca  ||lf と愧 
Hiri-jataka ヒリ • ヂャ— タカ， 慚本 生物 語 J 
363 

hiri-dhana 慚財 
hiri-bala 慚カ 

hiriman1=hirimant 慚 あり， 慚 有る 者， 慚者， 

有慚， 慚心 あり， 慚愧心 者， 慚， 慚愧心 
hinvera  Ctlfi  J ヒリ ゴ一ラ 
Hirisara  〔傳 。 轉輪 王〕 ヒリ サ―ラ 
Hiri-sutta 慚經 Sn  2  3 
hirl=hin 慚 

Hiri ① 〔天女〕 ヒリ ー② 〔經〕 慚 S 1 18 
hirimant=hirimant 慚愧心 〔- -〕， 慚 |t, 慚， 慚 

あり， 慚 有る 者， 有慚 
hirottappena  samannagato 慨 愧を 具足せ る % 
Hillapattakakhanda ① 〔地名〕 ヒッラ パッ タカ 

カン ダ、 ② 〔池〕 
Hihobu  〔地名〕 ヒ ホーブ 

hina 劣， 下 者， 下劣， 卑， 卑陋， 卑少， 卑俗 
hina-akkosa 卑馬 
hina-kamma 卑業 
hina-gotta 卑姓 
Hinattika 劣 三 法 Tika 14 
hlnattika-kusalattika 劣 三 法 善 三 法 Tika-tika 
34 

hinattika-saranaduka あ 三 法 有 評 二お fika- 
duka  86 

hinattika-hetuduka 劣 三 法 因 二 法 Tika-duka  4 
hma-dhamma 劣 法 
hina-nama 卑名 
hina-panita  dhamma 劣き 法 


nina-puthujjana 劣 凡夫 

nina-punsa 劣 為' 

hina-vanna 賤 種の 階級 

hina-vada 劣 論者 

hina-viriya 不精 ig， 解 怠 者 

ninaC-samadhi J 劣 〔'疋 i 

nina-sippa 卑技 

hina〔-sila〕 劣 〔戒〕 

hina  jati 卑種 

hina  dhatu 劣界， 下劣 界 

hlnadhimutta 劣 意向 〔者〕 ， 劣 解 勝者 

Hinadhimutti  〔經〕 劣 意志 S 14 14 

hinadhimuttika 劣 意志 

hinadhimuttika  satta 劣れる 傾向の 衆生 

Hlnayavattana-panho 俗に 還る 問 Mil 4  〔7〕 1 

hinena  khumseti 輕侮す 

hinena  vambheti 輕缓す 

hino  'ham  asm!  ti  mana=hmo  'ham  asm!  ti 
vidha 我 は 劣れ り と の慢， 我 は 劣な り と の慢， 

我劣慢 

hino   nam  asmi ti vidha=hino  'ham  asmi  ti 
mana 我 は 劣れ り と \^  、ふ 次第， われ は 劣る と 

の慢 

huta き. 供， 供犧， 供養， 犧牲 
hutasana フタ ーサ ナ， 火 
hutta 〜！ luta 供物 

Hundarlvapi  〔村〕 フ ン ダ リ 一 ヴー ピ 
Huyala  〔村〕 フ ヤヲ 
huram 他界 

Huvava  〔地方〕 フ ヷ ― ヮ' 
huhunka 傲慢， 懦慢 
Huhuiikajatika-brahmana 橋慢 婆羅門 
Huva  〔地方〕 フ 一 ヴ 
hetu 因 

Hetu  〔經〕 因 S  22 18〜20  ；  24  7  ；  37  31 ； A 
10 174 

hetu  akusala  dhamma 因 不善 法 
hetu  avyakata  dhamma 因 無言 己 法 
hetu  kusala  dhamma 因 善 法 
hetu-gocchaka 因聚 

hetu  C  eva  dhamma  hetu-sampayutta  ca 因 法 
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Hetu 


にして 因相應 なる， 因 因 相驢法 
Hetu-ceva-sahetuka-duka 因 有 因 二!: S  Duka  4 
hetu  ceva  sahetuka  dhamma 因ち 因お, 因お 

にして 有 因なる 
Hetu-ceva-hetusampayutta-duka 因 因 相 應ニ法 
Duka  5 

hetu  ceva  hetu-sampayutta  dhamma 因 因 fB 

應法， 因 法に して 因相應 なる 
Hetu-duka 因 二 法 Duka 1 
hetuduka-ajjhattattika 因 二 法 內三法 Duka- 

tika  20 

hetuduka-ajjhattaduKa 因 二 法 n  二  Duka- 
duka  31 

hetuduka-ajjhattarammanattika 因 二  fe 內所; il; 

三 法 Duka-tika  21 
hetuduka-atitattika 因 二 法 過去 三 法 Duka-tika 

18 

hetuduka-atitarammanattika 因 二 法 過去 所緣 

三 法 Duka-tika 19 
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法 Duka-duka 12 
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法 見所 斷因三 法 Duka-tika  9 
hetuduka-nahetusahetukaduka 因 二！ 2; 非 因 有 
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hetuhetusampayuttaduka-hetuduka 因 因 相き、 

二 法 因 二 法 Duka-duka  40 
hetthima  disa  dasa-kammakara 1^ 方 は 奴 僕 鐘 

人 

Heaillakhandaeama  i ネ寸" "1 へ一 ティ ッ ラカン タ 
ガー マ 

Hema  〔殿〕 へ— マ， 黃金 

Hemaka  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 へ 一 マ 力， 


Hemaka 


酶摩迦 〔譬喩 經〕 Ap  3  404 
Hemaka-panha=Hemakamanava-puccha  〔經〕 

隨寧^ 所 問， 醯摩迦 學童所 問 
HemakamanavaKapanha-niddesa  Ba, き 學童 

所 問の 義蘀 CNd  9 
Hemaka-maijava-puccha=Hemaka-pafih5 し; @〕 

醯!^ 迦學童 所 問， 酷 摩 迦所問 Sn  5  9 
hema-candana 金色お te 
hemajala 金網 

hemanta〜hemantika  ^， 冬期， 冬季， 冬 時， 

寒季 

hemantika~hemanta 冬期， 冬 李, 冬 時， 冬 

hemantika-kala 冬 時, 寒 時 

Hemamali〔ka〕 〔塔 廟〕 へ— ママ— リ 〔力〕 

Hemameru~Mahaneru 須彌山 

Hemavata ① 〔夜 父〕 へ 一 マ ヴタ， 雪山 （D= 

Hemavatika  〔部 派〕 雪山 部 
hemavata-naga 雲 山 象 
Hemavata-sutta 雪山 〔夜叉〕 經 Sn 1 9 
Hemavata  yakkha 雪山 夜叉 
Hemavatika=Hemavata  〔部 派〕 雪山 部 
Hemavati  〔水路〕 へ ーマヴ ティ 一 
Hemavaluka  〔塔 廟〕 へ一 マヮ. '一ルカ 


Hemasall  〔精舍 1 へ —マサ— リ ― 
Hema  C'd  ( へ — マ一 
Hemasa し ほ〕 へ — ーサ一 
Herannakani  (J —七」 へ一 ラン ニヤ 力一 二 
herannika 銀行家， 知藏官 
Heligamaka— Heligama  〔Ui お〕 へ —リガ— マ 
力 

Helloli  〔村〕 へッ ローリ 
HeHgama'^-Heligamaka し 村〕 へ 一 リガ 一 マ 
H'  evatthi-katha 如是 有 論 KV 1 10 
Hoti ca  na  ca  hoti  tathagato   〔經〕 如來有 Iff 
S  24 17 

hoti  ca  na  ca  hoti  tathagato  pararii  marana. 
如來は 死後 有り 亦 有る にあらず， 如來は 死後 
有に して 無な り， 如來は 死後 存在し 又 存在せ 
ず， 如來は 死後に 於て 又は 存在し 又は 存在せ 
ず， タタ— ガタは 死後 存し 亦存 せず 
Hoti  tathagato  〔經〕 如來有 S  24 15 
hoti  tathagato  pararii   marana 如來は 死後 あ 
り， 如來は 死後 有な り， 如来 は 死後 存在す， 
如來は 死後に 於て 存在す， 如來は その 死後に 
存す， タタ 一 ガタは 死後 存す 
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9  Vessantara-cariya  [し p 1 9，  vv  1〜58〕  78 
10  Sasapandita-cariya 

〔Cp 1 10，  vv  1〜19〕  82 
2    Sllaparamita  〔Cp  2 1 〜： 10〕         Cp  84 
1 Silavanaga-cariya  iCp  2 1， vv  1〜10〕  84 


(108) 


總 目 

2  Bhuridatta-cariya  〔Qp  2  2,  vv 1〜9〕  8o 

3  Campeyyanaga-cariya 

〔Cp  2  3，  vv ト 6〕  85 

4  Culabodhi-cariya  〔Cp  2  4，  vv  1〜11〕 86 

5  IMahimsaraja-cariya 

〔Cp  2  5，  vv  1〜11〕 87 

6  Rururaja-cariya  〔Cp  2  6，  vv  1〜12〕  87 

7  Matafiga-cariya  〔Cp  2  7,  vv  1〜6〕  88 

8  Dhammadhammadevaputta-cariya 

〔Cp  2  8，  vv ト 8〕  89 

9  Jayaddisa-cariya ししゃ 2  9，  vv  1〜11〕 90 
10    Sankhapala-cariya  〔し p  2 10，  vv  1〜/J  91 

3  rsekkhammaparamitadi 

〔Cp  3 1〜15〕   Cp  92 

CNekkhamma-paramita  Cp  3 1^5J  92 
1 Yudhanjaya-cariya  〔Cp  3 1， vv 丄〜 6〕  92 

2  Somanassa-cariya  〔Cp  3  2,  vv  1〜16〕  92 

3  Ayoghara-cariya  〔Cp  3  3，  vv  1〜10〕  94 

4  Bhisa-cariya  〔Cp  3  4，  vv  1〜8〕  94 


次  Cp  〔41〕 

5  Sonapandita-cariya しし p  3  5，  vv  1〜6〕  95 

tAdhitthana-paramita  Cp  3  6〕  96 

6  Temiya-cariya しし p  3  6,  vv  1〜19〕 

CSacca-paramita  Cp  3  7 へ 12〕  96 

7  Kapiraja-cariya  CCp  3  7，  vv  97 

8  Saccasavhayapandita-cariya 

CCp  3  8，  V 1〕 97 

9  Vattapotaka-cariya  CCp  3  9，  vv 1 〜！ 1〕 98 
10  Maccharaja-cariya  〔Cp  3 10，  vv  1〜9〕  99 
11 Kanhadlpayana-cariya 

CCp  3 11， vv  1〜13〕  99 

12  Sutasoma-cariya しし!）  3 12，  vv  1〜6〕 100 

CMetta-paramita  Cp  3 13 〜： L4〕 101 

13  Suvannasama-cariya 

CCp  3 13，  vv  1〜3〕 101 

14  Ekaraja-cariya  〔Cp  3 14，  vv  1〜dj 101 

CUpekkha-paramita  Cp  3 loj  102 

15  Mahalomaharhsa-cariya 

CCp  3 15，  vv ト 4〕 102 


(109) 


Dhs  〔45〕 


總 目次 


Dhamma-sangani  CAbhidhamma 1〕 
第 45 卷 


Matika  Dhs 1 

i    Abhidhamma-matika  1 

n    Suttanta-matika  1 

1 Cittuppada-kanda  〔§§ 1~582〕  9 

1 Kusala-citta  〔§§ 1〜364〕  9 


( 1 ) Kamavacara-atthamahacittani 

〔§§ 1〜159〕  9 

( 2  )  Rupavacara-kusala 

〔§§ 160-2643  30 

i  Atthakasina  〔§§ 160~203〕  30 

ii  Abhibhayatana  〔§§  204 ~ 246〕  42 

iii  Vimokkha  〔§§  247~250〕  53 

iv  Brahmavihara  C§§  251~262〕  53 
V    Asubhasanna  〔§§  263~264〕  55 

( 3  )  Arupavacara-kusala 

〔§§  265~268〕  55 
i    Cattari  arupajjhanani 

〔§§  265-268：)  55 
( 4  )  Pariyapanna-kusala 

〔§§  269 〜： 276〕  56 
(5)    Lokuttara-citta  〔§§  277~364〕  60 

2  Akusala-citta  〔§S  365~430〕      Dhs  75 
Dvadasa  akusalacit ほ ni し §き 365〜430〕  7o 

3  Avyakata-citta  〔§§  431~582〕  87 
(1; Vipaka  C§§  431-565：!  87 

i    Kusalakamma  Cvipaka^ 

〔§§  431〜555〕  87 
1 Kamavacara-vipaka 

〔§§  431〜498〕  87 

2  Rupavacara-vipaka 

〔§§  499~500〕  97 

3  Arupavacara-vipaka 

〔§§  501~504〕  97 

4  Lokuttara-vipaka 

〔§§  505〜555〕  99 
" Akusalakamma  〔vipaka〕 

〔§§  556~565〕 117 
Akusalavipakavyakata 

〔§§  556  〜  565〕 117 


<2)    Kiriya  〔§§  5fi6〜582〕  120 

i  Kamavacara-kiriya 

〔§§  566 〜 576〕 120 

ii  Rupavacara-kiriya 

〔§§  577 〜 578〕 123 
111  Arupavacara-kiriya 

〔§§  579〜582〕 123 
2    Rupa-kanda  〔§§  583〜980〕         Dhs 124 
1 Matika  〔R£ipasafigaha〕 


〔§§  583^ 

'594〕 

124 

(1) 

Ekaka ひ〜 43〕  〔§§  583- 

'584〕 

124 

(2) 

Duka ひ〜 104〕  〔§  585〕 

125 

(3) 

Tika  〔1 〜丄 03〕  〔§586〕 

127 

(4) 

Catukka  〔1 〜二) 2〕  〔§  587〕 

130 

(5) 

Paficaka  〔  §  588〕 

132 

(6) 

Chakka  〔  §  589〕 

132 

(7) 

Sattaka  〔  §  590〕 

132 

(8) 

Atthaka  〔  §  591〕 

132 

(9) 

Navaka  〔§592〕 

132 

(10) 

Dasaka  〔  §  593〕 

133 

(11) 

Ekadasaka  〔  §  594〕 

133 

Niddesa  〔Riipasafigaha〕 

〔§§  595 〜 980〕 

Dhs 

133 

(1) 

Ekaka-niddesa  〔  §  595〕 

133 

(2) 

Duka-niddesa  〔§§  596 ~ 

741〕 

134 

(3) 

Tika-niddesa  〔§§  742〜875〕 

154 

(4) 

Catukka-niddesa 

〔§§  876- 

-961〕 

167 

(5) 

Pancaka-niddesa 

〔§§  962 - 

- 966〕 

177 

(6) 

Chakka-niddesa  〔  §  96 リ 

177 

(7) 

Sattaka-niadesa 

〔§§  968 - 

- 969〕 

178 

(8) 

Atthaka-niddesa  〔§  970〕 

178 

(9) 

Navaka-niddesa 

〔§§  971 - 

-973〕 

178 

(10) 

Dasaka-niddesa 

〔§§  974 - 

- 977〕 

179 

(11； 

Lkadasaka-niddesa 

〔§§  978 - 

-980〕 

179 

3 i\ikkhepa-kanda 


(110) 


總 目 次  Dhs  〔45〕  ；  Vibh  〔46〕 


〔§§  98 ト 1367〕  Dhs 

180 

Rupakkhandha 

12 

CAbhidhamma-mankaJ 

Vedanakkhandha 

15 

〔§§  981- 

- 1295〕 

180 

Sannakkhandha 

28 

(1) 

Tika  〔§§  981 〜丄 052〕 

180 

Saiikharakkhandha 

40 

(2) 

Hetu-gocchaka 

V innanakkhandha 

53 

〔§§ 1053' 

-1082〕 

188 

3  Panhapucchaka 

61 

(3) 

Culantara-duka 

2    Ayatana-vibhanga  CVibh  2〕 

Vibh 

70 

〔§§ 1083' 

- 1095〕 

193 

1 Suttantabhajaniya 

70 

(4) 

Asava-gocchaka 

2  Abhidhammabhajaniya 

70 

〔§§ 1096^ 

〜im〕 

195 

3  Panhapucchaka 

73 

(5) 

Sannojana-gocchaka 

3    Dhatu-vibhanga  〔Vibh  3〕 

82 

〔§§ 1113' 

-11343 

197 

1 Suttantabhajaniya 

82 

(6) 

Gantha-gocchaka 

2  Abhidhammabhajaniya 

87 

〔§§ 1135' 

-1150：] 

201 

3  Panhapucchaka 

90 

(7) 

Ogha-gocchaka  C  § 1151〕 

204 

4    Sacca-vibhanga  〔Vibh  4〕 

99 

(8) 

\oga-gocchaka  〔§1151〕 

204 

1 Suttantabhajaniya 

99 

(9) 

Nivarana-gocchaka 

2  Abhidhammabhajaniya 

106 

〔§§ 1152' 

-1173：] 

204 

3  Panhapucchaka 

112 

ひ 0) 

Paramasa-gocchaka 

5    Indriya-vibhanga  〔Vibh  5〕 

122 

〔§§ 1174' 

~1184〕 

208 

1 Abhidhammabhajaniya 

122 

(11) 

Mahanta-duka 

2  Panhapucchaka 

124 

〔§§ 1185' 

-12123 

209 

6  Paccayakara-vibhanga 

(12) 

Upadana-gocchaka 

CVibh  6〕 

Vibh 

135 

〔§§ 1213- 

-1228 J 

2io 

1 Suttantabhajaniya 

135 

(13) 

Kilesa-gocchaka 

2  Abhidhammabhajaniya 

138 

〔§§ 1229- 

-1253：! 

214 

(1) Matika 

138 

(14) 

Pitthi-duka  〔§§ 1254 へ 

'1295〕 

220 

( 2  )  Paccayacatukka 

144 

CSuttanta-matikaJ  C§§ 1296' 

-1367 J 

225 

•(3)  Hetucatukka 

148 

CSuttanta-dukaJ  〔§§ 1296' 

-1367 J 

225 

( 4  )  Sampayuttacatukka 

153 

Atthakatha-kanda  〔§§ 1368 ~ 

1599〕 

234 

( 5  )  Annamafinacatukka 

158 

( 6  )  Akusalacitta 

164 

Vibhanga  〔Abhidhamma  2,  Vibh 

(7 )  Kusalamula 

169 

〜18〕 

第 46 卷 

( 8  )  Kusalavipakasankharamulaka 

173 

Khandha-vibhanga  CVibh 1〕 

Vibh 1 

(9)  Akusalavipakasankharamulaka 

1 Suttantabhajaniya 

180 

Rupakkhandha 

(10)  Kiriyasankharamulaka 

182 

Vedanakkhandha 

3 

(11)  KusalamCi】avip5kamiilaka 

184 

Sannakkhandha 

5 

(12)  Akusalavipakamulaka 

190 

Sankharakkhandha 

7 

7  Satipatthana-vibhanga 

Vinnanakkhandha 

9 

CVibh  7〕  Vibh 

193 

2  Abhidhammabhajaniya 

12 

1 Suttantabhajaniya 

193 

(111) 


Vibh,  Dhk  〔46~47〕 


總 目次 


2  Abhidhammabhajaniya 

202 

。 

334 

3  Panhapucchaka 

205 

7    Chakka  〔1〕 

334 

8    Sammappadhana-vibhanga  〔ヽ ibh  8〕 

208 

8    Sattaka  〔1〕 

334 

丄 Suttantabhajaniya 

208 

9    Atthaka  〔1〕 

335 

2    Abhidhammabhaj  aniya 

211 

10    Navaka  〔1〕 

335 

3  Panhapucchaka 

214 

11 Dasaka  〔1〕 

335 

9    Iddhipada-vibhanga  〔Vibh  9〕 

216 

17  Khuddakavatthu-vibhanga 

1 Suttantabhajaniya 

216 

CVibh 17〕  Vibh 

345 

2  Abhidhammabhajaniya 

220 

1 Matika 

345 

3  Panhapucchaka 

224 

2    Ekaka ひ〜 73〕 

350 

10    Bojjhanga-vibhanga  〔Vibh 10〕 

997 

3    Duka  〔1~18〕 

357 

丄 Suttantabh お aniya 

227 

4    Tika  〔1〜35〕 

361 

2  Abhidhammabhajaniya 

229 

5    Catukka  〔1〜14〕 

373 

3  Panhapucchaka 

232 

6    Pancaka に 1〜15〕 

377 

11 Magga-vibhanga  〔\  ibh 11〕 

235 

O 

380 

1 Suttantabhajaniya 

235 

8    Sattaka  〔ト 7〕 

383 

2  Abhidhammabhajaniya 

236 

9    Atthaka ひ〜 8〕 

385 

3  Panhapucchaka 

241 

10    Navaka  〔1〜9〕 

389 

12    Jhana-vibhahga  〔Vibh 12〕  Vibh 

244 

11 Dasaka  〔ト？〕 

391 

1 Matika 

244 

12    Attharasa  tanhavicaritani, 

2  Suttantabhajaniya 

245 

dvasatthi  ditthigatani 

392 

3  Abhidhammabhajaniya 

263 

18    Dliammaliadaya-vibhaAga〔V】D]i 18〕 

401 

4  Panhapucchaka 

269 

13    Appamanna-vibhanga  〔Vibh 13〕 

272 

Dhatu-katha  〔Abhidhamma  3〕 

1 Suttantabhajaniya 

272 

第 47 卷 

2    Abhidhammabhaj  aniya 

276 

Matika                                     Dhk 1 

3  Panhapucchaka 

282 

1 Sangahasangaha 

2 

14    Sikkhapada-vibhanga  〔Vibh 14〕 

285 

2    Sangahitena  asangahlta 

34 

1 Abnidhammabhajaniya 

285 

3    Asangahltena  sangahita 

36 

2  Panhapucchaka 

291 

4    Sangahitena  sangahita 

39 

lo    Patisambhida-vibhanga し Vibh loj 

293 

5    Asangahltena  asangahlta 

41 

1 Suttantabhajaniya 

293 

6    Sampayoga  vippayoga 

51 

2  Abhidhammabhajaniya 

294 

7    Sampayuttena  vippayutta 

63 

3  Panhapucchaka 

303 

8    Vippayuttena  sampayutta 

66 

16    Nana-vibhanga  〔Vibh 16〕 第 47 卷 

9    Sampayuttena  sampayutta 

67 

Vibh 

306 

10    \ ippayuttena  vippayutta 

73 

1 Matika 

306 

11 Sangahitena  sampayutta  vippayutta 

83 

2    Ekaka  〔1〜78〕 

319 

12    Sampayuttena  sangahita  asangahlta 

86 

CO 

Q 

CO 

322 

13    Asangahltena  sampayutta  vippayutta 

93 

4   Tika  〔丄〜 88〕 

324 

14    Vippayuttena  sangahita  asangahlta 

98 

5    Catukka  Cl~21J 

328 

(112) 


總 目 次 


Pp  〔47〕  ：  KV  〔57〕 


PugErala-pannatti し Abhidhamma  4〕 

4 

Odhiso-katha  〔KV 1 4〕 

103 

Matika                            第 47 卷 Pp 

1 

5 

Jahati-katha  〔KV 1 5：! 

109 

1 

tkaka,  Eka  puggala ひ〜 50〕 

11 

6 

Sabbatthi-katha  〔KV 1 6〕 

115 

2 

Duka,  Dve  puggala し丄〜 26〕 

18 

1 

Atitamkhandha  katha  〔KV 1 7〕 

143 

3 

Tika,  Tayo  puggala  〔1~16〕 

27 

8 

Ekaccaih  atthiti-katha  〔KV 1 8〕 

151 

4 

Catukka,  Cat ほ ro  puggala ひ • ~ 29〕 

38 

9 

Satipatthana-katha  〔KV 1 9〕 

155 

5 

Pancaka,  Jfanca  puggala  〔丄〜 14〕 

64 

10 

Hevatthi-katha  〔KV 1 10〕 

159 

6 

Chakka, し ha  puggala  〔1〕 

70 

2 

Dutiya-vagga  〔KV  2 1 〜： 11〕 KV 

163 

7 

Sattaka,  Satta  puggala し丄〜 2〕 

71 

1 

Parupahara-katha  〔KV  2 1〕 

163 

8 

Atthaka,  Attha  puggala  〔1〕 

73 

9 

Annana-katha  〔KV  2  2〕 

173 

9 

Navaka,  Nava  puggala  〔1〕 

73 

>  3 

Kafikha-katha  〔KV  2  3〕 

180 

10 

Dasaka,  Dasa  puggala  〔1〕 

74 

4 

Paravitarana-katha  CKV  2  4〕 

187 

5 

Vacibheda-katha  〔KV  2  5〕 

195 

Katha-vatthu  CAbhidhamma  5， 

6 

Dukkhahara-katha  〔KV  2  6〕 

203 

KV  1〜23〕                   第 57 卷 

7 

Cittatthiti-katha  〔KV  2  7〕 

204 

I 

Mahapannasaka  〔KV 1〜5〕 

8 

Kukkula-katha  〔KV  2  8〕 

208 

Maka- 

-vagga  CKV 1 1~10〕 

9 

Anupubbabnisamaya-katha 

. Puggala-katha  〔KV 1 1〕  KV 

CKV  2  9〕 

212 

(1) 

Pathama-niggaha 

10 

Vohara-katha  〔KV  2 10〕 

99]^ 

(2) 

Dutiya-niggaha 

4 

11 

Nirodha-katha  〔KV  2 11〕 

225 

(3) 

Tatiya-niggaha 

8 

3 

Tatiya-vagga  〔KV  3 1〜1：3〕  KV 

228 

(4) 

Catuttha-niggaha 

8 

Bala-katha  〔KV  3 1〕 

228 

(5) 

Pancama-niggaha 

9 

o 

Ariyan  ti  kathS  〔KV  3  2〕 

232 

(6) 

Chattha-niggaha 

9 

3 

Vimutti-katha  〔KV  3  3〕 

238 

(7) 

Sattama-niggaha 

10 

4 

\ imuccamana-katha  〔KV  3  4〕 

241 

(8) 

Atthama-niggaha 

10 

5 

Atthamaka-katha  〔KV  3  5〕 

243 

(9) 

Suddhika-sarhsandana 

11 

6 

Atthamakassa  indriya-katha 

ひ 0) 

Opamma-sarhsandana 

14 

CKV  3  6〕 

247 

(11) 

Catukkanaya-sarhsandana 

7 

Dibbacakkhu-katha  〔KV  3  7〕 

251 

KV 

20 

8 

Dibbasota-katha  〔KV  3  8〕 

254 

(12) 

Lakkhanay  utti-katha 

24 

9 

Yathakammupagatanana-katha 

(13) 

Vacanasodhana 

24 

CKV  3  9〕 

256 

(14) 

Pannattanuyoga 

25 

10 

Samvara-katha  〔KV  3 10〕 

258 

(15) 

Gatiparivattimukhena 
cutipatisandhanuyogo 

28 

11 
12 

Asanna-katha  〔KV  3 11〕 
Nevasafinanasannayatana-katha 

260 

(16) 

Upadapannattanuyoga 

34 

CKV  3 12〕 

263 

(17) 

Kalyanavagga  pathama 

45 

A 
*± 

Catuttha-vagga  〔KV  4 1〜10〕  KV 

267 

(18) 

Abnirinanuyoga 

55 

Gihi  ssa  araha  ti  katha  〔KV  4 1〕 267 

(19) 

Suttahara 

56 

Uppatti-katha  〔KV  4  2〕 

268 

2    Parihani-katha  〔KV 1 2〕  KV 

69 

3 

Anasava-katha  〔KV  4  3〕 

271 

3    Brahmacariya-katha  〔KV 1 3〕 

93 

4 

Samannagata-katha  〔KV  4  4〕 

274 

(113) 


KV  〔57〜5S〕  總 目 次 


5 

Upekkhasamannagata-katha 

6 

I  to  dinna-katha  〔KV  7  (3〕 

347 

〔KV  4  5〕 

280 

7 

Pathavi  kammavipaka-katha 

6 

Bodhiya  buddho  ti  katha 

CKV  7  7〕 

349 

〔KV  4  6〕 

281 

8 

Jaramararicirii  vipako  ti  katha 

7 

Lakkhana-katha  〔KV  4 リ 

283 

CKV  7  8〕 

353 

8 

Niyamokkanti-katha  〔KV  4  8〕 

286 

9 

Ariyadhammavipaka-katha 

9 

Apara  pi  samannagata-katha 

CKV  7  9〕 

355 

〔KV  4  9〕 

290 

10 

\ ipakadhammadhammo  ti  katha 

10 

S  annoj  anappahana-katha 

CKV  7 10〕 

357 

〔KV  4 10〕 

298 

8    Atthama-vagga  〔KV  8 1〜11〕  KV 

360 

Pancama-vagga  〔KV  5 1〜10〕  KV 

301 

1 

Gati-katha  〔KV  8 1〕 

360 

"\ imutti-katha  〔KV  5 1〕 

301 

Antarabhava-katha  〔KV  8  2〕 

361 

Asekhanana-katha  〔KV  5  2〕 

303 

3 

Kamaguna-katha  〔KV  8  3〕 

366 

3 

Viparita-katha  〔KV  o 

305 

Kama-katha  〔KV  8  4〕 

369 

Niyama-katha  〔KV  5  4〕 

307 

5 

Rupadhatu-katha  〔KV  8  5〕 

370 

5 

Patisambhida-katha  〔KV  o  5〕 

309 

6 

Arupadhatu-katha  〔KV  8  6〕 

372 

6 

Sammutinana-katha  〔KV  o  6〕 

310 

7 

Rupadhatuya  ayatana  katha 

7 

Cittarammana-katha  〔KV  5  7〕 

311 

CKV  8  7〕 

374 

8 

Anagatanana-katha  〔KV  5  8〕 

313 

8 

Aruppe  rupa-katha  〔KV  8  8〕 
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464 

14 

Hetuduka-hlnattika 

106 

3  Paccaya-vara 

468 

15 

Hetuduka-micchattattika 

111 

5  Sarhsattha-vara 

471 

16 

Hetuduka-maggarammanattika 

118 

7  Panha-vara 

472 

17 

Hetuduka-uppannattika 

124 

Duka  95  Arupavacara-duka 

P  iv 

483 

18 

Hetuduka-atltattika 

125 

1 Paticca-vara 

483 

19 

Hetuduka-atitarammanattika 

127 

3  Paccaya-vara 

486 

20 

Hetuduka-ajjnattattika 

134 

5  Samsattha-vara 

488 

21 

Hetuduka-ajjhattarammanattika 

7  Panha-vara 

489 

P  V 

139 

Duka  96  Pariyapanna-cluka 

P  iv 

498 

Hetuduka-sanidassanusappatighattika 

1 Paticca-vara 

498 

143 

Duka  97  Niyyanika-duka 

P  iv 

499 

23 

Sahetukaduka-kusalattika 

146 

1 Paticca-vara 

499 

24 

Hetusampayuttaduka-kusalattika 

154 

3  Paccaya-vara 

501 

25 

Hetucevasahetukaduka-kusalattika 

160 

5  Samsattha-vara 

504 

26 

Hetucevahetusampayuttaduka- 

/  Panha-vara 

504 

kusalattika 

165 

Duka  98  Niyata-duka 

P  iv 

511 

27 

Nahetusahetukaduka-kusalattika 

169 

1 Paticcci-vara 

511 

28 

Sappaccayaduka-kusalattika 

172 

7  Panha-vara 

512 

29 

SankhataduKa-kusalattika 

175 

Duka  99  Sauttara-cluKa 

P  iv 

520 

30 

Sanidassanaduka-kusalattika 

175 

1 Paticca-vara 

520 

31 

Sappatighaduka-kusalattika        P  v 

178 

Duka 100  Sarana-duka 

P  iv 

520 

32 

Rupiduka-kusalattika 

180 

1 Paticca-vara 

520 

33 

Lokiyaduka-kusalattika 

183 

3  Paccaya-vara 

521 

34 

Kenacivinneyyaduka-kusalattika 

186 

7  Panha-vara 

523 

35 

Asavaduka-kusalattika 

188 

36 

Sasavaduka-kusalattika 

189 
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P 

V 1 

37 

Asavasampayuttaduka-kusalattika 

192 

づ 
で 

1 、 

38 

Asavacevasasavaduka-kusalattika 

194 

2  Hetuduka-vedanattika 

16 

39 

Asavaceva-asavasampayuttaduka- 

3  Hetuduka-vipakattika 

26 

196 

4  Hetuduka-upadinnattika 

36 

40 

Asavavippayutta-asavaduka- 

5  Hetuduka-sankilitthattika 

45 

kusalattika 

197 

6  Hetuduka-vitakkattika 

52 

41 

Sariiyojanaduka-kusalattika        P  v 

201 

7  Hetuduka-pltittika 

59 

42 

Sarhyojaniyaduka-kusalattika 

203 

8  Hetuduka-dassanattika 

66 

43 

SarhyojanasamptiyutUi-kusalattika 

205 

9  Hetuduka-dassanenapahatabba 

44 

Samyojanacevasamyojaniyacluka- 

hetuttika 

72 

kusalattika 

'207 
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45 

Samyojanocevasarhyojana- 

73 

Cittasarhsatthasamutthanasahahhu- 

sampayuttaduka-kusalattika 

pr 
c 

260 

46 

Samyojanavippayuttaduka- 

74 

CittasamsatthasamuUhananu- 

kusalattika 

二' 10 

parivattiduka-kusalattika 

2iy2 

47 

Ganthaduka-kusalattika 

75 

Ajjhattikaduka-kusalattika 

48 

Ganthaniyaduka-kusalattika 

•215 

76 

Upadaduka-kusalattika 

266 

49 

Ganthasampayuttaduka-kusalattika 

216 

77 

Upadinnaduka-kusalattika 

269 

50 

Ganthacevaganthaniyaduka- 

78 

Upadanaduka-kusalattika 

272 

kusalattika 

218 

79 

Upadaniyaduka-kusalattika 

274 

51 

Ganthacevaganthasampayuttaduka- 

80 

Upadanasampayuttaduka-kuscilattikc 

I  275 

kusalattika                              P  v 

■220 

81 

Upadanacevaupadaniyacluka- 

52 

Ganthavippayuttaj^anthaiaiyaduka- 

kusalattika                            P  v 

211 

kusalattika 

221 

Upadanacevaupadana- 

5:5 

Nivaranaduka-kusalattika 

sampayuttaduka-kusalaltika 

278 

54 

Nivaraniyaduka-kusalattika 

■2-25 

K\ 

I  Jpadanavippay  utlaupaclaniyadukci- 

55 

Nivaranasampayuttaduka-kusalattika 

•m 

kusalattika 

279 

56 

Nlvaranacevanlvaranivaduka- 

81 

281 

kusalattika 

85 

Sankilesikaduka-kusalattika 

138:3 

57 

Nlvaranacevanivarana- 

86 

Sankilitthaduka-kusalattika 

284 

sampayuttaduka-kusalattika 

， 

87 

Kilesasampayuttaduka-kusalattika 

285 

58 

Nivaranavippayuttanivaranivaduka- 

88 

Kilesacevasankilesikaduka- 

kusalattika 

kusalattika 

286 

59 

Paramasaduka-kusalattika 

231 

89 

Kilesacevasankilitlhaduka-kusalattiki 

に 88 

HO 

Paramatthaduka-kusalattika 

232 

90 

Kilesacevakilesasampayuttaduka- 

61 

Paramasasampayuttaduka- 

kusalattika 

288 

kusalattika                            P  v 

233 

91 

Kilesavippayuttasaiikilesikaduka- 

62 

Paramasacevaparamatthaduka- 

kusalattika                            P  v 

289 

kusalattika 

235 

92 

I  )assanenapahatal)l)aduka- 

63 

Paramasavippayuttaparamatthaduka- 

kusaiattika 

290 

kusalattika 

2；-57 

93 

Bhavanayapahatabhiuluka- 

64 

Sarammanaduka-kusalattika 

238 

kusalatlika 

ま 

(So 

Cittaduka-kusalattika 

240 

91 

Dassanenapahatabl^ahctucluka- 

66 

Cetasikaduka-kusalattika 

12.14 

kusalattika 

"7 

し ittasampayuttaduka-kusalattika 

:M7 

95 

BhavanayapahatabhaheliKluka- 

(i8 

v^ittasamsatthaduka-kusalattika 

250 

kusalaltika 

(S9 

«^ittasamutthanaduka-kusalattika 

251 

9(5 

Savitakkaduka-kusalaltil^ 

296 

70 

し ittasahabhuduka-kusalattika 

97 

Savicaraduka-kusalattika 

300 

71 

し It ほ nuparivattiduka-kusalattika 

98 

Sappitikaduka-kusalattika 

302 

P  V 

256 

99 

Pitisahagataduka-kusalattika 

305 

72 

«^ittasarhsatthasamutthanacluka- 

100 

Sukhasahagataduka-kusalattika 

305 

kusalattika 

257 

101 

Upekhasahagataduka-kusalattika 
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P  V 

305 

9 

Dassanenapahatabbahetuttika- 

102 

Kamavacaraduka-kusalattiKa 

306 

hetuduka 

384 

103 

Rupavacaraduka-kusalattika 

308 

10 

Acayagamittika-hetuduka 

387 

104 

Arupavacaraduka-kusalattika 

310 

11 

bekhattika-hetuduka                  P  v 

393 

105 

Pariyapannaduka-kusalattika 

312 

12 

Parittattika-hetuduka 

398 

106 

Niyyanikaduka-kusalattika 

3]  3 

13 

Parittarammanattika-hetuduka 

402 

107 

Niyataduka-kusalattika 

314 

14 

Hlnattika-hetuduka 

405 

108 

Sauttaraduka-kusalattika 

315 

15 

Micchattattika-hetuduka 

407 

109 

Saranaduka-kusalattika 

316 

16 

Maggarammanattika-hetuduka 

412 

110 

Saranaduka-vedanattika 

317 

17 

Uppannattika-hetuduka 

419 

111 

Saranaduka-vipakattika            P  v 

318 

18 

Atitattika-hetuduka 

421 

112 

Saranaduka-upadinnattika 

319 

19 

Atitarammanattika-hetuduka 

423 

113 

Saranacluka-saiikilitthattika 

:V2 

20 

Ajjhattattika-hetuduka 

425 

114 

Saranaduka-vitakkattika 

； 521 

21 

Ajjhattarammanattika-hetucluka 

115 

Saranaduka-pitittika 

321 

P  V 

4:i8 

116 

Saranaduka-dassanattika 

322 

99 

Sanidassanattika-hetuduka 

430 

117 

Saranaduka-dassanenapahatabba- 

23 

Kusalattika-sahetukaduka 

434 

hetuttika 

323 

24 

Kusalattika-hetusampayuttaduka 

436 

118 

Saranaduka-acayagamittika 

324 

25 

Kusalattika-hetucevasahetukaduka 

441 

119 

Saranaduka-sekhattika 

325 

26 

Kusalattika-hetucevahetu- 

120 

Saranaduka-parittattika 

■A26 

sampayuttaduka 

444 

121 

Saranaduka-parittarammanattika 

27 

Kusalattika-nahetusahetukaduka 

447 

P  V 

326 

28 

Kusalattika-sappaccayaduka 

448 

122 

Sai anaduka-hinattika 

327 

29 

Kusalattika-sankhataduka 

451 

123 

Saranaduka-micchattattika 

328 

30 

Kusalattika-sanidassanaduka 

451 

124 

Saranaduka-maggarammanattika 

329 

31 

Kusalattika-sappatighaduka        P  v 

453 

125 

Saranaduka-uppannattika 

329 

32 

Kusalattika-rQpiduka 

455 

126 

Saranaduka-atltattika 

330 

33 

Kusalattika-lokiyaduka 

456 

127 

SaranaduKa-atltarammanattika 

330 

34 

Kusalattika-kenacivinneyj^aduka 

459 

128 

Saranaduka-ajjhattattika 

332 

35 

Kusalattika-asavaduka 

461 

129 

Saranaduka-ajjhattarammanattika 

332 

36 

Kusalattika-sasavaduka 

463 

130 

Saranaduka-sanidassanattika 

333 

37 

Kusalattika-asavasampayuttaduka 

465 

Tika-duka-patthana               P  v 

335 

38 

Kusalattika-asavacevasasavaduka 

467 

1 

Kusalattika-hetuduka 

335 

39 

Kusalattika-asavaceva- 

2 

Vedanattika-hetudukii 

344 

asavasampayuttaduka 

4(38 

3 

Vipakattika-hetuduka 

349 

40 

Kusalattika- 

4 

Upadinnattika-hetuduka 

354 

asavavippayuttasasavciduka 

469 

o 

Sankilitthattika-hetuduka 

359 

41 

Kusalattika-chagottakaduka       P  v 

471 

6 

Vitakkattika-hetuduka 

364 

42 

Kusalattika-sarammanaduka 

472 

7 

Pitittika-hetuduka 

374 

43 

Kusalatlika-cittaduka 

473 

8 

Dassanattika-hetuduka 

380 

44 

Kusalattika-cetasikaduka 

475 
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45 

Kusalattika-cittasampayuttaduku 

476 

79 

Pitittika-saranaduka 

513 

4(5 

Kusalattika-ajjhattikaduka 

477 

80 

Dassanattika-saranaduka 

514 

47 

Kusalattika-upadaduka 

478 

81 

Dassanenapahatcibbahetuttika- 

48 

Kusalattika-upadinnaduka 

479 

saranaduka                           P  v 

515 

49 

Kusalattika-upadanagocchakaduka 

481 

813 

Acayagamittika-saranaduka 

515 

50 

Kusalattika-kilesaduka 

481 

83 

Sekhattika-saranaduka 

517 

51 

Kusalattika-saiikilesikaduka        P  v 

482 

84 

Parittattika-saranaduka 

518 

52 

Kusalattika-sahkilitthaduka 

484 

85 

Parittarammanattika-saranaduka 

519 

53 

Kusalattika-kilesasampayuttaduka 

485 

86 

Hinattika-saranaduka 

520 

54 

Kusalattika- 

87 

Micchattattika-saranaduka 

520 

kilesacevasaiikilesikaduka 

-186 

88 

Maggarammanattika-saranaduka 

S5 

Kusalattika-kilesacevasankiliuhaduka 

487 

89 

Uppannattika-saranaduka 

56 

Kusalattika- 

90 

Atitattika-saranaduka 

kilesocevakilesasampa\'uttad  iika 

488 

91 

Atltarammanuttika-saranaduka    P  、 

/  523 

57 

Kusalattika- 

92 

AjjhaUatlika-saranaduka 

525 

kilesavippayuttasaiikilesikaduka 

488 

93 

Ajjhattarammanattika-saranaduka 

525 

58 

94 

Sanidassanattika-saranaduka 

526 

dassanenapahatabbaduka 

490 

•  r-^ 

529 

59 

Kusalattika- 

1 

Kusalattika- vedanattika 

529 

bhavanayapahatabbaduka 

492 

') 

Kusalattika- vipakattika 

532 

60 

Kusalattika- 

3 

Kusalattika-upadinnatlika 

533 

dassanenapahatabbahetuduka 

492 

4 

Kusalattika-sankilitthattika 

535 

61 

Kusalattika-bhavanaya- 

5 

Kusalattika- vitakkattika 

536 

pahatabbahetuduka                P  v 

493 

6 

Kusalattika-pitittika 

537 

62 

Kusalattika-savitakkaduka 

493 

7 

Kusalattika-dassanattika 

539 

63 

Kusalattika-savicaraduka 

495 

8 

Kusalattika- 

64 

Kusalattika-sappltikaduka 

495 

dassanenapahatabbahetutlika 

539 

65 

Kusalattika-pitisahagataditiduka 

497 

9 

Kusalattika-acayagamittika 

540 

(>6 

Kusalattika-kamavacaraduka 

497 

丄 (） 

Kusalattika-sekhattika 

541 

"7 

Kusalattika-rupavacaraduka 

499 

11 

Kusalattika-parittattika              P  v 

541： 

68 

Kusalattika-arupavacaraduka 

500 

12 

Kusalattika-parittarammanaltika 

544 

69 

Kusalattika-pariyapannaduka 

501 

1：5 

Kusalattika-hlnattika 

545 

70 

Kusalattika-niyyanikaduka 

5()；5 

14 

Kusalattika- micchattattika 

547 

71 

Kusalattika-niyataduka              P  v 

15 

Kusalattika-maj^garammanattika 

548 

7-J 

Kusalattika-sauttaraduka 

504 

16 

Kusalattika-uppannattika 

549 

73 

Kusalattika-saranaduka 

506 

17 

Kusalattika-atltattika 

549 

74 

Vedanattika-saranaduka 

507 

18 

KusalaUika-alltarammanatlika 

549 

75 

Vipakattika-saranaduka 

506 

19 

Kusalattika-ajjhattattika 

551 

76 

Upadinnattika-saranaduka 

510 

20 

Kusalattika-ajjhaltarammanattika 

553 

77 

Sankilitthattika-saranaduka 

511 

21 

Kusalattika-sanidassanattika       P  v 

553 

78 

Vitakkattika-saranaduka 

512 

■12 

Vedanattika-kusalattika 

554 
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23 

> 

555 

asavacevaasavasampayultaduka 

584 

24 

Upadinnattikei-kusalattika 

556 

18 

Hetuduka- 

25 

Sankilitthattika-kusalattika 

557 

asavavippayuttasasavaduka 

584 

26 

Vitakkattika-kusalattika 

558 

19 

Hetuduka-chagocchakaduka 

585 

27 

Pitittika-kusalattika 

558 

2(J 

Hetuduka-sarammanaduka 

585 

28 

Dassanattika-kusalattika 

559 

21 

Hetuduka-cittaduka                   P  v 

586 

29 

Dassanenapahatabbahetuttika- 

•ry 

Hetuduka-cetasikaduka 

586 

kusalattika 

560 

23 

Hetuduka-cittasampayuttaduka 

586 

30 

Acayagamittika-kusakutika 

561 

24 

Hetuduka-cittasarhsatthaduka 

587 

31 

Sekhattika-kusalattika                P  v 

561 

25 

Hetuduka-cittasamutthanacluka 

587 

32 

Parittattika-kusalattika 

562 

26 

Hetuduka-cittasahabhuduka 

588 

33 

Parittarammapattika-kusalaUika 

563 

'11 

Hetuduka-cittanuparivattiduka 

588 

34 

Hinattika-kusalattika 

564 

28 

Hetuduka- 

35 

Micchattattika-kusalattika 

564 

ciltasarhsatthasamutthanaduka 

588 

36 

Maggarammanattika-kusalatlika 

565 

29 

Hetuduka- 

87 

Uppannattika-kusalattika 

566 

cittasamsatthasamutthanasahaljhuduka 

38 

Atltattika-kusalattika 

566 

589 

39 

Atitarammanattika-kusalattika 

567 

30 

Hetuduka- 

40 

Ajjhattattika-kusalattika 

568 

cittasariisatthasamutthananu- 

41 

Ajjhattarammanattika-kusalattika 

parivattiduka 

589 

P  V 

568 

； U 

Hetuduka-ajjhattikaduka            P  v 

590 

413 

Sanidassanattika-kusalattika 

569 

32 

Hetuduka-upadaduka 

590 

> 

led 
マ 

Q 

571 

33 

Hetuduka-upadinnaduka 

590 

1 

Hetuduka-sahetukaduka 

571 

34 

Hetuduka-upadanagocchakaduka 

591 

2 

Hetuduka-hetusampayuttaduka 

574 

35 

Hetuduka-kilesagocchakaduka 

591 

3 

Hetuduka-hetucevasahetukaduka 

576 

36 

Hetuduka-pitthiduka 

591 

4 

Hetuduka- 

37 

Sahetukaduka-hetuduka 

593 

hetucevahetusampayuttaduka 

576 

38 

Hetusampayuttaduka-hetuduka 

594 

5 

Hetuduka-nahetusahetukaduka 

576 

39 

Hetucevasahetukaduka-hetuduka 

594 

6 

Hetuduka-sappaccayaduka 

577 

40 

Hetucevahetusampayuttaduka- 

7 

Hetuduka-saiikhataduka 

577 

hetuduka 

591 

8 

Hetuduka-sanidassanaduka 

578 

41 

Nahetusahetukaduka-hetuduka 

9 

Hetuduka-sappatighaduka 

578 

P  ^ 

' 595 

10 

Hetuduka-ruplduka 

579 

42 

Parittaduka-hetuduka 

595 

11 

Hetuduka-lokiyaduka                 P  v 

580 

43 

Asavagocchakiiduka-hetLiduka 

596 

12 

Hetuduka-kenacivinneyyiiduka 

580 

44 

Chagocchakaduka-hetuduka 

598 

13 

Hetuduka-asavaduka 

581 

45 

Mahaggataduka-hetuduka 

598 

14 

Hetuduka-sasavaduka 

582 

46 

Upadanagocchakaduka-hetuduka 

599 

15 

Hetuduka-asavasampayuttaduka 

583 

47 

Kilesagocchakaduka-hetuduka 

599 

16 

Hetuduka-asavacevasasavaduka 

583 

48 

Pitthiduka-hetuduka 

599 

17 

Hetuduka- 
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// 

b 下 12 

646 

b 

9 

// 

b 下 8，  7 

647 

b 

5 

649 

1) 下 

1 

650 

a 

18 

657 

a 

14 

// 

15 

667 

a 下 

7 

670 

b 

17 

672 

a 下 

7 

574 

b 下 

6 

678 

a 下 

18 

// 

b 

20 

679 

b 

10 

683 

a 

13 

684 

b 下 20 

685 

a 

4 

688 

b 

10 

691 

a 

18 

692 

a 下 19 

693 

a 下 

6 

707 

a 下 

18 

// 

// 

6 

// 

// 

4 

714 

b 下 

8 

716 

1) 下 

7 

帝 魔， 伽羅 

。vedita 
Panna- 
長者 ァ— ラ— 

sakkharika 
luilaka 


法 
提 

(同上） 
鹿講 母堂 

220* 

知慧 
31 

sakkhalaka 
dayhati 

禪思 
③ 

"'sapanna 
比〕 ① 3 
176 

duvi-jata 
127 

常務 
3,214 

16 上 213  ； 16 下 

148 

尿茵 襤褸 
り 1 り 

''tantuka 
partilaha 

semha 
32 

rm, 叫， 

halitklhl 

,488 

波利經 


正 

帝麇 伽羅 

°vedita 

paniia- 

長者- ァ— ラ— 
ラ 

sakkharika 

l)alaka 

I ikicrhaka 


(同上） 
鹿 子 母堂 

220 


310 

sakkhalaka 
dayhati 

禪思 三昧 
② 

"sa  panna 
比〕 3 
178 

du-vijata 

常 粥 

206, 213,  214 
16 下 148  H- 
H 16 上 213 

この 項 除去 
372 

°tantuka 
paruaha 
1* 

semha 
34 

四 六， 五 m 

haliddi 

除去 

波梨經 


717 

719 


722 

725 
// 
7；'.2 
734 
741 
743 
744 
// 
753 
// 
756 

757 
759 

// 
760 
763 

// 

// 
764 

// 
775 
781 
784 
785 
801 
804 
811 


段 行 
b 下 8 
b 14 
b 下 19 

a  5 
b 下 8 

a  9 

a 下 ir) 

a 下 5， 1 
a  6,8 
b 16 
b 下 8 

a  20 
b 下 3 
a 下 11 
// 10 
b 15 

b 14 
a 12 

b  6 
a 下 3 

a  2 

//  7 

b  2 
a 下 12 
b 下 13 

b  3 
a 下 16 
a 15 
a 下 16 
a 下 1 
a 下 12 
a 19 


//  b 下 19 

816  b  5 

827  a  7 

8：?8  a 下 18 
849 1) 10 


( iii  ) 


誤 

正 

(壞見 

(見瓌 

婆 伽 梵天 

婆迦 梵天 

婆耆沙 

婆 耆沙， 婆耆 

へ 

舍 

256 

265 

婆羅門 姓 

婆羅門 性 

patika 

patiKa 

92 

2 

bhaddasala 

bhaddasala 

singhanika 

singhanika 

羅 

践囉 

68 

98 

忌， 想 無 厭 想 

忌 想， 無 厭 想 

非 樂可相 

-It-  -zrt* -iftW'  4-^7 

き 口 了樂相 

128, 

1 op 1 Ar\ 
丄 4U， 

140 

l44 

venatevva 

Venateyya 

〔王〕 

阿須 羅 

阿修羅 

引 張' 

引 帳 

360* 

366* 

402 14 

40  214 

② 

③ 

26 

29 

dukkha 

duKKho 

貪窮 

貧窮 

遍淨戒 

不據 

無穢 

350 

250 

不樂 

不樂 ① 

196 

169 

歸衣 

歸依 

Potalivasutta- 

nta 

suttanta 

Potthila 

Potthila  〔比〕 

-dassana 

-dassana 

， 徴 ffi 

除去 

拘木緣 

拘櫞 

摩 迹本生 

摩 迦王本 生 

百 
貝 

段 

行 

in 

856 

b 下 11 

丄丄丄 

1 1 1 lift 

丄 i 丄, 丄丄 o 

// 

②の項 

除去 

b 

11 

化 夏 

ィヒ塌 

(X) 丄 

a 

8 

\ligasila 

Migasira 

869 

a 

17 

jivarii  sanrarii 

jivam  tarn 
sariram 

o  /  U 

a 

7 

vijjamaya 

vijjamaya 

537  •> 
0/0 

a 

嫂—、/ J  

クメ Pii とし L 狗 

—、ん e^l 

0/0 

1) 

1 

しれ」 ri  0 

QQQ 

b 下 

7 

Art  to 

904 

b 下 

16 

し? knj 

906 

b 

15 

植^ ズ- 
口^も 

愤辨 《^ 

917 

b 

20 

303; 

303  H  « 

Q9n 

a 下 

4 

pijandhariii 

pilandhana 

a 

r) 

M  00/ 

007  Qfr'7 
Zb 丄 乙" oO/ 

// 

b 

マ千义 

iaifl^vhf'f? お ii 

P^1\yiy\  J,  ^ 

QOC 

a 

3 

Sukhaviliari- 

C ；,、  UU;;  ，，； Us*": 

oUKnavinan- 

QQQ 

a 

4,r> 

/上 

牛 千 

き 卜 

b 下 

8 

'4R 女 pn 

雕 安口" 

944 

a 下 

10 

949 

a 

20 

(一九 五） 

"九 一） 

け 0 丄 

a 下 

5 

知 卞 g 她 

知 ^ 

1) 下 

8 

さ iif 辛 お 

ste: 气ざ 

18 

に E の 斷"！  on 
1/1/1* 

カリ に荆 ヽ L  ^ 
一- 

リ 

1) 

Jarasuiiji 

Jara-sutta 

b 

21 

ti ij liflSci  /a 

ajjhasa  va 

963 

b 下 

10 

//tSf  Ti"i 

Mr ぬ 

a 下 

2 

cha-sanna- 

cha.  sanna- 

968 

a 下 

" 匪 

ド fl 冊， pT^» 

// 

1) 下 

11 

論 母 設置 

論 母 設置 分 

970 

a 

10 

299 

zyy,  ,100 

973 

b 

2 

mm. 

蛾垤 

975 

a 下 

-karana-palala 

-karana= 
palala 

百 
只 

段 

行 

3^ 

止 

989 

a 

11 

牧ぉ 

// 

a 下 

3 

'<& 

QQQ 

リ o、. 

a 下 17 

し 他_] 

/^ヽ 「ヽ 【，ヽ 

LU 卜總 H 次】 

b 下 

^  il/,  口 
侍 生 口  u 

侍 坐 品 

9« 

1) 下 

9 

ス； 目 
个兄 

•fiE 貝 

3f) 

b 下 

5 

个/ ZXJiife 

しづ、 JMj^ 

or: 
00 

见出 シ 

1 ひ 上 

Ih 上 

// 

11 

彼ス t-:;Flj 

到 彼）' に： 

')g 

1 ') 
丄ニ 

不具 

不貧 

4Z 

つ "IT 

D 

丄 52 

/iq 
^0 

1. 
IJ 

18 

難 P 匕 

跳 祐 

離提 

// 

1、 "TC 

b 卜 

15 

孜提 

11 

雜 

滩 

1、 "TT 

16 

杯 til' 刃 

粗 もせ/て 

// 

12 

絲某 h 拉 

All 

a 卜 

2 

供厂 W 

厂玥 s 

1 

b 

19 

MP  J 

51 

a 

】5 

摩; 5 權 

き IJ 梨 

57 

a 

VI 

レ一 ヮ アイ 天 

レ一ヴ ティ 一 

63 

1) 

6 

サン タラ 

サン タ一ラ 

67 

a 

6 

二 ッ グン ディ 

二 ッグン ティ 

71 

13, 15 クレーン ヂャ 

ク レ一 ンチ- V 

ハ ラ 

ハ ラ 

つ' ) 
に 

1 

善慧 

ゃ鞋 口 

含;^ 1^ 弋 口口 

7:5 

a 下 

16 

半 尸 逝 

/|>  :4tn  口 

牛迦尸 

110 

b 

8 

無色 論 

Mrr む、 fcH  ^sA. 

無色 界 slSJ 

丄 丄 《^ 

a 下 

3 

知る や 

ス fl り 侍る "V" 

a 下 

7 

惡 行の 問 

PS  ^r;:dt:SjJ  iT\  pill 

【以下 畫引 索引】 

n 
I 

右端 9 

杆 

什 

31 

シ キイ 

シ キミ 

【以 ド 追加 衣-】 

左 

3 

俱尸那 

拘尸那 

右下 3 

17 

15 

( iv  ) 


追加 表 


(第一 部 上〜 下 卷:' 

p.  227  b 華 (增; Puppham   or  Vaddham  p.  685  a 

〔經〕 14  216  p.  695  a 

p.  356  a 尿 ® 濫褸 avalekhana-pidhara  4  214  p.  698  b 

p.  504  b 鋤 賢人 本 生物 語 Kudckla-jataka  (七 

〇） 29  lOV  p.  703  a 

p.  578  a 大悲 • 一切 知 智の世 尊に よ り て提婆 

達 多 出家の 問 Bhagava ほ  p.  730a 

mahakarunaya  sabbannutananena  p.  /30  a 

Devadatta-pabbajita-panho  59 上 241 
p.  619  b 痛 根 ② Aghamdlarii 〔經〕 14  50 
p.  624  a テ イタ ンヂャ リ ャ Thitafijaliya  〔比 

丘の 譬喩 經〕 26  217  P.  788  b 

p.  631b 適切 業 品 Pattakamma-vagga 18  P.  826  b 

113 

p.  639  b トウ ツバ ラーナー ガ Tobbalanaga  p.  942  a 

〔精 舍〕 60  398 


人界論 Manussaloka-katha  58  337 

能 Bhabba  〔經〕 22 上 178 

パー タリ アツ ヒャ PSfalipupphiya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  488 

ノ、 ト ゥマ フー チヤ 力 Padumapujaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  471 

般 涅槃 ParinibbSna  〔經〕 22 上 170 

般 涅槃し 供養 を 望ま ざる 如來 供養の 

效無效 の 問 Tathagatassa 

panniDbutassa  asadiyantassa 

vanjhavanjha-panho  59 上 220 

怖畏品 Bhaya-vagga 18  215 

暴 流 • 軛群ニ 法 Ogha- 

yogagocchaka-duka  53  337 

力 品 Bala-vagga 19 12 


( V  ) 


南傳大 藏經總 索引 第二 部 
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